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▼
岩
波
新
書
に
は
、
赤
版
・
青
版
・
黄
版
・
新
赤
版
の
4
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

赤
版（
一
九
三
八
年
〜
一
九
四
六
年
）

　

青
版（
一
九
四
九
年
〜
一
九
七
七
年
）

　

黄
版（
一
九
七
七
年
〜
一
九
八
七
年
）

　

新
赤
版（
一
九
八
八
年
〜
現
在
刊
行
中
）

▼
こ
の
目
録
に
掲
載
さ
れ
て
い
る「
岩
波
新
書
」「
岩
波
ア
ク
テ
ィ
ブ
新
書
」「
岩
波
ジ
ュ
ニ
ア
新
書
」の
書
目
は
、 

　

二
〇
二
三
年
四
月
現
在
の
在
庫
品
で
す
。

▼
こ
の
目
録
中
の
定
価
は
二
〇
二
三
年
四
月
現
在
で
表
示
し
ま
し
た
。
二
〇
二
三
年
五
月
以
降
定
価
が
変
わ
る

　

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
諒
承
く
だ
さ
い
。
な
お
、
定
価
は
税
込
み
で
す
。

▼
書
目
は
各
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
に
番
号
順
（
刊
行
の
新
し
い
順
）
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
シ
リ
ー
ズ

　

も
の
は
、
ジ
ャ
ン
ル
の
中
で
ま
と
め
て
あ
り
ま
す
。

▼
各
書
目
の
下
に
あ
る
8
桁
の
数
字
は
、
I
S
B
N（
国
際
標
準
図
書
番
号
）の
商
品
コ
ー
ド
で
す
。
但
し
、

Ｅ
Ａ
Ｎ
書
籍
出
版
業
コ
ー
ド（
978-
）、
国
コ
ー
ド（
4-
）お
よ
び
小
社
出
版
社
コ
ー
ド（
00-
）は
省
略
し
て
あ
り

ま
す
。
ご
注
文
の
際
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▼
Ｉ
Ｓ
Ｂ
Ｎ
コ
ー
ド
に
「
◆
」
印
の
あ
る
も
の
は
、
電
子
書
籍
で
も
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
各
電

子
書
籍
販
売
サ
イ
ト
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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政

治

新赤1955

三
浦
ま
り

さ
ら
ば
、
男
性
政
治

１
０
７
８
円

男
性
政
治
と
は
、
男
性
だ
け
で
営
ま
れ
、
男
性
だ
け
が
迎
え
入
れ
ら
れ
、
そ
れ
を
当
然

だ
と
感
じ
、
た
ま
に
女
性
の
参
入
が
認
め
ら
れ
て
も
対
等
に
は
扱
わ
れ
な
い
政
治
で
あ

る
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
な
社
会
を
目
指
す
推
進
力
が
生
ま
れ
て
い
る
が
、
男
性
政
治
の

最
後
の
砦
、永
田
町
が
そ
の
流
れ
を
阻
ん
で
い
る
。
こ
う
し
た
日
本
の
現
実
を
超
え
て
、

誰
も
が
生
き
や
す
い
社
会
へ
の
道
を
探
る
。

［
２
０
２
３
年
１
月
］
431955Ȃ9◆

新赤1928

山
本
章
子
・
宮
城
裕
也

日
米
地
位
協
定
の
現
場
を
行
く

ʕ
「
基
地
の
あ
る
街
」
の
現
実
ʕ

９
９
０
円

な
ぜ
日
本
で
は
米
兵
の
犯
罪
を
取
り
締
ま
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
か
。
な
ぜ
騒
音
被
害

や
環
境
汚
染
を
止
め
ら
れ
な
い
の
か
。
な
ぜ
基
地
の
そ
ば
で
暮
ら
し
て
い
る
と
い
う
だ

け
で
数
多
く
の
悩
み
を
抱
え
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
。

積
み
重
な
る
「
な
ぜ
」
の
原

因
は
日
米
地
位
協
定
に
あ
る
。「
国
の
専
管
事
項
」
で
あ
る
安
全
保
障
が
私
た
ち
の
日

常
を
脅
か
す
。
そ
の
実
態
と
原
因
に
迫
る
。

［
２
０
２
２
年
５
月
］
431928Ȃ3◆

新赤1927

嶋
田
博
子

職
業
と
し
て
の
官
僚

１
０
３
４
円

旧
態
依
然
の
イ
メ
ー
ジ
で
語
ら
れ
続
け
る
霞
が
関
官
僚
の
職
業
実
態
を
示
し
、
職
業
と

し
て
の
官
僚
が
国
民
や
政
治
に
対
し
担
う
べ
き
役
割
、
現
状
を
あ
る
べ
き
官
僚
像
に
近

づ
け
る
方
途
を
、
政
官
関
係
の
歴
史
的
変
遷
、
各
国
比
較
な
ど
を
交
え
な
が
ら
考
え
る
。

メ
デ
ィ
ア
で
の
バ
ッ
シ
ン
グ
や
政
治
主
導
の
掛
け
声
だ
け
に
満
足
せ
ず
、
我
が
事
と
し

て
官
僚
を
見
つ
め
る
必
要
を
説
く
。

［
２
０
２
２
年
５
月
］
431927Ȃ6◆

新赤1925
Ἑ
名
定
道
・
宇
野
重
規
・
岡
田
正
則
・
小
沢
隆
一
・
加
藤
陽
子
・
松
宮
孝
明

学
問
と
政
治
学
術
会
議
任
命
拒

否
問
題
と
は
何
か

９
２
４
円

二
〇
二
〇
年
一
〇
月
一
日
、
時
の
首
相
・
菅
義
偉
は
、
日
本
学
術
会
議
か
ら
新
会
員
と

し
て
推
薦
を
受
け
た
一
〇
五
名
の
う
ち
六
名
の
任
命
を
拒
否
し
た
。
こ
の
民
主
主
義
や

法
か
ら
学
問
の
あ
り
方
に
ま
で
禍
根
を
残
し
た
事
件
か
ら
一
年
半
。
し
か
し
、
い
ま
だ

問
題
は
終
わ
っ
て
い
な
い
。
日
本
社
会
の
矛
盾
に
直
面
し
た
当
事
者
六
名
が
、
そ
の
背

景
と
本
質
を
問
う
。

［
２
０
２
２
年
４
月
］
431925Ȃ2◆

3― 政治
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新赤1915

川
上
高
志

検
証

政
治
改
革
な
ぜ
劣
化
を
招
い
た
の
か

９
９
０
円

官
邸
に
権
力
が
集
中
し
た
「
一
強
」
政
治
ゆ
え
の
驕
り
、
忖
度
官
僚
の
出
現
、
進
む
国

会
軽
視
…
…
。
平
成
期
の
政
治
改
革
は
当
初
期
待
さ
れ
た
効
果
を
上
げ
ず
、
権
力
間
の

バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
、
副
作
用
ば
か
り
が
目
に
つ
く
よ
う
に
な
っ
た
。
な
ぜ
政
治
の
劣

化
を
招
い
た
の
か
。
フ
ァ
ク
ト
に
も
と
づ
い
て
検
証
、
そ
の
原
因
を
探
り
、
令
和
の
時

代
に
ふ
さ
わ
し
い
新
し
い
政
治
改
革
を
提
言
す
る
。

［
２
０
２
２
年
２
月
］
431915Ȃ3◆

新赤1913

鵜
飼
健
史

政
治
責
任
民
主
主
義
と
の
つ
き
合
い
方

９
９
０
円

政
治
責
任
を
問
う
こ
と
も
、そ
れ
を
看
過
す
る
こ
と
も
日
常
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
い
ま
、

私
た
ち
は
「
政
治
に
無
責
任
は
つ
き
も
の
な
の
だ
」
と
い
う
諦
念
を
追
認
す
る
し
か
な

い
の
か
。
自
己
責
任
論
と
政
治
不
信
の
渦
中
で
政
治
責
任
を
取
ら
せ
る
こ
と
は
可
能
な

の
か
。
Ｈ
・
ア
ー
レ
ン
ト
や
丸
山
眞
男
な
ど
を
参
照
し
つ
つ
、
政
治
責
任
を
め
ぐ
る
も

ど
か
し
さ
の
根
源
を
理
論
的
に
究
明
す
る
。

［
２
０
２
２
年
２
月
］
431913Ȃ9◆

新赤1912

筒
井
清
輝

人

権

と

国

家

ʕ
理
念
の
力
と
国
際
政
治
の
現
実
ʕ

９
４
６
円

今
や
政
府
・
企
業
・
組
織
・
個
人
の
ど
の
レ
ベ
ル
で
も
必
要
と
さ
れ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
要
・

普
遍
的
人
権
の
理
念
や
制
度
の
誕
生
と
発
展
を
た
ど
り
、
内
政
干
渉
を
嫌
う
国
家
が
自

ら
の
権
力
を
制
約
す
る
人
権
シ
ス
テ
ム
の
発
展
を
許
し
た
国
際
政
治
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス

を
解
く
。
冷
戦
体
制
崩
壊
後
、
今
日
ま
で
の
国
際
人
権
の
実
効
性
を
吟
味
し
、
日
本
の

人
権
外
交
・
教
育
の
質
を
世
界
標
準
か
ら
問
う
。

［
２
０
２
２
年
２
月
］
431912Ȃ2◆

新赤1886

木
宮
正
史

日

㕾

関

係

史
９
２
４
円

日
㕾
関
係
は
、な
ぜ
こ
こ
ま
で
悪
化
し
て
し
ま
っ
た
の
か
。
交
流
が
増
え
る
に
つ
れ
て
、

日
㕾
の
相
互
理
解
は
進
む
は
ず
で
は
な
か
っ
た
の
か
。

そ
の
Ṗ
を
解
明
す
る
た

め
、
本
書
は
一
九
四
五
年
か
ら
現
在
に
至
る
歴
史
を
、
北
朝
鮮
・
中
国
な
ど
国
際
環
境

の
変
容
も
視
野
に
い
れ
な
が
ら
、
徹
底
分
析
す
る
。
一
つ
の
生
命
体
の
よ
う
に
変
化
を

遂
げ
る
日
㕾
関
係
の
履
歴
と
未
来
と
は
。

［
２
０
２
１
年
７
月
］
431886Ȃ6◆

新赤1876

堤
林
剣
・
堤
林
恵

「
オ
ピ
ニ
オ
ン
」
の
政
治
思
想
史

ʕ
国
家
を
問
い
直
す
ʕ

９
２
４
円

現
代
に
お
け
る
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
危
機
。
そ
れ
は
、
世
界
の
大
規
模
な
変
容
の
反
映
で

あ
る
。
こ
の
危
機
を
生
き
抜
く
鍵
は
、
人
々
が
織
り
な
す
「
オ
ピ
ニ
オ
ン
」
な
る
曖
昧

な
領
域
と
、
そ
の
調
達
・
馴
致
の
長
い
歴
史
に
あ
る
。
国
家
に
か
か
わ
る
思
想
史
を
オ

ピ
ニ
オ
ン
論
で
再
解
釈
す
る
こ
と
で
、
大
き
く
変
化
し
つ
つ
あ
る
政
治
の
存
立
条
件
を

未
来
ま
で
見
通
す
、
斬
新
な
政
治
学
入
門
。

［
２
０
２
１
年
４
月
］
431876Ȃ7◆

政治 ―4
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新赤1871

石
川
真
澄
・
山
口
二
郎

戦

後

政

治

史
第
四
版

１
１
４
４
円

的
確
か
つ
簡
潔
な
叙
述
で
定
評
の
あ
る
通
史
に
一
〇
年
分
を
増
補
し
た
最
新
版
。
民
主

党
政
権
下
で
起
き
た
東
日
本
大
震
災
か
ら
、
安
倍
政
権
の
復
活
と
長
期
化
、
そ
し
て
コ

ロ
ナ
危
機
に
揺
れ
る
現
在
ま
で
の
軌
跡
を
た
ど
る
。
そ
れ
は
、
自
民
党
「
一
強
」
と
野

党
の
弱
体
化
が
進
み
、
政
治
的
幻
滅
が
拡
大
す
る
時
代
で
あ
っ
た
。
衆
参
両
院
の
全
選

挙
結
果
も
収
め
た
必
携
の
一
冊
。

［
２
０
２
１
年
３
月
］
431871Ȃ2◆

新赤1870

マ
イ
ケ
ル
・
ロ
ー
ゼ
ン

内
尾
太
一
・
峯
陽
一
訳

尊

厳

ʕ
そ
の
歴
史
と
意
味
ʕ

９
２
４
円

「
尊
厳
」
は
人
権
言
説
の
中
心
に
あ
る
哲
学
的
な
難
問
だ
。
概
念
分
析
の
導
入
と
し
て

西
洋
古
典
の
歴
史
に
分
け
入
り
、
カ
ン
ト
哲
学
や
カ
ト
リ
ッ
ク
思
想
な
ど
の
規
範
的
な

考
察
の
中
に
、
実
際
に
尊
厳
が
問
わ
れ
た
独
仏
や
米
国
の
判
決
な
ど
の
事
実
を
招
き
入

れ
る
。
な
ぜ
捕
虜
を
辱
め
て
は
い
け
な
い
の
か
。
な
ぜ
死
者
を
敬
う
の
か
。
尊
厳
と
義

務
を
め
ぐ
る
現
代
の
啓
蒙
書
が
示
す
道
と
は
。

［
２
０
２
１
年
３
月
］
431870Ȃ5◆

新赤1859

空

井

護

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
整
理
法

９
２
４
円

政
治
の
主
役
で
あ
る
私
た
ち
は
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
つ
い
て
十
分
に
納
得
で
き
て
い
る

か
。
政
治
と
は
何
か
か
ら
始
め
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
は
い
か
な
る
政
治
の
仕
組
み
か
、

「
古
典
風
」
と
「
現
代
風
」
と
い
う
二
つ
の
タ
イ
プ
を
い
か
に
使
い
分
け
る
か
を
、
筋
道

を
立
て
て
解
き
明
か
し
て
い
く
。
多
義
的
に
な
り
が
ち
な
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
ス
ッ
キ
リ

と
整
理
し
て
理
解
す
る
コ
ツ
を
伝
授
す
る
骨
太
な
一
冊
。

［
２
０
２
０
年
12
月
］
431859Ȃ0◆

新赤1855

小
磯
修
二

地

方

の

論

理
９
２
４
円

霞
が
関
の
官
僚
か
ら
北
海
道
に
身
を
投
じ
、
地
方
の
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
き
た
著

者
が
、
自
ら
の
活
動
か
ら
得
ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
気
づ
き
や
、
地
方
を
活
性
化
さ
せ
る

た
め
の
ヒ
ン
ト
を
惜
し
み
な
く
披
露
。「
中
央
の
発
想
」
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
地
方
独
自

の
物
差
し
で
洞
察
す
る
こ
と
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
新
た
な
発
想
や
ユ
ニ
ー
ク
な
実
践
活

動
の
数
々
を
紹
介
す
る
。

［
２
０
２
０
年
11
月
］
431855Ȃ2◆

新赤1854

南
博
・
稲
場
雅
紀

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

ʕ
危
機
の
時
代
の
羅
針
盤
ʕ

９
４
６
円

地
球
一
個
分
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
を
超
え
な
い
「
続
く
世
界
」
を
目
指
す
一
七
の
ゴ
ー
ル
。

二
〇
三
〇
年
の
期
限
ま
で
一
〇
年
を
切
り
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
下
の
今
こ
そ
、
危
機
の
時

代
の
羅
針
盤
と
し
て
そ
の
真
価
が
問
わ
れ
て
い
る
。
日
本
政
府
の
交
渉
官
と
開
発
・
環

境
関
係
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
代
表
と
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
イ
ロ
ハ
、
交
渉
秘
話
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
現
状
、

プ
ロ
が
見
た
そ
の
強
み
と
展
望
な
ど
を
漏
れ
な
く
紹
介
す
る
。

［
２
０
２
０
年
11
月
］
431854Ȃ5◆

5― 政治
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新赤1846

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
グ
リ
ー
ン
ブ
ラ
ッ
ト

河
合
祥
一
郎
訳

暴

君

ʕ
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
政
治
学
ʕ

９
４
６
円

政
治
は
行
き
詰
ま
り
、
人
々
は
裏
切
ら
れ
る
こ
と
に
慣
れ
、
経
済
的
困
窮
は
ポ
ピ
ュ
リ

ス
ト
の
怒
り
を
あ
お
り
…
…
。
な
ぜ
国
家
は
繰
り
返
し
暴
君
の
手
に
落
ち
る
の
か
。
暴

君
と
圧
政
誕
生
の
社
会
的
、
心
理
的
原
因
を
探
り
、
絶
対
的
権
力
へ
の
欲
望
と
そ
れ
が

も
た
ら
す
悲
惨
な
結
末
を
見
事
に
描
い
た
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
が
現
代
に
警
鐘
を
鳴
ら
す
。

［
２
０
２
０
年
９
月
］
431846Ȃ0◆

新赤1833

軽
部
謙
介

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
強
権
の
経
済
政
策

ʕ
官
僚
た
ち
の
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
2
ʕ

９
４
６
円

国
家
主
導
の
賃
上
げ
や
復
興
法
人
税
の
前
倒
し
廃
止
、
内
閣
人
事
局
の
発
足
、
消
費
税

引
上
げ
と
見
送
り
な
ど
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
展
開
で
は
誰
が
ど
う
動
い
て
い
た
の
か
。
そ

の
際
「
官
邸
一
強
」
と
い
う
権
力
構
造
は
ど
う
影
響
し
た
の
か
。
政
策
誕
生
の
舞
台
裏

に
迫
っ
た
前
作
に
続
き
、
多
数
の
キ
ー
マ
ン
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
非
公
開
㗦
料
を
も

と
に
、
そ
の
内
部
の
力
学
と
変
質
の
過
程
に
迫
る
。

［
２
０
２
０
年
６
月
］
431833Ȃ0◆

新赤1817

Ṥ
口
陽
一

リ
ベ
ラ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
現
在

ʕ
「
ネ
オ
リ
ベ
ラ
ル
」
と
「
イ
リ
ベ
ラ
ル
」
の
は
ざ
ま
で
ʕ

９
２
４
円

戦
後
西
側
諸
国
の
憲
法
の
共
通
基
準
で
あ
っ
た
リ
ベ
ラ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
、「
ネ
オ

リ
ベ
ラ
ル
」
と
「
イ
リ
ベ
ラ
ル
」
の
挟
撃
を
受
け
て
世
界
的
な
危
機
に
直
面
し
て
い
る
。

ト
ラ
ン
プ
現
象
、
イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
を
め
ぐ
る
混
迷
、
日
本
の
改
憲
論
議
な
ど
を

前
に
、
戦
後
知
識
人
た
ち
の
言
説
を
手
が
か
り
に
し
つ
つ
、
私
た
ち
の
座
標
軸
を
ど
こ

に
求
め
る
べ
き
か
考
え
る
。

［
２
０
１
９
年
12
月
］
431817Ȃ0◆

新赤1800

山
口
二
郎

民
主
主
義
は
終
わ
る
の
か

ʕ
瀬
戸
際
に
立
つ
日
本
ʕ

９
２
４
円

政
府
与
党
が
強
大
化
し
、
政
権
の
暴
走
が
続
い
て
い
る
。
政
治
家
や
官
僚
は
劣
化
し
、

従
来
の
政
治
の
常
識
が
㗨
々
と
覆
さ
れ
て
い
る
。
対
す
る
野
党
の
力
は
弱
く
、
国
会
も

役
割
を
見
失
っ
た
ま
ま
だ
。
市
民
的
自
由
へ
の
抑
圧
も
強
ま
っ
て
い
る
。
な
ぜ
日
本
政

治
は
こ
こ
ま
で
堕
ち
て
し
ま
っ
た
の
か
。
内
側
か
ら
崩
れ
ゆ
く
日
本
の
民
主
主
義
を
立

て
直
す
道
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
警
世
の
書
。

［
２
０
１
９
年
10
月
］
431800Ȃ2◆

新赤1794

前
田

健
太
郎

女
性
の
い
な
い
民
主
主
義

９
４
６
円

日
本
で
は
男
性
に
政
治
権
力
が
集
中
し
て
い
る
。
何
が
女
性
を
政
治
か
ら
締
め
出
し
て

き
た
の
か
。
そ
も
そ
も
女
性
が
極
端
に
少
な
い
日
本
の
政
治
は
、
民
主
主
義
と
呼
べ
る

の
か
。
客
観
性
や
中
立
性
を
う
た
っ
て
き
た
政
治
学
は
、
実
は
男
性
に
と
っ
て
重
要
な

問
題
を
扱
う
「
男
性
の
政
治
学
」
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
気
鋭
の
政
治
学

者
が
、
男
性
支
配
か
ら
の
脱
却
を
模
索
す
る
。

［
２
０
１
９
年
９
月
］
431794Ȃ4◆

政治 ―6
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新赤1763

原

武

史

平

成

の

終

焉

ʕ
退
位
と
天
皇
・
皇
后
ʕ

９
２
４
円

平
成
と
は
天
皇
制
の
新
た
な
ス
タ
イ
ル
が
確
立
さ
れ
た
時
代
だ
っ
た
。
日
本
中
を
く
ま

な
く
訪
ね
歩
き
、
自
ら
の
思
い
を
国
民
に
直
接
語
り
か
け
て
き
た
天
皇
明
仁
と
皇
后
美

智
子
。
二
人
が
生
み
出
し
た
「
平
成
流
」
は
退
位
後
も
受
け
継
が
れ
て
い
く
の
か
。
皇

太
子
（
妃
）
時
代
か
ら
の
足
跡
を
丹
念
に
た
ど
り
、「
象
徴
」
と
国
民
と
の
奇
妙
な
政
治

的
関
係
性
を
問
い
直
す
。

［
２
０
１
９
年
３
月
］
431763Ȃ0◆

新赤1741

吉
㗨
公
介

日
米
安
保
体
制
史

９
４
６
円

い
わ
ゆ
る
「
安
保
体
制
」
は
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
、
変
容
・
維
持
さ
れ
て
き
た
の
か
。

日
本
の
対
米
協
力
、
米
軍
基
地
の
運
用
、
米
軍
基
地
問
題
を
め
ぐ
る
日
米
関
係
史
の
三

つ
の
要
点
を
軸
に
、
内
在
す
る
「
非
対
称
性
」「
不
平
等
性
」「
不
透
明
性
」「
危
険
性
」

に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
全
歴
史
を
た
ど
る
。
大
き
な
転
換
点
を
迎
え
た
い
ま
、
今
後
の

方
向
性
を
考
え
る
た
め
の
基
本
の
一
冊
。

［
２
０
１
８
年
10
月
］
431741Ȃ8◆

新赤1703

軽
部
謙
介

官
僚
た
ち
の
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

ʕ
異
形
の
経
済
政
策
は
い
か
に
作
ら
れ
た
か
ʕ９

４
６
円

「
国
家
意
思
」
は
、
は
た
し
て
ど
の
よ
う
に
実
際
の
政
策
に
形
作
ら
れ
、
実
現
さ
れ
て
い

く
の
か
。
政
府
・
日
銀
の
歴
史
的
な
「
共
同
声
明
」
作
成
の
プ
ロ
セ
ス
、「
二
」
並
び
の

目
標
数
値
の
出
処
な
ど
。
官
邸
、
経
産
省
、
財
務
省
、
金
融
庁
、
日
銀
、
財
界
、
有
識

者
…
…
誰
が
、
ど
う
動
い
た
の
か
。
圧
倒
的
な
取
材
力
を
誇
る
著
者
が
、
政
権
交
代
以

降
、
異
例
の
政
策
の
生
成
過
程
を
つ
ぶ
さ
に
再
現
す
る
。

［
２
０
１
８
年
２
月
］
431703Ȃ6◆

新赤1666

梅
林
宏
道

在
日
米
軍
変
貌
す
る
日
米
安
保
体
制

９
６
８
円

「
専
守
防
衛
」
と
言
い
な
が
ら
在
日
米
軍
の
攻
撃
力
に
依
存
し
、「
唯
一
の
被
爆
国
」
と

言
い
な
が
ら
米
国
の
核
兵
器
で
日
本
を
守
る

「
戦
後
の
平
和
主
義
」
を
直
視
せ
よ
。

「
緊
密
で
良
好
な
日
米
関
係
」と
い
う
位
の
意
味
合
い
で
受
け
と
め
ら
れ
る「
日
米
同
盟
」

の
内
実
は
？

前
著
か
ら
一
五
年
。
世
界
展
開
す
る
現
在
の
在
日
米
軍
の
全
貌
を
直
視

し
、
軍
事
力
に
よ
ら
な
い
安
全
保
障
を
模
索
す
る
。

［
２
０
１
７
年
６
月
］
431666Ȃ4◆

新赤1665

赤
江
達
也

矢
内
原
忠
雄
戦
争
と
知
識
人
の
使
命

９
２
４
円

非
戦
の
キ
リ
ス
ト
教
知
識
人
の
最
大
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
は
何
だ
っ
た
か
？

内
村
鑑
三

門
下
の
無
教
会
キ
リ
ス
ト
教
知
識
人
、
植
民
政
策
学
者
、
東
大
総
長
、
戦
後
啓
蒙
・
戦

後
民
主
主
義
の
象
徴
と
い
っ
た
多
面
的
な
相
貌
と
生
涯
を
、
預
言
者
意
識
、「
キ
リ
ス
ト

教
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」、「
キ
リ
ス
ト
教
全
体
主
義
」、
天
皇
観
な
ど
、
従
来
の
矢
内
原
像

を
刷
新
す
る
新
し
い
視
点
か
ら
描
く
。

［
２
０
１
７
年
６
月
］
431665Ȃ7◆

7― 政治
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新赤1645

高
見
勝
利

憲
法
改
正
と
は
何
だ
ろ
う
か

９
０
２
円

憲
法
改
正
と
は
最
高
法
規
で
あ
る
憲
法
を
変
更
す
る
最
高
の
権
力
作
用
だ
。
改
正
に
よ

る
体
制
転
換
の
シ
ナ
リ
オ
の
考
察
か
ら
そ
の
帰
結
を
抉
り
出
す
。
現
憲
法
の
改
正
規
定

第
九
六
条
の
成
立
過
程
を
た
ど
り
、
歴
代
首
相
の
封
印
を
解
い
た
戦
後
六
〇
年
の
「
改

正
手
続
法
」
の
問
題
点
と
、
安
倍
首
相
の
憲
法
観
の
危
う
さ
ま
で
を
論
じ
る
。
お
よ
そ

憲
法
改
正
を
議
論
す
る
に
は
必
読
の
書
。

［
２
０
１
７
年
２
月
］
431645Ȃ9

新赤1639

宮
本
太
郎

共
生
保
障
〈
支
え
合
い
〉
の
戦
略

９
２
４
円

困
窮
と
孤
立
が
広
が
り
、日
本
社
会
に
も
分
断
が
走
る
。
人
々
を
共
生
の
場
に
つ
な
ぎ
、

支
え
合
い
を
支
え
直
す
制
度
構
想
が
必
要
だ
。
い
か
に
し
て
雇
用
の
間
口
を
広
げ
、
多

様
な
居
住
の
あ
り
方
を
作
り
だ
せ
る
の
か
。
自
治
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
実
践
を
踏
ま
え
、
生

活
保
障
の
新
し
い
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
「
共
生
保
障
」
を
提
示
す
る
。
前
著
『
生
活
保
障

排
除
し
な
い
社
会
へ
』
か
ら
の
新
た
な
展
開
。

［
２
０
１
７
年
１
月
］
431639Ȃ8

新赤1610

寺
島
実
郎

シ
ル
バ
ー
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
戦
後
世
代
の

覚
悟
と
責
任

品
切（
電
子
版
あ
り
）

戦
後
日
本
人
の
先
頭
と
し
て
戦
後
民
主
主
義
、
高
度
成
長
の
恩
恵
を
受
け
て
き
た
団
塊

の
世
代
。
戦
後
七
〇
年
を
超
え
た
現
在
、
六
十
五
歳
以
上
人
口
比
重
は
約
三
割
、
二
〇

五
〇
年
に
は
四
割
と
な
る
。
全
員
が
高
齢
者
と
な
っ
た
い
ま「
与
え
ら
れ
た
民
主
主
義
」

を
超
え
る
こ
と
な
く
私
生
活
主
義
に
堕
し
て
終
わ
る
の
か
。
一
九
四
七
年
生
ま
れ
の
著

者
が
自
ら
問
い
直
す
「
後
世
に
何
を
引
き
継
ぐ
か
」。

［
２
０
１
７
年
１
月
］
431610Ȃ7◆

新赤1606

青
井
未
帆

憲

法

と

政

治
９
２
４
円

私
た
ち
は
「
政
治
が
憲
法
を
強
引
に
乗
り
越
え
る
」
さ
ま
を
目
撃
し
た

。
安
保
・

外
交
政
策
の
転
換
、
さ
ら
に
は
「
改
憲
機
運
」
の
醸
成
が
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
て
き

た
か
を
て
い
ね
い
に
検
証
し
、
国
会
・
内
閣
法
制
局
・
裁
判
所
の
責
務
に
も
言
及
。
立

憲
主
義
に
た
っ
た
法
の
論
理
を
鍛
え
、
平
和
の
問
題
を
権
力
の
適
切
な
統
制
と
結
び
つ

け
て
考
え
る
必
要
を
訴
え
る
、
熱
い
警
世
の
書
。

［
２
０
１
６
年
５
月
］
431606Ȃ0◆

新赤1599

岩
波
新
書
編
集
部
編

18
歳
か
ら
の
民
主
主
義

品
切（
電
子
版
あ
り
）

こ
れ
か
ら
初
め
て
投
票
に
行
く
人
も
、
し
ば
ら
く
行
っ
て
い
な
い
人
も
。
こ
の
本
は
そ

ん
な
人
た
ち
の
た
め
の
本
で
す
。
憲
法
、
景
気
、
雇
用
、
教
育
、
医
療
、
社
会
保
障
、

税
金
、
…
…
。
問
題
山
積
み
の
日
本
社
会
。
今
日
の
あ
な
た
の
一
票
が
、
も
し
か
し
た

ら
明
日
を
変
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
ミ
ン
シ
ュ
シ
ュ
ギ
っ
て
何
？

選
挙
っ
て
何
の
た

め
に
あ
る
の
？

ゼ
ロ
か
ら
わ
か
る
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し
ま
す
。
［
２
０
１
６
年
４
月
］
431599Ȃ5◆
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新赤1566

柿
﨑
明
二

検
証

安
倍
イ
ズ
ム

ʕ
胎
動
す
る
新
国
家
主
義
ʕ

８
８
０
円

「
美
し
く
誇
り
あ
る
」父
の
よ
う
な
国
家
が
、国
民
一
人
ひ
と
り
を
子
の
よ
う
に
指
導
し
、

守
っ
て
い
く

。
異
㗨
元
緩
和
や
賃
上
げ
税
制
な
ど
経
済
政
策
か
ら
教
育
、
憲
法
改

正
、
安
全
保
障
法
制
ま
で
、
安
倍
流
国
家
介
入
型
政
治
に
通
底
す
る
の
は
「
国
家
の
善

意
」
で
あ
る
。
そ
の
思
考
と
意
志
を
、
国
会
審
議
や
㗤
問
会
議
議
事
録
な
ど
「
首
相
自

身
の
言
葉
」
か
ら
探
る
。

［
２
０
１
５
年
10
月
］
431566Ȃ7◆

新赤1553

中
野
晃
一

右
傾
化
す
る
日
本
政
治

９
２
４
円

日
本
は
右
傾
化
し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
「
普
通
の
国
」
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
だ

け
な
の
か
。
い
っ
た
い
、
ど
ち
ら
な
の
か
？

政
治
主
導
の
も
と
、
寄
せ
て
は
返

す
波
の
よ
う
に
時
間
を
か
け
て
、
日
本
社
会
の
座
標
軸
は
右
へ
右
へ
と
推
し
進
め
ら
れ

て
い
っ
た
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
丹
念
に
た
ど
り
つ
つ
、
新
し
い
右
派
連
合
と
そ
の
「
勝

利
」
に
直
面
し
た
私
た
ち
の
現
在
を
描
き
出
す
。

［
２
０
１
５
年
７
月
］
431553Ȃ7◆

新赤1527

服
部
㜇
二

外
交
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
歴
史
認
識

品
切（
電
子
版
あ
り
）

歴
史
教
科
書
、
靖
国
参
拝
、
慰
安
婦
問
題
と
河
野
談
話
、
村
山
談
話
…
…
様
々
な
思
い

が
絡
み
合
う
歴
史
認
識
。
そ
こ
に
は
、
関
係
悪
化
と
修
復
を
繰
り
返
す
日
本
外
交
の
複

雑
な
歩
み
が
存
在
し
た
。
日
本
は
こ
の
問
題
と
い
か
に
向
き
合
い
、
中
国
や
㕾
国
と
ど

の
よ
う
に
交
渉
し
て
き
た
の
か
。
そ
の
過
程
を
丹
念
に
た
ど
り
、
日
本
の
立
脚
点
を
模

索
す
る
。

［
２
０
１
５
年
１
月
］
431527Ȃ8◆

新赤1498

太
田
昌
克

日
米
〈
核
〉
同
盟
原
爆
、
核
の
傘
、
フ
ク
シ
マ

８
８
０
円

広
島
、
長
崎
、
ビ
キ
ニ
、
そ
し
て
福
島
。
四
度
の
国
民
的
被
爆
／
被
ば
く
を
被
り
な
が

ら
、
な
ぜ
日
本
は
、
ア
メ
リ
カ
の
「
核
の
傘
」
を
絶
対
視
し
て
核
廃
絶
に
踏
み
出
す
こ

と
な
く
、
ま
た
核
燃
サ
イ
ク
ル
を
は
じ
め
と
す
る
原
子
力
神
話
に
固
執
し
続
け
る
の
か

─
─
。
日
米
の
膨
大
な
公
文
書
と
関
係
者
へ
の
取
材
を
駆
使
し
て
、
核
の
軛
に
つ
な
が

れ
た
同
盟
の
実
態
を
描
く
、
息
詰
ま
る
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
。

［
２
０
１
４
年
８
月
］
431498Ȃ1◆

新赤1491

豊
下
Ṙ
彦
・
古
関
彰
一

集
団
的
自
衛
権
と
安
全
保
障

９
０
２
円

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
は
、
日
本
の
安
全
性
を
ほ
ん
と
う
に
高
め
る
の
か

？

現

実
を
見
な
い
机
上
の
論
理
、
現
状
分
析
の
な
い
提
言
、
国
際
感
覚
の
欠
如
が
、「
他
国
防

衛
」
の
た
め
の
戦
争
へ
と
日
本
を
駆
り
立
て
て
い
る
。
安
全
保
障
と
憲
法
論
の
第
一
人

者
が
問
い
か
け
る
、
日
本
の
今
。
安
全
保
障
と
は
、
憲
法
と
は
、
集
団
的
自
衛
権
と
は

…
…
。
必
読
の
一
冊
。

［
２
０
１
４
年
７
月
］
431491Ȃ2◆
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新赤1483

半

田

滋

日
本
は
戦
争
を
す
る
の
か

ʕ
集
団
的
自
衛
権
と
自
衛
隊
ʕ

８
１
４
円

安
倍
晋
三
首
相
の
悲
願
と
い
わ
れ
る
集
団
的
自
衛
権
。
武
器
輸
出
の
解
禁
や
日
本
版
Ｎ

Ｓ
Ｃ
の
創
設
、
国
家
安
全
保
障
基
本
法
を
め
ぐ
る
議
論
な
ど
を
背
景
に
、
今
、
日
本
が

急
激
に
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
政
府
で
何
が
議
論
さ
れ
て
い
る
の
か
。
そ
れ
は
リ
ア

ル
な
議
論
な
の
か
。
自
衛
隊
は
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
の
か
。
長
年
日
本
の
防
衛
を
取

材
し
て
き
た
著
者
に
よ
る
渾
身
の
一
冊
。

［
２
０
１
４
年
５
月
］
431483Ȃ7◆

新赤1432

進
藤
榮
一

ア
ジ
ア
力
の
世
紀

ʕ
ど
う
生
き
抜
く
の
か
ʕ

８
３
６
円

二
一
世
紀
の
情
報
革
命
が
進
め
た
、
生
産
・
通
商
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
・
モ
ジ
ュ
ー
ル

化
は
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
力
と
政
治
力
を
地
域
全
体
と
し
て
押
し
上
げ
る
。
ド
ル
中

心
主
義
、
中
国
脅
威
論
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
な
ど
共
通
の
リ
ス
ク
を
抱
え
る
日
本
が
、
ア
ジ
ア
と

の
相
互
依
存
と
連
携
を
と
る
重
要
性
は
高
ま
っ
て
い
る
。
日
本
が
と
る
べ
き
方
向
を
、

歴
史
の
視
点
と
㗦
料
に
基
づ
く
分
析
と
で
鮮
明
に
提
示
す
る
。

［
２
０
１
３
年
６
月
］
431432Ȃ5

新赤1431

月
村
太
郎

民

族

紛

争
８
８
０
円

世
界
各
地
で
続
発
し
て
い
る
民
族
紛
争
。
ど
の
よ
う
に
発
生
、
激
化
し
、
そ
し
て
終
結

へ
と
向
か
う
の
か
。
ク
ロ
ア
チ
ア
と
ボ
ス
ニ
ア
、
コ
ソ
ヴ
ォ
、
ル
ワ
ン
ダ
、
ス
リ
ラ
ン

カ
な
ど
六
つ
の
紛
争
の
経
緯
を
詳
し
く
紹
介
し
、
軍
事
介
入
や
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
実
態

な
ど
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
さ
ら
に
民
族
紛
争
に
関
す
る
研
究
の
論
点
を
整
理
し
、
紛

争
予
防
や
平
和
構
築
の
可
能
性
を
検
討
す
る
。

［
２
０
１
３
年
６
月
］
431431Ȃ8

新赤1402

杉

田

敦

政

治

的

思

考
８
８
０
円

政
治
へ
の
不
信
感
が
高
ま
る
今
こ
そ
、
政
治
を
ど
う
と
ら
え
、
い
か
に
そ
れ
と
か
か
わ

る
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。
決
定
・
代
表
・
討
議
・
権
力
・
自
由
・
社
会
・
限
界
・
距
離

と
い
う
八
つ
の
テ
ー
マ
に
そ
く
し
て
、
政
治
と
い
う
営
み
の
困
難
と
可
能
性
と
を
根
本

か
ら
考
え
て
い
く
。
私
た
ち
の
常
識
的
な
見
方
や
考
え
方
を
揺
さ
ぶ
り
、
政
治
へ
の
向

き
合
い
方
を
問
う
全
八
章
。

［
２
０
１
３
年
１
月
］
431402Ȃ8◆

新赤1398

中
北
浩
爾

現
代
日
本
の
政
党
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

８
８
０
円

な
ぜ
日
本
政
治
は
混
迷
し
て
い
る
の
か
。
一
九
九
四
年
の
小
選
挙
区
制
の
導
入
か
ら
、

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
選
挙
の
開
始
、
二
〇
〇
九
年
の
政
権
交
代
を
経
て
、
現
在
に
い
た
る
政

党
政
治
の
構
造
的
変
化
を
、「
競
争
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」と
い
う
概
念
を
鍵
に
解
き
明
か
す
。

長
年
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
政
治
改
革
の
問
題
点
を
検
討
し
、
岐
路
に
立
つ
日
本
の
政

治
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
る
。

［
２
０
１
２
年
12
月
］
431398Ȃ4◆
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新赤1393

谷
口
長
世

サ
イ
バ
ー
時
代
の
戦
争

品
切（
電
子
版
あ
り
）

奇
態
な
㗡
を
し
た
無
人
偵
察
機
な
ど
、近
年
の
軍
事
技
術
は
変
化
が
著
し
い
。
し
か
し
、

個
々
の
兵
器
の
変
貌
ぶ
り
に
目
を
奪
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
真
の
変
化
は
Ｉ
Ｔ
技
術
を

基
礎
に
し
た
戦
争
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
化
に
あ
る
。
安
全
保
障
の
ゆ
く
え
を
も

左
右
す
る
最
新
の
軍
事
動
向
を
、米
軍
や
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
関
係
者
へ
の
直
接
取
材
を
も
と
に
、

レ
ポ
ー
ト
す
る
。

［
２
０
１
２
年
11
月
］
431393Ȃ9◆

新赤1371

唐

亮

現
代
中
国
の
政
治

ʕ
「
開
発
独
裁
」
と
そ
の
ゆ
く
え
ʕ品

切（
電
子
版
あ
り
）

一
党
支
配
の
も
と
で
急
速
な
経
済
成
長
を
続
け
る
中
国
。
そ
の
政
治
体
制
に
は
ど
の
よ

う
な
特
質
が
あ
り
、
改
革
開
放
路
線
に
よ
り
い
か
な
る
変
容
が
生
じ
て
い
る
の
か
。
中

間
層
の
拡
大
や
社
会
的
諸
矛
盾
の
深
刻
化
は
、
民
主
化
に
つ
な
が
る
の
か
。
現
在
の
近

代
化
戦
略
を
「
開
発
独
裁
」
と
し
て
捉
え
、
そ
の
政
治
構
造
や
変
動
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム

を
丹
念
に
分
析
。
民
主
化
の
ゆ
く
え
を
リ
ア
ル
に
展
望
す
る
。

［
２
０
１
２
年
６
月
］
431371Ȃ7◆

新赤1347

山
口
二
郎

政
権
交
代
と
は
何
だ
っ
た
の
か

品
切（
電
子
版
あ
り
）

政
権
交
代
へ
の
期
待
感
は
幻
滅
へ
と
変
わ
り
、
い
ま
や
政
党
政
治
に
対
す
る
忌
避
感
す

ら
拡
が
っ
て
い
る
。
な
ぜ
政
治
主
導
で
「
生
活
第
一
」
へ
の
政
策
転
換
を
進
め
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
の
か
。
政
権
交
代
後
の
二
年
間
の
軌
跡
を
た
ど
り
、
政
策
形
成
の
あ

り
方
、
政
と
官
の
関
係
、
国
会
政
治
の
形
な
ど
か
ら
民
主
党
政
権
の
意
義
と
限
界
を
冷

静
に
検
証
。
大
震
災
後
の
民
主
政
治
の
課
題
を
考
え
る
。

［
２
０
１
２
年
１
月
］
431347Ȃ2◆

新赤1288

大
山
礼
子

日

本

の

国

会

ʕ
審
議
す
る
立
法
府
へ
ʕ

９
２
４
円

政
党
間
の
か
け
ひ
き
に
終
始
し
、
実
質
的
な
審
議
が
行
わ
れ
な
い
国
会
。
審
議
空
洞
化

の
原
因
は
ど
こ
に
あ
り
、
ど
う
す
れ
ば
活
性
化
で
き
る
の
か
。
戦
後
初
期
か
ら
の
歴
史

的
経
緯
を
検
討
し
た
上
で
、
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
と
の
国
際
比
較
を
行
い
、
課
題
を

明
ら
か
に
す
る
。「
ね
じ
れ
国
会
」
が
常
態
化
し
た
今
、
二
院
制
の
意
義
を
再
考
、
そ
し

て
改
革
の
具
体
案
を
提
示
す
る
。

［
２
０
１
１
年
１
月
］
431288Ȃ8◆

新赤1240

宇
野
重
規

〈
私
〉
時
代
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

８
８
０
円

一
人
ひ
と
り
が
〈
私
〉
意
識
を
強
く
持
ち
、
他
人
と
は
違
う
自
分
ら
し
さ
を
追
い
求
め

る
現
代
。
分
断
さ
れ
た
〈
私
〉
と
〈
私
〉
を
結
び
つ
け
、〈
私
た
ち
〉
の
問
題
を
解
決
す

る
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
は
可
能
な
の
か
。
人
々
の
平
等
意
識
の
変
容
と

新
し
い
個
人
主
義
の
出
現
を
踏
ま
え
た
上
で
、〈
私
〉と
政
治
の
関
係
を
と
ら
え
な
お
し
、

こ
れ
か
ら
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
構
想
す
る
。

［
２
０
１
０
年
４
月
］
431240Ȃ6◆
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新赤1216

宮
本
太
郎

生
活
保
障
排
除
し
な
い
社
会
へ

９
６
８
円

不
安
定
な
雇
用
、
機
能
不
全
に
陥
っ
た
社
会
保
障
。
今
、
生
活
の
不
安
を
取
り
除
く
た

め
の
「
生
活
保
障
」
の
再
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
日
本
社
会
の
状
況
を
振
り
返
る

と
と
も
に
、
北
欧
の
福
祉
国
家
の
意
義
と
限
界
を
考
察
。
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
な
ど

の
諸
議
論
に
も
触
れ
な
が
ら
、雇
用
と
社
会
保
障
の
望
ま
し
い
連
携
の
あ
り
方
を
示
し
、

人
々
を
包
み
込
む
新
し
い
社
会
像
を
打
ち
出
す
。

［
２
０
０
９
年
11
月
］
431216Ȃ1

新赤1156

塩
川
伸
明

民
族
と
ネ
イ
シ
ョ
ン

ʕ
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
い
う
難
問
ʕ

９
４
６
円

地
域
紛
争
の
頻
発
や
排
外
主
義
の
高
ま
り
の
中
で
、「
民
族
」「
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
」「
ネ
イ

シ
ョ
ン
」「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
な
ど
の
言
葉
が
飛
び
交
っ
て
い
る
。
だ
が
、
そ
れ
ら
の

意
味
や
相
互
関
係
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
く
、
し
ば
し
ば
混
乱
を
招
い
て
い
る
。
国

民
国
家
の
登
場
か
ら
冷
戦
後
ま
で
の
歴
史
を
た
ど
り
な
が
ら
、
複
雑
な
問
題
群
を
整
理

し
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
ど
う
向
き
合
う
か
を
考
え
る
。

［
２
０
０
８
年
11
月
］
431156Ȃ0

新赤1111

原

武

史

昭

和

天

皇
８
８
０
円

新
嘗
祭
、
神
武
天
皇
祭
な
ど
頻
繁
に
行
わ
れ
る
宮
中
祭
祀
に
熱
心
に
出
席
、「
神
」
へ
の

祈
り
を
重
ね
た
昭
和
天
皇
。
従
来
ほ
と
ん
ど
直
視
さ
れ
な
か
っ
た
聖
域
で
の
儀
礼
と
そ

の
意
味
に
、
各
種
史
料
に
よ
っ
て
光
を
当
て
、
皇
族
間
の
確
執
を
も
視
野
に
入
れ
つ
つ
、

そ
の
生
涯
を
描
き
直
す
。
激
動
の
戦
前
・
戦
中
か
ら
戦
後
の
最
晩
年
ま
で
、
天
皇
は
一

体
な
ぜ
、
ま
た
何
を
拝
み
続
け
た
の
か
─
─
。

［
２
０
０
８
年
１
月
］
431111Ȃ9

新赤1081

豊
下
Ṙ
彦

集
団
的
自
衛
権
と
は
何
か

９
０
２
円

憲
法
改
正
と
と
も
に
日
本
の
今
後
を
占
う
最
大
の
焦
点
に
浮
上
し
た
集
団
的
自
衛
権
。

そ
の
起
源
を
検
証
し
、
戦
後
の
日
米
関
係
に
お
い
て
そ
れ
が
い
か
な
る
位
置
づ
け
に
あ

っ
た
の
か
を
歴
史
的
に
た
ど
る
。
そ
し
て
今
日
の
世
界
が
直
面
す
る
脅
威
の
性
格
を
冷

静
に
見
す
え
な
が
ら
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
に
よ
る
日
米
安
保
体
制
の
強
化
と
い
う

路
線
に
代
わ
る
、
日
本
外
交
の
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
を
提
起
す
る
。
［
２
０
０
７
年
７
月
］
431081Ȃ5

新赤1073

西
山
太
吉

沖

縄

密

約

ʕ
「
情
報
犯
罪
」
と
日
米
同
盟
ʕ

７
９
２
円

日
米
の
思
惑
が
交
錯
し
た
沖
縄
返
還
に
は
様
々
な
「
密
約
」
が
存
在
し
た
こ
と
が
、
近

年
相
㗨
い
で
公
開
さ
れ
た
米
公
文
書
や
交
渉
当
事
者
の
証
言
で
明
ら
か
に
な
っ
て
き

た
。
核
の
持
込
み
、日
本
側
の
巨
額
負
担
…
…
。
か
つ
て
そ
の
一
角
を
暴
き
な
が
ら「
機

密
漏
洩
」
に
問
わ
れ
た
著
者
が
、
豊
富
な
㗦
料
を
基
に
「
返
還
」
の
全
貌
を
描
き
、
今

日
に
続
く
歪
ん
だ
日
米
関
係
を
考
察
す
る
。

［
２
０
０
７
年
５
月
］
431073Ȃ0◆
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新赤971

原

彬

久

吉

田

茂

ʕ
尊
皇
の
政
治
家
ʕ

８
８
０
円

戦
後
日
本
の
針
路
を
定
め
た
吉
田
茂
（
一
八
七
八
ʕ
一
九
六
七
）

そ
の
生
涯
は
ど

の
よ
う
な
軌
跡
を
描
い
た
か
。
牧
野
伸
顕
ら
「
三
人
の
父
」
を
も
ち
、
駐
英
大
使
な
ど

歴
任
後
の
戦
時
下
、「
反
戦
和
平
派
」
ゆ
え
の
逮
捕
。
宰
相
と
し
て
講
和
を
実
現
し
経
済

復
興
を
促
す
一
方
、
天
皇
退
位
を
阻
み
、「
逆
コ
ー
ス
」
を
推
進
し
た
「
ワ
ン
マ
ン
」
の

実
像
を
、
そ
の
皇
室
観
に
着
目
し
つ
つ
、
興
味
深
く
描
き
出
す
。
［
２
０
０
５
年
10
月
］
430971Ȃ0◆

新赤872

篠

原

一

市

民

の

政

治

学

ʕ
討
議
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
は
何
か
ʕ品

切（
電
子
版
あ
り
）

「
第
二
の
近
代
」
に
入
り
つ
つ
あ
る
二
一
世
紀
に
お
い
て
、
私
た
ち
市
民
は
ど
ん
な
課
題

に
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
。
欧
米
で
議
論
さ
れ
て
い
る
最
新
の
市
民
社
会
論
や

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
を
紹
介
し
つ
つ
、
現
在
の
政
治
社
会
の
変
容
を
歴
史
的
文
脈
の
中
で

分
析
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
深
化
さ
せ
る
新
し
い
社
会
の
像
、
政
治

の
形
を
展
望
し
て
い
く
、
市
民
の
た
め
の
政
治
学
講
議
。

［
２
０
０
４
年
１
月
］
430872Ȃ0◆

新赤477

大
田
昌
秀

沖

縄

平

和

の

礎
９
０
２
円

沖
縄
を
考
え
、
日
本
を
問
う

一
九
九
五
年
秋
の
代
理
署
名
拒
否
以
来
、
戦
後
日
本

の
矛
盾
を
衝
き
続
け
る
沖
縄
県
知
事
。
そ
の
心
情
と
思
想
を
語
る
最
新
の
講
演
・
発
言

集
。
母
を
助
け
て
働
い
た
少
年
時
代
の
回
想
か
ら
、戦
争
体
験
に
よ
る
平
和
へ
の
願
い
、

行
政
の
長
と
し
て
の
悩
み
、
最
高
裁
で
の
証
言
、
公
告
・
縦
覧
代
行
を
決
断
し
た
理
由

と
覚
悟
を
明
か
す
特
別
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
ま
で
を
収
め
る
。

［
１
９
９
６
年
12
月
］
430477Ȃ7

新赤368

原

彬

久

岸

信

介

ʕ
権
勢
の
政
治
家
ʕ

９
２
４
円

戦
前
、
革
新
官
僚
と
し
て
満
州
国
の
産
業
開
発
を
主
導
、
東
条
内
閣
の
商
工
大
臣
を
務

め
た
岸
信
介
は
、
Ａ
級
戦
犯
容
疑
者
と
さ
れ
な
が
ら
政
界
復
帰
を
果
た
し
、
首
相
の
座

に
就
い
て
安
保
改
定
を
強
行
、退
陣
後
も
改
憲
を
め
ざ
し
て
隠
然
た
る
力
を
ふ
る
っ
た
。

そ
の
九
〇
年
の
生
涯
と
時
代
と
の
交
錯
を
生
前
の
長
時
間
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
未
公
開
の

巣
鴨
獄
中
日
記
や
米
側
㗦
料
を
駆
使
し
て
見
事
に
描
く
。

［
１
９
９
５
年
１
月
］
430368Ȃ8

黄 169

佐
々
木

毅

近
代
政
治
思
想
の
誕
生

ʕ
一
六
世
紀
に
お
け
る
「
政
治
」
ʕ

８
５
８
円

十
六
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
、
人
々
の
も
の
の
見
方
、
考
え
方
が
大
き
な
転
機
に
さ
し
か

か
っ
た
時
期
で
あ
っ
た
。
こ
の
転
換
期
に
お
け
る
政
治
思
想
を
特
徴
づ
け
る
六
人
の
思

想
家

セ
セ
ル
、
マ
キ
ア
ヴ
ェ
ッ
リ
、
モ
ア
、
カ
ル
ヴ
ァ
ン
、
モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
、
ボ

ダ
ン

に
焦
点
を
当
て
、
政
治
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
争
わ
れ
、
分
裂

し
、
対
決
し
あ
っ
て
い
た
時
代
を
描
き
出
す
。

［
１
９
８
１
年
９
月
］
420169Ȃ4
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青 FȂ26

日
高
六
郎
編

１
９
６
０
年
５
月
19
日

１
０
１
２
円

新
安
保
条
約
が
強
行
採
決
さ
れ
た
５
月
19
日
を
契
機
と
し
て
、
自
発
的
に
起
ち
上
が
っ

た
人
々
の
行
動
は
広
範
に
拡
大
し
な
が
ら
一
カ
月
余
に
及
び
、
国
内
の
み
な
ら
ず
、
世

界
政
治
の
コ
ー
ス
に
も
明
白
な
影
響
を
与
え
た
。
足
か
け
二
年
に
わ
た
る
闘
争
の
蓄
積

と
、
民
主
主
義
擁
護
の
要
素
を
加
え
て
い
っ
た
こ
の
大
衆
運
動
の
軌
跡
を
、
戦
後
の
一

大
転
換
期
の
中
に
克
明
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
記
録
で
あ
る
。

［
１
９
６
０
年
10
月
］
415026Ȃ8

青 AȂ22

南

原

繁

人

間

と

政

治

品
切（
電
子
版
あ
り
）

現
代
の
混
乱
と
危
機
は
、
深
く
人
間
精
神
の
不
安
と
苦
悩
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
占
領

期
を
脱
し
、
講
和
、
独
立
へ
と
向
か
う
な
か
、
戦
争
放
棄
と
平
和
国
家
の
理
念
は
、
早

く
も
危
殆
に
ṫ
し
つ
つ
あ
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
の
掲
げ
た
憲
法
の
理
想
と
は
何
で
あ
っ
た

の
か
。
揺
る
ぎ
な
い
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
裏
打
ち
さ
れ
た
、
政
治
哲
学
者
の
省
察
。
理

念
と
い
う
も
の
の
厳
し
さ
、
力
強
さ
を
伝
え
る
論
集
で
あ
る
。

［
１
９
５
３
年
５
月
］
410022Ȃ5◆

青 AȂ9

宮
田
光
雄

非
武
装
国
民
抵
抗
の
思
想

９
０
２
円

日
本
の
選
択
す
べ
き
途
は
何
か
。
本
書
は
、
憲
法
に
支
え
ら
れ
て
い
る
非
武
装
平
和
の

精
神
こ
そ
、
そ
の
選
択
の
原
点
に
据
え
直
さ
れ
る
べ
き
だ
と
の
立
場
か
ら
、
核
に
よ
る

威
嚇
が
い
か
に
絶
望
的
な
軍
事
体
系
で
あ
る
か
を
論
証
す
る
。
そ
し
て
今
日
、
平
和
主

義
の
拠
る
べ
き
主
体
的
な
態
度
と
し
て
、
非
武
装
国
民
抵
抗
と
い
う
新
し
い
戦
略
的
構

想
を
具
体
的
に
提
示
す
る
。

［
１
９
７
１
年
11
月
］
410009Ȃ6

青 AȂ6

篠

原

一

日
本
の
政
治
風
土

８
１
４
円

「
長
い
も
の
に
は
巻
か
れ
ろ
」
と
い
っ
た
日
常
感
覚
に
い
ろ
ど
ら
れ
た
日
本
の
政
治
風

土
。
そ
こ
で
の
政
治
に
対
す
る
感
じ
方
、
考
え
方
、
評
価
の
し
方
、
行
動
の
し
方
は
、

一
体
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。
腐
敗
し
た
政
界
へ
の
失
望
、
二
大
政
党
制
と
多
党
制

と
の
あ
い
だ
で
の
揺
ら
ぎ
、
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
的
政
治
家
の
台
頭
な
ど
、
転
換
期
の
日
本

政
治
を
鋭
く
分
析
し
た
政
治
学
の
名
著
。

［
１
９
６
８
年
12
月
］
410006Ȃ5

青 AȂ2

福
田
歓
一

近
代
の
政
治
思
想

ʕ
そ
の
現
実
的
・
理
論
的
諸
前
提
ʕ

８
３
６
円

近
代
は
、
人
間
が
既
成
の
社
会
か
ら
自
ら
を
解
放
す
る
努
力
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
で
は
、
そ
の
既
成
の
社
会
と
は
一
体
何
で
あ
り
、
人
間
は
ど
の
よ
う
な

努
力
に
よ
っ
て
そ
れ
を
打
ち
破
っ
た
の
か
。
中
世
か
ら
近
代
へ
の
転
換
期
に
お
け
る
思

想
の
変
革
と
原
理
形
成
の
過
程
を
鮮
や
か
に
描
き
出
し
、
近
代
思
想
の
遺
産
が
今
日
の

私
た
ち
に
と
っ
て
も
つ
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
。

［
１
９
７
０
年
１
月
］
410002Ȃ7◆
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赤 RȂ97

荒
川
秀
俊

戦

争

と

気

象
９
４
６
円

気
象
は
戦
い
の
勝
敗
に
決
定
的
な
影
響
を
与
え
る
。
日
露
戦
争
に
お
け
る
二
〇
三
高
地

攻
略
時
の
季
節
風
、
第
一
㗨
大
戦
ユ
ト
ラ
ン
ド
沖
海
戦
時
の
煙
霧
を
は
じ
め
、
古
来
枚

挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
第
二
㗨
大
戦
の
ド
イ
ツ
軍
に
よ
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
や
フ
ラ
ン
ス
へ

の
電
撃
的
侵
攻
も
、
独
自
の
長
期
予
報
研
究
を
も
と
に
し
て
い
た
。
理
論
気
象
学
の
観

点
か
ら
気
象
条
件
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
。

［
１
９
４
４
年
１
月
］
400097Ȃ6

15― 政治
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法

律

新赤1969

神
田
秀
樹

会

社

法

入

門
第
三
版

１
２
３
２
円

会
社
法
の
構
造
と
内
容
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
解
説
し
て
好
評
を
博
し
た
名
著
を
八
年
ぶ
り

に
改
訂
。
令
和
元
年
改
正
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
や
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド

シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
の
改
訂
、
東
証
の
市
場
区
分
見
直
し
な
ど
の
新
動
向
を
織
り
込
み
、

さ
ら
に
Ｄ
Ｘ
や
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
（
Ｅ
Ｓ
Ｇ
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
な
ど
の
国
際
的
な
潮
流

に
対
応
し
て
進
化
を
続
け
る
会
社
法
の
ゆ
く
え
も
展
望
す
る
。

［
２
０
２
３
年
４
月
］
431969Ȃ6

新赤1960

嘉
戸
一
将

法
の
近
代
権
力
と
暴
力
を
わ
か
つ
も
の

１
０
３
４
円

こ
の
困
難
な
時
代
に
問
い
か
け
よ
う
。
恣
意
的
な
暴
力
と
、
制
度
的
な
権
力
を
わ
か
つ

も
の
は
い
っ
た
い
何
か
？

ロ
ー
マ
法
の
〈
再
発
見
〉
か
ら
近
代
日
本
に
い
た
る
、
法

と
国
家
の
正
統
性
を
め
ぐ
っ
て
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
議
論
の
歴
史
と
、
そ
の
舞
台
裏
た

る
秩
序
創
造
の
隘
路
。
そ
れ
で
も
な
お
、
私
た
ち
が
人
間
的
な
生
を
享
受
す
る
た
め
に

論
じ
る
べ
き
こ
と
は
、
そ
こ
に
あ
る
の
だ
。

［
２
０
２
３
年
２
月
］
431960Ȃ3◆

新赤1881

廣
瀬
健
二

少

年

法

入

門
９
０
２
円

年
少
者
に
対
す
る
保
護
か
、
厳
罰
か

、
少
年
法
を
め
ぐ
っ
て
は
激
し
い
意
見
の
対

立
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
の
議
論
の
前
提
と
し
て
、
わ
が
国
の
少
年
犯
罪

の
現
状
と
少
年
法
制
の
仕
組
み
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
諸
外
国
は
ど
う
対
応
し
て

い
る
か
等
の
知
識
は
必
須
で
あ
る
。
裁
判
官
と
し
て
少
年
事
件
を
担
当
し
た
経
験
を
持

ち
、
外
国
の
少
年
法
の
現
地
調
査
も
続
け
る
著
者
が
徹
底
解
説
。
［
２
０
２
１
年
６
月
］
431881Ȃ1◆

新赤1866

伊

藤

眞

倒

産

法

入

門

ʕ
再
生
へ
の
扉
ʕ

８
８
０
円

倒
産
と
は
ど
の
よ
う
な
状
態
を
い
う
の
か
。「
破
産
」「
民
事
再
生
」「
会
社
更
生
」「
特

別
清
算
」「
私
的
整
理
」
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
う
異
な
る
の
か
。
破
産

し
た
後
の
再
出
発
は
。
わ
が
国
の
倒
産
法
制
の
仕
組
み
と
基
本
原
理
を
第
一
人
者
が
わ

か
り
や
す
く
解
説
す
る
。
日
々
の
生
活
や
事
業
の
危
機
に
立
ち
向
か
う
人
た
ち
が
知
っ

て
お
く
べ
き
基
礎
知
識
を
提
供
。

［
２
０
２
１
年
１
月
］
431866Ȃ8◆
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新赤1845

申

惠

丰

国

際

人

権

入

門

ʕ
現
場
か
ら
考
え
る
ʕ

８
８
０
円

第
二
㗨
大
戦
後
、
人
権
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
国
際
ル
ー
ル
が
め
ざ
ま
し
い
発
展
を
遂

げ
、
日
本
も
そ
れ
を
守
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
日
本
社
会
で
現
実
に
起
き
て
い
る
さ

ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
も
、
こ
れ
ら
の
国
際
人
権
基
準
に
照
ら
し
て
考
え
る
こ
と
で
、
新

た
な
光
を
当
て
ら
れ
、
解
決
の
方
法
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
少
な
く
な
い
。

日
本
の
現
場
か
ら
国
際
人
権
法
の
「
活
か
し
方
」
を
考
え
る
。

［
２
０
２
０
年
８
月
］
431845Ȃ3◆

新赤1809

小
塚

荘
一
郎

Ａ
Ｉ
の
時
代
と
法

９
６
８
円

仮
想
通
貨
、
デ
ー
タ
取
引
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
…
…
。
Ａ
Ｉ
を
は
じ
め
と
す

る
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
発
展
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
法
」
で
は
と
ら
え
き
れ
な
い
事
態
を
生

じ
さ
せ
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
つ
き
つ
け
て
い
る
。
近
代
社
会
を
規
律
し
て
き
た
「
法
」

の
ゆ
ら
ぎ
は
一
体
何
を
意
味
す
る
の
か
。
ビ
ジ
ネ
ス
法
の
最
前
線
で
起
き
て
い
る
問
題

を
取
り
上
げ
な
が
ら
考
え
る
。

［
２
０
１
９
年
11
月
］
431809Ȃ5◆

新赤1781

水
町

勇
一
郎

労

働

法

入

門
新
版

１
０
３
４
円

「
戦
後
の
労
働
三
法
制
定
以
来
の
大
改
革
」
と
さ
れ
る
働
き
方
改
革
関
連
法
が
施
行
さ

れ
始
め
た
。
そ
れ
を
機
に
、
労
働
法
の
基
礎
知
識
を
提
供
し
、
好
評
を
博
し
た
初
版
を

八
年
ぶ
り
に
改
訂
。「
働
き
方
改
革
」
の
内
容
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
他
の
法
改
正
や
判
例

の
展
開
を
盛
り
込
み
、
大
き
く
発
展
を
続
け
る
労
働
法
の
骨
格
と
そ
の
背
景
を
描
き
出

す
。「
働
き
方
改
革
」
の
キ
ー
マ
ン
が
、
ポ
イ
ン
ト
を
徹
底
解
説
！
［
２
０
１
９
年
６
月
］
431781Ȃ4◆

新赤1778

デ
イ
ビ
ッ
ド
・
Ｔ
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン

笹
倉
香
奈
訳

ア
メ
リ
カ
人
の
み
た
日
本
の
死
刑

８
３
６
円

世
界
的
に
廃
止
の
流
れ
に
あ
る
な
か
、
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
の
死
刑
が
大
々
的
に
執
行

さ
れ
た
。
先
進
国
で
は
例
外
と
し
て
死
刑
制
度
を
維
持
す
る
日
本
と
ア
メ
リ
カ
を
比
較

す
る
こ
と
で
日
本
が
「
独
特
の
死
刑
存
置
国
」
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
秘
密
裏
の
執
行
、

日
本
の
刑
事
司
法
に
お
け
る
否
定
の
文
化
、
死
刑
制
度
を
取
り
巻
く
日
本
の
政
治
社
会

文
化
ま
で
を
鋭
く
分
析
す
る
。

［
２
０
１
９
年
５
月
］
431778Ȃ4◆

新赤1733

浜
田

寿
美
男

虚
偽
自
白
を
読
み
解
く

９
６
８
円

無
実
の
人
が
罪
を
自
白
し
、
犯
行
内
容
を
語
っ
て
し
ま
う
、
そ
し
て
か
つ
て
の
自
白
を

撤
回
す
る
。
体
験
し
た
も
の
に
し
か
わ
か
ら
な
い
そ
の
過
程
は
ど
う
い
う
も
の
か
。
足

利
事
件
、
狭
山
事
件
、
袴
田
事
件
（
清
水
事
件
）、
日
野
町
事
件
を
実
例
に
、
虚
偽
自
白

を
見
抜
き
、
む
し
ろ
、
ẉ
罪
の
温
床
に
も
な
っ
て
き
た
自
白
と
い
う
人
証
を
逆
手
に
取

り
、
無
罪
を
勝
ち
取
る
道
筋
を
示
す
。

［
２
０
１
８
年
８
月
］
431733Ȃ3◆
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新赤1689

内
田
博
文

治
安
維
持
法
と
共
謀
罪

９
２
４
円

戦
前
回
帰
の
企
て
が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
。
治
安
維
持
法
は
市
民
刑
法
か
ら
治
安
刑
法

へ
の
転
換
の
象
徴
で
あ
っ
た
。
日
本
国
憲
法
の
も
と
、
治
安
維
持
法
下
の
諸
制
度
は
、

法
の
廃
止
に
逆
ら
い
「
戦
時
の
衣
」
を
「
平
時
の
衣
」
に
切
り
替
え
、
例
外
か
ら
原
則

の
制
度
に
逆
転
し
、
む
し
ろ
拡
大
し
た
。
共
謀
罪
が
新
設
さ
れ
、
大
き
く
変
容
す
る
日

本
の
刑
事
法
を
問
う
。

［
２
０
１
７
年
12
月
］
431689Ȃ3

新赤1668

Ḇ
原
富
士
子
・
池
田
清
貴

親

権

と

子

ど

も
９
６
８
円

親
権
は
誰
の
た
め
に
あ
る
の
か
。
増
加
す
る
離
婚
の
時
に
登
場
す
る
親
権
。
子
ど
も
の

親
権
を
め
ぐ
る
争
い
は
一
〇
年
前
の
三
倍
以
上
に
な
っ
て
い
る
。
年
一
〇
万
件
の
相
談

が
あ
る
子
ど
も
の
虐
待
で
は
、
親
権
は
子
ど
も
の
救
出
を
阻
む
「
壁
」
に
も
な
り
う
る
。

弁
護
士
と
し
て
実
務
経
験
も
豊
富
な
著
者
た
ち
が
、
子
ど
も
の
視
点
を
盛
り
込
み
な
が

ら
、
具
体
的
に
解
説
す
る
。

［
２
０
１
７
年
６
月
］
431668Ȃ8◆

新赤1646

原
田
國
男

裁
判
の
非
情
と
人
情

８
３
６
円

裁
か
れ
る
の
も
「
人
」
な
ら
、
裁
く
の
も
「
人
」
の
は
ず
。
し
か
し
、
私
た
ち
に
と
っ

て
裁
判
と
裁
判
官
は
、
い
ま
だ
遠
い
存
在
だ
。
有
罪
率
99
％
と
い
わ
れ
る
日
本
の
刑
事

裁
判
で
、
二
〇
件
以
上
の
無
罪
判
決
を
言
い
渡
し
た
元
東
京
高
裁
判
事
が
、
思
わ
ず
笑

い
を
誘
う
法
廷
で
の
一
コ
マ
か
ら
、
裁
判
員
制
度
、
ẉ
罪
、
死
刑
に
い
た
る
ま
で
、
そ

の
知
ら
れ
ざ
る
仕
事
と
胸
の
う
ち
を
綴
る
。

［
２
０
１
７
年
２
月
］
431646Ȃ6◆

新赤1638

村
上
政
博

独

占

禁

止

法
新
版

ʕ
国
際
標
準
の
競
争
法
へ
ʕ

９
２
４
円

自
由
主
義
経
済
の
事
業
活
動
を
定
め
る
独
禁
法
は
近
年
の
大
改
正
に
よ
り
様
変
わ
り
し

た
。
市
場
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
受
け
整
備
さ
れ
た
国
際
標
準
の
競
争
法
制
の
㗡
は
？

大
型
企
業
合
併
の
審
査
、
談
合
摘
発
な
ど
を
行
う
公
正
取
引
委
員
会
の
役
割
も
、
法
改

正
で
導
入
さ
れ
た
違
反
制
裁
金
の
大
幅
ア
ッ
プ
、
司
法
取
引
的
な
減
免
制
度
に
関
す
る

最
新
の
重
要
判
例
を
紹
介
し
な
が
ら
解
説
す
る
。

［
２
０
１
７
年
１
月
］
431638Ȃ1◆

新赤1629

川
名
壮
志

密
着

最
高
裁
の
し
ご
と

ʕ
野
暮
で
真
摯
な
事
件
簿
ʕ

９
２
４
円

司
法
の
顔
は
見
え
に
く
い
。
で
も
、
実
は
最
高
裁
は
面
白
い
。
育
て
の
父
と
実
の
父
、

Ｄ
Ｎ
Ａ
型
鑑
定
は
法
律
を
凌
駕
す
る
か
？

夫
婦
別
姓
は
な
ぜ
ダ
メ
な
の
か
？

裁
判

員
裁
判
で
市
民
が
出
し
た
結
論
は
無
意
味
？

き
わ
ど
い
判
断
で
注
目
を
集
め
た
訴
訟

を
追
い
、
現
役
記
者
が
最
高
裁
の
知
ら
れ
ざ
る
「
し
く
み
」
を
解
き
明
か
す
。
司
法
の

今
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
そ
の
素
顔
と
は
。

［
２
０
１
６
年
11
月
］
431629Ȃ9◆
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新赤1589

大
浜
啓
吉

「
法
の
支
配
」
と
は
何
か
行
政
法
入
門

９
２
４
円

近
年
、「
法
の
支
配
」
と
い
う
こ
と
が
頻
繁
に
言
わ
れ
る
が
、
正
し
く
使
わ
れ
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
？

行
政
法
を
通
し
て
国
家
と
は
何
か
、
社
会
と
国
家
は
ど
う
い
う
関
係
に

あ
る
の
か
、
社
会
の
内
部
に
発
生
す
る
問
題
は
ど
の
よ
う
に
解
決
さ
れ
る
べ
き
か
を
考

え
、
立
憲
主
義
、
国
会
、
内
閣
の
あ
り
方
等
憲
法
に
関
わ
る
こ
と
に
も
言
及
し
な
が
ら
、

今
の
日
本
政
治
を
問
う

［
２
０
１
６
年
２
月
］
431589Ȃ6

新赤1470

渋
谷
秀
樹

憲
法
へ
の
招
待
新
版

９
２
４
円

「
憲
法
は
私
た
ち
が
守
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
か
」「
憲
法
改
正
手
続
を
定
め
る
憲

法
九
六
条
は
改
正
で
き
る
か
」「
日
本
の
上
空
を
通
過
す
る
他
国
を
攻
撃
す
る
ミ
サ
イ

ル
を
撃
ち
落
と
す
こ
と
は
合
憲
か
」
な
ど
、
24
の
問
い
に
答
え
な
が
ら
、
日
本
国
憲
法

の
思
想
と
骨
格
を
平
明
に
解
説
。
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
事
象
と
憲
法
と
の
関
係
を

と
き
ほ
ぐ
す
、
市
民
の
た
め
の
憲
法
入
門
。

［
２
０
１
４
年
２
月
］
431470Ȃ7◆

新赤1466

௰
村

み
よ
子

比
較
の
な
か
の
改
憲
論

ʕ
日
本
国
憲
法
の
位
置
ʕ

８
３
６
円

二
〇
一
三
年
、
首
相
の
口
か
ら
改
憲
要
件
緩
和
ま
で
が
声
高
に
叫
ば
れ
再
燃
し
た
改
憲

論
議
。
な
か
で
も
重
要
な
論
点
─
─
改
憲
手
続
、
憲
法
擁
護
義
務
、
押
し
付
け
憲
法
論
、

国
民
の
義
務
と
自
由
、
個
人
と
家
族
、
非
武
装
平
和
主
義
、
国
民
投
票
の
功
罪
─
─
を

比
較
憲
法
の
視
点
か
ら
丁
寧
に
検
討
し
、
自
民
党
改
憲
草
案
の
危
険
性
と
今
後
の
議
論

の
在
り
方
、
日
本
国
憲
法
の
現
代
的
意
味
を
再
確
認
す
る
。

［
２
０
１
４
年
１
月
］
431466Ȃ0

新赤1375

津
久
井

進

大

災

害

と

法
８
３
６
円

地
震
、
津
波
、
台
風
、
豪
雨
、
噴
火
な
ど
、
毎
年
の
よ
う
に
日
本
列
島
を
襲
う
大
規
模

災
害
。
な
ぜ
国
・
自
治
体
の
対
応
は
遅
い
の
か
。
ど
う
し
て
被
災
者
に
救
助
の
手
が
届

か
な
い
の
か
。
東
日
本
大
震
災
を
経
た
い
ま
、
災
害
に
関
す
る
複
雑
な
法
制
度
を
わ
か

り
易
く
解
説
し
た
上
で
、
そ
の
限
界
を
明
ら
か
に
し
、
改
善
策
を
探
る
。
被
災
者
の
た

め
に
、
法
は
何
を
な
し
得
る
の
か
。

［
２
０
１
２
年
７
月
］
431375Ȃ5◆

新赤1337

海
渡
雄
一

原

発

訴

訟
９
０
２
円

原
発
の
建
設
・
運
転
を
止
め
る
た
め
、
国
や
電
力
会
社
を
相
手
に
闘
っ
て
き
た
原
発
訴

訟
。
原
告
勝
利
の
も
ん
じ
ゅ
訴
訟
控
訴
審
や
、
係
争
中
の
浜
岡
原
発
訴
訟
な
ど
、
三
〇

年
間
に
わ
た
り
訴
訟
を
手
が
け
て
き
た
弁
護
士
が
、そ
の
全
体
像
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

原
発
労
災
の
実
態
や
、
福
島
原
発
事
故
後
の
Ａ
Ｄ
Ｒ
（
裁
判
外
紛
争
解
決
手
続
）
な
ど

に
つ
い
て
も
説
明
す
る
。

［
２
０
１
１
年
11
月
］
431337Ȃ3◆
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新赤1334

大
村
敦
志

民
法
改
正
を
考
え
る

品
切（
電
子
版
あ
り
）

現
在
、
法
制
審
議
会
で
民
法
改
正
の
た
め
の
議
論
が
進
ん
で
い
る
。
そ
も
そ
も
、
な
ぜ

今
、
民
法
を
変
え
る
必
要
が
あ
る
の
か
。
ど
の
よ
う
な
手
続
き
で
変
え
る
の
か
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
や
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
民
法
改
正
の
歴
史
、
最
近
の
動
向
も
紹
介
し
た
上
で
、

社
会
の
構
成
原
理
と
し
て
の
民
法
典
を
根
源
的
に
考
察
す
る
。「
市
民
の
法
」
は
実
現

す
る
か
。

［
２
０
１
１
年
10
月
］
431334Ȃ2◆

新赤1292

小
坂
井

敏
晶

人
が
人
を
裁
く
と
い
う
こ
と

８
８
０
円

我
々
は
裁
判
の
意
味
を
誤
解
し
て
い
な
い
か
。
市
民
の
司
法
参
加
が
義
務
と
し
て
捉
え

ら
れ
る
日
本
と
、
権
利
と
し
て
理
解
さ
れ
る
欧
米
。
こ
の
違
い
は
何
に
よ
る
の
か
。
ま

た
、
ẉ
罪
事
件
が
繰
り
返
さ
れ
る
の
は
な
ぜ
か
。
本
書
は
そ
こ
か
ら
分
析
を
進
め
、
裁

判
と
い
う
営
み
の
本
質
に
迫
る
。
犯
罪
や
責
任
、
処
罰
に
つ
い
て
の
我
々
の
常
識
に
挑

み
、
人
間
と
い
う
存
在
を
見
つ
め
な
お
す
根
源
的
考
察
。

［
２
０
１
１
年
２
月
］
431292Ȃ5

新赤1266

小
泉
直
樹

知
的
財
産
法
入
門

８
５
８
円

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
か
ら
ブ
ラ
ン
ド
、
デ
ザ
イ
ン
、
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
ま
で
、
私
た
ち

の
身
近
に
あ
ふ
れ
、
生
活
を
豊
か
に
し
て
く
れ
る
知
的
財
産
。
こ
れ
を
保
護
し
、
ま
た
、

活
用
す
る
た
め
、
特
許
法
、
商
標
法
、
意
匠
法
、
そ
し
て
著
作
権
法
な
ど
関
係
す
る
法

律
の
仕
組
み
を
平
易
な
言
葉
で
わ
か
り
や
す
く
解
説
す
る
。
誰
が
ど
の
よ
う
な
権
利
を

持
ち
、
権
利
侵
害
に
な
る
の
は
ど
の
よ
う
な
場
合
か
。

［
２
０
１
０
年
９
月
］
431266Ȃ6◆

新赤1232

正

田

彬

消
費
者
の
権
利
新
版

７
９
２
円

食
品
の
偽
装
表
示
、
悪
質
な
訪
問
販
売
、
ネ
ッ
ト
取
引
で
の
ト
ラ
ブ
ル
…
…
。
市
場
主

義
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
展
す
る
な
か
、
消
費
生
活
の
安
全
を
ど
う
確
立
す
べ
き
か
。

消
費
者
の
権
利
を
「
経
済
社
会
の
基
本
的
原
則
」
と
位
置
づ
け
、
そ
の
仕
組
み
を
わ
か

り
や
す
く
解
説
。
消
費
者
庁
な
ど
の
行
政
、
あ
る
い
は
消
費
者
自
身
に
何
が
で
き
る
か

を
考
え
る
。
一
九
七
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
旧
版
を
全
面
改
訂
。

［
２
０
１
０
年
２
月
］
431232Ȃ1

新赤1186

山
田
隆
司

名

誉

毀

損

ʕ
表
現
の
自
由
を
め
ぐ
る
攻
防
ʕ

８
５
８
円

名
誉
権
と
表
現
の
自
由
は
時
と
し
て
衝
突
す
る
。
そ
の
せ
め
ぎ
あ
い
を
ど
う
調
整
し
た

ら
よ
い
の
か
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
㒷
謗
中
傷
や
、
損
害
賠
償
の
高
額
化
と
い
っ
た

新
た
な
問
題
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。
七
つ
の
事
件
を
た
ど
り
な
が
ら
、
名
誉
毀

損
を
め
ぐ
る
法
的
な
枠
組
み
を
分
か
り
や
す
く
解
説
。
表
現
の
自
由
が
危
機
に
あ
る
と

い
う
問
題
意
識
か
ら
、
今
後
の
裁
判
の
あ
り
方
を
考
察
す
る
。

［
２
０
０
９
年
５
月
］
431186Ȃ7
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新赤1136

山

口

厚

刑

法

入

門
９
０
２
円

犯
罪
と
は
何
で
あ
り
、
な
ぜ
犯
人
に
は
刑
罰
が
科
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、「
罪

が
犯
さ
れ
た
」
と
言
う
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
条
件
が
必
要
な
の
か
。
刑
事
裁
判
に

市
民
が
参
加
す
る
裁
判
員
制
度
が
導
入
さ
れ
る
な
ど
、
私
た
ち
も
刑
法
の
基
本
を
理
解

す
る
こ
と
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
刑
法
学
の
第
一
人
者
が
、
犯
罪
と

刑
罰
を
め
ぐ
る
考
え
方
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
す
る
。

［
２
０
０
８
年
６
月
］
431136Ȃ2◆

新赤1002

長
谷
部

恭
男

憲

法

と

は

何

か
９
０
２
円

憲
法
は
何
の
た
め
に
あ
る
の
か
。
立
憲
主
義
と
は
ど
う
い
う
考
え
な
の
か
。
憲
法
は
わ

れ
わ
れ
に
明
る
い
未
来
を
保
障
す
る
ど
こ
ろ
か
、
と
き
に
人
々
の
生
活
や
生
命
を
も
左

右
す
る
「
危
険
」
な
存
在
に
な
り
う
る
。
改
憲
論
議
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
現
在
、
憲
法

に
ま
つ
わ
る
様
々
な
誤
解
や
幻
想
を
指
摘
し
な
が
ら
、
そ
の
本
質
に
つ
い
て
の
冷
静
な

考
察
を
う
な
が
す
「
憲
法
再
入
門
」。

［
２
０
０
６
年
４
月
］
431002Ȃ0◆

新赤869

岡

本

薫

著
作
権
の
考
え
方

８
３
６
円

コ
ピ
ー
機
、
パ
ソ
コ
ン
、
デ
ジ
カ
メ
な
ど
の
急
速
な
普
及
と
と
も
に
や
っ
て
き
た
「
一

億
総
ク
リ
エ
ー
タ
ー
、
一
億
総
ユ
ー
ザ
ー
」
の
時
代
。
い
ま
や
著
作
権
は
、
作
家
・
芸

術
家
や
メ
デ
ィ
ア
関
係
者
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
な
っ
た
。
仕
事
や
生
活
の
中
で
、
そ

れ
を
ど
う
理
解
し
、
ど
う
つ
き
あ
っ
て
い
く
べ
き
か
。
権
利
者
と
利
用
者
と
の
対
立
を

ふ
ま
え
、
興
味
深
い
具
体
例
を
ま
じ
え
て
分
か
り
や
す
く
語
る
。
［
２
０
０
３
年
12
月
］
430869Ȃ0

新赤544

渡
辺
洋
三

法

と

は

何

か
新
版

１
０
３
４
円

現
代
社
会
の
法
の
体
系
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
私
た
ち
の
生
活
と
ど
う
関
わ
り
、

ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
か
。
著
者
は
、
長
く
読
み
つ
が
れ
て
き
た
『
法

と
は
何
か
』（
一
九
七
九
年
刊
）
を
構
想
も
あ
ら
た
に
全
面
改
訂
、
社
会
生
活
の
な
か
の

法
な
ど
、
デ
ー
タ
を
一
新
す
る
と
と
も
に
、
あ
ら
た
に
人
権
ま
た
国
際
法
の
分
野
を
く

わ
え
て
、
現
代
社
会
人
の
た
め
の
法
学
入
門
と
し
て
提
示
す
る
。
［
１
９
９
８
年
２
月
］
430544Ȃ6◆

新赤380

藤
田
久
一

戦
争
犯
罪
と
は
何
か

９
６
８
円

何
が
戦
争
犯
罪
で
あ
り
、
誰
が
そ
れ
を
裁
く
の
か
。
近
代
の
国
際
社
会
で
成
立
し
た
兵

器
制
限
や
捕
虜
待
遇
を
め
ぐ
る
問
題
か
ら
説
き
お
こ
し
、
第
二
㗨
大
戦
後
の
ニ
ュ
ル
ン

ベ
ル
ク
裁
判
・
東
京
裁
判
で
あ
ら
た
に
定
式
化
さ
れ
た
「
平
和
に
対
す
る
罪
」「
人
道
に

対
す
る
罪
」、
そ
し
て
現
代
の
係
争
点
・
到
達
点
を
論
じ
て
い
く
。
国
際
法
研
究
者
の
立

場
か
ら
捉
え
た
法
理
の
全
体
像
。

［
１
９
９
５
年
３
月
］
430380Ȃ0
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新赤332

長
谷
川

正
安

日

本

の

憲

法
第
三
版

８
５
８
円

戦
後
五
〇
年
を
目
前
に
し
た
今
日
、「
大
国
」
化
に
伴
う
新
た
な
改
憲
論
も
台
頭
し
、
憲

法
を
め
ぐ
る
状
況
は
ま
す
ま
す
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
天
皇
、
戦
争
放
棄
、
議
会
制
、

基
本
的
人
権
等
の
主
要
な
論
点
に
即
し
て
、
規
範
と
現
実
が
乖
離
す
る
実
態
を
明
ら
か

に
す
る
本
書
は
、
一
九
五
七
年
の
初
版
、
七
七
年
の
第
二
版
以
来
、
多
く
の
読
者
を
得

て
き
た
が
、
今
回
、
全
面
的
に
改
訂
し
、
第
三
版
と
し
た
。

［
１
９
９
４
年
４
月
］
430332Ȃ9

新赤129

横
田
耕
一

憲

法

と

天

皇

制
９
２
４
円

昭
和
天
皇
の
逝
去
の
の
ち
、
戦
争
責
任
発
言
へ
の
威
圧
や
代
替
わ
り
儀
式
、
そ
し
て
学

校
教
育
に
お
け
る
君
が
代
・
日
の
丸
の
強
制
は
、
天
皇
制
度
の
あ
り
方
と
日
本
国
憲
法

と
の
間
に
新
た
な
緊
張
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
。
開
か
れ
た
議
論
を
求
め
て
、
憲
法
上
の

天
皇
の
地
位
、
国
事
行
為
と
公
的
行
為
、
元
首
化
、
皇
室
祭
祀
、
マ
ス
コ
ミ
報
道
な
ど
、

象
徴
天
皇
制
を
め
ぐ
る
諸
問
題
を
整
理
・
検
討
す
る
。

［
１
９
９
０
年
７
月
］
430129Ȃ5

新赤93

Ṥ
口
陽
一

自

由

と

国

家

ʕ
い
ま
「
憲
法
」
の
も
つ
意
味
ʕ

８
５
８
円

イ
ギ
リ
ス
の
「
権
利
の
章
典
」
か
ら
三
〇
〇
年
、
フ
ラ
ン
ス
人
権
宣
言
か
ら
二
〇
〇
年
、

そ
し
て
明
治
憲
法
発
布
か
ら
一
〇
〇
年
。
そ
の
一
九
八
九
年
に
「
昭
和
」
が
終
わ
り
、

保
守
支
配
も
大
き
く
揺
ら
い
だ
。
加
え
て
中
国
の
流
血
事
件
、
ソ
連
・
東
欧
の
自
由
化

へ
の
模
索
…
…
。
一
九
九
〇
年
代
の
座
標
軸
を
求
め
て
個
人
・
集
団
と
国
家
と
の
歴
史

的
な
相
剋
に
光
を
あ
て
、「
近
代
立
憲
主
義
」
の
意
味
を
問
う
。

［
１
９
８
９
年
11
月
］
430093Ȃ9

黄 196

小
林
直
樹

憲

法

第

九

条
９
０
２
円

「
陸
海
空
軍
そ
の
他
の
戦
力
は
、
こ
れ
を
保
持
し
な
い
」。
惨
憺
た
る
戦
争
体
験
の
後
に

生
ま
れ
た
平
和
憲
法
、
そ
の
中
核
た
る
非
武
装
規
定
は
、
戦
後
の
軍
事
力
強
化
の
波
に

翻
弄
さ
れ
続
け
て
き
た
。
だ
が
、
そ
こ
に
凝
縮
さ
れ
た
思
想
こ
そ
、
今
日
、
世
界
に
向

か
っ
て
鮮
や
か
な
光
を
放
っ
て
い
る
。
第
九
条
誕
生
の
背
景
と
空
洞
化
の
跡
を
た
ど

り
、
新
し
い
平
和
保
障
の
構
想
を
具
体
的
に
提
起
す
る
。

［
１
９
８
２
年
６
月
］
420196Ȃ0

青 AȂ43

川
島
武
宜

日
本
人
の
法
意
識

９
４
６
円

西
欧
諸
国
の
法
律
に
な
ら
っ
て
作
ら
れ
た
明
治
の
法
体
系
と
、
現
実
の
国
民
生
活
と
の

あ
い
だ
に
は
、
大
き
な
ず
れ
が
あ
っ
た
。
こ
の
ず
れ
が
今
日
ま
で
に
、
い
か
に
変
化
し
、

あ
る
い
は
消
滅
し
つ
つ
あ
る
の
か
。
こ
れ
ら
の
問
題
を
、
法
に
関
連
し
て
国
民
の
多
く

が
ど
の
よ
う
な
「
意
識
」
を
も
っ
て
社
会
生
活
を
営
ん
で
き
た
か
と
い
う
観
点
か
ら
、

興
味
深
い
実
例
を
あ
げ
て
追
求
す
る
。

［
１
９
６
７
年
５
月
］
410043Ȃ0◆
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青 AȂ34

宮
沢
俊
義

憲

法

講

話

品
切（
電
子
版
あ
り
）

日
本
国
憲
法
に
結
実
し
た
人
間
主
義
・
平
和
主
義
の
精
神
は
、
国
民
が
旧
憲
法
下
で
の

に
が
い
体
験
か
ら
学
び
と
っ
た
も
の
で
あ
り
、
敗
戦
に
よ
る
荒
廃
か
ら
立
ち
上
る
戦
後

民
主
主
義
の
基
本
原
理
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
今
日
な
お
、「
い
つ
か
来
た
道
」
へ
戻
そ
う

と
す
る
動
き
が
執
拗
に
続
い
て
い
る
。
日
本
国
憲
法
の
ふ
く
む
問
題
点
と
そ
の
意
味

を
、
旧
憲
法
と
か
か
わ
ら
せ
つ
つ
分
り
や
す
く
語
る
。

［
１
９
６
７
年
４
月
］
410034Ȃ8◆
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経

済

新赤1951

軽
部
謙
介

ア
フ
タ
ー
・
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

ʕ
異
形
の
経
済
政
策
は
い
か
に
変
質
し
た
の
か
ʕ９

６
８
円

水
面
下
で
大
き
く
構
造
転
換
し
て
い
た
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
。
金
融
政
策
か
ら
財
政
政
策
へ

の
シ
フ
ト
は
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
起
き
た
の
か
。
日
銀
は
何
を
考
え
て
い
た
の
か
。

財
政
当
局
は
ど
う
動
い
た
の
か
。
財
政
再
建
特
命
委
員
会
や
財
政
政
策
検
討
本
部
の
全

議
事
録
を
独
自
に
入
手
、
さ
ら
に
内
部
㗦
料
、
各
種
証
言
な
ど
を
材
料
に
立
案
過
程
を

詳
ら
か
に
し
、
毀
誉
褒
貶
激
し
い
政
策
を
徹
底
検
証
す
る
。

［
２
０
２
２
年
12
月
］
431951Ȃ1◆

新赤1934

水
越
康
介

応

援

消

費

ʕ
社
会
を
動
か
す
力
ʕ

９
６
８
円

被
災
地
、
好
き
な
ブ
ラ
ン
ド
、
ふ
る
さ
と
納
税
、
推
し
の
ア
イ
ド
ル
…
…
を
消
費
す
る

こ
と
で
応
援
し
よ
う
と
す
る
行
動
が
目
立
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
新
し
い
「
お
金
の

使
い
方
」
が
社
会
を
動
か
す
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
っ
て
い
る
。
利
他
的
な
感
情
と

経
済
の
論
理
が
時
に
対
立
し
、
時
に
協
調
す
る
新
時
代
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
思
考
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
を
解
説
す
る
。

［
２
０
２
２
年
７
月
］
431934Ȃ4◆

新赤1908

翁

㛋

雄

人
の
心
に
働
き
か
け
る
経
済
政
策

９
４
６
円

感
染
抑
止
の
た
め
に
行
動
変
容
を
促
す
国
民
の
心
へ
の
働
き
か
け
と
、
デ
フ
レ
脱
却
を

目
的
と
し
た
人
々
の
期
待
へ
の
働
き
か
け
。
こ
の
二
つ
の
「
働
き
か
け
」
は
、
背
景
と

す
る
人
間
観
（
と
経
済
学
）
が
違
う
。
行
動
経
済
学
の
成
果
を
主
流
派
の
マ
ク
ロ
経
済

学
に
取
り
入
れ
た
公
共
政
策
を
、
銀
行
取
付
、
バ
ブ
ル
、
貿
易
摩
擦
、
日
銀
の
異
㗨
元

緩
和
な
ど
を
題
材
に
考
え
る
。

［
２
０
２
２
年
１
月
］
431908Ȃ5◆

新赤1904

新
保
恵
志

金
融
サ
ー
ビ
ス
の
未
来

ʕ
社
会
的
責
任
を
問
う
ʕ

９
９
０
円

新
し
い
金
融
技
術
が
導
入
さ
れ
、
地
方
銀
行
の
吸
収
・
合
併
が
進
む
中
、
金
融
サ
ー
ビ

ス
は
そ
の
㗡
を
大
き
く
変
え
つ
つ
あ
る
。
本
書
で
は
、
ス
ル
ガ
銀
行
事
件
、
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
事
件
な
ど
過
去
の
重
大
不
祥
事
を
検
証
し
、
さ
ら
に
暗
号
通
貨
や
オ
ン
ラ
イ
ン
融

㗦
な
ど
、
最
前
線
の
動
向
を
平
易
に
解
説
。
銀
行
が
社
会
の
一
員
と
し
て
本
来
果
た
す

べ
き
金
融
的
役
割
と
は
何
か
を
考
察
す
る
。

［
２
０
２
１
年
12
月
］
431904Ȃ7◆
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新赤1882

明
日
香

壽
川

グ
リ
ー
ン
・
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル

ʕ
世
界
を
動
か
す
ガ
バ
ニ
ン
グ
・
ア
ジ
ェ
ン
ダ
ʕ９

４
６
円

気
候
危
機
を
も
た
ら
し
た
社
会
シ
ス
テ
ム
を
チ
ェ
ン
ジ
し
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
リ
カ
バ

リ
ー
と
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ス
の
実
現
を
も
果
た
す

米
バ
イ
デ
ン
政
権
発
足
で
加
速
す
る

世
界
的
潮
流
と
は
何
か
。
そ
の
背
景
、
内
容
、
課
題
を
解
説
す
る
と
共
に
、「
二
〇
五
〇

年
カ
ー
ボ
ン
・
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
を
宣
言
し
た
も
の
の
政
府
も
産
業
界
も
対
応
が
大
き

く
遅
れ
て
い
る
日
本
の
と
る
べ
き
道
を
提
言
す
る
。

［
２
０
２
１
年
６
月
］
431882Ȃ8◆

新赤1878

宮
崎
勇
・
本
庄
真
・
田
谷
禎
三

日
本
経
済
図
説
第
五
版

９
４
６
円

経
済
発
展
の
軌
跡
、
国
土
と
人
口
、
産
業
構
造
、
労
働
、
金
融
、
財
政
、
国
際
収
支
、

国
民
生
活
ま
で
幅
広
く
日
本
経
済
の
実
態
を
点
検
で
き
る
定
番
図
説
の
改
訂
版
。
日
銀

の
金
融
緩
和
策
と
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
、
米
中
貿
易
戦
争
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
下
で
迫
ら
れ
る

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
、
脱
炭
素
化
な
ど
の
構
造
変
革
な
ど
、
二
〇

一
三
年
の
第
四
版
以
降
の
激
変
を
加
味
し
た
。

［
２
０
２
１
年
５
月
］
431878Ȃ1◆

新赤1877

枝
廣
淳
子

好
循
環
の
ま
ち
づ
く
り
！

８
８
０
円

活
気
の
あ
る
ま
ち
と
よ
ど
み
感
の
広
が
る
活
力
の
感
じ
ら
れ
な
い
ま
ち
。
こ
の
二
極
化

が
進
む
理
由
は
何
か
。
悪
循
環
を
断
ち
切
り
、ま
ち
を
活
性
化
す
る
メ
ソ
ッ
ド
が
あ
る
。

ま
ち
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
作
り
、
ま
ち
の
構
造
を
見
え
る
化
し
、
そ
の
構
造
を
変
え
る
。
持

続
可
能
で
幸
せ
な
ま
ち
づ
く
り
に
長
年
携
わ
る
著
者
が
培
っ
て
き
た
誰
で
も
試
せ
る
ま

ち
づ
く
り
の
プ
ロ
セ
ス
を
伝
授
す
る
。

［
２
０
２
１
年
４
月
］
431877Ȃ4◆

新赤1858

諸

富

徹

グ
ロ
ー
バ
ル
・
タ
ッ
ク
ス

ʕ
国
境
を
超
え
る
課
税
権
力
ʕ

９
０
２
円

所
得
税
の
フ
ラ
ッ
ト
化
、
法
人
税
率
の
引
き
下
げ
、
タ
ッ
ク
ス
・
ヘ
イ
ブ
ン
利
用
に
よ

る
租
税
回
避
…
…
。
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
は
じ
め
巨
大
多
国
籍
企
業
が
台
頭
す
る
中
、複
雑
化
し
、

苛
烈
を
極
め
る
「
租
税
競
争
」。
そ
の
巧
妙
な
仕
組
み
を
解
き
明
か
し
、
対
抗
し
て
い
く

た
め
に
Ｅ
Ｕ
各
国
な
ど
の
国
際
社
会
で
模
索
が
進
む
、
旧
来
の
国
民
国
家
税
制
と
異
な

る
新
し
い
「
課
税
主
権
」
の
在
り
方
を
展
望
す
る
。

［
２
０
２
０
年
11
月
］
431858Ȃ3◆

新赤1830

宮
崎
勇
・
田
谷
禎
三

世
界
経
済
図
説
第
四
版

８
８
０
円

見
開
き
の
本
文
と
図
説
で
世
界
経
済
の
輪
郭
が
総
論
か
ら
各
論
ま
で
一
目
で
わ
か
る
定

番
書
の
最
新
版
。
情
報
通
信
面
で
の
技
術
革
新
を
追
う
章
を
入
れ
、
中
国
を
は
じ
め
新

興
国
の
経
済
的
興
隆
と
先
進
諸
国
の
相
対
的
な
地
盤
沈
下
を
跡
付
け
る
。
国
際
協
調
が

難
し
い
中
、
深
刻
化
す
る
貿
易
摩
擦
、
地
域
紛
争
、
環
境
問
題
も
取
り
上
げ
た
。
今
後

一
〇
年
を
占
う
上
で
必
携
の
一
冊
。

［
２
０
２
０
年
４
月
］
431830Ȃ9◆
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新赤1799

山
家

悠
紀
夫

日
本
経
済
30
年
史
バ
ブ
ル
か
ら

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
ま
で

９
９
０
円

「
失
わ
れ
た
三
〇
年
」
と
も
呼
ば
れ
、
九
〇
年
以
降
、
低
迷
を
続
け
る
日
本
経
済
。
こ
の

間
、
企
業
業
績
や
私
た
ち
の
暮
ら
し
は
ど
う
変
化
し
て
き
た
か
。
豊
富
な
デ
ー
タ
に
も

と
づ
き
、
三
〇
年
間
の
景
気
の
動
き
を
追
跡
。
そ
の
時
々
の
政
権
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ

た
無
用
の
諸
「
改
革
」
が
景
気
の
腰
を
折
り
、
日
本
経
済
の
構
造
を
ど
の
よ
う
に
変
質

さ
せ
て
い
っ
た
の
か
を
浮
き
彫
り
に
す
る
。

［
２
０
１
９
年
10
月
］
431799Ȃ9◆

新赤1795

大
竹
文
雄

行
動
経
済
学
の
使
い
方

９
４
６
円

学
ぶ
だ
け
で
は
も
う
足
り
な
い
。
研
究
と
応
用
が
進
み
、
行
動
経
済
学
は
「
使
う
」
段

階
に
来
て
い
る
の
だ
。
本
書
で
は
「
ナ
ッ
ジ
」
の
作
り
方
を
解
説
す
る
。
人
間
の
行
動

の
特
性
を
ふ
ま
え
、
自
由
な
選
択
を
確
保
し
つ
つ
、
よ
り
良
い
意
思
決
定
、
よ
り
良
い

行
動
を
引
き
出
す
。
そ
の
知
恵
と
工
夫
が
「
ナ
ッ
ジ
」
だ
。
こ
の
本
を
通
し
て
、
行
動

経
済
学
の
応
用
力
を
身
に
つ
け
よ
う
。

［
２
０
１
９
年
９
月
］
431795Ȃ1◆

新赤1780

熊
倉
正
修

日
本
の
マ
ク
ロ
経
済
政
策

ʕ
未
熟
な
民
主
政
治
の
帰
結
ʕ

９
２
４
円

日
本
の
為
替
、
金
融
、
財
政
の
マ
ク
ロ
経
済
政
策
全
般
を
俯
瞰
し
、
独
自
の
デ
ー
タ
分

析
で
徹
底
的
に
そ
の
問
題
点
を
解
明
す
る
。
円
安
誘
導
に
よ
る
景
気
浮
揚
、
財
政
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
で
あ
る
異
㗨
元
緩
和
、政
府
の
責
任
感
の
欠
如
で
先
送
り
さ
れ
る
財
政
再
建
、

最
終
的
に
そ
の
帳
尻
合
わ
せ
を
強
い
ら
れ
る
の
は
国
民
だ
。
現
実
を
直
視
せ
ず
し
て
日

本
の
マ
ク
ロ
経
済
政
策
の
正
常
化
は
望
め
な
い
。

［
２
０
１
９
年
６
月
］
431780Ȃ7◆

新赤1775

鎌
田

雄
一
郎

ゲ
ー
ム
理
論
入
門
の
入
門

８
８
０
円

ゲ
ー
ム
理
論
と
は
、
あ
る
種
の
意
思
決
定
を
人
間
が
行
っ
た
結
果
、
何
が
起
き
る
か
を

予
測
す
る
理
論
だ
。
と
言
う
と
何
や
ら
難
し
げ
に
聞
こ
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
実
は

単
純
明
快
、
初
学
者
で
も
す
ぐ
使
い
こ
な
せ
る
理
論
な
の
だ
。
相
手
の
出
方
を
ど
う
読

む
か
。
経
済
問
題
の
分
析
だ
け
で
な
く
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
戦
略
決
定
に
も
必
須
の
基
礎
知

識
を
、
新
進
気
鋭
の
理
論
家
が
解
説
す
る
。

［
２
０
１
９
年
４
月
］
431775Ȃ3◆

新赤1769

金

子

勝

平
成
経
済

衰
退
の
本
質

９
０
２
円

バ
ブ
ル
と
バ
ブ
ル
の
崩
壊
か
ら
始
ま
っ
た
平
成
時
代
。
マ
ク
ロ
経
済
政
策
も
、
規
制
緩

和
中
心
の
構
造
改
革
も
、「
失
わ
れ
た
二
〇
年
」
を
克
服
で
き
な
い
ど
こ
ろ
か
、
症
状
を

悪
化
さ
せ
て
き
た
。
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
概
念
の
革
新
、
反
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
、
長
期

停
滞
、
脱
原
発
成
長
論
な
ど
を
キ
ー
概
念
に
、
一
貫
し
て
未
来
を
先
取
り
し
た
政
策
提

案
を
行
っ
て
き
た
著
者
に
よ
る
三
〇
年
の
痛
烈
な
総
括
。

［
２
０
１
９
年
４
月
］
431769Ȃ2◆
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新赤1747

井
手
英
策

幸

福

の

増

税

論

ʕ
財
政
は
だ
れ
の
た
め
に
ʕ

９
２
４
円

な
ぜ
日
本
で
は
、「
連
帯
の
仕
組
み
」
で
あ
る
は
ず
の
税
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
嫌
わ
れ
る

の
か
。
す
べ
て
の
人
た
ち
の
命
と
く
ら
し
が
保
障
さ
れ
る
温
も
り
あ
る
社
会
を
取
り
戻

す
た
め
に
、
あ
え
て
「
増
税
」
の
必
要
性
に
切
り
込
み
、
財
政
改
革
、
社
会
改
革
の
構

想
を
大
胆
に
提
言
す
る
、
著
者
渾
身
の
一
冊
。
税
や
財
政
の
し
く
み
を
変
え
れ
ば
、
こ

れ
か
ら
の
日
本
、
社
会
は
大
き
く
変
わ
る
！

［
２
０
１
８
年
11
月
］
431747Ȃ0◆

新赤1737

三
木
義
一

日

本

の

税

金
第
3
版

９
２
４
円

日
本
の
税
制
は
複
雑
で
わ
か
り
に
く
い
。
政
治
家
と
官
僚
ま
か
せ
で
作
ら
れ
た
制
度

を
、
市
民
の
目
線
で
見
直
し
解
き
ほ
ぐ
す
。
所
得
税
、
法
人
税
、
相
続
税
、
消
費
税
、

地
方
税
、
間
接
税
、
国
際
課
税
。
そ
の
基
本
的
な
考
え
方
、
導
入
の
背
景
、
問
題
点
な

ど
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
解
説
す
る
。
定
評
あ
る
入
門
書
の
最
新
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
版
。
税
金

の
仕
組
み
を
す
ぐ
知
る
の
に
最
適
な
一
冊
。

［
２
０
１
８
年
９
月
］
431737Ȃ1◆

新赤1728

立
石
泰
則

戦
争
体
験
と
経
営
者

８
５
８
円

若
く
し
て
戦
場
に
赴
き
、
戦
後
は
経
営
者
と
し
て
活
躍
し
、
地
位
と
名
声
を
築
い
た
人

た
ち
。
そ
の
時
の
苛
烈
な
「
戦
争
体
験
」
は
、
彼
ら
の
そ
の
後
の
生
き
方
や
企
業
観
、

経
営
手
法
に
、
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
。
企
業
取
材
歴
四
〇
年
の
ノ
ン
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
作
家
が
、
取
材
の
過
程
で
出
会
っ
た
経
営
者
た
ち
の
肉
声
を
ふ
り
返
り
な
が

ら
考
え
る
。

［
２
０
１
８
年
７
月
］
431728Ȃ9◆

新赤1723

岩

村

充

金
融
政
策
に
未
来
は
あ
る
か

８
３
６
円

デ
フ
レ
脱
却
と
景
気
浮
揚
を
標
榜
す
る
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
出
口
戦
略
は
？

仮
想
通
貨

の
登
場
後
も
金
融
政
策
は
こ
の
ま
ま
で
よ
い
の
か
？

バ
ブ
ル
崩
壊
前
後
の
日
本
の
経

験
を
踏
ま
え
、
金
融
政
策
を
理
論
と
現
実
の
両
面
か
ら
総
点
検
し
、
何
が
金
融
政
策
で

可
能
な
の
か
、
日
銀
と
政
府
の
役
割
は
何
か
、
新
し
い
制
度
設
計
を
見
据
え
、
再
検
討

す
る
。
金
融
政
策
と
日
本
の
未
来
を
考
え
る
一
冊
。

［
２
０
１
８
年
６
月
］
431723Ȃ4◆

新赤1713

竹
村
彰
通

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
入
門

８
８
０
円

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
時
代
だ
。
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
研
究
が
デ
ー
タ
駆
動
型
に
変
わ
っ
て

き
て
い
る
。
ビ
ジ
ネ
ス
で
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
利
用
も
人
工
知
能
の
開
発
と
あ
い
ま
っ
て

盛
ん
だ
。
デ
ー
タ
の
処
理
・
分
析
に
必
要
な
情
報
学
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
科
学
）
と
統
計

学
の
基
本
知
識
を
お
さ
え
、
ま
た
デ
ー
タ
か
ら
新
た
な
価
値
を
引
き
出
す
ス
キ
ル
の
学

び
方
を
紹
介
す
る
。
待
望
の
入
門
書
。

［
２
０
１
８
年
４
月
］
431713Ȃ5◆
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新赤1707

田
中
久
稔

経
済
数
学
入
門
の
入
門

８
３
６
円

廉
価
に
な
っ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、
質
・
量
と
も
に
優
れ
た
デ
ー
タ
に
よ
り
、
経
済
学
の

主
流
は
い
ま
や
実
証
分
析
へ
と
大
き
く
シ
フ
ト
し
た
。
そ
こ
で
、
ま
す
ま
す
重
要
な
の

が
数
学
だ
。「
そ
う
は
言
っ
て
も
、
実
際
、
数
学
を
勉
強
す
る
と
何
の
役
に
立
つ
の
？

そ
こ
が
知
り
た
い
」。
本
書
は
そ
う
思
う
人
に
最
適
の
本
で
あ
る
。
予
備
知
識
な
し
で

読
め
る
、
入
門
以
前
の
「
入
門
の
入
門
」。

［
２
０
１
８
年
２
月
］
431707Ȃ4◆

新赤1704

枝
廣
淳
子

地
元
経
済
を
創
り
な
お
す

ʕ
分
析
・
診
断
・
対
策
ʕ

８
８
０
円

人
口
減
少
、
駅
前
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
、
あ
き
ら
め
、
…
…
。
地
元
経
済
の
悪
循
環
を

断
ち
切
る
方
策
は
な
い
の
か
。
現
状
を
可
視
化
し
、
お
金
や
雇
用
を
外
部
に
依
存
す
る

割
合
を
減
ら
す
た
め
の
考
え
方
や
ツ
ー
ル
、好
循
環
に
転
換
し
た
事
例
の
数
々
を
示
す
。

㗨
な
る
金
融
危
機
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
、
気
候
変
動
危
機
に
対
す
る
「
し
な
や
か
に
立

ち
直
る
力
」（
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
）
を
い
ま
地
元
か
ら
。

［
２
０
１
８
年
２
月
］
431704Ȃ3◆

新赤1687

渡

邉

泉

会

計

学

の

誕

生

ʕ
複
式
簿
記
が
変
え
た
世
界
ʕ

８
５
８
円

会
計

現
代
の
必
須
ス
キ
ル
の
一
つ
と
言
わ
れ
な
が
ら
も
つ
い
つ
い
敬
遠
し
て
し
ま

う
。
そ
こ
で
本
書
は
中
世
イ
タ
リ
ア
の
商
人
た
ち
の
帳
簿
、
近
世
オ
ラ
ン
ダ
や
近
代
イ

ギ
リ
ス
の
簿
記
書
を
紹
介
し
な
が
ら
、
財
務
諸
表
の
誕
生
と
そ
の
本
質
を
探
る
。
複
式

簿
記
か
ら
、
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
計
算
書
ま
で
、
八

〇
〇
年
に
わ
た
る
会
計
の
世
界
へ
よ
う
こ
そ
。

［
２
０
１
７
年
11
月
］
431687Ȃ9◆

新赤1661

服
部
茂
幸

偽
り
の
経
済
政
策

ʕ
格
差
と
停
滞
の
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
ʕ

９
０
２
円

な
ぜ
今
も
経
済
の
停
滞
が
続
く
の
か
、
本
当
に
雇
用
は
回
復
し
た
の
か
、
金
融
緩
和
で

デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却
は
成
功
し
た
の
か
、
格
差
は
広
が
っ
て
い
る
の
か
…
…
安
倍
政
権

と
黒
田
日
銀
に
よ
る
経
済
政
策
を
徹
底
検
証
。
ま
や
か
し
の
「
成
果
」
の
か
ら
く
り
を

暴
き
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
を
鋭
く
批
判
す
る
。
そ
の
先
に
、
経
済
学
が
果
た
す
べ
き
役
割

が
見
え
て
く
る
。

［
２
０
１
７
年
５
月
］
431661Ȃ9◆

新赤1657

坂
井
豊
貴

ミ
ク
ロ
経
済
学
入
門
の
入
門

８
８
０
円

ミ
ク
ロ
経
済
学
は
シ
ン
プ
ル
で
前
提
知
識
を
要
し
な
い
、非
常
に
学
び
や
す
い
学
問
だ
。

無
差
別
曲
線
や
限
界
費
用
な
ど
の
基
本
か
ら
、
標
準
的
な
均
衡
理
論
、
Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス

の
理
解
に
欠
か
せ
な
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
外
部
性
ま
で
。
数
式
で
な
く
コ
ン
パ
ク
ト
な
図

で
説
明
す
る
「
入
門
の
入
門
」。
こ
れ
か
ら
ミ
ク
ロ
を
学
び
始
め
る
人
、
ミ
ク
ロ
が
分
か

ら
な
く
て
困
っ
て
い
る
人
に
最
適
の
一
冊
。

［
２
０
１
７
年
４
月
］
431657Ȃ2◆
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新赤1622

佐
和
隆
光

経
済
学
の
す
す
め

ʕ
人
文
知
と
批
判
精
神
の
復
権
ʕ

８
５
８
円

経
済
学
の
古
典
の
英
知
に
ふ
れ
、
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
を
み
が
く
こ
と
。
新
古

典
派
と
ケ
イ
ン
ズ
派
双
方
の
理
論
を
支
え
る
思
想
構
造
の
差
異
を
見
究
め
、
批
判
精
神

を
培
う
こ
と
。
経
済
学
を
学
ぶ
人
、
学
び
な
お
す
人
に
大
切
な
の
は
こ
の
２
つ
だ
。
人

文
知
と
決
別
し
、
数
学
の
僕
と
化
し
た
既
存
の
経
済
学
に
警
鐘
を
な
ら
し
、
モ
ラ
ル
・

サ
イ
エ
ン
ス
と
し
て
の
復
権
を
説
く
。

［
２
０
１
６
年
10
月
］
431622Ȃ0◆

新赤1593

伊
東
光
晴

ガ

ル

ブ

レ

イ

ス

ʕ
ア
メ
リ
カ
㗦
本
主
義
と
の
格
闘
ʕ

９
２
４
円

二
〇
世
紀
ア
メ
リ
カ
を
代
表
す
る
「
経
済
学
の
巨
人
」
は
何
と
闘
い
続
け
た
の
か
？

ア
メ
リ
カ
思
想
の
二
極
対
立
を
え
ぐ
り
、
経
済
学
研
究
の
水
準
を
社
会
思
想
史
研
究
の

水
準
に
高
め
て
き
た
著
者
が
、
病
を
お
し
て
筆
を
進
め
た
渾
身
の
作
。
ケ
イ
ン
ズ
に
よ

っ
て
イ
ギ
リ
ス
論
を
、
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
を
か
り
て
ド
イ
ツ
社
会
を
論
じ
て
き
た
社
会

経
済
思
想
史
研
究
三
部
作
の
完
結
編
。

［
２
０
１
６
年
３
月
］
431593Ȃ3◆

新赤1586

田
中
素
香

ユ
ー
ロ
危
機
と
ギ
リ
シ
ャ
反
乱

９
０
２
円

ギ
リ
シ
ャ
を
震
源
と
す
る
ユ
ー
ロ
危
機
。
二
〇
一
〇
年
か
ら
金
融
パ
ニ
ッ
ク
や
危
機
が

続
発
し
、
一
時
「
ユ
ー
ロ
崩
壊
」
論
ま
で
噴
出
し
た
。
危
機
の
本
当
の
原
因
は
何
か
。

な
ぜ
ギ
リ
シ
ャ
は
国
民
投
票
を
行
っ
た
の
か
。
好
景
気
で
“
独
り
勝
ち
”
の
ド
イ
ツ
は

何
を
考
え
て
い
る
の
か
。
そ
し
て
今
、
ユ
ー
ロ
は
ど
こ
へ
向
か
う
の
か
。
ユ
ー
ロ
研
究

の
第
一
人
者
が
徹
底
的
に
解
説
す
る
。

［
２
０
１
６
年
１
月
］
431586Ȃ5

新赤1550

広
井
良
典

ポ
ス
ト
㗦
本
主
義
科
学
・
人
間
・
社
会
の
未
来

９
９
０
円

富
の
偏
在
、
環
境
・
㗦
源
の
限
界
な
ど
、
な
お
い
っ
そ
う
深
刻
化
す
る
課
題
に
、「
成
長
」

は
解
答
た
り
う
る
か
。
近
代
科
学
と
も
通
底
す
る
人
間
観
・
生
命
観
に
ま
で
Ḫ
り
つ
つ
、

人
類
史
的
な
ス
ケ
ー
ル
で
㗦
本
主
義
の
歩
み
と
現
在
を
吟
味
。
定
常
化
時
代
に
求
め
ら

れ
る
新
た
な
価
値
と
と
も
に
、
㗦
本
主
義
・
社
会
主
義
・
エ
コ
ロ
ジ
ー
が
交
差
す
る
先

に
現
れ
る
社
会
像
を
、
鮮
明
に
描
く
。

［
２
０
１
５
年
６
月
］
431550Ȃ6◆

新赤1544

三
木
義
一

日

本

の

納

税

者

品
切（
電
子
版
あ
り
）

税
金
は
や
や
こ
し
く
て
わ
か
ら
な
い

。
い
や
、
ち
ょ
っ
と
待
て
。
わ
か
ら
な
い
で

は
済
ま
さ
れ
な
い
。
税
務
署
が
ど
こ
に
あ
る
か
さ
え
知
ら
な
い
日
本
の
納
税
者
。
そ
の

無
関
心
に
つ
け
込
ん
だ
「
お
上
ま
か
せ
の
税
制
」
が
、
今
日
の
財
政
危
機
と
格
差
社
会

を
生
ん
だ
の
だ
。
大
多
数
の
国
民
が
、い
か
に
税
に
関
心
を
持
て
な
く
さ
れ
て
い
る
か
。

そ
の
背
景
と
現
状
を
伝
え
る
。

［
２
０
１
５
年
５
月
］
431544Ȃ5◆
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新赤1517

志

賀

櫻

タ
ッ
ク
ス
・
イ
ー
タ
ー

ʕ
消
え
て
い
く
税
金
ʕ

８
５
８
円

国
民
の
税
金
を
食
い
荒
ら
し
、
富
を
奪
い
取
る
者
は
誰
だ
。
政
治
と
経
済
に
隠
然
た
る

力
を
及
ぼ
し
、
法
を
逆
手
に
と
り
な
が
ら
、
文
明
の
対
価
で
あ
る
べ
き
税
を
掠
め
て
ゆ

く
。
揺
ら
ぐ
財
政
の
屋
台
骨
。
国
を
存
立
の
危
機
に
追
い
込
む
悪
行
を
見
過
ご
し
て
よ

い
の
か
。
そ
の
不
正
と
複
雑
な
か
ら
く
り
を
解
明
し
、
日
本
の
暗
部
に
切
り
込
む
。
好

評
『
タ
ッ
ク
ス
・
ヘ
イ
ブ
ン
』
の
続
編
。

［
２
０
１
４
年
12
月
］
431517Ȃ9◆

新赤1513

花
崎
正
晴

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス

品
切（
電
子
版
あ
り
）

低
迷
す
る
業
績
、
頻
発
す
る
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
。
悲
鳴
を
あ
げ
る
日
本
企
業
に
と
っ
て
、

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
（
企
業
統
治
）
の
根
本
問
題
は
何
か
。
一
九
九
〇
年
代

以
降
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
構
造
の
変
貌
に
よ
っ
て
企
業
は
ど
う
変
わ
っ
た
の
か
。
そ
も
そ
も

銀
行
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
企
業
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
っ
た
の

か
。
実
証
分
析
に
よ
っ
て
通
説
が
く
つ
が
え
る
。

［
２
０
１
４
年
11
月
］
431513Ȃ1◆

新赤1512

杉
山
伸
也

グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
史
入
門

９
４
６
円

地
域
や
国
に
よ
っ
て
な
ぜ
所
得
や
生
活
水
準
に
大
き
な
格
差
が
あ
る
の
か
？

ま
た
、

国
際
的
な
通
貨
問
題
や
金
融
危
機
に
は
ど
の
よ
う
な
背
景
が
あ
る
の
か
？

こ
れ
ら
従

来
の
国
民
経
済
の
枠
組
み
で
は
捉
え
き
れ
な
い
グ
ロ
ー
バ
ル
な
問
題
が
形
成
さ
れ
て
き

た
14
世
紀
半
ば
か
ら
現
代
ま
で
の
歴
史
的
な
過
程
を
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
い

う
視
角
か
ら
描
き
だ
す
。
画
期
的
入
門
書
。

［
２
０
１
４
年
11
月
］
431512Ȃ4◆

新赤1495

服
部
茂
幸

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
終
焉

品
切（
電
子
版
あ
り
）

政
府
と
日
銀
が
紡
ぐ
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
っ
て
日
本
経
済
は
回
復
し
つ
つ
あ
る
」
と

い
う
「
物
語
」。
し
か
し
、
そ
れ
は
真
実
な
の
か
。
異
㗨
元
緩
和
の
始
ま
り
か
ら
一
年
が

た
っ
た
今
、
い
く
つ
も
の
「
つ
ま
ず
き
」
を
抱
え
た
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
実
態
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
る
。
政
治
の
レ
ト
リ
ッ
ク
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
客
観
的
な
デ
ー
タ

に
も
と
づ
き
、
警
鐘
を
鳴
ら
す
。

［
２
０
１
４
年
８
月
］
431495Ȃ0◆

新赤1482

西

川

潤

新
・
世
界
経
済
入
門

１
０
３
４
円

米
国
発
の
金
融
・
経
済
危
機
、
そ
れ
に
続
く
国
家
債
務
危
機
…
…
。
世
界
経
済
は
、
ま

す
ま
す
混
迷
の
度
を
深
め
て
い
る
。
い
ま
世
界
で
、
何
が
、
な
ぜ
起
き
、
今
後
ど
う
な

っ
て
い
く
の
か
？

一
九
八
八
年
に
刊
行
後
、二
度
の
改
訂
を
経
た
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
が
、

最
新
デ
ー
タ
と
丁
寧
な
キ
ー
ワ
ー
ド
解
説
を
入
れ
て
、
一
〇
年
ぶ
り
に
登
場
。
世
界
経

済
を
読
み
解
く
た
め
の
必
読
書
。

［
２
０
１
４
年
４
月
］
431482Ȃ0◆
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新赤1448

湯
本
雅
士

金

融

政

策

入

門
８
８
０
円

ゼ
ロ
金
利
、
量
的
緩
和
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
…
…
。
こ
の
間
、
金
融
政
策
は
ま
す
ま
す
政

治
と
の
関
わ
り
あ
い
を
深
め
、人
々
の
日
々
の
暮
ら
し
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

そ
の
金
融
政
策
は
、
ど
の
よ
う
に
決
ま
っ
て
い
く
の
か
。
日
銀
を
は
じ
め
と
す
る
世
界

の
中
央
銀
行
は
、
ど
の
よ
う
に
行
動
し
て
い
る
の
か
。
こ
れ
か
ら
、
ど
こ
に
向
か
お
う

と
し
て
い
る
の
か
。
金
融
関
連
の
専
門
用
語
も
丁
寧
に
解
説
。

［
２
０
１
３
年
10
月
］
431448Ȃ6◆

新赤1425

服
部
茂
幸

新
自
由
主
義
の
帰
結

ʕ
な
ぜ
世
界
経
済
は
停
滞
す
る
の
か
ʕ

８
１
４
円

二
〇
〇
八
年
の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
以
後
、
世
界
経
済
は
い
ま
だ
立
ち
直
っ
て
い
な

い
。
新
自
由
主
義
に
基
づ
く
制
度
と
政
策
は
、
ど
の
よ
う
に
金
融
危
機
を
拡
大
さ
せ
、

深
刻
化
さ
せ
た
の
か
。
ま
た
、今
日
の
各
国
の
財
政
危
機
と
ど
う
関
係
し
て
い
る
の
か
。

新
自
由
主
義
を
支
え
る
理
論
を
根
本
的
に
批
判
し
、
そ
れ
ら
が
も
た
ら
し
た
帰
結
と
そ

の
責
任
を
、
厳
し
く
問
う
。

［
２
０
１
３
年
５
月
］
431425Ȃ7◆

新赤1417

志

賀

櫻

タ
ッ
ク
ス
・
ヘ
イ
ブ
ン

ʕ
逃
げ
て
い
く
税
金
ʕ

８
３
６
円

税
制
の
根
幹
を
破
壊
す
る
悪
質
な
課
税
逃
れ
。
そ
の
カ
ラ
ク
リ
の
中
心
に
あ
る
の
が
タ

ッ
ク
ス
・
ヘ
イ
ブ
ン
だ
。
マ
ネ
ー
の
亡
者
が
群
れ
蠢
く
、
富
を
吸
い
込
む
ブ
ラ
ッ
ク
ホ

ー
ル
。
市
民
の
目
の
届
か
な
い
場
所
で
、
税
負
担
の
公
平
を
覆
す
さ
ま
ざ
ま
な
悪
事
が

行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
知
ら
れ
ざ
る
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
生
活
と
経
済
へ
及
ぼ
す
害

悪
に
警
鐘
を
鳴
ら
す
。

［
２
０
１
３
年
３
月
］
431417Ȃ2◆

新赤1416

中
川
淳
司

Ｗ

Ｔ

Ｏ
貿
易
自
由
化
を
超
え
て

８
３
６
円

Ｗ
Ｔ
Ｏ
は
今
、
岐
路
に
あ
る
。
日
々
の
暮
ら
し
を
支
え
る
貿
易
の
ル
ー
ル
を
決
め
る
機

関
と
し
て
、
ど
ん
な
働
き
を
し
て
き
た
の
か
。
現
在
、
話
題
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
や
Ｆ
Ｔ
Ａ
と
は

ど
う
違
う
の
か
。
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
弊
害
を
克
服
し
、
自
由
貿
易
を
確
立
す

る
こ
と
は
可
能
か
。
第
二
㗨
大
戦
後
に
誕
生
し
た
前
身
の
ガ
ッ
ト
時
代
か
ら
現
在
ま
で

の
歴
史
を
見
通
し
、
課
題
と
展
望
を
わ
か
り
や
す
く
提
示
す
る
。
［
２
０
１
３
年
３
月
］
431416Ȃ5◆

新赤1403

井
手
英
策

日
本
財
政

転
換
の
指
針

９
０
２
円

「
破
綻
」
や
「
国
債
暴
落
」
と
い
う
警
告
の
言
葉
に
脅
え
、
財
政
を
「
再
建
」
す
る
こ
と

が
、
本
当
に
社
会
に
共
通
の
善
な
の
か
。
尊
厳
と
信
頼
の
社
会
を
構
築
す
る
た
め
の
財

政
の
条
件
と
は
何
か
。
赤
字
の
原
因
を
日
本
社
会
の
構
造
か
ら
解
き
明
か
し
、「
ユ
ニ

バ
ー
サ
リ
ズ
ム
」
の
視
点
か
ら
、
受
益
と
負
担
の
望
ま
し
い
あ
り
方
、
そ
し
て
新
し
い

財
政
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
提
言
す
る
。

［
２
０
１
３
年
１
月
］
431403Ȃ5◆
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新赤1348

小
野
善
康

成
熟
社
会
の
経
済
学

ʕ
長
期
不
況
を
ど
う
克
服
す
る
か
ʕ

８
５
８
円

需
要
が
慢
性
的
に
不
足
し
て
生
産
力
が
余
り
、
そ
れ
が
失
業
を
生
み
続
け
る
現
在
の
日

本
経
済
。
こ
れ
ま
で
の
経
済
政
策
は
ど
こ
が
問
題
な
の
か
。
新
し
い
危
機
に
は
い
か
に

対
応
す
べ
き
な
の
か
。
新
古
典
派
経
済
学
の
欺
瞞
を
あ
ば
き
、
ケ
イ
ン
ズ
経
済
学
の
限

界
を
打
破
す
る
、
画
期
的
な
新
し
い
経
済
学
の
ス
ス
メ
。
閉
塞
状
況
を
乗
り
越
え
、
楽

し
く
安
全
で
豊
か
な
国
へ
と
変
貌
す
る
た
め
の
処
方
箋
。

［
２
０
１
２
年
１
月
］
431348Ȃ9◆

新赤1344

大
瀧
雅
之

平
成
不
況
の
本
質

ʕ
雇
用
と
金
融
か
ら
考
え
る
ʕ

７
７
０
円

失
業
率
の
悪
化
、
労
働
生
産
性
の
停
滞
、
消
費
の
低
迷
─
─
。
日
本
経
済
の
不
調
の
原

因
は
、
本
当
に
「
デ
フ
レ
」
な
の
か
。
理
論
経
済
学
の
立
場
か
ら
「
常
識
」
を
疑
い
、

長
期
不
況
の
本
質
を
探
る
。
な
ぜ
賃
金
は
上
が
ら
な
い
の
か
。
そ
も
そ
も
企
業
は
誰
の

も
の
な
の
か
。
大
震
災
後
の
い
ま
こ
そ
、
経
済
成
長
至
上
主
義
か
ら
の
脱
却
、
社
会
㗦

本
の
充
実
を
訴
え
る
。

［
２
０
１
１
年
12
月
］
431344Ȃ1

新赤1342

大
島
堅
一

原

発

の

コ

ス

ト

ʕ
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
へ
の
視
点
ʕ

９
０
２
円

他
と
比
べ
て
安
い
と
言
わ
れ
て
き
た
原
発
の
発
電
コ
ス
ト
。
立
地
対
策
費
や
使
用
済
燃

料
の
処
分
費
用
な
ど
を
含
め
た
本
当
の
コ
ス
ト
は
い
く
ら
に
な
る
の
か
。
福
島
第
一
原

発
事
故
の
莫
大
な
損
害
賠
償
を
考
え
る
と
、
原
発
が
経
済
的
に
成
り
立
た
な
い
の
は
も

は
や
明
ら
か
で
は
な
い
か
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
普
及
さ
せ
、
脱
原
発
を
進
め
る

こ
と
の
合
理
性
を
コ
ス
ト
論
の
視
点
か
ら
説
得
的
に
訴
え
る
。

［
２
０
１
１
年
12
月
］
431342Ȃ7◆

新赤1282

田
中
素
香

ユ

ー

ロ
危
機
の
中
の
統
一
通
貨

８
８
０
円

世
界
金
融
危
機
、
そ
し
て
ギ
リ
シ
ャ
危
機
に
直
面
し
た
欧
州
の
統
一
通
貨
ユ
ー
ロ
。
そ

の
役
割
と
限
界
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
。
導
入
か
ら
一
二
年
と
な
る
ユ
ー
ロ
の
歩
み
と

通
貨
統
合
の
歴
史
を
振
り
返
っ
た
上
で
、
現
状
を
分
析
し
、
今
後
の
展
望
を
示
す
。
ユ

ー
ロ
圏
が
崩
壊
し
な
い
の
は
な
ぜ
か
。
危
機
の
背
後
に
あ
る
「
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
・
イ
ン

バ
ラ
ン
ス
」
問
題
と
は
何
か
。

［
２
０
１
０
年
11
月
］
431282Ȃ6

新赤1239

神
野
直
彦

「
分
か
ち
合
い
」
の
経
済
学

８
５
８
円

深
刻
な
経
済
危
機
が
世
界
を
覆
っ
て
い
る
。
不
況
に
あ
え
ぐ
日
本
で
も
失
業
者
が
増
大

し
、
貧
困
や
格
差
は
広
が
る
ば
か
り
。
こ
の
「
危
機
の
時
代
」
を
克
服
す
る
に
は
、「
痛

み
」
や
「
幸
福
」
を
社
会
全
体
で
分
か
ち
合
う
、
新
し
い
経
済
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
急

務
だ
。
日
本
の
産
業
構
造
や
社
会
保
障
の
あ
り
方
を
検
証
し
、
誰
も
が
人
間
ら
し
く
働

き
、
生
活
で
き
る
社
会
を
具
体
的
に
提
案
す
る
。

［
２
０
１
０
年
４
月
］
431239Ȃ0
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新赤1196

岩
田

規
久
男

国
際
金
融
入
門
新
版

９
２
４
円

乱
高
下
す
る
為
替
相
場
、
急
激
に
後
退
す
る
景
気
、
止
ま
ら
な
い
株
価
の
下
落
。
揺
れ

動
く
世
界
経
済
を
読
み
解
く
鍵
は
、
国
際
金
融
に
あ
る
。
本
書
は
、
理
論
、
仕
組
み
、

歴
史
の
三
つ
の
側
面
か
ら
、
国
際
金
融
の
基
礎
を
解
説
す
る
。
コ
ン
パ
ク
ト
で
わ
か
り

や
す
い
好
著
と
し
て
定
評
あ
る
旧
版
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
。
必
須
の
知
識
が
、
こ
の
一
冊

で
得
ら
れ
る
。

［
２
０
０
９
年
７
月
］
431196Ȃ6

新赤1183

石
井
淳
蔵

ビ
ジ
ネ
ス
・
イ
ン
サ
イ
ト

ʕ
創
造
の
知
と
は
何
か
ʕ

品
切（
電
子
版
あ
り
）

新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
生
ま
れ
る
と
き
に
働
く
知
を
、「
ビ
ジ
ネ
ス
・
イ
ン
サ
イ
ト
」

と
著
者
は
呼
ぶ
。
こ
の
創
造
的
な
知
は
何
な
の
か
。
Ｍ
・
ポ
ラ
ン
ニ
ー
の
「
知
の
暗
黙

の
㗨
元
」
を
手
が
か
り
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
イ
ン
サ
イ
ト
が
作
用
し
た
多
く
の
実
例
を
考

察
し
て
、
ケ
ー
ス
を
学
ぶ
こ
と
で
習
得
で
き
る
可
能
性
を
探
る
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
研

究
の
第
一
人
者
に
よ
る
経
営
学
の
新
展
開
。

［
２
０
０
９
年
４
月
］
431183Ȃ6◆

新赤1165

新
保
恵
志

金
融
商
品
と
ど
う
つ
き
合
う
か

ʕ
仕
組
み
と
リ
ス
ク
ʕ

７
７
０
円

ア
メ
リ
カ
発
金
融
危
機
の
影
響
が
㒒
く
間
に
世
界
に
広
が
り
、
地
道
に
働
く
庶
民
に
と

っ
て
、
将
来
不
安
は
募
る
ば
か
り
。
そ
ん
な
な
か
、
金
融
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る

人
が
あ
と
を
絶
た
な
い
。
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、
ま
ず
ど
ん
な
知
識
が
必
要
か
。

そ
も
そ
も
普
通
の
人
々
に
と
っ
て
「
投
㗦
」
と
は
何
な
の
か
。
原
点
に
立
ち
返
り
、「
リ

ス
ク
」
を
見
据
え
る
こ
と
か
ら
考
察
す
る
。

［
２
０
０
８
年
12
月
］
431165Ȃ2

新赤1059

本
間
義
人

地
域
再
生
の
条
件

８
５
８
円

少
子
高
齢
化
や
過
疎
化
な
ど
を
背
景
に
、
多
く
の
地
域
が
衰
退
し
て
い
る
な
か
、
自
治

体
と
住
民
が
知
恵
を
出
し
合
い
、
個
性
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
よ
っ
て
活
性
化
に
成
功
し

て
い
る
地
域
が
存
在
す
る
。
こ
れ
ま
で
の
地
域
政
策
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
、
地
場

産
業
の
復
興
、
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
な
ど
、
地
域
が
真
に
再
生
す
る
た
め
に
必
要

な
条
件
を
、
豊
富
な
事
例
を
示
し
な
が
ら
提
言
す
る
。

［
２
０
０
７
年
１
月
］
431059Ȃ4

新赤1055

鈴
木
正
俊

経
済
デ
ー
タ
の
読
み
方
新
版

９
０
２
円

新
し
い
成
長
の
ス
タ
ー
ト
台
に
立
っ
た
日
本
経
済
は
、
好
景
気
が
言
わ
れ
る
一
方
で
格

差
拡
大
に
揺
れ
て
い
る
。
成
長
率
・
予
算
・
日
銀
短
観
・
株
価
・
金
利
・
賃
金
・
失
業

率
・
国
際
収
支
な
ど
、
主
な
経
済
指
標
に
着
目
す
る
こ
と
で
何
が
分
か
る
の
か
、
デ
ー

タ
は
ど
う
作
成
さ
れ
て
い
る
の
か
を
平
明
に
説
く
。
旧
版
か
ら
二
一
年
、
デ
ー
タ
を
全

面
的
に
刷
新
し
、
日
本
経
済
の
全
体
像
を
提
示
す
る
。

［
２
０
０
６
年
12
月
］
431055Ȃ6

33― 経済
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新赤1033

橘
木
俊
詔

格

差

社

会
何
が
問
題
な
の
か

９
２
４
円

低
所
得
労
働
者
の
増
大
、
新
し
い
貧
困
層
の
出
現
、
奪
わ
れ
る
機
会
の
平
等
…
…
。
教

育
や
雇
用
な
ど
あ
ら
ゆ
る
場
で
格
差
が
拡
大
す
る
な
か
、
い
ま
日
本
社
会
に
何
が
起
き

て
い
る
の
か
。
格
差
問
題
の
第
一
人
者
で
あ
る
著
者
が
、
様
々
な
統
計
デ
ー
タ
に
よ
っ

て
、
格
差
の
現
状
を
詳
細
に
検
証
し
、
不
平
等
化
が
進
行
す
る
日
本
社
会
の
ゆ
く
え
を

問
う
。
格
差
論
の
決
定
版
。

［
２
０
０
６
年
９
月
］
431033Ȃ4

新赤924

三
橋
規
宏

環
境
再
生
と
日
本
経
済

ʕ
市
民
・
企
業
・
自
治
体
の
挑
戦
ʕ

７
７
０
円

地
球
温
暖
化
な
ど
環
境
問
題
が
深
刻
化
す
る
な
か
、
環
境
へ
の
負
荷
が
少
な
い
㗦
源
循

環
型
社
会
を
目
指
す
動
き
が
活
発
化
し
て
い
る
。
霞
ヶ
浦
の
ア
サ
ザ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

は
じ
め
、
自
然
の
復
元
と
地
域
の
活
性
化
に
挑
む
自
治
体
や
市
民
、
大
量
生
産
方
式
か

ら
脱
却
し
、
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
模
索
す
る
企
業
な
ど
、
様
々
な
取
り
組
み
を

紹
介
。
環
境
と
経
済
が
両
立
し
た
社
会
を
展
望
す
る
。

［
２
０
０
４
年
12
月
］
430924Ȃ6

新赤907

大
沢
武
志

経

営

者

の

条

件
８
５
８
円

雪
印
、
三
菱
自
動
車
な
ど
の
相
㗨
ぐ
不
祥
事
で
経
営
陣
の
責
任
が
問
わ
れ
る
一
方
、
ヤ

マ
ト
運
輸
、
日
産
な
ど
の
ト
ッ
プ
が
、
い
ま
名
経
営
者
と
し
て
賞
賛
さ
れ
て
い
る
。
一

体
、
社
長
や
取
締
役
の
役
割
と
は
何
で
あ
り
、
そ
の
評
価
は
ど
う
な
し
う
る
の
か
。
戦

略
的
意
志
決
定
、
ビ
ジ
ョ
ン
表
現
力
、
マ
イ
ナ
ス
情
報
収
集
力
な
ど
の
必
要
を
語
り
つ

つ
、
企
業
で
働
く
す
べ
て
の
人
び
と
の
関
心
に
応
え
る
。

［
２
０
０
４
年
９
月
］
430907Ȃ9◆

新赤782

神
野
直
彦

人
間
回
復
の
経
済
学

品
切（
電
子
版
あ
り
）

好
況
時
は
過
重
労
働
、
不
況
時
は
リ
ス
ト
ラ
。
私
た
ち
は
ま
る
で
経
済
に
従
属
し
て
生

き
て
い
る
か
の
よ
う
だ
。
こ
れ
は
本
来
の
㗡
な
の
か
？

現
在
の
閉
塞
状
況
は
「
構
造

改
革
」
で
打
開
で
き
る
の
か
？

い
ま
こ
そ
人
間
に
従
属
す
る
経
済
シ
ス
テ
ム
を
つ
く

る
絶
好
の
機
会
で
あ
り
、
そ
れ
が
閉
塞
打
破
の
カ
ギ
に
も
な
る
。
社
会
、
政
治
、
経
済

の
三
者
の
あ
る
べ
き
形
を
提
案
す
る
、
斬
新
な
経
済
社
会
論
。

［
２
０
０
２
年
５
月
］
430782Ȃ2◆

新赤696

宇
沢
弘
文

社
会
的
共
通
㗦
本

９
６
８
円

ゆ
た
か
な
経
済
生
活
を
営
み
、
す
ぐ
れ
た
文
化
を
展
開
し
、
人
間
的
に
魅
力
あ
る
社
会

を
安
定
的
に
維
持
す
る

こ
の
こ
と
を
可
能
に
す
る
社
会
的
装
置
が
「
社
会
的
共
通

㗦
本
」
で
あ
る
。
そ
の
考
え
方
や
役
割
を
、
経
済
学
史
の
な
か
に
位
置
づ
け
、
農
業
、

都
市
、
医
療
、
教
育
と
い
っ
た
具
体
的
テ
ー
マ
に
即
し
て
明
示
す
る
。
混
迷
の
現
代
を

切
り
拓
く
展
望
を
説
く
、
著
者
の
思
索
の
結
晶
。

［
２
０
０
０
年
11
月
］
430696Ȃ2◆
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新赤634

石
井
淳
蔵

ブ

ラ

ン

ド
価
値
の
創
造

７
６
０
円

現
代
社
会
の
富
は
「
膨
大
な
商
品
の
集
積
」
で
は
な
く
、「
膨
大
な
ブ
ラ
ン
ド
の
集
積
」

と
し
て
現
れ
る
。
高
級
品
か
ら
日
用
品
ま
で
、
ブ
ラ
ン
ド
で
は
な
い
商
品
は
見
つ
け
に

く
い
。
単
な
る
商
品
名
に
す
ぎ
な
い
ブ
ラ
ン
ド
が
、な
ぜ
価
値
を
も
つ
の
か
。
そ
し
て
、

究
極
の
ブ
ラ
ン
ド
と
は
何
か
。
ブ
ラ
ン
ド
の
誕
生
と
成
長
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
解
き
明

か
す
価
値
創
造
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
。

［
１
９
９
９
年
９
月
］
430634Ȃ4◆

新赤590

橘
木
俊
詔

日
本
の
経
済
格
差

ʕ
所
得
と
㗦
産
か
ら
考
え
る
ʕ

８
５
８
円

バ
ブ
ル
期
に
土
地
・
株
式
が
急
騰
し
た
こ
と
、
低
成
長
に
入
っ
て
所
得
が
上
昇
し
な
い

こ
と
、
な
ど
か
ら
「
一
億
総
中
流
」
に
象
徴
さ
れ
る
社
会
の
平
等
・
安
定
意
識
は
揺
ら

い
で
い
る
。
時
代
の
推
移
の
な
か
で
、
そ
し
て
国
際
比
較
の
上
で
、
格
差
の
拡
大
を
統

計
デ
ー
タ
に
よ
っ
て
詳
細
に
検
証
し
、
そ
の
経
済
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
明
ら
か
に
し
な
が

ら
、
税
制
や
、
教
育
・
企
業
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
課
題
を
示
す
。

［
１
９
９
８
年
11
月
］
430590Ȃ3

新赤576

小
野
善
康

景
気
と
経
済
政
策

７
９
２
円

不
況
が
深
刻
化
・
長
期
化
す
る
中
で
、
様
々
な
議
論
が
噴
出
し
て
い
る
。
大
胆
な
リ
ス

ト
ラ
が
有
効
な
の
か
、
減
税
で
需
要
を
刺
激
で
き
る
の
か
、
そ
れ
と
も
公
共
投
㗦
が
行

わ
れ
る
べ
き
な
の
か
。
経
済
動
向
を
「
供
給
側
」「
需
要
側
」
の
ど
ち
ら
か
ら
見
る
の
か

で
、
政
策
の
方
向
性
が
い
か
に
違
う
か
を
説
き
、
財
政
支
出
、
財
政
負
担
、
金
融
問
題

な
ど
で
の
課
題
を
明
確
に
し
て
、
構
造
改
革
の
途
を
さ
ぐ
る
。

［
１
９
９
８
年
９
月
］
430576Ȃ7

新赤398

橋
本
寿
朗

戦
後
の
日
本
経
済

９
２
４
円

敗
戦
後
の
廃
墟
か
ら
奇
跡
的
復
興
を
遂
げ
、
高
度
成
長
を
実
現
し
、
オ
イ
ル
・
シ
ョ
ッ

ク
を
乗
り
越
え
て
経
済
大
国
と
な
っ
た
こ
の
五
〇
年

重
要
な
岐
路
は
ど
こ
に
あ
っ

た
の
か
、
構
造
的
要
因
は
何
だ
っ
た
の
か
。
丹
念
に
歴
史
的
事
実
を
検
証
し
な
が
ら
、

世
界
的
な
注
目
と
論
議
の
的
で
あ
る
「
日
本
型
企
業
シ
ス
テ
ム
」
の
形
成
過
程
を
明
ら

か
に
し
、
バ
ブ
ル
崩
壊
以
後
の
課
題
と
展
望
を
示
す
。

［
１
９
９
５
年
７
月
］
430398Ȃ5

新赤381

内
橋
克
人

共
生
の
大
地
新
し
い
経
済
が
は
じ
ま
る

９
２
４
円

多
元
的
産
業
社
会
が
迫
っ
て
い
る
。
円
高
に
揺
さ
ぶ
ら
れ
、
低
迷
を
つ
づ
け
る
日
本
経

済
。
そ
の
な
か
で
ベ
ン
チ
ャ
ー
、
中
小
企
業
、
市
民
事
業
が
新
た
な
質
の
活
動
を
始
め

て
い
る
。
環
境
負
荷
ゼ
ロ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
、
途
上
国
と
の
共
生
な
ど
の
夢
あ
ふ
れ

る
目
標
実
現
の
た
め
に
活
動
す
る
人
々
。
た
ち
は
だ
か
る
行
政
の
壁
。
現
場
取
材
に
も

と
づ
き
、
新
経
済
シ
ス
テ
ム
へ
の
胎
動
を
生
き
生
き
と
描
く
。

［
１
９
９
５
年
３
月
］
430381Ȃ7
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新赤53

宇
沢
弘
文

経
済
学
の
考
え
方

９
９
０
円

経
済
学
と
は
な
に
か
、
経
済
学
の
考
え
方
と
は
ど
う
い
う
も
の
か

日
本
を
代
表
す

る
経
済
学
者
が
自
ら
の
研
究
体
験
を
顧
み
な
が
ら
、
柔
軟
な
精
神
と
熱
い
心
情
を
も
っ

て
、
平
易
明
快
に
語
る
。
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
以
来
の
経
済
学
の
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
を
現

代
に
至
る
ま
で
骨
太
い
タ
ッ
チ
で
把
え
、
今
後
の
展
望
を
も
与
え
る
本
書
は
、
経
済
学

の
あ
る
べ
き
㗡
を
考
え
る
た
め
に
格
好
の
書
物
と
言
え
よ
う
。

［
１
９
８
９
年
１
月
］
430053Ȃ3◆

黄 182

佐
和
隆
光

経
済
学
と
は
何
だ
ろ
う
か

８
５
８
円

経
済
学
は
現
実
の
役
に
立
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
戦
後
、
ア
メ
リ
カ
を
中
心
に
長
い

間
隆
盛
を
誇
っ
て
い
た
近
代
経
済
学
が
、
今
日
混
迷
し
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。〈
制
度

と
し
て
の
経
済
学
〉
と
い
う
斬
新
な
視
角
か
ら
、
時
代
や
社
会
の
〈
文
脈
〉
と
学
問
と

の
相
互
作
用
を
明
ら
か
に
し
、
経
済
学
の
さ
ま
ざ
ま
な
潮
流
の
核
に
あ
る
考
え
方
を
解

説
し
て
、
新
し
い
理
論
創
造
へ
の
道
を
探
る
。

［
１
９
８
２
年
２
月
］
420182Ȃ3

黄 29

森
嶋
通
夫

イ
ギ
リ
ス
と
日
本

ʕ
そ
の
教
育
と
経
済
ʕ

８
３
６
円

日
本
は
高
度
成
長
を
遂
げ
て
経
済
大
国
に
な
っ
た
が
、
一
方
、
英
国
は
か
つ
て
の
大
英

帝
国
か
ら
小
さ
な
福
祉
国
家
へ
と
変
貌
し
た
。
長
年
、
ロ
ン
ド
ン
大
学
で
理
論
経
済
学

を
講
じ
て
い
る
著
者
は
、
英
国
の
中
等
・
高
等
教
育
の
実
際
の
㗡
と
、
日
本
の
画
一
的

な
教
育
の
現
状
と
を
対
比
し
な
が
ら
、
教
育
の
社
会
に
お
け
る
在
り
方
を
論
じ
、
こ
れ

か
ら
の
日
本
の
教
育
と
経
済
の
方
途
を
示
す
。

［
１
９
７
７
年
11
月
］
420029Ȃ1◆

青 BȂ72

伊
東
光
晴

ケ

イ

ン

ズ

ʕ
“
新
し
い
経
済
学
”
の
誕
生
ʕ

８
８
０
円

一
九
二
九
年
の
大
恐
慌
い
ら
い
、
㗦
本
主
義
世
界
の
経
済
運
動
は
、
ケ
イ
ン
ズ
を
ぬ
き

に
し
て
は
理
解
で
き
な
く
な
っ
た
。「
新
し
い
経
済
学
」
あ
る
い
は
「
ケ
イ
ン
ズ
革
命
」

と
よ
ば
れ
る
ケ
イ
ン
ズ
の
思
想
と
理
論
が
、
イ
ギ
リ
ス
社
会
の
現
実
の
な
か
か
ら
、
い

か
に
し
て
生
み
出
さ
れ
、
そ
れ
が
、
従
来
の
経
済
学
の
体
系
を
、
そ
し
て
㗦
本
主
義
の

現
実
を
ど
の
よ
う
に
変
え
て
い
っ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
。

［
１
９
６
２
年
４
月
］
411072Ȃ9

青 BȂ70

高
島
善
哉

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス

９
０
２
円

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
は
、『
国
富
論
』『
諸
国
民
の
富
』
の
著
者
と
し
て
、
ま
た
自
由
放
任

主
義
の
経
済
学
の
祖
と
し
て
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
が
確
立
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は

古
い
ス
ミ
ス
観
で
あ
る
。
彼
の
生
き
た
時
代
と
思
想
形
成
の
過
程
を
た
ど
り
つ
つ
、
近

代
化
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
い
う
、
ま
さ
に
現
代
に
通
ず
る
視
点
か
ら
ス
ミ
ス
像
を
描

き
、『
国
富
論
』
の
読
み
方
ま
で
わ
か
り
や
す
く
説
く
。

［
１
９
６
８
年
３
月
］
411070Ȃ5

経済 ―36

0011-003-259_新書統合組_再校_初校.smd  Page 35 23/04/20 15:56  v3.60

青 BȂ68

向
坂
逸
郎

㗦

本

論

入

門

品
切（
電
子
版
あ
り
）

『
㗦
本
論
』
は
㗦
本
主
義
経
済
と
そ
の
運
動
法
則
を
明
ら
か
に
し
、
こ
の
社
会
の
基
本
的

矛
盾
を
鮮
か
に
描
き
出
し
た
不
朽
の
書
で
あ
る
が
、
そ
の
鋭
い
科
学
的
分
析
と
基
本
的

論
点
を
わ
れ
わ
れ
自
身
の
も
の
に
す
る
こ
と
は
容
易
で
な
い
。
こ
れ
を
ど
う
読
み
、
何

を
学
ぶ
べ
き
か
。『
㗦
本
論
』
研
究
五
十
年
の
著
者
が
、
人
生
と
社
会
を
語
り
つ
つ
、
若

い
読
者
の
た
め
に
試
み
た
『
㗦
本
論
』
案
内
。

［
１
９
６
７
年
10
月
］
411068Ȃ2◆

青 BȂ66

大
内
兵
衛

マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
小
伝

品
切（
電
子
版
あ
り
）

マ
ル
ク
ス
は
す
で
に
古
い
と
い
う
声
を
聞
く
。
し
か
し
、
ほ
ん
と
う
に
マ
ル
ク
ス
は
古

く
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
著
者
は
こ
う
設
問
し
た
上
で
、
豊
か
な
知
見
と
闊
達
な
筆

と
を
も
っ
て
マ
ル
ク
ス
と
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
生
涯
を
描
き
、
そ
の
思
想
の
本
質
を
紹
介
し

な
が
ら
、
こ
の
声
を
き
び
し
く
批
判
す
る
。
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
へ
の
案
内
書
で
あ
る
と
同

時
に
、
す
ぐ
れ
た
人
生
論
の
書
で
も
あ
る
。

［
１
９
６
４
年
12
月
］
411066Ȃ8◆
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社

会

新赤1970

大
塚
敦
子

動
物
が
く
れ
る
力
教
育
、
福
祉
、

そ
し
て
人
生

１
１
６
６
円

犬
へ
の
読
み
聞
か
せ
は
子
ど
も
を
読
書
へ
誘
い
、
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
る
子
ど
も
は
傷

つ
い
た
動
物
を
ケ
ア
す
る
中
で
学
ぶ
。
保
護
犬
を
育
て
直
し
て
若
者
は
生
き
直
し
、
補

助
犬
は
障
害
の
あ
る
人
の
人
生
を
切
り
拓
く
。
高
齢
者
は
犬
や
猫
と
共
に
充
実
し
た
最

期
の
日
々
を
過
ご
す
。
人
間
に
と
っ
て
の
動
物
の
存
在
を
国
内
外
で
三
十
年
近
く
取
材

し
た
著
者
が
、
未
来
に
向
け
て
綴
る
。

［
２
０
２
３
年
４
月
］
431970Ȃ2

新赤1957

島
薗

進
編

政

治

と

宗

教

ʕ
統
一
教
会
問
題
と
危
機
に
直
面
す
る
公
共
空
間
ʕ

９
２
４
円

元
首
相
銃
殺
事
件
と
「
国
葬
」
が
呼
び
起
こ
し
た
「
政
治
と
宗
教
」
の
問
題
を
め
ぐ
っ

て
の
緊
急
出
版
。
統
一
教
会
と
政
治
家
の
協
力
関
係
の
歴
史
、
右
派
的
主
張
を
も
つ
宗

教
勢
力
の
影
響
力
増
大
、
創
価
学
会
の
変
遷
と
自
公
連
立
政
権
の
誕
生
、
フ
ラ
ン
ス
の

ラ
イ
シ
テ
と
カ
ル
ト
規
制
、
ア
メ
リ
カ
の
政
治
と
宗
教
右
派
な
ど
、
公
共
空
間
が
直
面

し
て
い
る
現
在
の
危
機
を
多
角
的
に
考
察
す
る
。

［
２
０
２
３
年
１
月
］
431957Ȃ3◆

新赤1956

西

垣

通

超
デ
ジ
タ
ル
世
界

ʕ
Ｄ
Ｘ
、
メ
タ
バ
ー
ス
の
ゆ
く
え
ʕ

９
２
４
円

㒷
謗
中
傷
や
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
ふ
れ
、
詐
欺
や
サ
イ
バ
ー
犯
罪
で
脅
か
さ
れ
る

場
と
な
り
つ
つ
あ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
。
Ｄ
Ｘ
や
メ
タ
バ
ー
ス
が
こ
の
傾
向
を
助
長
す

る
こ
と
は
な
い
の
か
。
Ａ
Ｉ
は
解
決
の
切
り
札
に
な
る
の
か
。
日
本
が
デ
ジ
タ
ル
後
進

国
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
原
因
は
？

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
健
全
な
集
合
知
の
う
ま
れ
る

場
と
す
る
道
筋
を
考
え
、
日
本
の
と
る
べ
き
道
を
探
る
。

［
２
０
２
３
年
１
月
］
431956Ȃ6◆

新赤1953

金
子
勝
・
児
玉
㜇
彦

現
代
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
論

ʕ
経
済
と
生
命
の
周
期
を
解
き
明
か
す
ʕ

９
４
６
円

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
見
え
て
き
た
の
は
、「
周
期
的
な
破
綻
（
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
）」
と
い
う

問
題
で
あ
る
。
経
済
学
と
生
命
科
学
が
専
門
で
あ
る
著
者
た
ち
は
、
現
在
が
五
十
年
周

期
の
大
転
換
点
に
あ
る
、
と
す
る
。
現
代
化
し
た
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
論
の
視
点
か
ら
、
日

本
と
世
界
が
陥
っ
て
い
る
現
状
を
経
済
と
生
命
の
両
面
か
ら
解
き
明
か
し
、
迫
り
く
る

カ
タ
ス
ト
ロ
フ
へ
の
具
体
的
対
処
法
を
示
す
。

［
２
０
２
２
年
12
月
］
431953Ȃ5◆

社会 ―38

0011-003-259_新書統合組_再校_初校.smd  Page 37 23/04/20 15:56  v3.60

新赤1947

宮

島

喬

「
移
民
国
家
」
と
し
て
の
日
本

ʕ
共
生
へ
の
展
望
ʕ

９
０
２
円

私
た
ち
の
周
り
で
は
当
た
り
前
の
よ
う
に
外
国
人
た
ち
が
働
き
、
暮
ら
し
て
い
る
。
も

は
や
日
本
は
世
界
的
な
「
移
民
大
国
」
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
受
け
入
れ
は

決
し
て
フ
ェ
ア
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
雇
用
、
家
族
形
成
、
こ
と
ば
、
難
民
…
…
彼

ら
彼
女
ら
が
生
き
る
複
雑
で
多
様
な
現
実
を
描
き
、
移
民
政
策
の
全
体
像
と
日
本
社
会

の
矛
盾
を
浮
き
彫
り
に
す
る
。

［
２
０
２
２
年
11
月
］
431947Ȃ4◆

新赤1946

吉
田
文
彦

迫
り
く
る
核
リ
ス
ク
〈
核
抑
止
〉
を

解
体
す
る

９
９
０
円

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
以
降
、
核
兵
器
が
使
用
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
リ
ス
ク
が
急

激
に
高
ま
り
、
こ
の
リ
ス
ク
は
ア
ジ
ア
に
も
迫
っ
て
き
て
い
る
。
核
保
有
が
核
を
使
用

し
な
い
こ
と
に
な
る
と
い
う
〈
核
抑
止
〉
が
長
年
言
わ
れ
て
き
た
が
、
著
者
は
そ
の
現

実
を
一
つ
一
つ
明
ら
か
に
し
〈
核
抑
止
〉
を
解
体
す
る
。
そ
し
て
未
来
の
た
め
に
、
今

何
を
す
べ
き
な
の
か
を
提
言
す
る
。

［
２
０
２
２
年
11
月
］
431946Ȃ7◆

新赤1941

川
名
壮
志

記
者
が
ひ
も
と
く
「
少
年
」
事
件
史

ʕ
少
年
が
ナ
イ
フ
を
握
る
た
び
大
人
た
ち
は
理
由
を
探
す
ʕ

９
４
６
円

殺
人
犯
が
少
年
だ
と
わ
か
る
た
び
に
、
報
道
と
世
間
は
実
名
・
匿
名
、
社
会
・
個
人
の

責
任
、
加
害
・
被
害
の
間
で
揺
れ
、「
少
年
」
像
は
戦
後
か
ら
現
在
ま
で
大
き
く
シ
フ
ト

し
た
。
白
昼
テ
ロ
犯
・
山
口
二
矢
か
ら
、
永
山
則
夫
、
サ
カ
キ
バ
ラ
へ
、
そ
し
て
「
少

年
」
が
消
え
た
現
在
ま
で
を
た
ど
り
、
成
人
年
齢
引
き
下
げ
の
中
、
大
人
と
少
年
の
境

の
揺
ら
ぎ
が
示
す
社
会
の
ひ
ず
み
を
見
つ
め
る
。

［
２
０
２
２
年
９
月
］
431941Ȃ2◆

新赤1931

小
池
政
就

中
国
の
デ
ジ
タ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ʕ
大
学
で
孵
化
す
る
起
業
家
た
ち
ʕ

９
０
２
円

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
や
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
技
術
な
ど
、
中
国
で
は
目
を
み
は
る
勢

い
で
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
展
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
日
本
か
ら
は
見
え
な
い
民
間
と
大
学

の
重
要
な
役
割
が
あ
っ
た
。「
創
業
・
創
新
」
の
中
核
を
担
う
清
華
大
学
に
籍
を
置
く
著

者
が
、
豊
富
な
事
例
を
も
と
に
中
国
式
Ｄ
Ｘ
の
現
状
と
課
題
を
掘
り
下
げ
、
日
本
が
学

ぶ
べ
き
点
を
提
示
す
る
。

［
２
０
２
２
年
６
月
］
431931Ȃ3◆

新赤1924

川
崎
直
宏

こ
れ
か
ら
の
住
ま
い

ʕ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
・
ス
モ
ー
ル
ネ
ス
の
時
代
へ
ʕ９

６
８
円

低
成
長
、
少
子
高
齢
化
、
単
身
世
帯
の
増
加
、
人
生
一
〇
〇
年
時
代
…
…
。
現
在
の
住

宅
政
策
は
社
会
の
変
化
に
十
分
に
追
い
つ
け
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。
戦
後
直
後
か

ら
今
日
ま
で
、
特
に
平
成
期
の
住
宅
事
情
と
政
策
の
変
遷
を
読
み
解
き
、
そ
れ
が
人
口

減
少
社
会
で
さ
ま
ざ
ま
な
歪
み
を
生
じ
て
い
る
現
状
を
指
摘
。
先
進
事
例
を
紹
介
し
、

新
し
い
時
代
に
即
し
た
住
ま
い
の
あ
り
よ
う
を
展
望
す
る
。

［
２
０
２
２
年
４
月
］
431924Ȃ5◆
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新赤1923

デ
イ
ビ
ッ
ド
・
Ｔ
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
・
平
山
真
理
・
福
来
寛

検

察

審

査

会

ʕ
日
本
の
刑
事
司
法
を
変
え
る
か
ʕ

９
４
６
円

日
本
の
検
察
審
査
会
は
世
界
で
も
類
を
見
な
い
独
特
な
機
関
だ
。
一
一
人
の
市
民
で
構

成
さ
れ
る
こ
の
組
織
は
、
絶
大
な
権
力
を
握
る
プ
ロ
の
検
察
官
が
下
し
た
不
起
訴
処
分

を
検
証
し
、
事
件
の
再
捜
査
お
よ
び
起
訴
す
べ
き
か
を
決
定
す
る
。
裁
判
員
制
度
と
違

い
、
強
制
起
訴
の
権
限
を
付
与
さ
れ
そ
の
重
要
性
が
よ
う
や
く
認
知
さ
れ
始
め
た
ば
か

り
の
検
察
審
査
会
の
初
の
体
系
的
な
分
析
を
示
す
。

［
２
０
２
２
年
４
月
］
431923Ȃ8◆

新赤1921

宮

城

修

ド
キ
ュ
メ
ン
ト

〈
ア
メ
リ
カ
世ゆ
ー

〉
の
沖
縄

１
０
７
８
円

戦
後
、
沖
縄
は
ア
メ
リ
カ
の
施
政
権
下
に
あ
り
「
軍
事
植
民
地
」
状
態
に
置
か
れ
て
い

た
。
基
本
的
人
権
が
保
障
さ
れ
な
い
中
で
、
人
々
は
厚
く
巨
大
な
壁
に
ど
の
よ
う
に
立

ち
向
か
っ
た
の
か
。
琉
球
新
報
の
大
型
企
画
「
沖
縄
戦
後
新
聞
」
を
読
み
解
き
な
が
ら
、

日
米
琉
の
視
点
を
盛
り
込
み
、
さ
ら
に
同
時
代
を
生
き
た
三
人
の
政
治
家
の
歩
み
を
重

ね
て
た
ど
る
“
も
う
一
つ
の
現
代
史
”。

［
２
０
２
２
年
３
月
］
431921Ȃ4◆

新赤1916

栗
原
俊
雄

東
京
大
空
襲
の
戦
後
史

９
４
６
円

一
夜
に
し
て
一
〇
万
人
も
の
民
間
人
を
殺
害
し
た
東
京
大
空
襲
。
戦
災
孤
児
、障
害
者
、

Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
な
ど
、
苦
難
の
な
か
で
戦
後
を
生
き
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
多
く
の
人
た
ち
が

い
る
。
社
会
の
無
知
や
偏
見
に
苦
し
め
ら
れ
な
が
ら
、
自
分
た
ち
を
切
り
捨
て
よ
う
と

す
る
国
に
対
し
て
救
済
を
求
め
て
立
ち
上
が
っ
た
空
襲
体
験
者
た
ち
の
闘
い
を
た
ど

り
、
こ
の
国
の
「
戦
後
」
と
は
何
で
あ
っ
た
の
か
を
問
う
。

［
２
０
２
２
年
２
月
］
431916Ȃ0◆

新赤1914

五
十
嵐

敬
喜

土
地
は
誰
の
も
の
か

ʕ
人
口
減
少
時
代
の
所
有
と
利
用
ʕ

９
９
０
円

「
太
平
洋
戦
争
の
敗
北
よ
り
深
刻
」
と
司
馬
遼
太
郎
が
嘆
い
た
地
価
高
騰
・
バ
ブ
ル
か
ら

一
転
、
空
き
家
・
空
き
地
の
増
大
へ
。
生
存
と
生
活
の
基
盤
で
あ
る
土
地
は
ど
う
な
る

の
か
。
近
年
続
々
と
制
改
定
さ
れ
た
、
土
地
基
本
法
と
相
続
な
ど
関
連
す
る
個
別
法
を

解
説
す
る
と
と
も
に
、
外
国
の
土
地
政
策
も
参
照
し
、
都
市
計
画
と
の
関
係
や
「
現
代

総
有
」
の
考
え
方
か
ら
解
決
策
を
探
る
。

［
２
０
２
２
年
２
月
］
431914Ȃ6◆

新赤1910

菊

地

暁

民

俗

学

入

門
９
６
８
円

普
通
の
人
々
が
営
む
日
々
の
暮
ら
し
を
深
く
知
り
、
驚
く
。
人
生
と
生
活
の
細
部
に
直

に
触
れ
、
世
界
の
奥
行
き
に
畏
怖
し
な
が
ら
、
複
数
の
歴
史
を
「
私
（
た
ち
）」
か
ら
つ

か
み
出
す
。
繰
り
返
さ
れ
る
過
ち
か
ら
目
を
そ
ら
さ
ず
、よ
り
よ
い
未
来
を
考
え
た
い
。

こ
れ
が
民
俗
学
の
エ
ッ
セ
ン
ス
で
あ
る
。「
人
間
に
か
か
わ
る
こ
と
す
べ
て
」
に
開
か

れ
た
、
野
心
的
な
「
共
同
研
究
」
へ
の
誘
い
。

［
２
０
２
２
年
１
月
］
431910Ȃ8◆
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新赤1905

佐

高

信

企
業
と
経
済
を
読
み
解
く
小
説
50

９
４
６
円

高
度
経
済
成
長
期
に
登
場
し
た
経
済
小
説
は
、
疑
獄
事
件
や
巨
大
企
業
の
不
正
な
ど
、

多
種
多
様
な
テ
ー
マ
を
描
き
続
け
て
き
た
。
城
山
三
郎
『
小
説
日
本
銀
行
』、
石
川
達
三

『
金
環
ḝ
』、
松
本
清
張
『
空
の
城
』
な
ど
、
戦
後
日
本
社
会
の
深
層
を
描
い
た
古
典
的

名
作
か
ら
、
二
〇
一
〇
年
代
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
ま
で
、
著
者
な
ら
で
は
の
幅
広
い
選

書
に
よ
る
ブ
ッ
ク
ガ
イ
ド
。

［
２
０
２
１
年
12
月
］
431905Ȃ4◆

新赤1902

久

野

愛

視
覚
化
す
る
味
覚

ʕ
食
を
彩
る
㗦
本
主
義
ʕ

１
０
３
４
円

現
代
の
色
彩
豊
か
な
視
覚
環
境
の
下
で
は
ほ
と
ん
ど
意
識
さ
れ
な
い
が
、
私
た
ち
が
認

識
す
る
「
自
然
な
（
あ
る
べ
き
）」
色
の
多
く
は
、
経
済
・
政
治
・
社
会
の
複
雑
な
絡
み

合
い
の
中
で
歴
史
的
に
構
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
食
べ
物
の
色
に
焦
点
を
当
て
、
㗦

本
主
義
の
発
展
と
と
も
に
色
の
持
つ
意
味
や
価
値
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
き
た
の
か

を
、
感
覚
史
研
究
の
実
践
に
よ
り
ひ
も
と
く
。

［
２
０
２
１
年
11
月
］
431902Ȃ3◆

新赤1901

石

黒

浩

ロ
ボ
ッ
ト
と
人
間
人
と
は
何
か

１
０
３
４
円

ロ
ボ
ッ
ト
を
研
究
す
る
こ
と
は
、
人
間
を
深
く
知
る
こ
と
で
も
あ
る
。
ロ
ボ
ッ
ト
学
の

世
界
的
第
一
人
者
で
あ
る
著
者
は
、
長
年
の
研
究
を
通
じ
て
、
人
間
に
と
っ
て
自
律
、

心
、
存
在
、
対
話
、
体
、
進
化
、
生
命
な
ど
は
何
か
を
問
い
続
け
る
。
ロ
ボ
ッ
ト
と
人

間
の
未
来
に
向
け
て
の
関
係
性
に
も
言
及
。
人
と
関
わ
る
ロ
ボ
ッ
ト
が
ま
す
ま
す
身
近

に
な
る
今
こ
そ
、
必
読
の
書
。

［
２
０
２
１
年
11
月
］
431901Ȃ6◆

新赤1898

天
畠
大
輔

〈
弱
さ
〉
を
〈
強
み
〉
に

ʕ
突
然
複
数
の
障
が
い
を
も
っ
た
僕
が
で
き
る
こ
と
ʕ

９
６
８
円

中
学
の
時
、
四
肢
マ
ヒ
、
発
話
・
視
覚
・
嚥
下
障
が
い
と
共
に
生
き
る
こ
と
に
な
っ
た

著
者
は
多
く
の
困
難
に
直
面
し
な
が
ら
、独
自
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
を
創
る
。

二
四
時
間
介
助
に
よ
る
一
人
暮
ら
し
、
大
学
入
学
、
会
社
設
立
、
大
学
院
で
の
当
事
者

研
究
、
各
地
の
障
が
い
者
と
の
つ
な
が
り
。
絶
望
の
日
々
か
ら
今
ま
で
を
そ
の
想
い
と

と
も
に
丁
寧
に
描
き
、
ま
た
関
連
す
る
制
度
も
解
説
し
、
提
言
。
［
２
０
２
１
年
10
月
］
431898Ȃ9◆

新赤1894

濱
口

桂
一
郎

ジ
ョ
ブ
型
雇
用
社
会
と
は
何
か

ʕ
正
社
員
体
制
の
矛
盾
と
転
機
ʕ

１
１
２
２
円

前
著
『
新
し
い
労
働
社
会
』
か
ら
一
二
年
。
同
書
が
提
示
し
た
「
ジ
ョ
ブ
型
」
と
い
う

概
念
は
広
く
使
わ
れ
る
に
至
っ
た
が
、
今
や
似
て
も
似
つ
か
ぬ
ジ
ョ
ブ
型
論
が
は
び
こ

っ
て
い
る
。
ジ
ョ
ブ
型
と
は
何
で
あ
る
か
を
基
礎
の
基
礎
か
ら
解
説
し
た
上
で
、
ジ
ョ

ブ
型
と
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
型
の
対
比
を
用
い
て
日
本
の
労
働
問
題
の
各
論
を
考
察
。
隠

さ
れ
た
真
実
を
明
ら
か
に
し
、
こ
の
分
析
枠
組
の
切
れ
味
を
示
す
。［
２
０
２
１
年
９
月
］
431894Ȃ1◆
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新赤1890

吉
田
謙
一

法
医
学
者
の
使
命
「
人
の
死
を
生
か
す
」
た
め
に

８
８
０
円

異
状
死
の
死
因
を
解
剖
・
検
査
を
通
し
て
究
明
し
、
法
的
判
断
の
根
拠
を
提
供
す
る
法

医
学
者
。
そ
の
判
断
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
る
の
か
。
死
因
を
誤
り
、
犯
罪
死
を
見
逃

す
の
は
ど
の
よ
う
な
場
合
か
。
日
本
の
刑
事
司
法
お
よ
び
死
因
究
明
制
度
の
ど
こ
が
問

題
か
。
長
年
第
一
線
で
活
躍
を
続
け
、数
々
の
ẉ
罪
事
件
の
鑑
定
を
手
が
け
た
著
者
が
、

こ
れ
ま
で
経
験
し
た
事
件
を
取
り
上
げ
な
が
ら
訴
え
る
。

［
２
０
２
１
年
８
月
］
431890Ȃ3◆

新赤1887

鳥
飼

玖
美
子

異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学

９
２
４
円

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
加
速
し
、
価
値
観
も
多
様
化
し
て
い
る
今
、
異
な
る
「
文
化
」
を
も

つ
人
と
と
も
に
暮
ら
す
こ
と
は
日
常
に
な
っ
て
い
る
。
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
は
、
民
族
や
言
語
の
違
い
だ
け
で
な
く
専
門
性
が
異
な
る
人
同
士
の
対
話
も
含
ま
れ

る
な
ど
、
幅
が
広
い
。
先
達
の
研
究
を
踏
ま
え
つ
つ
、
数
多
く
の
海
外
ド
ラ
マ
の
具
体

的
な
セ
リ
フ
か
ら
、
こ
れ
ら
を
改
め
て
問
い
直
す
。

［
２
０
２
１
年
７
月
］
431887Ȃ3

新赤1875

山
室
信
一

モ
ダ
ン
語
の
世
界
へ

ʕ
流
行
語
で
探
る
近
現
代
ʕ

１
１
４
４
円

モ
ボ
・
モ
ガ
が
闊
歩
し
た
一
九
一
〇
～
三
〇
年
代
の
日
本
で
は
、
国
民
の
識
字
率
の
向

上
や
マ
ス
コ
ミ
の
隆
盛
、
日
露
戦
争
と
第
一
㗨
世
界
大
戦
の
勝
利
な
ど
背
景
に
、
外
来

の
言
葉
と
文
化
が
爆
発
的
に
流
れ
込
ん
だ
。
博
覧
強
記
で
知
ら
れ
る
歴
史
学
者
が
、
当

時
の
流
行
語
を
軸
に
、
人
々
の
思
想
や
風
俗
、
日
本
社
会
の
光
と
影
を
活
写
す
る
。『
図

書
』
連
載
の
エ
ッ
セ
イ
、
待
望
の
書
籍
化
。

［
２
０
２
１
年
４
月
］
431875Ȃ0◆

新赤1873

佐

高

信

時
代
を
撃
つ
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
100

９
０
２
円

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
は
、
ひ
ろ
く
市
民
リ
テ
ラ
シ
ー
を
生
み
出
す
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
、

戦
後
日
本
社
会
に
貢
献
し
た
。
社
会
を
見
つ
め
る
眼
を
養
い
、
い
ま
自
分
た
ち
は
ど
の

よ
う
な
時
代
に
い
る
の
か
、
状
況
へ
の
問
い
か
け
を
発
す
る
精
神
を
鍛
え
て
き
た
。
古

典
的
名
著
か
ら
、
二
〇
一
〇
年
代
の
作
品
ま
で
、
時
代
を
撃
ち
続
け
る
一
〇
〇
冊
を
選

び
抜
い
た
ブ
ッ
ク
ガ
イ
ド
。

［
２
０
２
１
年
３
月
］
431873Ȃ6◆

新赤1872

木
下
武
男

労
働
組
合
と
は
何
か

９
９
０
円

日
本
で
は
「
古
臭
い
」「
役
に
立
た
な
い
」
と
い
わ
れ
る
労
働
組
合
。
し
か
し
世
界
を
見

渡
せ
ば
、
労
働
組
合
が
現
在
進
行
形
で
世
界
を
変
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
違
い
の

原
因
は
、
日
本
に
「
本
当
の
労
働
組
合
」
が
存
在
し
な
い
こ
と
に
よ
る
。
社
会
を
創
る

力
を
備
え
た
労
働
組
合
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。
第
一
人
者
が
そ
の
歴
史
と
機

能
を
解
説
す
る
。

［
２
０
２
１
年
３
月
］
431872Ȃ9◆
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新赤1868

宮

下

紘

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
い
う
権
利

ʕ
個
人
情
報
は
な
ぜ
守
ら
れ
る
べ
き
か
ʕ

８
８
０
円

デ
ジ
タ
ル
環
境
の
変
化
に
伴
い
、
私
た
ち
の
個
人
情
報
は
自
分
の
知
ら
な
い
う
ち
に
ビ

ッ
グ
デ
ー
タ
と
し
て
利
用
さ
れ
、
と
き
に
安
全
や
効
率
を
も
た
ら
し
、
と
き
に
リ
ス
ク

を
も
生
み
出
す
。
個
人
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
必
要
と
な
る
の
は
、
人

格
形
成
や
民
主
主
義
に
も
関
わ
る
重
要
な
問
題
と
し
て
、
権
利
と
し
て
の
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
を
問
い
な
お
す
こ
と
だ
。

［
２
０
２
１
年
２
月
］
431868Ȃ2◆

新赤1864

宮
崎
雅
人

地

域

衰

退
８
８
０
円

な
ぜ
い
つ
ま
で
経
っ
て
も
地
方
に
「
景
気
回
復
の
温
か
い
風
」
は
届
か
な
い
の
か
。
長

野
県
須
坂
市
、
同
県
王
滝
村
、
群
馬
県
南
牧
村
な
ど
の
事
例
を
通
し
て
、
製
造
業
、
リ

ゾ
ー
ト
、
建
設
業
等
、
基
盤
産
業
の
衰
退
後
に
地
域
が
ḷ
っ
て
き
た
「
衰
退
の
プ
ロ
セ

ス
」
を
詳
細
に
検
証
。
国
の
「
規
模
の
経
済
」
に
基
づ
い
た
政
策
誘
導
が
逆
に
危
機
を

深
刻
化
さ
せ
て
い
る
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
。

［
２
０
２
１
年
１
月
］
431864Ȃ4◆

新赤1863

田
中
優
子
・
松
岡
正
剛

江

戸

問

答
１
１
０
０
円

江
戸
問
答
と
は
、江
戸
の
社
会
文
化
か
ら
今
に
響
き
う
る
問
い
を
立
て
る
こ
と
で
あ
る
。

近
世
か
ら
近
代
へ
の
転
換
期
に
何
が
分
断
さ
れ
、
放
置
さ
れ
た
の
か
。
面
影
、
浮
世
、

サ
ム
ラ
イ
、
い
き
を
め
ぐ
る
、
時
間
・
場
を
超
越
し
た
問
答
か
ら
、「
日
本
の
自
画
像
」

を
改
め
て
問
い
直
す
。
誇
り
た
い
日
本
、
変
え
た
い
日
本
、
語
り
継
ぎ
た
い
日
本
が
こ

こ
に
あ
る
。『
日
本
問
答
』
に
続
く
、
第
二
弾
。

［
２
０
２
１
年
１
月
］
431863Ȃ7

新赤1861

志
賀
賢
治

広
島
平
和
記
念
㗦
料
館
は
問
い
か
け
る

９
４
６
円

二
〇
一
九
年
に
開
館
以
来
最
大
規
模
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
な
っ
た
原
爆
㗦
料
館
。
世

界
中
か
ら
訪
れ
る
人
々
は
、
そ
こ
に
何
を
見
て
、
ど
う
感
じ
て
い
る
の
か
。
原
爆
投
下

直
後
か
ら
一
人
被
爆
㗦
料
の
収
集
を
重
ね
た
初
代
館
長
の
信
念
は
、
ど
の
よ
う
に
引
き

継
が
れ
て
き
た
の
か
。
被
爆
者
の
一
層
の
高
齢
化
が
進
む
中
で
、「
あ
の
日
」
を
記
録
し

伝
え
続
け
る
「
記
憶
の
博
物
館
」
の
軌
跡
と
課
題
。

［
２
０
２
０
年
12
月
］
431861Ȃ3

新赤1840

村
上
陽
一
郎
編

コ
ロ
ナ
後
の
世
界
を
生
き
る

ʕ
私
た
ち
の
提
言
ʕ

９
９
０
円

新
型
コ
ロ
ナ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
う
け
て
、
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
時
代
に
突
入
す
る

の
か
。
私
た
ち
を
待
ち
受
け
て
い
る
の
は
、
い
か
な
る
世
界
な
の
か
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

っ
て
照
ら
し
だ
さ
れ
た
社
会
の
現
実
、
そ
の
深
層
に
あ
る
課
題
な
ど
、
い
ま
何
を
考
え

る
べ
き
な
の
か
。
コ
ロ
ナ
後
の
世
界
を
生
き
抜
く
た
め
の
指
針
を
、
各
界
の
第
一
人
者

二
四
名
が
提
言
す
る
緊
急
出
版
企
画
。

［
２
０
２
０
年
７
月
］
431840Ȃ8◆
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新赤1836

神
里
達
博

リ

ス

ク

の

正

体

ʕ
不
安
の
時
代
を
生
き
抜
く
た
め
に
ʕ

９
６
８
円

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
脅
威
、
相
㗨
ぐ
豪
雨
災
害
、
首
都
直
下
地
震
の
恐
怖
…
…
。

リ
ス
ク
社
会
化
し
た
現
代
日
本
に
お
い
て
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
は
さ
ま
ざ
ま
な
「
リ

ス
ク
」「
不
安
」「
恐
怖
」
に
囲
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
「
不
安
」
と
ど
う
向
き
あ
っ

て
い
け
ば
よ
い
の
か
。
科
学
史
・
科
学
論
の
知
見
を
縦
横
無
尽
に
駆
使
し
な
が
ら
、
斬

新
な
切
り
口
で
考
察
す
る
。

［
２
０
２
０
年
６
月
］
431836Ȃ1◆

新赤1835

金

凡

性

紫
外
線
の
社
会
史

ʕ
見
え
ざ
る
光
が
照
ら
す
日
本
ʕ

８
８
０
円

人
類
は
見
え
ざ
る
モ
ノ
に
期
待
を
か
け
、
ま
た
恐
怖
と
不
安
を
覚
え
て
き
た
。
誰
も
が

浴
び
る
紫
外
線
は
人
間
の
生
活
を
豊
か
に
も
ま
た
損
な
い
も
す
る
。
紫
外
線
へ
の
着
目

は
、
近
代
以
降
の
日
本
の
社
会
観
、
健
康
観
、
美
容
観
、
環
境
観
の
変
遷
を
覗
き
見
る

上
で
有
効
で
あ
り
、ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
人
種
に
関
す
る
言
説
ま
で
を
も
浮
き
彫
り
に
す
る
。

見
え
な
い
モ
ノ
を
主
人
公
に
し
た
異
色
の
科
学
史
。

［
２
０
２
０
年
５
月
］
431835Ȃ4◆

新赤1832

福
間
良
明

「
勤
労
青
年
」
の
教
養
文
化
史

９
９
０
円

か
つ
て
多
く
の
若
者
た
ち
が
「
知
的
な
も
の
」
へ
の
憧
れ
を
抱
い
た
。
大
学
は
お
ろ
か

高
校
に
も
進
め
な
か
っ
た
勤
労
青
年
た
ち
が「
読
書
や
勉
学
を
通
じ
て
真
実
を
模
索
し
、

人
格
を
磨
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
考
え
て
い
た
。
そ
ん
な
価
値
観
が
、
な
ぜ
広
く

共
有
さ
れ
え
た
の
か
。
い
つ
、
な
ぜ
消
失
し
た
の
か
。
地
域
差
や
メ
デ
ィ
ア
も
視
野
に

入
れ
、
複
雑
な
力
学
を
解
明
す
る
。

［
２
０
２
０
年
４
月
］
431832Ȃ3◆

新赤1831

森
川
博
之

５

Ｇ
㗨
世
代
移
動
通
信
規
格
の
可
能
性

９
４
６
円

い
よ
い
よ
サ
ー
ビ
ス
が
開
始
さ
れ
る
第
五
世
代
移
動
通
信
規
格
・
５
Ｇ
。
そ
の
技
術
的

特
徴
・
潜
在
力
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
あ
ら
ゆ
る
「
モ
ノ
」
が
５
Ｇ
に
取
り
込
ま
れ
る

こ
と
で
、
私
た
ち
の
生
活
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
か
。
ま
た
、
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
を
め
ぐ

っ
て
米
中
が
繰
り
広
げ
る
、
激
し
い
覇
権
争
い
の
深
層
に
何
が
あ
る
の
か
。
５
Ｇ
を
最

も
よ
く
知
る
第
一
人
者
が
さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
に
答
え
る
。

［
２
０
２
０
年
４
月
］
431831Ȃ6◆

新赤1825

山

口

誠

客
室
乗
務
員
の
誕
生

ʕ
「
お
も
て
な
し
」
化
す
る
日
本
社
会
ʕ

９
２
４
円

日
本
独
自
の
発
展
を
遂
げ
、
就
職
先
と
し
て
盤
石
の
人
気
を
誇
る
「
Ｃ
Ａ
（
キ
ャ
ビ
ン
・

ア
テ
ン
ダ
ン
ト
）」。
我
々
は
そ
こ
に
ど
ん
な
期
待
を
投
影
し
て
き
た
の
か
。
呼
称
／
役

割
と
も
に
変
遷
し
て
き
た
日
本
の
客
室
乗
務
員
の
歴
史
を
通
観
し
、「
接
客
マ
ナ
ー
」
と

「
自
分
磨
き
」
の
技
法
と
思
考
が
独
特
な
「
お
も
て
な
し
」
の
源
流
と
な
っ
て
い
く
過
程

を
考
察
す
る
。

［
２
０
２
０
年
２
月
］
431825Ȃ5
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新赤1816

Ḇ
原
智
子

「
孤
独
な
育
児
」
の
な
い
社
会
へ

ʕ
未
来
を
拓
く
保
育
ʕ

９
０
２
円

ワ
ン
オ
ペ
育
児
、
産
後
う
つ
、
他
の
子
ど
も
と
接
す
る
機
会
の
少
な
い
今
の
子
ど
も
た

ち
…
…
。
家
族
の
形
も
変
わ
る
な
か
、「
孤
独
な
育
児
」
が
日
常
化
し
て
い
る
。
保
育
所

や
こ
ど
も
園
は
大
き
な
支
え
に
な
る
の
に
、
育
休
中
の
退
園
ル
ー
ル
や
保
育
所
建
設
反

対
は
な
ぜ
起
き
る
の
か
。
現
場
を
長
年
取
材
し
た
著
者
が
各
地
で
直
面
し
て
い
る
課
題

を
明
ら
か
に
し
、
今
後
に
向
け
て
提
言
す
る
。

［
２
０
１
９
年
11
月
］
431816Ȃ3◆

新赤1810

川
端
和
治

放

送

の

自

由

ʕ
そ
の
公
共
性
を
問
う
ʕ

９
２
４
円

権
力
か
ら
独
立
し
た
放
送
は
民
主
主
義
の
基
盤
で
あ
り
、
国
民
の
知
る
権
利
の
た
め
の

イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
。
ど
ん
な
歴
史
的
教
訓
か
ら
今
日
の
放
送
制
度
が
つ
く
ら
れ
た
の

か
。
放
送
倫
理
と
は
何
か
。
自
主
・
自
律
の
取
り
組
み
で
放
送
の
自
由
を
守
れ
る
か
。

技
術
革
新
に
伴
う
メ
デ
ィ
ア
環
境
激
変
の
中
、「
放
送
と
通
信
の
融
合
」
の
時
代
を
見
据

え
て
、
そ
の
果
た
す
べ
き
公
共
的
役
割
を
考
え
る
。

［
２
０
１
９
年
11
月
］
431810Ȃ1◆

新赤1796

菊
池
馨
実

社
会
保
障
再
考
〈
地
域
〉
で
支
え
る

９
０
２
円

い
ま
社
会
保
障
制
度
を
持
続
可
能
に
す
る
に
は
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
。
全
国
各
地

で
始
ま
っ
て
い
る
、生
活
に
困
窮
し
た
り
、社
会
か
ら
孤
立
し
て
い
る
人
た
ち
へ
の「
相

談
支
援
」
が
育
む
可
能
性
を
明
ら
か
に
し
、
そ
こ
で
生
ま
れ
て
い
る
住
民
と
行
政
に
よ

る
新
た
な
〈
地
域
〉
づ
く
り
を
社
会
保
障
制
度
、
そ
し
て
法
律
の
中
に
位
置
づ
け
て
い

く
。

［
２
０
１
９
年
９
月
］
431796Ȃ8◆

新赤1790

山
岡

淳
一
郎

生
き
の
び
る
マ
ン
シ
ョ
ン

ʕ
〈
二
つ
の
老
い
〉
を
こ
え
て
ʕ

８
５
８
円

建
物
の
欠
陥
、
修
繕
積
立
金
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
、
維
持
管
理
ノ
ウ
ハ
ウ
の
な
い
タ
ワ

マ
ン
…
…
。
難
題
山
積
の
な
か
、
住
民
の
高
齢
化
と
建
物
の
老
朽
化
と
い
う
「
二
つ
の

老
い
」
が
マ
ン
シ
ョ
ン
を
直
撃
し
て
い
る
。
廃
墟
化
し
た
マ
ン
シ
ョ
ン
が
出
現
す
る
一

方
、
住
民
た
ち
の
努
力
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
作
り
、
㗦
産
価
値
を
高
め
た
例
も
。
何
が

明
暗
を
分
け
た
の
か
。
豊
富
な
取
材
例
か
ら
考
え
る
。

［
２
０
１
９
年
８
月
］
431790Ȃ6◆

新赤1784

川
崎

二
三
彦

虐
待
死
な
ぜ
起
き
る
の
か
、
ど
う
防
ぐ
か

８
５
８
円

二
〇
〇
〇
年
に
児
童
虐
待
防
止
法
が
施
行
さ
れ
、
行
政
の
虐
待
対
応
が
本
格
化
し
た
。

し
か
し
、
そ
れ
以
降
も
、
虐
待
で
子
ど
も
の
命
が
奪
わ
れ
る
事
件
は
後
を
絶
た
な
い
。

長
年
、
児
童
相
談
所
で
虐
待
問
題
に
取
り
組
ん
で
き
た
著
者
が
、
多
く
の
実
例
を
検
証

し
、
様
々
な
態
様
、
発
生
の
要
因
を
考
察
。
変
容
す
る
家
族
や
社
会
の
あ
り
様
に
着
目

し
、
問
題
の
克
服
へ
向
け
て
具
体
的
に
提
言
す
る
。

［
２
０
１
９
年
７
月
］
431784Ȃ5◆
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新赤1777

吉
見
俊
哉

平

成

時

代
９
９
０
円

平
成
の
三
〇
年
は
「
壮
大
な
失
敗
」、
今
後
も
続
く
「
失
わ
れ
る
半
世
紀
」
へ
の
序
曲
で

あ
っ
た
…
…
。「
失
敗
」
と
「
シ
ョ
ッ
ク
」
の
意
味
を
多
分
野
に
わ
た
り
シ
ビ
ア
に
総
括

す
る
こ
と
か
ら
し
か
、
新
た
な
展
望
は
描
け
な
い
。
経
済
、
政
治
、
社
会
、
文
化
で
こ

の
三
〇
年
間
、
何
が
お
き
た
の
か
。
社
会
学
者
吉
見
俊
哉
が
「
ポ
ス
ト
戦
後
社
会
」
の

先
に
待
っ
て
い
た
空
虚
な
現
実
を
総
括
す
る
。

［
２
０
１
９
年
５
月
］
431777Ȃ7◆

新赤1774

奥
山
俊
宏
・
村
山
治

バ
ブ
ル
経
済
事
件
の
深
層

９
０
２
円

バ
ブ
ル
崩
壊
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
発
生
し
た
数
々
の
経
済
事
件
。
そ
れ
ら
は
や
が

て
、
日
本
の
金
融
・
行
政
シ
ス
テ
ム
を
も
揺
る
が
し
、
長
年
に
わ
た
っ
て
日
本
経
済
を

苦
し
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。「
平
成
」
が
終
わ
ろ
う
と
す
る
今
、
そ
こ
か
ら
何
を
未
来
へ

の
教
訓
と
す
べ
き
か
。
新
証
言
や
新
㗦
料
を
発
掘
し
、
新
た
な
視
点
か
ら
重
要
な
事
件

を
再
検
証
。
背
後
に
あ
る
深
い
闇
の
奥
へ
と
わ
け
入
る
。

［
２
０
１
９
年
４
月
］
431774Ȃ6◆

新赤1761

丹
羽

宇
一
郎

日
本
を
ど
の
よ
う
な
国
に
す
る
か

ʕ
地
球
と
世
界
の
大
問
題
ʕ

８
３
６
円

ト
ラ
ン
プ
vs.
習
近
平
の
貿
易
戦
争
の
ゆ
く
え
は
？

地
球
温
暖
化
、
巨
大
地
震
な
ど
迫

り
く
る
自
然
災
害
の
脅
威
に
ど
う
立
ち
向
か
う
か
。
Ａ
Ｉ
が
人
間
の
仕
事
を
奪
う
と
い

う
の
は
本
当
か
？

日
本
を
取
り
巻
く
こ
れ
ら
の
問
題
群
と
ど
う
向
き
合
い
、
国
の
立

ち
位
置
を
ど
こ
に
求
め
た
ら
よ
い
か
。
元
中
国
大
使
・
伊
藤
忠
商
事
会
長
の
著
者
が
専

門
家
と
議
論
し
な
が
ら
考
え
る
。

［
２
０
１
９
年
２
月
］
431761Ȃ6◆

新赤1756

鹿

嶋

敬

な
ぜ
働
き
続
け
ら
れ
な
い
？
社
会
と
自
分
の
力
学

９
０
２
円

働
く
女
性
は
雇
用
者
全
体
の
半
数
近
く
を
占
め
る
の
に
、
本
人
が
望
ん
で
も
働
き
続
け

ら
れ
な
い
の
は
な
ぜ
な
の
か
。
な
ぜ
非
正
規
雇
用
が
多
い
の
か
。「
女
は
家
に
」
と
い

う
意
識
、
育
休
の
と
り
に
く
さ
、
介
護
の
問
題
な
ど
課
題
は
多
い
。
男
女
共
同
参
画
社

会
の
中
で
の
「
軋
轢
」
を
描
き
な
が
ら
、
当
事
者
の
声
と
と
も
に
、
未
来
に
向
け
て
提

言
す
る
。

［
２
０
１
９
年
１
月
］
431756Ȃ2◆

新赤1753

首
藤
若
菜

物
流
危
機
は
終
わ
ら
な
い

ʕ
暮
ら
し
を
支
え
る
労
働
の
ゆ
く
え
ʕ

９
０
２
円

ネ
ッ
ト
通
販
時
代
の
イ
ン
フ
ラ
と
化
し
た
宅
配
が
止
ま
る
？

ヤ
マ
ト
シ
ョ
ッ
ク
は
物

流
危
機
を
顕
在
化
さ
せ
た
。
そ
の
真
の
原
因
は
、
物
流
現
場
の
労
働
問
題
に
あ
っ
た
！

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
過
酷
な
現
実
と
様
々
な
統
計
調
査
か
ら
、
現
代
日
本
が
直
面

し
た
危
機
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
。
社
会
を
維
持
す
る
コ
ス
ト
を
負
担
す
る
の
は
誰

な
の
か
を
真
剣
に
議
論
す
る
と
き
が
来
た
。

［
２
０
１
８
年
12
月
］
431753Ȃ1◆
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新赤1749

徳
田
雄
人

認
知
症
フ
レ
ン
ド
リ
ー
社
会

９
２
４
円

超
高
齢
社
会
で
は
認
知
症
の
人
が
多
く
な
る
と
い
う
。
そ
れ
な
ら
ば
、
医
療
的
な
対
応

だ
け
で
な
く
、
社
会
そ
の
も
の
を
変
え
て
み
る
の
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
バ
ス
、
ス
ー
パ

ー
、
図
書
館
な
ど
英
国
で
の
画
期
的
な
実
践
、
そ
し
て
新
し
い
就
労
の
形
や
、
と
も
に

生
活
す
る
場
を
創
り
あ
げ
て
い
る
日
本
全
国
の
先
進
的
な
地
域
を
紹
介
。
認
知
症
の
人

が
暮
ら
し
や
す
い
仕
組
み
を
提
言
す
る
。

［
２
０
１
８
年
11
月
］
431749Ȃ4◆

新赤1745

栗

原

康

ア
ナ
キ
ズ
ム
一
丸
と
な
っ
て
バ
ラ
バ
ラ
に
生
き
ろ

９
９
０
円

火
の
つ
い
た
猿
、
火
の
つ
い
た
猿
に
な
れ
！
ど
ん
な
支
配
も
い
ら
な
い
。
は
じ
め
か

ら
、
や
っ
ち
ゃ
い
け
な
い
こ
と
な
ん
て
な
い
。
書
い
ち
ゃ
い
け
な
い
こ
と
も
な
い
。
何

も
の
に
も
縛
ら
れ
る
な
。
目
的
に
も
、
自
由
に
も
、
ア
ナ
キ
ズ
ム
に
も
縛
ら
れ
る
な
。

歌
い
、
叫
ぶ
、
ア
ナ
キ
ス
ト
の
精
神
。
根
源
的
な
問
い
と
最
新
の
知
見
が
、
ア
ナ
ー
キ

ー
な
文
体
で
炸
裂
す
る
。
合
理
性
の
錯
乱
へ
よ
う
こ
そ
。

［
２
０
１
８
年
11
月
］
431745Ȃ6◆

新赤1739

山

出

保

ま
ち
づ
く
り
都
市

金
沢

８
５
８
円

北
陸
新
幹
線
開
通
後
、
国
内
外
か
ら
の
観
光
客
が
ま
す
ま
す
増
え
て
い
る
金
沢
。
ま
ち

そ
の
も
の
が
魅
力
的
、
と
訪
問
し
た
人
た
ち
が
言
う
の
は
、
な
ぜ
な
の
か
。
歩
い
て
観

光
で
き
る
ま
ち
、
緑
の
多
い
ま
ち
は
ど
の
よ
う
に
で
き
た
の
か
。
長
年
に
わ
た
る
金
沢

の
ま
ち
づ
く
り
の
プ
ロ
セ
ス
、
様
々
な
試
行
錯
誤
を
描
き
な
が
ら
、
そ
の
答
え
、
そ
し

て
地
方
都
市
の
こ
れ
か
ら
も
探
っ
て
い
く
。

［
２
０
１
８
年
９
月
］
431739Ȃ5

新赤1731

小
竹
雅
子

総

介

護

社

会

ʕ
介
護
保
険
か
ら
問
い
直
す
ʕ

９
２
４
円

誰
も
が
介
護
に
関
係
し
て
く
る
日
が
、
す
ぐ
そ
こ
に
来
て
い
る
。
そ
れ
を
支
え
る
に
は

介
護
保
険
が
不
可
欠
だ
が
、
度
重
な
る
制
度
改
正
は
利
用
者
に
何
を
も
た
ら
し
た
の
だ

ろ
う
か
。
家
族
の
変
化
、
介
護
労
働
の
現
状
な
ど
社
会
状
況
を
述
べ
な
が
ら
、
介
護
保

険
制
度
を
最
新
の
デ
ー
タ
と
と
も
に
丁
寧
に
わ
か
り
や
す
く
解
説
。
全
世
代
を
み
す
え

た
制
度
の
あ
り
方
を
考
え
る
。

［
２
０
１
８
年
７
月
］
431731Ȃ9◆

新赤1725

山
口
育
子

賢

い

患

者
９
０
２
円

医
療
者
や
病
院
、
そ
し
て
病
気
と
の
向
き
合
い
方
は
、
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
い
い
の
だ

ろ
う
か
。
六
万
件
近
く
の
患
者
・
家
族
か
ら
の
電
話
相
談
、
医
療
機
関
を
患
者
の
目
線

で
見
直
す
「
病
院
探
検
隊
」、
医
学
教
育
に
参
画
す
る
模
擬
患
者
な
ど
の
活
動
を
横
糸

に
、
み
ず
か
ら
の
が
ん
患
者
体
験
、
大
切
な
人
を
最
期
ま
で
支
え
き
っ
た
経
験
を
縦
糸

に
、
そ
の
答
え
を
探
っ
て
い
く
。

［
２
０
１
８
年
６
月
］
431725Ȃ8◆
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新赤1724

安
楽
玲
子

住

ま

い

で
「
老

活
」

９
０
２
円

家
の
中
は
、
危
険
が
い
っ
ぱ
い
！

正
し
い
知
識
と
決
意
が
あ
れ
ば
、
ぐ
っ
と
快
適
で

安
全
な
暮
ら
し
を
実
現
で
き
る
。
健
康
寿
命
を
延
ば
し
、
認
知
症
の
周
辺
症
状
が
治
ま

る
こ
と
も
！
「
住
宅
改
修
ア
ド
ヴ
ァ
イ
ザ
ー
」
と
し
て
一
〇
〇
〇
件
近
い
要
介
護
者
の

自
宅
を
訪
問
し
、コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
や
ケ
ア
リ
フ
ォ
ー
ム
を
手
が
け
て
き
た
著
者
が
、

老
後
破
産
も
防
ぐ
改
善
ポ
イ
ン
ト
を
惜
し
み
な
く
伝
授
。

［
２
０
１
８
年
６
月
］
431724Ȃ1◆

新赤1722

見
田
宗
介

現
代
社
会
は
ど
こ
に
向
か
う
か

ʕ
高
原
の
見
晴
ら
し
を
切
り
開
く
こ
と
ʕ

８
８
０
円

曲
が
り
角
に
立
つ
現
代
社
会
は
、
そ
し
て
人
間
の
精
神
は
、
今
後
ど
の
よ
う
な
方
向
に

向
か
う
だ
ろ
う
か
。
私
た
ち
は
こ
の
後
の
時
代
の
見
晴
ら
し
を
、
ど
の
よ
う
に
切
り
開

く
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
斬
新
な
理
論
構
築
と
、
新
た
な
デ
ー
タ
に
基
づ
く
徹
底

し
た
分
析
の
も
と
に
、
巨
大
な
問
い
に
改
め
て
正
面
か
ら
応
答
す
る
。
前
著
か
ら
約
一

〇
年
、
い
ま
、
新
し
い
時
代
を
告
げ
る
。

［
２
０
１
８
年
６
月
］
431722Ȃ7◆

新赤1717

鶴
原
吉
郎

Ｅ
Ｖ
と
自
動
運
転
ク
ル
マ
を
ど
う
変
え
る
か

８
５
８
円

「
電
動
化
」「
自
動
化
」「
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
化
」
の
強
化
を
め
ざ
し
て
、
い
ま
世
界
各
国
の

自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
㗨
世
代
の
ク
ル
マ
の
開
発
に
し
の
ぎ
を
削
っ
て
い
る
。
そ
の
技
術

的
進
化
に
は
、
自
動
車
産
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
み
な
ら
ず
、
私
た
ち
の
生
活
を
も

大
き
く
変
え
て
し
ま
う
ほ
ど
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
何
が
変
わ
る
の
か
。

開
発
の
最
前
線
に
迫
る
。

［
２
０
１
８
年
５
月
］
431717Ȃ3◆

新赤1712

小
林
美
希

ル
ポ
保

育

格

差
９
２
４
円

依
然
と
し
て
解
消
さ
れ
な
い
待
機
児
童
問
題
。
し
か
し
、
ど
こ
で
も
入
れ
れ
ば
い
い
と

い
う
は
ず
は
な
い
。
果
た
し
て
中
で
ど
の
よ
う
な
保
育
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。
園
に

よ
っ
て
大
き
な
違
い
が
あ
る
の
は
な
ぜ
な
の
か
。
さ
ら
に
、
卒
園
後
の
学
童
保
育
で
の

実
態
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
？

事
実
上
、
保
育
所
は
選
べ
な
い
な
か
、
運
㗨
第
で

受
け
ら
れ
る
保
育
の
質
に
格
差
が
あ
っ
て
い
い
の
か
。

［
２
０
１
８
年
４
月
］
431712Ȃ8◆

新赤1701

王

銘

琬

棋

士

と

Ａ

Ｉ

ʕ
ア
ル
フ
ァ
碁
か
ら
始
ま
っ
た
未
来
ʕ

８
５
８
円

㕾
国
の
イ
・
セ
ド
ル
、
中
国
の
柯
潔
と
、
㗨
々
に
ト
ッ
プ
棋
士
を
大
差
で
降
し
た
ア
ル

フ
ァ
碁
と
は
何
か
。
グ
ー
グ
ル
傘
下
の
デ
ィ
ー
プ
マ
イ
ン
ド
社
は
満
を
持
し
て
盤
上
か

ら
社
会
へ
打
っ
て
出
た
。
未
曽
有
の
衝
撃
の
先
頭
に
立
つ
囲
碁
界
で
ソ
フ
ト
制
作
に
も

関
わ
る
日
本
棋
院
の
人
気
ト
ッ
プ
棋
士
が
ア
ル
フ
ァ
碁
の
技
術
革
新
の
意
味
、
人
間
と

Ａ
Ｉ
の
未
来
、
囲
碁
の
面
白
さ
を
披
露
す
る
。

［
２
０
１
８
年
１
月
］
431701Ȃ2◆
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新赤1694

池

内

了

科
学
者
と
軍
事
研
究

８
５
８
円

防
衛
省
と
大
学
と
の
共
同
研
究
に
道
を
開
い
た
安
全
保
障
技
術
研
究
推
進
制
度
。
発
足

後
わ
ず
か
三
年
で
一
〇
〇
億
円
規
模
に
ま
で
増
え
た
予
算
を
背
景
に
、
大
学
で
の
軍
事

研
究
が
い
よ
い
よ
本
格
化
し
つ
つ
あ
る
。
潤
沢
な
研
究
費
と
引
き
替
え
に
、
科
学
者
は

何
を
失
う
こ
と
に
な
る
の
か
。
全
国
各
地
の
大
学
で
議
論
の
き
っ
か
け
を
生
ん
だ
『
科

学
者
と
戦
争
』
の
続
編
。

［
２
０
１
７
年
12
月
］
431694Ȃ7

新赤1690

新
藤
宗
幸

原
子
力
規
制
委
員
会

ʕ
独
立
・
中
立
と
い
う
幻
想
ʕ

９
０
２
円

福
島
第
一
原
発
の
事
故
を
き
っ
か
け
に
作
ら
れ
た
原
子
力
規
制
委
員
会
は
、「
世
界
一

厳
し
い
」
と
称
す
る
新
規
制
基
準
に
よ
っ
て
再
稼
働
審
査
を
行
っ
て
い
る
。
政
権
や
経

済
界
か
ら
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
前
に
、
独
立
性
と
中
立
性
を
維
持
で
き
て
い
る
だ
ろ
う

か
。
行
政
学
の
観
点
か
ら
そ
の
組
織
構
造
と
活
動
内
容
を
批
判
的
に
検
証
し
、
原
子
力

規
制
シ
ス
テ
ム
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
考
え
る
。

［
２
０
１
７
年
12
月
］
431690Ȃ9

新赤1688

添
田
孝
史

東

電

原

発

裁

判

ʕ
福
島
原
発
事
故
の
責
任
を
問
う
ʕ

８
５
８
円

二
〇
一
七
年
春
、
司
法
が
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。
福
島
原
発
事
故
に
お
け
る
東

京
電
力
の
刑
事
責
任
を
問
う
初
公
判
が
開
か
れ
た
の
で
あ
る
。
検
察
が
持
つ
膨
大
な
証

拠
や
デ
ー
タ
で
明
か
さ
れ
る
事
実
と
は
何
か
。
津
波
の
予
見
は
不
可
能
と
す
る
被
告
の

主
張
は
真
実
な
の
か
。
各
地
で
継
続
中
の
民
事
訴
訟
と
と
も
に
、
未
曽
有
の
事
故
を
め

ぐ
る
一
連
の
裁
判
を
レ
ポ
ー
ト
す
る
。

［
２
０
１
７
年
11
月
］
431688Ȃ6◆

新赤1684

田
中
優
子
・
松
岡
正
剛

日

本

問

答
１
０
３
４
円

日
本
は
ど
ん
な
価
値
観
で
組
み
立
て
ら
れ
て
き
た
の
か
。
な
ぜ
そ
れ
が
忘
れ
ら
れ
て
き

た
の
か
。「
内
な
る
日
本
」
と
「
外
な
る
日
本
」、「
善
」
と
「
悪
」、「
表
」
と
「
裏
」

デ
ュ
ア
ル
思
考
で
見
え
て
く
る
多
様
性
の
魅
力
と
は
。
常
に
新
境
地
を
切
り
開
く
江
戸

文
化
研
究
者
と
古
今
東
西
の
書
物
を
読
破
し
続
け
る
編
集
工
学
者
が
、
日
本
の
来
し

方
・
行
く
末
を
め
ぐ
っ
て
侃
侃
諤
諤
の
知
の
冒
険
！

［
２
０
１
７
年
11
月
］
431684Ȃ8◆

新赤1680

井
戸

ま
さ
え

日
本
の
無
戸
籍
者

９
２
４
円

少
な
く
と
も
一
万
人
は
存
在
す
る
と
さ
れ
る
日
本
の
無
戸
籍
者
。
女
性
の
再
婚
禁
止
や

嫡
出
規
定
な
ど
明
治
か
ら
続
く
民
法
の
壁
に
加
え
、
貧
困
な
ど
で
出
生
届
が
出
さ
れ
な

い
こ
と
が
そ
の
原
因
だ
。
し
か
し
、
戦
争
や
災
害
に
よ
る
戸
籍
の
大
量
滅
失
は
い
つ
で

も
起
こ
り
う
る
。
戸
籍
制
度
の
曖
昧
さ
、
も
ろ
さ
を
無
戸
籍
の
歴
史
と
多
く
の
事
例
か

ら
考
察
す
る
。

［
２
０
１
７
年
10
月
］
431680Ȃ0
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新赤1672

小
谷

み
ど
り

〈
ひ
と
り
死
〉
時
代
の
お
葬
式
と
お
墓

８
５
８
円

「
ひ
と
り
死
」
の
時
代
に
な
り
つ
つ
あ
る
今
、
火
葬
の
み
の
お
葬
式
や
、
共
同
墓
、
無
縁

墓
な
ど
が
さ
ら
に
広
ま
っ
て
い
る
。
個
人
個
人
は
死
後
を
誰
に
託
し
た
ら
い
い
の
か
を

悩
み
、
自
治
体
は
身
寄
り
が
い
て
も
遺
骨
の
引
き
取
り
手
が
い
な
い
人
の
増
加
な
ど
難

題
に
直
面
し
て
い
る
。
海
外
で
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
？

日
本
各
地
の
具
体
的
な
事

例
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
を
展
望
す
る
。

［
２
０
１
７
年
７
月
］
431672Ȃ5◆

新赤1671

大
月
敏
雄

町
を
住
み
こ
な
す

ʕ
超
高
齢
社
会
の
居
場
所
づ
く
り
ʕ

９
４
６
円

人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
居
住
は
、
個
人
に
も
、
地
域
に
も
、
社
会
に
も
今
や
大
問
題
。

「
一
家
族
一
住
宅
一
敷
地
」
と
い
う
考
え
方
は
も
は
や
古
い
。
住
宅
に
求
め
る
も
の
は
、

長
い
人
生
の
ス
テ
ー
ジ
に
合
わ
せ
て
、
さ
ま
ざ
ま
に
変
遷
し
て
い
く
こ
と
に
注
目
。
町

の
多
様
性
を
い
か
に
担
保
し
て
い
け
る
か
。
居
場
所
づ
く
り
の
ユ
ニ
ー
ク
な
事
例
を
多

数
紹
介
し
、
こ
れ
か
ら
の
住
ま
い
の
あ
り
方
を
考
え
る
。

［
２
０
１
７
年
７
月
］
431671Ȃ8◆

新赤1647

宮
内
泰
介

歩
く
、
見
る
、
聞
く
人
び
と
の
自
然
再
生

８
５
８
円

自
然
と
社
会
の
未
来
の
形
は
、
ど
う
い
う
も
の
が
望
ま
し
い
の
だ
ろ
う
か
。
自
然
を
め

ぐ
る
各
地
の
さ
ま
ざ
ま
な
〈
い
と
な
み
〉
を
、
歩
き
、
見
て
、
聞
い
て
、
考
え
た
。
人

と
自
然
の
相
互
関
係
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
。
自
然
を
め
ぐ
る
合
意
形
成
と
は
？

災

害
時
や
都
市
部
で
の
実
践
も
含
め
な
が
ら
、
自
然
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
こ
れ
か
ら
を
活

き
い
き
と
描
き
だ
す
。

［
２
０
１
７
年
２
月
］
431647Ȃ3

新赤1640

暉
峻
淑
子

対
話
す
る
社
会
へ

９
９
０
円

個
人
の
成
長
過
程
で
、
地
域
で
、
社
会
で
、
国
家
間
で
…
…
あ
ら
ゆ
る
局
面
で
、
今
い

か
に
「
対
話
」
が
喪
わ
れ
、
そ
の
結
果
何
が
起
き
て
い
る
の
か
。
逆
に
「
対
話
」
が
あ

れ
ば
、
ど
ん
な
こ
と
が
可
能
に
な
る
の
か
。
新
し
い
視
野
が
開
け
、
何
年
も
た
っ
て
か

ら
大
き
な
解
が
得
ら
れ
る
対
話
と
は
、
そ
も
そ
も
人
間
に
と
っ
て
何
な
の
か
。
豊
富
な

事
例
を
も
と
に
説
く
、
渾
身
の
警
世
の
書
。

［
２
０
１
７
年
１
月
］
431640Ȃ4◆

新赤1632

金

子

勝

悩

み

い

ろ

い

ろ

ʕ
人
生
に
効
く
物
語
50
ʕ

８
５
８
円

大
人
気
の
連
載
が
一
冊
に
。
い
つ
も
は
歯
に
衣
着
せ
ぬ
“
闘
う
経
済
学
者
”
が
、
幅
広

い
読
者
か
ら
の
人
生
相
談
に
、
や
さ
し
く
、
あ
た
た
か
く
お
答
え
し
ま
す
。
本
書
は
実

は
、
ブ
ッ
ク
ガ
イ
ド
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
古
今
東
西
の
小
説
や
童
話
や
古
典
落
語
を

通
し
て
、
ど
ん
な
悩
み
も
、
実
は
「
み
ん
な
の
悩
み
」
だ
っ
た
こ
と
が
見
え
て
く
る
。

読
め
ば
必
ず
元
気
に
な
る
、
心
の
ビ
タ
ミ
ン
で
す
。

［
２
０
１
６
年
12
月
］
431632Ȃ9◆
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新赤1623

濱
田
武
士

魚
と
日
本
人
食
と
職
の
経
済
学

９
０
２
円

漁
師
、
卸
、
仲
買
人
、
鮮
魚
店
、
板
前
な
ど
多
く
の
「
職
人
」
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て

い
る
日
本
独
自
の
魚
食
文
化
。
し
か
し
、
魚
の
消
費
量
が
減
り
、
流
通
の
あ
り
方
も
変

わ
っ
て
き
て
い
る
。
日
本
各
地
の
漁
港
や
市
場
を
歩
い
て
調
査
を
重
ね
て
き
た
著
者

が
、
現
場
の
新
た
な
模
索
と
と
も
に
魚
食
と
魚
職
の
関
係
を
再
考
し
、「
食
べ
る
人
」
の

未
来
に
向
け
て
の
か
か
わ
り
方
も
提
言
す
る
。

［
２
０
１
６
年
10
月
］
431623Ȃ7◆

新赤1621

飯
島
裕
子

ル
ポ
貧

困

女

子
９
０
２
円

就
職
氷
河
期
以
降
の
若
年
層
が
抱
え
る
困
難
、
い
ま
だ
に
根
強
い
日
本
の
男
女
差
別
。

そ
の
両
方
を
抱
え
な
が
ら
、
働
く
こ
と
も
、
結
婚
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と
も

期
待
さ
れ
て
い
る
の
が
、
い
ま
の
ア
ラ
フ
ォ
ー
／
非
正
規
／
シ
ン
グ
ル
の
女
性
た
ち
。

「
一
億
総
活
躍
社
会
」
の
掛
け
声
の
陰
で
、
困
難
を
抱
え
て
ひ
っ
そ
り
と
生
き
抜
こ
う
と

も
が
く
女
性
た
ち
の
等
身
大
の
㗡
に
迫
る
。

［
２
０
１
６
年
９
月
］
431621Ȃ3◆

新赤1618

祖

田

修

鳥
獣
害
動
物
た
ち
と
、
ど
う
向
き
あ
う
か

９
０
２
円

イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
、
サ
ル
、
ク
マ
な
ど
に
よ
る
鳥
獣
害
が
、
全
国
で
深
刻
化
し
て
い
る
。

田
畑
を
荒
ら
し
て
大
き
な
経
済
的
損
失
を
与
え
、
時
に
は
人
を
襲
う
こ
と
も
あ
る
。
近

年
は
都
市
部
に
も
現
わ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
増
え
た
の
か
。
各
地
の
対
策
は
。
そ
し
て
今

後
、
ど
う
な
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。
農
業
経
済
の
研
究
者
が
、
み
ず
か
ら
田
畑
を
耕

す
な
か
で
考
察
す
る
。

［
２
０
１
６
年
８
月
］
431618Ȃ3◆

新赤1611

池

内

了

科

学

者

と

戦

争
８
５
８
円

軍
事
研
究
と
の
訣
別
を
誓
っ
た
は
ず
の
日
本
で
、
軍
学
共
同
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
。

悲
惨
な
結
果
を
も
た
ら
し
た
歴
史
へ
の
反
省
を
忘
れ
、
科
学
者
は
い
っ
た
い
何
を
考
え

て
い
る
の
か
。「
科
学
は
両
義
的
」「
戦
争
は
発
明
の
母
」「
国
へ
の
協
力
は
世
界
標
準
」

な
ど
の
「
論
理
」
を
批
判
。
科
学
者
は
戦
争
へ
の
応
用
に
毅
然
と
し
て
反
対
し
、
真
の

社
会
的
責
任
を
果
た
す
べ
き
で
あ
る
。

［
２
０
１
６
年
６
月
］
431611Ȃ4◆

新赤1605

橘
木
俊
詔

新

し

い

幸

福

論
９
０
２
円

ま
す
ま
す
深
刻
化
す
る
格
差
社
会
。
こ
の
な
か
で
、
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
、
よ
り
幸
せ

に
生
き
ら
れ
る
の
か
。
格
差
研
究
の
第
一
人
者
が
、
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
の
問
題

点
を
指
摘
し
つ
つ
、
経
済
学
の
み
な
ら
ず
、
哲
学
、
社
会
学
、
心
理
学
な
ど
か
ら
考
え

る
。
経
済
的
な
豊
か
さ
に
留
意
し
、
心
豊
か
な
人
生
を
お
く
る
に
は

個
々
人
と
社

会
の
あ
り
方
を
提
言
。

［
２
０
１
６
年
５
月
］
431605Ȃ3◆
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新赤1602

今
野
晴
貴

ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ
ト
学
生
が
危
な
い

９
４
６
円

学
生
た
ち
を
食
い
潰
す
「
ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ
ト
」
が
社
会
問
題
化
し
て
い
る
。
休
み
の
な

い
過
密
シ
フ
ト
で
心
身
を
壊
す
ほ
ど
働
き
、
売
上
ノ
ル
マ
の
た
め
「
自
爆
営
業
」
も
強

い
ら
れ
る
。
授
業
に
出
る
こ
と
も
で
き
ず
、
留
年
・
退
学
に
至
る
ケ
ー
ス
ま
で
…
…
。

多
く
の
相
談
・
解
決
に
あ
た
っ
た
著
者
が
、
恐
る
べ
き
実
態
と
原
因
を
明
ら
か
に
し
、

具
体
的
な
対
策
を
も
提
示
す
る
。

［
２
０
１
６
年
４
月
］
431602Ȃ2◆

新赤1601

本

間

㜇

原
発
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ

９
０
２
円

世
界
有
数
の
地
震
大
国
日
本
に
な
ぜ
五
四
基
も
の
原
発
が
建
設
さ
れ
、
多
く
の
国
民
が

原
子
力
推
進
を
肯
定
し
て
き
た
の
か
。
そ
こ
に
は
電
気
料
金
か
ら
生
じ
る
巨
大
な
マ
ネ

ー
を
原
㗦
に
、
日
本
独
特
の
広
告
代
理
店
シ
ス
テ
ム
を
駆
使
し
て
実
現
し
た
「
安
全
神

話
」
と
「
豊
か
な
生
活
」
の
刷
り
込
み
が
あ
っ
た
。
四
〇
年
余
に
わ
た
る
国
民
的
洗
脳

の
実
態
を
追
う
、
も
う
一
つ
の
日
本
メ
デ
ィ
ア
史
。

［
２
０
１
６
年
４
月
］
431601Ȃ5◆

新赤1591

吉
田
千
亜

ル
ポ
母

子

避

難

ʕ
消
さ
れ
ゆ
く
原
発
事
故
被
害
者
ʕ

８
３
６
円

原
発
事
故
で
避
難
し
た
母
子
の
生
活
が
困
窮
し
て
い
る
。
政
府
は
、
い
わ
ゆ
る
「
自
主

避
難
者
」
へ
の
住
宅
無
償
提
供
を
二
〇
一
七
年
春
に
打
ち
切
る
。
子
ど
も
を
守
り
た
い

一
心
で
避
難
し
た
母
親
た
ち
が
、
事
故
か
ら
五
年
経
っ
た
今
、
何
に
不
安
を
感
じ
、
困

り
、
苦
し
ん
で
い
る
の
か
。
事
故
後
、
避
難
し
た
母
子
に
寄
り
添
い
続
け
る
著
者
が
、

克
明
に
綴
る
。

［
２
０
１
６
年
２
月
］
431591Ȃ9

新赤1583

金
子
勝
・
児
玉
㜇
彦

日
本
病
長
期
衰
退
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス

８
８
０
円

長
期
化
す
る
不
況
、
失
業
者
の
増
加
、
年
金
制
度
の
破
綻
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
…
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
っ
て
日
本
経
済
は
「
長
期
衰
退
」
の
時
代
に
入
り
、
い
ま
や
「
日

本
病
」
と
も
呼
べ
る
状
態
に
陥
っ
て
い
る
。『
逆
シ
ス
テ
ム
学
』
で
市
場
や
生
命
の
複
雑

な
し
く
み
を
解
明
し
た
著
者
た
ち
が
、
こ
の
「
病
気
」
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
ダ
イ
ナ
ミ
ク

ス
を
明
ら
か
に
し
「
治
療
法
」
を
提
示
す
る
。

［
２
０
１
６
年
１
月
］
431583Ȃ4◆

新赤1568

森
岡
孝
二

雇

用

身

分

社

会
９
２
４
円

労
働
条
件
の
底
が
抜
け
た
？

派
遣
は
い
つ
で
も
切
ら
れ
る
身
分
。
パ
ー
ト
は
賞
与
な

し
、
昇
給
な
し
の
低
時
給
で
雇
い
止
め
さ
れ
る
身
分
。
正
社
員
は
時
間
の
鎖
に
縛
ら
れ

て
「
奴
隷
」
的
に
働
く
か
、
リ
ス
ト
ラ
さ
れ
て
労
働
市
場
を
漂
流
す
る
身
分

。
こ

ん
な
働
き
方
が
あ
っ
て
い
い
の
か
。
こ
の
三
〇
年
で
様
変
わ
り
し
た
雇
用
関
係
を
概
観

し
、
雇
用
身
分
社
会
か
ら
抜
け
出
す
道
筋
を
考
え
る
。

［
２
０
１
５
年
10
月
］
431568Ȃ1◆
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新赤1567

出
口
治
明

生
命
保
険
と
の
つ
き
合
い
方

８
５
８
円

生
命
保
険
を
買
う
前
に
、
こ
れ
だ
け
は
知
っ
て
お
こ
う

。
あ
な
た
に
必
要
な
保
険

の
種
類
、
保
険
金
の
額
、
加
入
期
間
は
？

結
婚
し
た
時
、
子
ど
も
が
で
き
た
時
、
あ

る
い
は
中
高
年
に
な
っ
た
時
、
何
を
優
先
さ
せ
る
べ
き
？

購
入
前
の
注
意
点
か
ら
、

他
の
契
約
へ
の
乗
り
換
え
の
タ
イ
ミ
ン
グ
、
保
険
料
算
定
の
仕
組
み
ま
で
、
分
か
り
や

す
く
丁
寧
に
解
説
し
ま
す
。

［
２
０
１
５
年
10
月
］
431567Ȃ4◆

新赤1555

杉
本
裕
明

ル
ポ
に
っ
ぽ
ん
の
ご
み

８
８
０
円

日
本
の
ご
み
は
年
間
約
四
億
二
〇
〇
〇
万
ト
ン
。
分
別
収
集
や
リ
サ
イ
ク
ル
が
奨
励
さ

れ
、
最
新
型
の
焼
却
炉
は
環
境
に
配
慮
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
日
々
の

「
ご
み
の
行
方
」
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
最
先
端
の
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
、
不
法
投
棄

の
現
場
、
海
を
渡
っ
た
中
古
品
、
関
連
法
施
行
の
背
景
、
拡
大
す
る
リ
ユ
ー
ス
事
情
な

ど
を
長
年
取
材
を
重
ね
て
き
た
著
者
が
活
写
。

［
２
０
１
５
年
７
月
］
431555Ȃ1◆

新赤1551

川
上
量
生

鈴
木
さ
ん
に
も
分
か
る
ネ
ッ
ト
の
未
来

１
１
０
０
円

い
ま
や
ネ
ッ
ト
な
し
に
は
毎
日
は
あ
り
え
な
い
。
ネ
ッ
ト
の
世
界
で
は
何
が
起
き
て
い

る
の
か
。
ネ
ッ
ト
の
世
論
は
、
ど
の
よ
う
に
つ
く
ら
れ
る
の
か
。
テ
レ
ビ
、
新
聞
を
凌

駕
す
る
の
か
。
そ
し
て
リ
ア
ル
と
の
関
係
は
…
…
。
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
試
み
を
実
現
し
て
き
た
著
者
が
、
縦
横
無
尽
に
綴
る
。
ネ
ッ
ト
に
よ
っ
て
、
世
界
は
、

ど
こ
に
向
か
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
？

［
２
０
１
５
年
６
月
］
431551Ȃ3◆

新赤1547

大
江
正
章

地
域
に
希
望
あ
り

ʕ
ま
ち
・
人
・
仕
事
を
創
る
ʕ

８
８
０
円

「
地
方
創
生
」の
掛
け
声
よ
り
早
く
、魅
力
あ
る
地
域
を
創
っ
て
き
た
取
り
組
み
が
あ
る
。

山
村
の
可
能
性
、
有
機
農
業
や
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
循
環
経
済
、
復
活
し
た
商
店

街
、「
消
滅
可
能
性
一
位
」
の
村
へ
向
か
う
移
住
者
、
協
働
の
場
を
拓
く
地
元
の
人
材
─

─
地
元
愛
と
環
境
共
生
型
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
イ
ン
ド
、
そ
し
て
「
豊
か
さ
」
の
新
し
い
モ

デ
ル
の
現
在
を
丁
寧
に
ル
ポ
。

［
２
０
１
５
年
５
月
］
431547Ȃ6◆

新赤1546

岩

本

裕

世
論
調
査
と
は
何
だ
ろ
う
か

８
８
０
円

世
論
調
査
の
数
字
は
不
思
議
だ
。
同
じ
よ
う
な
質
問
な
の
に
、
結
果
は
し
ば
し
ば
各
社

各
様
。
ど
の
数
字
が
信
頼
で
き
る
の
か
？

本
書
は
、
そ
ん
な
疑
問
に
答
え
な
が
ら
、

世
論
調
査
の
仕
組
み
と
働
き
に
つ
い
て
考
え
る
。
結
果
㗨
第
で
内
閣
の
運
命
も
左
右
す

る
世
論
調
査
。
国
民
の
意
思
や
意
見
の
あ
り
か
を
伝
え
、
権
力
を
監
視
す
る
強
力
な
手

段
と
し
て
の
重
要
性
を
説
く
。

［
２
０
１
５
年
５
月
］
431546Ȃ9◆
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新赤1543

石
川
文
洋

フ
ォ
ト
・
ス
ト
ー
リ
ー
沖
縄
の
70
年

１
１
２
２
円

一
九
三
八
年
に
沖
縄
に
生
ま
れ
、
幼
い
頃
に
本
土
に
移
住
し
た
著
者
は
、
ベ
ト
ナ
ム
従

軍
カ
メ
ラ
マ
ン
と
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
関
わ
る
沖
縄
米
軍
基
地
を
取
材
し
た
。
そ

れ
を
き
っ
か
け
に
、自
ら
の
ル
ー
ツ
と
も
向
き
合
い
な
が
ら
沖
縄
に
つ
い
て
考
え
続
け
、

撮
り
続
け
て
き
た
著
者
が
、
70
年
の
歴
史
を
、
戦
争
と
基
地
を
軸
に
描
き
出
す
。（
カ
ラ

ー
写
真
多
数
）

［
２
０
１
５
年
４
月
］
431543Ȃ8◆

新赤1542

小
林
美
希

ル
ポ
保

育

崩

壊
９
２
４
円

時
間
内
に
食
べ
終
え
る
の
が
至
上
命
題
の
食
事
風
景
。
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
す
る
保
育
士
た

ち
や
親
と
の
会
話
も
禁
じ
ら
れ
た
“
ヘ
ル
プ
”（
ア
ル
バ
イ
ト
や
派
遣
）
の
ス
タ
ッ
フ
た

ち
。
ひ
た
す
ら
利
益
追
求
に

々
と
す
る
企
業
立
保
育
所
の
経
営
陣
…
…
。
空
前
の
保

育
士
不
足
の
中
、
知
ら
れ
ざ
る
厳
し
い
現
状
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
描
き
出
し
、「
保
育
の

質
」
の
低
下
に
警
鐘
を
鳴
ら
す
。

［
２
０
１
５
年
４
月
］
431542Ȃ1◆

新赤1541

坂
井
豊
貴

多
数
決
を
疑
う
社
会
的
選
択
理
論
と
は
何
か

９
０
２
円

選
挙
の
仕
組
み
に
難
点
が
見
え
て
く
る
と
き
、
統
治
の
根
幹
が
揺
ら
ぎ
は
じ
め
る
。
選

挙
制
度
の
欠
陥
と
綻
び
が
露
呈
す
る
現
在
の
日
本
。
多
数
決
は
本
当
に
国
民
の
意
思
を

適
切
に
反
映
し
て
い
る
の
か
？

本
書
で
は
社
会
的
選
択
理
論
の
視
点
か
ら
、
人
び
と

の
意
思
を
よ
り
よ
く
集
約
で
き
る
選
び
方
に
つ
い
て
考
え
る
。
多
数
決
に
代
わ
る
ル
ー

ル
は
、
果
た
し
て
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

［
２
０
１
５
年
４
月
］
431541Ȃ4◆

新赤1537

平
岡
昭
利

ア
ホ
ウ
ド
リ
を
追
っ
た
日
本
人

ʕ
一
攫
千
金
の
夢
と
南
洋
進
出
ʕ

８
５
８
円

明
治
か
ら
大
正
に
か
け
、一
攫
千
金
を
夢
み
て
遥
か
南
の
島
々
へ
渡
る
日
本
人
が
い
た
。

狙
う
獲
物
は
ア
ホ
ウ
ド
リ
。
そ
の
羽
毛
が
欧
州
諸
国
に
高
値
で
売
れ
る
の
だ
。
密
猟
を

か
さ
ね
、
鳥
を
絶
滅
の
危
機
に
追
い
込
み
な
が
ら
、
巨
万
の
富
を
築
く
海
千
山
千
の
男

た
ち
。
南
洋
進
出
を
目
論
む
海
軍
や
㗦
本
家
ら
の
思
惑
も
絡
ん
で
「
帝
国
」
日
本
の
拡

大
が
始
ま
る
。
知
ら
れ
ざ
る
日
本
近
代
史
。

［
２
０
１
５
年
３
月
］
431537Ȃ7◆

新赤1532

金

時

鐘

朝
鮮
と
日
本
に
生
き
る

ʕ
済
州
島
か
ら
猪
飼
野
へ
ʕ

９
９
０
円

日
本
統
治
下
の
済
州
島
で
育
っ
た
著
者
（
一
九
二
九
～

）
は
、
天
皇
を
崇
拝
す
る
典

型
的
な
皇
国
少
年
だ
っ
た
。
一
九
四
五
年
の
「
解
放
」
を
機
に
朝
鮮
人
と
し
て
目
覚
め
、

自
主
独
立
運
動
に
飛
び
こ
む
。
単
独
選
挙
に
反
対
し
て
起
こ
っ
た
武
装
蜂
起
（
四
・
三

事
件
）
の
体
験
、
来
日
後
の
猪
飼
野
で
の
生
活
な
ど
波
乱
万
丈
の
半
生
を
語
る
詩
人
の

自
伝
的
回
想
。『
図
書
』
連
載
に
大
幅
加
筆
。

［
２
０
１
５
年
２
月
］
431532Ȃ2
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新赤1530

岡
田
広
行

被

災

弱

者
８
８
０
円

東
日
本
大
震
災
の
集
中
復
興
期
間
終
了
を
目
前
に
、
復
興
か
ら
取
り
残
さ
れ
る
人
び
と

が
い
る
。
く
ら
し
の
再
生
に
必
要
な
も
の
は
、巨
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
加
速
で
は
な
い
。

「
い
つ
ま
で
被
災
者
な
の
か
」
と
弱
者
を
切
り
捨
て
る
な
ら
、
社
会
は
そ
の
負
債
を
将
来

に
わ
た
っ
て
抱
え
込
む
だ
ろ
う
。
被
災
は
、
誰
に
と
っ
て
も
人
ご
と
で
は
な
い
。
災
害

多
発
国
日
本
の
あ
や
う
さ
を
現
場
か
ら
問
う
。

［
２
０
１
５
年
２
月
］
431530Ȃ8◆

新赤1519

小
田
切

徳
美

農
山
村
は
消
滅
し
な
い

９
２
４
円

増
田
レ
ポ
ー
ト
が
「
ど
っ
こ
い
生
き
て
い
る
」
地
方
に
シ
ョ
ッ
ク
を
広
げ
て
い
る
。
こ

の
ま
ま
で
は
地
方
は
消
滅
す
る
の
か
？

否
。
ど
こ
よ
り
も
早
く
過
疎
化
、
超
高
齢
化

と
切
実
に
向
き
合
っ
て
き
た
農
山
村
は
、
こ
の
難
問
を
突
破
し
つ
つ
あ
る
。
現
場
を
と

こ
と
ん
歩
い
て
回
る
研
究
者
が
丁
寧
に
そ
の
事
例
を
報
告
、
地
方
消
滅
論
が
意
図
し
た

狙
い
を
喝
破
す
る
。

［
２
０
１
４
年
12
月
］
431519Ȃ3◆

新赤1518

塩
崎
賢
明

復

興

〈
災

害
〉

ʕ
阪
神
・
淡
路
大
震
災
と
東
日
本
大
震
災
ʕ

８
５
８
円

災
害
復
興
に
お
い
て
は
、
そ
の
長
い
過
程
で
新
た
な
問
題
が
生
じ
、
被
災
者
を
悩
ま
す
。

そ
し
て
、
災
害
常
襲
国
で
あ
る
日
本
の
備
え
は
ま
だ
ま
だ
貧
弱
だ
。
阪
神
・
淡
路
大
震

災
か
ら
二
〇
年
。
そ
の
痛
恨
の
教
訓
は
生
か
さ
れ
ず
、
今
ま
た
「
復
興
」
の
名
の
も
と

に
も
た
ら
さ
れ
る
災
害
が
東
北
を
覆
っ
て
い
る
。
㗨
の
復
興
災
害
を
ど
う
防
ぐ
の
か
、

多
く
の
災
害
現
場
を
見
て
き
た
著
者
が
提
言
。

［
２
０
１
４
年
12
月
］
431518Ȃ6◆

新赤1516

山

崎

憲

「
働
く
こ
と
」
を
問
い
直
す

８
５
８
円

戦
後
日
本
の
し
く
み
の
中
心
に
は
、
常
に
「
働
く
こ
と
」
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
み
な

を
豊
か
に
し
て
く
れ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
そ
の
し
く
み
は
、
日
本
企
業
が
世
界
に
進

出
し
た
一
九
八
〇
年
代
を
転
機
に
機
能
し
な
く
な
り
、
現
在
へ
と
至
っ
て
い
る
。
本
書

で
は
、
迷
走
す
る
労
使
関
係
の
来
歴
を
た
ど
り
、「
働
く
こ
と
」
と
豊
か
な
生
活
を
つ
な

ぎ
な
お
す
新
た
な
し
く
み
を
考
え
る
。

［
２
０
１
４
年
11
月
］
431516Ȃ2◆

新赤1515

添
田
孝
史

原
発
と
大
津
波

警
告
を
葬
っ
た
人
々

８
８
０
円

け
っ
し
て
「
想
定
外
」
な
ど
で
は
な
か
っ
た
…
…
。
科
学
の
粋
を
集
め
た
は
ず
の
原
子

力
産
業
で
、
地
震
学
の
最
新
の
科
学
的
知
見
は
、
な
ぜ
活
か
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
。
そ

の
後
の
プ
レ
ー
ト
テ
ク
ト
ニ
ク
ス
理
論
導
入
期
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
議
論
で
「
補

強
せ
ず
」
の
方
針
が
採
ら
れ
た
の
か
。
警
告
が
葬
ら
れ
て
ゆ
く
過
程
を
、
綿
密
な
調
査

に
よ
っ
て
詳
細
に
明
ら
か
に
す
る
。

［
２
０
１
４
年
11
月
］
431515Ȃ5◆

55― 社会



0011-003-259_新書統合組_再校_初校.smd  Page 54 23/04/20 15:56  v3.60

新赤1514

矢

作

弘

縮
小
都
市
の
挑
戦

９
０
２
円

急
激
な
人
口
減
少
と
産
業
の
衰
退
の
た
め
に
、
世
界
中
の
都
市
が
「
縮
小
」
し
、
時
に

破
綻
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
こ
に
は
、
空
き
家
や
荒
廃
地
、
廃
校
と
い
っ
た
不
良
㗦
産

化
し
た
「
空
き
」
を
再
活
用
し
「
小
さ
く
、
賢
く
、
成
長
す
る
」
た
め
の
挑
戦
も
存
在

し
た
。
破
綻
か
ら
の
再
生
を
目
指
す
デ
ト
ロ
イ
ト
と
ト
リ
ノ
の
試
み
か
ら
そ
の
具
体
策

を
学
び
、
日
本
が
進
む
べ
き
道
を
導
き
出
す
。

［
２
０
１
４
年
11
月
］
431514Ȃ8◆

新赤1505

日
野
行
介

福
島
原
発
事
故

被
災
者
支
援
政
策
の
欺
瞞

８
５
８
円

福
島
原
発
事
故
を
め
ぐ
っ
て
、
被
ば
く
か
ら
自
主
避
難
者
（
母
子
）
や
子
ど
も
を
守
る

べ
く
作
ら
れ
た
法
律
は
、
な
ぜ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
骨
抜
き
に
さ
れ
た
の
か
。
現
地
か

ら
の
声
、
隠
さ
れ
た
多
く
の
真
相
や
証
言
か
ら
、
政
府
の
思
惑
を
明
ら
か
に
し
、
被
災

者
支
援
の
あ
り
方
を
問
う
。『
福
島
原
発
事
故

県
民
健
康
管
理
調
査
の
闇
』
に
続
く

第
二
弾
。

［
２
０
１
４
年
９
月
］
431505Ȃ6◆

新赤1501

駒
村
康
平

日

本

の

年

金

品
切（
電
子
版
あ
り
）

少
子
高
齢
化
が
急
激
に
進
ん
で
い
る
日
本
で
、
年
金
制
度
は
ど
う
な
っ
て
い
く
の
だ
ろ

う
か
。
国
民
・
基
礎
年
金
、
厚
生
年
金
の
現
状
、
近
年
の
年
金
見
直
し
を
解
説
し
、
直

面
せ
ざ
る
を
え
な
い
喫
緊
の
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
。
同
時
に
人
々
の
日
々
の
暮
ら
し

を
支
え
る
、
と
い
う
年
金
が
果
た
す
べ
き
役
割
を
再
確
認
し
、
最
低
所
得
保
障
を
は
じ

め
、
社
会
保
障
制
度
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
る
。

［
２
０
１
４
年
９
月
］
431501Ȃ8◆

新赤1497

塩
谷
弘
康
・
岩
崎
由
美
子

食
と
農
で
つ
な
ぐ
福
島
か
ら

８
５
８
円

原
発
事
故
か
ら
四
年
目
の
福
島
。
避
難
の
疲
弊
、
帰
還
へ
の
希
望
と
絶
望
、
賠
償
や
除

染
の
迷
走
が
生
活
を
繰
り
返
し
分
断
す
る
中
で
、
女
性
農
業
者
た
ち
が
取
り
戻
そ
う
と

挑
み
続
け
る
の
は
、
食
と
農
が
つ
な
ぐ
信
頼
の
関
係
だ
。
積
み
上
げ
て
き
た
地
域
の
力

と
、
新
た
な
共
感
者
・
挑
戦
者
の
連
携
が
拓
い
た
手
探
り
の
三
年
間
を
ふ
り
か
え
り
、

そ
の
先
を
目
指
す
人
び
と
の
声
で
３
・
11
後
の
社
会
を
照
ら
す
。
［
２
０
１
４
年
８
月
］
431497Ȃ4◆

新赤1494

川

人

博

過

労

自

殺
第
二
版

９
０
２
円

二
〇
一
四
年
、
過
労
死
等
防
止
対
策
推
進
法
成
立
。
近
年
、
二
〇
～
三
〇
代
の
青
年
や

女
性
た
ち
の
間
に
も
、
仕
事
に
よ
る
過
労
・
ス
ト
レ
ス
が
原
因
と
思
わ
れ
る
自
殺
が
拡

大
し
て
い
る
。
な
ぜ
悲
し
い
犠
牲
が
減
ら
な
い
の
か
。
初
版
を
全
面
的
に
改
訂
し
、
最

近
の
事
例
や
労
災
補
償
の
有
り
様
の
変
化
、
歴
史
の
検
証
な
ど
を
新
た
に
盛
り
込
み
、

法
制
定
後
に
求
め
ら
れ
る
防
止
策
と
善
後
策
を
具
体
的
に
示
す
。
［
２
０
１
４
年
７
月
］
431494Ȃ3◆
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新赤1493

山

出

保

金

沢

を

歩

く
９
９
０
円

泉
鏡
花
、
鈴
木
大
拙
、
西
田
幾
多
郎
な
ど
日
本
を
代
表
す
る
文
豪
や
思
想
家
、
金
箔
や

加
賀
友
禅
、
和
菓
子
な
ど
代
々
受
け
継
が
れ
て
き
た
職
人
技
術
、
そ
し
て
金
沢
21
世
紀

美
術
館
な
ど
新
た
な
文
化
の
発
信
地
…
…
。
金
沢
で
生
ま
れ
育
ち
、
ま
ち
づ
く
り
に
長

年
携
わ
っ
て
き
た
著
者
が
、
金
沢
の
ま
ち
、
歴
史
、
文
化
を
歩
き
な
が
ら
、
そ
の
奥
深

い
魅
力
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
伝
え
る
。

［
２
０
１
４
年
７
月
］
431493Ȃ6◆

新赤1487

稲

泉

連

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
豪

雨

災

害

ʕ
そ
の
と
き
人
は
何
を
見
る
か
ʕ

８
５
８
円

決
壊
す
る
河
川
、
崩
壊
す
る
山
々
、
危
険
を
は
ら
む
土
砂
ダ
ム
…
…
。
東
日
本
大
震
災

か
ら
半
年
後
、
紀
伊
半
島
を
襲
っ
た
台
風
は
一
〇
〇
名
近
く
の
犠
牲
者
を
生
ん
だ
。
そ

の
時
、
人
々
は
何
を
見
た
の
か
。
奈
良
県
十
津
川
村
、
和
歌
山
県
那
智
勝
浦
町
の
現
場

を
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
が
行
く
。
首
都
水
没
予
測
も
含
め
、
豪
雨
災
害
の
実
態

を
伝
え
る
迫
真
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
。

［
２
０
１
４
年
６
月
］
431487Ȃ5◆

新赤1481

赤
石

千
衣
子

ひ

と

り

親

家

庭
９
２
４
円

日
本
社
会
に
お
い
て
、
ひ
と
り
親
で
あ
る
と
は
ど
の
よ
う
な
状
況
な
の
か
。
な
ぜ
こ
う

も
生
き
づ
ら
い
の
か
。
彼
女
／
彼
ら
の
苦
境
を
放
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
社
会

が
こ
う
む
る
影
響
と
は
何
か
。
自
ら
も
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
と
し
て
三
〇
年
以
上
、
当
事

者
に
寄
り
添
い
つ
づ
け
て
き
た
著
者
が
、
現
状
の
課
題
を
整
理
し
、
ひ
と
り
で
子
ど
も

を
育
て
る
人
々
の
生
活
を
豊
か
に
す
る
道
筋
を
提
起
す
る
。

［
２
０
１
４
年
４
月
］
431481Ȃ3◆

新赤1476

荻
野
美
穂

女
の
か
ら
だ
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
以
後

９
２
４
円

女
性
解
放
運
動
／
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
諸
潮
流
の
中
で
も
、
一
九
七
〇
年
代
に
全
米
か
ら

展
開
し
た
「
女
の
健
康
運
動
」
は
、
男
性
医
師
の
管
理
下
に
あ
っ
た
性
や
生
殖
を
女
の

手
に
取
り
戻
す
、
生
身
の
実
践
だ
っ
た
。
日
本
で
は
ウ
ー
マ
ン
・
リ
ブ
の
優
生
保
護
法

改
定
反
対
運
動
、
さ
ら
に
は
生
殖
技
術
を
め
ぐ
る
議
論
へ
つ
な
が
っ
て
い
く
。
意
識
変

革
の
時
代
を
振
り
返
り
、
女
の
か
ら
だ
の
現
在
と
未
来
を
考
え
る
。［
２
０
１
４
年
３
月
］
431476Ȃ9◆

新赤1475

天
野
正
子

〈
老
い
が
い
〉
の
時
代

ʕ
日
本
映
画
に
読
む
ʕ

８
５
８
円

家
族
の
な
か
の
「
老
い
」
を
通
じ
て
新
旧
社
会
の
連
続
／
非
連
続
性
を
問
い
か
け
る

日
本
映
画
は
そ
こ
か
ら
戦
後
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。
成
熟
と
枯
淡
の
理
想
、
孤
独
と

不
安
の
リ
ア
リ
ズ
ム
、
そ
し
て
固
有
の
生
の
軌
跡
の
〈
老
い
が
い
〉
へ
。
視
線
を
移
し

つ
つ
、
数
多
く
の
映
画
が
濃
密
な
集
積
と
な
っ
て
、
い
ま
私
た
ち
の
前
に
あ
る
。
誰
も

が
向
か
う
未
知
な
る
時
間
、〈
老
い
〉
へ
の
手
掛
か
り
と
し
て
。

［
２
０
１
４
年
３
月
］
431475Ȃ2◆
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新赤1467

阿

部

彩

子

ど

も

の

貧

困
Ⅱ

ʕ
解
決
策
を
考
え
る
ʕ

９
９
０
円

二
〇
一
三
年
、「
子
ど
も
の
貧
困
対
策
法
」
が
成
立
し
た
。
教
育
、
医
療
、
保
育
、
生
活
。

政
策
課
題
が
多
々
あ
る
な
か
で
、プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
は
何
か
？

現
金
給
付
、現
物（
サ

ー
ビ
ス
）
給
付
、
そ
れ
ぞ
れ
の
利
点
と
欠
点
は
？

国
内
外
の
貧
困
研
究
の
こ
れ
ま
で

の
知
見
と
洞
察
を
総
動
員
し
て
、
政
策
の
優
先
順
位
と
子
ど
も
の
貧
困
指
標
の
考
え
方

を
整
理
す
る
。
社
会
政
策
論
入
門
と
し
て
も
最
適
な
一
冊
。

［
２
０
１
４
年
１
月
］
431467Ȃ7◆

新赤1461

角
田

由
紀
子

性

と

法

律

ʕ
変
わ
っ
た
こ
と
，
変
え
た
い
こ
と
ʕ

９
０
２
円

Ｄ
Ｖ
防
止
法
、
児
童
虐
待
防
止
法
、
セ
ク
ハ
ラ
に
関
す
る
規
定
な
ど
、
近
年
、
当
事
者

側
の
声
か
ら
生
ま
れ
た
法
律
等
が
あ
る
一
方
、
民
法
、
刑
法
、
売
春
防
止
法
等
は
、
長

年
、
変
わ
っ
て
い
な
い
。
離
婚
、
親
権
、
賃
金
差
別
、
性
暴
力
…
…
四
〇
年
近
く
弁
護

士
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
ケ
ー
ス
に
携
わ
っ
て
き
た
著
者
が
、
性
を
め
ぐ
る
法
の
問
題
点

を
明
ら
か
に
し
、
未
来
に
向
け
て
提
言
す
る
。

［
２
０
１
３
年
12
月
］
431461Ȃ5◆

新赤1460

師
岡
康
子

ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
と
は
何
か

９
０
２
円

差
別
と
侮
辱
、
排
除
の
言
葉
を
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
向
け
て
路
上
や
ネ
ッ
ト
上
で
撒
き
散

ら
す
─
─
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
と
は
差
別
ἤ
動
で
あ
る
。
差
別
も
「
表
現
の
自
由
」
と

し
て
、
当
事
者
の
深
刻
な
苦
し
み
を
放
置
す
る
の
か
。
民
主
主
義
社
会
を
も
破
壊
す
る

「
言
葉
の
暴
力
」
と
向
き
合
う
国
際
社
会
の
経
験
と
制
度
を
紹
介
し
、
法
規
制
濫
用
の
危

険
性
も
考
え
な
が
ら
、
共
に
生
き
る
社
会
の
方
途
を
探
る
。

［
２
０
１
３
年
12
月
］
431460Ȃ8◆

新赤1459

稲

葉

剛

生
活
保
護
か
ら
考
え
る

品
切（
電
子
版
あ
り
）

す
で
に
段
階
的
な
基
準
の
引
き
下
げ
が
始
ま
っ
て
い
る
生
活
保
護
制
度
。
社
会
保
障
制

度
の
、
そ
し
て
生
き
る
た
め
の
最
後
の
砦
で
あ
る
こ
の
制
度
が
、
重
大
な
岐
路
に
直
面

し
て
い
る
。
不
正
受
給
の
報
道
や
バ
ッ
シ
ン
グ
の
な
か
、
ど
の
よ
う
な
事
態
が
起
こ
ろ

う
と
し
て
い
る
の
か
。
当
事
者
の
声
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
現
場
の
状
況
を
報
告
、
い

ま
、
何
が
問
題
な
の
か
、
そ
の
根
源
を
問
う
。

［
２
０
１
３
年
11
月
］
431459Ȃ2◆

新赤1450

宮
内
泰
介
・
藤
林
泰

か
つ
お
節
と
日
本
人

８
３
６
円

日
本
の
食
文
化
の
名
脇
役
、
か
つ
お
節
。
か
つ
て
は
北
海
道
か
ら
沖
縄
、
植
民
地
支
配

下
の
台
湾
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
、
そ
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
領
だ
っ
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
も
生

産
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
三
〇
〇
年
に
、
か
つ
お
節
の
生
産
は
ど
う
変
わ
っ
た
の
か
。
生

産
に
た
ず
さ
わ
っ
た
人
び
と
の
生
活
は
ど
う
変
わ
っ
た
の
か
。
現
地
調
査
で
証
言
を
集

め
、“
か
つ
お
節
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
”
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
描
く
。

［
２
０
１
３
年
10
月
］
431450Ȃ9◆
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新赤1449

竹
信

三
恵
子

家
事
労
働
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

ʕ
生
き
づ
ら
さ
の
根
に
あ
る
も
の
ʕ

９
２
４
円

食
事
の
支
度
や
後
片
付
け
、
洗
濯
、
掃
除
、
育
児
に
介
護
…
…
。
だ
れ
も
が
必
要
と
す

る
「
暮
ら
し
の
営
み
」
の
は
ず
の
労
働
が
、
な
ぜ
正
当
に
評
価
さ
れ
な
い
の
か
？

不

公
正
な
分
配
が
、
い
か
に
生
き
づ
ら
さ
や
貧
困
を
招
き
寄
せ
て
い
く
か
。
終
わ
り
な
き

「
見
え
な
い
労
働
」
を
担
う
人
々
が
、
社
会
か
ら
不
当
に
締
め
出
さ
れ
て
い
る
実
態
に
光

を
あ
て
、
困
難
か
ら
抜
け
出
す
道
を
内
外
に
さ
ぐ
る
。

［
２
０
１
３
年
10
月
］
431449Ȃ3

新赤1442

日
野
行
介

福
島
原
発
事
故

県
民
健
康
管
理
調
査
の
闇

８
５
８
円

未
曽
有
の
原
発
事
故
に
よ
り
放
出
さ
れ
た
大
量
の
放
射
能
。
住
民
の
健
康
へ
の
影
響
を

調
べ
る
福
島
県
の
調
査
の
裏
で
、
専
門
家
、
行
政
担
当
者
た
ち
は
一
体
、
何
を
し
て
い

た
の
か
。
秘
密
裏
に
会
議
を
繰
り
返
し
、
事
前
に
調
査
結
果
に
対
す
る
評
価
を
す
り
あ

わ
せ
、
議
事
録
ま
で
も
改
竄
─
─
。
一
人
の
記
者
が
、“
闇
”
に
立
ち
向
か
い
、
調
査
報

道
で
そ
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
。

［
２
０
１
３
年
９
月
］
431442Ȃ4◆

新赤1438

朝
日
新
聞
経
済
部

電
気
料
金
は
な
ぜ
上
が
る
の
か

品
切（
電
子
版
あ
り
）

原
発
事
故
後
に
相
㗨
ぐ
電
気
料
金
の
値
上
げ
。「
原
発
が
止
ま
り
、
火
力
発
電
の
燃
料

費
が
増
え
た
か
ら
」。
こ
の
説
明
は
、
本
当
な
の
だ
ろ
う
か
。
隠
さ
れ
た
原
発
コ
ス
ト
、

総
括
原
価
方
式
と
地
域
独
占
の
弊
害
、
経
産
省
と
業
界
の
不
適
切
な
関
係
な
ど
を
一
つ

ず
つ
解
き
明
か
し
、
値
上
げ
の
裏
に
潜
む
問
題
の
“
本
質
”
に
迫
る
。
朝
日
新
聞
の
好

評
連
載
「
教
え
て
！

電
気
料
金
」
を
再
構
成
し
、
大
幅
加
筆
。
［
２
０
１
３
年
８
月
］
431438Ȃ7◆

新赤1436

柏
木
惠
子

お
と
な
が
育
つ
条
件

ʕ
発
達
心
理
学
か
ら
考
え
る
ʕ

９
４
６
円

激
し
い
社
会
変
動
に
対
応
で
き
ず
、
途
方
に
暮
れ
て
立
ち
往
生
し
て
い
る
─
─
。
そ
ん

な
日
本
の
「
お
と
な
」
の
特
徴
は
、
社
会
が
急
速
に
変
化
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

旧
態
依
然
た
る
「
あ
る
べ
き
」
㗡
に
縛
ら
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
い
か
に
そ
こ
か
ら
脱

す
る
か
。
史
上
類
を
み
な
い
高
齢
化
社
会
の
な
か
で
、
自
分
ら
し
く
生
き
抜
く
た
め
の

ヒ
ン
ト
に
な
る
一
冊
。

［
２
０
１
３
年
７
月
］
431436Ȃ3◆

新赤1429

田

中

宏

在

日

外

国

人
第
三
版

ʕ
法
の
壁
，
心
の
溝
ʕ

９
６
８
円

半
世
紀
前
に
ア
ジ
ア
か
ら
の
留
学
生
に
出
会
い
、
そ
の
後
、
著
者
は
、
在
日
㕾
国
・
朝

鮮
人
や
留
学
生
、
労
働
者
、
難
民
な
ど
を
取
り
囲
む
「
壁
」
を
打
ち
破
る
た
め
に
、
長

年
に
わ
た
っ
て
尽
力
し
て
き
た
。
最
新
の
デ
ー
タ
と
と
も
に
、
入
管
法
の
大
幅
「
改
正
」

の
ほ
か
、
高
校
の
無
償
化
な
ど
外
国
人
学
校
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
も
語
る
。
ロ
ン

グ
セ
ラ
ー
の
最
新
版
。

［
２
０
１
３
年
５
月
］
431429Ȃ5◆
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新赤1418

延
藤
安
弘

ま
ち
再
生
の
術
語
集

８
３
６
円

停
滞
と
閉
塞
の
時
代
に
注
目
さ
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
発
想
。
地
域
の

力
は
、
人
々
が
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
コ
ト
の
渦
に
参
加
し
物
語
り
を
紡
ご
う
と
す
る
意
志
か

ら
始
ま
る
。
ま
ち
育
て
の
助
っ
人
と
し
て
全
国
を
駆
け
回
る
筆
者
が
、
住
民
・
行
政
・

専
門
家
・
支
援
者
の
ト
ラ
ブ
ル
を
ド
ラ
マ
に
変
え
る
現
場
で
捕
ま
え
た
、
ま
ち
再
生
の

思
想
と
手
法
の
キ
ー
ワ
ー
ド
集
。

［
２
０
１
３
年
３
月
］
431418Ȃ9◆

新赤1412

森

ま
ゆ
み

震

災

日

録
記
憶
を
記
録
す
る

品
切（
電
子
版
あ
り
）

東
京
で
大
震
災
に
遭
遇
し
た
著
者
は
、
地
域
誌
『
谷
根
千
』
で
の
経
験
や
関
東
大
震
災

直
後
の
記
録
を
読
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、
新
聞
・
テ
レ
ビ
報
道
で
は
な
か
な
か
出
て
こ

な
い
人
々
の
生
の
声
を
記
録
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
発

信
を
続
け
て
き
た
。
本
書
は
そ
れ
ら
に
加
筆
し
て
、
文
化
財
を
含
む
東
北
各
地
の
被
災

状
況
を
小
所
低
所
か
ら
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
伝
え
る
貴
重
な
日
録
。
［
２
０
１
３
年
２
月
］
431412Ȃ7◆

新赤1399

山

秋

真

原
発
を
つ
く
ら
せ
な
い
人
び
と

ʕ
祝
島
か
ら
未
来
へ
ʕ

８
３
６
円

三
〇
年
間
、
原
発
を
つ
く
ら
せ
な
い
西
瀬
戸
内
海
、
祝
島
の
人
び
と
。
海
と
山
を
慈
し

み
、
伝
統
、
文
化
、
祭
り
を
大
切
に
生
き
る
暮
ら
し
が
、
そ
こ
に
あ
る
。
交
通
の
要
衝

と
し
て
の
歴
史
も
綴
り
な
が
ら
、
一
一
五
〇
回
を
超
え
る
週
一
回
の
女
中
心
の
デ
モ
な

ど
、
政
府
の
政
策
や
電
力
会
社
に
あ
ら
が
い
つ
づ
け
た
日
々
を
、
多
様
な
肉
声
と
と
も

に
描
く
渾
身
の
ル
ポ
。

［
２
０
１
２
年
12
月
］
431399Ȃ1◆

新赤1388

暉
峻
淑
子

社
会
人
の
生
き
方

９
２
４
円

社
会
人
と
は
本
来
、
自
分
た
ち
の
社
会
を
と
も
に
作
り
上
げ
る
人
び
と
の
こ
と
だ
。
だ

が
、
今
の
日
本
で
は
、
若
者
た
ち
の
就
職
難
や
格
差
の
拡
が
り
、
無
縁
化
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
、
社
会
人
と
し
て
生
き
て
い
く
の
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
。
社
会
人
に
な
る
に

は
何
が
必
要
か
。
社
会
人
を
ど
う
育
ん
で
い
っ
た
ら
よ
い
の
か
。
著
者
の
内
外
で
の
経

験
に
も
と
づ
く
豊
富
な
事
例
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
考
え
て
い
く
。
［
２
０
１
２
年
10
月
］
431388Ȃ5◆

新赤1386

松
本

三
和
夫

構
造
災
科
学
技
術
社
会
に
潜
む
危
機

７
９
２
円

「
人
災
」
と
さ
れ
る
福
島
原
発
事
故
。「
人
災
」
対
「
天
災
」
と
い
う
分
類
は
、
未
曽
有

の
大
災
害
の
真
実
を
尽
く
し
き
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
本
書
は
、
戦
前
か
ら
連
綿
と
続

く
、
日
本
社
会
に
根
を
お
ろ
し
た
「
構
造
」
に
あ
え
て
目
を
向
け
る
。
そ
の
「
構
造
」

か
ら
、
科
学
技
術
と
社
会
の
あ
い
だ
の
危
機
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
す
る
。
そ
し
て
、

問
題
克
服
の
道
筋
を
さ
ぐ
る
。

［
２
０
１
２
年
９
月
］
431386Ȃ1◆
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新赤1363

芹
沢
俊
介

家
族
と
い
う
意
志

ʕ
よ
る
べ
な
き
時
代
を
生
き
る
ʕ

９
０
２
円

家
族
と
は
、「
自
分
の
い
の
ち
の
受
け
と
め
手
が
一
緒
に
い
る
こ
と
」。
児
童
虐
待
、「
所

在
不
明
老
人
」、
孤
独
死
、
高
止
ま
り
し
た
自
殺
率
…
…
。
受
難
の
時
を
迎
え
、
機
能
不

全
に
陥
っ
た
現
代
家
族
。
今
や
、
個
々
人
が
意
識
的
に
絶
え
ず
選
び
直
さ
な
け
れ
ば
成

り
立
た
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
不
安
の
時
代
に
生
き
延
び
て
い
く
た
め

の
、
居
場
所
と
し
て
の
新
し
い
可
能
性
を
探
る
。

［
２
０
１
２
年
４
月
］
431363Ȃ2◆

新赤1356

大
澤
真
幸

夢
よ
り
も
深
い
覚
醒
へ

ʕ
3
・
11
後
の
哲
学
ʕ

９
０
２
円

「
不
可
能
性
の
時
代
」
に
起
き
た
３
・
11
の
二
つ
の
惨
事
は
、
私
た
ち
に
何
を
問
う
て
い

る
の
か
。
日
本
で
、
脱
原
発
が
一
向
に
進
ま
な
い
の
は
な
ぜ
な
の
か
。
そ
も
そ
も
な
ぜ

こ
れ
ほ
ど
多
数
の
原
発
が
日
本
列
島
に
お
い
て
建
設
さ
れ
て
き
た
の
か
。
圧
倒
的
な
破

局
を
内
に
秘
め
た
社
会
を
変
え
て
い
く
た
め
の
方
法
と
は
？

オ
リ
ジ
ナ
ル
な
思
考
を

続
け
る
著
者
渾
身
の
根
源
的
な
考
察
。

［
２
０
１
２
年
３
月
］
431356Ȃ4◆

新赤1355

外
岡
秀
俊

３
・
11

複

合

被

災

品
切（
電
子
版
あ
り
）

途
方
も
な
い
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震
災
は
、
歴
史
上
類
を
み
な
い
「
複
合
災

害
」
だ
っ
た
。
地
震
と
大
津
波
、
そ
し
て
福
島
第
一
原
発
事
故
が
折
り
重
な
る
中
で
、

人
び
と
は
何
を
思
い
、
ど
ん
な
経
験
を
し
た
の
か
。
そ
こ
か
ら
何
を
教
訓
と
し
て
引
き

出
す
べ
き
か
。
被
災
地
に
通
い
続
け
る
著
者
が
現
地
の
ル
ポ
を
ま
じ
え
な
が
ら
、
３
・

11
全
体
の
輪
郭
を
描
き
、
残
さ
れ
た
課
題
を
考
え
る
。

［
２
０
１
２
年
３
月
］
431355Ȃ7◆

新赤1353

桜
井

智
恵
子

子
ど
も
の
声
を
社
会
へ

ʕ
子
ど
も
オ
ン
ブ
ズ
の
挑
戦
ʕ

８
８
０
円

兵
庫
県
川
西
市
の
「
子
ど
も
の
人
権
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
」
は
、
子
ど
も
の
小
さ
な
声

に
耳
を
傾
け
、
関
係
者
を
つ
な
ぎ
問
題
の
解
決
を
図
り
、
時
に
は
制
度
改
善
に
ま
で
つ

な
げ
る
。
こ
の
希
有
な
公
的
制
度
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
の
息
詰
ま
る
状
況
を
つ
ぶ
さ

に
目
に
し
て
き
た
著
者
が
、
そ
の
問
題
解
決
の
思
想
を
紹
介
し
、
問
題
の
核
心
を
明
ら

か
に
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
の
可
能
性
を
提
案
す
る
。

［
２
０
１
２
年
２
月
］
431353Ȃ3◆

新赤1338

森
岡
孝
二

就

職

と

は

何

か

ʕ
〈
ま
と
も
な
働
き
方
〉
の
条
件
ʕ

８
５
８
円

「
新
就
職
氷
河
期
」
と
言
わ
れ
る
状
況
下
で
、
入
学
早
々
か
ら
「
就
活
」
へ
の
備
え
に
振

り
回
さ
れ
る
学
生
た
ち
。
長
く
厳
し
い
競
争
を
く
ぐ
り
抜
け
て
正
社
員
に
な
れ
て
も
働

き
す
ぎ
が
待
っ
て
い
る
。
一
方
で
非
正
規
雇
用
の
身
に
は
否
応
な
く
貧
困
が
つ
い
て
く

る
…
…
。
理
不
尽
極
ま
り
な
い
近
年
の
就
職
を
め
ぐ
る
若
者
の
苦
難
を
克
明
に
描
き
出

し
、
そ
の
改
善
を
訴
え
る
。
怒
り
と
励
ま
し
の
書
。

［
２
０
１
１
年
11
月
］
431338Ȃ0◆
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新赤1333

原

研

哉

日
本
の
デ
ザ
イ
ン

ʕ
美
意
識
が
つ
く
る
未
来
ʕ

１
０
１
２
円

ま
さ
し
く
歴
史
的
な
転
換
点
に
立
つ
日
本
。
大
震
災
を
経
て
な
お
さ
ら
、
経
済
・
文
化

活
動
の
あ
ら
ゆ
る
側
面
に
お
い
て
根
本
的
な
変
更
を
せ
ま
ら
れ
る
い
ま
、
こ
の
国
に
必

要
な
「
㗦
源
」
と
は
何
か
？

マ
ネ
ー
で
は
な
く
、
誇
り
と
充
足
へ
の
道
筋
を
─
─
。

高
度
成
長
と
爛
熟
経
済
の
そ
の
後
を
見
つ
め
続
け
て
き
た
日
本
を
代
表
す
る
デ
ザ
イ
ナ

ー
が
、
未
来
へ
の
構
想
を
提
示
す
る
。

［
２
０
１
１
年
10
月
］
431333Ȃ5◆

新赤1328

長
谷
川

公
一

脱
原
子
力
社
会
へ

ʕ
電
力
を
グ
リ
ー
ン
化
す
る
ʕ

８
８
０
円

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
選
択
は
、
ど
の
よ
う
な
未
来
を
選
び
と
る
の
か
、
社
会
の
あ
り
方
の
選

択
の
問
題
で
も
あ
る
。
電
力
の
グ
リ
ー
ン
化
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
や

ド
イ
ツ
で
の
「
省
エ
ネ
」
を
超
え
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効
率
利
用
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
活
用
の
実
践
を
ふ
ま
え
、
政
府
・
企
業
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
消
費
者
の
協
働
に
も
と
づ
く
、

未
来
志
向
的
な
「
脱
原
子
力
大
国
」
へ
の
政
策
転
換
を
提
言
。

［
２
０
１
１
年
９
月
］
431328Ȃ1◆

新赤1323

む
の

た
け
じ

希
望
は
絶
望
の
ど
真
ん
中
に

８
１
４
円

今
日
の
日
本
と
世
界
を
ど
う
見
す
え
、
こ
の
状
況
に
ど
う
立
ち
向
か
っ
て
い
く
か
。
九

六
歳
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
、
戦
争
を
な
く
す
こ
と
が
最
大
の
課
題
だ
と
断
言
、
人
類

の
過
去
と
未
来
の
中
に
現
在
を
位
置
づ
け
、
希
望
の
あ
り
か
を
探
る
。
敗
戦
の
日
に
戦

争
報
道
の
責
任
を
と
っ
て
朝
日
新
聞
社
を
退
社
、
戦
後
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
屹
立
す
る

著
者
が
書
き
下
ろ
し
た
熱
い
「
人
類
宛
の
ラ
ブ
レ
タ
ー
」。

［
２
０
１
１
年
８
月
］
431323Ȃ6

新赤1315

石
橋
克
彦
編

原
発
を
終
わ
ら
せ
る

９
０
２
円

福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ
り
、
原
発
の
安
全
神
話
は
完
全
に
崩
れ
去
っ
た
。
私
た
ち
に

は
原
発
か
ら
脱
却
す
る
以
外
に
道
は
な
い
。
そ
し
て
そ
れ
は
可
能
な
の
だ
。
こ
れ
ま
で

も
原
発
の
危
険
性
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
き
た
一
四
名
が
、
事
故
を
徹
底
的
に
検
証
し
、

原
発
の
問
題
性
を
多
角
的
に
考
察
。
原
発
を
終
わ
ら
せ
る
た
め
の
現
実
的
か
つ
具
体
的

な
道
を
提
案
す
る
。

［
２
０
１
１
年
７
月
］
431315Ȃ1

新赤1309

中
村
靖
彦

日
本
の
食
糧
が
危
な
い

８
３
６
円

日
本
経
済
の
見
通
し
が
不
透
明
な
中
で
、
中
国
を
始
め
と
す
る
新
興
国
の
需
要
増
等
で

穀
物
価
格
が
高
騰
し
、
食
料
不
足
が
目
前
に
迫
っ
て
い
る
。
輸
入
大
国
日
本
は
こ
の
ま

ま
で
い
い
の
か
？

農
政
の
目
玉
政
策
と
い
わ
れ
る
「
戸
別
所
得
補
償
制
度
」
や
自
給

率
向
上
の
た
め
の
飼
料
用
コ
メ
の
開
発
に
つ
い
て
検
証
し
な
が
ら
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
対
処

な
ど
真
の
食
料
安
保
の
た
め
に
必
要
な
政
策
を
提
言
す
る
。

［
２
０
１
１
年
５
月
］
431309Ȃ0
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新赤1270

玄
田
有
史

希
望
の
つ
く
り
方

９
４
６
円

希
望
は
与
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
、
自
分
た
ち
の
手
で
見
つ
け
る
も
の
だ
。
で
も
、

ど
う
や
っ
て
？

著
者
が
出
会
っ
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
声
の
な
か
に
、
国
の
、
地
域
の
、

会
社
の
、
そ
し
て
個
人
の
閉
塞
し
た
現
状
を
の
り
越
え
て
、
希
望
を
つ
く
り
出
す
ヒ
ン

ト
を
さ
が
し
て
い
く
。「
希
望
学
」
の
成
果
を
活
か
し
、
未
来
へ
と
生
き
る
す
べ
て
の
人

た
ち
に
放
つ
、
し
な
や
か
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
。

［
２
０
１
０
年
10
月
］
431270Ȃ3◆

新赤1245

白
波
瀬
佐
和
子

生
き
方
の
不
平
等

ʕ
お
互
い
さ
ま
の
社
会
に
向
け
て
ʕ品

切（
電
子
版
あ
り
）

い
ま
の
日
本
社
会
で
実
際
に
選
択
で
き
る
「
生
き
方
」
に
は
、
収
入
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、

年
齢
に
よ
っ
て
著
し
い
不
平
等
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
子
ど
も
、
若
者
、
勤
労
者
、

高
齢
者
と
い
う
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と
に
、
そ
の
実
態
と
原
因
に
つ
い
て
、
数
々
の
デ

ー
タ
を
も
と
に
考
察
。
生
き
方
の
不
平
等
を
な
く
し
て
い
く
道
を
「
お
互
い
さ
ま
の
社

会
」
の
創
出
に
見
出
し
て
ゆ
く
。

［
２
０
１
０
年
５
月
］
431245Ȃ1◆

新赤1235

風
間
孝
・
河
口
和
也

同
性
愛
と
異
性
愛

９
０
２
円

日
本
は
同
性
愛
者
に
寛
容
と
い
う
の
は
本
当
だ
ろ
う
か
。
な
ぜ
「
見
え
な
い
」
存
在
な

の
か
。
エ
イ
ズ
問
題
や
公
共
施
設
の
利
用
拒
否
事
件
、
あ
る
殺
人
事
件
な
ど
を
題
材
に

し
な
が
ら
、
異
性
愛
社
会
に
染
み
付
い
た
ホ
モ
フ
ォ
ビ
ア
（
同
性
愛
嫌
悪
）
の
諸
相
を

描
き
出
す
。
ま
た
、
同
性
愛
者
が
肯
定
的
に
生
き
て
い
く
た
め
の
取
り
組
み
も
紹
介
。

同
性
愛
者
か
ら
見
た
、
も
う
ひ
と
つ
の
日
本
社
会
論
。

［
２
０
１
０
年
３
月
］
431235Ȃ2

新赤1194

濱
口

桂
一
郎

新
し
い
労
働
社
会

ʕ
雇
用
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築
へ
ʕ

９
６
８
円

正
規
労
働
者
で
あ
る
こ
と
が
要
件
の
、
現
在
の
日
本
型
雇
用
シ
ス
テ
ム
。
職
場
の
現
実

か
ら
乖
離
し
た
、
そ
の
不
合
理
と
綻
び
は
も
は
や
覆
う
べ
く
も
な
い
。
正
規
、
非
正
規

の
別
を
こ
え
、
合
意
形
成
の
礎
を
い
か
に
築
き
直
す
か
。
問
わ
れ
て
い
る
の
は
民
主
主

義
の
本
分
だ
。
独
自
の
労
働
政
策
論
で
注
目
さ
れ
る
著
者
が
、
混
迷
す
る
雇
用
論
議
に

一
石
を
投
じ
る
。

［
２
０
０
９
年
７
月
］
431194Ȃ2◆

新赤1193

上
野
千
鶴
子
・
௰
元
清
美

世

代

間

連

帯
８
８
０
円

「
お
ひ
と
り
さ
ま
の
老
後
」
の
シ
ナ
リ
オ
は
、
ロ
ス
ジ
ェ
ネ
世
代
に
は
通
用
し
な
い
？

団
塊
世
代
は
、
年
金
を
食
い
逃
げ
し
て
、
逃
げ
切
る
の
か
？

と
か
く
対
立
が
ἤ
ら
れ

る
世
代
の
違
い
を
超
え
、
本
当
に
安
心
で
き
る
社
会
を
求
め
て
、
社
会
学
者
と
政
治
家

が
労
働
、
教
育
、
子
育
て
、
住
宅
、
介
護
な
ど
の
課
題
と
解
決
策
を
徹
底
的
に
語
り
尽

く
す
。

［
２
０
０
９
年
７
月
］
431193Ȃ5
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新赤1157

阿

部

彩

子

ど

も

の

貧

困

ʕ
日
本
の
不
公
平
を
考
え
る
ʕ

９
４
６
円

学
力
、
健
康
、
親
と
の
交
流
。
大
人
に
な
っ
て
も
続
く
、
人
生
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に

お
け
る
「
不
利
」。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
の
中
で
第
二
位
と
い
う
日
本
の
貧
困
の
現
実
を
前

に
、
子
ど
も
の
貧
困
の
定
義
、
測
定
方
法
、
そ
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
不
利
」
と
貧
困

の
関
係
を
、
豊
富
な
デ
ー
タ
を
も
と
に
検
証
す
る
。
貧
困
の
世
代
間
連
鎖
を
断
つ
た
め

に
本
当
に
必
要
な
「
子
ど
も
対
策
」
と
は
何
か
。

［
２
０
０
８
年
11
月
］
431157Ȃ7◆

新赤1155

森
田
ゆ
り

子
ど
も
へ
の
性
的
虐
待

７
８
０
円

子
ど
も
を
め
ぐ
る
悲
惨
な
事
件
の
報
道
が
跡
を
絶
た
な
い
。
い
っ
た
い
、
こ
の
種
の
事

件
の
背
景
に
何
が
あ
る
の
か
。
本
書
で
は
、
実
態
を
把
握
し
、
抱
か
れ
が
ち
な
誤
解
を

解
き
、
な
ぜ
適
切
な
介
入
が
困
難
な
の
か
、
解
決
の
た
め
に
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
を

考
察
し
て
い
く
。
制
度
改
革
へ
の
緊
急
提
言
を
も
盛
り
込
み
つ
つ
、
あ
ら
ゆ
る
い
の
ち

に
力
強
い
エ
ー
ル
を
送
る
「
心
の
救
急
箱
」。

［
２
０
０
８
年
10
月
］
431155Ȃ3◆

新赤1124

湯

浅

誠

反

貧

困

ʕ
「
す
べ
り
台
社
会
」
か
ら
の
脱
出
ʕ

９
０
２
円

う
っ
か
り
足
を
す
べ
ら
せ
た
ら
、
す
ぐ
さ
ま
ど
ん
底
の
生
活
に
ま
で
転
げ
落
ち
て
し
ま

う
。
今
の
日
本
は
、「
す
べ
り
台
社
会
」
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
ん
な
社
会

に
は
ノ
ー
を
言
お
う
。
合
言
葉
は
「
反
貧
困
」
だ
。
貧
困
問
題
の
現
場
で
活
動
す
る
著

者
が
、
貧
困
を
自
己
責
任
と
す
る
風
潮
を
批
判
し
、
誰
も
が
人
間
ら
し
く
生
き
る
こ
と

の
で
き
る
「
強
い
社
会
」
へ
向
け
て
、
課
題
と
希
望
を
語
る
。

［
２
０
０
８
年
４
月
］
431124Ȃ9◆

新赤1122

大
澤
真
幸

不
可
能
性
の
時
代

９
４
６
円

「
現
実
か
ら
逃
避
」
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
現
実
へ
と
逃
避
」
す
る
者
た
ち

。

彼
ら
は
い
っ
た
い
何
を
求
め
て
い
る
の
か
。
戦
後
の
「
理
想
の
時
代
」
か
ら
、
七
〇
年

代
以
降
の
「
虚
構
の
時
代
」
を
経
て
、
九
五
年
を
境
に
迎
え
た
特
異
な
時
代
を
、
戦
後

精
神
史
の
中
に
位
置
づ
け
、
現
代
社
会
に
お
け
る
普
遍
的
な
連
帯
の
可
能
性
を
理
論
的

に
探
る
。
大
澤
社
会
学
・
最
新
の
地
平
。

［
２
０
０
８
年
４
月
］
431122Ȃ5◆

新赤1115

大
江
正
章

地

域

の

力

ʕ
食
・
農
・
ま
ち
づ
く
り
ʕ

８
５
８
円

格
差
と
疲
弊
が
広
が
る
な
か
で
、
市
民
と
自
治
体
行
政
が
と
も
に
知
恵
を
出
し
合
い
、

魅
力
を
発
信
し
て
い
る
地
域
が
あ
る
。
好
循
環
は
い
か
に
し
て
創
り
出
さ
れ
た
の
か
。

地
域
㗦
源
の
活
用
、
有
機
農
業
、
林
業
、
商
店
街
の
活
性
化
、
学
校
給
食
・
食
育
、
都

市
農
業
、
公
共
交
通
…
…
暮
ら
し
と
仕
事
を
見
直
し
、
本
当
の
豊
か
さ
を
め
ざ
す
人
び

と
の
声
に
、
未
来
を
切
り
拓
く
ヒ
ン
ト
を
探
る
。

［
２
０
０
８
年
２
月
］
431115Ȃ7

社会 ―64
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新赤1070

山
田
昌
弘

少

子

社

会

日

本

ʕ
も
う
ひ
と
つ
の
格
差
の
ゆ
く
え
ʕ

９
０
２
円

少
子
化
の
ス
ピ
ー
ド
が
加
速
し
て
い
る
。
こ
の
三
〇
年
で
出
生
数
は
半
減
、
未
婚
率
は

急
上
昇
し
、日
本
は
人
口
減
少
時
代
に
突
入
し
た
。
な
ぜ
こ
こ
ま
で
深
刻
化
し
た
の
か
。

そ
の
決
定
的
な
理
由
を
探
る
た
め
に
、
若
者
の
不
安
定
な
職
業
状
況
、
様
々
な
格
差
の

拡
大
、
パ
ラ
サ
イ
ト
・
シ
ン
グ
ル
現
象
の
進
行
、
恋
愛
・
結
婚
観
の
変
容
な
ど
を
分
析
。

と
る
べ
き
少
子
化
対
策
は
何
か
を
考
え
る
。

［
２
０
０
７
年
４
月
］
431070Ȃ9

新赤1068

香
山
リ
カ

「
悩

み
」
の

正

体
７
７
０
円

「
嫌
わ
れ
る
の
が
こ
わ
い
」「
働
い
て
も
生
活
で
き
な
い
」「
ま
じ
め
に
生
き
て
き
た
の
に
」

…
…
。
競
争
が
ἤ
ら
れ
、
効
率
性
が
求
め
ら
れ
る
一
方
で
、「
場
の
空
気
」
を
読
む
こ
と

も
要
求
さ
れ
る
。
心
の
余
裕
が
ど
こ
か
失
わ
れ
た
現
代
社
会
の
中
で
、
人
々
の
抱
え
る

「
悩
み
」
の
中
身
も
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
現
代
人
の
「
悩
み
」
の
背
景
を
丁
寧
に
解
き

ほ
ぐ
し
、
ど
う
向
き
合
う
か
を
考
察
す
る
。

［
２
０
０
７
年
３
月
］
431068Ȃ6

新赤1064

上
川
あ
や

変
え
て
ゆ
く
勇
気

ʕ
「
性
同
一
性
障
害
」
の
私
か
ら
ʕ品

切（
電
子
版
あ
り
）

幼
い
頃
か
ら
自
分
の
身
体
に
違
和
感
を
も
っ
て
い
た
著
者
は
、
二
七
歳
の
と
き
「
男
性
」

と
し
て
生
き
る
こ
と
を
や
め
、
や
が
て
「
女
性
」
と
し
て
暮
ら
す
よ
う
に
な
っ
た
。
今
、

さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
抱
え
る
人
々
の
声
を
聴
き
、
見
過
ご
さ
れ
が
ち
な
問
題
を
可
視
化

す
る
た
め
に
発
言
を
続
け
る
。
誰
も
が
自
分
ら
し
く
の
び
や
か
に
暮
ら
せ
る
「
寛
容
な

社
会
」
を
創
る
た
め
の
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
。

［
２
０
０
７
年
２
月
］
431064Ȃ8◆

新赤1009

見
田
宗
介

社

会

学

入

門

ʕ
人
間
と
社
会
の
未
来
ʕ

ʪ
カ
ラ
ー
２
頁
ʫ
９
４
６
円

「
人
間
の
つ
く
る
社
会
は
、
千
年
と
い
う
単
位
の
、
巨
き
な
曲
り
角
に
さ
し
か
か
っ
て
い

る
」

転
換
の
時
代
に
あ
っ
て
、
世
界
の
果
て
、
歴
史
の
果
て
か
ら
「
現
代
社
会
」

の
絶
望
の
深
さ
と
希
望
の
巨
大
さ
と
を
共
に
見
晴
る
か
す
視
界
は
、
透
徹
し
た
理
論
に

よ
っ
て
一
気
に
き
り
ひ
ら
か
れ
る
。
初
め
て
関
心
を
も
つ
若
い
人
に
む
け
て
、
社
会
学

の
〈
魂
〉
と
理
論
の
骨
格
を
語
る
、
基
本
テ
キ
ス
ト
。

［
２
０
０
６
年
４
月
］
431009Ȃ9◆

新赤995

藤
原
正
範

少
年
事
件
に
取
り
組
む

ʕ
家
裁
調
査
官
の
現
場
か
ら
ʕ

８
８
０
円

衝
撃
的
な
少
年
事
件
が
報
道
さ
れ
る
中
、
二
〇
〇
〇
年
に
少
年
法
が
改
正
さ
れ
た
。
厳

罰
化
や
被
害
者
へ
の
対
応
な
ど
改
正
の
要
点
は
、
そ
の
後
、
現
実
に
何
を
ど
う
変
え
た

の
だ
ろ
う
か
。
家
裁
調
査
官
と
し
て
直
接
少
年
た
ち
と
向
き
合
っ
て
き
た
著
者
が
、
豊

富
な
経
験
に
基
づ
い
て
調
査
や
審
判
の
実
際
、
悩
み
を
も
率
直
に
語
り
、
読
者
と
共
に

「
少
年
司
法
」
の
あ
り
方
を
考
え
る
。

［
２
０
０
６
年
２
月
］
430995Ȃ6
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新赤982

森

達

也

悪
役
レ
ス
ラ
ー
は
笑
う

ʕ
「
卑
劣
な
ジ
ャ
ッ
プ
」
グ
レ
ー
ト
東
郷
ʕ

品
切（
電
子
版
あ
り
）

高
下
駄
に
法
被
、
頭
に
は
「
神
風
」
の
鉢
巻
を
締
め
、
ゴ
ン
グ
が
鳴
る
や
、
敵
の
目
に

塩
を
ま
く
奇
襲
攻
撃
。
第
二
㗨
大
戦
直
後
の
ア
メ
リ
カ
・
プ
ロ
レ
ス
界
で
「
卑
劣
な
ジ

ャ
ッ
プ
」
を
演
じ
て
、
巨
万
の
富
を
稼
い
だ
伝
説
の
悪
役
レ
ス
ラ
ー
が
い
た
。
さ
ま
ざ

ま
な
㗦
料
や
証
言
か
ら
浮
か
び
上
が
る
男
の
素
顔
は
、
現
代
に
何
を
問
い
か
け
る
の
か

。
気
鋭
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
作
家
が
迫
る
。

［
２
０
０
５
年
11
月
］
430982Ȃ6◆

新赤969

香
山
リ
カ

い
ま
ど
き
の
「
常
識
」

７
９
２
円

「
反
戦
・
平
和
は
野
暮
」「
お
金
は
万
能
」「
世
の
中
す
べ
て
自
己
責
任
」
…
…
。
身
も
蓋

も
な
い
「
現
実
主
義
」
が
横
行
し
、
理
想
を
語
る
こ
と
は
忌
避
さ
れ
る
。
心
の
余
裕
が

失
わ
れ
、
ど
こ
か
息
苦
し
い
現
代
の
な
か
で
、
世
間
の
「
常
識
」
が
大
き
く
変
わ
り
つ

つ
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
事
象
や
言
説
か
ら
、
い
ま
ど
き
の
「
常
識
」
を
浮
き
彫
り
に
し
、

日
本
社
会
に
何
が
起
き
て
い
る
の
か
を
鋭
く
考
察
す
る
。

［
２
０
０
５
年
９
月
］
430969Ȃ7◆

新赤963

森
岡
孝
二

働
き
す
ぎ
の
時
代

品
切（
電
子
版
あ
り
）

い
た
る
と
こ
ろ
か
ら
働
き
す
ぎ
の
悲
鳴
が
上
が
っ
て
い
る
。
労
働
時
間
が
一
日
一
〇
時

間
を
超
え
る
ほ
ど
に
長
け
れ
ば
、
疲
労
と
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
り
、
最
悪
の
場
合
は
死
に

至
る
。
本
書
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
、
情
報
技
術
、
消
費
社
会
、
規
制
緩
和

な
ど
に
着
目
し
て
今
日
の
過
重
労
働
の
原
因
に
迫
る
。
ま
っ
と
う
な
働
き
方
が
で
き
る

社
会
を
作
っ
て
い
く
た
め
に
、
い
ま
何
が
必
要
な
の
か
。

［
２
０
０
５
年
８
月
］
430963Ȃ5◆

新赤936

佐
藤
俊
樹

桜
が
創
っ
た
「
日
本
」

ʕ
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

起
源
へ
の
旅
ʕ

ʪ
カ
ラ
ー
２
頁
ʫ
９
４
６
円

一
面
を
同
じ
色
で
彩
っ
て
は
、
一
斉
に
散
っ
て
い
く
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
。
近
代
の
幕
開
け

と
と
も
に
日
本
の
春
を
塗
り
替
え
て
い
っ
た
こ
の
人
工
的
な
桜
は
、
ど
ん
な
語
り
を
生

み
出
し
、
い
か
な
る
歴
史
を
人
々
に
読
み
込
ま
せ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
現
実
の
桜
と

語
ら
れ
た
桜
の
間
の
往
還
関
係
を
追
い
な
が
ら
、そ
こ
か
ら
う
か
び
上
が
っ
て
く
る「
日

本
」
の
㗡
、「
自
然
」
の
形
に
迫
る
。

［
２
０
０
５
年
２
月
］
430936Ȃ9◆

新赤931

上
田
紀
行

生

き

る

意

味
８
１
４
円

経
済
的
不
況
よ
り
も
は
る
か
に
深
刻
な
「
生
き
る
意
味
の
不
況
」
の
中
で
、「
本
当
に
欲

し
い
も
の
」
が
わ
か
ら
な
い
「
空
し
さ
」
に
苦
し
む
私
た
ち
。
時
に
は
命
を
も
奪
う
ほ

ど
の
こ
の
苦
し
み
は
ど
こ
か
ら
来
る
の
か
？

苦
悩
を
む
し
ろ
バ
ネ
と
し
て
未
来
へ
向

か
う
た
め
に
、
い
ま
出
来
る
こ
と
は
何
か
？

生
き
る
こ
と
へ
の
素
直
な
欲
求
を
肯
定

し
合
え
る
社
会
づ
く
り
へ
、
熱
い
提
言
の
書
！

［
２
０
０
５
年
１
月
］
430931Ȃ4◆
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新赤900

斎

藤

槙

社

会

起

業

家

ʕ
社
会
責
任
ビ
ジ
ネ
ス
の
新
し
い
潮
流
ʕ

品
切（
電
子
版
あ
り
）

単
に
収
入
を
得
る
手
段
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
自
己
実
現
の
た
め
に
、
そ
し
て
環
境
・

人
権
な
ど
の
課
題
に
使
命
感
を
も
つ

こ
の
よ
う
な
価
値
観
を
も
っ
て
働
く
社
会
起

業
家
が
い
ま
注
目
さ
れ
て
い
る
。
社
会
責
任
投
㗦
の
高
ま
り
、
企
業
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
い
っ
た
新
し
い
動
向
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
・
日
本
の

社
会
起
業
家
の
生
き
方
を
紹
介
し
、
そ
の
意
義
を
考
え
る
。

［
２
０
０
４
年
７
月
］
430900Ȃ0◆

新赤875

金
子
勝
・
児
玉
㜇
彦

逆

シ

ス

テ

ム

学

ʕ
市
場
と
生
命
の
し
く
み
を
解
き
明
か
す
ʕ

品
切（
電
子
版
あ
り
）

市
場
や
生
命
と
い
う
複
雑
な
し
く
み
を
解
明
す
る
新
た
な
方
法
を
、
著
者
た
ち
は
「
逆

シ
ス
テ
ム
学
」
と
呼
ぶ
。
そ
れ
は
、
新
古
典
派
経
済
学
や
遺
伝
子
決
定
論
な
ど
の
主
流

の
学
問
研
究
を
批
判
し
、
市
場
や
生
命
の
本
質
を
多
重
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
し
く
み
に

見
出
す
と
い
う
も
の
だ
。
経
済
学
と
生
命
科
学
の
対
話
か
ら
浮
か
び
上
が
る
、
ま
っ
た

く
新
し
い
科
学
の
方
法
論
。

［
２
０
０
４
年
１
月
］
430875Ȃ1◆

新赤860

中
西
正
司
・
上
野
千
鶴
子

当

事

者

主

権
８
５
８
円

障
害
者
、
女
性
、
高
齢
者
、
子
ど
も
、
不
登
校
者
、
患
者
…
…
。
問
題
を
か
か
え
て
い

る
と
み
な
さ
れ
て
い
る
当
事
者
た
ち
が
、「
自
分
の
こ
と
は
自
分
が
決
め
る
」
と
声
を
あ

げ
た
。
障
害
者
の
自
立
生
活
セ
ン
タ
ー
の
不
可
能
を
可
能
と
し
た
具
体
的
な
事
例
と
と

も
に
、
時
代
の
新
し
い
う
ね
り
を
活
写
す
る
。
自
立
の
意
味
を
転
換
し
、
専
門
性
を
問

い
直
し
、
社
会
を
組
み
か
え
る
、
緊
急
か
つ
大
胆
な
提
言
の
書
。
［
２
０
０
３
年
10
月
］
430860Ȃ7◆

新赤836

暉
峻
淑
子

豊

か

さ

の

条

件
９
２
４
円

効
率
と
競
争
の
追
求
に
よ
っ
て
泥
沼
の
不
況
か
ら
抜
け
出
そ
う
と
す
る
日
本
社
会
。
だ

が
、
リ
ス
ト
ラ
、
失
業
、
長
時
間
労
働
、
年
金
破
綻
な
ど
、
暮
ら
し
の
不
安
は
募
る
ば

か
り
だ
。
子
ど
も
の
世
界
も
閉
塞
を
き
わ
め
て
い
る
。
著
者
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
の
経
験
を

ふ
ま
え
て
、
真
に
豊
か
な
社
会
を
も
た
ら
す
互
助
の
関
係
性
を
い
か
に
し
て
作
る
か
を

考
え
る
。
前
著
『
豊
か
さ
と
は
何
か
』
の
続
Ἣ
。

［
２
０
０
３
年
５
月
］
430836Ȃ2◆

新赤835

大
隅
清
治

ク
ジ
ラ
と
日
本
人

８
５
８
円

昔
か
ら
ク
ジ
ラ
と
日
本
人
は
深
い
関
係
に
あ
っ
た
。
縄
文
時
代
の
三
内
丸
山
遺
跡
か
ら

は
骨
が
出
土
し
て
い
て
、
漂
着
し
た
り
座
礁
し
た
ク
ジ
ラ
を
捕
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
日
本
近
海
で
は
現
在
で
も
全
83
種
の
う
ち
37
種
が
見
ら
れ
る
と
い
う
。
ク
ジ
ラ
の

生
態
、
世
界
の
捕
鯨
の
歴
史
、
商
業
捕
鯨
の
是
非
を
め
ぐ
る
㗦
源
論
争
な
ど
に
も
言
及

し
な
が
ら
描
く
ク
ジ
ラ
と
日
本
人
の
歴
史
。

［
２
０
０
３
年
４
月
］
430835Ȃ5
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新赤781

香
山
リ
カ

若

者

の

法

則
７
９
２
円

「
何
で
電
車
の
中
で
お
化
粧
し
た
り
、
も
の
を
食
べ
た
り
す
る
ん
だ
？
」「
あ
い
さ
つ
は

⼦ど
う
も
⼧
し
か
知
ら
な
い
の
か
」「
怖
く
て
声
が
か
け
ら
れ
な
い
」
…
…
今
ど
き
の
若

者
の
、
一
見
理
解
不
能
・
非
常
識
と
も
思
え
る
行
動
の
奥
に
は
、
彼
ら
な
り
の
論
理
に

も
と
づ
く
真
剣
な
思
い
や
悩
み
が
隠
さ
れ
て
い
る
。
精
神
科
医
・
香
山
リ
カ
が
そ
の「
法

則
」
を
読
み
と
き
、
つ
き
合
い
方
を
指
南
す
る
。

［
２
０
０
２
年
４
月
］
430781Ȃ5◆

新赤703

高
木

仁
三
郎

原
発
事
故
は
な
ぜ
く
り
か
え
す
の
か

８
１
４
円

日
本
中
を
震
撼
さ
せ
た
Ｊ
Ｃ
Ｏ
臨
界
事
故
を
は
じ
め
、
数
々
の
原
子
力
施
設
の
事
故
か

ら
明
ら
か
に
な
っ
た
国
の
政
策
や
原
子
力
産
業
の
問
題
、
技
術
者
の
㗡
勢
を
問
い
、
こ

れ
か
ら
の
科
学
技
術
と
人
間
の
あ
り
方
を
考
え
る
。
生
涯
を
か
け
て
原
発
問
題
に
取
り

組
み
、
ガ
ン
で
逝
っ
た
市
民
科
学
者
・
高
木
仁
三
郎
が
闘
病
中
に
残
し
た
最
後
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
。

［
２
０
０
０
年
12
月
］
430703Ȃ7◆

新赤695

伊

東

孝

日
本
の
近
代
化
遺
産

ʕ
新
し
い
文
化
財
と
地
域
の
活
性
化
ʕ

９
０
２
円

今
な
お
稼
働
し
て
い
る
長
野
・
木
曾
川
流
域
の
読
書
（
よ
み
か
き
）
発
電
所
、
横
浜
の

ド
ッ
ク
ヤ
ー
ド
ガ
ー
デ
ン
な
ど
新
し
い
文
化
財
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
日
本
の
さ
ま

ざ
ま
な
近
代
化
遺
産
の
見
方
・
楽
し
み
方
を
紹
介
す
る
。
近
代
化
遺
産
が
そ
の
地
域
の

人
々
の
営
み
を
示
す
歴
史
的
遺
産
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り

の
㗦
産
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
を
す
す
め
る
。
写
真
多
数
。

［
２
０
０
０
年
10
月
］
430695Ȃ5

新赤658

栗
原

彬
編

証

言

水

俣

病
８
８
０
円

親
し
き
者
た
ち
の
壮
絶
な
死
、
突
き
刺
さ
る
よ
う
な
差
別
と
偏
見
、
チ
ッ
ソ
・
行
政
と

の
長
き
闘
い
、そ
し
て
和
解
案
受
諾
の
選
択
…
…
。
心
身
を
ḝ
む
病
苦
を
抱
え
な
が
ら
、

水
俣
病
患
者
た
ち
は
、
ど
の
よ
う
に
生
き
、
何
を
訴
え
て
き
た
の
か
。
事
件
の
風
化
が

危
惧
さ
れ
て
い
る
今
、
一
〇
名
の
患
者
が
み
ず
か
ら
の
体
験
や
思
い
を
語
り
、
時
代
の

感
受
性
を
問
う
証
言
集
。

［
２
０
０
０
年
２
月
］
430658Ȃ0

新赤650

田
中
伸
尚

日
の
丸
・
君
が
代
の
戦
後
史

品
切（
電
子
版
あ
り
）

掲
揚
と
斉
唱
の
定
着
化
を
め
ざ
す
政
府
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
軋
轢
が
生
み
出
さ
れ

な
が
ら
、
人
び
と
の
心
に
刺
さ
り
続
け
て
き
た
日
の
丸
・
君
が
代
。
そ
れ
に
抗
う
人
た

ち
が
訴
え
る
も
の
は
何
か
。
占
領
期
か
ら
国
旗
国
歌
法
成
立
後
に
い
た
る
ま
で
、
数
々

の
事
件
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
た
ど
り
、
戦
後
社
会
が
思
想
・
良
心
の
自
由
と
歴
史
認
識
の

問
題
に
ど
う
向
き
合
っ
て
き
た
の
か
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
。

［
２
０
０
０
年
１
月
］
430650Ȃ4◆
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新赤616

小
林
一
輔

コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
危
な
い

８
３
６
円

鉄
筋
腐
食
が
す
す
む
高
架
橋
、
骨
材
が
溶
け
て
い
く
橋
脚
、
基
礎
が
崩
れ
て
い
く
マ
ン

シ
ョ
ン
。
本
来
二
〇
〇
年
の
耐
久
性
を
も
つ
は
ず
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
が
、
い
ま

あ
ち
こ
ち
で
悲
鳴
を
上
げ
て
い
る
。
高
度
成
長
期
の
骨
材
㗦
源
の
枯
渇
と
欠
陥
セ
メ
ン

ト
の
大
量
供
給
、
さ
ら
に
手
抜
き
工
事
が
招
い
た
負
の
遺
産
で
あ
る
。
私
た
ち
は
ど
う

す
れ
ば
こ
の
危
機
を
乗
り
切
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

［
１
９
９
９
年
５
月
］
430616Ȃ0

新赤572

光
野
有
㗨

バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
つ
く
る

８
５
８
円

駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
入
り
口
の
ス
ロ
ー
プ
、
食
べ
物
を
す
く
い
や
す
い
皿
、
段
差
の

な
い
ト
イ
レ

街
や
室
内
で
バ
リ
ア
フ
リ
ー
・
デ
ザ
イ
ン
に
出
会
う
こ
と
が
多
く
な

っ
た
。
障
害
を
も
つ
人
や
老
人
に
は
も
ち
ろ
ん
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
物
と
考
え
方
は
、

私
た
ち
み
ん
な
に
重
要
な
も
の
だ
。
日
常
道
具
か
ら
街
づ
く
り
ま
で
を
実
践
し
て
き
た

著
者
が
、
そ
の
現
状
と
展
望
を
熱
く
語
る
。

［
１
９
９
８
年
８
月
］
430572Ȃ9

新赤565

鎌

田

᷵

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
Ṋ

場
９
０
２
円

Ṋ
場
（
と
じ
ょ
う
）

。
そ
こ
は
鍛
え
上
げ
ら
れ
た
職
人
芸
が
、
商
品
と
し
て
の
食

肉
の
味
と
価
値
を
左
右
す
る
世
界
だ
。
日
本
人
の
肉
食
の
歴
史
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た

労
働
現
場
の
実
像
と
、
い
わ
れ
な
き
職
業
差
別
と
身
分
差
別
に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
、
合

理
化
の
波
に
抗
し
て
伝
統
の
技
と
熟
練
を
守
り
つ
づ
け
る
誇
り
高
き
労
働
者
た
ち
の
気

概
を
、
反
骨
の
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
が
描
く
。

［
１
９
９
８
年
６
月
］
430565Ȃ1

新赤465

見
田
宗
介

現
代
社
会
の
理
論

ʕ
情
報
化
・
消
費
化
社
会
の
現
在
と
未
来
ʕ

８
８
０
円

「
ゆ
た
か
な
社
会
」
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
と
魅
力
の
根
拠
と
は
何
か
。
同
時
に
、
こ
の
社
会

の
現
在
あ
る
形
が
生
み
出
す
、
環
境
と
㗦
源
の
限
界
、「
世
界
の
半
分
」
の
貧
困
と
い
っ

た
課
題
を
ど
う
克
服
す
る
か
。
現
代
社
会
の
「
光
」
と
「
闇
」
を
、
一
貫
し
た
理
論
の

展
開
で
把
握
し
な
が
ら
、
情
報
と
消
費
の
概
念
の
透
徹
を
通
し
て
、〈
自
由
な
社
会
〉
の

可
能
性
を
開
く
。
社
会
学
最
新
の
基
本
書
。

［
１
９
９
６
年
10
月
］
430465Ȃ4◆

新赤440

七

沢

潔

原
発
事
故
を
問
う

ʕ
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
か
ら
、
も
ん
じ
ゅ
へ
ʕ

８
８
０
円

史
上
最
悪
の
大
事
故
か
ら
一
〇
年
。
事
故
の
影
響
も
原
因
究
明
も

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
は
終
わ
っ
て
い
な
い
。
原
発
作
業
員
か
ら
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
ま
で
一
〇
〇
人
以
上
の
証

言
と
内
部
㗦
料
を
も
と
に
、
隠
さ
れ
た
真
実
を
発
掘
。
さ
ら
に
、
ソ
連
一
国
を
越
え
る

巨
大
な
「
隠
す
側
」
の
構
図
を
追
及
。
ソ
連
の
原
発
政
策
と
情
報
操
作
の
結
末
は
、
ま

さ
し
く
「
も
ん
じ
ゅ
」
の
国
へ
の
伝
言
で
あ
る
。

［
１
９
９
６
年
４
月
］
430440Ȃ1◆
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新赤215

大
野
輝
之
、
レ
イ
コ
・
ハ
ベ
・
エ
バ
ン
ス

都
市
開
発
を
考
え
る

ʕ
ア
メ
リ
カ
と
日
本
ʕ

７
７
０
円

林
立
す
る
高
層
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
、遠
の
く
マ
イ
ホ
ー
ム
、破
壊
さ
れ
る
景
観
・
自
然
…
…
。

日
本
の
都
市
開
発
は
、
な
ぜ
生
活
の
質
の
向
上
に
結
び
つ
か
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
な
ど
ア
メ
リ
カ
各
地
の
具
体
例
を
通
し
て
、
徹
底
し
た
市
民
参
加
の
手

法
、「
成
長
管
理
」
と
い
う
新
し
い
発
想
を
紹
介
し
、
人
間
の
暮
ら
す
場
を
め
ざ
し
た
都

市
づ
く
り
へ
の
指
針
を
明
ら
か
に
す
る
。

［
１
９
９
２
年
２
月
］
430215Ȃ5

新赤132

能
登
路

雅
子

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
と
い
う
聖
地

９
６
８
円

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
「
魔
法
の
王
国
」
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
と
は
、
い
っ
た
い
何
な
の

か
。
現
地
で
働
く
こ
と
を
通
し
て
そ
の
表
と
裏
を
知
り
尽
く
し
た
著
者
が
、
絶
大
な
人

気
の
秘
密
を
考
察
し
、
そ
こ
に
満
ち
る
ア
メ
リ
カ
の
過
去
と
未
来
、
幻
想
性
と
超
リ
ア

リ
ズ
ム
を
鋭
く
解
剖
す
る
。
フ
ロ
リ
ダ
の
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ワ
ー
ル
ド
や
日
本
の
東
京
デ
ィ

ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
に
も
説
き
及
ぶ
、
新
鮮
な
ア
メ
リ
カ
文
化
論
。

［
１
９
９
０
年
７
月
］
430132Ȃ5

新赤102

田
中
三
彦

原
発
は
な
ぜ
危
険
か

ʕ
元
設
計
技
師
の
証
言
ʕ

７
７
０
円

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
事
故
が
世
界
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本

の
原
発
政
策
に
は
何
の
変
化
も
見
ら
れ
な
い
。
日
本
の
原
発
は
は
た
し
て
安
全
な
の
だ

ろ
う
か
。
原
発
の
心
臓
部
で
あ
る
圧
力
容
器
の
設
計
に
携
わ
っ
た
著
者
が
、
自
ら
体
験

し
た
製
造
中
の
重
大
事
故
を
紹
介
し
、
現
在
運
転
中
の
原
発
の
問
題
点
を
え
ぐ
り
出
す

と
と
も
に
、
脱
原
発
の
た
め
の
条
件
を
探
る
。

［
１
９
９
０
年
１
月
］
430102Ȃ8◆

新赤85

暉
峻
淑
子

豊
か
さ
と
は
何
か

９
６
８
円

モ
ノ
と
カ
ネ
が
あ
ふ
れ
る
世
界
一
の
金
持
ち
国
・
日
本
。
だ
が
一
方
で
は
、
環
境
破
壊
、

過
労
死
、
受
験
競
争
、
老
後
の
不
安
な
ど
深
刻
な
現
象
に
こ
と
欠
か
ず
、
国
民
に
は
ゆ

と
り
も
豊
か
さ
の
実
感
も
な
い
。
日
本
は
豊
か
さ
へ
の
道
を
踏
み
ま
ち
が
え
た
、
と
考

え
る
著
者
が
、
西
ド
イ
ツ
で
の
在
住
体
験
と
対
比
さ
せ
な
が
ら
、
日
本
人
の
生
活
の
あ

り
方
を
点
検
し
、
真
に
豊
か
な
社
会
へ
の
道
を
さ
ぐ
る
。

［
１
９
８
９
年
９
月
］
430085Ȃ4◆

黄 311

金

賛

汀

異
邦
人
は
君
ヶ
代
丸
に
乗
っ
て

ʕ
朝
鮮
人
街
猪
飼
野
の
形
成
史
ʕ

８
３
６
円

大
阪
市
生
野
区
桃
谷
ʕ
か
つ
て
猪
飼
野
（
い
か
い
の
）
と
呼
ば
れ
た
街
に
は
、
大
正
時

代
か
ら
多
数
の
朝
鮮
人
が
住
ん
で
い
る
。
そ
の
大
半
は
済
州
島
の
出
身
で
、
老
人
た
ち

は
大
正
末
期
に
定
期
船
「
君
ヶ
代
丸
」
に
乗
っ
て
大
阪
に
や
っ
て
き
た
。
著
者
は
長
期

に
わ
た
り
老
人
た
ち
か
ら
話
を
聞
き
、
新
㗦
料
を
発
掘
し
て
、
差
別
と
闘
い
な
が
ら
猪

飼
野
の
街
に
定
着
し
て
き
た
朝
鮮
人
の
歩
み
を
明
ら
か
に
す
る
。
［
１
９
８
５
年
８
月
］
420311Ȃ7
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黄 288

内
田
義
彦

読
書
と
社
会
科
学

９
２
４
円

電
子
顕
微
鏡
を
通
し
て
肉
眼
で
は
見
え
な
い
世
界
を
見
る
よ
う
に
、
社
会
科
学
で
は
、

概
念
と
い
う
装
置
を
つ
か
っ
て
現
象
の
奥
に
あ
る
本
質
を
見
き
わ
め
よ
う
と
す
る
。
自

前
の
概
念
装
置
を
い
か
に
し
て
作
る
か
。
そ
れ
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
何
が
見
え
て
く

る
か
。
古
典
を
読
む
こ
と
と
社
会
科
学
を
学
ぶ
こ
と
と
を
重
ね
合
わ
せ
て
、
本
は
ど
う

読
む
べ
き
か
の
実
習
を
読
者
と
と
も
に
試
み
る
実
践
的
読
書
論
。
［
１
９
８
５
年
１
月
］
420288Ȃ2

黄 204

山
口
昌
男

文
化
人
類
学
へ
の
招
待

品
切（
電
子
版
あ
り
）

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
知
的
風
土
に
始
ま
り
、
交
換
と
い
う
経
済
行
為
の
背
後
に
見
え
が
く
れ

す
る
宇
宙
論
的
構
図
、
女
性
が
開
示
す
る
文
化
の
ル
ー
ツ
、
政
治
の
演
劇
的
解
釈
な
ど
、

現
実
の
多
義
性
を
読
み
と
き
文
化
の
全
体
像
を
回
復
し
よ
う
と
す
る
試
み
。
文
化
人
類

学
が
内
包
す
る
知
の
挑
発
的
部
分
の
あ
り
か
を
示
し
、
学
問
の
形
式
を
使
っ
て
知
の
深

層
に
ふ
み
こ
も
う
と
す
る
人
の
た
め
の
入
門
書
。

［
１
９
８
２
年
９
月
］
420204Ȃ2◆

黄 198

荒

木

進

ビ
ル
マ
敗
戦
行
記

ʕ
一
兵
士
の
回
想
ʕ

８
３
６
円

昭
和
十
九
年
、
著
者
が
三
度
目
の
応
召
で
ビ
ル
マ
に
到
着
し
た
こ
ろ
は
、
す
で
に
イ
ン

パ
ー
ル
作
戦
は
完
全
な
失
敗
に
終
り
、
日
本
軍
は
全
戦
線
に
わ
た
っ
て
悲
惨
な
撤
収
を

は
じ
め
て
い
た
。
前
線
か
ら
の
敗
走
に
つ
ぐ
敗
走
。
そ
し
て
終
戦
。
あ
と
に
つ
づ
く
捕

虜
生
活
。
ビ
ル
マ
の
山
野
を
Ṝ
い
ず
り
ま
わ
っ
た
体
験
と
、
そ
の
中
で
生
ま
れ
る
兵
士

同
士
や
異
国
人
と
の
交
情
を
描
い
た
一
兵
士
の
生
活
記
録
。

［
１
９
８
２
年
７
月
］
420198Ȃ4

黄 173

高
木

仁
三
郎

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
恐
怖

８
３
６
円

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
は
、
原
子
番
号
九
四
番
の
元
素
で
、
自
然
界
に
は
存
在
せ
ず
、
人
工
的

に
の
み
合
成
さ
れ
る
。
そ
の
一
族
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
二
三
九
は
半
減
期
二
万
四
一
〇
〇
年

の
猛
毒
の
放
射
性
物
質
で
、
原
子
力
発
電
の
副
産
物
と
し
て
で
き
る
。「
人
類
の
夢
を

か
な
え
る
元
素
」
と
も
「
悪
魔
の
元
素
」
と
も
よ
ば
れ
る
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
に
ま
つ
わ
る

話
を
、
巨
大
科
学
技
術
の
問
題
と
か
か
わ
ら
せ
な
が
ら
語
る
。

［
１
９
８
１
年
11
月
］
420173Ȃ1◆

黄 158

和
久
田

康
雄

日

本

の

私

鉄
９
９
０
円

今
日
、
私
鉄
を
利
用
し
て
い
る
人
び
と
は
国
鉄
を
上
ま
わ
り
、
一
日
三
千
万
人
に
達
し

て
い
る
。
ま
た
、
住
宅
地
開
発
、
デ
パ
ー
ト
部
門
へ
の
進
出
な
ど
、
私
鉄
は
国
民
生
活

と
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
。
私
鉄
百
年
の
歩
み
を
豊
富
な
㗦
料
で
詳
細
に
た
ど
り
な
が

ら
、
輸
送
力
増
強
、
宅
地
・
観
光
開
発
、
ロ
ー
カ
ル
私
鉄
の
苦
境
、
運
賃
と
経
営
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
と
り
あ
げ
て
幅
広
い
関
心
に
応
え
る
。

［
１
９
８
１
年
６
月
］
420158Ȃ8
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黄 11

大
塚
久
雄

社
会
科
学
に
お
け
る
人
間

９
０
２
円

社
会
科
学
が
成
り
立
ち
う
る
の
は
、
人
間
類
型
を
前
提
に
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。
本
書

は
、
デ
フ
ォ
ウ
に
お
い
て
イ
ギ
リ
ス
の
合
理
的
経
済
人
の
原
型
を
、
マ
ル
ク
ス
に
お
い

て
疎
外
さ
れ
た
階
級
的
諸
個
人
を
、
ヴ
ェ
ー
バ
ー
に
お
い
て
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム

の
エ
ー
ト
ス
を
、
そ
の
時
代
の
典
型
と
し
て
探
り
出
す
こ
と
に
よ
り
、
社
会
科
学
に
お

け
る
人
間
の
今
日
的
問
題
に
新
た
な
光
を
あ
て
る
。

［
１
９
７
７
年
６
月
］
420011Ȃ6

青 FȂ28

大
江

健
三
郎

沖

縄

ノ

ー

ト
９
４
６
円

米
軍
の
核
兵
器
を
ふ
く
む
前
進
基
地
と
し
て
、
朝
鮮
戦
争
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
い
た

る
持
続
し
た
戦
争
の
現
場
に
、
日
本
お
よ
び
日
本
人
か
ら
放
置
さ
れ
つ
づ
け
て
き
た
沖

縄
。
そ
こ
で
人
び
と
が
進
め
て
き
た
苦
渋
に
み
ち
た
た
た
か
い
。
沖
縄
を
く
り
返
し
訪

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
著
者
は
、
本
土
と
は
何
か
、
日
本
人
と
は
何
か
を
見
つ
め
、
わ

れ
わ
れ
に
と
っ
て
の
戦
後
民
主
主
義
を
根
本
的
に
問
い
な
お
す
。
［
１
９
７
０
年
９
月
］
415028Ȃ2

青 EȂ44

関

敬

吾

民

話
９
４
６
円

幼
い
日
、
炉
端
で
、
あ
る
い
は
母
親
の
膝
に
だ
か
れ
な
が
ら
、
毎
晩
の
よ
う
に
く
り
か

え
し
て
き
い
た
昔
話
に
強
い
印
象
と
深
い
影
響
を
う
け
た
人
は
多
い
だ
ろ
う
。
民
話
の

な
か
に
は
民
族
の
叡
智
が
深
く
刻
み
こ
ま
れ
て
い
る
。
い
っ
た
い
民
話
は
何
を
語
ろ
う

と
し
て
い
る
の
か
。
神
話
と
昔
話
と
民
話
と
の
関
係
は
？

ま
た
そ
れ
ら
は
ど
う
し
て

で
き
、
何
を
意
味
し
、
い
か
に
語
り
伝
え
ら
れ
た
か
を
語
る
。

［
１
９
５
５
年
５
月
］
414044Ȃ3

青 CȂ8

梅
本
克
己

唯
物
史
観
と
現
代
第
二
版

８
５
８
円

人
間
解
放
と
い
う
言
葉
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
独
占
物
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
解
放
さ

る
べ
き
人
間
と
は
何
か
を
人
間
史
発
展
の
な
か
で
明
確
に
し
よ
う
と
し
た
も
の
が
マ
ル

ク
ス
の
唯
物
史
観
で
あ
っ
た
。
こ
の
歴
史
観
の
基
本
的
性
格
を
そ
の
成
立
当
初
に
ま
で

さ
か
の
ぼ
っ
て
解
明
し
、
現
代
に
お
い
て
そ
れ
が
果
す
べ
き
役
割
と
思
想
的
課
題
を
鋭

く
指
摘
し
た
本
書
は
、
著
者
の
遺
稿
と
な
っ
た
。

［
１
９
７
４
年
６
月
］
412008Ȃ7

青 BȂ125

山

代

巴

民
話
を
生
む
人
々

ʕ
広
島
の
村
に
働
く
女
た
ち
ʕ

８
５
８
円

農
村
に
も
民
主
主
義
が
宣
伝
さ
れ
て
十
数
年
。
だ
が
、
果
た
し
て
村
の
婦
人
達
の
生
活

は
真
に
本
音
を
は
け
る
明
る
い
も
の
に
な
っ
た
だ
ろ
う
か
。
新
生
活
運
動
の
中
に
形
態

を
か
え
て
お
お
い
く
る
自
由
へ
の
脅
威
を
感
ず
る
彼
女
達
は
，
複
雑
な
現
実
を
自
ら
の

言
葉
に
よ
っ
て
新
し
く
民
話
に
う
た
い
、
労
働
の
中
で
語
り
伝
え
、
生
き
抜
こ
う
と
す

る
。
村
に
住
む
作
家
が
伝
え
る
社
会
の
底
辺
。

［
１
９
５
８
年
９
月
］
411125Ȃ2

社会 ―72

0011-003-259_新書統合組_再校_初校.smd  Page 71 23/04/20 15:56  v3.60

青 BȂ104

阿
波
根

昌
鴻

米

軍

と

農

民

ʕ
沖
縄
県
伊
江
島
ʕ

９
４
６
円

か
つ
て
の
激
戦
地
沖
縄
県
伊
江
島
。
米
軍
占
領
後
は
島
の
六
割
が
爆
撃
・
落
下
傘
降
下

等
の
演
習
地
と
し
て
使
用
さ
れ
て
き
た
。
肥
沃
な
土
地
で
農
耕
に
生
き
る
は
ず
で
あ
っ

た
島
の
人
々
は
、
土
地
を
取
り
上
げ
ら
れ
、
家
を
取
り
壊
さ
れ
て
、
止
む
な
く
米
軍
を

相
手
ど
っ
た
必
死
の
闘
い
に
立
ち
上
が
っ
た
。
本
書
は
、
農
民
の
苦
難
に
満
ち
た
生
き

方
と
、
彼
ら
の
長
く
粘
り
強
い
闘
い
の
記
録
で
あ
る
。

［
１
９
７
３
年
８
月
］
411104Ȃ7

青 BȂ101

瀬
長

亀
㗨
郎

沖
縄
か
ら
の
報
告

１
０
７
８
円

ア
メ
リ
カ
統
治
下
に
お
か
れ
た
沖
縄
で
「
不
屈
」
の
精
神
を
貫
き
、
圧
政
に
抵
抗
し
続

け
た
人
物
が
い
た
。
そ
の
名
は
瀬
長
亀
㗨
郎
（
一
九
〇
七
ʕ
二
〇
〇
一
）。
祖
国
へ
の

復
帰
と
平
和
を
求
め
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
、
那
覇
市
長
と
し
て
、
国
会
議
員
と

し
て
、
民
衆
と
と
も
に
闘
っ
た
男
は
、
沖
縄
の
「
戦
後
」
を
ど
の
よ
う
に
見
つ
め
て
い

た
の
か
。
現
代
に
よ
み
が
え
る
一
級
の
レ
ポ
ー
ト
。

［
１
９
５
９
年
７
月
］
411101Ȃ6

青 BȂ100

比
嘉
春
潮
・
霜
多
正
㗨
・
新
里
恵
二

沖

縄
１
０
５
６
円

日
本
の
中
で
沖
縄
は
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
原
始
か
ら
近

代
そ
し
て
戦
後
ま
で
の
歴
史
を
振
り
返
り
つ
つ
、
日
本
人
の
な
か
の
沖
縄
に
つ
い
て
の

意
識
を
検
証
し
、
そ
の
差
別
の
構
造
と
理
解
の
欠
如
の
根
深
さ
を
浮
き
彫
り
に
す
る
。

さ
ら
に
言
語
、
民
俗
、
信
仰
、
産
業
な
ど
を
詳
し
く
紹
介
し
て
多
様
な
角
度
か
ら
豊
か

な
沖
縄
の
文
化
を
描
い
た
画
期
的
な
名
著
。

［
１
９
６
３
年
１
月
］
411100Ȃ9

青 BȂ94

塩
沢

美
代
子

結
婚
退
職
後
の
私
た
ち

ʕ
製
糸
労
働
者
の
そ
の
後
ʕ

１
０
１
２
円

一
五
、
六
歳
で
製
糸
工
場
に
就
職
し
た
娘
た
ち
は
、
仲
間
ど
う
し
の
話
し
合
い
や
労
働

組
合
運
動
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
社
会
的
に
目
ざ
め
、
数
年
の
後
に
結
婚
し
、
退

職
し
て
い
く
。
娘
時
代
に
そ
の
よ
う
な
青
春
を
も
っ
た
二
百
余
名
の
主
婦
た
ち
の
退
職

後
の
生
活
の
実
態
と
、
彼
女
た
ち
の
生
活
意
識
に
根
づ
い
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
し
た

ユ
ニ
ー
ク
な
追
跡
調
査
の
報
告
。

［
１
９
７
１
年
９
月
］
411094Ȃ1

青 BȂ90

水
田
珠
枝

女
性
解
放
思
想
の
歩
み

１
１
２
２
円

女
の
解
放
と
は
何
か
。
出
産
と
い
う
生
命
の
生
産
に
お
い
て
重
大
な
役
割
を
担
う
女
性

の
本
来
的
社
会
性
を
確
認
し
て
こ
そ
、
性
に
よ
る
差
別
と
支
配
の
廃
止
を
展
望
す
る
真

の
女
性
史
を
叙
述
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
考
え
る
著
者
が
、
ル
ネ
サ
ン
ス
か
ら
啓

蒙
の
時
代
、フ
ラ
ン
ス
革
命
を
経
て
マ
ル
ク
ス
主
義
に
い
た
る
女
性
観
に
照
明
を
あ
て
、

さ
ら
に
現
代
の
女
性
解
放
思
想
に
つ
い
て
論
じ
る
。

［
１
９
７
３
年
９
月
］
411090Ȃ3
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青 BȂ79

Ｊ－

Ｐ
・
サ
ル
ト
ル

安
堂
信
也
訳

ユ

ダ

ヤ

人
８
３
６
円

世
界
中
の
人
び
と
が
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
し
て
抱
い
て
い
る
偏
見
は
、
実
に
古
く
か
つ
根
強

い
。
サ
ル
ト
ル
は
、
ま
っ
た
く
新
し
い
観
点
か
ら
、
数
々
の
具
体
的
事
実
を
あ
げ
て
、

こ
の
根
深
い
偏
見
の
源
を
つ
き
と
め
、
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
の
本
質
を
は
じ
め
て
明
ら
か
に

し
た
。
た
ん
に
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
の
み
な
ら
ず
、
今
日
の
人
種
問
題
に
対
し
て
正
し
い
解

決
の
方
途
を
示
唆
し
た
画
期
的
な
書
。

［
１
９
５
６
年
１
月
］
411079Ȃ8◆

青 BȂ63

内
田
義
彦

社
会
認
識
の
歩
み

８
５
８
円

日
本
の
社
会
科
学
の
「
高
度
成
長
」
は
め
ざ
ま
し
い
が
、
一
般
の
人
に
は
ま
す
ま
す
よ

そ
よ
そ
し
い
も
の
に
な
っ
て
い
く
の
は
何
故
か
。
マ
キ
ャ
ヴ
ェ
リ
、
ホ
ッ
ブ
ス
、
ス
ミ

ス
、
ル
ソ
ー
な
ど
、
社
会
科
学
史
上
の
結
節
点
に
位
置
す
る
先
人
た
ち
の
知
的
遺
産
を

読
み
解
く
試
み
を
通
し
て
、
一
人
一
人
が
自
ら
の
う
ち
に
ど
の
よ
う
に
社
会
科
学
的
認

識
の
芽
を
育
て
て
い
く
べ
き
か
、
読
者
と
と
も
に
模
索
す
る
。

［
１
９
７
１
年
９
月
］
411063Ȃ7◆

青 BȂ62

大
塚
久
雄

社
会
科
学
の
方
法

ʕ
ヴ
ェ
ー
バ
ー
と
マ
ル
ク
ス
ʕ

９
０
２
円

自
然
現
象
と
ち
が
い
、
生
き
た
人
間
の
日
々
の
営
み
を
対
象
と
す
る
社
会
科
学
に
お
い

て
、
科
学
的
認
識
は
果
し
て
成
り
立
つ
も
の
だ
ろ
う
か
。
も
し
成
り
立
つ
と
す
れ
ば
、

ど
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
か
。
こ
の
問
題
に
正
面
か
ら
取
り
組
ん
だ
典
型
的
な
事
例

と
し
て
マ
ル
ク
ス
と
ヴ
ェ
ー
バ
ー
を
取
り
あ
げ
、
両
者
の
方
法
の
比
較
検
討
の
上
に
立

っ
て
社
会
科
学
の
今
後
の
方
向
を
問
う
。

［
１
９
６
６
年
９
月
］
411062Ȃ0◆

青 BȂ47

宇
沢
弘
文

自
動
車
の
社
会
的
費
用

９
０
２
円

自
動
車
は
現
代
機
械
文
明
の
輝
け
る
象
徴
で
あ
る
。
し
か
し
、
自
動
車
に
よ
る
公
害
の

発
生
か
ら
、
ま
た
市
民
の
安
全
な
歩
行
を
守
る
シ
ビ
ル
・
ミ
ニ
マ
ム
の
立
場
か
ら
、
そ

の
無
制
限
な
増
大
に
対
す
る
批
判
が
生
じ
て
き
た
。
市
民
の
基
本
的
権
利
獲
得
を
目
指

す
立
場
か
ら
、
自
動
車
の
社
会
的
費
用
を
具
体
的
に
算
出
し
、
そ
の
内
部
化
の
方
途
を

さ
ぐ
り
、
あ
る
べ
き
都
市
交
通
の
㗡
を
示
唆
す
る
。

［
１
９
７
４
年
６
月
］
411047Ȃ7◆

赤 RȂ89

殿
木
圭
一

上

海
９
４
６
円

日
中
戦
争
の
時
代
に
同
盟
通
信
社
員
と
し
て
現
地
に
あ
っ
た
著
者
は
、
同
時
代
の
眼
で

上
海
の
㗡
を
つ
ぶ
さ
に
描
き
だ
し
、
国
際
情
勢
を
ふ
ま
え
分
析
し
た
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
と
し
て
の
手
腕
を
存
分
に
発
揮
し
、
日
本
に
中
国
の
今
を
伝
え
る
役
割
を
果
た
し
た

そ
の
詳
細
な
記
録
は
、
い
ま
や
歴
史
と
な
り
、
現
在
の
上
海
そ
し
て
中
国
を
考
え
る
う

え
で
も
示
唆
に
富
む
。

［
１
９
４
２
年
３
月
］
400089Ȃ1
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赤 RȂ39

尾
崎
秀
実

現

代

支

那

論
８
５
８
円

中
国
を
理
解
す
る
た
め
に
は
局
部
的
で
は
な
く
全
体
的
に
把
握
す
る
こ
と
、
動
き
つ
つ

あ
る
ま
ま
で
捉
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
尾
崎
秀
実
（
一
九
〇
一
ʕ
一
九
四
四
）。

大
陸
の
動
向
を
広
く
国
際
情
勢
の
な
か
で
捉
え
る
彼
の
分
析
眼
は
、
今
日
の
中
国
を
知

る
う
え
で
も
、
い
ま
な
お
示
唆
に
富
む
。
ゾ
ル
ゲ
事
件
に
関
与
し
、
刑
場
の
露
と
消
え

た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
遺
し
た
中
国
情
勢
論
。

［
１
９
３
９
年
５
月
］
400039Ȃ6

75― 社会
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現
代
世
界

新赤1965

原

俊

彦

サ
ピ
エ
ン
ス
減
少

ʕ
縮
減
す
る
未
来
の
課
題
を
探
る
ʕ

９
６
８
円

有
史
以
来
、
増
加
し
つ
づ
け
て
き
た
人
類
は
い
ま
、
人
類
史
的
な
転
換
点
を
迎
え
て
い

る
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
や
世
界
戦
争
に
よ
る
一
時
的
な
減
少
や
停
滞
は
あ
っ
た
に
せ
よ
、

人
口
増
を
前
提
に
し
た
政
治
と
経
済
、
文
化
、
社
会
シ
ス
テ
ム
は
再
構
築
を
迫
ら
れ
て

い
る
。
も
は
や
不
可
避
の
未
来
で
あ
る
世
界
の
人
口
減
少
の
“
最
突
端
”
に
位
置
す
る

日
本
か
ら
、
サ
ピ
エ
ン
ス
の
未
来
を
考
察
す
る
。

［
２
０
２
３
年
３
月
］
431965Ȃ8◆

新赤1961

東

大

作

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
を
ど
う
終
わ
ら
せ
る
か

ʕ
「
和
平
調
停
」
の
限
界
と
可
能
性
ʕ

１
０
１
２
円

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
開
始
か
ら
一
年
。
核
兵
器
の
使
用
も
懸
念
さ
れ
る
非

道
で
残
酷
な
戦
争
を
終
結
さ
せ
る
方
法
は
あ
る
の
か
。
周
辺
国
や
大
国
を
は
じ
め
と
す

る
国
際
社
会
、
そ
し
て
日
本
が
果
た
す
べ
き
役
割
と
は
何
か
。
㓊
国
で
の
現
地
調
査
を

踏
ま
え
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
イ
ラ
ク
な
ど
第
二
㗨
世
界
大
戦
後
の
各
地

の
戦
争
・
内
戦
を
振
り
返
り
つ
つ
模
索
す
る
。

［
２
０
２
３
年
２
月
］
431961Ȃ0◆

新赤1952

渡

辺

丘

ル
ポ
ア
メ
リ
カ
の
核
戦
力

ʕ
「
核
な
き
世
界
」
は
な
ぜ
実
現
し
な
い
の
か
ʕ９

２
４
円

冷
戦
終
結
後
も
核
抑
止
の
論
理
に
こ
だ
わ
り
続
け
る
の
は
な
ぜ
か
。
核
兵
器
は
ど
の
よ

う
に
「
運
用
」
さ
れ
、
ど
ん
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
の
か

。
長
く
秘
密
の
ベ
ー
ル

に
包
ま
れ
て
き
た
核
戦
力
の
最
前
線
を
訪
ね
、
歴
代
政
府
高
官
や
軍
関
係
者
な
ど
多
数

の
キ
ー
マ
ン
へ
の
単
独
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
交
え
て
、「
核
兵
器
の
近
代
化
」
を
進
め
る
世

界
最
強
の
核
超
大
国
の
今
を
報
告
す
る
。

［
２
０
２
２
年
12
月
］
431952Ȃ8◆

新赤1939

中
西
嘉
宏

ミ
ャ
ン
マ
ー
現
代
史

９
４
６
円

ひ
と
つ
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
は
か
な
く
も
崩
れ
去
っ
て
い
っ
た
。

二
〇
二
一
年
に

お
き
た
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
以
降
、
厳
し
い
弾
圧
が
今
も
続
く
ミ
ャ
ン
マ
ー
。
軍
の
目
的

は
？

ア
ウ
ン
サ
ン
ス
ー
チ
ー
は
な
ぜ
ク
ー
デ
タ
ー
を
防
げ
な
か
っ
た
？

国
際
社
会

は
な
ぜ
事
態
を
収
束
さ
せ
ら
れ
な
い
？

暴
力
と
分
断
が
連
鎖
す
る
現
代
史
の
困
難
が

集
約
さ
れ
た
そ
の
歩
み
を
構
造
的
に
読
み
解
く
。

［
２
０
２
２
年
８
月
］
431939Ȃ9◆
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新赤1938

渡

辺

靖

ア
メ
リ
カ
と
は
何
か
自
画
像
と
世
界
観

を
め
ぐ
る
相
剋

９
４
６
円

ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
や
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
台
頭
、
社
会
的
分
断
の
深
化
、
Ｑ
ア
ノ
ン
は
じ

め
陰
謀
論
の
隆
盛
、
専
制
主
義
国
家
に
よ
る
挑
戦
な
ど
を
前
に
、
理
念
の
共
和
国
・
米

国
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
揺
ら
い
で
い
る
。
今
日
の
米
国
内
の
分
断
状
況
を
観
察
し

続
け
て
き
た
著
者
が
、
そ
の
実
態
を
精
緻
に
腑
分
け
し
、
米
国
の
民
主
主
義
、
そ
し
て

リ
ベ
ラ
ル
国
際
秩
序
の
行
方
を
展
望
す
る
。

［
２
０
２
２
年
８
月
］
431938Ȃ2◆

新赤1920

青
木
健
太

タ

リ

バ

ン

台

頭

ʕ
混
迷
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
現
代
史
ʕ

９
２
４
円

「
テ
ロ
と
の
戦
い
」
に
お
い
て
「
敵
」
だ
っ
た
は
ず
の
タ
リ
バ
ン
が
、
再
び
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
で
政
権
を
掌
握
し
た
。
な
ぜ
タ
リ
バ
ン
は
民
衆
た
ち
に
支
持
さ
れ
た
の
か
。
恐
怖

政
治
で
知
ら
れ
た
タ
リ
バ
ン
は
変
わ
っ
た
の
か
、
変
わ
っ
て
い
な
い
の
か
。
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
が
生
き
た
混
迷
の
時
代
に
は
、
私
た
ち
が
生
き
る
現
代
世
界
が
抱
え
た
矛
盾
が

集
約
さ
れ
て
い
た
。

［
２
０
２
２
年
３
月
］
431920Ȃ7◆

新赤1857

文

京

洙

文
在
寅
時
代
の
㕾
国

ʕ
「
弔
い
」
の
民
主
主
義
ʕ

９
４
６
円

盧
武
鉉
元
大
統
領
の
衝
撃
的
な
死
と
セ
ウ
ォ
ル
号
の
惨
事
と
い
う
二
つ
の
悲
劇
か
ら
生

ま
れ
た
文
在
寅
政
権
。
公
正
と
正
義
の
実
現
を
追
求
し
「
積
弊
の
清
算
」
を
掲
げ
た
変

革
の
道
は
、
国
内
外
で
激
し
い
毀
誉
褒
貶
と
軋
轢
を
生
ん
で
い
る
。
妥
協
を
知
ら
な
い

民
主
主
義
へ
の
希
求
は
、
㕾
国
を
ど
こ
へ
導
く
の
か
。
誤
解
と
歪
曲
に
満
ち
た
㕾
国
理

解
を
塗
り
替
え
、
リ
ア
ル
な
㗡
を
伝
え
る
。

［
２
０
２
０
年
11
月
］
431857Ȃ6◆

新赤1850

久
保
文
明
・
金
成
隆
一

ア
メ
リ
カ
大
統
領
選

９
２
４
円

四
年
に
一
度
の
政
治
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
最
古
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
大

統
領
選
の
イ
ロ
ハ
か
ら
、
活
力
漲
る
予
備
選
・
本
選
で
の
現
場
ル
ポ
、
二
極
化
す
る
現

代
社
会
の
縮
図
と
し
て
の
大
統
領
選
の
闇
ま
で
を
描
く
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
再
選
を

占
う
選
挙
を
控
え
、
第
一
線
の
著
者
た
ち
が
そ
の
見
ど
こ
ろ
を
示
す
。［２

０
２
０
年
10
月
］
431850Ȃ7◆

新赤1839

内
藤
正
典

イ
ス
ラ
ー
ム
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
み
る

ʕ
社
会
の
深
層
で
何
が
起
き
て
い
る
の
か
ʕ

９
９
０
円

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
イ
ス
ラ
ー
ム
の
共
生
は
、
な
ぜ
う
ま
く
い
か
な
い
の
か
？

シ
リ
ア
戦

争
と
難
民
、
ト
ル
コ
の
存
在
、「
イ
ス
ラ
ー
ム
国
」
の
背
景
。
そ
し
て
ム
ス
リ
ム
女
性
が

被
る
ベ
ー
ル
へ
の
規
制
、
多
文
化
主
義
の
否
定
な
ど
、
過
去
二
〇
年
間
に
起
き
た
こ
と

を
、
著
者
四
〇
年
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
も
と
に
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
視
座
か
ら
読
み

解
く
。

［
２
０
２
０
年
７
月
］
431839Ȃ2◆
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新赤1824

杉
田
弘
毅

ア
メ
リ
カ
の
制
裁
外
交

９
２
４
円

米
外
交
は
経
済
制
裁
、
特
に
ド
ル
覇
権
を
背
景
と
す
る
金
融
制
裁
を
抜
き
に
は
語
れ
な

い
。
し
か
も
北
朝
鮮
や
イ
ラ
ン
な
ど
の
敵
対
国
や
テ
ロ
集
団
に
と
ど
ま
ら
ず
、
根
拠
法

の
「
国
外
適
用
」
に
よ
り
第
三
国
の
企
業
や
個
人
も
制
裁
の
対
象
に
な
り
得
る
。
な
ぜ

経
済
制
裁
は
多
用
さ
れ
る
の
か
。
そ
れ
は
世
界
に
、
そ
し
て
自
国
に
何
を
も
た
ら
す
の

か
。「
米
国
第
一
主
義
」
の
内
実
を
抉
る
渾
身
の
一
冊
。

［
２
０
２
０
年
２
月
］
431824Ȃ8

新赤1793

金
成
隆
一

ル
ポ
ト
ラ
ン
プ
王
国
２

ʕ
ラ
ス
ト
ベ
ル
ト
再
訪
ʕ

１
０
３
４
円

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
飛
び
出
し
中
西
部
に
広
が
る
ラ
ス
ト
ベ
ル
ト
へ
。
再
訪
の
ロ
ー
ド
ト

リ
ッ
プ
で
見
え
て
き
た
ト
ラ
ン
プ
王
国
の
そ
の
後
を
追
う
。
都
市
と
地
方
の
中
間
に
位

置
し
揺
れ
る
「
郊
外
」、
さ
ら
に
は
深
南
部
（
デ
ィ
ー
プ
サ
ウ
ス
）
に
広
が
る
熱
心
な
キ

リ
ス
ト
教
徒
の
多
い
「
バ
イ
ブ
ル
（
聖
書
）
ベ
ル
ト
」
へ
。
四
年
半
で
一
〇
〇
五
人
に

取
材
し
た
真
の
ア
メ
リ
カ
が
こ
こ
に
。

［
２
０
１
９
年
９
月
］
431793Ȃ7◆

新赤1788

峯

陽

一

２
１
０
０
年
の
世
界
地
図
ア
フ
ラ
シ
ア
の

時

代

１
０
５
６
円

世
界
人
口
の
重
心
が
変
化
し
て
い
く
。
二
一
〇
〇
年
ま
で
に
世
界
の
人
口
は
百
億
人
を

超
え
、
ア
ジ
ア
と
ア
フ
リ
カ
、
す
な
わ
ち
「
ア
フ
ラ
シ
ア
」
の
人
々
が
世
界
人
口
の
八

割
以
上
を
占
め
る
。
本
書
は
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｇ
Ｉ
Ｓ
）
の
手
法
を
駆
使
し
、
人

口
分
布
を
は
じ
め
と
す
る
地
球
規
模
の
情
報
を
多
彩
な
カ
ラ
ー
地
図
で
示
し
な
が
ら
探

る
二
一
〇
〇
年
の
未
来
予
測
で
あ
る
。

［
２
０
１
９
年
８
月
］
431788Ȃ3◆

新赤1782

林

典

子

フ
ォ
ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

朝
鮮
に
渡
っ
た
「
日
本
人
妻
」

ʕ
60
年
の
記
憶
ʕ

１
１
４
４
円

一
九
五
九
年
か
ら
八
四
年
ま
で
行
わ
れ
た
在
日
朝
鮮
人
ら
の
「
帰
国
事
業
」。
夫
に
同

行
し
、
高
齢
と
な
っ
た
今
も
な
お
北
朝
鮮
に
暮
ら
す
「
日
本
人
妻
」
た
ち
は
、
現
地
で

何
を
考
え
、
何
を
望
ん
で
い
る
の
か
。
望
郷
の
念
、
離
れ
ば
な
れ
と
な
っ
た
親
族
へ
の

思
い

。
こ
の
六
年
間
に
一
一
回
の
訪
朝
取
材
を
重
ね
、
彼
女
た
ち
に
寄
り
添
い
、

半
世
紀
余
り
の
記
憶
を
紡
ぐ
。
写
真
多
数
。

［
２
０
１
９
年
６
月
］
431782Ȃ1

新赤1742

谷
脇
康
彦

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

８
３
６
円

サ
イ
バ
ー
攻
撃
が
深
刻
さ
を
増
し
て
い
る
。
日
々
進
化
す
る
新
し
い
手
口
か
ら
重
要
な

情
報
を
守
る
た
め
に
何
を
す
べ
き
か
。
国
、
民
間
、
国
際
間
レ
ベ
ル
で
い
ま
ど
の
よ
う

な
対
策
が
進
め
ら
れ
て
い
る
か
。
わ
が
国
の
情
報
通
信
政
策
を
知
り
つ
く
し
、
政
府
の

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
責
任
者
を
つ
と
め
た
著
者
が
脅
威
の
現
状
と
サ
イ
バ

ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
全
体
像
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
。

［
２
０
１
８
年
10
月
］
431742Ȃ5◆
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新赤1736

吉
見
俊
哉

ト
ラ
ン
プ
の
ア
メ
リ
カ
に
住
む

９
２
４
円

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
客
員
教
授
と
し
て
一
年
間
、
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
日
本
研
究
所
に
滞
在
し

た
著
者
が
、
こ
の
社
会
を
中
心
近
く
の
崖
っ
ぷ
ち
か
ら
観
察
し
た
記
録
。
非
日
常
が
日

常
化
し
た
異
様
な
政
権
下
、
こ
の
国
が
抱
え
る
深
い
暗
部
と
そ
れ
に
対
抗
す
る
人
々
の

動
き
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
追
う
。
黄
昏
の
「
ア
メ
リ
カ
の
世
紀
」
と
そ
の
未
来
に
つ
い

て
考
察
す
る
、『
世
界
』
好
評
連
載
の
書
籍
化
。

［
２
０
１
８
年
９
月
］
431736Ȃ4◆

新赤1710

伊
達
聖
伸

ラ
イ
シ
テ
か
ら
読
む
現
代
フ
ラ
ン
ス

ʕ
政
治
と
宗
教
の
い
ま
ʕ

９
２
４
円

数
々
の
テ
ロ
事
件
を
受
け
、
フ
ラ
ン
ス
は
い
ま
政
治
と
宗
教
、
共
生
と
分
断
の
は
ざ
ま

で
揺
れ
て
い
る
。
国
内
第
二
の
宗
教
で
あ
る
イ
ス
ラ
ー
ム
と
の
関
係
を
め
ぐ
り
大
統
領

選
挙
の
主
要
争
点
と
も
な
っ
た
ラ
イ
シ
テ
と
は
何
か
。
憲
法
１
条
が
謳
う
「
ラ
イ
ッ
ク

な
（
教
育
な
ど
が
宗
教
か
ら
独
立
し
た
、
非
宗
教
的
な
、
世
俗
の
）
共
和
国
」
は
何
を

擁
護
し
う
る
の
か
。
現
代
の
難
題
を
考
え
る
。

［
２
０
１
８
年
３
月
］
431710Ȃ4◆

新赤1705

村
上

信
一
郎

ベ
ル
ル
ス
コ
ー
ニ
の
時
代

ʕ
崩
れ
ゆ
く
イ
タ
リ
ア
政
治
ʕ

９
２
４
円

大
衆
的
な
人
気
に
支
え
ら
れ
、
マ
フ
ィ
ア
と
癒
着
し
、
メ
デ
ィ
ア
を
買
収
す
る
…
…
民

主
主
義
の
復
興
を
模
索
す
る
イ
タ
リ
ア
に
、
新
た
な
腐
敗
の
構
図
を
生
み
出
し
た
シ
ル

ヴ
ィ
オ
・
ベ
ル
ル
ス
コ
ー
ニ
。
彼
は
ト
ラ
ン
プ
に
も
先
駆
け
た
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
政
治
家

だ
っ
た
の
か
。
現
在
に
も
至
る
政
治
的
迷
走
を
も
た
ら
し
た
ス
キ
ャ
ン
ダ
ラ
ス
な
政
治

家
の
実
像
に
迫
る
。

［
２
０
１
８
年
２
月
］
431705Ȃ0

新赤1698

末
近
浩
太

イ
ス
ラ
ー
ム
主
義

ʕ
も
う
一
つ
の
近
代
を
構
想
す
る
ʕ

９
２
４
円

オ
ス
マ
ン
帝
国
の
崩
壊
を
き
っ
か
け
に
、
長
い
封
印
か
ら
解
き
放
た
れ
た
政
治
と
宗
教

の
関
係
と
い
う
古
く
て
新
し
い
問
い
。
そ
の
答
え
の
一
つ
が
「
イ
ス
ラ
ー
ム
の
声
を
政

治
に
反
映
さ
せ
よ
う
」
と
す
る
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
だ
。
崩
壊
「
後
」
の
秩
序
の
模
索
が

今
も
続
く
中
東
で
、
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
が
果
た
し
て
き
た
役
割
と
は
。
単
な
る
復
古
主

義
で
は
な
い
、
そ
の
実
像
に
迫
る
。

［
２
０
１
８
年
１
月
］
431698Ȃ5◆

新赤1686

田
中

研
之
輔

ル
ポ
不
法
移
民
ア
メ
リ
カ
国
境
を
越
え
た
男
た
ち

９
０
２
円

「
不
法
移
民
の
強
制
送
還
」
を
唱
え
る
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
ア
メ
リ
カ
に
は
一
一
三
〇
万

も
の
不
法
移
民
が
存
在
す
る
。
し
か
し
、
彼
ら
は
ど
ん
な
人
た
ち
な
の
か
？

そ
の
答

え
を
知
る
た
め
に
著
者
は
二
年
間
、
彼
ら
と
と
も
に
働
く

強
制
送
還
さ
れ
る
危
険

性
に
お
び
え
な
が
ら
、
母
国
へ
の
仕
送
り
の
た
め
路
上
で
仕
事
を
探
し
、
劣
悪
な
環
境

で
㞖
し
く
生
き
る
不
法
移
民
の
素
顔
。

［
２
０
１
７
年
11
月
］
431686Ȃ2
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新赤1663

林

望

習
近
平
の
中
国
百
年
の
夢
と
現
実

９
０
２
円

五
年
に
一
度
の
党
大
会
を
前
に
、
そ
の
一
強
体
制
を
盤
石
に
し
た
よ
う
に
見
え
る
習
近

平
指
導
部
。
だ
が
、
経
済
成
長
が
鈍
化
し
、
価
値
観
が
多
様
化
す
る
な
か
、
十
三
億
人

を
率
い
て
い
く
の
は
容
易
で
は
な
い
。
結
党
、
建
国
百
年
へ
向
け
、
習
の
目
指
す
先
は

ど
こ
か
。
政
権
発
足
時
か
ら
現
地
で
取
材
し
て
き
た
著
者
が
、
外
交
・
内
政
・
党
内
政

治
か
ら
、
そ
の
行
方
を
分
析
す
る
。

［
２
０
１
７
年
５
月
］
431663Ȃ3◆

新赤1658

毛
里
和
子

日

中

漂

流

ʕ
グ
ロ
ー
バ
ル
・
パ
ワ
ー
は
ど
こ
へ
向
か
う
か
ʕ９

４
６
円

国
交
正
常
化
以
来
の
友
好
の
時
代
を
経
て
、
日
中
関
係
は
、
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て

い
る
。「
反
日
」
デ
モ
や
領
土
・
領
海
を
め
ぐ
る
衝
突
な
ど
政
治
的
な
緊
張
感
を
増
す
な

か
で
、
日
本
は
、
新
た
な
グ
ロ
ー
バ
ル
・
パ
ワ
ー
と
化
し
た
中
国
と
ど
う
向
き
合
う
の

か
。
現
代
中
国
外
交
の
実
像
を
多
角
的
に
読
み
解
き
な
が
ら
、
来
た
る
べ
き
日
中
関
係

を
模
索
す
る
。

［
２
０
１
７
年
４
月
］
431658Ȃ9

新赤1652

川

島

真

中
国
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

ʕ
揺
れ
動
く
境
界
か
ら
考
え
る
ʕ

９
０
２
円

大
国
と
し
て
台
頭
し
、
活
動
を
グ
ロ
ー
バ
ル
に
拡
大
さ
せ
て
い
る
中
国
。
そ
の
存
在
が

浸
透
し
て
い
る
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
で
は
何
が
起
き
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る

の
か
。
ザ
ン
ビ
ア
や
マ
ラ
ウ
イ
な
ど
の
ア
フ
リ
カ
諸
国
、
中
国
と
㓊
接
す
る
東
南
ア
ジ

ア
、
台
湾
と
中
国
の
狭
間
に
位
置
す
る
金
門
島
な
ど
を
訪
ね
歩
い
た
研
究
者
が
、
現
地

の
目
線
で
「
ふ
く
ら
む
中
国
」
を
見
つ
め
直
す
。

［
２
０
１
７
年
３
月
］
431652Ȃ7

新赤1651

青
山
弘
之

シ

リ

ア

情

勢

ʕ
終
わ
ら
な
い
人
道
危
機
ʕ

８
５
８
円

「
今
世
紀
最
悪
の
人
道
危
機
」
と
言
わ
れ
幾
多
の
難
民
を
生
み
出
し
て
い
る
シ
リ
ア
内

戦
。「
独
裁
」政
権
、「
反
体
制
派
」、イ
ス
ラ
ー
ム
国
、そ
し
て
米
国
、ロ
シ
ア
…
…
様
々

な
思
惑
が
入
り
乱
れ
る
な
か
、
シ
リ
ア
は
い
ま
「
終
わ
り
の
始
ま
り
」
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
る
。
な
ぜ
、
か
く
も
凄
惨
な
事
態
が
生
じ
た
の
か
。
複
雑
な
中
東
の
地
政
学
を

読
み
解
く
。

［
２
０
１
７
年
３
月
］
431651Ȃ0

新赤1644

金
成
隆
一

ル
ポ
ト
ラ
ン
プ
王
国

ʕ
も
う
一
つ
の
ア
メ
リ
カ
を
行
く
ʕ

９
６
８
円

な
ぜ
ト
ラ
ン
プ
な
の
か
？

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
わ
か
ら
な
い
。
ア
パ
ラ
チ
ア
山
脈
を

越
え
る
と
状
況
が
一
変
し
た
。
ト
ラ
ン
プ
を
支
持
す
る
人
々
が
い
た
。
熱
心
な
人
も
い

れ
ば
、
た
め
ら
い
が
ち
な
人
も
。
山
あ
い
の
バ
ー
、
ダ
イ
ナ
ー
、
床
屋
、
時
に
は
自
宅

に
上
が
り
込
ん
で
、将
来
を
案
ず
る
勤
勉
な
人
た
ち
の
声
を
聴
く
。
普
段
は
見
え
な
い
、

見
て
い
な
い
、
も
う
一
つ
の
ア
メ
リ
カ
を
見
る
。

［
２
０
１
７
年
２
月
］
431644Ȃ2◆
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新赤1624

坂
口
裕
彦

ル
ポ
難
民
追
跡
バ
ル
カ
ン
ル
ー
ト
を
行
く

９
２
４
円

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
に
連
日
大
勢
押
し
寄
せ
る
「
難
民
」。
一
人
ひ
と
り
の
素
顔
、
そ
の
苦

悩
や
希
望
と
は
？

受
け
入
れ
側
の
論
理
や
戸
惑
い
は
？

ド
イ
ツ
を
目
指
す
ア
フ
ガ

ン
人
一
家
に
、
一
人
の
記
者
が
寄
り
添
い
、
世
界
的
課
題
の
実
態
と
背
後
に
横
た
わ
る

重
い
歴
史
に
迫
る
。
複
雑
で
「
遠
い
」
問
題
が
ス
ト
レ
ー
ト
に
伝
わ
っ
て
く
る
、
同
時

進
行
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
。

［
２
０
１
６
年
10
月
］
431624Ȃ4◆

新赤1616

渡
辺
将
人

ア
メ
リ
カ
政
治
の
壁

ʕ
利
益
と
理
念
の
狭
間
で
ʕ

９
４
６
円

オ
バ
マ
政
権
の
二
期
八
年
の
「
迷
走
」
の
原
因
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
？

「
一
つ
の

ア
メ
リ
カ
」
ど
こ
ろ
か
、
ト
ラ
ン
プ
候
補
の
登
場
で
、
ま
す
ま
す
亀
裂
を
深
め
る
超
大

国
は
、
ど
こ
へ
向
か
う
の
か
。
元
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
と
し
て
、
大
統
領
選
挙
の
実
情
を
知

り
尽
く
し
て
い
る
著
者
が
、
ア
メ
リ
カ
の
「
リ
ベ
ラ
ル
政
治
」
の
複
雑
で
厄
介
な
構
造

を
読
み
解
き
、
新
政
権
の
課
題
を
占
う
。

［
２
０
１
６
年
８
月
］
431616Ȃ9

新赤1594

佐
藤
親
賢

プ
ー
チ
ン
と
G
８
の
終
焉

８
８
０
円

ク
リ
ミ
ア
編
入
後
に
、
約
二
〇
年
関
与
し
て
き
た
「
Ｇ
８
」
の
枠
組
み
と
決
別
し
た
ロ

シ
ア
。
経
済
的
苦
境
に
直
面
し
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
軍
事
力
に
訴
え
る
大
国
の
動
向

は
、
混
迷
す
る
中
東
情
勢
に
も
関
わ
り
、
国
際
秩
序
の
動
揺
を
加
速
し
か
ね
な
い
。
著

者
自
身
の
長
期
取
材
を
も
と
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
の
推
移
を
追
う
こ
と
で
、
プ
ー
チ

ン
大
統
領
が
展
開
す
る
政
策
の
本
質
に
迫
る
。

［
２
０
１
６
年
３
月
］
431594Ȃ0◆

新赤1578

倉
田
徹
・
張
彧
暋

香

港
中
国
と
向
き
合
う
自
由
都
市

８
８
０
円

二
〇
一
四
年
秋
、大
都
市
中
心
部
を
市
民
が
七
九
日
間
も
占
拠
し
た
香
港
の
雨
傘
運
動
。

一
五
五
年
の
英
国
の
植
民
地
支
配
後
、「
高
度
の
自
治
」
を
付
与
さ
れ
中
国
に
返
還
さ
れ

た
「
ノ
ン
ポ
リ
国
際
都
市
」
が
政
治
に
目
覚
め
た
の
か
。
ア
ジ
ア
経
済
危
機
以
降
に
強

ま
る
「
中
国
化
」
へ
の
猛
反
発
は
、
何
を
意
味
す
る
の
か
。
日
本
・
香
港
の
気
鋭
が
歴

史
背
景
と
現
代
文
化
か
ら
緻
密
に
解
読
。

［
２
０
１
５
年
12
月
］
431578Ȃ0◆

新赤1573

渡

辺

靖

〈
文
化
〉
を
捉
え
直
す

ʕ
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
発
想
ʕ８

５
８
円

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
な
か
、
人
々
や
社
会
、
国
家
や
宗
教
な
ど
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の

根
幹
に
関
わ
る
文
化
的
リ
テ
ラ
シ
ー
を
問
わ
れ
る
場
面
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
固
有
の

文
化
と
は
何
な
の
か
？

文
化
を
政
策
に
活
用
す
る
こ
と
の
是
非
は
？

国
内
外
の
数

多
く
の
事
例
を
紹
介
し
つ
つ
、
観
念
論
と
政
策
論
の
双
方
の
視
点
か
ら
、
文
化
の
新
し

い
使
い
方
、
そ
の
危
険
性
と
可
能
性
を
考
察
す
る
。

［
２
０
１
５
年
11
月
］
431573Ȃ5◆
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新赤1562

桜
井
啓
子
編

イ
ス
ラ
ー
ム
圏
で
働
く

ʕ
暮
ら
し
と
ビ
ジ
ネ
ス
の
ヒ
ン
ト
ʕ

８
５
８
円

世
界
に
広
が
る
一
六
億
人
の
イ
ス
ラ
ー
ム
市
場
。
こ
れ
か
ら
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
、
イ
ス
ラ

ー
ム
の
人
び
と
と
の
付
き
合
い
は
必
須
だ
。
で
も
、
な
じ
み
が
な
く
戸
惑
う
人
も
多
い

の
で
は
？

そ
ん
な
時
の
心
強
い
味
方

商
社
・
石
油
・
建
設
・
食
品
・
観
光
な
ど
、

現
地
で
活
躍
す
る
日
本
人
が
、
土
地
と
人
と
仕
事
を
語
る
。
地
域
別
解
説
も
付
し
た
体

験
的
イ
ス
ラ
ー
ム
案
内
。

［
２
０
１
５
年
９
月
］
431562Ȃ9◆

新赤1540

稲

垣

清

中

南

海
知
ら
れ
ざ
る
中
国
の
中
枢

品
切（
電
子
版
あ
り
）

中
南
海
は
故
宮
の
西
側
に
㓊
接
す
る
共
産
党
と
政
府
の
所
在
地
で
あ
り
、
中
国
の
中
枢

で
あ
る
。
要
人
が
居
住
し
国
政
を
司
り
、
限
ら
れ
た
者
し
か
出
入
り
を
許
さ
れ
ず
、
地

図
さ
え
な
い
。
中
南
海
を
二
度
訪
れ
た
こ
と
の
あ
る
著
者
が
、
主
要
な
建
物
と
そ
こ
で

繰
り
広
げ
ら
れ
た
歴
史
、
現
在
の
党
と
政
府
の
仕
組
み
や
人
事
を
解
説
し
、
二
〇
一
七

年
以
降
の
習
近
平
指
導
部
の
動
向
を
予
測
す
る
。

［
２
０
１
５
年
４
月
］
431540Ȃ7◆

新赤1471

林

典

子

フ
ォ
ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
人
間
の
尊
厳

ʕ
い
ま
、
こ
の
世
界
の
片
隅
で
ʕ

１
１
４
４
円

独
裁
政
権
と
闘
う
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
暮
ら
す
少
女
、
配
偶
者
か
ら

硫
酸
で
顔
を
焼
か
れ
た
女
性
、
震
災
で
家
族
を
失
っ
た
被
災
者
、
誘
拐
さ
れ
結
婚
を
強

要
さ
れ
た
女
子
大
生
─
─
。
世
界
最
大
規
模
の
報
道
写
真
祭
で
最
高
賞
を
受
賞
し
た
気

鋭
の
写
真
家
が
、
世
界
各
地
で
生
き
ぬ
く
人
び
と
に
寄
り
添
い
、
そ
の
㗡
を
報
告
す
る
。

カ
ラ
ー
写
真
多
数
。

［
２
０
１
４
年
２
月
］
431471Ȃ4

新赤1430

堤

未

果

㈱
貧
困
大
国
ア
メ
リ
カ

９
４
６
円

「
１
％
vs.
99
％
」
の
構
図
が
世
界
に
広
が
る
な
か
、
本
家
本
元
の
ア
メ
リ
カ
で
は
驚
愕
の

事
態
が
進
行
中
。
そ
れ
は
人
々
の
食
、
街
、
政
治
、
司
法
、
メ
デ
ィ
ア
、
暮
ら
し
そ
の

も
の
を
、
じ
わ
じ
わ
と
ḝ
ん
で
ゆ
く
。
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
巨
大
企
業
に
の
ま
れ
、
株
式

会
社
化
が
加
速
す
る
世
界
、
果
た
し
て
国
民
は
主
権
を
取
り
戻
せ
る
の
か
!?

日
本
の

近
未
来
を
予
言
す
る
、
大
反
響
シ
リ
ー
ズ
待
望
の
完
結
編
。

［
２
０
１
３
年
６
月
］
431430Ȃ1

新赤1427

山
下
英
愛

女

た

ち

の

㕾

流

ʕ
㕾
国
ド
ラ
マ
を
読
み
解
く
ʕ

８
８
０
円

「
冬
の
ソ
ナ
タ
」
に
は
じ
ま
る
㕾
流
ド
ラ
マ
は
、
日
本
社
会
に
す
っ
か
り
定
着
し
た
感
が

あ
る
。
な
ぜ
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
惹
き
つ
け
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
？
「
初
恋
」「
私
の

男
の
女
」「
レ
デ
ィ
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
」
等
二
五
本
の
ド
ラ
マ
の
社
会
的
・
歴
史
的
背
景
に

ふ
れ
な
が
ら
、
女
性
の
生
き
方
に
焦
点
を
あ
て
て
読
み
解
く
。
㕾
国
社
会
の
今
や
、
苦

難
に
立
ち
向
か
う
女
性
の
㗡
が
浮
か
び
上
が
る
一
冊
。

［
２
０
１
３
年
５
月
］
431427Ȃ1
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新赤1394

李

ᇚ

㦨

中
国
の
市
民
社
会

ʕ
動
き
出
す
草
の
根
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ʕ

８
８
０
円

中
国
社
会
の
問
題
に
向
き
合
う
、
草
の
根
の
非
政
府
組
織
が
力
を
伸
ば
し
て
い
る
。
出

稼
ぎ
農
民
工
の
支
援
、
農
村
女
性
の
教
育
と
就
労
、
環
境
調
査
と
汚
染
追
跡
、
住
民
参

加
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
ま
で
、
知
識
人
世
代
か
ら
若
手
起
業
家
世
代
へ
と
展
開
し
て

き
た
そ
の
市
民
力
に
、
国
家
も
一
目
置
か
ざ
る
を
得
な
い
。
地
道
な
日
中
交
流
を
積
む

社
会
学
者
が
、
そ
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
知
性
、
実
践
力
を
紹
介
す
る
。
［
２
０
１
２
年
11
月
］
431394Ȃ6◆

新赤1384

大
治
朋
子

勝
て
な
い
ア
メ
リ
カ

ʕ
「
対
テ
ロ
戦
争
」
の
日
常
ʕ

９
０
２
円

圧
倒
的
優
位
に
あ
る
は
ず
の
米
軍
が
「
弱
者
」
に
翻
弄
さ
れ
る
。
衛
星
通
信
を
使
っ
た

無
人
の
爆
撃
機
や
偵
察
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
ハ
イ
テ
ク
技
術
を
追
求
す
る
が
、
市
民
の
犠
牲

は
増
え
続
け
、反
米
感
情
は
高
ま
る
。
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
に
墜
ち
た「
オ
バ
マ
の
戦
争
」。

従
軍
取
材
で
爆
弾
攻
撃
を
受
け
な
が
ら
生
き
延
び
た
気
鋭
の
記
者
が
、
綿
密
な
現
場
取

材
か
ら
、
そ
の
実
像
を
解
き
明
か
す
。

［
２
０
１
２
年
９
月
］
431384Ȃ7◆

新赤1380

堀
坂

浩
太
郎

ブ

ラ

ジ

ル
跳
躍
の
軌
跡

８
８
０
円

軍
事
政
権
か
ら
の
民
主
化
、
巨
額
の
債
務
国
か
ら
債
権
国
へ
の
転
換
、
女
性
大
統
領
の

誕
生
、
そ
し
て
Ｇ
Ｄ
Ｐ
世
界
六
位
に
─
─
。
こ
の
四
半
世
紀
余
り
に
劇
的
な
変
化
を
遂

げ
た
ブ
ラ
ジ
ル
。
発
展
の
軌
跡
を
、
政
治
、
経
済
、
社
会
、
対
外
関
係
か
ら
た
ど
り
、

そ
の
実
相
に
迫
る
。
民
主
化
は
ど
う
展
開
し
た
の
か
、
経
済
発
展
の
原
動
力
は
何
か
、

そ
し
て
、
ど
の
よ
う
な
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
の
か
。

［
２
０
１
２
年
８
月
］
431380Ȃ9◆

新赤1377

室

謙

二

非
ア
メ
リ
カ
を
生
き
る

ʕ
〈
複
数
文
化
〉
の
国
で
ʕ

８
３
６
円

八
〇
年
代
に
ア
メ
リ
カ
へ
移
住
し
市
民
権
を
と
っ
た
著
者
は
、「
何
故
ア
メ
リ
カ
人
に

な
っ
た
の
だ
？
」
と
問
わ
れ
、
そ
の
意
味
を
考
え
る
。
自
分
は
ど
の
ア
メ
リ
カ
に
連
な

る
の
か
？

最
後
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
「
イ
シ
」
や
マ
イ
ル
ス
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
、
ユ
ダ
ヤ

人
の
友
人
た
ち
─
─
〈
複
数
文
化
〉
の
国
で
「
非
ア
メ
リ
カ
人
」
と
し
て
生
き
た
人
び

と
の
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
か
ら
、
国
と
文
化
の
あ
り
方
を
問
い
返
す
。
［
２
０
１
２
年
７
月
］
431377Ȃ9◆

新赤1307

遠

藤

誉

ネ
ッ
ト
大
国
中
国

ʕ
言
論
を
め
ぐ
る
攻
防
ʕ

８
３
６
円

グ
ー
グ
ル
撤
退
騒
動
か
ら
、
08
憲
章
、
漁
船
衝
突
事
件
と
反
日
デ
モ
、
そ
し
て
中
国
茉

莉
花
革
命
ま
で
─
─
。
中
国
の
い
ま
を
読
み
解
く
カ
ギ
は
、
四
・
五
億
人
の
「
網
民
（
ネ

ッ
ト
市
民
）」
に
あ
る
。
規
制
と
検
閲
を
強
め
る
政
府
と
、
網
民
の
攻
防
を
活
写
し
、
ネ

ッ
ト
世
代
「
80
后
」
の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー
に
も
迫
る
。
役
人
の
腐
敗
や
格
差
拡
大
が
深

刻
化
す
る
中
、「
ネ
ッ
ト
言
論
」
は
民
主
化
を
導
く
の
か
。

［
２
０
１
１
年
４
月
］
431307Ȃ6
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新赤1291

関
口
義
人

ジ
プ
シ
ー
を
訪
ね
て

８
８
０
円

ロ
マ
、
ツ
ィ
ガ
ー
ヌ
、
ヒ
タ
ー
ノ
、
マ
ヌ
ー
シ
ュ
、
カ
ー
ロ
、
シ
ン
テ
ィ
、
ド
ム
…
…

さ
ま
ざ
ま
な
名
で
世
界
に
拡
散
す
る
ジ
プ
シ
ー
。「
自
由
の
民
」
で
も
「
乞
食
で
泥
棒
」

で
も
な
く
、
国
を
も
た
ぬ
彼
ら
は
二
一
世
紀
の
世
界
を
い
か
に
生
き
ぬ
い
て
い
る
の
か

─
─
ジ
プ
シ
ー
音
楽
に
導
か
れ
た
著
者
が
バ
ル
カ
ン
～
中
欧
～
ア
ラ
ブ
諸
国
へ
、
歴
史

あ
る
集
落
か
ら
難
民
キ
ャ
ン
プ
ま
で
を
訪
ね
た
一
〇
年
の
記
録
。
［
２
０
１
１
年
１
月
］
431291Ȃ8

新赤1289

郭

四

志

中
国
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情

８
８
０
円

め
ざ
ま
し
い
経
済
成
長
の
続
く
中
国
は
、い
ま
や
世
界
一
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
国
。「
重

厚
長
大
」
型
経
済
の
下
、
石
油
は
国
内
生
産
で
は
足
り
ず
、
輸
入
に
頼
る
と
と
も
に
海

外
で
の
開
発
・
権
益
確
保
を
推
進
、
他
方
で
石
炭
は
環
境
汚
染
と
地
球
温
暖
化
へ
の
対

応
が
問
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
天
然
ガ
ス
、
太
陽
光
や
原
発
も
含
め
、
こ
の
国
の
今
後

を
左
右
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
を
包
括
的
に
描
く
。

［
２
０
１
１
年
１
月
］
431289Ȃ5

新赤1277

渡

辺

靖

ア
メ
リ
カ
ン
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
逆
説

８
３
６
円

恐
怖
で
が
ん
じ
が
ら
め
の
自
由
、
負
の
連
鎖
に
か
ら
め
と
ら
れ
る
公
正
、
他
人
の
心
身

ま
で
も
規
定
し
て
ゆ
く
多
様
性
、
空
洞
化
し
て
ゆ
く
民
主
主
義
…
…
。
建
国
の
理
念
を

生
き
抜
こ
う
と
す
る
ア
メ
リ
カ
社
会
の
足
下
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
皮
肉
な
“
転
倒
状
況
”

が
起
き
て
い
る
。
こ
の
希
有
な
社
会
で
丹
念
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
重
ね
て
き
た
著

者
が
、
そ
の
実
像
と
向
か
う
先
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
検
分
す
る
。
［
２
０
１
０
年
10
月
］
431277Ȃ2

新赤1225

堤

未

果

ル
ポ
貧
困
大
国
ア
メ
リ
カ
Ⅱ

８
８
０
円

経
済
危
機
後
の
ア
メ
リ
カ
で
は
、
社
会
の
貧
困
化
が
加
速
し
て
い
る
。
職
が
み
つ
か
ら

ず
、
学
㗦
ロ
ー
ン
に
追
い
立
て
ら
れ
る
若
者
た
ち
。
老
後
の
生
活
設
計
が
崩
れ
た
高
齢

者
た
ち
。
教
育
や
年
金
、
医
療
、
そ
し
て
刑
務
所
ま
で
も
が
商
品
化
さ
れ
、
巨
大
マ
ー

ケ
ッ
ト
に
飲
み
こ
ま
れ
て
い
る
。
オ
バ
マ
登
場
で
状
況
は
変
わ
っ
た
の
か
。
人
々
の
肉

声
を
通
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
今
を
活
写
す
る
ル
ポ
の
第
二
弾
。

［
２
０
１
０
年
１
月
］
431225Ȃ3

新赤1190

東

大

作

平

和

構

築

ʕ
ア
フ
ガ
ン
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
現
場
か
ら
ʕ９

４
６
円

世
界
各
地
で
武
力
紛
争
が
絶
え
な
い
中
、
紛
争
の
終
結
と
国
家
の
再
建
、
そ
し
て
平
和

の
定
着
を
ど
う
実
現
す
る
か
。
武
装
解
除
、
選
挙
実
施
、
経
済
計
画
…
…
。
著
者
は
危

険
に
満
ち
た
ア
フ
ガ
ン
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
で
、
政
治
指
導
者
や
軍
閥
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
、
住
民
の
意
識
調
査
を
実
施
。
そ
の
結
果
か
ら
、
あ
る
べ
き
「
平
和
構
築
」
を
提
言

す
る
。
国
連
は
、
日
本
は
、
何
を
な
す
べ
き
な
の
か
。

［
２
０
０
９
年
６
月
］
431190Ȃ4
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新赤1146

松
本
仁
一

ア
フ
リ
カ
・
レ
ポ
ー
ト

ʕ
壊
れ
る
国
、
生
き
る
人
々
ʕ

８
１
４
円

豊
か
な
ジ
ン
バ
ブ
エ
の
農
業
を
一
〇
年
で
壊
滅
さ
せ
、
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
を
克
服
し
た

南
ア
共
和
国
を
犯
罪
の
多
発
に
悩
む
国
に
し
た
の
は
誰
か
。
中
国
の
進
出
、
逆
に
国
を

脱
出
す
る
ア
フ
リ
カ
人
の
増
加
な
ど
の
新
し
い
動
き
を
追
い
、
同
時
に
、
腐
敗
し
た
権

力
に
は
頼
ら
ず
自
立
の
道
を
求
め
て
健
闘
す
る
人
々
の
㗡
も
伝
え
る
。
三
〇
年
近
い
ア

フ
リ
カ
取
材
経
験
に
基
づ
く
、
人
間
を
み
つ
め
た
報
告
。

［
２
０
０
８
年
８
月
］
431146Ȃ1

新赤1145

坪
井
善
明

ヴ
ェ
ト
ナ
ム
新
時
代

ʕ
「
豊
か
さ
」
へ
の
模
索
ʕ

９
０
２
円

ド
イ
モ
イ
（
刷
新
）
政
策
採
用
か
ら
二
十
余
年
。
米
国
と
国
交
を
正
常
化
し
、
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
や
Ｗ
Ｔ
Ｏ
へ
の
加
盟
も
果
た
し
て
国
際
社
会
へ
の
復
帰
を
遂
げ
た
今
、
ヴ
ェ
ト
ナ

ム
は
ど
こ
へ
向
か
っ
て
い
る
の
か
。
未
曾
有
の
戦
争
の
後
遺
症
を
抱
え
な
が
ら
、
一
方

で
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
波
に
さ
ら
さ
れ
る
中
、
ひ
た
む
き
に
幸
福
を
求
め
る
人
々
の
素
顔

に
迫
り
、
日
越
関
係
の
明
日
を
展
望
す
る
。

［
２
０
０
８
年
８
月
］
431145Ȃ4

新赤1112

堤

未

果

ル
ポ
貧
困
大
国
ア
メ
リ
カ

９
４
６
円

貧
困
層
は
最
貧
困
層
へ
、
中
流
の
人
々
も
尋
常
な
ら
ざ
る
ペ
ー
ス
で
貧
困
層
へ
と
転
落

し
て
い
く
。
急
激
に
進
む
社
会
の
二
極
化
の
足
元
で
何
が
起
き
て
い
る
の
か
。
追
い
や

ら
れ
る
人
々
の
肉
声
を
通
し
て
、
そ
の
現
状
を
報
告
す
る
。
弱
者
を
食
い
も
の
に
し
一

部
の
富
者
が
潤
っ
て
ゆ
く
と
い
う
世
界
構
造
の
中
で
、
そ
れ
で
も
あ
き
ら
め
ず
、
こ
の

流
れ
に
抵
抗
し
よ
う
と
す
る
人
々
の
「
新
し
い
戦
略
」
と
は
何
か
。［
２
０
０
８
年
１
月
］
431112Ȃ6

新赤1108

村
井
吉
敬

エ
ビ
と
日
本
人
Ⅱ

ʕ
暮
ら
し
の
な
か
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
ʕ

９
０
２
円

前
著
か
ら
二
〇
年
、「
エ
ビ
の
現
場
」
を
追
っ
て
、
台
湾
、
タ
イ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど

の
養
殖
池
や
加
工
工
場
を
歩
き
つ
づ
け
た
著
者
が
、豊
富
な
デ
ー
タ
を
織
り
込
み
つ
つ
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
の
ア
ジ
ア
と
日
本
の
風
景
を
鮮
や
か
に
描
き
出
す
。
世
界
中
を

「
食
卓
基
地
」
と
し
て
、
輸
入
に
深
く
依
存
し
た
飽
食
文
化
を
謳
歌
す
る
消
費
者
・
日
本

人
に
対
す
る
鋭
い
問
い
に
満
ち
た
最
新
レ
ポ
ー
ト
。

［
２
０
０
７
年
12
月
］
431108Ȃ9

新赤1099

庄
司
克
宏

欧
州
連
合
統
治
の
論
理
と
ゆ
く
え

８
５
８
円

「
欧
州
憲
法
」
制
定
の
挫
折
、
東
方
拡
大
に
よ
る
加
盟
国
間
の
軋
轢
、
域
内
の
経
済
格
差

の
拡
大
な
ど
、
様
々
な
困
難
に
直
面
し
、
大
き
な
岐
路
に
立
つ
Ｅ
Ｕ
。
そ
の
壮
大
な
実

験
は
、
ど
こ
へ
向
か
お
う
と
し
て
い
る
の
か
。
国
際
社
会
に
ど
ん
な
影
響
を
与
え
て
い

る
の
か
。
各
国
の
文
化
の
違
い
や
利
害
の
対
立
を
調
整
し
、
深
化
・
発
展
し
て
き
た
仕

組
み
を
明
快
に
解
説
し
、
そ
の
将
来
像
を
展
望
す
る
。

［
２
０
０
７
年
10
月
］
431099Ȃ0
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新赤1000

最
上
敏
樹

い

ま

平

和

と

は

ʕ
人
権
と
人
道
を
め
ぐ
る
9
話
ʕ

９
４
６
円

二
一
世
紀
に
入
っ
て
も
武
力
紛
争
や
大
規
模
な
人
権
侵
害
は
止
む
こ
と
が
な
い
。
暴
力

と
憎
悪
が
連
鎖
し
、
世
界
に
は
新
た
な
分
断
線
が
引
か
れ
始
め
た
。
い
ま
、
平
和
を
築

き
上
げ
る
た
め
に
、
国
連
や
国
際
法
そ
し
て
市
民
に
は
何
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
い

か
に
す
れ
ば
、
人
間
は
対
立
を
超
え
て
真
に
和
解
で
き
る
の
か
。
人
権
と
人
道
の
時
代

を
迎
え
る
た
め
の
条
件
を
さ
ぐ
る
九
話
。

［
２
０
０
６
年
３
月
］
431000Ȃ6

新赤938

王

柯

多
民
族
国
家

中
国

ʪ
カ
ラ
ー
２
頁
ʫ
９
６
８
円

古
代
、
中
華
文
化
の
形
成
期
に
主
役
を
演
じ
た
の
は
、
周
辺
か
ら
入
っ
て
き
た
異
民
族

の
人
々
で
あ
っ
た
。
以
来
、
中
華
文
化
が
多
民
族
的
性
格
を
も
っ
て
継
承
さ
れ
て
い
っ

た
た
め
、
中
国
は
一
貫
し
て
多
民
族
国
家
で
あ
っ
た
。
現
在
五
五
の
少
数
民
族
が
存
在

し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
ど
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
の
か
、
そ
し
て
そ
の
解
決
策
は
？

伝
統
と
開
発
、
宗
教
、
国
際
関
係
等
か
ら
多
面
的
に
分
析
す
る
。
［
２
０
０
５
年
３
月
］
430938Ȃ3

新赤905

内
藤
正
典

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
イ
ス
ラ
ー
ム

ʕ
共
生
は
可
能
か
ʕ

８
８
０
円

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
先
進
諸
国
に
定
住
す
る
ム
ス
リ
ム
人
口
は
、
二
世
、
三
世
を
含
め
今
や
一

五
〇
〇
万
以
上
と
い
わ
れ
て
い
る
。
増
加
と
共
に
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
た
受
け
入

れ
国
社
会
と
の
摩
擦
は
、
何
に
由
来
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
各
国
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
を
踏
ま
え
て
、
公
教
育
の
場
で
の
ス
カ
ー
フ
着
用
を
め
ぐ
る
軋
轢
な
ど
の
現
状
を
報

告
し
、
異
な
っ
た
文
明
が
共
生
す
る
た
め
の
可
能
性
を
探
る
。

［
２
０
０
４
年
８
月
］
430905Ȃ5

新赤840

青

木

保

多

文

化

世

界
９
０
２
円

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
対
立
、
少
数
者
へ
の
抑
圧
・
攻
撃
な
ど
、
苛
酷
な
経
験
を
重
ね
て
き
た

現
代
の
世
界
は
、
宗
教
・
民
族
問
題
の
先
鋭
化
と
同
時
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
う
画

一
化
・
一
元
化
に
直
面
し
て
い
る
。
真
の
相
互
理
解
や
協
調
は
可
能
な
の
か
。
そ
の
鍵

と
な
る
「
文
化
の
多
様
性
」
の
擁
護
と
「
文
化
の
力
」
を
め
ぐ
っ
て
、
理
念
・
現
状
・

課
題
を
、
文
化
人
類
学
者
と
し
て
の
豊
富
な
経
験
か
ら
説
く
。

［
２
０
０
３
年
６
月
］
430840Ȃ9◆

新赤802

藤
原
帰
一

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
帝
国

ʕ
ア
メ
リ
カ
・
戦
争
・
現
代
世
界
ʕ

８
３
６
円

二
〇
〇
一
年
の
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
と
ア
フ
ガ
ン
戦
争
を
経
て
、
新
し
い
世
界
秩
序
が

㗡
を
現
し
て
き
た
。
そ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
が
「
帝
国
」
と
し
て
世
界
を
動
か
す
と
い
う

も
の
だ
。
な
ぜ
ア
メ
リ
カ
は
帝
国
に
向
か
っ
た
の
か
。
ア
メ
リ
カ
の
変
貌
の
下
で
、
ア

ジ
ア
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
第
三
世
界
は
ど
う
な
る
の
か
。
帝
国
秩
序
を
超
え
る
道
は
ど
こ

に
あ
る
の
か
。
世
界
政
治
の
現
在
を
徹
底
分
析
す
る
。

［
２
０
０
２
年
９
月
］
430802Ȃ7
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新赤784

広
河
隆
一

パ

レ

ス

チ

ナ
新
版

９
４
６
円

ま
さ
に
泥
沼
と
も
い
う
べ
き
、
流
血
の
対
立
の
渦
中
に
あ
る
パ
レ
ス
チ
ナ
と
イ
ス
ラ
エ

ル
。
だ
が
、
こ
こ
に
至
る
関
係
の
歴
史
を
正
確
に
知
る
人
は
、
意
外
に
少
な
い
の
で
は

な
い
か
。
六
〇
年
代
後
半
か
ら
こ
の
問
題
を
追
い
続
け
て
き
た
著
者
が
、
旧
版
以
降
の

流
れ
を
新
た
に
加
筆
、
現
地
取
材
に
も
と
づ
く
最
新
の
状
況
に
も
ふ
れ
て
、
一
冊
で
今

日
ま
で
の
歴
史
と
背
景
を
ḷ
れ
る
新
版
と
し
て
刊
行
す
る
。

［
２
０
０
２
年
５
月
］
430784Ȃ6◆

新赤740

青

木

保

異

文

化

理

解
９
２
４
円

Ｉ
Ｔ
化
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
進
み
、
日
常
的
に
接
触
・
交
流
が
増
大
し
た
「
異

文
化
」
を
私
た
ち
は
理
解
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
異
文
化
間
の
衝
突
は
い
ま
な
お
激
し

く
、
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
の
危
険
性
や
文
化
の
画
一
化
が
も
た
ら
す
影
響
も
無
視
で
き
な

い
。
文
化
人
類
学
者
と
し
て
の
体
験
や
知
見
を
平
易
に
展
開
し
な
が
ら
、
混
成
化
す
る

文
化
を
見
据
え
、
真
の
相
互
理
解
の
手
掛
か
り
を
探
る
。

［
２
０
０
１
年
７
月
］
430740Ȃ2◆

新赤473

峯

陽

一

南
ア
フ
リ
カ
「
虹
の
国
」
へ
の
歩
み

８
５
８
円

一
九
九
四
年
に
全
人
種
参
加
の
総
選
挙
を
行
っ
て
、
新
体
制
へ
の
船
出
を
し
た
南
ア
フ

リ
カ
共
和
国
。
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
制
度
を
撤
廃
し
、「
違
い
を
尊
重
し
た
統
合
」
に
向
け

た
壮
大
な
実
験
が
始
ま
っ
て
い
る
。
複
雑
な
人
種
関
係
と
地
域
の
多
様
性
、
都
市
化
を

軸
に
し
た
近
代
化
に
着
目
し
て
、
近
・
現
代
史
を
綿
密
に
検
討
し
、
直
面
す
る
「
負
の

遺
産
」
や
、
国
際
社
会
の
な
か
で
の
位
置
を
描
き
き
る
。

［
１
９
９
６
年
11
月
］
430473Ȃ9

新赤417

鶴
見
良
行

東
南
ア
ジ
ア
を
知
る

ʕ
私
の
方
法
ʕ

８
８
０
円

バ
ナ
ナ
や
エ
ビ
を
通
じ
て
、
ア
ジ
ア
と
日
本
の
関
係
を
考
え
る
…
…
。
こ
の
画
期
的
な

方
法
を
、
著
者
は
ど
の
よ
う
に
生
み
出
し
た
の
か
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
か
ら
始
ま
っ
た
ア

ジ
ア
と
の
三
〇
年
以
上
に
お
よ
ぶ
つ
き
あ
い
の
軌
跡
を
た
ど
り
、「
歩
く
・
み
る
・
き
く
」

を
実
践
し
な
が
ら
東
南
ア
ジ
ア
各
地
を
旅
し
、
学
ん
だ
日
々
を
語
る
。
急
逝
し
た
著
者

の
遺
稿
に
描
か
れ
た
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
東
南
ア
ジ
ア
入
門
。

［
１
９
９
５
年
11
月
］
430417Ȃ3

新赤345

徐

勝

獄

中

一

九

年

ʕ
㕾
国
政
治
犯
の
た
た
か
い
ʕ

９
０
２
円

一
九
七
一
年
、
祖
国
に
留
学
し
て
い
た
在
日
㕾
国
人
の
著
者
は
、「
北
の
ス
パ
イ
」
と
し

て
突
然
逮
捕
さ
れ
る
。
執
拗
に
続
け
ら
れ
る
拷
問
、
屈
す
る
よ
り
は
死
を
願
い
負
っ
た

火
傷
、
そ
し
て
死
刑
判
決
…
…
。
新
書
『
徐
兄
弟
獄
中
か
ら
の
手
紙
』
で
知
ら
れ
る
著

者
が
、
監
獄
と
い
う
社
会
を
克
明
に
描
き
つ
つ
、
独
裁
政
権
へ
の
痛
烈
な
批
判
、
そ
し

て
分
断
下
に
あ
る
民
衆
へ
の
深
い
愛
情
を
文
字
に
刻
む
。

［
１
９
９
４
年
７
月
］
430345Ȃ9
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新赤20

村
井
吉
敬

エ

ビ

と

日

本

人
９
０
２
円

エ
ビ
フ
ラ
イ
、
天
ぷ
ら
な
ど
、
一
人
平
均
で
年
に
七
〇
匹
。
世
界
一
の
エ
ビ
消
費
国
・

日
本
は
、
そ
の
九
割
を
輸
入
に
頼
っ
て
お
り
、
エ
ビ
は
い
ま
や
輸
入
食
品
の
中
で
も
首

位
の
座
に
あ
る
。
だ
が
、
一
体
ど
こ
で
ど
の
よ
う
に
獲
ら
れ
て
い
る
の
か
。
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
で
ト
ロ
ー
ル
船
に
乗
り
、
台
湾
で
養
殖
の
実
情
を
見
る
な
ど
調
査
を
重
ね
て
き
た

著
者
が
、
日
本
と
ア
ジ
ア
と
の
知
ら
れ
ざ
る
関
係
を
語
る
。

［
１
９
８
８
年
４
月
］
430020Ȃ5◆

黄 199

鶴
見
良
行

バ
ナ
ナ
と
日
本
人

ʕ
フ
ィ
リ
ピ
ン
農
園
と
食
卓
の
あ
い
だ
ʕ

９
０
２
円

ス
ー
パ
ー
や
八
百
屋
の
店
頭
に
並
ぶ
バ
ナ
ナ
の
九
割
を
生
産
す
る
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
。
そ

の
大
農
園
で
何
が
起
き
て
い
る
か
。
か
つ
て
王
座
に
あ
っ
た
台
湾
、
南
米
産
に
代
わ
る

比
国
産
登
場
の
裏
で
何
が
進
行
し
た
の
か
。
安
く
て
甘
い
バ
ナ
ナ
も
、ひ
と
皮
む
け
ば
、

そ
こ
に
は
多
国
籍
企
業
の
暗
躍
、
農
園
労
働
者
の
貧
苦
、
さ
ら
に
明
治
以
来
の
日
本
と

東
南
ア
ジ
ア
の
歪
ん
だ
関
係
が
鮮
や
か
に
浮
か
び
上
が
る
。

［
１
９
８
２
年
８
月
］
420199Ȃ1◆

青 FȂ67

山
口
昌
男

ア
フ
リ
カ
の
神
話
的
世
界

８
５
８
円

ア
フ
リ
カ
各
地
で
の
実
地
調
査
を
も
と
に
、
文
化
人
類
学
の
神
話
研
究
の
成
果
を
と
り

入
れ
て
描
き
出
さ
れ
た
ア
フ
リ
カ
の
神
話
的
世
界
。
異
な
っ
た
地
域
の
原
住
民
に
伝
わ

る
神
話
を
比
較
・
分
析
し
、
神
話
の
「
伝
播
」
と
「
変
身
」、
さ
ら
に
、
そ
の
「
構
造
」

を
考
察
す
る
。
原
住
民
の
世
界
を
内
側
か
ら
理
解
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
私
た
ち
の
世

界
と
の
関
係
、「
第
三
世
界
」
の
真
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
。

［
１
９
７
１
年
１
月
］
415067Ȃ1◆

青 FȂ22

山
代

巴
編

こ
の
世
界
の
片
隅
で

９
０
２
円

「
こ
れ
が
広
島
じ
ゃ
」「
ウ
チ
も
㓊
も
、
全
部
々
々
焼
け
て
し
も
う
た
ん
じ
ゃ
」

戦

争
が
終
わ
っ
て
も
広
島
は
被
爆
を
生
き
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
市
井
の
声
を
丹
念
に
拾

い
集
め
被
爆
体
験
か
ら
の
思
索
の
歩
み
を
追
求
し
て
き
た
人
た
ち
が
、
そ
の
成
果
を
共

同
で
綴
っ
た
。
長
年
に
わ
た
る
「
世
界
の
片
隅
」
で
の
闘
い
を
積
み
重
ね
て
き
た
思
い

が
結
実
し
た
一
冊
。

［
１
９
６
５
年
７
月
］
415022Ȃ0◆
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福
祉
・
医
療

新赤1959

春
日
雅
人
編

医

の

変

革
９
４
６
円

コ
ロ
ナ
禍
で
医
学
・
医
療
は
様
々
な
課
題
に
直
面
し
た
。
一
方
Ａ
Ｉ
、ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
・

デ
バ
イ
ス
、
遺
伝
子
治
療
な
ど
は
、
医
療
に
大
き
な
変
革
を
も
た
ら
す
と
予
測
さ
れ
る
。

が
ん
、
新
興
・
再
興
感
染
症
、
生
活
習
慣
病
、
さ
ら
に
は
生
命
倫
理
、
地
域
医
療
の
あ

り
方
…
…
。
患
者
に
と
っ
て
の
医
療
を
考
え
つ
つ
、
日
本
医
学
会
総
会
を
機
に
各
分
野

の
専
門
家
が
今
後
を
展
望
す
る
。

［
２
０
２
３
年
１
月
］
431959Ȃ7

新赤1856

阪
本
良
弘

が

ん

と

外

科

医
８
８
０
円

二
人
に
一
人
は
が
ん
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
い
ま
、
様
々
な
治
療
法
が
研
究
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
な
か
で
外
科
手
術
は
、
が
ん
治
療
の
根
幹
で
あ
る
。
外
科
医
と
し
て
、
肝

が
ん
、
そ
し
て
難
治
性
の
膵
が
ん
の
治
療
・
手
術
の
最
前
線
に
い
る
著
者
が
、
肝
胆
膵

の
が
ん
の
外
科
的
治
療
の
開
発
研
究
の
軌
跡
と
最
新
状
況
、
さ
ら
に
外
科
医
の
日
常
、

師
か
ら
の
指
導
、
患
者
か
ら
の
学
び
な
ど
を
綴
る
。

［
２
０
２
０
年
11
月
］
431856Ȃ9◆

新赤1765

齋
藤
英
彦
編

医

の

希

望
９
２
４
円

ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
介
護
、
Ａ
Ｉ
を
用
い
る
ゲ
ノ
ム
医
療
、
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
が
ん

研
究
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
に
よ
る
難
病
の
た
め
の
創
薬
。
そ
し
て
骨
髄
バ
ン
ク
、
超
高
齢
社

会
で
の
介
護
シ
ス
テ
ム
、
こ
れ
か
ら
の
認
知
症
医
療
、
さ
ら
に
は
途
上
国
で
の
医
療
や

医
療
制
度
の
支
援
。
各
分
野
の
第
一
人
者
が
日
本
医
学
会
総
会
を
機
に
、
そ
の
最
新
状

況
を
語
る
。

［
２
０
１
９
年
３
月
］
431765Ȃ4

新赤1759

坂
井
律
子

〈
い
の
ち
〉
と
が
ん
患
者
と
な
っ
て
考
え
た
こ
と

９
６
８
円

“
絶
体
絶
命
”
の
状
況
を
、
人
は
い
か
に
生
き
う
る
の
か
。
突
然
の
膵
臓
が
ん
宣
告
、
生

き
る
た
め
の
治
療
の
選
択
、
何
を
食
べ
れ
ば
い
い
の
か
、
術
後
の
戸
惑
い
、
届
か
ぬ
患

者
の
声
、
死
の
恐
怖
…
…
。
患
者
と
な
っ
て
初
め
て
実
感
し
た
〈
い
の
ち
〉
の
問
題
を
、

赤
裸
々
に
真
摯
に
哲
学
す
る
。「
が
ん
時
代
」
を
生
き
る
人
へ
、
そ
し
て
未
来
に
向
け
て

書
き
遺
さ
れ
た
、
い
の
ち
を
め
ぐ
る
提
言
。

［
２
０
１
９
年
２
月
］
431759Ȃ3◆

89― 福祉・医療
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新赤1614

小
林
美
希

ル
ポ
看

護

の

質

ʕ
患
者
の
命
は
守
ら
れ
る
の
か
ʕ

９
２
４
円

深
刻
さ
を
増
す
人
手
不
足
の
問
題
、
ま
た
入
院
期
間
短
縮
化
と
在
宅
化
が
急
速
に
政
策

的
に
推
進
さ
れ
る
中
で
、
ひ
ず
み
を
も
ろ
に
か
ぶ
っ
て
い
る
看
護
の
現
場
ひ
い
て
は
患

者
の
置
か
れ
た
実
態
に
、定
評
あ
る
著
者
が
鋭
く
切
り
込
む
迫
力
の
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
。

看
護
の
最
前
線
で
、
い
ま
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
。
本
来
の
看
護
と
は
何
か
、
多
職

種
に
よ
る
チ
ー
ム
医
療
と
は
何
か
を
問
う
。

［
２
０
１
６
年
７
月
］
431614Ȃ5◆

新赤1588

井
村
裕
夫

健
康
長
寿
の
た
め
の
医
学

８
３
６
円

成
人
期
だ
け
で
な
く
、
胎
生
期
や
子
ど
も
の
時
の
環
境
が
、
そ
の
後
の
高
齢
期
の
健
康

に
影
響
す
る
と
い
う
。
糖
尿
病
、認
知
症
な
ど
具
体
的
な
病
気
の
最
新
知
見
と
と
も
に
、

人
生
の
早
い
時
期
か
ら
自
分
の
体
に
つ
い
て
考
え
る「
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
」、

発
症
す
る
前
に
〈
予
防
〉
す
る
「
先
制
医
療
」
な
ど
を
、
近
年
の
研
究
成
果
に
基
づ
き

解
説
す
る
。

［
２
０
１
６
年
２
月
］
431588Ȃ9

新赤1574

寺
澤
捷
年

和
漢
診
療
学
あ
た
ら
し
い
漢
方

９
０
２
円

目
の
具
合
が
悪
い
と
き
に
は
腹
を
み
る
。
ひ
ど
い
汗
か
き
と
膝
痛
は
、
一
つ
の
漢
方
方

剤
で
解
消
。
人
間
の
か
ら
だ
は
部
品
の
寄
せ
集
め
で
は
な
い
、
と
の
視
座
か
ら
患
者
を

み
る
こ
と
を
実
践
す
る
著
者
が
、
漢
方
と
西
洋
医
学
の
叡
智
を
統
合
し
た
和
漢
診
療
学

を
身
近
な
具
体
例
と
と
も
に
提
案
。
長
年
の
臨
床
と
研
究
か
ら
得
た
、
患
者
を
本
当
に

幸
せ
に
す
る
新
し
い
医
療
の
㗡
を
綴
る
。

［
２
０
１
５
年
11
月
］
431574Ȃ2◆

新赤1560

田
中
徹
二

不
可
能
を
可
能
に
点
字
の
世
界
を
駆
け
ぬ
け
る

８
５
８
円

音
声
デ
ジ
タ
ル
図
書
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
創
り
、ホ
ー
ム
の
転
落
防
止
柵
設
置
に
尽
力
。

日
用
品
に
点
字
を
つ
け
る
こ
と
や
、
道
路
の
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
あ
り
か
た
に
も
た
ず
さ

わ
る
。
一
〇
代
末
で
光
を
失
っ
た
著
者
は
、
日
本
点
字
図
書
館
で
の
活
動
を
中
心
に
、

時
に
は
国
境
を
越
え
て
、
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
社
会
を
め
ざ
し
て
い
く
。
躍
動
感
あ

ふ
れ
る
エ
ッ
セ
イ
。

［
２
０
１
５
年
８
月
］
431560Ȃ5◆

新赤1558

清
水
徹
男

不

眠

と

う

つ

病
８
１
４
円

今
夜
も
眠
れ
な
か
っ
た
ら
、
ど
う
し
よ
う
…
…
。
そ
ん
な
不
安
や
心
配
が
、
う
つ
病
の

引
き
金
に
な
る
。
二
週
間
以
上
つ
づ
く
不
眠
は
、
う
つ
病
の
サ
イ
ン
。
体
内
リ
ズ
ム
の

病
気
と
も
い
わ
れ
る
、
う
つ
病
の
兆
候
と
症
状
を
、
不
眠
と
の
関
係
か
ら
明
ら
か
に
す

る
。
予
防
法
と
し
て
の
睡
眠
改
善
と
快
眠
法
、
薬
に
頼
ら
ず
眠
り
で
治
す
最
新
の
治
療

法
ま
で
。
や
さ
し
く
丁
寧
に
解
説
。

［
２
０
１
５
年
８
月
］
431558Ȃ2◆
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新赤1557

結
城
康
博

在

宅

介

護

ʕ
「
自
分
で
選
ぶ
」
視
点
か
ら
ʕ

９
０
２
円

介
護
保
険
制
度
ス
タ
ー
ト
時
に
謳
わ
れ
た
「
施
設
介
護
か
ら
在
宅
介
護
へ
」「
行
政
主
導

か
ら
利
用
者
本
位
へ
」
は
ど
こ
ま
で
実
現
し
た
の
か
？

「
施
設
志
向
」
が
増
し
て
い

る
現
実
は
何
を
語
る
の
か
。
制
度
の
利
用
方
法
か
ら
現
状
の
課
題
、人
材
不
足
の
背
景
、

財
源
問
題
ま
で
。
き
め
細
や
か
な
現
地
調
査
に
基
づ
き
現
場
を
踏
ま
え
た
政
策
提
言
を

も
行
う
。
す
べ
て
が
摑
め
る
基
本
の
一
冊
。

［
２
０
１
５
年
８
月
］
431557Ȃ5◆

新赤1535

井
村
裕
夫
編

医

と

人

間
８
８
０
円

先
制
医
療
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
、
ロ
ボ
ッ
ト
治
療
、
新
し
い
が
ん
治
療
、
創
薬
、
脳
研
究
な

ど
最
先
端
の
医
学
、
そ
し
て
チ
ー
ム
医
療
、
緩
和
ケ
ア
、
地
域
の
医
療
、
災
害
医
療
、

情
報
技
術
、
死
生
学
な
ど
第
一
線
で
の
医
療
。
医
学
は
常
に
人
間
と
と
も
に
あ
り
、
人

間
の
た
め
の
学
問
で
あ
る
。
日
本
医
学
会
総
会
は
そ
の
知
を
結
集
し
、
高
齢
社
会
を
幸

せ
に
生
き
抜
く
た
め
に
な
す
べ
き
こ
と
を
考
え
る
。

［
２
０
１
５
年
２
月
］
431535Ȃ3◆

新赤1492

桐
野
高
明

医

療

の

選

択
９
０
２
円

日
本
の
医
療
の
未
来
は
、
国
民
の
選
択
に
か
か
っ
て
い
る
。
よ
り
良
い
医
療
を
維
持
発

展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
求
め
ら
れ
る
条
件
と
は
何
か
。
現
在
、
日
本
の
医
療
が
直
面
す

る
問
題
に
つ
い
て
、
医
療
費
、
国
民
皆
保
険
制
度
、
超
高
齢
社
会
、
薬
剤
、
治
療
法
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
論
点
を
示
し
、
そ
の
選
択
の
道
を
考
え
る
。
国
民
ひ
と
り

一
人
が
未
来
の
指
針
を
得
る
た
め
の
一
冊
。

［
２
０
１
４
年
７
月
］
431492Ȃ9◆

新赤1489

村
上

紀
美
子

納
得
の
老
後
日
欧
在
宅
ケ
ア
探
訪

８
５
８
円

団
塊
世
代
の
多
く
が
七
五
歳
以
上
に
な
る
、
二
〇
二
五
年
。
高
齢
で
も
ひ
と
り
で
、
自

宅
で
医
療
や
介
護
を
利
用
し
な
が
ら
暮
ら
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
る
と
き
、
私
た
ち

に
用
意
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
欧
州
各
国
の
在
宅
ケ
ア
の
現
場
を
訪
問
し
た
著
者
は
未

来
に
い
か
せ
る
知
恵
を
探
り
、
ま
た
日
本
各
地
で
新
た
な
医
療
や
介
護
の
実
践
に
も
出

合
う
。
納
得
の
い
く
老
後
を
迎
え
る
た
め
の
一
冊
。

［
２
０
１
４
年
６
月
］
431489Ȃ9◆

新赤1488

㟔
島
㗨
郎
・
出
河
雅
彦

移

植

医

療
８
５
８
円

日
本
の
移
植
医
療
は
、
脳
死
論
議
ば
か
り
が
注
目
さ
れ
る
一
方
で
、
本
来
あ
る
べ
き
包

括
的
法
整
備
が
な
さ
れ
ず
、
当
事
者
の
保
護
が
行
き
届
か
な
い
面
が
あ
っ
た
。
現
実
に

ど
ん
な
問
題
が
起
こ
っ
た
か
、
海
外
で
は
ど
う
か
、
多
く
の
人
が
よ
り
少
な
い
負
担
で

医
療
を
受
け
ら
れ
る
た
め
に
考
え
る
べ
き
こ
と
は
何
か
。
再
生
医
療
の
展
望
に
も
ふ
れ

た
、
研
究
者
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
タ
ッ
グ
を
組
ん
だ
一
冊
。

［
２
０
１
４
年
６
月
］
431488Ȃ2
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新赤1458

津
田
敏
秀

医
学
的
根
拠
と
は
何
か

８
３
６
円

日
本
で
は
医
学
的
根
拠
の
混
乱
が
続
い
て
い
る
。
そ
の
た
め
多
く
の
公
害
事
件
や
薬
害

事
件
な
ど
で
被
害
が
拡
大
し
た
。
混
乱
の
元
は
、
医
師
と
し
て
の
個
人
的
な
経
験
を
重

視
す
る
直
感
派
医
師
と
、
生
物
学
的
研
究
を
重
視
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
派
医
師
で
あ
る
。

臨
床
デ
ー
タ
の
統
計
学
的
分
析
（
疫
学
）
と
い
う
世
界
的
に
確
立
し
た
方
法
が
、
な
ぜ

日
本
で
は
広
ま
ら
な
い
の
か
。
医
学
専
門
家
の
あ
り
方
を
問
う
。
［
２
０
１
３
年
11
月
］
431458Ȃ5◆

新赤1433

武
藤
芳
照

転

倒

予

防

ʕ
転
ば
ぬ
先
の
杖
と
知
恵
ʕ

７
７
０
円

「
最
近
、
よ
く
転
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
」。
そ
う
感
じ
た
ら
要
注
意
。
転
倒
は
い
の
ち
に
対

す
る
身
体
か
ら
の
黄
色
信
号
で
す
。
い
つ
ま
で
も
丈
夫
な
足
で
歩
き
つ
づ
け
る
。
転
ん

で
も
ケ
ガ
を
し
な
い
。
ラ
ジ
オ
や
講
演
の
明
快
解
説
で
評
判
の
著
者
が
、
暮
ら
し
の
な

か
で
の
心
が
ま
え
と
、
転
倒
に
負
け
な
い
身
体
づ
く
り
の
基
本
を
指
南
し
ま
す
。
自
信

と
希
望
を
も
ち
、
生
き
る
力
を
取
り
も
ど
す
た
め
に
。

［
２
０
１
３
年
６
月
］
431433Ȃ2◆

新赤1391

川
嶋

み
ど
り

看

護

の

力
７
９
２
円

人
間
誰
も
が
持
つ
自
然
に
治
る
力
を
引
き
出
す
こ
と
。
著
者
は
こ
れ
こ
そ
が
看
護
の
営

み
の
原
点
と
言
う
。
美
味
し
く
食
べ
て
、
気
持
ち
良
く
清
潔
に
過
ご
し
、
ぐ
っ
す
り
と

眠
れ
る
よ
う
に
…
…
人
間
ら
し
く
生
き
る
ふ
つ
う
の
暮
ら
し
を
整
え
る
ケ
ア
と
は
何

か
。
胃
瘻
や
床
ず
れ
対
応
の
ヒ
ン
ト
に
、「
下
の
世
話
」
や
代
用
入
浴
の
心
得
な
ど
。
現

役
看
護
師
と
し
て
六
〇
年
、
そ
の
心
と
技
の
真
髄
。

［
２
０
１
２
年
10
月
］
431391Ȃ5◆

新赤1373

野

中

猛

心
の
病

回
復
へ
の
道

８
３
６
円

職
場
で
学
校
で
、
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
心
の
病
。
な
ぜ
人
は
心
を
病
む
の
か
？

ど
の
よ
う
な
対
処
が
適
切
で
、
回
復
に
は
何
が
必
要
な
の
か
？

チ
ー
ム
ケ
ア
に
と
り

く
む
精
神
科
医
が
、
身
近
な
具
体
例
と
と
も
に
、
精
神
障
害
者
の
お
か
れ
た
歴
史
、
精

神
医
学
の
最
新
知
見
や
、
日
本
・
世
界
の
新
た
な
潮
流
を
紹
介
す
る
。
ハ
ウ
ツ
ー
に
と

ど
ま
ら
ず
、
心
に
し
っ
か
り
効
く
一
冊
。

［
２
０
１
２
年
６
月
］
431373Ȃ1◆

新赤1335

髙

谷

清

重
い
障
害
を
生
き
る
と
い
う
こ
と

８
８
０
円

曲
が
っ
た
手
足
は
意
志
と
は
無
関
係
に
緊
張
し
、
呼
吸
も
思
う
に
ま
か
せ
な
い
。
は
っ

き
り
し
た
意
識
も
な
い
か
に
見
え
る
─
─
こ
う
し
た
心
身
に
重
い
障
害
の
あ
る
人
た
ち

は
、
世
界
を
ど
う
感
じ
て
い
る
の
か
。
生
き
が
い
や
喜
び
は
何
か
。
長
年
、
重
症
心
身

障
害
児
施
設
に
勤
務
す
る
医
師
が
、
こ
の
人
た
ち
の
日
常
を
細
や
か
に
捉
え
、
人
が
生

き
る
と
い
う
こ
と
、
そ
の
生
を
保
障
す
る
社
会
に
つ
い
て
語
る
。
［
２
０
１
１
年
10
月
］
431335Ȃ9◆
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新赤1314

山
本
太
郎

感

染

症

と

文

明

ʕ
共
生
へ
の
道
ʕ

７
９
２
円

感
染
症
と
の
闘
い
は
人
類
に
勝
利
を
も
た
ら
す
の
か
。
防
疫
に
よ
る
封
じ
込
め
は
、
大

き
な
悲
劇
の
準
備
に
す
ぎ
な
い
の
か
。
共
生
の
道
は
あ
る
の
か
。
感
染
症
と
人
類
の
関

係
を
文
明
の
発
祥
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
考
察
し
、
社
会
が
作
り
上
げ
て
き
た
流
行
の
諸
相

を
描
き
出
す
。
共
生
と
は
理
想
的
な
均
衡
で
は
な
く
、
心
地
よ
い
と
は
い
え
な
い
妥
協

の
産
物
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

［
２
０
１
１
年
６
月
］
431314Ȃ4◆

新赤1300

矢
﨑
義
雄
編

医

の

未

来
９
４
６
円

勤
務
医
の
過
重
負
担
、
地
域
医
療
の
混
乱
、
医
療
シ
ス
テ
ム
の
動
揺
。
医
学
・
医
療
の

直
面
す
る
現
実
は
き
わ
め
て
深
刻
だ
。
打
開
の
道
は
、
果
た
し
て
あ
る
の
か
。
社
会
の

信
頼
を
回
復
し
、
社
会
と
と
も
に
歩
む
医
学
・
医
療
の
再
構
築
へ
向
け
て
、
日
本
医
学

会
総
会
が
そ
の
知
を
結
集
す
る
。「
い
の
ち
と
地
球
の
未
来
を
ひ
ら
く
医
学
・
医
療
」
を

目
標
に
、
め
ざ
す
べ
き
明
日
を
さ
ぐ
る
。

［
２
０
１
１
年
３
月
］
431300Ȃ7

新赤1219

押
谷
仁
・
瀬
名
秀
明

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
た
た
か
う

品
切（
電
子
版
あ
り
）

燎
原
の
火
の
ご
と
く
広
が
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
。
そ
の
世
界
的
大
流
行
は
我
々
に

何
を
問
い
か
け
て
い
る
の
か
。
小
説
家
の
想
像
力
と
専
門
家
の
洞
察
力
と
が
切
り
結
ぶ

対
話
Ἣ
。
い
ま
必
要
な
の
は
、
過
度
に
恐
れ
ず
、
適
切
に
恐
れ
る
こ
と
だ
。
根
源
を
見

す
え
た
議
論
が
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
立
ち
向
か
う
勇
気
と
、
冷
静
に
対
処
す
る
視
座
を

与
え
て
く
れ
る
。

［
２
０
０
９
年
11
月
］
431219Ȃ2◆

新赤1132

結
城
康
博

介

護
現
場
か
ら
の
検
証

８
５
８
円

二
〇
〇
〇
年
に
発
足
し
た
介
護
保
険
。
今
、
現
場
か
ら
は
「
⼦介
護
予
防
⼧と
は
？
」「
サ

ー
ビ
ス
を
充
分
受
け
ら
れ
な
い
」「
地
域
格
差
が
拡
大
し
て
い
る
」「
介
護
士
で
は
生
活

で
き
な
い
」
と
い
っ
た
戸
惑
い
の
声
が
挙
が
っ
て
い
る
。
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
、
そ
の
家

族
、
介
護
従
事
者
、
行
政
担
当
者
、
政
治
家
等
、
多
数
の
関
係
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
も
と
に
、
早
急
に
求
め
ら
れ
る
処
方
箋
を
考
察
す
る
。

［
２
０
０
８
年
５
月
］
431132Ȃ4

新赤1100

椎
貝
達
夫

腎

臓

病

の

話
８
３
６
円

四
〇
年
近
く
第
一
線
で
活
躍
し
て
き
た
専
門
医
に
よ
る
腎
臓
病
入
門
書
。
人
口
比
世
界

一
の
透
析
大
国
と
い
わ
れ
る
日
本
。
そ
の
負
担
は
経
済
的
に
も
精
神
的
に
も
重
く
患
者

さ
ん
に
の
し
か
か
る
。
透
析
治
療
に
入
る
前
に
で
き
る
こ
と
は
な
い
の
か
？

著
者
が

二
〇
年
来
普
及
に
取
り
組
む
、
食
事
療
法
、
血
圧
調
整
、
薬
物
療
法
を
核
に
し
た
画
期

的
な
保
存
期
腎
不
全
対
策
（
ニ
ュ
ー
取
手
方
式
）
を
紹
介
す
る
。
［
２
０
０
７
年
10
月
］
431100Ȃ3
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新赤1067

坂
井

か
を
り

が
ん
緩
和
ケ
ア
最
前
線

８
３
６
円

い
ま
や
二
人
に
一
人
が
、
が
ん
に
な
る
時
代
。
だ
が
、
日
本
で
は
「
緩
和
ケ
ア
」
が
大

き
く
誤
解
さ
れ
て
き
た
。
治
療
の
断
念
後
、
終
末
期
に
せ
め
て
痛
み
の
除
去
を
、
で
は

な
い
の
だ
。
最
新
の
薬
剤
・
技
術
を
用
い
、
早
期
か
ら
治
療
と
並
行
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

苦
痛
の
除
去
を
実
施
す
る
医
療
─
─
そ
の
最
先
端
を
行
く
癌
研
有
明
病
院
（
東
京
）
の

実
情
を
描
き
、
満
足
度
の
高
い
が
ん
医
療
の
あ
り
方
を
提
示
す
る
。［
２
０
０
７
年
３
月
］
431067Ȃ9

新赤1035

山
本
太
郎

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
世
界
が
ふ
る
え
る
日

８
８
０
円

ア
ジ
ア
を
中
心
に
流
行
し
て
い
る
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
。
病
原
性
の
強
い
こ
の
ウ
イ
ル

ス
が
人
間
へ
の
感
染
力
を
獲
得
す
る
の
は
、
も
は
や
時
間
の
問
題
か
も
し
れ
な
い
。
グ

ロ
ー
バ
ル
化
が
進
行
す
る
現
在
の
世
界
に
お
い
て
、
地
球
規
模
の
感
染
症
対
策
を
考
え

る
際
に
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
何
か
。
第
一
線
で
対
策
に
奔
走
す
る
著
者
が
多
角

的
な
視
点
か
ら
提
言
す
る
。

［
２
０
０
６
年
９
月
］
431035Ȃ8◆

新赤1030

川
﨑

二
三
彦

児

童

虐

待

ʕ
現
場
か
ら
の
提
言
ʕ

９
０
２
円

な
ぜ
、
わ
が
子
を
自
ら
危
険
に
陥
れ
て
し
ま
う
の
か
。
深
刻
化
す
る
背
景
は
、
単
に
親

を
責
め
る
だ
け
で
は
捉
え
き
れ
な
い
。
そ
こ
に
は
、
日
本
の
貧
困
な
福
祉
行
政
、
親
を

取
り
巻
く
社
会
の
急
速
な
変
容
な
ど
、
根
本
的
な
問
題
が
潜
ん
で
い
る
。
児
童
相
談
所

に
勤
務
し
数
々
の
相
談
に
対
応
し
て
き
た
著
者
が
、そ
の
実
態
や
解
決
の
手
が
か
り
を
、

自
ら
の
体
験
を
も
と
に
語
る
。

［
２
０
０
６
年
８
月
］
431030Ȃ3

新赤992

方
波
見

康
雄

生
老
病
死
を
支
え
る

ʕ
地
域
ケ
ア
の
新
し
い
試
み
ʕ

７
７
０
円

北
海
道
空
知
郡
奈
井
江
町
。
か
つ
て
は
炭
鉱
で
賑
わ
っ
た
も
の
の
、
今
は
過
疎
と
高
齢

化
の
寒
村
だ
。
こ
の
北
の
小
さ
な
町
で
医
療
の
先
進
的
な
試
み
が
な
さ
れ
た
。
家
庭
医

と
病
院
が
連
携
し
、
患
者
本
位
の
医
療
・
介
護
が
受
け
ら
れ
る
病
院
の
開
放
型
共
同
利

用
で
あ
る
。
四
〇
年
に
わ
た
っ
て
そ
の
地
域
医
療
に
尽
力
し
て
き
た
開
業
医
が
、
自
分

ら
し
い
人
生
の
締
め
く
く
り
方
と
は
何
か
を
問
い
か
け
る
。

［
２
０
０
６
年
１
月
］
430992Ȃ5

新赤950

須
貝
佑
一

ぼ

け

の

予

防

品
切（
電
子
版
あ
り
）

「
年
の
せ
い
」
だ
け
で
は
、
ぼ
け
に
は
な
ら
な
い
。
ぼ
け
は
ど
う
す
れ
ば
予
防
で
き
る
の

か
。
老
年
精
神
医
学
の
専
門
家
が
、
年
の
せ
い
で
起
き
る
物
忘
れ
と
認
知
症
（
痴
呆
）

の
見
分
け
方
、
早
期
発
見
の
方
法
か
ら
身
近
な
食
生
活
や
生
活
習
慣
上
の
注
意
点
に
い

た
る
ま
で
、
最
新
の
研
究
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
、
ぼ
け
予
防
の
具
体
的
な
方
法
と
対

策
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
す
る
。

［
２
０
０
５
年
５
月
］
430950Ȃ5◆
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新赤942

小

澤

勲

認
知
症
と
は
何
か

８
８
０
円

「
痴
呆
」
と
い
う
用
語
が
「
認
知
症
」
に
変
更
さ
れ
た
。
こ
れ
は
ど
の
よ
う
な
病
、
障
害

な
の
か
。
ま
た
患
者
は
ど
ん
な
気
持
ち
で
不
自
由
な
日
常
を
生
き
て
い
る
の
か
。『
痴

呆
を
生
き
る
と
い
う
こ
と
』
で
、
こ
の
病
を
か
か
え
る
人
の
精
神
病
理
に
光
を
あ
て
た

著
者
が
、
最
新
の
医
学
的
知
見
を
示
す
と
と
も
に
、
患
者
の
手
記
、
自
身
の
治
療
・
ケ

ア
体
験
な
ど
か
ら
、
誤
解
さ
れ
が
ち
な
病
の
真
実
に
迫
る
。

［
２
０
０
５
年
３
月
］
430942Ȃ0◆

新赤745

舘
野
之
男

放

射

線

と

健

康
８
８
０
円

検
査
や
医
療
な
ど
で
放
射
線
を
浴
び
る
機
会
は
ま
す
ま
す
多
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
原

発
事
故
や
医
療
事
故
の
ニ
ュ
ー
ス
は
跡
を
絶
た
な
い
。
被
曝
に
よ
る
傷
害
や
が
ん
の
リ

ス
ク
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
遺
伝
へ
の
影
響
も
気
に
か
か
る
。
安
心
し
て

医
療
を
受
け
、日
常
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
、目
に
見
え
な
い
放
射
線
の
実
体
や
身
体
・

環
境
へ
の
影
響
、
さ
ま
ざ
ま
な
単
位
を
や
さ
し
く
解
説
す
る
。

［
２
０
０
１
年
８
月
］
430745Ȃ7◆

新赤733

広
井
良
典

定
常
型
社
会
新
し
い
「
豊
か
さ
」
の
構
想

品
切（
電
子
版
あ
り
）

経
済
不
況
に
加
え
、
将
来
不
安
か
ら
閉
塞
感
を
ぬ
ぐ
え
な
い
日
本
社
会
。
理
念
と
政
策

全
般
に
わ
た
る
全
体
的
構
想
の
手
掛
か
り
は
何
か
。
進
行
す
る
少
子
高
齢
化
の
な
か

で
、
社
会
保
障
改
革
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。
㗦
源
・
環
境
制
約
を
見
据
え
て
、
持
続
可

能
な
福
祉
社
会
の
あ
り
方
を
論
じ
な
が
ら
、「
成
長
」
に
か
わ
る
価
値
の
追
求
か
ら
展
望

さ
れ
る
可
能
性
を
提
示
す
る
、
問
題
提
起
の
書
。

［
２
０
０
１
年
６
月
］
430733Ȃ4◆

新赤456

岡
本
祐
三

高
齢
者
医
療
と
福
祉

８
８
０
円

超
高
齢
社
会
へ
向
か
い
つ
つ
あ
る
日
本
。
誰
で
も
が
豊
か
な
老
い
を
迎
え
ら
れ
る
処
方

箋
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
長
年
高
齢
者
の
地
域
医
療
に
携
わ
り
、
訪
問
看
護
を
先
駆
的

に
導
入
し
、
さ
ら
に
行
政
に
も
提
言
し
て
い
る
著
者
が
、
介
護
な
ど
い
ま
の
問
題
点
を

み
ず
か
ら
の
体
験
を
も
と
に
指
摘
し
な
が
ら
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
、
公
的
介
護
保
険
な

ど
、
こ
れ
か
ら
の
医
療
・
福
祉
の
あ
り
か
た
を
熱
く
語
る
。

［
１
９
９
６
年
８
月
］
430456Ȃ2

新赤430

増
田

れ
い
子

看

護
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
の
光
景

９
２
４
円

「
告
知
」、
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
、
心
の
病
へ
の
癒
し
、
さ
ら
に
人
間
ド
ッ
ク
や
救
急
医
療

の
現
場
か
ら
み
え
る
社
会
の
断
面
。
人
間
だ
れ
し
も
病
む
こ
と
に
遭
遇
す
る
。
そ
の
と

き
入
院
加
療
は
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
る
の
か
。
二
四
時
間
、
患
者
の
も
っ
と
も
身
近
に

あ
り
激
務
の
日
々
を
お
く
っ
て
い
る
ナ
ー
ス
た
ち
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
、
生
死
の

ド
ラ
マ
、
現
代
の
医
療
の
あ
り
か
た
が
浮
か
び
上
が
る
。

［
１
９
９
６
年
１
月
］
430430Ȃ2

95― 福祉・医療



0011-003-259_新書統合組_再校_初校.smd  Page 94 23/04/20 15:56  v3.60

新赤201

星
野
一
正

医

療

の

倫

理
１
０
１
２
円

イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
、
脳
死
と
臓
器
移
植
、
生
体
肝
移
植
、
終
末
医
療
と

尊
厳
死
、体
外
受
精
…
…
。
こ
れ
ら
医
療
の
新
し
い
問
題
を
ど
う
考
え
た
ら
い
い
の
か
。

バ
イ
オ
エ
シ
ッ
ク
ス
が
生
ま
れ
育
っ
た
北
米
で
二
〇
年
を
過
ご
し
、
日
本
の
医
療
倫
理

の
確
立
の
た
め
に
活
躍
し
て
き
た
著
者
が
、
患
者
中
心
の
医
療
の
倫
理
と
は
何
か
、
わ

が
国
に
な
じ
む
倫
理
と
は
何
か
を
、
情
熱
を
こ
め
て
語
る
。

［
１
９
９
１
年
12
月
］
430201Ȃ8

黄 342

粟
津
キ
ヨ

光
に
向
っ
て
咲
け

ʕ
斎
藤
百
合
の
生
涯
ʕ

９
０
２
円

「
弱
い
者
が
ど
う
扱
わ
れ
て
い
る
か
に
よ
っ
て
そ
の
国
の
文
化
程
度
が
わ
か
る
」
と
言

い
つ
づ
け
、
盲
女
性
の
た
め
に
苦
闘
し
た
斎
藤
百
合
。
幼
児
失
明
の
不
運
を
努
力
と
天

性
の
明
る
さ
で
の
り
こ
え
、
四
人
の
子
を
生
み
育
て
な
が
ら
東
京
女
子
大
学
の
第
一
期

生
と
な
っ
た
彼
女
は
、「
盲
女
子
高
等
学
園
」
の
設
立
を
め
ざ
す
が
…
…
。
百
合
に
親
し

く
導
か
れ
た
著
者
が
描
く
、
知
ら
れ
ざ
る
先
覚
者
の
㗡
。

［
１
９
８
６
年
６
月
］
420342Ȃ1

黄 139

砂
原
茂
一

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

９
０
２
円

病
人
の
生
命
を
救
い
、
ケ
ガ
を
治
す
こ
と
が
で
き
て
も
、
治
療
の
後
に
体
に
不
自
由
が

残
る
な
ら
ば
、
医
学
は
そ
の
責
任
を
果
し
た
と
は
い
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。
こ
う
し

た
医
療
観
の
も
と
で
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
意
義
が
注
目
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
著
者

は
そ
れ
を
単
に
身
体
機
能
の
回
復
訓
練
ば
か
り
で
な
く
、
広
く
障
害
者
の
人
権
回
復
を

求
め
る
思
想
と
技
術
の
体
系
と
し
て
と
ら
え
直
す
。

［
１
９
８
０
年
11
月
］
420139Ȃ7

黄 138

本
間
一
夫

指

と

耳

で

読

む

ʕ
日
本
点
字
図
書
館
と
私
ʕ

７
７
０
円

五
歳
の
冬
、
突
然
失
明
し
た
著
者
は
、
一
〇
代
半
ば
に
点
字
図
書
に
よ
っ
て
読
書
の
歓

び
を
知
っ
た
。
だ
が
点
字
の
本
は
あ
ま
り
に
も
少
な
く
、
昭
和
一
五
年
、
借
家
に
点
字

図
書
館
を
開
設
。
以
来
四
〇
年
、
全
国
に
郵
送
さ
れ
る
図
書
と
録
音
テ
ー
プ
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
支
え
ら
れ
て
㗨
第
に
ふ
え
、
盲
人
の
知
的
渇
望
を
満
た
し
つ
つ
あ
る
。
そ
の

苦
闘
の
跡
を
語
り
、
人
々
の
理
解
と
協
力
を
訴
え
る
。

［
１
９
８
０
年
11
月
］
420138Ȃ0
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環
境
・
地
球

新赤1950

鎌
田
浩
毅

知
っ
て
お
き
た
い
地
球
科
学

ʕ
ビ
ッ
グ
バ
ン
か
ら
大
地
変
動
ま
で
ʕ

９
６
８
円

宇
宙
や
生
命
は
ど
う
や
っ
て
生
ま
れ
た
の
か
。
地
球
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
㗦
源
は
ど
う
作
ら

れ
て
い
る
の
か
。
気
候
変
動
や
災
害
の
原
因
は
何
か
。
ミ
ク
ロ
か
ら
マ
ク
ロ
ま
で
、
地

球
に
関
わ
る
あ
ら
ゆ
る
事
象
を
丸
ご
と
科
学
す
る
学
問
＝
地
球
科
学
は
、
未
来
を
生
き

る
た
め
の
大
切
な
知
恵
を
教
え
て
く
れ
る
。
大
人
の
学
び
直
し
に
も
最
適
な
知
的
刺
激

に
満
ち
た
一
冊
。

［
２
０
２
２
年
11
月
］
431950Ȃ4◆

新赤1538

鬼
頭
昭
雄

異
常
気
象
と
地
球
温
暖
化

ʕ
未
来
に
何
が
待
っ
て
い
る
か
ʕ

８
８
０
円

熱
波
や
大
雪
、「
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
大
雨
」な
ど
人
々
の
意
表
を
つ
く
異
常
気
象
は
、

実
は
自
然
な
変
動
の
現
れ
で
あ
る
。
し
か
し
将
来
、
温
暖
化
の
進
行
と
と
も
に
極
端
な

気
象
の
頻
度
が
増
し
、
今
日
の
「
異
常
」
が
普
通
に
な
る
世
界
が
や
っ
て
く
る
。
Ｉ
Ｐ

Ｃ
Ｃ
報
告
書
の
執
筆
者
が
、
異
常
気
象
と
温
暖
化
の
関
係
を
解
き
ほ
ぐ
し
、
変
動
す
る

気
候
の
過
去
・
現
在
・
未
来
を
語
る
。

［
２
０
１
５
年
３
月
］
431538Ȃ4◆

新赤1451

小
澤
祥
司

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
選
び
な
お
す

８
３
６
円

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
重
要
性
は
理
解
し
て
も
、「
電
気
を
ど
う
す
る
」
と
い
う
思
考
枠
か

ら
抜
け
出
せ
な
け
れ
ば
、
選
択
肢
は
狭
ま
る
。
熱
や
移
動
な
ど
、
生
活
に
欠
か
せ
な
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
は
、
地
域
で
異
な
る
の
が
本
来
の
あ
り
方
で
は
な
い

か
。
森
林
、
風
力
、
水
力
な
ど
を
上
手
に
組
み
合
わ
せ
、
地
域
に
合
っ
た
用
途
で
、
地

域
の
人
間
が
関
わ
る
、
持
続
可
能
な
胸
躍
る
実
践
へ
踏
み
出
そ
う
。［
２
０
１
３
年
10
月
］
431451Ȃ6◆

新赤1370

脇
阪
紀
行

欧
州
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
フ
ト

８
８
０
円

世
界
の
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
感
の
あ
る
欧
州
。
だ
が
、
実
態

は
、
国
ご
と
に
事
情
が
異
な
り
、
国
内
に
も
大
き
な
矛
盾
や
対
立
を
抱
え
て
い
る
。
風

力
や
太
陽
光
発
電
を
ど
う
普
及
さ
せ
る
か
。
原
発
の
廃
炉
や
核
の
ゴ
ミ
問
題
に
ど
う
対

応
す
る
の
か
。
草
の
根
の
市
民
や
自
治
体
の
動
き
は
？

エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
最
前
線
か

ら
の
報
告
。

［
２
０
１
２
年
６
月
］
431370Ȃ0◆
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新赤1367

井
田
徹
治
・
末
吉
竹
二
郎

グ
リ
ー
ン
経
済
最
前
線

８
３
６
円

経
済
危
機
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
先
進
国
、
㗦
源
不
足
と
環
境
汚
染
に
悩
む
新
興
国
、
貧

困
に
苦
し
む
途
上
国
。
追
い
打
ち
を
か
け
る
気
候
変
動
と
原
発
事
故
。
こ
れ
ら
は
す
べ

て
、
二
〇
世
紀
型
経
済
の
負
の
側
面
だ
。
世
界
で
は
す
で
に
、
㗦
源
消
費
を
減
ら
し
、

自
然
と
の
共
生
を
目
指
す
、
グ
リ
ー
ン
経
済
に
向
け
た
競
争
が
始
ま
っ
て
い
る
。
中
国

な
ど
大
国
の
動
向
と
世
界
の
ユ
ニ
ー
ク
な
試
み
を
紹
介
。

［
２
０
１
２
年
５
月
］
431367Ȃ0◆

新赤1301

原
科
幸
彦

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
は
何
か

ʕ
対
応
か
ら
戦
略
へ
ʕ

８
３
６
円

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
は
、持
続
可
能
な
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
必
須
の
ツ
ー
ル
で
あ
る
。

先
進
国
の
中
で
最
も
遅
れ
て
日
本
の
環
境
影
響
評
価
法
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
一
〇
年
あ

ま
り
が
経
っ
た
。
な
か
な
か
根
づ
か
な
い
の
は
、
対
象
事
業
が
限
定
さ
れ
る
な
ど
制
度

の
問
題
が
大
き
い
か
ら
だ
。
計
画
・
政
策
段
階
に
対
す
る
戦
略
的
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト

も
含
め
、
そ
の
本
質
と
現
状
の
問
題
点
を
論
じ
る
。

［
２
０
１
１
年
３
月
］
431301Ȃ4

新赤1257

井
田
徹
治

生
物
多
様
性
と
は
何
か

９
０
２
円

ク
ロ
マ
グ
ロ
の
大
量
消
費
は
何
が
問
題
な
の
か
？

人
類
を
養
う
絶
妙
な
生
物
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
破
壊
が
進
ん
で
お
り
、生
物
多
様
性
条
約
も
そ
の
歯
止
め
に
な
っ
て
い
な
い
。

今
な
す
べ
き
こ
と
は
何
な
の
か
。
世
界
で
最
も
多
様
性
に
富
み
、
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
て

い
る
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
の
現
状
と
、
保
全
の
た
め
の
新
し
い
仕
組
み
を
レ
ポ
ー
ト
し
、

人
間
と
自
然
と
の
関
係
修
復
を
訴
え
る
。

［
２
０
１
０
年
６
月
］
431257Ȃ4

新赤1208

石

弘

之

キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
の
雪
が
消
え
て
い
く

ʕ
ア
フ
リ
カ
環
境
報
告
ʕ

８
５
８
円

ア
フ
リ
カ
は
雄
大
で
変
化
に
富
む
自
然
を
も
つ
大
陸
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
近
年
は
温

暖
化
な
ど
で
急
激
に
環
境
が
悪
化
し
て
い
る
。
積
雪
量
が
減
り
、
頂
上
の
氷
雪
が
消
え

よ
う
と
し
て
い
る
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
。
野
生
動
物
が
食
糧
に
な
っ
て
激
減
し
、
エ
イ
ズ

の
原
因
に
な
っ
て
い
る
な
ど
、
か
つ
て
な
い
事
態
が
起
こ
っ
て
い
る
。
三
〇
年
間
か
か

わ
っ
て
き
た
環
境
研
究
者
が
語
る
最
新
レ
ポ
ー
ト
。

［
２
０
０
９
年
９
月
］
431208Ȃ6

新赤827

高

橋

裕

地
球
の
水
が
危
な
い

７
９
２
円

世
界
中
で
水
不
足
、
水
汚
染
、
洪
水
が
頻
発
し
て
い
る
。
ま
た
陸
地
の
四
五
％
を
占
め

る
国
際
河
川
流
域
で
対
立
や
紛
争
が
絶
え
な
い
。
こ
の
よ
う
に
深
刻
化
す
る
水
問
題

は
、
膨
大
な
食
糧
輸
入
な
ど
を
介
し
て
世
界
の
水
環
境
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る

日
本
に
も
そ
の
責
任
の
一
端
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
世
界
各
地
の
水
問
題
の
現
状
を

報
告
し
、
そ
の
危
機
的
状
況
を
訴
え
る
。

［
２
０
０
３
年
２
月
］
430827Ȃ0
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新赤592

石

弘

之

地
球
環
境
報
告
Ⅱ

８
５
８
円

急
増
す
る
人
口
と
消
費
の
増
大
、
過
剰
な
収
奪
。
自
然
生
態
系
の
破
壊
は
い
ま
や
、
森

林
、
水
、
漁
業
㗦
源
、
土
壌
な
ど
、
人
類
の
生
存
基
盤
に
か
か
わ
る
「
地
球
の
共
有
地
」

（
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
モ
ン
ズ
）
の
再
生
維
持
さ
え
も
脅
か
し
て
い
る
。
環
境
問
題
の
現
場

を
追
っ
て
世
界
一
二
〇
カ
国
を
調
査
し
て
き
た
著
者
が
、
九
〇
年
代
に
入
っ
て
深
刻
化

の
度
を
増
し
た
地
球
環
境
の
危
機
的
現
状
を
報
告
す
る
。

［
１
９
９
８
年
12
月
］
430592Ȃ7

青 BȂ115

高

橋

裕

国
土
の
変
貌
と
水
害

７
４
０
円

わ
が
国
は
古
く
か
ら
水
害
に
悩
ま
さ
れ
て
き
た
。
水
害
を
防
ぐ
た
め
の
多
く
の
苦
心
と

努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
水
害
そ
の
も
の
は
一
向
に
な
く
な
ら
な
い
ば
か
り
か
、
む
し

ろ
被
害
も
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
大
が
か
り
に
国
土
に
手
を
加
え

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
恐
る
べ
き
水
害
の
要
因
を
つ
く
り
出
し
て
は
い
な
い
か
。
水
害
史

を
ふ
り
返
り
つ
つ
、
新
た
な
水
害
に
つ
い
て
警
告
す
る
。

［
１
９
７
１
年
７
月
］
411115Ȃ3◆

青 BȂ113

原
田
正
純

水

俣

病
９
４
６
円

公
害
病
の
中
で
も
大
規
模
で
最
も
悲
惨
な
も
の
の
一
つ
、
水
俣
病
。
苦
痛
に
絶
叫
し
な

が
ら
亡
く
な
っ
た
人
々
や
胎
児
性
患
者
の
こ
と
は
世
界
的
に
も
知
ら
れ
て
い
る
が
、
有

機
水
銀
に
よ
る
こ
の
環
境
破
壊
の
恐
る
べ
き
全
貌
は
、
い
ま
だ
に
探
り
つ
く
さ
れ
て
は

い
な
い
。
長
年
患
者
を
診
察
し
て
そ
の
実
態
の
解
明
に
と
り
く
ん
で
き
た
一
医
学
者
の

体
験
と
反
省
は
、
貴
重
な
教
訓
に
満
ち
て
い
る
。

［
１
９
７
２
年
11
月
］
411113Ȃ9◆
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情
報
・
メ
デ
ィ
ア

新赤1897

黒
木

登
志
夫

知
的
文
章
術
入
門

９
４
６
円

三
カ
国
で
が
ん
の
基
礎
研
究
に
携
わ
っ
て
四
〇
年
、
英
語
論
文
数
三
〇
〇
を
超
え
る
著

者
は
、
論
文
執
筆
の
指
導
・
審
査
に
携
わ
っ
て
五
〇
年
。
大
学
で
の
講
義
を
も
と
に
、

論
文
、
報
告
書
、
レ
ポ
ー
ト
な
ど
、
事
実
と
考
え
を
正
確
に
伝
え
る
文
章
術
、
プ
レ
ゼ

ン
術
を
指
南
。
デ
ジ
タ
ル
社
会
な
ら
で
は
の
視
点
が
光
る
。
日
本
語
の
事
例
は
痛
快
、

英
語
文
例
は
実
践
で
役
に
立
つ
。
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
付
き
。

［
２
０
２
１
年
９
月
］
431897Ȃ2◆

新赤1853

宮
内
泰
介
・
上
田
昌
文

実
践

自
分
で
調
べ
る
技
術

９
６
８
円

本
の
見
つ
け
方
。
ネ
ッ
ト
検
索
の
極
意
。
現
場
で
調
査
。
値
を
測
定
。
そ
し
て
人
の
声

を
聴
く
。
専
門
家
で
な
い
か
ら
こ
そ
で
き
る
「
調
査
の
デ
ザ
イ
ン
」
に
よ
り
、
こ
れ
ら

を
縦
横
無
尽
に
組
み
立
て
な
が
ら
、
統
計
や
分
析
で
調
べ
て
い
く
方
法
を
具
体
的
に
解

説
。
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
『
自
分
で
調
べ
る
技
術
』
に
科
学
的
な
視
点
を
加
え
て
新
た
に
書

き
下
ろ
す
。「
知
的
生
産
の
技
術
」
へ
の
一
歩
。

［
２
０
２
０
年
10
月
］
431853Ȃ8◆

新赤1783

竹
内

悊

生
き
る
た
め
の
図
書
館

ʕ
一
人
ひ
と
り
の
た
め
に
ʕ

９
４
６
円

人
に
寄
り
添
い
、
本
の
声
を
届
け
る
…
…
。
子
ど
も
に
も
大
人
に
も
図
書
館
は
多
様
な

場
で
あ
り
、
図
書
館
員
は
そ
こ
で
本
と
の
出
会
い
を
つ
く
る
。
公
立
図
書
館
設
立
へ
の

原
動
力
と
な
っ
た
文
庫
活
動
、
全
国
各
地
で
続
い
て
い
る
新
た
な
動
き
、
学
校
図
書
館

の
試
み
な
ど
を
、
六
〇
年
以
上
に
わ
た
っ
て
図
書
館
に
携
わ
り
、
九
〇
歳
を
超
え
た
今

も
発
言
を
続
け
る
著
者
が
、
未
来
に
向
け
て
語
る
。

［
２
０
１
９
年
６
月
］
431783Ȃ8◆

新赤1685

林

香

里

メ
デ
ィ
ア
不
信
何
が
問
わ
れ
て
い
る
の
か

９
２
４
円

「
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
」「
ポ
ス
ト
真
実
」
が
一
気
に
流
行
語
と
な
り
、
世
界
同
時
多
発

的
に
メ
デ
ィ
ア
や
ネ
ッ
ト
の
情
報
の
信
憑
性
に
注
目
が
集
ま
る
時
代
。
権
威
を
失
い
つ

つ
あ
る
メ
デ
ィ
ア
に
求
め
ら
れ
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
は
？

市
民
に
求
め

ら
れ
る
リ
テ
ラ
シ
ー
と
は
？

独
英
米
日
の
報
道
の
国
際
比
較
研
究
を
通
し
て
民
主
主

義
を
ḝ
む
「
病
弊
」
の
実
像
と
課
題
を
追
う
。

［
２
０
１
７
年
11
月
］
431685Ȃ5
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新赤1653

澤

康

臣

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

ʕ
国
際
ス
ク
ー
プ
の
舞
台
裏
ʕ

９
４
６
円

世
界
一
斉
に
報
じ
ら
れ
た
「
パ
ナ
マ
文
書
」
の
裏
に
は
各
国
記
者
た
ち
の
「
史
上
最
大

の
作
戦
」
が
あ
っ
た
。
イ
タ
リ
ア
マ
フ
ィ
ア
の
ア
フ
リ
カ
進
出
は
、
前
代
未
聞
の
イ
タ

リ
ア
・
ア
フ
リ
カ
各
国
記
者
連
合
が
暴
い
た
。
ビ
ジ
ネ
ス
も
犯
罪
も
国
境
を
越
え
る
時

代
、
記
者
た
ち
は
一
匹
狼
か
ら
国
際
協
力
に
舵
を
切
り
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
で
武
装
す
る
。

国
際
調
査
報
道
の
可
能
性
を
報
告
す
る
。

［
２
０
１
７
年
３
月
］
431653Ȃ4◆

新赤1636

国
谷
裕
子

キ
ャ
ス
タ
ー
と
い
う
仕
事

９
２
４
円

今
と
い
う
時
代
を
映
す
鏡
で
あ
り
た
い

。
従
来
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組
と
は
一
線
を
画

し
、日
本
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
新
し
い
風
を
吹
き
込
ん
だ〈
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
現
代
〉。

番
組
ス
タ
ッ
フ
た
ち
の
熱
き
思
い
と
と
も
に
、
真
摯
に
、
そ
し
て
果
敢
に
、
自
分
の
言

葉
で
世
に
問
い
か
け
続
け
て
き
た
キ
ャ
ス
タ
ー
が
、
二
三
年
に
わ
た
る
挑
戦
の
日
々
を

語
る
。

［
２
０
１
７
年
１
月
］
431636Ȃ7◆

新赤1627

高
橋
源
一
郎
編

読
ん
じ
ゃ
い
な
よ
！

ʕ
明
治
学
院
大
学
国
際
学
部
高
橋
源
一
郎
ゼ
ミ
で
岩
波
新
書
を
よ
む
ʕ

１
０
７
８
円

四
の
五
の
い
う
前
に
、
と
も
か
く
新
書
に
挑
ん
で
み
た
！

鷲
田
清
一
、
長
谷
部
恭
男
、

伊
藤
比
呂
美
の
各
氏
の
パ
ワ
フ
ル
な
新
書
執
筆
陣
を
交
え
、
稀
代
の
読
み
手
が
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
と
な
っ
て
学
生
と
ト
コ
ト
ン
読
ん
じ
ゃ
っ
た
二
年
間
の
記
録
。
本
を
徹
底

的
に
読
み
込
み
、
真
剣
勝
負
の
対
話
を
重
ね
る
中
か
ら
、
い
ま
ど
き
の
学
生
の
等
身
大

の
不
安
や
希
望
も
見
え
て
く
る
。

［
２
０
１
６
年
11
月
］
431627Ȃ5◆

新赤1626

津
野

海
太
郎

読

書

と

日

本

人
９
４
６
円

「
本
は
ひ
と
り
で
黙
っ
て
読
む
。
自
発
的
に
、
た
い
て
い
は
じ
ぶ
ん
の
部
屋
で
」

私

た
ち
が
「
読
書
」
と
名
づ
け
て
き
た
こ
の
行
為
は
い
つ
頃
生
ま
れ
た
の
だ
ろ
う
か
？

そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
人
は
、
本
を
読
み
続
け
る
の
だ
ろ
う
か
？

書
き
手
・
読
み
手
・

編
集
者
と
し
て
〈
読
書
の
黄
金
時
代
〉
を
駆
け
抜
け
て
き
た
著
者
が
、
読
書
の
過
去
・

現
在
・
未
来
を
読
み
と
く
、
渾
身
の
一
冊
！

［
２
０
１
６
年
10
月
］
431626Ȃ8◆

新赤1570

山

本

浩

ス
ポ
ー
ツ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
実
況
の
真
髄

８
１
４
円

「
マ
ラ
ド
ー
ナ
、
マ
ラ
ド
ー
ナ
…
…
、
マ
ラ
ド
ー
ナ
ァ
ア
ー
」。
い
ま
も
語
り
継
が
れ
る
、

あ
の
試
合
、
こ
の
試
合
。
サ
ッ
カ
ー
中
継
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
、
フ
ァ
ン
の
胸
に
忘

れ
が
た
い
言
葉
を
刻
み
こ
ん
だ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
語
る
、
ス
ポ
ー
ツ
実
況
論
。
躍
動
す

る
プ
レ
ー
の
リ
ズ
ム
と
濃
度
を
感
じ
な
が
ら
、言
葉
と
ア
ク
シ
ョ
ン
を
融
合
し
て
ゆ
く
。

練
達
の
士
が
真
髄
を
伝
え
る
。

［
２
０
１
５
年
10
月
］
431570Ȃ4
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新赤1552

河
原
理
子

戦
争
と
検
閲
石
川
達
三
を
読
み
直
す

９
０
２
円

「
生
き
て
い
る
兵
隊
」
で
発
禁
処
分
を
受
け
た
達
三
。
そ
の
裁
判
で
は
何
が
問
わ
れ
た

の
か
。
ま
た
、
戦
後
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
検
閲
で
問
わ
れ
た
こ
と
と
は
？

公
判
㗦
料
や
本
人

の
日
記
、
幻
の
原
稿
な
ど
貴
重
な
㗦
料
を
多
数
駆
使
し
て
、
言
論
統
制
の
時
代
の
実
像

に
迫
る
。
取
材
し
報
道
す
る
こ
と
の
意
味
を
問
い
続
け
て
来
た
著
者
が
抑
え
が
た
い
自

ら
の
問
い
を
発
し
な
が
ら
綴
る
入
魂
の
一
冊
。

［
２
０
１
５
年
６
月
］
431552Ȃ0

新赤1521

松

田

浩

Ｎ

Ｈ

Ｋ
新
版

ʕ
危
機
に
立
つ
公
共
放
送
ʕ

９
０
２
円

公
共
放
送
の
使
命
と
は
何
か
。
創
立
以
来
最
大
の
「
自
主
・
自
律
」
の
危
機
に
直
面
す

る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
。
権
力
に
よ
る
ト
ッ
プ
人
事
支
配
に
「
民
主
主
義
の
危
機
」
と
警
鐘
を
鳴
ら

す
著
者
が
、
構
造
的
要
因
を
解
明
し
、
再
生
へ
の
展
望
を
示
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
研
究
歴
五
〇

年
の
第
一
人
者
が
、
克
服
す
べ
き
す
べ
て
の
課
題
に
鋭
く
メ
ス
を
入
れ
る
。
定
評
あ
る

前
著
を
全
面
改
訂
し
て
問
う
緊
急
提
言
。

［
２
０
１
４
年
12
月
］
431521Ȃ6◆

新赤1343

徳
田
雄
洋

震

災

と

情

報

ʕ
あ
の
と
き
何
が
伝
わ
っ
た
か
ʕ

品
切（
電
子
版
あ
り
）

届
か
な
い
警
報
、
つ
な
が
ら
な
い
電
話
、
公
式
発
表
を
繰
り
返
す
大
手
メ
デ
ィ
ア
…
…
。

震
災
発
生
後
、
私
た
ち
は
二
種
類
の
情
報
空
白
に
遭
遇
し
た
。
危
機
を
生
き
る
た
め
に

必
要
な
情
報
と
知
識
は
何
か
。
そ
し
て
有
効
な
情
報
手
段
は
何
か
。
国
内
外
の
各
種
メ

デ
ィ
ア
・
研
究
機
関
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
情
報
を
追
跡
し
、
二
〇
一
一
年
三
月
一

一
日
東
日
本
大
震
災
発
生
か
ら
の
六
カ
月
を
検
証
す
る
。

［
２
０
１
１
年
12
月
］
431343Ȃ4◆

新赤1298

橋
元
良
明

メ
デ
ィ
ア
と
日
本
人

ʕ
変
わ
り
ゆ
く
日
常
ʕ

８
８
０
円

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
新
聞
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
書
籍
・
雑
誌
、
携
帯
電
話
─
─
。
日

本
人
は
メ
デ
ィ
ア
を
ど
の
よ
う
に
受
容
し
、利
用
し
て
い
る
の
か
。
実
証
的
に
検
討
し
、

メ
デ
ィ
ア
界
の
構
造
転
換
を
明
ら
か
に
す
る
。「
テ
レ
ビ
離
れ
」「
読
書
離
れ
」
は
本
当

か
？

ケ
ー
タ
イ
、
ネ
ッ
ト
が
若
者
の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー
に
与
え
た
影
響
は
？

日
米

の
メ
デ
ィ
ア
研
究
の
動
向
も
紹
介
し
た
メ
デ
ィ
ア
論
の
決
定
版
！
［
２
０
１
１
年
３
月
］
431298Ȃ7

新赤1170

原

寿

雄

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
可
能
性

８
１
４
円

権
力
と
の
癒
着
、
過
熱
す
る
事
件
報
道
、
強
ま
る
自
己
検
閲
…
…
。
マ
ス
コ
ミ
へ
の
不

信
・
批
判
が
叫
ば
れ
て
久
し
い
。
し
か
し
有
効
な
解
決
策
を
見
出
せ
ぬ
ま
ま
法
規
制
の

動
き
も
強
ま
っ
て
い
る
。
い
ま
原
点
に
戻
っ
て
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
本
来
の
力
、
役
割

を
問
い
直
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
長
年
の
現
場
体
験
を
踏
ま
え
、
放
送
、
新

聞
の
現
状
を
検
証
し
、
再
生
の
道
を
構
想
す
る
。

［
２
０
０
９
年
１
月
］
431170Ȃ6
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新赤837

菅
谷
明
子

未
来
を
つ
く
る
図
書
館

ʕ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
の
報
告
ʕ

９
０
２
円

「
図
書
館
が
な
か
っ
た
ら
今
の
自
分
は
な
か
っ
た
」。
起
業
や
芸
術
の
支
援
、
医
療
情
報

な
ど
が
充
実
し
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公
共
図
書
館
。
地
域
密
着
の
運
営
、
独
自
の
イ
ベ
ン

ト
や
、
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
情
報
提
供
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
可
能
な
の
か
。
個
人
の
力

を
伸
ば
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
活
性
化
さ
せ
る
活
動
と
そ
の
意
義
を
伝
え
、「
市
民
が
主

役
の
情
報
社
会
」
の
方
向
を
探
る
、
示
唆
に
富
む
報
告
。

［
２
０
０
３
年
９
月
］
430837Ȃ9

新赤833

中
馬
清
福

新
聞
は
生
き
残
れ
る
か

品
切（
電
子
版
あ
り
）

い
ま
、
新
聞
は
深
刻
な
危
機
を
迎
え
て
い
る
。
若
者
に
は
背
を
向
け
ら
れ
、
読
者
の
不

信
・
批
判
は
高
ま
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時
代
へ
の
対
応
策
も
つ
か
み
え
て
い
な
い
。

困
難
の
底
流
に
何
が
あ
り
、
活
路
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
朝
日
新
聞
で
の
長
い
記
者
活

動
・
経
営
経
験
を
ふ
ま
え
、
人
び
と
の
生
活
や
価
値
観
・
メ
デ
ィ
ア
観
の
変
化
を
見
す

え
つ
つ
、
広
く
期
待
さ
れ
信
頼
さ
れ
る
新
聞
へ
の
道
を
考
え
る
。
［
２
０
０
３
年
４
月
］
430833Ȃ1◆

新赤680

菅
谷
明
子

メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー

ʕ
世
界
の
現
場
か
ら
ʕ

９
２
４
円

人
生
の
大
半
を
メ
デ
ィ
ア
と
と
も
に
過
ご
す
と
さ
れ
る
現
代
生
活
。
報
道
の
客
観
性
や

公
正
さ
、
暴
力
表
現
の
影
響
な
ど
が
議
論
に
な
っ
て
い
る
今
、
メ
デ
ィ
ア
の
あ
り
方
を

具
体
的
に
解
読
し
て
い
く
こ
と
の
意
味
と
そ
の
可
能
性
と
は
何
か
。
各
国
で
広
が
っ
て

い
る
実
践
を
丹
念
に
取
材
し
、
教
育
現
場
で
の
工
夫
や
反
応
、
メ
デ
ィ
ア
を
監
視
す
る

市
民
団
体
の
活
動
な
ど
を
報
告
、
情
報
社
会
の
今
後
を
考
え
る
。
［
２
０
０
０
年
８
月
］
430680Ȃ1◆

新赤65

吉
野

源
三
郎

職
業
と
し
て
の
編
集
者

９
０
２
円

『
君
た
ち
は
ど
う
生
き
る
か
』
の
著
者
吉
野
源
三
郎
氏
（
一
九
八
一
年
没
）
は
、
新
潮
社
、

岩
波
書
店
で
編
集
者
と
し
て
活
動
し
た
。
戦
前
、
岩
波
新
書
創
刊
に
携
わ
り
、
戦
後
は

雑
誌
『
世
界
』
編
集
長
と
し
て
日
本
の
出
版
史
に
独
自
の
足
跡
を
残
し
た
。
そ
の
回
想

の
記
録
を
編
む
本
書
は
、
昭
和
史
の
一
側
面
を
と
ら
え
た
貴
重
な
証
言
で
あ
り
、
ま
た

今
日
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
へ
の
厳
し
い
問
い
か
け
に
満
ち
て
い
る
。［
１
９
８
９
年
３
月
］
430065Ȃ6

青 BȂ126

清
水

幾
太
郎

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

９
９
０
円

ほ
と
ん
ど
意
識
せ
ず
に
現
代
人
の
生
活
の
す
み
ず
み
に
ま
で
も
侵
入
し
て
い
る
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
と
は
、一
体
ど
う
い
う
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
諸
形
式
、

現
代
的
意
味
な
ど
、
日
常
の
こ
と
と
し
て
忘
れ
ら
れ
て
い
る
問
題
を
と
ら
え
、
無
批
判

に
う
け
入
れ
る
こ
と
の
危
険
を
指
摘
。
正
し
い
取
扱
い
方
を
論
じ
る
。［１

９
４
９
年
４
月
］
411126Ȃ9
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新赤別冊12

岩
波
新
書
編
集
部
編

岩
波
新
書
解
説
総
目
録
1938

－

2019

１
１
０
０
円

一
九
三
八
年
の
創
刊
以
来
、
三
四
〇
〇
点
あ
ま
り
刊
行
さ
れ
て
き
た
岩
波
新
書
。
本
書

は
、
そ
の
八
〇
年
の
歩
み
の
な
か
で
初
め
て
編
ま
れ
た
総
目
録
で
あ
る
。
一
九
三
八
～

一
九
四
六
年
の
赤
版
、
一
九
四
九
～
一
九
七
七
年
の
青
版
、
一
九
七
七
～
一
九
八
七
年

の
黄
版
、
一
九
八
八
年
か
ら
現
在
に
い
た
る
新
赤
版
ま
で
。
そ
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
を
刊

行
順
に
配
列
し
内
容
解
説
文
を
付
す
。

［
２
０
２
０
年
６
月
］
439012Ȃ1
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宗

教

新赤1933

松
長
有
慶

空

海
９
６
８
円

自
然
観
、
無
限
と
有
限
、
対
立
と
融
合
、
自
と
他
。
さ
ら
に
は
教
育
理
念
、
国
家
観
。

そ
し
て
生
と
死
…
…
。
弘
法
大
師
・
空
海
の
先
駆
的
な
思
想
を
、
密
教
研
究
の
第
一
人

者
で
、
み
ず
か
ら
も
高
野
山
に
暮
ら
す
著
者
が
、
空
海
の
書
き
記
し
た
多
く
の
書
物
、

手
紙
な
ど
を
も
と
に
多
角
的
に
解
き
明
か
す
。
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
『
密
教
』『
高
野
山
』
に

続
く
、
第
三
弾
。

［
２
０
２
２
年
６
月
］
431933Ȃ7

新赤1899

師

茂

樹

最
澄
と
徳
一
仏
教
史
上
最
大
の
対
決

９
６
８
円

こ
れ
は
問
答
か
、
謗
法
か
。
平
安
時
代
初
期
、
天
台
宗
の
最
澄
と
法
相
宗
の
徳
一
が
交

わ
し
た
批
判
の
応
酬
は
、
仏
教
史
上
ま
れ
に
み
る
規
模
に
お
よ
ぶ
。
相
容
れ
な
い
立
場

の
二
人
が
、
五
年
間
に
わ
た
る
濃
密
な
対
話
を
続
け
た
の
は
な
ぜ
だ
っ
た
の
か
。
彼
ら

は
何
を
ど
の
よ
う
に
語
り
合
っ
た
の
か
。「
真
理
」
を
求
め
る
論
争
を
解
き
ほ
ぐ
し
て

描
く
、
仏
教
史
の
新
た
な
見
取
り
図
。

［
２
０
２
１
年
10
月
］
431899Ȃ6◆

新赤1879

今
枝
由
郎

ブ
ッ
ダ
が
説
い
た
幸
せ
な
生
き
方

９
２
４
円

暗
く
厭
世
的
に
思
わ
れ
が
ち
な
仏
教
。
し
か
し
、
そ
の
開
祖
ブ
ッ
ダ
は
そ
ん
な
に
マ
イ

ナ
ス
思
考
の
人
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
若
い
こ
ろ
か
ら
仏
典
に
触
れ
、
パ
リ
で
研
究
を

す
る
一
方
で
、
仏
教
国
ブ
ー
タ
ン
に
長
年
生
活
し
、
チ
ベ
ッ
ト
の
人
々
の
間
に
生
き
る

仏
教
に
親
し
ん
だ
著
者
な
ら
で
は
の
、
ユ
マ
ニ
ス
ム
に
も
通
じ
る
ブ
ッ
ダ
の
教
え
の
読

み
解
き
。

［
２
０
２
１
年
５
月
］
431879Ȃ8◆

新赤1867

赤
松
明
彦

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
10
講

９
９
０
円

古
代
の
バ
ラ
モ
ン
教
、
さ
ら
に
は
四
千
年
前
の
イ
ン
ダ
ス
文
明
に
ま
で
Ḫ
る
と
さ
れ
る

イ
ン
ド
の
宗
教
思
想
は
き
わ
め
て
複
雑
だ
が
、
そ
の
教
え
は
密
教
儀
礼
や
帰
依
観
念
な

ど
、
日
本
の
宗
教
に
も
通
ず
る
面
を
も
つ
。
本
質
論
に
陥
ら
ず
、
歴
史
的
・
地
域
的
・

社
会
的
な
重
層
性
に
注
意
し
な
が
ら
、
丁
寧
な
テ
キ
ス
ト
読
解
に
よ
っ
て
ヒ
ン
ド
ゥ
ー

教
の
思
考
と
実
践
を
と
ら
え
る
、
体
系
的
入
門
書
。

［
２
０
２
１
年
２
月
］
431867Ȃ5◆

105― 宗教



0011-003-259_新書統合組_再校_初校.smd  Page 104 23/04/20 15:56  v3.60

新赤1758

石
井
公
成

東
ア
ジ
ア
仏
教
史

９
６
８
円

紀
元
前
後
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
へ
て
東
ア
ジ
ア
に
伝
え
ら
れ
た
仏
教
は
、
西
か
ら
東
へ
、

ま
た
東
か
ら
西
へ
と
相
互
交
流
・
影
響
を
重
ね
な
が
ら
、
各
地
で
花
ひ
ら
い
た
。
国
を

越
え
て
活
躍
す
る
僧
侶
た
ち
や
、
訳
経
の
み
な
ら
ず
漢
字
文
化
圏
で
独
自
に
創
り
だ
さ

れ
た
経
典
、
政
治
・
社
会
・
文
化
と
の
関
わ
り
に
着
目
し
、
二
千
年
に
わ
た
る
歩
み
を

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
と
ら
え
る
通
史
。

［
２
０
１
９
年
２
月
］
431758Ȃ6

新赤1755

市

川

裕

ユ
ダ
ヤ
人
と
ユ
ダ
ヤ
教

９
０
２
円

ユ
ダ
ヤ
教
は
「
宗
教
」
で
は
な
い
。
人
び
と
の
精
神
と
生
活
、
そ
し
て
人
生
を
根
本
か

ら
支
え
る
、
神
の
教
え
に
従
っ
た
生
き
方
だ
。
啓
典
の
民
、
離
散
の
民
、
交
易
の
民
、

書
物
の
民
、
さ
ま
ざ
ま
な
呼
び
名
を
も
つ
ユ
ダ
ヤ
の
人
び
と
。
苦
難
の
歩
み
の
な
か
で

深
遠
な
精
神
文
化
を
育
む
一
方
、
世
を
渡
る
現
実
的
な
悟
性
を
磨
い
て
き
た
歴
史
を
た

ど
り
な
が
ら
、
そ
の
信
仰
、
学
問
、
社
会
を
知
る
。

［
２
０
１
９
年
１
月
］
431755Ȃ5◆

新赤1735

馬
場
紀
寿

初
期
仏
教
ブ
ッ
ダ
の
思
想
を
た
ど
る

９
６
８
円

二
五
〇
〇
年
前
、「
目
覚
め
た
者
」
が
説
い
た
の
は
、「
自
己
」
と
「
生
」
を
根
本
か
ら

問
い
直
し
、そ
れ
を
通
し
て
あ
る
べ
き
社
会
を
構
想
す
る
思
想
だ
っ
た
。
そ
の
教
え
は
、

古
代
イ
ン
ド
の
い
か
な
る
社
会
環
境
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
の
か
。
現
存
㗦
料
を
手
が
か

り
に
、
口
頭
伝
承
さ
れ
た
「
ブ
ッ
ダ
の
教
え
」
に
Ḫ
る
こ
と
は
可
能
か
。
最
新
の
研
究

成
果
を
総
動
員
し
て
、
仏
教
の
原
初
の
世
界
を
さ
ぐ
る
。

［
２
０
１
８
年
８
月
］
431735Ȃ7◆

新赤1697

若
松
英
輔

内

村

鑑

三
悲
し
み
の
使
徒

９
４
６
円

A
llforGod─
─
神
の
道
と
人
の
道
、「
不
敬
事
件
」
と
妻
の
死
、
義
戦
と
非
戦
、
そ
し

て
娘
の
死
と
、
激
し
い
う
ね
り
の
な
か
を
生
き
た
こ
の
キ
リ
ス
ト
者
は
、
自
ら
の
弱
さ

を
知
る
か
ら
こ
そ
、
ど
こ
ま
で
も
敬
虔
で
あ
ろ
う
と
し
た
。
同
時
代
の
多
く
の
人
を
惹

き
つ
け
、『
余
は
い
か
に
し
て
キ
リ
ス
ト
信
徒
と
な
り
し
か
』『
代
表
的
日
本
人
』
等
の

著
作
に
今
も
響
き
つ
づ
け
る
、
そ
の
霊
性
を
読
み
解
く
。

［
２
０
１
８
年
１
月
］
431697Ȃ8◆

新赤1691

山
本
芳
久

ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
理
性
と
神
秘

９
６
８
円

西
洋
中
世
に
お
け
る
最
大
の
神
学
者
で
あ
り
哲
学
者
で
も
あ
る
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス

（
一
二
二
五
頃
ʕ
一
二
七
四
）。
難
解
な
イ
メ
ー
ジ
に
尻
込
み
す
る
こ
と
な
く
『
神
学
大

全
』
に
触
れ
て
み
れ
ば
、
我
々
の
心
に
訴
え
か
け
て
く
る
魅
力
的
な
言
葉
が
詰
ま
っ
て

い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
生
き
生
き
と
し
た
ト
マ
ス
哲
学
の
根
本
精
神
を
、
理
性
と
神
秘

の
独
特
な
相
互
関
係
に
着
目
し
て
読
み
解
く
。

［
２
０
１
７
年
12
月
］
431691Ȃ6◆
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新赤1682

出
村
和
彦

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
「
心
」
の
哲
学
者

８
８
０
円

「
西
欧
の
父
」
と
讃
え
称
さ
れ
る
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
（
三
五
四
ʕ
四
三
〇
）。『
告
白
』

『
神
の
国
』
な
ど
の
著
作
を
は
じ
め
、
永
遠
な
る
神
を
前
に
し
た
人
間
の
「
心
」
を
深
く

見
つ
め
る
そ
の
思
索
は
、
自
由
意
志
の
問
題
、
悪
の
原
因
に
つ
い
て
、
そ
し
て
時
間
論

に
ま
で
及
ぶ
。
激
動
の
ロ
ー
マ
帝
国
末
期
、
哲
学
と
信
仰
を
架
橋
し
、
知
へ
の
愛
と
探

究
を
と
お
し
て
キ
リ
ス
ト
教
の
道
を
歩
ん
だ
生
涯
を
描
く
。

［
２
０
１
７
年
10
月
］
431682Ȃ4

新赤1635

青
野
太
潮

パ

ウ

ロ
十
字
架
の
使
徒

８
３
６
円

キ
リ
ス
ト
教
の
礎
を
築
き
、
世
界
宗
教
へ
の
端
緒
を
ひ
ら
い
た
パ
ウ
ロ（
紀
元
前
後
─
六

〇
年
頃
）。
こ
の
人
物
な
く
し
て
、
今
日
の
キ
リ
ス
ト
教
は
な
い
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
。
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
、
ル
タ
ー
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
と
い
わ
れ
る
、
パ

ウ
ロ
の
「
十
字
架
の
逆
説
」
と
は
何
か
。
波
乱
と
苦
難
の
生
涯
を
た
ど
り
、「
最
初
の
神

学
者
」
の
思
想
の
核
心
を
さ
ぐ
る
。

［
２
０
１
６
年
12
月
］
431635Ȃ0◆

新赤1625

川
崎
一
洋

弘
法
大
師
空
海
と
出
会
う

１
０
１
２
円

い
ま
も
、多
く
の
人
を
ひ
き
つ
け
て
や
ま
な
い
弘
法
大
師
空
海
。
そ
の
歴
史
的
な
事
跡
、

伝
説
、
美
術
、
書
、
著
作
、
思
想
、「
こ
と
ば
」
な
ど
を
多
数
の
写
真
と
と
も
に
わ
か
り

や
す
く
解
説
す
る
。
四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場
で
住
職
を
つ
と
め
な
が
ら
、
高
野
山
や
海

外
で
密
教
美
術
の
研
究
を
重
ね
て
い
る
著
者
が
、
ゆ
か
り
の
地
を
紹
介
し
つ
つ
、
そ
の

全
体
像
を
描
く
。

［
２
０
１
６
年
10
月
］
431625Ȃ1

新赤1508

松
長
有
慶

高

野

山
１
０
１
２
円

日
本
各
地
の
み
な
ら
ず
、
世
界
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
る
高
野
山
。
世
界
遺
産
に
登
録

さ
れ
て
、
二
〇
一
五
年
に
は
開
創
一
二
〇
〇
年
を
迎
え
る
。
こ
の
地
の
四
季
を
通
じ
て

の
儀
礼
、
歴
史
、
弘
法
大
師
・
空
海
の
生
涯
、
そ
し
て
仏
像
や
建
築
な
ど
文
化
財
に
つ

い
て
、
高
野
山
に
生
ま
れ
育
ち
、
密
教
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
り
、
高
野
山
真
言
宗
管

長
を
務
め
る
著
者
が
体
験
を
込
め
て
綴
る
。

［
２
０
１
４
年
10
月
］
431508Ȃ7

新赤1372

徳
善
義
和

マ
ル
テ
ィ
ン
・
ル
タ
ー

ʕ
こ
と
ば
に
生
き
た
改
革
者
ʕ

８
８
０
円

こ
と
ば
の
真
理
を
追
い
求
め
、
聖
書
を
読
ん
で
読
み
ぬ
く
。
ひ
と
り
の
若
き
修
道
士
の

飽
く
な
き
探
究
心
が
、
キ
リ
ス
ト
教
の
世
界
を
根
底
か
ら
変
え
、
新
し
い
時
代
へ
の
扉

を
ひ
ら
い
た
。
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ル
タ
ー
。
宗
教
改
革
者
。
聖
書
の
こ
と
ば
を
ひ
た
む
き

に
見
つ
め
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
中
世
と
近
代
と
を
画
す
歴
史
の
転
機
を
も
た
ら
し
た
生
涯

を
描
く
。

［
２
０
１
２
年
６
月
］
431372Ȃ4◆
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新赤1313

藤
原
聖
子

教
科
書
の
中
の
宗
教

ʕ
こ
の
奇
妙
な
実
態
ʕ

８
８
０
円

公
教
育
は
政
教
分
離
を
と
う
に
踏
み
越
え
て
い
た
？

な
ぜ
誰
も
気
づ
か
な
か
っ
た
の

か
？
「
中
立
・
客
観
」
的
で
あ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
教
科
書
の
知
ら
れ
ざ
る
記
述
を

仔
細
に
検
証
す
る
。
海
外
で
の
論
争
や
試
行
錯
誤
も
豊
富
に
紹
介
。
国
際
理
解
の
た
め

の
、
そ
し
て
自
ら
考
え
る
た
め
の
宗
教
教
育
と
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。
そ
も
そ
も
中
立

的
に
宗
教
を
語
る
こ
と
は
可
能
な
の
か
。

［
２
０
１
１
年
６
月
］
431313Ȃ7

新赤1259

島

薗

進

国
家
神
道
と
日
本
人

９
６
８
円

戦
前
、
日
本
人
の
精
神
的
支
柱
と
し
て
機
能
し
た
「
国
家
神
道
」。
そ
れ
は
い
つ
ど
の
よ

う
に
構
想
さ
れ
、
ど
の
よ
う
に
国
民
の
心
身
に
入
り
込
ん
で
い
っ
た
の
か
。
ま
た
、
敗

戦
で
そ
れ
は
解
体
・
消
滅
し
た
の
か
。
本
書
で
は
、
神
社
だ
け
で
は
な
く
、
皇
室
祭
祀

や
天
皇
崇
敬
の
装
置
を
視
野
に
入
れ
、
国
体
思
想
や
民
間
宗
教
と
の
関
わ
り
を
丹
念
に

追
う
。
日
本
の
精
神
史
理
解
の
ベ
ー
ス
を
提
示
す
る
意
欲
作
。

［
２
０
１
０
年
７
月
］
431259Ȃ8

新赤1233

大

貫

隆

聖

書

の

読

み

方
８
８
０
円

聖
書
は
信
仰
を
も
つ
人
だ
け
が
読
む
も
の
な
の
か
？

本
書
は
聖
書
を
、
広
く
人
び
と

に
開
か
れ
た
書
物
と
し
て
読
む
た
め
の
入
門
書
で
あ
る
。
特
定
の
教
派
に
よ
ら
ず
、
自

主
独
立
で
読
む
。
聖
書
学
者
の
著
者
が
、自
身
の
経
験
と
思
索
を
も
と
に
提
案
す
る「
わ

か
る
読
み
方
」。
キ
リ
ス
ト
教
に
関
心
が
あ
る
人
は
も
ち
ろ
ん
、
西
洋
思
想
を
学
ぶ
人

に
も
格
好
の
手
引
き
と
な
る
。

［
２
０
１
０
年
２
月
］
431233Ȃ8◆

新赤1096

山
折
哲
雄

親

鸞

を

よ

む

品
切（
電
子
版
あ
り
）

今
、
あ
ら
た
め
て
親
鸞
を
よ
む
。
頭
で
「
読
む
」
の
で
は
な
く
、
か
ら
だ
で
「
よ
む
」。

そ
れ
は
、
描
か
れ
た
そ
の
面
が
ま
え
か
ら
、
残
さ
れ
た
筆
跡
、
歩
い
た
道
筋
か
ら
、
そ

し
て
主
著
『
教
行
信
証
』
や
〈
和
讃
〉
の
言
葉
か
ら
親
鸞
の
息
づ
か
い
を
感
じ
と
り
、

そ
の
苦
悩
に
ふ
れ
る
営
み
で
あ
る
。
加
え
て
妻
・
恵
信
尼
の
自
筆
文
書
を
新
た
な
視
角

で
読
み
解
き
、
親
鸞
九
〇
年
の
生
涯
の
到
達
点
に
迫
る
。

［
２
０
０
７
年
10
月
］
431096Ȃ9◆

新赤1003

末
木

文
美
士

日

本

宗

教

史
９
２
４
円

『
記
・
紀
』
に
み
る
神
々
の
記
述
に
は
仏
教
が
影
を
落
と
し
、
中
世
に
は
神
仏
習
合
か
ら

独
特
な
神
話
が
生
ま
れ
る
。
近
世
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
と
の
出
会
い
、
国
家
と
個
の

ᷤ
藤
す
る
近
代
を
経
て
、
現
代
新
宗
教
の
出
現
に
至
る
ま
で
を
、
精
神
の
〈
古
層
〉
が

形
成
さ
れ
、「
発
見
」
さ
れ
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
過
程
と
し
て
と
ら
え
、
世
俗
倫
理
、
権

力
と
の
関
係
を
も
視
野
に
入
れ
た
、
大
胆
な
通
史
の
試
み
。

［
２
０
０
６
年
４
月
］
431003Ȃ7
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新赤748

菅
野
博
史

法

華

経

入

門
９
０
２
円

霊
鷲
山
（
り
ょ
う
じ
ゅ
せ
ん
）
に
座
し
て
真
理
を
説
く
釈
尊
、
空
中
に
浮
か
ぶ
宝
塔
、

大
地
を
割
っ
て
現
わ
れ
る
菩
Ḉ
た
ち
。『
法
華
経
』
の
世
界
は
あ
く
ま
で
も
視
覚
的
イ

メ
ー
ジ
に
富
む
。
イ
ン
ド
に
生
ま
れ
、
漢
訳
を
経
て
伝
え
ら
れ
た
こ
の
経
典
が
、
人
々

を
惹
き
つ
け
て
き
た
の
は
な
ぜ
か
。「
誰
も
が
仏
に
な
れ
る
」と
い
う
究
極
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
中
心
に
、
そ
の
歴
史
、
構
造
、
思
想
を
解
き
明
か
す
。

［
２
０
０
１
年
９
月
］
430748Ȃ8

新赤593

山
本

ひ
ろ
子

中

世

神

話
８
５
８
円

中
世
に
日
本
神
話
が
創
造
さ
れ
て
い
た
。
律
令
体
制
後
の
社
会
に
お
い
て
、
神
仏
習
合

と
と
も
に
思
想
的
変
動
を
物
語
る
お
び
た
だ
し
い
中
世
神
道
書
が
著
わ
さ
れ
た
。
そ
こ

に
は
、
記
紀
神
話
と
は
別
の
神
話
的
世
界
が
あ
る
。「
天
地
開
闢
」「
国
生
み
」
な
ど
の

物
語
が
、
未
知
の
神
々
を
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
し
て
ど
の
よ
う
に
変
奏
さ
れ
た
の
か
。
中

世
び
と
が
構
想
し
た
神
話
空
間
へ
の
誘
い
。

［
１
９
９
８
年
12
月
］
430593Ȃ4

新赤538

中
村

廣
治
郎

イ
ス
ラ
ム
教
入
門

９
２
４
円

全
世
界
で
一
〇
億
を
越
え
る
信
徒
を
持
つ
イ
ス
ラ
ム
教
は
、
現
代
社
会
の
動
向
に
か
か

わ
っ
て
重
要
な
宗
教
で
あ
る
。
本
書
は
、
そ
の
正
確
な
理
解
の
た
め
に
、
イ
ス
ラ
ム
教

の
誕
生
、
信
仰
の
あ
り
か
た
、
儀
礼
的
・
法
的
規
範
を
、
歴
史
の
流
れ
の
中
で
て
い
ね

い
に
解
説
し
、
様
々
な
分
派
や
、
原
理
主
義
も
含
め
た
近
現
代
に
い
た
る
展
開
も
複
眼

的
な
視
点
で
記
述
し
た
、
本
格
的
入
門
書
。

［
１
９
９
８
年
１
月
］
430538Ȃ5

新赤343

五
木
寛
之

蓮

如

ʕ
聖
俗
具
有
の
人
間
像
ʕ

８
８
０
円

親
鸞
と
並
ぶ
浄
土
真
宗
の
偉
大
な
指
導
者
と
し
て
、
五
百
年
の
間
大
衆
に
親
し
ま
れ
て

き
た
蓮
如
。
貧
困
の
中
か
ら
身
を
起
こ
し
、
既
成
の
権
威
に
抗
し
て
闘
い
、
常
に
底
辺

の
人
々
と
と
も
に
あ
っ
て
胸
に
し
み
こ
む
平
易
な
言
葉
で
教
え
を
説
き
、
や
が
て
一
大

勢
力
を
成
し
て
い
く
波
乱
の
生
涯

陰
翳
に
富
ん
だ
そ
の
人
柄
と
思
想
を
作
家
と
し

て
の
視
点
か
ら
語
り
、「
聖
」
と
「
俗
」
の
意
味
を
現
代
に
問
う
。
［
１
９
９
４
年
７
月
］
430343Ȃ5

新赤179

松
長
有
慶

密

教

ʪ
カ
ラ
ー
４
頁
ʫ
１
０
１
２
円

自
己
の
発
見
と
し
て
の
厳
し
い
行
（
ぎ
ょ
う
）、
多
く
の
人
を
限
り
な
く
魅
了
す
る
㜠
荼

羅
。
密
教
は
、
日
本
文
化
に
も
多
大
な
影
響
を
与
え
て
き
た
。
密
教
研
究
の
第
一
人
者

で
、
チ
ベ
ッ
ト
、
ネ
パ
ー
ル
、
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
な
ど
へ
、
密
教
の
源
流
を
も
と

め
て
調
査
を
重
ね
て
き
た
著
者
が
、
密
教
の
歴
史
、
思
想
、
実
践
、
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
等

を
や
さ
し
く
語
り
、
そ
の
現
代
に
お
け
る
意
味
を
問
う
。

［
１
９
９
１
年
７
月
］
430179Ȃ0
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青 CȂ166

高
木
宏
夫

日
本
の
新
興
宗
教

ʕ
大
衆
思
想
運
動
の
歴
史
と
論
理
ʕ

９
０
２
円

新
興
宗
教
は
、
宗
教
の
中
の
特
異
な
も
の
、
低
俗
な
偽
宗
教
と
い
う
考
え
方
が
一
般
で

あ
る
。
し
か
し
い
か
な
る
宗
教
も
そ
れ
が
発
生
し
た
と
き
は
新
興
宗
教
と
呼
び
う
る
。

も
っ
ぱ
ら
教
理
の
批
判
に
集
中
し
て
い
た
従
来
の
科
学
的
研
究
と
は
違
い
、
日
本
の
主

な
大
衆
思
想
運
動
の
中
に
新
興
宗
教
を
位
置
づ
け
検
討
す
る
。

［
１
９
５
９
年
11
月
］
412166Ȃ4

青 CȂ162

武
田
清
子

背

教

者

の

系

譜

ʕ
日
本
人
と
キ
リ
ス
ト
教
ʕ

９
０
２
円

日
本
人
は
キ
リ
ス
ト
教
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
き
た
の
か
。
日
本
文
化
と
は
異
質

な
価
値
と
の
出
会
い
か
ら
生
ま
れ
る
熾
烈
な
ド
ラ
マ
を
展
開
し
て
き
た
背
教
者
た
ち
。

神
と
は
何
か
、
正
統
と
異
端
、
原
罪
意
識

苦
悩
と
共
に
生
き
る
㗡
を
描
き
出
す
こ

と
で
、
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
の
非
教
義
的
な
把
握
を
試
み
、
日
本
人
と
キ
リ
ス
ト
教
の
関

係
に
新
た
な
視
点
を
提
供
す
る
。

［
１
９
７
３
年
６
月
］
412162Ȃ6

青 CȂ159

小

塩

力

聖

書

入

門
９
０
２
円

聖
書
に
は
何
が
書
い
て
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
ど
の
よ
う
に
し
て
で
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

旧
約
・
新
約
両
聖
書
の
成
立
事
情
と
そ
の
背
景
を
、
歴
史
的
・
批
評
的
研
究
の
成
果
に

も
と
づ
い
て
明
ら
か
に
し
、
聖
書
の
信
仰
内
容
を
正
し
く
伝
え
る
と
と
も
に
、
ま
た
西

欧
文
化
と
聖
書
、
東
洋
の
精
神
的
風
土
と
聖
書
と
の
関
係
な
ど
に
も
ふ
れ
、
現
代
生
活

に
お
け
る
聖
書
の
意
義
を
解
明
す
る
。

［
１
９
５
５
年
12
月
］
412159Ȃ6

青 CȂ158

荒

井

献

イ
エ
ス
と
そ
の
時
代

８
５
８
円

キ
リ
ス
ト
教
の
始
祖
イ
エ
ス
と
は
何
者
か
。
ど
の
よ
う
な
時
代
・
社
会
に
生
き
、
語
り
、

死
ん
だ
の
か
。
聖
書
学
・
歴
史
学
の
最
新
の
成
果
の
上
に
、
イ
エ
ス
に
関
す
る
伝
承
の

最
古
層
を
探
り
、
初
期
キ
リ
ス
ト
教
の
担
い
手
の
社
会
的
条
件
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま

た
、
奇
蹟
な
ど
を
含
む
イ
エ
ス
の
行
動
を
分
析
し
、
時
の
権
力
に
抗
し
た
彼
の
真
意
、

民
衆
と
の
深
い
か
か
わ
り
を
解
明
す
る
。

［
１
９
７
４
年
10
月
］
412158Ȃ9◆

青 CȂ156

村
上
重
良

慰

霊

と

招

魂

ʕ
靖
国
の
思
想
ʕ

８
５
８
円

か
つ
て
戦
没
者
や
国
事
殉
難
者
が
「
英
霊
」
と
し
て
神
社
に
ま
つ
ら
れ
、
そ
れ
へ
の
参

拝
が
国
民
に
強
制
さ
れ
た
時
代
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
い
ま
、「
英
霊
」
の
復
活
を
め
ぐ
っ

て
論
議
が
高
ま
っ
て
い
る
。
靖
国
神
社
や
護
国
神
社
が
、
日
本
の
伝
統
的
な
慰
霊
・
祭

祀
と
は
異
質
の
神
社
と
し
て
創
建
さ
れ
、
天
皇
崇
拝
と
軍
国
主
義
の
普
及
・
強
制
に
大

き
な
役
割
を
果
し
て
い
く
過
程
を
丹
念
に
た
ど
る
。

［
１
９
７
４
年
９
月
］
412156Ȃ5

宗教 ―110
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青 CȂ155

村
上
重
良

国

家

神

道

品
切（
電
子
版
あ
り
）

国
家
神
道
は
、
近
代
天
皇
制
国
家
が
つ
く
り
だ
し
た
国
家
宗
教
で
あ
り
、
明
治
維
新
か

ら
太
平
洋
戦
争
の
敗
戦
ま
で
八
〇
年
間
、
日
本
人
を
精
神
的
に
支
配
し
つ
づ
け
た
。
本

書
は
、
国
家
神
道
の
成
立
か
ら
解
体
ま
で
の
過
程
を
詳
細
に
た
ど
り
、
そ
の
構
造
と
思

想
を
分
析
し
て
本
質
的
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
神
道
が
日
本
人
に
と

っ
て
い
か
な
る
意
味
を
も
っ
た
か
を
追
求
す
る
。

［
１
９
７
０
年
11
月
］
412155Ȃ8◆

青 CȂ152

渡
辺
照
宏

死

後

の

世

界
９
９
０
円

人
間
は
死
ん
だ
後
は
ど
う
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
は
、
つ
ね
に
人
間
の
最
大

関
心
事
で
あ
っ
た
。
本
書
は
、
原
始
・
古
代
か
ら
現
代
の
文
化
的
諸
民
族
に
至
る
ま
で
、

こ
の
問
題
が
ど
う
考
え
ら
れ
、
具
体
的
に
そ
の
考
え
方
が
ど
う
表
現
さ
れ
て
き
た
か
を

考
察
す
る
。
さ
ら
に
、
来
世
観
や
、
霊
魂
と
肉
体
と
の
関
係
、
ま
た
私
た
ち
の
心
が
ま

え
と
し
て
死
を
ど
う
み
る
べ
き
か
を
語
る
。

［
１
９
５
９
年
６
月
］
412152Ȃ7

青 CȂ151

渡
辺
照
宏

日

本

の

仏

教
９
０
２
円

外
来
思
想
で
あ
る
仏
教
を
日
本
人
は
ど
の
よ
う
に
受
け
入
れ
、
継
承
し
て
き
た
か
。
仏

教
は
国
家
主
義
や
呪
術
や
死
者
儀
礼
と
ど
う
し
て
結
び
つ
い
た
の
か
。
日
本
人
の
生
活

の
中
で
仏
教
が
果
し
た
役
割
を
歴
史
的
に
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
今
日
の
日
本
人

の
実
生
活
に
残
っ
て
い
る
仏
教
的
な
思
想
を
、
律
・
禅
・
密
教
の
諸
系
譜
、
華
厳
思
想
、

法
華
信
仰
、
ア
ミ
ダ
信
仰
の
諸
流
の
中
に
位
置
づ
け
る
。

［
１
９
５
８
年
１
月
］
412151Ȃ0

青 CȂ150

渡
辺
照
宏

仏

教
第
二
版

９
２
４
円

死
ね
ば
戒
名
を
も
ら
い
、
葬
儀
や
法
事
は
仏
式
で
営
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
。
私
た
ち
の

生
活
の
中
に
仏
教
は
広
く
深
く
入
り
こ
ん
で
い
る
。
そ
れ
で
い
て
、
私
た
ち
は
、
仏
教

に
つ
い
て
ど
れ
ほ
ど
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
仏
教
を
生
ん
だ
イ
ン
ド
の
精
神
風
土
、

仏
陀
と
そ
の
弟
子
た
ち
の
生
活
と
思
想
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
後
の
流
れ
の
根
源
と
展

開
を
追
っ
て
、
仏
教
理
解
に
必
要
な
基
礎
知
識
を
提
供
す
る
。

［
１
９
７
４
年
12
月
］
412150Ȃ3◆

赤 RȂ20

鈴
木
大
拙

北
川
桃
雄
訳

禅

と

日

本

文

化
９
０
２
円

禅
は
日
本
人
の
性
格
と
文
化
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
お
よ
ぼ
し
て
い
る
か
。
そ
も
そ
も

禅
と
は
何
か
。
本
書
は
、
著
者
が
欧
米
人
の
た
め
に
お
こ
な
っ
た
講
演
を
も
と
に
し
て

英
文
で
著
わ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
一
九
四
〇
年
翻
訳
刊
行
い
ら
い
今
日
ま
で
、
禅
そ

の
も
の
へ
の
比
類
な
き
入
門
書
と
し
て
、
ま
た
日
本
の
伝
統
文
化
理
解
へ
の
絶
好
の
案

内
書
と
し
て
読
み
つ
が
れ
て
い
る
古
典
的
名
著
。
［
１
９
６
４
年
３
月
・
１
９
４
０
年
９
月
］
400020Ȃ4◆

111― 宗教



0011-003-259_新書統合組_再校_初校.smd  Page 110 23/04/20 15:56  v3.60

哲
学
・
思
想

新赤1966

中
畑
正
志

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
哲
学

１
１
６
６
円

思
想
界
で
は
近
年
一
段
と
脚
光
を
浴
び
る
一
方
で
、
一
般
に
は
時
代
遅
れ
の
イ
メ
ー
ジ

が
付
き
ま
と
う
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
。
本
書
は
こ
の
懸
隔
に
架
橋
す
べ
く
、
彼
が
創
出
し

た
〈
探
究
と
知
の
方
法
〉
を
示
し
た
う
え
で
、
人
間
、
社
会
、
自
然
を
貫
く
議
論
の
全

体
像
と
核
心
を
明
ら
か
に
す
る
。
現
代
人
の
疑
問
や
違
和
感
に
向
き
合
い
な
が
ら
、「
い

ま
を
生
き
る
哲
学
者
」
と
し
て
の
㗡
を
描
き
出
す
入
門
書
。

［
２
０
２
３
年
３
月
］
431966Ȃ5◆

新赤1944

國
分

功
一
郎

ス

ピ

ノ

ザ

ʕ
読
む
人
の
肖
像
ʕ

１
４
０
８
円

哲
学
者
と
は
い
か
な
る
人
物
な
の
か
。
何
を
、
ど
の
よ
う
に
、
考
え
て
い
る
の
か
。
思

考
を
極
限
ま
で
厳
密
に
突
き
詰
め
た
が
ゆ
え
に
実
践
的
で
あ
る
と
い
う
、
驚
く
べ
き
哲

学
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
り
上
げ
た
ス
ピ
ノ
ザ
。
本
書
は
、
難
解
と
さ
れ
る
そ
の
全
体
像
を

徹
底
的
に
読
み
解
く
こ
と
で
、
か
つ
て
な
い
哲
学
者
像
を
描
き
出
す
。
哲
学
の
新
た
な

地
平
へ
の
誘
い
が
こ
こ
に
！

［
２
０
２
２
年
10
月
］
431944Ȃ3◆

新赤1935

國
方
栄
二

哲
人
た
ち
の
人
生
談
義
ス
ト
ア
哲
学
を
よ
む

９
４
６
円

「
幸
福
と
は
何
か
」。
哲
学
は
、こ
の
シ
ン
プ
ル
に
し
て
解
き
が
た
い
問
い
か
ら
始
ま
り
、

そ
の
問
い
に
身
を
も
っ
て
対
峙
し
た
の
が
ス
ト
ア
派
の
哲
人
た
ち
で
あ
っ
た
。
ギ
リ
シ

ア
か
ら
ロ
ー
マ
に
い
た
る
西
洋
古
代
哲
学
の
系
譜
を
お
さ
え
つ
つ
、
エ
ピ
ク
テ
ト
ス
、

セ
ネ
カ
、
マ
ル
ク
ス
・
ア
ウ
レ
リ
ウ
ス
ら
の
ゆ
た
か
な
言
葉
か
ら
、〈
生
き
る
こ
と
〉
と

し
て
の
哲
学
を
手
繰
り
よ
せ
る
。

［
２
０
２
２
年
７
月
］
431935Ȃ1◆

新赤1929

小
坂
国
継

西
田
幾
多
郎
の
哲
学

ʕ
物
の
真
実
に
行
く
道
ʕ

９
２
４
円

難
解
と
さ
れ
る
西
田
幾
多
郎
の
思
想
の
本
質
は
、「
自
覚
」
の
哲
学
で
あ
る
。
こ
の
見
地

か
ら
、
初
期
か
ら
晩
期
ま
で
の
独
自
の
様
々
な
鍵
概
念
「
純
粋
経
験
」「
自
覚
」「
絶
対

無
の
場
所
」「
絶
対
矛
盾
的
自
己
同
一
」
に
沿
っ
て
、「
悪
戦
苦
闘
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
」

と
評
さ
れ
た
西
田
の
思
索
の
内
的
運
動
と
展
開
の
軌
跡
を
明
確
に
解
読
す
る
。
西
田
哲

学
へ
の
最
良
の
道
案
内
。

［
２
０
２
２
年
５
月
］
431929Ȃ0◆
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新赤1891

末
木
文
美
士
編

死

者

と

霊

性

ʕ
近
代
を
問
い
直
す
ʕ

９
４
６
円

原
発
事
故
と
コ
ロ
ナ
禍
は
、
否
応
な
く
見
え
ざ
る
も
の
の
力
を
思
い
知
ら
し
め
た
。
見

え
ざ
る
も
の
で
あ
る
死
者
た
ち
と
私
た
ち
の
関
係
に
も
、
い
ま
新
た
な
変
化
が
生
じ
て

い
る
。
末
木
文
美
士
、
中
島
隆
博
、
若
松
英
輔
、
安
藤
礼
二
、
中
島
岳
志
、
眼
に
見
え

な
い
領
域
を
め
ぐ
っ
て
独
自
の
思
索
を
続
け
て
き
た
五
名
が
、
死
者
と
霊
性
を
キ
ー
ワ

ー
ド
に
、
来
る
べ
き
時
代
に
つ
い
て
討
議
す
る
。

［
２
０
２
１
年
８
月
］
431891Ȃ0◆

新赤1848

神
塚
淑
子

道

教

思

想

10

講
９
４
６
円

老
子
の
「
道
」
の
思
想
を
起
点
に
、
古
代
神
仙
思
想
、
後
漢
末
の
太
平
道
と
五
斗
米
道
、

六
朝
知
識
人
の
修
養
法
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
想
・
運
動
を
と
り
こ
み
な
が
ら
形
成
さ

れ
た
道
教
。
そ
の
哲
学
と
教
理
を
、「
気
」
の
生
命
観
、
宇
宙
論
、
救
済
思
想
、
倫
理
・

社
会
思
想
、
仏
教
と
の
関
わ
り
、
日
本
へ
の
影
響
な
ど
の
論
点
か
ら
と
ら
え
る
。
丁
寧

な
テ
キ
ス
ト
読
解
に
基
づ
く
総
合
的
入
門
書
。

［
２
０
２
０
年
９
月
］
431848Ȃ4◆

新赤1834

今

野

元

マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー

ʕ
主
体
的
人
間
の
悲
喜
劇
ʕ

９
４
６
円

『
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
倫
理
と
㗦
本
主
義
の
精
神
』
を
は
じ
め
、
今
も
読
み
継
が

れ
る
名
著
を
数
多
く
残
し
た
知
の
巨
人
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
（
一
八
六
四
ʕ
一
九

二
〇
）。
そ
の
作
品
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
し
て
生
み
出
さ
れ
て
き
た
の
か
。
百
花
繚
乱

た
る
ヴ
ェ
ー
バ
ー
研
究
に
新
た
な
地
平
を
拓
く
「
伝
記
論
的
転
回
」
を
ふ
ま
え
た
、
決

定
版
と
な
る
評
伝
が
こ
こ
に
誕
生
！

［
２
０
２
０
年
５
月
］
431834Ȃ7◆

新赤1822

マ
ル
ク
ス
・
ガ
ブ
リ
エ
ル

廣
瀬

覚
訳

新

実

存

主

義
９
６
８
円

心
と
脳
は
同
じ
も
の
な
の
か
。
心
は
す
べ
て
物
理
的
な
理
論
で
説
明
が
つ
く
の
か
。
心

と
脳
は
な
ぜ
「
サ
イ
ク
リ
ン
グ
と
自
転
車
」
の
関
係
に
似
て
い
る
の
か

。『
世
界
は

な
ぜ
存
在
し
な
い
の
か
』
で
「
世
界
」
を
論
じ
た
気
鋭
の
哲
学
者
が
つ
ぎ
に
切
り
込
む

の
は
「
心
」。
脳
科
学
全
盛
の
時
代
に
、
実
存
主
義
と
心
の
哲
学
を
つ
な
げ
、
二
一
世
紀

の
た
め
の
新
た
な
存
在
テ
ー
ゼ
を
提
示
す
る
。

［
２
０
２
０
年
１
月
］
431822Ȃ4◆

新赤1821

末
木

文
美
士

日

本

思

想

史
１
０
３
４
円

古
代
か
ら
現
代
に
い
た
る
ま
で
、
日
本
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
真
剣
に
取
り
組
み
、

生
き
方
を
模
索
し
て
き
た
。
そ
の
軌
跡
と
厖
大
な
集
積
が
日
本
の
思
想
史
を
か
た
ち
づ

く
っ
て
い
る
の
だ
。〈
王
権
〉
と
〈
神
仏
〉
を
二
極
と
す
る
構
造
と
大
き
な
流
れ
と
を
つ

か
み
、
日
本
思
想
史
の
見
取
り
図
を
大
胆
に
描
き
出
す
。
混
迷
の
今
を
見
据
え
、
未
来

の
た
め
に
紡
が
れ
る
、
唯
一
無
二
の
通
史
。

［
２
０
２
０
年
１
月
］
431821Ȃ7◆
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新赤1802

慎
改
康
之

ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー

ʕ
自
己
か
ら
脱
け
出
す
た
め
の
哲
学
ʕ

９
０
２
円

ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
（
一
九
二
六
ʕ
八
四
）
は
顔
を
持
た
な
い
哲
学
者
だ
。
今
の
自

分
に
と
っ
て
「
正
し
い
」
と
さ
れ
る
こ
と
を
徹
底
的
に
疑
い
ぬ
き
、
自
己
を
縛
り
付
け

よ
う
と
す
る
言
説
に
抗
い
、
危
険
を
冒
し
て
で
も
常
に
変
化
を
遂
げ
よ
う
と
し
た
。
だ

か
ら
こ
そ
彼
の
著
作
は
、
一
冊
ご
と
に
読
者
を
新
た
な
見
知
ら
ぬ
世
界
へ
と
導
い
て
い

く
。
そ
の
絶
え
ざ
る
変
貌
を
た
ど
る
。

［
２
０
１
９
年
10
月
］
431802Ȃ6◆

新赤1797

柿
木
伸
之

ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン

ʕ
闇
を
歩
く
批
評
ʕ

９
４
６
円

戦
争
と
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
時
代
に
生
き
た
思
想
家
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
（
一
八
九

二
ʕ
一
九
四
〇
）。
蹉
跌
の
生
涯
の
な
か
で
彼
が
繰
り
広
げ
た
批
評
は
、
言
語
、
芸
術
、

歴
史
を
根
底
か
ら
捉
え
直
し
な
が
ら
、
時
代
の
闇
の
た
だ
な
か
に
、
何
者
に
も
支
配
さ

れ
な
い
生
の
余
地
を
切
り
開
こ
う
と
し
た
。
瓦
礫
を
Ḭ
き
分
け
、
捨
て
去
ら
れ
た
も
の

を
拾
い
続
け
た
彼
の
思
考
を
今
読
み
解
く
。

［
２
０
１
９
年
９
月
］
431797Ȃ5◆

新赤1786

宮
下
志
朗

モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
人
生
を
旅
す
る
た
め
の
7
章

９
２
４
円

「
人
間
は
だ
れ
で
も
、
人
間
と
し
て
の
存
在
の
完
全
な
か
た
ち
を
備
え
て
い
る
」
─
─
不

寛
容
と
狂
気
に
覆
わ
れ
た
一
六
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
を
、
し
な
や
か
に
生
き
た
モ
ン
テ
ー

ニ
ュ
。
本
を
愛
し
、
旅
を
愛
し
た
彼
が
、
ふ
つ
う
の
こ
と
ば
で
生
涯
綴
り
つ
づ
け
た
書

物
こ
そ
が
、「
エ
ッ
セ
イ
」
の
始
ま
り
だ
。
困
難
な
時
代
を
生
き
る
私
た
ち
の
心
深
く
に

沁
み
入
る
、『
エ
セ
ー
』
の
人
生
哲
学
。

［
２
０
１
９
年
７
月
］
431786Ȃ9◆

新赤1779

鹿
子
生

浩
輝

マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ

ʕ
『
君
主
論
』
を
よ
む
ʕ

９
４
６
円

権
謀
術
数
を
是
と
す
る
政
治
家
、
人
心
掌
握
に
長
け
た
戦
略
家
…
…
政
治
学
の
古
典
と

し
て
、
あ
る
い
は
帝
王
学
の
バ
イ
ブ
ル
と
し
て
愛
さ
れ
続
け
る
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
。
し

か
し
、
そ
の
本
当
の
㗡
は
、
彼
が
生
き
た
時
代
か
ら
理
解
し
な
け
れ
ば
見
え
て
こ
な
い
。

家
族
と
祖
国
を
愛
し
、
自
由
と
人
間
を
愛
す
る
マ
キ
ャ
ヴ
ェ
ッ
リ
が
真
に
伝
え
た
か
っ

た
こ
と
は
何
だ
っ
た
の
か
。

［
２
０
１
９
年
５
月
］
431779Ȃ1◆

新赤1762

柄
谷
行
人

世

界

史

の

実

験
８
５
８
円

大
勢
の
死
者
が
出
た
東
北
大
震
災
の
後
、著
者
は
柳
田
国
男
が
戦
争
末
期
に
書
い
た『
先

祖
の
話
』を
読
み
返
す
。
外
地
で
戦
死
し
た
若
者
た
ち
の
霊
を
思
う
柳
田
に
と
っ
て「
神

国
日
本
」
と
は
、
世
界
人
類
史
の
痕
跡
を
留
め
る
「
歴
史
の
実
験
」
場
だ
っ
た
。
柳
田

の
思
考
の
「
方
法
」
を
見
極
め
、
ジ
ャ
レ
ド
・
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
、
ト
ッ
ド
ら
を
援
用
し

た
卓
抜
な
世
界
史
㗨
元
で
の
「
文
学
」
と
「
日
本
」
批
評
。

［
２
０
１
９
年
２
月
］
431762Ȃ3◆
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新赤1738

市
田
良
彦

ル
イ
・
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル

ʕ
行
方
不
明
者
の
哲
学
ʕ

９
４
６
円

現
代
思
想
を
代
表
す
る
マ
ル
ク
ス
主
義
理
論
家
か
、
妻
を
殺
め
た
狂
気
の
人
か
。
光
と

闇
の
落
差
が
も
た
ら
す
眩
暈
の
な
か
に
哲
学
者
は
㗡
を
く
ら
ま
す
。
彼
に
と
っ
て
は
、

「
行
方
不
明
に
な
る
」
こ
と
が
「
政
治
」
で
あ
っ
た

知
ら
れ
ざ
る
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル

（
一
九
一
八
ʕ
九
〇
）
の
哲
学
が
、「
ス
ピ
ノ
ザ
を
読
む
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
を
読
む
」
と

い
う
か
つ
て
な
い
試
み
を
通
し
て
浮
か
び
上
が
る
。

［
２
０
１
８
年
９
月
］
431738Ȃ8◆

新赤1732

森
本

あ
ん
り

異

端

の

時

代

ʕ
正
統
の
か
た
ち
を
求
め
て
ʕ

９
９
０
円

世
界
に
蔓
延
す
る
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
。
は
た
し
て
そ
れ
は
民
主
主
義
の
異
端
な
の
か
？

古
代
中
世
の
神
学
史
、
丸
山
眞
男
ら
の
議
論
を
手
が
か
り
に
、
宗
教
・
政
治
・
文
化
に

通
底
す
る
「
異
端
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
を
解
き
明
か
し
、
混
迷
す
る
時
代
の
深
層
に

迫
る
。
著
者
が
一
〇
年
来
抱
え
た
テ
ー
マ
が
こ
こ
に
結
実
、「
異
端
好
み
の
日
本
人
」に
、

現
代
の
「
正
統
」
の
所
在
を
問
い
か
け
る

［
２
０
１
８
年
８
月
］
431732Ȃ6◆

新赤1720

加

藤

節

ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク

ʕ
神
と
人
間
と
の
間
ʕ

９
０
２
円

自
由
で
平
等
な
市
民
社
会
の
原
理
を
探
究
し
、
民
主
主
義
の
基
礎
を
築
い
た
ジ
ョ
ン
・

ロ
ッ
ク
。
啓
蒙
の
時
代
を
準
備
し
た
「
光
」
の
思
想
家
を
歴
史
に
位
置
づ
け
な
お
す
こ

と
で
見
え
て
き
た
の
は
、「
神
な
し
で
は
す
ま
す
こ
と
の
で
き
な
い
」
宗
教
性
と
、「
影
」

を
色
濃
く
帯
び
た
思
想
的
挫
折
で
あ
っ
た
。
自
由
、
道
徳
、
寛
容
、
知
性
…
…
人
間
に

と
っ
て
の
基
本
的
価
値
を
根
底
か
ら
見
つ
め
な
お
す
。

［
２
０
１
８
年
５
月
］
431720Ȃ3

新赤1709

赤
松
明
彦

イ
ン
ド
哲
学
10
講

９
９
０
円

二
千
年
以
上
に
わ
た
り
重
ね
ら
れ
て
き
た
イ
ン
ド
の
思
想
的
営
み
か
ら
、
私
た
ち
は
何

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
世
界
の
な
り
た
ち
、
存
在
と
認
識
、
物
質
と
精
神
、
業

と
因
果
、
そ
し
て
言
葉
そ
れ
自
体
に
つ
い
て
の
深
い
思
索
の
軌
跡
を
、
具
体
的
な
テ
キ

ス
ト
読
解
を
ふ
ま
え
な
が
ら
学
ぶ
。
難
解
と
思
わ
れ
が
ち
な
イ
ン
ド
哲
学
の
お
も
し
ろ

さ
と
広
が
り
を
と
ら
え
る
、
刺
激
的
な
入
門
書
。

［
２
０
１
８
年
３
月
］
431709Ȃ8◆

新赤1696

熊
野
純
彦

マ
ル
ク
ス

㗦
本
論
の
哲
学

９
６
８
円

も
し
三
度
目
の
《
世
界
革
命
》
が
起
こ
り
う
る
と
し
て
、
今
な
お
こ
の
世
界
の
枠
組
み

を
規
定
し
て
い
る
㗦
本
制
に
つ
い
て
、
最
も
行
き
と
ど
い
た
分
析
を
提
供
し
て
い
る
こ

の
書
を
踏
ま
え
る
事
な
し
に
は
あ
り
得
な
い
だ
ろ
う
。
マ
ル
ク
ス
の
原
理
的
な
思
考
の

深
度
と
強
度
、
そ
し
て
「
㗦
本
制
が
圧
し
つ
ぶ
し
て
ゆ
く
ち
い
さ
な
者
た
ち
へ
の
視
線
」

に
寄
り
添
い
つ
つ
語
る
、
本
格
的
入
門
書
。

［
２
０
１
８
年
１
月
］
431696Ȃ1◆
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新赤1675

藤
田
正
勝

日
本
文
化
を
よ
む
5
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

８
５
８
円

異
な
る
文
化
の
あ
い
だ
で
の
腰
を
据
え
た
〈
対
話
〉
が
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
る
時
代
。

そ
の
た
め
に
は
ま
ず
自
文
化
の
基
礎
的
な
知
識
を
得
る
必
要
が
あ
る
。
本
書
で
は
西
田

幾
多
郎
の
思
想
を
ヒ
ン
ト
に
、
西
行
の
「
桜
」、
親
鸞
の
「
悪
」
な
ど
五
つ
の
キ
ー
ワ
ー

ド
か
ら
、
日
本
文
化
の
根
底
に
あ
る
も
の
の
見
か
た
、
美
意
識
の
あ
り
か
た
を
素
描
。

日
本
文
化
の
一
つ
の
〈
自
画
像
〉
を
描
く
。

［
２
０
１
７
年
８
月
］
431675Ȃ6◆

新赤1607

坂
元

ひ
ろ
子

中
国
近
代
の
思
想
文
化
史

９
６
８
円

清
朝
末
か
ら
中
華
人
民
共
和
国
建
国
ま
で
の
世
界
的
激
動
期
、
中
国
の
知
識
人
は
儒
教

的
世
界
観
の
更
新
に
立
ち
会
い
、
西
洋
の
知
と
格
闘
し
た
。
社
会
進
化
論
や
立
憲
思
想

の
衝
撃
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
革
命
思
想
に
展
開
し
、
雑
誌
メ
デ
ィ
ア
に
は
生
命
論
か

ら
民
族
論
ま
で
様
々
な
論
争
と
漫
画
表
現
が
花
開
く
。
貴
重
な
㗦
料
と
最
新
の
研
究
か

ら
読
み
解
く
労
作
。

［
２
０
１
６
年
５
月
］
431607Ȃ7

新赤1600

柄
谷
行
人

憲

法

の

無

意

識
８
８
０
円

な
ぜ
戦
後
七
〇
年
を
経
て
も
な
お
、
改
憲
は
実
現
し
な
い
の
か
。
な
ぜ
九
条
は
実
行
さ

れ
て
い
な
い
の
に
、
残
さ
れ
て
い
る
の
か
。
改
憲
、
護
憲
の
議
論
が
見
逃
し
て
い
る
も

の
は
何
か
。
糸
口
は
「
無
意
識
」。
日
本
人
の
歴
史
的
・
集
団
的
無
意
識
に
分
け
入
り
、

「
戦
争
の
末
の
」
平
和
で
は
な
い
、
世
界
平
和
へ
の
道
筋
を
示
す
。「
憲
法
の
無
意
識
」

が
政
治
の
危
機
に
立
ち
現
れ
る
。

［
２
０
１
６
年
４
月
］
431600Ȃ8◆

新赤1590

田

中

浩

ホ
ッ
ブ
ズ
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
の
哲
学
者

８
８
０
円

「
万
人
の
万
人
に
た
い
す
る
闘
争
」
に
終
止
符
を
打
つ
た
め
に
主
権
の
確
立
を
提
唱
し

た
ホ
ッ
ブ
ズ
は
、
絶
対
君
主
の
擁
護
者
な
の
か
。
そ
れ
と
も
、
人
間
中
心
の
政
治
共
同

体
を
構
想
し
た
民
主
主
義
論
者
な
の
か
。
近
代
国
家
論
の
基
礎
を
築
い
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
ホ
ッ
ブ
ズ
ほ
ど
毀
誉
褒
貶
の
激
し
い
哲
学
者
は
い
な
い
。
第
一
人
者
が
そ
の
多

面
的
な
思
想
と
生
涯
を
描
い
た
決
定
版
評
伝
。

［
２
０
１
６
年
２
月
］
431590Ȃ2

新赤1556

納
富
信
留

プ
ラ
ト
ン
と
の
哲
学
対
話
Ἣ
を
よ
む

８
８
０
円

ソ
ク
ラ
テ
ス
を
中
心
に
、
数
々
の
登
場
人
物
が
言
葉
を
交
わ
し
、
思
索
を
深
め
て
い
く

プ
ラ
ト
ン
の
対
話
Ἣ
。「
君
は
こ
の
問
い
に
ど
う
答
え
る
か
？
」
作
品
の
背
後
か
ら
、
プ

ラ
ト
ン
が
語
り
か
け
て
く
る
。『
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
弁
明
』『
国
家
』『
ἠ
宴
』
な
ど
の
代
表

作
品
を
読
み
考
え
な
が
ら
、
永
遠
の
問
い
と
対
峙
す
る
。
二
千
年
の
時
を
超
え
、
い
ま

も
息
づ
く
哲
学
の
世
界
へ
。

［
２
０
１
５
年
７
月
］
431556Ȃ8◆
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新赤1502

川
田
順
造

〈
運
ぶ
ヒ
ト
〉
の
人
類
学

７
９
２
円

ア
フ
リ
カ
で
生
ま
れ
、
二
足
歩
行
を
始
め
た
人
類
は
、
空
い
た
手
で
荷
物
を
運
び
、
世

界
に
ち
ら
ば
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
〈
運
ぶ
〉
と
い
う
能
力
こ
そ
が
、
ヒ
ト
を
ヒ
ト
た
ら

し
め
た
の
で
は
な
い
か
？

ア
フ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
東
ア
ジ
ア
の
三
つ
の
地
点
を

比
較
対
照
し
、〈
運
ぶ
〉
文
化
の
展
開
と
身
体
と
の
関
係
を
探
る
。
人
類
学
に
新
た
な
光

を
当
て
る
冒
険
の
書
。

［
２
０
１
４
年
９
月
］
431502Ȃ5◆

新赤1500

鷲
田
清
一

哲

学

の

使

い

方
９
６
８
円

「
答
え
が
す
ぐ
に
は
出
な
い
、
あ
る
い
は
答
え
が
複
数
あ
り
う
る
、
い
や
答
え
が
あ
る
か

ど
う
か
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
」
─
─
そ
ん
な
息
苦
し
さ
を
抱
え
た
時
代
に
、
社
会
生
活

に
お
い
て
、
人
生
に
お
い
て
、
私
た
ち
は
哲
学
を
ど
う
「
使
う
」
こ
と
が
で
き
る
の
か
？

《
初
期
設
定
》
の
問
い
か
え
し
を
試
み
、
新
た
な
見
晴
ら
し
よ
い
世
界
の
あ
り
か
た
を
考

え
る
、
著
者
渾
身
の
書
き
下
ろ
し
。

［
２
０
１
４
年
９
月
］
431500Ȃ1◆

新赤1454

権
左
武
志

ヘ
ー
ゲ
ル
と
そ
の
時
代

８
８
０
円

ド
イ
ツ
の
哲
学
者
ヘ
ー
ゲ
ル
（
一
七
七
〇
～
一
八
三
一
）
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
そ
の

後
の
激
動
の
時
代
に
ど
の
よ
う
に
向
き
合
い
、
過
去
の
思
想
を
い
か
に
読
み
替
え
て
、

自
ら
の
哲
学
体
系
を
作
り
上
げ
て
い
っ
た
の
か
。『
精
神
現
象
学
』『
法
哲
学
綱
要
』『
歴

史
哲
学
講
義
』
を
中
心
と
す
る
体
系
の
形
成
プ
ロ
セ
ス
を
歴
史
的
文
脈
の
な
か
で
再
構

成
し
、
今
日
に
及
ぶ
そ
の
思
想
の
影
響
力
に
つ
い
て
考
え
る
。

［
２
０
１
３
年
11
月
］
431454Ȃ7

新赤1422

梅

原

猛

人

類

哲

学

序

説
８
３
６
円

日
本
に
は
、「
草
木
国
土
悉
皆
成
仏
」
と
い
う
偉
大
な
思
想
が
あ
る
─
─
。
原
発
事
故
と

い
う
文
明
災
を
経
て
、
私
た
ち
は
何
を
自
省
す
べ
き
か
。
デ
カ
ル
ト
、
カ
ン
ト
、
ニ
ー

チ
ェ
ら
を
俎
上
に
近
代
合
理
主
義
や
人
間
中
心
主
義
が
置
き
去
り
に
し
て
き
た
も
の
を

吟
味
、
人
類
の
持
続
可
能
な
未
来
へ
の
新
た
な
可
能
性
を
日
本
の
歴
史
の
な
か
に
見
出

す
。
こ
こ
に
、「
人
類
哲
学
」
が
誕
生
す
る
。

［
２
０
１
３
年
４
月
］
431422Ȃ6◆

新赤1421

海
老
坂

武

加

藤

周

一

ʕ
二
十
世
紀
を
問
う
ʕ

８
８
０
円

言
葉
を
愛
し
た
人
・
加
藤
周
一
は
、
生
涯
に
膨
大
な
書
物
を
読
み
、
書
き
、
そ
し
て
語

り
続
け
た
。
そ
れ
は
ま
た
、
動
乱
の
二
十
世
紀
を
生
き
ぬ
き
な
が
ら
、
こ
れ
を
深
く
問

い
、
表
現
す
る
生
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
全
体
像
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
か
。
同
時

代
を
生
き
て
き
た
著
者
が
、
加
藤
の
生
涯
を
た
ど
り
つ
つ
、
我
々
の
未
来
へ
の
歩
み
を

支
え
る
力
強
い
杖
と
し
て
、
今
ひ
と
た
び
彼
の
言
葉
を
読
み
直
す
。［
２
０
１
３
年
４
月
］
431421Ȃ9◆
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新赤1413

藤
田
正
勝

哲

学

の

ヒ

ン

ト
８
３
６
円

「
生
き
た
哲
学
は
現
実
を
理
解
し
得
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
」（
九
鬼
周
造
）。
な

ぜ
今
日
の
空
は
美
し
い
の
か
、
親
し
い
人
を
喪
う
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
私
と
は
何

か
─
─
哲
学
の
問
い
は
つ
ね
に
日
常
の
な
か
か
ら
生
ま
れ
、
誰
に
と
っ
て
も
身
近
な
も

の
で
あ
る
。
古
今
東
西
の
思
想
家
の
言
葉
を
た
ど
り
な
が
ら
、
読
者
そ
れ
ぞ
れ
が
「
思

索
の
旅
」
を
始
め
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
提
供
す
る
。

［
２
０
１
３
年
２
月
］
431413Ȃ4◆

新赤1400

篠
原
㗦
明

空
海
と
日
本
思
想

品
切（
電
子
版
あ
り
）

西
洋
に
お
い
て
、
プ
ラ
ト
ン
の
哲
学
が
後
世
に
大
き
な
影
響
を
与
え
続
け
て
い
る
が
、

日
本
に
お
い
て
そ
の
よ
う
な
存
在
は
い
る
の
だ
ろ
う
か
？

空
海
に
つ
い
て
思
索
を
重

ね
て
き
た
著
者
は
、
空
海
思
想
の
基
本
概
念
で
あ
る
「
風
雅
・
成
仏
・
政
治
」
を
日
本

思
想
理
解
の
た
め
の
基
本
的
な
視
点
（
基
本
系
）
と
捉
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
例
を
通
し

て
論
ず
る
。
斬
新
で
刺
激
的
な
日
本
思
想
論
。

［
２
０
１
２
年
12
月
］
431400Ȃ4◆

新赤1366

井
波
律
子

論

語

入

門
９
２
４
円

大
古
典
『
論
語
』
か
ら
精
選
し
た
百
四
十
六
条
を
味
読
す
る
。
そ
の
無
類
の
面
白
さ
の

中
核
は
、
孔
子
と
い
う
人
物
に
あ
る
。
約
二
千
五
百
年
の
は
る
か
な
時
を
超
え
て
立
ち

上
が
る
、
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
弟
子
た
ち
と
の
対
話
の
な
か
に
、
不
遇
に
あ
っ
て
大
ら
か

さ
を
失
わ
ず
、
と
き
に
笑
い
、
怒
り
、
慟
哭
し
な
が
ら
、
明
朗
闊
達
な
精
神
を
も
っ
て

生
き
ぬ
い
た
孔
子
の
、
稀
有
の
魅
力
を
読
み
と
く
。

［
２
０
１
２
年
５
月
］
431366Ȃ3◆

新赤1268

富
永
茂
樹

ト
ク
ヴ
ィ
ル
現
代
へ
の
ま
な
ざ
し

８
８
０
円

『
ア
メ
リ
カ
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』『
ア
ン
シ
ァ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
と
フ
ラ
ン
ス
革
命
』
で
知

ら
れ
る
フ
ラ
ン
ス
の
思
想
家
ア
レ
ク
シ
ス
・
ド
・
ト
ク
ヴ
ィ
ル
（
一
八
〇
五
ʕ
五
九
）。

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
も
と
で
生
じ
る
社
会
と
政
治
の
変
容
に
透
徹
し
た
ま
な
ざ
し
を
向
け

る
彼
は
、
人
間
の
未
来
を
ど
う
考
え
て
い
た
の
か
。
生
涯
い
だ
い
て
い
た
憂
鬱
な
感
情

を
手
が
か
り
に
し
て
、
今
に
生
き
る
そ
の
思
想
を
読
み
解
く
。

［
２
０
１
０
年
９
月
］
431268Ȃ0

新赤1206

熊
野
純
彦

和

⁋

哲

郎

ʕ
文
人
哲
学
者
の
軌
跡
ʕ

８
５
８
円

『
古
寺
巡
礼
』『
風
土
』
等
、
流
麗
な
文
体
に
よ
り
、
か
つ
て
青
年
の
熱
狂
を
か
き
た
て

た
こ
と
で
知
ら
れ
る
和
⁋
哲
郎
。
彼
は
同
時
に
、
日
本
近
代
が
生
ん
だ
最
大
の
体
系
的

哲
学
書
、『
倫
理
学
』
の
著
者
で
も
あ
る
。
日
清
戦
争
前
夜
に
生
ま
れ
第
二
㗨
大
戦
後
に

お
よ
ん
だ
そ
の
生
と
思
考
の
軌
跡
は
、
い
か
な
る
可
能
性
と
限
界
と
を
は
ら
む
も
の
だ

っ
た
の
か
。
同
時
代
の
思
想
状
況
を
参
照
し
つ
つ
ḷ
る
。

［
２
０
０
９
年
９
月
］
431206Ȃ2
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新赤1167

魚
住
孝
至

宮

本

武

蔵

ʕ
「
兵
法
の
道
」
を
生
き
る
ʕ

９
２
４
円

誰
も
が
知
る
存
在
で
あ
り
な
が
ら
、
じ
つ
は
信
用
で
き
る
史
料
が
き
わ
め
て
少
な
い
武

蔵
。
小
説
や
伝
説
に
隠
さ
れ
て
き
た
実
像
は
い
か
な
る
も
の
だ
っ
た
か
。
す
べ
て
の
勝

負
に
勝
っ
て
な
お
生
涯
追
求
し
続
け
た
、「
兵
法
の
道
」
と
は
何
か
？

新
史
料
も
用
い

な
が
ら
生
涯
を
追
う
と
と
も
に
、
き
わ
め
て
合
理
的
か
つ
具
体
的
に
書
か
れ
た
そ
の
思

想
を
、『
五
輪
書
』
を
核
に
精
細
に
読
み
と
く
。

［
２
０
０
８
年
12
月
］
431167Ȃ6◆

新赤1066

藤
田
正
勝

西

田

幾

多

郎

ʕ
生
き
る
こ
と
と
哲
学
ʕ

８
５
８
円

「
私
は
い
つ
ま
で
も
一
介
の
坑
夫
で
あ
る
」。
思
考
の
鉱
脈
を
探
し
て
、
ひ
た
す
ら
「
自

ら
思
索
す
る
」
こ
と
を
、
そ
し
て
「
真
に
生
き
る
」
と
は
何
か
を
追
い
求
め
た
西
田
幾

多
郎
。
既
存
の
枠
組
み
を
徹
底
し
て
問
い
直
す
そ
の
哲
学
は
、
今
な
お
国
内
外
で
新
た

な
思
考
を
啓
発
し
続
け
て
い
る
。
西
田
自
身
の
言
葉
に
「
生
の
脈
動
」
を
読
み
と
り
つ

つ
、
そ
の
思
索
の
軌
跡
へ
と
読
者
を
導
く
案
内
の
書
。

［
２
０
０
７
年
３
月
］
431066Ȃ2

新赤1012

苅

部

直

丸

山

眞

男

ʕ
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
の
肖
像
ʕ

９
０
２
円

近
代
の
理
念
と
現
代
社
会
と
の
ᷤ
藤
を
み
す
え
つ
つ
、
理
性
と
リ
ベ
ラ
ル
・
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
へ
の
信
念
を
貫
き
通
し
た
丸
山
眞
男
。
戦
前
か
ら
戦
後
へ
の
時
代
の
変
転
の
中

で
、
彼
は
ど
う
生
き
、
何
を
問
題
と
し
た
の
か
。
丸
山
に
つ
き
ま
と
う
で
き
あ
い
の
像

を
取
り
払
い
、
の
こ
さ
れ
た
言
葉
と
じ
か
に
対
話
し
な
が
ら
、
そ
の
思
索
と
人
間
に
せ

ま
る
評
伝
風
思
想
案
内
。

［
２
０
０
６
年
５
月
］
431012Ȃ9

新赤1008

熊
野
純
彦

西
洋
哲
学
史
近
代
か
ら
現
代
へ

１
０
７
８
円

は
た
し
て
「
神
は
死
ん
だ
」
の
か
。
言
葉
は
ど
こ
ま
で
「
経
験
」
を
語
り
う
る
か

デ
カ
ル
ト
以
降
の
西
洋
哲
学
は
、
思
考
の
可
能
性
と
限
界
と
を
み
つ
め
な
が
ら
、
自
然

科
学
の
発
展
や
世
界
史
的
状
況
と
交
錯
し
つ
つ
展
開
し
て
ゆ
く
。
前
著
『
西
洋
哲
学
史

古
代
か
ら
中
世
へ
』
に
つ
づ
き
、
哲
学
者
が
残
し
た
原
テ
ク
ス
ト
か
ら
思
考
の
流
れ
を

と
き
ほ
ぐ
し
て
ゆ
く
、
新
鮮
な
哲
学
史
入
門
。

［
２
０
０
６
年
９
月
］
431008Ȃ2◆

新赤1007

熊
野
純
彦

西
洋
哲
学
史
古
代
か
ら
中
世
へ

１
０
７
８
円

あ
ら
ゆ
る
思
考
の
出
発
点
に
、
哲
学
者
そ
の
ひ
と
の
経
験
が
あ
り
、
論
理
を
紡
ぐ
言
葉

が
あ
る

や
わ
ら
か
な
叙
述
の
な
か
に
哲
学
者
た
ち
の
魅
力
的
な
原
テ
ク
ス
ト
を
多

数
ち
り
ば
め
つ
つ
、「
思
考
す
る
」
こ
と
そ
の
も
の
へ
と
読
者
を
い
ざ
な
う
新
鮮
な
哲
学

史
入
門
。
本
書
で
は
古
代
ギ
リ
シ
ア
と
中
世
の
哲
学
が
、
続
巻
で
は
さ
ら
に
近
代
か
ら

現
代
の
哲
学
が
あ
つ
か
わ
れ
る
。

［
２
０
０
６
年
４
月
］
431007Ȃ5◆
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新赤1001

柄
谷
行
人

世

界

共

和

国

へ

ʕ
㗦
本
＝
ネ
ー
シ
ョ
ン
＝
国
家
を
超
え
て
ʕ

９
４
６
円

「
㗦
本
＝
ネ
ー
シ
ョ
ン
＝
国
家
」
と
い
う
接
合
体
に
覆
わ
れ
た
現
在
の
世
界
か
ら
は
、
そ

れ
を
超
え
る
た
め
の
理
念
も
想
像
力
も
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
㗦
本
制
と
ネ
ー
シ
ョ
ン

と
国
家
の
起
源
を
そ
れ
ぞ
れ
三
つ
の
基
礎
的
な
交
換
様
式
か
ら
解
明
し
、
そ
の
接
合
体

か
ら
抜
け
出
す
方
法
を
「
世
界
共
和
国
」
へ
の
道
す
じ
の
中
に
探
っ
て
ゆ
く
。
二
一
世

紀
の
世
界
を
変
え
る
大
胆
な
社
会
構
想
。

［
２
０
０
６
年
４
月
］
431001Ȃ3◆

新赤935

中
島
義
道

悪

に

つ

い

て
９
０
２
円

残
虐
な
事
件
が
起
こ
る
た
び
、
そ
の
〈
悪
〉
を
め
ぐ
る
評
論
が
喧
し
い
。
し
か
し
、〈
悪
〉

を
指
弾
す
る
人
々
自
身
は
、〈
悪
〉
と
は
ま
っ
た
く
無
縁
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
人

間
に
と
っ
て
〈
悪
〉
と
は
何
な
の
か
。
人
間
の
欲
望
を
と
こ
と
ん
見
据
え
、
こ
の
問
題

に
取
り
組
ん
だ
カ
ン
ト
。
本
書
で
は
、
文
学
作
品
や
宗
教
書
の
事
例
を
引
き
つ
つ
、
カ

ン
ト
倫
理
学
を
〈
悪
〉
の
側
面
か
ら
読
み
解
く
。

［
２
０
０
５
年
２
月
］
430935Ȃ2◆

新赤806

な
だ

い
な
だ

神
、
こ
の
人
間
的
な
も
の

ʕ
宗
教
を
め
ぐ
る
精
神
科
医
の
対
話
ʕ品

切（
電
子
版
あ
り
）

大
学
時
代
の
友
人
で
精
神
科
医
と
な
っ
た
二
人
が
「
人
生
を
生
き
て
き
た
末
」
に
、
か

つ
て
交
わ
し
た
議
論
を
再
開
す
る
。
神
は
本
当
に
い
る
の
か
？

現
代
を
新
し
い
形
の

宗
教
に
呪
縛
さ
れ
た
時
代
と
見
な
が
ら
、
教
義
や
信
仰
の
あ
り
方
か
ら
で
は
な
く
、「
信

じ
る
」
こ
と
を
求
め
て
し
ま
う
人
間
の
方
か
ら
、
宗
教
と
は
何
か
を
考
え
て
い
く
。
精

神
医
療
か
ら
社
会
、
歴
史
ま
で
問
い
を
重
ね
る
対
話
Ἣ
。

［
２
０
０
２
年
９
月
］
430806Ȃ5◆

新赤537

藤
沢
令
夫

プ
ラ
ト
ン
の
哲
学

９
０
２
円

西
洋
哲
学
の
祖
と
仰
が
れ
る
プ
ラ
ト
ン
。
だ
が
、
そ
の
哲
学
の
内
容
は
し
ば
し
ば
通
俗

的
理
解
に
よ
っ
て
歪
め
ら
れ
て
き
た
。
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
影
響
、
イ
デ
ア
論
を
中
核
と
す

る
思
想
の
展
開
と
最
終
的
達
成
、
さ
ら
に
現
代
に
生
き
る
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
彼
の
哲

学
が
も
つ
意
義
。
プ
ラ
ト
ン
哲
学
の
核
心
を
、
研
究
の
第
一
人
者
が
長
年
の
蓄
積
の
上

に
立
っ
て
平
易
に
語
っ
た
最
上
の
案
内
書
。

［
１
９
９
８
年
１
月
］
430537Ȃ8

新赤504

中
村

雄
二
郎

術

語

集

Ⅱ
８
３
６
円

不
透
明
感
を
増
す
現
代
を
、
根
底
か
ら
照
ら
す
キ
ー
ワ
ー
ド
を
精
選
し
て
お
く
る
、
ベ

ス
ト
セ
ラ
ー
の
続
編
。「
悪
」「
記
憶
」「
宗
教
」「
哲
学
」「
物
語
」
と
い
っ
た
基
本
と
な

る
用
語
か
ら
、「
ア
フ
ォ
ー
ダ
ン
ス
」「
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
」「
脳
死
」「
歴
史
の
終
わ

り
」
な
ど
現
在
み
お
と
す
こ
と
の
で
き
な
い
テ
ー
マ
ま
で
、
全
四
〇
項
目
を
一
新
。
緊

密
に
関
連
づ
け
ら
れ
た
叙
述
か
ら
、
明
晰
な
認
識
が
導
か
れ
る
。
［
１
９
９
７
年
５
月
］
430504Ȃ0
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新赤503

山
之
内

靖

マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
入
門

９
６
８
円

い
ま
ヴ
ェ
ー
バ
ー
は
ど
う
読
ま
れ
る
べ
き
な
の
か
。
従
来
無
視
さ
れ
て
き
た
ニ
ー
チ
ェ

と
の
親
縁
性
を
明
ら
か
に
し
、
ヴ
ェ
ー
バ
ー
社
会
学
の
方
法
を
解
き
ほ
ぐ
し
な
が
ら
、

近
代
社
会
に
根
源
的
批
判
の
目
を
む
け
知
の
不
確
実
性
を
見
す
え
た
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
㗡

を
浮
き
彫
り
に
す
る
。
通
説
に
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
書
き
換
え
を
迫
る
本
格
的
入
門
書
で
あ

り
、
同
時
に
ま
た
と
な
い
社
会
科
学
入
門
の
書
で
も
あ
る
。

［
１
９
９
７
年
５
月
］
430503Ȃ3

新赤268

木

田

元

ハ
イ
デ
ガ
ー
の
思
想

９
６
８
円

ハ
イ
デ
ガ
ー
は
二
〇
世
紀
最
大
の
哲
学
者
と
し
て
、
ま
た
き
わ
め
て
難
解
な
思
想
家
と

し
て
名
高
い
。
一
方
ナ
チ
ス
へ
の
協
力
者
と
し
て
、
そ
の
言
動
は
厳
し
く
糾
弾
さ
れ
て

き
た
。
こ
こ
で
は
主
著
『
存
在
と
時
間
』
の
精
緻
な
解
読
を
通
じ
て
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の

存
在
論
や
哲
学
史
観
の
全
貌
を
描
く
。
と
同
時
に
そ
の
作
業
を
通
じ
て
、
な
ぜ
ナ
チ
ス

に
加
担
し
た
の
か
、
そ
の
理
由
を
さ
ぐ
り
、
思
想
の
核
心
に
迫
る
。［
１
９
９
３
年
２
月
］
430268Ȃ1◆

新赤203

中
村

雄
二
郎

臨
床
の
知
と
は
何
か

９
４
６
円

科
学
に
代
表
さ
れ
る
〈
近
代
の
知
〉
は
大
き
な
成
果
を
生
ん
だ
。
し
か
し
今
日
、
そ
の

限
界
も
指
摘
さ
れ
は
じ
め
て
い
る
。
人
間
存
在
の
多
面
的
な
現
実
に
即
し
た
〈
臨
床
の

知
〉
が
構
築
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
著
者
の
積
年
の
思
索
の
結
実
で
あ
る
本
書
は
、
人

間
の
知
の
あ
り
方
に
新
た
な
展
望
を
開
き
、
脳
死
や
臓
器
移
植
な
ど
の
医
学
的
臨
床
の

問
題
に
た
い
し
て
も
明
快
な
視
点
を
提
供
す
る
。

［
１
９
９
２
年
１
月
］
430203Ȃ2◆

新赤5

廣

松

渉

新

哲

学

入

門

品
切（
電
子
版
あ
り
）

哲
学
と
は
な
に
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
学
問
な
の
か
。
近
代
哲
学
の
行
き
づ
ま
り
状
況

は
い
か
に
し
て
打
破
さ
る
べ
き
か
。
従
来
の
物
的
世
界
像
か
ら
事
的
世
界
観
へ
の
転
回

を
は
か
っ
て
独
自
の
哲
学
体
系
を
構
想
し
各
方
面
に
波
紋
を
投
じ
て
い
る
著
者
が
、
認

識
、
存
在
、
実
践
の
三
つ
の
側
面
か
ら
、
私
た
ち
を
捉
え
て
い
る
近
代
的
世
界
観
の
根

底
的
批
判
を
展
開
し
、
新
し
い
知
の
枠
組
へ
の
案
内
を
試
み
る
。
［
１
９
８
８
年
１
月
］
430005Ȃ2◆

黄 325・326・327

丸
山
真
男

「
文
明
論
之
概
略
」
を
読
む
⟹上
⟹中
⟹下

上
９
６
８
円
、中
１
０
３
４
円
、下
１
１
０
０
円

『
文
明
論
之
概
略
』
は
、
福
沢
諭
吉
の
気
力
と
思
索
力
が
も
っ
と
も
充
実
し
た
時
期
に
書

か
れ
た
最
高
㑹
作
の
一
つ
で
あ
り
、
時
代
を
こ
え
て
今
日
な
お
、
そ
の
思
想
的
衝
撃
力

を
失
わ
な
い
。
敢
え
て
「
福
沢
惚
れ
」
を
自
認
す
る
著
者
が
、
現
代
の
状
況
を
見
き
わ

め
つ
つ
、
改
め
て
こ
の
書
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
丹
念
に
読
み
と
り
、
今
に
語
り
つ
ぐ
。
読

書
会
で
の
講
義
を
も
と
に
し
た
書
下
し
。

［
上
１
９
８
６
年
１
月
、
中
３
月
、
下
11
月
］
420325Ȃ4◆
420326Ȃ1◆
420327Ȃ8◆
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黄 276

中
村

雄
二
郎

術

語

集

ʕ
気
に
な
る
こ
と
ば
ʕ

８
５
８
円

現
実
や
世
界
を
読
み
解
い
て
い
く
た
め
の
キ
ー
・
ワ
ー
ド
＝
術
語
。
現
在
の
〈
知
の
組

み
か
え
〉
の
時
代
に
あ
っ
て
、
著
者
は
、
記
号
、
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
、
パ
ラ
ダ
イ
ム
等
、

さ
ま
ざ
ま
な
知
の
領
域
で
使
わ
れ
て
い
る
代
表
的
な
四
〇
の
術
語
と
関
連
語
に
つ
い

て
、
概
念
の
明
晰
化
を
試
み
な
が
ら
そ
れ
を
表
現
の
場
で
生
か
そ
う
と
す
る
。
現
代
思

想
の
本
質
が
把
握
で
き
る
、〈
気
に
な
る
こ
と
ば
〉
の
私
家
版
辞
典
。［
１
９
８
４
年
９
月
］
420276Ȃ9◆

黄 222

松
浪

信
三
郎

死

の

思

索
７
９
２
円

死
と
は
何
か
を
問
う
こ
と
は
、
同
時
に
、
生
と
は
何
か
を
問
う
こ
と
で
あ
り
、
人
間
と

は
何
か
を
考
え
る
こ
と
で
も
あ
る
。
ソ
ク
ラ
テ
ス
や
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
死
生
観
・

霊
魂
観
を
さ
ぐ
り
、
モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
や
パ
ス
カ
ル
、
さ
ら
に
わ
れ
わ
れ
の
同
時
代
人
た

る
サ
ル
ト
ル
な
ど
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
す
ぐ
れ
た
知
性
が
、
死
を
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め

思
索
し
た
の
か
を
、
わ
か
り
や
す
く
描
い
た
哲
学
的
エ
ッ
セ
イ
。
［
１
９
８
３
年
２
月
］
420222Ȃ6

黄 142

日
高
六
郎

戦
後
思
想
を
考
え
る

品
切（
電
子
版
あ
り
）

安
保
闘
争
の
頃
に
生
ま
れ
、高
度
成
長
と
共
に
育
っ
た
若
者
た
ち
に
、ど
の
よ
う
に「
戦

後
」
を
語
っ
た
ら
よ
い
の
か
。
敗
戦
の
混
乱
と
、
民
主
化
へ
の
高
揚
し
た
気
分
を
ど
う

伝
え
る
か
。
平
和
運
動
、
民
主
教
育
運
動
、
市
民
運
動
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
し
て
き

た
著
者
が
、
自
ら
の
体
験
と
重
ね
合
せ
て
戦
後
史
を
ふ
り
返
り
、
新
し
い
視
角
を
提
示

し
つ
つ
、
若
者
と
連
帯
す
る
方
法
を
考
え
る
。

［
１
９
８
０
年
12
月
］
420142Ȃ7◆

黄 119

井
筒
俊
彦

イ
ス
ラ
ー
ム
哲
学
の
原
像

８
８
０
円

イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
は
い
ま
激
し
く
自
己
を
主
張
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
動
き
は
ど
の

よ
う
な
精
神
的
基
盤
に
支
え
ら
れ
て
い
る
の
か
。
本
書
は
イ
ス
ラ
ー
ム
的
思
惟
の
一
つ

の
根
元
的
形
態
を
、「
存
在
一
性
論
の
形
而
上
学
」
と
し
て
捉
え
、
そ
の
理
論
的
構
造
を

分
析
。
こ
の
形
而
上
学
に
結
晶
し
て
い
る
も
の
は
一
神
教
イ
ス
ラ
ー
ム
独
特
の
思
惟
形

態
で
あ
る
が
、
同
時
に
東
洋
哲
学
の
基
本
的
パ
タ
ー
ン
で
も
あ
る
。［
１
９
８
０
年
５
月
］
420119Ȃ9◆

黄 24

鹿
野
治
助

エ
ピ
ク
テ
ー
ト
ス

ʕ
ス
ト
ア
哲
学
入
門
ʕ

１
０
５
６
円

古
代
ロ
ー
マ
の
辺
境
に
奴
隷
と
し
て
生
れ
た
エ
ピ
ク
テ
ー
ト
ス
は
数
々
の
苦
難
に
う
ち

か
ち
、
ス
ト
ア
学
派
を
代
表
す
る
人
生
経
験
豊
か
な
哲
学
者
と
な
っ
た
。
こ
の
哲
人
に

共
鳴
し
た
著
者
が
、
Ṗ
多
い
そ
の
生
涯
を
た
ど
り
、
論
理
学
・
自
然
学
・
倫
理
学
か
ら

宗
教
・
国
家
へ
と
展
開
す
る
彼
の
哲
学
を
解
明
。
い
か
に
生
く
べ
き
か
を
追
求
し
た
そ

の
哲
学
の
意
味
を
問
う
。

［
１
９
７
７
年
９
月
］
420024Ȃ6
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青 FȂ99

鶴
見
俊
輔

北

米

体

験

再

考
８
１
４
円

一
九
三
〇
年
代
後
半
米
国
に
留
学
し
、
三
〇
年
後
そ
の
イ
ン
ド
シ
ナ
介
入
に
対
し
積
極

的
な
反
戦
活
動
を
進
め
て
い
る
著
者
は
、
北
米
の
民
主
主
義
的
伝
統
を
再
考
し
つ
つ
、

そ
れ
を
黒
人
や
原
住
民
の
側
か
ら
と
ら
え
直
す
こ
と
を
試
み
る
。
文
芸
批
評
家
、詩
人
、

Ｓ
Ｎ
Ｃ
Ｃ
の
活
動
家
、
黒
න
党
の
行
動
と
思
想
を
追
求
す
る
中
で
著
者
の
北
米
体
験
は

深
刻
な
反
省
を
強
い
ら
れ
、
新
た
な
米
国
像
が
浮
彫
さ
れ
る
。

［
１
９
７
１
年
８
月
］
415099Ȃ2

青 DȂ45

金

谷

治

孟

子
８
５
８
円

古
来
、
孟
子
は
孔
子
の
思
想
を
つ
ぐ
賢
人
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
本
書
は
、
在
来
の

孟
子
解
釈
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
戦
国
時
代
に
生
き
た
彼
の
㗡
を
描
き
な
が
ら
、「
王
道
の
道

は
民
を
保
ん
ず
る
こ
と
に
あ
り
」
と
い
う
論
旨
を
は
じ
め
と
し
て
、
そ
の
思
想
の
す
べ

て
を
新
た
な
観
点
か
ら
わ
か
り
や
す
く
紹
介
す
る
。
人
道
主
義
者
と
し
て
の
孟
子
の
全

貌
を
達
意
な
筆
で
綴
っ
た
労
作
で
あ
る
。

［
１
９
６
６
年
６
月
］
413045Ȃ1

青 CȂ41

久
野
収
・
鶴
見
俊
輔

現
代
日
本
の
思
想

ʕ
そ
の
五
つ
の
渦
ʕ

品
切（
電
子
版
あ
り
）

恐
慌
、
侵
略
戦
争
、
そ
し
て
敗
戦
。
こ
の
苦
悩
に
あ
え
ぐ
現
代
日
本
の
現
実
を
、
何
ら

か
の
形
で
ゆ
り
動
か
し
た
も
の
は
何
か
。
そ
の
代
表
と
し
て
、
白
樺
派
、
日
本
共
産
党
、

生
活
綴
り
方
運
動
、
北
一
輝
ら
の
昭
和
維
新
の
運
動
、
戦
後
世
代
の
五
つ
を
あ
げ
、
そ

こ
に
体
現
さ
れ
た
諸
思
想

観
念
論
、
唯
物
論
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
、
超
国
家
主

義
、
実
存
主
義

の
性
格
と
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
。

［
１
９
５
６
年
11
月
］
412041Ȃ4◆

青 CȂ39

丸
山
真
男

日

本

の

思

想
９
２
４
円

現
代
日
本
の
思
想
が
当
面
す
る
問
題
は
何
か
。
そ
の
日
本
的
特
質
は
ど
こ
に
あ
り
、
何

に
由
来
す
る
も
の
な
の
か
。
日
本
人
の
内
面
生
活
に
お
け
る
思
想
の
入
り
こ
み
か
た
、

そ
れ
ら
の
相
互
関
係
を
構
造
的
な
視
角
か
ら
追
求
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
し
い

時
代
の
思
想
を
創
造
す
る
た
め
に
、
い
か
な
る
方
法
意
識
が
必
要
で
あ
る
か
を
問
う
。

日
本
の
思
想
の
あ
り
か
た
を
浮
き
彫
り
に
し
た
文
明
論
的
考
察
。
［
１
９
６
１
年
11
月
］
412039Ȃ1◆

青 CȂ36

な
だ

い
な
だ

権

威

と

権

力

ʕ
い
う
こ
と
を
き
か
せ
る
原
理
・
き
く
原
理
ʕ９

６
８
円

権
威
と
か
権
力
と
い
わ
れ
る
と
、
わ
れ
わ
れ
は
国
家
と
か
裁
判
所
と
か
を
連
想
し
が
ち

だ
が
、
こ
れ
ら
は
そ
う
し
た
巨
大
な
機
構
に
の
み
関
わ
る
も
の
だ
ろ
う
か
。
人
間
の
在

る
と
こ
ろ
い
つ
も
つ
き
ま
と
い
、
わ
れ
わ
れ
の
生
活
を
根
元
か
ら
規
定
し
て
い
る
権
威

と
権
力
。
著
者
は
、
日
常
身
近
な
諸
事
象
の
分
析
か
ら
そ
の
正
体
を
つ
き
と
め
、
自
律

的
人
間
の
条
件
と
は
何
か
を
問
お
う
と
す
る
。

［
１
９
７
４
年
３
月
］
412036Ȃ0
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青 CȂ34

滝
浦
静
雄

時

間

ʕ
そ
の
哲
学
的
考
察
ʕ

８
１
４
円

私
た
ち
は
、
時
間
の
中
で
生
き
、
そ
し
て
死
ぬ
。
時
間
と
は
誰
に
と
っ
て
も
自
明
の
も

の
の
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
少
し
厳
密
に
考
え
よ
う
と
す
る
と
、
皆
目
わ
か
ら
な
く

な
っ
て
し
ま
う
。
過
去
・
現
在
・
未
来
と
は
い
っ
た
い
何
な
の
か
。
時
間
は
人
間
の
意

識
を
は
な
れ
て
客
観
的
に
存
在
す
る
も
の
か
。
時
間
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
哲
学
上

の
議
論
を
整
理
・
解
説
し
、
鋭
い
考
察
を
加
え
る
。

［
１
９
７
６
年
３
月
］
412034Ȃ6

青 CȂ28

島
田
虔
㗨

朱
子
学
と
陽
明
学

８
８
０
円

仏
教
の
汎
神
論
的
思
想
を
容
れ
て
宋
代
に
確
立
し
た
朱
子
学
、
心
即
理
・
致
良
知
・
知

行
合
一
を
説
く
明
代
に
生
ま
れ
た
陽
明
学
。
両
者
と
も
近
世
中
国
を
支
配
し
た
儒
教
哲

学
で
あ
り
、
ま
た
唯
心
論
的
実
践
哲
学
で
あ
る
。
日
本
人
の
倫
理
観
に
も
大
き
く
影
響

を
与
え
た
こ
れ
ら
の
学
説
の
成
立
過
程
と
歴
史
的
役
割
を
明
ら
か
に
し
、
中
国
思
想
史

に
お
け
る
そ
の
位
置
づ
け
を
試
み
る
。

［
１
９
６
７
年
５
月
］
412028Ȃ5◆

青 CȂ22

野
田
又
夫

デ

カ

ル

ト
８
１
４
円

「
わ
れ
考
う
、
ゆ
え
に
わ
れ
あ
り
」
と
い
う
言
葉
で
知
ら
れ
る
デ
カ
ル
ト
は
、
は
じ
め
て

科
学
的
に
世
界
全
体
を
み
た
人
で
あ
り
、
そ
の
世
界
を
み
る
主
体
で
あ
る
「
わ
れ
」
と

は
何
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
に
明
快
な
答
を
与
え
よ
う
と
し
た
近
世
合
理
主
義
哲
学
の

開
祖
で
あ
る
。
こ
の
偉
大
な
哲
学
者
の
生
涯
を
た
ど
り
、
代
表
的
な
著
作
を
解
説
し
な

が
ら
、
そ
の
人
と
思
想
の
全
貌
を
紹
介
す
る
。

［
１
９
６
６
年
７
月
］
412022Ȃ3

青 CȂ20

斎
藤
忍
随

プ

ラ

ト

ン

品
切（
電
子
版
あ
り
）

西
洋
哲
学
の
祖
の
一
人
と
み
な
さ
れ
て
い
る
プ
ラ
ト
ン
の
思
想
は
、
二
千
数
百
年
を
経

た
今
日
で
も
い
ま
だ
に
強
烈
な
魅
力
と
迫
力
を
も
っ
て
い
る
。
プ
ラ
ト
ン
が
生
き
た
古

代
ギ
リ
シ
ア
の
精
神
風
土
を
描
き
、
そ
の
上
で
“
死
・
恋
（
エ
ロ
ス
）・
政
治
・
イ
デ
ア
”

に
焦
点
を
合
わ
せ
て
、
プ
ラ
ト
ン
思
想
の
特
質
と
そ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
展
開
の
過
程

を
明
ら
か
に
す
る
。
巻
末
に
対
話
Ἣ
の
解
説
を
付
す
。

［
１
９
７
２
年
10
月
］
412020Ȃ9◆

青 CȂ19

田
中
美
知
太
郎

ソ

ク

ラ

テ

ス
９
４
６
円

ソ
ク
ラ
テ
ス
は
な
ぜ
毒
杯
を
仰
が
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
。
こ
の
問
い
は
、
知
を
愛
す

る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
人
間
は
い
か
に
生
く
べ
き
か
と
い
う
問
題
に
つ
な
が
っ
て

い
る
。
著
者
は
、
最
新
の
研
究
に
も
と
づ
き
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
生
活
、
そ
の
啓
蒙
思
想
、

ダ
イ
モ
ン
、
哲
学
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
ア
テ
ナ
イ
の
情
報
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

に
よ
り
、
こ
の
問
題
に
肉
薄
す
る
。

［
１
９
５
７
年
１
月
］
412019Ȃ3◆
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青 CȂ17

田
中
美
知
太
郎

古

典

へ

の

案

内

ʕ
ギ
リ
シ
ア
天
才
の
創
造
を
通
し
て
ʕ

１
０
５
６
円

「
叙
事
詩
」
と
い
え
ば
ホ
メ
ロ
ス
、「
悲
劇
」
と
い
え
ば
ア
イ
ス
キ
ュ
ロ
ス
や
エ
ウ
リ
ピ

デ
ス
の
名
前
が
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
、
西
洋
文
化
を
知
る
に
は
、
こ
れ
ら
天
才
た
ち
の

作
品
に
触
れ
、
味
読
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
わ
が
国
で
は
と
か
く
縁
遠
い
と
思
わ

れ
る
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
作
品
が
、
実
は
誰
が
読
ん
で
も
面
白
く
、
い
か
に
す
ぐ
れ
た
も

の
で
あ
る
の
か
を
懇
切
に
案
内
す
る
。

［
１
９
６
７
年
３
月
］
412017Ȃ9

青 CȂ14

沢
田
允
茂

現
代
論
理
学
入
門

９
０
２
円

論
理
学
は
現
実
と
無
関
係
な
学
問
で
は
な
い
。
数
学
、
物
理
学
、
生
物
学
、
電
子
工
学
、

言
語
学
な
ど
の
学
問
領
域
と
密
接
な
関
係
を
も
ち
、
現
代
諸
科
学
の
方
法
論
を
基
礎
づ

け
る
も
の
と
し
て
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
以
来
の
形
式
論
理
学
の
発

展
の
み
ち
す
じ
を
た
ど
り
な
が
ら
、
記
号
論
理
学
な
ど
現
代
論
理
学
の
体
系
を
、
現
実

の
問
題
と
関
連
さ
せ
て
わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る
。

［
１
９
６
２
年
５
月
］
412014Ȃ8◆

青 CȂ11

木

田

元

現

象

学
９
２
４
円

現
象
学
は
今
日
、
哲
学
の
み
な
ら
ず
、
人
文
・
社
会
科
学
に
広
く
影
響
を
及
ぼ
し
、
一

つ
の
大
き
な
潮
流
を
か
た
ち
づ
く
っ
て
い
る
。
本
書
は
、
現
象
学
を
フ
ッ
サ
ー
ル
、
ハ

イ
デ
ガ
ー
、
サ
ル
ト
ル
、
メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
と
い
っ
た
哲
学
者
の
思
想
の
展
開
の
う

ち
に
生
き
た
知
的
運
動
と
し
て
位
置
づ
け
、「
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
現
象
学
は
い
か
な

る
意
味
を
も
つ
か
」
を
明
ら
か
に
す
る
。

［
１
９
７
０
年
９
月
］
412011Ȃ7◆

青 CȂ10

松
浪

信
三
郎

実

存

主

義

品
切（
電
子
版
あ
り
）

実
存
主
義
と
は
、「
事
物
の
存
在
」
と
は
異
な
る
「
人
間
存
在
」
の
特
有
な
あ
り
か
た
を

あ
く
ま
で
も
守
り
ぬ
こ
う
と
す
る
思
想
的
文
学
的
な
動
き
を
い
う
。
実
存
主
義
を
育
て

た
第
二
㗨
大
戦
直
後
の
思
想
的
状
況
と
、
実
存
思
想
の
歴
史
的
系
譜
を
語
り
、
ハ
イ
デ

ガ
ー
や
サ
ル
ト
ル
の
思
想
を
紹
介
し
つ
つ
、
実
存
、
自
由
、
状
況
、
他
者
、
不
安
、
Ṍ
、

価
値
、
神
な
ど
実
存
主
義
の
諸
問
題
を
論
ず
る
。

［
１
９
６
２
年
６
月
］
412010Ȃ0◆

赤 RȂ60

西
田

幾
多
郎

日
本
文
化
の
問
題

品
切（
電
子
版
あ
り
）

哲
学
者
は
激
化
す
る
時
局
の
な
か
、
自
ら
の
哲
学
体
系
に
沈
潜
し
、
日
本
に
つ
い
て
、

世
界
に
つ
い
て
の
思
索
を
深
め
た
。
西
田
哲
学
の
中
心
概
念
の
一
つ
で
あ
る
「
絶
対
矛

盾
的
自
己
同
一
」
を
駆
使
し
、
日
本
精
神
や
東
西
文
化
の
問
題
、
そ
し
て
日
本
の
世
界

と
の
関
わ
り
方
を
語
っ
た
一
冊
。

［
１
９
４
０
年
３
月
］
400060Ȃ0◆

125― 哲学・思想



0011-003-259_新書統合組_再校_初校.smd  Page 124 23/04/20 15:56  v3.60

赤 RȂ8

三

木

清

哲

学

入

門
９
２
４
円

哲
学
の
以
前
に
、
我
々
は
常
識
に
お
い
て
、
ま
た
科
学
に
お
い
て
、
現
実
を
知
っ
て
い

る
。
し
か
し
哲
学
は
常
識
の
単
な
る
延
長
で
も
な
け
れ
ば
、
科
学
の
単
な
る
拡
張
で
も

な
い
。
で
は
、
哲
学
と
は
何
か
。
現
実
か
ら
出
発
し
て
、
人
間
生
活
の
中
に
お
け
る
常

識
と
科
学
と
哲
学
の
機
能
を
明
ら
か
に
し
、
つ
ね
に
現
実
か
ら
問
題
を

み
上
げ
つ
つ

哲
学
的
諸
概
念
を
展
開
し
た
画
期
的
な
入
門
書
。
［
１
９
７
６
年
５
月
・
１
９
４
０
年
３
月
］
400008Ȃ2◆
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言

語

新赤1971

村
田
和
代

優
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ʕ
「
思
い
や
り
」
の
言
語
学
ʕ

１
０
３
４
円

ビ
ジ
ネ
ス
会
議
で
は
な
ぜ
雑
談
が
大
事
？

会
話
で
の
相
Ṁ
に
は
ど
ん
な
意
味
が
？

日
常
の
会
話
、
ビ
ジ
ネ
ス
会
議
や
オ
ン
ラ
イ
ン
の
話
し
合
い
、
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
、
社
会
言
語
学
の
観
点
か
ら
具
体
的
に
分
析
す
る
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
成
り
立
た
せ
る
条
件
が
み
え
て
く
る
。
誰
も
排
除
し
な
い
社
会
に
向
け
た
「
人
に

優
し
い
話
し
方
・
聞
き
方
」
の
ヒ
ン
ト
が
こ
こ
に
。

［
２
０
２
３
年
４
月
］
431971Ȃ9

新赤1907

今
野
真
二

う
つ
り
ゆ
く
日
本
語
を
よ
む

ʕ
こ
と
ば
が
壊
れ
る
前
に
ʕ

９
４
６
円

日
本
語
に
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
を
、
じ
っ
く
り
観
察
し
て
み
よ
う
。
こ
と
ば
は
う
つ
り

ゆ
く
も
の
。
昔
と
少
し
違
っ
て
も
、
知
ら
な
い
単
語
が
増
え
て
も
大
丈
夫
。
し
か
し
、

安
定
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
脅
か
す
危
機
が
、
そ
こ
か
し
こ
に
み
ら
れ
な
い
だ

ろ
う
か
。
壊
れ
か
け
た
日
本
語
と
、
そ
れ
ら
が
照
ら
し
出
す
私
た
ち
の
「
今
」
を
探
り
、

来
た
る
べ
き
未
来
へ
向
け
た
提
言
を
す
る
。

［
２
０
２
１
年
12
月
］
431907Ȃ8◆

新赤1860

今
井

む
つ
み

英

語

独

習

法
９
６
８
円

英
語
の
達
人
を
め
ざ
す
な
ら
、
類
義
語
と
の
違
い
、
構
文
や
文
脈
、
共
起
語
な
ど
の
知

識
に
支
え
ら
れ
た
高
い
語
彙
力
が
不
可
欠
だ
。
記
憶
や
学
習
の
し
く
み
を
考
え
れ
ば
、

多
読
や
多
聴
は
語
彙
力
向
上
に
は
向
か
な
い
。
語
彙
全
体
を
シ
ス
テ
ム
と
し
て
考
え
、

日
本
語
と
英
語
の
違
い
を
自
分
で
探
究
す
る
の
が
合
理
的
な
勉
強
法
な
の
だ
。
オ
ン
ラ

イ
ン
の
コ
ー
パ
ス
や
辞
書
を
利
用
す
る
実
践
的
方
法
を
紹
介
。

［
２
０
２
０
年
12
月
］
431860Ȃ6◆

新赤1820

今
野
真
二

『
広

辞

苑
』
を

よ

む
９
０
２
円

辞
書
を
引
き
な
が
ら
必
要
以
上
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
考
え
る
。
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
脱

線
。
そ
れ
が
「
よ
む
」
と
い
う
こ
と
だ
。
辞
書
を
愛
し
て
や
ま
な
い
日
本
語
学
者
が
、

真
剣
に
、
マ
ニ
ア
ッ
ク
に
、
と
き
に
遊
び
心
た
っ
ぷ
り
に
、『
広
辞
苑
』
を
す
み
ず
み
ま

で
よ
む
！

こ
ん
な
辞
書
だ
っ
た
の
か
。
こ
ん
な
使
い
方
が
あ
っ
た
の
か
。
え
、
辞
書

で
遊
ぶ
？

よ
う
こ
そ
、
こ
と
ば
の
小
宇
宙
へ
。

［
２
０
１
９
年
12
月
］
431820Ȃ0◆
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新赤1678

青

山

南

60
歳
か
ら
の
外
国
語
修
行
メ
キ
シ
コ
に
学
ぶ

９
０
２
円

こ
れ
ま
で
何
度
も
挫
折
し
て
き
た
ス
ペ
イ
ン
語
学
習
。
六
〇
歳
に
し
て
決
意
し
た
、
い

ざ
メ
キ
シ
コ
の
語
学
学
校
へ
！

毎
日
肩
こ
り
と
疲
労
で
グ
ッ
タ
リ
し
な
が
ら
も
、
若

者
に
ま
じ
っ
て
毎
日
授
業
を
受
け
、
大
家
さ
ん
の
ゴ
ミ
出
し
を
手
伝
い
、
街
角
で
タ
コ

ス
を
買
い
、
こ
の
国
の
様
々
な
顔
を
知
る
。
何
歳
に
な
っ
て
も
修
行
は
楽
し
い
！

名

翻
訳
家
に
よ
る
、
最
高
に
面
白
い
体
験
記
。

［
２
０
１
７
年
９
月
］
431678Ȃ7◆

新赤1617

庵

功

雄

や
さ
し
い
日
本
語

ʕ
多
文
化
共
生
社
会
へ
ʕ

９
６
８
円

人
口
減
少
を
背
景
に
移
民
受
け
入
れ
の
議
論
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
。
受
け
入
れ
る
と

し
た
と
き
に
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
こ
と
ば
の
問
題
。
地
域
社
会
で
共
通
言

語
に
な
り
う
る
の
は
英
語
で
も
普
通
の
日
本
語
で
も
な
く
〈
や
さ
し
い
日
本
語
〉
だ
け
。

移
民
と
そ
の
子
ど
も
に
と
ど
ま
ら
ず
、
障
害
を
も
つ
人
、
日
本
語
を
母
語
と
す
る
人
に

と
っ
て
〈
や
さ
し
い
日
本
語
〉
が
も
つ
意
義
と
は
。

［
２
０
１
６
年
８
月
］
431617Ȃ6◆

新赤1598

岩
波
書
店
辞
典
編
集
部
編

世

界

の

名

前
８
８
０
円

世
界
の
人
々
は
ど
の
よ
う
に
子
ど
も
に
名
前
を
つ
け
て
い
る
の
で
し
ょ
う
？

ど
こ
で

も
名
前
は
「
姓
」
と
「
名
」
の
組
合
せ
で
し
ょ
う
か
？

古
代
か
ら
現
代
に
い
た
る
世

界
の
地
域
、
言
語
、
神
話
、
物
語
に
つ
い
て
、
名
前
の
仕
組
み
や
こ
め
ら
れ
た
意
味
を

一
〇
〇
の
エ
ッ
セ
イ
で
紹
介
し
ま
す
。
想
像
も
で
き
な
い
よ
う
な
起
源
や
慣
習
、
歴
史

と
の
意
外
な
関
係
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

［
２
０
１
６
年
３
月
］
431598Ȃ8◆

新赤1559

バ
ト
ラ
ー
後
藤
裕
子

英
語
学
習
は
早
い
ほ
ど
良
い
の
か

８
３
６
円

子
ど
も
た
ち
に
早
く
か
ら
英
語
を
学
ば
せ
よ
う
と
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
強
ま
っ
て
い

る
。「
早
く
始
め
る
ほ
ど
良
い
」
と
い
う
神
話
は
ど
こ
か
ら
き
た
の
か
。
大
人
に
な
っ

た
ら
手
遅
れ
な
の
か
？

言
語
習
得
と
年
齢
の
関
係
に
つ
い
て
の
研
究
の
跡
を
た
ど

り
、
問
題
点
を
あ
ぶ
り
出
す
。
日
本
で
学
ぶ
場
合
、
早
期
開
始
よ
り
も
重
要
な
要
素
と

は
何
か
、
誰
が
ど
の
よ
う
に
教
え
る
の
が
良
い
の
だ
ろ
う
か
。

［
２
０
１
５
年
８
月
］
431559Ȃ9◆

新赤1496

小
林
隆
・
澤
村
美
幸

も
の
の
言
い
か
た
西
東

９
０
２
円

お
し
ゃ
べ
り
な
人
、
無
口
な
人
…
…
。
た
だ
の
個
性
と
思
わ
れ
が
ち
な
も
の
の
言
い
方

に
も
、
実
は
意
外
な
地
域
差
が
あ
っ
た
！

さ
ま
ざ
ま
な
最
先
端
の
研
究
成
果
を
用
い

徹
底
分
析
。「
あ
り
が
と
う
」
と
言
う
地
域
・
言
わ
な
い
地
域
な
ど
、
具
体
的
な
デ
ー
タ

を
も
と
に
、
も
の
の
言
い
方
の
地
域
差
と
、
そ
れ
を
生
み
出
す
社
会
的
背
景
を
明
ら
か

に
す
る
。
目
か
ら
ウ
ロ
コ
、
新
し
い
方
言
論
の
誕
生
！

［
２
０
１
４
年
８
月
］
431496Ȃ7◆
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新赤1480

田
中
章
夫

日
本
語
ス
ケ
ッ
チ
帳

８
８
０
円

「
お
・
も
・
て
・
な
・
し
」
は
、
新
語
・
流
行
語
大
賞
を
と
っ
た
話
題
の
身
ぶ
り
言
語
だ

が
、
エ
ジ
プ
ト
で
は
、
あ
の
動
作
が
「
静
か
に
！
」
を
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
で
は
「
沢
山
あ

る
」
を
表
わ
す
と
い
う
。
五
輪
・
野
球
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
用
語
誕
生
秘
話
、
外
国
で
は
通

用
し
な
い
外
来
語
、「
自
分
を
ほ
め
て
あ
げ
た
い
」
の
意
外
な
ル
ー
ツ
な
ど
、
多
彩
な
日

本
語
の
世
界
を
存
分
に
楽
し
め
る
一
冊
。

［
２
０
１
４
年
４
月
］
431480Ȃ6◆

新赤1479

今
野
真
二

日
本
語
の
考
古
学

８
８
０
円

『
源
氏
物
語
』
を
書
い
た
の
は
誰
と
聞
か
れ
た
ら
、
ど
う
答
え
れ
ば
よ
い
？

─
─
現
代

の
常
識
は
必
ず
し
も
過
去
に
は
そ
の
ま
ま
当
て
は
ま
ら
な
い
。
土
器
の
か
け
ら
を
丁
寧

に
拾
い
集
め
る
考
古
学
者
に
な
ら
っ
て
、
写
本
等
の
文
献
に
残
さ
れ
た
微
か
な
痕
跡
を

つ
ぶ
さ
に
観
察
し
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は
ど
ん
な
日
本
語
の
㗡
が
蘇
る
だ
ろ
う
か
。
小

さ
な
手
が
か
り
か
ら
様
々
に
推
理
す
る
、
刺
激
的
な
一
書
。

［
２
０
１
４
年
４
月
］
431479Ȃ0◆

新赤1452

増

井

元

辞

書

の

仕

事

品
切（
電
子
版
あ
り
）

い
ま
、
辞
書
に
注
が
れ
る
視
線
が
熱
い
。
数
多
あ
る
こ
と
ば
か
ら
何
を
項
目
と
し
て
選

び
、
ど
こ
ま
で
簡
潔
な
一
言
で
説
明
す
る
か
。
ど
ん
な
用
例
を
載
せ
る
の
か
。
地
道
な

作
業
な
が
ら
、
そ
こ
に
は
こ
と
ば
に
対
す
る
深
い
理
解
と
“
ド
ラ
マ
”
が
あ
る
。
辞
書

づ
く
り
に
か
か
わ
る
あ
れ
こ
れ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
、『
広
辞
苑
』『
岩
波
国
語
辞
典
』
な

ど
そ
の
道
三
〇
年
の
元
編
集
者
が
楽
し
く
語
る
。

［
２
０
１
３
年
10
月
］
431452Ȃ3◆

新赤1420

マ
ー
ク
・
ピ
ー
タ
ー
セ
ン

実
践

日
本
人
の
英
語

９
４
６
円

「
春
休
み
に
、
友
人
と
一
緒
に
タ
イ
に
行
き
ま
し
た
」「
お
１
人
で
す
か
？
」「
僕
、
今
日
、

財
布
を
忘
れ
て
３
１
０
円
し
か
持
っ
て
な
い
ん
だ
」。
簡
単
な
日
本
語
で
も
、
英
語
に

す
る
時
に
は
落
と
し
穴
が
い
っ
ぱ
い
。
で
も
大
丈
夫
、
少
し
の
注
意
で
、
正
確
な
、
大

人
に
ふ
さ
わ
し
い
英
語
で
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
『
日
本
人
の

英
語
』
に
、
待
望
の
、
す
ぐ
に
役
立
つ
「
実
践
」
Ἣ
登
場
！

［
２
０
１
３
年
４
月
］
431420Ȃ2◆

新赤1419

白
井
恭
弘

こ

と

ば

の

力

学

ʕ
応
用
言
語
学
へ
の
招
待
ʕ

８
８
０
円

こ
と
ば
は
知
ら
な
い
間
に
人
間
の
行
動
を
左
右
す
る
。
標
準
語
と
方
言
、
英
語
と
現
地

語
な
ど
、
複
数
の
言
語
が
関
わ
る
状
況
で
は
、
優
劣
を
生
み
出
す
無
意
識
の
力
学
が
働

く
。
問
題
を
科
学
的
に
解
決
す
る
た
め
の
言
語
学
─
─
応
用
言
語
学
の
最
新
の
研
究
か

ら
、
外
国
語
教
育
、
バ
イ
リ
ン
ガ
リ
ズ
ム
、
異
文
化
と
の
接
し
方
、
法
言
語
学
、
手
話
、

言
語
障
害
な
ど
幅
広
い
話
題
を
紹
介
。

［
２
０
１
３
年
３
月
］
431419Ȃ6◆
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新赤1385

今
野
真
二

百
年
前
の
日
本
語

ʕ
書
き
こ
と
ば
が
揺
れ
た
時
代
ʕ

品
切（
電
子
版
あ
り
）

漱
石
が
自
筆
原
稿
で
用
い
た
字
体
や
言
葉
の
中
に
は
、
す
で
に
日
本
語
か
ら
「
消
え
て
」

し
ま
っ
た
も
の
が
あ
る
？

─
─
百
年
前
の
書
き
こ
と
ば
が
備
え
て
い
た
、
現
代
で
は

思
い
も
つ
か
な
い
豊
か
な
選
択
肢
。
活
字
印
刷
が
急
速
に
発
達
し
た
時
代
の
、
私
た
ち

が
知
ら
な
い
〈
揺
れ
る
〉
日
本
語
の
㗡
を
克
明
に
描
き
、
言
葉
の
変
化
の
有
り
様
を
問

う
、
画
期
的
な
日
本
語
論
。

［
２
０
１
２
年
９
月
］
431385Ȃ4◆

新赤1382

中
村
桃
子

女
こ
と
ば
と
日
本
語

８
８
０
円

女
性
の
言
葉
づ
か
い
は
「
ど
う
も
最
近
、
乱
れ
て
き
た
」
と
一
〇
〇
年
以
上
も
嘆
か
れ

続
け
て
い
る
─
─
「
女
こ
と
ば
」
は
、
近
世
か
ら
現
代
の
日
本
社
会
の
、
価
値
や
規
範
、

庶
民
の
憧
れ
や
国
家
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
担
っ
て
生
き
延
び
て
い
る
、
も
う
ひ
と
つ
の
日

本
語
な
の
だ
。
各
時
代
の
さ
ま
ざ
ま
な
言
説
と
、
言
語
学
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
の
知
見

か
ら
、「
女
こ
と
ば
」
の
魅
力
と
不
思
議
を
読
み
解
く
。

［
２
０
１
２
年
８
月
］
431382Ȃ3◆

新赤1378

加
藤
昌
男

テ
レ
ビ
の
日
本
語

８
８
０
円

テ
レ
ビ
が
誕
生
し
て
六
〇
年
。
当
初
穏
や
か
に
語
り
か
け
て
い
た
テ
レ
ビ
が
、
今
や
朝

か
ら
晩
ま
で
声
高
に
し
ゃ
べ
り
続
け
る
饒
舌
な
メ
デ
ィ
ア
へ
変
わ
っ
た
。
報
道
番
組
も

お
笑
い
番
組
も
ܺ
間
な
く
し
ゃ
べ
り
続
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
い
つ
か
ら
か
。
ニ
ュ

ー
ス
の
こ
と
ば
を
中
心
に
テ
レ
ビ
の
歴
史
を
ふ
り
か
え
り
な
が
ら
、そ
の
要
因
を
探
り
、

テ
レ
ビ
の
日
本
語
の
今
を
考
え
る
。

［
２
０
１
２
年
７
月
］
431378Ȃ6◆

新赤1351

田
中
章
夫

日

本

語

雑

記

帳
８
８
０
円

父
親
の
呼
称
が
、
お
と
っ
つ
ぁ
ん
か
ら
お
と
う
さ
ん
へ
変
わ
っ
た
の
は
い
つ
ご
ろ
か
？

明
治
三
七
年
、
最
初
の
国
定
教
科
書
が
「
お
と
う
さ
ん
」
を
採
用
し
た
の
が
、
そ
の
き

っ
か
け
だ
っ
た
。
し
あ
さ
っ
て
・
や
の
あ
さ
っ
て
等
、
地
域
に
よ
っ
て
意
味
が
異
な
る

言
葉
、
多
彩
な
方
言
、
遷
り
変
わ
る
敬
語
、
呼
び
か
け
の
言
葉
、
昭
和
の
言
葉
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
話
題
を
取
り
上
げ
る
日
本
語
ヨ
モ
ヤ
マ
話
集
。

［
２
０
１
２
年
２
月
］
431351Ȃ9◆

新赤1350

小
松
達
也

英
語
で
話
す
ヒ
ン
ト

ʕ
通
訳
者
が
教
え
る
上
達
法
ʕ

品
切（
電
子
版
あ
り
）

「
ま
ず
日
本
語
で
考
え
る
」「
単
語
は
全
部
聞
き
取
れ
な
く
て
よ
い
」「
発
音
よ
り
リ
ズ
ム
」

「
最
寄
り
訳
の
発
想
で
」「
文
法
と
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
は
重
要
」「
文
学
作
品
を
楽
し
む
べ
し
」

─
─
。
日
本
語
を
生
か
す
通
訳
者
の
英
語
術
に
は
、
大
人
の
学
習
者
に
役
立
つ
ヒ
ン
ト

が
満
載
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
現
場
で
求
め
ら
れ
る
、
発
信
型
の
〈
使
え
る
英
語

力
〉
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
、
必
読
の
一
冊
！

［
２
０
１
２
年
１
月
］
431350Ȃ2◆
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新赤1305

中

村

明

語
感
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ʕ
日
本
語
の
セ
ン
ス
を
み
が
く
55
題
ʕ品

切（
電
子
版
あ
り
）

日
本
語
を
も
っ
と
使
い
こ
な
そ
う
！
「
快
調
」「
好
調
」「
順
調
」、
も
っ
と
も
調
子
が

い
い
の
は
ど
れ
？
「
過
日
」「
先
日
」「
こ
の
間
」、
ど
う
使
い
分
け
る
？

誰
も
が
思

い
あ
た
る
、「
些
細
」
だ
け
れ
ど
「
瑣
末
」
で
は
な
い
日
本
語
の
感
触
の
違
い
を
、
語
感

研
究
の
第
一
人
者
が
解
説
す
る
。
Ｑ
＆
Ａ
形
式
で
楽
し
く
読
め
る
、〈
伝
え
た
い
思
い
〉

を
〈
適
切
な
こ
と
ば
〉
で
送
り
届
け
る
た
め
の
五
五
の
ヒ
ン
ト
。
［
２
０
１
１
年
４
月
］
431305Ȃ2◆

新赤1287

山
口
仲
美

日

本

語

の

古

典
９
６
８
円

奈
良
時
代
の
『
古
事
記
』
か
ら
江
戸
末
期
の
『
春
色
梅
児
誉
美
』
ま
で
、
歴
代
の
名
作

三
〇
を
取
り
上
げ
て
、言
葉
と
表
現
を
切
り
口
に
そ
の
面
白
さ
を
解
き
明
か
し
て
い
く
。

登
場
人
物
の
言
葉
遣
い
や
鮮
や
か
な
比
喩
、
擬
音
語
・
擬
態
語
の
生
き
生
き
と
し
た
効

果
な
ど
が
よ
く
分
か
る
選
び
抜
か
れ
た
原
文
を
味
わ
い
な
が
ら
、
古
典
の
底
力
、
日
本

語
の
魅
力
を
再
発
見
で
き
る
、
斬
新
な
古
典
文
学
入
門
。

［
２
０
１
１
年
１
月
］
431287Ȃ1

新赤1278

今
井

む
つ
み

こ

と

ば

と

思

考

ʪ
カ
ラ
ー
口
絵
２
頁
ʫ
９
９
０
円

私
た
ち
は
、
こ
と
ば
を
通
し
て
世
界
を
見
た
り
、
も
の
ご
と
を
考
え
た
り
す
る
。
で
は
、

異
な
る
言
語
を
話
す
日
本
人
と
外
国
人
で
は
、
認
識
や
思
考
の
あ
り
方
は
異
な
る
の
だ

ろ
う
か
。「
前
・
後
・
左
・
右
」
の
な
い
言
語
の
位
置
表
現
、
こ
と
ば
の
獲
得
が
子
ど
も

の
思
考
に
与
え
る
影
響
な
ど
、
興
味
深
い
調
査
・
実
験
の
成
果
を
ふ
ん
だ
ん
に
紹
介
し

な
が
ら
、
認
知
心
理
学
の
立
場
か
ら
明
ら
か
に
す
る
。

［
２
０
１
０
年
10
月
］
431278Ȃ9◆

新赤1150

白
井
恭
弘

外
国
語
学
習
の
科
学

ʕ
第
二
言
語
習
得
論
と
は
何
か
ʕ

９
２
４
円

英
語
、
㕾
国
語
、
中
国
語
な
ど
外
国
語
を
学
ぶ
人
は
多
く
、
ま
た
日
本
語
教
育
に
携
わ

る
人
も
増
え
て
い
る
。
だ
が
各
種
の
メ
ソ
ッ
ド
や
「
コ
ツ
」
は
、
果
た
し
て
有
効
な
の

だ
ろ
う
か
。
言
語
学
、
心
理
学
、
認
知
科
学
な
ど
の
成
果
を
使
っ
て
、「
外
国
語
を
身
に

つ
け
る
」
と
い
う
現
象
を
解
明
し
、
ひ
い
て
は
効
率
的
な
外
国
語
学
習
の
方
法
を
導
き

出
す
「
第
二
言
語
習
得
（
Ｓ
Ｌ
Ａ
）」
研
究
の
現
在
を
紹
介
す
る
。
［
２
０
０
８
年
９
月
］
431150Ȃ8◆

新赤1075

行
方
昭
夫

英

文

の

読

み

方
９
０
２
円

辞
書
を
引
き
つ
つ
何
度
読
ん
で
も
、
読
め
た
、
と
い
う
実
感
が
な
い
。
ど
う
す
れ
ば
い

い
？
「
木
を
見
て
森
を
見
ず
」「
ピ
ン
ぼ
け
訳
の
習
慣
」
と
、
原
因
は
人
そ
れ
ぞ
れ
。

け
れ
ど
心
配
ご
無
用
！

多
読
、
精
読
、
そ
し
て
翻
訳
へ
と
す
す
む
五
つ
の
ス
テ
ッ
プ

を
踏
破
す
る
う
ち
に
、「
読
み
の
ポ
イ
ン
ト
」
が
み
え
て
き
ま
す
。
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
実

力
を
目
ざ
す
あ
な
た
へ
、
必
読
の
一
冊
。

［
２
０
０
７
年
５
月
］
431075Ȃ4
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新赤1019

阿
刀
田

高

こ
と
ば
遊
び
の
楽
し
み

７
９
２
円

「
竹
や
ぶ
焼
け
た
」「
貴
社
の
記
者
、
汽
車
で
帰
社
し
た
」「
世
の
中
は
澄
む
と
濁
る
の
違

い
に
て
、
刷
毛
に
毛
が
あ
り
禿
に
毛
が
な
し
」。
日
本
語
ほ
ど
盛
ん
に
こ
と
ば
遊
び
が

楽
し
ま
れ
て
き
た
言
語
は
あ
る
ま
い
。
幼
い
頃
か
ら
そ
の
多
彩
な
遊
び
を
愛
し
て
き
た

作
家
が
、
古
今
の
㑹
作
や
自
ら
の
創
作
を
ま
じ
え
て
、
駄
じ
ゃ
れ
、
い
ろ
は
歌
、
回
文
、

ア
ナ
グ
ラ
ム
な
ど
の
豊
か
な
世
界
へ
と
案
内
す
る
。

［
２
０
０
６
年
５
月
］
431019Ȃ8

新赤1018

山
口
仲
美

日

本

語

の

歴

史
９
４
６
円

現
代
の
日
本
語
は
ど
の
よ
う
に
し
て
出
来
上
が
っ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
や
ま
と
こ
と

ば
と
漢
字
と
の
出
会
い
、
日
本
語
文
の
誕
生
、
係
り
結
び
は
な
ぜ
消
え
た
か
、
江
戸
言

葉
の
登
場
、言
文
一
致
体
を
生
み
出
す
た
め
の
苦
闘
…
…
。「
話
し
言
葉
」と「
書
き
言
葉
」

の
せ
め
ぎ
あ
い
か
ら
と
ら
え
た
日
本
語
の
歴
史
。
誰
に
で
も
納
得
の
い
く
よ
う
に
、
め

り
は
り
の
利
い
た
語
り
口
で
、
今
、
説
き
明
か
さ
れ
る
。

［
２
０
０
６
年
５
月
］
431018Ȃ1

新赤991

笹
原
宏
之

日

本

の

漢

字
９
４
６
円

誰
に
も
読
め
な
い
「
幽
霊
文
字
」、
特
定
の
職
業
で
使
わ
れ
る
文
字
、
個
人
が
造
っ
た
漢

字
…
…
。
中
国
か
ら
取
り
入
れ
た
漢
字
を
日
本
語
と
し
て
使
い
こ
な
す
た
め
の
試
行
錯

誤
の
中
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
、
驚
く
ほ
ど
多
様
な
文
字
の
世
界
を
紹
介
す
る
。
意
味
、

用
法
か
ら
字
画
に
至
る
ま
で
柔
軟
に
変
容
を
と
げ
た
「
日
本
の
漢
字
」
の
歴
史
か
ら
、

日
本
語
表
記
の
豊
か
さ
を
支
え
て
き
た
も
の
が
見
え
て
く
る
。

［
２
０
０
６
年
１
月
］
430991Ȃ8

新赤941

堀
井

令
以
知

こ

と

ば

の

由

来

品
切（
電
子
版
あ
り
）

「
ど
っ
こ
い
し
ょ
」
と
は
何
か
、「
べ
そ
を
か
く
」
と
は
何
を
す
る
こ
と
か
。
日
常
生
活

で
な
に
げ
な
く
使
っ
て
い
る
こ
と
ば
や
言
い
回
し
を
取
り
上
げ
て
、
そ
の
由
来
を
丁
寧

に
説
き
明
か
す
。
こ
と
ば
と
い
う
も
の
の
思
い
が
け
な
い
生
い
立
ち
に
目
を
見
張
り
、

日
本
文
化
と
深
く
か
か
わ
り
な
が
ら
変
遷
し
て
き
た
日
本
語
の
面
白
さ
、
豊
か
さ
、
隠

さ
れ
て
い
る
先
人
の
知
恵
な
ど
を
感
じ
取
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
［
２
０
０
５
年
３
月
］
430941Ȃ3◆

新赤915

齋

藤

孝

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

８
８
０
円

豊
か
な
会
話
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
議
論
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
成
り
立
つ
の
か
。
話

の
流
れ
を
つ
か
む
「
文
脈
力
」
や
基
盤
と
し
て
の
身
体
の
重
要
性
を
強
調
し
つ
つ
、
生

き
い
き
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
可
能
性
を
考
え
る
。
メ
モ
と
マ
ッ
ピ
ン
グ
、

頷
き
と
相
Ṁ
、
会
議
運
営
の
コ
ツ
な
ど
実
践
的
な
技
か
ら
、
弁
証
法
的
な
対
話
の
喜
び
、

沈
黙
そ
れ
自
体
の
意
味
な
ど
深
い
考
察
ま
で
、
縦
横
に
展
開
。

［
２
０
０
４
年
10
月
］
430915Ȃ4◆
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新赤800

大

野

晋

日

本

語

の

教

室
９
６
８
円

日
本
語
は
ど
う
い
う
言
語
な
の
か
。
日
本
の
文
化
・
文
明
と
ど
う
か
か
わ
っ
て
来
た
の

か
。
質
問
に
答
え
な
が
ら
問
題
の
核
心
に
迫
っ
て
行
く
。
日
本
語
は
ど
こ
か
ら
来
た

か
、
い
か
に
展
開
し
て
来
た
か
、
日
本
語
の
過
去
の
み
な
ら
ず
現
在
を
見
据
え
て
、
将

来
日
本
人
は
文
明
に
ど
う
対
処
す
べ
き
か
を
語
る
。
著
者
の
生
涯
を
懸
け
た
見
解
を
あ

ま
す
と
こ
ろ
な
く
披
瀝
す
る
渾
身
の
書
き
下
ろ
し
。

［
２
０
０
２
年
９
月
］
430800Ȃ3

新赤765

長
部
三
郎

伝
わ
る
英
語
表
現
法

９
９
０
円

「
国
際
情
勢
」
＝
internationalsituationと
す
ぐ
思
い
浮
ぶ
が
、
実
際
は
w
hat's

going
on
in
the
w
orldと
い
っ
た
方
が
、
よ
り
具
体
的
で
意
味
が
分
か
り
や
す
い
。

日
本
人
が
陥
り
が
ち
な
一
語
ず
つ
「
訳
そ
う
」
と
す
る
発
想
か
ら
、「
い
か
に
意
味
を
伝

え
る
か
」
に
意
識
を
切
り
替
え
れ
ば
、
簡
単
な
言
葉
で
生
き
た
英
語
表
現
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
。
そ
の
た
め
の
具
体
的
方
法
を
伝
授
す
る
。

［
２
０
０
１
年
12
月
］
430765Ȃ5◆

新赤622

鈴
木
孝
夫

日
本
人
は
な
ぜ
英
語
が
で
き
な
い
か

８
８
０
円

国
際
化
時
代
に
も
か
か
わ
ら
ず
低
い
日
本
人
の
英
語
力
。
非
能
率
な
英
語
教
育
を
改
善

し
て
英
語
が
で
き
る
人
材
を
育
て
る
た
め
に
は
、
発
想
の
根
本
的
転
換
が
必
要
だ
。
英

語
を
義
務
教
育
か
ら
外
す
、「
国
際
理
解
」
は
や
め
る
、
教
材
は
日
本
を
扱
っ
た
も
の
だ

け
に
す
る
、
な
ど
意
表
を
つ
く
大
胆
な
改
革
案
を
提
示
し
て
、
発
信
型
の
国
際
英
語
が

身
に
つ
く
教
育
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
呼
び
か
け
る
。

［
１
９
９
９
年
７
月
］
430622Ȃ1

新赤604

マ
ー
ク
・
ピ
ー
タ
ー
セ
ン

心
に
と
ど
く
英
語

８
８
０
円

上
司
の
指
示
へ
の
応
じ
方
と
し
て
、
I'lldo
it.と
I'm
going
to
do
it.と
で
は
、
相
手

の
心
証
は
ど
う
違
っ
て
く
る
の
か
。
人
間
関
係
の
基
本
ツ
ー
ル
と
し
て
の
英
語
に
ス
ポ

ッ
ト
を
あ
て
、
映
画
や
小
説
の
場
面
も
引
き
な
が
ら
、
さ
り
げ
な
い
気
遣
い
や
侮
り
、

拒
絶
な
ど
、
微
妙
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
豊
か
に
伝
え
る
英
語
表
現
の
世
界
を
案
内
す
る
。

『
日
本
人
の
英
語
』（
正
・
続
）
に
つ
づ
く
話
題
作
。

［
１
９
９
９
年
３
月
］
430604Ȃ7

新赤596

大

野

晋

日

本

語

練

習

帳
９
２
４
円

ど
う
す
れ
ば
よ
り
よ
く
読
め
て
書
け
る
よ
う
に
な
る
か
。
何
に
気
を
つ
け
、
ど
ん
な
㗡

勢
で
文
章
に
向
か
え
ば
よ
い
の
か
。
練
習
問
題
に
答
え
な
が
ら
、
単
語
に
敏
感
に
な
る

練
習
か
ら
始
め
て
、
文
の
組
み
立
て
、
文
章
の
展
開
、
敬
語
の
基
本
な
ど
、
日
本
語
の

骨
格
を
理
解
し
技
能
を
み
が
く
。
学
生
・
社
会
人
の
た
め
に
著
者
が
六
〇
年
の
研
究
を

傾
け
て
語
る
日
本
語
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
手
順
。

［
１
９
９
９
年
１
月
］
430596Ȃ5◆
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新赤580

丸
山
真
男
・
加
藤
周
一

翻
訳
と
日
本
の
近
代

８
８
０
円

日
本
の
近
代
化
に
あ
た
っ
て
、社
会
と
文
化
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た〈
翻
訳
〉。
何
を
、

ど
の
よ
う
に
訳
し
た
の
か
。
ま
た
、
そ
れ
を
可
能
と
し
た
条
件
は
何
で
あ
り
、
そ
の
功

罪
と
は
何
か
。
加
藤
周
一
氏
の
問
い
に
答
え
て
、
丸
山
真
男
氏
が
存
分
に
語
る
。
日
本

近
代
思
想
大
系
『
翻
訳
の
思
想
』（
一
九
九
一
年
刊
）
編
集
過
程
で
な
さ
れ
た
貴
重
な
記

録
。
自
由
闊
達
な
や
り
と
り
は
ま
こ
と
に
興
味
深
い
。

［
１
９
９
８
年
10
月
］
430580Ȃ4

新赤540

井
上
史
雄

日
本
語
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

８
８
０
円

「
見
れ
る
」「
食
べ
れ
る
」
の
よ
う
な
ラ
抜
き
、「
ち
が
か
っ
た
」「
う
ざ
い
」「
チ
ョ
ー
」

と
い
っ
た
新
表
現
、
鼻
濁
音
な
し
の
発
音
…
…
。
日
本
語
が
乱
れ
て
る
！

と
さ
わ
ぐ

の
は
ま
だ
早
い
。
言
語
学
の
眼
で
考
察
す
る
と
、
耳
新
し
い
こ
と
ば
の
出
現
の
背
後
で

は
た
ら
く
、
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
日
本
語
変
化
の
大
き
な
流
れ
が
見
え
て
く
る
。
長
年
の
調

査
・
探
究
に
裏
打
ち
さ
れ
た
現
代
日
本
語
の
動
向
観
察
。

［
１
９
９
８
年
１
月
］
430540Ȃ8

新赤340

大

野

晋

日
本
語
の
起
源
新
版

９
６
８
円

日
本
語
と
は
ど
こ
に
起
源
を
持
つ
言
葉
な
の
か
。
旧
版
（
一
九
五
七
年
刊
）
で
は
答
の

得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
の
問
い
に
、
数
多
く
の
単
語
、
係
り
結
び
や
五
七
五
七
七
の
短
歌

の
形
、
お
米
や
墓
な
ど
の
考
古
学
的
検
証
、
さ
ら
に
カ
ミ
、
ア
ハ
レ
、
サ
ビ
な
ど
日
本

人
の
精
神
を
形
作
る
言
葉
の
面
か
ら
古
代
タ
ミ
ル
語
と
の
見
事
な
対
応
関
係
を
立
証
し

て
答
え
、
言
語
と
文
明
の
系
統
論
上
に
決
定
的
な
提
起
を
行
う
。
［
１
９
９
４
年
６
月
］
430340Ȃ4

新赤139

マ
ー
ク
・
ピ
ー
タ
ー
セ
ン

続
日

本

人

の

英

語
８
８
０
円

ア
メ
リ
カ
人
は
日
本
人
を
the
Japanese
と
い
う
の
に
自
分
た
ち
を
the
A
m
ericans

と
は
い
わ
ず
、
A
m
ericansと
い
う
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
。「
読
め
る
け
れ
ど
書
け
な
い
」

と
よ
く
言
わ
れ
る
日
本
人
の
英
語
だ
が
、
ど
こ
ま
で
的
確
に
読
み
取
っ
て
い
る
の
だ
ろ

う
。
楽
し
い
文
例
と
徹
底
比
較
を
通
じ
て
英
語
の
新
し
い
世
界
を
広
げ
て
く
れ
る
、
ベ

ス
ト
セ
ラ
ー
『
日
本
人
の
英
語
』
の
待
望
の
続
編
。

［
１
９
９
０
年
９
月
］
430139Ȃ4◆

新赤101

鈴
木
孝
夫

日
本
語
と
外
国
語

９
９
０
円

辞
書
を
頼
り
に
小
説
や
文
献
を
読
ん
で
い
る
だ
け
で
は
、
他
国
や
他
民
族
の
理
解
は
難

し
い
の
で
は
な
い
か
。
六
色
の
虹
、
黄
色
い
太
陽
、
恥
部
と
し
て
の
足
な
ど
、
興
味
深

い
例
を
あ
げ
な
が
ら
、
国
に
よ
る
文
化
の
違
い
を
語
る
と
と
も
に
、
漢
字
の
知
ら
れ
ざ

る
働
き
に
光
を
当
て
て
日
本
語
の
長
所
を
も
浮
き
彫
り
に
す
る
。
真
の
国
際
理
解
を
進

め
る
上
で
必
読
の
、
こ
と
ば
に
つ
い
て
の
ユ
ニ
ー
ク
な
考
察
。

［
１
９
９
０
年
１
月
］
430101Ȃ1◆
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新赤18

マ
ー
ク
・
ピ
ー
タ
ー
セ
ン

日

本

人

の

英

語
９
０
２
円

「
冷
凍
庫
に
入
れ
る
」
は
putitin
thefreezerな
の
に
「
電
子
レ
ン
ジ
に
入
れ
る
」
だ

と
put
it
in
m
y
m
icrow
ave
oven
と
な
る
。
ど
う
い
う
論
理
や
感
覚
が
こ
の
英
語

表
現
を
支
え
て
い
る
の
か
。
著
者
が
出
会
っ
て
き
た
日
本
人
の
英
語
の
問
題
点
を
糸
口

に
、
従
来
の
文
法
理
解
か
ら
脱
落
し
が
ち
な
ポ
イ
ン
ト
を
ユ
ー
モ
ア
ᷓ
れ
る
例
文
で
示

し
つ
つ
、
英
語
的
発
想
の
世
界
へ
読
者
を
誘
う
。

［
１
９
８
８
年
４
月
］
430018Ȃ2◆

新赤2・3

金
田
一

春
彦

日

本

語
新
版
⟹上
⟹下

上
１
０
３
４
円
、下
９
９
０
円

さ
ま
ざ
ま
な
外
国
語
と
比
べ
て
、
日
本
語
は
一
体
ど
ん
な
特
徴
を
も
っ
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。
発
音
・
語
彙
・
表
記
法
・
文
法
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
光
を
あ
て
、
日
本

語
の
面
白
さ
、
す
ば
ら
し
さ
、
欠
点
を
具
体
的
に
解
明
す
る
。
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
の
旧
版

を
も
と
に
、
刊
行
後
三
〇
年
の
日
本
語
の
変
容
に
即
し
全
面
的
に
手
を
加
え
る
と
と
も

に
、
言
語
学
の
最
新
の
成
果
を
盛
り
こ
ん
だ
決
定
版
。
［
上
１
９
８
８
年
１
月
、
下
３
月
］
430002Ȃ1◆
430003Ȃ8◆

黄 373

中
島
文
雄

日

本

語

の

構

造

ʕ
英
語
と
の
対
比
ʕ

７
７
０
円

「
国
境
の
長
い
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
雪
国
で
あ
っ
た
」。
こ
の
文
に
は
主
語
が
な
い
。

「
雨
に
降
ら
れ
た
」
と
い
う
場
合
、
自
動
詞
な
の
に
受
身
が
用
い
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
助

詞
「
は
」
と
「
が
」
の
微
妙
な
使
い
わ
け
…
…
。
こ
う
し
た
日
本
語
の
興
味
深
い
特
徴

を
従
来
の
文
法
に
と
ら
わ
れ
ず
に
分
析
し
、
そ
の
し
く
み
を
明
ら
か
に
す
る
。『
英
語

の
構
造
』
の
著
者
に
よ
る
斬
新
な
問
題
提
起
。

［
１
９
８
７
年
５
月
］
420373Ȃ5

黄 331

川
本
茂
雄

こ
と
ば
と
イ
メ
ー
ジ

ʕ
記
号
学
へ
の
旅
立
ち
ʕ

７
７
０
円

私
た
ち
の
日
常
生
活
の
な
か
で
は
、
こ
と
ば
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
記
号
が
重

要
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
。
記
号
学
こ
そ
あ
ら
ゆ
る
学
問
の
基
礎
の
一
つ
で
あ
る
と
す

る
著
者
が
、
記
号
学
的
な
考
え
方
の
も
つ
意
味
と
面
白
さ
を
縦
横
に
語
る
。
著
者
は
、

本
書
の
中
心
を
な
す
連
続
講
演
の
数
か
月
後
に
急
逝
、
本
書
は
後
学
の
人
び
と
の
手
に

よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
。（
編
・
解
説
＝
池
上
嘉
彦
）

［
１
９
８
６
年
２
月
］
420331Ȃ5

黄 329

千
野
栄
一

外

国

語

上

達

法
９
２
４
円

外
国
語
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
に
悩
む
一
学
生
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
英
・
独
・
仏
・
チ
ェ

コ
語
を
は
じ
め
と
す
る
数
々
の
こ
と
ば
を
モ
ノ
に
し
て
い
っ
た
か
。
辞
書
・
学
習
書
の

選
び
方
、
発
音
・
語
彙
・
会
話
の
身
に
つ
け
方
、
文
法
の
面
白
さ
な
ど
、
習
得
の
た
め

の
コ
ツ
を
、
著
者
の
体
験
と
達
人
た
ち
の
知
恵
を
ち
り
ば
め
て
語
る
。
言
語
学
の
最
新

の
成
果
に
裏
づ
け
ら
れ
た
外
国
語
入
門
書
の
決
定
版
。

［
１
９
８
６
年
１
月
］
420329Ȃ2◆
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黄 258

池
上
嘉
彦

記
号
論
へ
の
招
待

９
６
８
円

い
ま
広
範
な
学
問
・
芸
術
領
域
か
ら
熱
い
視
線
を
浴
び
て
い
る
「
記
号
論
」。
そ
れ
は
言

語
や
文
化
の
理
解
に
ど
の
よ
う
な
変
革
を
迫
っ
て
い
る
の
か

。
こ
と
わ
ざ
や
広

告
、
ナ
ン
セ
ン
ス
詩
な
ど
身
近
な
日
本
語
の
表
現
を
引
き
な
が
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
し
く
み
に
新
し
い
光
を
あ
て
、
記
号
論
の
基
本
的
な
考
え
方
を
述
べ
る
。
分
か
り

や
す
く
し
か
も
知
的
興
奮
に
満
ち
た
、
万
人
の
た
め
の
入
門
書
。
［
１
９
８
４
年
３
月
］
420258Ȃ5◆

黄 189

柳

父

章

翻
訳
語
成
立
事
情

８
８
０
円

か
つ
て
、
こ
の
国
に
「
恋
愛
」
は
な
か
っ
た
。「
色
」
や
「
恋
」
と
区
別
さ
れ
る
“
高
尚

な
る
感
情
”
を
指
し
て
Loveの
翻
訳
語
が
つ
く
ら
れ
た
の
は
、
ほ
ん
の
一
世
紀
前
に
す

ぎ
な
い
。
社
会
、
個
人
、
自
然
、
権
利
、
自
由
、
彼
・
彼
女
な
ど
の
基
本
語
が
、
幕
末

明
治
期
の
人
び
と
の
ど
の
よ
う
な
知
的
格
闘
の
中
か
ら
生
ま
れ
、
日
本
人
の
も
の

の
見
方
を
ど
う
導
い
て
き
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
。

［
１
９
８
２
年
４
月
］
420189Ȃ2◆

黄 175

田
中
克
彦

こ

と

ば

と

国

家
９
２
４
円

だ
れ
し
も
母
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
、
生
ま
れ
て
く
る
子
ど
も
に
は
こ
と
ば

を
選
ぶ
権
利
は
な
い
。
そ
の
母
語
が
、
あ
る
も
の
は
野
卑
な
方
言
と
さ
れ
、
あ
る
い
は

権
威
あ
る
国
家
語
と
さ
れ
る
の
は
な
ぜ
か
。
国
家
語
成
立
の
過
程
で
作
り
出
さ
れ
る
こ

と
ば
の
差
別
の
諸
相
を
明
ら
か
に
し
、
ユ
ダ
ヤ
人
や
植
民
地
住
民
な
ど
、
無
国
籍
の
雑

種
言
語
を
母
語
と
す
る
人
び
と
の
た
た
か
い
を
描
き
出
す
。

［
１
９
８
１
年
11
月
］
420175Ȃ5◆

黄 53

大

野

晋

日
本
語
の
文
法
を
考
え
る

９
０
２
円

国
文
法
は
つ
ま
ら
な
い
と
敬
遠
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
古
来
日
本
語
に
は
美

し
い
秩
序
が
あ
り
、
日
本
人
は
そ
れ
を
巧
み
に
使
い
分
け
て
き
た
と
考
え
る
著
者
は
、

古
典
語
・
現
代
語
を
通
じ
た
新
し
い
文
法
の
体
系
を
探
求
し
よ
う
と
す
る
。
文
の
基
本

的
構
造
、
名
詞
や
代
名
詞
の
性
格
、
動
詞
活
用
形
の
起
源
な
ど
を
分
析
し
な
が
ら
、
日

本
語
の
本
質
と
は
何
か
の
解
明
に
迫
る
。

［
１
９
７
８
年
７
月
］
420053Ȃ6◆

青 CȂ103

泉
井

久
之
助

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
言
語

９
０
２
円

語
学
を
学
ぶ
人
が
ま
ず
苦
労
す
る
の
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
言
語
が
日
本
語
と
構
文
を
全

く
異
に
す
る
点
で
あ
る
。
英
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ド
イ
ツ
語
、
あ
る
い
は
ロ
シ
ア
語
な

ど
、
い
ず
れ
も
そ
の
構
文
を
ギ
リ
シ
ャ
語
や
ラ
テ
ン
語
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
く
、
共
通

の
語
彙
、
用
法
を
も
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
欧
州
各
国
の
言
語
の
共
通
性
と
差
違
を
発

達
史
的
に
述
べ
、
学
習
者
へ
の
基
本
的
知
識
を
提
供
す
る
。

［
１
９
６
８
年
12
月
］
412103Ȃ9

言語 ―136
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青 CȂ99

ピ
ー
タ
ー
・
ト
ラ
ッ
ド
ギ
ル

土
田

滋
訳

言

語

と

社

会
９
２
４
円

言
語
と
社
会
が
ど
う
か
か
わ
り
あ
っ
て
い
る
か
と
い
う
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
言
語
学
の

中
で
未
開
拓
の
分
野
で
あ
っ
た
。
社
会
学
、
人
類
学
、
人
文
地
理
学
な
ど
社
会
諸
科
学

の
成
果
と
方
法
を
活
用
し
つ
つ
、
言
語
と
社
会
階
級
、
言
語
と
民
族
、
言
語
と
性
、
言

語
と
国
家
、
言
語
と
地
理
と
い
っ
た
広
範
囲
の
問
題
を
平
易
に
論
じ
、
言
語
の
本
質
に

迫
ろ
う
と
す
る
す
ぐ
れ
た
社
会
言
語
学
入
門
。

［
１
９
７
５
年
12
月
］
412099Ȃ5

青 CȂ98

鈴
木
孝
夫

こ

と

ば

と

文

化
８
５
８
円

文
化
が
違
え
ば
こ
と
ば
も
異
な
り
、
そ
の
用
法
に
も
微
妙
な
差
が
あ
る
。
人
称
代
名
詞

や
親
族
名
称
の
用
例
を
外
国
語
の
場
合
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
語
と
日
本
文

化
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
を
浮
き
彫
り
に
し
、
こ
と
ば
が
文
化
と
社
会
の
構
造
に
よ
っ
て
規
制

さ
れ
る
こ
と
を
具
体
的
に
立
証
し
て
、
こ
と
ば
の
も
つ
諸
性
質
を
興
味
深
く
え
ぐ
り
出

す
。
こ
と
ば
の
問
題
に
興
味
を
も
つ
人
の
た
め
の
入
門
書
。

［
１
９
７
３
年
５
月
］
412098Ȃ8◆

青 CȂ95

白

川

静

漢

字

ʕ
生
い
た
ち
と
そ
の
背
景
ʕ

９
２
４
円

日
本
語
の
表
記
に
と
っ
て
漢
字
は
不
可
欠
の
文
字
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
文
字

と
し
て
の
漢
字
が
ど
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
、
本
来
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
も
の
で

あ
っ
た
か
を
知
る
人
は
少
な
い
。
中
国
古
代
人
の
生
活
や
文
化
を
背
景
に
、
甲
骨
文
や

金
文
、
お
よ
び
漢
字
が
形
づ
く
ら
れ
る
ま
で
の
過
程
を
た
ず
ね
、
文
字
の
生
い
立
ち
と

そ
の
意
味
を
興
味
深
く
述
べ
る
。

［
１
９
７
０
年
４
月
］
412095Ȃ7◆
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心
理
・
精
神
医
学

新赤1760

高
橋
惠
子

子
育
て
の
知
恵
幼
児
の
た
め
の
心
理
学

９
０
２
円

「
育
児
は
母
の
手
で
」「
三
つ
子
の
魂
百
ま
で
」「「
マ
マ
が
い
い
」に
決
ま
っ
て
る
」…
…
。

根
強
く
ま
か
り
通
る
育
児
神
話
や
「
通
説
」。
そ
れ
に
翻
弄
さ
れ
る
多
く
の
保
護
者
た

ち
、と
り
わ
け
母
親
た
ち
。
実
際
の
と
こ
ろ
、子
ど
も
は
何
を
訴
え
て
い
る
の
か
、様
々

な
仕
草
は
ど
の
よ
う
な
発
達
の
表
れ
な
の
か
？

発
達
心
理
学
の
長
年
の
研
究
成
果
を

も
と
に
、
確
か
な
育
児
の
知
識
を
平
易
に
伝
え
る
一
冊
。

［
２
０
１
９
年
２
月
］
431760Ȃ9

新赤1654

亀
田
達
也

モ

ラ

ル

の

起

源

ʕ
実
験
社
会
科
学
か
ら
の
問
い
ʕ

８
３
６
円

私
た
ち
ヒ
ト
は
、
う
ま
く
群
れ
生
活
を
送
っ
て
い
け
る
よ
う
に
、
そ
の
心
を
進
化
さ
せ

て
き
た
。
し
か
し
、「
群
れ
」
や
「
仲
間
」
を
大
き
く
超
え
て
人
々
が
つ
な
が
る
現
代
、

私
た
ち
が
対
立
を
乗
り
越
え
、
平
和
で
安
定
し
た
社
会
を
築
く
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

の
か
。「
実
験
社
会
科
学
」
と
い
う
新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
、
メ
タ
モ
ラ
ル
の
可
能
性
を

文
理
横
断
的
に
探
る
意
欲
作
。

［
２
０
１
７
年
３
月
］
431654Ȃ1◆

新赤1404

宮
地
尚
子

ト

ラ

ウ

マ
１
０
３
４
円

様
々
な
要
因
と
複
雑
に
絡
み
合
い
、
長
期
に
影
響
を
及
ぼ
す
「
心
の
傷
」。
そ
の
実
際

は
？

接
し
方
は
？

そ
し
て
社
会
や
文
化
へ
の
か
か
わ
り
は
？

研
究
者
と
し
て
、

ま
た
臨
床
医
と
し
て
、
数
多
く
の
ケ
ー
ス
を
み
て
き
た
第
一
人
者
に
よ
る
待
望
の
入
門

書
。
著
者
は
、
究
極
の
心
の
ケ
ア
と
は
、
と
ま
ど
い
な
が
ら
も
そ
ば
に
居
続
け
る
こ
と

と
い
い
ま
す
。
き
っ
と
そ
の
ヒ
ン
ト
を
得
ら
れ
る
一
冊
で
す
。

［
２
０
１
３
年
１
月
］
431404Ȃ2◆

新赤1401

平
岩
幹
男

自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
障
害

ʕ
療
育
と
対
応
を
考
え
る
ʕ

９
０
２
円

高
機
能
自
閉
症
（
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
）
お
よ
び
言
葉
の
出
な
い
カ
ナ
ー
型
自
閉
症

は
、
連
続
的
な
一
つ
の
障
害
、
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
障
害
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
発

達
障
害
の
一
つ
で
あ
り
、
他
の
発
達
障
害
と
の
合
併
も
あ
る
。
症
状
の
改
善
を
め
ざ
す

療
育
の
方
法
と
、
社
会
的
ス
キ
ル
を
上
げ
る
訓
練
方
法
を
解
説
。
就
園
・
就
学
、
思
春

期
か
ら
社
会
人
ま
で
、
社
会
適
応
の
道
を
探
る
。

［
２
０
１
２
年
12
月
］
431401Ȃ1◆
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新赤954

安
斎
育
郎

だ
ま
す
心

だ
ま
さ
れ
る
心

７
７
０
円

「
だ
ま
し
」
に
は
大
き
な
魅
力
が
あ
る
。
巧
み
な
手
品
や
小
説
、
だ
ま
し
絵
な
ど
は
、
存

分
に
楽
し
め
る
。
し
か
し
、
そ
の
魅
力
に
の
め
り
こ
ん
で
、
悪
徳
商
法
の
被
害
な
ど
、

危
う
い
と
こ
ろ
へ
連
れ
て
い
か
れ
る
こ
と
も
多
い
。
さ
ま
ざ
ま
な
「
だ
ま
し
」
の
テ
ク

ニ
ッ
ク
や
狙
い
を
紹
介
し
な
が
ら
、「
だ
ま
さ
れ
」
へ
の
道
は
何
か
、
だ
ま
さ
れ
な
い
た

め
に
は
ど
ん
な
㗡
勢
が
必
要
な
の
か
を
解
説
す
る
。

［
２
０
０
５
年
６
月
］
430954Ȃ3◆

新赤847

小

澤

勲

痴
呆
を
生
き
る
と
い
う
こ
と

９
０
２
円

痴
呆
を
病
む
人
た
ち
は
、
ど
の
よ
う
な
世
界
を
生
き
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
彼
ら
は
何

を
見
、
何
を
思
い
、
ど
う
感
じ
、
ど
の
よ
う
な
不
自
由
を
生
き
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

痴
呆
老
人
の
治
療
・
ケ
ア
に
二
〇
年
以
上
携
わ
っ
て
き
た
著
者
が
、
従
来
ほ
と
ん
ど
論

じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
痴
呆
老
人
の
精
神
病
理
に
光
を
あ
て
、
そ
の
心
的
世
界
に
分
け

入
り
、
彼
ら
の
心
に
添
っ
た
治
療
・
ケ
ア
の
道
を
探
る
。

［
２
０
０
３
年
７
月
］
430847Ȃ8◆

新赤688

大

平

健

純

愛

時

代

品
切（
電
子
版
あ
り
）

愛
は
純
粋
…
…
で
あ
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
？

メ
ー
ル
恋
愛
に
は
ま
っ
た
青
年
や
フ

ー
ゾ
ク
の
ア
ル
バ
イ
ト
で
知
り
あ
っ
た
相
手
に
恋
を
す
る
女
子
大
生
、“
必
然
”
の
出
会

い
に
こ
だ
わ
る
Ｏ
Ｌ
な
ど
、
過
剰
な
ま
で
に
純
粋
な
も
の
を
求
め
、
現
実
の
な
か
で
傷

つ
き
心
を
病
ん
で
い
く
若
者
た
ち
。
い
ま
ど
き
の
恋
愛
事
情
を
通
し
て
、
現
代
の
若
者

た
ち
の
心
の
風
景
を
描
き
出
す
。

［
２
０
０
０
年
９
月
］
430688Ȃ7◆

新赤683

堀

忠

雄

快
適
睡
眠
の
す
す
め

８
８
０
円

快
い
眠
り
は
健
康
で
充
実
し
た
生
活
の
必
要
条
件
だ
。
し
か
し
今
日
、
睡
眠
不
満
を
訴

え
る
人
は
ひ
じ
ょ
う
に
多
い
。
な
ぜ
不
十
分
に
な
る
の
か
、
快
適
睡
眠
の
た
め
に
何
を

す
べ
き
な
の
か
。
眠
気
の
リ
ズ
ム
を
知
り
、
そ
れ
に
う
ま
く
合
わ
せ
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
昼
間
の
過
ご
し
方
も
大
切
だ
。
リ
ズ
ム
を
乱
し
て
お
こ
る
障
害
や
、
効
果
抜
群
の

昼
寝
と
お
や
つ
、
サ
バ
イ
バ
ル
睡
眠
法
も
紹
介
。

［
２
０
０
０
年
７
月
］
430683Ȃ2

新赤581

笠

原

嘉

精

神

病
８
５
８
円

精
神
病
の
中
で
分
裂
病
は
、
今
な
お
原
因
不
明
の
難
病
で
あ
り
、
患
者
数
も
多
い
。
し

か
し
、近
年
は
治
療
法
も
進
み
成
果
も
大
き
く
上
が
っ
て
い
る
。
症
状
や
経
過
の
特
徴
、

原
因
の
究
明
、
治
療
法
か
ら
患
者
の
社
会
復
帰
、
医
療
の
体
制
、
福
祉
の
あ
り
方
に
い

た
る
ま
で
、
長
年
分
裂
病
の
臨
床
に
た
ず
さ
わ
り
、
そ
れ
を
と
り
ま
く
問
題
を
考
察
し

て
き
た
著
者
が
懇
切
て
い
ね
い
に
解
説
す
る
。

［
１
９
９
８
年
10
月
］
430581Ȃ1
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新赤409

大

平

健

や
さ
し
さ
の
精
神
病
理

９
９
０
円

席
を
譲
ら
な
い
“
や
さ
し
さ
”、
好
き
で
な
く
て
も
結
婚
し
て
あ
げ
る
“
や
さ
し
さ
”、

黙
り
こ
ん
で
返
事
を
し
な
い
“
や
さ
し
さ
”
…
…
。
今
、
従
来
に
な
い
独
特
な
意
味
の

や
さ
し
さ
を
自
然
な
こ
と
と
感
じ
る
若
者
が
増
え
て
い
る
。
悩
み
を
か
か
え
て
精
神
科

を
訪
れ
る
患
者
た
ち
を
通
し
、“
や
さ
し
い
関
係
”
に
ひ
た
す
ら
こ
だ
わ
る
現
代
の
若
者

の
心
を
よ
み
と
き
、
時
代
の
側
面
に
光
を
あ
て
る
。

［
１
９
９
５
年
９
月
］
430409Ȃ8

黄 36

渡

辺

慧

認

識

と

パ

タ

ン
１
０
１
２
円

私
た
ち
は
、
数
あ
る
動
物
の
な
か
か
ら
、
あ
る
も
の
を
他
な
ら
ぬ
ネ
コ
と
し
て
識
別
す

る
。
物
事
す
べ
て
を
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
類
型
と
し
て
と
ら
え
る
「
パ
タ
ン
認
識
」
は
、

あ
ら
ゆ
る
思
考
の
共
通
地
盤
に
あ
る
最
も
基
本
的
な
心
の
働
き
で
あ
る
。
人
間
の
認
識

を
め
ぐ
る
哲
学
的
論
争
と
か
か
わ
ら
せ
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
用
い
る
パ
タ
ン
認
識
と

い
う
技
術
の
可
能
性
と
限
界
を
明
ら
か
に
す
る
。

［
１
９
７
８
年
１
月
］
420036Ȃ9

青 CȂ79

霜
山
徳
爾

人

間

の

限

界
１
０
５
６
円

人
生
の
途
上
で
行
き
会
う
の
は
喜
び
よ
り
も
む
し
ろ
辛
く
苦
し
い
事
ど
も
で
あ
る
に
違

い
な
い
。
そ
ん
な
と
き
誰
も
が
意
識
す
る
の
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
現
わ
れ
る
人
間
の

限
界
と
い
う
問
題
で
あ
ろ
う
。
生
を
が
ん
じ
が
ら
め
に
す
る
こ
の
人
間
の
限
界
に
、
わ

れ
わ
れ
は
い
か
な
る
意
味
を
見
出
す
べ
き
か
。
こ
の
重
い
問
い
に
著
者
は
実
存
分
析

（
人
間
学
的
精
神
病
理
学
）
の
立
場
か
ら
迫
ろ
う
と
す
る
。

［
１
９
７
５
年
１
月
］
412079Ȃ7

青 CȂ73

河
合
隼
雄

コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス

９
０
２
円

「
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
」
と
い
う
言
葉
は
日
常
的
に
用
い
ら
れ
る
が
、
そ
の
意
味
を
正
確
に

理
解
し
て
い
る
人
は
少
な
い
。
そ
れ
は
、
現
代
な
お
探
険
の
可
能
性
に
満
ち
て
い
る
未

踏
の
領
域
、
わ
れ
わ
れ
の
内
界
、
無
意
識
の
世
界
の
別
名
で
あ
る
。
こ
の
言
葉
を
最
初

に
用
い
た
ユ
ン
グ
の
心
理
学
に
も
と
づ
い
て
、
自
我
、
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
、
夢
、
男
性
と
女

性
、
元
型
な
ど
、
人
間
の
深
奥
を
解
き
明
か
す
。

［
１
９
７
１
年
12
月
］
412073Ȃ5◆

青 CȂ70

宮
城
音
弥

天

才
９
６
８
円

世
に
天
才
と
い
わ
れ
る
人
物
は
多
い
。
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
、
ゲ
ー
テ
、
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン

…
…
。
人
類
の
長
い
歴
史
の
中
で
、
社
会
の
発
展
や
文
化
の
創
造
に
さ
ま
ざ
ま
の
貢
献

を
し
て
き
た
彼
ら
の
、
と
び
離
れ
た
能
力
は
ど
こ
か
ら
生
ま
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
心
理

学
・
精
神
病
理
学
を
駆
使
し
て
こ
の
興
味
あ
る
問
題
を
分
析
し
、
画
一
性
の
み
を
要
求

す
る
現
代
社
会
と
教
育
に
警
告
を
発
す
る
。

［
１
９
６
７
年
２
月
］
412070Ȃ4◆

心理・精神医学 ―140
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青 CȂ65

島
崎
敏
樹

感

情

の

世

界
１
１
２
２
円

こ
の
上
な
い
幸
福
感
・
法
悦
感
、
あ
る
い
は
心
を
お
の
の
か
す
不
安
・
絶
望
と
は
ど
う

い
う
も
の
か
。
人
間
の
感
情
ほ
ど
複
雑
で
割
り
き
れ
な
い
も
の
は
な
い
。
実
験
心
理
の

結
果
や
す
ぐ
れ
た
思
想
家
の
人
間
知
、多
く
の
人
び
と
の
体
験
記
録
等
を
引
用
し
つ
つ
、

さ
ま
ざ
ま
な
感
情
の
㗡
を
浮
き
彫
り
に
す
る
。
す
ぐ
れ
た
精
神
科
医
が
感
情
世
界
を
ス

ケ
ッ
チ
し
た
興
味
つ
き
せ
ぬ
風
物
画
帖
。

［
１
９
５
２
年
５
月
］
412065Ȃ0

青 CȂ62

南

博

日

本

人

の

心

理

品
切（
電
子
版
あ
り
）

日
本
人
の
心
理
に
は
「
長
い
も
の
に
は
巻
か
れ
ろ
」
と
い
っ
た
処
世
法
が
生
き
て
い
る

一
方
で
、
権
威
を
否
定
し
自
我
を
主
張
す
る
生
き
方
が
存
在
し
て
い
る
。
ま
た
合
理
主

義
的
な
思
考
が
広
く
定
着
し
つ
つ
あ
る
な
か
で
、「
物
事
は
気
の
持
ち
よ
う
」
と
い
っ
た

精
神
主
義
も
根
強
い
力
を
持
っ
て
い
る
。
複
雑
な
日
本
人
の
心
理
と
あ
い
ま
い
な
人
間

関
係
を
鋭
く
分
析
し
た
、
海
外
に
も
知
ら
れ
た
名
著
。

［
１
９
５
３
年
11
月
］
412062Ȃ9◆
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教

育

新赤1945

上
野
正
道

ジ
ョ
ン
・
デ
ュ
ー
イ

ʕ
民
主
主
義
と
教
育
の
哲
学
ʕ

９
９
０
円

教
育
と
は
何
か
を
問
い
、
人
び
と
が
と
も
に
生
き
る
民
主
主
義
の
あ
り
方
を
探
究
し
実

践
し
た
、
ア
メ
リ
カ
を
代
表
す
る
思
想
家
デ
ュ
ー
イ
。
彼
の
構
想
し
た
コ
モ
ン
・
マ
ン
、

す
な
わ
ち
一
般
の
人
の
た
め
の
哲
学
は
現
代
の
教
育
や
社
会
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
。
広
範
な
学
問
分
野
に
亘
る
そ
の
思
想
を
デ
ュ
ー
イ
研
究
の
第
一
人
者
が
丹

念
に
読
み
解
き
、
今
日
的
意
義
を
展
望
す
る
。

［
２
０
２
２
年
10
月
］
431945Ȃ0◆

新赤1874

吉
見
俊
哉

大
学
は
何
処
へ
未
来
へ
の
設
計

９
９
０
円

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
窮
状
が
白
日
の
下
に
晒
さ
れ
た
日
本
の
大
学
。
襲
い
か
か
る
オ
ン
ラ

イ
ン
化
の
奔
流
、
不
可
避
の
人
口
減
、
疲
弊
す
る
教
員
、
ṧ
迫
す
る
㗦
金
、
低
下
す
る

国
際
評
価

。
存
続
の
危
機
の
根
本
原
因
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
本
来
の
大
学
を
追

究
し
続
け
て
き
た
著
者
が
、「
時
間
」
を
キ
ー
概
念
に
提
案
す
る
再
生
の
た
め
の
戦
略
と

は
。
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
『
大
学
と
は
何
か
』
待
望
の
姉
妹
編
。

［
２
０
２
１
年
４
月
］
431874Ȃ3◆

新赤1829

本
田
由
紀

教
育
は
何
を
評
価
し
て
き
た
の
か

９
９
０
円

な
ぜ
日
本
は
こ
ん
な
に
も
息
苦
し
い
の
か
。
そ
の
原
因
は
教
育
を
め
ぐ
る
磁
場
に
あ
っ

た
。
教
育
が
私
た
ち
に
求
め
て
き
た
の
は
、
学
歴
な
の
か
、「
生
き
る
力
」
な
の
か
、
そ

れ
と
も
「
人
間
力
」
な
の
か

能
力
・
㗦
質
・
態
度
と
い
う
言
葉
に
注
目
し
、
戦
前

か
ら
現
在
ま
で
の
日
本
の
教
育
言
説
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
格
差
と
不
安
に
満
ち
た
社

会
構
造
か
ら
脱
却
す
る
道
筋
を
示
す
。

［
２
０
２
０
年
３
月
］
431829Ȃ3

新赤1826

寺
沢
拓
敬

小
学
校
英
語
の
ジ
レ
ン
マ

９
２
４
円

二
〇
二
〇
年
四
月
か
ら
小
学
校
五
・
六
年
で
正
式
教
科
と
し
て
の
英
語
が
、
三
・
四
年

で
必
修
の
「
外
国
語
活
動
」
が
始
ま
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
に
は
必
須
と
の
大
き
な

期
待
と
根
強
い
反
対
を
経
て
生
ま
れ
た
「
小
学
校
英
語
」
は
ど
こ
へ
向
か
う
の
か
。
実

際
、
ど
ん
な
効
果
が
見
込
め
る
の
か
。
約
三
〇
年
の
改
革
の
経
緯
、
教
え
る
負
担
の
大

き
さ
な
ど
、
未
解
決
の
論
点
を
網
羅
す
る
画
期
的
な
一
冊
。

［
２
０
２
０
年
２
月
］
431826Ȃ2

教育 ―142
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新赤1823

渡

部

淳

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
は
何
か

８
８
０
円

新
学
習
指
導
要
領
の
も
と
、
今
年
本
格
始
動
す
る
「
学
び
方
改
革
」
の
目
玉
な
の
に
、

中
身
へ
の
理
解
も
導
入
の
準
備
も
進
ん
で
い
な
い
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
。
し
か

し
そ
こ
で
展
開
さ
れ
る
互
恵
的
で
深
い
学
び
は
、
自
立
的
学
習
者
、
民
主
主
義
の
手
続

き
と
運
用
に
習
熟
し
た
自
律
的
市
民
の
育
成
に
つ
な
が
る
大
き
な
可
能
性
を
持
つ
。

「
学
び
の
演
出
家
」
の
第
一
人
者
が
実
践
的
に
解
説
。

［
２
０
２
０
年
１
月
］
431823Ȃ1◆

新赤1752

近
藤
幹
生

保

育

の

自

由
８
５
８
円

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
の
施
行
か
ら
三
年
。
解
決
し
な
い
待
機
児
童
問
題
、
規

制
緩
和
に
よ
る
質
の
低
下
、
企
業
参
入
に
よ
る
責
任
の
所
在
の
曖
昧
化
な
ど
、
問
題
は

山
積
し
、
現
場
を
混
乱
に
陥
れ
て
い
る
。
本
書
で
は
、
新
制
度
と
「
新
指
針
」
を
正
面

か
ら
検
討
し
、
現
状
と
課
題
を
整
理
。
各
地
で
独
自
の
実
践
を
続
け
る
事
例
等
を
通
し

て
、
今
後
の
保
育
の
在
り
方
を
提
唱
す
る
。

［
２
０
１
８
年
12
月
］
431752Ȃ4◆

新赤1659

伊
藤
史
織

異

才
、

発

見
！

ʕ
枠
を
飛
び
出
す
子
ど
も
た
ち
ʕ

８
５
８
円

先
生
の
指
示
通
り
に
で
き
な
い
、
空
気
が
読
め
な
い

公
教
育
の
枠
組
か
ら
は
み
出

し
た
「
異
才
」
た
ち
の
学
び
を
立
ち
上
げ
る
、
異
才
発
掘
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
横
一
線
に

並
ば
さ
れ
る
旧
来
の
学
習
体
験
か
ら
脱
却
し
、
異
質
な
も
の
を
歓
迎
す
る
教
育
の
理
念

と
実
践
に
つ
い
て
描
写
す
る
。“
変
わ
っ
た
子
ど
も
”
を
受
け
入
れ
る
社
会
の
あ
り
方

を
問
う
。

［
２
０
１
７
年
４
月
］
431659Ȃ6◆

新赤1630

新
井
潤
美

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ス
ク
ー
ル

ʕ
イ
ギ
リ
ス
的
紳
士
・
淑
女
の
つ
く
ら
れ
か
た
ʕ９

０
２
円

歴
代
首
相
を
は
じ
め
著
名
人
を
輩
出
し
た
、
イ
ー
ト
ン
、
ハ
ロ
ウ
な
ど
の
寄
宿
制
私
立

名
門
校
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ス
ク
ー
ル
。
階
級
が
根
強
く
残
る
イ
ギ
リ
ス
社
会
に
お
い
て
、

上
流
階
級
の
子
弟
の
教
育
機
関
で
あ
り
な
が
ら
、
文
化
の
一
部
と
し
て
広
く
国
民
に
共

有
さ
れ
て
き
た
。
独
自
の
慣
習
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
、
同
性
愛
ま
で
、
小
説
や
映
画
な
ど
か

ら
そ
の
イ
メ
ー
ジ
の
成
立
と
変
遷
を
た
ど
る
。

［
２
０
１
６
年
11
月
］
431630Ȃ5◆

新赤1628

齋

藤

孝

新

し

い

学

力
９
９
０
円

二
〇
二
〇
年
に
予
定
さ
れ
て
い
る
学
習
指
導
要
領
の
大
改
訂
。〈
新
し
い
学
力
観
〉
に

沿
っ
た
教
育
現
場
の
改
革
は
す
で
に
始
ま
っ
て
い
る
。
教
科
の
再
編
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

ラ
ー
ニ
ン
グ
の
導
入
、
評
価
基
準
の
変
化

。
大
き
な
変
化
の
中
で
、
本
当
に
求
め

ら
れ
る
〈
真
の
学
力
〉
と
は
何
だ
ろ
う
か
？

教
師
も
親
も
学
生
も
必
読
、〈
人
〉
を
育

て
る
教
育
へ
の
、
熱
意
あ
ふ
れ
る
提
言
の
書
！

［
２
０
１
６
年
11
月
］
431628Ȃ2◆
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新赤1596

今
井

む
つ
み

学

び

と

は

何

か

ʕ
〈
探
究
人
〉
に
な
る
た
め
に
ʕ

９
６
８
円

「
学
び
」
と
は
あ
く
な
き
探
究
の
プ
ロ
セ
ス
だ
。
た
ん
な
る
知
識
の
習
得
や
積
み
重
ね

で
な
く
、
す
で
に
あ
る
知
識
か
ら
ま
っ
た
く
新
し
い
知
識
を
生
み
出
す
。
そ
の
発
見
と

創
造
こ
そ
本
質
な
の
だ
。
本
書
は
認
知
科
学
の
視
点
か
ら
、
生
き
た
知
識
の
学
び
に
つ

い
て
考
え
る
。
古
い
知
識
観
─
─
知
識
の
ド
ネ
ル
ケ
バ
ブ
・
モ
デ
ル
─
─
か
ら
脱
却
す

る
た
め
の
一
冊
。

［
２
０
１
６
年
３
月
］
431596Ȃ4◆

新赤1571

齋

藤

孝

考

え

方

の

教

室
８
５
８
円

〈
考
え
る
〉
力
は
練
習
で
の
ば
せ
る
、
そ
し
て
〈
考
え
る
〉
こ
と
は
楽
し
い
！

ま
ず
は

気
持
ち
の
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
か
ら
。
手
を
使
う
、
声
を
届
け
る
、
肚
を
決
め
る
…
…
新

し
い
こ
と
を
思
い
つ
く
豊
か
な
発
想
力
も
、
㒒
時
に
決
め
る
判
断
力
も
、
具
体
的
な
レ

ッ
ス
ン
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
身
に
つ
く
〈
技
〉
な
の
で
す
。
こ
の
一
冊
で
必
ず
や
、

あ
な
た
の
〈
思
考
〉
は
変
わ
り
ま
す
。

［
２
０
１
５
年
11
月
］
431571Ȃ1◆

新赤1536

木

村

元

学

校

の

戦

後

史
９
６
８
円

学
校
の
戦
後
史
は
、
実
社
会
と
の
関
係
史
で
あ
る
。
民
主
主
義
社
会
の
担
い
手
づ
く
り

を
、
高
度
成
長
を
担
う
人
材
育
成
を
、
低
成
長
時
代
に
入
る
と
新
自
由
主
義
と
グ
ロ
ー

バ
ル
化
へ
の
対
応
を
求
め
ら
れ
て
き
た
学
校
は
、
そ
の
過
程
で
生
じ
た
子
ど
も
と
の
乖

離
に
よ
っ
て
内
側
か
ら
揺
さ
ぶ
ら
れ
て
い
る
─
─
現
在
の
論
点
を
、
戦
後
七
〇
年
の
ス

パ
ン
で
捉
え
、
㗨
世
代
の
課
題
を
見
据
え
る
。

［
２
０
１
５
年
３
月
］
431536Ȃ0◆

新赤1509

近
藤
幹
生

保

育

と

は

何

か
８
３
６
円

財
政
難
の
あ
お
り
や
度
重
な
る
政
策
変
更
に
よ
っ
て
翻
弄
さ
れ
る
保
育
の
現
場
。
待
機

児
童
問
題
は
依
然
、
深
刻
で
あ
り
、
乳
幼
児
を
め
ぐ
る
環
境
は
厳
し
さ
を
増
す
ば
か
り
。

し
か
し
、
そ
の
間
も
子
ど
も
は
成
長
す
る
。
こ
の
「
待
っ
た
な
し
」
の
問
題
で
、
私
た

ち
は
何
を
優
先
す
べ
き
な
の
か
。
乳
幼
児
期
保
育
・
教
育
の
現
状
を
歴
史
の
中
か
ら
見

直
し
、
あ
り
う
べ
き
保
育
像
を
模
索
す
る
。

［
２
０
１
４
年
10
月
］
431509Ȃ4◆

新赤1462

横
田
増
生

中

学

受

験
８
８
０
円

い
ま
、
首
都
圏
で
は
小
学
生
の
五
人
に
一
人
が
受
験
を
す
る
と
い
う
。
な
ぜ
こ
こ
ま
で

過
熱
す
る
の
か
。
金
銭
的
・
心
理
的
・
時
間
的
な
負
担
は
、
ど
れ
ほ
ど
な
の
か
。
一
見
、

情
報
は
あ
ふ
れ
て
い
る
も
の
の
、
肝
心
な
と
こ
ろ
は
不
明
の
ま
ま
。
果
た
し
て
信
用
で

き
る
情
報
は
ど
こ
に
？

気
鋭
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
、
ま
た
自
ら
も
受
験
生
の

父
親
と
し
て
、
圧
倒
的
か
つ
綿
密
な
取
材
を
元
に
実
態
に
迫
る
。
［
２
０
１
３
年
12
月
］
431462Ȃ2

教育 ―144
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新赤1456

尾
木
直
樹

い
じ
め
問
題
を
ど
う
克
服
す
る
か

８
５
８
円

い
じ
め
を
苦
に
子
ど
も
が
自
ら
命
を
落
と
す
事
件
が
後
を
絶
た
な
い
。
い
ま
や
社
会
全

体
で
問
題
の
克
服
を
真
剣
に
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
長
年
、
子
ど
も
や
教
育
の
問

題
に
向
き
合
っ
て
き
た
著
者
が
、
子
ど
も
の
関
係
性
の
変
化
、
集
団
主
義
が
浸
透
す
る

教
育
現
場
な
ど
、今
日
の
い
じ
め
の
背
景
を
分
析
。
い
じ
め
を
防
止
す
る
た
め
に
学
校
、

家
庭
、
社
会
が
す
べ
き
こ
と
を
具
体
的
に
提
言
す
る
。

［
２
０
１
３
年
11
月
］
431456Ȃ1◆

新赤1455

新
藤
宗
幸

教

育

委

員

会

ʕ
何
が
問
題
か
ʕ

品
切（
電
子
版
あ
り
）

い
じ
め
や
体
罰
事
件
、
教
科
書
採
択
、
日
の
丸
・
君
が
代
問
題
…
…
。
学
校
運
営
を
め

ぐ
り
、
頻
繁
に
登
場
す
る
「
教
育
委
員
会
」
と
は
、
い
っ
た
い
ど
ん
な
組
織
な
の
か
。

学
校
や
保
護
者
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
。
ま
た
、
自
治
体
の
首
長
か
ら
教
育

委
員
会
廃
止
論
が
出
て
く
る
の
は
な
ぜ
か
。
見
え
に
く
い
組
織
の
仕
組
み
、
歴
史
、
問

題
点
の
全
容
を
解
き
明
か
し
、
抜
本
的
な
解
決
策
を
示
す
。

［
２
０
１
３
年
11
月
］
431455Ȃ4◆

新赤1434

池
上

彰
編

先

生
！

９
２
４
円

「
先
生
！
」
─
─
こ
の
言
葉
か
ら
喚
起
さ
れ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
何
で
す
か
？

池
上
彰

さ
ん
の
呼
び
か
け
に
、
現
場
で
実
際
教
え
て
い
る
人
の
ほ
か
、
作
家
、
医
師
、
職
人
、

タ
レ
ン
ト
な
ど
各
界
で
活
躍
の
二
七
名
が
答
え
た
。
い
じ
め
や
暴
力
問
題
に
ゆ
れ
、
教

育
制
度
改
革
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
、
子
ど
も
と
先
生
と
の
関
係
は
、
か
く
も

多
様
で
お
も
し
ろ
い
！

希
望
の
ヒ
ン
ト
満
載
の
エ
ッ
セ
イ
集
。
［
２
０
１
３
年
７
月
］
431434Ȃ9◆

新赤1395

今
津

孝
㗨
郎

教
師
が
育
つ
条
件

９
２
４
円

社
会
の
鏡
で
あ
る
学
校
に
お
い
て
、
教
師
が
問
わ
れ
る
べ
き
㗦
質
・
能
力
と
は
何
か
。

い
じ
め
問
題
や
教
師
の
問
題
行
動
の
報
道
な
ど
に
不
安
が
巻
き
起
こ
る
今
、
求
め
ら
れ

る
も
の
と
は
。
学
校
現
場
を
育
て
る
の
は
小
手
先
の
政
策
で
は
な
く
、
教
員
集
団
で
あ

り
、
子
ど
も
自
身
で
あ
り
、
ま
た
保
護
者
で
も
あ
る
こ
と
を
多
く
の
声
か
ら
紡
ぎ
出
す
。

教
育
の
本
源
を
み
つ
め
る
一
冊
。

［
２
０
１
２
年
11
月
］
431395Ȃ3

新赤1318

吉
見
俊
哉

大

学

と

は

何

か
９
９
０
円

い
ま
、
大
学
は
か
つ
て
な
い
困
難
な
時
代
に
あ
る
。
そ
の
危
機
は
何
に
起
因
し
て
い
る

の
か
。
こ
れ
か
ら
大
学
は
ど
の
方
向
へ
踏
み
出
す
べ
き
な
の
か
。
大
学
を
知
の
メ
デ
ィ

ア
と
し
て
捉
え
、
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
誕
生
か
ら
、
近
代
国
家
に
よ
る
再
生
、

明
治
日
本
へ
の
移
植
と
戦
後
の
再
編
と
い
う
歴
史
の
な
か
で
位
置
づ
け
な
お
す
。
大
学

の
理
念
の
再
定
義
を
試
み
る
画
期
的
論
考
。

［
２
０
１
１
年
７
月
］
431318Ȃ2◆
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新赤1311

開

一

夫

赤
ち
ゃ
ん
の
不
思
議

８
５
８
円

無
邪
気
な
笑
顔
で
周
囲
を
魅
了
す
る
赤
ち
ゃ
ん
。
脳
科
学
・
認
知
科
学
の
研
究
が
進
む

に
つ
れ
、
そ
の
驚
く
べ
き
能
力
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
生
ま
れ
た
直
後
に
母
親
を

認
識
で
き
る
の
か
。
テ
レ
ビ
や
ロ
ボ
ッ
ト
は
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。
早
期
教
育
は
有

効
な
の
か
…
…
。「
赤
ち
ゃ
ん
学
」の
最
新
の
知
見
を
紹
介
し
、激
変
す
る
養
育
環
境
が
、

乳
児
の
発
達
に
ど
う
影
響
す
る
の
か
に
つ
い
て
論
考
す
る
。

［
２
０
１
１
年
５
月
］
431311Ȃ3

新赤1258

橘
木
俊
詔

日
本
の
教
育
格
差

９
６
８
円

所
得
格
差
が
広
が
る
な
か
、
教
育
の
機
会
が
不
平
等
化
し
て
い
る
。
高
学
歴
を
目
指
し

て
塾
や
私
立
学
校
が
隆
盛
す
る
一
方
、経
済
的
理
由
で
学
校
を
中
退
す
る
者
も
目
立
つ
。

格
差
問
題
の
第
一
人
者
で
あ
る
著
者
が
豊
富
な
デ
ー
タ
に
よ
っ
て
、親
の
所
得
の
影
響
、

公
立
・
私
立
の
差
、
学
歴
と
進
路
の
関
係
な
ど
、
教
育
を
め
ぐ
る
格
差
の
実
態
を
検
証
。

教
育
の
役
割
や
意
義
を
問
い
直
し
、
打
開
策
を
探
る
。

［
２
０
１
０
年
７
月
］
431258Ȃ1

新赤1246

門
脇
厚
司

社
会
力
を
育
て
る

ʕ
新
し
い
「
学
び
」
の
構
想
ʕ

９
０
２
円

子
ど
も
や
若
者
に
広
が
る
社
会
や
他
人
へ
の
無
関
心
。
協
力
し
、
助
け
合
え
る
社
会
は

築
け
る
か
。
著
者
は
前
著
『
子
ど
も
の
社
会
力
』
で
「
人
と
人
が
つ
な
が
り
、
社
会
を

つ
く
る
力
」
を
「
社
会
力
」
と
し
て
提
唱
し
、
注
目
を
集
め
た
。
い
ま
互
恵
的
協
働
社

会
の
実
現
に
向
け
て
、
地
域
や
学
校
で
社
会
力
を
育
て
る
必
要
性
を
説
き
、
学
力
重
視

の
教
育
か
ら
の
転
換
を
提
案
す
る
。

［
２
０
１
０
年
５
月
］
431246Ȃ8

新赤1142

柏
木
惠
子

子
ど
も
が
育
つ
条
件

ʕ
家
族
心
理
学
か
ら
考
え
る
ʕ

９
４
６
円

自
己
肯
定
感
の
低
下
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
全
の
高
ま
り
な
ど
、
子
ど
も
の
「
育

ち
」
を
め
ぐ
っ
て
、
様
々
な
“
異
変
”
が
起
き
て
い
る
。
一
方
、
子
育
て
の
ス
ト
レ
ス

か
ら
、
虐
待
や
育
児
放
棄
に
走
る
親
も
目
立
つ
。
こ
う
し
た
問
題
の
要
因
を
、
家
族
関

係
の
変
化
や
、
親
と
子
の
心
理
の
変
化
に
注
目
し
て
読
み
解
き
、
親
と
子
ど
も
双
方
が

育
ち
あ
え
る
社
会
の
有
り
様
を
考
え
る
。

［
２
０
０
８
年
７
月
］
431142Ȃ3

新赤1103

藤
田
英
典
編

誰
の
た
め
の
「
教
育
再
生
」
か

７
９
２
円

政
府
の
「
教
育
再
生
」
改
革
で
は
、
学
校
教
育
は
崩
壊
す
る
の
で
は
な
い
か
。
強
く
危

機
感
を
抱
く
学
者
ら
六
名
が
、
全
国
一
斉
学
力
テ
ス
ト
、
教
員
免
許
更
新
制
、
寛
容
な

き
厳
罰
主
義
、
学
校
選
択
制
、
心
の
支
配
の
強
化
な
ど
、
一
連
の
改
革
の
問
題
点
を
検

証
。
学
校
を
真
に
立
て
直
す
道
を
共
同
で
提
案
す
る
。
編
者
の
他
に
、
尾
木
直
樹
、
喜

多
明
人
、
佐
藤
学
、
中
川
明
、
西
原
博
史
の
各
氏
が
執
筆
。

［
２
０
０
７
年
11
月
］
431103Ȃ4
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新赤1058

齋

藤

孝

教

育

力
８
８
０
円

教
師
に
求
め
ら
れ
る
も
の
と
は
何
か
。
著
者
は
数
々
の
斬
新
な
視
点
か
ら
、
そ
れ
を
明

ら
か
に
す
る
。
あ
こ
が
れ
の
伝
染
と
し
て
の
教
育
、
祝
祭
と
し
て
の
授
業
、
社
会
に
食

い
込
む
技
術
、
さ
ら
に
は
開
か
れ
た
体
、
課
題
の
ゲ
ー
ム
化
…
…
。
そ
こ
か
ら
浮
か
び

上
が
る
「
良
い
先
生
」
の
条
件
は
、
学
校
に
限
ら
ず
、
企
業
や
家
庭
で
管
理
職
や
親
と

し
て
「
教
え
る
」
立
場
に
あ
る
す
べ
て
の
人
に
役
立
つ
で
あ
ろ
う
。［
２
０
０
７
年
１
月
］
431058Ȃ7

新赤998

尾
木
直
樹

思
春
期
の
危
機
を
ど
う
見
る
か

８
８
０
円

「
普
通
の
子
」
に
よ
る
凶
悪
事
件
、
ネ
ッ
ト
犯
罪
、
誘
拐
、
学
力
格
差
の
拡
大
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
全
…
…
。
情
報
化
の
進
展
な
ど
、
社
会
を
取
り
巻
く
環
境
が
急
速
に

変
化
す
る
な
か
で
、
い
ま
子
ど
も
の
世
界
に
何
が
起
き
て
い
る
の
か
。
様
々
な
事
例
か

ら
、
今
日
の
子
育
て
や
教
育
が
抱
え
る
問
題
点
を
具
体
的
に
指
摘
し
、
現
代
に
お
け
る

「
思
春
期
」
の
意
味
を
改
め
て
問
い
直
す
。

［
２
０
０
６
年
３
月
］
430998Ȃ7

新赤949

岡
本
夏
木

幼

児

期

ʕ
子
ど
も
は
世
界
を
ど
う
つ
か
む
か
ʕ

９
６
８
円

現
代
の
子
ど
も
は
、
社
会
の
情
報
化
と
能
力
主
義
を
反
映
し
て
「
何
で
も
一
人
で
早
く

で
き
る
こ
と
」
を
よ
り
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
失
わ
れ
る
も
の
を
危
惧

す
る
発
達
心
理
学
の
立
場
か
ら
、「
し
つ
け
」「
遊
び
」「
表
現
」「
こ
と
ば
」
の
四
つ
の

相
を
取
り
上
げ
て
、
子
ど
も
が
自
分
を
取
り
巻
く
世
界
に
踏
み
出
す
た
め
の
発
達
的
基

礎
は
、
幼
児
期
に
こ
そ
培
わ
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

［
２
０
０
５
年
５
月
］
430949Ȃ9

新赤686

尾
木
直
樹

子
ど
も
の
危
機
を
ど
う
見
る
か

８
８
０
円

小
学
校
低
学
年
で
急
速
に
広
が
り
出
し
た
学
級
崩
壊
、
キ
レ
て
凶
悪
事
件
を
引
き
起
こ

す
一
〇
代
の
少
年
た
ち
、
い
じ
め
、
引
き
こ
も
り
、
幼
児
虐
待
、
援
助
交
際
、
不
登
校

…
…
。
い
ま
、
子
ど
も
の
世
界
で
は
、
何
が
起
き
て
い
る
の
か
。
危
機
の
実
像
と
そ
れ

を
も
た
ら
し
た
背
景
を
丹
念
に
解
明
し
、
子
育
て
と
教
育
を
再
生
さ
せ
る
考
え
方
と
実

践
例
を
提
示
。
従
来
の
学
校
観
や
子
育
て
観
の
転
換
を
迫
る
。

［
２
０
０
０
年
８
月
］
430686Ȃ3◆

新赤648

門
脇
厚
司

子
ど
も
の
社
会
力

９
０
２
円

「
い
じ
め
」「
学
級
崩
壊
」
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
を
め
ぐ
る
深
刻
な
状
況
の
根
本
的
原
因

は
何
か
。
他
人
へ
の
愛
着
・
関
心
・
信
頼
が
失
わ
れ
て
い
く
背
景
を
追
う
こ
と
で
、
著

者
は
「
人
と
人
が
つ
な
が
る
力
」「
社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
力
」
と
し
て
の
「
社
会
力
」

の
意
味
と
重
要
性
を
示
し
、成
長
過
程
で
必
要
な
大
人
の
働
き
か
け
や
、「
冒
険
遊
び
場
」

と
い
っ
た
地
域
で
の
実
践
を
訴
え
る
。

［
１
９
９
９
年
12
月
］
430648Ȃ1
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新赤521

堀
尾
輝
久

現
代
社
会
と
教
育

９
６
８
円

現
代
の
教
育
を
考
え
る
と
き
、
そ
の
背
景
に
あ
る
企
業
社
会
、
高
度
情
報
化
社
会
を
視

野
に
入
れ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
い
じ
め
や
落
ち
こ
ぼ
れ
な
ど
様
々
な
深
刻
な
問

題
を
生
ん
で
い
る
社
会
の
構
造
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、歴
史
を
ど
う
教
え
て
い
く
か
、

核
や
環
境
の
問
題
を
ど
の
よ
う
に
自
ら
の
課
題
と
し
て
引
き
受
け
て
い
く
か
な
ど
、
こ

れ
か
ら
の
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
明
確
な
指
針
を
与
え
る
。

［
１
９
９
７
年
９
月
］
430521Ȃ7

新赤212

河
合
隼
雄

子

ど

も

と

学

校
９
４
６
円

子
ど
も
た
ち
の
生
き
る
社
会
環
境
が
激
変
す
る
今
日
、「
教
育
」
の
あ
り
方
が
、
い
つ
に

も
増
し
て
問
わ
れ
て
い
る
。
臨
床
心
理
学
者
と
し
て
、
子
ど
も
の
心
の
世
界
に
長
年
接

し
て
き
た
著
者
が
、
帰
国
子
女
や
不
登
校
児
の
言
葉
に
耳
を
か
た
む
け
、
日
本
型
教
育

へ
の
疑
問
、
心
や
性
の
教
育
の
必
要
性
を
盛
り
込
み
な
が
ら
、
子
ど
も
と
学
校
の
新
し

い
関
係
を
創
造
す
る
道
を
語
る
。

［
１
９
９
２
年
２
月
］
430212Ȃ4

新赤105

大

田

堯

教

育

と

は

何

か
１
０
１
２
円

自
然
破
壊
、
核
の
脅
威
な
ど
人
類
が
直
面
し
て
い
る
課
題
に
対
し
て
、
教
育
は
有
効
な

営
み
と
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
地
球
上
に
美
し
い
水
や
空
気
を
取
り
戻
し
、
虫
や

獣
と
も
共
存
で
き
る
生
き
方
を
実
現
す
る
た
め
に
、
教
育
に
何
が
で
き
る
の
か
。
子
ど

も
と
若
者
の
未
来
に
強
い
関
心
を
抱
く
著
者
が
、
祖
先
か
ら
の
子
育
て
の
知
恵
を
も
振

り
返
り
つ
つ
現
代
に
お
け
る
教
育
の
意
味
と
役
割
を
問
い
直
す
。
［
１
９
９
０
年
１
月
］
430105Ȃ9

新赤67

竹
内
敏
晴

か
ら
だ
・
演
劇
・
教
育

７
７
０
円

教
育
と
は
何
か
。
真
に
生
き
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
そ
れ
ら
の
問
い
を
い
だ
い

て
、
演
出
家
で
あ
る
著
者
は
、
東
京
下
町
の
定
時
制
高
校
で
、
い
わ
ゆ
る
「
荒
れ
た
」、

ま
た
障
害
を
も
っ
た
青
年
た
ち
と
演
劇
の
授
業
を
通
し
て
ぶ
つ
か
り
合
う
。
青
年
の
か

ら
だ
と
心
を
解
放
し
、
人
間
と
し
て
の
成
長
を
助
け
る
た
め
に
、
教
師
は
、
ま
た
学
校

は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
追
求
し
た
、
実
践
の
記
録
。

［
１
９
８
９
年
４
月
］
430067Ȃ0

新赤54

堀
尾
輝
久

教

育

入

門
９
０
２
円

日
本
の
学
校
と
教
育
が
、
世
界
か
ら
熱
い
視
線
を
浴
び
て
い
る
。
だ
が
、
現
状
は
ど
う

か
。
過
熱
す
る
受
験
競
争
、
拡
大
す
る
学
校
間
格
差
、
体
罰
や
い
じ
め
の
横
行
。
学
ぶ

存
在
で
あ
る
人
間
の
原
点
に
た
ち
返
っ
て
教
育
を
問
い
直
す
こ
と
が
、
い
ま
切
実
に
求

め
ら
れ
て
い
る
。
近
代
以
降
の
学
校
の
歴
史
を
た
ど
り
、
教
育
学
の
立
場
か
ら
、
脱
学

校
論
な
ど
現
代
の
学
校
批
判
に
も
こ
た
え
よ
う
と
す
る
。

［
１
９
８
９
年
１
月
］
430054Ȃ0

教育 ―148

0011-003-259_新書統合組_再校_初校.smd  Page 147 23/04/20 15:56  v3.60

黄 386

河
合
隼
雄

子

ど

も

の

宇

宙
８
８
０
円

ひ
と
り
ひ
と
り
の
子
ど
も
の
内
面
に
広
大
な
宇
宙
が
存
在
す
る
こ
と
を
、
大
人
は
つ
い

忘
れ
が
ち
で
あ
る
。
臨
床
心
理
学
者
と
し
て
長
年
心
の
問
題
に
携
わ
っ
て
き
た
著
者

が
、
登
校
拒
否
・
家
出
な
ど
具
体
的
な
症
例
や
児
童
文
学
を
手
が
か
り
に
、
豊
か
な
可

能
性
に
み
ち
た
子
ど
も
の
心
の
世
界
を
探
究
し
、
家
出
願
望
や
秘
密
、
老
人
や
動
物
と

の
か
か
わ
り
が
心
の
成
長
に
果
す
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
。

［
１
９
８
７
年
９
月
］
420386Ȃ5◆

黄 179

岡
本
夏
木

子
ど
も
と
こ
と
ば

９
０
２
円

子
ど
も
が
こ
と
ば
を
話
し
は
じ
め
る
。
こ
れ
ほ
ど
愛
ら
し
い
光
景
は
な
い
が
、
そ
の
内

部
で
は
、
こ
と
ば
を
獲
得
す
る
た
め
の
激
し
い
戦
い
が
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
て
い
る
。
子

ど
も
は
あ
る
時
点
に
至
ら
な
い
と
な
ぜ
話
し
は
じ
め
な
い
の
か
。
こ
と
ば
以
前
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
注
目
し
、
ど
の
よ
う
に
こ
と
ば
が
生
み
出
さ
れ
、
そ
の
こ
と
ば
が

子
ど
も
の
発
達
を
ど
う
方
向
づ
け
る
か
を
語
る
。

［
１
９
８
２
年
１
月
］
420179Ȃ3◆

青 CȂ141

池

田

潔

自

由

と

規

律

ʕ
イ
ギ
リ
ス
の
学
校
生
活
ʕ

８
８
０
円

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
両
大
学
は
、
英
国
型
紳
士
修
業
と
結
び
つ
い

て
世
界
的
に
有
名
だ
が
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
そ
の
前
過
程
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ス

ク
ー
ル
こ
そ
、
イ
ギ
リ
ス
人
の
性
格
形
成
に
基
本
的
な
重
要
性
を
も
っ
て
い
る
。
若
き

日
を
そ
こ
に
学
ん
だ
著
者
は
、
自
由
の
精
神
が
厳
格
な
規
律
の
中
で
見
事
に
育
ま
れ
て

ゆ
く
教
育
シ
ス
テ
ム
を
、
体
験
を
通
し
て
興
味
深
く
描
く
。

［
１
９
４
９
年
11
月
］
412141Ȃ1◆

青 CȂ136

松
田
道
雄

私

は

赤

ち

ゃ

ん
８
５
８
円

は
じ
め
て
の
赤
ち
ゃ
ん
。
待
ち
に
待
っ
た
誕
生
。
し
か
し
、
新
米
の
母
親
父
親
に
と
っ

て
子
育
て
は
不
安
の
連
続
で
も
あ
る
。
授
乳
の
し
か
た
、
衣
服
の
調
節
、
夜
泣
き
、
離

乳
、
加
え
て
下
痢
や
発
熱
、
ひ
き
つ
け
な
ど
赤
ち
ゃ
ん
の
病
気
も
多
い
。
ゆ
っ
た
り
し

た
楽
し
い
気
持
で
す
こ
や
か
な
赤
ち
ゃ
ん
を
育
て
る
た
め
に
、
家
庭
は
、
社
会
は
ど
う

あ
っ
て
ほ
し
い
か
を
、
赤
ち
ゃ
ん
の
目
を
通
し
て
考
え
る
。

［
１
９
６
０
年
３
月
］
412136Ȃ7
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日
本
史

新赤1942

三
枝
暁
子

日
本
中
世
の
民
衆
世
界

ʕ
西
京
神
人
の
千
年
ʕ

ʪ
カ
ラ
ー
口
絵
２
頁
ʫ
９
６
８
円

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
集
団
や
権
力
が
併
存
し
、
紛
争
の
解
決
手
段
と
し
て
し
ば
し
ば
暴
力

を
ふ
る
う
。
よ
り
強
大
な
力
を
も
つ
幕
府
が
、
そ
れ
ら
を
統
合
・
支
配
し
よ
う
と
す
る
。

日
本
の
中
世
は
殺
伐
と
し
た
時
代
だ
。
本
書
は
、
千
年
の
命
脈
を
現
代
に
ま
で
保
つ
京

都
・
西
京
神
人
に
焦
点
を
あ
て
、
生
業
と
祭
祀
を
紐
帯
に
、
苛
烈
な
世
界
を
た
く
ま
し

く
生
き
抜
い
た
民
衆
の
㗡
を
描
く
。

［
２
０
２
２
年
９
月
］
431942Ȃ9◆

新赤1926

海

野

聡

森
と
木
と
建
築
の
日
本
史

９
９
０
円

衣
食
住
か
ら
信
仰
に
至
る
ま
で
、
日
本
の
歴
史
と
は
、
木
と
と
も
に
歩
ん
だ
歴
史
で
あ

る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
森
の
め
ぐ
み
を
享
受
し
た
先
史
時
代
、
都
城
や
寺
院

な
ど
の
大
量
造
営
が
展
開
し
た
古
代
か
ら
、
森
と
の
共
生
を
目
ざ
す
現
代
ま
で

建

築
の
み
な
ら
ず
流
通
に
も
着
目
し
、
ま
た
考
古
・
民
俗
・
技
術
な
ど
の
知
見
も
駆
使
し

て
、
人
び
と
が
育
ん
だ
「
木
の
文
化
」
を
描
く
。

［
２
０
２
２
年
４
月
］
431926Ȃ9◆

新赤1909

須

田

努

幕

末

社

会
１
０
３
４
円

徳
川
体
制
を
支
え
て
い
た
「
仁
政
と
武
威
」
の
揺
ら
ぎ
、
広
が
る
格
差
と
蔓
延
す
る
暴

力
、
頻
発
す
る
天
災
や
疫
病

先
の
見
え
な
い
時
代
を
、
人
び
と
は
ど
の
よ
う
に
生

き
た
の
か
。
幕
末
維
新
を
天
保
期
か
ら
始
ま
る
長
い
変
動
過
程
と
し
て
と
ら
え
、
み
ず

か
ら
動
き
だ
す
百
姓
、
自
己
主
張
を
始
め
る
若
者
、
新
た
な
生
き
方
を
模
索
す
る
女
性

に
光
を
あ
て
、
そ
の
社
会
像
を
総
合
的
に
描
く
。

［
２
０
２
２
年
１
月
］
431909Ȃ2◆

新赤1903

⁋
本
雅
史

江
戸
の
学
び
と
思
想
家
た
ち

９
６
８
円

長
い
戦
乱
を
へ
て
平
和
が
も
た
ら
さ
れ
た
近
世
と
は
、
世
代
か
ら
世
代
へ
と
〈
知
〉
を

文
字
に
よ
っ
て
学
び
伝
え
て
ゆ
く
時
代
の
到
来
で
あ
り
、
そ
う
し
た
「
教
育
社
会
」
こ

そ
が
、
個
性
豊
か
な
思
想
家
を
生
み
だ
し
た
。
朱
子
学
か
ら
、
山
崎
闇
斎
、
伊
藤
仁
斎
、

荻
生
徂
徠
、
貝
原
益
軒
、
心
学
、
そ
し
て
国
学
ま
で
、〈
学
び
〉
と
〈
メ
デ
ィ
ア
〉
の
視

点
か
ら
広
く
み
わ
た
す
江
戸
思
想
史
入
門
。

［
２
０
２
１
年
11
月
］
431903Ȃ0◆
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新赤1865

小
関

悠
一
郎

上
杉
鷹
山
「
富
国
安
民
」
の
政
治

９
９
０
円

半
世
紀
に
及
ぶ
粘
り
強
い
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
窮
乏
す
る
米
沢
藩
を
立
て
直
し
た
上

杉
鷹
山
（
一
七
五
一
ʕ
一
八
二
二
）。
江
戸
時
代
屈
指
の
「
明
君
」
と
し
て
知
ら
れ
る
彼

が
目
指
し
た
の
は
、
何
の
た
め
、
誰
の
た
め
の
政
治
だ
っ
た
の
か
。
改
革
を
担
っ
た
家

臣
た
ち
の
思
想
と
行
動
、
ま
た
鷹
山
明
君
像
の
形
成
を
新
た
な
角
度
か
ら
描
き
出
し
、

そ
の
改
革
を
日
本
の
歴
史
に
位
置
づ
け
る
。

［
２
０
２
１
年
１
月
］
431865Ȃ1◆

新赤1851

村
井
康
彦

藤
原
定
家
『
明
月
記
』
の
世
界

９
６
８
円

『
新
古
今
和
歌
集
』や『
小
倉
百
人
一
首
』の
選
者
と
し
て
知
ら
れ
る
歌
人
藤
原
定
家
は
、

果
た
し
て
ど
の
よ
う
な
日
常
を
送
っ
て
い
た
の
か
。
青
年
期
か
ら
生
涯
に
わ
た
っ
て
綴

ら
れ
た
日
記
『
明
月
記
』
を
詳
細
に
読
み
解
く
こ
と
で
、
宮
廷
で
の
公
務
の
心
労
、
人

間
関
係
の
軋
轢
、
家
長
と
し
て
の
重
圧
と
苦
悩
、
息
子
た
ち
へ
の
思
い
、
な
ど
、
生
身

の
定
家
の
㗡
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
。

［
２
０
２
０
年
10
月
］
431851Ȃ4◆

新赤1844

沢
山

美
果
子

性
か
ら
よ
む
江
戸
時
代

ʕ
生
活
の
現
場
か
ら
ʕ

９
０
２
円

小
林
一
茶
は
な
ぜ
妻
と
の
交
合
を
つ
ぶ
さ
に
書
き
留
め
た
の
か
。
生
ま
れ
た
子
は
自
分

の
子
で
は
な
い
と
言
い
張
る
夫
と
妻
の
裁
判
の
行
方
は
。
難
産
に
立
ち
合
っ
た
医
者
の

診
療
記
録
に
み
る
妊
婦
の
声
や
、
町
人
が
記
す
遊
女
の
㗡
…
…
。
史
料
の
丹
念
な
読
み

込
み
か
ら
、
江
戸
時
代
に
生
き
た
女
と
男
の
性
の
日
常
と
、
そ
れ
を
規
定
す
る
「
家
」

意
識
、
藩
や
幕
府
の
政
策
に
迫
る
。

［
２
０
２
０
年
８
月
］
431844Ȃ6◆

新赤1838

金
田
章
裕

景
観
か
ら
よ
む
日
本
の
歴
史

８
８
０
円

私
た
ち
が
日
ご
ろ
何
気
な
く
目
に
す
る
景
観
に
は
、
幾
層
に
も
歴
史
が
積
み
重
な
っ
て

い
る
。「
景
観
史
」
を
提
唱
し
て
き
た
歴
史
地
理
学
者
が
、
写
真
や
古
地
図
を
手
が
か
り

に
、
景
観
の
な
か
に
人
び
と
の
営
み
の
軌
跡
を
探
る
。
古
都
京
都
の
変
遷
、
古
代
の
地

域
開
発
、
中
世
の
荘
園
支
配
、
近
世
の
城
下
町
形
成
な
ど
各
地
の
事
例
を
よ
み
と
く
そ

の
手
法
は
、
町
歩
き
や
旅
の
散
策
に
も
最
適
。

［
２
０
２
０
年
７
月
］
431838Ȃ5◆

新赤1827

大

津

透

律
令
国
家
と
隋
唐
文
明

９
２
４
円

中
国
の
王
朝
が
隋
か
ら
唐
へ
と
移
り
、
朝
鮮
半
島
か
ら
戦
火
が
迫
る
。
古
代
日
本
の
律

令
国
家
は
、
そ
う
し
た
極
度
の
軍
事
的
緊
張
の
な
か
か
ら
生
ま
れ
た
。
国
土
防
衛
と
権

力
集
中
へ
の
模
索
か
ら
、
海
を
介
し
た
人
々
の
知
的
交
流
、
制
度
に
と
ど
ま
ら
な
い
文

明
の
継
受
に
よ
っ
て
、
独
自
の
国
制
を
築
く
過
程
を
描
き
出
す
。
東
ア
ジ
ア
を
舞
台
と

し
た
、「
日
本
」
誕
生
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
。

［
２
０
２
０
年
２
月
］
431827Ȃ9
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新赤1767

西
宮
秀
紀

伊
勢
神
宮
と
斎
宮

９
２
４
円

天
皇
の
宗
教
的
権
威
の
源
泉
は
、
皇
祖
神
・
天
照
大
神
を
祭
る
伊
勢
神
宮
だ
け
で
は
な

く
、
神
宮
に
奉
仕
す
る
皇
女
が
住
ま
う
斎
宮
と
、
伊
勢
で
取
り
行
わ
れ
た
祭
祀
に
あ
る
。

記
紀
神
話
の
な
か
に
両
者
の
起
源
を
探
り
、朝
廷
の
遠
隔
地
に
置
か
れ
た
政
治
的
理
由
、

古
代
国
家
の
展
開
と
の
関
わ
り
を
解
明
す
る
。
祭
祀
と
制
度
の
全
貌
と
、
現
代
に
ま
で

続
く
不
思
議
な
力
に
迫
る
最
新
の
成
果
。

［
２
０
１
９
年
３
月
］
431767Ȃ8

新赤1750

若
尾
政
希

百

姓

一

揆
９
６
８
円

「
反
体
制
運
動
で
は
な
か
っ
た
」、「
竹
槍
や
蓆
旗（
む
し
ろ
ば
た
）は
使
わ
れ
な
か
っ
た
」

百
姓
一
揆
の
歴
史
像
は
、
研
究
の
進
展
に
よ
っ
て
大
き
く
転
換
し
た
。
な
ぜ
百
姓

は
、
訴
訟
や
一
揆
を
通
し
て
粘
り
強
く
自
己
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
。
各
地
に

残
る
「
一
揆
物
語
」
に
は
、
ど
ん
な
思
想
が
織
り
こ
ま
れ
て
い
る
か
。
そ
の
独
特
の
ピ

ー
プ
ル
ズ
・
パ
ワ
ー
か
ら
、
近
世
と
い
う
時
代
を
考
え
る
。

［
２
０
１
８
年
11
月
］
431750Ȃ0◆

新赤1748

藤
原
辰
史

給

食

の

歴

史
９
９
０
円

小
中
学
校
で
毎
日
の
よ
う
に
口
に
し
て
き
た
給
食
。
楽
し
か
っ
た
と
い
う
人
も
、
苦
痛

の
時
間
だ
っ
た
と
い
う
人
も
い
る
は
ず
。
子
ど
も
の
味
覚
に
対
す
る
権
力
行
使
の
側
面

と
、
未
来
へ
命
を
つ
な
ぎ
新
し
い
教
育
を
模
索
す
る
側
面
。
給
食
は
、
明
暗
二
面
が
交

錯
す
る
「
舞
台
」
で
あ
る
。
貧
困
、
災
害
、
運
動
、
教
育
、
世
界
と
い
う
五
つ
の
視
角

か
ら
知
ら
れ
ざ
る
歴
史
に
迫
り
、
今
後
の
可
能
性
を
探
る
。

［
２
０
１
８
年
11
月
］
431748Ȃ7◆

新赤1743

吉
村
武
彦

大
化
改
新
を
考
え
る

９
２
４
円

蘇
我
入
鹿
暗
殺
と
い
う
衝
撃
的
な
ク
ー
デ
タ
ー
か
ら
新
た
な
中
央
集
権
国
家
形
成
へ
、

日
本
史
上
も
っ
と
も
有
名
な
出
来
事
の
一
つ
で
あ
る
「
大
化
改
新
」。
だ
が
具
体
的
に

社
会
は
ど
う
変
わ
り
、
民
衆
の
生
活
は
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
た
の
か
。
例
え
ば
そ

の
ヒ
ン
ト
は
『
日
本
書
紀
』
の
「
雨
乞
い
」
記
事
に
あ
る
─
─
。
文
献
の
徹
底
し
た
解

読
と
考
古
史
料
の
検
討
を
通
じ
て
実
態
に
迫
る
。

［
２
０
１
８
年
10
月
］
431743Ȃ2

新赤1734

横
山

百
合
子

江
戸
東
京
の
明
治
維
新

８
５
８
円

維
新
の
激
動
に
飲
み
込
ま
れ
た
江
戸
。
諸
大
名
の
一
斉
帰
国
で
人
口
は
一
挙
に
半
減

し
、
百
万
都
市
は
㒒
く
間
に
衰
退
へ
と
向
か
う
。
横
行
す
る
浮
浪
士
の
テ
ロ
、
流
動
化

す
る
土
地
と
身
分
。
人
心
は
荒
廃
し
怨
嗟
の
声
が
あ
ふ
れ
る
。
江
戸
の
秩
序
が
解
体
し

て
ゆ
く
東
京
で
、
人
び
と
は
時
代
の
変
化
に
食
ら
い
つ
き
、
生
き
延
び
る
道
を
求
め
て

も
が
き
つ
づ
け
た
。
名
も
残
ら
ぬ
小
さ
き
人
々
の
明
治
維
新
史
。
［
２
０
１
８
年
８
月
］
431734Ȃ0◆
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新赤1729

清
水
克
行

戦
国
大
名
と
分
国
法

９
０
２
円

血
で
血
を
洗
う
戦
国
乱
世
、
華
々
し
く
天
下
を
目
指
し
た
大
名
た
ち
、
の
は
ず
が
！？

厄
介
な
㓊
国
、
勝
手
な
家
臣
、
喧
嘩
に
盗
み
に
所
有
地
争
い
、
会
議
の
席
順
や
落
と
し

物
ま
で
、
こ
の
世
は
も
め
ご
と
の
種
ば
か
り
。
新
た
な
社
会
の
ル
ー
ル
作
り
に
懸
命
に

挑
ん
だ
大
名
た
ち
を
待
ち
受
け
て
い
た
運
命
と
は
─
─
。
悩
め
る
大
名
の
素
顔
を
語

る
、
か
く
も
雄
弁
な
〈
法
〉
の
面
白
さ
！

［
２
０
１
８
年
７
月
］
431729Ȃ6◆

新赤1726

森
本
公
誠

東
大
寺
の
な
り
た
ち

９
２
４
円

華
厳
宗
大
本
山
東
大
寺
。
聖
武
天
皇
の
発
願
に
始
ま
る
こ
の
寺
院
は
、
古
来
ど
の
よ
う

な
存
在
意
義
を
有
し
て
き
た
の
か
。
入
寺
か
ら
約
七
〇
年
。
東
大
寺
長
老
で
あ
る
著
者

は
、
そ
の
問
い
か
け
の
答
え
を
創
建
時
代
の
歴
史
に
求
め
て
ゆ
く
。
朝
廷
内
の
政
争
と

陰
に
陽
に
絡
み
な
が
ら
も
、
救
済
の
寺
と
し
て
の
道
を
歩
ん
だ
東
大
寺
の
な
り
た
ち
を

解
き
明
か
す
。

［
２
０
１
８
年
６
月
］
431726Ȃ5

新赤1718

髙
橋
昌
明

武

士

の

日

本

史
１
０
３
４
円

「
武
士
は
農
村
で
は
な
く
都
で
生
ま
れ
た
」「
刀
は
武
士
の
魂
で
は
な
い
」「
戦
場
の
馬
は

す
べ
て
ポ
ニ
ー
」「
長
篠
合
戦
の
大
Ἓ
」「
主
君
は
替
え
て
当
た
り
前
」「
武
士
が
消
え
て

武
士
道
が
生
ま
れ
た
」

果
た
し
て
日
本
は
「
武
士
の
国
」
な
の
か
？

長
年
武
士

研
究
を
牽
引
し
て
き
た
著
者
が
、
歴
史
学
の
最
新
の
成
果
を
も
と
に
数
々
の
「
常
識
」

を
検
証
、
実
像
に
迫
る
。

［
２
０
１
８
年
５
月
］
431718Ȃ0

新赤1716

新
井
勝
紘

五

日

市

憲

法
９
０
２
円

一
九
六
八
年
、
東
京
都
西
多
摩
郡
五
日
市
町
。
こ
の
地
に
「
開
か
ず
の
蔵
」
と
呼
ば
れ

る
旧
家
の
土
蔵
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
偶
然
見
つ
け
た
紙
綴
り
が
、
ひ
と
り
の
学
生
を
歴

史
家
に
変
え
た
。
紙
背
か
ら
伝
わ
る
、
自
由
民
権
運
動
の
息
吹
と
民
主
主
義
へ
の
熱
き

思
い
。
起
草
者
「
千
葉
卓
三
郎
」
と
は
何
者
な
の
か
？

明
治
に
生
ま
れ
た
民
衆
憲
法

を
生
み
出
し
た
歴
史
の
水
脈
を
さ
ぐ
る
。

［
２
０
１
８
年
４
月
］
431716Ȃ6◆

新赤1715

兵
藤
裕
己

後

醍

醐

天

皇
９
２
４
円

「
賢
才
」
か
、
は
た
ま
た
「
物
狂
」
か
。『
太
平
記
』
に
お
い
て
も
評
価
の
二
分
す
る
後

醍
醐
天
皇
と
は
、
果
た
し
て
何
者
だ
っ
た
の
か
？

鎌
倉
幕
府
倒
幕
か
ら
南
北
朝
の

争
乱
の
時
代
へ
─
─
日
本
社
会
の
大
き
な
転
換
期
の
引
き
金
と
な
っ
た
天
皇
は
、
い
っ

た
い
ど
の
よ
う
な
「
天
皇
」
た
る
こ
と
を
目
指
し
た
の
か
。
近
代
に
ま
で
至
る
、
後
世

へ
の
大
き
な
影
響
も
視
野
に
読
み
解
く
。

［
２
０
１
８
年
４
月
］
431715Ȃ9
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新赤1700

武
井
弘
一

茶

と

琉

球

人
８
５
８
円

近
世
琉
球
で
、
ど
の
よ
う
な
モ
ノ
が
、
ど
こ
で
生
産
さ
れ
、
誰
が
流
通
を
に
な
い
、
ど

の
よ
う
に
消
費
さ
れ
て
い
た
の
か
。
大
国
の
狭
間
で
翻
弄
さ
れ
つ
つ
も
、
日
常
的
に
茶

を
た
し
な
み
、“
ゆ
た
か
に
”
農
業
型
社
会
を
築
い
て
い
た
人
び
と
の
暮
ら
し
ぶ
り
は
？

「
庶
民
の
㗡
」
と
多
様
な
「
地
域
性
」
と
に
焦
点
を
当
て
、「
Ḉ
摩
の
世
」
時
代
の
沖
縄

の
自
立
を
問
う
。
い
わ
ば
モ
ノ
か
ら
み
た
琉
球
史
！

［
２
０
１
８
年
１
月
］
431700Ȃ5

新赤1695

山
本
義
隆

近
代
日
本
一
五
〇
年

ʕ
科
学
技
術
総
力
戦
体
制
の
破
綻
ʕ

１
１
２
２
円

黒
船
が
も
た
ら
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
で
始
ま
る
日
本
の
近
代
化
は
、
国
主
導
の
科
学

技
術
振
興
・
信
仰
に
よ
る
殖
産
興
業
・
富
国
強
兵
、
高
度
国
防
国
家
建
設
、
経
済
成
長
・

国
際
競
争
と
、
国
民
一
丸
と
な
っ
た
総
力
戦
体
制
と
し
て
一
五
〇
年
間
続
い
た
。
明
治

一
〇
〇
年
の
全
共
闘
運
動
、
科
学
の
体
制
化
に
よ
る
大
国
化
の
破
綻
と
し
て
の
福
島
の

事
故
を
経
た
い
ま
、
日
本
近
代
化
の
再
考
を
迫
る
。

［
２
０
１
８
年
１
月
］
431695Ȃ4◆

新赤1693

大
門
正
克

語
る
歴
史
、
聞
く
歴
史

ʕ
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
現
場
か
ら
ʕ

９
４
６
円

経
験
を
語
り
、
聞
く
と
い
う
営
み
が
ど
う
行
わ
れ
て
き
た
か
を
論
じ
た
本
は
意
外
に
も

な
い
。
幕
末
明
治
の
記
録
、
戦
前
の
民
俗
学
、
戦
争
体
験
、
七
〇
年
前
後
の
女
性
た
ち

の
声
、
そ
し
て
現
在
…
…
。
語
っ
た
言
葉
が
、
聞
き
手
に
受
け
止
め
ら
れ
、
歴
史
と
し

て
紡
が
れ
る
ま
で
の
生
き
生
き
と
し
た
交
歓
を
、
自
身
の
体
験
も
交
え
考
察
、
歴
史
学

の
豊
か
な
可
能
性
を
展
望
す
る
。

［
２
０
１
７
年
12
月
］
431693Ȃ0

新赤1692

原
田
信
男

義
経
伝
説
と
為
朝
伝
説
日
本
史
の
北
と
南

９
４
６
円

歴
史
に
名
を
の
こ
す
悲
劇
の
ヒ
ー
ロ
ー
源
義
経
と
そ
の
叔
父
為
朝
。
だ
が
彼
ら
に
関
す

る
史
料
は
少
な
く
、
膨
大
な
「
伝
説
」
の
み
が
各
地
に
流
布
す
る
。
と
く
に
彼
ら
の
「
死

後
」、
義
経
は
北
へ
、
為
朝
は
南
へ
と
逃
れ
、
よ
り
大
き
な
英
雄
伝
説
へ
と
飛
躍
を
遂
げ

る
。
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
た
の
か
？

二
人
の
伝
説
を
通
し
て
「
日
本
史
」

を
読
み
解
く
、
刺
激
的
な
一
書
。

［
２
０
１
７
年
12
月
］
431692Ȃ3

新赤1681

岩
鼻
通
明

出
羽
三
山
山
岳
信
仰
の
歴
史
を
歩
く

ʪ
カ
ラ
ー
口
絵
２
丁
ʫ
９
９
０
円

近
畿
の
大
峰
山
、
九
州
の
英
彦
山
と
な
ら
ぶ
修
験
の
聖
地
、
羽
黒
山
。「
雲
の
峰
幾
つ
崩

て
月
の
山
」
と
芭
蕉
が
詠
ん
だ
主
峰
、
月
山
。「
語
る
な
か
れ
聞
く
な
か
れ
」
の
秘
所
、

湯
殿
山
。
そ
の
長
く
複
雑
な
歩
み
と
、
今
も
各
地
に
息
づ
く
多
様
な
宗
教
民
俗
、
そ
し

て
名
所
・
旧
跡
を
解
説
。
人
々
を
惹
き
つ
け
て
や
ま
な
い
〈
お
山
〉
の
歴
史
と
文
化
を

案
内
す
る
。

［
２
０
１
７
年
10
月
］
431681Ȃ7
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新赤1676

五
味
文
彦

日
本
の
歴
史
を
旅
す
る

９
４
６
円

旅
で
出
会
う
様
々
な
歴
史
の
足
跡
を
追
う
。
各
地
に
は
遺
跡
や
文
化
財
、
古
来
の
建
造

物
を
は
じ
め
、
歌
や
祭
り
、
食
に
名
産
品
ほ
か
、
そ
の
地
に
営
ま
れ
る
生
活
の
あ
ら
ゆ

る
側
面
に
、
長
く
育
ま
れ
た
〈
地
域
の
力
〉
が
息
づ
い
て
い
る
。
北
は
青
森
・
津
軽
か

ら
南
は
宮
崎
・
日
向
ま
で
。
旅
の
中
に
綴
ら
れ
た
歴
史
家
の
練
達
の
筆
に
、
列
島
の
多

様
な
魅
力
が
浮
か
び
上
が
る
。

［
２
０
１
７
年
９
月
］
431676Ȃ3

新赤1674

高

橋

敏

一
茶
の
相
続
争
い

ʕ
北
国
街
道
柏
原
宿
訴
訟
始
末
ʕ

８
３
６
円

俳
人
小
林
一
茶
、
こ
と
百
姓
弥
太
郎
。
そ
の
一
〇
年
に
及
ぶ
異
母
弟
と
の
骨
肉
の
争
い

を
語
る
も
の
は
少
な
い
。
父
の
遺
書
を
楯
に
家
産
分
割
を
強
要
す
る
冷
酷
非
情
の
所

行
。
そ
こ
に
、
愛
す
べ
き
「
一
茶
さ
ん
」
の
㗡
は
微
塵
も
な
い
。
親
族
を
不
当
に
貶
め
、

己
の
哀
れ
な
境
涯
を
喧
伝
す
る
。
一
茶
一
流
の
筆
が
巧
み
に
覆
い
隠
し
た
「
弥
太
郎
」

の
本
性
を
明
る
み
に
出
す
。

［
２
０
１
７
年
８
月
］
431674Ȃ9

新赤1664

岡
村
秀
典

鏡
が
語
る
古
代
史

９
４
６
円

中
国
の
皇
帝
が
邪
馬
台
国
の
卑
弥
呼
に
贈
っ
た
「
銅
鏡
百
枚
」。
日
用
の
化
粧
具
の
ほ

か
、
結
婚
の
し
る
し
、
護
符
、
政
権
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
に
用
い
ら
れ

た
古
代
の
鏡
は
、
ど
の
よ
う
に
つ
く
ら
れ
使
わ
れ
て
き
た
か
。
鏡
づ
く
り
に
情
熱
を
注

い
だ
工
匠
た
ち
の
営
み
に
注
目
し
つ
つ
、
図
像
や
銘
文
を
読
み
解
く
こ
と
か
ら
、
驚
く

ほ
ど
鮮
や
か
に
古
代
び
と
の
㗡
が
よ
み
が
え
る
。

［
２
０
１
７
年
５
月
］
431664Ȃ0

新赤1650

三
谷

太
一
郎

日
本
の
近
代
と
は
何
で
あ
っ
た
か

ʕ
問
題
史
的
考
察
ʕ

１
０
３
４
円

政
党
政
治
を
生
み
出
し
、
㗦
本
主
義
を
構
築
し
、
植
民
地
帝
国
を
出
現
さ
せ
、
天
皇
制

を
精
神
的
枠
組
み
と
し
た
日
本
の
近
代
。
バ
ジ
ョ
ッ
ト
が
提
示
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

「
近
代
」
概
念
に
照
ら
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
四
つ
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
解
き
明
か
し
て

い
く
。
学
界
を
主
導
し
て
き
た
政
治
史
家
が
、
日
本
近
代
の
あ
り
よ
う
に
つ
い
て
問
題

史
的
に
考
察
す
る
重
厚
な
一
冊
。

［
２
０
１
７
年
３
月
］
431650Ȃ3◆

新赤1619

神
田
千
里

戦

国

と

宗

教
９
０
２
円

乱
世
の
英
雄
た
ち
が
入
り
乱
れ
、激
し
い
戦
争
を
繰
り
広
げ
て
い
た
戦
国
時
代
。
日
々
、

不
安
定
な
世
界
の
中
で
激
動
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
人
々
は
、
心
の
安
寧
を
ど
こ
に
求
め

た
の
か
？

大
名
た
ち
の
戦
勝
祈
願
、
庶
民
た
ち
の
本
願
寺
信
仰
、
そ
し
て
新
し
く
日

本
に
入
っ
て
き
た
キ
リ
ス
ト
教

当
時
の
信
仰
の
諸
相
を
、「
天
道
」
と
い
う
観
念
に

注
目
し
つ
つ
読
み
解
く
。

［
２
０
１
６
年
９
月
］
431619Ȃ0
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新赤1612

平
野
芳
英

古
代
出
雲
を
歩
く

９
９
０
円

「
神
話
と
祭
祀
の
く
に
」
出
雲
に
は
、
古
代
の
息
吹
を
伝
え
る
リ
ア
ル
も
あ
ふ
れ
る
。
各

地
に
残
る
初
期
の
信
仰
形
態
を
い
ま
に
と
ど
め
る
石
神
（
磐
座
）、
ス
ダ
ジ
イ
の
木
に
巻

き
つ
く
巨
大
な
藁
蛇
、
海
藻
で
悪
穢
を
は
ら
う
藻
汐
祓
。
そ
し
て
熊
野
、
出
雲
の
両
大

社
を
は
じ
め
と
す
る
神
社
の
数
々
。
宍
道
湖
を
と
り
ま
く
五
つ
の
ル
ー
ト
を
歩
き
、
古

代
世
界
に
ど
っ
ぷ
り
と
浸
っ
て
み
た
い
。

［
２
０
１
６
年
７
月
］
431612Ȃ1◆

新赤1609

松
沢
裕
作

自
由
民
権
運
動
〈
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
〉
の
夢
と
挫
折

９
０
２
円

維
新
後
、
各
地
で
生
ま
れ
た
民
権
結
社
。
そ
れ
は
さ
ま
ざ
ま
な
理
想
と
幻
想
が
渦
巻
く

〈
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
〉
の
拠
点
で
あ
っ
た
。
新
政
権
へ
の
割
り
込
み
を
狙
う
人
び
と
、
政
府

に
抗
い
新
し
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
人
び
と
。
激
変
す
る
時
代
へ
の
不
安
と
期
待
が

「
自
由
民
権
」
の
名
の
も
と
に
大
き
な
歴
史
の
う
ね
り
と
な
っ
て
ゆ
く
。
激
化
事
件
に

よ
る
終
焉
ま
で
を
描
く
。

［
２
０
１
６
年
６
月
］
431609Ȃ1◆

新赤1604

三
浦
佑
之

風

土

記

の

世

界
１
０
１
２
円

風
土
記
は
古
代
を
知
る
、何
で
も
あ
り
の
宝
箱
。
土
地
の
い
わ
れ
や
古
老
の
言
い
伝
え
、

天
皇
の
巡
行
な
ど
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
む
内
容
か
ら
見
え
る
、
中
央
国
家
と
諸
国
と

の
関
係
と
は
？

ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
を
天
皇
と
し
て
描
く
常
陸
国
、
編
纂
命
令
か
ら
二
〇

年
も
経
て
提
出
し
た
出
雲
国
、
滑
稽
㞍
満
載
の
播
磨
国
な
ど
、
特
徴
を
読
み
と
き
、
生

き
生
き
と
し
た
古
代
世
界
像
を
描
く
。

［
２
０
１
６
年
４
月
］
431604Ȃ6◆

新赤1584

小
林
丈
広
・
高
木
博
志
・
三
枝
暁
子

京
都
の
歴
史
を
歩
く

１
１
２
２
円

観
光
名
所
の
賑
わ
い
の
陰
で
ひ
っ
そ
り
と
㗡
を
消
す
町
屋
の
風
景
。
雅
な
宮
廷
文
化
、

豪
奢
な
桃
山
文
化
に
彩
ら
れ
た
「
古
都
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
流
布
す
る
な
か
、
つ
の
る
の

は
違
和
感
ば
か
り
。
こ
れ
が
、
京
都
な
の
だ
ろ
う
か
…
…
。
一
五
の
「
道
」
と
「
場
」

を
め
ぐ
り
、
本
当
の
京
都
に
出
合
う
小
さ
な
旅
へ
。
か
つ
て
都
に
生
き
た
人
び
と
の
暮

ら
し
と
営
み
に
思
い
を
は
せ
る
。

［
２
０
１
６
年
１
月
］
431584Ȃ1

新赤1582

村
井
章
介

分
裂
か
ら
天
下
統
一
へ

ʕ
シ
リ
ー
ズ
日
本
中
世
史
④
ʕ

９
２
４
円

大
名
ど
う
し
の
争
い
が
続
く
「
分
裂
」
の
時
代
は
、
信
長
、
秀
吉
、
家
康
と
い
う
「
天

下
人
」
の
登
場
と
と
も
に
「
統
一
」
へ
と
流
れ
を
変
え
た
。
こ
の
時
期
に
起
こ
っ
た
、

銀
の
増
産
、
鉄
砲
伝
来
、
そ
し
て
朝
鮮
侵
略
と
い
う
「
日
本
史
上
の
エ
ポ
ッ
ク
」
は
、

ど
れ
も
世
界
史
的
な
文
脈
に
お
い
て
こ
そ
そ
の
動
き
を
と
ら
え
う
る
。
大
き
な
枠
組
み

か
ら
「
日
本
」
を
と
ら
え
か
え
す
、
必
読
の
一
書
。（
全
４
巻
完
結
）［
２
０
１
６
年
７
月
］
431582Ȃ7

日本史 ―156

0011-003-259_新書統合組_再校_初校.smd  Page 155 23/04/20 15:56  v3.60

新赤1581

榎
原
雅
治

室
町
幕
府
と
地
方
の
社
会

ʕ
シ
リ
ー
ズ
日
本
中
世
史
③
ʕ

９
４
６
円

足
利
尊
氏
は
な
ぜ
鎌
倉
幕
府
の
打
倒
に
動
い
た
の
か
。
南
北
朝
動
乱
が
半
世
紀
も
続
い

た
理
由
と
は
。
そ
の
後
、
展
開
す
る
公
武
一
体
の
政
治
の
流
れ
を
お
さ
え
つ
つ
、
戦
に

赴
く
在
地
の
武
士
の
行
動
様
式
、
連
歌
・
茶
会
な
ど
の
「
伝
統
」
文
化
、
現
代
に
つ
な

が
る
村
々
の
形
成
な
ど
を
見
る
。
応
仁
の
乱
で
再
び
京
が
灰
燼
に
帰
し
戦
国
前
夜
へ
と

至
る
、
室
町
時
代
の
全
体
像
を
描
く
。

［
２
０
１
６
年
５
月
］
431581Ȃ0

新赤1580

近
藤
成
一

鎌
倉
幕
府
と
朝
廷

ʕ
シ
リ
ー
ズ
日
本
中
世
史
②
ʕ

９
０
２
円

史
上
初
め
て
、
京
都
か
ら
百
里
以
上
を
隔
て
る
僻
遠
の
地
に
創
ら
れ
、
以
後
百
五
十
年

に
わ
た
っ
て
存
続
し
た
新
た
な
政
権
、
鎌
倉
幕
府
。
朝
廷
と
並
立
す
る
統
治
の
あ
り
方

は
な
ぜ
生
ま
れ
た
の
か
。
そ
の
こ
と
は
日
本
社
会
を
ど
う
変
え
た
の
か
。
源
平
争
乱
か

ら
幕
府
誕
生
、
執
権
政
治
の
時
代
、
そ
し
て
モ
ン
ゴ
ル
戦
争
を
経
て
崩
壊
に
至
る
ま
で
、

鎌
倉
幕
府
の
時
代
を
描
き
き
る
。

［
２
０
１
６
年
３
月
］
431580Ȃ3

新赤1579

五
味
文
彦

中
世
社
会
の
は
じ
ま
り

ʕ
シ
リ
ー
ズ
日
本
中
世
史
①
ʕ

９
０
２
円

中
央
集
権
的
な
古
代
国
家
か
ら
、
様
々
な
力
の
せ
め
ぎ
合
う
中
世
社
会
へ
。
院
政
の
開

始
、「
家
」
の
確
立
、
武
士
の
台
頭
、
そ
し
て
活
力
を
増
す
地
方
の
諸
国
な
ど
、
噴
出
す

る
変
革
の
動
き
の
中
か
ら
、
現
代
に
も
通
じ
る
日
本
文
化
の
基
本
的
枠
組
み
が
形
づ
く

ら
れ
て
ゆ
く
。
家
・
身
体
・
職
能
と
い
っ
た
文
化
面
に
も
注
目
し
つ
つ
、
中
世
は
じ
ま

り
の
時
代
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
を
描
く
。

［
２
０
１
６
年
１
月
］
431579Ȃ7

新赤1576

吉
村
武
彦

蘇

我

氏

の

古

代
８
８
０
円

大
化
改
新
前
夜
、
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
る
暗
殺
を
き
っ
か
け
に
「
滅
亡
」
し
た
と
さ
れ
る

蘇
我
氏
。
仏
教
導
入
を
す
す
め
、
推
古
天
皇
の
信
頼
も
厚
く
、「
大
臣
」
と
し
て
政
権
を

支
え
た
蘇
我
馬
子
を
筆
頭
に
、
ヤ
マ
ト
王
権
の
紛
れ
も
な
い
中
心
で
あ
っ
た
一
族
は
、

な
ぜ
歴
史
か
ら
㗡
を
消
し
た
の
か
？

そ
の
後
の
藤
原
氏
の
台
頭
ま
で
を
視
野
に
、
氏

族
か
ら
み
た
列
島
社
会
の
変
化
を
描
く
。

［
２
０
１
５
年
12
月
］
431576Ȃ6◆

新赤1565

保
阪
正
康

昭
和
史
の
か
た
ち

８
５
８
円

「
昭
和
」
と
は
、
い
か
な
る
時
代
だ
っ
た
の
か
？

な
ぜ
、
ど
の
よ
う
に
、
泥
沼
の
戦
争

へ
と
突
き
進
ん
だ
の
か
？

天
皇
、
政
治
家
・
軍
人
、
知
識
人
、
庶
民
ら
は
、
ど
う
戦

前
・
戦
後
を
生
き
、
時
代
を
形
づ
く
っ
た
の
か
？

遠
く
な
り
ゆ
く
「
昭
和
」
を
、
局

面
ご
と
の
図
形
モ
デ
ル
を
用
い
、
大
胆
に
解
説
。
豊
富
な
㗦
料
・
実
例
を
織
り
込
み
、

現
代
に
適
用
可
能
な
歴
史
の
教
訓
を
考
え
る
。

［
２
０
１
５
年
10
月
］
431565Ȃ0◆
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新赤1561

原

武

史

「
昭
和
天
皇
実
録
」
を
読
む

９
２
４
円

昭
和
天
皇
の
生
誕
か
ら
死
去
ま
で
を
年
代
順
に
記
述
し
た
「
昭
和
天
皇
実
録
」。
そ
の

細
部
を
丁
寧
に
読
み
こ
む
と
、
こ
れ
ま
で
見
え
て
こ
な
か
っ
た
「
お
濠
の
内
側
」
に
お

け
る
天
皇
の
生
活
様
態
が
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
。
祭
祀
へ
の
㗡
勢
、
母
と
の
確
執
、

退
位
問
題
と
カ
ト
リ
ッ
ク
へ
の
接
近
…
…
天
皇
と
「
神
」
と
の
関
係
に
注
目
し
、
昭
和

史
・
昭
和
天
皇
像
を
刷
新
す
る
。

［
２
０
１
５
年
９
月
］
431561Ȃ2◆

新赤1549

小
熊
英
二

生
き
て
帰
っ
て
き
た
男

ʕ
あ
る
日
本
兵
の
戦
争
と
戦
後
ʕ

１
０
７
８
円

と
あ
る
一
人
の
シ
ベ
リ
ア
抑
留
者
が
た
ど
っ
た
軌
跡
か
ら
、
戦
前
・
戦
中
・
戦
後
の
日

本
の
生
活
模
様
が
よ
み
が
え
る
。
戦
争
と
は
、
平
和
と
は
、
高
度
成
長
と
は
、
い
っ
た

い
何
だ
っ
た
の
か
。
戦
争
体
験
は
人
々
を
ど
の
よ
う
に
変
え
た
の
か
。
著
者
が
自
ら
の

父
・
謙
二
（
一
九
二
五
─
）
の
人
生
を
通
し
て
、「
生
き
ら
れ
た
二
〇
世
紀
の
歴
史
」
を

描
き
出
す
。

［
２
０
１
５
年
６
月
］
431549Ȃ0◆

新赤1545

栗
原
俊
雄

遺

骨
戦
没
者
三
一
〇
万
人
の
戦
後
史

８
１
４
円

沖
縄
で
、
硫
黄
島
で
、
南
洋
諸
島
で
、
シ
ベ
リ
ア
で
、
い
ま
も
親
族
の
遺
骨
を
探
し
続

け
る
人
々
が
い
る
。
空
襲
や
原
爆
で
は
、
身
元
不
明
の
ま
ま
、
多
く
の
市
民
が
「
仮
埋

葬
」
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
の
か
。
戦
争
の
結
果
、「
遺
骨
」
と
な
っ
た
三
一

〇
万
人
の
「
未
完
の
戦
後
」
を
現
地
に
探
っ
た
ル
ポ
。
戦
争
と
は
？

国
家
と
は
？

「
遺
骨
」
か
ら
日
本
の
戦
後
が
見
え
る
。

［
２
０
１
５
年
５
月
］
431545Ȃ2

新赤1528

水
野
直
樹
・
文
京
洙

在
日
朝
鮮
人
歴
史
と
現
在

９
９
０
円

一
九
四
五
年
、
朝
鮮
は
日
本
の
植
民
地
支
配
か
ら
解
放
さ
れ
た
。
二
〇
一
五
年
は
、
七

〇
年
と
い
う
節
目
の
年
に
な
る
が
、
日
本
と
南
北
朝
鮮
と
の
間
に
は
今
な
お
問
題
が
山

積
し
て
い
る
。
在
日
朝
鮮
人
を
め
ぐ
る
問
題
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
植
民
地
期
の
在
日

朝
鮮
人
世
界
の
形
成
、
解
放
か
ら
高
度
成
長
期
以
後
の
世
代
交
代
と
多
様
化
、
そ
し
て

グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
と
至
る
現
在
ま
で
を
扱
う
。

［
２
０
１
５
年
１
月
］
431528Ȃ5◆

新赤1526

藤

田

覚

幕
末
か
ら
維
新
へ

ʕ
シ
リ
ー
ズ
日
本
近
世
史
⑤
ʕ

９
２
４
円

田
沼
意
㗨
政
権
の
崩
壊
後
、
全
国
に
広
が
る
一
揆
・
打
ち
こ
わ
し
の
暴
発
と
大
飢
饉
に

直
面
し
、
危
機
に
陥
る
幕
府
。
老
中
と
な
っ
た
松
平
定
信
は
果
敢
に
改
革
に
取
り
組
む

が
、
同
じ
頃
、
日
本
近
海
に
は
す
で
に
欧
米
諸
国
の
船
が
迫
っ
て
い
た
─
─
。
明
治
維

新
へ
向
か
う
激
し
い
時
代
の
動
き
と
、
そ
の
中
で
し
た
た
か
に
生
き
抜
く
民
衆
の
㗡
を

生
き
生
き
と
描
く
、
好
評
の
シ
リ
ー
ズ
最
終
巻
。

［
２
０
１
５
年
５
月
］
431526Ȃ1
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新赤1525

吉
田
伸
之

都

市
江
戸
に
生
き
る

ʕ
シ
リ
ー
ズ
日
本
近
世
史
④
ʕ

９
４
６
円

江
戸
城
の
周
囲
に
、
大
名
屋
敷
、
町
人
地
、
寺
社
地
等
が
展
開
す
る
巨
大
城
下
町
・
江

戸
。
そ
こ
で
は
ど
ん
な
暮
ら
し
が
営
ま
れ
た
の
か
。
町
の
構
成
、物
の
流
れ
は
ど
う
か
。

日
本
橋
近
辺
、
浅
草
、
品
川
な
ど
の
地
を
取
り
上
げ
、
庶
民
の
訴
え
や
寺
の
記
録
、
絵

図
や
名
所
図
会
な
ど
か
ら
、都
市
を
構
成
す
る
多
様
な
要
素
と
そ
の
変
遷
を
読
み
解
く
。

細
部
か
ら
全
体
を
と
ら
え
る
意
欲
的
試
み
。

［
２
０
１
５
年
４
月
］
431525Ȃ4

新赤1524

高
埜
利
彦

天
下
泰
平
の
時
代

ʕ
シ
リ
ー
ズ
日
本
近
世
史
③
ʕ

８
８
０
円

戦
乱
止
み
、
文
化
の
花
開
く
泰
平
の
世
へ
。
家
綱
・
綱
吉
か
ら
吉
宗
を
経
て
家
治
ま
で
、

一
七
世
紀
半
ば
か
ら
の
百
年
余
を
み
る
。
安
定
に
は
安
定
の
た
め
の
仕
組
み
が
あ
る
。

武
威
重
視
の
価
値
観
を
転
換
す
る
、
ど
の
よ
う
な
政
策
が
打
ち
出
さ
れ
た
の
か
。
新
田

開
発
や
流
通
網
の
整
備
、
歌
舞
伎
・
相
撲
な
ど
の
娯
楽
の
広
が
り
、
朝
鮮
や
琉
球
と
の

往
来
な
ど
、
躍
動
す
る
時
代
を
存
分
に
描
く
。

［
２
０
１
５
年
３
月
］
431524Ȃ7

新赤1523

水
本
邦
彦

村
百
姓
た
ち
の
近
世

ʕ
シ
リ
ー
ズ
日
本
近
世
史
②
ʕ

９
０
２
円

古
く
さ
い
因
習
の
共
同
体
と
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
が
ち
な
近
世
の
村
社
会
。
だ
が
こ
の
時

代
、
百
姓
た
ち
は
生
産
力
の
主
な
担
い
手
で
あ
り
、
互
い
に
支
え
合
い
な
が
ら
田
畑
を

切
り
拓
い
て
耕
し
、
掟
を
定
め
て
秩
序
を
保
ち
、
時
に
は
国
家
権
力
に
さ
え
物
申
す
存

在
だ
っ
た
─
─
。
活
力
あ
ふ
れ
る
村
の
生
活
を
丹
念
に
追
う
こ
と
か
ら
近
世
日
本
に
新

た
な
光
を
当
て
る
、
画
期
的
な
一
書
。

［
２
０
１
５
年
２
月
］
431523Ȃ0

新赤1522

藤
井
讓
治

戦
国
乱
世
か
ら
太
平
の
世
へ

ʕ
シ
リ
ー
ズ
日
本
近
世
史
①
ʕ

１
０
３
４
円

信
長
入
京
前
夜
か
ら
家
光
の
死
去
ま
で
、
約
百
年
の
通
史
を
た
ど
る
。「
天
下
」
を
め
ぐ

る
争
い
と
し
て
描
か
れ
る
こ
と
の
多
い
時
代
。
だ
が
改
め
て
、
当
時
「
天
下
」
の
語
は
、

ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
か
？

同
じ
く
「
戦
国
」「
乱
世
」「
太
平
」
と
は
？

徹
底
し
た
史
料
の
読
み
込
み
か
ら
確
か
な
歴
史
像
を
求
め
、
近
世
の
〈
実
像
〉
を
語
る
、

待
望
の
シ
リ
ー
ズ
第
一
巻
！

［
２
０
１
５
年
１
月
］
431522Ȃ3

新赤1503

髙
橋
昌
明

京
都
〈
千
年
の
都
〉
の
歴
史

１
０
３
４
円

日
本
の
古
く
美
し
い
〈
千
年
の
都
〉
と
し
て
、
今
も
愛
さ
れ
る
京
都
。
し
か
し
今
の
京

都
の
市
街
地
に
、
平
安
時
代
の
建
物
は
実
は
何
一
つ
残
っ
て
い
な
い
─
─
。
こ
の
都
は

い
か
に
し
て
生
ま
れ
、
ど
の
よ
う
な
変
遷
を
た
ど
り
、
そ
し
て
「
古
都
」
と
し
て
定
着

す
る
に
至
っ
た
の
か
？

都
の
誕
生
か
ら
近
代
の
始
ま
り
ま
で
、そ
の
歴
史
を
た
ど
り
、

「
花
の
都
」
の
実
像
を
明
ら
か
に
す
る
。

［
２
０
１
４
年
９
月
］
431503Ȃ2
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新赤1477

河
添
房
江

唐

物

の

文

化

史

ʕ
舶
来
品
か
ら
み
た
日
本
ʕ

品
切（
電
子
版
あ
り
）

正
倉
院
の
宝
物
、
艶
や
か
な
織
物
や
毛
皮
、
香
料
、
楽
器
、
書
、
薬
、
さ
ら
に
は
茶
や

茶
器
、
珍
獣
ま
で
…
…
。
こ
の
国
の
文
化
は
古
来
、
異
国
か
ら
の
舶
来
品
、
す
な
わ
ち

「
唐
物
」
を
受
け
入
れ
吸
収
す
る
こ
と
で
発
展
し
て
き
た
。
各
時
代
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン

と
の
関
係
を
軸
に
、
唐
物
と
い
う
モ
ノ
を
通
じ
て
日
本
文
化
の
変
遷
を
追
う
、
野
心
的

な
試
み
。

［
２
０
１
４
年
３
月
］
431477Ȃ6◆

新赤1446

青
木

美
智
男

小
林
一
茶
時
代
を
詠
ん
だ
俳
諧
師

７
７
０
円

夏
の
暑
さ
に
豊
作
を
願
い
、
打
ち
こ
わ
し
騒
動
に
心
を
寄
せ
、
大
黒
屋
光
太
夫
の
帰
国

に
反
応
し
、「
君
が
代
」
や
「
神
国
」
日
本
を
詠
む
。
市
井
の
営
み
を
つ
ぶ
さ
に
見
つ
め

た
一
茶
の
句
か
ら
は
、
外
国
船
の
出
現
に
動
揺
し
、
国
学
に
沸
く
激
動
の
文
化
文
政
年

間
を
生
き
る
人
び
と
の
㗡
が
浮
か
び
上
が
る
。「
幕
末
維
新
を
準
備
し
た
」
と
言
わ
れ

る
そ
の
時
代
を
、
近
世
史
家
が
読
み
解
く
。

［
２
０
１
３
年
９
月
］
431446Ȃ2◆

新赤1406

千
田
嘉
博

信

長

の

城
９
６
８
円

信
長
の
天
下
取
り
へ
の
道
が
、
そ
の
城
か
ら
わ
か
る
！

Ṗ
だ
っ
た
信
長
誕
生
の
城
は

ど
こ
か
。
築
城
後
、
五
年
で
移
さ
れ
た
小
牧
山
城
は
仮
の
城
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
か
。

岐
阜
城
や
、
壮
麗
な
天
主
を
も
っ
た
安
土
城
の
構
造
か
ら
読
み
解
く
、
信
長
の
意
思
と

は
。
近
年
と
み
に
す
す
ん
だ
発
掘
成
果
を
ふ
ま
え
、
絵
図
や
宣
教
師
の
手
記
な
ど
の
文

字
史
料
を
総
合
、
進
化
し
つ
づ
け
た
城
を
楽
し
く
解
説
す
る
。

［
２
０
１
３
年
１
月
］
431406Ȃ6◆

新赤1405

村
井
康
彦

出

雲

と

大

和

ʕ
古
代
国
家
の
原
像
を
た
ず
ね
て
ʕ

１
０
３
４
円

大
和
の
中
心
に
あ
る
三
輪
山
に
な
ぜ
出
雲
の
神
様
が
祭
ら
れ
て
い
る
の
か
？

そ
れ
は

出
雲
勢
力
が
大
和
に
早
く
か
ら
進
出
し
、
邪
馬
台
国
を
創
っ
た
の
も
出
雲
の
人
々
だ
っ

た
か
ら
で
は
な
い
か
？

ゆ
か
り
の
地
を
歩
き
な
が
ら
、
記
紀
・
出
雲
国
風
土
記
・
魏

志
倭
人
伝
等
を
読
み
解
き
、
古
代
世
界
に
お
け
る
出
雲
の
存
在
と
役
割
に
せ
ま
る
。
古

代
史
理
解
に
新
た
な
観
点
を
打
ち
だ
す
一
冊
。

［
２
０
１
３
年
１
月
］
431405Ȃ9◆

新赤1396

吉
村
武
彦

女
帝
の
古
代
日
本

品
切（
電
子
版
あ
り
）

「
天
皇
」
と
い
う
称
号
が
つ
く
ら
れ
た
飛
鳥
・
奈
良
時
代
、
六
人
・
八
代
も
の
女
帝
が
続

け
て
誕
生
し
た
。
な
ぜ
こ
の
時
期
に
集
中
し
て
い
る
の
か
。「
女
系
天
皇
」
に
開
か
れ

て
い
た
可
能
性
は
？
─
─
女
王
卑
弥
呼
か
ら
推
古
、
そ
し
て
持
統
へ
。
古
代
人
の
視
点

に
寄
り
添
い
、
即
位
の
背
景
を
徹
底
的
に
読
み
込
む
と
こ
ろ
か
ら
、「
女
帝
の
世
紀
」
の

Ṗ
を
と
く
。
今
後
の
議
論
の
基
本
と
な
る
必
読
の
一
書
。

［
２
０
１
２
年
11
月
］
431396Ȃ0◆
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新赤1325

都
出

比
呂
志

古
代
国
家
は
い
つ
成
立
し
た
か

９
２
４
円

日
本
列
島
に
「
国
家
」
は
い
つ
成
立
し
た
の
か
。
そ
れ
を
解
き
明
か
す
一
つ
の
鍵
が
考

古
学
の
成
果
に
あ
る
。
集
落
の
構
造
、
住
居
間
の
格
差
、
富
を
蓄
え
た
倉
庫
の
様
子
な

ど
、
社
会
構
造
の
変
遷
を
追
っ
て
い
っ
た
と
き
、
邪
馬
台
国
は
国
家
な
の
か
、
倭
の
五

王
の
頃
は
ど
う
か
、
あ
る
い
は
七
世
紀
以
降
の
律
令
体
制
を
待
つ
の
か
…
…
。
諸
外
国

の
集
落
と
の
比
較
も
交
え
、
わ
か
り
や
す
く
語
る
。

［
２
０
１
１
年
８
月
］
431325Ȃ0

新赤1319

島
田
昌
和

渋
沢
栄
一
社
会
企
業
家
の
先
駆
者

９
２
４
円

長
年
に
わ
た
っ
て
近
代
日
本
の
実
業
界
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
た
渋
沢
栄
一
（
一

八
四
〇
ʕ
一
九
三
一
）。
経
済
政
策
に
関
す
る
積
極
的
な
提
言
を
行
う
一
方
で
、関
わ
っ

た
お
び
た
だ
し
い
数
の
会
社
経
営
を
ど
の
よ
う
に
切
り
盛
り
し
た
の
か
。
民
間
ビ
ジ
ネ

ス
の
自
立
モ
デ
ル
を
作
り
上
げ
、
さ
ら
に
社
会
全
体
の
発
展
の
た
め
に
自
ら
行
動
し
つ

づ
け
た
社
会
企
業
家
の
先
駆
者
の
足
跡
を
明
ら
か
に
す
る
。

［
２
０
１
１
年
７
月
］
431319Ȃ9◆

新赤1276

古
瀬

奈
津
子

摂

関

政

治

ʕ
シ
リ
ー
ズ
日
本
古
代
史
⑥
ʕ

９
２
４
円

我
が
世
の
栄
華
を
満
月
に
た
と
え
た
藤
原
道
長
。
彼
が
他
の
貴
族
を
圧
倒
す
る
力
を
得

た
の
は
な
ぜ
か
。『
枕
草
子
』『
源
氏
物
語
』
な
ど
す
ぐ
れ
た
女
房
文
学
は
な
ぜ
生
ま
れ

た
の
か
。
殿
上
人
は
、
そ
し
て
都
の
庶
民
は
、
ど
ん
な
一
年
を
送
っ
て
い
た
の
か
。
力

を
つ
け
る
地
方
国
司
、
武
士
の
台
頭
、
そ
し
て
末
法
思
想
と
浄
土
教
の
広
が
り
な
ど
、

古
代
の
終
わ
り
と
中
世
へ
の
胎
動
を
描
く
。

［
２
０
１
１
年
12
月
］
431276Ȃ5

新赤1275

川
尻
秋
生

平

安

京

遷

都

ʕ
シ
リ
ー
ズ
日
本
古
代
史
⑤
ʕ

９
２
４
円

権
力
争
い
の
結
果
、
予
期
せ
ず
皇
位
に
つ
い
た
桓
武
は
、
皇
統
の
革
新
を
強
調
す
べ
く

二
度
の
遷
都
を
行
っ
た
。
以
後
長
ら
く
日
本
の
都
と
し
て
栄
え
る
こ
と
と
な
っ
た
平
安

京
。
そ
の
黎
明
期
、
い
か
な
る
文
化
が
形
成
さ
れ
た
の
か
。
天
皇
を
中
心
と
し
た
統
治

シ
ス
テ
ム
の
変
遷
や
、
最
澄
・
空
海
に
よ
る
密
教
の
興
隆
、
ま
た
地
方
社
会
の
変
化
に

も
目
配
り
し
つ
つ
、
武
士
誕
生
の
時
代
ま
で
を
描
く
。

［
２
０
１
１
年
６
月
］
431275Ȃ8

新赤1274

坂
上
康
俊

平

城

京

の

時

代

ʕ
シ
リ
ー
ズ
日
本
古
代
史
④
ʕ

９
４
６
円

八
世
紀
の
日
本
は
、
国
家
の
す
み
ず
み
に
ま
で
統
治
を
及
ぼ
す
大
宝
律
令
の
施
行
で
幕

を
開
け
た
。
つ
づ
く
平
城
遷
都
、
記
紀
の
編
纂
な
ど
、
唐
を
手
本
に
し
た
体
制
が
整
え

ら
れ
、
奈
良
の
都
に
天
平
文
化
が
花
開
く
。
と
こ
ろ
が
そ
こ
に
襲
う
疫
病
の
流
行
、
皇

位
継
承
を
め
ぐ
る
争
い
…
…
。
揺
れ
動
く
時
代
を
人
々
は
ど
う
生
き
た
の
か
。
天
皇
・

貴
族
や
人
民
の
動
向
を
、
豊
富
な
㗦
料
を
駆
使
し
て
描
く
。

［
２
０
１
１
年
５
月
］
431274Ȃ1
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新赤1273

吉
川
真
司

飛

鳥

の

都

ʕ
シ
リ
ー
ズ
日
本
古
代
史
③
ʕ

９
０
２
円

舞
台
は
い
よ
い
よ
飛
鳥
へ
。
歴
代
王
宮
が
こ
の
地
に
営
ま
れ
た
七
世
紀
、
中
国
大
陸
・

朝
鮮
半
島
の
動
乱
に
翻
弄
さ
れ
つ
つ
も
、
倭
国
は
い
く
つ
も
の
改
革
を
断
行
し
、
中
央

集
権
国
家
「
日
本
」
へ
と
変
貌
を
遂
げ
て
い
っ
た
。
推
古
即
位
の
背
景
か
ら
大
化
改
新
、

白
村
江
の
戦
い
、
壬
申
の
乱
、
そ
し
て
大
宝
律
令
成
立
前
夜
ま
で
。
考
古
学
の
成
果
も

視
野
に
、
激
動
の
時
代
の
実
像
を
最
新
の
知
見
で
描
く
。

［
２
０
１
１
年
４
月
］
431273Ȃ4

新赤1272

吉
村
武
彦

ヤ

マ

ト

王

権

ʕ
シ
リ
ー
ズ
日
本
古
代
史
②
ʕ

９
９
０
円

日
本
列
島
に
は
じ
め
て
成
立
し
た
全
国
的
な
統
治
シ
ス
テ
ム
、
ヤ
マ
ト
王
権
。
そ
の
始

ま
り
は
い
つ
だ
っ
た
の
か
。
初
代
の
「
天
皇
」
と
は
誰
な
の
か
。
王
宮
や
王
墓
の
変
遷

は
何
を
物
語
る
の
か
─
─
。「
魏
志
倭
人
伝
」
な
ど
中
国
の
正
史
や
金
石
文
ほ
か
、
貴
重

な
同
時
代
史
料
に
残
さ
れ
た
足
跡
を
徹
底
的
に
た
ど
り
、
ひ
ろ
く
東
ア
ジ
ア
の
動
き
を

視
野
に
、
多
く
の
Ṗ
を
残
す
時
代
の
実
像
に
肉
迫
す
る
。

［
２
０
１
０
年
11
月
］
431272Ȃ7

新赤1271

石
川

日
出
志

農
耕
社
会
の
成
立

ʕ
シ
リ
ー
ズ
日
本
古
代
史
①
ʕ

１
０
１
２
円

「
海
を
越
え
て
や
っ
て
き
た
渡
来
人
が
、
縄
文
人
に
か
わ
り
、
西
日
本
を
中
心
に
新
し
い

文
化
を
築
い
た
」
と
い
う
一
般
的
な
弥
生
時
代
の
イ
メ
ー
ジ
。
し
か
し
、
稲
作
の
導
入

を
契
機
と
す
る
日
本
列
島
の
歴
史
の
大
き
な
分
岐
点
は
、
も
っ
と
緩
や
か
に
し
て
多
様

な
も
の
で
あ
っ
た
。
縄
文
か
ら
弥
生
へ
の
連
続
性
と
、
地
域
文
化
の
豊
か
さ
に
注
目
し

つ
つ
、「
複
線
」
と
し
て
の
歴
史
像
を
新
鮮
に
描
き
だ
す
。

［
２
０
１
０
年
10
月
］
431271Ȃ0

新赤1212

髙
橋
昌
明

平
家
の
群
像
物
語
か
ら
史
実
へ

９
０
２
円

日
本
史
上
初
の
〈
武
家
政
権
〉
と
し
て
登
場
し
、
一
時
は
あ
ら
ゆ
る
栄
華
を
手
中
に
お

さ
め
な
が
ら
、
西
海
の
藻
ᷲ
と
消
え
た
平
家
。
そ
の
特
色
を
い
く
つ
も
の
家
の
集
合
体

で
あ
っ
た
こ
と
に
求
め
、『
平
家
物
語
』
の
み
な
ら
ず
様
々
な
史
料
を
博
捜
し
な
が
ら
、

人
々
の
思
惑
が
錯
綜
す
る
興
亡
の
群
像
劇
を
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
に
描
き
出
す
。

［
２
０
０
９
年
10
月
］
431212Ȃ3

新赤1171

溝
口
睦
子

ア
マ
テ
ラ
ス
の
誕
生

ʕ
古
代
王
権
の
源
流
を
探
る
ʕ

９
０
２
円

戦
前
の
日
本
で
、
有
史
以
来
の
「
国
家
神
」「
皇
祖
神
」
と
し
て
奉
じ
ら
れ
た
女
神
「
ア

マ
テ
ラ
ス
」。
し
か
し
ヤ
マ
ト
王
権
の
時
代
に
国
家
神
と
さ
れ
た
の
は
、
実
は
今
や
ほ

と
ん
ど
知
る
人
の
な
い
太
陽
神
「
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
」
だ
っ
た
。
こ
の
交
代
劇
は
な
ぜ
起

こ
っ
た
の
か
、
ま
た
、
古
代
天
皇
制
に
意
味
す
る
も
の
は
何
か
。
広
く
北
方
ユ
ー
ラ
シ

ア
と
の
関
係
を
視
野
に
、
古
代
史
の
Ṗ
に
迫
る
。

［
２
０
０
９
年
１
月
］
431171Ȃ3
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新赤1061

小
峯
和
明

中
世
日
本
の
予
言
書

ʕ
〈
未
来
記
〉
を
読
む
ʕ

９
０
２
円

空
か
ら
飛
来
す
る
猿
、
牛
腸
を
ᷰ
ら
う
黒
鼠
。
こ
う
し
た
奇
怪
な
イ
メ
ー
ジ
に
満
ち
た

予
言
の
書
は
〈
未
来
記
〉
と
呼
ば
れ
、
と
り
わ
け
中
世
に
数
多
く
出
現
し
て
、
人
々
の

心
を
と
ら
え
て
離
さ
な
か
っ
た
。
そ
の
一
つ
『
野
馬
台
詩（
や
ま
た
い
し
）』
と
、
さ
ら

に
聖
徳
太
子
の
名
を
冠
し
た
一
群
の
〈
未
来
記
〉
を
読
み
解
き
、
そ
れ
ら
が
実
は
「
も

う
一
つ
の
歴
史
叙
述
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。［
２
０
０
７
年
１
月
］
431061Ȃ7

新赤1051

岩
波
新
書
編
集
部
編

日
本
の
近
現
代
史
を
ど
う
見
る
か

ʕ
シ
リ
ー
ズ
日
本
近
現
代
史
⑩
ʕ

９
４
６
円

近
代
の
幕
開
け
か
ら
一
五
〇
年
余
、
日
本
は
何
を
求
め
、
ど
の
よ
う
な
歩
み
を
進
め
て

き
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら
ど
こ
へ
行
こ
う
と
し
て
い
る
の
か
。
通
史
を
描

い
た
執
筆
者
九
名
が
、
各
時
代
の
日
本
を
理
解
す
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
根
本
的
な
問

い
を
掲
げ
、
そ
れ
に
答
え
な
が
ら
、
総
ま
と
め
を
す
る
シ
リ
ー
ズ
最
終
巻
。
各
章
ご
と

に
推
薦
書
を
紹
介
。
日
本
近
現
代
史
へ
の
導
入
と
し
て
も
最
適
。
［
２
０
１
０
年
２
月
］
431051Ȃ8

新赤1050

吉
見
俊
哉

ポ
ス
ト
戦
後
社
会

ʕ
シ
リ
ー
ズ
日
本
近
現
代
史
⑨
ʕ

９
４
６
円

バ
ブ
ル
と
そ
の
後
の
長
期
不
況
、
深
ま
る
政
治
不
信
、
そ
し
て
高
ま
る
社
会
不
安
。
列

島
が
酔
い
し
れ
た
高
度
成
長
の
夢
の
あ
と
、
何
が
待
ち
受
け
て
い
た
の
か
。
崩
れ
ゆ
く

冷
戦
構
造
の
な
か
で
、
こ
の
国
は
㗨
第
に
周
回
遅
れ
の
ラ
ン
ナ
ー
と
な
っ
て
い
っ
た
の

で
は
な
い
か
。
六
〇
年
代
半
ば
か
ら
現
在
ま
で
、
政
治
・
経
済
・
社
会
・
家
族
…
…
す

べ
て
が
変
容
し
崩
壊
し
て
い
く
過
程
を
た
ど
る
。

［
２
０
０
９
年
１
月
］
431050Ȃ1

新赤1049

武
田
晴
人

高

度

成

長

ʕ
シ
リ
ー
ズ
日
本
近
現
代
史
⑧
ʕ

９
９
０
円

日
本
経
済
の
「
後
進
性
」
が
問
題
に
さ
れ
、
近
代
化
・
合
理
化
の
必
要
性
が
熱
心
に
叫

ば
れ
た
時
代
か
ら
、「
経
済
大
国
」
と
し
て
の
地
位
を
確
立
す
る
時
代
ま
で
。「
経
済
成

長
へ
の
神
話
」
は
ど
の
よ
う
に
浸
透
し
、
ま
た
「
ゆ
が
み
」
を
生
じ
さ
せ
て
い
っ
た
の

か
。
人
々
の
欲
求
と
政
治
の
思
惑
は
い
か
に
寄
り
添
い
、
あ
る
い
は
す
れ
違
い
続
け
た

の
か
。
通
説
に
大
胆
に
切
り
込
む
意
欲
作
。

［
２
０
０
８
年
４
月
］
431049Ȃ5

新赤1048

雨
宮
昭
一

占

領

と

改

革

ʕ
シ
リ
ー
ズ
日
本
近
現
代
史
⑦
ʕ

８
３
６
円

新
憲
法
の
制
定
、
婦
人
参
政
権
、
教
育
の
民
主
化
、
農
地
改
革
、
財
閥
解
体
な
ど
一
連

の
戦
後
改
革
は
、
占
領
政
策
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
て
き
た
が
、
本
当
に
そ
う
な
の
だ
ろ

う
か
。
改
革
の
原
点
は
占
領
政
策
で
は
な
く
、
総
力
戦
時
代
の
社
会
か
ら
継
承
し
た
も

の
の
中
に
あ
っ
た
。
占
領
開
始
か
ら
五
五
年
体
制
成
立
ま
で
の
戦
後
一
〇
年
を
斬
新
な

視
点
で
描
き
だ
す
。

［
２
０
０
８
年
１
月
］
431048Ȃ8
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新赤1047

吉

田

裕

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争

ʕ
シ
リ
ー
ズ
日
本
近
現
代
史
⑥
ʕ

９
４
６
円

マ
レ
ー
半
島
上
陸
と
真
珠
湾
攻
撃
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
た
「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
」。

な
ぜ
開
戦
を
回
避
で
き
ず
、
長
期
化
し
た
の
か
。
兵
士
や
銃
後
の
人
々
、
ア
ジ
ア
の
民

衆
は
、
総
力
戦
を
い
か
に
生
き
、
死
ん
で
い
っ
た
の
か
。
矛
盾
を
抱
え
て
強
行
さ
れ
、

日
本
と
ア
ジ
ア
に
深
い
傷
跡
を
残
し
た
総
力
戦
の
諸
相
を
描
き
な
が
ら
、
日
米
交
渉
か

ら
無
条
件
降
伏
ま
で
の
五
年
間
を
た
ど
る
。

［
２
０
０
７
年
８
月
］
431047Ȃ1

新赤1046

加
藤
陽
子

満
州
事
変
か
ら
日
中
戦
争
へ

ʕ
シ
リ
ー
ズ
日
本
近
現
代
史
⑤
ʕ

９
９
０
円

「
満
蒙
の
沃
野
を
頂
戴
し
よ
う
で
は
な
い
か
」

ἤ
動
の
背
景
に
何
が
あ
っ
た
の
か
。

満
蒙
と
は
元
来
い
か
な
る
地
域
を
指
し
て
い
た
の
か
。
一
九
三
一
年
の
鉄
道
爆
破
作
戦

は
、
や
が
て
政
党
内
閣
制
の
崩
壊
、
国
際
連
盟
脱
退
、
二
・
二
六
事
件
な
ど
へ
と
連
な

っ
て
ゆ
く
。
危
機
の
三
〇
年
代
の
始
ま
り
か
ら
長
期
持
久
戦
へ
の
移
行
ま
で
。
日
中
双

方
の
「
戦
争
の
論
理
」
を
精
緻
に
た
ど
る
。

［
２
０
０
７
年
６
月
］
431046Ȃ4

新赤1045

成
田
㜇
一

大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

ʕ
シ
リ
ー
ズ
日
本
近
現
代
史
④
ʕ

１
０
３
４
円

多
彩
な
言
論
や
社
会
運
動
が
花
開
き
、
政
党
内
閣
の
成
立
へ
と
結
実
し
た
大
正
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
の
時
代
。
そ
れ
は
、
植
民
地
支
配
が
展
開
す
る
時
代
で
も
あ
っ
た
。
帝
国
の
も

と
で
の
「
民
衆
」
の
動
き
は
、
ど
ん
な
可
能
性
と
限
界
を
は
ら
ん
で
い
た
か
。
日
比
谷

焼
打
ち
事
件
か
ら
大
正
政
変
、
米
騒
動
、
普
通
選
挙
の
実
施
、
そ
し
て
満
州
事
変
前
夜

に
至
る
二
五
年
の
歩
み
を
、「
社
会
」
を
主
人
公
に
し
て
描
く
。

［
２
０
０
７
年
４
月
］
431045Ȃ7

新赤1044

原
田
敬
一

日
清
・
日
露
戦
争

ʕ
シ
リ
ー
ズ
日
本
近
現
代
史
③
ʕ

９
９
０
円

立
憲
国
家
と
な
っ
た
日
本
は
、
日
清
戦
争
、
北
清
事
変
、
日
露
戦
争
と
ほ
ぼ
五
年
ご
と

に
大
き
な
戦
争
を
繰
り
返
し
、
台
湾
と
朝
鮮
と
い
う
二
つ
の
植
民
地
を
獲
得
し
た
。
帝

国
議
会
が
開
か
れ
た
国
内
で
は
、
藩
閥
政
府
と
民
党
の
せ
め
ぎ
あ
い
が
続
く
一
方
、
国

民
統
合
の
動
き
も
見
ら
れ
る
。「
輝
か
し
い
明
治
」
像
を
問
い
直
し
な
が
ら
、「
大
日
本

帝
国
」
が
㗡
を
現
し
た
世
紀
転
換
期
の
二
〇
年
を
描
く
。

［
２
０
０
７
年
２
月
］
431044Ȃ0

新赤1043

牧
原
憲
夫

民

権

と

憲

法

ʕ
シ
リ
ー
ズ
日
本
近
現
代
史
②
ʕ

９
４
６
円

一
八
七
七
（
明
治
一
〇
）
年
の
西
南
戦
争
終
結
後
、
議
会
開
設
の
要
求
が
強
ま
り
、
自

由
民
権
運
動
が
全
国
各
地
で
ま
き
お
こ
っ
た
。
そ
し
て
一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年
、

大
日
本
帝
国
憲
法
が
発
布
さ
れ
、
翌
一
八
九
〇
年
に
は
帝
国
議
会
が
開
か
れ
る
。
国
民

国
家
と
競
争
社
会
が
確
立
し
た
現
代
の
原
点
と
も
い
え
る
時
代
を
、
政
府
・
民
権
派
・

民
衆
の
三
極
対
立
と
い
う
新
し
い
視
点
で
描
き
だ
す
。

［
２
０
０
６
年
12
月
］
431043Ȃ3
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新赤1042

井
上
勝
生

幕

末

・

維

新

ʕ
シ
リ
ー
ズ
日
本
近
現
代
史
①
ʕ

９
２
４
円

黒
船
来
航
か
ら
、
明
治
維
新
へ

激
し
く
揺
れ
動
い
た
幕
末
・
維
新
と
は
ど
う
い
う

時
代
だ
っ
た
の
か
。
東
ア
ジ
ア
世
界
に
視
点
を
す
え
、
開
国
か
ら
西
南
戦
争
ま
で
を
最

新
の
研
究
成
果
を
と
り
い
れ
て
描
く
新
し
い
通
史
。
従
来
か
ら
「
屈
服
」
し
た
と
言
わ

れ
て
き
た
幕
末
の
外
交
を
再
評
価
し
、
そ
れ
が
成
熟
し
た
伝
統
社
会
に
基
づ
く
も
の
で

あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
維
新
史
を
書
き
直
す
意
欲
作
。

［
２
０
０
６
年
11
月
］
431042Ȃ6

新赤987

吉

田

孝

歴
史
の
な
か
の
天
皇

品
切（
電
子
版
あ
り
）

「
天
皇
」
と
い
う
語
が
初
め
て
使
わ
れ
た
の
は
い
つ
か
。「
女
帝
」
は
ど
の
よ
う
な
背
景

の
も
と
に
登
場
し
た
の
か
。「
王
統
」
は
ど
の
よ
う
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
の
か
。
練

達
の
日
本
古
代
史
研
究
者
が
、
東
ア
ジ
ア
世
界
と
の
関
係
を
視
野
に
い
れ
つ
つ
、
卑
弥

呼
の
時
代
か
ら
現
代
ま
で
を
通
観
し
、「
天
皇
」
の
歴
史
を
た
ど
る
。
こ
の
列
島
の
王
権

の
あ
り
か
た
を
考
え
る
た
め
の
基
本
書
と
し
て
最
適
。

［
２
０
０
６
年
１
月
］
430987Ȃ1◆

新赤986

新
崎
盛
暉

沖

縄

現

代

史
新
版

９
９
０
円

減
ら
ぬ
米
軍
基
地
、
実
ら
ぬ
経
済
振
興

。
日
米
同
盟
が
強
化
さ
れ
る
な
か
、
沖
縄

の
現
実
は
厳
し
さ
を
増
し
続
け
る
。
本
土
復
帰
以
降
、
多
く
の
困
難
に
粘
り
強
く
立
ち

向
か
う
人
び
と
の
闘
い
と
、
日
米
両
政
府
と
の
せ
め
ぎ
あ
い
を
描
い
た
前
著
に
、
沖
縄

戦
か
ら
復
帰
ま
で
、お
よ
び
米
軍
再
編
協
議
が
進
行
す
る
最
新
の
状
況
を
新
た
に
加
え
、

全
面
的
に
改
訂
し
た
決
定
版
・
通
史
。

［
２
０
０
５
年
12
月
］
430986Ȃ4◆

新赤965

藤
木
久
志

刀

狩

り

ʕ
武
器
を
封
印
し
た
民
衆
ʕ

８
４
０
円

秀
吉
の
刀
狩
り
に
よ
っ
て
民
衆
は
武
装
解
除
さ
れ
た
と
い
う
「
常
識
」
が
つ
く
ら
れ
て

き
た
が
、
そ
れ
は
本
当
だ
ろ
う
か
。
調
べ
て
い
く
と
、
そ
れ
に
反
す
る
興
味
ぶ
か
い
史

実
が
㗨
々
と
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
秀
吉
か
ら
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
ま
で
、
刀
狩
り
の
実

態
を
検
証
し
て
、
武
装
解
除
さ
れ
た
「
丸
腰
」
の
民
衆
像
か
ら
、
武
器
を
封
印
す
る
新

た
な
日
本
民
衆
像
へ
の
転
換
を
提
言
す
る
。

［
２
０
０
５
年
８
月
］
430965Ȃ9◆

新赤955

中
村
政
則

戦

後

史
１
０
３
４
円

一
九
四
五
年
八
月
一
五
日
の
敗
戦
か
ら
六
〇
年
。
戦
後
民
主
主
義
を
否
定
的
に
と
ら
え

る
論
調
や
歴
史
意
識
が
強
ま
り
、
い
ま
戦
後
最
大
の
岐
路
に
立
っ
て
い
る
。
戦
後
と
は

い
っ
た
い
何
だ
っ
た
の
か
。
戦
争
と
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を
重
視
す
る
貫
戦
史
と
い
う

方
法
を
用
い
て
、
ア
ジ
ア
と
の
関
係
や
戦
争
の
記
憶
の
問
題
に
留
意
し
な
が
ら
、
激
動

の
六
〇
年
を
描
き
だ
す
。

［
２
０
０
５
年
７
月
］
430955Ȃ0◆
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新赤939

坂
野
潤
治

明
治
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

８
５
８
円

明
治
日
本
に
は
、
民
主
主
義
の
思
想
と
運
動
の
豊
か
な
蓄
積
が
あ
っ
た
。「
主
権
在
民
」

論
と
「
議
院
内
閣
制
」
論
の
間
の
せ
め
ぎ
あ
い
の
中
で
、
そ
れ
は
ど
う
深
ま
り
、
挫
折

し
て
い
っ
た
の
か
。
ま
た
後
の
時
代
に
何
を
遺
し
た
の
か
。
福
沢
諭
吉
、
植
木
枝
盛
、

中
江
兆
民
、
徳
富
蘇
峰
、
北
一
輝
、
美
濃
部
達
吉
ら
の
議
論
を
読
み
解
き
な
が
ら
、
日

本
の
現
在
の
㗡
を
も
照
ら
し
出
す
刺
激
的
な
歴
史
叙
述
。

［
２
０
０
５
年
３
月
］
430939Ȃ0

新赤914

五
味
文
彦

源

義

経
９
０
２
円

全
国
各
地
に
残
る
数
多
く
の
伝
説
、
そ
し
て
彼
の
名
前
に
由
来
す
る
「
判
官
び
い
き
」

と
い
う
言
葉

こ
の
よ
う
に
今
な
お
高
い
人
気
を
も
ち
、
日
本
史
上
最
も
有
名
な
英

雄
と
な
っ
て
い
る
源
義
経
と
は
い
っ
た
い
ど
う
い
う
人
物
だ
っ
た
の
か
？

義
経
に
関

わ
る
文
書
・
記
録
や
物
語
類
な
ど
を
広
く
探
索
し
て
、
単
な
る
「
悲
劇
の
ヒ
ー
ロ
ー
」

で
は
な
い
そ
の
実
像
と
魅
力
の
秘
密
に
迫
る
。

［
２
０
０
４
年
10
月
］
430914Ȃ7◆

新赤862

田

中

彰

明
治
維
新
と
西
洋
文
明

ʕ
岩
倉
使
節
団
は
何
を
見
た
か
ʕ

９
０
２
円

男
女
の
風
俗
、
議
会
、
工
場
、
公
園
に
博
物
館

明
治
初
年
、
近
代
化
の
課
題
を
背

負
っ
て
二
年
近
い
欧
米
視
察
の
旅
を
続
け
た
「
岩
倉
使
節
団
」
に
と
っ
て
、
西
洋
文
明

と
の
出
会
い
は
衝
撃
の
連
続
だ
っ
た
。
そ
の
公
的
な
報
告
書
『
米
欧
回
覧
実
記
』
を
読

み
解
く
こ
と
に
よ
っ
て
、「
大
国
」
へ
の
道
を
選
ん
だ
近
代
日
本
が
そ
の
経
験
か
ら
何
を

受
け
止
め
、
何
を
排
除
し
て
い
っ
た
の
か
を
浮
き
彫
り
に
す
る
。
［
２
０
０
３
年
11
月
］
430862Ȃ1

新赤841

奈
良
文
化
財
研
究
所
編

奈

良

の

寺

ʕ
世
界
遺
産
を
歩
く
ʕ

１
０
１
２
円

創
建
時
の
大
仏
殿
の
大
き
さ
は
？

部
材
の
年
輪
か
ら
法
隆
寺
の
年
代
が
わ
か
る
？

「
世
界
遺
産
」
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
奈
良
の
史
跡
の
魅
力
と
Ṗ
を
、
発
掘
調
査
や
遺

跡
保
存
の
第
一
線
に
た
ず
さ
わ
る
研
究
者
た
ち
が
語
る
。
専
門
家
と
一
緒
に
古
寺
や
遺

跡
を
歩
き
な
が
ら
、
最
新
の
研
究
情
報
や
取
っ
て
お
き
の
話
題
を
披
露
し
て
も
ら
う
か

の
よ
う
な
、
贅
沢
に
し
て
ユ
ニ
ー
ク
な
案
内
書
。

［
２
０
０
３
年
６
月
］
430841Ȃ6

新赤829

岩
井
忠
熊

西

園

寺

公

望

ʕ
最
後
の
元
老
ʕ

９
２
４
円

フ
ラ
ン
ス
留
学
で
培
わ
れ
た
広
い
国
際
的
視
野
と
自
由
主
義
を
も
っ
て
、
軍
閥
支
配
に

抵
抗
し
な
が
ら
、
明
治
か
ら
昭
和
ま
で
長
期
に
わ
た
っ
て
権
力
の
中
枢
に
い
た
元
老
政

治
家
の
評
伝
。
時
代
が
一
つ
の
方
向
に
流
さ
れ
て
い
く
時
、
そ
れ
に
歯
止
め
を
か
け
ら

れ
る
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
も
っ
た
稀
有
の
政
治
家
と
し
て
、
ま
た
和
漢
洋
の
学
問
や
詩
文

に
造
詣
が
深
い
文
化
人
と
し
て
も
興
味
ぶ
か
い
。

［
２
０
０
３
年
３
月
］
430829Ȃ4
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新赤816

吉

田

裕

日

本

の

軍

隊

ʕ
兵
士
た
ち
の
近
代
史
ʕ

８
８
０
円

一
八
七
三
年
の
徴
兵
令
の
制
定
以
来
、
文
明
開
化
の
推
進
力
と
な
り
、
全
国
に
近
代
秩

序
を
浸
透
さ
せ
た
日
本
の
軍
隊
。
そ
れ
が
反
近
代
的
な
皇
軍
へ
と
変
貌
を
遂
げ
た
の

は
、
な
ぜ
か
。
日
本
の
民
衆
に
と
っ
て
、
軍
隊
経
験
と
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
っ

た
の
か
。
豊
富
な
史
料
を
も
と
に
、「
天
皇
の
軍
隊
」
の
内
実
を
解
明
す
る
こ
と
で
、
日

本
の
近
代
を
描
き
出
す
。

［
２
０
０
２
年
12
月
］
430816Ȃ4◆

新赤700

赤
坂
憲
雄

東

西

／

南

北

考

ʕ
い
く
つ
も
の
日
本
へ
ʕ

７
９
２
円

東
西
か
ら
南
北
へ
視
点
を
転
換
す
る
こ
と
で
多
様
な
日
本
の
㗡
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く

る
。「
ひ
と
つ
の
日
本
」
と
い
う
歴
史
認
識
の
ほ
こ
ろ
び
を
起
点
に
、
縄
文
以
来
、
北
海

道
・
東
北
か
ら
奄
美
・
沖
縄
へ
と
᷷
が
る
南
北
を
軸
と
し
た
「
い
く
つ
も
の
日
本
」
の

歴
史
・
文
化
的
な
重
層
性
を
た
ど
る
。
新
た
な
列
島
の
民
族
史
を
切
り
拓
く
、
気
鋭
の

民
俗
学
者
に
よ
る
意
欲
的
な
日
本
文
化
論
。

［
２
０
０
０
年
11
月
］
430700Ȃ6

新赤668

尾
藤
正
英

日
本
文
化
の
歴
史

９
６
８
円

日
本
人
の
日
常
生
活
に
息
づ
く
伝
統
が
解
体
し
つ
つ
あ
る
今
、
私
た
ち
の
自
己
認
識
は

ど
こ
に
た
ど
り
着
こ
う
と
し
て
い
る
の
か
。
人
々
の
価
値
観
や
生
活
意
識
を
示
す
も
の

と
し
て
の
宗
教
や
思
想
を
中
心
に
歴
史
を
た
ど
り
、
国
家
や
社
会
組
織
の
あ
り
方
の
変

化
に
対
応
し
て
、
新
し
い
時
代
の
文
化
を
主
体
的
に
形
作
っ
て
き
た
日
本
社
会
の
活
力

と
、
そ
の
固
有
の
エ
ー
ト
ス
を
描
き
出
す
。

［
２
０
０
０
年
５
月
］
430668Ȃ9

新赤665

小
山
靖
憲

熊

野

古

道

品
切（
電
子
版
あ
り
）

ゆ
た
か
な
自
然
に
懐
深
く
抱
か
れ
た
聖
地
、
熊
野
。「
蟻
の
熊
野
詣
」
と
い
う
言
葉
に
象

徴
さ
れ
る
と
お
り
、
人
々
は
何
か
に
引
き
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
苦
し
い
巡
礼
の
旅
を
続

け
た
。
中
世
の
記
録
を
読
み
な
が
ら
、
上
皇
の
御
幸
や
一
般
庶
民
の
参
詣
の
よ
う
す
、

さ
ら
に
熊
野
信
仰
の
本
質
と
王
子
社
成
立
の
Ṗ
な
ど
に
せ
ま
り
、
長
年
の
踏
査
経
験
を

も
と
に
、
日
本
随
一
の
古
道
の
魅
力
を
語
り
尽
く
す
。

［
２
０
０
０
年
４
月
］
430665Ȃ8◆

新赤530

笠
原

十
九
司

南

京

事

件
９
２
４
円

日
中
戦
争
に
お
い
て
、
日
本
軍
は
当
時
の
中
国
の
首
都
、
南
京
を
激
戦
の
す
え
攻
略
し

た
。
そ
の
際
に
発
生
し
た
の
が
、
い
わ
ゆ
る
南
京
大
虐
殺
事
件
で
あ
る
。
な
ぜ
起
き
た

の
か
、
そ
の
全
貌
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
、
そ
し
て
い
ま
、
わ
た
し
た
ち
は

ど
う
考
え
る
べ
き
な
の
か
。
外
国
人
史
料
を
含
め
た
史
料
群
を
博
捜
し
、
分
析
し
た
著

者
が
歴
史
を
た
ど
り
、
全
体
像
を
解
き
あ
か
す
。

［
１
９
９
７
年
11
月
］
430530Ȃ9
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新赤500・501・502

網
野
善
彦

日
本
社
会
の
歴
史
⟹上
⟹中
⟹下

上
９
２
４
円
、中
・
下
各
８
８
０
円

現
代
の
日
本
人
・
日
本
国
は
、
い
か
な
る
経
緯
を
へ
て
形
成
さ
れ
た
の
か

。
周
辺

諸
地
域
と
の
海
を
通
じ
た
切
り
離
し
が
た
い
関
係
の
な
か
で
、
列
島
に
展
開
し
た
地
域

性
豊
か
な
社
会
と
「
国
家
」
と
の
せ
め
ぎ
あ
い
の
歴
史
を
、
社
会
の
側
か
ら
と
ら
え
な

お
す
本
格
的
通
史
。
上
巻
は
列
島
の
形
成
か
ら
九
世
紀
ま
で
、
下
巻
は
南
北
朝
の
動
乱

か
ら
現
代
ま
で
。

［
上
１
９
９
７
年
４
月
、
中
７
月
、
下
12
月
］
430500Ȃ2◆
430501Ȃ9◆
430502Ȃ6◆

新赤453

義
江
彰
夫

神

仏

習

合
９
０
２
円

古
代
末
期
、
平
将
門
は
東
国
を
席
巻
し
、
巫
女
の
託
宣
に
よ
っ
て
「
新
皇
」
と
な
る
。

こ
の
託
宣
に
登
場
す
る
の
は
菅
原
道
真
の
怨
霊
と
八
幡
大
菩
Ḉ
。
こ
こ
に
神
仏
習
合
思

想
の
劇
的
な
発
現
を
み
る
著
者
は
、
神
宮
寺
の
発
生
か
ら
、
密
教
の
展
開
、
怨
霊
観
念

の
成
立
、
穢
れ
忌
避
思
想
と
浄
土
信
仰
、
そ
し
て
本
地
垂
迹
説
・
中
世
日
本
紀
に
い
た

る
過
程
を
分
析
し
、
そ
の
社
会
的
背
景
を
探
る
。

［
１
９
９
６
年
７
月
］
430453Ȃ1

新赤384

吉
見
義
明

従

軍

慰

安

婦
９
６
８
円

「
日
本
や
㕾
国
の
若
者
た
ち
に
、
日
本
が
過
去
に
や
っ
た
こ
と
を
、
知
っ
て
ほ
し
い
」

日
本
政
府
の
謝
罪
と
補
償
を
求
め
て
提
訴
し
た
㕾
国
人
元
従
軍
慰
安
婦
の
一
人
は

こ
う
語
っ
た
。
軍
慰
安
所
は
い
つ
、
ど
こ
に
つ
く
ら
れ
た
の
か
。
設
置
目
的
は
何
か
。

ま
た
、
慰
安
婦
た
ち
の
状
況
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。
関
係
文
書
を
丹
念
に
収
集
・
分
析

し
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
あ
わ
せ
て
全
体
像
を
描
き
出
す
。

［
１
９
９
５
年
４
月
］
430384Ȃ8

新赤312

田
中
Ḵ
・
佐
原
真

考
古
学
の
散
歩
道

８
５
８
円

日
本
人
と
は
？

日
本
的
な
技
術
と
文
化
と
は
？

考
古
学
の
情
報
が
現
代
に
伝
え
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
は
？

“
紀
元
前
後
の
ボ
ー
ト
ピ
ー
プ
ル
”“
キ
モ
ノ
と
装
身
具
”“
花

を
飾
る
文
化
”“
地
震
を
発
掘
す
る
”、
そ
し
て
“
戦
争
の
起
源
”“
考
古
学
者
の
戦
争
”

等
々
、
興
味
深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
現
代
の
争
点
と
な
る
問
題
ま
で
、
考
古
学
研
究
者

が
縦
横
に
論
じ
あ
う
現
代
批
評
。

［
１
９
９
３
年
11
月
］
430312Ȃ1

新赤286

今

谷

明

武

家

と

天

皇

ʕ
王
権
を
め
ぐ
る
相
剋
ʕ

９
４
６
円

天
皇
制
は
な
ぜ
続
い
た
の
か

か
つ
て
足
利
義
満
の
天
皇
位
簒
奪
計
画
を
あ
と
づ
け

た
著
者
は
、
さ
ら
に
戦
国
期
、
信
長
時
代
と
、
天
皇
と
武
家
の
王
権
を
め
ぐ
る
相
剋
過

程
を
追
い
続
け
て
き
た
。
本
書
は
そ
の
成
果
を
集
大
成
し
、
秀
吉
・
家
康
の
統
一
政
権

成
立
に
お
け
る
公
武
関
係
の
決
着
点
を
解
明
す
る
。
日
本
史
上
最
大
の
問
題
と
も
い
う

べ
き
課
題
に
挑
ん
だ
意
欲
的
な
試
み
で
あ
る
。

［
１
９
９
３
年
６
月
］
430286Ȃ5
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新赤274

村
井
章
介

中

世

倭

人

伝
９
０
２
円

日
本
、
朝
鮮
、
中
国
に
囲
ま
れ
た
環
シ
ナ
海
域

そ
こ
は
人
と
物
の
交
流
が
活
発
に

行
な
わ
れ
、
文
明
伝
播
の
場
と
し
て
歴
史
の
重
要
な
舞
台
で
あ
っ
た
。
中
世
に
は
倭
寇

が
跳
梁
し
朝
鮮
や
明
と
の
緊
張
が
高
ま
る
一
方
で
、
倭
人
た
ち
に
よ
る
密
貿
易
も
拡
大

し
て
ゆ
く
。
国
境
を
縦
横
に
越
え
、
境
界
の
地
に
跋
Ể
す
る
彼
ら
の
活
動
を
、
新
た
に

朝
鮮
の
史
料
を
駆
使
し
て
描
き
、
雄
大
な
中
世
像
を
提
示
す
る
。
［
１
９
９
３
年
３
月
］
430274Ȃ2

新赤261

高
良
倉
吉

琉

球

王

国
８
５
８
円

一
五
世
紀
初
頭
、
琉
球
に
統
一
王
国
が
生
ま
れ
た
。
以
後
四
百
年
に
及
ぶ
琉
球
王
国
で

あ
る
。
博
多
・
釜
山
、
福
州
・
広
東
、
さ
ら
に
ル
ソ
ン
・
ア
ユ
タ
ヤ
・
マ
ラ
ッ
カ
を
結

ぶ
「
海
の
道
」
を
支
配
し
た
王
国
の
最
盛
期
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
。
気

鋭
の
歴
史
家
が
、
成
立
・
展
開
・
衰
退
の
過
程
を
た
ど
り
つ
つ
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
王

国
像
は
、
ま
こ
と
に
興
味
深
い
。

［
１
９
９
３
年
１
月
］
430261Ȃ2

新赤257

吉

田

裕

昭
和
天
皇
の
終
戦
史

９
９
０
円

戦
争
責
任
は
は
た
し
て
軍
部
だ
け
に
あ
っ
た
の
か
？

天
皇
と
側
近
た
ち
の
「
国
体
護

持
」
の
シ
ナ
リ
オ
と
は
何
で
あ
っ
た
か
？

近
年
、
社
会
的
反
響
を
呼
ん
だ
「
昭
和
天

皇
独
白
録
」
を
徹
底
的
に
検
証
し
、
ま
た
東
京
裁
判
・
国
際
検
察
局
の
尋
問
調
書
な
ど

膨
大
な
史
料
を
調
査
・
検
討
し
た
著
者
は
、
水
面
下
で
錯
綜
し
つ
つ
展
開
さ
れ
た
、
終

戦
工
作
の
全
容
を
初
め
て
浮
き
彫
り
に
す
る
。

［
１
９
９
２
年
12
月
］
430257Ȃ5◆

新赤236

白
井
久
夫

幻

の

声
Ｎ
Ｈ
Ｋ
広
島
8
月
6
日

９
２
４
円

八
月
六
日
、
壊
滅
状
態
の
広
島
で
、
交
信
を
求
め
る
悲
し
げ
な
女
性
の
声
が
ラ
ジ
オ
か

ら
流
れ
た
…
…
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
舞
込
ん
だ
一
通
の
手
紙
か
ら
、“
幻
の
声
”
の
主
を
追
う
著

者
の
旅
は
始
ま
る
。
一
七
年
に
も
及
ぶ
取
材
か
ら
見
え
て
き
た
、
巨
大
な
悲
劇
の
下
の

人
間
た
ち
の
ド
ラ
マ
と
は
？

戦
時
下
の
メ
デ
ィ
ア
の
実
像
、
そ
し
て
、
敗
戦
を
目
前

に
し
た
日
本
の
防
空
体
制
の
不
備
を
も
つ
く
異
色
の
記
録
。

［
１
９
９
２
年
７
月
］
430236Ȃ0

新赤231

猪
飼
隆
明

西

郷

隆

盛

ʕ
西
南
戦
争
へ
の
道
ʕ

９
０
２
円

維
新
の
最
大
の
功
労
者
、
西
郷
は
な
ぜ
反
乱
を
お
こ
し
た
の
か
。
ま
た
な
ぜ
、
復
権
さ

れ
る
の
か
。
根
強
い
民
衆
的
人
気
の
秘
密
は
何
か
。
そ
の
実
像
を
さ
ぐ
る
に
は
、
西
郷

が
打
倒
し
よ
う
と
し
た
明
治
政
府
権
力
の
性
格
こ
そ
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

気
鋭
の
近
代
史
家
が
、
幕
末
動
乱
か
ら
征
㕾
論
争
、
西
南
戦
争
に
い
た
る
、
西
郷
の
栄

光
と
悲
劇
の
意
味
を
読
み
解
い
て
い
く
。

［
１
９
９
２
年
６
月
］
430231Ȃ5◆
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新赤214

斉
藤
利
男

平

泉
よ
み
が
え
る
中
世
都
市

１
０
７
８
円

奥
州
藤
原
三
代
の
都
・
平
泉
。
近
年
の
緊
急
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
従
来
の
平
泉
・
藤

原
氏
像
が
一
変
し
た
。
出
土
し
た
多
く
の
遺
品
や
寝
殿
造
の
政
庁
跡
な
ど
か
ら
、
地
方

貴
族
と
し
て
の
藤
原
氏
の
性
格
や
中
世
の
都
市
生
活
の
様
子
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ

こ
に
中
尊
寺
や
毛
越
寺
、
衣
川
地
域
も
含
め
た
「
都
市
平
泉
」
の
全
貌
が
浮
上
し
た
。

北
方
世
界
へ
の
文
化
的
拡
が
り
を
も
展
望
す
る
。

［
１
９
９
２
年
２
月
］
430214Ȃ8

新赤89

中
村
政
則

象
徴
天
皇
制
へ
の
道

ʕ
米
国
大
使
グ
ル
ー
と
そ
の
周
辺
ʕ

８
５
８
円

一
九
三
二
年
か
ら
日
米
開
戦
直
後
ま
で
の
十
年
間
、
駐
日
大
使
を
務
め
た
ジ
ョ
セ
フ
・

グ
ル
ー
は
、
帰
国
後
各
地
で
知
日
派
と
し
て
独
自
の
天
皇
観
・
日
本
論
を
語
っ
た
。
Ｇ

Ｈ
Ｑ
の
占
領
政
策
、
特
に
天
皇
制
の
存
続
に
尽
力
し
た
彼
の
厖
大
な
手
記
と
手
紙
を
も

と
に
、
吉
田
茂
ら
と
の
秘
め
ら
れ
た
関
係
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
の
意
外
な
接
点
、
そ
し

て
「
象
徴
」
と
い
う
呼
称
の
誕
生
に
至
る
経
過
に
光
を
あ
て
る
。
［
１
９
８
９
年
10
月
］
430089Ȃ2

新赤42

東
野
治
之

正

倉

院
７
９
２
円

「
海
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」
を
旅
し
た
宝
物
、
輸
入
品
が
長
ら
く
国
産
品
と
い
わ
れ
て
い
た

Ṗ
、
そ
し
て
Ẓ
風
の
下
貼
に
使
わ
れ
て
い
た
輸
入
品
購
入
申
請
書
が
語
る
も
の
は
何
か

。
著
者
は
正
倉
院
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
な
が
ら
、
古
代
の
日
本
が

外
国
文
化
を
享
受
し
て
い
っ
た
様
子
を
た
ど
り
直
し
、
秘
め
ら
れ
た
日
本
文
化
の
深
層

を
探
り
、
そ
の
今
日
的
な
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
。

［
１
９
８
８
年
10
月
］
430042Ȃ7

新赤35

中
内
敏
夫

軍
国
美
談
と
教
科
書

９
０
２
円

と
ど
ろ
く
砲
音
…
…
で
名
高
い
軍
神
広
瀬
中
佐
、
死
ん
で
も
ラ
ッ
パ
を
放
さ
な
か
っ
た

木
口
小
平
、
爆
弾
三
勇
士
、
軍
国
の
母
の
鑑
と
う
た
わ
れ
た
「
一
太
郎
や
あ
い
」
の
老

母
。
戦
前
国
定
教
科
書
の
花
形
だ
っ
た
軍
国
美
談
、
そ
の
教
材
と
し
て
の
改
廃
の
裏
に

は
、
驚
く
べ
き
事
実
が
隠
さ
れ
て
い
た
。
軍
事
教
材
の
歴
史
を
た
ど
り
つ
つ
、
民
衆
と

戦
争
、
軍
部
と
教
育
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
説
き
明
か
す
。

［
１
９
８
８
年
８
月
］
430035Ȃ9

新赤15

堀
場
清
子

青

鞜

の

時

代

ʕ
平
塚
ら
い
て
う
と
新
し
い
女
た
ち
ʕ

９
４
６
円

「
元
始
女
性
は
太
陽
で
あ
っ
た
」。
日
本
の
近
代
に
お
け
る
女
性
の
目
ざ
め
を
高
ら
か
に

宣
言
し
た
雑
誌
『
青
鞜
』
は
、
平
塚
ら
い
て
う
ら
の
手
に
よ
っ
て
一
九
一
一
年
創
刊
さ

れ
た
。
家
制
度
へ
の
反
逆
、
良
妻
賢
母
主
義
と
の
対
決
を
通
し
て
、
自
我
を
追
求
し
、

愛
と
性
の
自
由
を
徹
底
的
に
求
め
実
践
し
た
「
新
し
い
女
」
た
ち
の
群
像
。
そ
れ
は
時

代
を
こ
え
て
真
摯
な
生
の
探
求
を
呼
び
か
け
て
や
ま
な
い
。

［
１
９
８
８
年
３
月
］
430015Ȃ1
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黄 194

勝
俣
鎮
夫

一

揆
８
８
０
円

日
本
の
中
世
は
一
揆
の
時
代
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
時
期
、
あ
ら
ゆ
る
階
層
や
地
域
に
、

共
通
の
目
的
達
成
の
手
段
と
し
て
一
揆
が
結
ば
れ
た
。
こ
れ
ら
一
揆
と
よ
ば
れ
る
特
異

な
集
団
は
、
ど
の
よ
う
な
論
理
で
結
ば
れ
、
支
え
ら
れ
て
い
た
の
か
。
一
揆
内
部
の
作

法
や
参
加
者
の
意
識
に
光
を
当
て
、
日
本
社
会
を
深
層
か
ら
規
定
す
る
集
団
形
成
の
あ

り
方
を
明
ら
か
に
す
る
。

［
１
９
８
２
年
６
月
］
420194Ȃ6

黄 187

家
永
三
郎

日

本

文

化

史
第
二
版

９
４
６
円

現
代
の
文
化
的
創
造
は
、
歴
史
の
真
実
に
正
し
く
立
脚
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て

可
能
と
な
る
。
著
者
は
、
原
始
い
ら
い
の
日
本
の
文
化
の
流
れ
を
、
そ
の
担
い
手
、
文

化
的
伝
統
の
形
成
過
程
、
海
外
の
文
化
と
の
交
流
な
ど
の
視
点
か
ら
と
ら
え
、
そ
の
中

か
ら
私
た
ち
が
二
一
世
紀
に
向
け
て
真
に
継
承
す
べ
き
も
の
を
明
ら
か
に
す
る
。
英
訳

さ
れ
て
海
外
に
も
広
く
紹
介
さ
れ
た
旧
著
の
全
面
改
訂
版
。

［
１
９
８
２
年
３
月
］
420187Ȃ8◆

黄 152

色
川
大
吉

自

由

民

権
８
８
０
円

今
か
ら
百
年
前
、
ア
ジ
ア
で
最
初
の
国
会
開
設
要
求
の
国
民
運
動
が
日
本
全
国
か
ら
わ

き
お
こ
っ
た
。
一
八
八
一
年
は
、
こ
の
自
由
民
権
運
動
の
最
高
潮
の
時
で
あ
り
、
民
衆

憲
法
草
案
が
続
々
起
草
さ
れ
、
自
由
党
が
結
成
さ
れ
、
専
制
政
府
は
崩
壊
の
危
機
に
ま

で
追
い
つ
め
ら
れ
た
。
各
地
で
進
め
ら
れ
て
い
る
研
究
活
動
の
成
果
を
ふ
ま
え
、
自
由

民
権
の
全
体
像
を
構
築
し
、
現
代
的
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
。

［
１
９
８
１
年
４
月
］
420152Ȃ6◆

黄 136

網
野
善
彦

日
本
中
世
の
民
衆
像

ʕ
平
民
と
職
人
ʕ

品
切（
電
子
版
あ
り
）

弥
生
時
代
い
ら
い
水
稲
を
中
心
に
生
き
て
き
た
単
一
の
民
族
と
い
う
日
本
人
像
は
近
世

以
降
の
通
念
に
し
ば
ら
れ
た
虚
像
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
書
は
、
中
世
民
衆
が
負
っ

て
い
た
年
貢
・
公
事
の
実
態
と
そ
の
意
味
を
問
い
直
し
、
さ
ら
に
遍
歴
す
る
職
人
集
団

の
活
動
に
光
を
当
て
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
虚
像
を
く
つ
が
え
す
。
日
本
中
世
の
多
様

な
㗡
と
ゆ
た
か
な
可
能
性
が
描
き
出
さ
れ
る
。

［
１
９
８
０
年
10
月
］
420136Ȃ6◆

黄 117

黒
田
俊
雄

寺

社

勢

力

ʕ
も
う
一
つ
の
中
世
社
会
ʕ

９
４
６
円

中
世
寺
社
勢
力
を
担
っ
た
の
は
、
南
都
・
北
嶺
な
ど
の
大
寺
社
ば
か
り
で
は
な
い
。
全

国
無
数
の
寺
社
に
こ
も
る
衆
徒
・
神
人
、
隠
ṓ
者
、
聖
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
聖
職
者
た

ち
の
活
動
が
あ
っ
た
。
寺
社
勢
力
は
い
か
に
し
て
そ
の
巨
大
な
力
を
獲
得
し
、
ど
の
よ

う
な
歴
史
的
役
割
を
果
し
た
か
。
聖
職
者
た
ち
の
生
活
や
意
識
に
光
を
当
て
つ
つ
、
宗

教
と
社
会
と
の
か
か
わ
り
を
描
く
。

［
１
９
８
０
年
４
月
］
420117Ȃ5
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黄 103

安
丸
良
夫

神
々
の
明
治
維
新

ʕ
神
仏
分
離
と
廃
仏
毀
釈
ʕ

９
２
４
円

維
新
政
権
が
打
ち
だ
し
た
神
仏
分
離
の
政
策
と
、
仏
教
や
民
俗
信
仰
な
ど
に
対
し
て
全

国
に
猛
威
を
ふ
る
っ
た
熱
狂
的
な
排
斥
運
動
は
、
変
革
期
に
あ
り
が
ち
な
一
時
的
な
逸

脱
に
す
ぎ
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
が
、
そ
の
過
程
を
経
て
日
本
人
の
精
神
史
的
伝
統
は

一
大
転
換
を
と
げ
た
。
日
本
人
の
精
神
構
造
を
深
く
規
定
し
て
い
る
明
治
初
年
の
国
家

と
宗
教
を
め
ぐ
る
問
題
状
況
を
克
明
に
描
き
出
す
。

［
１
９
７
９
年
11
月
］
420103Ȃ8◆

黄 37

大
江

志
乃
夫

戒

厳

令
８
５
８
円

日
清
・
日
露
戦
争
、
関
東
大
震
災
、
二
・
二
六
事
件
な
ど
、
日
本
近
代
史
の
重
大
時
に

必
ず
㗡
を
あ
ら
わ
す
戒
厳
令
。
そ
の
発
動
に
よ
っ
て
、
法
秩
序
は
一
挙
に
覆
り
、
権
力

が
む
き
出
し
の
形
で
民
衆
の
前
に
立
ち
は
だ
か
る
。
本
書
は
、
欧
米
や
第
三
世
界
に
お

け
る
戒
厳
令
の
歴
史
と
現
実
に
ふ
れ
な
が
ら
、
日
本
に
お
け
る
戒
厳
令
の
性
格
・
機
能

を
明
ら
か
に
す
る
。
戒
厳
令
を
通
し
て
み
た
新
た
な
近
代
史
。

［
１
９
７
８
年
２
月
］
420037Ȃ6

青 FȂ74

羽
原
又
吉

漂

海

民
８
１
４
円

本
書
は
、
親
・
子
・
孫
す
べ
て
海
に
生
ま
れ
波
に
ゆ
ら
れ
な
が
ら
、
一
生
を
船
上
に
送

っ
た
漂
泊
漁
民
を
と
り
あ
げ
、
ア
ジ
ア
各
地
の
漂
海
民
と
比
較
し
つ
つ
、
海
に
生
き
漁

村
を
開
い
て
き
た
彼
ら
の
足
跡
を
ḷ
っ
た
力
作
で
あ
る
。
漁
業
史
・
漁
民
史
の
一
側
面

と
し
て
興
味
深
い
だ
け
で
な
く
、
ア
ジ
ア
民
俗
史
を
考
え
る
上
で
、
貴
重
な
デ
ー
タ
が

盛
り
こ
ま
れ
て
い
る
。

［
１
９
６
３
年
11
月
］
415074Ȃ9

青 FȂ73

森
島
守
人

真
珠
湾
・
リ
ス
ボ
ン
・
東
京

ʕ
続
一
外
交
官
の
回
想
ʕ

８
１
４
円

『
陰
謀
・
暗
殺
・
軍
刀
』
で
「
満
州
」
及
び
中
国
在
勤
中
の
外
交
官
と
し
て
の
体
験
を
綴

っ
た
著
者
は
、
こ
の
書
で
は
ア
メ
リ
カ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
在
勤
中
当
面
し
た
日
米
交
渉

の
裏
表
、
真
珠
湾
奇
襲
前
後
の
ア
メ
リ
カ
、
国
際
都
市
リ
ス
ボ
ン
の
諜
報
戦
、
ポ
ル
ト

ガ
ル
の
偉
材
サ
ラ
ザ
ー
ル
の
横
顔
、
大
戦
中
の
微
妙
な
米
ソ
関
係
等
を
回
想
し
、
最
後

の
章
で
は
当
時
の
日
本
の
外
交
政
策
に
一
つ
の
提
案
を
行
う
。

［
１
９
５
０
年
９
月
］
415073Ȃ2

青 FȂ72

森
島
守
人

陰
謀
・
暗
殺
・
軍
刀

ʕ
一
外
交
官
の
回
想
ʕ

８
８
０
円

詐
術
と
欺
瞞
に
終
始
し
た
日
本
軍
閥
の
大
陸
進
出
を
、
当
時
軍
に
圧
迫
さ
れ
つ
つ
現
地

外
交
官
と
し
て
つ
ぶ
さ
に
観
察
し
得
た
著
者
が
そ
の
真
相
を
明
ら
か
に
す
る
。
張
作
霖

の
暗
殺
、
陰
謀
の
産
物
で
あ
る
満
州
事
変
、
華
北
工
作
の
正
体
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
「
日

本
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
の
敢
行
し
た
謀
略
行
為
の
非
人
道
的
悪
虐
ぶ
り
が
淡
々
と
し
た
筆
致

か
ら
滲
み
出
る
。
日
本
の
近
現
代
史
を
問
い
直
す
好
著
。

［
１
９
５
０
年
６
月
］
415072Ȃ5
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青 FȂ21

早
乙
女

勝
元

東

京

大

空

襲

ʕ
昭
和
二
〇
年
三
月
一
〇
日
の
記
録
ʕ

８
５
８
円

昭
和
二
〇
年
三
月
一
〇
日
。
一
夜
の
う
ち
に
東
京
の
下
町
一
帯
を
焼
け
野
原
に
変
え
、

八
万
人
に
の
ぼ
る
死
者
で
街
や
河
を
埋
め
た
東
京
大
空
襲
の
惨
状

。
自
身
被
災
者

で
も
あ
る
著
者
が
、
生
き
の
び
た
人
々
を
訪
ね
、
戦
後
二
五
年
の
あ
い
だ
埋
も
れ
て
い

た
記
憶
を
再
現
し
つ
つ
、
無
差
別
絨
緞
爆
撃
の
非
人
間
性
を
暴
き
、
庶
民
に
と
っ
て
戦

争
と
は
何
で
あ
っ
た
か
を
訴
え
る
。

［
１
９
７
１
年
１
月
］
415021Ȃ3

青 FȂ19

稲
垣
真
実

兵
役
を
拒
否
し
た
日
本
人

ʕ
灯
台
社
の
戦
時
下
抵
抗
ʕ

８
５
８
円

昭
和
一
四
年
、ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
三
人
の
兵
士
が
上
官
に
兵
役
拒
否
を
申
し
出
た
。

彼
ら
が
所
属
す
る
キ
リ
ス
ト
教
集
団
灯
台
社
は
、
以
後
苛
酷
な
弾
圧
に
さ
ら
さ
れ
る
。

兵
役
を
拒
否
し
、
信
仰
を
貫
く
と
い
う
行
為
に
直
面
し
て
、
戦
争
へ
の
道
を
疾
走
し
は

じ
め
て
い
た
軍
隊
や
国
家
は
、
ど
の
よ
う
な
本
質
を
露
呈
し
た
か
。
関
係
者
の
証
言
や

新
㗦
料
に
よ
り
、
抵
抗
者
た
ち
の
生
き
方
を
描
く
。

［
１
９
７
２
年
７
月
］
415019Ȃ0

青 DȂ144

添
田
知
道

演
歌
の
明
治
大
正
史

９
６
８
円

路
傍
か
ら
生
ま
れ
た
「
演
歌
」
は
、
明
治
自
由
民
権
運
動
の
壮
士
や
学
生
た
ち
が
、
絶

え
ざ
る
弾
圧
を
こ
う
む
り
な
が
ら
放
っ
た
抵
抗
的
表
現
で
あ
っ
た
。
耳
に
親
し
い
七
五

調
の
節
。
そ
し
て
、
日
清
・
日
露
の
戦
役
か
ら
世
界
大
戦
へ
。
明
治
大
正
時
代
の
投
影

と
し
て
の
演
歌
を
通
し
て
、
社
会
の
下
層
を
生
き
る
民
衆
の
憤
怒
と
哀
感
を
探
る
。
四

三
の
楽
譜
も
収
録
。

［
１
９
６
３
年
10
月
］
413144Ȃ1

青 DȂ135

高
木
惣
吉

太

平

洋

海

戦

史
９
６
８
円

東
条
内
閣
の
打
倒
、
終
戦
工
作
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
高
木
惣
吉
少
将
。
戦
争
終

結
か
ら
四
年
、
本
書
は
、
海
軍
き
っ
て
の
知
性
派
と
し
て
知
ら
れ
た
著
者
が
、
当
時
あ

た
う
か
ぎ
り
の
㗦
料
と
情
報
を
駆
使
し
、
太
平
洋
で
の
戦
闘
の
詳
細
を
記
録
し
た
戦
史

で
あ
る
。
真
珠
湾
攻
撃
か
ら
レ
イ
テ
沖
海
戦
ま
で
。
作
戦
、
戦
術
で
の
過
誤
を
も
厳
し

く
見
つ
め
、
冷
静
な
筆
致
と
客
観
的
な
分
析
で
描
写
す
る
。

［
１
９
５
９
年
10
月
］
413135Ȃ9◆

青 DȂ134

林

三

郎

太
平
洋
戦
争
陸
戦
概
史

９
４
０
円

太
平
洋
戦
争
の
陸
戦
の
全
局
面
を
、
物
動
、
編
成
、
兵
器
、
動
員
人
員
な
ど
あ
ら
ゆ
る

角
度
か
ら
は
じ
め
て
総
合
的
に
把
握
し
、
記
録
し
た
画
期
的
な
書
。
元
陸
軍
大
佐
で
参

謀
本
部
の
中
枢
に
あ
り
、
敗
戦
時
陸
相
の
秘
書
官
で
あ
っ
た
著
者
が
、
苦
労
を
は
ら
い

収
集
し
た
豊
富
な
㗦
料
を
駆
使
し
て
正
確
に
記
述
す
る
。
統
帥
部
に
よ
る
情
勢
判
断
、

作
戦
計
画
の
詳
細
に
迫
る
。

［
１
９
５
１
年
９
月
］
413134Ȃ2◆
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青 DȂ130

遠
山
茂
樹
・
今
井
清
一
・
藤
原
彰

昭

和

史
新
版

９
２
４
円

再
び
あ
の
戦
争
体
験
を
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い

そ
の
強
烈
な
願
望
が
本
書
を
貫

い
て
い
る
。
な
ぜ
私
た
ち
国
民
は
戦
争
に
ま
き
こ
ま
れ
、
押
し
流
さ
れ
た
の
か
。
な
ぜ

自
ら
の
力
で
防
ぐ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
か
。
第
一
㗨
大
戦
か
ら
筆
を
起
し
、
戦
争

と
フ
ァ
シ
ズ
ム
、
そ
し
て
敗
戦
後
の
占
領
時
代
と
つ
づ
く
昭
和
の
激
動
の
歴
史
を
、
豊

富
な
㗦
料
を
駆
使
し
て
描
き
出
す
。

［
１
９
５
９
年
８
月
］
413130Ȃ4◆

青 DȂ126

絲
屋
寿
雄

管

野

す

が

ʕ
平
民
社
の
婦
人
革
命
家
像
ʕ

８
８
０
円

大
逆
事
件
に
加
わ
っ
て
幸
徳
秋
水
ら
と
死
刑
の
宣
告
を
受
け
、
一
九
一
一
年
一
月
二
五

日
に
三
一
歳
の
若
い
命
を
失
っ
た
管
野
す
が
。
社
会
主
義
運
動
へ
の
参
加
、赤
旗
事
件
、

大
逆
事
件
に
よ
る
入
獄
・
刑
死
に
至
る
迷
い
と
悲
し
み
に
満
ち
た
生
涯
を
、
日
本
の
社

会
主
義
運
動
の
黎
明
期
で
あ
る
平
民
社
の
時
代
を
背
景
に
描
き
出
す
。
合
せ
て
当
時
の

若
き
革
命
家
た
ち
の
㗡
を
浮
彫
り
に
す
る
。

［
１
９
７
０
年
１
月
］
413126Ȃ7

青 DȂ120

岡

義

武

山

県

有

朋

ʕ
明
治
日
本
の
象
徴
ʕ

品
切（
電
子
版
あ
り
）

幕
末
の
尊
攘
派
志
士
、
日
本
陸
軍
の
建
設
者
・
大
御
所
と
し
て
、
ま
た
総
理
大
臣
・
元

老
と
し
て
政
界
に
君
臨
し
た
山
県
の
㗡
こ
そ
、
戦
前
に
お
け
る
天
皇
制
的
な
「
政
治
的

人
間
」
の
一
典
型
で
あ
る
。「
閥
族
・
官
僚
・
軍
国
主
義
の
権
化
」
と
し
て
憎
ま
れ
、
怖

れ
ら
れ
た
こ
の
軍
人
政
治
家
の
生
涯
の
照
し
出
す
日
本
近
代
史
の
過
程
と
構
造
は
、
現

代
政
治
の
課
題
に
今
な
お
深
く
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。

［
１
９
５
８
年
５
月
］
413120Ȃ5◆

青 DȂ118

石

井

孝

明
治
維
新
の
舞
台
裏
第
二
版

９
０
２
円

幕
末
の
数
年
間
、
政
局
の
動
き
は
い
よ
い
よ
そ
の
テ
ン
ポ
を
速
め
、
激
し
い
流
れ
と
な

っ
て
倒
幕
の
方
向
に
つ
き
す
す
ん
で
い
く
。
昨
日
の
友
は
今
日
の
敵
、
朝
の
攘
夷
は
夕

に
開
国
と
な
る
。
権
力
の
獲
得
や
維
持
を
め
ざ
し
て
狂
奔
す
る
人
び
と
の
動
き
を
、
英

仏
な
ど
外
国
勢
力
の
複
雑
微
妙
な
策
動
と
関
連
さ
せ
な
が
ら
解
き
明
か
し
、
明
治
維
新

史
に
新
し
い
照
明
を
与
え
た
書
。

［
１
９
７
５
年
６
月
］
413118Ȃ2

青 DȂ117

家
永
三
郎

革
命
思
想
の
先
駆
者

ʕ
植
木
枝
盛
の
人
と
思
想
ʕ

９
４
６
円

植
木
枝
盛
は
明
治
政
府
の
専
制
と
た
た
か
っ
た
自
由
民
権
運
動
の
立
役
者
で
、
最
高
の

理
論
家
で
あ
っ
た
。
著
者
は
枝
盛
の
再
評
価
を
念
願
し
て
、
未
刊
の
原
稿
や
新
聞
雑
誌

に
の
っ
た
多
く
の
論
説
類
を
探
し
求
め
、
こ
の
先
駆
的
思
想
家
の
全
貌
を
あ
き
ら
か
に

し
、
絶
対
主
義
の
明
治
政
府
の
暴
虐
に
対
抗
し
て
つ
く
ら
れ
た
そ
の
峻
烈
な
抵
抗
の
哲

学
を
紹
介
す
る
。

［
１
９
５
５
年
12
月
］
413117Ȃ5
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青 DȂ112

藤
谷
俊
雄

「
お
か
げ
ま
い
り
」
と
「
え
え
じ
ゃ
な
い
か
」

９
０
２
円

「
お
か
げ
ま
い
り
」
は
近
世
日
本
に
お
い
て
周
期
的
に
繰
り
返
さ
れ
た
、
伊
勢
神
宮
へ
の

集
団
的
な
巡
礼
運
動
で
あ
り
、
参
加
者
は
あ
る
時
は
二
百
万
、
あ
る
時
は
五
百
万
に
達

し
た
。
交
通
の
未
発
達
な
、
旅
行
も
制
限
さ
れ
た
封
建
の
世
に
、
な
ぜ
「
お
か
げ
ま
い

り
」
や
さ
ら
に
幕
末
の
「
え
え
じ
ゃ
な
い
か
」
の
よ
う
な
民
衆
運
動
が
起
こ
っ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
そ
こ
に
歴
史
を
動
か
す
底
流
を
み
る
。

［
１
９
６
８
年
５
月
］
413112Ȃ0

青 DȂ108

森
永
種
夫

犯

科

帳

ʕ
長
崎
奉
行
の
記
録
ʕ

９
４
６
円

江
戸
時
代
の
風
俗
を
伝
え
る
書
物
は
多
い
が
、
犯
罪
の
記
録
か
ら
当
時
の
庶
民
生
活
を

の
ぞ
い
た
も
の
は
ま
れ
で
あ
る
。
寛
文
六
年
か
ら
慶
応
三
年
ま
で
、
二
百
年
間
に
わ
た

る
長
崎
奉
行
の
判
決
記
録
「
犯
科
帳
」
に
よ
っ
て
当
時
の
犯
罪
記
録
を
整
理
し
、
長
崎

庶
民
の
生
活
を
伝
え
る
。
密
貿
易
、
贋
金
つ
く
り
、
恋
愛
の
も
つ
れ
、
強
盗
殺
人
な
ど
、

今
と
変
ら
ぬ
人
間
模
様
が
浮
か
び
上
が
る
。

［
１
９
６
２
年
１
月
］
413108Ȃ3

青 DȂ107

大
石

慎
三
郎

大
岡
越
前
守
忠
相

８
１
４
円

お
な
じ
み
の
「
大
岡
政
談
」
が
、
実
在
し
た
江
戸
町
奉
行
大
岡
越
前
守
と
ほ
と
ん
ど
関

係
の
な
い
こ
と
は
、
す
で
に
学
問
的
定
説
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
将
軍
吉
宗
に
抜
ṅ
さ

れ
た
歴
史
上
の
大
岡
忠
相
は
、
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
の
か
。
日
本
最
初
の
す
ぐ

れ
た
政
策
官
僚
と
し
て
、
江
戸
の
行
政
、
と
り
わ
け
町
火
消
の
設
立
、
救
貧
対
策
、
物

価
安
定
な
ど
に
力
を
注
い
だ
彼
の
㗡
と
、
そ
の
日
常
生
活
を
描
く
。［
１
９
７
４
年
４
月
］
413107Ȃ6

青 DȂ100

鈴
木
良
一

応

仁

の

乱
９
９
０
円

将
軍
家
と
守
護
大
名
家
の
相
続
争
い
を
き
っ
か
け
に
東
軍
細
川
勝
元
と
西
軍
山
名
持
豊

が
諸
大
名
を
そ
れ
ぞ
れ
味
方
に
つ
け
て
闘
っ
た
応
仁
の
乱
は
、
群
雄
割
拠
の
戦
国
時
代

の
幕
あ
け
で
あ
っ
た
。
土
一
揆
や
国
一
揆
が
各
地
を
お
お
い
、
下
剋
上
の
風
潮
が
は
び

こ
っ
た
。
こ
の
動
乱
の
流
れ
を
追
っ
て
、
土
着
武
士
の
役
割
に
注
目
し
つ
つ
、
戦
乱
に

も
ま
れ
な
が
ら
歴
史
を
動
か
す
民
衆
の
㗡
を
描
く
。

［
１
９
７
３
年
10
月
］
413100Ȃ7

青 DȂ99

林
屋

辰
三
郎

歌

舞

伎

以

前
９
９
０
円

伝
統
文
化
と
し
て
脚
光
を
あ
び
る
歌
舞
伎
や
能
・
狂
言
、
そ
し
て
茶
や
花
な
ど
は
、
ど

の
よ
う
に
成
立
し
発
展
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
古
代
国
家
の
束
縛
を
打
破
っ
て
成
長

し
て
き
た
中
世
の
民
衆
が
そ
の
生
活
の
中
か
ら
生
み
出
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
芸
能
は
、
近

世
に
至
っ
て
歌
舞
伎
に
凝
集
す
る
。
そ
れ
ら
芸
能
を
担
い
支
え
た
人
び
と
の
生
活
や
意

識
に
光
を
当
て
、
伝
統
芸
能
の
本
質
を
説
き
明
か
す
。

［
１
９
５
４
年
11
月
］
413099Ȃ4
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青 DȂ98

永
原
慶
二

源

頼

朝
９
９
０
円

王
朝
の
侍
大
将
か
ら
中
央
権
門
へ
の
道
を
歩
ん
だ
平
清
盛
に
対
し
て
、
頼
朝
の
指
向
し

た
方
途
は
何
で
あ
っ
た
か
。
関
東
武
士
団
の
棟
梁
と
し
て
後
白
河
法
皇
の
政
略
と
い
か

に
渡
り
合
っ
た
か
。
鎌
倉
に
武
家
政
権
を
樹
立
す
る
過
程
で
、
弟
の
範
頼
と
義
経
を
排

し
た
の
は
な
ぜ
か
。
時
代
と
個
人
の
か
ら
み
合
い
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
と
ら
え
、
激
動

の
時
代
を
生
き
ぬ
い
た
政
治
家
頼
朝
の
実
像
に
迫
る
。

［
１
９
５
８
年
４
月
］
413098Ȃ7◆

青 DȂ95

林
屋

辰
三
郎

京

都
１
０
３
４
円

京
都
の
発
展
の
あ
と
を
地
域
的
に
た
ど
り
、
千
年
の
古
都
と
い
う
そ
の
歳
月
を
、
都
の

中
に
求
め
る
試
み
が
本
書
で
あ
る
。
太
秦
の
地
に
歴
史
の
胎
動
を
探
り
、
街
の
規
矩
に

平
安
朝
の
繁
栄
を
し
の
ぶ
。
古
え
を
彷
彿
さ
せ
る
ᷫ
園
祭
。
歴
代
王
朝
に
因
縁
深
い
嵯

峨
・
宇
治
・
大
原
。
京
都
を
愛
し
、
長
く
こ
の
地
に
住
む
歴
史
家
が
、
遺
跡
を
め
ぐ
り

時
代
を
再
現
す
る
。
こ
れ
こ
そ
真
の
京
都
案
内
書
と
い
え
よ
う
。
［
１
９
６
２
年
５
月
］
413095Ȃ6◆

青 DȂ91

北
山
茂
夫

萬

葉

の

時

代
６
９
３
円

「
あ
を
に
よ
し
奈
良
の
都
は
咲
く
花
の
…
」
と
う
た
わ
れ
た
白
鳳
・
天
平
時
代
の
古
代
人

は
い
か
に
生
き
て
い
た
か
。
壬
申
の
乱
か
ら
説
き
お
こ
し
、
天
皇
を
中
心
と
す
る
当
時

の
支
配
層
内
部
の
ᷤ
藤
を
暴
露
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
専
制
と
戦
乱
の
下
で
苦
し
む
人

民
の
生
活
と
哀
歓
を
生
き
生
き
と
再
現
し
、
萬
葉
集
を
生
み
出
し
た
時
代
背
景
を
明
ら

か
に
す
る
。
真
に
萬
葉
集
を
理
解
す
る
た
め
の
道
を
開
い
た
名
著
。［
１
９
５
４
年
12
月
］
413091Ȃ8◆

青 DȂ90

井
上
光
貞

日
本
国
家
の
起
源

１
０
３
４
円

日
本
国
家
の
起
源
に
つ
い
て
は
、
今
日
な
お
幾
多
の
解
明
さ
れ
る
べ
き
問
題
が
残
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
歴
史
学
の
成
果
を
検
討
し
な
が
ら
、
日
本
に
唯
一
の
統
一
組
織

が
成
立
し
た
時
期
、
そ
の
経
過
を
描
き
、
さ
ら
に
国
家
統
一
を
う
な
が
し
た
も
の
は
何

で
あ
っ
た
か
を
追
求
、「
日
本
に
英
雄
時
代
は
あ
っ
た
か
」「
国
土
統
一
者
は
征
服
王
朝

か
」
な
ど
、
本
質
的
問
題
に
鋭
い
考
察
を
加
え
る
。

［
１
９
６
０
年
４
月
］
413090Ȃ1

青 DȂ88

上
田
正
昭

日

本

神

話

品
切（
電
子
版
あ
り
）

日
本
神
話
と
い
え
ば
ま
ず
古
事
記
や
日
本
書
紀
を
思
い
浮
べ
る
。
し
か
し
、
記
紀
は
政

治
的
目
的
の
も
と
に
体
系
化
さ
れ
た
も
の
で
、
古
代
人
の
心
の
中
に
生
き
て
い
た
神
話

の
世
界
は
も
っ
と
素
朴
で
生
き
生
き
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
考
古
学
や
民
俗
学

の
成
果
を
と
り
入
れ
つ
つ
、
記
紀
お
よ
び
風
土
記
な
ど
の
諸
文
献
を
徹
底
的
に
再
検
討

す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
神
話
の
原
像
を
追
求
す
る
。

［
１
９
７
０
年
４
月
］
413088Ȃ8◆
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青 BȂ103

大
田
昌
秀

沖

縄

の

こ

こ

ろ

ʕ
沖
縄
戦
と
私
ʕ

８
５
８
円

沖
縄
の
こ
こ
ろ
と
は
何
か
。
そ
れ
は
、
第
二
㗨
世
界
大
戦
で
の
、
住
民
の
犠
牲
の
重
さ

を
抜
き
に
し
て
は
語
れ
な
い
。
沖
縄
は
人
口
の
三
分
の
一
を
失
っ
た
が
、
考
え
れ
ば
こ

の
大
き
な
犠
牲
は
、
沖
縄
近
代
百
年
の
あ
ゆ
み
の
帰
結
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
著
者

は
身
を
も
っ
て
体
験
し
た
凄
惨
な
沖
縄
戦
の
実
相
を
掘
り
起
し
、
平
和
を
求
め
る
沖
縄

の
原
点
を
語
る
。

［
１
９
７
２
年
８
月
］
411103Ȃ0

青 BȂ95

塩
沢
美
代
子
・
島
田
と
み
子

ひ
と
り
暮
し
の
戦
後
史

ʕ
戦
中
世
代
の
婦
人
た
ち
ʕ

９
０
２
円

戦
争
に
夫
と
家
族
を
奪
わ
れ
、
一
人
で
生
き
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
女
性
た
ち
。

生
活
苦
に
追
わ
れ
、
生
き
る
権
利
を
お
び
や
か
さ
れ
な
が
ら
も
、
戦
後
三
十
年
を
生
き

抜
い
て
き
た
様
々
な
生
活
史
を
伝
え
る
。
日
本
社
会
の
制
度
や
慣
習
が
女
性
の
自
立
を

阻
む
現
実
。
彼
女
た
ち
の
生
の
声
を
も
と
に
、
そ
の
苦
闘
の
軌
跡
を
た
ど
っ
て
い
く
。

［
１
９
７
５
年
３
月
］
411095Ȃ8

赤 RȂ78

沼
田

多
稼
蔵

日

露

陸

戦

新

史
１
０
５
６
円

日
露
戦
争
時
に
参
謀
本
部
部
員
で
あ
っ
た
沼
田
多
稼
蔵
が
、
そ
の
壮
烈
な
戦
闘
経
過
と

戦
略
の
推
移
を
綴
っ
た
書
物
が
、
新
た
な
戦
争
の
渦
中
に
あ
る
一
九
四
〇
年
に
再
刊
さ

れ
た
。
そ
の
と
き
沼
田
は
企
画
院
第
一
部
長
陸
軍
少
将
。〈
国
運
を
Ṍ
し
て
戦
う
〉
こ

と
と
は
い
か
な
る
も
の
か
、
そ
の
意
味
を
物
語
る
本
書
は
、
政
戦
両
略
に
つ
い
て
の
貴

重
な
㗦
料
で
も
あ
る
。

［
１
９
４
０
年
11
月
］
400078Ȃ5

赤 RȂ53

土
屋
喬
雄

日
本
㗦
本
主
義
史
上
の
指
導
者
た
ち

１
０
５
６
円

経
済
史
研
究
の
泰
斗
が
描
く
、
人
物
に
よ
る
日
本
㗦
本
主
義
発
達
史
。
日
本
㗦
本
主
義

の
発
達
史
上
に
お
い
て
最
も
大
な
る
指
導
者
と
し
て
数
え
ら
れ
る
人
々
、
即
ち
、
大
久

保
利
通
、
松
方
正
義
、
渋
沢
栄
一
、
福
沢
諭
吉
、
高
橋
是
清
、
五
代
友
厚
、
ワ
グ
ネ
ル

等
の
人
物
像
と
業
績
を
追
究
、「
明
治
実
業
家
論
」
に
ま
で
説
き
及
ぶ
。

［
１
９
３
９
年
10
月
］
400053Ȃ2
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世
界
史

新赤1967

井
上
文
則

軍
と
兵
士
の
ロ
ー
マ
帝
国

１
０
５
６
円

古
代
世
界
に
お
い
て
繁
栄
を
極
め
た
ロ
ー
マ
は
、
一
方
で
は
、
対
外
戦
争
や
内
乱
を
繰

り
返
す
戦
闘
㗡
勢
の
国
家
で
あ
り
、
兵
士
が
皇
帝
位
を
も
左
右
す
る
軍
事
体
制
の
国
家

で
あ
っ
た
。
建
国
か
ら
西
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡
ま
で
、
軍
隊
と
政
治
・
社
会
と
の
関
わ
り

を
多
角
的
に
追
跡
、
兵
士
た
ち
の
生
涯
に
も
光
を
あ
て
て
新
た
な
ロ
ー
マ
史
を
描
き
、

そ
の
盛
衰
を
ユ
ー
ラ
シ
ア
史
の
な
か
に
位
置
づ
け
る
。

［
２
０
２
３
年
３
月
］
431967Ȃ2◆

新赤1963

髙
宮
利
行

西
洋
書
物
史
へ
の
扉

ʪ
カ
ラ
ー
口
絵
４
頁
ʫ
１
１
０
０
円

中
世
の
写
字
生
、
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
を
は
じ
め
と
す
る
印
刷
術
の
立
役
者
、
あ
る
い
は

蒐
集
家
、
偽
作
者
、
伝
統
を
守
ろ
う
と
し
た
改
革
者
た
ち
…
…
。
い
つ
の
時
代
に
も
、

書
物
を
愛
し
、
あ
た
か
も
書
物
に
愛
さ
れ
て
生
き
て
い
る
よ
う
な
人
々
が
い
た
。
巻
物

か
ら
冊
子
へ
、
音
読
か
ら
朗
読
へ
、
書
物
と
人
が
織
り
な
す
世
界
を
楽
し
み
な
が
ら
、

壮
大
な
迷
宮
を
旅
す
る
。

［
２
０
２
３
年
２
月
］
431963Ȃ4◆

新赤1962

ジ
ェ
ラ
ル
ド
・
グ
ロ
ー
マ
ー

「
音
楽
の
都
」
ウ
ィ
ー
ン
の
誕
生

１
１
０
０
円

ウ
ィ
ー
ン
は
い
か
に
し
て
「
音
楽
の
都
」
に
な
っ
た
の
か
。
十
八
世
紀
後
半
の
ウ
ィ
ー

ン
で
は
、
宮
廷
や
教
会
な
ど
に
よ
る
支
援
、
劇
場
の
発
展
、
音
楽
教
育
の
普
及
と
聴
衆

の
拡
大
、
演
奏
会
や
舞
踏
会
の
展
開
な
ど
、
多
彩
な
要
素
が
相
互
に
作
用
し
な
が
ら
、

音
楽
文
化
が
重
層
的
か
つ
豊
か
に
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。
膨
大
な
同
時
代
の
史
㗦
料
を

駆
使
し
て
描
か
れ
る
「
音
楽
の
都
」
の
実
像
。

［
２
０
２
３
年
２
月
］
431962Ȃ7◆

新赤1954

南
川
高
志

マ
ル
ク
ス
・
ア
ウ
レ
リ
ウ
ス
『
自
省
録
』
の

ロ
ー
マ
帝
国

９
４
６
円

マ
ル
ク
ス
・
ア
ウ
レ
リ
ウ
ス
の
生
涯
は
、「
哲
人
皇
帝
」
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
っ
た

の
か
。
終
わ
ら
な
い
疫
病
と
戦
争
と
い
う
ロ
ー
マ
帝
国
の
実
態
の
な
か
に
浮
か
び
上
が

る
の
は
、
心
労
を
重
ね
な
が
ら
も
、
皇
帝
の
職
務
を
ひ
た
む
き
に
遂
行
し
よ
う
と
す
る

人
間
の
㗡
で
あ
っ
た
。
歴
史
学
の
手
法
と
観
点
か
ら
、『
自
省
録
』
の
時
代
背
景
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
で
、
賢
帝
の
実
像
に
迫
る
。

［
２
０
２
２
年
12
月
］
431954Ȃ2◆
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新赤1943

橋

場

弦

古
代
ギ
リ
シ
ア
の
民
主
政

９
９
０
円

お
よ
そ
二
五
〇
〇
年
前
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
に
生
ま
れ
た
民
主
政
。
順
ぐ
り
に
支
配
し
、

支
配
さ
れ
る
と
い
う
人
類
史
に
か
つ
て
な
い
政
体
は
、
い
か
に
し
て
考
え
出
さ
れ
、
実

施
さ
れ
た
の
か
。
公
共
性
を
、
一
人
ひ
と
り
が
平
等
に
あ
ず
か
り
、
分
か
ち
あ
う
こ
と

を
基
本
に
し
て
古
代
の
民
主
政
を
積
み
重
ね
た
人
び
と
の
歴
史
的
経
験
は
、
い
ま
を
生

き
る
私
た
ち
の
世
界
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。

［
２
０
２
２
年
９
月
］
431943Ȃ6◆

新赤1936

岡
本
隆
司

曾

国

藩
「
英
雄
」
と
中
国
史

９
６
８
円

死
者
数
千
万
人
と
い
わ
れ
る
世
界
史
上
最
悪
の
内
戦
、
太
平
天
国
の
乱
を
平
定
し
た
文

人
に
し
て
軍
人
。
稀
代
の
名
文
家
で
ア
ジ
テ
ー
タ
ー
、
そ
の
一
方
で
、
小
心
翼
々
と
し

た
謹
直
居
士
。
地
味
で
マ
ジ
メ
な
山
出
し
の
秀
才
が
、
激
動
す
る
一
九
世
紀
世
界
で
果

た
し
た
画
期
的
な
役
割
と
、
身
の
丈
を
超
え
た
「
英
雄
」
像
が
転
変
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム

を
描
き
、
中
国
史
の
論
理
を
剔
抉
す
る
。

［
２
０
２
２
年
７
月
］
431936Ȃ8◆

新赤1930

平
野

千
果
子

人
種
主
義
の
歴
史

１
０
３
４
円

「
人
種
」と
い
う
根
拠
な
き
考
え
に
基
づ
い
て
、人
を
差
別
・
排
除
す
る
。
人
種
主
義（
レ

イ
シ
ズ
ム
）
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
植
民
地
主
義
、
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
等
と
結
び
つ
き
、

近
代
世
界
に
計
り
し
れ
ぬ
惨
禍
を
も
た
ら
し
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
や
黒
人
差
別
な
ど
、

現
代
に
も
深
い
影
を
落
と
し
て
い
る
。
大
航
海
時
代
か
ら
今
日
ま
で
、
そ
の
思
想
と
実

態
を
世
界
史
的
視
座
か
ら
捉
え
る
入
門
書
。

［
２
０
２
２
年
５
月
］
431930Ȃ6◆

新赤1918

成
田
㜇
一

シ
リ
ー
ズ
歴
史

総
合
を
学
ぶ
②

歴
史
像
を
伝
え
る

ʕ
「
歴
史
叙
述
」
と
「
歴
史
実
践
」
ʕ

１
２
７
６
円

「
歴
史
総
合
」
の
授
業
で
は
、
教
室
で
の
「
私
た
ち
」
が
、
教
科
書
を
は
じ
め
と
す
る
、

「
私
た
ち
」
を
主
語
に
し
た
「
歴
史
叙
述
」
を
解
釈
し
、
歴
史
の
知
識
と
歴
史
的
思
考
力

を
む
す
び
つ
け
、〈
い
ま
〉
と
過
去
と
を
往
還
す
る
「
歴
史
実
践
」
の
対
話
を
行
う
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。
本
巻
は
、
シ
リ
ー
ズ
第
一
巻
の
総
論
的
な
『
世
界
史
の
考
え
方
』
に

続
き
、
歴
史
を
学
ぶ
営
み
に
迫
る
。

［
２
０
２
２
年
６
月
］
431918Ȃ4◆

新赤1917

小
川
幸
司
・
成
田
㜇
一
編

シ
リ
ー
ズ
歴
史

総
合
を
学
ぶ
①

世
界
史
の
考
え
方

１
２
７
６
円

近
現
代
の
日
本
史
・
世
界
史
を
総
合
し
、
近
代
化
、
大
衆
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
歴
史

像
を
考
え
る
高
校
の
必
修
科
目
が
始
ま
る
。
シ
リ
ー
ズ
第
一
巻
は
中
国
史
、
イ
ギ
リ
ス

史
、
ア
メ
リ
カ
史
、
ア
フ
リ
カ
史
、
中
東
史
の
歴
史
家
と
と
も
に
、
近
現
代
史
の
名
著

を
題
材
に
、
歴
史
研
究
の
最
前
線
や
歴
史
像
の
形
成
過
程
、
概
念
に
基
づ
く
比
較
、
問

い
や
対
話
に
よ
る
歴
史
総
合
の
実
践
を
示
す
。

［
２
０
２
２
年
３
月
］
431917Ȃ7◆

179― 世界史



0011-003-259_新書統合組_再校_初校.smd  Page 178 23/04/20 15:56  v3.60

新赤1906

高

嶋

航

ス
ポ
ー
ツ
か
ら
み
る
東
ア
ジ
ア
史

ʕ
分
断
と
連
帯
の
二
〇
世
紀
ʕ

１
０
３
４
円

ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
の
活
躍
を
通
し
て
、国
家
が
自
ら
の
存
在
を
国
際
社
会
に
誇
示
す
る
。

時
に
、
生
々
し
い
政
治
的
闘
争
の
場
と
も
な
る
。
そ
れ
が
国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会
だ
。
と

り
わ
け
東
ア
ジ
ア
で
行
わ
れ
た
大
会
に
は
、
参
加
各
国
の
思
惑
と
時
々
の
情
勢
と
が
鋭

く
刻
印
さ
れ
て
き
た
。
政
治
が
作
り
だ
し
、
深
め
た
分
断
と
、
ア
マ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
の

理
想
は
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
た
の
か
。

［
２
０
２
１
年
12
月
］
431906Ȃ1◆

新赤1896

立
石
博
高

ス
ペ
イ
ン
史
10
講

１
０
３
４
円

キ
リ
ス
ト
教
勢
力
と
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
と
が
対
峙
・
共
存
し
た
中
世
、「
太
陽
の
沈
ま
ぬ

帝
国
」
を
築
き
あ
げ
た
近
世
─
─
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
フ
リ
カ
、
地
中
海
と
大
西
洋
と
い

う
四
つ
の
世
界
が
出
会
う
場
と
し
て
、
独
特
な
歩
み
を
刻
し
て
き
た
ス
ペ
イ
ン
。
芸

術
・
文
化
・
宗
教
や
、
多
様
な
地
域
性
に
由
来
す
る
複
合
的
国
家
形
成
に
も
着
目
し
て
、

個
性
あ
ふ
れ
る
そ
の
通
史
を
描
く
。

［
２
０
２
１
年
９
月
］
431896Ȃ5◆

新赤1895

芝

健

介

ヒ

ト

ラ

ー

ʕ
虚
像
の
独
裁
者
ʕ

１
２
７
６
円

ヒ
ト
ラ
ー
（
一
八
八
九
─
一
九
四
五
）
と
は
何
者
だ
っ
た
の
か
。
ナ
チ
・
ド
イ
ツ
を
多

角
的
に
研
究
し
て
き
た
第
一
人
者
が
、
最
新
の
史
㗦
料
を
踏
ま
え
て
「
ヒ
ト
ラ
ー
神
話
」

を
解
き
明
か
す
。
生
い
立
ち
か
ら
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
へ
と
至
る
時
代
背
景
か
ら
、
死
後
の

歴
史
修
正
主
義
や
再
生
産
さ
れ
る
「
ヒ
ト
ラ
ー
現
象
」
ま
で
を
視
野
に
入
れ
、
現
代
史

を
総
合
的
に
捉
え
直
す
決
定
版
評
伝
。

［
２
０
２
１
年
９
月
］
431895Ȃ8◆

新赤1893

柴

宜

弘

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
現
代
史
新
版

９
９
０
円

民
族
、
国
家
、
宗
教
、
言
語
…
…
。
独
自
の
社
会
主
義
連
邦
の
道
を
歩
ん
で
き
た
ユ
ー

ゴ
の
解
体
か
ら
三
〇
年
。
暴
力
と
憎
悪
の
連
鎖
が
引
き
起
こ
し
た
あ
の
紛
争
は
、
い
ま

だ
過
ぎ
去
ら
ぬ
重
い
歴
史
と
し
て
、
私
た
ち
の
前
に
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
る
。
内
戦
終

結
か
ら
現
在
に
い
た
る
各
国
の
動
向
や
、
新
た
な
秩
序
構
築
の
た
め
の
模
索
な
ど
に
つ

い
て
大
幅
に
加
筆
。
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
の
全
面
改
訂
版
。

［
２
０
２
１
年
８
月
］
431893Ȃ4◆

新赤1888

堀
内
隆
行

ネ
ル
ソ
ン
・
マ
ン
デ
ラ

ʕ
分
断
を
超
え
る
現
実
主
義
者
ʕ

８
８
０
円

二
七
年
間
の
牢
獄
生
活
の
後
、
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
撤
廃
に
尽
力
、
一
九
九
四
年
に
南
ア

フ
リ
カ
共
和
国
黒
人
初
の
大
統
領
と
な
っ
た
マ
ン
デ
ラ
。
不
屈
の
生
涯
ゆ
え
「
聖
人
」

視
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
が
、
実
際
は
冷
静
な
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ス
ト
だ
っ
た
。
偏
狭
な
国

家
主
義
と
分
断
が
再
び
広
が
る
時
代
に
、
想
像
を
超
え
る
「
和
解
」
を
成
し
遂
げ
た
類

ま
れ
な
政
治
家
の
人
生
を
改
め
て
振
り
返
る
。

［
２
０
２
１
年
７
月
］
431888Ȃ0◆
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新赤1883

古
田
元
夫

東
南
ア
ジ
ア
史
10
講

１
０
７
８
円

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
よ
る
統
合
の
深
化
、
民
主
化
の
進
展
と
ᷤ
藤
。
日
本
と
も
関
わ
り
の
深

い
こ
の
地
域
は
、
歴
史
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
試
練
を
経
な
が
ら
も
、
近
年
ま
す
ま
す
存
在

感
を
高
め
て
い
る
。
最
新
の
研
究
成
果
に
も
と
づ
き
、
世
界
史
と
の
連
関
も
ふ
ま
え
つ

つ
、
多
様
な
民
族
・
文
化
が
往
来
し
東
西
世
界
の
要
と
な
っ
て
き
た
東
南
ア
ジ
ア
の
通

史
を
学
ぶ
。「
歴
史
10
講
」
シ
リ
ー
ズ
第
五
弾
。

［
２
０
２
１
年
６
月
］
431883Ȃ5◆

新赤1880

金
澤
周
作

チ
ャ
リ
テ
ィ
の
帝
国

ʕ
も
う
ひ
と
つ
の
イ
ギ
リ
ス
近
現
代
史
ʕ

９
４
６
円

イ
ギ
リ
ス
独
自
の
重
層
的
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
中
で
、
社
会
の
「
錨
」
の
よ
う
に

今
日
ま
で
働
き
続
け
て
き
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
。
自
由
主
義
の
時
代
か
ら
、
帝
国
主
義
と
二

度
の
大
戦
を
へ
て
、
現
代
へ
。「
弱
者
を
助
け
る
こ
と
は
善
い
」
と
い
う
人
び
と
の
感
情

の
発
露
と
、
そ
れ
が
長
い
歴
史
の
な
か
で
イ
ギ
リ
ス
に
も
た
ら
し
た
個
性
を
、
様
々
な

実
践
の
な
か
に
探
る
。

［
２
０
２
１
年
５
月
］
431880Ȃ4◆

新赤1862

菊
池
秀
明

太

平

天

国

ʕ
皇
帝
な
き
中
国
の
挫
折
ʕ

９
４
６
円

「
滅
満
興
漢
」
を
掲
げ
て
清
朝
打
倒
を
め
ざ
し
、
皇
帝
制
度
を
否
定
し
た
太
平
天
国
。
そ

の
鎮
圧
の
た
め
に
組
織
さ
れ
、台
頭
す
る
地
方
勢
力
の
筆
頭
と
な
っ
た
曽
国
藩
の
湘
軍
。

血
塗
ら
れ
た
歴
史
を
も
た
ら
し
た
両
者
の
戦
い
の
詳
細
を
丹
念
に
た
ど
り
、
中
国
近
代

化
へ
と
続
く
道
に
光
を
あ
て
る
と
と
も
に
、
皇
帝
支
配
と
い
う
権
威
主
義
的
統
治
の
あ

り
方
を
問
い
直
す
。

［
２
０
２
０
年
12
月
］
431862Ȃ0◆

新赤1847

ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
レ
ダ
ー

板
橋
拓
己
訳

ド

イ

ツ

統

一
９
０
２
円

一
九
九
〇
年
一
〇
月
三
日
。
第
二
㗨
世
界
大
戦
の
敗
戦
に
よ
っ
て
東
西
に
隔
て
ら
れ
て

い
た
ド
イ
ツ
は
、
ふ
た
た
び
統
一
さ
れ
た
。
こ
の
出
来
事
は
、
冷
戦
末
期
の
変
容
す
る

世
界
政
治
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
も
た
ら
し
た
も
っ
と
も
大
き
な
成
果
で
あ
り
、
そ
の
後
の

す
べ
て
の
始
ま
り
で
も
あ
っ
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ク
タ
ー
の
思
惑
を
越
え
て
進
む
市
民

革
命
を
、
㑹
出
し
た
歴
史
家
が
明
快
に
描
く
。

［
２
０
２
０
年
９
月
］
431847Ȃ7◆

新赤1843

上

田

信

人

口

の

中

国

史

ʕ
先
史
時
代
か
ら
19
世
紀
ま
で
ʕ

９
０
２
円

一
八
世
紀
に
突
如
起
こ
っ
た
人
口
の
爆
発
的
増
加
は
、中
国
を
知
る
た
め
の
鍵
で
あ
る
。

そ
れ
は
な
ぜ
、
ど
の
よ
う
に
起
き
、
今
ま
で
続
い
て
き
た
の
か
。
文
明
の
始
源
か
ら
の

歴
史
が
も
た
ら
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
と
、
大
変
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
明
ら
か
に
し
、

現
在
、そ
し
て
未
来
ま
で
も
人
口
史
か
ら
読
み
解
く
。
ヒ
ト
の
生
態
を
羅
針
盤
に
ゆ
く
、

中
国
四
千
年
の
タ
イ
ム
・
ト
ラ
ベ
ル
。

［
２
０
２
０
年
８
月
］
431843Ȃ9◆
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新赤1841

小
池
和
子

カ

エ

サ

ル

ʕ
内
戦
の
時
代
を
駆
け
ぬ
け
た
政
治
家
ʕ

９
６
８
円

内
戦
を
終
結
さ
せ
、
ロ
ー
マ
帝
国
へ
の
道
を
ひ
ら
い
た
英
雄
─
─
多
く
の
人
が
カ
エ
サ

ル
を
そ
う
描
く
が
、
実
の
と
こ
ろ
、
彼
は
ど
ん
な
時
代
を
生
き
、
何
を
な
そ
う
と
し
た

の
か
。
共
和
政
末
期
の
政
治
社
会
状
況
や
キ
ケ
ロ
ー
ら
同
時
代
人
の
動
向
を
丹
念
に
読

み
解
き
、
ま
た
『
ガ
リ
ア
戦
記
』
を
は
じ
め
と
す
る
彼
自
身
の
著
作
活
動
に
も
着
目
、

そ
の
苛
烈
な
生
涯
を
㗦
料
に
基
づ
い
て
活
写
す
る
。

［
２
０
２
０
年
８
月
］
431841Ȃ5◆

新赤1808

岡
本
隆
司

「
中
国
」
の
形
成
現
代
へ
の
展
望

ʕ
シ
リ
ー
ズ
中
国
の
歴
史
⑤
ʕ

９
４
６
円

さ
ま
ざ
ま
な
勢
力
が
併
存
、
角
逐
す
る
一
七
世
紀
。
そ
の
カ
オ
ス
を
収
拾
し
、
東
ア
ジ

ア
に
君
臨
し
た
清
朝
の
「
盛
世
」
か
ら
、
多
元
共
存
シ
ス
テ
ム
が
ほ
こ
ろ
び
を
み
せ
る

一
八
世
紀
。
西
洋
の
衝
撃
、
革
命
と
独
立
に
よ
っ
て
清
朝
が
潰
え
、
ふ
た
た
び
混
迷
す

る
一
九
世
紀
、
そ
し
て
現
代
へ

。
一
元
化
と
多
元
化
を
往
還
し
つ
づ
け
る
、
平
和

と
騒
乱
の
四
百
年
を
描
く
。
シ
リ
ー
ズ
完
結
。

［
２
０
２
０
年
７
月
］
431808Ȃ8◆

新赤1807

檀

上

寛

陸
海
の
交
錯
明
朝
の
興
亡

ʕ
シ
リ
ー
ズ
中
国
の
歴
史
④
ʕ

９
４
６
円

中
華
と
夷
狄
の
抗
争
、
華
北
と
江
南
の
対
立
、
草
原
と
海
洋
の
相
克

明
の
時
代
と

は
、
こ
の
よ
う
な
混
沌
と
し
た
状
況
に
対
す
る
解
答
で
あ
っ
た
。
第
四
巻
は
、
一
四
世

紀
の
元
末
か
ら
清
が
台
頭
す
る
一
七
世
紀
ま
で
、
三
〇
〇
年
に
わ
た
る
明
の
興
亡
を
描

く
。
中
国
社
会
の
多
元
性
・
多
様
性
に
対
し
て
、
一
元
化
・
画
一
化
の
力
学
が
ど
の
よ

う
に
働
い
た
の
か
、
そ
の
Ṉ
末
が
こ
こ
に
あ
る
。

［
２
０
２
０
年
５
月
］
431807Ȃ1◆

新赤1806

古
松
崇
志

草
原
の
制
覇
大
モ
ン
ゴ
ル
ま
で

ʕ
シ
リ
ー
ズ
中
国
の
歴
史
③
ʕ

９
６
８
円

南
の
中
原
に
拠
る
農
耕
王
朝
と
北
の
草
原
に
拠
る
遊
牧
王
朝
。
生
業
を
異
に
す
る
二
つ

の
王
朝
は
、
千
年
に
わ
た
り
対
峙
し
、
た
が
い
に
覇
権
を
争
っ
た
。
五
胡
十
六
国
の
戦

乱
か
ら
大
元
ウ
ル
ス
の
統
一
ま
で
、
騎
馬
軍
団
が
疾
駆
し
隊
商
が
行
き
交
う
、
広
大
な

ユ
ー
ラ
シ
ア
東
方
を
舞
台
に
展
開
す
る
興
亡
史
。
伝
統
的
な
中
華
史
観
の
枠
組
み
を
超

え
、
多
様
な
民
族
が
往
来
す
る
多
元
世
界
の
歴
史
を
描
き
だ
す
。
［
２
０
２
０
年
３
月
］
431806Ȃ4◆

新赤1805

丸
橋
充
拓

江

南

の

発

展
南
宋
ま
で

ʕ
シ
リ
ー
ズ
中
国
の
歴
史
②
ʕ

９
０
２
円

ユ
ー
ラ
シ
ア
を
見
わ
た
せ
ば
、
中
国
は
、
北
は
遊
牧
世
界
、
南
は
海
域
世
界
へ
と
開
か

れ
て
い
る
。
第
二
巻
は
、
長
江
流
域
に
諸
文
化
が
展
開
す
る
先
秦
か
ら
、
モ
ン
ゴ
ル
に

よ
る
大
統
一
を
迎
え
る
南
宋
末
ま
で
の
長
い
ス
パ
ン
で
「
海
の
中
国
」
を
通
観
。
中
原

と
対
峙
・
統
合
を
重
ね
な
が
ら
、
こ
の
地
域
が
経
済
・
文
化
の
中
心
と
し
て
栄
え
ゆ
く

㗡
を
、
社
会
の
重
層
性
に
も
着
目
し
つ
つ
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
描
く
。［
２
０
２
０
年
１
月
］
431805Ȃ7◆
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新赤1804

渡
辺

信
一
郎

中

華

の

成

立
唐
代
ま
で

ʕ
シ
リ
ー
ズ
中
国
の
歴
史
①
ʕ

９
２
４
円

「
中
国
」
は
ど
こ
か
ら
来
て
ど
こ
へ
行
く
の
か
。
群
雄
割
拠
を
繰
り
返
し
て
き
た
雄
大

な
歴
史
を
、
世
界
史
的
な
視
座
か
ら
全
五
巻
で
描
き
だ
す
画
期
的
な
試
み
。
第
一
巻
で

は
黄
河
文
明
が
展
開
し
た
華
北
を
中
心
に
、
先
史
時
代
か
ら
秦
漢
の
統
一
や
三
国
時
代

な
ど
を
経
て
、
中
華
帝
国
が
形
成
さ
れ
る
八
世
紀
半
ば
の
唐
代
中
期
ま
で
を
扱
い
、
伝

統
中
国
の
原
型
を
明
ら
か
に
す
る
。

［
２
０
１
９
年
11
月
］
431804Ȃ0◆

新赤1791

中
村
俊
介

世

界

遺

産

ʕ
理
想
と
現
実
の
は
ざ
ま
で
ʕ

９
２
４
円

「
人
類
の
至
宝
を
後
世
に
」
の
理
想
を
掲
げ
、
観
光
㗦
源
と
し
て
も
注
目
さ
れ
る
世
界
遺

産
。
だ
が
、
登
録
物
件
が
増
え
続
け
る
な
か
、
い
く
つ
も
の
遺
産
が
危
機
に
ṫ
し
、
ま

た
各
国
の
政
治
的
介
入
が
常
態
化
す
る
な
ど
課
題
や
矛
盾
が
噴
出
し
始
め
て
い
る
。

数
々
の
世
界
遺
産
の
現
場
を
訪
ね
歩
い
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
そ
の
「
光
と
影
」
に
目

を
向
け
な
が
ら
、
文
化
遺
産
保
護
の
未
来
に
つ
い
て
考
え
る
。

［
２
０
１
９
年
８
月
］
431791Ȃ3◆

新赤1789

布
留
川

正
博

奴
隷
船
の
世
界
史

９
９
０
円

そ
の
犠
牲
者
は
、
一
〇
〇
〇
万
人
─
─
四
〇
〇
年
に
わ
た
り
大
西
洋
上
で
繰
り
広
げ
ら

れ
た
奴
隷
貿
易
の
全
貌
が
、
歴
史
家
た
ち
の
国
境
を
越
え
た
協
力
に
よ
っ
て
明
ら
か
に

な
っ
て
き
た
。
こ
の
「
移
動
す
る
監
獄
」
で
、
奴
隷
は
い
か
な
る
境
遇
に
置
か
れ
た
の

か
。
奴
隷
貿
易
と
奴
隷
制
に
立
ち
む
か
っ
た
の
は
ど
ん
な
人
た
ち
か
。
闇
に
閉
ざ
さ
れ

た
船
底
か
ら
、
近
代
を
と
ら
え
な
お
す
。

［
２
０
１
９
年
８
月
］
431789Ȃ0◆

新赤1785

大

木

毅

独

ソ

戦
絶
滅
戦
争
の
惨
禍

９
４
６
円

「
こ
れ
は
絶
滅
戦
争
な
の
だ
」。
ヒ
ト
ラ
ー
が
そ
う
断
言
し
た
と
き
、
ド
イ
ツ
と
ソ
連
と

の
血
で
血
を
洗
う
皆
殺
し
の
闘
争
が
始
ま
っ
た
。
日
本
人
の
想
像
を
絶
す
る
独
ソ
戦
の

惨
禍
。
軍
事
作
戦
の
進
行
を
追
う
だ
け
で
は
、
こ
の
戦
い
が
顕
現
さ
せ
た
生
き
地
獄
を

見
過
ご
す
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
歴
史
修
正
主
義
の
歪
曲
を
正
し
、
現
代
の
野
蛮
と
も

呼
ぶ
べ
き
戦
争
の
本
質
を
え
ぐ
り
出
す
。

［
２
０
１
９
年
７
月
］
431785Ȃ2◆

新赤1773

古

矢

旬

グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
の
ア
メ
リ
カ
冷
戦
時
代
か
ら

21
世
紀

ʕ
シ
リ
ー
ズ
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
史
④
ʕ

１
０
７
８
円

脱
工
業
化
を
模
索
す
る
危
機
の
七
〇
年
代
、
保
守
化
と
冷
戦
の
終
焉
を
生
ん
だ
レ
ー
ガ

ン
の
八
〇
年
代
、
ド
ッ
ト
コ
ム
・
バ
ブ
ル
の
崩
壊
と
九
・
一
一
事
件
で
幕
を
開
け
る
二

一
世
紀
…
…
。
黄
金
時
代
の
「
ア
メ
リ
カ
の
夢
」
を
失
っ
た
超
大
国
は
、
統
御
不
能
な

グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
和
解
困
難
な
国
内
の
分
極
化
へ
向
か
う
。
ト
ラ
ン
プ
の
ア
メ
リ
カ
は

レ
ー
ガ
ン
の
遺
産
を
受
け
継
ぐ
の
か
。

［
２
０
２
０
年
８
月
］
431773Ȃ9◆
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新赤1772

中
野

耕
太
郎

20
世
紀
ア
メ
リ
カ
の
夢
世
紀
転
換
期
か
ら

一
九
七
〇
年
代

ʕ
シ
リ
ー
ズ
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
史
③
ʕ

９
４
６
円

工
業
化
と
大
衆
社
会
化
を
迎
え
る
な
か
で
、
格
差
や
貧
困
と
い
っ
た
新
し
い
問
題
に
直

面
し
た
二
〇
世
紀
の
ア
メ
リ
カ
は
、
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
に
象
徴
さ
れ
る
社
会
的
な
福
祉

国
家
へ
と
変
貌
し
て
い
く
。
し
か
し
そ
れ
は
同
時
に
、
二
つ
の
世
界
大
戦
を
経
て
帝
国

化
し
て
い
く
道
で
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
と
ニ
ク
ソ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
り

冷
戦
が
変
化
を
迎
え
る
七
〇
年
代
ま
で
を
描
く
。

［
２
０
１
９
年
10
月
］
431772Ȃ2◆

新赤1771

貴
堂
嘉
之

南
北
戦
争
の
時
代
19
世
紀

ʕ
シ
リ
ー
ズ
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
史
②
ʕ

９
６
８
円

国
際
秩
序
の
中
で
「
帝
国
」
化
し
つ
つ
あ
っ
た
ア
メ
リ
カ
を
、
未
曾
有
の
内
戦
が
引
き

裂
い
た
。
連
邦
を
二
分
し
た
内
戦
の
実
態
を
、
奴
隷
制
、
政
治
秩
序
な
ど
を
め
ぐ
る
さ

ま
ざ
ま
な
対
立
軸
と
と
も
に
描
く
。
再
建
の
な
か
の
国
民
の
創
造
と
、「
奴
隷
国
家
」
か

ら
「
移
民
国
家
」
へ
の
変
貌
、
そ
し
て
金
ぴ
か
時
代
へ
。
一
国
史
を
越
え
る
視
座
か
ら

長
い
一
九
世
紀
を
捉
え
、
光
と
影
が
交
錯
す
る
道
程
を
た
ど
る
。
［
２
０
１
９
年
７
月
］
431771Ȃ5◆

新赤1770

和
田
光
弘

植
民
地
か
ら
建
国
へ
19
世
紀
初
頭
ま
で

ʕ
シ
リ
ー
ズ
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
史
①
ʕ

９
２
４
円

近
代
世
界
に
お
い
て
つ
ね
に
強
い
光
を
放
ち
、
深
い
影
を
落
と
し
て
も
き
た
ア
メ
リ
カ

と
い
う
国
。
最
新
の
研
究
成
果
に
も
と
づ
き
、
一
国
史
を
超
え
る
豊
か
な
視
座
か
ら
そ

の
歩
み
を
叙
述
す
る
。
第
一
巻
は
、
先
住
民
の
世
界
か
ら
植
民
地
期
、
独
立
革
命
と
憲

法
制
定
、
そ
し
て
新
共
和
国
と
し
て
の
試
練
ま
で
、
初
期
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
像
を
、
大

西
洋
史
や
記
憶
史
の
知
見
も
ふ
ま
え
提
示
。

［
２
０
１
９
年
４
月
］
431770Ȃ8◆

新赤1766

北
村
暁
夫

イ
タ
リ
ア
史
10
講

９
９
０
円

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
地
中
海
世
界
の
要
た
る
こ
の
地
に
は
、
古
来
じ
つ
に
多
様
な
人
び
と
が

行
き
か
い
、
ゆ
た
か
な
歴
史
を
織
り
上
げ
て
き
た
。
リ
ソ
ル
ジ
メ
ン
ト
（
統
一
運
動
）

以
降
の
近
現
代
史
は
も
ち
ろ
ん
、
古
代
・
中
世
に
お
け
る
諸
勢
力
の
複
雑
な
興
亡
も
明

快
に
叙
述
。
北
と
南
、
都
市
と
農
村
と
い
っ
た
地
域
性
や
、
文
化
史
に
も
着
目
し
、
そ

の
歩
み
を
と
ら
え
る
。
好
評
「
歴
史
10
講
」
シ
リ
ー
ズ
第
四
弾
。
［
２
０
１
９
年
３
月
］
431766Ȃ1◆

新赤1751

小
田
中

直
樹

フ
ラ
ン
ス
現
代
史

９
０
２
円

一
九
四
四
年
の
解
放
か
ら
、「
栄
光
の
三
十
年
」、
五
月
危
機
、
石
油
危
機
、「
ミ
ッ
テ
ラ

ン
の
実
験
」
の
挫
折
、
新
自
由
主
義
、
そ
し
て
マ
ク
ロ
ン
政
権
成
立
─
─
フ
ラ
ン
ス
の

戦
後
を
通
観
す
る
と
、
そ
こ
に
は
「
分
裂
と
統
合
の
弁
証
法
」
と
い
う
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

な
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
み
え
て
く
る
。
欧
州
統
合
の
動
き
に
も
着
目
し
な
が
ら
現
代
フ
ラ
ン

ス
の
歩
み
を
と
ら
え
る
通
史
。

［
２
０
１
８
年
12
月
］
431751Ȃ7◆
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新赤1744

貴
堂
嘉
之

移
民
国
家
ア
メ
リ
カ
の
歴
史

９
６
８
円

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
「
移
民
の
国
」
─
─
誰
も
が
口
に
す
る
こ
の
国
の
か
た
ち
は
、
い

か
に
形
成
さ
れ
、
ど
う
変
貌
し
て
き
た
の
か
。
移
民
を
近
代
世
界
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人

流
の
な
か
に
位
置
づ
け
、
ま
た
日
本
や
中
国
な
ど
ア
ジ
ア
系
移
民
の
歴
史
経
験
に
着
目

し
て
、
ア
メ
リ
カ
史
を
と
ら
え
な
お
す
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
下
で
揺
れ
動
く
〈
い
ま
〉
を

考
え
る
た
め
に
も
求
め
ら
れ
る
、
歴
史
的
視
座
。

［
２
０
１
８
年
10
月
］
431744Ȃ9◆

新赤1719

池
上
俊
一

フ

ィ

レ

ン

ツ

ェ

ʕ
比
類
な
き
文
化
都
市
の
歴
史
ʕ

ʪ
口
絵
４
頁
ʫ
１
０
５
６
円

ロ
ー
マ
の
植
民
市
と
し
て
出
発
し
た
古
代
、
有
力
家
門
が
鎬
を
削
っ
た
中
世
、「
自
由
」

が
高
ら
か
に
掲
げ
ら
れ
た
共
和
制
期
、そ
し
て
メ
デ
ィ
チ
王
朝
期
─
─
い
つ
の
時
代
も
、

人
々
は
自
ら
の
名
誉
に
か
け
、
こ
の
町
を
崇
高
な
ま
で
の
美
の
都
に
仕
立
て
上
げ
た
。

ル
ネ
サ
ン
ス
に
と
ど
ま
ら
な
い
「
歴
史
の
重
層
性
」
か
ら
、
そ
の
魅
力
あ
ふ
れ
る
文
化

と
芸
術
を
活
写
す
る
。
写
真
＝
大
村
㗨
郷

［
２
０
１
８
年
５
月
］
431719Ȃ7◆

新赤1711

黒

崎

真

マ
ー
テ
ィ
ン
・
ル
ー
サ
ー
・
キ
ン
グ

ʕ
非
暴
力
の
闘
士
ʕ

９
０
２
円

リ
ン
チ
、
脅
迫
、
放
火
、
爆
破
。
ア
メ
リ
カ
南
部
社
会
を
覆
う
、
人
種
差
別
の
凄
ま
じ

い
暴
力
。
黒
人
は
も
う
待
て
な
い
の
だ
。
人
び
と
を
直
接
行
動
に
よ
る
社
会
変
革
へ
と

導
い
た
キ
ン
グ
牧
師
（
一
九
二
九
─
一
九
六
八
）。
栄
光
の
前
半
生
だ
け
で
な
く
、
差
別

と
貧
困
の
な
い
ア
メ
リ
カ
を
夢
見
た
彼
の
後
半
生
こ
そ
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
武
器
を

と
ら
ず
非
暴
力
で
闘
い
抜
い
た
苛
烈
な
生
涯
を
え
が
く
。

［
２
０
１
８
年
３
月
］
431711Ȃ1◆

新赤1706

杉
本
淑
彦

ナ

ポ

レ

オ

ン

ʕ
最
後
の
専
制
君
主
、
最
初
の
近
代
政
治
家
ʕ９

２
４
円

時
代
に
遅
れ
て
い
る
と
同
時
に
、
時
代
に
先
駆
け
て
も
い
た
─
─
歴
史
家
は
彼
を
こ
う

評
す
る
。
コ
ル
シ
カ
と
い
う
周
縁
の
地
に
生
を
う
け
、
革
命
の
荒
波
を
乗
り
切
り
、
皇

帝
に
ま
で
登
り
つ
め
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
と
は
、
い
か
な
る
人
間
な
の
か
。
若
き
日
の
革
命

人
士
と
し
て
の
行
動
、
エ
ジ
プ
ト
遠
征
、
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
手
法
な
ど
に
も
あ
ら
た
な

光
を
あ
て
、
歴
史
の
な
か
の
生
涯
を
多
角
的
に
描
き
だ
す
。

［
２
０
１
８
年
２
月
］
431706Ȃ7

新赤1699

竹
中
千
春

ガ
ン
デ
ィ
ー
平
和
を
紡
ぐ
人

９
０
２
円

暗
殺
か
ら
七
〇
年
。
非
暴
力
不
服
従
に
よ
り
社
会
を
民
衆
の
側
か
ら
変
革
し
よ
う
と
し

た
、
ガ
ン
デ
ィ
ー
の
生
き
方
と
思
想
は
、
い
ま
も

め
ど
尽
き
せ
ぬ
恵
み
を
も
た
ら
す
。

恐
怖
と
不
信
に
屈
す
れ
ば
真
理
を
見
失
う
。
人
々
の
真
の
自
由
と
独
立
は
、
平
和
を
紡

ぐ
糸
車
（
チ
ャ
ル
カ
）
か
ら
生
ま
れ
る
。「
マ
ハ
ー
ト
マ
（
偉
大
な
る
魂
）」
と
呼
ば
れ

た
人
の
生
涯
を
語
る
、
熱
き
評
伝
。

［
２
０
１
８
年
１
月
］
431699Ȃ2◆

185― 世界史



0011-003-259_新書統合組_再校_初校.smd  Page 184 23/04/20 15:56  v3.60

新赤1677

長
谷
川

貴
彦

イ
ギ
リ
ス
現
代
史

８
８
０
円

第
二
㗨
世
界
大
戦
を
起
点
と
す
る
福
祉
国
家
体
制
の
形
成
、「
英
国
病
」
と
サ
ッ
チ
ャ
リ

ズ
ム
、
そ
し
て
現
在
へ
、
戦
後
イ
ギ
リ
ス
の
あ
ゆ
み
を
描
く
通
史
。
政
治
・
経
済
の
み

な
ら
ず
、
国
際
関
係
や
、
階
級
・
文
化
を
め
ぐ
る
社
会
変
容
に
も
着
目
し
、
多
角
的
な

現
代
史
像
を
提
示
す
る
。
Ｅ
Ｕ
離
脱
に
揺
れ
る
イ
ギ
リ
ス
の
〈
い
ま
〉
を
考
え
る
た
め

に
も
求
め
ら
れ
る
、
歴
史
的
な
思
考
軸
。

［
２
０
１
７
年
９
月
］
431677Ȃ0◆

新赤1637

池
田
嘉
郎

ロ
シ
ア
革
命
破
局
の
8
か
月

９
２
４
円

史
上
初
の
社
会
主
義
国
家
誕
生
の
契
機
と
な
っ
た
ロ
シ
ア
革
命
か
ら
一
〇
〇
年
。
こ
れ

ま
で
革
命
の
障
害
の
よ
う
に
見
な
さ
れ
て
き
た
立
憲
主
義
者
・
自
由
主
義
者
ら
の
奮
闘

に
光
を
あ
て
、
新
た
な
社
会
を
模
索
し
た
人
び
と
が
当
時
に
Ṍ
け
て
い
た
思
い
や
挫
折

を
臨
場
感
あ
る
筆
致
で
描
き
出
す
。
あ
の
時
潰
え
、
民
衆
の
間
に
新
た
に
生
ま
れ
た
も

の
は
何
だ
っ
た
の
か
。
歴
史
的
意
義
を
考
え
る
。

［
２
０
１
７
年
１
月
］
431637Ȃ4

新赤1615

檀

上

寛

天
下
と
天
朝
の
中
国
史

９
９
０
円

古
来
よ
り
中
国
の
歴
代
王
朝
は
有
徳
の
天
子
の
朝
廷
「
天
朝
」
を
演
じ
る
こ
と
で
、
中

華
と
夷
狄
と
を
序
列
・
秩
序
づ
け
、
自
ら
の
領
土
た
る
「
天
下
」
を
統
治
し
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
中
華
帝
国
の
行
動
原
理
は
、
時
代
に
よ
っ
て
そ
の
内
実
を
大
き
く
変
化
さ

せ
な
が
ら
も
、
歴
史
を
超
え
て
現
代
に
ま
で
息
づ
い
て
い
る
。
中
国
史
を
通
覧
す
る
こ

と
で
そ
の
全
貌
を
描
き
だ
す
雄
大
な
試
み
。

［
２
０
１
６
年
８
月
］
431615Ȃ2

新赤1613

深
町
英
夫

孫

文

ʕ
近
代
化
の
岐
路
ʕ

９
２
４
円

中
国
で
最
も
早
く
「
専
制
王
朝
の
打
倒
」
と
「
民
主
共
和
国
の
樹
立
」
を
唱
え
た
革
命

家
は
、
そ
の
後
、
党
に
よ
る
独
裁
的
支
配
を
提
唱
し
た
。
民
主
と
独
裁
と
い
う
相
矛
盾

す
る
か
に
見
え
る
二
本
の
道
が
や
が
て
出
会
い
一
つ
と
な
る
こ
と
を
、
奇
妙
な
こ
と
に

彼
は
信
じ
て
や
ま
な
か
っ
た
。
さ
な
が
ら
二
つ
の
顔
を
持
つ
ヤ
ヌ
ス
神
の
ご
と
き
相
貌

を
示
し
た
孫
文
の
思
想
と
生
涯
。

［
２
０
１
６
年
７
月
］
431613Ȃ8

新赤1595

入
江
曜
子

古
代
東
ア
ジ
ア
の
女
帝

８
５
８
円

七
世
紀
の
日
本
列
島
に
は
推
古
を
は
じ
め
、
皇
極
・
斉
明
・
持
統
な
ど
女
帝
が
続
々
と

登
場
し
て
く
る
が
、
同
じ
時
代
、
朝
鮮
半
島
の
新
羅
に
は
善
徳
・
真
徳
、
中
国
の
唐
で

も
武
則
天
と
い
う
女
帝
が
現
れ
る
。
な
ぜ
多
く
の
女
帝
が
東
ア
ジ
ア
か
ら
出
た
の
か
？

女
帝
た
ち
の
鮮
烈
な
生
涯
を
掘
り
起
こ
し
な
が
ら
、
七
世
紀
の
東
ア
ジ
ア
は
ど
う
い
う

時
代
だ
っ
た
の
か
を
描
き
だ
す
。

［
２
０
１
６
年
３
月
］
431595Ȃ7
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新赤1577

文

京

洙

新
・
㕾
国
現
代
史

９
９
０
円

日
本
の
植
民
地
支
配
か
ら
解
放
さ
れ
て
七
〇
年
。
分
断
、
戦
争
、
独
裁
、
軍
事
政
権
、

民
主
化
運
動
、
経
済
破
綻
…
…
盧
武
鉉
か
ら
李
明
博
を
経
て
朴
槿
恵
政
権
へ
と
移
り
変

わ
る
中
で
激
し
い
変
化
を
と
げ
る
㕾
国
。
い
っ
た
い
ど
こ
へ
向
か
お
う
と
し
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。
日
㕾
関
係
は
ど
う
な
る
の
か
。
近
年
の
動
向
を
反
映
し
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル

時
代
の
新
た
な
通
史
。

［
２
０
１
５
年
12
月
］
431577Ȃ3◆

新赤1569

田
中
一
郎

ガ

リ

レ

オ

裁

判

ʕ
400
年
後
の
真
実
ʕ

８
５
８
円

地
動
説
を
唱
え
、
宗
教
裁
判
で
有
罪
を
宣
告
さ
れ
た
ガ
リ
レ
オ
。
彼
は
本
当
に
、
科
学

者
と
し
て
宗
教
と
闘
っ
た
英
雄
だ
っ
た
の
か
。
二
一
世
紀
に
入
り
、
ヴ
ァ
チ
カ
ン
の
秘

密
文
書
庫
か
ら
新
た
な
裁
判
記
録
が
明
る
み
に
出
さ
れ
た
。
近
代
へ
と
世
界
観
が
大
き

く
変
貌
し
て
い
く
中
で
、
裁
判
の
曲
折
し
た
進
行
の
真
実
が
浮
か
び
上
が
る
。
ガ
リ
レ

オ
裁
判
の
見
方
を
根
底
か
ら
変
え
る
決
定
版
。

［
２
０
１
５
年
10
月
］
431569Ȃ8◆

新赤1563

鶴
間
和
幸

人

間

・

始

皇

帝
９
４
６
円

苛
烈
な
暴
君
か
、
有
能
な
君
主
か
。
中
国
最
初
の
皇
帝
の
生
涯
は
Ṗ
に
満
ち
て
い
る
。

出
生
の
秘
密
、
暗
殺
未
遂
の
経
緯
、
統
一
の
実
像
、
そ
し
て
遺
言
の
真
相
─
─
。
七
〇

年
代
以
降
、
地
下
か
ら
発
見
さ
れ
た
驚
く
べ
き
新
史
料
群
に
拠
る
と
、『
史
記
』
の
描
く

従
来
の
像
と
は
違
っ
た
㗡
が
見
え
て
く
る
。
可
能
な
限
り
同
時
代
の
視
点
か
ら
始
皇
帝

の
足
跡
を
た
ど
る
、
画
期
的
な
一
書
。

［
２
０
１
５
年
９
月
］
431563Ȃ6◆

新赤1531

岡
本
隆
司

袁

世

凱

ʕ
現
代
中
国
の
出
発
ʕ

８
５
８
円

無
学
で
無
節
操
な
裏
切
り
者
、「
陰
険
な
権
力
者
」
と
、
日
本
で
も
中
国
で
も
悪
評
ば
か

り
の
袁
世
凱
。
し
か
し
、
な
ぜ
そ
ん
な
人
物
が
激
動
の
時
代
に
勢
力
を
ひ
ろ
げ
、
最
高

権
力
者
に
の
ぼ
り
つ
め
、
皇
帝
に
即
位
す
ら
で
き
た
の
か
。
褒
貶
さ
だ
ま
ら
ぬ
袁
世
凱

の
生
涯
を
、
複
雑
き
わ
ま
り
な
い
中
国
の
あ
り
よ
う
を
映
し
出
す
「
鑑
（
か
が
み
）」
と

し
て
描
き
だ
す
。

［
２
０
１
５
年
２
月
］
431531Ȃ5◆

新赤1499

木
畑
洋
一

二
〇
世
紀
の
歴
史

１
０
７
８
円

激
動
の
時
代
と
よ
ば
れ
る
二
〇
世
紀
。
そ
れ
は
差
別
と
被
差
別
、
支
配
と
被
支
配
の
構

造
が
世
界
を
覆
い
、
暴
力
と
戦
争
に
み
ち
た
帝
国
主
義
の
時
代
で
あ
っ
た
。
ア
フ
リ
カ

の
分
割
、
植
民
地
の
拡
大
、
二
度
の
世
界
大
戦
、
冷
戦
の
激
化
、
独
立
抵
抗
運
動
の
広

が
り
。
帝
国
世
界
の
形
成
か
ら
解
体
ま
で
、「
長
い
二
〇
世
紀
」
と
い
う
視
角
か
ら
、
現

代
に
つ
な
が
る
歴
史
の
大
き
な
流
れ
を
描
く
。

［
２
０
１
４
年
９
月
］
431499Ȃ8◆
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新赤1464

近
藤
和
彦

イ
ギ
リ
ス
史
10
講

１
１
２
２
円

グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
今
に
始
ま
っ
た
の
で
は
な
い
。
ス
ト
ー
ン
ヘ
ン
ジ
の
時
代
か
ら
、
サ

ッ
チ
ャ
ー
後
の
今
日
ま
で
、
複
合
社
会
イ
ギ
リ
ス
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
描
く
。
さ
ま
ざ

ま
な
文
化
の
衝
突
と
融
合
、
歴
史
を
い
ろ
ど
る
男
と
女
、
王
位
問
題
と
教
会
・
議
会
、

日
本
史
と
の
交
錯
な
ど
、
最
新
の
研
究
成
果
を
反
映
し
た
、
タ
ネ
も
シ
カ
ケ
も
あ
る
全

10
講
。

［
２
０
１
３
年
12
月
］
431464Ȃ6◆

新赤1463

趙

景

達

植
民
地
朝
鮮
と
日
本

９
４
６
円

一
九
一
〇
年
、
日
本
の
植
民
地
と
な
っ
た
朝
鮮
は
武
断
政
治
と
い
わ
れ
る
憲
兵
警
察
体

制
下
に
お
か
れ
た
。
一
九
一
九
年
の
三
・
一
運
動
を
始
め
と
す
る
民
族
運
動
・
民
衆
運

動
、
文
化
政
治
へ
の
転
換
、
植
民
地
下
の
近
代
、
独
立
運
動
の
苦
闘
の
中
で
生
み
出
さ

れ
た
様
々
な
思
想
、
戦
時
下
の
「
内
鮮
一
体
」
の
実
態
等
を
述
べ
、
植
民
地
支
配
の
本

質
を
明
ら
か
に
す
る
通
史
。『
近
代
朝
鮮
と
日
本
』
の
続
編
。

［
２
０
１
３
年
12
月
］
431463Ȃ9

新赤1444

加
藤
九
祚

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
古
代
都
市

ʕ
ア
ム
ダ
リ
ヤ
遺
跡
の
旅
ʕ

８
８
０
円

中
央
ア
ジ
ア
を
大
き
く
蛇
行
す
る
大
河
ア
ム
ダ
リ
ヤ
。
古
来
あ
ま
た
の
文
明
・
文
化
が

そ
の
岸
辺
で
交
差
し
、
盛
衰
を
繰
り
返
し
て
き
た
。
そ
の
実
像
は
、
こ
の
半
世
紀
、
国

際
調
査
団
に
よ
っ
て
、
よ
う
や
く
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
若
き
日
彼
の
地
に
魅
了

さ
れ
、
齢
九
十
を
超
え
て
今
な
お
現
地
で
発
掘
調
査
に
携
わ
る
著
者
が
、
青
銅
器
時
代

か
ら
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
ま
で
を
視
野
に
最
新
の
研
究
成
果
を
紹
介
す
る
。［
２
０
１
３
年
９
月
］
431444Ȃ8

新赤1441

天

児

慧

中
華
人
民
共
和
国
史
新
版

９
９
０
円

二
一
世
紀
に
入
り
、
世
界
の
眼
は
俄
然
、
中
国
に
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
飛
翔

を
始
め
た
巨
大
な
㜇
。
一
九
四
九
年
の
建
国
以
来
、
こ
の
国
は
ど
ん
な
歩
み
を
た
ど
っ

て
き
た
の
か
。
今
日
に
至
る
数
多
く
の
事
件
・
事
実
を
た
ど
り
、
他
に
類
を
見
な
い
、

そ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
歴
史
の
流
れ
を
描
く
。
定
評
あ
る
通
史
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
た

新
版
。

［
２
０
１
３
年
８
月
］
431441Ȃ7

新赤1439

金

重

明

物
語
朝
鮮
王
朝
の
滅
亡

品
切（
電
子
版
あ
り
）

朝
鮮
で
は
十
七
世
紀
か
ら
十
九
世
紀
に
か
け
て
、
朴
趾
源
・
丁
若
鏞
ら
実
学
者
に
よ
っ

て
、
新
し
い
世
を
準
備
す
る
構
想
が
発
表
さ
れ
、
近
代
化
が
め
ざ
さ
れ
た
。
し
か
し
、

列
強
ひ
し
め
く
中
で
そ
れ
は
挫
折
し
、
朝
鮮
は
日
本
の
植
民
地
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う

な
過
酷
な
時
代
と
そ
こ
に
生
き
た
人
々
を
描
き
な
が
ら
、
朝
鮮
と
明
治
日
本
の
関
係
の

実
像
に
せ
ま
る
。
エ
ピ
ソ
ー
ド
満
載
の
歴
史
物
語
。

［
２
０
１
３
年
８
月
］
431439Ȃ4◆
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新赤1426

南
川
高
志

新
・
ロ
ー
マ
帝
国
衰
亡
史

９
９
０
円

地
中
海
の
帝
国
と
言
わ
れ
る
ロ
ー
マ
帝
国
は
、
実
は
「
大
河
と
森
」
の
帝
国
だ
っ
た
？

衰
亡
の
最
大
原
因
と
さ
れ
る
「
ゲ
ル
マ
ン
民
族
」
は
存
在
し
な
か
っ
た
？

あ
の
巨
大

な
帝
国
は
、
わ
ず
か
三
〇
年
で
崩
壊
し
た
？
─
─
歴
史
学
の
最
新
の
知
見
か
ら
〈
二
一

世
紀
の
衰
亡
史
〉
を
語
り
、
栄
え
た
国
が
衰
え
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
国
家
と
は

そ
も
そ
も
何
な
の
か
を
考
え
さ
せ
る
、
刺
激
的
な
一
書
。

［
２
０
１
３
年
５
月
］
431426Ȃ4◆

新赤1397

趙

景

達

近
代
朝
鮮
と
日
本

９
６
８
円

一
九
世
紀
前
半
、
儒
教
的
民
本
主
義
に
基
づ
く
政
治
シ
ス
テ
ム
の
朝
鮮
社
会
で
、
身
分

制
が
解
体
し
て
ゆ
く
状
況
か
ら
説
き
起
こ
し
、
一
九
一
〇
年
日
本
に
併
合
さ
れ
て
大
㕾

帝
国
が
滅
亡
す
る
ま
で
の
朝
鮮
近
代
通
史
。
政
治
文
化
に
着
目
し
て
日
本
社
会
と
比
較

し
な
が
ら
、
日
朝
修
好
条
規
、
甲
申
政
変
、
甲
午
農
民
戦
争
、
大
㕾
帝
国
誕
生
、
日
本

の
保
護
国
化
、
国
権
回
復
運
動
等
を
描
き
だ
す
。

［
２
０
１
２
年
11
月
］
431397Ȃ7

新赤1364

青
山
和
夫

マ

ヤ

文

明

ʕ
密
林
に
栄
え
た
石
器
文
化
ʕ

ʪ
カ
ラ
ー
口
絵
一
丁
ʫ
８
８
０
円

ジ
ャ
ン
グ
ル
に
そ
び
え
立
つ
神
殿
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
、
広
場
に
林
立
す
る
石
碑
、
交
易
に
用

い
ら
れ
た
黒
曜
石
…
…
。
マ
ヤ
文
明
は
中
米
の
密
林
に
花
ひ
ら
い
た
究
極
の
石
器
文
明

だ
っ
た
。
も
は
や
Ṗ
と
神
秘
の
ベ
ー
ル
に
包
ん
で
論
じ
る
時
代
で
は
な
い
。
マ
ヤ
文
字

は
王
の
事
績
を
語
り
、
考
古
学
は
貴
族
や
農
民
の
生
活
を
明
ら
か
に
す
る
。
マ
ヤ
文
明

の
実
像
を
、
気
鋭
の
考
古
学
者
が
熱
く
語
る
。

［
２
０
１
２
年
４
月
］
431364Ȃ9◆

新赤1361

和
田
春
樹

北

朝

鮮

現

代

史
９
９
０
円

一
九
四
八
年
九
月
九
日
に
建
国
し
て
六
十
年
余
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
は
独
自

の
道
を
歩
ん
で
き
た
。
そ
の
原
点
と
な
る
満
州
で
の
抗
日
闘
争
の
時
代
か
ら
、
金
正
日

総
書
記
の
死
ま
で
を
記
す
通
史
。
冷
戦
に
よ
る
分
断
の
悲
劇
が
も
た
ら
し
た
朝
鮮
戦

争
、
戦
後
の
社
会
主
義
化
と
金
日
成
の
遊
撃
隊
国
家
、
さ
ら
に
金
正
日
に
よ
る
先
軍
政

治
（
正
規
軍
国
家
）
ま
で
の
激
動
の
歴
史
を
描
く
。

［
２
０
１
２
年
４
月
］
431361Ȃ8◆

新赤1352

冨

谷

至

四
字
熟
語
の
中
国
史

品
切（
電
子
版
あ
り
）

「
温
故
知
新
」「
風
林
火
山
」「
臥
薪
嘗
胆
」「
蛍
雪
之
功
」
─
─
ど
こ
か
で
目
に
し
た
こ

と
の
あ
る
四
字
熟
語
の
背
景
に
は
、ど
ん
な
歴
史
や
思
想
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。『
論

語
』
や
『
史
記
』、
諸
子
百
家
の
思
想
等
に
登
場
す
る
四
つ
の
漢
字
を
〈
窓
〉
と
し
て
、

古
代
中
国
を
遠
望
す
る
。
漢
字
文
化
圏
の
基
礎
に
あ
る
言
葉
や
考
え
方
が
、
紆
余
曲
折

を
経
て
、
遠
い
時
代
や
場
所
へ
と
伝
わ
る
筋
道
が
見
え
て
く
る
。
［
２
０
１
２
年
２
月
］
431352Ȃ6◆
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新赤1340

岡
本
隆
司

李

鴻

章

ʕ
東
ア
ジ
ア
の
近
代
ʕ

８
３
６
円

近
代
世
界
に
入
る
清
朝
の
困
難
な
舵
取
り
を
し
た
政
治
家
・
李
鴻
章
（
一
八
二
三
ʕ
一

九
〇
一
）。
旧
式
の
エ
リ
ー
ト
官
僚
だ
っ
た
彼
は
、
内
乱
の
平
定
に
貢
献
し
て
官
界
最

高
の
実
力
者
に
登
り
つ
め
た
。
二
〇
年
間
、「
洋
務
」「
海
防
」
を
主
導
し
て
外
国
列
強

と
渡
り
合
う
も
、
日
清
戦
争
で
敗
北
を
強
い
ら
れ
る
。
そ
の
生
涯
を
一
九
世
紀
・
清
朝

末
期
と
い
う
動
乱
の
時
代
と
と
も
に
描
き
出
す
比
類
な
き
評
伝
。
［
２
０
１
１
年
11
月
］
431340Ȃ3◆

新赤1339

羽

田

正

新
し
い
世
界
史
へ

ʕ
地
球
市
民
の
た
め
の
構
想
ʕ

９
０
２
円

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
み
、
ま
す
ま
す
一
体
と
な
る
現
代
世
界
。
そ
の
現
実
を
前
に
、
従

来
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
と
し
た
世
界
史
像
は
、刷
新
さ
れ
る
べ
き
時
を
迎
え
て
い
る
。

い
ま
こ
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
歴
史
叙
述
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
歴
史
認
識
の
あ

り
方
、
語
り
方
を
問
い
直
し
、「
世
界
は
ひ
と
つ
」
と
い
う
視
点
か
ら
、
地
球
市
民
の
た

め
の
世
界
史
を
構
想
す
る
。

［
２
０
１
１
年
11
月
］
431339Ȃ7◆

新赤1293

中
里
成
章

パ

ル

判

事

ʕ
イ
ン
ド
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
東
京
裁
判
ʕ８

８
０
円

東
京
裁
判
で
Ａ
級
戦
犯
被
告
全
員
の
無
罪
を
説
い
た
イ
ン
ド
代
表
判
事
パ
ル
（
一
八
八

六
ʕ
一
九
六
七
）。
そ
の
主
張
は
東
京
裁
判
を
「
勝
者
の
裁
き
」
と
す
る
批
判
の
拠
り
所

と
さ
れ
、
現
在
で
も
論
争
が
続
く
。
パ
ル
の
主
張
を
ど
う
み
る
か
。
そ
の
背
景
に
何
が

あ
る
の
か
。
イ
ン
ド
近
現
代
史
を
研
究
す
る
著
者
が
、
イ
ン
ド
の
激
動
す
る
政
治
や
思

想
状
況
の
変
遷
を
読
み
解
き
な
が
ら
、「
パ
ル
神
話
」
に
挑
む
。

［
２
０
１
１
年
２
月
］
431293Ȃ2

新赤1254

西
村
成
雄

中
国
の
近
現
代
史
を
ど
う
見
る
か

ʕ
シ
リ
ー
ズ
中
国
近
現
代
史
⑥
ʕ

９
２
４
円

中
国
の
近
現
代
史
を
ど
う
見
る
か
。
こ
の
大
き
な
問
い
に
答
え
る
に
は
、
欧
米
を
中
心

に
展
開
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
世
界
史
と
の
相
互
の
変
容
過
程
を
視
野
に
入
れ
る
こ
と
が

必
要
だ
。
外
部
か
ら
の
強
い
軍
事
的
、
政
治
的
、
経
済
的
な
圧
力
の
下
、
中
国
は
ど
う

変
わ
り
、ど
う
変
わ
ろ
う
と
し
て
き
た
の
か
。「
二
〇
〇
年
中
国
」と
い
う
の
視
角
か
ら
、

中
国
の
歴
史
的
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の
源
泉
を
さ
ぐ
る
。

［
２
０
１
７
年
６
月
］
431254Ȃ3

新赤1253

高
原
明
生
・
前
田
宏
子

開
発
主
義
の
時
代
へ
1972
ô2014

ʕ
シ
リ
ー
ズ
中
国
近
現
代
史
⑤
ʕ

８
５
８
円

文
化
大
革
命
の
嵐
が
過
ぎ
去
り
、
中
国
は
新
た
な
試
練
の
時
代
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い

た
。
疲
弊
し
き
っ
た
経
済
を
ど
う
立
て
直
す
か
。
雌
伏
の
時
を
乗
り
越
え
、
厳
し
い
権

力
闘
争
を
勝
ち
ぬ
い
た
鄧
小
平
が
、
改
革
開
放
に
向
け
て
舵
を
切
る
。
計
画
経
済
か
ら

市
場
経
済
へ
。
社
会
を
根
底
か
ら
変
え
る
大
転
換
が
始
ま
っ
た
。
中
国
台
頭
の
起
源
を

さ
ぐ
り
、
そ
の
道
す
じ
を
た
ど
る
。

［
２
０
１
４
年
８
月
］
431253Ȃ6
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新赤1252

久

保

亨

社
会
主
義
へ
の
挑
戦
1945
ô1971

ʕ
シ
リ
ー
ズ
中
国
近
現
代
史
④
ʕ

９
０
２
円

人
民
共
和
国
の
成
立
は
、必
ず
し
も
社
会
主
義
政
権
の
樹
立
を
意
味
し
て
い
な
か
っ
た
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
国
は
な
ぜ
社
会
主
義
を
め
ざ
し
た
の
か
。
戦
後
、
さ
ま
ざ

ま
な
政
治
構
想
が
交
錯
す
る
な
か
で
実
権
を
握
っ
た
中
国
共
産
党
。
急
進
化
す
る
そ
の

政
策
路
線
は
や
が
て
、
文
化
大
革
命
の
嵐
を
呼
び
寄
せ
て
し
ま
う
。
試
行
錯
誤
を
重
ね

た
四
半
世
紀
を
た
ど
る
。

［
２
０
１
１
年
１
月
］
431252Ȃ9

新赤1251

石
川
禎
浩

革
命
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
1925
ô1945

ʕ
シ
リ
ー
ズ
中
国
近
現
代
史
③
ʕ

９
９
０
円

協
力
と
対
立
を
繰
り
返
し
つ
つ
、
日
本
の
侵
略
に
立
ち
向
か
い
、
中
国
を
大
き
く
変
え

て
い
っ
た
国
民
党
と
共
産
党
。
こ
の
ふ
た
つ
の
政
党
を
主
人
公
と
し
て
、
人
び
と
の
意

識
や
運
動
の
実
際
、
ソ
連
と
の
関
係
な
ど
に
も
目
を
配
り
な
が
ら
、
革
命
と
国
家
建
設
、

日
本
と
の
戦
争
の
時
代
を
描
き
出
す
。
孫
文
の
死
か
ら
抗
日
戦
争
終
結
ま
で
の
激
動
の

二
〇
年
。

［
２
０
１
０
年
10
月
］
431251Ȃ2

新赤1250

川

島

真

近
代
国
家
へ
の
模
索
1894
ô1925

ʕ
シ
リ
ー
ズ
中
国
近
現
代
史
②
ʕ

９
９
０
円

日
清
戦
争
や
義
和
団
戦
争
に
敗
北
し
た
清
朝
は
、
改
革
を
試
み
な
が
ら
も
求
心
力
を
失

っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
多
様
な
国
家
像
が
相
克
す
る
な
か
辛
亥
革
命
に
よ
り
中
華
民

国
が
誕
生
す
る
も
、
新
た
な
国
家
像
の
模
索
は
続
い
た
。
列
強
に
よ
る
「
瓜
分
の
危
機
」

の
下
で
、「
救
国
」
の
考
え
が
ᷓ
れ
出
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
近
代
へ
の
道
が
構
想
さ
れ
た
三

〇
年
を
、
国
際
関
係
の
推
移
と
と
も
に
描
く
。

［
２
０
１
０
年
12
月
］
431250Ȃ5

新赤1249

吉
澤

誠
一
郎

清
朝
と
近
代
世
界
19
世
紀

ʕ
シ
リ
ー
ズ
中
国
近
現
代
史
①
ʕ

９
４
６
円

い
っ
た
ん
は
存
亡
の
危
機
に
直
面
し
な
が
ら
も
、
近
代
世
界
の
な
か
で
自
己
変
革
を
遂

げ
て
い
っ
た
一
九
世
紀
の
清
朝
。
そ
こ
に
あ
っ
た
苦
し
み
や
迷
い
、
努
力
や
挑
戦
と
は

い
か
な
る
も
の
だ
っ
た
か
。
何
が
体
制
の
立
て
直
し
を
可
能
に
し
た
の
か
。
そ
の
矛
盾

に
満
ち
、
し
か
も
創
造
的
な
過
程
に
つ
い
て
、
統
治
や
社
会
の
動
向
、
周
辺
部
の
状
況

な
ど
も
み
な
が
ら
、
多
面
的
な
世
界
を
生
き
生
き
と
描
く
。

［
２
０
１
０
年
６
月
］
431249Ȃ9

新赤1213

喜

安

朗

パ

リ
都
市
統
治
の
近
代

８
５
８
円

一
八
ʕ
一
九
世
紀
に
か
け
て
の
革
命
の
時
代
、
パ
リ
は
激
増
す
る
人
口
、
都
市
騒
乱
の

頻
発
で
危
機
的
な
状
況
を
迎
え
て
い
た
。
王
権
・
教
会
が
弱
体
化
す
る
な
か
で
、
近
代

的
な
都
市
基
盤
や
治
安
体
制
は
ど
の
よ
う
に
創
ら
れ
た
か
。
セ
ー
ヌ
の
河
岸
・
橋
・
港

の
整
備
、
パ
リ
警
視
庁
創
設
、
共
同
体
の
変
容
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
な
が
ら
、
近
代
的

な
統
治
シ
ス
テ
ム
の
形
成
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
。

［
２
０
０
９
年
10
月
］
431213Ȃ0
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新赤1152

田

口

晃

ウ

ィ

ー

ン
都
市
の
近
代

８
５
８
円

一
九
世
紀
半
ば
以
降
、
リ
ン
グ
大
通
り
や
上
下
水
道
、
市
営
住
宅
の
建
設
な
ど
、
先
進

的
な
都
市
づ
く
り
を
展
開
し
て
き
た
ウ
ィ
ー
ン
。
そ
こ
で
は
自
由
主
義
、
キ
リ
ス
ト
教

社
会
主
義
、
社
会
民
主
主
義
の
各
勢
力
が
対
立
を
引
き
起
こ
し
な
が
ら
、
市
政
を
展
開

し
て
い
た
。
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
よ
る
自
治
の
終
焉
ま
で
の
八
〇
年
間
の
歩
み
を
、
住
民
の

暮
ら
し
や
文
化
の
動
向
と
と
も
に
描
き
出
す
。

［
２
０
０
８
年
10
月
］
431152Ȃ2

新赤1134

山
本
紀
夫

ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
き
た
道

ʕ
文
明
・
飢
饉
・
戦
争
ʕʪ

カ
ラ
ー
口
絵
２
頁
ʫ
９
２
４
円

栽
培
面
積
で
は
全
作
物
中
、
第
四
位
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
。
南
米
で
栽
培
種
と
し
て
誕
生
し

た
後
、
ど
の
よ
う
に
し
て
世
界
中
に
広
が
り
、
人
々
の
暮
ら
し
に
ど
ん
な
影
響
を
与
え

て
き
た
の
か
。
ア
ン
デ
ス
の
農
耕
文
化
を
中
心
に
、
四
〇
年
に
わ
た
っ
て
ヒ
マ
ラ
ヤ
、

ア
フ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
日
本
で
調
査
を
続
け
て
き
た
著
者
が
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
人

間
の
関
わ
り
に
秘
め
ら
れ
た
歴
史
ド
ラ
マ
を
つ
づ
る
。

［
２
０
０
８
年
５
月
］
431134Ȃ8

新赤1016

柴
田

三
千
雄

フ
ラ
ン
ス
史
10
講

９
４
６
円

フ
ラ
ン
ク
王
国
、
百
年
戦
争
、
絶
対
王
政
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
、
一
九
世
紀
の
革
命
、
二

つ
の
世
界
大
戦
、「
五
月
革
命
」
な
ど
二
千
年
余
の
激
動
の
歩
み
を
一
冊
で
た
ど
る
。
教

会
と
国
家
、
中
間
団
体
、
名
望
家
国
家
、
政
治
文
化
な
ど
重
要
な
テ
ー
マ
も
掘
り
下
げ

な
が
ら
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
世
界
の
中
の
フ
ラ
ン
ス
」
と
い
う
視
点
を
軸
に
、
フ
ラ
ン

ス
史
の
独
自
性
を
描
き
出
す
斬
新
な
通
史
。

［
２
０
０
６
年
５
月
］
431016Ȃ7

新赤967

本
村
凌
二

多
神
教
と
一
神
教

ʕ
古
代
地
中
海
世
界
の
宗
教
ド
ラ
マ
ʕ

８
８
０
円

人
類
の
文
明
史
五
千
年
。
う
ち
四
千
年
は
古
代
で
あ
っ
た
。
そ
の
な
か
で
地
中
海
周
辺

は
、
神
々
の
あ
ふ
れ
る
世
界
か
ら
唯
一
神
崇
拝
の
世
界
へ
と
め
ざ
ま
し
い
変
貌
を
と
げ

て
い
る
。
こ
こ
は
ま
た
表
音
文
字
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
が
普
及
し
た
地
域
で
も
あ
っ

た
。
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
、
エ
ジ
プ
ト
、
シ
リ
ア
、
ギ
リ
シ
ア
、
ロ
ー
マ
へ
と
広
が
る
時
空

を
一
貫
し
た
観
点
か
ら
描
く
、
壮
大
な
ス
ケ
ー
ル
の
心
性
の
歴
史
。［
２
０
０
５
年
９
月
］
430967Ȃ3

新赤934

井
波
律
子

奇
人
と
異
才
の
中
国
史

７
９
２
円

春
秋
時
代
の
孔
子
か
ら
近
代
の
魯
迅
ま
で

㑹
出
し
た
才
や
独
特
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

で
歴
史
を
彩
る
五
六
人
の
人
物
伝
を
、
年
代
順
に
た
ど
る
。
変
転
す
る
時
代
状
況
の
中

で
そ
れ
ぞ
れ
に
自
分
ら
し
さ
を
貫
い
て
生
き
た
彼
ら
の
、
希
望
、
挫
折
、
嫉
妬
、
諧
謔
、

そ
し
て
愛
情
は
、
ど
ん
な
も
の
だ
っ
た
の
か
？

歴
史
を
つ
く
っ
た
人
物
へ
の
身
近
な

共
感
と
と
も
に
、
中
国
史
を
丸
ご
と
楽
し
め
る
一
冊
！

［
２
０
０
５
年
２
月
］
430934Ȃ5

世界史 ―192
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新赤826

坂
井

榮
八
郎

ド

イ

ツ

史

10

講
９
４
６
円

ゲ
ル
マ
ン
世
界
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
、
宗
教
改
革
、
絶
対
主
義
、
二
回
に
わ
た
る
世
界

大
戦
…
…
二
千
数
百
年
の
激
動
の
歩
み
を
、
一
講
ず
つ
、
要
点
を
明
確
に
し
て
、
通
史

的
に
叙
述
。
中
世
的
世
界
、
大
学
や
官
僚
と
近
代
化
の
役
割
な
ど
重
要
な
テ
ー
マ
に
着

目
し
つ
つ
、
つ
ね
に
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
の
ド
イ
ツ
」
と
い
う
視
点
か
ら
描
き
、
冷
戦

後
の
統
一
ド
イ
ツ
の
位
置
に
も
新
た
な
光
を
当
て
る
。

［
２
０
０
３
年
２
月
］
430826Ȃ3◆

新赤775

亀
井
俊
介

ニ

ュ

ー

ヨ

ー

ク

品
切（
電
子
版
あ
り
）

世
界
中
の
人
種
と
そ
の
文
化
の
モ
ザ
イ
ク
と
い
わ
れ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
。
時
代
に
先
駆

け
る
芸
術
や
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
が
こ
こ
に
集
ま
り
花
開
い
て
き
た
。
こ
の
巨
大

都
市
に
自
由
な
「
生
」
の
昂
場
を
感
じ
魅
か
れ
続
け
て
き
た
著
者
が
、
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ

イ
、
グ
リ
ニ
ッ
チ
・
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
、
タ
イ
ム
ズ
・
ス
ク
ェ
ア
、
五
番
街
な
ど
の
街
歩
き

を
楽
し
み
な
が
ら
、
そ
の
歴
史
と
文
化
を
語
る
。

［
２
０
０
２
年
３
月
］
430775Ȃ4◆

新赤489

小

岸

昭

離
散
す
る
ユ
ダ
ヤ
人

ʕ
イ
ス
ラ
エ
ル
へ
の
旅
か
ら
ʕ

８
１
４
円

一
四
九
二
年
に
ス
ペ
イ
ン
を
追
わ
れ
た
ユ
ダ
ヤ
人
の
足
跡
を
た
ど
る
、
モ
ロ
ッ
コ
、
エ

ジ
プ
ト
、
イ
ス
ラ
エ
ル
へ
の
旅
は
、
追
放
と
交
通
の
路
で
あ
っ
た
地
中
海
の
五
百
年
を

歩
く
こ
と
で
あ
っ
た
。
二
〇
世
紀
の
悲
劇
に
も
通
じ
る
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
な
が
い
離
散
の

歴
史
が
、
旅
の
発
見
と
重
ね
ら
れ
て
様
々
に
呼
び
起
こ
さ
れ
、
思
想
史
、
文
化
史
の
隠

れ
た
系
譜
と
と
も
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
が
再
検
討
さ
れ
る
。

［
１
９
９
７
年
２
月
］
430489Ȃ0

新赤394

溪

内

謙

現

代

史

を

学

ぶ
１
１
０
０
円

既
成
の
価
値
体
系
が
大
き
く
ゆ
ら
ぎ
、
未
来
へ
の
不
透
明
感
が
つ
の
る
現
代
。
い
ま
こ

そ
、
時
論
の
安
易
な
追
随
に
お
ち
い
る
こ
と
な
く
、
変
動
の
深
層
に
あ
る
歴
史
的
文
脈

を
見
す
え
る
知
的
営
み
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。
ロ
シ
ア
現
代
史
研
究
の
第
一
人
者

が
現
代
史
を
学
ぶ
こ
と
の
意
義
と
方
法
を
、
長
年
の
経
験
を
ふ
り
か
え
り
な
が
ら
説
き

明
か
す
。
情
熱
み
な
ぎ
る
歴
史
学
入
門
。

［
１
９
９
５
年
６
月
］
430394Ȃ7

新赤165

本
田
創
造

ア
メ
リ
カ
黒
人
の
歴
史
新
版

９
４
６
円

合
衆
国
総
人
口
の
約
一
二
パ
ー
セ
ン
ト
、
三
千
万
人
以
上
を
占
め
る
黒
人
た
ち
。
人
間

と
し
て
の
、
市
民
と
し
て
の
平
等
を
求
め
る
彼
ら
の
闘
い
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
の
か
。
合
衆
国
独
立
前
か
ら
南
北
戦
争
を
経
て
公
民
権
運
動
へ
、
さ
ら
に
真
の
解

放
を
目
指
す
現
在
ま
で
の
長
い
苦
闘
の
歩
み
を
歴
史
的
発
展
と
と
も
に
た
ど
る
。
旧
版

以
後
二
七
年
の
変
化
を
見
据
え
、
大
幅
に
書
き
改
め
た
。

［
１
９
９
１
年
３
月
］
430165Ȃ3◆
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黄 346

安
藤
正
士
・
太
田
勝
洪
・
⁋
康
吾

文
化
大
革
命
と
現
代
中
国

９
０
２
円

一
九
六
六
年
、
中
国
を
激
動
さ
せ
世
界
を
驚
か
せ
た
文
化
大
革
命
が
始
ま
っ
た
。
そ
れ

は
中
国
社
会
主
義
革
命
の
新
た
な
発
展
段
階
で
あ
る
と
さ
れ
た
が
、
八
一
年
中
共
中
央

の
「
歴
史
決
議
」
で
大
災
難
で
あ
っ
た
と
全
否
定
さ
れ
た
。
文
革
を
一
つ
の
時
代
と
し

て
と
ら
え
、
そ
の
過
程
で
何
が
目
指
さ
れ
、
い
か
な
る
結
果
を
招
い
た
か
を
、
最
新
の

㗦
料
に
基
づ
い
て
客
観
的
に
叙
述
し
、
文
革
の
意
味
を
考
え
る
。
［
１
９
８
６
年
７
月
］
420346Ȃ9

黄 312

Ｆ
・
Ｐ
・
マ
グ
ー
ン
Jr

忍
足
欣
四
郎
訳

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
社
会
史

９
２
４
円

「
蹴
球
よ
り
生
ず
る
騒
動
が
原
因
に
て
不
祥
事
の
生
ぜ
ん
や
も
知
れ
ぬ
状
況
に
か
ん
が

み
、
か
か
る
競
技
を
行
な
う
こ
と
を
厳
禁
す
る
」

十
四
世
紀
に
ロ
ン
ド
ン
市
長
の

発
し
た
布
告
以
来
、
様
々
な
記
録
は
、
こ
の
球
技
が
古
く
か
ら
母
国
イ
ギ
リ
ス
で
暴
力

と
流
血
に
彩
ら
れ
、
度
重
な
る
禁
圧
に
も
か
か
わ
ら
ず
民
衆
に
愛
さ
れ
て
き
た
こ
と
を

語
っ
て
い
る
。
サ
ッ
カ
ー
、
ラ
グ
ビ
ー
の
波
乱
に
満
ち
た
前
史
。
［
１
９
８
５
年
８
月
］
420312Ȃ4

黄 304

渡
辺
金
一

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
千
年

ʕ
革
命
劇
場
ʕ

９
０
２
円

十
五
世
紀
ま
で
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
の
首
都
と
し
て
千
年
の
栄
華
を
誇
っ
た
大
都
会
コ
ン
ス

タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
（
現
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
）

そ
こ
で
、
皇
帝
と
市
民
は
ど
の
よ

う
な
政
治
を
演
じ
た
か
。
歴
代
皇
帝
の
う
ち
半
数
が
ク
ー
デ
タ
ー
で
失
脚
と
い
う
壮
絶

な
抗
争
の
陰
に
、
ど
ん
な
ド
ラ
マ
が
あ
っ
た
の
か
。
権
力
と
大
衆
、
さ
ら
に
は
国
家
と

選
挙
と
革
命
を
め
ぐ
る
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
生
き
い
き
と
描
く
。

［
１
９
８
５
年
６
月
］
420304Ȃ9

黄 225

村
上

陽
一
郎

ペ

ス

ト

大

流

行

ʕ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
の
崩
壊
ʕ

８
３
６
円

十
四
世
紀
中
葉
、
黒
死
病
と
よ
ば
れ
た
ペ
ス
ト
の
大
流
行
に
よ
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

は
三
千
万
近
く
の
人
び
と
が
死
に
、
中
世
封
建
社
会
は
根
底
か
ら
ゆ
り
動
か
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
記
録
に
残
さ
れ
た
古
代
い
ら
い
の
ペ
ス
ト
禍
を
た
ど
り
、
ペ
ス
ト
流
行

の
お
そ
る
べ
き
実
態
、
人
心
の
動
揺
と
そ
れ
が
生
み
出
す
パ
ニ
ッ
ク
、
ま
た
病
因
を
め

ぐ
る
神
学
上
・
医
学
上
の
論
争
を
克
明
に
描
く
。

［
１
９
８
３
年
３
月
］
420225Ȃ7

黄 206

臼

田

昭

ピ
ー
プ
ス
氏
の
秘
め
ら
れ
た
日
記

ʕ
一
七
世
紀
イ
ギ
リ
ス
紳
士
の
生
活
ʕ

７
９
２
円

ピ
ー
プ
ス
は
一
七
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
官
僚
で
、
の
ち
に
海
軍
大
臣
と
な
っ
た
人
物
。
彼

の
人
柄
や
性
生
活
も
含
め
た
赤
裸
々
な
日
常
生
活
だ
け
で
な
く
、
宮
廷
や
上
流
社
会
の

㞳
廃
な
ど
当
時
の
世
相
を
な
ま
な
ま
し
く
伝
え
る
こ
の
ピ
ー
プ
ス
の
『
日
記
』
は
、
世

界
の
奇
書
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
る
。
本
書
は
、
そ
の
精
髄
を
魅
力
あ
る
語
り
口
で

紹
介
し
、
男
性
観
察
の
ま
た
と
な
い
機
会
を
提
供
す
る
。

［
１
９
８
２
年
10
月
］
420206Ȃ6

世界史 ―194

0011-003-259_新書統合組_再校_初校.smd  Page 193 23/04/20 15:56  v3.60

青 FȂ62

加
藤
九
祚

シ
ベ
リ
ア
に
憑
か
れ
た
人
々

９
２
４
円

シ
ベ
リ
ア

こ
の
広
大
な
地
域
は
、
長
い
間
ロ
シ
ア
の
辺
境
、
流
刑
地
、
植
民
地
で

あ
っ
た
。
一
八
、
九
世
紀
当
時
、
流
刑
囚
や
捕
虜
、
毛
皮
商
人
、
探
検
家
、
学
者
な
ど
、

な
ん
ら
か
の
縁
で
シ
ベ
リ
ア
と
結
び
つ
き
を
も
ち
、
そ
の
開
発
に
足
跡
を
残
し
た
代
表

的
人
物
た
ち
の
生
涯
を
語
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
シ
ベ
リ
ア
の
厳
し
い
自
然
と
人
間
の
生

活
の
状
況
を
生
き
生
き
と
伝
え
る
。

［
１
９
７
４
年
５
月
］
415062Ȃ6

青 DȂ71

渡
辺
一
夫

フ
ラ
ン
ス
ル
ネ
サ
ン
ス
断
章

１
１
８
８
円

中
世
的
キ
リ
ス
ト
教
神
学
の
᷷
縛
か
ら
人
間
性
を
解
放
し
た
ル
ネ
サ
ン
ス
。
こ
の
時
フ

ラ
ン
ス
の
ユ
マ
ニ
ス
ト
た
ち
は
、
暗
澹
た
る
宗
教
戦
争
の
真
っ
只
中
で
あ
く
ま
で
も
宗

派
に
属
す
る
こ
と
を
拒
絶
し
、
自
由
な
批
判
的
立
場
を
堅
持
し
た
。
敵
と
味
方
を
し
か

認
知
し
え
な
い
非
寛
容
な
歴
史
的
環
境
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
闘
い
が
如
何
に
痛
苦
に
満

ち
た
も
の
で
あ
っ
た
か
、
は
か
り
知
れ
な
い
。

［
１
９
５
０
年
９
月
］
413071Ȃ0

青 DȂ63

Ｌ
・
ハ
ン
ケ

佐
々
木
昭
夫
訳

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
と
ア
メ
リ
カ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン

１
０
３
４
円

コ
ロ
ン
ブ
ス
の
登
場
以
来
新
大
陸
は
、
旧
大
陸
の
人
々
に
と
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
夢
の
源

泉
と
絶
え
ざ
る
搾
取
の
対
象
に
な
り
、
新
大
陸
「
原
住
民
」
の
奴
隷
化
は
「
劣
者
は
優

者
に
支
配
さ
れ
る
」
と
い
う
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
論
理
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
た
。
ラ

ス
・
カ
サ
ス
は
生
涯
を
か
け
て
こ
の
論
理
に
抗
う
。
十
六
世
紀
に
お
け
る
人
間
の
平
等

を
め
ぐ
る
闘
い
を
描
く
。

［
１
９
７
４
年
３
月
］
413063Ȃ5

青 DȂ62

泉

靖

一

イ

ン

カ

帝

国

ʕ
砂
漠
と
高
山
の
文
明
ʕ

９
０
０
円

南
ア
メ
リ
カ
の
太
平
洋
岸
に
沿
っ
て
イ
ン
デ
ィ
オ
が
築
い
た
壮
大
な
一
大
帝
国
は
、
征

服
者
ス
ペ
イ
ン
人
た
ち
の
目
を
み
は
ら
せ
た
。
巨
大
な
神
殿
、
雄
渾
な
土
器
、
石
の
彫

刻
な
ら
び
に
黄
金
細
工
を
と
も
な
っ
た
こ
の
文
明
は
、
旧
大
陸
の
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
、
ナ

イ
ル
、
黄
河
の
古
代
国
家
に
匹
敵
す
る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
数
回
の
発
掘
調
査

の
体
験
と
多
年
の
研
究
成
果
を
も
と
に
イ
ン
カ
の
Ṗ
を
探
る
。

［
１
９
５
９
年
６
月
］
413062Ȃ8◆

青 DȂ49

富
士
正
晴

中

国

の

隠

者

ʕ
乱
世
と
知
識
人
ʕ

７
９
２
円

伝
説
上
の
人
物
で
あ
れ
実
在
の
そ
れ
で
あ
れ
、
中
国
の
歴
史
に
は
隠
者
と
よ
ば
れ
る
一

群
の
人
々
が
見
え
隠
れ
し
つ
つ
独
自
の
存
在
を
主
張
し
て
い
る
。
彼
ら
は
乱
世
に
生

き
、
権
勢
の
人
々
、
す
な
わ
ち
顕
者
た
る
こ
と
を
命
が
け
で
拒
否
し
た
知
識
人
で
あ
っ

た
。
孔
子
の
愛
弟
子
顔
回
、
竹
林
の
七
賢
、
陶
淵
明
な
ど
、
凄
絶
な
ま
で
の
生
き
方
に

徹
し
た
隠
者
た
ち
の
人
間
像
を
歴
史
の
中
に
探
る
。

［
１
９
７
３
年
10
月
］
413049Ȃ9
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青 DȂ48

吉
川

幸
㗨
郎

漢

の

武

帝

品
切（
電
子
版
あ
り
）

武
帝
の
時
代
は
中
国
史
上
最
も
輝
か
し
い
時
代
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
武
帝
が
十

六
歳
の
若
さ
で
帝
位
に
つ
い
た
西
紀
前
一
四
一
年
に
は
、
漢
国
は
隆
盛
を
誇
り
、
国
力

は
上
昇
の
一
途
に
あ
っ
た
。
独
裁
君
主
と
し
て
権
力
を
握
っ
た
武
帝
の
闊
達
で
積
極
的

な
性
格
を
生
き
い
き
と
描
き
な
が
ら
、
政
治
的
文
化
的
に
偉
大
な
足
跡
を
中
国
各
所
に

残
し
た
時
代
の
空
気
を
興
味
あ
ふ
れ
る
筆
致
で
描
く
。

［
１
９
４
９
年
12
月
］
413048Ȃ2◆

青 DȂ44

貝
塚
茂
樹

孔

子
８
５
８
円

孔
子
の
言
葉
を
書
き
残
し
た
論
語
は
、
二
千
数
百
年
た
っ
た
今
も
多
く
の
人
び
と
に
読

み
つ
が
れ
て
い
る
。
な
ぜ
、
こ
ん
な
に
も
広
く
か
つ
長
く
読
ま
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
春

秋
末
期
の
都
市
国
家
か
ら
領
土
国
家
へ
の
推
移
と
孔
子
の
思
想
的
発
展
を
照
応
さ
せ
な

が
ら
、
古
代
ア
ジ
ア
が
生
み
出
し
た
「
偉
大
な
啓
蒙
家
」

学
者
、
思
想
家
、
教
師

お
よ
び
政
治
家
と
し
て
の
孔
子
の
全
貌
を
再
現
す
る
。

［
１
９
５
１
年
５
月
］
413044Ȃ4◆

青 DȂ40・41・42

貝
塚
茂
樹

中

国

の

歴

史
⟹上
⟹中
⟹下

品
切（
電
子
版
あ
り
）

古
代
文
明
の
誕
生
地
、
黄
河
流
域
に
源
を
発
す
る
中
国
の
歴
史
を
知
ら
ず
し
て
世
界
史

を
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
悠
久
五
千
年
に
わ
た
り
広
大
な
大
陸
に
展
開
さ
れ
た
数
々

の
王
朝
の
興
亡
と
人
民
の
歩
み
を
、
ア
ジ
ア
全
体
、
さ
ら
に
は
人
類
史
の
視
点
か
ら
、

著
者
多
年
の
蘊
蓄
を
傾
け
て
描
い
た
簡
潔
な
通
史
。

［
上
１
９
６
４
年
９
月
、
中
１
９
６
９
年
４
月
、
下
１
９
７
０
年
３
月
］
413040Ȃ6◆
413041Ȃ3◆
413042Ȃ0◆

青 DȂ36

吉
岡
昭
彦

イ
ン
ド
と
イ
ギ
リ
ス

９
０
２
円

イ
ギ
リ
ス
経
済
史
家
の
著
者
が
イ
ン
ド
で
眼
に
し
た
の
は
、
極
端
な
貧
富
の
差
、
原
始

的
な
農
業
、
停
滞
す
る
工
業
化
な
ど
、
か
つ
て
の
イ
ギ
リ
ス
の
栄
光
を
支
え
た
植
民
地

経
済
の
残
酷
な
遺
産
で
あ
っ
た
。
英
印
関
係
の
経
済
的
側
面
に
歴
史
的
考
察
を
加
え
つ

つ
、
帝
国
主
義
と
植
民
地
問
題
を
世
界
市
場
全
体
と
の
関
連
に
お
い
て
構
造
的
に
と
ら

え
よ
う
と
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
史
論
。

［
１
９
７
５
年
７
月
］
413036Ȃ9

青 DȂ23

河
野
健
二

フ
ラ
ン
ス
革
命
小
史

品
切（
電
子
版
あ
り
）

一
七
八
九
年
に
は
じ
ま
る
十
年
間
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
が
世
界
史
の
主
役
を
演
じ
た
時
期

で
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
革
命
は
近
代
の
あ
ら
ゆ
る
革
命
の
モ
デ
ル
で
あ
り
、
そ
れ
は
ま

た
、
人
間
の
強
さ
と
弱
さ
、
美
し
さ
と
醜
さ
を
同
時
に
ふ
く
ん
だ
壮
大
な
ド
ラ
マ
で
あ

っ
た
。
簡
潔
な
記
述
に
よ
っ
て
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
世
界
史
的
意
義
を
明
ら
か
に
し
な
が

ら
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
登
場
ま
で
の
全
過
程
を
と
ら
え
る
。

［
１
９
５
９
年
５
月
］
413023Ȃ9◆
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青 DȂ20

森
島
恒
雄

魔

女

狩

り
８
８
０
円

西
欧
キ
リ
ス
ト
教
国
を
「
魔
女
狩
り
」
が
荒
れ
狂
っ
た
の
は
、
ル
ネ
サ
ン
ス
の
華
ひ
ら

く
一
五
ʕ
一
七
世
紀
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
密
告
、
拷
問
、
強
い
ら
れ
た
自
白
、
ま
こ
と

し
や
か
な
証
拠
、
残
酷
な
処
刑
。
し
か
も
こ
れ
を
ἤ
り
立
て
た
の
が
法
皇
・
国
王
・
貴

族
お
よ
び
大
学
者
・
文
化
人
で
あ
っ
た
。
狂
信
と
政
治
が
結
び
つ
い
た
と
き
に
現
出
す

る
世
に
も
恐
ろ
し
い
光
景
を
こ
こ
に
見
る
。

［
１
９
７
０
年
６
月
］
413020Ȃ8◆

青 DȂ19

飯
沼
二
郎

風

土

と

歴

史
５
８
７
円

人
間
の
歴
史
に
と
っ
て
風
土
の
果
す
役
割
は
大
き
い
。
風
土
が
人
間
に
よ
っ
て
容
易
に

変
え
ら
れ
ぬ
枠
で
あ
る
に
せ
よ
、
そ
れ
を
ど
う
利
用
す
る
か
は
人
間
の
側
の
主
体
的
条

件
に
か
か
わ
る
。
人
間
は
風
土
と
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
り
つ
つ
今
日
に
及
ん
だ
の
か
。

農
業
技
術
の
変
遷
と
生
産
関
係
の
発
展
段
階
を
た
ど
り
な
が
ら
、
世
界
史
の
背
景
に
新

た
な
光
を
あ
て
よ
う
と
試
み
る
ユ
ニ
ー
ク
な
文
明
史
論
。

［
１
９
７
０
年
６
月
］
413019Ȃ2◆

青 DȂ14

増
田
四
郎

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
は
何
か

８
５
８
円

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
思
想
や
制
度
を
熱
心
に
受
け
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
驚
異
的
と
も
い
え

る
近
代
化
を
達
成
し
て
き
た
日
本
。
そ
れ
で
い
て
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
は
何
か
に
つ
い
て
、

真
に
学
問
的
な
深
さ
で
洞
察
し
、
議
論
し
た
書
物
は
意
外
に
少
な
い
。
本
書
は
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
社
会
と
そ
の
精
神
の
成
り
立
ち
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
本
質
的
性
格
に
迫
ろ

う
と
す
る
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
学
入
門
」。

［
１
９
６
７
年
７
月
］
413014Ȃ7◆

青 DȂ3・4

Ｈ
・
Ｇ
・
ウ
ェ
ル
ズ

長
谷
部
文
雄
・
阿
部
知
二
訳

世

界

史

概

観
⟹上
⟹下

上
９
６
８
円
、下
９
２
４
円

人
類
の
発
生
か
ら
現
代
に
い
た
る
広
大
な
歴
史
を
生
き
生
き
と
概
観
す
る
名
著
。
白
人

文
明
中
心
思
想
を
排
し
、
人
類
全
体
の
足
ど
り
を
見
と
ど
け
よ
う
と
す
る
本
書
は
、
昭

和
一
四
年
、
厳
し
く
な
る
軍
国
主
義
の
下
で
『
世
界
文
化
史
概
観
』
の
名
で
刊
行
さ
れ

た
。
該
博
な
知
識
と
豊
か
な
筆
力
に
よ
り
興
味
あ
ふ
れ
る
歴
史
の
世
界
に
読
者
を
誘

う
。
上
巻
は
人
類
の
起
源
か
ら
十
字
軍
ま
で
を
扱
う
。
［
上
１
９
６
６
年
６
月
、
下
７
月
］
413003Ȃ1
413004Ȃ8

青 DȂ2

市
井
三
郎

歴
史
の
進
歩
と
は
な
に
か

品
切（
電
子
版
あ
り
）

人
間
の
歴
史
に
と
っ
て
進
歩
と
み
え
る
現
象
が
、
他
方
で
は
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
を
も
た

ら
し
て
い
る
事
実
が
明
ら
か
に
な
る
と
と
も
に
、
素
朴
な
人
間
進
歩
へ
の
信
仰
は
崩
れ

て
、
進
歩
を
は
か
る
価
値
観
自
体
が
混
迷
し
て
い
る
。
人
間
に
と
っ
て
の
進
歩
と
は
、

価
値
と
は
、
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、
著
者
自
ら
の
主
張
を
提
示
し
つ
つ
、
読
者
自
身

が
そ
の
問
題
を
考
え
る
こ
と
を
促
す
哲
学
の
す
す
め
。

［
１
９
７
１
年
10
月
］
413002Ȃ4◆
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青 DȂ1

Ｅ
・
Ｈ
・
カ
ー

清
水
幾
太
郎
訳

歴

史

と

は

何

か
９
４
６
円

歴
史
と
は
現
在
と
過
去
と
の
対
話
で
あ
る
。
現
在
に
生
き
る
私
た
ち
は
、
過
去
を
主
体

的
に
と
ら
え
る
こ
と
な
し
に
未
来
へ
の
展
望
を
た
て
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
複
雑
な
諸

要
素
が
か
ら
み
合
っ
て
動
い
て
い
く
現
代
で
は
、
過
去
を
見
る
新
し
い
眼
が
切
実
に
求

め
ら
れ
て
い
る
。
歴
史
的
事
実
と
は
、
法
則
と
は
、
個
人
の
役
割
は
、
な
ど
、
歴
史
に

お
け
る
主
要
な
問
題
に
つ
い
て
明
快
に
論
じ
る
。

［
１
９
６
２
年
３
月
］
413001Ȃ7◆

赤 RȂ28

多
田
等
観

チ

ベ

ッ

ト
８
３
６
円

著
者
は
十
九
歳
の
と
き
印
度
に
渡
り
、一
年
有
余
の
苦
心
の
結
果
チ
ベ
ッ
ト
に
入
国
し
、

外
国
人
と
し
て
初
め
て
許
さ
れ
て
ラ
マ
教
団
の
僧
院
に
入
り
、
十
年
間
ラ
マ
教
の
研
究

に
没
頭
し
た
。
本
書
は
著
者
が
親
し
く
見
聞
し
た
チ
ベ
ッ
ト
の
地
理
風
俗
政
情
に
つ
い

て
叙
述
し
た
も
の
で
あ
る
。
チ
ベ
ッ
ト
の
人
文
も
政
治
組
織
も
、
ま
た
そ
の
自
然
す
ら

も
ラ
マ
教
と
不
可
分
の
関
係
に
存
す
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。

［
１
９
４
２
年
４
月
］
400028Ȃ0

赤 RȂ25・26

ク
リ
ス
テ
ィ
ー

矢
内
原
忠
雄
訳

奉

天

三

十

年
⟹上
⟹下

上
・
下
各
８
５
８
円

十
九
世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
満
州
は
、
日
清
戦
争
、
拳
匪
事
変
、
日

露
戦
争
、
民
国
革
命
な
ど
、
世
界
的
な
大
事
件
の
舞
台
と
な
っ
た
。
本
書
は
一
八
八
三

年
、
こ
の
満
州
に
伝
道
医
師
と
し
て
渡
来
し
、
そ
の
後
老
齢
で
故
国
に
帰
る
ま
で
四
十

年
間
献
身
的
に
満
州
人
の
た
め
に
尽
く
し
て
民
衆
の
信
望
を
一
身
に
あ
つ
め
た
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
人
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
の
自
伝
的
回
想
記
で
あ
る
。

［
上
・
下
１
９
３
８
年
11
月
］
400025Ȃ9
400026Ȃ6

赤 RȂ22

ヴ
ィ
ッ
ト
コ
ッ
プ
編

高
橋
健
二
訳

ド
イ
ツ
戦
歿
学
生
の
手
紙

７
９
２
円

本
書
は
、
第
一
㗨
世
界
大
戦
に
お
い
て
戦
歿
し
た
学
生
五
十
余
名
の
手
紙
を
抜
萃
し
、

戦
死
し
た
日
付
順
に
配
列
し
た
も
の
で
あ
る
。
明
日
し
れ
ぬ
戦
場
に
あ
っ
て
、
文
学
や

哲
学
に
親
し
ん
だ
学
生
達
が
、
人
間
精
神
に
関
す
る
こ
と
に
深
く
思
い
を
寄
せ
て
い
た

こ
と
は
、
悲
壮
な
戦
闘
の
記
述
に
劣
ら
ず
感
動
的
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
戦
争
の
最

も
忠
実
な
記
録
と
言
え
よ
う
。

［
１
９
３
８
年
11
月
］
400022Ȃ8

赤 RȂ19

中
野
好
夫

ア
ラ
ビ
ア
の
ロ
レ
ン
ス
改
訂
版

品
切（
電
子
版
あ
り
）

第
一
㗨
世
界
大
戦
の
最
中
、ト
ル
コ
の
圧
制
に
抗
し
て
立
ち
上
っ
た
ア
ラ
ブ
人
を
率
い
、

疾
風
の
如
く
砂
漠
を
馳
駆
し
て
闘
っ
た
冒
険
児
ロ
レ
ン
ス
と
は
、
い
か
な
る
人
間
で
あ

っ
た
か
。
彼
の
人
一
倍
内
向
的
な
性
格
と
鋼
鉄
の
如
き
意
志
と
行
動

そ
の
不
思
議

な
組
合
せ
の
中
に
、読
者
は
世
紀
の
Ṗ
と
も
い
う
べ
き
一
個
鮮
烈
な
人
間
像
を
見
出
し
、

つ
き
な
い
興
味
を
覚
え
る
で
あ
ろ
う
。

［
１
９
４
０
年
９
月
・
１
９
６
３
年
12
月
］
400019Ȃ8◆

世界史 ―198

0011-003-259_新書統合組_再校_初校.smd  Page 197 23/04/20 15:56  v3.60

文

学

新赤1968

十
重
田

裕
一

川

端

康

成
孤
独
を
駆
け
る

１
１
６
６
円

二
〇
世
紀
文
学
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
川
端
康
成
は
、そ
の
孤
独
の
精
神
を
源
泉
に
、

他
者
と
の
つ
な
が
り
を
も
た
ら
す
メ
デ
ィ
ア
へ
の
関
心
を
生
涯
に
わ
た
っ
て
持
ち
続
け

た
。
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
の
成
立
、
活
字
か
ら
音
声
・
映
像
へ
の
展
開
な
ど
、
メ
デ
ィ
ア

の
状
況
が
激
的
に
変
化
し
て
い
く
時
代
の
な
か
を
、
旺
盛
な
創
作
活
動
の
も
と
に
駆
け

抜
け
て
い
っ
た
作
家
の
軌
跡
を
描
き
だ
す
。

［
２
０
２
３
年
３
月
］
431968Ȃ9◆

新赤1958

田
中
貴
子

い
ち
に
ち
、
古
典
〈
と
き
〉
を
め
ぐ
る

日
本
文
学
誌

９
９
０
円

誰
に
も
等
し
く
訪
れ
る
一
日
と
い
う
時
間
を
、
見
ぬ
世
の
人
々
は
い
か
に
過
ご
し
て
い

た
の
だ
ろ
う
。
暁
の
別
れ
を
描
い
た
『
源
氏
物
語
』。
白
昼
堂
々
と
跋
Ể
す
る
不
気
味

な
強
盗
。
夕
暮
れ
に
感
じ
る
人
の
命
の
は
か
な
さ
。
月
や
夜
景
を
愛
で
る
こ
こ
ろ
。
─

─
古
典
文
学
の
な
か
の
「
と
き
」
に
眼
を
凝
ら
し
、
そ
こ
に
息
づ
く
人
々
の
生
き
ざ
ま

や
感
性
を
活
写
す
る
。
時
を
駆
け
る
古
典
入
門
！

［
２
０
２
３
年
１
月
］
431958Ȃ0◆

新赤1949

深
沢
眞
二

芭

蕉

の

あ

そ

び
９
９
０
円

俳
諧
の
本
分
は
、
た
わ
む
れ
、
滑
稽
に
あ
る
。
蕉
風
の
確
立
の
も
と
で
、
俳
聖
と
称
さ

れ
た
芭
蕉
も
ま
た
、
言
葉
の
力
に
よ
っ
て
、
人
び
と
に
笑
い
を
も
た
ら
す
こ
と
に
苦
闘

し
た
俳
諧
師
で
あ
っ
た
。
青
年
期
か
ら
晩
年
に
至
る
様
々
な
発
句
を
読
み
解
き
な
が

ら
、「
し
ゃ
れ
」「
も
じ
り
」「
な
り
き
り
」
な
ど
の
技
法
に
込
め
ら
れ
た
、
芭
蕉
俳
諧
の

〈
あ
そ
び
〉
の
精
神
と
そ
の
魅
力
に
迫
る
。

［
２
０
２
２
年
11
月
］
431949Ȃ8◆

新赤1937

中
島
国
彦

森

ᷞ

外
学
芸
の
散
歩
者

９
６
８
円

恋
愛
、
性
欲
、
大
逆
、
殉
死
─
─
多
彩
な
、
時
に
問
題
視
さ
れ
る
小
説
を
㗨
々
に
発
表
。

翻
訳
や
論
争
や
雑
誌
活
動
に
も
精
魂
傾
け
、
軍
医
高
官
と
し
て
論
文
執
筆
や
公
務
も
こ

な
す
。
荷
風
や
啄
木
や
一
葉
な
ど
後
進
の
作
家
に
も
目
を
か
け
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
は

優
し
い
パ
ッ
パ
と
慕
わ
れ
る
。「
時
代
よ
り
優
れ
過
ぎ
た
人
」
ᷞ
外
の
歩
ん
だ
遥
か
な

道
程
を
、
同
時
代
の
証
言
と
と
も
に
ḷ
る
決
定
版
評
伝
。

［
２
０
２
２
年
７
月
］
431937Ȃ5◆
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新赤1892

大
谷
雅
夫

万
葉
集
に
出
会
う

９
０
２
円

約
一
二
〇
〇
年
前
に
編
ま
れ
、古
典
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
た
万
葉
集
。
し
か
し
実
は
、

ひ
と
つ
の
解
釈
を
拒
む
歌
、
よ
く
分
か
ら
な
い
歌
、
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
歌
は
数
多
い
。

の
ち
の
世
の
評
価
や
解
釈
に
と
ら
わ
れ
ず
、先
入
観
な
く
歌
そ
の
も
の
と
向
き
合
え
ば
、

古
代
の
人
び
と
の
心
が
見
え
て
く
る
。
万
葉
集
に
出
会
う
こ
と
で
、
私
た
ち
は
ほ
ん
と

う
の
心
に
出
会
う
の
か
も
し
れ
な
い
。

［
２
０
２
１
年
８
月
］
431892Ȃ7◆

新赤1889

大
井
浩
一

大

岡

信
架
橋
す
る
詩
人

９
６
８
円

戦
後
日
本
を
代
表
す
る
詩
人
に
し
て
、
の
び
や
か
な
感
受
性
と
偏
り
の
な
い
知
性
で
、

詩
と
諸
芸
術
、
物
書
き
と
一
般
読
者
、
古
典
と
現
代
、
日
本
と
海
外
、
文
学
者
相
互
の

間
を
橋
渡
し
し
つ
づ
け
た
大
岡
。「
分
断
」「
閉
塞
」
が
強
ま
る
今
こ
そ
胸
を
打
つ
、
希

望
の
メ
ソ
ッ
ド
の
全
貌
に
せ
ま
る
。
戦
後
日
本
の
文
化
・
芸
術
・
社
会
の
様
相
を
見
晴

ら
せ
る
現
代
詩
入
門
と
し
て
も
お
す
す
め
の
一
冊
。

［
２
０
２
１
年
７
月
］
431889Ȃ7◆

新赤1885

高
木
和
子

源
氏
物
語
を
読
む

９
９
０
円

千
年
を
超
え
て
読
み
継
が
れ
て
き
た
『
源
氏
物
語
』。
そ
の
魅
力
の
核
心
は
ど
こ
に
あ

る
の
だ
ろ
う
か
。
既
存
の
物
語
を
下
敷
き
と
し
な
が
ら
生
み
出
さ
れ
た
経
緯
に
注
目
し

つ
つ
、
長
大
な
物
語
の
隅
々
ま
で
目
を
配
り
、
一
つ
一
つ
の
巻
を
丁
寧
に
「
読
む
」
と

こ
ろ
か
ら
本
質
に
迫
る
。
何
度
も
通
読
し
た
愛
好
家
に
も
、
初
め
て
挑
戦
す
る
読
者
に

も
、
新
た
な
ヒ
ン
ト
が
詰
ま
っ
た
一
冊
。

［
２
０
２
１
年
６
月
］
431885Ȃ9

新赤1884

吉
川
一
義

『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』
へ
の
招
待

９
６
８
円

岩
波
文
庫
版
『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』（
全
一
四
冊
）
の
完
訳
を
達
成
し
た
プ
ル
ー
ス

ト
研
究
第
一
人
者
が
作
品
の
核
心
に
迫
る
解
説
書
。
こ
の
不
世
出
の
大
長
編
は
、
な
に

を
、
ど
の
よ
う
に
語
っ
た
作
品
な
の
か
。
全
体
の
構
成
、
特
長
、
勘
所
を
分
か
り
や
す

く
読
み
解
く
。
魅
惑
の
読
書
体
験
へ
と
い
ざ
な
い
、
全
Ἣ
読
破
に
挑
戦
す
る
人
に
は
力

強
い
羅
針
盤
と
な
る
ス
リ
リ
ン
グ
な
一
冊
。

［
２
０
２
１
年
６
月
］
431884Ȃ2◆

新赤1852

佐
藤
秀
明

三
島
由
紀
夫
悲
劇
へ
の
欲
動

９
４
６
円

「
悲
劇
的
な
も
の
」
へ
の
憧
憬
と
渇
仰
。
そ
れ
は
三
島
由
紀
夫
に
と
っ
て
存
在
の
深
部

か
ら
湧
出
す
る
抑
え
が
た
い
欲
動
で
あ
っ
た
。
自
己
を
衝
き
動
か
す
「
前
意
味
論
的
欲

動
」
は
、
彼
の
文
学
を
研
ぎ
澄
ま
せ
昇
華
さ
せ
る
と
同
時
に
、
彼
自
身
を
血
と
死
へ
接

近
さ
せ
て
ゆ
く
。
衝
撃
的
な
自
決
か
ら
半
世
紀
。
身
を
挺
し
て
生
涯
を
完
結
さ
せ
た
作

家
の
精
神
と
作
品
の
深
奥
に
分
け
入
る
評
伝
。

［
２
０
２
０
年
10
月
］
431852Ȃ1◆
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新赤1837

川
端
康
雄

ジ
ョ
ー
ジ
・
オ
ー
ウ
ェ
ル

ʕ
「
人
間
ら
し
さ
」
へ
の
讃
歌
ʕ

９
６
８
円

「
反
ソ
・
反
共
」
作
家
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
「
監
視
社
会
化
」
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
人
物
へ

と
、
時
代
と
と
も
に
受
容
の
さ
れ
方
も
変
化
し
て
き
た
オ
ー
ウ
ェ
ル
。
ポ
ス
ト
真
実
の

時
代
に
再
評
価
が
進
む
『
一
九
八
四
年
』
な
ど
の
代
表
作
を
は
じ
め
、
少
年
時
代
か
ら

晩
年
ま
で
の
生
涯
と
作
品
を
た
ど
り
、そ
の
思
想
の
根
源
を
さ
ぐ
る
。
危
機
の
時
代
に
、

彼
が
信
じ
続
け
た
希
望
と
は
何
か
。

［
２
０
２
０
年
７
月
］
431837Ȃ8◆

新赤1815

蜂
飼

耳
編

大
岡
信『
折
々
の
う
た
』
選
詩
と
歌
謡

８
５
８
円

俗
な
も
の
と
退
け
ら
れ
不
遇
を
か
こ
つ
こ
と
久
し
か
っ
た
歌
謡
。『
折
々
の
う
た
』
の

魅
力
は
、
そ
う
し
た
名
も
な
き
作
者
の
流
行
歌
と
、
文
学
史
上
に
名
を
残
す
作
者
の
詩

歌
を
㓊
り
合
せ
、
連
綿
と
つ
ら
ね
る
面
白
み
に
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
連
な
り
が
大
岡
信

の
詩
で
も
あ
っ
た
。「
う
た
げ
」
に
合
す
意
志
と
「
孤
心
」
に
還
る
意
志
と
。
二
つ
の
意

志
の
せ
め
ぎ
合
い
か
ら
生
ま
れ
る
豊
饒
な
る
詩
歌
の
世
界
。

［
２
０
２
０
年
４
月
］
431815Ȃ6

新赤1814

水
原
紫
苑
編

大
岡
信『
折
々
の
う
た
』
選
短
歌
㈡

８
５
８
円

二
つ
の
心
が
相
通
じ
、
一
つ
に
合
わ
さ
る
と
き
、
恋
の
う
た
が
生
ま
れ
る
。
恋
の
あ
わ

れ
を
尽
く
す
果
て
に
、
人
生
の
う
た
が
生
ま
れ
る
。
古
代
か
ら
現
代
に
い
た
る
ま
で
、

人
び
と
の
美
意
識
を
支
え
、
創
造
の
源
と
な
っ
て
き
た
「
合
わ
す
」
と
い
う
原
理
。
⁊

瀬
、
歌
合
、
歌
会
、
結
社
、
さ
ま
ざ
ま
な
時
と
場
で
詠
ま
れ
た
恋
の
う
た
と
人
生
の
う

た
を
『
折
々
の
う
た
』
か
ら
精
選
す
る
。

［
２
０
２
０
年
３
月
］
431814Ȃ9

新赤1813

水
原
紫
苑
編

大
岡
信『
折
々
の
う
た
』
選
短
歌
㈠

８
５
８
円

短
い
詩
句
に
よ
っ
て
長
い
詩
の
織
物
を
織
る
。
連
句
の
骨
法
を
生
か
し
て
織
り
上
げ

た
、
壮
大
な
詩
歌
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
『
折
々
の
う
た
』。
本
巻
で
は
、
大
岡
信
が
選
ん
だ
古

今
の
和
歌
、
短
歌
の
か
ず
か
ず
か
ら
精
選
し
、
四
季
折
々
の
流
れ
に
乗
せ
て
ゆ
く
。
古

代
の
「
よ
み
人
し
ら
ず
」
の
歌
人
か
ら
、
中
世
、
近
世
、
近
代
の
著
名
な
歌
人
ま
で
、

季
節
の
移
ろ
い
に
人
び
と
の
豊
か
な
詩
情
が
映
し
だ
さ
れ
る
。

［
２
０
２
０
年
２
月
］
431813Ȃ2

新赤1812

長
谷
川
櫂
編

大
岡
信『
折
々
の
う
た
』
選
俳
句
㈡

８
５
８
円

俳
句
編
第
二
巻
で
あ
る
本
書
は
、
一
茶
に
始
ま
り
、
子
規
、
虚
子
、
楸
邨
、
㜇
太
へ
と

継
承
さ
れ
て
ゆ
く
近
代
俳
句
を
取
り
上
げ
る
。
江
戸
時
代
後
期
、
社
会
・
文
化
の
大
衆

化
を
背
景
に
、
俳
句
の
質
的
変
化
が
起
こ
っ
た
。
日
常
語
に
よ
る
わ
か
り
や
す
さ
と
個

人
の
細
や
か
な
心
理
描
写
は
、
芭
蕉
と
蕪
村
の
時
代
に
は
な
い
句
を
生
み
出
す
。
大
岡

信
の
読
み
と
と
も
に
学
ぶ
、
俳
句
ク
ロ
ニ
ク
ル
。

［
２
０
１
９
年
12
月
］
431812Ȃ5
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新赤1811

長
谷
川
櫂
編

大
岡
信『
折
々
の
う
た
』
選
俳
句
㈠

８
５
８
円

日
々
の
さ
さ
や
か
な
驚
き
や
心
動
か
す
も
の
が
、
人
を
生
か
す
力
に
も
な
る
。「
私
は

そ
れ
を
古
今
の
詩
の
中
に
も
と
め
て
み
た
い
。」
そ
の
希
望
を
胸
に
編
ま
れ
た
、
詩
人
大

岡
信
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
『
折
々
の
う
た
』。
万
葉
集
を
も
し
の
ぐ
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
を
「
俳

句
」「
短
歌
」「
詩
と
歌
謡
」
に
再
編
集
し
て
贈
る
。
全
五
巻
。
本
巻
「
俳
句
（
一
）」
で

は
、
芭
蕉
を
は
じ
め
と
す
る
古
典
主
義
俳
句
を
収
録
。

［
２
０
１
９
年
11
月
］
431811Ȃ8

新赤1803

吉

竹

純

日

曜

俳

句

入

門
９
０
２
円

東
に
新
聞
俳
壇
あ
れ
ば
、
投
句
す
る
。
西
に
公
募
俳
句
大
会
あ
れ
ば
、
応
募
す
る
。
趣

味
と
し
て
の
投
句
を
「
日
曜
俳
句
」
と
名
づ
け
、
そ
の
魅
力
を
著
者
は
縦
横
無
尽
に
語

る
。
誰
も
知
ら
な
か
っ
た
「
日
曜
俳
句
」
の
楽
し
さ
、
可
能
性
。
ノ
ウ
ハ
ウ
や
ポ
イ
ン

ト
だ
け
で
な
く
俳
人
も
お
ど
ろ
く
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
。
あ
る
よ
う
で
な
か
っ
た
入
門
書

に
、
あ
な
た
も
投
句
し
た
く
な
り
ま
す
。

［
２
０
１
９
年
10
月
］
431803Ȃ3

新赤1792

筒
井
康
隆

短
Ἣ
小
説
講
義
増
補
版

８
５
８
円

「
短
Ἣ
小
説
を
書
こ
う
と
す
る
者
は
、
自
分
の
中
に
浸
み
こ
ん
で
い
る
古
臭
い
、
常
識
的

な
作
法
を
む
し
ろ
意
識
し
て
捨
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。
そ
の
言
葉
ど
お
り
に
数
か

ず
の
話
題
作
を
生
み
出
し
て
き
た
作
家
が
、
デ
ィ
ケ
ン
ズ
ら
先
駆
者
の
名
作
を
読
み
解

き
、
黎
明
期
の
短
Ἣ
に
宿
る
形
式
と
技
法
の
極
意
を
探
る
。
自
身
の
小
説
で
試
み
た
実

験
的
手
法
も
新
た
に
解
説
す
る
増
補
版
。

［
２
０
１
９
年
８
月
］
431792Ȃ0◆

新赤1746

斎
藤

美
奈
子

日
本
の
同
時
代
小
説

９
６
８
円

メ
デ
ィ
ア
環
境
の
急
速
な
進
化
、
世
界
情
勢
の
転
変
、
格
差
社
会
の
深
刻
化
、
そ
し
て

戦
争
に
大
震
災
─
─
。
創
作
の
足
元
に
あ
る
社
会
が
激
変
を
重
ね
た
こ
の
五
〇
年
。

「
大
文
字
の
文
学
の
終
焉
」
が
言
わ
れ
る
中
に
も
、
新
し
い
小
説
は
常
に
書
き
続
け
ら
れ

て
き
た
！

今
改
め
て
振
り
返
る
時
、
そ
こ
に
は
ど
ん
な
軌
跡
が
浮
か
ぶ
の
か
？

つ

い
に
成
る
、
私
た
ち
の
「
同
時
代
の
文
学
史
」。

［
２
０
１
８
年
11
月
］
431746Ȃ3◆

新赤1740

赤
坂
憲
雄

武

蔵

野

を

よ

む
９
０
２
円

国
木
田
独
歩
「
武
蔵
野
」。
二
六
歳
の
青
年
が
失
恋
の
果
て
に
綴
っ
た
、
一
二
〇
年
前
に

し
て
斬
新
な
こ
の
短
Ἣ
に
は
、
近
代
日
本
の
な
り
た
ち
の
風
景
が
濃
密
に
織
り
込
ま
れ

て
い
た
。
舞
台
は
、〈
恋
愛
〉
や
〈
散
歩
〉
が
新
鮮
だ
っ
た
時
代
の
、
都
市
と
農
村
が
せ

め
ぎ
あ
う
郊
外
。
独
歩
の
日
記
、
古
地
図
、
植
生
や
水
利
等
の
㗦
料
を
駆
使
し
た
、
冒

険
的
な
探
究
。
精
読
の
先
に
浮
か
び
あ
が
る
、
現
代
へ
の
問
い
。
［
２
０
１
８
年
10
月
］
431740Ȃ1
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新赤1673

佐
々
木

幹
郎

中

原

中

也
沈
黙
の
音
楽

９
９
０
円

近
代
日
本
を
代
表
す
る
詩
人
の
、
自
ら
へ
の
自
負
と
揶
揄
、
表
現
者
と
し
て
の
存
在
の

不
安
が
み
な
ぎ
る
作
品
の
数
々
は
、
ど
こ
か
ら
や
っ
て
き
た
の
か
。
自
身
実
作
者
な
ら

で
は
の
繊
細
な
視
点
で
、
詩
や
詩
集
誕
生
の
㒒
間
（
過
程
？
）
を
目
撃
者
の
証
言
の
よ

う
に
鮮
や
か
に
読
み
解
く
。
生
誕
一
一
〇
年
、
没
後
八
〇
年
の
今
、
研
究
の
最
新
成
果

を
も
存
分
に
盛
り
込
ん
だ
ス
リ
リ
ン
グ
な
一
冊
。

［
２
０
１
７
年
８
月
］
431673Ȃ2◆

新赤1670

中
川
成
美

戦
争
を
よ
む
70
冊
の
小
説
案
内

８
３
６
円

克
明
な
心
理
描
写
を
ま
じ
え
て
戦
争
と
人
間
の
真
実
に
分
け
入
る
小
説
作
品
は
、
戦
争

の
リ
ア
ル
を
伝
え
る
大
切
な
語
り
部
だ
。
物
語
の
な
か
に
封
じ
込
め
ら
れ
た
、
戦
時
下

を
生
き
る
人
び
と
の
細
や
か
な
感
覚
と
日
々
の
ᷤ
藤
と
苦
し
み
、
そ
し
て
悲
し
み
。
記

憶
の
風
化
と
と
も
に
失
わ
れ
て
い
く
、
か
つ
て
の
時
代
の
手
が
か
り
を
求
め
て
、
戦
争

の
文
学
を
再
読
す
る
。

［
２
０
１
７
年
７
月
］
431670Ȃ1◆

新赤1667

小
林
敏
明

夏
目
漱
石
と
西
田
幾
多
郎

ʕ
共
鳴
す
る
明
治
の
精
神
ʕ

９
２
４
円

「
同
窓
生
」
で
あ
り
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
家
で
あ
り
、
禅
に
打
ち
込
ん
だ
─
─
こ
れ
ま
で

論
じ
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
が
、近
代
日
本
を
代
表
す
る
二
人
の
知
性
の
間
に
は
、

多
く
の
共
通
点
が
あ
る
。
綿
密
な
考
証
に
よ
り
、
彼
ら
を
包
み
こ
ん
で
い
た
時
代
環
境

や
知
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
解
き
ほ
ぐ
し
、
近
代
日
本
の
思
想
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
、

精
神
史
的
評
伝
。

［
２
０
１
７
年
６
月
］
431667Ȃ1

新赤1655

西
永
良
成

『
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
』
の
世
界

８
５
８
円

世
界
的
な
名
作
『
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
』
を
通
読
し
た
読
者
は
少
な
い
。
原
因
は
そ
の
長

大
さ
ば
か
り
で
な
く
、「
哲
学
的
部
分
」
と
呼
ば
れ
る
ユ
ゴ
ー
の
膨
大
な
「
蘊
蓄
」
に
あ

る
。
し
か
し
、「
哲
学
的
部
分
」
こ
そ
実
は
一
番
面
白
い
。
作
品
の
成
立
の
過
程
を
ḷ

り
、
歴
史
的
背
景
を
参
照
し
つ
つ
、
作
品
に
込
め
ら
れ
た
ユ
ゴ
ー
の
思
想
を
読
み
解
く
。

大
作
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
く
な
る
一
冊
。

［
２
０
１
７
年
３
月
］
431655Ȃ8

新赤1649

今
野
真
二

北

原

白

秋
言
葉
の
魔
術
師

９
６
８
円

「
待
ち
ぼ
う
け
」「
こ
の
道
」
な
ど
の
童
謡
、『
桐
の
花
』『
雲
母
集
』
に
代
表
さ
れ
る
短

歌
、
象
徴
詩
の
粋
た
る
『
邪
宗
門
』
か
ら
円
熟
期
の
『
水
墨
集
』
ま
で
、
様
々
な
ジ
ャ

ン
ル
で
名
作
を
残
し
、
そ
の
名
を
知
ら
ぬ
人
の
な
い
近
代
文
学
の
巨
匠
、
北
原
白
秋
。

一
面
の
み
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
作
家
の
全
貌
を
ḷ
り
、
他
に
類
の
な
い

広
大
な
言
語
宇
宙
の
秘
密
に
迫
る
。

［
２
０
１
７
年
２
月
］
431649Ȃ7

203― 文学
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新赤1633

赤
木
昭
夫

漱

石

の

こ

こ

ろ

ʕ
そ
の
哲
学
と
文
学
ʕ

８
５
８
円

「
…
…
と
も
か
く
僕
は
百
年
計
画
だ
か
ら
構
わ
な
い
」。
彼
が
期
待
し
た
読
み
は
果
た
し

て
な
さ
れ
て
き
た
か
。『
こ
こ
ろ
』
の
基
礎
で
あ
る
『
文
学
論
』
か
ら
漱
石
の
哲
学
を
見

抜
く
。
読
者
の
意
識
、社
会
集
団
の
意
識
を
つ
か
む
文
学
が
そ
の
時
代
の
精
神
を
表
す
。

〈
政
治
体
制
編
〉『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』、〈
倫
理
思
想
編
〉『
こ
こ
ろ
』、
大
江
健
三
郎
『
水
死
』

ま
で

漱
石
の
遺
言
に
初
め
て
答
え
る
。

［
２
０
１
６
年
12
月
］
431633Ȃ6

新赤1575

加
藤
典
洋

村
上
春
樹
は
、
む
ず
か
し
い

８
８
０
円

は
た
し
て
村
上
文
学
は
、
大
衆
的
な
人
気
に
支
え
ら
れ
る
文
学
に
と
ど
ま
る
も
の
な
の

か
。
文
学
的
達
成
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
真
価
と
は
な
に
か

「
わ
か
り
に
く
い
」

村
上
春
樹
、「
む
ず
か
し
い
」
村
上
春
樹
、
誰
に
も
理
解
さ
れ
て
い
な
い
村
上
春
樹
の
文

学
像
に
つ
い
て
、
全
作
品
を
詳
細
に
読
み
解
い
て
き
た
著
者
な
ら
で
は
の
視
座
か
ら
、

そ
の
核
心
を
提
示
す
る
。

［
２
０
１
５
年
12
月
］
431575Ȃ9◆

新赤1572

安

藤

宏

「
私
」
を
つ
く
る
近
代
小
説
の
試
み

８
３
６
円

小
説
と
は
言
葉
で
世
界
を
つ
く
る
こ
と
。
そ
の
仕
掛
け
の
鍵
は
、「
私
」
─
─
。
日
本
近

代
小
説
の
歴
史
は
、明
治
期
に
生
ま
れ
普
及
し
た
言
文
一
致
体
に
よ
っ
て
、い
か
に「
私
」

を
つ
く
り
だ
す
か
と
い
う
作
家
た
ち
の
試
行
錯
誤
の
連
続
で
あ
っ
た
。「
私
」
と
は
何

か
、
小
説
と
は
？

漱
石
や
太
宰
ら
の
作
品
を
鮮
や
か
に
分
析
。
近
代
小
説
の
本
質
に

迫
る
、
全
く
新
し
い
小
説
入
門
。

［
２
０
１
５
年
11
月
］
431572Ȃ8

新赤1507

永
田
和
宏

現

代

秀

歌
１
０
３
４
円

「
今
後
一
〇
〇
年
読
ま
れ
続
け
て
欲
し
い
」
と
願
う
、
現
代
の
秀
歌
一
〇
〇
首
。
佐
藤
佐

太
郎
や
近
藤
芳
美
か
ら
、
塚
本
邦
雄
、
岡
井
隆
、
そ
し
て
穂
村
弘
や
俵
万
智
へ
─
─
。

大
き
な
変
化
を
経
た
時
代
に
、
歌
人
た
ち
は
何
を
言
葉
に
託
し
て
き
た
か
？

自
ら
歌

人
と
し
て
活
躍
す
る
著
者
な
ら
で
は
の
視
座
か
ら
、
歌
の
現
在
を
、
そ
し
て
未
来
を
語

る
。
大
好
評
を
得
た
『
近
代
秀
歌
』
の
姉
妹
Ἣ
。

［
２
０
１
４
年
10
月
］
431507Ȃ0◆

新赤1465

多
和
田

葉
子

言
葉
と
歩
く
日
記

９
４
６
円

熊
の
前
足
と
人
の
手
、
ド
イ
ツ
語
で
は
表
わ
す
単
語
が
違
う
。
で
は
人
の
言
葉
で
語
る

熊
は
、
自
分
の
手
を
何
と
表
わ
す
の
だ
ろ
う
─
─
。
日
独
二
カ
国
語
で
書
く
エ
ク
ソ
フ

ォ
ニ
ー
作
家
が
「
自
分
の
観
察
日
記
」
を
つ
け
た
。
各
地
を
旅
す
る
日
常
は
、
ま
さ
に

言
葉
と
歩
く
日
々
。
言
葉
と
出
⁊
い
遊
び
、
言
葉
を
考
え
生
み
だ
す
、
そ
こ
に
ふ
と
見

え
る
世
界
と
は
？

作
家
の
思
考
を
「
体
感
」
さ
せ
る
一
冊
。

［
２
０
１
３
年
12
月
］
431465Ȃ3◆
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新赤1407

永
田
和
宏

近

代

秀

歌
９
９
０
円

「
や
は
肌
の
あ
つ
き
血
汐
に
ふ
れ
も
見
で
」「
友
が
み
な
わ
れ
よ
り
え
ら
く
見
ゆ
る
日
よ
」

─
─
懐
か
し
く
も
新
鮮
な
歌
の
数
々
は
、
日
本
人
の
感
性
の
源
と
し
て
、
永
遠
に
伝
え

て
い
く
べ
き
豊
か
な
財
産
で
あ
る
。
明
治
・
大
正
期
を
中
心
に
、〈
日
本
人
な
ら
こ
れ
だ

け
は
知
っ
て
お
い
て
欲
し
い
〉
近
代
一
〇
〇
首
を
当
代
随
一
の
歌
人
が
選
び
、
心
熱
く

な
る
エ
ッ
セ
イ
と
と
も
に
未
来
へ
贈
る
。

［
２
０
１
３
年
１
月
］
431407Ȃ3◆

新赤1389

齋

藤

孝

古

典

力
８
８
０
円

齋
藤
流
「
古
典
の
す
す
め
」。
ヤ
マ
場
を
臨
場
感
た
っ
ぷ
り
に
感
じ
る
「
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク

ス
読
み
」、
映
画
や
ド
ラ
マ
な
ど
か
ら
源
流
を
ḷ
る
「
さ
か
の
ぼ
り
読
み
」、
読
破
に
こ

だ
わ
ら
な
い
「
パ
ラ
パ
ラ
断
片
読
み
」
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
、
古
典
へ
の
近
道
を

伝
授
。『
論
語
』『
罪
と
罰
』
か
ら
『
夜
と
霧
』『
百
年
の
孤
独
』
ま
で
、
齋
藤
版
古
典
五

〇
選
（
さ
ら
に
お
ま
け
の
五
〇
選
つ
き
）
も
詳
し
く
紹
介
。

［
２
０
１
２
年
10
月
］
431389Ȃ2◆

新赤1327

小

高

賢

老

い

の

歌

ʕ
新
し
く
生
き
る
時
間
へ
ʕ

７
９
２
円

「
老
い
た
ら
私
は
ど
う
な
る
の
か
」、
誰
も
が
感
じ
る
不
安
で
あ
る
。
だ
が
先
例
の
な
い

超
高
齢
社
会
と
は
、
裏
返
せ
ば
、
人
類
に
と
っ
て
未
知
の
、
広
大
な
可
能
性
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
？
〈
私
〉
を
歌
う
文
学
で
あ
る
短
歌
に
ヒ
ン
ト
を
求
め
、〈
老
い
〉
と
い
う

新
た
な
生
の
豊
か
さ
を
探
る
。
短
歌
は
も
は
や
〈
青
春
の
文
学
〉
で
は
な
い
、
老
い
の

文
明
を
生
き
る
私
た
ち
の
力
強
い
伴
侶
で
あ
る
。

［
２
０
１
１
年
８
月
］
431327Ȃ4

新赤1299

藤
井
省
三

魯

迅

ʕ
東
ア
ジ
ア
を
生
き
る
文
学
ʕ

品
切（
電
子
版
あ
り
）

多
く
の
教
科
書
に
そ
の
作
品
が
採
用
さ
れ
て
い
る
魯
迅
は
、
日
本
で
最
も
親
し
ま
れ
て

き
た
外
国
の
作
家
の
一
人
で
あ
る
。
東
ア
ジ
ア
の
都
市
遍
歴
と
い
う
視
点
で
そ
の
生
涯

を
た
ど
っ
た
評
伝
。
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
を
楽
し
む
近
代
的
都
市
生
活
者
と
し
て
魯
迅
を

描
き
だ
し
な
が
ら
、
そ
の
作
品
が
東
ア
ジ
ア
共
通
の
モ
ダ
ン
ク
ラ
シ
ッ
ク
と
し
て
受
容

さ
れ
て
き
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

［
２
０
１
１
年
３
月
］
431299Ȃ4◆

新赤1296

木
村
榮
一

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
十
大
小
説

７
７
０
円

イ
ン
デ
ィ
オ
た
ち
が
の
こ
し
た
伝
承
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
近
代
を
と
も
に
腐
葉
土
と
し
な

が
ら
、
夢
や
魔
術
と
苛
酷
な
現
実
と
が
ふ
し
ぎ
に
入
り
乱
れ
る
、
濃
密
な
物
語
を
紡
い

で
き
た
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
。
ボ
ル
ヘ
ス『
エ
ル
・
ア
レ
フ
』、ガ
ル
シ
ア
=マ
ル
ケ
ス『
百

年
の
孤
独
』、
バ
ル
ガ
ス
=リ
ョ
サ
『
緑
の
家
』、
そ
し
て
？

翻
訳
の
第
一
人
者
と
し
て

知
ら
れ
る
著
者
に
よ
る
、
待
望
の
作
品
案
内
。

［
２
０
１
１
年
２
月
］
431296Ȃ3

205― 文学
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新赤1283

坪
内
稔
典

正

岡

子

規
言
葉
と
生
き
る

８
３
６
円

幕
末
に
生
れ
た
子
規
は
明
治
と
い
う
時
代
と
共
に
成
長
し
た
。
彼
は
俳
句
・
短
歌
・
文

章
と
い
う
三
つ
の
面
で
文
学
上
の
革
新
を
起
こ
し
、
後
世
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。

子
規
の
言
葉
は
新
し
く
な
ろ
う
と
す
る
近
代
日
本
の
言
葉
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
み
ず
み

ず
し
い
俳
句
・
短
歌
・
文
章
な
ど
を
紹
介
し
な
が
ら
、
三
四
年
と
い
う
短
い
人
生
を
濃

く
Ṡ
剌
と
生
き
ぬ
い
た
子
規
の
生
涯
を
描
き
だ
す
。

［
２
０
１
０
年
12
月
］
431283Ȃ3

新赤1215

ね
じ
め

正
一

ぼ
く
ら
の
言
葉
塾

７
７
０
円

「
言
葉
っ
て
、
す
ご
い
な
あ
」。
本
当
に
強
い
言
葉
は
、
人
の
い
ち
ば
ん
奥
底
に
ま
で
届

く
。
こ
の
本
は
、
そ
ん
な
心
に
響
く
言
葉
た
ち
を
、
詩
か
ら
、
歌
か
ら
、
俳
句
か
ら
集

め
、
言
葉
の
味
わ
い
方
・
楽
し
み
方
を
指
南
し
ま
す
。
詩
が
好
き
な
人
、
詩
を
つ
く
る

人
、
詩
を
朗
読
す
る
人
は
と
く
に
必
読
！

言
葉
の
回
路
全
開
の
ね
じ
め
先
生
が
、
パ

ワ
フ
ル
に
過
激
に
ス
リ
リ
ン
グ
に
語
り
ま
す
。

［
２
０
０
９
年
10
月
］
431215Ȃ4

新赤1198

渡
部
泰
明

和

歌

と

は

何

か
９
６
８
円

た
っ
た
三
十
一
文
字
の
歌
の
な
か
に
、
枕
詞
や
序
詞
な
ど
、
無
用
と
も
み
え
る
レ
ト
リ

ッ
ク
が
使
わ
れ
る
理
由
と
は
？

答
え
の
カ
ギ
は
、「
演
技
」と
い
う
視
点
に
あ
っ
た
─
。

身
近
な
疑
問
を
入
口
に
、
古
典
和
歌
の
豊
富
な
具
体
例
を
あ
げ
な
が
ら
、
一
三
〇
〇
年

も
続
い
て
き
た
文
学
形
式
の
Ṗ
に
真
っ
向
か
ら
取
り
組
む
。
歌
の
言
葉
と
人
が
生
き
る

こ
と
の
深
い
か
か
わ
り
を
読
み
解
く
、
刺
激
的
な
一
書
。

［
２
０
０
９
年
７
月
］
431198Ȃ0

新赤1187

廣
野

由
美
子

ミ
ス
テ
リ
ー
の
人
間
学

ʕ
英
国
古
典
探
偵
小
説
を
読
む
ʕ

８
５
８
円

読
者
を
Ṗ
解
き
に
導
く
巧
み
な
プ
ロ
ッ
ト
。
犯
罪
に
い
た
る
人
間
の
内
面
へ
の
緻
密
な

洞
察
。
一
九
世
紀
前
半
ご
ろ
誕
生
し
た
探
偵
小
説
は
、
文
学
に
共
通
す
る
「
人
間
を
描

く
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
鋭
く
迫
る
試
み
で
も
あ
る
。
デ
ィ
ケ
ン
ズ
、
コ
リ
ン
ズ
、
ド
イ

ル
、
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
な
ど
、
英
国
の
代
表
的
な
ミ
ス
テ
リ
ー
作
品
を
取
り
上
げ
、
探
偵

小
説
の
系
譜
、
作
品
の
魅
力
な
ど
を
読
み
解
く
。

［
２
０
０
９
年
５
月
］
431187Ȃ4◆

新赤1169

ノ
ー
マ
・
フ
ィ
ー
ル
ド

小

林

多

喜

二

ʕ
21
世
紀
に
ど
う
読
む
か
ʕ

９
０
２
円

『
蟹
工
船
』
の
作
者
、
小
林
多
喜
二
（
一
九
〇
三
ʕ
三
三
）。
そ
の
生
き
方
と
作
品
群
は
、

現
代
に
何
を
語
り
か
け
る
の
か
。
多
喜
二
に
魅
せ
ら
れ
、
そ
の
育
っ
た
街
・
小
Ḻ
に
住

ん
で
多
く
の
㗦
料
・
証
言
に
接
し
た
著
者
が
、
知
ら
れ
ざ
る
人
間
像
に
迫
る
。
絵
画
も

音
楽
も
映
画
も
愛
し
、
ひ
た
む
き
な
恋
に
生
き
、
反
戦
と
社
会
変
革
を
め
ざ
し
て
拷
問

死
に
至
っ
た
軌
跡
が
、
み
ず
み
ず
し
い
筆
致
の
中
に
甦
る
。

［
２
０
０
９
年
１
月
］
431169Ȃ0

文学 ―206
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新赤1138

日

下

力

い
く
さ
物
語
の
世
界

ʕ
中
世
軍
記
文
学
を
読
む
ʕ

８
１
４
円

平
安
末
期
に
始
ま
る
内
乱
の
時
代
の
経
験
は
、
い
く
つ
も
の
「
い
く
さ
物
語
」
と
な
っ

て
語
ら
れ
て
い
っ
た
。
そ
こ
で
は
英
雄
が
華
々
し
く
活
躍
し
、
合
戦
が
生
き
生
き
と
描

か
れ
る
一
方
で
、
敗
者
や
女
た
ち
の
悲
痛
な
㗡
が
胸
を
打
つ
。『
保
元
物
語
』『
平
治
物

語
』『
平
家
物
語
』『
承
久
記
』
の
代
表
的
四
作
品
を
縦
横
に
行
き
来
し
な
が
ら
、
そ
こ

に
時
代
の
刻
印
を
受
け
た
文
学
の
誕
生
を
読
み
取
っ
て
い
く
。

［
２
０
０
８
年
６
月
］
431138Ȃ6

新赤1129

三
浦
雅
士

漱

石
母
に
愛
さ
れ
な
か
っ
た
子

９
２
４
円

漱
石
を
生
涯
苦
し
め
た
の
は
「
近
代
の
不
安
」
な
ど
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
母
親
の

愛
を
疑
う
と
い
う
、
あ
り
ふ
れ
た
、
し
か
し
人
間
に
と
っ
て
根
原
的
な
苦
悩
で
あ
っ
た
。

『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』
か
ら
『
明
暗
』
ま
で
、
漱
石
作
品
は
徹
底
し
て
「
出
生
の
秘
密
」
へ
の

問
い
に
つ
ら
ぬ
か
れ
て
い
る
─
─
現
代
を
代
表
す
る
文
芸
評
論
家
が
ま
っ
た
く
新
た
な

視
点
か
ら
漱
石
作
品
の
読
み
な
お
し
を
は
か
る
。

［
２
０
０
８
年
４
月
］
431129Ȃ4

新赤1101

大

岡

信

新
折

々

の

う

た
9

品
切（
電
子
版
あ
り
）

一
九
七
九
年
一
月
二
五
日
よ
り
二
〇
〇
七
年
三
月
三
一
日
ま
で
通
算
六
七
六
二
回
に
及

ん
だ
「
折
々
の
う
た
」
シ
リ
ー
ズ
最
終
巻
。
高
村
光
太
郎
の
旅
の
短
歌
で
始
ま
っ
た
こ

の
連
載
は
、
江
戸
の
女
流
俳
人
田
上
菊
舎
の
旅
の
俳
句
で
足
か
け
二
十
九
年
に
わ
た
る

「
う
た
」
の
旅
の
大
団
円
を
迎
え
た
。
朝
日
新
聞
二
〇
〇
六
年
四
月
か
ら
二
〇
〇
七
年

三
月
ま
で
の
掲
載
分
を
加
筆
の
う
え
収
録
。
通
算
十
九
冊
。

［
２
０
０
７
年
10
月
］
431101Ȃ0◆

新赤1071

西
尾
哲
夫

ア
ラ
ビ
ア
ン
ナ
イ
ト

ʕ
文
明
の
は
ざ
ま
に
生
ま
れ
た
物
語
ʕ

ʪ
カ
ラ
ー
口
絵
２
頁
ʫ
９
０
２
円

「
ア
ラ
ビ
ア
ン
ナ
イ
ト
」
は
、
誰
に
よ
っ
て
、
い
つ
頃
つ
く
ら
れ
た
の
か
？

近
代
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
の
翻
訳
の
際
に
創
造
さ
れ
た
、
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
産
物
な
の
か
？

ま

ぼ
ろ
し
の
「
原
典
」
探
し
、「
偽
写
本
」
の
捏
造
、
翻
訳
に
よ
る
違
い
な
ど
、
ア
ラ
ビ
ア

ン
ナ
イ
ト
の
成
立
か
ら
翻
訳
・
受
容
の
過
程
を
た
ど
り
、
異
文
化
の
は
ざ
ま
で
変
貌
し

て
い
く
物
語
集
の
文
明
史
的
意
味
を
考
え
る
。

［
２
０
０
７
年
４
月
］
431071Ȃ6

新赤1024

佐
藤
正
午

小
説
の
読
み
書
き

８
３
６
円

小
説
家
は
ど
ん
な
ふ
う
に
読
み
、
ま
た
書
く
の
か
。
近
代
日
本
文
学
を
代
表
す
る
小
説

家
た
ち
の
作
品
を
書
き
写
す
よ
う
に
読
み
解
き
な
が
ら
、「
小
説
の
書
き
方
」
で
は
な
い

「
小
説
家
の
書
き
方
」
を
、
小
説
家
の
視
点
か
ら
考
え
る
ユ
ニ
ー
ク
な
文
章
読
本
。
読
む

こ
と
は
書
く
こ
と
に
近
づ
き
、
読
者
の
数
だ
け
小
説
は
書
か
れ
る
。
こ
ん
な
ふ
う
に
読

め
ば
、
ま
だ
ま
だ
小
説
だ
っ
て
お
も
し
ろ
い
。

［
２
０
０
６
年
６
月
］
431024Ȃ2◆

207― 文学
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新赤1006

坪
内
稔
典

季

語

集

品
切（
電
子
版
あ
り
）

生
活
習
慣
や
環
境
の
変
化
に
伴
う
季
節
感
の
ず
れ
や
希
薄
化
が
す
す
ん
で
い
ま
す
。
季

語
の
世
界
に
も
そ
れ
が
反
映
さ
れ
、
新
し
い
季
語
が
続
々
と
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
伝

統
的
な
季
語
に
、
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
、
春
一
番
、
あ
ん
パ
ン
、
原
爆
忌
な
ど
を
加
え

て
、
三
〇
〇
の
季
語
を
選
び
、
解
説
し
た
ネ
ン
テ
ン
さ
ん
の
読
む
歳
時
記
。
日
々
の
俳

句
づ
く
り
に
役
立
つ
よ
う
例
句
・
索
引
を
付
載
。

［
２
０
０
６
年
４
月
］
431006Ȃ8◆

新赤983

大

岡

信

新
折

々

の

う

た
8

品
切（
電
子
版
あ
り
）

芭
蕉
・
蕪
村
・
一
茶
・
子
規
・
茂
吉
・
啄
木
な
ど
、
お
な
じ
み
の
作
者
は
も
ち
ろ
ん
、

平
成
の
名
句
・
名
歌
を
多
数
収
め
た
「
現
代
の
万
葉
集
」
シ
リ
ー
ズ
最
新
刊
。
十
五
歳

か
ら
百
三
歳
ま
で
の
老
若
男
女
に
よ
る
平
成
の
う
た
の
競
作
が
楽
し
め
る
一
冊
で
す
。

『
朝
日
新
聞
』
二
〇
〇
四
年
五
月
か
ら
二
〇
〇
五
年
四
月
ま
で
の
掲
載
分
を
加
筆
の
う

え
収
録
。
通
巻
十
八
冊
。

［
２
０
０
５
年
11
月
］
430983Ȃ3◆

新赤976

長
島
要
一

森

ᷞ

外
文
化
の
翻
訳
者

８
５
８
円

軍
医
と
し
て
多
忙
を
極
め
る
生
活
の
中
で
、
ᷞ
外
は
『
即
興
詩
人
』『
ノ
ラ
』
を
は
じ
め
、

文
学
関
係
の
著
作
の
半
分
以
上
を
占
め
る
ほ
ど
数
多
く
の
翻
訳
を
行
な
っ
て
い
る
。
ᷞ

外
は
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
多
く
の
翻
訳
を
行
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
文
豪
の
作
品
を
「
翻

訳
」
と
い
う
観
点
か
ら
た
ど
り
、
単
な
る
言
葉
の
翻
訳
で
は
な
く
、「
文
化
の
翻
訳
者
」

で
あ
っ
た
ᷞ
外
の
現
代
的
意
味
を
考
え
る
。

［
２
０
０
５
年
10
月
］
430976Ȃ5

新赤920

リ
ー
ビ

英
雄

英
語
で
よ
む
万
葉
集

９
０
２
円

「
万
葉
集
に
た
ど
り
つ
い
た
と
き
、
古
い
日
本
語
と
い
う
よ
り
も
、
と
て
も
新
し
い
文
学

に
出
会
っ
た
と
い
う
不
思
議
な
感
じ
が
し
た
」
英
語
を
母
語
と
し
な
が
ら
、
日
本
語
作

家
と
し
て
現
代
文
学
を
リ
ー
ド
す
る
作
家
の
感
性
が
、
英
語
と
い
う
鏡
に
古
代
日
本
語

の
新
し
い
㗡
を
映
し
出
す
。
全
米
図
書
賞
を
受
賞
し
た
名
訳
か
ら
選
り
す
ぐ
っ
た
約
五

〇
首
の
対
訳
に
、
作
家
独
自
の
エ
ッ
セ
イ
を
付
す
。

［
２
０
０
４
年
11
月
］
430920Ȃ8◆

新赤883

日
向
一
雅

源
氏
物
語
の
世
界

９
６
８
円

源
氏
物
語
は
恋
と
愛
の
物
語
で
あ
り
、
王
権
と
政
治
の
物
語
で
あ
り
、
人
の
生
き
方
と

救
済
を
問
う
物
語
で
も
あ
る
。
千
年
に
わ
た
っ
て
読
み
つ
が
れ
て
き
た
そ
の
魅
力
の
根

源
を
こ
の
物
語
の
も
つ
多
義
的
か
つ
多
面
的
な
構
造
に
求
め
な
が
ら
、
冒
頭
の
桐
壺
巻

に
仕
掛
け
ら
れ
た
四
つ
の
「
Ṗ
」
を
手
が
か
り
に
そ
の
世
界
を
読
み
解
い
て
い
く
。
源

氏
物
語
は
、
読
者
に
問
い
か
け
る
物
語
な
の
で
あ
る
。

［
２
０
０
４
年
３
月
］
430883Ȃ6

文学 ―208
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新赤865

大

岡

信

新
折

々

の

う

た
7

品
切（
電
子
版
あ
り
）

短
歌
・
俳
句
・
詩
・
漢
詩
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
短
詩
型
文
学
を
四
季
折
々

の
季
節
に
合
わ
せ
て
紹
介
し
て
き
た
「
現
代
の
万
葉
集
」
シ
リ
ー
ズ
最
新
刊
。
今
回
初

め
て
登
場
す
る
作
者
も
百
名
を
こ
え
、
そ
の
世
界
は
ま
す
ま
す
広
く
豊
か
に
な
っ
て
い

ま
す
。『
朝
日
新
聞
』
二
〇
〇
二
年
五
月
か
ら
二
〇
〇
三
年
四
月
ま
で
の
掲
載
分
を
加

筆
の
う
え
収
録
。
通
巻
第
十
七
冊
。

［
２
０
０
３
年
11
月
］
430865Ȃ2◆

新赤801

齋

藤

孝

読

書

力
９
２
４
円

本
を
読
む
こ
と
の
意
味
は
何
？

案
外
答
え
に
く
い
問
い
に
、「
読
書
に
よ
っ
て
…
…

の
力
が
つ
く
」
と
い
う
形
で
考
え
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
力
、
人
間
を
理
解
す
る

力
と
の
関
わ
り
を
示
し
ま
す
。
自
分
を
つ
く
り
、
鍛
え
、
広
げ
る
こ
と
が
、
読
書
と
ど

う
結
び
つ
い
て
い
る
か
を
述
べ
て
、
あ
ら
た
め
て
読
書
の
本
質
を
見
つ
め
ま
す
。
心
に

残
る
フ
レ
ー
ズ
、
工
夫
の
手
が
か
り
も
満
載
で
す
。

［
２
０
０
２
年
９
月
］
430801Ȃ0◆

新赤786

高
橋

源
一
郎

一
億
三
千
万
人
の
た
め
の
小
説
教
室

９
２
４
円

小
説
の
書
き
方
を
教
え
ま
す

小
説
を
は
じ
め
る
ま
え
に
す
る
こ
と
は
何
か
、
小
説

を
「
つ
か
ま
え
る
」
た
め
に
何
を
す
る
の
か
。
基
礎
Ἣ
・
実
践
Ἣ
と
段
階
を
踏
ん
で
い

く
こ
の
「
教
室
」
で
は
、
ユ
ニ
ー
ク
だ
か
ら
こ
そ
役
に
立
つ
「
鍵
」
も
示
さ
れ
る
。
小

説
が
好
き
で
た
ま
ら
な
い
著
者
な
ら
で
は
の
眼
で
選
ば
れ
た
豊
富
な
文
例
と「
遊
ん
で
」

い
く
う
ち
に
、
小
説
と
は
何
か
、
が
見
え
て
く
る
だ
ろ
う
。

［
２
０
０
２
年
６
月
］
430786Ȃ0◆

新赤760

大

岡

信

新
折

々

の

う

た
6

品
切（
電
子
版
あ
り
）

日
本
語
の
美
し
さ
を
あ
ら
た
め
て
伝
え
る
、
好
評
シ
リ
ー
ズ
の
新
刊
。
本
巻
で
も
、『
十

七
音
の
青
春
Ⅰ
』
の
生
き
生
き
と
し
た
感
受
性
か
ら
、『
武
玉
川
』
が
写
す
生
活
の
機
微

ま
で
、
古
今
の
作
品
の
楽
し
さ
が
さ
ま
ざ
ま
に
紹
介
さ
れ
、
四
季
お
り
お
り
の
情
感
が

味
わ
え
る
。「
朝
日
新
聞
」
二
〇
〇
〇
年
五
月
か
ら
二
〇
〇
一
年
四
月
掲
載
分
を
加
筆

の
う
え
収
録
し
た
、
通
巻
第
十
六
冊
。

［
２
０
０
１
年
11
月
］
430760Ȃ0◆

新赤699

大

岡

信

新
折

々

の

う

た
5

品
切（
電
子
版
あ
り
）

四
季
の
う
つ
ろ
い
や
日
々
の
情
感
を
う
つ
し
と
っ
て
き
た
日
本
の
短
詩
型
文
学
。
古
今

の
作
品
の
魅
力
、
読
み
ど
こ
ろ
を
案
内
す
る
好
評
シ
リ
ー
ズ
の
新
刊
。
本
巻
で
は
、
苛

烈
な
戦
争
な
ど
を
題
材
に
し
た
沖
縄
の
合
同
歌
集
『
黄
金
森
』
か
ら
多
く
の
作
品
が
紹

介
さ
れ
て
い
る
。「
朝
日
新
聞
」
一
九
九
九
年
五
月
か
ら
二
〇
〇
〇
年
四
月
掲
載
分
を

加
筆
の
う
え
収
録
し
た
、
通
巻
第
十
五
冊
。

［
２
０
０
０
年
11
月
］
430699Ȃ3◆
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新赤666

中
野

美
代
子

西

遊

記

ʕ
ト
リ
ッ
ク
・
ワ
ー
ル
ド
探
訪
ʕ

９
２
４
円

孫
悟
空
な
ど
登
場
人
物
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、
西
遊
記
は
荒
唐
無
稽
な
作
品
と
思
わ
れ
が

ち
だ
が
、
は
た
し
て
そ
う
だ
ろ
う
か
。
西
遊
記
の
全
体
構
造
が
も
つ
極
度
の
論
理
性
、

抽
象
性
に
注
目
し
た
著
者
は
、
五
行
、
易
、
錬
金
術
な
ど
の
思
想
を
基
に
、
三
蔵
法
師

玄
奘
を
め
ぐ
る
伝
説
、
説
話
、
物
語
本
、
遺
跡
な
ど
に
の
こ
る
図
像
㗦
料
を
駆
使
し
て
、

西
遊
記
に
ひ
そ
む
仕
か
け
を
解
き
明
か
し
て
ゆ
く
。

［
２
０
０
０
年
４
月
］
430666Ȃ5

新赤662

井
波
律
子

中
国
文
章
家
列
伝

８
８
０
円

あ
る
い
は
史
書
を
著
し
あ
る
い
は
詩
文
を
作
り
、
ま
た
画
筆
を
と
り
、
書
に
遊
ぶ
人
び

と

前
漢
の
司
馬
遷
か
ら
清
代
の
Ṅ
板
橋
・
呉
敬
梓
に
至
る
雄
大
な
中
国
文
学
の
流

れ
の
中
か
ら
一
〇
人
の
文
章
家
を
選
び
出
し
て
、
そ
の
人
と
作
品
を
縦
横
に
語
る
。
時

の
権
力
に
対
峙
す
る
者
、
背
を
向
け
る
者
、
自
立
を
目
指
す
者
、
十
様
の
生
の
軌
跡
が

確
か
な
輪
郭
で
歴
史
の
中
に
浮
か
び
上
が
る
。

［
２
０
０
０
年
３
月
］
430662Ȃ7

新赤585

大

岡

信

新
折

々

の

う

た
4

品
切（
電
子
版
あ
り
）

日
本
の
短
詩
型
文
学
の
ゆ
た
か
な
ひ
ろ
が
り
を
教
え
る
、
好
評
シ
リ
ー
ズ
の
最
新
刊
。

古
今
の
秀
作
に
加
え
、
食
を
テ
ー
マ
と
し
た
「
こ
ど
も
た
ち
の
地
球
歳
時
記
」
や
、
様
々

な
職
業
に
も
あ
て
は
ま
る
哀
歓
が
詠
み
こ
ま
れ
た
「
出
版
人
の
万
葉
集
」
か
ら
、
多
彩

な
作
品
を
紹
介
す
る
。「
朝
日
新
聞
」
一
九
九
七
年
五
月
か
ら
九
八
年
四
月
掲
載
分
を

加
筆
の
う
え
収
録
し
た
、
通
巻
第
十
四
冊
。

［
１
９
９
８
年
10
月
］
430585Ȃ9◆

新赤560

細

谷

博

太

宰

治
８
１
４
円

波
乱
に
富
ん
だ
人
生
を
送
っ
た
太
宰
治
は
没
後
五
〇
年
を
迎
え
る
。
多
く
の
、
特
に
若

い
読
者
を
引
き
つ
け
続
け
た
作
品
群
は
、い
ま
私
た
ち
に
何
を
問
い
か
け
る
の
か
。『
女

生
徒
』『
斜
陽
』
等
の
多
様
な
〈
語
り
〉
の
魅
力
、『
お
伽
草
紙
』『
人
間
失
格
』
な
ど
に

響
く
人
間
賛
歌
を
、
誠
実
な
〈
読
み
〉
か
ら
導
き
、
確
か
な
構
成
力
と
洒
脱
な
精
神
を

併
せ
持
っ
た
作
家
・
太
宰
の
㗡
を
、
時
代
を
追
っ
て
描
く
。

［
１
９
９
８
年
５
月
］
430560Ȃ6

新赤531

大

岡

信

新
折

々

の

う

た
3

品
切（
電
子
版
あ
り
）

古
今
の
詩
歌
か
ら
こ
と
ば
の
魅
力
を
伝
え
続
け
て
き
た
、
好
評
シ
リ
ー
ズ
の
通
巻
第
十

三
冊
。「
朝
日
新
聞
」
一
九
九
六
年
五
月
一
日
か
ら
九
七
年
四
月
三
〇
日
掲
載
分
を
加

筆
の
う
え
収
録
し
た
本
巻
で
、
採
り
上
げ
た
作
品
は
四
五
〇
〇
を
数
え
、
名
実
と
も
に

「
現
代
の
万
葉
集
」
と
な
っ
た
。『
阪
神
大
震
災
を
詠
む
』
や
ハ
ワ
イ
で
編
ま
れ
た
「
原

爆
短
歌
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
」
か
ら
の
作
品
も
紹
介
。

［
１
９
９
７
年
11
月
］
430531Ȃ6◆
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新赤429

柳
瀬
尚
紀

ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ジ
ョ
イ
ス
の
Ṗ
を
解
く

９
０
２
円

二
〇
世
紀
最
大
の
文
学
者
の
一
人
で
あ
る
ジ
ョ
イ
ス
の
代
表
作
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』。
こ

の
と
て
つ
も
な
く
巨
大
で
重
層
的
な
作
品
に
作
者
は
無
数
の
Ṗ
を
し
か
け
た
。
な
か
で

も
ダ
ブ
リ
ン
の
安
酒
場
で
滔
々
と
語
る
《
俺
》
と
は
誰
か
、
こ
の
最
大
の
Ṗ
に
緻
密
な

論
証
に
よ
り
世
界
で
初
め
て
決
定
的
な
解
答
を
与
え
、
さ
ら
に
現
れ
る
あ
ら
た
な
Ṗ
を

読
み
解
い
て
、
文
学
的
ス
リ
ル
と
興
奮
の
世
界
へ
誘
う
。

［
１
９
９
６
年
１
月
］
430429Ȃ6

新赤415

大

岡

信

新
折

々

の

う

た
2

品
切（
電
子
版
あ
り
）

古
代
か
ら
現
代
ま
で
詠
み
つ
が
れ
て
き
た
〈
詩
〉
の
こ
と
ば

そ
の
楽
し
く
豊
か
な

世
界
は
さ
ら
に
広
が
り
を
示
す
。
新
装
版
第
一
集
に
つ
づ
き
『
台
湾
万
葉
集
』
か
ら
の

秀
歌
を
も
収
め
、
日
本
の
短
詩
型
文
学
の
特
性
を
あ
ざ
や
か
に
照
ら
し
出
す
好
評
シ
リ

ー
ズ
の
通
巻
第
十
二
冊
。
朝
日
新
聞
一
九
九
四
年
五
月
一
日
か
ら
九
五
年
四
月
三
○
日

掲
載
分
を
収
録
。

［
１
９
９
５
年
10
月
］
430415Ȃ9◆

新赤357

大

岡

信

新
折

々

の

う

た
1

品
切（
電
子
版
あ
り
）

日
本
の
詩
が
短
さ
の
中
に
こ
そ
と
ら
え
る
人
生
の
大
切
な
一
㒒

そ
の
多
様
な
表
現

が
的
確
に
読
み
解
か
れ
、〈
言
葉
の
織
物
〉
は
あ
で
や
か
さ
を
増
す
。『
地
球
歳
時
記
』

や
『
台
湾
万
葉
集
』
か
ら
の
佳
作
を
も
収
め
、
短
詩
型
文
学
の
魅
力
が
世
界
へ
広
が
る

時
代
に
、
装
い
を
新
た
に
し
て
送
る
、
好
評
シ
リ
ー
ズ
の
新
刊
。
朝
日
新
聞
一
九
九
三

年
五
月
一
日
か
ら
九
四
年
四
月
三
○
日
掲
載
分
を
収
録
。

［
１
９
９
４
年
10
月
］
430357Ȃ2◆

新赤348

井
波
律
子

三

国

志

演

義
９
２
４
円

ご
存
知
、
諸
ᷤ
孔
明
や
劉
備
・
関
羽
・
張
飛
、
そ
し
て
曹
操
・
孫
権
ら
英
雄
・
豪
㑹
た

ち
が
活
躍
す
る
『
三
国
志
演
義
』。
そ
れ
は
正
史
『
三
国
志
』
を
起
点
に
、
千
数
百
年
の

歳
月
を
か
け
て
、
民
衆
と
知
識
人
が
育
て
あ
げ
た
物
語
世
界
の
集
大
成
で
あ
る
。
気
鋭

の
中
国
文
学
者
が
、
血
沸
き
肉
躍
る
大
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
の
仕
掛
け
を
と
き
あ

か
し
、
物
語
を
彩
る
登
場
人
物
を
縦
横
に
語
る
。

［
１
９
９
４
年
８
月
］
430348Ȃ0

新赤304

俵

万

智

短

歌

を

よ

む
１
０
１
２
円

多
く
の
人
の
心
に
さ
わ
や
か
な
風
を
送
り
つ
づ
け
る
俵
万
智
が
贈
る
青
春
短
歌
論
。
古

典
和
歌
か
ら
現
代
短
歌
ま
で
、
千
年
を
越
え
る
伝
統
を
も
つ
豊
か
な
世
界
を
「
読
む
」

愉
し
さ
と
は
？

心
の
ゆ
ら
ぎ
を
感
じ
て
か
ら
短
歌
に「
詠
む
」ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
は
？

二
つ
の
「
よ
む
」
行
為
を
通
じ
て
、
自
分
自
身
を
見
つ
め
直
し
、
現
代
短
歌
の
課
題
を

さ
ぐ
る
。
第
三
歌
集
に
向
け
て
の
新
た
な
第
一
歩
で
あ
る
。

［
１
９
９
３
年
10
月
］
430304Ȃ6
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新赤246

大

岡

信

第
十
折

々

の

う

た

品
切（
電
子
版
あ
り
）

俳
句
・
短
歌
か
ら
現
代
詩
ま
で
、
日
本
詩
歌
の
沃
野
へ
読
者
を
案
内
し
て
き
た
シ
リ
ー

ズ
の
第
十
巻
は
、
一
九
九
二
年
四
月
ま
で
一
年
間
の
新
聞
連
載
に
加
筆
。
特
に
反
響
の

大
き
か
っ
た
世
界
各
地
の
子
ど
も
た
ち
の
「
ハ
イ
ク
」
や
障
害
者
の
短
歌
作
品
を
数
多

く
収
め
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
の
十
一
歳
の
少
年
は
、
こ
う
詠
ん
で
い
る
。「
言
葉
っ
て
も
の

は
／
傷
つ
け
も
す
る
し
幸
せ
に
も
す
る
／
単
純
な
文
法
で
す
」。

［
１
９
９
２
年
９
月
］
430246Ȃ9◆

新赤184

大

岡

信

第
九
折

々

の

う

た

品
切（
電
子
版
あ
り
）

「
口
頭
試
問
し
て
ゐ
る
吾
の
拠
り
ど
こ
ろ
崩
る
る
ご
と
き
㒒
間
が
あ
り
」（
半
田
良
平
）、

「
黒
猫
の
子
の
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
月
夜
か
な
」（
飯
田
㜇
太
）、「
手
の
届
く
か
ぎ
り
の
障
子
破

り
終
へ
て
み
ど
り
児
が
新
年
の
風
に
臨
め
り
」（
大
江
昭
太
郎
）
…
…
。
す
で
に
三
千
回

を
越
す
「
朝
日
新
聞
」
連
載
コ
ラ
ム
に
加
筆
し
て
編
ま
れ
る
好
評
シ
リ
ー
ズ
。
本
巻
は

一
九
九
〇
年
五
月
か
ら
九
一
年
四
月
ま
で
一
年
分
を
収
録
。

［
１
９
９
１
年
８
月
］
430184Ȃ4◆

新赤111

大

岡

信

第
八
折

々

の

う

た

品
切（
電
子
版
あ
り
）

「
盃
の
手
も
と
へ
よ
る
の
雪
の
酒
つ
も
る
つ
も
る
と
い
ひ
な
が
ら
の
む
」（
元
の
木
網
）、

「
春
の
虹
手
紙
の
母
に
愛
さ
る
る
」（
寺
山
修
司
）
…
…
。
一
九
七
九
年
一
月
二
十
五
日

の
「
朝
日
新
聞
」
連
載
開
始
以
来
、
世
代
を
超
え
て
広
範
な
人
々
か
ら
愛
読
さ
れ
て
い

る
「
折
々
の
う
た
」。
ミ
リ
オ
ン
・
セ
ラ
ー
と
な
っ
て
い
る
シ
リ
ー
ズ
の
八
冊
目
は
、
一

九
八
九
年
九
月
十
五
日
ま
で
の
一
年
分
に
加
筆
し
て
編
む
。

［
１
９
９
０
年
２
月
］
430111Ȃ0◆

新赤56

大

岡

信

第
七
折

々

の

う

た

品
切（
電
子
版
あ
り
）

「
白
菜
が
赤
帯
し
め
て
店
先
に
う
っ
ふ
ん
う
っ
ふ
ん
肩
を
並
べ
る
」（
俵
万
智
）、「
わ
が

光
輝
く

角
」（
米
国
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
詩
）、「
霜
柱
ど
の
一
本
も
目
ざ
め
を
り
」

（
加
藤
楸
邨
）
…
…
。
詩
歌
の
宇
宙
を
飛
翔
す
る
シ
リ
ー
ズ
の
七
冊
目
。「
朝
日
新
聞
」

一
九
八
八
年
九
月
一
四
日
付
ま
で
一
年
間
の
掲
載
分
に
加
筆
す
る
こ
の
巻
で
は
、
初
登

場
の
歌
人
・
俳
人
ら
の
作
品
が
多
く
収
め
ら
れ
る
。

［
１
９
８
９
年
１
月
］
430056Ȃ4◆

新赤1

大
江

健
三
郎

新
し
い
文
学
の
た
め
に

８
３
６
円

文
学
と
は
な
に
か
、
文
学
を
ど
の
よ
う
に
つ
く
る
か
、
文
学
を
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め

る
か
、
生
き
て
行
く
上
で
文
学
を
ど
の
よ
う
に
力
に
す
る
か

本
書
は
こ
れ
か
ら
積

極
的
に
小
説
や
詩
を
読
み
、
あ
る
い
は
書
こ
う
と
す
る
若
い
人
の
た
め
の
文
学
入
門
で

あ
る
。
著
者
は
文
学
の
方
法
的
・
原
理
的
な
問
題
に
つ
い
て
考
え
を
進
め
な
が
ら
、
作

家
と
し
て
の
生
の
「
最
後
の
小
説
」
の
構
想
を
語
る
。

［
１
９
８
８
年
１
月
］
430001Ȃ4
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黄 370

大

岡

信

第
六
折

々

の

う

た

品
切（
電
子
版
あ
り
）

一
九
七
九
年
一
月
、
朝
日
新
聞
の
一
角
を
占
め
始
め
た
コ
ラ
ム
は
短
い
中
断
を
は
さ
み

な
が
ら
続
き
、
一
九
八
六
年
末
に
は
二
○
○
○
回
を
越
え
た
。
こ
と
ば
の
狩
人
た
る
筆

者
に
よ
る
、
こ
れ
は
壮
大
な
偉
業
と
い
え
よ
う
。
加
筆
を
ほ
ど
こ
し
て
編
ま
れ
る
新
書

の
六
冊
目
は
、
一
九
八
六
年
の
一
年
分
を
収
録
。「
あ
と
が
き
」
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
知

識
人
の
強
い
関
心
も
紹
介
。

［
１
９
８
７
年
４
月
］
420370Ȃ4◆

黄 333

大

岡

信

第
五
折

々

の

う

た

品
切（
電
子
版
あ
り
）

古
今
の
詩
句
を
借
り
て
、
そ
れ
ら
を
あ
る
ゆ
る
や
か
な
連
結
方
法
に
よ
っ
て
つ
な
ぎ
と

め
な
が
ら
、
全
体
と
し
て
一
枚
の
大
き
な
言
葉
の
織
物
が
で
き
上
が
る
よ
う
に
、
そ
れ

ら
を
編
ん
で
み
た
い

。
詩
人
の
企
て
は
朝
日
新
聞
コ
ラ
ム
が
㗨
々
に
新
書
に
編
ま

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
果
た
さ
れ
、
広
範
な
読
者
に
迎
え
ら
れ
て
い
る
。
本
書
は
そ
の
五

枚
目
の
「
織
物
」。
一
九
八
五
年
一
年
間
の
新
聞
連
載
に
加
筆
。

［
１
９
８
６
年
３
月
］
420333Ȃ9◆

黄 261

大

岡

信

第
四
折

々

の

う

た

品
切（
電
子
版
あ
り
）

一
九
七
九
年
か
ら
「
朝
日
新
聞
」
の
一
角
を
占
め
始
め
た
小
さ
な
コ
ラ
ム
「
折
々
の
う

た
」。
そ
れ
は
た
ち
ま
ち
大
反
響
を
よ
ん
だ
が
、
筆
者
の
企
て
た
〈
日
本
詩
歌
の
常
識
づ

く
り
〉
は
、
新
書
と
い
う
形
を
と
っ
て
実
を
結
び
つ
つ
あ
る
。
広
く
親
し
ま
れ
て
い
る

俳
句
・
短
歌
か
ら
知
ら
れ
ざ
る
歌
謡
・
川
柳
・
現
代
詩
ま
で
、
多
彩
な
作
品
の
心
を
伝

え
る
シ
リ
ー
ズ
。
一
九
八
四
年
三
月
ま
で
一
年
分
を
収
め
る
。

［
１
９
８
４
年
４
月
］
420261Ȃ5◆

黄 226

大

岡

信

第
三
折

々

の

う

た

品
切（
電
子
版
あ
り
）

古
来
、
日
本
人
の
感
性
は
ど
れ
ほ
ど
の
細
や
か
さ
と
豊
か
さ
を
備
え
、
自
由
奔
放
に
羽

ば
た
い
て
き
た
か

。
日
本
詩
歌
の
沃
野
へ
と
読
者
を
い
ざ
な
う
好
評
シ
リ
ー
ズ
の

三
冊
目
は
、
一
九
八
三
年
三
月
ま
で
一
年
間
の
「
朝
日
新
聞
」
連
載
に
加
筆
す
る
。
時

代
と
空
間
を
か
ろ
や
か
に
超
え
て
響
き
合
う
言
葉
と
言
葉
。
様
式
の
垣
根
を
と
り
は
ら

っ
て
織
り
な
さ
れ
る
華
麗
な
絵
巻
物
。

［
１
９
８
３
年
４
月
］
420226Ȃ4◆

黄 146

大

岡

信

続
折

々

の

う

た

品
切（
電
子
版
あ
り
）

好
評
の
前
著
に
続
く
一
年
間
の
新
聞
連
載
に
加
筆
し
て
贈
る
。
こ
の
二
書
に
お
い
て
、

俳
句
や
短
歌
に
と
ど
ま
ら
ず
、
狂
歌
や
漢
詩
、
さ
ら
に
琉
球
の
古
歌
謡
に
至
る
ま
で
、

広
大
な
日
本
詩
歌
の
世
界
に
光
が
あ
て
ら
れ
、
新
し
い
〈
常
識
〉
が
作
り
出
さ
れ
た
。

簡
潔
な
表
現
に
こ
め
ら
れ
た
哀
切
な
想
い
、
大
ら
か
な
叙
情
を
、
詩
人
の
こ
ま
や
か
な

感
性
が
的
確
に
読
み
と
り
、
奥
深
い
こ
と
ば
の
森
に
読
者
を
誘
う
。［
１
９
８
１
年
２
月
］
420146Ȃ5◆
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黄 113

大

岡

信

折

々

の

う

た
８
８
０
円

過
ぎ
て
ゆ
く
四
季
の
折
々
に
自
然
の
輝
き
を
と
ら
え
、
愛
す
る
人
を
想
い
な
が
ら
、
人

び
と
は
そ
の
心
を
凝
縮
さ
れ
た
表
現
に
こ
め
て
う
た
い
続
け
て
き
た
。「
日
本
詩
歌
の

常
識
づ
く
り
」
を
目
ざ
す
著
者
は
、
俳
句
・
短
歌
か
ら
漢
詩
・
現
代
詩
に
至
る
ま
で
、

日
本
人
の
心
の
ふ
る
さ
と
と
も
い
う
べ
き
言
葉
の
宝
庫
か
ら
秀
作
を
選
び
、
そ
の
豊
か

な
光
沢
と
香
り
を
鑑
賞
す
る
。『
朝
日
新
聞
』
連
載
一
年
分
に
加
筆
。［
１
９
８
０
年
３
月
］
420113Ȃ7◆

黄 12

大

岡

信

詩

へ

の

架

橋
１
０
３
４
円

中
学
生
時
代
、
著
者
は
ど
の
よ
う
に
詩
と
出
会
い
、
そ
れ
に
酔
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま

た
青
春
の
日
々
に
こ
の
詩
人
が
創
出
し
た
詩
的
世
界
の
は
ら
ん
だ
苦
渋
と
輝
き
と
は
、

何
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
そ
の
間
に
糧
と
な
っ
た
数
々
の
詩

万
葉
、

佐
藤
春
夫
、
リ
ル
ケ
な
ど
の
抒
情
詩
か
ら
、
同
世
代
の
戦
後
の
詩
人
た
ち
、
さ
ら
に
海

外
の
新
し
い
詩
と
の
出
会
い
の
軌
跡
が
語
ら
れ
る
。

［
１
９
７
７
年
６
月
］
420012Ȃ3

青 FȂ87

小
泉
信
三

読

書

論
８
３
６
円

人
生
は
短
く
、
書
物
は
多
い
。
一
生
の
う
ち
に
読
み
う
る
書
物
の
数
は
知
れ
て
い
る
。

そ
れ
を
思
え
ば
、
い
つ
ま
で
も
手
当
り
㗨
第
に
読
ん
で
い
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
ど

う
し
て
も
良
書
の
選
択
が
必
要
に
な
る
。
何
を
い
か
に
読
む
べ
き
か
。
著
者
多
年
の
豊

か
な
読
書
体
験
と
、
東
西
古
今
の
す
ぐ
れ
た
知
性
が
残
し
た
教
え
に
も
と
づ
い
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
読
書
を
語
る
。

［
１
９
５
０
年
10
月
］
415087Ȃ9◆

青 EȂ39

真
壁

仁
編

詩
の
中
に
め
ざ
め
る
日
本

１
０
３
４
円

こ
こ
に
は
詩
と
い
う
か
た
ち
で
、
日
本
の
民
衆
が
自
己
を
発
見
し
社
会
を
見
出
し
た
記

録
が
あ
る
。
書
き
手
は
、
療
養
者
、
海
上
労
働
者
、
銀
行
員
、
農
民
、
教
師
、
学
生
、

主
婦
と
ひ
ろ
く
、
主
題
は
、
広
島
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
ま
で
多
彩
で
、
民
衆
が
体
験
し

た
戦
後
史
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
言
葉
の
技
術
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
心
の
ᷤ
藤
の
深
さ

に
よ
っ
て
読
む
人
を
感
動
さ
せ
る
。

［
１
９
６
６
年
10
月
］
414039Ȃ9

青 EȂ33

中
村
光
夫

日
本
の
近
代
小
説

９
６
８
円

小
説
は
人
び
と
の
精
神
と
生
活
の
も
っ
と
も
偽
り
の
な
い
鏡
で
あ
る
。
本
書
は
、
成
島

柳
北
や
仮
名
垣
魯
文
の
開
化
期
か
ら
、
森
ᷞ
外
や
夏
目
漱
石
を
経
て
芥
川
竜
之
介
の
死

に
い
た
る
ま
で
、
明
治
・
大
正
期
の
作
家
と
そ
の
代
表
的
作
品
の
す
べ
て
を
網
羅
し
た

近
代
小
説
入
門
。
円
熟
し
た
批
評
家
の
深
い
洞
察
と
鋭
い
批
評
は
、
作
家
た
ち
の
思
想

と
作
品
の
価
値
と
を
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く
解
明
し
て
い
る
。

［
１
９
５
４
年
９
月
］
414033Ȃ7◆
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青 EȂ28

石
母
田

正

平

家

物

語

品
切（
電
子
版
あ
り
）

す
ぐ
れ
た
古
典
文
学
の
ひ
と
つ
で
あ
る
平
家
物
語
は
何
故
に
長
く
か
つ
深
く
日
本
人
の

心
を
と
ら
え
て
き
た
の
か
。
そ
の
力
は
一
体
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
歴
史
家
で
か
つ
古
典

文
学
を
深
く
愛
好
す
る
著
者
が
、
時
代
に
つ
い
て
の
学
問
的
造
詣
と
清
新
な
感
覚
と
に

よ
っ
て
、
平
家
物
語
の
文
学
と
し
て
の
本
質
を
追
求
し
、
清
盛
、
義
経
、
義
仲
ら
登
場

人
物
の
人
間
像
と
そ
の
運
命
を
生
き
い
き
と
描
く
。

［
１
９
５
７
年
11
月
］
414028Ȃ3◆

青 EȂ26

秋

山

虔

源

氏

物

語
１
０
１
２
円

光
源
氏
の
青
春
の
出
発
を
語
る
「
桐
壺
」
を
初
巻
と
し
て
、
源
氏
物
語
五
四
巻
は
成
り

立
っ
て
い
る
。
著
者
は
、
こ
の
作
品
の
顕
著
な
特
徴
が
、
物
語
の
成
立
し
て
い
く
過
程

に
よ
っ
て
主
題
・
方
法
が
発
展
し
て
い
く
と
こ
ろ
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
う
し
た

視
角
か
ら
、
物
語
の
全
貌
と
そ
の
本
質
を
、
作
者
紫
式
部
の
内
面
的
な
生
活
と
の
か
か

わ
り
に
お
い
て
生
き
い
き
と
と
ら
え
る
。

［
１
９
６
８
年
１
月
］
414026Ȃ9◆

青 EȂ23

西
郷
信
綱

古

事

記

の

世

界

品
切（
電
子
版
あ
り
）

イ
ナ
バ
の
白
㙽
、
国
引
き
、
オ
ロ
チ
退
治
、
海
幸
山
幸
、
天
の
岩
屋
戸
の
話
な
ど
、
古

事
記
は
私
た
ち
に
と
っ
て
親
し
み
深
い
古
典
で
あ
る
。
著
者
は
、
古
事
記
伝
の
宣
長
と

い
う
縦
糸
と
、
イ
ギ
リ
ス
社
会
人
類
学
の
横
糸
と
を
交
錯
さ
せ
る
新
し
い
問
題
意
識
に

立
っ
て
古
事
記
を
読
み
解
く
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
本
質
を
明
ら
か
に
し
た
。
新
し
い
光

に
照
ら
し
出
さ
れ
た
古
事
記
の
豊
か
な
世
界
が
こ
こ
に
あ
る
。

［
１
９
６
７
年
９
月
］
414023Ȃ8◆

青 EȂ22

西
郷
信
綱
・
永
積
安
明
・
広
末
保

日
本
文
学
の
古
典
第
二
版

８
５
８
円

古
典
は
過
去
の
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
現
代
の
も
の
で
あ
り
、
つ
ね
に
新
た
に
、
世
代

ご
と
に
読
み
な
お
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
視
点
に
立
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
日
本
文
学

通
史
と
し
て
古
典
を
概
観
す
る
の
で
は
な
く
、
日
本
文
学
史
上
の
代
表
的
な
作
品
と
そ

の
作
者
に
つ
い
て
解
説
し
、
古
典
再
評
価
の
た
め
の
扉
を
ひ
ら
こ
う
と
す
る
。
巻
末
に

「
古
典
を
ど
う
読
む
か
」
を
付
す
。

［
１
９
６
６
年
２
月
］
414022Ȃ1◆

青 EȂ18

Ａ
・
ウ
ェ
イ
リ
ー

小
川
環
樹
・
栗
山
稔
訳

李

白
１
０
３
４
円

中
国
文
学
史
上
最
高
峰
に
も
比
す
べ
き
詩
人
李
白
。
そ
の
生
涯
は
、
幾
多
の
㑹
作
と
さ

ま
ざ
ま
な
伝
説
や
事
件
に
彩
ら
れ
て
い
る
。
英
国
の
中
国
学
・
日
本
学
の
泰
斗
た
る

Ａ
・
ウ
ェ
イ
リ
ー
に
よ
る
本
書
は
、
詩
人
の
波
瀾
に
富
む
生
涯
と
、
盛
唐
期
中
国
の
社

会
的
背
景
を
描
い
て
余
す
と
こ
ろ
が
な
い
。
著
者
の
用
い
た
漢
文
㗦
料
を
す
べ
て
精
査

し
、
詳
細
な
訳
者
注
解
を
巻
末
に
付
す
。

［
１
９
７
３
年
１
月
］
414018Ȃ4
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青 EȂ16

吉
川
幸
㗨
郎
・
三
好
達
治

新

唐

詩

選
１
０
１
２
円

中
国
の
詩
は
、
世
界
の
詩
の
な
か
で
も
最
も
美
し
い
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。
と
り
わ
け

唐
代
は
、
李
白
や
杜
甫
を
は
じ
め
と
し
て
、
多
く
の
す
ぐ
れ
た
詩
人
が
輩
出
し
た
時
代

で
あ
っ
た
。
中
国
の
詩
に
親
し
も
う
と
す
る
若
い
世
代
の
た
め
に
、
中
国
文
学
者
と
詩

人
の
二
人
の
著
者
が
協
力
し
て
、
主
要
な
唐
詩
の
読
解
と
そ
の
味
わ
い
方
を
懇
切
に
説

い
た
唐
詩
の
世
界
へ
の
案
内
。

［
１
９
５
２
年
８
月
］
414016Ȃ0◆

青 EȂ5

高
津
春
繁

ギ

リ

シ

ア

神

話

品
切（
電
子
版
あ
り
）

紀
元
前
十
一
、
二
世
紀
以
後
ギ
リ
シ
ア
半
島
に
居
住
し
た
ア
ー
リ
ア
民
族
と
そ
の
子
孫

が
残
し
た
奔
放
で
明
る
い
神
話
の
成
立
ち
を
解
説
し
、
ゼ
ウ
ス
を
始
め
と
す
る
神
々
の

系
譜
と
そ
の
人
間
的
な
性
格
を
紹
介
す
る
。
神
と
人
間
の
闘
争
と
融
和
の
世
界
を
描
く

「
ヘ
ー
ラ
ク
レ
ー
ス
物
語
」「
ト
ロ
イ
エ
ー
物
語
」
な
ど
代
表
的
英
雄
伝
説
を
も
巧
み
に

要
約
し
、
複
雑
多
彩
な
神
話
や
伝
説
を
整
理
し
た
入
門
書
。

［
１
９
６
５
年
１
月
］
414005Ȃ4◆

青 EȂ1

桑
原
武
夫

文

学

入

門
９
０
２
円

私
た
ち
の
文
化
生
活
の
な
か
で
最
も
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
る
文
学
、
こ
れ
を
狭
い

文
壇
意
識
か
ら
解
放
し
て
、
正
し
く
社
会
に
結
び
つ
け
る
こ
と
ほ
ど
大
切
な
問
題
は
な

い
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
文
学
は
人
生
に
必
要
か
。
す
ぐ
れ
た
文
学
と
は
ど
う
い
う
も
の

か
。
何
を
ど
う
読
め
ば
い
い
か
。
清
新
な
文
学
理
論
と
鋭
い
社
会
的
洞
察
力
を
も
っ

て
、
文
学
の
あ
る
べ
き
㗡
と
味
わ
い
方
を
平
明
に
説
く
。

［
１
９
５
０
年
５
月
］
414001Ȃ6◆

赤 RȂ2・3

斎
藤
茂
吉

万

葉

秀

歌
⟹上
⟹下

上
９
９
０
円
、下
８
８
０
円

「
万
葉
集
入
門
」
と
し
て
本
書
の
右
に
出
る
も
の
は
い
ま
だ
な
い
。
万
葉
の
精
神
を
ふ

ま
え
て
自
己
の
歌
風
を
確
立
し
た
一
代
の
歌
人
た
る
著
者
が
、
約
四
〇
〇
の
秀
歌
を
選

び
、
簡
潔
に
し
て
ゆ
き
と
ど
い
た
解
説
を
付
し
て
鑑
賞
の
手
引
き
を
編
ん
だ
。
雄
渾
お

お
ら
か
な
古
代
日
本
人
の
心
に
ふ
れ
、
わ
れ
わ
れ
は
失
わ
れ
た
も
の
を
取
り
戻
す
。

［
上
１
９
６
８
年
11
月
・
１
９
３
８
年
11
月
、
下
１
９
６
８
年
12
月
・
１
９
３
８
年
11
月
］
400002Ȃ0◆
400003Ȃ7◆
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新赤1948

高
橋

源
一
郎

高
橋
源
一
郎
の
飛
ぶ
教
室

ʕ
は
じ
ま
り
の
こ
と
ば
ʕ

９
９
０
円

毎
週
金
曜
、夜
開
く
学
校
と
し
て
高
い
人
気
を
誇
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
番
組「
飛
ぶ
教
室
」。

そ
の
冒
頭
約
三
分
間
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
エ
ッ
セ
イ
最
初
の
二
年
分
を
収
め
る
。
コ
ロ

ナ
が
流
行
り
出
し
、
誰
も
が
不
安
に
打
ち
沈
ん
で
い
た
時
期
に
贈
ら
れ
た
、
時
に
切
な

い
、
滋
味
あ
ふ
れ
る
温
か
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
。
特
別
付
録
と
し
て
話
題
作
の
書
き
下
ろ
し

朗
読
用
ド
ラ
マ
「
さ
よ
な
ら
ラ
ジ
オ
」
も
初
収
録
！

［
２
０
２
２
年
11
月
］
431948Ȃ1◆

新赤1940

揖

斐

高

江
戸
漢
詩
の
情
景

ʕ
風
雅
と
日
常
ʕ

９
９
０
円

江
戸
の
人
び
と
に
と
っ
て
、
漢
詩
文
は
、
自
ら
の
存
在
を
伝
統
的
な
美
意
識
の
世
界
と

結
び
つ
け
る
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
日
々
の
暮
ら
し
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
想
い
、

悩
み
、
人
生
の
悲
喜
こ
も
ご
も
を
記
す
た
め
の
身
近
な
表
現
手
段
で
も
あ
っ
た
。
具
体

的
な
作
品
を
読
み
解
き
な
が
ら
、
人
び
と
の
感
情
や
思
考
の
あ
り
方
を
広
く
掬
い
上
げ

て
、
詩
の
奥
深
い
魅
力
へ
と
迫
る
随
想
集
。

［
２
０
２
２
年
８
月
］
431940Ȃ5◆

新赤1932

向
井
和
美

読
書
会
と
い
う
幸
福

９
４
６
円

あ
り
ふ
れ
た
日
常
の
中
で
、
読
書
と
い
う
行
為
が
ど
れ
ほ
ど
の
豊
か
な
時
間
を
与
え
て

く
れ
る
こ
と
か
。
三
十
年
以
上
、
全
員
が
同
じ
作
品
を
読
ん
で
き
て
語
り
合
う
会
に
途

切
れ
る
こ
と
な
く
参
加
し
て
き
た
著
者
が
、
そ
の
「
魂
の
交
流
の
場
」
へ
の
想
い
を
味

わ
い
深
い
文
章
で
綴
る
名
エ
ッ
セ
イ
。
読
書
会
の
作
法
や
さ
ま
ざ
ま
な
形
式
の
紹
介
、

潜
入
ル
ポ
、
読
書
会
記
録
や
課
題
本
リ
ス
ト
も
。

［
２
０
２
２
年
６
月
］
431932Ȃ0◆

新赤1911

長
谷
川

櫂

俳

句

と

人

間
９
４
６
円

魂
は
肉
体
と
と
も
に
消
滅
す
る
存
在
で
あ
る
の
に
、
な
ぜ
人
は
「
あ
の
世
」
と
い
う
フ

ィ
ク
シ
ョ
ン
を
創
造
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
俳
人
は
、
癌
と
い
う
病
を
得
て
、
生
老
病
死

を
ま
る
ご
と
包
み
込
む
俳
句
の
宇
宙
に
あ
ら
た
め
て
向
き
合
い
、
生
と
死
に
ま
つ
わ
る

世
界
の
壮
大
な
仕
掛
け
を
考
え
た
。
俳
諧
の
奥
深
さ
を
伝
え
る
実
作
者
な
ら
で
は
の
エ

ッ
セ
イ
。「
図
書
」
好
評
連
載
、
待
望
の
書
籍
化
。

［
２
０
２
２
年
１
月
］
431911Ȃ5◆
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新赤1849

荒
木
優
太

有

島

武

郎

ʕ
地
人
論
の
最
果
て
へ
ʕ

９
６
８
円

土
地
や
血
統
の
宿
命
か
ら
は
決
し
て
逃
れ
ら
れ
な
い
と
知
り
つ
つ
も
、
普
遍
的
な
個
性

や
愛
を
信
じ
よ
う
と
し
た
有
島
武
郎
（
一
八
七
八
ʕ
一
九
二
三
）。
二
つ
の
力
学
が
絡

み
合
う
な
か
、『
或
る
女
』『
カ
イ
ン
の
末
裔
』『
生
れ
出
づ
る
悩
み
』
な
ど
の
有
島
文
学

は
産
み
落
と
さ
れ
た
。
矛
盾
に
満
ち
た
ᷤ
藤
の
果
て
に
有
島
が
夢
見
た
地
平
を
め
ざ
し

て
、
そ
の
作
品
と
生
涯
を
読
み
解
い
て
い
く
。

［
２
０
２
０
年
９
月
］
431849Ȃ1◆

新赤1828

柳
田
邦
男

人
生
の
１
冊
の
絵
本

１
１
４
４
円

絵
本
と
出
会
い
、
何
か
が
変
わ
っ
て
い
く
か
も
し
れ
な
い
…
…
。
こ
こ
ろ
が
何
か
を
求

め
て
い
る
時
、
悲
し
み
の
な
か
に
い
る
時
、
絵
本
を
開
い
て
み
た
い
。
幼
き
日
の
感
性

の
甦
り
が
、
こ
こ
ろ
の
も
ち
方
の
転
換
が
、
い
の
ち
の
物
語
が
、
人
を
見
つ
め
る
木
々

の
記
憶
が
、
そ
し
て
祈
り
の
静
寂
が
、
そ
こ
に
は
あ
る
。
一
五
〇
冊
ほ
ど
の
絵
本
を
解

説
し
な
が
ら
、
そ
の
魅
力
を
綴
る
。

［
２
０
２
０
年
２
月
］
431828Ȃ6

新赤1818

梅
若
マ
ド
レ
ー
ヌ

竹
内
要
江
訳

レ
バ
ノ
ン
か
ら
来
た
能
楽
師
の
妻

８
５
８
円

祖
国
の
内
戦
を
逃
れ
来
日
し
た
女
子
高
校
生
が
若
き
能
楽
師
と
出
会
う
。
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
博
士
号
を
捨
て
、
閉
ざ
さ
れ
た
伝
統
芸
能
の
世
界
に
入
る
彼
女
を
待

ち
受
け
て
い
た
試
練
と
は
。
能
の
魅
力
を
妻
兼
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
国
内
外
に
発
信

し
再
び
世
界
を
駆
け
巡
る
傍
ら
、
子
育
て
や
母
を
日
本
に
呼
び
寄
せ
て
の
介
護
に
奔
走

す
る
。
異
文
化
理
解
の
架
け
橋
と
な
っ
た
あ
る
女
性
の
記
録
。

［
２
０
１
９
年
12
月
］
431818Ȃ7◆

新赤1776

柳

広

司

二
度
読
ん
だ
本
を
三
度
読
む

８
５
８
円

年
齢
を
重
ね
る
ほ
ど
、
読
書
の
新
鮮
さ
は
失
わ
れ
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
？

若
い
こ
ろ

に
読
ん
だ
名
作
は
、
や
は
り
特
別
だ
っ
た
！

作
家
が
繰
り
返
し
読
ん
だ
本
を
改
め
て

読
み
直
す
と
、
本
は
自
分
自
身
を
写
し
出
し
、
自
分
と
は
る
か
遠
く
の
世
界
を
つ
な
い

で
く
れ
る
…
…
。
若
い
人
は
も
ち
ろ
ん
、
す
べ
て
の
人
へ
の
読
書
案
内
。
読
書
の
楽
し

さ
の
再
発
見
！

［
２
０
１
９
年
４
月
］
431776Ȃ0

新赤1727

梯

久
美
子

原

民

喜
死
と
愛
と
孤
独
の
肖
像

１
０
３
４
円

『
夏
の
花
』
で
知
ら
れ
る
作
家
・
詩
人
、
原
民
喜
（
一
九
〇
五
ʕ
五
一
）。
死
の
想
念
に

と
ら
わ
れ
た
幼
少
年
期
。
妻
の
愛
情
に
包
ま
れ
て
暮
ら
し
た
青
年
期
。
被
爆
を
経
て
孤

独
の
中
で
作
品
を
紡
ぎ
、
年
少
の
友
人
・
遠
藤
周
作
が
「
何
て
き
れ
い
な
ん
だ
」
と
表

し
た
、
そ
の
死

。
生
き
難
さ
を
抱
え
、
傷
つ
い
て
も
な
お
純
粋
さ
を
つ
ら
ぬ
い
た

稀
有
な
生
涯
を
、
梯
久
美
子
が
書
き
下
ろ
す
、
㑹
作
評
伝
。

［
２
０
１
８
年
７
月
］
431727Ȃ2◆
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新赤1714

森
川
智
之

声

優
声
の
職
人

８
５
８
円

心
惹
か
れ
た
あ
の
声
も
や
っ
ぱ
り
森
川
智
之
だ
っ
た
。
多
彩
な
声
を
演
じ
分
け
唯
一
無

二
の
存
在
感
を
放
つ
人
気
声
優
で
あ
り
な
が
ら
、
自
ら
声
優
事
務
所
の
社
長
も
務
め
る

稀
有
な
存
在
。
ア
ニ
メ
か
ら
洋
画
の
吹
替
え
、
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
ド
ラ
マ
Ｃ
Ｄ
ま
で
あ

ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
で
活
躍
し
、「
帝
王
」
と
も
称
さ
れ
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
が
語

る
、
声
優
と
い
う
職
人
芸
の
秘
密
。

［
２
０
１
８
年
４
月
］
431714Ȃ2◆

新赤1683

川
合
康
三

生
と
死
の
こ
と
ば
中
国
の
名
言
を
読
む

８
５
８
円

人
間
は
古
来
、
生
と
は
何
か
、
死
と
は
何
か
、
考
え
続
け
、
思
い
悩
ん
で
き
た
。
自
分

の
老
い
、
そ
の
先
の
死
、
さ
ら
に
身
近
な
人
た
ち
の
死
、
そ
れ
に
ど
の
よ
う
に
向
き
合

い
、
受
け
と
め
て
い
っ
た
ら
よ
い
の
か
。
孔
子
、
荘
子
、
曹
操
、
陶
淵
明
な
ど
の
先
哲
、

文
人
は
何
を
思
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
彼
ら
が
の
こ
し
た
こ
と
ば
を
探
っ
て
い
く
。
い
ま

を
生
き
る
た
め
の
〈
知
恵
〉
が
、
こ
こ
に
あ
る
！

［
２
０
１
７
年
10
月
］
431683Ȃ1

新赤1660

復
本
一
郎

正
岡
子
規

人
生
の
こ
と
ば

９
０
２
円

病
と
闘
い
な
が
ら
、
短
い
一
生
で
文
学
革
新
を
な
し
と
げ
た
正
岡
子
規
。
畏
友
夏
目
漱

石
に
は
「
僕
ハ
モ
ー
ダ
メ
ニ
ナ
ツ
テ
シ
マ
ツ
タ
」
と
弱
音
を
は
き
、
人
生
行
路
定
ま
ら

ぬ
高
浜
虚
子
に
は
「
貴
兄
ニ
半
椀
ノ
飯
ヲ
分
タ
ン
」
と
激
励
す
る

著
作
・
書
簡
を

読
み
解
き
な
が
ら
彼
の
人
間
的
魅
力
を
紹
介
し
、
そ
の
こ
と
ば
の
な
か
に
、
私
た
ち
が

今
を
生
き
る
ヒ
ン
ト
を
見
い
だ
す
。

［
２
０
１
７
年
４
月
］
431660Ȃ2

新赤1656

高

村

薫

作

家

的

覚

書
８
５
８
円

「
図
書
」
誌
上
で
の
好
評
連
載
を
中
心
に
編
む
時
評
集
。
一
生
活
者
の
視
点
か
ら
、
も
の

を
言
い
、
日
々
の
雑
感
を
綴
る
。
今
と
い
う
こ
の
時
代
、
日
本
と
い
う
こ
の
国
に
生
き

る
こ
と
へ
の
本
能
的
な
危
機
意
識
が
、
生
来
の
観
察
者
を
発
言
者
に
変
え
る
。
二
〇
一

四
年
か
ら
一
六
年
ま
で
、
日
本
が
ル
ビ
コ
ン
を
渡
っ
た
決
定
的
時
期
の
覚
書
と
し
て
、

特
別
な
意
味
を
も
つ
一
冊
で
あ
る
。

［
２
０
１
７
年
４
月
］
431656Ȃ5

新赤1642

田

中

敦

落

語

と

歩

く
９
２
４
円

旅
の
道
づ
れ
に
、
落
語
は
い
か
が
？
「
八
っ
つ
ぁ
ん
」「
喜
ぃ
や
ん
」
に
な
っ
た
つ
も

り
で
落
語
の
舞
台
を
歩
い
て
み
る
と
、
昔
と
今
が
行
き
か
う
東
京
や
大
阪
の
㗡
が
見
え

て
く
る
。
落
語
書
籍
を
渉
猟
し
全
国
の
ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね
歩
い
て
い
る
著
者
に
よ

る
、
落
語
フ
ィ
ー
ル
ド
ウ
ォ
ー
ク
の
す
す
め
。
地
名
の
も
つ
文
化
的
重
要
性
に
気
づ
か

せ
て
も
く
れ
る
、
蘊
蓄
と
愛
惜
に
み
ち
た
エ
ッ
セ
イ
。

［
２
０
１
７
年
１
月
］
431642Ȃ8
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新赤1641

斎
藤

美
奈
子

文
庫
解
説
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド

９
２
４
円

基
本
は
オ
マ
ケ
、
だ
が
人
は
し
ば
し
ば
オ
マ
ケ
の
た
め
に
モ
ノ
を
買
う
。
夏
目
漱
石
、

川
端
康
成
、
太
宰
治
か
ら
、
松
本
清
張
、
赤
川
㗨
郎
、
渡
辺
淳
一
ま
で
。
名
作
と
ベ
ス

ト
セ
ラ
ー
の
宝
庫
で
あ
る
文
庫
本
。
そ
の
巻
末
の
「
解
説
」
は
、
読
者
を
興
奮
と
混
乱

と
発
見
に
い
ざ
な
う
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
だ
っ
た
！

痛
快
極
ま
り
な
い「
解
説
の
解
説
」

が
幾
多
の
文
庫
に
新
た
な
命
を
吹
き
込
む
。

［
２
０
１
７
年
１
月
］
431641Ȃ1◆

新赤1620

中

村

明

日
本
の
一
文

30
選

８
８
０
円

プ
ロ
の
作
家
が
生
み
だ
す
名
表
現
の
数
々
。
た
っ
た
ひ
と
言
で
、意
表
を
つ
く
比
喩
で
、

見
事
な
構
成
で
、
読
み
手
を
唸
ら
せ
る
。
だ
が
感
動
す
る
ば
か
り
で
は
勿
体
な
い
。
そ

こ
に
は
ど
ん
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
あ
る
の
か
？

夏
目
漱
石
や
志
賀
直
哉
か
ら
現
代
の
藤

沢
周
平
・
村
上
春
樹
ま
で
。
読
み
た
い
人
も
書
き
た
い
人
も
、
日
本
語
の
名
案
内
人
の

導
き
で
、
そ
の
技
を
学
ん
で
み
よ
う
！

［
２
０
１
６
年
９
月
］
431620Ȃ6

新赤1539

最
相
葉
月

ナ

グ

ネ
中
国
朝
鮮
族
の
友
と
日
本

８
５
８
円

電
車
の
行
先
を
㘤
ね
ら
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
親
し
く
な
っ
た
中
国
朝
鮮
族
の
女
性
と

過
ご
し
た
十
六
年
間
。
実
家
の
「
地
下
教
会
」
で
の
抑
圧
さ
れ
た
日
々
、
日
本
で
砕
か

れ
た
夢
と
現
実
、
植
民
地
支
配
と
戦
争
で
分
断
さ
れ
、
移
動
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
ナ
グ

ネ
（
旅
人
）
と
し
て
の
朝
鮮
族
の
歴
史
な
ど
を
振
り
返
り
、
東
ア
ジ
ア
を
跨
ぎ
自
立
し

て
い
く
女
性
の
㗡
を
描
く
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
。

［
２
０
１
５
年
３
月
］
431539Ȃ1

新赤1533

松
岡
享
子

子

ど

も

と

本
１
０
３
４
円

財
団
法
人
東
京
子
ど
も
図
書
館
を
設
立
、
以
後
理
事
長
と
し
て
活
躍
す
る
一
方
で
、
児

童
文
学
の
翻
訳
、
創
作
、
研
究
を
つ
づ
け
る
第
一
人
者
が
、
本
の
た
の
し
み
を
分
か
ち

合
う
た
め
の
神
髄
を
惜
し
み
な
く
披
露
し
ま
す
。
長
年
の
実
践
に
力
強
く
裏
付
け
ら
れ

た
心
構
え
の
数
々
か
ら
、
子
ど
も
と
本
へ
の
限
り
な
い
信
頼
と
愛
が
満
ち
あ
ふ
れ
、
読

者
を
あ
た
た
か
く
励
ま
し
て
く
れ
ま
す
。

［
２
０
１
５
年
２
月
］
431533Ȃ9◆

新赤1529

小
長
谷

正
明

医
学
探
偵
の
歴
史
事
件
簿

フ
ァ
イ
ル
２

８
５
８
円

歴
史
を
動
か
し
た
あ
の
人
の
病
気
は
何
だ
っ
た
か
？

イ
エ
ス
の
奇
蹟
と
中
臣
鎌
足
の

知
ら
れ
ざ
る
死
の
事
情
を
解
き
明
か
し
、
現
代
世
界
を
動
か
し
た
各
国
首
脳
の
病
気
を

追
究
す
る
。
感
染
症
の
日
本
史
・
世
界
史
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
、
ス
モ
ン
や
狂
牛
病
な
ど

社
会
が
生
ん
だ
病
気
の
歴
史
、
芥
川
㜇
之
介
や
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
人
生
に
影
を
落
と
し
た

病
気
ほ
か
、
ま
す
ま
す
鋭
い
歴
史
へ
の
眼
差
し
。

［
２
０
１
５
年
１
月
］
431529Ȃ2◆
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新赤1511

芥
川
仁
・
阿
部
直
美

里

の

時

間

品
切（
電
子
版
あ
り
）

「
都
会
は
、
玄
関
か
ら
一
歩
出
っ
と
金
か
か
る
べ
。
こ
こ
は
一
歩
出
っ
と
、
晩
の
お
か
ず

が
採
れ
る
ん
だ
」
─
─
古
来
、
素
朴
な
自
然
が
残
る
各
地
の
集
落
を
訪
ね
、
自
然
と
共

に
つ
つ
ま
し
や
か
に
暮
ら
す
人
び
と
の
日
々
の
営
み
、
身
近
に
あ
る
「
幸
せ
」
の
㗡
を

さ
り
気
な
い
写
真
、
飾
り
気
な
い
言
葉
で
そ
っ
と
伝
え
ま
す
。
そ
う
、
ふ
つ
う
の
暮
ら

し
こ
そ
が
い
い
人
生
！

カ
ラ
ー
写
真
多
数
。

［
２
０
１
４
年
10
月
］
431511Ȃ7◆

新赤1510

残
間

里
江
子

閉

じ

る

幸

せ
７
９
２
円

変
わ
り
た
い
。
で
も
、
変
わ
れ
な
い
─
─
。
そ
ん
な
と
き
必
要
な
の
は
、「
変
わ
る
」
で

な
く
「
閉
じ
る
」
で
す
。
人
生
は
長
き
に
わ
た
る
舞
台
。
折
々
に
幕
の
閉
じ
ど
き
が
や

っ
て
き
ま
す
。
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
極
め
、
恐
れ
ず
勇
気
を
だ
し
て
閉
じ
て
こ
そ
、

新
た
な
シ
ー
ン
の
幕
が
開
く
の
で
す
。
い
つ
も
全
開
で
生
き
て
き
た
著
者
な
ら
で
は
の

ユ
ニ
ー
ク
な
生
き
方
エ
ッ
セ
イ
。

［
２
０
１
４
年
10
月
］
431510Ȃ0◆

新赤1504

伊
藤

比
呂
美

女

の

一

生
９
０
２
円

「
月
経
と
は
？
」「
摂
食
障
害
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
」「
セ
ッ
ク
ス
が
苦
痛
で
す
」

「
む
な
し
く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
」「
子
ど
も
が
引
き
こ
も
っ
て
い
ま
す
」「
別
れ
た
い
」「
恋

を
し
ま
し
た
」「
ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ
リ
で
死
に
た
い
」
…
…
。
年
を
経
て
も
尽
き
な
い
女
の

悩
み
。
い
く
つ
も
の
修
羅
を
引
き
受
け
、
ひ
た
す
ら
生
き
抜
い
て
き
た
著
者
が
、
親
身

に
本
音
で
語
り
か
け
る
人
生
の
極
意
と
は
。

［
２
０
１
４
年
９
月
］
431504Ȃ9◆

新赤1486

鈴
木
敏
夫

仕
事
道
楽

新
版
ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
の
現
場

１
０
７
８
円

「
い
つ
も
現
在
進
行
形
、
面
白
い
の
は
目
の
前
の
こ
と
。」
─
─
“
好
き
な
も
の
を
好
き

な
よ
う
に
”
作
り
つ
づ
け
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
制
作
の
最
前
線
を
駆
け
抜
け
て
き

た
ジ
ブ
リ
も
三
〇
年
。
高
畑
勲
監
督
の
一
四
年
ぶ
り
の
新
作
公
開
、宮
崎
駿
監
督
の「
引

退
宣
言
」
と
大
き
な
転
換
点
を
迎
え
た
今
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
・
鈴
木
敏
夫
が
語
る
こ

と
と
は
？

口
絵
も
一
新
、
新
章
を
加
え
た
決
定
版
！

［
２
０
１
４
年
５
月
］
431486Ȃ8◆

新赤1474

小
長
谷

正
明

医
学
探
偵
の
歴
史
事
件
簿

品
切（
電
子
版
あ
り
）

歴
史
上
の
人
物
の
行
動
に
は
、
病
気
と
医
学
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
病
気
持
ち
の
大

統
領
や
独
裁
者
、
王
た
ち
は
歴
史
を
ど
う
変
え
た
か
。
ツ
タ
ン
カ
ー
メ
ン
や
ロ
マ
ノ
フ

家
の
家
系
の
真
実
と
は
。
最
近
の
遺
伝
子
鑑
定
や
歴
史
医
学
研
究
、
歴
史
記
録
の
解
読

を
通
じ
て
、
そ
の
真
相
に
迫
る
。
二
・
二
六
事
件
や
第
二
㗨
大
戦
末
期
の
反
乱
事
件
、

医
学
の
革
新
者
た
ち
の
逸
話
も
紹
介
。

［
２
０
１
４
年
２
月
］
431474Ȃ5◆
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新赤1468

成

毛

眞

も
っ
と
面
白
い
本

７
７
０
円

「
本
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
困
る
」「
給
料
が
み
る
み
る
本
に
変
わ
る
」。
大
反
響（
悲
鳴
？
）

を
呼
ん
だ
前
作
『
面
白
い
本
』。「
も
っ
と
面
白
い
本
が
読
み
た
い
」「
も
っ
と
面
白
い
本

を
教
え
て
ほ
し
い
」。
火
の
つ
い
た
読
書
欲
に
“
も
っ
と
”
が
止
ま
ら
な
い
。
人
間
、
宇

宙
、
世
界
、
歴
史
、
芸
術
、
科
学
。
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
、
面
白
い
本
。
熱
い
要
望
に

こ
た
え
て
贈
る
、
家
計
圧
迫
必
至
の
第
二
弾
。

［
２
０
１
４
年
１
月
］
431468Ȃ4◆

新赤1457

む
の

た
け
じ

99

歳

一

日

一

言
７
９
２
円

「
夜
が
朝
を
産
む
」「
勝
敗
は
結
論
で
は
な
い
。
そ
こ
か
ら
の
出
発
だ
」「
首
尾
一
貫
、
終

始
一
貫
。
産
声
も
あ
の
世
行
き
も
メ
デ
タ
イ
。
笑
っ
て
死
の
う
よ
」
…
…
。
99
歳
を
目

前
に
し
た
現
役
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
よ
る
示
唆
に
満
ち
た
知
恵
の
こ
と
ば
。
日
々
の
過

ご
し
方
か
ら
仕
事
へ
の
心
構
え
、
政
治
参
加
、
さ
ら
に
は
卒
寿
を
越
え
て
の
境
地
、
男

と
女
の
機
微
ま
で
、
幅
広
く
、
深
く
語
る
人
生
讃
歌
。

［
２
０
１
３
年
11
月
］
431457Ȃ8◆

新赤1443

小
泉
英
政

土
と
生
き
る
循
環
農
場
か
ら

品
切（
電
子
版
あ
り
）

大
切
に
送
り
出
す
産
直
野
菜
の
一
箱
は
、
無
農
薬
・
無
化
学
肥
料
、
里
森
を
循
環
す
る

落
ち
葉
堆
肥
の
恵
み
。
成
田
国
際
空
港
が
飲
み
込
ん
だ
地
に
寄
り
添
い
、
有
機
農
業
の

豊
か
な
世
界
を
探
求
し
つ
づ
け
る
著
者
は
、
そ
の
一
箱
一
箱
に
穏
や
か
な
不
屈
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
添
え
続
け
る
。
日
日
の
仕
事
、
大
胆
不
敵
な
挑
戦
、
小
さ
な
喜
び
、
季
節
の

味
、
と
も
に
あ
る
人
々
、
そ
し
て
三
・
一
一
後
の
土
へ
の
思
い
。
［
２
０
１
３
年
９
月
］
431443Ȃ1◆

新赤1414

長

田

弘

な
つ
か
し
い
時
間

９
６
８
円

言
葉
、
風
景
、
人
た
ち
、
本
…
…
。
こ
の
国
の
未
来
に
む
か
っ
て
失
わ
れ
て
は
い
け
な

い
大
切
な
も
の
。
二
十
世
紀
の
終
わ
り
か
ら
二
十
一
世
紀
へ
、
そ
し
て
３
・
11
へ
と
い

う
時
代
に
立
ち
会
い
つ
つ
、
再
生
を
求
め
て
、
み
ず
か
ら
の
詩
と
と
も
に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ

レ
ビ
「
視
点
・
論
点
」
で
語
っ
た
十
七
年
の
集
成
。

［
２
０
１
３
年
２
月
］
431414Ȃ1◆

新赤1411

ピ
ー
タ
ー
・
バ
ラ
カ
ン

ラ
ジ
オ
の
こ
ち
ら
側
で

品
切（
電
子
版
あ
り
）

一
九
七
四
年
、
一
人
の
ロ
ン
ド
ン
出
身
の
青
年
が
日
本
に
降
り
立
っ
た
─
─
。
以
来
、

異
国
の
文
化
の
壁
に
ぶ
つ
か
り
つ
つ
、
世
紀
を
ま
た
い
で
音
楽
シ
ー
ン
と
メ
デ
ィ
ア
の

激
変
の
波
に
揉
ま
れ
な
が
ら
、
良
い
音
楽
を
電
波
に
乗
せ
る
べ
く
今
も
奮
闘
中
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
と
デ
ィ
ジ
タ
ル
全
盛
の
現
在
、
愛
し
て
止
ま
な
い
ラ
ジ
オ
と
音
楽
の
可
能

性
を
、
あ
ら
た
め
て
発
信
す
る
。

［
２
０
１
３
年
１
月
］
431411Ȃ0◆
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新赤1409

成

毛

眞

面

白

い

本
７
７
０
円

面
白
い
に
も
ホ
ド
が
あ
る
！

書
評
サ
イ
ト
Ｈ
Ｏ
Ｎ
Ｚ
の
代
表
が
太
鼓
判
を
押
す
、
選

り
す
ぐ
り
の
面
白
本
一
〇
〇
冊
。
ハ
ー
ド
な
科
学
本
か
ら
不
思
議
な
脱
力
本
ま
で
。
い

ず
れ
劣
ら
ぬ
粒
ぞ
ろ
い
。
一
冊
読
ん
だ
ら
全
冊
読
み
た
く
な
る
。
本
代
が
か
か
っ
て
仕

方
が
な
い
、
な
ん
と
も
メ
イ
ワ
ク
（
？
）
千
万
な
究
極
の
ブ
ッ
ク
ガ
イ
ド
。

［
２
０
１
３
年
１
月
］
431409Ȃ7◆

新赤1408

梯

久
美
子

百

年

の

手

紙

ʕ
日
本
人
が
遺
し
た
こ
と
ば
ʕ

９
９
０
円

田
中
正
造
、
寺
田
寅
彦
、
宮
柊
二
、
端
野
い
せ
、
吉
田
茂
、
中
島
敦
、
横
光
利
一
、
山

田
五
十
鈴
、
室
生
犀
星
、
管
野
す
が
…
…
。
恋
人
、
妻
・
夫
、
子
ど
も
へ
の
愛
、
戦
地

か
ら
の
伝
言
、
権
力
に
抗
っ
た
理
由
、「
遺
書
」、
そ
し
て
友
人
へ
の
弔
辞
…
…
。
激
動

の
時
代
を
生
き
ぬ
い
た
有
名
無
名
の
人
び
と
の
、
素
朴
で
熱
い
想
い
が
凝
縮
さ
れ
た
百

通
の
手
紙
を
め
ぐ
る
、
珠
玉
の
エ
ッ
セ
イ
。

［
２
０
１
３
年
１
月
］
431408Ȃ0

新赤1332

宮

崎

駿

本

へ

の

と

び

ら

ʕ
岩
波
少
年
文
庫
を
語
る
ʕ

ʪ
カ
ラ
ー
版
ʫ
１
１
０
０
円

「
生
ま
れ
て
き
て
よ
か
っ
た
ん
だ
、
と
子
ど
も
に
エ
ー
ル
を
送
る
の
が
児
童
文
学
」。
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
界
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
世
界
的
に
注
目
さ
れ
る
著
者
が
、
長
年

親
し
ん
で
き
た
岩
波
少
年
文
庫
の
中
か
ら
お
薦
め
の
五
〇
冊
を
紹
介
。
あ
わ
せ
て
、
自

ら
の
読
書
体
験
、
児
童
文
学
の
挿
絵
の
魅
力
、
そ
し
て
震
災
後
の
世
界
に
つ
い
て
な
ど
、

本
へ
の
、
子
ど
も
へ
の
熱
い
思
い
を
語
る
。

［
２
０
１
１
年
10
月
］
431332Ȃ8

新赤1238

辰
濃
和
男

ぼ
ん
や
り
の
時
間

品
切（
電
子
版
あ
り
）

常
に
時
間
に
追
わ
れ
、
効
率
を
追
い
求
め
る
生
き
方
が
、
現
代
人
の
心
を
破
壊
し
つ
つ

あ
る
。
今
こ
そ
、
ぼ
ん
や
り
と
過
ご
す
時
間
の
価
値
が
見
直
さ
れ
て
よ
い
の
で
は
な
い

か
。
で
は
、
そ
う
し
た
時
間
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
何
が
必
要
で
あ
り
、
そ
こ
に
ど
ん

な
豊
か
さ
が
生
ま
れ
る
か
。
さ
ま
ざ
ま
な
書
物
に
ヒ
ン
ト
を
求
め
、
自
ら
の
体
験
も
ま

じ
え
な
が
ら
つ
づ
る
思
索
的
エ
ッ
セ
イ
。

［
２
０
１
０
年
３
月
］
431238Ȃ3◆

新赤1234

鶴
見
俊
輔

思

い

出

袋
８
８
０
円

戦
後
思
想
史
に
独
自
の
軌
跡
を
し
る
す
著
者
が
、
戦
中
・
戦
後
を
と
お
し
て
出
会
っ
た

多
く
の
人
や
本
、
自
ら
の
決
断
な
ど
を
縦
横
に
語
る
。
抜
き
ん
出
た
知
性
と
独
特
の
感

性
が
光
る
多
彩
な
回
想
の
な
か
で
も
、
そ
の
北
米
体
験
と
戦
争
経
験
は
、
著
者
の
原
点

を
鮮
や
か
に
示
し
て
い
る
。
著
者
八
〇
歳
か
ら
七
年
に
わ
た
り
綴
っ
た
『
図
書
』
連
載

「
一
月
一
話
」
の
集
成
に
、
書
き
下
ろ
し
の
終
章
を
付
す
。

［
２
０
１
０
年
３
月
］
431234Ȃ5◆
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新赤1199

小
沢
昭
一

神
崎
宣
武
聞
き
手

道

楽

三

昧

ʕ
遊
び
つ
づ
け
て
八
十
年
ʕ

９
０
２
円

虫
と
り
、
べ
い
ご
ま
・
め
ん
こ
、
相
撲
・
野
球
…
…
と
の
め
り
込
ん
で
の
道
楽
少
年
は
、

昭
和
四
年
生
ま
れ
。
八
〇
歳
の
今
日
ま
で
俳
優
を
生
業
（
な
り
わ
い
）
と
し
な
が
ら
、

大
道
芸
、
落
語
、
歌
、
俳
句
、
釣
り
、
競
馬
、
さ
ら
に
は
〇
〇
ま
で
、
存
分
に
遊
ぶ
。

で
も
、
も
し
か
す
る
と
生
業
も
遊
び
で
は
な
か
ろ
う
か
と
。
い
ま
、
職
業
と
道
楽
の
関

係
に
考
察
が
及
ぶ
小
沢
昭
一
遊
び
の
一
代
記
。
写
真
多
数
。

［
２
０
０
９
年
７
月
］
431199Ȃ7

新赤1095

辰
濃
和
男

文
章
の
み
が
き
方

１
０
１
２
円

い
い
文
章
を
書
く
た
め
に
、
作
家
・
文
章
家
た
ち
は
何
を
心
が
け
て
い
る
か
。
漱
石
・

荷
風
か
ら
向
田
邦
子
・
村
上
春
樹
ま
で
幅
広
い
人
び
と
の
明
か
す
知
恵
を
手
が
か
り
に
、

実
践
的
な
方
策
を
考
え
る
。
歩
く
こ
と
の
効
用
、
辞
書
の
徹
底
活
用
、
比
喩
の
工
夫

…
…
。
執
筆
中
と
推
敲
時
だ
け
で
な
く
、
日
常
の
な
か
の
留
意
点
も
ま
じ
え
て
説
く
、

ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
『
文
章
の
書
き
方
』
の
姉
妹
編
。

［
２
０
０
７
年
10
月
］
431095Ȃ2

新赤1010

㙣
紫
哲
也

ス

ロ

ー

ラ

イ

フ

ʕ
緩
急
自
在
の
す
す
め
ʕ

７
９
２
円

Ｉ
Ｔ
革
命
の
進
行
の
下
で
、
い
ま
暮
ら
し
と
仕
事
の
あ
ら
ゆ
る
領
域
で
ス
ピ
ー
ド
や
効

率
を
求
め
る
勢
い
が
加
速
し
て
い
る
。
だ
が
、
他
方
で
そ
の
潮
流
へ
の
根
本
的
な
懐
疑

も
確
実
に
拡
が
っ
て
い
よ
う
。「
秒
」
に
追
わ
れ
る
ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス
タ
ー
な
ら
で
は

の
痛
切
な
問
題
意
識
に
立
っ
て
、「
ス
ロ
ー
」
に
生
き
る
こ
と
の
意
味
と
可
能
性
を
全
国

各
地
の
食
生
活
・
教
育
・
旅
な
ど
の
実
例
か
ら
考
え
る
。

［
２
０
０
６
年
４
月
］
431010Ȃ5◆

新赤970

池

内

紀

森

の

紳

士

録

ʕ
ぼ
く
の
出
会
っ
た
生
き
物
た
ち
ʕ品

切（
電
子
版
あ
り
）

月
下
の
散
歩
者
ム
サ
サ
ビ
、
森
の
怪
人
ヒ
グ
マ
、
忍
び
の
名
人
イ
ワ
ナ
、
幻
の
獣
オ
オ

カ
ミ

森
の
つ
つ
ま
し
い
生
き
物
た
ち
は
、
人
間
よ
り
も
は
る
か
に
「
紳
士
」
で
あ

る
。
ド
イ
ツ
文
学
者
に
し
て
自
然
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
旅
人
で
も
あ
る
著
者
が
、
山
歩

き
の
道
す
が
ら
、
ま
た
さ
ま
ざ
ま
な
書
物
の
中
で
出
会
っ
た
生
き
物
た
ち
の
㗡
を
、
生

き
生
き
と
描
き
出
す
。
著
者
自
筆
イ
ラ
ス
ト
も
満
載
！

［
２
０
０
５
年
９
月
］
430970Ȃ3◆

新赤966

高

良

勉

沖

縄

生

活

誌

品
切（
電
子
版
あ
り
）

一
一
人
兄
弟
の
末
っ
子
で
唯
一
の
戦
後
生
ま
れ
。
公
務
員
で
あ
る
か
た
わ
ら
詩
人
で
も

あ
る
著
者
が
、
沖
縄
の
日
常
の
生
活
を
歳
時
記
風
に
紹
介
し
た
エ
ッ
セ
イ
集
。
旧
正

月
・
お
盆
な
ど
の
年
中
行
事
、
唄
・
踊
り
・
食
な
ど
民
俗
文
化
、
基
地
や
沖
縄
戦
の
影

な
ど
、
日
々
の
暮
ら
し
の
な
か
に
、
沖
縄
の
森
羅
万
象
が
顔
を
出
す
。
味
わ
い
深
い
沖

縄
案
内
。
写
真
＝
中
平
卓
馬
・
惠
原
弘
太
郎
。

［
２
０
０
５
年
８
月
］
430966Ȃ6◆
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新赤902

新
藤
兼
人

シ

ナ

リ

オ

人

生

品
切（
電
子
版
あ
り
）

ド
ラ
マ
は
人
生
だ
。
ど
ち
ら
も
発
端
、
ᷤ
藤
、
終
結
の
三
段
階
で
構
成
さ
れ
る
。
著
者

は
、
貧
乏
と
戦
争
と
さ
ま
ざ
ま
な
不
幸
に
加
え
絶
え
ざ
る
研
鑽
の
の
ち
に
そ
れ
に
気
づ

く
。
現
像
場
の
便
所
の
落
し
紙
に
印
刷
さ
れ
た
脚
本
を
熟
読
し
、
小
津
安
二
郎
、
溝
口

健
二
、
内
田
吐
夢
ら
の
映
画
つ
く
り
か
ら
直
接
学
ん
だ
ド
ラ
マ
と
人
生
の
核
心
。
九
二

歳
に
し
て
初
心
を
ふ
り
か
え
る
人
生
的
エ
ッ
セ
イ
。

［
２
０
０
４
年
７
月
］
430902Ȃ4◆

新赤890

辛

淑

玉

怒

り

の

方

法

品
切（
電
子
版
あ
り
）

う
ま
く
怒
れ
な
い
と
い
う
悩
み
は
意
外
に
多
い
。
だ
が
、
怒
り
は
、
生
き
る
力
に
も
、

人
間
関
係
を
変
え
て
い
く
き
っ
か
け
に
も
な
る
。
ど
う
す
れ
ば
、
怒
り
の
感
情
を
効
果

的
に
相
手
に
伝
え
ら
れ
る
の
か
。
社
会
へ
の
怒
り
は
、
ど
う
表
現
す
れ
ば
い
い
の
か
。

怒
り
上
手
を
自
認
す
る
著
者
が
、
怒
り
を
封
じ
込
め
よ
う
と
す
る
日
本
社
会
の
歪
み
を

指
摘
し
な
が
ら
、
怒
り
の
素
を
取
り
除
く
方
法
を
伝
授
す
る
。

［
２
０
０
４
年
５
月
］
430890Ȃ4◆

新赤877

永

六

輔

伝

言
８
３
６
円

「
戦
争
は
嫌
で
ご
ざ
い
ま
す
。
親
孝
行
が
で
き
ま
せ
ん
し
、
何
し
ろ
散
ら
か
し
ま
す
か

ら
」

こ
れ
は
新
内
の
岡
本
文
弥
さ
ん
の
言
葉
。
伝
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
言
葉
が

あ
る
。
そ
し
て
言
葉
に
は
伝
え
方
が
あ
る
。
言
葉
の
職
人
た
る
著
者
が
、
三
年
ぶ
り
に

紡
ぎ
出
す
六
輔
ワ
ー
ル
ド
、
い
よ
い
よ
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
、
真
摯
に
そ
し
て
楽
し
く
、

智
慧
の
言
葉
の
数
々
を
繰
り
広
げ
る
。

［
２
０
０
４
年
２
月
］
430877Ȃ5◆

新赤727

辰
濃
和
男

四

国

遍

路
９
２
４
円

四
国
八
十
八
カ
所
。
金
剛
杖
を
手
に
、
千
数
百
キ
ロ
を
ひ
た
す
ら
歩
く
。
土
地
の
人
か

ら
受
け
る
「
お
接
待
」
が
心
に
し
み
る
。
人
は
な
ぜ
四
国
を
め
ざ
す
の
だ
ろ
う
か
。
い

ま
、
ひ
と
り
の
お
遍
路
と
し
て
四
国
路
を
た
ど
る
著
者
の
胸
に
去
来
す
る
問
い
だ
。
人

び
と
と
出
あ
い
、
自
然
の
厳
し
さ
に
打
た
れ
つ
つ
歩
む
巡
礼
行
を
、
達
意
の
文
章
で
綴

る
連
作
エ
ッ
セ
イ
。

［
２
０
０
１
年
４
月
］
430727Ȃ3◆

新赤711

永

六

輔

嫁

と

姑
８
３
６
円

「
秋
茄
子
は
嫁
に
食
わ
す
な
」「
姑
と
嫁
の
良
い
の
は
物
怪
の
不
思
議
」

昔
か
ら
嫁

姑
を
め
ぐ
る
᷾
に
は
事
欠
か
な
い
。
᷾
や
語
録
、
対
談
・
講
演
録
を
交
え
つ
つ
、
嫁
姑

の
あ
り
方
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
を
語
り
、
賢
い
つ
き
あ
い
方
を
考
え
る
。
読
者
の

リ
ク
エ
ス
ト
に
答
え
、『
夫
と
妻
』『
親
と
子
』
に
続
く
三
部
作
の
完
結
編
。
ご
存
じ
、

六
輔
⁋
説
法
は
い
よ
い
よ
快
調
！

［
２
０
０
１
年
１
月
］
430711Ȃ2◆
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新赤655

永

六

輔

親

と

子
８
３
６
円

親
が
人
生
の
な
か
で
得
た
知
恵
を
子
ど
も
に
伝
え
る
に
は
？
〈
お
互
い
、
本
気
で
勝
負

し
な
け
れ
ば
ダ
メ
〉

ラ
ジ
オ
で
リ
ス
ナ
ー
と
交
流
し
、
全
国
を
訪
ね
歩
い
て
考
え

て
き
た
こ
と
を
、
お
な
じ
み
、
紙
上
バ
ラ
エ
テ
ィ
で
。
亡
く
な
っ
た
母
の
こ
と
、
ま
た
、

娘
と
の
対
談
な
ど
、
著
者
の
素
顔
も
そ
こ
か
し
こ
に
。
同
時
発
売
の
『
夫
と
妻
』
と
あ

わ
せ
、
人
間
関
係
の
タ
テ
ヨ
コ
を
語
る
。

［
２
０
０
０
年
１
月
］
430655Ȃ9◆

新赤654

永

六

輔

夫

と

妻
８
５
８
円

「
も
っ
と
粋
に
生
き
な
く
ち
ゃ
」

夫
婦
関
係
・
男
女
関
係
の
不
思
議
さ
、
お
も
し
ろ

さ
を
テ
ー
マ
に
、
ご
存
じ
、
六
輔
説
法
が
冴
え
わ
た
る
。
辛
淑
玉
さ
ん
・
中
山
千
夏
さ

ん
と
の
対
談
や
、
淡
谷
の
り
子
さ
ん
の
追
悼
講
演
は
著
者
な
ら
で
は
の
世
界
。
同
時
刊

行
の
『
親
と
子
』
と
あ
わ
せ
、
人
間
関
係
の
タ
テ
ヨ
コ
を
縦
横
に
語
る
紙
上
バ
ラ
エ
テ

ィ
。
人
間
関
係
ヨ
コ
編
。

［
２
０
０
０
年
１
月
］
430654Ȃ2◆

新赤625

阿

久

悠

愛
す
べ
き
名
歌
た
ち

ʕ
私
的
歌
謡
曲
史
ʕ

８
５
８
円

戦
後
歌
謡
史
の
ヒ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
、
数
々
の
名
曲
を
生
み
出
し
て
き
た
人
気
作
詞
家
に

よ
る
自
伝
的
歌
謡
曲
論
。
人
々
の
記
憶
に
残
る
思
い
出
の
メ
ロ
デ
ィ
や
一
世
を
風
靡
し

た
大
ヒ
ッ
ト
曲
な
ど
、
幼
少
期
か
ら
現
在
ま
で
、
心
を
ゆ
さ
ぶ
り
続
け
た
「
名
歌
」
た

ち
の
息
づ
か
い
を
時
代
の
風
景
の
中
に
描
き
出
し
た
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
な
歌
物
語
。

［
１
９
９
９
年
７
月
］
430625Ȃ2◆

新赤557

永

六

輔

商

人
（
あ

き

ん

ど
）

８
３
６
円

「
つ
く
る
の
は
努
力
す
れ
ば
誰
で
も
で
き
ま
す
が
、
売
る
と
な
る
と
才
覚
が
あ
り
ま
せ

ん
と
ね
ェ
」「
Ẓ
風
と
店
は
拡
げ
る
と
倒
れ
や
す
く
な
り
ま
す
」「〈
約
束
を
守
る
〉〈
Ἓ

つ
か
な
い
〉〈
言
い
訳
し
な
い
〉、
こ
れ
が
す
べ
て
や
」

思
わ
ず
膝
を
叩
き
、
と
き

に
ハ
ッ
と
さ
せ
ら
れ
る
智
恵
の
言
葉
の
数
々
。
語
録
・
対
談
・
講
演
録
で
構
成
す
る
六

輔
ワ
ー
ル
ド
、
い
よ
い
よ
フ
ィ
ナ
ー
レ
。

［
１
９
９
８
年
４
月
］
430557Ȃ6◆

新赤528

永

六

輔

芸

人
８
３
６
円

「
人
間
で
あ
る
前
に
芸
人
で
あ
っ
て
ほ
し
い
！
」「
客
が
よ
く
な
き
ゃ
芸
人
は
育
ち
ま
せ

ん
。
芸
人
が
育
つ
よ
う
な
客
が
い
ま
せ
ん
ね
」

語
録
と
対
談
・
講
演
録
で
構
成
す

る
ご
存
じ
六
輔
ワ
ー
ル
ド
、
い
よ
い
よ
著
者
の
原
点
と
も
い
う
べ
き
世
界
。
ひ
と
つ
の

笑
い
が
ど
れ
だ
け
人
生
を
豊
か
に
で
き
る
か

「
僕
は
芸
人
へ
の
尊
敬
と
愛
着
の
念

を
こ
め
て
、
こ
の
本
を
書
い
た
」。

［
１
９
９
７
年
10
月
］
430528Ȃ6◆
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新赤520

阿

久

悠

書
き
下
ろ
し
歌
謡
曲

６
９
３
円

『
時
の
過
ぎ
ゆ
く
ま
ま
に
』『
北
の
宿
か
ら
』『
青
春
時
代
』『
熱
き
心
に
』、
そ
し
て
ピ
ン

ク
・
レ
デ
ィ
ー

ヒ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
の
名
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
た
作
詞
家
が
、
一
〇

〇
編
の
詞
を
一
挙
に
書
き
下
ろ
す
と
い
う
放
れ
業
を
な
し
と
げ
た
。
時
代
を
捉
え
る
言

葉
を
つ
く
り
続
け
て
き
た
著
者
の
新
た
な
挑
戦
、
そ
し
て
語
り
だ
さ
れ
る
歌
謡
曲
論
。

〈
詞
〉
が
い
ま
甦
り
、
光
り
出
す
。

［
１
９
９
７
年
８
月
］
430520Ȃ0◆

新赤464

永

六

輔

職

人
８
１
４
円

「
職
業
に
貴
賤
は
な
い
と
い
う
け
れ
ど
、
生
き
方
に
は
貴
賤
が
あ
り
ま
す
ね
ェ
」。
モ
ノ

を
つ
く
る
職
人
さ
ん
た
ち
な
ら
で
は
の
知
恵
に
満
ち
た
言
葉
の
数
々
を
軸
に
、
対
談
・

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、そ
し
て
講
演
録
な
ど
で
構
成
す
る
紙
上
バ
ラ
エ
テ
ィ
。『
大
往
生
』『
二

度
目
の
大
往
生
』
に
続
く
、
ご
存
じ
永
六
輔
ワ
ー
ル
ド
第
三
弾
。
著
者
い
わ
く
、「
僕
は

こ
れ
を
一
番
書
き
た
か
っ
た
」。

［
１
９
９
６
年
10
月
］
430464Ȃ7◆

新赤410

永

六

輔

二
度
目
の
大
往
生

８
３
６
円

「
人
間
は
病
気
で
死
ぬ
ん
じ
ゃ
な
い
。
寿
命
で
死
ぬ
ん
だ
よ
」「
が
ん
ば
っ
て
く
た
び
れ

ち
ゃ
い
け
ま
せ
ん
。
く
た
び
れ
な
い
よ
う
に
が
ん
ば
ら
な
き
ゃ
」

生
き
る
知
恵
に

満
ち
た
庶
民
の
言
葉
の
数
々
、
そ
し
て
、「
一
人
対
談
」
や
講
演
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
で
構
成

す
る
紙
上
バ
ラ
エ
テ
ィ
。
思
わ
ず
笑
い
、
や
が
て
し
ん
み
り
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。『
大

往
生
』
二
百
万
読
者
に
お
く
る
待
望
の
第
二
弾
！

［
１
９
９
５
年
10
月
］
430410Ȃ4◆

新赤400

五
木
寛
之

日

記

ʕ
十
代
か
ら
六
十
代
ま
で
の
メ
モ
リ
ー
ʕ

１
０
７
８
円

一
九
四
八
年
（
十
五
歳
）「
…
今
是
非
ほ
し
い
も
の
。
一
、
白
ズ
ボ
ン

二
、
ラ
ケ
ッ
ト

三
、
風
呂
し
き

四
、
自
転
車

み
ん
な
夢
で
あ
る
」。
一
九
六
七
年
（
三
十
四
歳
）「
…

コ
ラ
ム
執
筆
…
魚
屋
に
寄
り
サ
バ
二
本
求
む
…
百
グ
ラ
ム
二
十
円
に
て
二
百
二
十
円

也
」。
身
辺
の
出
来
事
、
友
人
た
ち
や
家
族
と
の
か
か
わ
り
、
読
書
の
随
想
か
ら
旅
の
記

録
ま
で
、
五
十
年
に
わ
た
り
書
き
綴
ら
れ
た
作
家
の
日
記
。

［
１
９
９
５
年
７
月
］
430400Ȃ5

新赤375

大
江

健
三
郎

あ
い
ま
い
な
日
本
の
私

９
０
２
円

「
私
は
渡
辺
一
夫
の
ユ
マ
ニ
ス
ム
の
弟
子
と
し
て
、
小
説
家
で
あ
る
自
分
の
仕
事
が
、
言

葉
に
よ
っ
て
表
現
す
る
者
と
、
そ
の
受
容
者
と
を
、
個
人
の
、
ま
た
時
代
の
痛
苦
か
ら

と
も
に
ᷠ
復
さ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
魂
の
傷
を
癒
す
も
の
と
な
る
こ
と
を
ね
が
っ
て
い
ま

す
。」

一
九
九
四
年
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
受
賞
記
念
講
演
ほ
か
、
全
九
Ἣ
の
講
演
に
語

ら
れ
た
、
深
く
暖
か
い
思
索
の
原
点
と
現
在
。

［
１
９
９
５
年
１
月
］
430375Ȃ6
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新赤329

永

六

輔

大

往

生
８
８
０
円

人
は
み
な
必
ず
死
ぬ
。
死
な
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
そ
れ
な
ら
、
人
間
ら
し
い
死

を
迎
え
る
た
め
に
、
深
刻
ぶ
ら
ず
に
、
も
っ
と
気
楽
に
「
老
い
」「
病
い
」、
そ
し
て
「
死
」

を
語
り
あ
お
う
。
本
書
は
、
全
国
津
々
浦
々
を
旅
す
る
な
か
で
聞
い
た
、
心
に
し
み
る

庶
民
の
ホ
ン
ネ
や
寸
言
を
ち
り
ば
め
つ
つ
、
自
在
に
書
き
綴
ら
れ
た
人
生
の
知
恵
。
死

へ
の
確
か
な
ま
な
ざ
し
が
、
生
の
尊
さ
を
照
ら
し
出
す
。

［
１
９
９
４
年
３
月
］
430329Ȃ9◆

新赤328

辰
濃
和
男

文

章

の

書

き

方
９
２
４
円

わ
か
り
や
す
い
文
章
を
書
く
た
め
に
は
、
何
に
気
を
つ
け
た
ら
よ
い
か
。
日
頃
か
ら
心

が
け
る
べ
き
こ
と
は
何
な
の
か
。『
朝
日
新
聞
』の
コ
ラ
ム「
天
声
人
語
」の
元
筆
者
が
、

福
沢
諭
吉
か
ら
沢
木
耕
太
郎
に
い
た
る
様
々
な
名
文
を
引
き
な
が
ら「
文
は
心
で
あ
る
」

こ
と
を
強
調
す
る
と
と
も
に
、
読
む
人
の
側
に
立
つ
こ
と
、
細
部
へ
の
こ
だ
わ
り
、
先

入
観
の
恐
ろ
し
さ
等
の
ポ
イ
ン
ト
を
て
い
ね
い
に
説
く
。

［
１
９
９
４
年
３
月
］
430328Ȃ2

新赤249

阿
波
根

昌
鴻

命

こ

そ

宝
沖
縄
反
戦
の
心

９
４
６
円

「
自
ら
の
土
地
を
戦
争
準
備
の
た
め
の
基
地
に
使
わ
せ
な
い
」。
復
帰
前
、
沖
縄
・
伊
江

島
の
島
ぐ
る
み
の
土
地
闘
争
を
主
導
し
て
米
軍
を
追
い
つ
め
た
著
者
は
、
九
〇
歳
に
な

る
い
ま
も
、
基
地
解
放
を
求
め
て
闘
い
続
け
、
反
戦
平
和
㗦
料
館
（
ヌ
チ
ド
ゥ
タ
カ
ラ

〔
命
こ
そ
宝
〕
の
家
）
を
主
宰
し
、
平
和
を
創
る
実
践
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
復
帰
後

二
〇
年
の
闘
い
を
語
り
、
生
涯
を
か
け
た
こ
と
ば
を
紡
ぎ
だ
す
。
［
１
９
９
２
年
10
月
］
430249Ȃ0

黄 389

椎

名

誠

活
字
の
サ
ー
カ
ス

ʕ
面
白
本
大
追
跡
ʕ

８
３
６
円

旅
に
出
る
時
、
ど
ん
な
本
を
持
っ
て
い
く
か
。
本
書
は
こ
の
「
カ
バ
ン
の
底
の
黄
金
本
」

の
選
び
方
か
ら
始
ま
る
。
Ｓ
Ｆ
、
ロ
マ
ン
、
サ
バ
イ
バ
ル
・
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
、
そ
し
て

動
物
学
、
海
洋
学
等
々
の
サ
ー
カ
ス
。
活
字
の
不
思
議
世
界
へ
の
探
険
を
タ
テ
糸
に
、

日
本
全
国
津
々
浦
々
、
は
た
ま
た
世
界
の
辺
境
地
に
お
い
て
の
足
に
よ
る
実
践
的
見
聞

を
ヨ
コ
糸
に
織
り
な
す
椎
名
流
超
読
書
の
す
す
め
。

［
１
９
８
７
年
10
月
］
420389Ȃ6

黄 351

島

秀
之
助

プ
ロ
野
球
審
判
の
眼

７
７
０
円

昭
和
一
一
年
の
発
足
以
来
、
半
世
紀
を
経
た
日
本
の
プ
ロ
野
球
。
そ
の
華
麗
な
る
世
界

を
支
え
る
孤
独
な
審
判
生
活
を
四
十
余
年
続
け
た
元
セ
・
リ
ー
グ
審
判
部
長
が
、
名
試

合
・
珍
プ
レ
ー
を
回
想
し
、
苦
心
や
失
敗
談
も
ま
じ
え
つ
つ
胸
の
内
を
初
め
て
明
か
す
。

「
ホ
ー
ム
ラ
ン
性
の
フ
ラ
イ
が
鳥
に
当
た
っ
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
内
に
落
ち
た
ら
？
」
な
ど
、

野
球
規
則
の
面
白
さ
を
伝
え
る
〈
100
問
100
答
〉
も
収
録
。

［
１
９
８
６
年
９
月
］
420351Ȃ3
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黄 316

安

田

武

昭
和
青
春
読
書
私
史

１
０
１
２
円

時
代
は
戦
争
に
向
か
っ
て
走
っ
て
い
た
。
昭
和
十
二
年
春
、
中
学
一
年
生
の
と
き
手
に

し
た
『
モ
ン
テ
・
ク
リ
ス
ト
伯
』
の
復
讐
奇
㞍
が
著
者
を
本
の
世
界
の
魅
力
に
引
き
ず

り
込
む
。
言
葉
も
交
わ
せ
ぬ
異
性
の
心
を
フ
ラ
ン
ス
文
学
の
な
か
に
探
り
、
紅
灯
の
᷿

を
荷
風
の
小
説
と
と
も
に
さ
ま
よ
う
。

軍
靴
の
足
音
近
づ
く
昭
和
十
年
代
の
青
春

体
験
を
、
万
感
あ
ふ
れ
る
思
い
を
こ
め
て
語
り
綴
る
。

［
１
９
８
５
年
10
月
］
420316Ȃ2

黄 167

北

杜

夫

マ
ン
ボ
ウ
雑
学
記

７
９
２
円

か
の
名
高
き
マ
ン
ボ
ウ
先
生
が
持
前
の
博
学
ぶ
り
を
思
う
存
分
発
揮
し
て
独
自
の
論
を

展
開
す
る
。「
日
本
に
つ
い
て
」
で
は
神
話
や
伝
承
の
中
に
民
族
の
魂
の
遍
歴
を
探
り
、

「
お
化
け
に
つ
い
て
」
で
は
日
本
の
お
化
け
の
怖
さ
・
面
白
さ
を
明
ら
か
に
す
る
。
自
ら

の
体
験
に
も
と
づ
く
「
看
護
婦
に
つ
い
て
」「
躁
鬱
に
つ
い
て
」
を
含
め
て
、
い
ず
れ
も

ユ
ー
モ
ア
精
神
ᷓ
れ
る
、
若
者
の
た
め
の
エ
ッ
セ
イ
。

［
１
９
８
１
年
９
月
］
420167Ȃ0

黄 87

脇
村

義
太
郎

東

西

書

肆

街

考
９
２
４
円

江
戸
時
代
に
日
本
の
出
版
業
の
出
発
点
と
な
っ
た
京
都
と
、
近
代
以
後
そ
の
集
中
の
規

模
と
総
合
性
に
お
い
て
世
界
で
も
比
類
の
な
い
巨
大
な
書
物
同
業
者
街
と
な
っ
た
神

田
。
愛
書
家
と
し
て
知
ら
れ
る
著
者
は
、
厖
大
な
文
献
を
探
査
し
、
多
く
の
聞
き
書
き

を
行
な
っ
て
、
こ
の
東
西
二
都
の
書
肆
街
（
本
屋
街
）
の
経
営
史
を
描
き
だ
し
た
。『
図

書
』
連
載
中
か
ら
好
評
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
た
。

［
１
９
７
９
年
６
月
］
420087Ȃ1

黄 47

土
屋
祝
郎

紅

萌

ゆ

る

ʕ
昭
和
初
年
の
青
春
ʕ

１
０
５
６
円

昭
和
四
年
の
京
都
。
若
者
た
ち
は
三
高
寮
歌
「
紅
萌
ゆ
る
岡
の
花
」
の
大
合
唱
に
酔
い

し
れ
て
い
た
。
し
か
し
時
代
は
軍
国
主
義
へ
。
本
書
は
、
旧
制
高
校
を
舞
台
に
展
開
さ

れ
る
若
々
し
い
青
春
の
雰
囲
気
を
生
き
い
き
と
描
く
と
と
も
に
、
著
者
た
ち
が
学
内
自

治
を
守
る
ス
ト
に
参
加
し
、
逮
捕
・
拷
問
さ
れ
、
つ
い
に
退
学
を
決
意
す
る
ま
で
の
経

過
を
克
明
に
た
ど
る
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
。

［
１
９
７
８
年
５
月
］
420047Ȃ5

青 FȂ112

都
留
重
人

ア
メ
リ
カ
遊
学
記

７
７
０
円

人
が
旅
か
ら
持
ち
帰
る
も
の
は
、
自
ら
学
び
身
に
付
け
た
も
の
だ
け
で
あ
る
。
十
五
年

戦
争
前
夜
、
単
身
日
本
を
発
ち
、
新
天
地
ア
メ
リ
カ
へ
。
経
済
学
と
の
出
会
い
、
ハ
ー

バ
ー
ド
で
の
研
鑽
、
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
と
の
交
流
な
ど
、
一
学
徒
と
し
て
過
ご
し
た
学

究
の
日
々
を
回
想
す
る
。
若
々
し
い
、
ま
っ
す
ぐ
な
視
線
が
と
ら
え
た
ア
メ
リ
カ
。
都

留
経
済
学
の
原
点
を
知
る
貴
重
な
記
録
で
あ
る
。

［
１
９
５
０
年
９
月
］
415112Ȃ8
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青 FȂ103

深
田
久
弥

ヒ
マ
ラ
ヤ
登
攀
史
第
二
版

８
８
０
円

世
界
の
屋
根
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
は
今
も
昔
も
人
び
と
の
心
を
と
ら
え
て
離
さ
な
い
。
一
九
五

〇
年
フ
ラ
ン
ス
隊
の
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
初
登
頂
に
始
ま
る
ヒ
マ
ラ
ヤ
黄
金
時
代
に
、
現
在

と
は
比
較
に
な
ら
ぬ
貧
弱
な
装
備
、
不
完
全
な
地
図
し
か
も
た
ぬ
先
人
達
は
、
八
千
メ

ー
ト
ル
の
高
峰
に
ど
ん
な
夢
を
見
、
挑
ん
で
い
っ
た
の
か
。
本
書
は
人
と
山
と
の
壮
絶

な
闘
い
の
歴
史
を
綴
っ
た
記
録
で
あ
る
。

［
１
９
６
９
年
１
月
］
415103Ȃ6

青 FȂ97

加
藤
周
一

続
羊

の

歌

ʕ
わ
が
回
想
ʕ

９
６
８
円

す
べ
て
の
自
由
を
圧
殺
し
て
い
た
軍
国
主
義
は
、一
九
四
五
年
八
月
一
五
日
突
然
崩
壊
。

著
者
は
本
郷
の
医
学
部
に
も
ど
り
再
び
研
究
生
活
に
入
る
。
や
が
て
戦
後
文
学
の
出
発

と
な
っ
た
「
一
九
四
六
年
文
学
的
考
察
」
の
発
刊
、
フ
ラ
ン
ス
留
学
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ

リ
カ
作
家
会
議
へ
の
参
加
と
著
者
の
足
跡
は
広
が
り
、
折
か
ら
起
っ
た
日
米
安
保
条
約

反
対
の
大
運
動
は
す
べ
て
の
日
本
人
を
巻
き
こ
ん
で
ゆ
く
。

［
１
９
６
８
年
９
月
］
415097Ȃ8◆

青 FȂ96

加
藤
周
一

羊

の

歌

ʕ
わ
が
回
想
ʕ

１
０
１
２
円

「
現
代
日
本
人
の
平
均
に
近
い
一
人
の
人
間
が
ど
う
い
う
条
件
の
下
に
で
き
上
っ
た
か
、

例
を
自
分
に
と
っ
て
語
ろ
う
」
と
著
者
は
い
う
。
し
か
し
、
こ
こ
に
は
羊
の
歳
に
生
れ
、

戦
争
と
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
荒
れ
狂
う
風
土
の
中
で
、
自
立
し
た
精
神
を
持
ち
、
時
世
に
埋

没
す
る
こ
と
な
く
生
き
続
け
た
、
決
し
て
平
均
で
な
い
力
強
い
一
個
性
の
形
成
を
見
出

す
こ
と
が
で
き
る
。

［
１
９
６
８
年
８
月
］
415096Ȃ1◆

青 FȂ93

梅
棹
忠
夫

知
的
生
産
の
技
術

９
６
８
円

学
校
で
は
知
識
は
教
え
る
け
れ
ど
知
識
の
獲
得
の
し
か
た
は
あ
ま
り
教
え
て
く
れ
な

い
。
メ
モ
の
と
り
方
、
カ
ー
ド
の
利
用
法
、
原
稿
の
書
き
方
な
ど
基
本
的
技
術
の
訓
練

不
足
が
研
究
能
力
の
低
下
を
も
た
ら
す
と
考
え
る
著
者
は
、
長
年
に
わ
た
る
模
索
の
体

験
と
共
同
討
論
の
中
か
ら
確
信
を
え
て
、
創
造
的
な
知
的
生
産
を
行
な
う
た
め
の
実
践

的
技
術
に
つ
い
て
の
提
案
を
試
み
る
。

［
１
９
６
９
年
７
月
］
415093Ȃ0◆

青 FȂ92

清
水

幾
太
郎

論

文

の

書

き

方
９
４
６
円

論
文
や
リ
ポ
ー
ト
は
、
な
か
な
か
書
け
な
い
も
の
で
あ
る
。
も
と
よ
り
「
い
か
に
考
え

る
べ
き
か
」
を
離
れ
て
「
い
か
に
書
く
か
」
は
存
在
し
え
な
い
。
著
者
は
当
代
一
流
の

文
章
家
。
そ
の
文
体
の
明
晰
暢
達
は
ひ
ろ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
読
者
は
、
著
者
の
多
年

の
執
筆
経
験
に
即
し
な
が
ら
文
章
と
い
う
も
の
の
秘
密
を
教
え
ら
れ
、
文
章
構
成
の
基

本
的
ル
ー
ル
を
興
味
深
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
よ
う
。

［
１
９
５
９
年
３
月
］
415092Ȃ3◆

随筆 ―230

0011-003-259_新書統合組_再校_初校.smd  Page 229 23/04/20 15:56  v3.60

青 FȂ83

桑
原
武
夫
編

一

日

一

言

ʕ
人
類
の
知
恵
ʕ

８
５
８
円

人
類
の
歴
史
は
、
偉
大
な
行
為
を
な
し
と
げ
た
人
び
と
の
英
知
に
か
が
や
く
言
葉
に
よ

っ
て
飾
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
「
人
類
の
知
恵
」
と
も
い
う
べ
き
名
言
を
、
偉
人
の

生
没
日
に
あ
わ
せ
、
一
年
三
六
六
日
に
配
列
し
、
略
伝
、
肖
像
を
付
し
た
。
新
し
い
形

の
人
生
読
本
で
あ
り
、
人
類
の
歴
史
を
見
わ
た
す
多
彩
な
パ
ノ
ラ
マ
で
も
あ
る
。
あ
な

た
の
生
活
を
深
く
豊
か
に
す
る
座
右
の
書
。

［
１
９
５
６
年
12
月
］
415083Ȃ1

青 FȂ81

恒
藤
恭
・
大
内
兵
衛
・
鈴
木
大
拙
他

続
私

の

信

条
９
４
６
円

本
書
は
「
私
の
信
条
」
と
同
様
、
一
九
五
○
年
か
ら
五
一
年
に
か
け
て
雑
誌
『
世
界
』

に
連
載
さ
れ
た
寄
稿
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
恒
藤
恭
、
秋
田
雨
雀
、
三
好
達
治
、
中
野

好
夫
、
山
川
菊
栄
、
川
端
康
成
、
鈴
木
大
拙
ら
二
十
氏
の
発
言
を
収
め
る
。
戦
後
日
本

を
代
表
す
る
彼
ら
の
忌
憚
な
い
信
条
、
社
会
や
自
ら
の
仕
事
に
対
す
る
真
摯
な
発
言
と

そ
の
㗡
勢
は
、
今
日
な
お
わ
れ
わ
れ
の
生
き
方
に
指
針
を
与
え
る
。［
１
９
５
１
年
12
月
］
415081Ȃ7

青 FȂ80

安
倍
能
成
・
志
賀
直
哉
・
小
泉
信
三
他

私

の

信

条
９
６
８
円

「
自
分
の
仕
事
と
世
の
中
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
」「
こ
の
世
で
失
い
た
く
な
い
、
残
し

て
お
き
た
い
も
の
に
つ
い
て
」
の
二
つ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
、
戦
後
日
本
を
代
表
す
る
各

界
の
先
達
が
そ
れ
ぞ
れ
忌
憚
な
い
信
条
を
吐
露
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
巻
に
は
、
安
倍
能

成
、
志
賀
直
哉
、
津
田
左
右
吉
、
和
⁋
哲
郎
、
荒
畑
寒
村
、
正
宗
白
鳥
、
中
野
重
治
、

柳
田
國
男
ら
二
十
氏
の
発
言
を
収
め
る
。

［
１
９
５
１
年
10
月
］
415080Ȃ0

青 FȂ71

Ṅ

振

鐸

安
藤
彦
太
郎
・
斎
藤
秋
男
訳

書
物
を
焼
く
の
記

ʕ
日
本
占
領
下
の
上
海
知
識
人
ʕ

９
２
４
円

「
こ
の
本
は
問
題
に
な
る
だ
ろ
う
か
」「
こ
の
雑
誌
は
、
残
し
て
お
い
て
も
さ
し
つ
か
え

な
い
だ
ろ
う
か
」
…
…
。
日
本
占
領
下
の
上
海
で
文
化
統
制
は
極
度
に
強
ま
り
、
あ
ら

ゆ
る
抗
日
的
な
書
籍
・
雑
誌
・
新
聞
が
所
持
者
の
手
に
よ
っ
て
焼
き
捨
て
ら
れ
る
運
命

に
遭
っ
た
。
占
領
下
で
民
族
を
裏
切
ら
ず
良
心
的
に
生
き
た
中
国
の
知
識
人
が
、
そ
の

悲
痛
な
体
験
と
民
衆
の
生
活
を
生
々
し
く
描
い
た
貴
重
な
記
録
。
［
１
９
５
４
年
７
月
］
415071Ȃ8

青 FȂ60

梅
棹
忠
夫

モ
ゴ
ー
ル
族
探
検
記

８
８
０
円

一
三
世
紀
初
頭
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
が
樹
立
し
た
モ
ン
ゴ
ー
ル
帝
国
の
版
図
は
、
遠
く
東
欧

か
ら
南
ロ
シ
ア
に
ま
で
及
ん
だ
。
そ
の
末
裔
と
お
ぼ
し
き
蒙
古
族
の
一
部
が
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
奥
地
の
ど
こ
か
に
い
る

。
こ
の
地
図
に
も
記
録
に
も
残
さ
れ
て
い
な
い
民

族
を
探
し
求
め
て
、
遂
に
こ
れ
を
つ
き
と
め
、
そ
の
風
習
、
言
語
を
調
査
し
た
京
大
カ

ラ
コ
ル
ム
・
ヒ
ン
ズ
ー
ク
シ
探
検
隊
人
類
学
班
の
貴
重
な
記
録
。
［
１
９
５
６
年
９
月
］
415060Ȃ2
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青 FȂ31

堀
田
善
衞

イ
ン
ド
で
考
え
た
こ
と

９
２
４
円

ア
ジ
ア
各
地
へ
の
旅
行
に
お
い
て
、
私
た
ち
は
、
自
分
た
ち
に
共
通
す
る
何
も
の
か
を

感
じ
、
近
代
お
よ
び
現
代
日
本
の
運
命
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
に
思
い
を
め
ぐ
ら
さ
ざ

る
を
え
な
い
。
古
い
文
明
の
重
荷
を
担
い
つ
つ
新
し
い
未
来
を
切
り
拓
こ
う
と
苦
悩
す

る
イ
ン
ド
へ
の
旅
。
鋭
敏
な
現
代
感
覚
を
も
つ
作
家
に
よ
る
こ
の
思
想
旅
行
記
は
、
同

時
に
現
代
日
本
に
対
す
る
文
明
批
評
の
書
で
も
あ
る
。

［
１
９
５
７
年
12
月
］
415031Ȃ2

青 FȂ27

大
江

健
三
郎

ヒ
ロ
シ
マ
・
ノ
ー
ト

９
０
２
円

広
島
の
悲
劇
は
過
去
の
も
の
で
は
な
い
。
一
九
六
三
年
夏
、
現
地
を
訪
れ
た
著
者
の
見

た
も
の
は
、十
数
年
後
の
あ
る
日
突
如
と
し
て
死
の
宣
告
を
う
け
る
被
爆
者
た
ち
の“
悲

惨
と
威
厳
”
に
満
ち
た
㗡
で
あ
り
医
師
た
ち
の
献
身
で
あ
っ
た
。
著
者
と
広
島
と
の
か

か
わ
り
は
深
ま
り
、
そ
の
報
告
は
人
々
の
胸
を
打
つ
。
平
和
の
思
想
の
人
間
的
基
盤
を

明
ら
か
に
し
、
現
代
と
い
う
時
代
に
対
決
す
る
告
発
の
書
。

［
１
９
６
５
年
６
月
］
415027Ȃ5

青 FȂ9

大
牟
羅

良

も
の
い
わ
ぬ
農
民

８
８
０
円

「
日
本
の
チ
ベ
ッ
ト
」
と
い
わ
れ
た
岩
手
県

そ
の
山
村
で
、
貧
困
と
因
襲
を
背
負
い

な
が
ら
黙
々
と
働
く
農
民
た
ち
は
、
い
ろ
り
端
で
、
行
商
し
て
あ
る
く
著
者
に
対
し
て
、

自
分
の
こ
と
ば
で
、
そ
の
生
活
の
喜
び
や
悲
し
み
を
語
っ
た
。
嫁
姑
の
確
執
、
二
・
三

男
問
題
、
土
地
へ
の
愛
着
、
子
供
や
老
人
の
㗡
等
々
。
日
本
社
会
の
最
も
深
い
鉱
脈
を

な
す
農
民
た
ち
の
語
る
言
葉
に
耳
を
傾
け
よ
う
。

［
１
９
５
８
年
２
月
］
415009Ȃ1

赤 RȂ40

ヴ
ォ
ド
ピ
ヤ
ー
ノ
フ

米
川
正
夫
訳

北

極

飛

行
１
０
５
６
円

北
極
冬
営
隊
員
を
極
地
へ
と
運
ぶ
大
任
を
果
た
し
た
、
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
連
邦
の
飛
行
家
が

残
し
た
記
録
。
そ
の
周
到
な
る
用
意
、
燃
ゆ
る
如
き
科
学
的
精
神
、
人
間
が
初
め
て
北

極
に
降
り
立
っ
た
時
の
感
激
の
光
景
等
。
大
自
然
に
た
ち
む
か
う
人
間
の
力
を
描
い
て

同
時
代
に
衝
撃
を
与
え
、
そ
の
文
学
的
価
値
に
は
高
い
評
価
が
寄
せ
ら
れ
た
。

［
１
９
３
９
年
７
月
］
400040Ȃ2

赤 RȂ17

矢
内
原

忠
雄

余
の
尊
敬
す
る
人
物

９
０
２
円

優
れ
た
学
者
で
あ
る
と
共
に
、毅
然
た
る
信
念
に
生
き
る
人
と
し
て
知
ら
れ
る
著
者
が
、

そ
の
尊
敬
す
る
人
物
の
中
か
ら
エ
レ
ミ
ヤ
、
日
蓮
、
リ
ン
カ
ー
ン
、
新
渡
戸
稲
造
の
四

人
を
選
び
、
そ
の
生
を
㚞
剌
と
描
い
た
も
の
が
本
書
で
あ
る
。
太
平
洋
戦
争
中
に
こ
の

書
が
生
ま
れ
た
こ
と
の
重
み
と
併
せ
て
、
彼
ら
の
宗
教
的
信
念
の
深
さ
は
、
今
日
な
お

わ
れ
わ
れ
の
心
を
打
つ
。

［
１
９
４
０
年
５
月
］
400017Ȃ4
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芸

術

新赤1964

佐
藤
洋
一
・
衣
川
太
一

占
領
期
カ
ラ
ー
写
真
を
読
む

ʕ
オ
キ
ュ
パ
イ
ド
・
ジ
ャ
パ
ン
の
色
ʕ

ʪ
カ
ラ
ー
64
頁
ʫ
１
２
５
４
円

七
〇
年
以
上
前
、
占
領
下
の
日
本
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
人
に
よ
っ
て
無
数
の
カ
ラ
ー

写
真
が
撮
影
さ
れ
、
い
ま
、
そ
れ
ら
が
続
々
と
世
に
出
て
き
て
い
る
。「
敗
者
」
を
撮
っ

た
そ
れ
ら
に
は
、
当
時
の
人
々
、
日
常
、
風
景
が
、
驚
く
ほ
ど
あ
ざ
や
か
な
色
と
と
も

に
焼
き
付
け
ら
れ
て
い
る
。
目
を
奪
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
こ
か
ら
何
が
分
か
る
の

か
？

㗦
料
と
し
て
活
用
す
る
に
は
？

［
２
０
２
３
年
２
月
］
431964Ȃ1◆

新赤1819

島

尾

新

水

墨

画

入

門
１
０
１
２
円

墨
と
、
筆
と
、
紙
─
─
こ
の
、
シ
ン
プ
ル
な
素
材
か
ら
生
み
だ
さ
れ
て
き
た
「
モ
ノ
ク

ロ
ー
ム
の
世
界
」
は
、
果
て
し
な
く
豊
か
で
、
奥
深
く
、
そ
し
て
愉
し
い
。
東
ア
ジ
ア

独
自
の
筆
墨
文
化
に
広
く
目
く
ば
り
し
な
が
ら
、
水
墨
画
の
歴
史
と
思
想
、
作
品
と
技

法
を
縦
横
無
尽
に
読
み
解
く
。
矢
代
幸
雄
の
名
著
『
水
墨
画
』
か
ら
五
〇
年
、
あ
ら
た

な
水
墨
画
へ
の
道
案
内
。

［
２
０
１
９
年
12
月
］
431819Ȃ4

新赤1798

井
田
太
郎

酒
井
抱
一
俳
諧
と
絵
画
の
織
り
な
す
抒
情

ʪ
カ
ラ
ー
口
絵
８
頁
ʫ
１
０
７
８
円

名
門
大
名
家
に
生
ま
れ
な
が
ら
、
市
井
で
生
涯
を
終
え
た
、
抱
一
。「
琳
派
」
誕
生
を
決

定
づ
け
た
こ
の
才
能
は
、
多
彩
な
交
友
か
ら
、
宝
井
其
角
・
尾
形
光
琳
へ
の
敬
慕
に
至

り
、
畢
生
の
名
作
「
夏
秋
草
図
Ẓ
風
」
を
う
み
だ
し
た
。
江
戸
社
会
を
自
在
に
往
還
し

た
そ
の
軌
跡
を
、
絵
画
と
俳
諧
の
両
面
か
ら
丁
寧
に
読
み
解
く
評
伝
。
新
出
作
品
を
含

む
図
版
多
数
。

［
２
０
１
９
年
９
月
］
431798Ȃ2

新赤1754

犬

丸

治

平
成
の
藝
談
歌
舞
伎
の
真
髄
に
ふ
れ
る

８
３
６
円

芸
談
は
、
先
人
の
芸
へ
の
懐
古
憧
憬
で
あ
る
と
と
も
に
、
後
進
へ
の
㗫
咤
鞭
撻
の
役
割

を
あ
わ
せ
も
つ
。
あ
る
と
き
は
さ
ら
り
と
、
あ
る
と
き
は
ぐ
さ
り
と
。
歌
舞
伎
役
者
の

こ
と
ば
は
深
い
。
舞
台
の
心
得
、「
型
」
と
い
う
も
の
、
伝
承
と
革
新
、
終
わ
り
な
き
芸

の
道
。
勘
三
郎
、
三
津
五
郎
を
は
じ
め
、
平
成
の
世
に
輝
い
た
名
優
た
ち
の
芸
談
で
つ

む
ぐ
、
㗨
代
へ
向
け
た
歌
舞
伎
論
。

［
２
０
１
８
年
12
月
］
431754Ȃ8
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新赤1730

金

成

玟

Ｋ

－

Ｐ
Ｏ
Ｐ
新
感
覚
の
メ
デ
ィ
ア

９
４
６
円

Ｂ
Ｔ
Ｓ
、
Ｔ
Ｗ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
、
Ｅ
Ｘ
Ｏ
…
…
日
㕾
関
係
の
悪
化
と
と
も
に
㕾
流
ブ
ー
ム
は
去

っ
た
と
思
っ
て
い
た
ら
、
い
つ
の
ま
に
か
若
者
た
ち
は
Ｋ

－

Ｐ
Ｏ
Ｐ
に
夢
中
に
な
っ
て

い
た
。
そ
の
魅
力
と
秘
密
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ト
レ
ン
ド
と
ポ
ッ
プ

な
欲
望
が
交
錯
す
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
メ
デ
ィ
ア
時
代
の
音
楽
空
間
を
メ
デ
ィ
ア
論
の
視

点
か
ら
考
え
る
。

［
２
０
１
８
年
７
月
］
431730Ȃ2◆

新赤1721

大
高

保
二
郎

ベ
ラ
ス
ケ
ス
宮
廷
の
な
か
の
革
命
者

ʪ
口
絵
８
頁
ʫ
１
０
５
６
円

マ
ネ
が
「
画
家
た
ち
の
画
家
」
と
絶
賛
し
た
「
高
貴
な
る
天
才
画
家
」
ベ
ラ
ス
ケ
ス
。

フ
ェ
リ
ペ
四
世
に
愛
さ
れ
、
宮
廷
画
家
と
し
て
も
王
の
廷
臣
と
し
て
も
頂
点
ま
で
の
ぼ

り
つ
め
た
彼
の
人
生
に
は
、
し
か
し
、
生
涯
隠
し
続
け
た
大
き
な
秘
密
が
あ
っ
た
─
─
。

大
作
《
ラ
ス
・
メ
ニ
ー
ナ
ス
》
に
残
さ
れ
た
自
画
像
を
導
き
の
糸
に
、
彼
が
起
こ
し
た

「
革
命
」
の
真
相
に
迫
る
、
決
定
版
評
伝
。

［
２
０
１
８
年
５
月
］
431721Ȃ0

新赤1608

宮
下

規
久
朗

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
美
の
都
の
一
千
年

１
１
２
２
円

水
の
都
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
、
た
ぐ
い
稀
な
「
美
の
都
」
で
も
あ
る
。
千
年
以
上
に
わ
た

り
独
立
を
保
ち
「
ア
ド
リ
ア
海
の
女
王
」
と
呼
ば
れ
た
都
市
国
家
は
、
テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー

ノ
ら
の
天
才
画
家
を
生
み
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
か
ら
一
流
芸
術
家
が
集
ま
っ
た
。
町
の
あ

ち
こ
ち
に
息
づ
き
、
い
ま
も
新
し
さ
を
加
え
て
い
る
建
築
や
美
術
を
切
り
口
に
、
ヴ
ェ

ネ
ツ
ィ
ア
の
歴
史
と
魅
力
を
存
分
に
紹
介
す
る
。

［
２
０
１
６
年
６
月
］
431608Ȃ4◆

新赤1603

豊
川
斎
赫

丹
下
健
三
戦
後
日
本
の
構
想
者

９
２
４
円

時
代
の
精
神
を
独
自
の
美
へ
と
昇
華
す
る
構
想
力
。
丹
下
健
三
が
創
り
出
す
建
築
空
間

は
、
高
度
成
長
の
道
を
ひ
た
走
る
戦
後
日
本
の
象
徴
で
あ
っ
た
。「
建
築
の
化
身
」。
直

弟
子
・
磯
崎
新
を
し
て
そ
う
言
わ
し
め
た
人
物
の
足
跡
を
、
多
く
の
逸
材
を
輩
出
し
た

丹
下
シ
ュ
ー
レ
の
活
動
と
と
も
に
た
ど
る
。
バ
ブ
ル
期
の
計
画
と
構
想
に
ひ
そ
む
先
見

と
洞
察
に
光
を
あ
て
る
。

［
２
０
１
６
年
４
月
］
431603Ȃ9◆

新赤1520

大
友
良
英

学
校
で
教
え
て
く
れ
な
い
音
楽

品
切（
電
子
版
あ
り
）

学
校
の
音
楽
の
時
間
が
大
嫌
い
だ
っ
た
あ
な
た
も
、
合
唱
で
声
を
出
す
ふ
り
だ
け
し
て

い
た
き
み
も
、「
音
楽
の
根
っ
こ
に
あ
る
一
番
大
事
な
も
の
」
を
知
っ
た
㒒
間
か
ら
、
音

を
声
を
、
出
せ
る
よ
う
に
な
る
。
音
楽
の
授
業
が
苦
手
だ
っ
た
「
孤
高
の
即
興
ノ
イ
ズ

演
奏
家
」
に
し
て
「
あ
ま
ち
ゃ
ん
」
の
音
楽
で
も
知
ら
れ
る
百
戦
錬
磨
の
音
楽
家
が
、

「
音
楽
の
原
石
」
の
つ
か
み
と
り
方
を
語
る
。

［
２
０
１
４
年
12
月
］
431520Ȃ9◆
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新赤1490

宇
佐
美

文
理

中

国

絵

画

入

門

ʪ
カ
ラ
ー
口
絵
16
頁
ʫ
９
２
４
円

絵
画
の
基
本
的
な
要
素
は
、「
形
」
だ
が
、
中
国
絵
画
の
場
合
、
さ
ら
に
「
気
」
と
い
う

要
素
が
加
わ
る
。
気
と
は
何
か
？

そ
も
そ
も
形
と
は
何
か
？

気
と
形
の
関
係
は
？

そ
の
実
例
を
示
し
な
が
ら
、
中
国
絵
画
独
特
の
気
と
形
に
つ
い
て
丁
寧
に
説
明
す
る
。

そ
し
て
、
原
始
か
ら
清
代
ま
で
、
代
表
的
な
作
品
一
三
〇
点
を
紹
介
し
、
そ
の
魅
力
を

探
る
。

［
２
０
１
４
年
６
月
］
431490Ȃ5

新赤1485

ジ
ェ
ラ
ル
ド
・
グ
ロ
ー
マ
ー

瞽ご

女ぜ

う

た
９
０
２
円

家
々
を
巡
り
歩
き
三
味
線
伴
奏
で
歌
う
盲
目
の
女
旅
芸
人
、
瞽
女
。
関
東
甲
信
越
な
ど

日
本
各
地
に
見
ら
れ
た
㗡
は
失
わ
れ
て
久
し
く
、
録
音
や
映
像
も
少
な
い
。
門
付
け
唄

か
ら
長
尺
の
段
物
ま
で
、
近
世
以
降
の
芸
能
の
流
行
を
絶
え
ず
レ
パ
ー
ト
リ
ー
に
加
え

渡
世
を
凌
い
だ
そ
の
演
目
と
演
奏
を
様
々
な
史
料
か
ら
読
み
解
き
、
芸
能
者
の
生
業
と

組
織
、
迎
え
入
れ
た
社
会
、
歌
を
聴
く
文
化
の
変
容
を
考
え
る
。
［
２
０
１
４
年
５
月
］
431485Ȃ1◆

新赤1473

佐
々
木

幹
郎

東

北

を

聴

く

ʕ
民
謡
の
原
点
を
訪
ね
て
ʕ

８
１
４
円

「
牛
方
節
」「
斎
太
郎
節
」「
新
相
馬
節
」…
…
。
土
地
に
生
ま
れ
て
根
づ
い
た
唄
に
、人
々

は
ど
ん
な
思
い
を
込
め
て
き
た
の
か
。
時
代
を
経
て
人
々
に
口
ず
さ
ま
れ
る
中
で
、
唄

は
ど
の
よ
う
な
変
容
を
と
げ
て
き
た
の
か
。
詩
人
が
、
津
軽
三
味
線
の
二
代
目
高
橋
竹

山
と
と
も
に
、
東
日
本
大
震
災
の
直
後
に
被
災
地
の
村
々
を
行
脚
し
た
稀
有
な
旅
の
記

録
。

［
２
０
１
４
年
２
月
］
431473Ȃ8

新赤1453

湯

浅

学

ボ
ブ
・
デ
ィ
ラ
ン
ロ
ッ
ク
の
精
霊

８
３
６
円

デ
ィ
ラ
ン
の
歌
は
深
読
み
を
誘
う
。
聴
け
ば
聴
く
ほ
ど
憶
測
を
よ
ぶ
。
意
味
を
問
う
ほ

ど
意
味
が
逃
げ
て
い
く
。
Ṗ
多
き
現
代
の
吟
遊
詩
人
。「
風
に
吹
か
れ
て
」「
ラ
イ
ク
・

ア
・
ロ
ー
リ
ン
グ
・
ス
ト
ー
ン
」
な
ど
、
数
々
の
名
曲
で
人
び
と
を
魅
了
し
な
が
ら
も
、

つ
ね
に
人
び
と
の
理
解
を
超
え
て
い
く
。
そ
の
人
生
の
足
跡
と
作
品
の
軌
跡
を
た
ど

り
、
幻
惑
す
る
ト
リ
ッ
ク
ス
タ
ー
の
核
心
に
迫
る
。

［
２
０
１
３
年
11
月
］
431453Ȃ0◆

新赤1415

山
藤
章
二

ヘ
タ
ウ
マ
文
化
論

７
９
２
円

「
近
頃
、
日
本
人
が
ヘ
タ
に
な
っ
て
い
る
！
」
と
嘆
く
著
者
。
と
こ
ろ
が
、
Ḫ
れ
ば
江
戸

庶
民
文
化
か
ら
、
ピ
カ
ソ
、
岡
本
太
郎
、
東
海
林
さ
だ
お
、
立
川
談
志
ま
で
、
そ
こ
に

は
脈
々
と
ヘ
タ
ウ
マ
が
息
づ
い
て
い
た
の
だ
っ
た
。
い
ま
や
芸
術
・
芸
能
・
サ
ブ
カ
ル

チ
ュ
ア
全
般
を
席
巻
す
る
ヘ
タ
ウ
マ
文
化
。
著
者
な
ら
で
は
の
愉
快
痛
快
な
筆
が
、
日

本
文
化
を
鮮
や
か
に
読
み
解
く
。

［
２
０
１
３
年
２
月
］
431415Ȃ8
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新赤1410

隈

研

吾

小

さ

な

建

築
８
５
８
円

強
さ
を
め
ざ
し
て
進
化
し
て
き
た
大
き
な
シ
ス
テ
ム
は
、
大
災
害
の
前
に
も
ろ
く
も
崩

れ
去
る
。
大
き
な
建
築
に
か
わ
る
小
さ
く
自
立
し
た
「
小
さ
な
建
築
」
は
、
人
間
と
世

界
と
を
再
び
つ
な
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
小
さ
な
単
位
を
「
積
む
」、
大
地
に
「
も
た
れ

か
か
る
」、
ゆ
る
や
か
に
「
織
る
」、
空
間
を
「
ふ
く
ら
ま
す
」。
歴
史
を
振
り
返
り
つ
つ

最
新
作
を
語
り
、
斬
新
な
発
想
か
ら
建
築
の
根
源
を
問
う
。

［
２
０
１
３
年
１
月
］
431410Ȃ3◆

新赤1303

藤
岡
靖
洋

コ
ル
ト
レ
ー
ン
ジ
ャ
ズ
の
殉
教
者

９
２
４
円

ジ
ョ
ン
・
コ
ル
ト
レ
ー
ン
（
一
九
二
六
ʕ
一
九
六
七
）。
そ
の
サ
ッ
ク
ス
か
ら
ほ
と
ば
し

る
音
は
、
ジ
ャ
ズ
と
い
う
音
楽
を
根
底
か
ら
変
え
た
。
本
書
は
、
コ
ル
ト
レ
ー
ン
を
よ

く
聴
く
人
は
も
ち
ろ
ん
、こ
れ
か
ら
聴
き
始
め
る
人
に
も
格
好
の
決
定
版
評
伝
で
あ
る
。

熱
く
煮
え
た
ぎ
る
時
代
の
な
か
、
音
楽
が
世
界
を
変
え
る
と
信
じ
、
ジ
ャ
ズ
の
可
能
性

を
極
限
ま
で
追
求
し
つ
づ
け
た
男
の
全
生
涯
を
描
く
。

［
２
０
１
１
年
３
月
］
431303Ȃ8◆

新赤1295

高

護

歌

謡

曲

ʕ
時
代
を
彩
っ
た
歌
た
ち
ʕ

８
８
０
円

日
本
に
生
ま
れ
た
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
「
歌
謡
曲
」。
そ
れ
は
誰
が
、
ど
の
よ
う
に
作
り
、

ど
う
歌
わ
れ
た
も
の
だ
っ
た
の
か
。
時
代
を
象
徴
す
る
ヒ
ッ
ト
曲
を
手
が
か
り
に
、
作

詞
家
、
作
曲
家
、
編
曲
家
、
歌
手
の
各
側
面
か
ら
、
そ
の
魅
力
の
源
泉
に
迫
る
。
制
作

の
背
景
、
楽
曲
・
歌
唱
の
音
楽
的
分
析
、
作
品
の
与
え
た
影
響
な
ど
、
初
め
て
書
か
れ

る
本
格
的
デ
ィ
ス
コ
グ
ラ
フ
ィ
で
あ
る
。

［
２
０
１
１
年
２
月
］
431295Ȃ6◆

新赤1162

山
川
静
夫

歌
舞
伎
の
愉
し
み
方

８
５
８
円

歌
舞
伎
は
観
客
も
立
派
な
構
成
要
素
、
感
じ
る
ま
ま
に
観
れ
ば
い
い
の
で
す
。
た
だ
、

今
の
世
の
中
、
ち
ょ
っ
と
し
た
手
助
け
で
愉
し
み
方
は
ず
っ
と
深
く
な
る
は
ず
で
す
よ

一
人
の
観
客
と
し
て
歌
舞
伎
を
愛
し
て
半
世
紀
、
当
代
の
見
巧
者
（
み
ご
う
し
ゃ
）

が
、
知
っ
て
お
け
ば
さ
ら
に
愉
し
め
る
「
約
束
事
」
の
数
々
か
ら
名
優
・
名
舞
台
の
息

づ
か
い
ま
で
、
練
達
の
筆
で
丁
寧
に
紹
介
す
る
。
格
好
の
入
門
書
。［
２
０
０
８
年
11
月
］
431162Ȃ1

新赤1160

隈

研

吾

自

然

な

建

築
８
８
０
円

二
〇
世
紀
の
世
界
を
覆
い
尽
く
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
。
そ
れ
は
場
所
と
素
材
と
の
関
係

性
を
断
ち
切
り
、
自
然
を
画
一
化
す
る
建
築
で
あ
っ
た
。
自
然
さ
と
は
、
素
材
や
景
観

だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。
タ
ウ
ト
や
ラ
イ
ト
の
作
品
に
ラ
ジ
カ
ル
な
方
法
論
を
読
み
解

き
、
水
、
石
、
木
、
竹
、
土
、
和
紙
な
ど
の
素
材
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
に
活
か
す
試

み
の
か
ず
か
ず
を
語
る
。

［
２
０
０
８
年
11
月
］
431160Ȃ7
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新赤1086

多
木
浩
二

肖

像

写

真

ʕ
時
代
の
ま
な
ざ
し
ʕ

７
７
０
円

肖
像
写
真
を
撮
る
ま
な
ざ
し
の
変
遷
か
ら
歴
史
が
見
え
て
く
る
。
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
知
識
人

を
撮
っ
た
一
九
世
紀
の
ナ
ダ
ー
ル
。
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
の
人
間
を
撮
っ
て
二
〇
世
紀
の

全
体
像
を
描
こ
う
と
し
た
ザ
ン
ダ
ー
。
被
写
体
に
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
さ
せ
た
現
代
写
真

家
ア
ヴ
ェ
ド
ン
。
彼
ら
の
肖
像
写
真
か
ら
は
、
記
述
さ
れ
た
歴
史
で
は
う
か
が
い
知
る

こ
と
が
な
か
っ
た
人
間
の
変
容
が
浮
か
び
上
が
る
。

［
２
０
０
７
年
７
月
］
431086Ȃ0

新赤858

森

ま
ゆ
み

東

京

遺

産

ʕ
保
存
か
ら
再
生
・
活
用
へ
ʕ

８
５
８
円

著
者
は
、
地
域
雑
誌
『
谷
中
・
根
津
・
千
駄
木
』
を
創
刊
し
て
以
降
、
同
誌
の
編
集
や

著
作
の
か
た
わ
ら
、
東
京
駅
、
同
潤
会
ア
パ
ー
ト
、
丸
ビ
ル
、
上
野
の
奏
楽
堂
な
ど
東

京
に
残
る
様
々
な
歴
史
的
建
造
物
の
保
存
運
動
に
か
か
わ
っ
て
き
た
。
二
〇
年
に
わ
た

る
そ
の
活
動
を
記
録
し
、
再
生
・
活
用
す
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
よ
い
か

を
提
言
す
る
。
都
区
内
の
文
化
財
（
建
造
物
）
一
覧
等
を
付
す
。
［
２
０
０
３
年
10
月
］
430858Ȃ4

新赤856

安
野
光
雅

絵

の

あ

る

人

生

ʕ
見
る
楽
し
み
、
描
く
喜
び
ʕ

９
０
２
円

い
い
絵
と
は
何
だ
ろ
う
か
。
名
画
は
ど
の
よ
う
に
生
ま
れ
、
画
家
た
ち
は
ど
う
生
き
た

の
か
。
プ
ロ
と
ア
マ
、
油
絵
と
水
彩
画
、
写
実
と
抽
象
、
そ
し
て
美
術
的
価
値
と
価
格

な
ど
に
も
ふ
れ
つ
つ
絵
画
の
豊
か
な
世
界
へ
と
案
内
。
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
、
ゴ
ッ
ホ
ら
の

興
味
深
い
逸
話
や
自
ら
の
経
験
を
語
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
絵
を
描
い
て
み
よ
う
と

す
る
人
へ
の
具
体
的
な
手
ほ
ど
き
も
行
な
う
。

［
２
０
０
３
年
９
月
］
430856Ȃ0

新赤818

吉
岡
幸
雄

日
本
の
色
を
染
め
る

ʪ
カ
ラ
ー
４
頁
ʫ
９
０
２
円

紅
花
で
艶
や
か
な
赤
を
染
め
、
紫
根
か
ら
深
い
紫
を
取
り
出
す
。
色
を
重
ね
、
そ
の
微

妙
な
変
化
を
楽
し
む
。
飛
鳥
・
天
平
の
美
や
『
源
氏
物
語
』
の
世
界
は
、
そ
の
繊
細
な

色
彩
感
覚
と
高
い
染
織
技
術
を
抜
き
に
し
て
は
語
れ
な
い
。
数
々
の
古
代
植
物
染
の
復

元
に
取
り
組
ん
で
き
た
著
者
が
、
実
作
者
な
ら
で
は
の
眼
を
活
か
し
て
読
み
解
く
、
日

本
の
色
と
衣
と
染
の
歴
史
。

［
２
０
０
２
年
12
月
］
430818Ȃ8

新赤757

田
中
充
子

プ

ラ

ハ

を

歩

く
９
０
２
円

ロ
マ
ネ
ス
ク
の
教
会
、
ゴ
シ
ッ
ク
の
大
聖
堂
か
ら
、
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
の
ア
パ
ー

ト
、
キ
ュ
ビ
ズ
ム
の
住
宅
に
い
た
る
ま
で
、
時
の
流
れ
に
抗
し
て
い
く
つ
も
の
建
築
様

式
を
残
し
て
き
た
街
、
プ
ラ
ハ
。
そ
の
独
特
の
魅
力
を
さ
が
し
て
街
を
歩
い
て
み
よ
う

街
並
み
と
人
々
を
語
り
な
が
ら
、
随
所
に
建
築
史
家
の
目
が
光
る
、
ユ
ニ
ー
ク
な

案
内
書
。

［
２
０
０
１
年
11
月
］
430757Ȃ0
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新赤574

Ḇ

原

悟

日
本
絵
画
の
あ
そ
び

８
８
０
円

日
本
絵
画
は
洒
落
た
視
覚
の
マ
ジ
ッ
ク
に
満
ち
て
い
る
。
大
小
を
逆
転
さ
せ
、
虚
実
の

境
を
紛
ら
わ
せ
、
極
端
な
対
比
で
強
調
し
、
さ
ら
に
は
威
厳
に
満
ち
た
図
像
を
戯
画
に

変
え
て
し
ま
う
。
冴
え
た
技
巧
に
支
え
ら
れ
て
奔
放
に
展
開
し
た
日
本
絵
画
の
面
白
さ

を
、
手
練
れ
の
著
者
が
存
分
に
書
き
下
ろ
し
た
興
味
深
い
も
う
ひ
と
つ
の
日
本
の
文
化

論
。
収
録
図
版
多
数
。

［
１
９
９
８
年
８
月
］
430574Ȃ3

新赤509

手
Ṃ
治
虫

ぼ
く
の
マ
ン
ガ
人
生

ʪ
カ
ラ
ー
２
頁
ʫ
９
９
０
円

ぼ
く
の
マ
ン
ガ
は
、
子
供
時
代
と
戦
争
体
験
が
原
点
に
な
っ
て
い
る
。

い
じ
め
ら

れ
っ
子
だ
っ
た
少
年
時
代
か
ら
は
じ
め
、
父
母
、
先
生
、
友
人
た
ち
の
思
い
出
、「
鉄
腕

ア
ト
ム
」
を
は
じ
め
と
す
る
作
品
の
技
法
や
そ
こ
に
こ
め
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
語
る
。
六

一
歳
の
若
さ
で
こ
の
世
を
去
っ
た
不
滅
の
マ
ン
ガ
家
が
残
し
た
多
く
の
講
演
記
録
を
編

集
。
ハ
ー
ト
フ
ル
な
肉
声
が
い
ま
甦
る
。

［
１
９
９
７
年
５
月
］
430509Ȃ5

新赤308・309

藤
森
照
信

日
本
の
近
代
建
築
⟹上
⟹下

ʕ
上
=幕
末
・
明
治
Ἣ
下
=大
正
・
昭
和
Ἣ
ʕ

上
９
６
８
円
、下
９
９
０
円

開
国
と
と
も
に
西
洋
館
が
や
っ
て
き
た
。
ア
ジ
ア
を
経
て
長
崎
・
神
戸
・
横
浜
へ
、
ア

メ
リ
カ
を
経
て
北
海
道
へ
。
明
治
の
時
代
と
と
も
に
日
本
の
近
代
建
築
は
展
開
す
る
。

大
正
に
入
る
と
第
二
世
代
が
登
場
し
、
建
築
と
は
何
か
を
自
覚
す
る
。
ア
ー
ル
ヌ
ー
ヴ

ォ
ー
か
ら
モ
ダ
ニ
ズ
ム
へ
と
昭
和
の
第
三
世
代
は
歩
み
、
戦
争
の
洗
礼
を
経
て
、
現
在

に
至
る
。「
建
築
探
偵
」
に
よ
る
本
格
的
通
史
！

［
上
１
９
９
３
年
10
月
、
下
11
月
］
430308Ȃ4
430309Ȃ1

新赤155

荒
井
信
一

ゲ

ル

ニ

カ

物

語

ʕ
ピ
カ
ソ
と
現
代
史
ʕ

９
０
２
円

ス
ペ
イ
ン
内
戦
の
時
代
に
生
ま
れ
、
二
○
世
紀
最
大
の
政
治
的
絵
画
と
い
わ
れ
る
「
ゲ

ル
ニ
カ
」。
パ
リ
万
国
博
（
一
九
三
七
年
）
に
初
め
て
展
示
さ
れ
た
こ
の
壁
画
は
、
単
に

ゲ
ル
ニ
カ
爆
撃
へ
の
怒
り
を
語
る
だ
け
で
は
な
い
。
著
者
は
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
人
民
戦

線
が
対
峙
す
る
時
代
状
況
に
重
ね
て
ピ
カ
ソ
の
内
面
的
な
苦
悩
を
描
き
、
さ
ら
に
戦
後

史
の
中
で
こ
の
絵
が
担
っ
た
役
割
に
ま
で
説
き
及
ぶ
。

［
１
９
９
１
年
１
月
］
430155Ȃ4

新赤104

赤
瀬
川

原
平

千

利

休
無
言
の
前
衛

９
２
４
円

利
休
の
創
出
し
た
佗
び
・
寂
び
と
は
ど
の
よ
う
な
世
界
な
の
か
。
冗
舌
な
権
力
者
・
秀

吉
と
の
確
執
の
中
か
ら
無
言
の
芸
術
・
縮
む
芸
術
を
考
案
し
、
斬
新
な
発
想
と
柔
軟
な

感
性
で
桃
山
時
代
を
前
衛
的
に
生
き
た
芸
術
家

映
画
「
利
休
」
の
シ
ナ
リ
オ
執
筆

を
契
機
に
、
そ
の
精
神
性
を
現
代
の
諸
相
の
中
に
浮
上
さ
せ
る
。
ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
て

活
躍
す
る
著
者
が
日
本
文
化
の
秘
奥
に
挑
む
超
エ
ッ
セ
イ
。

［
１
９
９
０
年
１
月
］
430104Ȃ2
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新赤83

三
杉
隆
敏

や
き
も
の
文
化
史

ʕ
景
徳
鎮
か
ら
海
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
へ
ʕ

９
０
２
円

火
と
土
が
出
会
い
、
焼
き
物
が
で
き
る
。
中
国
の
陶
工
は
そ
の
素
朴
な
技
術
を
何
千
年

も
か
け
て
磨
き
上
げ
、
㑹
出
し
た
作
品
を
数
多
く
産
み
出
し
た
。
そ
れ
ら
は
ま
た
中
国

の
特
産
品
と
し
て
世
界
中
に
交
易
さ
れ
、
各
地
の
港
跡
に
散
ら
ば
る
破
片
か
ら
「
海
の

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」
が
浮
か
び
上
が
る
。
景
徳
鎮
を
中
心
に
伝
統
の
中
国
陶
磁
に
秘
め
ら

れ
た
ド
ラ
マ
を
描
き
、
焼
き
物
文
化
の
世
界
史
的
意
味
を
説
く
。
［
１
９
８
９
年
８
月
］
430083Ȃ0

黄 328

中
村
歌
右
衛
門
・
山
川
静
夫

歌
右
衛
門
の
六
十
年

ʕ
ひ
と
つ
の
昭
和
歌
舞
伎
史
ʕ

７
９
２
円

六
世
中
村
歌
右
衛
門
は
女
形
一
筋
に
生
き
、
華
麗
で
情
艶
な
芸
風
に
よ
っ
て
昭
和
歌
舞

伎
を
現
在
の
隆
盛
に
導
い
た
。
本
書
は
山
川
静
夫
氏
を
聞
き
手
と
し
、
大
正
末
期
か
ら

今
日
に
至
る
歌
舞
伎
界
の
歴
史
を
自
己
の
歩
み
と
共
に
語
っ
た
も
の
で
あ
る
。
父
五
世

歌
右
衛
門
や
初
世
吉
右
衛
門
ら
名
優
の
肖
像
、
戦
中
・
戦
後
の
奮
闘
の
様
子
を
独
特
の

語
り
口
で
描
き
、
歌
舞
伎
の
現
状
に
率
直
な
意
見
を
述
べ
る
。

［
１
９
８
６
年
１
月
］
420328Ȃ5

黄 114

倉
田
喜
弘

明
治
大
正
の
民
衆
娯
楽

８
５
８
円

近
代
化
の
急
坂
を
登
り
続
け
た
明
治
大
正
期
に
は
様
々
な
民
衆
娯
楽
が
流
行
し
、
人
々

は
激
し
い
労
働
か
ら
の
解
放
を
大
道
や
寄
席
、
ラ
ジ
オ
の
演
芸
に
求
め
た
。
生
人
形
、

講
談
、
ど
ど
い
つ
、
歌
舞
伎
、
落
語
、
壮
士
芝
居
、
浪
花
節
、
さ
ら
に
は
戦
争
講
談
、

琵
琶
、
娘
義
太
夫
な
ど
、
一
世
を
風
靡
し
た
芸
能
に
つ
い
て
、
ス
タ
ー
、
興
行
の
あ
り

方
、
評
判
、
社
会
的
背
景
を
描
く
。

［
１
９
８
０
年
３
月
］
420114Ȃ4

黄 89

村
井
康
彦

茶

の

文

化

史
９
０
２
円

「
日
常
茶
飯
事
」
と
い
う
こ
と
ば
が
あ
る
よ
う
に
、
喫
茶
は
き
わ
め
て
日
常
的
な
い
と
な

み
で
あ
る
。
そ
れ
を
非
日
常
的
な
場
と
形
式
を
も
っ
て
行
な
う
と
こ
ろ
に
茶
の
湯
が
成

立
す
る
。
茶
は
ど
の
よ
う
に
人
び
と
に
嗜
ま
れ
、
日
本
独
特
の
生
活
文
化
と
し
て
の
構

造
と
特
質
を
そ
な
え
て
き
た
か
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
他
の
様
々
な
文
化
現
象
と
ど
う
か

か
わ
っ
て
い
る
の
か
。
茶
を
通
し
て
み
た
日
本
文
化
史
。

［
１
９
７
９
年
６
月
］
420089Ȃ5

青 FȂ48

園
部
三
郎
・
山
住
正
己

日
本
の
子
ど
も
の
歌

ʕ
歴
史
と
展
望
ʕ

９
０
２
円

明
治
以
来
の
学
校
唱
歌
、
わ
ら
べ
歌
、
軍
歌
、
童
謡
、
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
ソ
ン
グ
や
流
行

歌
は
ど
の
よ
う
な
進
化
と
変
化
を
遂
げ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
音
楽
評
論
家
と
教
育
研

究
者
が
、
変
化
す
る
メ
デ
ィ
ア
状
況
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
子
ど
も
た
ち
の
生
活
と
い

う
観
点
か
ら
子
ど
も
の
歌
を
読
み
解
き
、
音
楽
教
育
の
あ
る
べ
き
指
針
を
提
供
し
よ
う

と
し
た
一
冊
。
戦
後
社
会
の
リ
ア
リ
テ
ィ
が
こ
こ
に
。

［
１
９
６
２
年
11
月
］
415048Ȃ0
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青 EȂ86

吉
田
秀
和

二
十
世
紀
の
音
楽

９
４
６
円

古
典
音
楽
か
ら
ロ
マ
ン
派
、
印
象
主
義
と
い
う
歴
史
を
経
て
、
十
二
音
音
楽
、
新
古
典

派
と
い
っ
た
新
た
な
潮
流
を
生
み
、
シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
ク
、
ス
ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
ら
が

活
躍
し
た
激
動
の
二
十
世
紀
。
変
化
の
時
を
迎
え
た
音
楽
史
を
、
名
文
家
と
し
て
知
ら

れ
る
稀
代
の
評
論
家
が
「
演
奏
家
」「
作
曲
家
」「
聴
衆
と
社
会
」
と
い
う
視
点
か
ら
同

時
代
の
眼
で
捉
え
た
。

［
１
９
５
７
年
４
月
］
414086Ȃ3◆

青 EȂ70

矢
代
幸
雄

水

墨

画
９
０
２
円

墨
一
色
で
つ
く
り
出
さ
れ
た
美
の
世
界
。
水
墨
画
は
東
洋
絵
画
の
精
粋
で
あ
り
、
東
洋

の
材
料
・
技
術
お
よ
び
東
洋
人
独
自
の
感
覚
と
心
境
か
ら
生
ま
れ
た
美
術
で
あ
る
。
数

百
年
に
わ
た
っ
て
日
本
人
が
な
じ
ん
で
き
た
こ
の
水
墨
画
の
本
質
を
、
表
現
の
心
理
と

技
術
お
よ
び
禅
宗
思
想
と
の
関
係
に
お
い
て
明
ら
か
に
す
る
。
著
者
長
年
に
わ
た
る
東

西
美
術
へ
の
幅
広
い
蘊
蓄
を
背
景
に
綴
ら
れ
た
東
洋
画
論
。

［
１
９
６
９
年
12
月
］
414070Ȃ2

青 EȂ69

北
川
民
㗨

絵
を
描
く
子
供
た
ち

ʕ
メ
キ
シ
コ
の
思
い
出
ʕ

１
１
４
４
円

著
者
は
、
偶
然
の
運
命
か
ら
メ
キ
シ
コ
に
落
ち
着
き
、
国
立
野
外
美
術
学
校
教
師
に
迎

え
ら
れ
、
革
命
後
の
生
気
に
満
ち
た
メ
キ
シ
コ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
の
十
数
年
間
を
子
供
の

絵
の
指
導
に
あ
た
り
、
大
人
の
猿
ま
ね
で
な
い
、
自
由
な
創
造
的
な
児
童
画
を
育
て
あ

げ
た
。
当
時
の
興
味
深
い
体
験
の
記
録
を
ま
と
め
た
本
書
は
、
児
童
美
術
教
育
に
大
き

な
示
唆
を
与
え
る
だ
ろ
う
。

［
１
９
５
２
年
12
月
］
414069Ȃ6

青 EȂ62

澤
柳

大
五
郎

ギ
リ
シ
ア
の
美
術

１
０
７
８
円

パ
ル
テ
ノ
ン
を
築
き
、フ
ェ
イ
デ
ィ
ア
ス
を
生
ん
だ
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
世
界
。
著
者
は
、

親
し
く
ギ
リ
シ
ア
各
地
を
訪
れ
、
紺
青
の
地
中
海
の
ほ
と
り
、
オ
リ
ー
ブ
の
緑
に
お
お

わ
れ
た
丘
陵
に
点
在
す
る
神
殿
や
劇
場
、
あ
る
い
は
野
辺
の
墓
碑
、
ま
た
遺
跡
や
彫
刻

を
た
ず
ね
て
、
往
時
の
英
雄
、
美
女
、
競
技
者
た
ち
の
お
も
か
げ
を
偲
び
つ
つ
、
深
い

感
動
を
こ
め
て
ギ
リ
シ
ア
美
の
世
界
を
描
く
。

［
１
９
６
４
年
４
月
］
414062Ȃ7

青 EȂ57

芥
川

也
寸
志

音

楽

の

基

礎
９
２
４
円

人
そ
れ
ぞ
れ
に
音
楽
を
聞
き
演
奏
し
て
楽
し
む
。
し
か
し
さ
ら
に
深
く
音
楽
の
世
界
へ

わ
け
入
る
に
は
、
音
楽
の
基
礎
的
な
規
則
を
知
る
必
要
が
あ
る
。
本
書
は
、
作
曲
家
と

し
て
の
豊
か
な
体
験
に
も
と
づ
い
て
音
楽
の
基
礎
を
一
般
向
け
に
解
説
し
た
ユ
ニ
ー
ク

な
音
楽
入
門
。
静
寂
と
音
と
の
関
係
か
ら
、
調
性
・
和
声
・
対
位
法
ま
で
を
現
代
音
楽

や
民
族
音
楽
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
詳
述
す
る
。

［
１
９
７
１
年
８
月
］
414057Ȃ3◆
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赤 RȂ34

本
間
順
治

日

本

刀
１
０
１
２
円

日
本
刀
の
研
究
に
か
け
て
は
当
代
随
一
で
あ
っ
た
著
者
が
、
そ
の
蘊
蓄
を
傾
け
、
基
礎

的
知
識
を
平
易
明
快
に
説
い
た
書
。
日
本
刀
の
歴
史
、
特
色
、
鍛
錬
、
研
磨
、
鑑
定
、

取
扱
い
、
保
存
ま
で
多
岐
に
わ
た
り
解
説
、
国
宝
・
名
物
、
名
刀
正
宗
や
怪
刀
村
正
を

は
じ
め
と
し
た
著
名
な
刀
剣
に
も
論
及
。
口
絵
に
は
、
貴
重
な
国
宝
の
写
真
を
掲
載
。

［
１
９
３
９
年
５
月
］
400034Ȃ1◆

赤 RȂ10

ブ
ル
ー
ノ
・
タ
ウ
ト

篠
田
英
雄
訳

日
本
美
の
再
発
見
増
補
改
訳
版

８
８
０
円

桂
離
宮
を
は
じ
め
、
伊
勢
神
宮
、
飛
ḯ
白
川
の
農
家
お
よ
び
秋
田
の
民
家
な
ど
の
美
は
、

ド
イ
ツ
の
建
築
家
タ
ウ
ト
に
よ
っ
て
「
再
発
見
」
さ
れ
た
。
彼
は
、
ナ
チ
ス
を
逃
れ
て

滞
在
し
た
日
本
で
、
は
か
ら
ず
も
そ
れ
ら
の
日
本
建
築
に
「
最
大
の
単
純
の
中
の
最
大

の
芸
術
」
の
典
型
を
見
い
だ
し
た
の
で
あ
っ
た
。
日
本
建
築
に
接
し
て
驚
嘆
し
、
日
本

文
化
の
深
奥
に
遊
ん
だ
魂
の
記
録
。

［
１
９
６
２
年
２
月
・
１
９
３
９
年
６
月
］
400010Ȃ5◆

赤 RȂ9

羽
仁
五
郎

ミ
ケ
ル
ア
ン
ヂ
ェ
ロ

１
０
１
２
円

ミ
ケ
ル
ア
ン
ヂ
ェ
ロ
は
、
い
ま
、
生
き
て
い
る
。
う
た
が
う
ひ
と
は
、“
ダ
ヴ
ィ
デ
”
を

見
よ
！

イ
タ
リ
ア
の
自
由
都
市
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
市
民
と
し
て
生
ま
れ
、「
屈
従
の

手
工
芸
か
ら
公
共
自
由
の
芸
術
へ
」
と
、
民
衆
と
と
も
に
歩
ん
だ
ミ
ケ
ル
ア
ン
ヂ
ェ
ロ

の
伝
記
。
昭
和
十
四
年
、
軍
国
主
義
下
の
暗
い
時
代
に
、
自
由
へ
の
熱
い
思
い
を
こ
め

て
書
か
れ
た
名
著
。

［
１
９
６
８
年
４
月
］
400009Ȃ9◆
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自
然
科
学

新赤1972

櫻
井
芳
雄

ま

ち

が

え

る

脳
１
０
３
４
円

人
は
ま
ち
が
え
る
。
そ
れ
は
、
ど
ん
な
に
が
ん
ば
っ
て
も
、
脳
が
ま
ち
が
い
を
生
み
出

す
よ
う
な
情
報
処
理
を
行
っ
て
い
る
か
ら
。
し
か
し
脳
が
ま
ち
が
え
る
か
ら
こ
そ
、
わ

た
し
た
ち
は
新
た
な
ア
イ
デ
ア
を
創
造
し
、
高
㗨
機
能
を
実
現
し
、
損
傷
か
ら
回
復
す

る
。
そ
の
よ
う
な
脳
の
実
態
と
特
性
を
、
最
新
の
研
究
成
果
を
ふ
ま
え
て
解
説
。
心
と

は
何
か
、
人
間
と
は
何
か
に
迫
る
。

［
２
０
２
３
年
４
月
］
431972Ȃ6

新赤1922

オ
ズ
ワ
ル
ド
・
シ
ュ
ミ
ッ
ツ

日
浦

勉
訳

人

新

世

の

科

学

ʕ
ニ
ュ
ー
・
エ
コ
ロ
ジ
ー
が
ひ
ら
く
地
平
ʕ

９
６
８
円

人
類
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
は
、「
人
新
世
」
と
呼
ば
れ
る
新
た
な
地
質
年
代
を
地
球
に
も

た
ら
し
た
。
そ
の
影
響
を
世
界
規
模
で
考
え
、
持
続
可
能
な
社
会
を
維
持
す
る
に
は
、

人
間
と
自
然
を
一
体
と
し
て
捉
え
る
思
考
、
ニ
ュ
ー
・
エ
コ
ロ
ジ
ー
（
新
し
い
生
態
学
）

が
必
要
だ
。
社
会
経
済
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
高
め
、
人
類
が
「
思
慮
深
い
管
財
人
」
と

し
て
自
然
と
向
き
合
う
た
め
の
必
読
書
。

［
２
０
２
２
年
３
月
］
431922Ȃ1◆

新赤1900

横
倉
義
武

新
型
コ
ロ
ナ
と
向
き
合
う

ʕ
「
か
か
り
つ
け
医
」
か
ら
の
提
言
ʕ

９
４
６
円

医
療
現
場
で
は
何
が
課
題
だ
っ
た
の
か
。
医
療
政
策
・
医
療
行
政
の
ど
こ
に
問
題
が
あ

っ
た
の
か
。
そ
し
て
今
後
の
展
望
は

。
著
者
は
日
本
医
師
会
会
長
と
し
て
初
動
の

緊
迫
し
た
半
年
間
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
応
に
あ
た
っ
た
。
こ
の
経
験
の
中
で
得
た

教
訓
と
、
感
染
拡
大
か
ら
一
年
半
余
を
経
た
現
状
を
踏
ま
え
、「
か
か
り
つ
け
医
」
と
地

域
医
療
を
重
視
す
る
立
場
か
ら
の
提
言
を
記
す
。

［
２
０
２
１
年
10
月
］
431900Ȃ9◆

新赤1869

小
塩
海
平

花

粉

症

と

人

類
８
８
０
円

目
は
か
ゆ
く
、
鼻
水
は
止
ま
ら
な
い
。
こ
の
世
に
花
粉
症
さ
え
な
け
れ
ば

。
毎
年

憂
鬱
な
春
を
迎
え
る
人
も
、「
Ṗ
の
風
邪
」
に
苦
し
み
つ
つ
原
因
究
明
に
挑
ん
だ
一
九
世

紀
の
医
師
た
ち
の
涙
ぐ
ま
し
い
努
力
や
、
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
以
来
の
花
粉
症
と
の

長
い
歴
史
を
知
れ
ば
、
き
っ
と
そ
の
見
方
は
変
わ
る
だ
ろ
う
。
古
今
東
西
の
記
録
を
博

捜
し
、
花
粉
症
を
愛
を
も
っ
て
描
く
初
め
て
の
本
。

［
２
０
２
１
年
２
月
］
431869Ȃ9◆
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新赤1842

伊
藤

由
佳
理

美
し
い
数
学
入
門

９
０
２
円

「
同
値
」
概
念
を
用
い
た
「
分
類
」
法
か
ら
説
き
起
こ
し
、
美
し
い
証
明
の
た
め
の
集
合

と
論
理
、
自
然
数
か
ら
複
素
数
へ
と
広
が
る
数
の
美
し
い
世
界
、
対
称
性
の
美
学
で
あ

る
群
論
、
身
近
な
線
形
代
数
学
に
よ
る
連
立
方
程
式
の
美
し
い
解
法
、
さ
ら
に
は
数
学

者
の
「
心
の
目
に
見
え
る
数
学
の
美
し
さ
」
ま
で
。
文
系
・
理
系
を
問
わ
な
い
、
美
し

い
現
代
数
学
入
門
講
義
。

［
２
０
２
０
年
８
月
］
431842Ȃ2◆

新赤1801

村
井
俊
哉

統

合

失

調

症
８
８
０
円

幻
覚
や
妄
想
が
生
じ
る
が
、
病
識
の
欠
如
の
た
め
本
人
は
そ
れ
を
認
め
な
い
。
青
年
期

を
中
心
に
一
〇
〇
人
に
一
人
近
く
が
患
う
こ
の
病
気
は
、
社
会
生
活
へ
の
影
響
が
生
涯

に
わ
た
る
の
に
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
経
験
あ
る
精
神
科
医
が
症
状
、
経
過
、
他

の
精
神
科
の
病
気
と
の
違
い
、
リ
ス
ク
因
子
、
治
療
、
歴
史
と
社
会
制
度
な
ど
を
わ
か

り
や
す
く
解
説
す
る
。

［
２
０
１
９
年
10
月
］
431801Ȃ9◆

新赤1787

長
谷
川

幹

リ
ハ
ビ
リ
生
き
る
力
を
引
き
出
す

９
０
２
円

脳
出
血
や
脳
梗
塞
、
大
Ḱ
骨
骨
折
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
等
人
生
の
途
中
で
病
気
や
ケ
ガ

を
し
た
人
た
ち
が
出
合
う
の
が
リ
ハ
ビ
リ
。
本
人
が
自
分
の
も
っ
て
い
る
力
を
自
ら
引

き
出
し
、
歩
く
、
話
す
、
働
く
こ
と
を
再
び
で
き
る
よ
う
に

四
〇
年
近
く
、
地
域

で
の
リ
ハ
ビ
リ
を
理
学
・
作
業
療
法
士
、
言
語
聴
覚
士
等
と
と
も
に
実
践
し
て
き
た
著

者
が
、
多
く
の
事
例
と
と
も
に
、
そ
の
可
能
性
を
語
る
。

［
２
０
１
９
年
７
月
］
431787Ȃ6◆

新赤1768

本

庶

佑

が
ん
免
疫
療
法
と
は
何
か

８
３
６
円

Ｐ
Ｄ
１
抗
体
に
よ
る
免
疫
療
法
は
、
が
ん
治
療
の
考
え
方
を
根
本
か
ら
変
え
た
。
偶

然
の
発
見
を
画
期
的
治
療
法
の
開
発
へ
と
導
い
た
著
者
の
研
究
の
歩
み
を
た
ど
り
な
が

ら
、
生
命
現
象
の
不
思
議
、
未
知
の
世
界
に
挑
む
サ
イ
エ
ン
ス
の
醍
醐
味
、
そ
し
て
「
い

の
ち
」
の
思
想
か
ら
日
本
の
医
療
の
未
来
ま
で
幅
広
く
論
じ
る
。
ノ
ー
ベ
ル
賞
授
賞
式

後
の
記
念
ス
ピ
ー
チ
も
収
録
す
る
。

［
２
０
１
９
年
４
月
］
431768Ȃ5◆

新赤1757

増
田
隆
一

ユ
ー
ラ
シ
ア
動
物
紀
行

ʪ
カ
ラ
ー
図
版
多
数
ʫ
１
０
５
６
円

広
大
な
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
は
日
本
列
島
の
動
物
た
ち
の
ふ
る
さ
と
だ
。
北
欧
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
か
ら
始
ま
る
共
同
研
究
の
旅
は
水
の
都
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
の
動
物
学
博
物

館
を
め
ぐ
り
、
大
自
然
の
中
へ
。
ヴ
ォ
ル
ガ
川
の
動
物
、
ウ
ラ
ル
山
脈
の
ヒ
グ
マ
、
シ

ベ
リ
ア
の
マ
ン
モ
ス
、
バ
イ
カ
ル
湖
の
動
物
、
そ
し
て
極
東
の
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
を
追
う
。

壮
大
な
時
空
間
に
広
が
る
動
物
地
理
学
研
究
の
世
界
へ
ご
招
待
。
［
２
０
１
９
年
１
月
］
431757Ȃ9
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新赤1708

河
田
惠
昭

津

波

災

害
増
補
版

ʕ
減
災
社
会
を
築
く
ʕ

９
２
４
円

「
必
ず
、
来
る
！
」。
東
日
本
大
震
災
の
直
前
に
そ
う
警
鐘
を
鳴
ら
し
、
震
災
発
生
後
に

大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
本
書
。
そ
の
後
の
調
査
研
究
と
最
新
デ
ー
タ
を
ふ
ま
え
、
３
・

11
大
津
波
の
実
相
と
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
で
想
定
さ
れ
る
被
害
の
様
相
に
つ
い
て

増
補
す
る
。
さ
き
の
大
震
災
の
優
に
十
倍
を
超
え
る
、
決
し
て
避
け
ら
れ
な
い
「
国
難

災
害
」。
そ
の
減
災
・
縮
災
対
策
の
緊
急
性
を
訴
え
る
。

［
２
０
１
８
年
２
月
］
431708Ȃ1◆

新赤1702

畑
村

洋
太
郎

技
術
の
街
道
を
ゆ
く

８
３
６
円

「
現
地
」
を
触
れ
、「
現
物
」
に
触
れ
、「
現
場
」
の
人
と
議
論
す
る
。
こ
の
「
３
現
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
半
世
紀
、
著
者
は
全
国
の
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
開
発
の
現
場
を
訪
ね
歩
い
て

き
た
。
技
術
力
は
高
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
苦
境
に
立
た
さ
れ
る
日
本
の
技
術
。
未
来

に
向
け
て
活
路
を
見
出
し
、
生
き
残
る
道
を
さ
ぐ
る
、
ハ
タ
ム
ラ
版
「
街
道
を
ゆ
く
」

で
あ
る
。
日
本
の
技
術
者
た
ち
よ
、
道
な
き
道
を
ゆ
け
！

［
２
０
１
８
年
１
月
］
431702Ȃ9

新赤1679

山
本
太
郎

抗
生
物
質
と
人
間

ʕ
マ
イ
ク
ロ
バ
イ
オ
ー
ム
の
危
機
ʕ

８
３
６
円

増
加
す
る
生
活
習
慣
病
、
拡
大
す
る
薬
剤
耐
性
菌
。
そ
の
背
後
に
は
抗
生
物
質
の
過
剰

使
用
が
あ
る
。
抗
生
物
質
の
服
用
に
よ
っ
て
攪
乱
さ
れ
失
わ
れ
て
い
く
ヒ
ト
常
在
菌
叢

（
マ
イ
ク
ロ
バ
イ
オ
ー
タ
）。
万
能
の
薬
は
い
ま
や
効
力
を
失
い
、
私
た
ち
は
「
ポ
ス
ト

抗
生
物
質
時
代
」
に
突
入
し
つ
つ
あ
る
。
最
新
の
科
学
的
知
見
を
も
と
に
、
そ
の
逆
説

の
意
味
を
問
う
。

［
２
０
１
７
年
９
月
］
431679Ȃ4◆

新赤1669

石
井
哲
也

ゲ
ノ
ム
編
集
を
問
う

ʕ
作
物
か
ら
ヒ
ト
ま
で
ʕ

８
５
８
円

「
ゲ
ノ
ム
編
集
」
と
は
何
で
、
何
が
問
題
な
の
か
。

〈
狙
っ
た
遺
伝
子
を
〉〈
痕
跡

残
さ
ず
〉
改
変
で
き
る
こ
の
技
術
は
、
生
命
の
あ
り
よ
う
を
ど
う
変
え
、
そ
し
て
ど
こ

ま
で
変
え
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
の
か
。
規
制
と
推
進
と
で
揺
れ
る
中
、対
話
の
た
め
に
、

作
物
や
家
畜
の
品
種
改
良
、
そ
し
て
ヒ
ト
の
医
療
に
お
け
る
そ
の
可
能
性
と
課
題
を
あ

ぶ
り
出
し
、
い
か
に
向
き
合
う
べ
き
か
を
真
摯
に
問
う
。

［
２
０
１
７
年
７
月
］
431669Ȃ5◆

新赤1662

井
田
徹
治

霊

長

類
消
え
ゆ
く
森
の
番
人

１
１
２
２
円

ア
フ
リ
カ
、
ア
ジ
ア
、
中
南
米
な
ど
世
界
各
地
で
霊
長
類
の
㗡
を
追
い
、
研
究
と
保
護

に
取
り
組
む
研
究
者
や
急
速
に
減
る
生
息
地
を
取
材
し
て
き
た
著
者
。
体
長
わ
ず
か
６

セ
ン
チ
の
ピ
グ
ミ
ー
ネ
ズ
ミ
キ
ツ
ネ
ザ
ル
か
ら
体
長
１
８
０
セ
ン
チ
体
重
２
０
０
キ
ロ

超
に
も
な
る
ヒ
ガ
シ
ロ
ー
ラ
ン
ド
ゴ
リ
ラ
ま
で
、
現
在
４
９
６
種
、
亜
種
ま
で
含
め
る

と
６
９
５
種
を
数
え
る
霊
長
類
の
未
来
は
？

［
２
０
１
７
年
５
月
］
431662Ȃ6◆
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新赤1648

井

田

茂

系
外
惑
星
と
太
陽
系

９
０
２
円

天
文
学
の
革
命
的
な
進
展
に
よ
り
、
い
ま
や
太
陽
系
外
に
数
千
個
も
の
惑
星
が
発
見
さ

れ
て
い
る
。
想
像
を
超
え
た
異
形
の
星
た
ち
。
ホ
ッ
ト
・
ジ
ュ
ピ
タ
ー
、
エ
キ
セ
ン
ト

リ
ッ
ク
・
ジ
ュ
ピ
タ
ー
、
ス
ー
パ
ー
ア
ー
ス
。
そ
の
㗡
は
、
太
陽
系
と
は
何
か
、
地
球

と
は
何
か
と
い
う
根
本
的
な
問
い
へ
と
わ
れ
わ
れ
を
誘
う
。「
天
空
の
科
学
」
が
明
ら

か
に
す
る
別
世
界
の
旅
へ
。

［
２
０
１
７
年
２
月
］
431648Ȃ0

新赤1592

平

田

直

首

都

直

下

地

震
８
５
８
円

一
極
集
中
が
加
速
す
る
一
千
万
都
市
・
東
京
。
も
し
も
こ
こ
に
、
Ｍ
７
の
大
地
震
が
襲

い
か
か
っ
た
ら
…
…
。
東
京
付
近
の
地
下
で
発
生
し
、
市
民
の
生
命
・
身
体
・
財
産
を

は
じ
め
、
政
治
・
経
済
・
ビ
ジ
ネ
ス
に
大
き
な
影
響
を
与
え
う
る
首
都
直
下
地
震
。
巨

大
都
市
の
弱
点
を
一
撃
で
突
く
こ
の
地
震
は
、
ど
の
よ
う
な
被
害
と
災
害
を
も
た
ら
す

の
か
。
地
震
学
の
最
新
の
知
見
を
紹
介
す
る
。

［
２
０
１
６
年
２
月
］
431592Ȃ6◆

新赤1587

山
岡
耕
春

南
海
ト
ラ
フ
地
震

８
５
８
円

南
海
ト
ラ
フ
地
震
。
そ
れ
は
、
日
本
列
島
の
宿
命
と
も
い
え
る
地
震
だ
。
マ
グ
ニ
チ
ュ

ー
ド
８
～
９
ク
ラ
ス
。
今
後
三
〇
年
以
内
の
発
生
確
率
が
約
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
。
日
本

の
経
済
と
社
会
の
中
枢
を
直
撃
す
る
巨
大
地
震
は
、
ひ
と
た
び
起
こ
れ
ば
未
曽
有
の
大

災
害
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
あ
る
。
い
つ
来
る
の
か
。
何
が
起
き
る
の
か
。
ど
う
備
え

る
の
か
。
第
一
人
者
が
語
る
。

［
２
０
１
６
年
１
月
］
431587Ȃ2◆

新赤1564

湯
浅
浩
史

ヒ
ョ
ウ
タ
ン
文
化
誌

ʕ
人
類
と
と
も
に
一
万
年
ʕ

８
３
６
円

ヒ
ョ
ウ
タ
ン
と
い
え
ば
、
あ
の
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
㗡
を
思
い
出
す
。
し
か
し
そ
の
奥
は
深

く
、
一
万
年
以
上
さ
か
の
ぼ
る
最
古
の
栽
培
植
物
の
一
つ
と
し
て
、
人
類
の
歴
史
と
結

び
つ
い
て
い
る
。
命
を
つ
な
ぐ
水
の
容
器
と
し
て
海
洋
で
の
移
動
に
役
立
ち
、
楽
器
の

原
点
で
も
あ
り
、
神
話
や
象
徴
な
ど
精
神
的
な
側
面
も
併
せ
持
つ
。
広
さ
と
深
さ
を
兼

ね
備
え
た
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
文
化
の
実
像
を
描
く
。

［
２
０
１
５
年
９
月
］
431564Ȃ3

新赤1548

高
瀬
正
仁

人
物
で
語
る
数
学
入
門

８
５
８
円

学
校
で
学
ぶ
数
学
の
中
で
も
と
り
わ
け
理
解
し
に
く
い
の
が
虚
数
や
微
積
分
。
こ
れ
ら

や
数
の
性
質
は
、近
代
の
数
学
者
た
ち
が
格
闘
し
て
き
た
大
問
題
で
あ
る
。
デ
カ
ル
ト
、

フ
ェ
ル
マ
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
、
オ
イ
ラ
ー
、
ガ
ウ
ス
ら
は
、
何
を
望
み
、
何
を
可
能
に

し
た
の
か
。
古
代
ギ
リ
シ
ア
を
模
範
と
し
つ
つ
、
そ
れ
を
超
え
よ
う
と
し
た
偉
大
な
数

学
者
た
ち
の
発
想
の
根
源
に
迫
る
。

［
２
０
１
５
年
５
月
］
431548Ȃ3◆
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新赤1534

勝
木
俊
雄

桜

９
４
６
円

花
は
桜
─
─
。
古
来
よ
り
日
本
人
は
こ
の
花
を
愛
し
、
格
別
な
想
い
を
寄
せ
て
き
た
。

里
の
桜
、
山
の
桜
。
豊
か
な
日
本
の
自
然
に
育
ま
れ
、
多
種
多
様
な
㗡
を
見
せ
な
が
ら

息
づ
く
桜
は
、
日
本
人
の
美
意
識
を
象
徴
す
る
花
と
い
え
る
。
生
き
物
と
し
て
の
基
礎

知
識
か
ら
、
人
間
・
歴
史
・
文
化
と
の
か
か
わ
り
ま
で
。
私
た
ち
の
心
を
と
ら
え
て
や

ま
な
い
、
花
の
魅
力
の
あ
り
か
を
伝
え
る
。

［
２
０
１
５
年
２
月
］
431534Ȃ6◆

新赤1484

仲

野

徹

エ
ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス

ʕ
新
し
い
生
命
像
を
え
が
く
ʕ

９
６
８
円

ゲ
ノ
ム
中
心
の
生
命
観
を
変
え
る
、
生
命
科
学
の
新
し
い
概
念
「
エ
ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク

ス
」。
遺
伝
で
も
な
い
。
突
然
変
異
で
も
な
い
。
ゲ
ノ
ム
に
上
書
き
さ
れ
た
情
報
が
、

目
を
み
は
る
不
思
議
な
現
象
を
引
き
起
こ
す
。
自
然
の
妙
技
と
生
命
の
神
秘
。
世
界
中

の
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
が
熱
い
視
線
を
注
ぐ
、
い
ま
一
番
ホ
ッ
ト
な
話
題
を
楽
し
く
語

る
。

［
２
０
１
４
年
５
月
］
431484Ȃ4◆

新赤1478

坪
田
耕
三

算

数

的

思

考

法

品
切（
電
子
版
あ
り
）

じ
つ
は
深
い
算
数
の
世
界
。
そ
こ
に
は
、
日
々
の
生
活
や
仕
事
に
も
活
か
せ
る
、
も
の

の
見
方
・
考
え
方
の
極
意
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。
複
雑
な
問
題
を
解
き
ほ
ぐ
す
自
由
な
発

想
力
。
ア
イ
デ
ア
を
実
現
す
る
豊
か
な
創
造
力
。「
な
ぜ
？
」
か
ら
生
ま
れ
る
知
恵
の

泉
へ
、
算
数
教
育
の
第
一
人
者
が
案
内
す
る
。「
数
学
は
苦
手
だ
っ
た
け
ど
、
算
数
は
好

き
だ
っ
た
」。
そ
ん
な
人
に
読
ん
で
ほ
し
い
本
。

［
２
０
１
４
年
３
月
］
431478Ȃ3◆

新赤1469

長
沼
毅
・
井
田
茂

地
球
外
生
命
わ
れ
わ
れ
は
孤
独
か

７
９
２
円

銀
河
系
の
多
く
の
星
の
ま
わ
り
で
惑
星
系
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
地
球
に
似
た
惑
星

は
、
ご
く
ふ
つ
う
の
存
在
ら
し
い
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
宇
宙
に
は
わ
れ
わ
れ
以
外
に
も

生
命
が
存
在
す
る
だ
ろ
う
か
？

地
球
生
命
の
仕
組
み
と
そ
の
限
界
を
も
と
に
、
太
陽

系
天
体
や
他
の
惑
星
系
に
生
命
が
誕
生
す
る
可
能
性
を
考
え
て
み
よ
う
。
生
命
科
学
と

惑
星
科
学
を
総
動
員
し
、
未
来
の
科
学
を
描
く
。

［
２
０
１
４
年
１
月
］
431469Ȃ1◆

新赤1440

中
村
桂
子

科
学
者
が
人
間
で
あ
る
こ
と

１
０
１
２
円

「
人
間
は
生
き
も
の
で
あ
り
、
自
然
の
中
に
あ
る
」。
東
日
本
大
震
災
を
機
に
あ
ら
わ
に

な
っ
た
、
現
代
の
科
学
文
明
が
抱
え
る
問
題
は
、
こ
の
あ
た
り
ま
え
の
原
点
か
ら
し
か

解
決
で
き
な
い
。
ま
ず
誰
よ
り
も
、
科
学
者
が
一
個
の
人
間
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

で
き
る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
日
常
感
覚
と
思
想
を
持
っ
た
科
学
者
が
育
つ
社

会
づ
く
り
へ
─
─
。
未
来
へ
の
熱
い
思
い
を
こ
め
て
語
る
。

［
２
０
１
３
年
８
月
］
431440Ȃ0◆
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新赤1437

小
山
真
人

富

士

山
大
自
然
へ
の
道
案
内

品
切（
電
子
版
あ
り
）

富
士
山
─
─
。
弧
を
え
が
い
て
屹
立
す
る
、
そ
の
美
麗
な
㗡
は
、
私
た
ち
日
本
人
の
心

を
と
ら
え
て
や
ま
な
い
。
荒
々
し
く
迫
る
山
肌
、
清
ら
か
な
湧
水
、
鬱
蒼
と
生
い
茂
る

森
林
。
長
年
、
富
士
を
間
近
で
見
つ
め
て
き
た
著
者
を
ガ
イ
ド
役
に
、
そ
の
豊
か
な
自

然
を
旅
す
る
。
七
つ
の
探
訪
コ
ー
ス
を
め
ぐ
り
な
が
ら
、
世
界
に
誇
る
富
士
山
の
魅
力

を
存
分
に
味
わ
う
。

［
２
０
１
３
年
７
月
］
431437Ȃ0◆

新赤1428

橋
本
毅
彦

近
代
発
明
家
列
伝

ʕ
世
界
を
つ
な
い
だ
九
つ
の
技
術
ʕ

７
９
２
円

大
航
海
時
代
か
ら
産
業
革
命
を
経
て
、
交
通
と
通
信
の
革
命
が
到
来
す
る
。
世
界
を
制

す
る
と
は
、
時
間
と
空
間
を
制
す
る
こ
と
だ
っ
た
。
世
界
時
間
が
定
ま
り
、
エ
ン
ジ
ン

を
搭
載
し
た
輸
送
機
械
が
作
ら
れ
、
電
話
と
無
線
が
地
球
全
体
を
つ
な
ぎ
、
現
代
世
界

が
生
ま
れ
た
。
ワ
ッ
ト
、
エ
ジ
ソ
ン
、
ベ
ル
、
ラ
イ
ト
兄
弟
ら
、
鍵
と
な
っ
た
九
つ
の

技
術
を
め
ぐ
る
発
明
家
の
苦
闘
と
意
外
な
結
末
を
描
く
。

［
２
０
１
３
年
５
月
］
431428Ȃ8◆

新赤1387

高

橋

裕

川
と
国
土
の
危
機
水
害
と
社
会

７
７
０
円

東
日
本
大
震
災
は
、臨
海
地
域
の
開
発
に
依
存
し
て
き
た
近
代
日
本
へ
の
警
告
で
あ
る
。

無
思
慮
な
開
発
は
国
土
の
㘴
弱
性
を
増
し
、
大
水
害
の
危
険
度
は
増
大
し
て
い
る
。
一

方
、
人
々
は
防
災
を
行
政
に
依
存
す
る
あ
ま
り
自
助
の
意
識
が
薄
れ
、
災
害
の
可
能
性

す
ら
考
え
な
い
。
水
源
地
の
森
林
か
ら
河
口
の
海
岸
ま
で
、
川
の
流
域
全
体
を
統
一
し

た
保
全
思
想
と
、
防
災
立
国
の
構
想
が
必
要
だ
。

［
２
０
１
２
年
９
月
］
431387Ȃ8◆

新赤1383

田

中

直

適
正
技
術
と
代
替
社
会

ʕ
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
の
実
践
か
ら
ʕ

７
７
０
円

地
球
の
未
来
は
、
現
在
の
技
術
文
明
の
延
長
上
に
は
描
け
な
い
。
先
進
国
の
技
術
転
換

と
と
も
に
、
途
上
国
の
状
況
に
適
し
た
〈
適
正
技
術
〉
が
必
要
だ
。
そ
れ
は
、
近
代
科

学
技
術
の
問
題
を
乗
り
越
え
る
使
命
を
も
帯
び
て
い
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
排

水
処
理
や
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
の
実
践
を
ふ
ま
え
て
、
今
後
の
望
ま
し
い
技

術
の
あ
り
方
と
、
そ
れ
を
含
む
代
替
社
会
の
方
向
性
を
探
る
。

［
２
０
１
２
年
８
月
］
431383Ȃ0◆

新赤1379

尾
池
和
夫

四
季
の
地
球
科
学

ʕ
日
本
列
島
の
時
空
を
歩
く
ʕ

８
３
６
円

地
震
と
噴
火
は
日
本
列
島
を
生
み
出
し
、
今
も
刻
々
と
そ
の
相
貌
を
変
え
て
い
る
。
気

候
変
動
が
進
行
す
る
現
代
に
、
四
季
の
変
化
を
も
た
ら
す
天
の
運
行
、
大
地
の
動
き
、

生
態
系
の
成
り
立
ち
を
考
え
て
み
よ
う
。
大
地
の
生
い
立
ち
を
現
場
で
学
ぶ
、
日
本
と

世
界
の
ジ
オ
パ
ー
ク
も
紹
介
。
日
本
列
島
が
生
ま
れ
育
っ
た
数
億
年
の
時
空
を
歩
き
、

各
地
に
提
供
さ
れ
る
恵
み
と
と
も
に
愉
し
む
。

［
２
０
１
２
年
７
月
］
431379Ȃ3◆
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新赤1374

守

田

優

地

下

水

は

語

る

ʕ
見
え
な
い
㗦
源
の
危
機
ʕ

８
３
６
円

井
戸
水
や
湧
き
水
と
し
て
身
近
な
地
下
水
。
都
市
化
の
な
か
で
そ
の
大
量
利
用
が
続
い

た
結
果
、
地
盤
沈
下
や
湧
水
の
涸
渇
、
新
た
な
汚
染
が
発
生
し
て
い
る
。
世
界
の
穀
倉

地
帯
に
は
、
農
業
用
水
の
危
機
も
迫
る
。
日
本
の
事
例
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
が

ど
の
よ
う
に
発
生
す
る
か
を
解
説
し
、
こ
れ
か
ら
の
地
下
水
と
の
付
き
合
い
方
を
、
㗦

源
・
環
境
・
文
化
の
面
か
ら
考
え
る
。

［
２
０
１
２
年
６
月
］
431374Ȃ8◆

新赤1365

小

川

眞

キ

ノ

コ

の

教

え

ʪ
カ
ラ
ー
口
絵
一
丁
ʫ
８
８
０
円

木
の
根
と
共
生
し
、
木
材
や
落
ち
葉
を
分
解
し
て
、
菌
類
は
ひ
っ
そ
り
と
森
を
支
え
て

い
る
。
キ
ノ
コ
は
菌
類
の
繁
殖
装
置
。
植
物
と
も
動
物
と
も
異
な
る
宿
命
の
も
と
共
生

へ
と
進
化
し
た
キ
ノ
コ
の
教
え
を
い
ま
人
類
は
学
ぶ
べ
き
で
は
な
い
か
。
マ
ツ
タ
ケ
や

ト
リ
ュ
フ
栽
培
の
苦
心
、
キ
ノ
コ
と
炭
に
よ
る
松
林
の
再
生
、
放
射
能
を
集
め
る
キ
ノ

コ
な
ど
、
食
と
環
境
と
生
命
を
め
ぐ
る
興
味
深
い
話
題
を
満
載
。
［
２
０
１
２
年
４
月
］
431365Ȃ6◆

新赤1346

毛

利

衛

宇
宙
か
ら
学
ぶ
ユ
ニ
バ
ソ
ロ
ジ
の
す
す
め

７
７
０
円

地
球
の
こ
と
、
生
命
の
こ
と
、
そ
し
て
人
類
の
こ
と
。
宇
宙
は
私
に
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と

を
教
え
て
く
れ
た
。
二
度
の
宇
宙
飛
行
を
通
し
て
育
ん
だ
、
著
者
独
自
の
新
し
い
も
の

の
見
方
・
考
え
方
。
そ
れ
が
、
ユ
ニ
バ
ソ
ロ
ジ
で
あ
る
。
激
変
す
る
地
球
環
境
の
下
、

四
〇
億
年
に
お
よ
ぶ
「
生
命
の
つ
な
が
り
」
を
絶
や
さ
ぬ
た
め
に
、
地
球
生
命
と
し
て

生
き
る
道
に
つ
い
て
語
る
。

［
２
０
１
１
年
12
月
］
431346Ȃ5◆

新赤1331

安
西

祐
一
郎

心

と

脳

ʕ
認
知
科
学
入
門
ʕ

９
９
０
円

人
間
と
は
何
か
？

社
会
や
環
境
の
中
で
、
何
か
を
感
じ
、
知
り
、
考
え
る
心
の
は
た

ら
き
と
は
ど
の
よ
う
な
し
く
み
か
？

そ
れ
は
脳
の
中
で
ど
の
よ
う
に
で
き
て
い
る
の

か
？

二
〇
世
紀
半
ば
、
情
報
と
い
う
概
念
を
軸
に
し
て
芽
吹
い
た
認
知
科
学
は
、
人

間
の
思
考
や
言
語
、
感
情
な
ど
を
解
き
明
か
し
、
社
会
性
や
創
造
性
の
核
心
に
迫
っ
て

い
る
。
そ
の
全
体
像
が
わ
か
る
、
ま
た
と
な
い
入
門
書
。

［
２
０
１
１
年
９
月
］
431331Ȃ1◆

新赤1290

佐
藤
文
隆

職
業
と
し
て
の
科
学

８
３
６
円

冷
戦
崩
壊
以
来
、
科
学
は
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
。
社
会
を
巻
き
込
ん
で
突
っ

走
る
一
方
、
科
学
技
術
創
造
立
国
政
策
の
中
で
科
学
は
リ
ス
キ
ー
な
職
業
と
化
し
、
も

は
や
聖
域
と
も
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
こ
の
巨
大
な
社
会
㗦
源
を
生
か
す
た
め
に
、
未

来
に
受
け
継
ぐ
べ
き
も
の
は
何
か
。
宇
宙
物
理
学
に
半
世
紀
携
わ
っ
て
き
た
著
者
が
科

学
の
歴
史
を
縦
横
に
語
り
、
発
想
の
転
換
を
促
す
。

［
２
０
１
１
年
１
月
］
431290Ȃ1
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新赤1237

竹
内
敬
人

人
物
で
語
る
化
学
入
門

８
８
０
円

世
界
は
何
か
ら
で
き
て
い
る
の
か
？

人
間
の
手
で
ま
っ
た
く
新
し
い
物
質
を
つ
く
る

こ
と
は
で
き
る
の
か
？

化
学
者
た
ち
の
奮
闘
と
発
見
の
物
語
を
通
じ
て
、
化
学
の
考

え
方
が
理
解
で
き
る
。
革
命
の
断
頭
台
の
露
と
消
え
た
ラ
ヴ
ォ
ア
ジ
エ
、
フ
グ
毒
を
解

明
し
た
日
本
の
化
学
者
た
ち
、
失
敗
が
生
ん
だ
ノ
ー
ベ
ル
賞
な
ど
、
無
限
に
広
が
る
物

質
世
界
の
探
険
記
。

［
２
０
１
０
年
３
月
］
431237Ȃ6

新赤1161

佐
藤
勝
彦

宇

宙

論

入

門

ʕ
誕
生
か
ら
未
来
へ
ʕ

８
１
４
円

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
以
来
約
百
年
で
、
一
三
七
億
年
と
い
う
の
宇
宙
の
歴
史
が
明
ら
か

に
な
っ
て
き
た
。
そ
の
研
究
史
は
逆
転
に
つ
ぐ
逆
転
の
連
続
で
、
現
在
は
暗
黒
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
支
配
と
い
う
深
く
Ṗ
め
い
た
状
況
に
あ
る
。
は
た
し
て
Ṗ
は
解
け
る
の
か
？

日
本
の
第
一
人
者
が
理
論
と
観
測
の
最
前
線
を
展
望
し
、
宇
宙
と
人
類
の
は
る
か
な
未

来
を
考
察
す
る
。

［
２
０
０
８
年
11
月
］
431161Ȃ4◆

新赤1154

高
瀬
正
仁

岡

潔
数
学
の
詩
人

品
切（
電
子
版
あ
り
）

岡
潔
（
一
九
〇
一
ʕ
七
八
）
は
日
本
が
生
ん
だ
世
界
的
な
数
学
者
で
あ
り
、
心
洗
わ
れ

る
エ
ッ
セ
イ
集
『
春
宵
十
話
』
の
著
者
と
し
て
も
よ
く
知
ら
れ
る
。
独
創
的
な
構
想
を

生
み
、
相
㗨
ぐ
大
発
見
に
結
実
し
た
人
生
と
学
問
を
、
遺
さ
れ
た
研
究
ノ
ー
ト
に
追
う
。

二
〇
世
紀
の
数
学
に
屹
立
す
る
雄
大
な
ス
ケ
ー
ル
の
数
学
者
の
、
秋
霜
烈
日
の
生
涯
を

描
く
。

［
２
０
０
８
年
10
月
］
431154Ȃ6◆

新赤1139

永
田
和
宏

タ
ン
パ
ク
質
の
一
生

ʕ
生
命
活
動
の
舞
台
裏
ʕ

９
４
６
円

細
胞
と
い
う
極
小
宇
宙
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
生
命
活
動
の
主
役
は
タ
ン
パ
ク
質
で
あ

る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
的
な
タ
ン
パ
ク
質
に
は
、
そ
の
誕
生
か
ら
死
ま
で
、
私
た
ち
ヒ

ト
の
一
生
に
も
似
た
波
乱
に
富
ん
だ
興
味
深
い
ド
ラ
マ
が
あ
る
。
数
々
の
遺
伝
病
や
プ

リ
オ
ン
病
・
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
な
ど
、
タ
ン
パ
ク
質
の
異
常
が
引
き
起
こ
す
病
気
の

問
題
も
含
め
、
最
先
端
の
科
学
の
現
場
か
ら
レ
ポ
ー
ト
す
る
。

［
２
０
０
８
年
６
月
］
431139Ȃ3◆

新赤1131

池

内

了

疑

似

科

学

入

門
８
３
６
円

占
い
、
超
能
力
、
怪
し
い
健
康
食
品
な
ど
、
社
会
に
ま
か
り
通
る
疑
似
科
学
。
そ
の
ワ

ナ
に
は
ま
ら
な
い
た
め
に
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。
ま
た
地
球
環
境
問
題
な
ど
、
科
学
の

不
得
手
と
す
る
問
題
に
正
し
く
対
処
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。
さ
ま
ざ
ま
な
疑

似
科
学
の
手
口
と
そ
れ
が
は
び
こ
る
社
会
的
背
景
を
論
じ
、
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
考
え

る
こ
と
の
大
切
さ
を
説
く
。

［
２
０
０
８
年
４
月
］
431131Ȃ7◆
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新赤1094

鎌
田
浩
毅

火

山

噴

火

ʕ
予
知
と
減
災
を
考
え
る
ʕ

ʪ
カ
ラ
ー
口
絵
２
頁
ʫ
９
２
４
円

日
本
列
島
に
は
一
〇
八
の
活
火
山
が
あ
り
、
思
い
が
け
な
い
時
に
噴
火
し
て
は
人
間
社

会
を
騒
が
せ
る
。
噴
火
を
科
学
の
力
（
噴
火
予
知
）
で
や
り
過
ご
し
、
災
害
を
減
ら
す

知
恵
が
「
減
災
」
で
あ
る
。
一
方
、
噴
火
の
後
に
は
、
長
い
期
間
に
わ
た
っ
て
火
山
の

恵
み
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
火
山
の
恩
恵
と
魅
力
を
伝
え
つ
つ
、
自
然
に
対
す

る
畏
敬
の
念
を
悠
揚
と
し
た
視
点
で
書
き
綴
る
。

［
２
０
０
７
年
９
月
］
431094Ȃ5◆

新赤1063

畑
村

洋
太
郎

数

に

強

く

な

る

品
切（
電
子
版
あ
り
）

「
数
字
な
ん
て
見
る
の
も
イ
ヤ
ッ
！
」
…
…
と
は
い
っ
て
も
、
仕
事
で
も
何
で
も
付
い
て

回
る
の
が
、
数
字
の
厄
介
な
と
こ
ろ
。
こ
の
本
は
、
日
頃
そ
ん
な
ふ
う
に
感
じ
て
い
る

人
の
た
め
の
本
で
す
。『
直
観
で
わ
か
る
数
学
』
の
ハ
タ
ム
ラ
先
生
が
、
と
っ
て
お
き
の

「
数
の
極
意
」
を
伝
授
し
ま
す
。
読
め
ば
た
ち
ま
ち
効
果
テ
キ
メ
ン
。
数
字
に
負
け
な

い
地
力
と
シ
ブ
ト
さ
が
身
に
つ
き
ま
す
。

［
２
０
０
７
年
２
月
］
431063Ȃ1◆

新赤977

伊
藤
和
明

日
本
の
地
震
災
害

品
切（
電
子
版
あ
り
）

太
古
の
昔
か
ら
日
本
列
島
を
た
び
た
び
襲
っ
て
き
た
大
地
震
。
近
代
の
都
市
開
発
や
環

境
改
変
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
㘴
弱
な
国
土
は
、
来
る
べ
き
大
地
震
に
耐
え
ら
れ
る
だ
ろ

う
か
。
関
東
大
震
災
か
ら
阪
神
・
淡
路
大
震
災
、
新
潟
県
中
越
地
震
ま
で
、
現
代
の
日

本
を
痛
撃
し
た
大
地
震
に
よ
る
災
害
の
諸
相
を
タ
イ
プ
別
に
描
き
、
将
来
の
防
災
に
向

け
て
役
立
つ
知
識
を
わ
か
り
や
す
く
提
供
す
る
。

［
２
０
０
５
年
10
月
］
430977Ȃ2◆

新赤839

松
井
孝
典

宇
宙
人
と
し
て
の
生
き
方

ʕ
ア
ス
ト
ロ
バ
イ
オ
ロ
ジ
ー
へ
の
招
待
ʕ

８
３
６
円

ビ
ッ
グ
バ
ン
以
来
一
五
〇
億
年
の
時
間
ス
ケ
ー
ル
、
一
五
〇
億
光
年
の
空
間
ス
ケ
ー
ル

で
地
球
と
文
明
を
考
え
る

そ
れ
が
ア
ス
ト
ロ
バ
イ
オ
ロ
ジ
ー
だ
。
環
境
、
人
口
、

食
糧
問
題
な
ど
、
文
明
の
成
立
基
盤
を
揺
る
が
す
現
代
の
深
刻
な
課
題
を
地
球
シ
ス
テ

ム
の
問
題
と
と
ら
え
、
宇
宙
の
知
的
生
命
体
の
一
つ
、「
宇
宙
人
」
と
し
て
我
々
人
類
が

目
を
向
け
た
時
、
新
た
に
見
え
て
く
る
の
は
何
だ
ろ
う
か
。

［
２
０
０
３
年
５
月
］
430839Ȃ3

新赤805

岩

井

保

旬
の
魚
は
な
ぜ
う
ま
い

品
切（
電
子
版
あ
り
）

秋
の
サ
ン
マ
、
冬
の
ブ
リ
、
夏
の
カ
ツ
オ
…
…
。
冷
凍
設
備
が
整
い
季
節
感
の
薄
れ
て

き
た
今
日
で
も
、
日
本
人
の
食
生
活
を
豊
か
に
彩
っ
て
く
れ
る
「
旬
」
の
魚
た
ち
。
そ

の
多
様
な
㗡
か
た
ち
や
生
息
場
所
、
産
卵
期
な
ど
を
語
り
、
そ
の
暮
ら
し
ぶ
り
と
味
や

料
理
法
と
の
か
か
わ
り
を
明
ら
か
に
す
る
。
カ
ジ
キ
の
遊
泳
速
度
、
ア
ユ
の
香
り
の
正

体
、
ク
ロ
ダ
イ
の
性
転
換
な
ど
、
食
卓
向
け
の
話
題
満
載
。

［
２
０
０
２
年
９
月
］
430805Ȃ8◆
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新赤739

毛

利

衛

宇
宙
か
ら
の
贈
り
も
の

品
切（
電
子
版
あ
り
）

一
九
九
二
年
と
二
〇
〇
〇
年
、
二
度
の
宇
宙
体
験
か
ら
、
毛
利
さ
ん
は
あ
ふ
れ
る
ほ
ど

の
贈
り
も
の
を
受
け
と
っ
た
。
意
外
に
楽
し
い
宇
宙
ぐ
ら
し
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
級
の
発
明

も
夢
で
は
な
い
科
学
実
験
、
き
び
し
い
宇
宙
飛
行
士
の
訓
練
、
地
球
上
の
子
ど
も
た
ち

と
の
交
信
。
そ
れ
ら
の
貴
重
な
体
験
を
紹
介
し
、
私
た
ち
の
生
き
方
・
考
え
方
に
つ
い

て
、
お
だ
や
か
な
が
ら
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
す
る
。

［
２
０
０
１
年
６
月
］
430739Ȃ6◆

新赤631

高
木

仁
三
郎

市
民
科
学
者
と
し
て
生
き
る

９
０
２
円

専
門
性
を
持
っ
た
科
学
者
が
、
狭
い
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
枠
を
超
え
、
市
民
の
立
場
で
行

動
す
る
こ
と
は
可
能
な
の
か
。
長
年
に
わ
た
っ
て
核
問
題
に
取
り
組
み
、
反
原
発
運
動

に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き
た
著
者
が
、
自
分
史
を
振
り
返
り
つ
つ
、
自
立
し
た
科
学

者
と
し
て
生
き
る
こ
と
の
意
味
を
問
い
、
希
望
の
科
学
と
し
て
の
「
市
民
の
科
学
」
の

あ
り
方
を
探
る
。

［
１
９
９
９
年
９
月
］
430631Ȃ3◆

新赤623

長
谷
川
眞
理
子

科
学
の
目

科
学
の
こ
こ
ろ

８
５
８
円

膨
大
な
科
学
的
知
識
の
消
化
よ
り
も
、
科
学
の
基
本
に
あ
る
考
え
方
や
意
味
に
つ
い
て

の
確
か
な
理
解
こ
そ
、
現
代
の
私
た
ち
に
と
っ
て
は
大
切
な
こ
と
だ
ろ
う
。
著
者
は
、

根
っ
か
ら
の
理
科
系
で
も
文
科
系
で
も
な
い
と
自
称
す
る
生
物
学
者
。
ク
ロ
ー
ン
羊
の

誕
生
、
ム
シ
の
子
育
て
、
イ
ギ
リ
ス
で
の
見
聞
な
ど
、
多
彩
な
話
題
を
お
り
ま
ぜ
な
が

ら
、
科
学
と
人
間
と
社
会
に
つ
い
て
考
え
る
エ
ッ
セ
イ
集
。

［
１
９
９
９
年
７
月
］
430623Ȃ8◆

新赤405

志
賀
浩
二

無
限
の
な
か
の
数
学

８
５
８
円

数
学
は
無
限
を
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
つ
ぎ
つ
ぎ
に
新
し
い
領
域
を
切
り
ひ
ら
い
て

き
た
。
三
角
関
数
を
無
限
級
数
で
あ
ら
わ
す
こ
と
に
よ
る
π
の
値
の
算
出
、
オ
イ
ラ
ー

の
公
式
、
フ
ー
リ
エ
級
数
、
ル
ベ
ー
グ
積
分
な
ど
が
そ
の
成
果
で
あ
る
。
現
実
世
界
に

㗡
を
見
せ
な
い
無
限
に
ど
の
よ
う
に
接
近
し
、
思
考
の
世
界
へ
も
ち
だ
し
、
展
開
し
て

き
た
か
。
数
学
的
思
考
の
お
も
し
ろ
さ
あ
ふ
れ
る
一
冊
。

［
１
９
９
５
年
８
月
］
430405Ȃ0

新赤387

柳
田
充
弘

細
胞
か
ら
生
命
が
見
え
る

８
８
０
円

ヒ
ト
は
か
つ
て
一
個
の
細
胞
と
し
て
創
成
さ
れ
た
。
そ
し
て
い
ま
も
す
べ
て
の
生
物
と

同
じ
く
、
細
胞
の
も
つ
ス
ー
パ
ー
な
能
力
に
よ
っ
て
生
命
を
存
続
さ
せ
て
い
る
。
そ
の

し
く
み
を
知
る
こ
と
か
ら
、
生
命
の
永
続
性
と
奥
深
さ
が
わ
か
り
、
ま
た
外
界
へ
の
対

応
の
柔
軟
さ
と
多
様
性
の
意
味
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
る
。
最
新
の
生
命
科
学
の
成
果

を
も
と
に
、
細
胞
の
真
の
㗡
と
ふ
る
ま
い
に
せ
ま
る
。

［
１
９
９
５
年
４
月
］
430387Ȃ9
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新赤358

岡
田
節
人

か
ら
だ
の
設
計
図

ʕ
プ
ラ
ナ
リ
ア
か
ら
ヒ
ト
ま
で
ʕ

７
９
２
円

尾
に
肢
の
生
え
た
カ
エ
ル
を
つ
く
り
だ
し
た
り
、
触
角
が
肢
に
変
わ
っ
た
ハ
エ
を
み
つ

け
て
そ
の
原
因
を
探
り
出
す
こ
と
か
ら
、生
き
も
の
の
設
計
図
が
解
読
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

手
足
や
頭
と
い
っ
た
、
か
ら
だ
の
パ
ー
ツ
を
レ
イ
ア
ウ
ト
す
る
遺
伝
子
の
は
た
ら
き
が

わ
か
っ
た
の
だ
。
発
生
生
物
学
の
ヴ
ィ
ル
ト
ゥ
オ
ー
ゾ
が
研
究
の
道
程
と
成
果
を
お
も

し
ろ
く
語
り
、
生
き
も
の
讃
歌
を
唄
い
上
げ
る
。

［
１
９
９
４
年
10
月
］
430358Ȃ9

新赤350

石
橋
克
彦

大
地
動
乱
の
時
代

ʕ
地
震
学
者
は
警
告
す
る
ʕ

８
８
０
円

幕
末
に
は
じ
ま
っ
た
首
都
圏
の
大
地
震
活
動
期
は
、
関
東
大
震
災
（
一
九
二
三
）
を
も

っ
て
終
わ
り
、
そ
の
後
、
東
京
圏
は
世
界
有
数
の
超
過
密
都
市
に
変
貌
し
た
。
し
か
し
、

ま
も
な
く
再
び
「
大
地
動
乱
の
時
代
」
を
迎
え
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
小
田
原
地
震

が
七
〇
年
ご
と
に
発
生
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
地
震
学
者
が
そ
の
根
拠
を
明
快
に

説
き
、
東
京
一
極
集
中
の
大
規
模
開
発
に
警
鐘
を
鳴
ら
す
。

［
１
９
９
４
年
８
月
］
430350Ȃ3◆

新赤148

平

朝

彦

日
本
列
島
の
誕
生

９
６
８
円

日
本
列
島
誕
生
の
シ
ナ
リ
オ
は
、
ま
っ
た
く
新
し
い
も
の
に
書
き
換
え
ら
れ
た
。
そ
れ

は
、
深
海
で
の
化
石
の
研
究
と
プ
レ
ー
ト
テ
ク
ト
ニ
ク
ス
に
基
づ
く
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

地
球
観
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
。
日
本
列
島
形
成
の
Ṗ
に
挑
戦
し
、
そ
れ
を
解
き
あ
か
し

て
き
た
著
者
ら
の
研
究
の
歩
み
を
た
ど
り
な
が
ら
、
劇
的
で
知
的
興
奮
を
さ
そ
う
日
本

列
島
誕
生
の
物
語
に
読
者
を
案
内
す
る
。

［
１
９
９
０
年
11
月
］
430148Ȃ6◆

新赤19

木
村
㗦
生

生
物
進
化
を
考
え
る

９
９
０
円

ダ
ー
ウ
ィ
ン
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
進
化
論
は
ど
の
よ
う
に
発
展
し
て
い
っ
た
の
か
。

分
子
生
物
学
は
進
化
論
を
い
か
に
豊
か
に
し
た
の
か
。
進
化
の
道
筋
は
現
在
ど
の
よ
う

に
考
え
ら
れ
て
い
る
の
か
。
革
命
的
な
「
分
子
進
化
の
中
立
説
」
を
提
唱
し
て
世
界
の

学
界
に
大
論
争
を
巻
き
起
し
た
著
者
が
、『
種
の
起
原
』
か
ら
中
立
説
ま
で
の
進
化
の
考

え
方
を
や
さ
し
く
説
き
、
人
類
の
未
来
に
も
想
い
を
馳
せ
る
。

［
１
９
８
８
年
４
月
］
430019Ȃ9◆

新赤6

佐
藤
文
隆

宇
宙
論
へ
の
招
待

ʕ
プ
リ
ン
キ
ピ
ア
と
ビ
ッ
グ
バ
ン
ʕ

７
７
０
円

ニ
ュ
ー
ト
ン
の
プ
リ
ン
キ
ピ
ア
は
宇
宙
論
に
お
け
る
第
一
の
革
命
で
あ
っ
た
。
そ
し
て

今
わ
れ
わ
れ
は
第
二
の
革
命
、
ビ
ッ
グ
バ
ン
宇
宙
論
の
進
展
の
真
只
中
に
あ
る
。
宇
宙

論
の
歴
史
の
流
れ
を
こ
の
よ
う
に
捉
え
る
著
者
が
、
プ
リ
ン
キ
ピ
ア
の
世
界
観
と
ビ
ッ

グ
バ
ン
宇
宙
論
の
対
比
に
焦
点
を
あ
て
て
、
宇
宙
論
の
歴
史
を
解
説
し
な
が
ら
、
宇
宙

と
物
理
と
人
間
の
関
係
に
新
し
い
光
を
あ
て
る
。

［
１
９
８
８
年
１
月
］
430006Ȃ9
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黄 272

石
城
謙
吉

イ
ワ
ナ
の
Ṗ
を
追
う

１
０
３
４
円

ヤ
マ
メ
と
並
ぶ
渓
流
の
王
者
、
イ
ワ
ナ
。
こ
の
「
幻
の
魚
」
の
生
物
と
し
て
の
位
置
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
長
い
あ
い
だ
激
し
い
論
争
が
続
い
て
き
た
が
、
著
者
は
北
海
道

の
山
野
に
彼
ら
を
追
い
、
そ
の
分
布
や
生
活
史
を
明
ら
か
に
し
て
、
つ
い
に
そ
の
実
像

を
つ
き
と
め
た
。
大
自
然
の
中
で
の
孤
独
な
苦
闘
と
興
味
深
い
発
見
を
語
り
、
魚
た
ち

が
く
り
ひ
ろ
げ
る
野
性
の
ド
ラ
マ
へ
と
読
者
を
い
ざ
な
う
。

［
１
９
８
４
年
７
月
］
420272Ȃ1

黄 88

島
尾
永
康

ニ

ュ

ー

ト

ン
９
０
２
円

万
有
引
力
の
法
則
の
発
見
者
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
名
は
だ
れ
で
も
知
っ
て
い
る
。
だ
が
、

彼
の
八
四
年
に
わ
た
る
波
瀾
に
満
ち
た
生
涯
の
全
貌
は
意
外
に
知
ら
れ
て
い
な
い
。
厖

大
な
ニ
ュ
ー
ト
ン
研
究
の
成
果
や
新
㗦
料
を
も
と
に
、
そ
の
科
学
的
業
績
だ
け
で
は
な

く
、
同
時
代
の
科
学
者
た
ち
と
の
人
間
関
係
、
造
幣
局
長
官
、
王
立
協
会
会
長
と
し
て

の
活
動
な
ど
、
知
ら
れ
ざ
る
全
体
像
を
描
く
。

［
１
９
７
９
年
６
月
］
420088Ȃ8

黄 85・86

朝
永

振
一
郎

物
理
学
と
は
何
だ
ろ
う
か
⟹上
⟹下

上
９
６
８
円
、下
９
２
４
円

現
代
文
明
を
築
き
あ
げ
た
基
礎
科
学
の
一
つ
で
あ
る
物
理
学
と
い
う
学
問
は
、
い
つ
、

だ
れ
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
考
え
出
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
六
世
紀
か
ら
現
代
ま

で
、
す
ぐ
れ
た
頭
脳
の
中
に
芽
生
え
た
物
理
学
的
思
考
の
原
型
を
探
り
、
そ
の
曲
折
と

飛
躍
の
み
ち
す
じ
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
。
著
者
は
本
書
の
完
成
を
目
前
に
Ḣ

去
、
下
巻
は
遺
稿
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。

［
上
１
９
７
９
年
５
月
、
下
11
月
］
420085Ȃ7◆
420086Ȃ4◆

黄 63

内
山
㜇
雄

相
対
性
理
論
入
門

品
切（
電
子
版
あ
り
）

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
相
対
性
理
論
に
よ
っ
て
物
理
学
は
新
し
い
段
階
を
迎
え
た
。
超

マ
ク
ロ
の
宇
宙
の
分
野
か
ら
超
ミ
ク
ロ
の
素
粒
子
の
世
界
に
い
た
る
ま
で
、
こ
の
理
論

が
果
し
て
い
る
役
割
は
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
る
。
相
対
性
理
論
の
第
一
人
者
で
あ
る

著
者
が
、
こ
の
理
論
の
完
成
ま
で
の
経
緯
と
そ
の
考
え
方
を
、
厳
密
に
、
し
か
し
誰
に

も
わ
か
る
よ
う
に
解
説
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
入
門
書
。

［
１
９
７
８
年
10
月
］
420063Ȃ5◆

青 GȂ1・黄 43

彌
永
昌
吉

数

の

体

系
⟹上
⟹下

上
品
切
、下
９
０
２
円

「
数
」
の
概
念
は
科
学
の
基
本
で
あ
り
、
そ
の
理
論
の
展
開
の
美
し
さ
に
は
、
誰
し
も
が

知
的
な
よ
ろ
こ
び
を
お
ぼ
え
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
本
書
は
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
の
原
論
か

ら
説
き
お
こ
し
、
誰
も
が
知
っ
て
い
る
あ
た
り
ま
え
と
思
わ
れ
る
事
柄
を
も
現
代
的
視

点
に
立
っ
て
吟
味
し
な
お
し
つ
つ
、
数
の
体
系
の
展
開
を
て
い
ね
い
に
記
述
す
る
。

［
上
１
９
７
２
年
３
月
、
下
１
９
７
８
年
４
月
］
416001Ȃ4
420043Ȃ7
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青 GȂ125

時
実
利
彦

脳

の

話
１
１
４
４
円

人
間
の
す
べ
て
の
精
神
活
動
は
、
大
脳
皮
質
に
密
集
し
て
い
る
一
四
○
億
の
脳
細
胞
の

複
雑
微
妙
な
は
た
ら
き
に
よ
っ
て
か
も
し
だ
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
人
間
の
精
神
活
動
の

中
枢
を
な
す
脳
研
究
の
歴
史
を
た
ど
り
、
脳
の
構
造
と
そ
の
進
化
の
過
程
を
明
ら
か
に

し
て
、
わ
れ
わ
れ
の
本
能
や
「
生
の
意
欲
」
な
ど
、
そ
の
は
た
ら
き
の
す
べ
て
を
解
説

す
る
。
人
間
と
は
何
か
を
改
め
て
考
え
さ
せ
る
本
。

［
１
９
６
２
年
８
月
］
416125Ȃ7

青 GȂ124

時
実
利
彦

人
間
で
あ
る
こ
と

９
０
２
円

こ
と
ば
を
話
し
、
笑
い
、
手
を
使
っ
て
も
の
を
造
る
。
ま
た
群
れ
を
な
し
て
社
会
を
形

成
し
、
時
間
を
考
え
、
学
習
し
、
死
の
恐
怖
を
知
る
。
い
ず
れ
も
人
間
に
の
み
備
わ
っ

た
能
力
で
あ
る
。
そ
の
人
間
と
し
て
の
機
能
を
司
る
中
枢
、
す
な
わ
ち
脳
の
働
き
と
、

知
性
、
感
情
、
行
動
と
の
関
連
を
と
ら
え
、
人
間
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
す
る
。
教
育

を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
領
域
に
対
す
る
問
題
提
起
の
書
。

［
１
９
７
０
年
３
月
］
416124Ȃ0◆

青 GȂ122

鈴

木

尚

日

本

人

の

骨
１
０
３
４
円

い
ま
の
若
い
人
た
ち
が
昔
よ
り
背
が
高
く
な
り
、
顔
だ
ち
も
美
し
く
な
っ
た
こ
と
を
ど

う
説
明
し
た
ら
い
い
だ
ろ
う
か
。
従
来
は
、
骨
の
形
は
変
ら
ぬ
も
の
だ
と
信
じ
ら
れ
て

い
た
が
、
最
近
の
研
究
に
よ
っ
て
、
人
骨
も
変
化
し
て
き
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き

た
。
私
た
ち
の
祖
先
は
短
ᷯ
で
あ
っ
た
か
、
長
頭
で
あ
っ
た
か
。
近
年
発
掘
さ
れ
た
各

時
代
の
人
骨
に
よ
っ
て
日
本
人
の
体
型
を
跡
づ
け
る
。

［
１
９
６
３
年
２
月
］
416122Ȃ6

青 GȂ109

今
西
錦
司

人
間
以
前
の
社
会

品
切（
電
子
版
あ
り
）

社
会
を
つ
く
る
の
は
人
間
だ
け
で
は
な
い
。
ト
リ
や
ケ
モ
ノ
に
は
、
順
位
制
、
テ
リ
ト

リ
ー
制
、
リ
ー
ダ
ー
制
、
分
業
制
な
ど
の
社
会
的
形
態
が
あ
る
。
そ
れ
は
人
間
の
社
会

を
よ
り
下
等
に
し
た
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
人
間
の
感
覚
か
ら
は
は
か
り
し
れ
な
い

独
自
の
論
理
を
も
っ
て
い
る
。
ダ
ー
ウ
ィ
ン
進
化
論
の
人
間
中
心
主
義
に
疑
念
を
も
つ

著
者
に
よ
る
興
味
深
い
生
物
社
会
論
。

［
１
９
５
１
年
８
月
］
416109Ȃ7◆

青 GȂ103

中
尾
佐
助

栽
培
植
物
と
農
耕
の
起
源

９
２
４
円

野
生
時
代
の
も
の
と
は
全
く
違
っ
た
存
在
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
今
日
の
ム
ギ
や
イ
ネ

は
、
私
た
ち
の
祖
先
の
手
で
何
千
年
も
か
か
っ
て
改
良
に
改
良
を
重
ね
ら
れ
て
き
た
。

イ
ネ
を
は
じ
め
、
ム
ギ
、
イ
モ
、
バ
ナ
ナ
、
雑
穀
、
マ
メ
、
茶
な
ど
人
間
生
活
と
切
り

離
す
こ
と
の
で
き
な
い
栽
培
植
物
の
起
源
を
追
求
し
て
、
ア
ジ
ア
の
奥
地
や
ヒ
マ
ラ
ヤ

地
域
、
南
太
平
洋
の
全
域
を
探
査
し
た
貴
重
な
記
録
。

［
１
９
６
６
年
１
月
］
416103Ȃ5◆
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青 GȂ65

村
松

貞
㗨
郎

大
工
道
具
の
歴
史

１
０
５
６
円

古
墳
時
代
の
遺
跡
か
ら
も
、
ノ
コ
ギ
リ
、
カ
ン
ナ
な
ど
の
工
具
類
が
出
土
す
る
。
古
代

の
大
寺
院
群
か
ら
一
般
の
民
家
に
い
た
る
ま
で
、
そ
の
建
築
を
可
能
に
し
た
の
は
、
人

智
の
粋
と
い
う
べ
き
道
具
類
で
あ
っ
た
。
代
表
的
な
大
工
道
具
を
と
り
あ
げ
、
そ
れ
ら

の
秘
め
ら
れ
た
来
歴
、
建
築
史
上
で
果
し
た
役
割
を
語
り
、
人
間
と
モ
ノ
と
の
か
か
わ

り
に
つ
い
て
根
本
的
な
考
察
を
試
み
る
。

［
１
９
７
３
年
８
月
］
416065Ȃ6

青 GȂ56・57

Ｈ
・
Ｅ
・
シ
ゲ
リ
ス
ト

松
藤

元
訳

文

明

と

病

気
⟹上
⟹下

上
・
下
各
９
９
０
円

人
間
が
火
の
利
用
を
発
見
し
、
防
寒
に
動
物
の
毛
皮
を
使
用
す
る
こ
と
を
覚
え
た
時
か

ら
現
代
ま
で
の
、
文
明
と
病
気
と
の
相
互
作
用
を
、
古
今
東
西
の
諸
分
野
に
わ
た
っ
て

述
べ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
病
気
と
経
済
、
社
会
生
活
、
法
律
、
歴
史
、
宗
教
、
哲
学
、
科
学
、

文
学
、
美
術
、
音
楽
と
の
関
係
を
論
じ
た
十
章
に
、
病
気
の
発
生
要
因
と
し
て
の
文
明
、

病
気
に
立
ち
向
う
文
明
の
二
章
を
加
え
る
。

［
上
１
９
７
３
年
２
月
、
下
３
月
］
416056Ȃ4
416057Ȃ1

青 GȂ54

八
杉
㜇
一

ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
生
涯

９
０
２
円

ダ
ー
ウ
ィ
ン
に
は
多
く
の
伝
記
が
あ
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
晩
年
に
書
か
れ
た
自
伝

に
よ
っ
て
い
る
。
本
書
で
は
久
し
く
ダ
ー
ウ
ィ
ン
に
傾
倒
す
る
著
者
が
、
学
校
時
代
や

ビ
ー
グ
ル
号
航
海
時
の
書
簡
、
記
録
な
ど
の
直
接
㗦
料
を
も
と
に
、
偉
大
な
科
学
者
の

青
年
時
代
を
鮮
明
に
捉
え
、
そ
の
人
間
的
発
展
を
鮮
明
に
描
き
出
し
た
。
決
定
版
と
な

る
評
伝
。

［
１
９
５
０
年
９
月
］
416054Ȃ0

青 GȂ50

中
谷

宇
吉
郎

科

学

の

方

法
８
８
０
円

人
工
頭
脳
、
原
子
力
の
開
発
、
人
工
衛
星
な
ど
自
然
科
学
の
発
展
は
め
ざ
ま
し
い
。
し

か
し
同
時
に
そ
の
将
来
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
論
議
が
ま
き
起
っ
て
い
る
。
著
者
は
、

自
然
科
学
の
本
質
と
方
法
を
分
析
し
、
今
日
の
科
学
に
よ
っ
て
解
け
る
問
題
と
解
け
な

い
問
題
と
を
明
ら
か
に
し
、
自
然
の
深
さ
と
科
学
の
限
界
を
知
っ
て
こ
そ
㗨
の
新
し
い

分
野
を
開
拓
で
き
る
と
説
く
。
深
い
思
索
の
明
晰
な
展
開
。

［
１
９
５
８
年
６
月
］
416050Ȃ2◆

青 GȂ12

畑
中
武
夫

宇

宙

と

星
８
１
４
円

夜
空
に
き
ら
め
く
星
を
あ
お
い
で
宇
宙
の
無
限
に
思
い
を
は
せ
な
い
人
は
な
い
で
あ
ろ

う
。
こ
の
宇
宙
の
ど
こ
か
で
、
今
の
㒒
間
に
も
新
し
い
星
が
生
ま
れ
、
ま
た
滅
び
つ
つ

あ
る
星
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
数
か
ぎ
り
な
い
星
を
、
光
度
、
距
離
、
構
造
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
視
野
か
ら
と
ら
え
て
分
類
し
、
あ
ら
た
め
て
宏
大
な
宇
宙
進
化
の
全
貌
を
手
に

と
る
よ
う
に
見
事
に
展
開
し
て
み
せ
る
。

［
１
９
５
６
年
７
月
］
416012Ȃ0
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青 GȂ7

遠

山

啓

数
学
の
学
び
方
・
教
え
方

９
２
４
円

数
学
は
、
適
切
な
教
え
方
さ
え
す
れ
ば
、
す
べ
て
の
子
ど
も
に
理
解
で
き
る
は
ず
の
も

の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
観
点
に
立
っ
て
、
明
治
以
来
の
数
学
教
育
の
欠
陥
を
指
摘
し
、

数
学
の
土
台
と
思
わ
れ
る
量
、
数
、
集
合
と
論
理
、
空
間
と
図
形
、
変
数
と
関
数
に
つ

い
て
、
て
い
ね
い
に
説
明
す
る
。
父
母
、
教
師
な
ら
び
に
日
本
の
教
育
の
現
状
を
憂
慮

す
る
す
べ
て
の
人
び
と
に
贈
る
。

［
１
９
７
２
年
５
月
］
416007Ȃ6◆

青 GȂ6

遠

山

啓

現

代

数

学

対

話
８
３
６
円

実
業
家
と
哲
学
者
が
数
学
者
に
聴
く
と
い
う
対
話
形
式
で
、
現
代
数
学
の
基
礎
的
な
知

識
を
「
分
析
と
総
合
」「
構
造
の
科
学
」「
記
号
と
図
式
」「
拡
張
へ
の
衝
動
」「
機
能
と

写
像
」
の
各
章
に
編
ん
で
平
易
に
解
説
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
日
頃
数
学
が
苦
手
だ

と
思
い
込
ん
で
い
る
多
く
の
読
者
も
、
現
代
数
学
の
発
展
と
そ
の
応
用
に
つ
い
て
の
知

識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

［
１
９
６
７
年
５
月
］
416006Ȃ9

青 GȂ4・5

遠

山

啓

数

学

入

門
⟹上
⟹下

上
・
下
各
９
４
６
円

数
学
は
試
験
の
た
め
に
だ
け
必
要
な
も
の
、
卒
業
と
同
時
に
さ
っ
ぱ
り
忘
れ
て
し
ま
う

も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
し
か
し
今
日
数
学
は
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

現
代
社
会
に
活
動
す
る
す
べ
て
の
日
本
人
に
必
要
な
数
学
の
知
識
を
、
日
常
生
活
の
論

理
に
定
着
さ
せ
て
分
り
や
す
く
説
き
、
会
社
経
営
や
商
品
販
売
は
勿
論
、
家
庭
生
活
に

も
豊
富
な
知
恵
と
ア
イ
デ
ィ
ア
を
提
供
す
る
。［
上
１
９
５
９
年
11
月
、
下
１
９
６
０
年
10
月
］
416004Ȃ5◆
416005Ȃ2◆

青 GȂ3

遠

山

啓

無

限

と

連

続
９
０
２
円

集
合
論
の
創
始
者
カ
ン
ト
ー
ル
が
始
め
た
破
天
荒
の
試
み
は
「
無
限
を
数
え
る
」
こ
と

で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
現
代
数
学
が
直
面
し
て
き
た
課
題
で
あ
る
。
難
解
と
さ
れ
る
現
代

数
学
の
根
本
概
念
を
、
数
式
を
用
い
ず
に
や
さ
し
く
解
説
す
る
「
数
学
へ
の
招
待
」
と

し
て
本
書
は
書
か
れ
た
。
音
符
が
読
め
な
く
て
も
す
ぐ
れ
た
音
楽
鑑
賞
家
に
な
れ
る
よ

う
に
、
数
学
を
「
鑑
賞
す
る
」
た
め
の
本
と
い
え
よ
う
。

［
１
９
５
２
年
５
月
］
416003Ȃ8◆

赤 RȂ16

小
倉

金
之
助

日

本

の

数

学
８
３
６
円

古
代
か
ら
現
代
に
い
た
る
ま
で
の
わ
が
日
本
の
数
学
は
ど
ん
な
も
の
で
あ
っ
た
か
。
ま

た
、
な
ぜ
そ
う
な
っ
た
の
か
。
本
書
は
、
こ
の
課
題
に
対
す
る
答
案
で
あ
る
。
和
算
は
、

わ
が
国
の
学
問
の
中
で
も
最
も
よ
く
日
本
人
の
独
創
性
を
発
揮
し
た
も
の
の
一
つ
で
あ

る
。
世
界
科
学
史
上
に
輝
く
和
算
や
明
治
期
の
数
学
を
、
日
本
人
の
性
格
や
社
会
文
化

と
の
関
連
の
も
と
に
解
明
す
る
。

［
１
９
６
４
年
９
月
］
400016Ȃ7
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赤 RȂ14・15

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
、
イ
ン
フ
ェ
ル
ト

石
原

純
訳

物
理
学
は
い
か
に
創
ら
れ
た
か
⟹上
⟹下

上
・
下
各
９
０
２
円

二
〇
世
紀
を
代
表
す
る
物
理
学
者
で
あ
る
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
イ
ン
フ
ェ
ル
ト
が
、

専
門
的
予
備
知
識
を
持
た
な
い
読
者
の
た
め
に
、
現
代
物
理
学
の
全
貌
を
平
易
に
解
説

し
た
万
人
の
た
め
の
入
門
書
。
数
式
を
用
い
ず
、
巧
み
な
比
喩
と
明
快
な
叙
述
に
よ
っ

て
、
ガ
リ
レ
イ
や
ニ
ュ
ー
ト
ン
以
来
の
物
理
思
想
か
ら
相
対
性
理
論
、
量
子
論
に
説
き

及
ぶ
。
［
上
１
９
６
３
年
９
月
・
１
９
３
９
年
10
月
、
下
１
９
６
３
年
10
月
・
１
９
４
０
年
１
月
］
400014Ȃ3◆
400015Ȃ0◆

赤 RȂ13

吉
田
洋
一

零

の

発

見

ʕ
数
学
の
生
い
立
ち
ʕ

９
０
２
円

イ
ン
ド
に
お
け
る
零
の
発
見
は
、
人
類
文
化
史
上
に
巨
大
な
一
歩
を
し
る
し
た
も
の
と

い
え
る
。
そ
の
事
実
お
よ
び
背
景
か
ら
説
き
起
こ
し
、
エ
ジ
プ
ト
、
ギ
リ
シ
ャ
、
ロ
ー

マ
な
ど
に
お
け
る
数
を
書
き
表
わ
す
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
、
ソ
ロ
バ
ン
や
計
算
尺

の
意
義
に
も
ふ
れ
な
が
ら
、数
学
と
計
算
法
の
発
達
の
跡
を
き
わ
め
て
平
明
に
語
っ
た
、

数
の
世
界
へ
の
楽
し
い
道
案
内
書
。

［
１
９
７
９
年
４
月
・
１
９
３
９
年
11
月
］
400013Ȃ6◆
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カ
ラ
ー
版

新赤1506

岩
切

友
里
子

カ
ラ
ー
版
国

芳
１
２
１
０
円

破
格
の
構
図
、
自
由
自
在
な
ア
イ
デ
ア
─
─
歌
川
国
芳
（
一
七
九
七
ʕ
一
八
六
一
）
の

絵
に
は
、
浮
世
絵
や
時
代
の
枠
を
超
え
て
伝
わ
っ
て
く
る
楽
し
さ
が
あ
る
。
幕
末
に
活

躍
し
た
国
芳
は
、
武
者
絵
・
戯
画
・
美
人
画
・
役
者
絵
・
風
景
画
と
、
あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ

ン
ル
で
工
夫
を
こ
ら
し
た
作
品
を
作
り
続
け
た
。
常
に
新
し
さ
を
求
め
た
奇
想
の
江
戸

っ
子
浮
世
絵
師
の
代
表
作
七
〇
点
余
を
紹
介
。

［
２
０
１
４
年
９
月
］
431506Ȃ3

新赤1369

大
久
保

純
一

カ
ラ
ー
版
北

斎
１
２
１
０
円

「
画
狂
人
」
と
称
し
た
ᷤ
飾
北
斎
（
一
七
六
〇
ʕ
一
八
四
九
）
は
、
生
涯
自
ら
の
到
達
点

に
満
足
す
る
こ
と
な
く
、
画
業
に
専
心
し
、
多
彩
な
作
品
を
遺
し
た
。
初
期
の
役
者
絵

か
ら
、
美
人
画
、
ḡ
物
、
読
本
挿
絵
、
絵
手
本
（
北
斎
漫
画
）、
風
景
画
、
花
鳥
画
、
そ

し
て
晩
年
の
肉
筆
画
ま
で
、
㑹
作
・
代
表
作
を
収
録
し
、
そ
の
画
業
を
江
戸
絵
画
史
の

中
に
位
置
づ
け
な
が
ら
、
読
み
と
く
。

［
２
０
１
２
年
５
月
］
431369Ȃ4

新赤1087

海
部
宣
男

宮
下
曉
彦
写
真

カ
ラ
ー
版
す
ば
る
望
遠
鏡
の
宇
宙

ʕ
ハ
ワ
イ
か
ら
の
挑
戦
ʕ

１
１
０
０
円

巨
大
望
遠
鏡
時
代
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
、
す
ば
る
望
遠
鏡
。
豊
か
な
ハ
ワ
イ
の
自
然
の

中
で
、
そ
の
建
設
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
深
く
関
わ
っ
て
き
た
著
者
が
、
す
ば
る
に
よ
っ

て
初
め
て
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
銀
河
の
果
て
と
太
陽
系
外
惑
星
の
㗡
を
迫
力
あ
る
カ

ラ
ー
写
真
と
と
も
に
描
き
だ
す
。
す
ば
る
望
遠
鏡
建
設
の
苦
心
・
喜
び
を
交
え
て
語
る

宇
宙
写
文
集
。

［
２
０
０
７
年
７
月
］
431087Ȃ7

新赤807

野
町
和
嘉

カ
ラ
ー
版
メ

ッ

カ

ʕ
聖
地
の
素
顔
ʕ

１
１
０
０
円

一
〇
〇
万
人
の
巡
礼
が
カ
ア
バ
神
殿
を
廻
る
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
求
心
点
メ
ッ
カ
、
預

言
者
の
Ṫ
墓
の
地
メ
デ
ィ
ナ
。
と
も
に
ム
ス
リ
ム
以
外
の
入
域
を
厳
し
く
拒
む
。
写
真

家
は
自
ら
ム
ス
リ
ム
と
な
っ
て
、
二
つ
の
宗
教
都
市
の
素
顔
を
撮
っ
た
。
み
ず
み
ず
し

い
映
像
と
撮
影
記
録
は
ま
た
、
石
油
に
支
え
ら
れ
た
原
理
主
義
王
国
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ

ア
の
、
矛
盾
を
は
ら
む
実
像
を
も
活
写
す
る
。

［
２
０
０
２
年
９
月
］
430807Ȃ2
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新赤587

福
田
俊
司

カ
ラ
ー
版
シ
ベ
リ
ア
動
物
誌

１
１
０
０
円

世
界
最
大
の
虎
、
シ
ベ
リ
ア
ト
ラ
を
雪
原
に
追
う
猟
師
た
ち
、
今
や
希
少
と
な
っ
た
ア

ム
ー
ル
ヒ
ョ
ウ
の
優
美
な
㗡
、
ヒ
グ
マ
の
群
れ
集
う
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
の
雄
大
な
自
然
、

マ
イ
ナ
ス
六
〇
度
の
ヤ
ク
ー
ト
に
生
き
る
野
鳥
や
馬
た
ち
、
そ
し
て
北
極
海
の
孤
島
で

の
ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ
マ
と
セ
イ
ウ
チ
の
凄
絶
な
戦
い
…
…
シ
ベ
リ
ア
の
大
地
に
息
づ
く
生

命
を
第
一
人
者
が
と
ら
え
た
迫
力
満
点
の
写
真
集
。

［
１
９
９
８
年
10
月
］
430587Ȃ3

新赤499

野
本
陽
代
、
ロ
バ
ー
ト
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ

カ
ラ
ー
版

ハ
ッ
ブ
ル
望
遠
鏡
が
見
た
宇
宙

１
１
０
０
円

大
気
の
外
に
望
遠
鏡
を
お
き
た
い

天
文
学
者
の
夢
を
の
せ
た
「
ハ
ッ
ブ
ル
宇
宙
望

遠
鏡
」
が
、
い
ま
地
球
上
空
を
回
っ
て
い
る
。
こ
の
三
年
間
、
ハ
ッ
ブ
ル
は
美
し
い
星

雲
や
銀
河
像
を
つ
ぎ
つ
ぎ
に
送
っ
て
き
た
。
星
の
卵
Ｅ
Ｇ
Ｇ
、
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
の
ま

わ
り
を
高
速
で
回
る
ガ
ス
、
ビ
ッ
グ
バ
ン
直
後
に
で
き
た
遠
い
銀
河
を
は
じ
め
、
一
〇

〇
点
以
上
の
画
像
を
掲
載
、
解
説
を
ほ
ど
こ
す
。

［
１
９
９
７
年
４
月
］
430499Ȃ9

新赤238

水
木

し
げ
る

カ
ラ
ー
版
妖

怪

画

談
１
３
２
０
円

妖
怪
は
本
当
に
い
る
の
だ
！

子
供
の
頃
か
ら
そ
う
信
じ
て
妖
怪
の
絵
を
描
き
続
け
て

き
た
現
代
の
妖
怪
博
士
が
、
古
今
に
わ
た
る
妖
怪
た
ち
を
初
め
て
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
で
描

く
。
訪
ね
歩
い
た
奇
妙
な
土
地
や
、
自
分
が
出
会
っ
た
妖
怪
た
ち
、
妖
怪
の
有
名
人
、

さ
ら
に
は
幽
霊
・
付
喪
神
な
ど
が
、
精
緻
な
タ
ッ
チ
と
豊
か
な
色
彩
の
中
に
生
き
生
き

と
動
き
だ
す
。
妖
怪
フ
ァ
ン
に
贈
る
岩
波
新
書
特
別
版
。

［
１
９
９
２
年
７
月
］
430238Ȃ4
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吉 見 俊 哉
46ó79ó142ó145ó163

吉 見 義 明 168

吉 村 武 彦
152ó157ó160ó162

米 川 正 夫 Ǻ訳ǻ232

り

リービ英雄 208

李 ᇚ 㦨 83

れ

レダー，アンドレア
ス 181

ろ

ローゼン，マイケル 5

わ

若 尾 政 希 152

若 松 英 輔 106

脇 阪 紀 行 97

脇村義太郎 229

和久田康雄 71

鷲 田 清 一 117

渡 邉 泉 28

渡 辺 一 夫 195

渡 辺 金 一 194

渡 辺 慧 140

渡 辺 照 宏 111

渡辺信一郎 183

渡 辺 丘 76

渡 辺 将 人 81

渡 辺 靖 77ó81ó84

渡 辺 洋 三 21

渡 部 淳 143

渡 部 泰 明 206

和 田 春 樹 189

和 田 光 弘 184
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むのたけじ 62ó222

村 井 章 介 156ó169

村 井 俊 哉 243

村 井 康 彦 151ó160ó239

村 井 吉 敬 85ó88

村上紀美子 91

村 上 重 良 110ó111

村上信一郎 79

村 上 政 博 18

村上陽一郎 194óǺ編ǻ43

村 田 和 代 127

村松貞㗨郎 255

村 山 治 46

室 謙 二 83

文 京 洙 77ó158ó187

も

毛 里 和 子 80

毛 利 衛 248ó251

最 上 敏 樹 86

本 村 凌 二 192

森 達 也 66

森 まゆみ 60ó237

森 岡 孝 二 52ó61ó66

森 川 智 之 219

森 川 博 之 44

森 島 恒 雄 197

森 嶋 通 夫 36

森 島 守 人 172

守 田 優 248

森 田 ゆ り 64

森 永 種 夫 175

森本あんり 115

森 本 公 誠 153

師 茂 樹 105

師 岡 康 子 58

諸 富 徹 25

や

矢  義 雄 Ǻ編ǻ93

矢 代 幸 雄 240

八 杉 㜇 一 255

安 田 武 229

安 丸 良 夫 172

矢内原忠雄 232óǺ訳ǻ198

柳 広 司 218

柳 田 邦 男 218

柳 瀬 尚 紀 211

柳 田 充 弘 251

柳 父 章 136

矢 作 弘 56

山 秋 真 60

山 岡 耕 春 245

山岡淳一郎 45

山 折 哲 雄 108

山 川 静 夫 236ó239

山 口 厚 21

山 口 育 子 47

山 口 二 郎 5ó6ó11

山 口 仲 美 131ó132

山 口 誠 44

山 口 昌 男 71ó88

山 崎 憲 55

山 下 英 愛 82

山 代 巴 72óǺ編ǻ88

山 住 正 己 239

山 田 昌 弘 65

山 田 隆 司 20

山 出 保 47ó57

山之内 靖 121

山 藤 章 二 235

山 室 信 一 42

山 本 章 子 3

山 本 太 郎 93ó94ó244

山 本 紀 夫 192

山本ひろ子 109

山 本 浩 101

山 本 義 隆 154

山 本 芳 久 106

山家悠紀夫 26

ゆ

湯 浅 浩 史 245

湯 浅 誠 64

湯 浅 学 235

結 城 康 博 91ó93

湯 本 雅 士 31

よ

横 倉 義 武 242

横 田 耕 一 22

横 田 増 生 144

横山百合子 152

義 江 彰 夫 168

吉 岡 昭 彦 196

吉 岡 幸 雄 237

吉 川 一 義 200

吉川幸㗨郎 196ó216

吉 川 真 司 162

吉澤誠一郎 191

吉 竹 純 202

吉 田 謙 一 42

吉 田 孝 165

吉 田 千 亜 52

吉 田 伸 之 159

吉 田 秀 和 240

吉 田 文 彦 39

吉 田 裕 164ó167ó169

吉 田 洋 一 257

吉 㗨 公 介 7

吉野源三郎 103
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藤 井 省 三 205

藤 岡 靖 洋 236

藤 木 久 志 165

藤 沢 令 夫 120

藤 田 覚 158

藤 田 久 一 21

藤 田 英 典 Ǻ編ǻ146

藤 田 正 勝 116ó118ó119

藤 谷 俊 雄 175

藤 林 泰 58

藤 原 辰 史 152

藤 森 照 信 238

藤 原 彰 174

藤 原 帰 一 86

藤 原 聖 子 108

藤 原 正 範 65

布留川正博 183

古瀬奈津子 161

古 田 元 夫 181

古 松 崇 志 182

古 矢 旬 183

ほ

保 阪 正 康 157

星 野 一 正 96

細 谷 博 210

堀 田 善 衞 232

堀 忠 雄 139

堀井令以知 132

堀 内 隆 行 180

堀 尾 輝 久 148

堀坂浩太郎 83

堀 場 清 子 170

本 庄 真 25

本 庶 佑 243

本 田 創 造 193

本 田 由 紀 142

本 間 一 夫 96

本 間 順 治 241

本 間 義 人 33

本 間 㜇 52

ま

前田健太郎 6

前 田 宏 子 190

真 壁 仁 Ǻ編ǻ214

牧 原 憲 夫 164

マグーンJr，F.P. 194
増 井 元 129

増 田 四 郎 197

増 田 隆 一 243

増田れい子 95

松 井 孝 典 250

松 岡 享 子 220

松 岡 正 剛 43ó49

松 沢 裕 作 156

松 田 浩 102

松 田 道 雄 149

松 長 有 慶 105ó107ó109

松浪信三郎 122ó125

松 藤 元 Ǻ訳ǻ255

松 宮 孝 明 3

松 本 仁 一 85

松本三和夫 60

丸 橋 充 拓 182

丸 山 真 男 121ó123ó134

み

三 浦 佑 之 156

三 浦 雅 士 207

三 浦 ま り 3

三 枝 暁 子 150ó156

三 木 清 126

三 木 義 一 27ó29

水木しげる 259

三 杉 隆 敏 239

水 越 康 介 24

水 田 珠 枝 73

水 野 直 樹 158

水 原 紫 苑 Ǻ編ǻ201

水町勇一郎 17

水 本 邦 彦 159

溝 口 睦 子 162

見 田 宗 介 48ó65ó69

三谷太一郎 155

光 野 有 㗨 69

三 橋 規 宏 34

南 博 5ó141

南 川 高 志 178ó189

峯 陽 一 78ó87óǺ訳ǻ5

宮 内 泰 介 50ó58ó100

宮 城 修 40

宮 城 音 弥 140

宮 城 裕 也 3

宮 崎 勇 25

宮 崎 駿 223

宮 崎 雅 人 43

宮 沢 俊 義 23

宮 下 曉 彦 Ǻ写真ǻ258

宮下規久朗 234

宮 下 志 朗 114

宮 下 紘 43

宮 地 尚 子 138

宮 島 喬 39

宮 田 光 雄 14

宮 本 太 郎 8ó12

三 好 達 治 216

む

向 井 和 美 217

武 藤 芳 照 92
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西 永 良 成 203

西 宮 秀 紀 152

西 村 成 雄 190

西 山 太 吉 12

丹羽宇一郎 46

ぬ

㟔 島 㗨 郎 91

沼田多稼蔵 177

ね

ねじめ正一 206

の

納 富 信 留 116

野 田 又 夫 124

能登路雅子 70

野 中 猛 92

野 町 和 嘉 258

野 本 陽 代 259

は

橋 場 弦 179

橋 本 寿 朗 35

橋 本 毅 彦 247

橋 元 良 明 102

長谷川 櫂
217óǺ編ǻ201ó202

長谷川公一 62

長谷川貴彦 186

長谷川正安 22

長谷川眞理子 251

長谷川 幹 243

長谷部文雄 Ǻ訳ǻ197

長谷部恭男 21

畑 中 武 夫 255

畑村洋太郎 244ó250

蜂 飼 耳 Ǻ編ǻ201

服 部 茂 幸 28ó30ó31

服 部 㜇 二 9

バトラー後藤裕子 128

花 崎 正 晴 30

羽 仁 五 郎 241

羽 田 正 190

馬 場 紀 寿 106

羽 原 又 吉 172

濱口桂一郎 41ó63

浜田寿美男 17

濱 田 武 士 51

林 香 里 100

林 三 郎 173

林 望 80

林 典 子 78ó82

林屋辰三郎 175ó176

バラカン，ピーター
222

原 研 哉 62

原 武 史 7ó12ó158

原 寿 雄 102

原 俊 彦 76

原 彬 久 13

原 科 幸 彦 98

原 田 國 男 18

原 田 敬 一 164

原 田 信 男 154

原 田 正 純 99

ハンケ，L 195

半 田 滋 10

坂 野 潤 治 166

ひ

ピーターセン，マー
ク 129ó133ó134ó135

日 浦 勉 Ǻ訳ǻ242

東 大 作 76ó84

比 嘉 春 潮 73

Ṥ 口 陽 一 6ó22

久 野 愛 41

日 高 六 郎 122óǺ編ǻ14

尾 藤 正 英 167

日 向 一 雅 208

日 野 行 介 56ó59

兵 藤 裕 己 153

平 岩 幹 男 138

平 岡 昭 利 54

開 一 夫 146

平 田 直 245

平野千果子 179

平 野 芳 英 156

平 山 真 理 40

広 井 良 典 29ó95

広 河 隆 一 87

広 末 保 215

廣 瀬 健 二 16

廣 瀬 覚 Ǻ訳ǻ113

廣野由美子 206

廣 松 渉 121

ふ

フィールド，ノーマ
206

深 沢 眞 二 199

深 田 久 弥 230

深 町 英 夫 186

福 田 歓 一 14

福 田 俊 司 259

福 間 良 明 44

復 本 一 郎 219

福 来 寛 40

富 士 正 晴 195

藤 井 讓 治 159
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Ṅ 振 鐸 231

つ

月 村 太 郎 10

津久井 進 19

⁋ 康 吾 194

௰村みよ子 19

௰ 元 清 美 63

⁋ 本 雅 史 150

津 田 敏 秀 92

土 田 滋 Ǻ訳ǻ137

土 屋 祝 郎 229

土 屋 喬 雄 177

筒 井 清 輝 4

筒 井 康 隆 202

堤 未 果 82ó84ó85

堤 林 剣 4

堤 林 恵 4

都出比呂志 161

恒 藤 恭 231

津野海太郎 101

角田由紀子 58

坪 井 善 明 85

坪 内 稔 典 206ó208

坪 田 耕 三 246

都 留 重 人 229

鶴 原 吉 郎 48

鶴 間 和 幸 187

鶴 見 俊 輔 123ó223

鶴 見 良 行 87ó88

て

出 口 治 明 53

手 Ṃ 治 虫 238

出 村 和 彦 107

寺 澤 捷 年 90

寺 沢 拓 敬 142

寺 島 実 郎 8

暉 峻 淑 子 50ó60ó67ó70

天 畠 大 輔 41

と

唐 亮 11

東 野 治 之 170

十重田裕一 199

遠 山 茂 樹 174

遠 山 啓 256

時 実 利 彦 254

徳 善 義 和 107

徳 田 雄 人 47

徳 田 雄 洋 102

殿 木 圭 一 74

富 永 茂 樹 118

冨 谷 至 189

朝永振一郎 253

豊 川 斎 赫 234

豊 下 Ṙ 彦 9ó12

トラッドギル，ピー
ター 137

鳥飼玖美子 42

な

内 藤 正 典 77ó86

中 内 敏 夫 170

中 尾 佐 助 254

中 川 成 美 203

中 川 淳 司 31

中 北 浩 爾 10

中 里 成 章 190

中 島 国 彦 199

中 島 文 雄 135

長 島 要 一 208

中 島 義 道 120

永 田 和 宏 204ó205ó249

永 積 安 明 215

中 西 正 司 67

中 西 嘉 宏 76

長 沼 毅 246

中 野 晃 一 9

中野耕太郎 184

仲 野 徹 246

中野美代子 210

中 野 好 夫 198

中 畑 正 志 112

永 原 慶 二 176

中 村 明 131ó220

中村歌右衛門 239

中 村 桂 子 246

中村廣治郎 109

中 村 俊 介 183

中 村 政 則 165ó170

中 村 光 夫 214

中 村 桃 子 130

中 村 靖 彦 62

中村雄二郎 120ó121ó122

中谷宇吉郎 255

なだいなだ 120ó123

七 沢 潔 69

行 方 昭 夫 131

奈良文化財研究所
Ǻ編ǻ166

成 田 㜇 一
164ó179óǺ編ǻ179

成 毛 眞 222ó223

南 原 繁 14

に

西 尾 哲 夫 207

西 垣 通 38

西 川 潤 30

西田幾多郎 125

30
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杉 田 敦 10

杉 田 弘 毅 78

杉 本 裕 明 53

杉 本 淑 彦 185

杉 山 伸 也 30

鈴 木 大 拙 111ó231

鈴 木 孝 夫 133ó134ó137

鈴 木 敏 夫 221

鈴 木 尚 254

鈴 木 正 俊 33

鈴 木 良 一 175

須 田 努 150

砂 原 茂 一 96

せ

関 敬 吾 72

関 口 義 人 84

瀬長亀㗨郎 73

瀬 名 秀 明 93

芹 沢 俊 介 61

千 田 嘉 博 160

そ

徐 勝 87

添 田 孝 史 49ó55

添 田 知 道 173

祖 田 修 51

外 岡 秀 俊 61

園 部 三 郎 239

空 井 護 5

た

平 朝 彦 252

タウト，ブルーノ 241

高 木 和 子 200

高木仁三郎 68ó71ó251

高 木 惣 吉 173

高 木 宏 夫 110

高 木 博 志 156

高 嶋 航 180

高 島 善 哉 36

高 瀬 正 仁 245ó249

高 埜 利 彦 159

高 橋 惠 子 138

高橋源一郎
209ó217óǺ編ǻ101

高 橋 健 二 Ǻ訳ǻ198

高 橋 敏 155

髙 橋 昌 明 153ó159ó162

高 橋 裕 98ó99ó247

高 原 明 生 190

高 見 勝 利 8

髙 宮 利 行 178

高 村 薫 219

髙 谷 清 92

高 良 倉 吉 169

高 良 勉 224

滝 浦 静 雄 124

多 木 浩 二 237

田 口 晃 192

武 井 弘 一 154

竹 内 悊 100

竹 内 要 江 Ǻ訳ǻ218

竹 内 敏 晴 148

竹 内 敬 人 249

武 田 清 子 110

武 田 晴 人 163

竹 中 千 春 185

竹信三恵子 59

竹 村 彰 通 27

多 田 等 観 198

橘 木 俊 詔 34ó35ó51ó146
辰 濃 和 男

223ó224ó225ó228

立 石 博 高 180

立 石 泰 則 27

伊 達 聖 伸 79

舘 野 之 男 95

田 中 章 夫 129ó130

田 中 彰 166

田 中 充 子 237

田 中 敦 219

田 中 一 郎 187

田 中 克 彦 136

田中研之輔 79

田 中 素 香 29ó32

田 中 貴 子 199

田 中 徹 二 90

田 中 直 247

田 中 伸 尚 68

田 中 久 稔 28

田 中 宏 59

田 中 浩 116

田 中 Ḵ 168

田中美知太郎 124ó125

田 中 三 彦 70

田 中 優 子 43ó49

溪 内 謙 193

谷 口 長 世 11

谷 脇 康 彦 78

田 谷 禎 三 25

多和田葉子 204

俵 万 智 211

檀 上 寛 182ó186

ち

㙣 紫 哲 也 224

千 野 栄 一 135

中 馬 清 福 103

張 彧 暋 81

趙 景 達 188ó189
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最 相 葉 月 220

斎 藤 秋 男 Ǻ訳ǻ231

齋 藤 孝
132ó143ó144ó147ó205ó209

斉 藤 利 男 170

斎 藤 忍 随 124

齋 藤 英 彦 Ǻ編ǻ89

斎 藤 槙 67

斎藤美奈子 202ó220

斎 藤 茂 吉 216

早乙女勝元 173

坂井榮八郎 193

坂井かをり 94

坂 井 豊 貴 28ó54

坂 井 律 子 89

坂 上 康 俊 161

Ḇ 原 悟 238

Ḇ 原 智 子 45

Ḇ原富士子 18

坂 口 裕 彦 81

坂元ひろ子 116

阪 本 良 弘 89

向 坂 逸 郎 37

桜 井 啓 子 Ǻ編ǻ82

桜井智恵子 61

櫻 井 芳 雄 242

佐々木昭夫 Ǻ訳ǻ195

佐々木 毅 13

佐々木幹郎 203ó235

笹 倉 香 奈 Ǻ訳ǻ17

笹 原 宏 之 132

佐 高 信 41ó42

佐 藤 勝 彦 249

佐 藤 正 午 207

佐 藤 親 賢 81

佐 藤 俊 樹 66

佐 藤 秀 明 200

佐 藤 文 隆 248ó252

佐 藤 洋 一 233

佐 原 真 168

サルトル，JȂP. 74

澤 康 臣 101

佐 和 隆 光 29ó36

沢 田 允 茂 125

澤 村 美 幸 128

澤柳大五郎 240

沢山美果子 151

残間里江子 221

し

椎 貝 達 夫 93

椎 名 誠 228

塩 川 伸 明 12

塩 崎 賢 明 55

塩沢美代子 73ó177

塩 谷 弘 康 56

志 賀 賢 治 43

志 賀 浩 二 251

志 賀 櫻 30ó31

志 賀 直 哉 231

シゲリスト，H.E.255
篠 田 英 雄 Ǻ訳ǻ241

篠 原 一 13ó14

篠 原 㗦 明 118

芝 健 介 180

柴 宜 弘 180

柴田三千雄 192

渋 谷 秀 樹 19

島 秀之助 228

島 尾 新 233

島 尾 永 康 253

島 崎 敏 樹 141

島 薗 進 108óǺ編ǻ38

島 田 虔 㗨 124

島田とみ子 177

嶋 田 博 子 3

島 田 昌 和 161

清水幾太郎
103ó230óǺ訳ǻ198

清 水 克 行 153

清 水 徹 男 90

霜 多 正 㗨 73

霜 山 徳 爾 140

首 藤 若 菜 46

シュミッツ，オズワ
ルド 242

庄 司 克 宏 85

正 田 彬 20

ジョンソン，デイビッ
ド・T 17ó40

白 井 久 夫 169

白 井 恭 弘 129ó131

白 川 静 137

白波瀬佐和子 63

慎 改 康 之 114

新 里 恵 二 73

辛 淑 玉 225

進 藤 榮 一 10

新 藤 兼 人 225

新 藤 宗 幸 49ó145

神 野 直 彦 32ó34

申 惠 丰 17

新 保 恵 志 24ó33

す

末木文美士
108ó113óǺ編ǻ113

末 近 浩 太 79

末吉竹二郎 98

須 貝 佑 一 94

菅 谷 明 子 103

28



0011-024-034_C01_新書_著訳編者名索引_下版_再校_初校.smd  Page 523/05/10 17:49  v3.60

川 端 和 治 45

河 原 理 子 102

川 人 博 56

川 本 茂 雄 135

神 崎 宣 武 Ǻ聞き手ǻ224

神 田 千 里 155

神 田 秀 樹 16

菅 野 博 史 109

き

菊 地 暁 40

菊 池 秀 明 181

菊 池 馨 実 45

北 川 民 㗨 240

北 川 桃 雄 Ǻ訳ǻ111

北 杜 夫 229

木 田 元 121ó125

北 村 暁 夫 184

北 山 茂 夫 176

鬼 頭 昭 雄 97

貴 堂 嘉 之 184ó185

衣 川 太 一 233

木 下 武 男 42

木 畑 洋 一 187

木 宮 正 史 4

金 時 鐘 54

金 成 玟 234

金 賛 汀 70

金 重 明 188

金 凡 性 44

木 村 榮 一 205

木 村 元 144

木 村 㗦 生 252

喜 安 朗 191

桐 野 高 明 91

金 田 章 裕 151

金田一春彦 135

く

日 下 力 207

國 方 栄 二 112

国 谷 裕 子 101

久 野 収 123

久 保 亨 191

久 保 文 明 77

熊 倉 正 修 26

隈 研 吾 236

熊 野 純 彦 115ó118ó119

倉 田 徹 81

倉 田 喜 弘 239

グリーンブラット，
スティーブン 6

クリスティー 198

栗 原 彬 Ǻ編ǻ68

栗 原 俊 雄 40ó158

栗 原 康 47

栗 山 稔 Ǻ訳ǻ215

グローマー，ジェラ
ルド 178ó235

黒木登志夫 100

黒 崎 真 185

黒 田 俊 雄 171

桑 原 武 夫 216óǺ編ǻ231

け

玄 田 有 史 63

こ

小 池 政 就 39

小 池 和 子 182

小 泉 信 三 214ó231

小 泉 直 樹 20

小 泉 英 政 222

小 磯 修 二 5

高 津 春 繁 216

高 護 236

小 岸 昭 193

國分功一郎 112

小坂井敏晶 20

小 坂 国 継 112

小 塩 海 平 242

古 関 彰 一 9

小関悠一郎 151

小 高 賢 205

小谷みどり 50

児 玉 㜇 彦 38ó52ó67

小塚荘一郎 17

小長谷正明 220ó221

小 林 一 輔 69

小 林 隆 128

小 林 丈 広 156

小 林 敏 明 203

小 林 直 樹 22

小 林 美 希 48ó54ó90

小 松 達 也 130

駒 村 康 平 56

小 峯 和 明 163

五 味 文 彦 155ó157ó166

小 山 真 人 247

小 山 靖 憲 167

権 左 武 志 117

近 藤 和 彦 188

近 藤 成 一 157

近 藤 幹 生 143ó144

今 野 真 二
127ó129ó130ó203

今 野 元 113

今 野 晴 貴 52

さ

西 郷 信 綱 215

27

0011-024-034_C01_新書_著訳編者名索引_再校_初校.smd  Page 423/05/02 14:53  v3.60

大 月 敏 雄 50

大 津 透 151

大 友 良 英 234

大 貫 隆 108

大 野 晋 133ó134ó136

大 野 輝 之 70

大 浜 啓 吉 19

大 平 健 139ó140

大 村 敦 志 20

大牟羅 良 232

大 山 礼 子 11

岡 義 武 174

岡 田 節 人 252

岡 田 広 行 55

岡 田 正 則 3

岡 村 秀 典 155

岡 本 薫 21

岡 本 隆 司
179ó182ó187ó190

岡 本 夏 木 147ó149

岡 本 祐 三 95

小 川 幸 司 Ǻ編ǻ179

小 川 環 樹 Ǻ訳ǻ215

小 川 眞 248

尾 木 直 樹 145ó147

翁 㛋 雄 24

荻 野 美 穂 57

小 熊 英 二 158

奥 山 俊 宏 46

小倉金之助 256

尾 崎 秀 実 75

長 田 弘 222

長 部 三 郎 133

小 澤 勲 95ó139

小 沢 昭 一 224

小 澤 祥 司 97

小 沢 隆 一 3

小 塩 力 110

押 谷 仁 93

忍足欣四郎 Ǻ訳ǻ194

小田切徳美 55

小 竹 雅 子 47

小田中直樹 184

小 野 善 康 32ó35

か

カー，E.H. 198

貝 塚 茂 樹 196

海 渡 雄 一 19

海 部 宣 男 258

柿 木 伸 之 114

柿 﨑 明 二 9

郭 四 志 84

梯 久美子 218ó223

鹿子生浩輝 114

笠原十九司 167

笠 原 嘉 139

風 間 孝 63

鹿 嶋 敬 46

柏 木 惠 子 59ó146

春 日 雅 人 Ǻ編ǻ89

方波見康雄 94

勝 木 俊 雄 246

勝 俣 鎮 夫 171

加 藤 九 祚 188ó195

加 藤 周 一 134ó230

加 藤 節 115

加 藤 典 洋 204

加 藤 昌 男 130

加 藤 陽 子 3ó164

嘉 戸 一 将 16

門 脇 厚 司 146ó147

金 澤 周 作 181

金 谷 治 123

金 成 隆 一 77ó78ó80

金 子 勝
26ó38ó50ó52ó67

鹿 野 治 助 122

ガブリエル，マルク
ス 113

鎌 田 ᷵ 69

鎌 田 浩 毅 97ó250

鎌田雄一郎 26

上 川 あ や 65

神 里 達 博 44

神 塚 淑 子 113

亀 井 俊 介 193

亀 田 達 也 138

香 山 リ カ 65ó66ó68

柄 谷 行 人 114ó116ó120

軽 部 謙 介 6ó7ó24

苅 部 直 119

川 合 康 三 219

河合祥一郎 Ǻ訳ǻ6

河 合 隼 雄 140ó148ó149

川 上 高 志 4

川 上 量 生 53

河 口 和 也 63

川 崎 一 洋 107

川 崎 直 宏 39

川﨑二三彦 45ó94

川 島 真 80ó191

川 島 武 宜 22

川嶋みどり 92

川 尻 秋 生 161

河 添 房 江 160

川 田 順 造 117

河 田 惠 昭 244

川 名 壮 志 18ó39

河 野 健 二 196

川 端 康 雄 201

26
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絲 屋 寿 雄 174

稲 泉 連 57

稲 垣 清 82

稲 垣 真 実 173

稲 葉 剛 58

稲 場 雅 紀 5

井 波 律 子
118ó192ó210ó211

犬 丸 治 233

井 上 勝 生 165

井 上 史 雄 134

井 上 文 則 178

井 上 光 貞 176

揖 斐 高 217

今 井 清 一 174

今井むつみ 127ó131ó144

今 枝 由 郎 105

今 谷 明 168

今津孝㗨郎 145

今 西 錦 司 254

井 村 裕 夫 90óǺ編ǻ91

彌 永 昌 吉 253

入 江 曜 子 186

色 川 大 吉 171

岩 井 忠 熊 166

岩 井 保 250

岩切友里子 258

岩崎由美子 56

岩田規久男 33

岩波書店辞典編集部
Ǻ編ǻ128

岩波新書編集部
Ǻ編ǻ8ó104ó163

岩 鼻 通 明 154

岩 村 充 27

岩 本 裕 53

インフェルト 257

う

ヴィットコップǺ編ǻ198
ウィリアムズ，ロバー
ト 259

ウェイリー，A 215

上 田 昌 文 100

上 田 紀 行 66

上 田 信 181

上 田 正 昭 176

上野千鶴子 63ó67

上 野 正 道 142

ウェルズ，H.G. 197

魚 住 孝 至 119

ヴォドピヤーノフ 232

鵜 飼 健 史 4

宇佐美文理 235

宇 沢 弘 文 34ó36ó74

臼 田 昭 194

内 尾 太 一 Ǻ訳ǻ5

内 田 博 文 18

内 田 義 彦 71ó74

内 橋 克 人 35

内 山 㜇 雄 253

宇 野 重 規 3ó11

梅 棹 忠 夫 230ó231

梅 林 宏 道 7

梅 原 猛 117

梅 本 克 己 72

梅若マドレーヌ 218

海 野 聡 150

え

永 六 輔
225ó226ó227ó228

枝 廣 淳 子 25ó28

榎 原 雅 治 157

エバンス，レイコ・ハ
ベ 70

海老坂 武 117

遠 藤 誉 83

延 藤 安 弘 60

お

尾 池 和 夫 247

王 柯 86

王 銘 琬 48

大 井 浩 一 200

大石慎三郎 175

大 内 兵 衛 37ó231

大江健三郎
72ó212ó227ó232

大江志乃夫 172

大 江 正 章 53ó64

大 岡 信 207ó208ó

209ó210ó211ó212ó213ó214

大 門 正 克 154

大 木 毅 183

大久保純一 258

大 沢 武 志 34

大 澤 真 幸 61ó64

大 治 朋 子 83

大 島 堅 一 32

大 隅 清 治 67

大 田 堯 148

大 田 昌 秀 13ó177

太 田 勝 洪 194

太 田 昌 克 9

大高保二郎 234

大 瀧 雅 之 32

大 竹 文 雄 26

大 谷 雅 夫 200

大 塚 敦 子 38

大 塚 久 雄 72ó74
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「岩波新書」著訳編者名索引

あ

アインシュタイン 257

青 井 未 帆 8

青 木 健 太 77

青 木 保 86ó87

青木美智男 160

青 野 太 潮 107

青 山 和 夫 189

青 山 弘 之 80

青 山 南 128

赤石千衣子 57

赤 江 達 也 7

赤 木 昭 夫 204

赤 坂 憲 雄 167ó202

赤瀬川原平 238

赤 松 明 彦 105ó115

秋 山 虔 215

阿 久 悠 226ó227

芥 川 仁 221

芥川也寸志 240

朝日新聞経済部 59

Ἑ 名 定 道 3

明日香壽川 25

阿刀田 高 132

阿波根昌鴻 73ó228

阿 部 彩 58ó64

阿 部 知 二 Ǻ訳ǻ197

阿 部 直 美 221

安 倍 能 成 231

天 児 慧 188

天 野 正 子 57

網 野 善 彦 168ó171

雨 宮 昭 一 163

新 井 勝 紘 153

荒 井 献 110

荒 井 信 一 238

新 井 潤 美 143

荒 川 秀 俊 15

荒 木 進 71

荒 木 優 太 218

新 崎 盛 暉 165

粟 津 キ ヨ 96

安 斎 育 郎 139

安西祐一郎 248

安 堂 信 也 Ǻ訳ǻ74

安藤彦太郎 Ǻ訳ǻ231

安 藤 宏 204

安 藤 正 士 194

安 野 光 雅 237

安 楽 玲 子 48

い

飯 島 裕 子 51

飯 沼 二 郎 197

家 永 三 郎 171ó174

庵 功 雄 128

猪 飼 隆 明 169

五十嵐敬喜 40

池 内 紀 224

池 内 了 49ó51ó249

池 上 彰 Ǻ編ǻ145

池 上 俊 一 185

池 上 嘉 彦 136

池 田 潔 149

池 田 清 貴 18

池 田 嘉 郎 186

石 弘 之 98ó99

石 井 公 成 106

石 井 淳 蔵 33ó35

石 井 孝 174

石 井 哲 也 244

石 城 謙 吉 253

石川日出志 162

石 川 文 洋 54

石 川 真 澄 5

石 川 禎 浩 191

石 黒 浩 41

石 橋 克 彦 252óǺ編ǻ62

石 原 純 Ǻ訳ǻ257

石母田 正 215

泉井久之助 136

泉 靖 一 195

井 田 茂 245ó246

井 田 太 郎 233

井 田 徹 治 98ó244

板 橋 拓 己 Ǻ訳ǻ181

市 井 三 郎 197

市 川 裕 106

市 田 良 彦 115

五 木 寛 之 109ó227

井 筒 俊 彦 122

井 手 英 策 27ó31

出 河 雅 彦 91

伊 東 孝 68

伊 東 光 晴 29ó36

伊 藤 和 明 250

伊 藤 史 織 143

伊藤比呂美 221

伊 藤 眞 16

伊藤由佳理 243

井戸まさえ 49

24
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ルポ 看護の質 (小林美希) 90

ルポ トランプ王国 (金成隆一) 80

ルポ トランプ王国２ (金成隆一) 78

ルポ 難民追跡 (坂口裕彦) 81

ルポ にっぽんのごみ (杉本裕明) 53

ルポ 貧困女子 (飯島裕子) 51

ルポ 貧困大国アメリカ (堤未果) 85

ルポ 貧困大国アメリカⅡ (堤未果)

84

ルポ 不法移民 (田中研之輔) 79

ルポ 保育格差 (小林美希) 48

ルポ 保育崩壊 (小林美希) 54

ルポ 母子避難 (吉田千亜) 52

れ

霊長類 (井田徹治) 244

零の発見 (吉田洋一) 257

シリーズ歴史総合を学ぶ２ 歴史像を伝
える (成田㜇一) 179

歴史とは何か (E.H.カー 清水幾太郎

訳) 198

外交ドキュメント 歴史認識 (服部㜇二)9

歴史の進歩とはなにか (市井三郎)

197

歴史のなかの天皇 (吉田孝) 165

レバノンから来た能楽師の妻 (梅

若マドレーヌ 竹内要江訳) 218

『レ・ミゼラブル』の世界 (西永良成)

203

蓮 如 (五木寛之) 109

ろ

労働組合とは何か (木下武男) 42

労働法入門〔新版〕(水町勇一郎) 17

60歳からの外国語修行 (青山南) 128

ロシア革命 (池田嘉郎) 186

魯 迅 (藤井省三) 205

ロボットと人間 (石黒浩) 41

論語入門 (井波律子) 118

論文の書き方 (清水幾太郎) 230

わ

「分かち合い」の経済学 (神野直彦)

32

和歌とは何か (渡部泰明) 206

若者の法則 (香山リカ) 68

和漢診療学 (寺澤捷年) 90

〈私〉時代のデモクラシー (宇野重

規) 11

私の信条 (安倍能成，志賀直哉，小泉信三

他) 231

続 私の信条 (恒藤恭，大内兵衛，鈴木大

拙他) 231

私は赤ちゃん (松田道雄) 149

「私」をつくる (安藤宏) 204

和⁋哲郎 (熊野純彦) 118
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森と木と建築の日本史 (海野聡) 150

森の紳士録 (池内紀) 224

モンテーニュ (宮下志朗) 114

や

やきもの文化史 (三杉隆敏) 239

優しいコミュニケーション (村田

和代) 127

やさしい日本語 (庵功雄) 128

やさしさの精神病理 (大平健) 140

矢内原忠雄 (赤江達也) 7

山県有朋 (岡義武) 174

ヤマト王権 (吉村武彦) 162

ゆ

唯物史観と現代〔第二版〕(梅本克己)
72

ユーゴスラヴィア現代史〔新版〕(柴
宜弘) 180

ユーラシア動物紀行 (増田隆一) 243

ユーロ (田中素香) 32

ユーロ危機とギリシャ反乱 (田中

素香) 29

豊かさとは何か (暉峻淑子) 70

豊かさの条件 (暉峻淑子) 67

ユダヤ人 (J－P.サルトル 安堂信也訳)

74

ユダヤ人とユダヤ教 (市川裕) 106

指と耳で読む (本間一夫) 96

夢よりも深い覚醒へ (大澤真幸) 61

よ

カラー版 妖怪画談 (水木しげる) 259

幼児期 (岡本夏木) 147

ヨーロッパとイスラーム (内藤正

典) 86

ヨーロッパとは何か (増田四郎) 197

ヨーロッパの言語 (泉井久之助) 136

四字熟語の中国史 (冨谷至) 189

吉田茂 (原彬久) 13

義経伝説と為朝伝説 (原田信男) 154

余の尊敬する人物 (矢内原忠雄) 232

嫁と姑 (永六輔) 225

〈弱さ〉を〈強み〉に (天畠大輔) 41

読んじゃいなよ！ (高橋源一郎編) 101

ら

ライシテから読む現代フランス
(伊達聖伸) 79

落語と歩く (田中敦) 219

ラジオのこちら側で (ピーター・バラ

カン) 222

ラテンアメリカ十大小説 (木村榮

一) 205

り

陸海の交錯 (檀上寛) 182

李鴻章 (岡本隆司) 190

離散するユダヤ人 (小岸昭) 193

リスクの正体 (神里達博) 44

律令国家と隋唐文明 (大津透) 151

李 白 (A.ウェイリー 小川環樹，栗山

稔訳) 215

リハビリ (長谷川幹) 243

リハビリテーション (砂原茂一) 96

リベラル・デモクラシーの現在
(Ṥ口陽一) 6

琉球王国 (高良倉吉) 169

臨床の知とは何か (中村雄二郎) 121

る

ルイ・アルチュセール (市田良彦)

115

ルポ アメリカの核戦力 (渡辺丘) 76

22
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マルクス 㗦本論の哲学 (熊野純

彦) 115

マルティン・ルター (徳善義和) 107

丸山眞男 (苅部直) 119

満州事変から日中戦争へ (加藤陽

子) 164

マンボウ雑学記 (北杜夫) 229

万葉秀歌 上 (斎藤茂吉) 216

万葉秀歌 下 (斎藤茂吉) 216

万葉集に出会う (大谷雅夫) 200

萬葉の時代 (北山茂夫) 176

み

ミクロ経済学入門の入門 (坂井豊

貴) 28

ミケルアンヂェロ (羽仁五郎) 241

ミシェル・フーコー (慎改康之) 114

三島由紀夫 (佐藤秀明) 200

ミステリーの人間学 (廣野由美子)

206

密 教 (松長有慶) 109

密着 最高裁のしごと (川名壮志)18

水俣病 (原田正純) 99

南アフリカ (峯陽一) 87

源義経 (五味文彦) 166

源頼朝 (永原慶二) 176

宮本武蔵 (魚住孝至) 119

ミャンマー現代史 (中西嘉宏) 76

未来をつくる図書館 (菅谷明子) 103

民権と憲法 (牧原憲夫) 164

民主主義は終わるのか (山口二郎) 6

民俗学入門 (菊地暁) 40

民族とネイション (塩川伸明) 12

民族紛争 (月村太郎) 10

民法改正を考える (大村敦志) 20

民 話 (関敬吾) 72

民話を生む人々 (山代巴) 72

む

無限と連続 (遠山啓) 256

無限のなかの数学 (志賀浩二) 251

武蔵野をよむ (赤坂憲雄) 202

村 (水本邦彦) 159

村上春樹は、むずかしい (加藤典洋)

204

室町幕府と地方の社会 (榎原雅治)

157

文在寅時代の㕾国 (文京洙) 77

め

明治維新と西洋文明 (田中彰) 166

明治維新の舞台裏〔第二版〕(石井孝)
174

明治大正の民衆娯楽 (倉田喜弘) 239

明治デモクラシー (坂野潤治) 166

名誉毀損 (山田隆司) 20

カラー版 メッカ (野町和嘉) 258

メディアと日本人 (橋元良明) 102

メディア不信 (林香里) 100

メディア・リテラシー (菅谷明子)

103

も

孟 子 (金谷治) 123

モゴール族探検記 (梅棹忠夫) 231

モダン語の世界へ (山室信一) 42

もっと面白い本 (成毛眞) 222

ものいわぬ農民 (大牟羅良) 232

物語 朝鮮王朝の滅亡 (金重明) 188

ものの言いかた西東 (小林隆，澤村美

幸) 128

モラルの起源 (亀田達也) 138

森ᷞ外 (長島要一) 208

森ᷞ外 (中島国彦) 199
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平成経済 衰退の本質 (金子勝) 26

平成時代 (吉見俊哉) 46

平成の藝談 (犬丸治) 233

平成の終焉 (原武史) 7

平成不況の本質 (大瀧雅之) 32

ヘイト・スピーチとは何か (師岡康

子) 58

平和構築 (東大作) 84

ヘーゲルとその時代 (権左武志) 117

ペスト大流行 (村上陽一郎) 194

ヘタウマ文化論 (山藤章二) 235

ベラスケス (大高保二郎) 234

ベルルスコーニの時代 (村上信一郎)

79

ほ

ルポ 保育格差 (小林美希) 48

保育とは何か (近藤幹生) 144

保育の自由 (近藤幹生) 143

ルポ 保育崩壊 (小林美希) 54

法医学者の使命 (吉田謙一) 42

暴 君 (スティーブン・グリーンブラット

河合祥一郎訳) 6

放射線と健康 (舘野之男) 95

放送の自由 (川端和治) 45

奉天三十年 上 (クリスティー 矢内原

忠雄訳) 198

奉天三十年 下 (クリスティー 矢内原

忠雄訳) 198

法とは何か〔新版〕(渡辺洋三) 21

法の近代 (嘉戸一将) 16

「法の支配」とは何か (大浜啓吉) 19

カラー版 北 斎 (大久保純一) 258

ぼくのマンガ人生 (手Ṃ治虫) 238

北米体験再考 (鶴見俊輔) 123

ぼくらの言葉塾 (ねじめ正一) 206

法華経入門 (菅野博史) 109

ぼけの予防 (須貝佑一) 94

ルポ 母子避難 (吉田千亜) 52

ポスト㗦本主義 (広井良典) 29

ポスト戦後社会 (吉見俊哉) 163

北極飛行 (ヴォドピヤーノフ 米川正夫

訳) 232

ホッブズ (田中浩) 116

ボブ・ディラン (湯浅学) 235

香 港 (倉田徹，張 彧 暋) 81

本へのとびら (宮崎駿) 223

翻訳語成立事情 (柳父章) 136

翻訳と日本の近代 (丸山真男，加藤周

一) 134

ぼんやりの時間 (辰濃和男) 223

ま

マーティン・ルーサー・キング (黒

崎真) 185

マキァヴェッリ (鹿子生浩輝) 114

正岡子規 (坪内稔典) 206

正岡子規 人生のことば (復本一

郎) 219

魔女狩り (森島恒雄) 197

まちがえる脳 (櫻井芳雄) 242

まち再生の術語集 (延藤安弘) 60

まちづくり都市 金沢 (山出保) 47

町を住みこなす (大月敏雄) 50

マックス・ヴェーバー (今野元) 113

マックス・ヴェーバー入門 (山之内

靖) 121

学びとは何か (今井むつみ) 144

幻の声 (白井久夫) 169

マヤ文明 (青山和夫) 189

マルクス・アウレリウス (南川高志)

178

マルクス・エンゲルス小伝 (大内兵

衛) 37

20
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福島原発事故 県民健康管理調査の闇
(日野行介) 59

福島原発事故 被災者支援政策の欺瞞
(日野行介) 56

武家と天皇 (今谷明) 168

富士山 (小山真人) 247

武士の日本史 (髙橋昌明) 153

藤原定家 『明月記』の世界 (村井

康彦) 151

仏 教〔第二版〕(渡辺照宏) 111

復興〈災害〉 (塩崎賢明) 55

ブッダが説いた幸せな生き方 (今

枝由郎) 105

フットボールの社会史 (F.P.マグー

ンJr 忍足欣四郎訳) 194

物理学とは何だろうか 上 (朝永振一

郎) 253

物理学とは何だろうか 下 (朝永振一

郎) 253

物理学はいかに創られたか 上 (ア

インシュタイン，インフェルト 石原純

訳) 257

物理学はいかに創られたか 下 (ア

インシュタイン，インフェルト 石原純

訳) 257

物流危機は終わらない (首藤若菜)46

風土記の世界 (三浦佑之) 156

ルポ 不法移民 (田中研之輔) 79

不眠とうつ病 (清水徹男) 90

プライバシーという権利 (宮下紘)

43

ブラジル (堀坂浩太郎) 83

ブラックバイト (今野晴貴) 52

プラトン (斎藤忍随) 124

プラトンとの哲学 (納富信留) 116

プラトンの哲学 (藤沢令夫) 120

プラハを歩く (田中充子) 237

フランス革命小史 (河野健二) 196

フランス現代史 (小田中直樹) 184

フランス史10講 (柴田三千雄) 192

フランス ルネサンス断章 (渡辺一夫)

195

ブランド (石井淳蔵) 35

プルトニウムの恐怖 (高木仁三郎) 71

プロ野球審判の眼 (島秀之助) 228

文学入門 (桑原武夫) 216

文化人類学への招待 (山口昌男) 71

文化大革命と現代中国 (安藤正士，

太田勝洪，⁋康吾) 194

〈文化〉を捉え直す (渡辺靖) 81

文庫解説ワンダーランド (斎藤美奈

子) 220

文章の書き方 (辰濃和男) 228

文章のみがき方 (辰濃和男) 224

文明と病気 上 (H.E.シゲリスト 松藤

元訳) 255

文明と病気 下 (H.E.シゲリスト 松藤

元訳) 255

「文明論之概略」を読む 上 (丸山真

男) 121

「文明論之概略」を読む 中 (丸山真

男) 121

「文明論之概略」を読む 下 (丸山真

男) 121

分裂から天下統一へ (村井章介) 156

へ

平安京遷都 (川尻秋生) 161

兵役を拒否した日本人 (稲垣真実)

173

米軍と農民 (阿波根昌鴻) 73

平家の群像 (髙橋昌明) 162

平家物語 (石母田正) 215

平城京の時代 (坂上康俊) 161

19
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パブリック・スクール (新井潤美)

143

バブル経済事件の深層 (奥山俊宏，

村山治) 46

原民喜 (梯久美子) 218

パ リ (喜安朗) 191

バリアフリーをつくる (光野有㗨)69

パル判事 (中里成章) 190

パレスチナ〔新版〕(広河隆一) 87

犯科帳 (森永種夫) 175

パンデミックとたたかう (押谷仁，

瀬名秀明) 93

反貧困 (湯浅誠) 64

ひ

非アメリカを生きる (室謙二) 83

ピープス氏の秘められた日記 (臼

田昭) 194

比較のなかの改憲論 (௰村みよ子) 19

東アジア仏教史 (石井公成) 106

光に向って咲け (粟津キヨ) 96

被災弱者 (岡田広行) 55

福島原発事故 被災者支援政策の欺瞞
(日野行介) 56

ビジネス・インサイト (石井淳蔵)33

羊の歌 (加藤周一) 230

続 羊の歌 (加藤周一) 230

人が人を裁くということ (小坂井敏

晶) 20

人の心に働きかける経済政策 (翁

㛋雄) 24

歩く、見る、聞く 人びとの自然再生
(宮内泰介) 50

ヒトラー (芝健介) 180

ひとり親家庭 (赤石千衣子) 57

ひとり暮しの戦後史 (塩沢美代子，島

田とみ子) 177

〈ひとり死〉時代のお葬式とお墓
(小谷みどり) 50

日の丸・君が代の戦後史 (田中伸尚)

68

非武装国民抵抗の思想 (宮田光雄)14

ヒマラヤ登攀史〔第二版〕(深田久弥)
230

百姓一揆 (若尾政希) 152

百年の手紙 (梯久美子) 223

百年前の日本語 (今野真二) 130

漂海民 (羽原又吉) 172

ヒョウタン文化誌 (湯浅浩史) 245

平 泉 (斉藤利男) 170

ビルマ敗戦行記 (荒木進) 71

ヒロシマ・ノート (大江健三郎) 232

広島平和記念㗦料館は問いかける
(志賀賢治) 43

ルポ 貧困女子 (飯島裕子) 51

ルポ 貧困大国アメリカ (堤未果) 85

ルポ 貧困大国アメリカⅡ (堤未果)

84

ヒンドゥー教10講 (赤松明彦) 105

ふ

５ G (森川博之) 44

フィレンツェ (池上俊一) 185

風土と歴史 (飯沼二郎) 197

プーチンとG８の終焉 (佐藤親賢) 81

フォト・ストーリー 沖縄の70年 (石川文

洋) 54

フォト・ドキュメンタリー 朝鮮に渡っ
た「日本人妻」 (林典子) 78

フォト・ドキュメンタリー 人間の尊厳
(林典子) 82

不可能性の時代 (大澤真幸) 64

不可能を可能に (田中徹二) 90

18
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日本の国会 (大山礼子) 11

日本の子どもの歌 (園部三郎，山住正

己) 239

日本の地震災害 (伊藤和明) 250

日本の思想 (丸山真男) 123

日本の私鉄 (和久田康雄) 71

日本の新興宗教 (高木宏夫) 110

日本の食糧が危ない (中村靖彦) 62

日本の数学 (小倉金之助) 256

日本の税金 (三木義一) 27

日本の政治風土 (篠原一) 14

日本のデザイン (原研哉) 62

日本の同時代小説 (斎藤美奈子) 202

日本の年金 (駒村康平) 56

日本の納税者 (三木義一) 29

日本の仏教 (渡辺照宏) 111

日本のマクロ経済政策 (熊倉正修)26

日本の無戸籍者 (井戸まさえ) 49

日本の歴史を旅する (五味文彦) 155

日本は戦争をするのか (半田滋) 10

日本美の再発見 (ブルーノ・タウト

篠田英雄訳) 241

日本病 (金子勝，児玉㜇彦) 52

日本文学の古典〔第二版〕(西郷信綱，
永積安明，広末保) 215

日本文化史〔第二版〕(家永三郎) 171

日本文化の問題 (西田幾多郎) 125

日本文化の歴史 (尾藤正英) 167

日本文化をよむ (藤田正勝) 116

日本問答 (田中優子，松岡正剛) 49

日本列島の誕生 (平朝彦) 252

日本をどのような国にするか (丹

羽宇一郎) 46

ニュートン (島尾永康) 253

ニューヨーク (亀井俊介) 193

人間以前の社会 (今西錦司) 254

人間回復の経済学 (神野直彦) 34

人間・始皇帝 (鶴間和幸) 187

人間であること (時実利彦) 254

人間と政治 (南原繁) 14

人間の限界 (霜山徳爾) 140

フォト・ドキュメンタリー 人間の尊厳
(林典子) 82

認識とパタン (渡辺慧) 140

認知症とは何か (小澤勲) 95

認知症フレンドリー社会 (徳田雄

人) 47

ね

ネット大国中国 (遠藤誉) 83

ネルソン・マンデラ (堀内隆行) 180

の

農耕社会の成立 (石川日出志) 162

農山村は消滅しない (小田切徳美) 55

脳の話 (時実利彦) 254

信長の城 (千田嘉博) 160

は

背教者の系譜 (武田清子) 110

俳句と人間 (長谷川櫂) 217

ハイデガーの思想 (木田元) 121

パウロ (青野太潮) 107

幕末・維新 (井上勝生) 165

幕末から維新へ (藤田覚) 158

幕末社会 (須田努) 150

〈運ぶヒト〉の人類学 (川田順造) 117

芭蕉のあそび (深沢眞二) 199

働きすぎの時代 (森岡孝二) 66

「働くこと」を問い直す (山崎憲) 55

カラー版 ハッブル望遠鏡が見た宇
宙 (野本陽代，ロバート，ウィリアムズ)

259

バナナと日本人 (鶴見良行) 88

17
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20世紀アメリカの夢 (中野耕太郎)

184

二十世紀の音楽 (吉田秀和) 240

二〇世紀の歴史 (木畑洋一) 187

2100年の世界地図 (峯陽一) 78

日米安保体制史 (吉㗨公介) 7

日米〈核〉同盟 (太田昌克) 9

日米地位協定の現場を行く (山本

章子，宮城裕也) 3

日曜俳句入門 (吉竹純) 202

日露陸戦新史 (沼田多稼蔵) 177

日㕾関係史 (木宮正史) 4

日 記 (五木寛之) 227

日清・日露戦争 (原田敬一) 164

日中漂流 (毛里和子) 80

ルポ にっぽんのごみ (杉本裕明) 53

二度目の大往生 (永六輔) 227

二度読んだ本を三度読む (柳広司)

218

日本絵画のあそび (Ḇ原悟) 238

日本経済30年史 (山家悠紀夫) 26

日本経済図説〔第五版〕(宮崎勇，本庄
真，田谷禎三) 25

日本語 上 (金田一春彦) 135

日本語 下〔新版〕(金田一春彦) 135

日本語ウォッチング (井上史雄) 134

日本語雑記帳 (田中章夫) 130

日本語スケッチ帳 (田中章夫) 129

日本国家の起源 (井上光貞) 176

日本語と外国語 (鈴木孝夫) 134

日本語の起源〔新版〕(大野晋) 134

日本語の教室 (大野晋) 133

日本語の考古学 (今野真二) 129

日本語の構造 (中島文雄) 135

日本語の古典 (山口仲美) 131

日本語の文法を考える (大野晋) 136

日本語の歴史 (山口仲美) 132

日本語練習帳 (大野晋) 133

日本財政 転換の指針 (井手英策)31

日本思想史 (末木文美士) 113

日本㗦本主義史上の指導者たち
(土屋喬雄) 177

日本社会の歴史 上 (網野善彦) 168

日本社会の歴史 中 (網野善彦) 168

日本社会の歴史 下 (網野善彦) 168

日本宗教史 (末木文美士) 108

日本人の英語 (マーク・ピーターセン)

135

続 日本人の英語 (マーク・ピーターセ

ン) 134

日本人の心理 (南 博) 141

日本人の法意識 (川島武宜) 22

日本人の骨 (鈴木尚) 254

日本人はなぜ英語ができないか
(鈴木孝夫) 133

日本神話 (上田正昭) 176

日本中世の民衆世界 (三枝暁子) 150

日本中世の民衆像 (網野善彦) 171

日本刀 (本間順治) 241

日本の一文 30選 (中村明) 220

日本の色を染める (吉岡幸雄) 237

日本の漢字 (笹原宏之) 132

日本の教育格差 (橘木俊詔) 146

日本の近現代史をどう見るか (岩

波新書編集部編) 163

日本の近代化遺産 (伊東孝) 68

日本の近代建築 上 (藤森照信) 238

日本の近代建築 下 (藤森照信) 238

日本の近代小説 (中村光夫) 214

日本の近代とは何であったか (三

谷太一郎) 155

日本の軍隊 (吉田裕) 167

日本の経済格差 (橘木俊詔) 35

日本の憲法〔第三版〕(長谷川正安) 22

16
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と

ドイツ史10講 (坂井榮八郎) 193

ドイツ戦歿学生の手紙 (ヴィットコ

ップ編 高橋健二訳) 198

ドイツ統一 (アンドレアス・レダー 板

橋拓己訳) 181

東京遺産 (森まゆみ) 237

道教思想10講 (神塚淑子) 113

東京大空襲 (早乙女勝元) 173

東京大空襲の戦後史 (栗原俊雄) 40

統合失調症 (村井俊哉) 243

東西書肆街考 (脇村義太郎) 229

東西／南北考 (赤坂憲雄) 167

倒産法入門 (伊藤眞) 16

当事者主権 (中西正司，上野千鶴子) 67

同性愛と異性愛 (風間孝，河口和也)63

東大寺のなりたち (森本公誠) 153

東電原発裁判 (添田孝史) 49

東南アジア史10講 (古田元夫) 181

東南アジアを知る (鶴見良行) 87

動物がくれる力 (大塚敦子) 38

東北を聴く (佐々木幹郎) 235

道楽三昧 (小沢昭一 神崎宣武聞き手)

224

ドキュメント 〈アメリカ世〉の 沖
縄 (宮城修) 40

ドキュメント 強権の経済政策 (軽部謙

介) 6

ドキュメント 豪雨災害 (稲泉連) 57

ドキュメント Ṋ 場 (鎌田᷵) 69

トクヴィル (富永茂樹) 118

読書会という幸福 (向井和美) 217

読書と社会科学 (内田義彦) 71

読書と日本人 (津野海太郎) 101

読書力 (齋藤孝) 209

読書論 (小泉信三) 214

独占禁止法〔新版〕(村上政博) 18

独ソ戦 (大木毅) 183

都 市 (吉田伸之) 159

都市開発を考える (大野輝之，レイコ，

ハベ，エバンス) 70

ドキュメント Ṋ 場 (鎌田᷵) 69

閉じる幸せ (残間里江子) 221

土地は誰のものか (五十嵐敬喜) 40

トマス・アクィナス (山本芳久) 106

トラウマ (宮地尚子) 138

ルポ トランプ王国 (金成隆一) 80

ルポ トランプ王国２ (金成隆一) 78

トランプのアメリカに住む (吉見

俊哉) 79

奴隷船の世界史 (布留川正博) 183

な

中原中也 (佐々木幹郎) 203

ナグネ (最相葉月) 220

なぜ働き続けられない？ (鹿嶋敬)

46

なつかしい時間 (長田弘) 222

納得の老後 (村上紀美子) 91

夏目漱石と西田幾多郎 (小林敏明)

203

ナポレオン (杉本淑彦) 185

悩みいろいろ (金子勝) 50

「悩み」の正体 (香山リカ) 65

奈良の寺 (奈良文化財研究所編) 166

南海トラフ地震 (山岡耕春) 245

南京事件 (笠原十九司) 167

南北戦争の時代 (貴堂嘉之) 184

ルポ 難民追跡 (坂口裕彦) 81

に

西田幾多郎 (藤田正勝) 119

西田幾多郎の哲学 (小坂国継) 112

15
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地球外生命 (長沼毅，井田茂) 246

地球環境報告Ⅱ (石弘之) 99

地球の水が危ない (高橋裕) 98

知的財産法入門 (小泉直樹) 20

知的生産の技術 (梅棹忠夫) 230

知的文章術入門 (黒木登志夫) 100

チベット (多田等観) 198

地方の論理 (小磯修二) 5

痴呆を生きるということ (小澤勲)

139

茶と琉球人 (武井弘一) 154

茶の文化史 (村井康彦) 239

チャリティの帝国 (金澤周作) 181

中学受験 (横田増生) 144

中華人民共和国史〔新版〕(天児慧)
188

中華の成立 (渡辺信一郎) 183

中国エネルギー事情 (郭四志) 84

中国絵画入門 (宇佐美文理) 235

中国近代の思想文化史 (坂元ひろ子)

116

中国の隠者 (富士正晴) 195

中国の近現代史をどう見るか (西

村成雄) 190

「中国」の形成 (岡本隆司) 182

中国の市民社会 (李ᇚ㦨) 83

中国のデジタルイノベーション
(小池政就) 39

中国のフロンティア (川島真) 80

中国の歴史 上 (貝塚茂樹) 196

中国の歴史 中 (貝塚茂樹) 196

中国の歴史 下 (貝塚茂樹) 196

中国文章家列伝 (井波律子) 210

中世社会のはじまり (五味文彦) 157

中世神話 (山本ひろ子) 109

中世日本の予言書 (小峯和明) 163

中世倭人伝 (村井章介) 169

中南海 (稲垣清) 82

鳥獣害 (祖田修) 51

物語 朝鮮王朝の滅亡 (金重明) 188

朝鮮と日本に生きる (金時鐘) 54

フォト・ドキュメンタリー 朝鮮に渡っ
た「日本人妻」 (林典子) 78

超デジタル世界 (西垣通) 38

著作権の考え方 (岡本薫) 21

つ

伝わる英語表現法 (長部三郎) 133

土と生きる (小泉英政) 222

津波災害〔増補版〕(河田惠昭) 244

て

定常型社会 (広井良典) 95

ディズニーランドという聖地 (能

登路雅子) 70

データサイエンス入門 (竹村彰通)27

デカルト (野田又夫) 124

適正技術と代替社会 (田中直) 247

哲学入門 (三木清) 126

哲学の使い方 (鷲田清一) 117

哲学のヒント (藤田正勝) 118

哲人たちの人生談義 (國方栄二) 112

デモクラシーの整理法 (空井護) 5

デモクラシーの帝国 (藤原帰一) 86

テレビの日本語 (加藤昌男) 130

出羽三山 (岩鼻通明) 154

天下泰平の時代 (高埜利彦) 159

天下と天朝の中国史 (檀上寛) 186

電気料金はなぜ上がるのか (朝日

新聞経済部) 59

伝 言 (永六輔) 225

天 才 (宮城音弥) 140

転倒予防 (武藤芳照) 92

14
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占領期カラー写真を読む (佐藤洋

一，衣川太一) 233

占領と改革 (雨宮昭一) 163

そ

総介護社会 (小竹雅子) 47

草原の制覇 (古松崇志) 182

曾国藩 (岡本隆司) 179

漱 石 (三浦雅士) 207

漱石のこころ (赤木昭夫) 204

相対性理論入門 (内山㜇雄) 253

蘇我氏の古代 (吉村武彦) 157

続 折々のうた (大岡信) 213

続 日本人の英語 (マーク・ピーターセ

ン) 134

続 羊の歌 (加藤周一) 230

ソクラテス (田中美知太郎) 124

続 私の信条 (恒藤恭，大内兵衛，鈴木大

拙他) 231

尊 厳 (マイケル・ローゼン 内尾太一，

峯陽一訳) 5

孫 文 (深町英夫) 186

た

ダーウィンの生涯 (八杉㜇一) 255

大往生 (永六輔) 228

第三 折々のうた (大岡信) 213

第四 折々のうた (大岡信) 213

第五 折々のうた (大岡信) 213

第六 折々のうた (大岡信) 213

第七 折々のうた (大岡信) 212

第八 折々のうた (大岡信) 212

第九 折々のうた (大岡信) 212

第十 折々のうた (大岡信) 212

大学とは何か (吉見俊哉) 145

大学は何処へ (吉見俊哉) 142

大化改新を考える (吉村武彦) 152

大工道具の歴史 (村松貞㗨郎) 255

大災害と法 (津久井進) 19

大正デモクラシー (成田㜇一) 164

大地動乱の時代 (石橋克彦) 252

太平天国 (菊池秀明) 181

太平洋海戦史 (高木惣吉) 173

太平洋戦争陸戦概史 (林三郎) 173

対話する社会へ (暉峻淑子) 50

高橋源一郎の飛ぶ教室 (高橋源一郎)

217

太宰治 (細谷博) 210

多神教と一神教 (本村凌二) 192

多数決を疑う (坂井豊貴) 54

タックス・イーター (志賀櫻) 30

タックス・ヘイブン (志賀櫻) 31

脱原子力社会へ (長谷川公一) 62

WTO (中川淳司) 31

多文化世界 (青木保) 86

だます心 だまされる心 (安斎育

郎) 139

多民族国家 中国 (王 柯) 86

タリバン台頭 (青木健太) 77

誰のための「教育再生」か (藤田英

典編) 146

短歌をよむ (俵万智) 211

丹下健三 (豊川斎赫) 234

タンパク質の一生 (永田和宏) 249

短Ἣ小説講義〔増補版〕(筒井康隆) 202

ち

治安維持法と共謀罪 (内田博文) 18

地域再生の条件 (本間義人) 33

地域衰退 (宮崎雅人) 43

地域に希望あり (大江正章) 53

地域の力 (大江正章) 64

小さな建築 (隈研吾) 236

地下水は語る (守田優) 248

13
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鈴木さんにも分かるネットの未来
(川上量生) 53

カラー版 すばる望遠鏡の宇宙 (海部

宣男 宮下曉彦写真) 258

スピノザ (國分功一郎) 112

スペイン史10講 (立石博高) 180

スポーツアナウンサー (山本浩) 101

スポーツからみる東アジア史 (高

嶋航) 180

住まいで「老活」 (安楽玲子) 48

スローライフ (㙣紫哲也) 224

せ

生活保護から考える (稲葉剛) 58

生活保障 (宮本太郎) 12

性からよむ江戸時代 (沢山美果子)

151

政権交代とは何だったのか (山口

二郎) 11

政治責任 (鵜飼健史) 4

政治的思考 (杉田敦) 10

政治と宗教 (島薗進編) 38

成熟社会の経済学 (小野善康) 32

聖書入門 (小塩力) 110

聖書の読み方 (大貫隆) 108

精神病 (笠原嘉) 139

青鞜の時代 (堀場清子) 170

生と死のことば (川合康三) 219

性と法律 (角田由紀子) 58

生物進化を考える (木村㗦生) 252

生物多様性とは何か (井田徹治) 98

生命保険とのつき合い方 (出口治

明) 53

声 優 (森川智之) 219

西洋書物史への扉 (髙宮利行) 178

西洋哲学史 (熊野純彦) 119

西洋哲学史 (熊野純彦) 119

世界遺産 (中村俊介) 183

世界共和国へ (柄谷行人) 120

世界経済図説〔第四版〕(宮崎勇，田谷禎
三) 25

世界史概観 上 (H.G.ウェルズ 長谷部

文雄，阿部知二訳) 197

世界史概観 下 (H.G.ウェルズ 長谷部

文雄，阿部知二訳) 197

シリーズ歴史総合を学ぶ１ 世界史の考
え方 (小川幸司，成田㜇一編) 179

世界史の実験 (柄谷行人) 114

世界の名前 (岩波書店辞典編集部編) 128

世代間連帯 (上野千鶴子，௰元清美) 63

摂関政治 (古瀬奈津子) 161

迫りくる核リスク (吉田文彦) 39

世論調査とは何だろうか (岩本裕)

53

1960年５月19日 (日高六郎編) 14

戦国大名と分国法 (清水克行) 153

戦国と宗教 (神田千里) 155

戦国乱世から太平の世へ (藤井讓

治) 159

戦後史 (中村政則) 165

戦後思想を考える (日高六郎) 122

戦後政治史〔第四版〕(石川真澄，山口二
郎) 5

戦後の日本経済 (橋本寿朗) 35

先生！ (池上彰編) 145

戦争体験と経営者 (立石泰則) 27

戦争と気象 (荒川秀俊) 15

戦争と検閲 (河原理子) 102

戦争犯罪とは何か (藤田久一) 21

戦争をよむ (中川成美) 203

禅と日本文化 (鈴木大拙 北川桃雄訳)

111

千利休 (赤瀬川原平) 238

12
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職 人 (永六輔) 227

植民地から建国へ (和田光弘) 184

植民地朝鮮と日本 (趙景達) 188

女性解放思想の歩み (水田珠枝) 73

女性のいない民主主義 (前田健太郎)

6

女帝の古代日本 (吉村武彦) 160

ジョブ型雇用社会とは何か (濱口

桂一郎) 41

書物を焼くの記 (Ṅ振鐸 安藤彦太郎，

斎藤秋男訳) 231

ジョン・デューイ (上野正道) 142

ジョン・ロック (加藤節) 115

シリア情勢 (青山弘之) 80

シリーズ歴史総合を学ぶ１ 世界史の考
え方 (小川幸司，成田㜇一編) 179

シリーズ歴史総合を学ぶ２ 歴史像を伝
える (成田㜇一) 179

シルクロードの古代都市 (加藤九

祚) 188

シルバー・デモクラシー (寺島実郎)

8

新 折々のうた 1 (大岡信) 211

新 折々のうた 2 (大岡信) 211

新 折々のうた 3 (大岡信) 210

新 折々のうた 4 (大岡信) 210

新 折々のうた 5 (大岡信) 209

新 折々のうた 6 (大岡信) 209

新 折々のうた 7 (大岡信) 209

新 折々のうた 8 (大岡信) 208

新 折々のうた 9 (大岡信) 207

新型インフルエンザ (山本太郎) 94

新型コロナと向き合う (横倉義武)

242

新・㕾国現代史 (文京洙) 187

人権と国家 (筒井清輝) 4

親権と子ども (Ḇ原富士子，池田清貴)

18

人口の中国史 (上田信) 181

震災と情報 (徳田雄洋) 102

震災日録 (森まゆみ) 60

新実存主義 (マルクス・ガブリエル 廣

瀬覚訳) 113

新自由主義の帰結 (服部茂幸) 31

人種主義の歴史 (平野千果子) 179

真珠湾・リスボン・東京 (森島守人)

172

人新世の科学 (オズワルド・シュミッツ

日浦勉訳) 242

人生の１冊の絵本 (柳田邦男) 218

新・世界経済入門 (西川潤) 30

腎臓病の話 (椎貝達夫) 93

清朝と近代世界 (吉澤誠一郎) 191

新哲学入門 (廣松渉) 121

新唐詩選 (吉川幸㗨郎，三好達治) 216

神仏習合 (義江彰夫) 168

人物で語る化学入門 (竹内敬人) 249

人物で語る数学入門 (高瀬正仁) 245

新聞は生き残れるか (中馬清福) 103

親鸞をよむ (山折哲雄) 108

人類哲学序説 (梅原猛) 117

新・ローマ帝国衰亡史 (南川高志)

189

す

水墨画 (矢代幸雄) 240

水墨画入門 (島尾新) 233

数学入門 上 (遠山啓) 256

数学入門 下 (遠山啓) 256

数学の学び方・教え方 (遠山啓) 256

数の体系 上 (彌永昌吉) 253

数の体系 下 (彌永昌吉) 253

11
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カラー版 シベリア動物誌 (福田俊司)

259

シベリアに憑かれた人々 (加藤九

祚) 195

㗦本論入門 (向坂逸郎) 37

市民科学者として生きる (高木仁三

郎) 251

市民の政治学 (篠原一) 13

地元経済を創りなおす (枝廣淳子)28

ジャーナリズム (清水幾太郎) 103

ジャーナリズムの可能性 (原寿雄)

102

社会科学における人間 (大塚久雄)72

社会科学の方法 (大塚久雄) 74

社会学入門 (見田宗介) 65

社会起業家 (斎藤槙) 67

社会主義への挑戦 (久保亨) 191

社会人の生き方 (暉峻淑子) 60

社会的共通㗦本 (宇沢弘文) 34

社会認識の歩み (内田義彦) 74

社会保障再考 (菊池馨実) 45

ジャガイモのきた道 (山本紀夫) 192

社会力を育てる (門脇厚司) 146

上 海 (殿木圭一) 74

習近平の中国 (林 望) 80

従軍慰安婦 (吉見義明) 168

就職とは何か (森岡孝二) 61

集団的自衛権と安全保障 (豊下Ṙ

彦，古関彰一) 9

集団的自衛権とは何か (豊下Ṙ彦)12

自由と規律 (池田潔) 149

自由と国家 (Ṥ口陽一) 22

18歳からの民主主義 (岩波新書編集

部編) 8

自由民権 (色川大吉) 171

自由民権運動 (松沢裕作) 156

縮小都市の挑戦 (矢作弘) 56

朱子学と陽明学 (島田虔㗨) 124

術語集 (中村雄二郎) 122

術語集Ⅱ (中村雄二郎) 120

首都直下地震 (平田直) 245

純愛時代 (大平健) 139

旬の魚はなぜうまい (岩井保) 250

小学校英語のジレンマ (寺沢拓敬)

142

証言 水俣病 (栗原彬編) 68

少子社会日本 (山田昌弘) 65

一億三千万人のための 小説教室 (高橋源

一郎) 209

小説の読み書き (佐藤正午) 207

正倉院 (東野治之) 170

肖像写真 (多木浩二) 237

象徴天皇制への道 (中村政則) 170

少年事件に取り組む (藤原正範) 65

少年法入門 (廣瀬健二) 16

消費者の権利〔新版〕(正田彬) 20

生老病死を支える (方波見康雄) 94

昭和史〔新版〕(遠山茂樹，今井清一，藤原
彰) 174

昭和史のかたち (保阪正康) 157

昭和青春読書私史 (安田武) 229

昭和天皇 (原武史) 12

「昭和天皇実録」を読む (原武史)

158

昭和天皇の終戦史 (吉田裕) 169

ジョージ・オーウェル (川端康雄)

201

初期仏教 (馬場紀寿) 106

職業としての科学 (佐藤文隆) 248

職業としての官僚 (嶋田博子) 3

職業としての編集者 (吉野源三郎)

103

食と農でつなぐ (塩谷弘康，岩崎由美

子) 56

10
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コルトレーン (藤岡靖洋) 236

これからの住まい (川崎直宏) 39

コロナ後の世界を生きる (村上陽一

郎編) 43

コンクリートが危ない (小林一輔)69

コンスタンティノープル千年 (渡

辺金一) 194

コンプレックス (河合隼雄) 140

さ

西園寺公望 (岩井忠熊) 166

西郷隆盛 (猪飼隆明) 169

在宅介護 (結城康博) 91

最澄と徳一 (師茂樹) 105

在日外国人〔第三版〕(田中宏) 59

在日朝鮮人 (水野直樹，文 京 洙) 158

在日米軍 (梅林宏道) 7

サイバー時代の戦争 (谷口長世) 11

サイバーセキュリティ (谷脇康彦)78

栽培植物と農耕の起源 (中尾佐助)

254

裁判の非情と人情 (原田國男) 18

細胞から生命が見える (柳田充弘)

251

西遊記 (中野美代子) 210

酒井抱一 (井田太郎) 233

魚と日本人 (濱田武士) 51

桜 (勝木俊雄) 246

桜が創った「日本」 (佐藤俊樹) 66

作家的覚書 (高村薫) 219

里の時間 (芥川仁，阿部直美) 221

サピエンス減少 (原俊彦) 76

さらば、男性政治 (三浦まり) 3

３・11 複合被災 (外岡秀俊) 61

三国志演義 (井波律子) 211

算数的思考法 (坪田耕三) 246

し

ジェイムズ・ジョイスのṖを解く
(柳瀬尚紀) 211

紫外線の社会史 (金凡性) 44

視覚化する味覚 (久野愛) 41

時 間 (滝浦静雄) 124

四季の地球科学 (尾池和夫) 247

四国遍路 (辰濃和男) 225

仕事道楽 新版 (鈴木敏夫) 221

死後の世界 (渡辺照宏) 111

寺社勢力 (黒田俊雄) 171

死者と霊性 (末木文美士編) 113

思春期の危機をどう見るか (尾木

直樹) 147

辞書の仕事 (増井元) 129

自然な建築 (隈研吾) 236

時代を撃つノンフィクション100
(佐高信) 42

実践 自分で調べる技術 (宮内泰

介，上田昌文) 100

実践 日本人の英語 (マーク・ピータ

ーセン) 129

実存主義 (松浪信三郎) 125

知っておきたい地球科学 (鎌田浩

毅) 97

児童虐待 (川﨑二三彦) 94

自動車の社会的費用 (宇沢弘文) 74

シナリオ人生 (新藤兼人) 225

死の思索 (松浪信三郎) 122

詩の中にめざめる日本 (真壁仁編)

214

渋沢栄一 (島田昌和) 161

ジプシーを訪ねて (関口義人) 84

自閉症スペクトラム障害 (平岩幹

男) 138

詩への架橋 (大岡信) 214

9
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憲法と天皇制 (横田耕一) 22

憲法とは何か (長谷部恭男) 21

憲法の無意識 (柄谷行人) 116

憲法への招待〔新版〕(渋谷秀樹) 19

福島原発事故 県民健康管理調査の闇
(日野行介) 59

こ

ドキュメント 豪雨災害 (稲泉連) 57

考古学の散歩道 (田中Ḵ，佐原真) 168

孔 子 (貝塚茂樹) 196

『広辞苑』をよむ (今野真二) 127

好循環のまちづくり！ (枝廣淳子)25

抗生物質と人間 (山本太郎) 244

構造災 (松本三和夫) 60

行動経済学の使い方 (大竹文雄) 26

高度成長 (武田晴人) 163

江南の発展 (丸橋充拓) 182

幸福の増税論 (井手英策) 27

弘法大師空海と出会う (川崎一洋)

107

高野山 (松長有慶) 107

高齢者医療と福祉 (岡本祐三) 95

コーポレート・ガバナンス (花崎正

晴) 30

語感トレーニング (中村明) 131

国際金融入門〔新版〕(岩田規久男) 33
国際人権入門 (申惠丰) 17

獄中一九年 (徐 勝) 87

国土の変貌と水害 (高橋裕) 99

心と脳 (安西祐一郎) 248

心にとどく英語 (マーク・ピーターセ

ン) 133

心の病 回復への道 (野中猛) 92

古事記の世界 (西郷信綱) 215

瞽女うた (ジェラルド・グローマー) 235

子育ての知恵 (高橋惠子) 138

古代出雲を歩く (平野芳英) 156

古代ギリシアの民主政 (橋場弦) 179

古代国家はいつ成立したか (都出

比呂志) 161

後醍醐天皇 (兵藤裕己) 153

古代東アジアの女帝 (入江曜子) 186

国家神道 (村上重良) 111

国家神道と日本人 (島薗進) 108

古典への案内 (田中美知太郎) 125

古典力 (齋藤孝) 205

「孤独な育児」のない社会へ (Ḇ原

智子) 45

ことば遊びの楽しみ (阿刀田高) 132

言葉と歩く日記 (多和田葉子) 204

ことばとイメージ (川本茂雄) 135

ことばと国家 (田中克彦) 136

ことばと思考 (今井むつみ) 131

ことばと文化 (鈴木孝夫) 137

ことばの由来 (堀井令以知) 132

ことばの力学 (白井恭弘) 129

子どもが育つ条件 (柏木惠子) 146

子どもと学校 (河合隼雄) 148

子どもとことば (岡本夏木) 149

子どもと本 (松岡享子) 220

子どもの宇宙 (河合隼雄) 149

子どもの危機をどう見るか (尾木

直樹) 147

子どもの声を社会へ (桜井智恵子) 61

子どもの社会力 (門脇厚司) 147

子どもの貧困 (阿部彩) 64

子どもの貧困Ⅱ (阿部彩) 58

子どもへの性的虐待 (森田ゆり) 64

この世界の片隅で (山代巴編) 88

小林一茶 (青木美智男) 160

小林多喜二 (ノーマ・フィールド) 206

コミュニケーション力 (齋藤孝) 132

雇用身分社会 (森岡孝二) 52

8
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グローバル・ジャーナリズム (澤

康臣) 101

グローバル・タックス (諸富徹) 25

軍国美談と教科書 (中内敏夫) 170

軍と兵士のローマ帝国 (井上文則)

178

け

経営者の条件 (大沢武志) 34

系外惑星と太陽系 (井田茂) 245

景観からよむ日本の歴史 (金田章

裕) 151

景気と経済政策 (小野善康) 35

経済学とは何だろうか (佐和隆光)36

経済学の考え方 (宇沢弘文) 36

経済学のすすめ (佐和隆光) 29

経済数学入門の入門 (田中久稔) 28

経済データの読み方〔新版〕(鈴木正
俊) 33

芸 人 (永六輔) 226

刑法入門 (山口厚) 21

ケインズ (伊東光晴) 36

K－POP (金成玟) 234

ゲーム理論入門の入門 (鎌田雄一郎)

26

結婚退職後の私たち (塩沢美代子) 73

ゲノム編集を問う (石井哲也) 244

ゲルニカ物語 (荒井信一) 238

権威と権力 (なだいなだ) 123

健康長寿のための医学 (井村裕夫)90

言語と社会 (ピーター・トラッドギル

土田滋訳) 137

検察審査会 (デイビッド・T・ジョンソン，

平山真理，福来寛) 40

源氏物語 (秋山虔) 215

源氏物語の世界 (日向一雅) 208

源氏物語を読む (高木和子) 200

検証 安倍イズム (柿﨑明二) 9

現象学 (木田元) 125

検証 政治改革 (川上高志) 4

原子力規制委員会 (新藤宗幸) 49

現代カタストロフ論 (金子勝，児玉㜇

彦) 38

現代支那論 (尾崎秀実) 75

現代社会と教育 (堀尾輝久) 148

現代社会の理論 (見田宗介) 69

現代社会はどこに向かうか (見田

宗介) 48

現代秀歌 (永田和宏) 204

現代史を学ぶ (溪内謙) 193

現代数学対話 (遠山啓) 256

現代中国の政治 (唐 亮) 11

現代日本の思想 (久野収，鶴見俊輔)

123

現代日本の政党デモクラシー (中

北浩爾) 10

現代論理学入門 (沢田允茂) 125

原発事故はなぜくりかえすのか
(高木仁三郎) 68

原発事故を問う (七沢潔) 69

原発訴訟 (海渡雄一) 19

原発と大津波 警告を葬った人々
(添田孝史) 55

原発のコスト (大島堅一) 32

原発はなぜ危険か (田中三彦) 70

原発プロパガンダ (本間㜇) 52

原発を終わらせる (石橋克彦編) 62

原発をつくらせない人びと (山秋

真) 60

憲法改正とは何だろうか (高見勝

利) 8

憲法講話 (宮沢俊義) 23

憲法第九条 (小林直樹) 22

憲法と政治 (青井未帆) 8

7
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季語集 (坪内稔典) 208

疑似科学入門 (池内了) 249

棋士とAI (王銘琬) 48

岸信介 (原彬久) 13

記者がひもとく「少年」事件史 (川

名壮志) 39

技術の街道をゆく (畑村洋太郎) 244

奇人と異才の中国史 (井波律子) 192

北朝鮮現代史 (和田春樹) 189

北原白秋 (今野真二) 203

キノコの教え (小川眞) 248

希望のつくり方 (玄田有史) 63

希望は絶望のど真ん中に (むのたけ

じ) 62

逆システム学 (金子勝，児玉㜇彦) 67

客室乗務員の誕生 (山口誠) 44

虐待死 (川崎二三彦) 45

キャスターという仕事 (国谷裕子)

101

99歳一日一言 (むのたけじ) 222

給食の歴史 (藤原辰史) 152

教育委員会 (新藤宗幸) 145

教育とは何か (大田堯) 148

教育入門 (堀尾輝久) 148

教育は何を評価してきたのか (本

田由紀) 142

教育力 (齋藤孝) 147

教科書の中の宗教 (藤原聖子) 108

ドキュメント 強権の経済政策 (軽部謙

介) 6

教師が育つ条件 (今津孝㗨郎) 145

共生の大地 (内橋克人) 35

共生保障 (宮本太郎) 8

京 都 (林屋辰三郎) 176

京都〈千年の都〉の歴史 (髙橋昌明)

159

京都の歴史を歩く (小林丈広，高木博

志，三枝暁子) 156

虚偽自白を読み解く (浜田寿美男) 17

ギリシア神話 (高津春繁) 216

ギリシアの美術 (澤柳大五郎) 240

キリマンジャロの雪が消えていく
(石弘之) 98

近代国家への模索 (川島真) 191

近代秀歌 (永田和宏) 205

近代政治思想の誕生 (佐々木毅) 13

近代朝鮮と日本 (趙景達) 189

近代日本一五〇年 (山本義隆) 154

近代の政治思想 (福田歓一) 14

近代発明家列伝 (橋本毅彦) 247

金融サービスの未来 (新保恵志) 24

金融商品とどうつき合うか (新保

恵志) 33

金融政策に未来はあるか (岩村充)

27

金融政策入門 (湯本雅士) 31

「勤労青年」の教養文化史 (福間良明)

44

く

空 海 (松長有慶) 105

空海と日本思想 (篠原㗦明) 118

クジラと日本人 (大隅清治) 67

カラー版 国 芳 (岩切友里子) 258

熊野古道 (小山靖憲) 167

グリーン経済最前線 (井田徹治，末吉

竹二郎) 98

グリーン・ニューディール (明日香

壽川) 25

紅萌ゆる (土屋祝郎) 229

グローバル経済史入門 (杉山伸也)30

グローバル時代のアメリカ (古矢

旬) 183

6
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革命思想の先駆者 (家永三郎) 174

革命とナショナリズム (石川禎浩)

191

学問と政治 (Ἑ名定道，宇野重規，岡田

正則，小沢隆一，加藤陽子，松宮孝明) 3

火山噴火 (鎌田浩毅) 250

賢い患者 (山口育子) 47

家事労働ハラスメント (竹信三恵子)

59

数に強くなる (畑村洋太郎) 250

家族という意志 (芹沢俊介) 61

刀狩り (藤木久志) 165

語る歴史、聞く歴史 (大門正克) 154

かつお節と日本人 (宮内泰介，藤林泰)

58

学校で教えてくれない音楽 (大友

良英) 234

学校の戦後史 (木村元) 144

活字のサーカス (椎名誠) 228

勝てないアメリカ (大治朋子) 83

加藤周一 (海老坂武) 117

金沢を歩く (山出保) 57

歌舞伎以前 (林屋辰三郎) 175

歌舞伎の愉しみ方 (山川静夫) 236

㈱貧困大国アメリカ (堤未果) 82

花粉症と人類 (小塩海平) 242

鎌倉幕府と朝廷 (近藤成一) 157

神々の明治維新 (安丸良夫) 172

神、この人間的なもの (なだいなだ)

120

歌謡曲 (高 護) 236

カラー版 国 芳 (岩切友里子) 258

カラー版 シベリア動物誌 (福田俊司)

259

カラー版 すばる望遠鏡の宇宙 (海部

宣男 宮下曉彦写真) 258

カラー版 ハッブル望遠鏡が見た宇
宙 (野本陽代，ロバート，ウィリアムズ)

259

カラー版 北 斎 (大久保純一) 258

カラー版 メッカ (野町和嘉) 258

カラー版 妖怪画談 (水木しげる) 259

からだ・演劇・教育 (竹内敏晴) 148

からだの設計図 (岡田節人) 252

唐物の文化史 (河添房江) 160

ガリレオ裁判 (田中一郎) 187

ガルブレイス (伊東光晴) 29

過労自殺〔第二版〕(川人博) 56

川と国土の危機 (高橋裕) 247

川端康成 (十重田裕一) 199

考え方の教室 (齋藤孝) 144

がん緩和ケア最前線 (坂井かをり) 94

環境アセスメントとは何か (原科

幸彦) 98

環境再生と日本経済 (三橋規宏) 34

看 護 (増田れい子) 95

ルポ 看護の質 (小林美希) 90

看護の力 (川嶋みどり) 92

漢 字 (白川静) 137

感情の世界 (島崎敏樹) 141

感染症と文明 (山本太郎) 93

ガンディー (竹中千春) 185

がんと外科医 (阪本良弘) 89

管野すが (絲屋寿雄) 174

漢の武帝 (吉川幸㗨郎) 196

がん免疫療法とは何か (本庶佑) 243

官僚たちのアベノミクス (軽部謙

介) 7

き

企業と経済を読み解く小説50 (佐
高信) 41

記号論への招待 (池上嘉彦) 136

5
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フォト・ストーリー 沖縄の70年 (石川文

洋) 54

沖縄 平和の礎 (大田昌秀) 13

沖縄密約 (西山太吉) 12

夫と妻 (永六輔) 226

おとなが育つ条件 (柏木惠子) 59

「オピニオン」の政治思想史 (堤林

剣，堤林恵) 4

重い障害を生きるということ (髙

谷清) 92

思い出袋 (鶴見俊輔) 223

面白い本 (成毛眞) 223

親と子 (永六輔) 226

折々のうた (大岡信) 214

続 折々のうた (大岡信) 213

第三 折々のうた (大岡信) 213

第四 折々のうた (大岡信) 213

第五 折々のうた (大岡信) 213

第六 折々のうた (大岡信) 213

第七 折々のうた (大岡信) 212

第八 折々のうた (大岡信) 212

第九 折々のうた (大岡信) 212

第十 折々のうた (大岡信) 212

新 折々のうた 1 (大岡信) 211

新 折々のうた 2 (大岡信) 211

新 折々のうた 3 (大岡信) 210

新 折々のうた 4 (大岡信) 210

新 折々のうた 5 (大岡信) 209

新 折々のうた 6 (大岡信) 209

新 折々のうた 7 (大岡信) 209

新 折々のうた 8 (大岡信) 208

新 折々のうた 9 (大岡信) 207

大岡信『折々のうた』選 詩と歌謡 (蜂

飼耳編) 201

大岡信 『折々のうた』選 短歌㈠ (水

原紫苑編) 201

大岡信 『折々のうた』選 短歌㈡ (水

原紫苑編) 201

大岡信 『折々のうた』選 俳句㈠ (長

谷川櫂編) 202

大岡信 『折々のうた』選 俳句㈡ (長

谷川櫂編) 201

音楽の基礎 (芥川也寸志) 240

「音楽の都」ウィーンの誕生 (ジェ

ラルド・グローマー) 178

女ことばと日本語 (中村桃子) 130

女たちの㕾流 (山下英愛) 82

女の一生 (伊藤比呂美) 221

女のからだ (荻野美穂) 57

か

会計学の誕生 (渡邉泉) 28

戒厳令 (大江志乃夫) 172

介 護 (結城康博) 93

外交ドキュメント 歴史認識 (服部㜇二)9

外国語学習の科学 (白井恭弘) 131

外国語上達法 (千野栄一) 135

会社法入門〔第三版〕(神田秀樹) 16

快適睡眠のすすめ (堀忠雄) 139

開発主義の時代へ (高原明生，前田宏

子) 190

カエサル (小池和子) 182

変えてゆく勇気 (上川あや) 65

科学者が人間であること (中村桂

子) 246

科学者と軍事研究 (池内了) 49

科学者と戦争 (池内了) 51

科学の方法 (中谷宇吉郎) 255

科学の目 科学のこころ (長谷川眞

理子) 251

鏡が語る古代史 (岡村秀典) 155

書き下ろし歌謡曲 (阿久悠) 227

格差社会 (橘木俊詔) 34

4
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右傾化する日本政治 (中野晃一) 9

『失われた時を求めて』への招待
(吉川一義) 200

歌右衛門の六十年 (中村歌右衛門，山

川静夫) 239

内村鑑三 (若松英輔) 106

宇宙からの贈りもの (毛利衛) 251

宇宙から学ぶ (毛利衛) 248

宇宙人としての生き方 (松井孝典)

250

宇宙と星 (畑中武夫) 255

宇宙論入門 (佐藤勝彦) 249

宇宙論への招待 (佐藤文隆) 252

美しい数学入門 (伊藤由佳理) 243

うつりゆく日本語をよむ (今野真

二) 127

え

英語学習は早いほど良いのか (バ

トラー後藤裕子) 128

英語で話すヒント (小松達也) 130

英語でよむ万葉集 (リービ英雄) 208

英語独習法 (今井むつみ) 127

英文の読み方 (行方昭夫) 131

AIの時代と法 (小塚荘一郎) 17

SDGs (南 博，稲場雅紀) 5

江戸漢詩の情景 (揖斐高) 217

江戸東京の明治維新 (横山百合子)

152

江戸の学びと思想家たち (⁋本雅

史) 150

江戸問答 (田中優子，松岡正剛) 43

NHK〔新版〕(松田浩) 102

エネルギーを選びなおす (小澤祥

司) 97

絵のある人生 (安野光雅) 237

エピクテートス (鹿野治助) 122

エピジェネティクス (仲野徹) 246

エビと日本人 (村井吉敬) 88

エビと日本人Ⅱ (村井吉敬) 85

絵を描く子供たち (北川民㗨) 240

演歌の明治大正史 (添田知道) 173

袁世凱 (岡本隆司) 187

お

〈老いがい〉の時代 (天野正子) 57

老いの歌 (小高賢) 205

応援消費 (水越康介) 24

欧州のエネルギーシフト (脇阪紀

行) 97

欧州連合 (庄司克宏) 85

応仁の乱 (鈴木良一) 175

大岡越前守忠相 (大石慎三郎) 175

大岡信 (大井浩一) 200

大岡信『折々のうた』選 詩と歌謡 (蜂

飼耳編) 201

大岡信 『折々のうた』選 短歌㈠ (水

原紫苑編) 201

大岡信 『折々のうた』選 短歌㈡ (水

原紫苑編) 201

大岡信 『折々のうた』選 俳句㈠ (長

谷川櫂編) 202

大岡信 『折々のうた』選 俳句㈡ (長

谷川櫂編) 201

岡 潔 (高瀬正仁) 249

「おかげまいり」と「ええじゃない
か」 (藤谷俊雄) 175

沖 縄 (比嘉春潮，霜多正㗨，新里恵二)

73

沖縄からの報告 (瀬長亀㗨郎) 73

沖縄現代史〔新版〕(新崎盛暉) 165

沖縄生活誌 (高良勉) 224

沖縄ノート (大江健三郎) 72

沖縄のこころ (大田昌秀) 177

3

0011-001-023_S01_新書_書名索引_再校_初校.smd  Page 223/05/02 14:50  v3.60

怒りの方法 (辛淑玉) 225

生き方の不平等 (白波瀬佐和子) 63

生きて帰ってきた男 (小熊英二) 158

生きのびるマンション (山岡淳一郎)

45

イギリス現代史 (長谷川貴彦) 186

イギリス史10講 (近藤和彦) 188

イギリスと日本 (森嶋通夫) 36

生きる意味 (上田紀行) 66

生きるための図書館 (竹内悊) 100

いくさ物語の世界 (日下力) 207

遺 骨 (栗原俊雄) 158

異才、発見！ (伊藤史織) 143

いじめ問題をどう克服するか (尾

木直樹) 145

異常気象と地球温暖化 (鬼頭昭雄)97

移植医療 (㟔島㗨郎，出河雅彦) 91

出雲と大和 (村井康彦) 160

イスラームからヨーロッパをみる
(内藤正典) 77

イスラーム圏で働く (桜井啓子編) 82

イスラーム主義 (末近浩太) 79

イスラーム哲学の原像 (井筒俊彦)

122

イスラム教入門 (中村廣治郎) 109

伊勢神宮と斎宮 (西宮秀紀) 152

イタリア史10講 (北村暁夫) 184

異端の時代 (森本あんり) 115

一億三千万人のための 小説教室 (高橋源

一郎) 209

一日一言 (桑原武夫編) 231

いちにち、古典 (田中貴子) 199

五日市憲法 (新井勝紘) 153

一 揆 (勝俣鎮夫) 171

一茶の相続争い (高橋敏) 155

偽りの経済政策 (服部茂幸) 28

医と人間 (井村裕夫編) 91

医の希望 (齋藤英彦編) 89

命こそ宝 (阿波根昌鴻) 228

〈いのち〉とがん (坂井律子) 89

医の変革 (春日雅人編) 89

医の未来 (矢義雄編) 93

異文化コミュニケーション学 (鳥

飼玖美子) 42

異文化理解 (青木保) 87

異邦人は君ヶ代丸に乗って (金賛

汀) 70

いまどきの「常識」 (香山リカ) 66

いま平和とは (最上敏樹) 86

移民国家アメリカの歴史 (貴堂嘉

之) 185

「移民国家」としての日本 (宮島喬)

39

医療の選択 (桐野高明) 91

医療の倫理 (星野一正) 96

慰霊と招魂 (村上重良) 110

イワナのṖを追う (石城謙吉) 253

岩波新書解説総目録1938－2019
(岩波新書編集部編) 104

インカ帝国 (泉靖一) 195

インドで考えたこと (堀田善衞) 232

インド哲学10講 (赤松明彦) 115

インドとイギリス (吉岡昭彦) 196

陰謀・暗殺・軍刀 (森島守人) 172

う

ヴァルター・ベンヤミン (柿木伸之)

114

ウィーン (田口晃) 192

上杉鷹山 (小関悠一郎) 151

ヴェトナム新時代 (坪井善明) 85

ヴェネツィア (宮下規久朗) 234

ウクライナ戦争をどう終わらせる
か (東大作) 76

2
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「岩波新書」書名索引

あ

愛すべき名歌たち (阿久悠) 226

あいまいな日本の私 (大江健三郎)

227

アウグスティヌス (出村和彦) 107

赤ちゃんの不思議 (開一夫) 146

商人（あきんど） (永六輔) 226

アクティブ・ラーニングとは何か
(渡部淳) 143

悪について (中島義道) 120

悪役レスラーは笑う (森達也) 66

アジア・太平洋戦争 (吉田裕) 164

アジア力の世紀 (進藤榮一) 10

飛鳥の都 (吉川真司) 162

アダム・スミス (高島善哉) 36

新しい学力 (齋藤孝) 143

新しい幸福論 (橘木俊詔) 51

新しい世界史へ (羽田正) 190

新しい文学のために (大江健三郎)

212

新しい労働社会 (濱口桂一郎) 63

アナキズム (栗原康) 47

アフター・アベノミクス (軽部謙介)

24

アフリカの神話的世界 (山口昌男)88

アフリカ・レポート (松本仁一) 85

アベノミクスの終焉 (服部茂幸) 30

アホウドリを追った日本人 (平岡

昭利) 54

アマテラスの誕生 (溝口睦子) 162

アメリカ黒人の歴史〔新版〕(本田創
造) 193

アメリカ人のみた日本の死刑 (デ

イビッド・T.ジョンソン 笹倉香奈訳)

17

アメリカ政治の壁 (渡辺将人) 81

アメリカ大統領選 (久保文明，金成隆

一) 77

アメリカとは何か (渡辺靖) 77

ルポ アメリカの核戦力 (渡辺丘) 76

アメリカの制裁外交 (杉田弘毅) 78

アメリカ遊学記 (都留重人) 229

ドキュメント 〈アメリカ世〉の 沖
縄 (宮城修) 40

アメリカン・デモクラシーの逆説
(渡辺靖) 84

アラビアのロレンス〔改訂版〕(中野
好夫) 198

アラビアンナイト (西尾哲夫) 207

有島武郎 (荒木優太) 218

アリストテレスとアメリカ・イン
ディアン (L.ハンケ 佐々木昭夫訳)

195

アリストテレスの哲学 (中畑正志)

112

歩く、見る、聞く 人びとの自然再生
(宮内泰介) 50

い

EVと自動運転 (鶴原吉郎) 48

イエスとその時代 (荒井献) 110

医学探偵の歴史事件簿 (小長谷正明)

221

医学探偵の歴史事件簿 ファイル
２ (小長谷正明) 220

医学的根拠とは何か (津田敏秀) 92

1
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80

◆
き
も
の
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か

ジ
ェ
ー
ン
の
き
も
の
ス
タ
イ
リ
ン
グ

山
野
愛
子
ジ
ェ
ー
ン

ʪ
カ
ラ
ー
版
ʫ
１
０
３
４
円

国
際
美
容
教
育
家
ジ
ェ
ー
ン
が
、
現
代
風
の
着
こ
な
し
や
、

個
性
的
に
お
し
ゃ
れ
を
演
出
す
る
方
法
な
ど
、
気
軽
に
き
も

の
を
楽
し
む
た
め
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
紹
介
し
ま
す
。
浴
衣
、

小
紋
、
帯
結
び
な
ど
の
着
付
け
の
基
本
も
写
真
で
わ
か
り
や

す
く
解
説
。

［
２
０
０
３
年
７
月
］
700080Ȃ5

49

◆
泡
盛
の
女
王
に
よ
る
泡
盛
案
内

泡
盛
は
お
い
し
い
ʕ
沖
縄
の
味
を
育
て
る

富
永
麻
子

７
７
０
円

独
特
の
香
り
と
風
味
を
も
つ
酒
と
し
て
人
気
を
集
め
る
沖
縄

の
泡
盛
。
六
〇
〇
種
以
上
の
銘
柄
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
個
性

豊
か
な
泡
盛
の
造
り
手
た
ち
の
こ
だ
わ
り
を
紹
介
。
自
分
だ

け
の
古
酒
の
育
て
方
、
お
い
し
い
飲
み
方
、
酒
造
所
案
内
な

ど
泡
盛
の
楽
し
み
方
を
満
載
。

［
２
０
０
２
年
11
月
］
700049Ȃ2

33

◆
心
の
ケ
ア
の
新
し
い
可
能
性
を
拓
く

リ
ハ
ビ
リ
メ
イ
ク

生
き
る
た
め
の
技

か
づ
き
れ
い
こ

８
１
４
円

傷
や
あ
ざ
な
ど
外
観
の
ト
ラ
ブ
ル
を
カ
バ
ー
す
る
リ
ハ
ビ
リ

メ
イ
ク
と
、
形
成
外
科
、
精
神
科
な
ど
の
医
療
と
の
連
携
が

始
ま
っ
て
い
る
。「
外
観
の
ケ
ア
」
は
社
会
復
帰
の
支
援
と

し
て
確
実
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
著
者
独
自
の
メ
イ
ク
法

の
ポ
イ
ン
ト
も
紹
介
。

［
２
０
０
２
年
７
月
］
700033Ȃ1

アクティブ新書 ―2
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読
書
で
つ
か
む

学
ぶ
力
と
生
き
る
力

〈岩
波
ジ
ュ
ニ
ア
新
書
〉
は
、
青
春
の
ま
っ
た
だ
な

か
を
生
き
る
若
い
世
代
が
直
面
し
て
い
る
多
く
の
問

題
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
と
り
あ
げ
て
、
す
ぐ

れ
た
執
筆
者
に
よ
る
書
き
下
ろ
し
で
毎
月
刊
行
し
て

い
る
シ
リ
ー
ズ
で
す
。
教
科
に
即
し
た
テ
ー
マ
、
進

路
や
将
来
を
考
え
る
ヒ
ン
ト
、
現
代
社
会
や
日
常
生

活
で
の
疑
問
や
悩
み
に
こ
た
え
る
も
の
な
ど
、
学
生

の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
す
べ
て
の
世
代
の
方
々
に
お
読

み
い
た
だ
け
る
新
書
で
す
。

ジ
ュ
ニ
ア
新
書
は
二
〇
一
九
年
に
創
刊
四
〇
年
を

迎
え
、
九
〇
〇
点
を
こ
え
ま
し
た
。
ジ
ュ
ニ
ア
新
書

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ジ
ェ
ッ
ピ
ー
」
と
も
ど
も
、
こ

れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
い
た
し
ま
す
。

新
書
判
並
製
・
カ
バ
ー
付
・
平
均
二
二
四
頁

（
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
・
須
山
奈
津
希
）

岩波ジュニア新書
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国
語
・
文
学

961

出
口
智
之

森
ᷞ
外
、
自
分
を
探
す

９
６
８
円

文
豪
で
軍
医
の
、
歴
史
上
の
天
才
？

「
舞
姫
」
っ
て
本
当
は
何
が
書
い
て
あ
っ
た
ん

だ
ろ
う
？

江
戸
時
代
の
終
わ
り
に
生
ま
れ
、
明
治
の
激
動
の
さ
な
か
に
勉
強
し
て
留

学
し
、
自
由
恋
愛
を
経
験
し
て
、
一
人
称
小
説
を
書
く
と
は
ど
う
い
う
こ
と
だ
っ
た
の

か
。
そ
の
時
代
の
感
覚
に
立
っ
て
、
作
品
や
㗦
料
を
読
み
解
け
ば
、
悩
ん
で
悩
ん
で
自

分
を
探
し
た
、
ᷞ
外
の
横
顔
が
見
え
て
く
る
。

［
２
０
２
２
年
12
月
］
500961Ȃ9◆

951

千
葉
俊
二

作
家
た
ち
の
17
歳

９
６
８
円

十
七
歳
、
誰
も
ま
だ
「
文
豪
」
じ
ゃ
な
か
っ
た

太
宰
治
は
作
家
に
な
ろ
う
と
決
意

し
、
宮
沢
賢
治
は
進
路
を
め
ぐ
っ
て
父
に
反
発
、
芥
川
㜇
之
介
は
友
達
と
雑
誌
を
作
り
、

谷
崎
潤
一
郎
は
苦
学
生
だ
っ
た
。
夏
目
漱
石
は
下
宿
で
受
験
勉
強
し
、
Ṥ
口
一
葉
は
父

と
兄
を
亡
く
し
て
一
家
を
背
負
う
こ
と
に
な
る
。
作
家
た
ち
の
十
代
と
そ
の
決
断
を
、

当
時
の
日
記
や
創
作
と
と
も
に
紹
介
。

［
２
０
２
２
年
４
月
］
500951Ȃ0◆

950

笹
原
宏
之

漢
字
ハ
カ
セ
、
研
究
者
に
な
る

９
０
２
円

「
漢
字
博
士
」と
し
て
、辞
書
の
編
さ
ん
や
国
の
漢
字
政
策
な
ど
に
関
わ
っ
て
き
た
著
者
。

様
々
な
当
て
字
を
得
意
に
な
っ
て
書
い
て
い
た
小
学
校
時
代
。
秋
桜
を
コ
ス
モ
ス
と
読

む
の
が
許
せ
な
か
っ
た
中
学
時
代
。
進
路
に
悩
ん
だ
高
校
時
代
。
地
名
漢
字
を
調
べ
に

出
か
け
た
現
地
調
査
な
ど
、
漢
字
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
な
が
ら
、
漢
字
の

魅
力
や
研
究
者
へ
の
道
の
り
を
語
り
ま
す

［
２
０
２
２
年
３
月
］
500950Ȃ3◆

国語・文学 ―2
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940

藤
田
真
一

俳
句
の
き
た
道
芭
蕉
・
蕪
村
・
一
茶

９
９
０
円

古
典
を
知
っ
た
ら
、
俳
句
が
ま
す
ま
す
お
も
し
ろ
く
な
る
！

今
に
つ
な
が
る
俳
句
四

〇
〇
年
の
歴
史
、
そ
の
流
れ
を
つ
く
っ
た
江
戸
の
三
俳
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
伝
統
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
つ
ね
に
新
し
い
表
現
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
個
性
ゆ
た
か
な
俳
人
た
ち
は

ど
の
よ
う
に
生
き
、
何
を
め
ざ
し
た
の
で
し
ょ
う
か
？

名
句
、
名
言
、
そ
し
て
俳
句

の
こ
こ
ろ
を
た
っ
ぷ
り
味
わ
え
る
一
冊
で
す
。

［
２
０
２
１
年
９
月
］
500940Ȃ4◆

938

渡
部
泰
明
・
平
野
多
恵
・
出
口
智
之
・
田
中
洋
美
・
仲
島
ひ
と
み

国
語
を
め
ぐ
る
冒
険

９
６
８
円

「
国
語
は
冒
険
だ
」
と
言
わ
れ
た
ら
、
驚
き
ま
せ
ん
か
？

国
語
に
は
、
未
知
の
世
界
や

存
在
が
ᷓ
れ
て
い
ま
す
。
危
険
を
恐
れ
ず
踏
み
出
せ
ば
、
新
し
い
自
分
、
他
者
、
言
葉

と
の
出
会
い
、
そ
し
て
成
長
へ
の
機
会
が
待
ち
受
け
て
い
ま
す
。
学
ぶ
意
味
や
楽
し
さ

だ
け
で
な
く
、
国
語
を
使
っ
て
ど
う
生
き
る
か
を
、「
冒
険
」
を
モ
チ
ー
フ
に
語
り
ま

す
。

［
２
０
２
１
年
８
月
］
500938Ȃ1◆

930

川
村
裕
子

平
安
男
子
の
元
気
な
！
生
活

９
６
８
円

華
や
か
で
、
ま
っ
た
り
と
優
雅
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
平
安
貴
族
の
男
子
た
ち
。
で
も
じ

つ
は
、
ハ
ー
ド
ワ
ー
ク
な
元
祖
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
だ
っ
た
！？

恋
と
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

だ
け
じ
ゃ
な
く
、
ゲ
ー
ム
や
サ
ッ
カ
ー
も
セ
レ
ブ
の
た
し
な
み
？

就
活
ノ
ウ
ハ
ウ
に

出
世
の
ヒ
ケ
ツ
、
バ
ッ
チ
バ
チ
の
ラ
イ
バ
ル
対
決
…
…
。
意
外
と
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
彼
ら

の
生
活
、
平
安
男
子
た
ち
の
が
ん
ば
り
を
ど
う
ぞ
ご
覧
あ
れ
！

［
２
０
２
１
年
２
月
］
500930Ȃ5◆

914

村
上
慎
一

読
解
力
を
身
に
つ
け
る

９
４
６
円

「
国
語
」
の
読
解
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。
ど
う
す
れ
ば
読
解
力
が
身
に
つ
く
の
で
し
ょ

う
か
。
段
落
の
意
味
と
は
？

要
約
は
ど
の
よ
う
に
ま
と
め
る
の
か
？
…
…
。
評
論

文
、
実
用
的
な
文
章
、
㗦
料
や
グ
ラ
フ
、
そ
し
て
文
学
的
な
文
章
な
ど
、
文
章
の
種
類

に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
読
解
の
方
法
を
丁
寧
に
解
説
。
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
「
な
ぜ
国

語
を
学
ぶ
の
か
」
の
著
者
に
よ
る
国
語
入
門
で
す
。

［
２
０
２
０
年
３
月
］
500914Ȃ5◆

907

佐
藤
郁
良

俳

句

を

楽

し

む
９
４
６
円

愛
媛
県
松
山
市
で
毎
夏
、
開
催
さ
れ
る
俳
句
甲
子
園
を
機
に
俳
句
の
魅
力
に
は
ま
り
、

以
来
、
開
成
中
学
・
高
校
俳
句
部
の
生
徒
達
と
句
作
に
励
み
、
つ
い
に
は
俳
人
と
な
っ

た
著
者
。
本
書
で
は
、
句
を
鑑
賞
す
る
イ
ロ
ハ
に
始
ま
り
、
吟
行
や
句
会
の
進
め
方
ま

で
、
季
語
や
文
法
の
説
明
を
挟
み
な
が
ら
て
い
ね
い
に
解
説
。
十
七
音
の
世
界
が
も
つ

味
わ
い
、
さ
ら
に
は
つ
く
る
楽
し
さ
を
伝
え
る
一
冊
。

［
２
０
１
９
年
11
月
］
500907Ȃ7

3― 国語・文学
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沼
崎
一
郎

は
じ
め
て
の
研
究
レ
ポ
ー
ト
作
成
術

９
９
０
円

「
研
究
っ
て
ど
う
や
る
の
？
」「
㗦
料
の
探
し
方
は
？
」「
レ
ポ
ー
ト
の
書
き
方
に
ル
ー
ル

は
あ
る
の
？
」。
初
め
て
自
分
で
何
か
を
調
べ
て
レ
ポ
ー
ト
を
ま
と
め
る
人
の
た
め
に
、

図
書
館
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
入
手
で
き
る
㗦
料
を
用
い
た
研
究
レ
ポ
ー
ト
作

成
術
を
懇
切
丁
寧
に
解
説
す
る
。
研
究
へ
の
取
り
組
み
方
か
ら
、
コ
ピ
ペ
不
要
の
文
章

の
組
み
方
の
技
術
ま
で
網
羅
し
た
一
冊
。

［
２
０
１
８
年
１
月
］
500865Ȃ0◆

863

千

葉

聡

短
歌
は
最
強
ア
イ
テ
ム

ʕ
高
校
生
活
の
悩
み
に
効
き
ま
す
ʕ

９
４
６
円

「
ち
ば
さ
と
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
る
国
語
科
の
熱
血
教
師
で
あ
り
、
歌
人
で
も
あ
る
著

者
が
、
現
代
短
歌
を
通
じ
て
学
校
生
活
の
様
子
や
揺
れ
動
く
生
徒
た
ち
の
心
模
様
を
描

く
青
春
短
歌
エ
ッ
セ
イ
。
友
だ
ち
、
恋
、
部
活
と
い
っ
た
現
在
進
行
形
の
高
校
生
の
リ

ア
ル
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、「
い
ろ
い
ろ
あ
る
け
ど
大
丈
夫
！

前
を
向
い
て
生
き
て

い
こ
う
ぜ
！
」
と
黒
板
に
書
い
た
歌
で
エ
ー
ル
を
送
る
。

［
２
０
１
７
年
11
月
］
500863Ȃ6

858

小
山
慶
太

漱
石
先
生
の
手
紙
が
教
え
て
く
れ
た
こ
と

９
６
８
円

「
あ
せ
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
」「
牛
の
よ
う
に
図
図
し
く
進
ん
で
い
く
の
が
大
事
」。
漱

石
の
書
き
残
し
た
、
弟
子
を
始
め
と
す
る
若
い
人
々
へ
の
手
紙
は
、
小
説
と
は
違
っ
た

感
慨
を
読
む
者
に
与
え
る
。
綴
ら
れ
る
励
ま
し
、
ユ
ー
モ
ア
、
人
と
し
て
の
深
さ
は
、

今
を
生
き
る
人
に
と
っ
て
も
、
温
か
な
エ
ー
ル
と
な
る
だ
ろ
う
。
示
唆
に
富
む
手
紙
か

ら
文
豪
・
漱
石
の
新
た
な
一
面
が
見
え
て
く
る
。

［
２
０
１
７
年
８
月
］
500858Ȃ2◆

855

木
下
通
子

読
み
た
い
心
に
火
を
つ
け
ろ
！

ʕ
学
校
図
書
館
大
活
用
術
ʕ

９
９
０
円

「
何
か
お
も
し
ろ
い
本
な
い
？
」「
調
べ
学
習
の
㗦
料
が
見
つ
か
ら
な
い
」
等
々
、
学
校

図
書
館
に
は
多
様
な
注
文
を
も
っ
た
生
徒
達
が
や
っ
て
き
ま
す
。
そ
ん
な
生
徒
の
「
読

み
た
い
」「
知
り
た
い
」
に
応
え
る
様
子
を
、
具
体
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
と
も
に
紹
介
し

ま
す
。
長
年
学
校
司
書
と
し
て
活
躍
し
て
き
た
著
者
が
、
本
を
読
む
楽
し
さ
や
意
義
を

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
等
、
豊
富
な
実
践
を
も
と
に
語
り
ま
す
。

［
２
０
１
７
年
６
月
］
500855Ȃ1◆

821

姜

尚

中

姜
尚
中
と
読
む

夏
目
漱
石

品
切（
電
子
版
あ
り
）

『
こ
こ
ろ
』『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』『
三
四
郎
』『
そ
れ
か
ら
』『
門
』
…
…
広
く
知
ら
れ
た

漱
石
の
小
説
で
す
が
、
じ
っ
く
り
と
読
ん
で
み
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

鋭
い
社
会

へ
の
ま
な
ざ
し
や
深
い
人
間
洞
察
に
は
、読
み
返
す
た
び
に
新
し
い
発
見
が
あ
り
ま
す
。

漱
石
作
品
を
心
の
糧
に
し
て
き
た
著
者
と
一
緒
に
、
一
〇
〇
年
以
上
読
み
継
が
れ
る
奥

深
い
魅
力
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

［
２
０
１
６
年
１
月
］
500821Ȃ6◆
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和
合
亮
一

詩

の

寺

子

屋
９
２
４
円

詩
は
言
葉
の
ダ
ン
ス
だ
。
言
葉
を
つ
な
げ
る
だ
け
で
、
リ
フ
レ
イ
ン
す
る
だ
け
で
、
お

も
し
ろ
い
詩
に
な
る
。
耳
に
残
っ
た
言
葉
、
心
に
浮
か
ん
だ
言
葉
を
、
毎
日
書
き
と
め

て
お
こ
う
。
言
葉
の
か
た
ま
り
が
詩
に
な
り
、
自
分
の
心
の
記
録
、
そ
し
て
記
憶
に
な

る
。
福
島
市
に
住
み
、
３
・
11
以
後
ツ
イ
ッ
タ
ー
詩
を
書
き
つ
づ
け
る
詩
人
・
和
合
さ

ん
が
、
若
い
人
の
た
め
に
「
詩
の
寺
子
屋
」
を
開
き
ま
す
。

［
２
０
１
５
年
12
月
］
500820Ȃ9

810

中
村
邦
生

は
じ
め
て
の
文
学
講
義

ʕ
読
む
・
書
く
・
味
わ
う
ʕ

９
０
２
円

読
む
こ
と
を
楽
し
む
に
は
ど
ん
な
方
法
が
あ
る
？

魅
力
的
な
文
章
を
書
く
に
は
ど
う

し
た
ら
い
い
？

そ
の
両
面
か
ら
文
学
の
面
白
さ
、
深
さ
を
構
造
的
に
探
っ
て
い
く
。

太
宰
治
を
は
じ
め
多
種
多
様
な
文
学
作
品
を
テ
キ
ス
ト
に
し
な
が
ら
、
読
む
コ
ツ
、
書

く
コ
ツ
、
味
わ
う
コ
ツ
を
具
体
的
に
指
南
す
る
。「
文
学
大
好
き
！
」
な
現
役
の
中
学
・

高
校
生
を
対
象
に
し
た
「
文
学
講
義
」
を
ま
と
め
た
一
冊
。

［
２
０
１
５
年
７
月
］
500810Ȃ0

804

馬
場
雄
二

漢
字
力
が
身
に
つ
く
熟
語
練
習
帳

８
８
０
円

漢
字
を
組
み
合
わ
せ
て
熟
語
を
作
る
、
ユ
ニ
ー
ク
な
デ
ザ
イ
ン
の
漢
字
パ
ズ
ル
を
満
載

（
計
二
〇
〇
問
余
）。
漢
字
を
つ
な
げ
て
熟
語
を
作
る
「
熟
語
の
リ
レ
ー
」、
字
体
や
漢
字

の
間
違
い
探
し
「
誤
字
等
（
ゴ
ジ
ラ
）
を
探
せ
」、
マ
ス
目
を
使
っ
た
「
熟
語
の
部
屋
分

け
・
書
き
足
し
」、
漢
字
の
筆
算
「
熟
語
の
漢
字
算
」。
一
つ
一
つ
、
楽
し
く
解
い
て
い

る
う
ち
に
、
ど
ん
ど
ん
漢
字
力
が
つ
い
て
き
ま
す
。

［
２
０
１
５
年
５
月
］
500804Ȃ9

789

川
合
康
三

漢
詩
の
レ
ッ
ス
ン

９
６
８
円

た
っ
た
４
行
か
ら
な
る
漢
詩
「
絶
句
」。
こ
の
本
で
は
、
唐
の
時
代
に
作
ら
れ
た
有
名
な

15
首
を
じ
っ
く
り
味
わ
い
ま
す
。
試
験
に
合
格
し
た
喜
び
、
恋
人
と
の
別
れ
、
は
る
か

な
故
郷
へ
の
思
い
、山
や
川
の
美
し
い
風
景
…
…
。
千
年
以
上
も
愛
さ
れ
て
き
た
詩
は
、

い
ま
も
変
わ
ら
ず
私
た
ち
の
心
へ
響
き
ま
す
。
漢
詩
の
歴
史
や
読
み
方
な
ど
、
基
本
的

な
知
識
も
丁
寧
に
解
説
。

［
２
０
１
４
年
11
月
］
500789Ȃ9

779

ド
リ
ア
ン
助
川

プ
チ
革
命

言
葉
の
森
を
育
て
よ
う

９
９
０
円

人
生
を
豊
か
に
し
て
い
く
の
は
そ
の
人
の
心
だ
。
心
の
な
か
に
自
分
の
好
き
な
言
葉
の

木
を
植
え
て
い
こ
う
。
受
け
身
で
は
な
く
強
制
さ
れ
る
の
で
も
な
い
、
自
分
な
り
の
や

り
方
で
生
き
づ
ら
い
世
の
中
を
前
向
き
に
歩
い
て
い
く
た
め
の
道
を
提
案
し
ま
す
。
俵

万
智
さ
ん
、
河
瀬
直
美
さ
ん
な
ど
、
個
性
豊
か
な
生
き
方
を
し
て
い
る
七
人
へ
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
も
充
実
！

［
２
０
１
４
年
７
月
］
500779Ȃ0

5― 国語・文学
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中

村

明

日
本
語
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
練
習
帳

９
２
４
円

ニ
ュ
ア
ン
ス
と
は
、
表
現
の
微
妙
な
違
い
の
こ
と
。
ピ
ザ
vs.
ピ
ッ
ツ
ァ
、
好
意
vs.
厚
意
、

駐
車
禁
止
vs.
自
動
車
捨
て
場
、
お
休
み
い
た
し
ま
す
vs.
お
休
み
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

─
そ
れ
ぞ
れ
ど
う
違
う
？

発
音
・
文
字
・
こ
と
ば
か
ら
文
法
・
敬
語
・
文
学
表
現
、そ

し
て
、こ
と
ば
を
選
ぶ
発
想
ま
で
。
様
々
な
レ
ベ
ル
に
お
け
る
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
違
い
を
、

１
０
０
の
Ｑ
＆
Ａ
か
ら
楽
し
く
学
び
、
日
本
語
の
達
人
に
な
ろ
う
。［
２
０
１
４
年
７
月
］
500778Ȃ3

775

渡
部
泰
明

古

典

和

歌

入

門
１
０
３
４
円

理
想
の
春
、
恋
人
へ
の
言
い
訳
、
旅
の
ル
ポ
、
観
音
様
の
お
告
げ
─
勅
Ḥ
集
の
部
立
て

に
な
ら
い
、
四
季
、
恋
、（
世
の
中
・
人
生
）、
祈
り
の
４
章
を
立
て
、
和
歌
史
を
代
表

す
る
48
首
を
選
出
。
詠
ま
れ
た
状
況
、
歌
人
や
文
法
の
解
説
を
交
え
、
や
さ
し
く
読
み

ほ
ど
き
ま
す
。〈
祈
り
の
文
学
〉、
古
典
和
歌
の
魅
力
を
味
わ
お
う
。「
あ
と
が
き
─
和

歌
の
一
生
」
で
は
、
和
歌
文
化
を
簡
潔
に
解
説
。

［
２
０
１
４
年
６
月
］
500775Ȃ2◆

772

川
村
裕
子

平
安
女
子
の
楽
し
い
！
生
活

９
６
８
円

お
し
ゃ
れ
に
恋
バ
ナ
、
占
い
や
進
路
…
…
。
平
安
時
代
の
女
子
た
ち
も
、
私
た
ち
と
同

じ
よ
う
に
、
楽
し
み
、
悩
み
な
が
ら
生
き
て
い
ま
し
た
。
こ
の
本
で
は
、
そ
ん
な
彼
女

た
ち
の
日
々
を
の
ぞ
き
つ
つ
、
古
典
を
読
む
の
に
必
要
な
、
イ
ン
テ
リ
ア
＆
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
用
語
、
恋
の
お
作
法
の
基
本
が
学
べ
ま
す
。
難
し
い
古
文
は
出
て
き
ま
せ
ん
。
古

典
の
楽
し
い
と
こ
ろ
だ
け
、
ど
う
ぞ
召
し
上
が
れ
。

［
２
０
１
４
年
５
月
］
500772Ȃ1◆

763

中
村
邦
生

書
き
出
し
は
誘
惑
す
る

ʕ
小
説
の
楽
し
み
ʕ

９
２
４
円

作
品
の
手
応
え
を
ど
う
伝
え
る
か
。
誘
い
の
力
と
な
る
書
き
出
し
に
は
、
小
説
家
た
ち

の
多
彩
な
ア
イ
デ
ア
と
工
夫
が
凝
集
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
導
き
の
糸
と
し
て
、
小

説
の
魅
力
や
読
む
楽
し
さ
を
解
説
す
る
。
名
作
、
問
題
作
、
異
色
作
、
あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ

ン
ル
の
小
説
を
洋
の
東
西
、
長
短
編
に
か
か
わ
ら
ず
多
様
な
切
り
口
か
ら
紹
介
す
る
。

巻
末
に
は
作
品
リ
ス
ト
を
付
す
。

［
２
０
１
４
年
１
月
］
500763Ȃ9

754

貴
戸
理
恵

女
子
読
み
の
ス
ス
メ

８
５
８
円

女
性
の
書
き
手
に
よ
る
女
性
が
主
人
公
の
小
説
を
、
女
性
の
目
線
で
読
み
解
い
て
い
く

こ
と
を
通
じ
て
、
今
を
生
き
る
少
女
た
ち
が
「
子
ど
も
か
ら
大
人
に
な
る
過
程
」
で
出

会
う
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
や
悩
み
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
く
。
主
人
公
た
ち
の
抱
え
る

「
生
き
づ
ら
さ
」
を
多
面
的
に
と
ら
え
な
が
ら
、
多
感
な
10
代
の
生
き
方
を
模
索
す
る
。

巻
末
に
は
、
ブ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
付
す
。

［
２
０
１
３
年
９
月
］
500754Ȃ7◆
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中
野

美
代
子

な
ぜ
孫
悟
空
の
あ
た
ま
に
は
輪
っ
か
が
あ
る
の
か
？

９
０
２
円

ま
ず
表
紙
カ
バ
ー
の
、
孫
悟
空
の
絵
を
見
て
く
だ
さ
い
。
か
れ
の
武
器
で
あ
る
の
端
っ

こ
に
は
、
か
れ
の
あ
た
ま
の
輪
っ
か
と
似
た
輪
っ
か
が
は
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
は

実
は
、深
い
わ
け
が
あ
る
の
で
す
。
三
蔵
の
史
実
の
旅
か
ら
約
９
０
０
年
も
か
か
っ
て
、

明
の
時
代
に
完
成
し
た
『
西
遊
記
』。
そ
の
Ṗ
に
満
ち
た
世
界
を
、
み
な
さ
ん
と
一
緒
に

読
み
解
い
て
い
き
ま
す
。

［
２
０
１
３
年
９
月
］
500753Ȃ0◆

745

佐
藤
文
隆
・
高
橋
義
人

10
代
の
た
め
の
古
典
名
句
名
言

８
５
８
円

物
理
学
者
と
ド
イ
ツ
文
学
者
が
古
今
東
西
の
名
句
名
言
を
紹
介
し
ま
す
。
著
者
自
身
が

若
い
頃
に
出
⁊
い
、
深
く
心
に
残
っ
た
言
葉
や
、
悩
み
多
き
青
春
時
代
を
支
え
て
く
れ

た
言
葉
を
中
心
に
選
び
ま
し
た
。
言
葉
の
解
説
に
と
ど
ま
ら
ず
、
自
ら
の
体
験
を
ふ
り

返
り
な
が
ら
語
る
若
い
世
代
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
。
人
生
の
心
の
拠
り
所
と
な
る
先
人
の

言
葉
と
出
⁊
え
る
一
冊
で
す
。

［
２
０
１
３
年
６
月
］
500745Ȃ5

739

宮
川
健
郎

物
語
も
っ
と
深
読
み
教
室

１
０
３
４
円

文
学
作
品
は
、
何
が
書
い
て
あ
る
か
（
内
容
）
だ
け
で
な
く
、
ど
う
書
い
て
あ
る
か
（
表

現
）
に
着
目
し
て
読
む
と
、
も
っ
と
深
く
読
み
こ
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
語
ら
れ
方
に

注
目
し
て
、
主
人
公
、
語
り
手
、
作
者
な
ど
、
作
品
の
要
素
に
気
を
配
り
な
が
ら
、
宮

沢
賢
治
の
童
話
や
夏
目
漱
石
の
「
こ
こ
ろ
」
な
ど
、
教
科
書
で
も
お
な
じ
み
の
名
作
を

講
義
形
式
で
楽
し
く
読
み
解
い
て
い
き
ま
す
。

［
２
０
１
３
年
３
月
］
500739Ȃ4

736

森
山
卓
郎

日
本
語
の
〈
書
き
〉
方

９
６
８
円

文
章
の
キ
ホ
ン
は
、
ま
ず
言
葉
か
ら
。
文
字
の
使
い
方
、
語
彙
の
選
び
方
、
文
の
組
み

立
て
方
、
段
落
の
構
成
法
、
と
順
を
追
っ
て
、
日
本
語
の
し
く
み
を
知
り
、〈
書
く
〉
た

め
の
基
礎
を
学
ぼ
う
。
㗨
に
、
報
告
文
、
論
説
文
、
文
学
的
表
現
、
手
紙
、
と
種
類
に

応
じ
た
文
章
の
〈
書
き
〉
方
を
考
え
て
み
よ
う
。
日
本
語
学
者
が
わ
か
り
や
す
く
語
る
、

ま
っ
た
く
新
し
い
文
章
レ
ッ
ス
ン
。

［
２
０
１
３
年
３
月
］
500736Ȃ3◆

726

橋

本

武

橋
本
式
国
語
勉
強
法

９
２
４
円

『〈
銀
の
匙
〉の
国
語
授
業
』
で
注
目
を
集
め
る
“
伝
説
の
教
師
”
が
長
年
の
教
師
経
験
を

も
と
に
、
国
語
の
学
習
法
を
伝
授
し
ま
す
。
覚
え
る
の
で
は
な
く
考
え
る
勉
強
、
詰
め

込
む
の
で
は
な
く
自
ら
の
な
か
に
あ
る
も
の
を
引
き
出
す
勉
強
、
人
生
の
心
の
糧
と
な

る
勉
強
の
喜
び
を
見
出
し
な
が
ら
、
結
果
と
し
て
入
試
に
も
役
立
つ
、
真
の
国
語
力
を

身
に
つ
け
る
た
め
の
学
び
方
で
す
。

［
２
０
１
２
年
10
月
］
500726Ȃ4◆

7― 国語・文学
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今

井

聖

部

活

で

俳

句
８
５
８
円

「
ダ
ン
ス
部
の
顧
問
に
な
っ
て
ほ
し
い
ん
で
す
け
ど
」
と
生
徒
に
頼
ま
れ
て
ひ
ら
め
い

た
の
は
、
部
員
不
足
の
俳
句
同
好
会
と
ダ
ン
ス
部
の
合
体
だ
っ
た
！

俳
句
と
ダ
ン
ス

の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
意
表
を
突
く
ア
イ
デ
ア
で
、
国
語
の
苦
手
な
高
校
生
た

ち
に
俳
句
の
お
も
し
ろ
さ
を
伝
え
た
著
者
が
、
型
に
し
ば
ら
れ
ず
に
日
常
を
写
し
取
る

俳
句
の
魅
力
を
語
り
ま
す
。

［
２
０
１
２
年
８
月
］
500721Ȃ9◆

709

橋

本

武

〈
銀
の
匙
〉
の
国
語
授
業

９
４
６
円

神
戸
の
ṗ
校
で
、
中
学
三
年
間
を
か
け
て
『
銀
の
匙
』
を
じ
っ
く
り
読
み
込
む
と
い
う

授
業
を
続
け
て
き
た
橋
本
先
生
の
実
践
的
教
育
論
。「
国
語
は
す
べ
て
の
教
科
の
基
本

で
あ
り
、
学
ぶ
力
の
背
骨
」
だ
と
い
う
“
伝
説
の
教
師
”
が
、
国
語
の
学
び
方
を
伝
え

ま
す
。「
す
ぐ
に
役
立
つ
も
の
は
す
ぐ
に
役
立
た
な
く
な
り
ま
す
」
と
い
う
言
葉
に
象

徴
さ
れ
る
よ
う
な
「
学
び
」
の
原
点
に
気
づ
か
さ
れ
る
一
冊
。

［
２
０
１
２
年
３
月
］
500709Ȃ7◆

703

成
田
康
子

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
学
校
図
書
館

品
切（
電
子
版
あ
り
）

学
校
図
書
館
を
楽
し
い
場
所
に
し
よ
う
！

共
感
を
よ
ぶ
取
り
組
み
で
、
開
か
れ
た
図

書
館
を
実
現
し
て
き
た
学
校
司
書
に
よ
る
一
冊
。
こ
れ
ま
で
の
図
書
館
の
イ
メ
ー
ジ
が

変
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
用
法
を
た
く
さ
ん
の
実
践
例
を
紹
介
し
な
が
ら
ご
案
内
し
ま

す
。
ず
っ
と
前
か
ら
あ
っ
た
よ
う
な
、
で
も
、
ど
こ
に
も
な
か
っ
た
創
造
的
な
学
校
図

書
館
づ
く
り
で
す
。

［
２
０
１
２
年
１
月
］
500703Ȃ5◆

698

あ
さ
の
あ
つ
こ
編
著

10

代

の

本

棚

ʕ
こ
ん
な
本
に
出
会
い
た
い
ʕ

９
０
２
円

作
家
の
あ
さ
の
あ
つ
こ
さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
一
三
人
の
個
性
豊
か
な
大
人
た
ち
が
綴

る
「
10
代
の
私
」
と
「
本
」
の
物
語
。
10
代
と
い
う
多
感
な
時
期
に
ど
ん
な
本
に
出
会

い
、
ど
ん
な
出
来
事
に
こ
こ
ろ
揺
さ
ぶ
ら
れ
な
が
ら
大
人
へ
の
階
段
を
の
ぼ
っ
て
き
た

の
か
。
そ
の
頃
の
心
情
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
交
え
て
語
り
ま
す
。
あ
な
た
の
こ
こ
ろ
に
響

く
一
冊
に
き
っ
と
巡
り
合
え
る
は
ず
！

［
２
０
１
１
年
11
月
］
500698Ȃ4◆

684

窪
薗
晴
夫

数
字
と
こ
と
ば
の
不
思
議
な
話

９
０
２
円

「
20
」
を
読
む
と
き
に
は
「
に
じ
ゅ
う
」
な
の
に
、「
10
」
は
「
い
ち
じ
ゅ
う
」
と
は
読

ま
な
い
の
は
な
ぜ
？

１
か
ら
10
の
読
み
方
に
隠
さ
れ
た
Ṗ
と
は
？

毎
日
な
に
げ
な

く
使
っ
て
い
る
数
字
の
発
音
に
隠
さ
れ
た
「
こ
と
ば
の
法
則
」
を
さ
ぐ
っ
て
み
よ
う
。

も
っ
と
も
身
近
な
こ
と
ば
で
あ
る
「
数
字
」
か
ら
、
日
本
語
の
不
思
議
で
楽
し
い
仕
組

み
が
み
え
て
き
ま
す
。

［
２
０
１
１
年
６
月
］
500684Ȃ7◆
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671・672

馬
場
雄
二

漢
字
の
サ
ー
カ
ス
常
用
漢
字
編
1
･2

ᾇ
品
切（
電
子
版
あ
り
）、ᾈ
１
０
３
４
円

鍵
穴
の
中
に
見
え
る
の
は
？

お
だ
ん
ご
を
完
成
さ
せ
る
に
は
？

デ
ザ
イ
ン
と
し
て

も
〈
す
ぐ
れ
も
の
〉
の
漢
字
が
た
っ
ぷ
り
楽
し
め
る
パ
ズ
ル
を
解
き
な
が
ら
、
漢
字
力

を
ぐ
ん
ぐ
ん
ア
ッ
プ
さ
せ
よ
う
！

テ
レ
ビ
、
新
聞
、
雑
誌
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

で
日
常
的
に
目
に
す
る
常
用
漢
字
か
ら
出
題
し
ま
し
た
。
常
用
漢
字
二
一
三
六
字
が
完

全
制
覇
で
き
る
ユ
ニ
ー
ク
な
本
。

［
ᾇ
２
０
１
０
年
12
月
、
ᾈ
２
０
１
１
年
１
月
］
500671Ȃ7◆
500672Ȃ4◆

669

栗
木
京
子

短
歌
を
つ
く
ろ
う

８
５
８
円

短
歌
は
古
め
か
し
い
？

難
し
そ
う
？

い
え
い
え
、
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
本
で
は
、
五
･七
･五
･七
･七
の
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
、
楽
し
く
短
歌
を
つ
く
る
テ
ク

ニ
ッ
ク
を
た
く
さ
ん
紹
介
。
標
語
や
こ
と
わ
ざ
を
利
用
し
た
り
、
昔
話
や
レ
シ
ピ
を
短

歌
に
翻
訳
し
た
り
、
短
歌
の
新
し
い
世
界
が
広
が
り
ま
す
。
短
歌
の
魅
力
と
そ
の
つ
く

り
か
た
が
自
然
に
身
に
つ
く
短
歌
入
門
。

［
２
０
１
０
年
11
月
］
500669Ȃ4

642

南

悟

生
き
て
い
く
た
め
の
短
歌

８
５
８
円

昼
間
働
き
夜
学
ぶ
、
定
時
制
高
校
の
生
徒
た
ち
が
指
折
り
数
え
て
詠
い
あ
げ
た
三
十
一

文
字
。
そ
こ
に
は
技
巧
も
飾
り
も
な
い
、
あ
り
の
ま
ま
の
思
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
。

働
く
充
実
感
と
辛
さ
、生
き
る
喜
び
と
悲
し
み
、そ
し
て
自
分
の
無
力
へ
の
嘆
き
。
様
々

な
困
難
を
か
か
え
な
が
ら
、
そ
れ
で
も
前
向
き
に
生
き
て
い
こ
う
と
す
る
者
た
ち
の
青

春
の
短
歌
。

［
２
０
０
９
年
11
月
］
500642Ȃ7

627

田
中
共
子

図
書
館
で
出
会
え
る
100
冊

品
切（
電
子
版
あ
り
）

図
書
館
で
な
ら
、
新
刊
か
ら
古
い
本
ま
で
、
ど
ん
な
本
に
も
い
つ
で
も
出
会
え
ま
す
。

う
っ
か
り
見
過
ご
し
て
ま
だ
読
ん
で
い
な
い
選
り
す
ぐ
り
の
本
、
何
度
も
読
み
返
し
た

い
古
典
、
あ
な
ど
れ
な
い
絵
本
、
教
室
で
の
読
書
や
朗
読
に
役
に
立
つ
本
な
ど
、
一
〇

〇
冊
の
お
す
す
め
本
を
紹
介
。
図
書
館
利
用
の
達
人
に
な
っ
て
、
本
当
に
読
み
た
い
あ

な
た
の
一
冊
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

［
２
０
０
９
年
６
月
］
500627Ȃ4◆

524

阿
刀
田

高

短
編
小
説
を
読
も
う

品
切（
電
子
版
あ
り
）

と
に
か
く
お
も
し
ろ
い
芥
川
㜇
之
介
、
こ
ん
な
文
章
を
書
け
た
ら
す
ご
い
志
賀
直
哉
、

目
を
見
張
る
設
定
の
中
島
敦
。
子
ど
も
の
と
き
落
語
全
集
と
銭
形
平
㗨
捕
物
控
で
短
編

の
と
り
こ
に
な
っ
た
著
者
は
、
好
き
な
小
説
を
読
み
あ
さ
っ
て
い
く
。
自
ら
の
体
験
を

通
じ
、
ま
た
短
編
の
作
り
手
の
視
点
か
ら
、
ぜ
ひ
触
れ
て
ほ
し
い
作
品
を
す
す
め
る
。

脳
に
し
み
こ
む
若
い
と
き
の
読
書
は
大
切
だ
。

［
２
０
０
５
年
12
月
］
500524Ȃ6◆

9― 国語・文学
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492

角
野
栄
子

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
が
生
ま
れ
る
と
き

ʕ
『
魔
女
の
宅
急
便
』
と
わ
た
し
ʕ

８
８
０
円

「
想
像
力
」、
そ
れ
は
人
で
あ
れ
ば
だ
れ
で
も
持
っ
て
い
る
魔
法
だ
。
ご
存
じ
『
魔
女
の

宅
急
便
』
の
作
者
が
、
幼
い
頃
か
ら
の
体
験
と
重
ね
な
が
ら
、
み
ず
か
ら
の
童
話
作
家

と
し
て
の
歩
み
と
創
作
の
ひ
み
つ
を
語
り
ま
す
。
水
平
線
と
い
う
一
本
の
線
の
魔
法
、

主
人
公
の
名
前
の
ち
か
ら
、
物
語
の
と
び
ら
が
開
く
㒒
間
の
こ
と
…
…
。
あ
な
た
の
す

ぐ
㓊
に
あ
る
不
思
議
に
気
づ
か
せ
て
く
れ
ま
す
。

［
２
０
０
４
年
12
月
］
500492Ȃ8◆

473

田
中
貴
子

古
典
が
も
っ
と
好
き
に
な
る

７
８
０
円

学
校
で
習
う
古
文
に
興
味
が
も
て
な
く
て
も
、
実
は
古
典
は
お
も
し
ろ
い
！

オ
カ
ル

ト
あ
り
、
恋
愛
あ
り
の
わ
く
わ
く
の
宝
庫
か
ら
、
お
な
じ
み
の
作
品
を
わ
か
り
や
す
い

現
代
語
訳
で
紹
介
。
自
称
「
古
文
お
ち
こ
ぼ
れ
」
だ
っ
た
国
文
学
者
が
、
奥
深
く
て
不

思
議
な
古
典
の
世
界
の
楽
し
み
方
、
文
法
に
し
ば
ら
れ
な
い
原
文
の
読
み
方
を
案
内
し

ま
す
。

［
２
０
０
４
年
６
月
］
500473Ȃ7◆

453

阪
下
圭
八

日

本

神

話

入

門

ʕ
『
古
事
記
』
を
よ
む
ʕ

品
切（
電
子
版
あ
り
）

口
承
で
伝
え
ら
れ
た
神
話
・
説
話
・
歌
謡
を
数
多
く
収
め
る
日
本
最
初
の
書
物
『
古
事

記
』
は
、
私
た
ち
の
遠
い
祖
先
が
ど
の
よ
う
に
夢
み
、
感
じ
、
生
活
し
て
い
た
か
を
語

っ
て
く
れ
ま
す
。
お
な
じ
み
国
生
み
神
話
か
ら
因
幡
の
白
ウ
サ
ギ
、
海
幸
・
山
幸
、
大

和
三
山
伝
説
な
ど
、
物
語
に
ひ
び
い
て
い
る
古
代
人
の
声
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
神
々

の
笑
い
さ
ざ
め
く
神
話
世
界
を
案
内
し
ま
す
。

［
２
０
０
３
年
11
月
］
500453Ȃ9◆

423

田
中
共
子

図
書
館
へ
行
こ
う

８
５
８
円

図
書
館
で
は
ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス
が
う
け
ら
れ
る
？

調
べ
学
習
で
図
書
館
を
使
い
こ
な

す
に
は
？

ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
図
書
館
と
は
？

図
書
館
に
つ
い
て
の
素
朴
な
疑
問

か
ら
、
最
大
限
に
活
用
す
る
た
め
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
ま
で
、
ま
ち
の
図
書
館
員
が
て
い
ね

い
に
語
り
ま
す
。
本
が
好
き
で
も
嫌
い
で
も
、
読
書
の
初
心
者
で
も
達
人
で
も
、
き
っ

と
今
す
ぐ
図
書
館
へ
行
っ
て
み
た
く
な
る
楽
し
い
入
門
書
。

［
２
０
０
３
年
１
月
］
500423Ȃ2

421

阿
⁋
哲
㗨

漢

字

の

は

な

し
８
８
０
円

世
界
で
も
っ
と
も
長
い
歴
史
を
も
つ
文
字
・
漢
字
。
こ
の
今
に
生
き
る
古
代
文
字
の
三

千
年
に
及
ぶ
歩
み
の
な
か
か
ら
興
味
深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
、
漢
字
文
化
の
面
白

さ
を
語
り
ま
す
。
基
本
漢
字
の
驚
く
べ
き
字
源
も
解
説
。
で
も
古
い
話
ば
か
り
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
携
帯
メ
ー
ル
の
流
行
と
漢
字
と
の
深
い
つ
な
が
り
…
…
な
ん
て
、
考
え
た

こ
と
あ
り
ま
す
か
？

［
２
０
０
３
年
１
月
］
500421Ȃ8◆
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420

魚
住
和
晃

書

を

楽

し

も

う
９
２
４
円

書
は
心
の
画
な
り
と
言
わ
れ
る
。
書
聖
・
王
羲
之
に
は
じ
ま
る
中
国
の
名
書
家
た
ち
、

日
本
の
空
海
、
良
寛
、
大
石
内
蔵
助
、
Ṥ
口
一
葉
、
さ
ら
に
現
代
の
人
の
書
に
ど
ん
な

心
が
読
み
と
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
魅
力
を
生
み
だ
す
筆
力
と
は
。「
書
体
は
隷
書
→
行

書
→
楷
書
と
変
化
し
た
」
な
ど
基
礎
知
識
を
も
り
こ
み
、
観
る
人
・
書
く
人
は
も
ち
ろ

ん
、
初
心
者
に
も
書
が
楽
し
く
な
る
本
。

［
２
０
０
２
年
12
月
］
500420Ȃ1

418

瀬
戸
賢
一

日
本
語
の
レ
ト
リ
ッ
ク

ʕ
文
章
表
現
の
技
法
ʕ

９
４
６
円

「
人
生
は
旅
だ
」「
筆
を
と
る
」「
負
け
る
が
勝
ち
」「
一
日
千
秋
の
思
い
」
…
…
。
ち
ょ

っ
と
し
た
言
い
回
し
や
た
く
み
な
文
章
表
現
で
、
読
む
者
に
強
い
印
象
を
与
え
る
レ
ト

リ
ッ
ク
。
そ
の
中
か
ら
隠
喩
や
換
喩
、
パ
ロ
デ
ィ
ー
な
ど
三
〇
を
取
り
上
げ
る
。
清
少

納
言
、
夏
目
漱
石
か
ら
井
上
ひ
さ
し
、
宮
部
み
ゆ
き
ま
で
、
小
説
や
随
筆
、
詩
を
味
わ

い
な
が
ら
、
日
本
語
の
豊
か
な
文
章
表
現
を
学
ぶ
。

［
２
０
０
２
年
12
月
］
500418Ȃ8

414

鈴
木

日
出
男

万

葉

集

入

門
９
４
６
円

春
過
ぎ
て
夏
来
た
る
ら
し
白
た
へ
の
衣
干
し
た
り
天
の
香
具
山

『
万
葉
集
』
の
歌

の
作
り
手
は
、
天
皇
皇
族
か
ら
庶
民
ま
で
の
広
き
に
わ
た
り
ま
す
。
彼
ら
は
何
を
見
、

感
じ
、
ど
う
表
現
し
た
の
か
。
そ
の
歌
々
が
今
も
私
た
ち
の
心
を
魅
了
し
続
け
る
秘
密

は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
代
表
的
な
名
歌
を
鑑
賞
し
な
が
ら
、
こ
の
日
本
最
古
の
歌
集
の

奥
行
き
あ
る
世
界
を
味
わ
い
つ
く
し
ま
す
。

［
２
０
０
２
年
10
月
］
500414Ȃ0

398

林

望

恋
の
歌
、
恋
の
物
語

ʕ
日
本
古
典
を
読
む
楽
し
み
ʕ

品
切（
電
子
版
あ
り
）

「
ず
っ
と
君
の
コ
ト
想
っ
て
る
」、「
好
き
で
た
ま
ら
な
い
」
…
…
。
携
帯
や
ｅ
メ
ー
ル
の

な
か
っ
た
時
代
、「
歌
」
は
恋
す
る
人
へ
の
想
い
を
伝
え
る
た
め
の
「
装
置
」
だ
っ
た
。

お
な
じ
み
リ
ン
ボ
ウ
先
生
が
、
恋
を
テ
ー
マ
に
『
万
葉
集
』『
古
今
集
』『
伊
勢
物
語
』

『
源
氏
物
語
』
な
ど
、
日
本
の
古
典
の
魅
力
を
縦
横
に
解
説
。
難
し
い
は
ず
の
古
典
が
グ

ー
ン
と
身
近
に
な
る
絶
好
の
一
冊
。

［
２
０
０
２
年
５
月
］
500398Ȃ3◆

388

岡
田
寿
彦

こ
と
ば
あ
そ
び
同
音
漢
字
問
題
集

品
切（
電
子
版
あ
り
）

四
行
詩
形
式
の
同
音
漢
字
問
題
が
五
百
あ
ま
り
。
遊
び
な
が
ら
漢
字
を
覚
え
よ
う
。
読

み
が
同
音
、
異
な
る
漢
字
。
何
が
入
る
？

熟
語
の
よ
み
は
？

「
キ
ョ
ウ
味
を
感
じ

て
熱
キ
ョ
ウ
的
に

勉
キ
ョ
ウ
し
た
の
で

キ
ョ
ウ
師
は
キ
ョ
ウ
嘆
」「
緑
シ
ョ
ウ
浮

い
た

こ
の
梵
シ
ョ
ウ
は

か
の
名
シ
ョ
ウ
の

汗
の
結
シ
ョ
ウ
」（
答
え
は
本
書
）。

常
用
漢
字
音
訓
表
の
同
音
異
字
を
カ
バ
ー
。

［
２
０
０
１
年
12
月
］
500388Ȃ4◆

11― 国語・文学
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村
上
慎
一

な
ぜ
国
語
を
学
ぶ
の
か

９
４
６
円

「
日
本
語
は
ち
ゃ
ん
と
し
ゃ
べ
れ
る
の
に
、
ど
う
し
て
今
さ
ら
国
語
を
勉
強
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
？
」、「
古
典
や
漢
文
を
学
ぶ
こ
と
に
、
何
の
意
味
が
あ
る
の
？
」、「
上

手
に
文
章
を
書
く
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
？
」
…
…
。
国
語
が
苦
手
で
嫌
い
な
人
か

ら
、
よ
り
よ
く
学
び
た
い
と
得
意
な
人
ま
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
！

先
生
と
一
緒
に
考
え

な
が
ら
、
答
え
を
出
し
ま
し
ょ
う
。

［
２
０
０
１
年
９
月
］
500382Ȃ2

342

栗
木
京
子

短

歌

を

楽

し

む
９
４
６
円

観
覧
車
回
れ
よ
回
れ
想
ひ
出
は
君
に
は
一
日
我
に
は
一
生

三
十
一
文
字
の
現
代
短

歌
の
世
界
に
は
、
よ
ろ
こ
び
と
悲
し
み
、
悩
み
と
怒
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
感
情
と
思
想
が

歌
わ
れ
て
い
ま
す
。
同
時
代
を
生
き
る
歌
人
た
ち
の
作
品
を
読
み
な
が
ら
短
歌
の
面
白

さ
を
発
見
し
、
伝
統
の
も
つ
奥
深
さ
を
体
験
し
て
ゆ
き
、
余
白
に
つ
い
、
自
作
の
歌
を

書
き
つ
け
た
く
な
る
よ
う
な
楽
し
い
短
歌
入
門
で
す
。

［
１
９
９
９
年
12
月
］
500342Ȃ6

304

一
海
知
義

漢

詩

入

門
９
６
８
円

『
枕
草
子
』
や
『
源
氏
物
語
』
な
ど
、
王
朝
時
代
か
ら
日
本
人
に
こ
よ
な
く
愛
さ
れ
て
き

た
漢
詩
は
、
一
見
と
っ
つ
き
に
く
い
が
、
実
は
た
い
へ
ん
面
白
い
。
友
情
の
詩
、
別
離

の
詩
、
戦
争
の
詩
、
大
自
然
を
歌
っ
た
詩
な
ど
、
そ
の
「
心
」
は
今
日
な
お
新
鮮
で
、

私
た
ち
の
心
を
深
く
揺
さ
ぶ
る
。
本
書
は
歴
代
の
代
表
的
名
作
を
紹
介
、
か
つ
脚
韻
や

平
仄
に
つ
い
て
の
「
Ｑ
＆
Ａ
」
を
付
し
た
。

［
１
９
９
８
年
６
月
］
500304Ȃ4

147

奥

平

卓

漢
文
の
読
み
か
た

９
２
４
円

「
漢
文
は
苦
手
だ
」
と
い
う
声
を
耳
に
し
ま
す
。
け
れ
ど
、
訓
読
の
こ
つ
を
学
べ
ば
、
そ

れ
ほ
ど
む
ず
か
し
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
漢
文
の
基
本
的
な
約
束
ご
と
や
語
法
を

や
さ
し
い
例
文
で
て
い
ね
い
に
説
明
し
た
本
書
は
、
初
心
者
に
も
す
ん
な
り
と
理
解
で

き
ま
す
。
含
蓄
に
富
み
ひ
び
き
の
よ
い
漢
文
、
漢
詩
の
味
わ
い
が
伝
わ
る
こ
と
う
け
あ

い
。

［
１
９
８
８
年
９
月
］
500147Ȃ7

144

馬
場
あ
き
子
・
米
川
千
嘉
子

和
歌
の
読
み
か
た

９
０
２
円

和
歌
は
日
本
独
自
の
抒
情
詩
と
し
て
時
代
を
越
え
て
人
び
と
に
詠
ま
れ
、
親
し
ま
れ
て

き
ま
し
た
。
み
ず
か
ら
も
歌
人
で
あ
る
著
者
は
、
万
葉
集
、
古
今
・
新
古
今
集
を
は
じ

め
上
代
か
ら
近
世
に
お
よ
ぶ
代
表
的
な
和
歌
集
か
ら
秀
歌
を
豊
富
に
え
り
す
ぐ
り
、
一

首
の
味
わ
い
を
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く
伝
え
ま
す
。
和
歌
の
鑑
賞
、
古
典
の
勉
強
に
ま
た

と
な
い
手
引
き
で
す
。

［
１
９
８
８
年
６
月
］
500144Ȃ6

国語・文学 ―12
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135

奥
平
卓
・
和
田
武
司

四

字

熟

語

集
８
１
４
円

四
字
熟
語
は
、
短
い
が
的
を
射
た
言
い
回
し
が
多
く
日
常
生
活
の
な
か
で
実
に
よ
く
使

わ
れ
ま
す
。「
紆
余
曲
折
」「
奇
想
天
外
」「
千
載
一
遇
」「
抱
腹
絶
倒
」「
博
聞
強
記
」
な

ど
人
口
に
膾
炙
し
た
成
句
を
豊
富
に
と
り
あ
げ
て
、
意
味
、
由
来
、
使
い
方
を
面
白
く

解
説
。
ど
こ
か
ら
で
も
気
軽
に
読
め
て
、
国
語
の
勉
強
に
も
大
い
に
役
立
ち
ま
す
。
巻

末
の
一
覧
表
で
習
熟
度
を
テ
ス
ト
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

［
１
９
８
７
年
12
月
］
500135Ȃ4

76

藤
井
貞
和

古
文
の
読
み
か
た

９
６
８
円

古
文
に
は
い
く
つ
か
の
読
み
解
く
鍵
が
か
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
本
は
、
徒
然
草
、

枕
草
子
、
竹
取
物
語
、
源
氏
物
語
な
ど
教
科
書
に
よ
く
出
て
く
る
作
品
を
用
例
に
、
古

文
独
特
の
言
い
ま
わ
し
や
古
語
の
細
か
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
、

古
文
を
読
み
す
す
め
る
筋
道
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。“
古
文
っ
て
わ
か
り
に
く
い

な
あ
”
と
思
う
人
の
た
め
に
書
か
れ
た
古
文
入
門
。

［
１
９
８
４
年
５
月
］
500076Ȃ0

33

川

崎

洋

こ

と

ば

の

力

ʕ
し
ゃ
べ
る
・
聞
く
・
伝
え
る
ʕ

９
６
８
円

こ
と
ば
に
は
、
人
の
心
に
橋
を
架
け
た
り
、
怒
り
や
悲
し
み
を
和
ら
げ
た
り
、
と
き
に

は
人
を
つ
き
動
か
す
ほ
ど
の
力
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
本
で
は
、
詩
人
で
あ
る
著
者
が
、

挨
拶
、
驚
き
、
怒
り
、
喜
び
、
悲
し
み
、
愛
、
ユ
ー
モ
ア
の
見
事
な
言
い
ま
わ
し
を
探

る
中
か
ら
、
ひ
と
の
気
持
ち
を
と
ら
え
自
分
の
思
い
や
考
え
を
伝
え
る
方
法
を
語
り
ま

す
。
豊
か
な
こ
と
ば
の
世
界
へ
導
く
一
冊
。

［
１
９
８
１
年
７
月
］
500033Ȃ3

25

一
海
知
義

漢

語

の

知

識

品
切（
電
子
版
あ
り
）

私
た
ち
が
日
常
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
こ
と
ば
の
中
に
は
、
な
ん
と
多
く
の
漢
語
が
あ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
の
本
で
は
勉
強
、
希
望
、
宇
宙
な
ど
の
熟
語
か
ら
、
一
衣
帯
水
、

紅
一
点
の
よ
う
な
成
語
ま
で
、
現
代
日
本
語
の
な
か
に
生
き
て
い
る
漢
語
の
出
典
を
た

ず
ね
、
は
ば
広
い
こ
と
ば
の
理
解
へ
の
手
か
が
り
を
探
り
ま
す
。
国
語
や
漢
文
の
学
習

に
役
立
ち
、
日
々
の
言
語
生
活
を
豊
か
に
す
る
一
冊
。

［
１
９
８
１
年
１
月
］
500025Ȃ8◆

16

永
積
安
明

平
家
物
語
を
読
む

ʕ
古
典
文
学
の
世
界
ʕ

品
切（
電
子
版
あ
り
）

平
家
物
語
は
、
日
本
の
歴
史
が
貴
族
社
会
か
ら
武
家
社
会
へ
と
移
り
か
わ
っ
て
い
っ
た

時
代
に
、
平
家
一
門
の
運
命
を
描
い
た
物
語
で
あ
る
。
こ
の
本
は
、
平
忠
盛
、
清
盛
、

知
盛
、
俊
寛
、
文
覚
、
ᷫ
王
、
仏
な
ど
代
表
的
な
登
場
人
物
男
女
一
〇
人
の
生
き
方
を

た
ど
る
な
か
か
ら
、
平
家
物
語
の
全
体
像
と
文
学
と
し
て
の
豊
か
さ
を
伝
え
る
。
古
典

に
し
た
し
む
た
め
の
入
門
書
。

［
１
９
８
０
年
５
月
］
500016Ȃ6◆

13― 国語・文学
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Ἒ
木

の
り
子

詩
の
こ
こ
ろ
を
読
む

９
９
０
円

い
い
詩
と
は
、
ひ
と
の
心
を
解
き
放
つ
力
を
そ
な
え
て
い
る
ば
か
り
か
、
生
き
と
し
生

け
る
も
の
へ
の
い
と
お
し
み
の
感
情
を
も
誘
い
だ
し
て
く
れ
ま
す
。
詩
人
で
あ
る
著
者

が
、
そ
の
心
を
豊
か
に
し
て
き
た
詩
の
宝
箱
の
中
か
ら
忘
れ
が
た
い
詩
の
数
々
を
選
び

だ
し
、
情
熱
を
こ
め
て
語
り
ま
す
。
こ
と
ば
の
花
々
に
ふ
れ
て
み
な
さ
ん
は
、
き
っ
と

詩
の
魅
力
に
と
ら
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

［
１
９
７
９
年
10
月
］
500009Ȃ8◆

国語・文学 ―14
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外
国
語
・
文
学

960

行
方
昭
夫

読
解
力
を
き
た
え
る
英
語
名
文
30

８
８
０
円

英
語
力
の
基
本
は
「
読
む
力
」。
上
達
の
コ
ツ
は
良
い
例
題
に
く
り
返
し
取
り
組
ん
で
、

日
本
語
に
訳
し
て
み
る
こ
と
で
す
。
新
聞
コ
ラ
ム
や
心
に
響
く
エ
ッ
セ
イ
、
あ
の
小
説

の
名
シ
ー
ン
ま
で
、
こ
の
一
冊
で
英
語
を
読
む
力
が
身
に
つ
く
、
と
っ
て
お
き
の
例
文

30
題
。
和
訳
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
生
徒
と
先
生
の
対
話
形
式
で
、
英
文
読
解
の
基
礎
か

ら
応
用
ま
で
じ
っ
く
り
学
べ
ま
す
。

［
２
０
２
２
年
11
月
］
500960Ȃ2◆

955

沖
田
瑞
穂

世
界
の
神
話
躍
動
す
る
女
神
た
ち

９
０
２
円

悪
魔
王
を
㒒
殺
す
る
戦
の
女
神
、
破
滅
を
も
た
ら
す
不
吉
な
美
女
神
、
戦
わ
ず
し
て
最

強
の
日
本
神
話
最
高
神
、
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
に
な
っ
て
親
孝
行
す
る
な
ま
け
者
娘

ギ

リ
シ
ア
、
北
欧
、
イ
ン
ド
、
ベ
ト
ナ
ム
、
日
本
、
㕾
国
な
ど
世
界
各
地
や
、
ネ
イ
テ
ィ

ブ
ア
メ
リ
カ
ン
、
ア
イ
ヌ
な
ど
の
諸
民
族
に
伝
わ
る
神
話
や
昔
話
か
ら
、「
美
し
く
優
し

い
」
だ
け
じ
ゃ
な
い
多
様
な
女
神
を
紹
介
！

［
２
０
２
２
年
８
月
］
500955Ȃ8◆

952

右
田
邦
雄

ひ
ら
め
き
！
英
語
迷
言
教
室

ʕ
ジ
ョ
ー
ク
の
オ
チ
を
考
え
よ
う
ʕ

９
４
６
円

コ
コ
ロ
を
く
す
ぐ
る
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
英
語
迷
言
や
有
名
な
名
言
の
パ
ロ
デ
ィ
、
そ
し
て

ひ
ね
り
の
き
い
た
英
語
ジ
ョ
ー
ク
を
集
め
ま
し
た
。
穴
埋
め
式
で
オ
チ
を
考
え
な
が
ら

自
然
に
英
単
語
や
英
文
法
の
知
識
が
身
に
着
く
笑
顔
の
英
語
教
室
。
ド
ー
ナ
ツ
を
見
た

時
の
反
応
の
違
い
は
？

友
達
と
仲
良
く
す
る
秘
訣
は
？
な
ど
な
ど
。
想
像
力
と
ユ
ー

モ
ア
の
セ
ン
ス
を
駆
使
し
て
オ
チ
を
考
え
よ
う
！

［
２
０
２
２
年
５
月
］
500952Ȃ7◆

15― 外国語・文学
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佐
藤
和
哉

〈
読
む
〉
と
い
う
冒
険
イ
ギ
リ
ス
児
童

文
学
の
森
へ

９
９
０
円

ロ
ビ
ン
ソ
ン
、
ア
リ
ス
、
プ
ー
さ
ん
に
ナ
ル
ニ
ア
…
…
お
な
じ
み
の
名
作
た
ち
は
、
本

当
は
何
を
語
っ
て
い
る
？

「
作
者
の
言
い
た
か
っ
た
こ
と
」
と
同
じ
く
ら
い
、「
作
者

が
言
お
う
と
し
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
」
も
お
し
ゃ
べ
り
か
も
し
れ
な
い
。
本
の
ペ
ー

ジ
は
冒
険
の
扉
、
言
葉
や
文
は
未
知
の
森
。
あ
の
物
語
を
「
い
ま
」
の
あ
な
た
が
読
む

意
味
と
お
も
し
ろ
さ
、
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

［
２
０
２
２
年
２
月
］
500947Ȃ3◆

928

小
池
直
己
・
佐
藤
誠
司

自
分
を
励
ま
す
英
語
名
言
101

９
４
６
円

新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
た
い
…
、
困
難
を
乗
り
越
え
た
い
…
、
そ
ん
な
時
に
自
分
に
勇

気
を
与
え
て
く
れ
る
先
人
た
ち
の
言
葉
。
心
に
刺
さ
る
さ
ま
ざ
ま
な
名
言
に
触
れ
な
が

ら
、
自
然
に
英
文
法
の
知
識
を
学
べ
る
英
語
名
言
集
。
自
分
を
支
え
、
人
生
を
照
ら
し

て
く
れ
る
言
葉
に
出
会
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
好
評
を
博
し
た
『
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
な

れ
る
英
語
名
言
101
』
に
続
く
、
第
二
弾
の
名
言
集
。

［
２
０
２
０
年
12
月
］
500928Ȃ2

902

沖
田
瑞
穂

世

界

の

神

話
９
９
０
円

聖
な
る
物
語

神
話
。
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
叙
事
詩
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の

旧
約
聖
書
、
ケ
ル
ト
の
ア
ー
サ
ー
王
伝
説
、
日
本
の
古
事
記
な
ど
、
世
界
に
は
た
く
さ

ん
の
神
話
が
あ
り
ま
す
。
長
い
時
を
経
て
な
お
私
た
ち
を
魅
了
す
る
個
性
豊
か
な
神
々

や
、
美
し
く
も
恐
ろ
し
い
ス
ト
ー
リ
ー
。
世
界
各
地
に
伝
わ
る
神
話
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を

凝
縮
し
た
、
宝
石
箱
の
よ
う
な
一
冊
。

［
２
０
１
９
年
８
月
］
500902Ȃ2

898

小
池
直
己
・
佐
藤
誠
司

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
な
れ
る
英
語
名
言
101

９
４
６
円

ア
ド
ラ
ー
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
、
エ
デ
ィ
ソ
ン
、
ガ
ン
デ
ィ
ー
、
ゲ
ー
テ
、
ト
ル
ス
ト

イ
、
リ
ン
カ
ー
ン
…
。
古
今
東
西
の
哲
学
者
、
文
学
者
、
実
業
家
の
名
言
や
こ
と
わ
ざ

で
基
礎
的
な
文
法
を
学
ぶ
英
語
入
門
。
偉
人
た
ち
の
プ
ラ
ス
思
考
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読

み
な
が
ら
、
日
常
の
中
で
使
え
る
英
語
の
慣
用
表
現
や
イ
デ
ィ
オ
ム
が
自
然
に
身
に
つ

く
名
言
集
。

［
２
０
１
９
年
６
月
］
500898Ȃ8◆

870

小
池
直
己

覚
え
て
お
き
た
い

基
本
英
会
話
フ
レ
ー
ズ
130

９
９
０
円

基
本
単
語
を
連
ね
た
イ
デ
ィ
オ
ム
や
慣
用
的
フ
レ
ー
ズ
を
厳
選
し
て
わ
か
り
や
す
く
解

説
、
日
常
的
に
よ
く
使
わ
れ
る
会
話
文
を
読
み
な
が
ら
、
自
然
な
英
語
表
現
を
学
べ
ま

す
。
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
礎
力
を
伸
ば
し
、“
使
え
る
英
語
”
が
身
に
つ
く

英
語
入
門
で
す
。
近
年
の
入
試
問
題
の
出
題
例
な
ど
を
考
慮
し
て
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
『
英

会
話
の
基
本
表
現
100
話
』
に
大
幅
に
加
筆
し
た
改
訂
版
。

［
２
０
１
８
年
４
月
］
500870Ȃ4◆

外国語・文学 ―16
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834

横
山
カ
ズ

英
語
に
好
か
れ
る
と
っ
て
お
き
の
方
法

ʕ
4
技
能
を
身
に
つ
け
る
ʕ

９
４
６
円

英
語
習
得
の
主
人
公
は
あ
く
ま
で
自
分
自
身
！

そ
し
て
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
習
得
で

き
る
！

留
学
を
せ
ず
に
国
内
独
学
で
同
時
通
訳
者
に
な
り
、
受
験
生
だ
け
で
な
く
大

手
企
業
で
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
の
人
気
講
師
と
し
て
も
活
躍
す
る
著
者
が
語
る
英
語
独
習

法
。
聞
く
、
話
す
、
読
む
、
書
く
の
４
技
能
を
手
に
入
れ
る
カ
ギ
と
な
る
、
英
語
で
「
思

う
力
」
を
中
心
に
そ
の
秘
伝
の
す
べ
て
を
公
開
し
ま
す
。

［
２
０
１
６
年
６
月
］
500834Ȃ6◆

781

行
方
昭
夫

身
に
つ
く
英
語
の
た
め
の
Ａ
ｔ
ｏ
Ｚ

品
切（
電
子
版
あ
り
）

授
業
で
勉
強
し
て
い
る
の
に
な
ぜ
英
語
を
話
せ
な
い
？

ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
英
語
っ
て
い

つ
に
な
っ
た
ら
聞
き
取
れ
る
？

英
字
新
聞
を
す
ら
す
ら
読
ん
で
み
た
い
！

自
由
に

英
語
で
文
章
を
書
い
て
み
た
い
！
「
読
む
」「
書
く
」「
聴
く
」「
話
す
」
の
四
つ
の
力
を

身
に
つ
け
る
た
め
の
コ
ツ
が
、
Ａ
か
ら
Ｚ
ま
で
26
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
よ
る
エ
ッ
セ
イ
で

楽
し
く
わ
か
り
ま
す
。

［
２
０
１
４
年
８
月
］
500781Ȃ3◆

766

ウ
ェ
ル
ズ
恵
子

魂
を
ゆ
さ
ぶ
る
歌
に
出
会
う

ʕ
ア
メ
リ
カ
黒
人
文
化
の
ル
ー
ツ
へ
ʕ

９
４
６
円

ゴ
ス
ペ
ル
ソ
ン
グ
、
ブ
ル
ー
ズ
、
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
…
…
。
ア
メ
リ
カ
黒
人
に
つ
な
が
る

文
化
は
、
な
ぜ
私
た
ち
を
惹
き
つ
け
る
の
か
。
そ
の
ル
ー
ツ
へ
さ
か
の
ぼ
り
、
彼
ら
の

伝
え
た
歌
や
物
語
を
読
み
解
い
て
み
よ
う
。
そ
こ
は
badが
goodを
意
味
し
、
小
さ
な

者
が
大
き
な
者
を
や
っ
つ
け
る
世
界
。
困
難
を
笑
い
飛
ば
し
、
常
に
楽
し
み
を
つ
く
り

出
し
て
き
た
、
そ
の
魅
力
的
な
世
界
へ
よ
う
こ
そ
。

［
２
０
１
４
年
２
月
］
500766Ȃ0◆

764

福
田
昇
八

英

詩

の

こ

こ

ろ
９
０
２
円

唱
歌
「
蛍
の
光
」
は
知
っ
て
い
ま
す
ね
。
で
は
、
そ
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
で
歌
わ
れ
る
英
詩

を
ご
存
じ
で
す
か
？

「
忘
れ
ら
れ
よ
う
か

幼
な
じ
み
」
で
は
じ
ま
る
バ
ー
ン
ズ
作

「
遠
い
あ
の
こ
ろ
」
で
す
。
愉
快
な
う
た
、
恋
の
う
た
、
か
っ
こ
い
い
う
た
、
こ
れ
ぞ

sadと
い
う
う
た
。
名
文
句
の
宝
庫
で
あ
る
英
詩
を
、
原
文
の
ひ
び
き
を
伝
え
る
訳
詩

と
原
詩
で
、
声
を
出
し
て
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

［
２
０
１
４
年
１
月
］
500764Ȃ6

719

河
島
弘
美

動
物
で
読
む
ア
メ
リ
カ
文
学
案
内

９
０
２
円

犬
の
ウ
ル
フ
、
バ
ッ
ク
、
チ
ャ
ー
リ
ー
、
猫
の
プ
ル
ー
ト
ー
、
鯨
の
モ
ー
ビ
ー
・
デ
ィ

ッ
ク
。
さ
て
こ
の
動
物
た
ち
が
登
場
す
る
ア
メ
リ
カ
文
学
は
？

ア
ー
ヴ
ィ
ン
グ
の

『
リ
ッ
プ
・
ヴ
ァ
ン
・
ウ
ィ
ン
ク
ル
』
か
ら
ス
タ
イ
ン
ベ
ッ
ク
の
『
チ
ャ
ー
リ
ー
と
の
旅
』

ま
で
、
一
九
～
二
〇
世
紀
を
代
表
す
る
六
つ
の
文
学
作
品
を
、
動
物
と
い
う
キ
ー
ワ
ー

ド
に
注
目
し
な
が
ら
原
文
と
と
も
に
楽
し
も
う
。

［
２
０
１
２
年
７
月
］
500719Ȃ6

17― 外国語・文学
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706

行
方
昭
夫

解
釈
に
つ
よ
く
な
る
た
め
の
英
文
50

９
０
２
円

英
文
和
訳
で
は
ど
こ
で
つ
ま
ず
き
ま
す
か
？

知
ら
な
い
単
語
や
イ
デ
ィ
オ
ム
？

そ

れ
と
も
省
略
や
割
り
込
み
を
見
抜
け
な
い
？

こ
の
本
で
は
、
入
試
問
題
で
よ
く
見
か

け
る
作
家
や
作
品
を
中
心
に
五
〇
の
文
章
を
選
び
、
先
生
と
生
徒
の
対
話
形
式
で
、
こ

な
れ
た
日
本
語
に
翻
訳
し
て
い
き
ま
す
。
英
文
和
訳
が
苦
手
な
人
か
ら
、
さ
ら
に
翻
訳

力
を
磨
き
た
い
人
ま
で
、
必
読
・
必
携
！

［
２
０
１
２
年
２
月
］
500706Ȃ6◆

693

小
池
直
己

話
す
た
め
の
英
文
法

９
０
２
円

可
能
・
許
可
・
推
量
・
て
い
ね
い
の
意
味
に
使
わ
れ
る
助
動
詞
は
何
？

も
ち
ろ
ん
can。

で
は
、
m
ayは
ど
ん
な
意
味
で
使
わ
れ
る
の
？

そ
ん
な
ふ
う
に
、
受
動
態
や
不
定
詞
、

分
詞
な
ど
を
使
い
方
別
に
見
て
み
よ
う
。
そ
の
知
識
が
あ
れ
ば
、
感
情
表
現
し
た
い
と

き
は
受
動
態
、「
～
す
べ
き
か
」
は
疑
問
詞
＋
不
定
詞
、
と
い
う
よ
う
に
話
し
た
い
こ
と

が
す
ぐ
に
文
に
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

［
２
０
１
１
年
９
月
］
500693Ȃ9◆

676

田
地
野

彰

〈
意
味
順
〉
英
作
文
の
す
す
め

８
５
８
円

日
本
語
な
ら
、「
ト
ム
が
ボ
ー
ル
を
蹴
っ
た
」「
ボ
ー
ル
を
ト
ム
が
蹴
っ
た
」
と
語
順
を

入
れ
換
え
て
も
通
じ
ま
す
が
、
英
語
で
は
正
し
い
語
順
が
と
て
も
重
要
。
だ
れ
が

す
る
（
で
す
ð
だ
れ
・
な
に
ど
こ
い
つ
と
い
う
順
序
の
決
ま
っ
た
ボ
ッ
ク
ス
に
言
葉

を
入
れ
て
い
け
ば
、
英
作
文
は
楽
し
く
簡
単
で
す
。
難
し
い
文
法
も
角
度
を
変
え
て
理

解
で
き
る
、
ユ
ニ
ー
ク
な
発
想
を
紹
介
し
ま
す
。

［
２
０
１
１
年
３
月
］
500676Ȃ2◆

661

小
池
直
己

語
源
で
ふ
や
そ
う
英
単
語

９
２
４
円

英
単
語
を
お
ぼ
え
る
の
は
大
変
。ａ
で
は
じ
ま
る
語
か
ら
お
ぼ
え
よ
う
と
し
た
け
れ
ど
、

ａ
の
最
後
ま
で
も
進
ま
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
経
験
を
し
た
人
も
多
い
で
し
ょ
う
。
そ
こ

で
、
語
源
と
い
う
整
理
ボ
ッ
ク
ス
に
入
れ
て
、
ま
と
め
て
お
ぼ
え
て
い
こ
う

と
い

う
の
が
本
書
の
提
案
で
す
。
試
験
の
と
き
に
新
し
い
単
語
に
出
く
わ
し
て
も
、
語
源
か

ら
意
味
が
連
想
で
き
る
力
も
つ
き
ま
す
。

［
２
０
１
０
年
７
月
］
500661Ȃ8◆

658

佐
藤
誠
司

英
作
文
の
た
め
の
や
さ
し
い
英
文
法

９
６
８
円

英
作
文
は
「
ᾇ
主
語
と
動
詞
を
決
め
る
」
に
は
じ
ま
る
五
つ
の
プ
ロ
セ
ス
で
考
え
れ
ば

か
ん
た
ん
。
で
も
、
シ
ン
プ
ル
な
表
現
を
使
う
た
め
に
は
、
英
文
法
の
知
識
が
大
切
だ
。

こ
の
本
で
は
、
日
本
語
を
英
語
に
お
き
か
え
た
作
文
で
は
な
く
、
ほ
ん
と
う
の
情
報
発

信
力
に
つ
な
が
る
英
文
づ
く
り
を
解
説
す
る
。
説
明
と
練
習
問
題
か
ら
な
る
50
の
レ
ッ

ス
ン
で
、
作
文
に
強
く
な
ろ
う
。

［
２
０
１
０
年
６
月
］
500658Ȃ8◆

外国語・文学 ―18
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606

大
津
幸
一

話
し
て
み
よ
う

旅
行
の
英
語

８
１
４
円

歴
史
好
き
の
秀
雄
く
ん
、
リ
ス
ニ
ン
グ
に
自
信
の
あ
る
㗨
郎
く
ん
、
英
語
を
自
由
に
使

い
た
い
深
雪
さ
ん

高
校
生
の
仲
良
し
三
人
組
が
、「
教
室
で
習
っ
た
英
語
を
使
っ

て
み
た
い
」
と
イ
ギ
リ
ス
の
旅
へ
出
か
け
ま
す
。
知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま

な
場
面
で
生
き
た
英
語
を
体
験
。
三
人
と
一
緒
に
街
を
歩
き
、
イ
ギ
リ
ス
と
英
語
の
魅

力
に
触
れ
て
み
よ
う
。

［
２
０
０
８
年
10
月
］
500606Ȃ9◆

502

行
方
昭
夫

英
語
の
発
想
が
よ
く
わ
か
る
表
現
50

９
０
２
円

「
ぼ
く
は
退
屈
し
て
い
る
」
と
「
ぼ
く
は
退
屈
な
人
間
だ
」
を
英
語
で
言
う
と
？
w
ater

は
水
？

お
湯
？

わ
か
っ
て
い
る
よ
う
で
、
実
は
英
語
学
習
の
つ
ま
ず
き
に
も
な
る

ポ
イ
ン
ト
を
、
楽
し
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ま
じ
え
な
が
ら
解
説
し
ま
す
。
英
語
・
日
本
語

の
セ
ッ
ト
例
文
五
〇
を
ま
る
ご
と
覚
え
て
し
ま
え
ば
、
英
語
ら
し
い
表
現
の
基
本
が
よ

く
わ
か
り
ま
す
。

［
２
０
０
５
年
４
月
］
500502Ȃ4◆

104

小
田
島

雄
志

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
名
言
集

９
６
８
円

「
こ
の
ま
ま
で
い
い
の
か
、
い
け
な
い
の
か
、
そ
れ
が
問
題
だ
」（
ハ
ム
レ
ッ
ト
）、「
人

生
は
歩
き
ま
わ
る
影
法
師
、
あ
わ
れ
な
役
者
だ
」（
マ
ク
ベ
ス
）
な
ど
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ

ア
の
言
葉
は
、
世
界
中
の
人
び
と
に
愛
誦
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
名
言
を
豊
富
に

紹
介
し
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ま
じ
え
て
や
さ
し
く
解
説
し
た
こ
の
本
は
、
ど
こ
か
ら
で
も

気
軽
に
読
め
て
、
英
語
の
勉
強
に
も
役
立
ち
ま
す
。

［
１
９
８
５
年
12
月
］
500104Ȃ0◆

19― 外国語・文学
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数
学
・
物
理
・
天
文
・
地
学

967

今
田
高
俊
・
寿
楽
浩
太
・
中
澤
高
師

核
の
ご
み
を
ど
う
す
る
か

ʕ
も
う
一
つ
の
原
発
問
題
ʕ

１
０
５
６
円

原
子
力
発
電
に
よ
っ
て
生
じ
る
「
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
」
は
国
内
に
大
量
に
溜
ま

り
続
け
、
放
射
能
の
影
響
が
弱
ま
る
ま
で
長
い
年
月
を
要
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ

の
危
険
な
「
核
の
ご
み
」
を
ど
こ
に
ど
の
よ
う
な
方
法
で
処
分
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
私

達
は
こ
の
問
題
と
ど
う
向
き
合
え
ば
よ
い
の
か
。
専
門
家
ら
に
よ
る
提
言
を
読
み
解
き

な
が
ら
問
題
解
決
へ
の
道
を
探
る
。

［
２
０
２
３
年
４
月
］
500967Ȃ1

943

初
田
哲
男
・
柴
藤
亮
介
編
著

数
理
の
窓
か
ら
世
界
を
読
み
と
く

ʕ
素
数
・
Ａ
Ｉ
・
生
物
・
宇
宙
を
つ
な
ぐ
ʕ

９
４
６
円

Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）、
生
物
の
進
化
、
宇
宙
に
存
在
す
る
暗
黒
物
質

こ
れ
ら
ま
っ
た

く
異
な
る
研
究
分
野
を
、
同
じ
窓
か
ら
読
み
解
く
方
法
が
あ
り
ま
す
。
数
学
を
共
通
言

語
に
さ
ま
ざ
ま
な
事
象
を
理
論
的
に
解
明
す
る
方
法
、
数
理
で
す
。
数
理
の
窓
か
ら
見

え
る
そ
れ
ぞ
れ
の
世
界
を
、
自
ら
の
進
路
選
択
や
研
究
の
魅
力
を
交
え
な
が
ら
、
若
手

研
究
者
た
ち
が
瑞
々
し
い
感
性
で
紹
介
し
ま
す
。

［
２
０
２
１
年
11
月
］
500943Ȃ5◆

934

坂
間
千
秋

深
掘
り
！
中
学
数
学

ʕ
教
科
書
に
書
か
れ
て
い
な
い
数
学
の
話
ʕ

９
４
６
円

三
角
形
の
内
角
の
和
は
な
ぜ
180°
に
な
る
？

な
ぜ
割
り
算
は
ゼ
ロ
で
割
っ
て
は
い
け
な

い
？

な
ぜ
マ
イ
ナ
ス
×
マ
イ
ナ
ス
は
プ
ラ
ス
に
な
る
？

円
周
率
は
な
ぜ
一
定
の
値

な
の
？
…
。「
当
た
り
前
」
だ
け
ど
う
ま
く
説
明
で
き
な
い
「
数
学
の
な
ぜ
？
」
を
わ
か

り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。
考
え
る
こ
と
の
面
白
さ
に
気
づ
き
、
数
学
の
魅
力
を
再
発
見

す
る
一
冊
で
す
。

［
２
０
２
１
年
５
月
］
500934Ȃ3◆

数学・物理・天文・地学 ―20
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ジ
ョ
ー
・
ヘ
ル
マ
ン
ス

村
岡
克
紀
訳

確
か
め
て
ナ
ッ
ト
ク
！

物
理
の
法
則

９
４
６
円

ロ
ウ
ソ
ク
の
光
と
Ｌ
Ｅ
Ｄ
、
ど
っ
ち
が
効
率
が
良
い
？

太
陽
が
地
球
に
一
番
近
い
一

月
が
寒
く
な
る
わ
け
は
？

虹
、
シ
ャ
ボ
ン
玉
、
Ｃ
Ｄ
の
記
録
面
は
ど
れ
も
カ
ラ
フ
ル

に
見
え
る
け
ど
、
そ
の
理
由
が
ち
ょ
っ
と
違
う
っ
て
知
っ
て
ま
し
た
？

日
常
に
ふ
と

感
じ
る
疑
問
に
答
え
る
の
が
物
理
学
の
本
当
の
使
い
方
。
公
式
を
覚
え
る
だ
け
じ
ゃ
つ

ま
ら
な
い
。
物
理
学
の
醍
醐
味
を
お
伝
え
し
ま
す
。

［
２
０
２
１
年
４
月
］
500933Ȃ6◆

913

石
黒

真
木
夫

統
計
学
を
め
ぐ
る
散
歩
道

ʕ
ツ
キ
は
続
く
？

続
か
な
い
？
ʕ

９
６
８
円

「
統
計
学
」
と
聞
く
と
「
難
し
そ
う
だ
な
」「
自
分
に
は
関
係
な
い
や
」
と
思
う
人
も
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
天
気
予
報
や
選
挙
の
当
選
確
率
、
テ
ス
ト
の
結
果
の
偏

差
値
を
出
す
に
は
、
統
計
学
が
必
要
で
す
。
く
じ
の
当
た
り
外
れ
や
、
サ
イ
コ
ロ
の
目

の
出
方
、
サ
ッ
カ
ー
や
じ
ゃ
ん
け
ん
の
勝
敗
な
ど
も
題
材
に
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
で
生

き
て
い
る
統
計
の
し
く
み
を
の
ぞ
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

［
２
０
２
０
年
２
月
］
500913Ȃ8

901

元
村

有
希
子

カ
ガ
ク
力
を
強
く
す
る
！

９
４
６
円

科
学
・
技
術
の
進
歩
が
暮
ら
し
の
隅
々
に
ま
で
入
り
込
み
、
そ
の
恩
恵
を
当
然
の
こ
と

と
し
て
享
受
す
る
私
達
。
し
か
し
一
方
で
、
原
発
や
ゲ
ノ
ム
編
集
な
ど
危
う
さ
も
ク
ロ

ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
今
、科
学
記
者
と
し
活
躍
す
る
著
者
は
、「
カ
ガ
ク
力
」＝「
疑

い
、
調
べ
、
考
え
、
判
断
す
る
力
」
を
身
に
付
け
る
こ
と
。
そ
れ
が
賢
く
生
き
る
術
と

な
り
、
よ
り
よ
い
未
来
を
つ
く
る
土
台
に
な
っ
て
い
く
と
説
く
。
［
２
０
１
９
年
７
月
］
500901Ȃ5◆

888

ダ
ニ
カ
・
マ
ッ
ケ
ラ
ー

菅
野
仁
子
訳

数
学
と
恋
に
落
ち
て
方
程
式
を
極
め
る
Ἣ

１
０
７
８
円

「
数
学
な
ん
て
マ
ジ
で
ム
リ
」
そ
ん
な
子
ほ
ど
読
ん
で
下
さ
い
。
将
来
、
ど
ん
な
道
に

進
む
に
せ
よ
、
数
学
は
あ
な
た
に
力
と
自
由
を
与
え
ま
す
。
数
学
を
研
究
し
、
女
優
と

し
て
も
活
躍
し
た
ダ
ニ
カ
先
生
が
あ
な
た
の
夢
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
数
学
入
門
書
の
第
二

弾
。「
方
程
式
を
極
め
る
Ἣ
」
で
は
、
方
程
式
や
不
等
式
、
関
数
の
グ
ラ
フ
を
深
く
勉
強

し
ま
し
ょ
う
。

［
２
０
１
８
年
12
月
］
500888Ȃ9

887

ダ
ニ
カ
・
マ
ッ
ケ
ラ
ー

菅
野
仁
子
訳

数
学
と
恋
に
落
ち
て
未
知
数
に
親
し
む
Ἣ

１
０
１
２
円

「
数
学
な
ん
て
マ
ジ
で
ム
リ
」
そ
ん
な
子
ほ
ど
読
ん
で
下
さ
い
。
将
来
、
ど
ん
な
道
に

進
む
に
せ
よ
、
数
学
は
あ
な
た
に
力
と
自
由
を
与
え
ま
す
。
数
学
を
研
究
し
、
女
優
と

し
て
も
活
躍
し
た
ダ
ニ
カ
先
生
が
あ
な
た
の
夢
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
数
学
入
門
書
の
第
二

弾
。「
未
知
数
に
親
し
む
Ἣ
」
で
は
未
知
数
の
扱
い
や
式
変
形
を
お
さ
ら
い
し
ま
し
ょ

う
。

［
２
０
１
８
年
12
月
］
500887Ȃ2

21― 数学・物理・天文・地学
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ダ
ニ
カ
・
マ
ッ
ケ
ラ
ー

菅
野
仁
子
訳

数
学
を
嫌
い
に
な
ら
な
い
で
文
章
題
に
い
ど
む
Ἣ

９
９
０
円

数
学
が
苦
手
な
人
は
ど
こ
か
で
つ
ま
づ
い
た
の
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
し
ま
っ
て
い
ま

す
。
特
に
難
し
い
割
合
や
比
の
問
題
、
そ
し
て
方
程
式
な
ど
苦
手
な
と
こ
ろ
を
こ
の
本

で
全
部
き
れ
い
に
片
付
け
て
し
ま
い
ま
し
ょ
う
。
一
度
コ
ツ
さ
え
つ
か
ん
で
し
ま
え
ば

方
程
式
は
や
さ
し
く
な
り
ま
す
。
先
輩
た
ち
の
体
験
談
か
ら
効
果
的
な
勉
強
法
の
ヒ
ン

ト
を
見
つ
け
て
数
学
が
得
意
科
目
に
な
る
！

［
２
０
１
８
年
６
月
］
500877Ȃ3

876

ダ
ニ
カ
・
マ
ッ
ケ
ラ
ー

菅
野
仁
子
訳

数
学
を
嫌
い
に
な
ら
な
い
で
基
本
の
お
さ
ら
い
Ἣ

９
９
０
円

数
学
は
嫌
い
で
す
か
？

難
し
す
ぎ
て
勉
強
に
自
信
を
な
く
し
た
り
、
数
学
の
点
数
が

足
り
な
く
て
夢
を
あ
き
ら
め
か
け
た
り
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

け
れ
ど
も
数
学
が
得
意

に
な
れ
ば
人
生
は
も
っ
と
豊
か
に
な
り
ま
す
。
数
学
ぎ
ら
い
を
克
服
し
数
学
の
学
位
ま

で
取
り
、そ
し
て
女
優
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
著
者
が
み
ん
な
に
教
え
る
数
学
勉
強
法
。

ま
ず
は
素
数
の
話
か
ら
基
本
を
復
習
し
ま
す
。

［
２
０
１
８
年
６
月
］
500876Ȃ6

838

家

正

則

ハ

ッ

ブ

ル
宇
宙
を
広
げ
た
男

９
９
０
円

銀
河
の
距
離
を
測
り
、
宇
宙
の
膨
張
を
発
見
し
、
人
類
の
宇
宙
観
を
激
変
さ
せ
た
20
世

紀
最
大
の
天
文
学
者
、
エ
ド
ウ
ィ
ン
・
ハ
ッ
ブ
ル
。
成
績
優
秀
、
ス
ポ
ー
ツ
万
能
、
勤

勉
で
ハ
ン
サ
ム
な
タ
フ
・
ガ
イ

し
か
し
そ
の
過
剰
な
自
意
識
は
あ
ち
こ
ち
で
摩
擦

を
引
き
起
こ
し
…
…
。
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
ら
同
時
代
科
学
者
た
ち
と
織
り
な
す
栄
光

と
挫
折
の
生
涯
に
、
天
文
学
者
の
著
者
が
せ
ま
る
！

［
２
０
１
６
年
８
月
］
500838Ȃ4◆

807

ピ
ー
タ
ー
・
フ
ラ
ン
ク
ル

数
に
強
く
な
ろ
う

ʕ
ピ
ー
タ
ー
流
数
学
あ
そ
び
ʕ

９
２
４
円

大
学
生
に
「
数
出
し
ゲ
ー
ム
」
を
挑
ま
れ
た
中
学
生
ピ
ー
タ
ー
は
、
見
事
に
勝
利
し
た
。

そ
の
戦
略
と
は
？

相
手
が
考
え
た
数
を
、
数
字
が
書
か
れ
た
立
体
を
使
っ
て
言
い
当

て
た
。
そ
の
方
法
は
？

あ
る
人
が
ル
ー
レ
ッ
ト
必
勝
法
を
考
え
出
し
た
が
、
ち
ょ
っ

と
怪
し
い
ぞ
？

数
を
使
っ
た
遊
び
は
、も
ち
ろ
ん
頭
を
使
う
。
遊
ん
で
い
る
う
ち
に
、

あ
な
た
は
数
の
扱
い
に
強
く
な
っ
て
く
る
。

［
２
０
１
５
年
６
月
］
500807Ȃ0◆

751

徳
田
雄
洋

論
理
的
に
解
く
力
を
つ
け
よ
う

９
０
２
円

う
そ
つ
き
か
正
直
か
不
明
な
人
に
質
問
を
１
回
し
て
、
必
要
な
情
報
を
正
確
に
得
ら
れ

る

そ
ん
な
方
法
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

こ
の
本
で
論
理
的
な
解
き
方
を
身
に
つ

け
れ
ば
、
一
見
む
ず
か
し
そ
う
な
問
題
も
か
ん
た
ん
に
解
け
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
新

し
い
解
決
法
を
発
見
で
き
た
り
し
ま
す
。
数
学
や
論
理
、
情
報
科
学
は
も
ち
ろ
ん
、
日

常
お
こ
る
問
題
に
も
適
用
で
き
ま
す
よ
。

［
２
０
１
３
年
８
月
］
500751Ȃ6

数学・物理・天文・地学 ―22
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木
村
㜇
治

天
気
ハ
カ
セ
に
な
ろ
う

ʕ
竜
巻
は
左
巻
き
？
ʕ

９
２
４
円

昨
日
は
ど
し
ゃ
ぶ
り
、
今
日
は
快
晴

私
た
ち
は
毎
日
、
天
気
シ
ェ
フ
の
お
ま
か
せ

料
理
に
つ
き
あ
わ
さ
れ
る
運
命
。
天
気
シ
ェ
フ
は
ど
う
や
っ
て
雨
や
雷
、
台
風
、
竜
巻

な
ど
の
「
天
気
料
理
」
を
作
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ベ
テ
ラ
ン
気
象
学
者
が
み
な

さ
ん
を
天
気
の
厨
房
へ
と
ご
案
内
し
ま
す
。
天
気
シ
ェ
フ
の
レ
シ
ピ
を
知
れ
ば
、
天
気

ハ
カ
セ
に
な
れ
る
こ
と
、
ま
ち
が
い
な
し
！

［
２
０
１
３
年
５
月
］
500743Ȃ1

738

高
野
義
郎

力

学

の

発

見

ʕ
ガ
リ
レ
オ
・
ケ
プ
ラ
ー
・
ニ
ュ
ー
ト
ン
ʕ

９
４
６
円

力
学
は
美
し
い
。
そ
れ
は
人
間
に
よ
る
知
的
創
造
の
典
型
だ
か
ら
だ
。
地
上
の
運
動
で

あ
る
落
下
運
動
の
法
則
を
発
見
し
た
ガ
リ
レ
オ
、
宇
宙
の
運
動
で
あ
る
惑
星
運
動
の
法

則
を
発
見
し
た
ケ
プ
ラ
ー
、
２
つ
の
運
動
法
則
を
万
有
引
力
に
よ
っ
て
統
合
し
た
ニ
ュ

ー
ト
ン
。
自
然
の
中
に
存
在
す
る
力
学
を
ど
の
よ
う
に
発
見
し
て
い
っ
た
の
か

３

人
の
著
作
や
足
跡
を
た
ど
り
、
創
造
の
源
を
さ
ぐ
る
。

［
２
０
１
３
年
３
月
］
500738Ȃ7

729

足
立
恒
雄

新
版

楽
し
む
数
学
10
話

９
０
２
円

「
私
は
考
え
る
。
だ
か
ら
私
は
あ
る
」
の
デ
カ
ル
ト
、「
人
間
は
考
え
る
葦
で
あ
る
」
の

パ
ス
カ
ル
。
二
人
の
哲
学
者
は
数
学
者
で
も
あ
り
ま
し
た
。
か
れ
ら
が
考
え
る
こ
と
を

楽
し
ん
だ
数
学
、
ま
た
18
世
紀
の
数
学
王
オ
イ
ラ
ー
の
数
学
は
、
い
ま
の
数
学
の
重
要

な
基
礎
と
な
っ
て
い
ま
す
。
１
９
９
６
年
に
よ
う
や
く
解
決
さ
れ
た
「
フ
ェ
ル
マ
ー
の

大
定
理
」
と
と
も
に
存
分
に
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

［
２
０
１
２
年
11
月
］
500729Ȃ5◆

701

伊
藤
和
明

日
本
の
津
波
災
害

９
０
２
円

津
波
（
T
sunam
i）
が
国
際
的
な
用
語
に
な
る
ほ
ど
、
日
本
列
島
は
昔
か
ら
津
波
の
被

害
を
受
け
て
き
た
。
日
本
書
紀
に
記
さ
れ
た
最
古
の
津
波
か
ら
、
二
〇
一
一
年
の
東
日

本
大
震
災
ま
で

印
象
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
な
が
ら
た
ど
る
津
波
災
害
の
日
本

史
。
津
波
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
特
徴
、
津
波
災
害
の
恐
ろ
し
さ
、
過
去
か
ら
学
び
う
る
教

訓
を
説
く
。

［
２
０
１
１
年
12
月
］
500701Ȃ1◆

697

益
川
敏
英

素
粒
子
は
お
も
し
ろ
い

品
切（
電
子
版
あ
り
）

物
質
を
構
成
す
る
も
っ
と
も
小
さ
い
要
素
は
何
か
？

古
代
ギ
リ
シ
ア
の
原
子
論
に
は

じ
ま
り
、
近
現
代
の
科
学
的
探
究
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
素
粒
子
像
が
描
か
れ
て
き
た
。

そ
し
て
科
学
者
た
ち
は
つ
い
に
、
究
極
の
基
本
粒
子
を
と
ら
え
た
。
素
粒
子
像
は
こ
れ

ま
で
に
ど
ん
な
変
遷
を
し
て
き
た
の
か
、
最
新
像
は
ど
ん
な
も
の
か
、
二
〇
〇
八
年
ノ

ー
ベ
ル
物
理
学
賞
の
著
者
が
自
在
に
語
る
。

［
２
０
１
１
年
11
月
］
500697Ȃ7◆

23― 数学・物理・天文・地学



0031-002-099_ジュニア新書統合組_再校_初校.smd  Page 2423/04/20 16:30  v3.60

695

森

治

宇
宙
ヨ
ッ
ト
で
太
陽
系
を
旅
し
よ
う

ʕ
世
界
初
！

イ
カ
ロ
ス
の
挑
戦
ʕ品

切（
電
子
版
あ
り
）

世
界
で
初
め
て
、
宇
宙
空
間
で
大
き
な
帆
を
広
げ
、
太
陽
光
の
力
で
加
速
し
た
究
極
の

宇
宙
機
「
イ
カ
ロ
ス
」。
製
作
が
遅
れ
た
ら
た
だ
の
オ
モ
リ
？！

日
本
の
折
り
紙
が
ヒ

ン
ト
？

イ
カ
ロ
ス
で
や
さ
し
い
物
理
の
法
則
が
わ
か
る
？

高
校
時
代
か
ら
ひ
た
す

ら
宇
宙
へ
の
夢
を
め
ざ
し
て
き
た
著
者
が
、
そ
の
道
程
と
宇
宙
工
学
の
魅
力
、
日
本
の

技
術
に
つ
い
て
熱
く
語
り
ま
す
。

［
２
０
１
１
年
10
月
］
500695Ȃ3◆

687

広
瀬
茂
男

ロ
ボ
ッ
ト
創
造
学
入
門
〈
知
の
航
海
〉
シ
リ
ー
ズ

品
切（
電
子
版
あ
り
）

地
雷
探
知
除
去
ロ
ボ
ッ
ト
を
つ
く
る
と
き
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
現
場
で
つ
い
地
雷
原

に
入
り
こ
ん
で
し
ま
っ
た
！

そ
ん
な
危
険
な
体
験
を
し
な
が
ら
、
つ
く
り
あ
げ
た
実

用
ロ
ボ
ッ
ト
は
ど
ん
な
も
の
に
な
っ
た
か
？

さ
ま
ざ
ま
な
用
途
の
ヘ
ビ
型
や
四
足
歩

行
ロ
ボ
ッ
ト
を
開
発
し
て
き
た
著
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
に
つ
く
っ
た
か
を
解
説

し
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
形
や
心
の
未
来
も
語
る
。

［
２
０
１
１
年
６
月
］
500687Ȃ8◆

646

小
柴
昌
俊

ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
の
夢

８
１
４
円

二
〇
〇
二
年
に
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞
し
た
小
柴
先
生
が
、
研
究
の
み
ち
の
り
と

ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
物
理
学
を
語
る
。
神
岡
と
出
会
い
、
カ
ミ
オ
カ
ン
デ
を
構
想
、
性
能
の

す
ぐ
れ
た
観
測
装
置
に
つ
く
り
あ
げ
て
い
き
、
そ
し
て
世
界
初
の
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
観
測

へ
。
朝
永
振
一
郎
先
生
や
弟
子
の
戸
塚
氏
ら
へ
の
思
い
、
若
い
世
代
へ
の
期
待
も
あ
わ

せ
て
、
楽
し
く
心
打
た
れ
る
物
語
に
な
っ
て
い
る
。

［
２
０
１
０
年
１
月
］
500646Ȃ5◆

643

土
屋
愛
寿

生
き
た
地
球
を
め
ぐ
る

ʪ
カ
ラ
ー
８
頁
〉
９
２
４
円

世
界
秘
境
・
ギ
ア
ナ
高
地
の
神
の
山
に
登
り
、
二
枚
の
プ
レ
ー
ト
が
わ
き
出
て
く
る
割

れ
目
ギ
ャ
オ
を
歩
き
、
大
陸
を
引
き
裂
く
ア
フ
リ
カ
大
地
溝
帯
の
壁
を
下
っ
た
。
活
動

す
る
地
球
は
表
面
に
多
彩
な
地
形
を
刻
み
、
私
た
ち
に
生
き
た
㗡
を
見
せ
て
く
れ
る
。

地
球
の
す
み
ず
み
を
訪
ね
、
現
場
を
目
の
前
に
し
て
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
活
動
の
歴
史

と
地
形
を
う
み
だ
す
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
わ
か
る
本
。

［
２
０
０
９
年
11
月
］
500643Ȃ4

626

眞
淳
平

松
井
孝
典
監
修

人
類
が
生
ま
れ
る
た
め
の
12
の
偶
然

９
６
８
円

ビ
ッ
グ
バ
ン
か
ら
銀
河
系
や
地
球
の
誕
生
、
生
命
の
発
生
、
人
類
の
進
化
と
続
く
一
連

の
過
程
の
中
で
起
き
た
「
偶
然
」
に
迫
り
、
宇
宙
と
命
の
不
思
議
に
つ
い
て
考
え
る
科

学
読
本
で
す
。
宇
宙
は
ど
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
、
地
球
は
な
ぜ
生
命
を
育
む
こ
と
が

で
き
た
の
か
。
生
物
と
ヒ
ト
は
ど
ん
な
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
進
化
し
て
き
た
の
か
…
…
。

宇
宙
と
生
命
の
秘
密
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

［
２
０
０
９
年
６
月
］
500626Ȃ7
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山
田

ふ
し
ぎ

カ
ラ
ー
版
宇
宙
に
行
く
ニ
ャ
！

１
０
７
８
円

流
星
群
や
日
食
の
観
察
、
プ
リ
ズ
ム
を
使
っ
た
実
験
を
し
な
が
ら
、
宇
宙
や
自
然
の
し

く
み
に
迫
ろ
う
。
野
菜
ロ
ケ
ッ
ト
の
打
ち
上
げ
実
験
も
す
る
ぞ
。
か
っ
こ
い
い
写
真
、

き
れ
い
な
写
真
が
い
っ
ぱ
い
の
シ
リ
ー
ズ
初
の
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
マ
ン
ガ
。“
な
ぜ
な
に

ネ
コ
”
の
タ
ン
メ
ン
と
“
も
の
知
り
ネ
コ
”
の
ビ
ー
フ
ン
を
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
に
、
宇
宙

旅
行
に
出
発
だ
！

［
２
０
０
６
年
７
月
］
500539Ȃ0

477

嶺
重
慎
・
小
久
保
英
一
郎
編
著

宇
宙
と
生
命
の
起
源

ʕ
ビ
ッ
グ
バ
ン
か
ら
人
類
誕
生
ま
で
ʕ

９
９
０
円

わ
た
し
た
ち
は
い
っ
た
い
ど
こ
か
ら
き
た
の
か
。
宇
宙
は
ど
の
よ
う
に
し
て
始
ま
り
今

日
の
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。
宇
宙
、
銀
河
、
恒
星
、
惑
星
、
生
命
の
誕
生
の
Ṗ
に
迫
る
。

ビ
ッ
グ
バ
ン
か
ら
人
類
へ
い
た
る
、
美
し
く
壮
大
な
一
三
七
億
年
の
宇
宙
と
生
命
の
起

源
の
物
語
。
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
や
多
様
性
も
含
め
、
第
一
線
の
研
究
者
一
一
人
が
、
最

新
情
報
か
ら
熱
く
語
る
。

［
２
０
０
４
年
７
月
］
500477Ȃ5

467

鎌
田
浩
毅

地
球
は
火
山
が
つ
く
っ
た

ʕ
地
球
科
学
入
門
ʕ

ʪ
カ
ラ
ー
口
絵
付
〉
８
５
８
円

地
球
上
で
見
ら
れ
る
最
も
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
現
象
で
地
球
環
境
の
形
成
に
大
き
く
関
与

し
て
き
た
火
山
噴
火
。
そ
の
一
見
複
雑
そ
う
な
仕
組
み
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、
プ
レ

ー
ト
・
テ
ク
ト
ニ
ク
ス
な
ど
の
基
本
的
な
考
え
か
た
や
、
プ
ル
ー
ム
・
テ
ク
ト
ニ
ク
ス

な
ど
の
新
し
い
考
え
か
た
を
て
い
ね
い
に
説
明
す
る
。
科
学
の
方
法
を
学
び
な
が
ら
生

き
た
地
球
の
す
が
た
に
迫
ろ
う
。

［
２
０
０
４
年
４
月
］
500467Ȃ6

457

春
木
良
且

情
報
っ
て
何
だ
ろ
う

９
４
６
円

「
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
」「
情
報
化
社
会
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。
た
く
さ

ん
の
情
報
機
器
の
中
で
生
き
て
い
る
私
た
ち
が
、〈
情
報
〉
を
受
け
取
り
、
加
工
し
、
発

信
し
て
い
く
だ
け
で
は
な
く
、
よ
り
社
会
と
密
接
に
〈
情
報
〉
を
と
ら
え
て
い
く
た
め

に
は
、
何
が
必
要
な
の
だ
ろ
う
か
。
目
に
見
え
な
い
力
〈
情
報
〉
と
正
し
く
つ
き
あ
う

た
め
の
ヒ
ン
ト
。

［
２
０
０
４
年
１
月
］
500457Ȃ7

438

木
村
㜇
治

自
然
を
つ
か
む
７
話

８
１
４
円

手
品
や
豆
腐
、
打
ち
上
げ
花
火
や
茶
碗
の
湯
と
い
っ
た
身
の
ま
わ
り
の
も
の
や
、
映
画

「
二
〇
〇
一
年
宇
宙
の
旅
」
や
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
小
説
。
こ
れ
ら
を
科
学
の
目
で
見
る

と
、
そ
こ
に
現
れ
る
も
の
と
は
？

自
然
科
学
を
通
し
て
見
え
る
世
界
を
凝
縮
し
た
７

話
。
科
学
に
よ
っ
て
心
が
豊
か
に
な
っ
た
著
者
に
よ
る
知
的
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン

ト
、
意
外
な
話
の
展
開
を
お
楽
し
み
あ
れ
。

［
２
０
０
３
年
６
月
］
500438Ȃ6

25― 数学・物理・天文・地学
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山
口
幸
夫

理
科
が
お
も
し
ろ
く
な
る
12
話

９
０
２
円

二
〇
世
紀
に
私
た
ち
の
生
活
を
限
り
な
く
便
利
で
豊
か
に
し
た
か
に
見
え
た
科
学
の
発

展
も
、
い
ま
や
地
球
温
暖
化
・
環
境
ホ
ル
モ
ン
・
度
重
な
る
原
発
事
故
な
ど
、
地
球
上

の
生
態
系
全
体
に
か
か
わ
る
深
刻
な
問
題
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。
こ
の
本
で
は
古
代

以
来
の
科
学
の
歴
史
と
今
日
の
問
題
を
や
さ
し
く
解
説
。
新
し
い「
理
科
総
合
」と「
科

学
史
」
の
副
読
本
と
し
て
も
最
適
の
一
冊
で
す
。

［
２
０
０
１
年
８
月
］
500379Ȃ2◆

369

島
村
英
紀

地
震
と
火
山
の
島
国

ʕ
極
北
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
で
考
え
た
こ
と
ʕ

９
４
６
円

海
底
火
山
が
た
ま
た
ま
海
上
に
顔
を
出
し
た
と
い
う
特
異
な
な
り
た
ち
の
島
。
人
口
た

っ
た
二
七
万
人
。
人
々
は
、
き
び
し
い
自
然
条
件
に
立
ち
向
か
い
、
豊
か
で
美
し
い
国

を
作
り
上
げ
て
い
っ
た
。
地
球
物
理
を
研
究
す
る
科
学
者
が
、
地
震
と
火
山
に
覆
わ
れ

た
世
界
最
北
の
小
国
の
自
然
と
文
化
、
人
々
の
暮
ら
し
を
暖
か
な
ま
な
ざ
し
で
描
く
。

こ
ん
な
国
に
住
ん
で
み
た
い
！

［
２
０
０
１
年
１
月
］
500369Ȃ3

272

池

内

了

科
学
の
考
え
方
・
学
び
方

９
２
４
円

“
科
学
的
に
考
え
る
”
と
は
ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
？

一
線
で
活
躍
す
る
宇
宙
物

理
学
者
が
、
研
究
の
方
法
、
最
新
の
サ
イ
エ
ン
ス
・
ト
ピ
ッ
ク
を
紹
介
し
、
オ
ウ
ム
騒

動
や
薬
害
エ
イ
ズ
な
ど
の
事
件
を
読
み
解
き
な
が
ら
、私
た
ち
の
社
会
と
科
学
を
考
え
、

転
回
の
時
代
に
理
科
を
学
ぶ
意
義
を
若
い
人
た
ち
に
向
け
て
語
る
、
研
究
現
場
か
ら
の

熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
。
文
系
の
学
生
も
必
読
。

［
１
９
９
６
年
６
月
］
500272Ȃ6

231

佐
江
衆
一

田

中

正

造
８
５
８
円

日
本
の
公
害
問
題
の
原
点
と
い
わ
れ
る
足
尾
鉱
毒
事
件
。
常
に
被
害
農
民
の
立
場
に
た

っ
て
明
治
政
府
を
追
及
し
、
強
制
破
壊
に
ṫ
し
た
谷
中
村
で
身
を
Ṍ
し
て
抵
抗
運
動
を

貫
い
た
田
中
正
造
（
一
八
四
一
～
一
九
一
三
）
は
、
そ
の
な
か
で
地
球
環
境
問
題
の
先

駆
的
思
想
を
も
育
ん
で
い
っ
た
。
農
民
と
共
に
戦
っ
た
彼
の
壮
絶
な
足
跡
を
た
ど
り
、

そ
の
思
想
を
現
代
に
生
き
生
き
と
蘇
ら
せ
る
。

［
１
９
９
３
年
12
月
］
500231Ȃ3

113

片
山
孝
㗨

数
学
が
お
も
し
ろ
く
な
る
12
話

９
４
６
円

き
み
た
ち
に
数
学
の
お
も
し
ろ
さ
を
伝
授
し
よ
う
。
興
味
深
い
数
学
の
話
題
を
よ
り
す

ぐ
っ
て
贈
る
。
か
わ
っ
た
性
質
を
も
つ
数
“
９
”。
た
て
、
よ
こ
、
な
な
め
、
加
え
る
と

み
な
同
じ
数
に
な
る
魔
法
陣
の
つ
く
り
方
。
ふ
し
ぎ
な
π
の
話
。
正
五
角
形
の
作
図
。

ア
キ
レ
ス
と
亀
の
追
い
か
け
っ
こ
。
不
可
能
と
さ
れ
る
角
の
三
等
分
。
…
ど
れ
も
こ
れ

も
、
知
っ
て
い
る
と
得
す
る
こ
と
う
け
あ
い
。

［
１
９
８
６
年
６
月
］
500113Ȃ2◆
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山


圭
㗨
郎

数

を

考

え

る
９
０
２
円

数
を
学
ぶ
こ
と
は
、
数
学
の
基
本
で
す
。
こ
の
本
は
、
自
然
数
か
ら
は
じ
め
て
、
正
の

数
、
負
の
数
、
整
数
と
、
一
歩
一
歩
、
数
の
性
質
を
考
え
て
い
き
ま
す
。
分
数
、
偶
数
、

奇
数
、
素
数
、
素
因
数
、
約
数
、
倍
数
、
最
大
公
約
数
、
最
小
公
倍
数
な
ど
、
数
の
世

界
を
学
ぶ
と
、
お
の
ず
と
数
学
勉
強
の
基
礎
が
身
に
つ
き
ま
す
。
練
習
問
題
、
答
、
Ｂ

Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
つ
い
て
い
ま
す
。

［
１
９
８
２
年
10
月
］
500054Ȃ8

31

佐
藤
文
隆

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
考
え
た
こ
と

９
０
２
円

光
の
速
さ
で
走
り
な
が
ら
、
光
を
見
た
ら
ど
う
見
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
少
年
の
こ
ろ
ア

イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
考
え
ま
し
た
。
相
対
論
に
よ
る
と
光
に
近
い
速
さ
で
は
、
時
間
が

の
び
た
り
、
長
さ
が
縮
ん
だ
り
し
ま
す
。
話
は
さ
ら
に
重
力
や
加
速
度
、
ブ
ラ
ッ
ク
ホ

ー
ル
や
宇
宙
の
は
じ
ま
り
に
ま
で
お
よ
び
ま
す
。
相
対
論
の
や
さ
し
い
解
説
と
ア
イ
ン

シ
ュ
タ
イ
ン
の
生
い
立
ち
、
思
想
を
語
り
ま
す
。

［
１
９
８
１
年
６
月
］
500031Ȃ9◆
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生
物
・
化
学
・
環
境

966

島
野
智
之
・
脇
司
編
著

新

種

発

見

物

語

ʕ
足
元
か
ら
深
海
ま
で
11
人
の
研
究
者
が
行
く
！
ʕ

１
２
３
２
円

発
見
の
裏
に
は
、
た
く
さ
ん
の
ド
ラ
マ
が
あ
る
！

子
ど
も
の
頃
か
ら
追
い
求
め
て
、

偶
然
見
か
け
て

ち
ょ
っ
と
し
た
疑
問
が
、
深
い
探
究
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。
舞

台
は
身
近
な
環
境
か
ら
遠
く
危
険
な
未
踏
の
地
ま
で
。
虫
、
魚
、
貝
、
鳥
、
植
物
、
菌

な
ど
未
知
の
生
物
と
の
出
会
い
に
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
、
研
究
者
た
ち
の
歩
み
を
追
体

験
。
分
類
学
の
基
礎
も
楽
し
く
身
に
つ
く
、
濃
厚
な
入
門
書
。

［
２
０
２
３
年
３
月
］
500966Ȃ4

954

森

さ
や
か

い
ま
、
こ
の
惑
星
で
起
き
て
い
る
こ
と
気
象
予
報
士
の

眼
に
映
る
世
界

９
０
２
円

世
界
各
地
で
観
測
さ
れ
て
い
る
異
常
気
象
は
、
自
然
界
に
多
大
な
影
響
・
変
化
を
及
ぼ

し
、
人
々
の
日
常
生
活
を
も
脅
か
し
て
い
る
。
数
々
の
事
例
を
気
象
予
報
士
の
立
場
で

わ
か
り
や
す
く
解
説
し
な
が
ら
、
私
た
ち
に
何
が
で
き
る
の
か
、
今
後
の
課
題
と
解
決

策
を
考
察
し
て
い
く
。
雑
誌
『
世
界
』
で
大
好
評
だ
っ
た
二
年
間
の
連
載
に
コ
ラ
ム
を

加
え
、
ま
と
め
た
一
冊
。

［
２
０
２
２
年
７
月
］
500954Ȃ1◆

953

高
橋
瑞
樹

大
絶
滅
は
、
ま
た
起
き
る
の
か
？

９
４
６
円

毎
日
、
最
大
一
五
〇
種
も
の
生
き
も
の
た
ち
が
、
地
球
上
か
ら
㗡
を
消
し
て
い
る

い
ま
「
六
度
目
の
大
絶
滅
が
進
行
中
」
だ
と
、
科
学
者
た
ち
が
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
ま

す
。
過
去
五
度
起
き
た
大
絶
滅
と
は
？

日
本
の
ト
キ
は
絶
滅
し
た
の
か
？

恐
竜
は

い
ま
も
生
き
て
い
る
？

生
き
も
の
の
絶
滅
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
な
ぜ
問
題
な
の

か
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
き
も
の
を
例
に
解
説
し
ま
す
。

［
２
０
２
２
年
６
月
］
500953Ȃ4◆
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田
村
宏
治

進
化
の
Ṗ
を
と
く
発
生
学

ʕ
恐
竜
も
鳥
エ
ン
ハ
ン
サ
ー
を
使
っ
て
い
た
か
ʕ９

０
２
円

進
化
し
て
い
る
の
は
形
で
は
な
く
形
作
り
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
い
っ
た
い
そ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。
進
化
発
生
学
を
も
と
に
、
動

物
が
ど
う
や
っ
て
進
化
を
続
け
て
き
た
の
か
を
分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。
は
た
し

て
鳥
は
恐
竜
か
ら
進
化
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、「
エ
ン
ハ
ン
サ
ー
」
で

す
。
Ṗ
を
解
明
す
る
旅
に
出
発
し
ま
し
ょ
う
。

［
２
０
２
２
年
３
月
］
500949Ȃ7◆

948

工
藤
尚
悟

私
た
ち
の
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

ʕ
ま
も
り
、
つ
く
り
、
㗨
世
代
に
つ
な
げ
る
ʕ８

８
０
円

企
業
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
や
国
連
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
注
目
を
あ
び
、社
会
に
浸
透
し
始
め
た「
サ

ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
」
と
い
う
概
念
。
気
鋭
の
研
究
者
で
あ
る
著
者
は
「
私
た
ち
が
将

来
に
わ
た
っ
て
持
続
し
て
い
き
た
い
こ
と
を
考
え
、
そ
れ
を
ま
も
り
、
つ
く
り
出
し
、

㗨
世
代
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
」と
定
義
す
る
。
具
体
的
な
取
り
組
み
も
紹
介
し
つ
つ
、

若
い
世
代
に
む
け
て
わ
か
り
や
す
く
解
説
す
る
一
冊
。

［
２
０
２
２
年
２
月
］
500948Ȃ0◆

936

盛

口

満

ゲ
ッ
チ
ョ
先
生
と
行
く
沖
縄
自
然
探
検

１
０
１
２
円

博
物
学
者
ゲ
ッ
チ
ョ
先
生
の
案
内
で
、
生
き
物
の
宝
庫
・
沖
縄
へ
出
か
け
よ
う
！

都

会
の
森
で
ホ
タ
ル
観
察
、
海
辺
で
拾
え
る
巨
大
な
豆
、
ふ
し
ぎ
な
ジ
ュ
ゴ
ン
伝
説
、
樹

上
で
子
育
て
す
る
カ
エ
ル
、イ
リ
オ
モ
テ
ヤ
マ
ネ
コ
が
生
き
残
っ
た
理
由

沖
縄
島
、

与
那
国
島
、
石
垣
島
、
西
表
島
、
宮
古
島
を
中
心
に
、
島
々
の
個
性
的
な
自
然
や
文
化

を
、
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
イ
ラ
ス
ト
と
共
に
紹
介
。

［
２
０
２
１
年
６
月
］
500936Ȃ7◆

916

金
子
修
治
・
鈴
木
紀
之
・
安
田
弘
法
編
著

博
士
の
愛
し
た
ジ
ミ
な
昆
虫

９
６
８
円

カ
ブ
ト
ム
シ
も
ク
ワ
ガ
タ
も
、
ア
ゲ
ハ
も
、
ト
ン
ボ
も
出
て
こ
な
い
。
ス
タ
ー
昆
虫
で

は
な
い
け
れ
ど
、
ジ
ミ
な
虫
た
ち
だ
っ
て
、
や
っ
て
る
こ
と
は
ス
ゴ
す
ぎ
る
…
…
！！

Ｓ
Ｆ
み
た
い
な
び
っ
く
り
生
態
、
植
物
や
ほ
か
の
虫
た
ち
と
の
複
雑
怪
奇
な
か
ら
み
合

い
。
そ
の
Ṗ
を
解
い
て
い
く
ワ
ク
ワ
ク
を
、
一
〇
人
の
昆
虫
博
士
た
ち
が
愛
し
た
、
と

び
っ
き
り
ジ
ミ
な
昆
虫
の
研
究
か
ら
熱
く
語
る
！

［
２
０
２
０
年
４
月
］
500916Ȃ9◆

899

鈴

木

忠

ク
マ
ム
シ
調
査
隊
、
南
極
を
行
く
！

ʪ
カ
ラ
ー
口
絵
８
頁
〉
１
０
５
６
円

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
『
ク
マ
ム
シ
？！

小
さ
な
怪
物
』
か
ら
一
三
年
。
沈
黙
を
破
る
著
者
二

作
目
の
舞
台
は
、
な
ん
と
南
極
！

白
夜
の
夏
、
キ
ャ
ン
プ
の
よ
う
な
野
外
調
査
。
食

生
活
は
意
外
と
グ
ル
メ
？

寄
せ
て
は
返
す
ペ
ン
ギ
ン
、
な
ぜ
か
土
下
座
を
す
る
隊
員

…
…
。
時
に
笑
い
、
時
に
ぶ
つ
か
り
、
苦
楽
を
と
も
に
す
る
仲
間
た
ち
。
生
物
学
者
が

見
た
極
地
の
自
然
と
は
？

［
２
０
１
９
年
６
月
］
500899Ȃ5◆
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盛

口

満

め
ん
そ
ー
れ
！
化
学

ʕ
お
ば
あ
と
学
ん
だ
理
科
授
業
ʕ

９
６
８
円

沖
縄
の
夜
間
中
学
で
化
学
を
教
え
る
こ
と
に
な
っ
た
著
者
。
生
徒
の
多
く
は
戦
争
で
学

校
へ
行
け
な
か
っ
た
、
お
ば
あ
た
ち
だ
っ
た
。
化
学
式
や
計
算
で
は
な
く
、
料
理
か
ら

化
学
変
化
と
は
何
か
を
学
び
、
石
け
ん
づ
く
り
か
ら
酸
と
ア
ル
カ
リ
の
性
質
を
知
る

お
ば
あ
た
ち
の
昔
話
も
飛
び
出
し
て
、化
学
の
世
界
が
実
体
験
と
重
な
っ
て
ゆ
く
。

楽
し
い
授
業
へ
、
め
ん
そ
ー
れ
（
い
ら
っ
し
ゃ
い
）
！

［
２
０
１
８
年
12
月
］
500889Ȃ6

882

伊
藤
明
夫

40
億
年
、
い
の
ち
の
旅

９
４
６
円

四
〇
億
年
に
及
ぶ
と
さ
れ
る
、
地
球
に
お
け
る
生
命
の
歴
史
。
共
通
の
祖
先
か
ら
進
化

し
た
生
き
も
の
た
ち
は
、
多
様
で
あ
り
な
が
ら
共
通
点
も
あ
わ
せ
持
っ
て
い
ま
す
。
い

の
ち
と
は
何
か
？

い
の
ち
は
ど
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
た
の
か
？

ど
の
よ
う
に
考

え
ら
れ
て
き
た
の
か
？

そ
の
歴
史
を
ひ
も
と
き
な
が
ら
、
私
た
ち
の
来
た
道
と
、
こ

れ
か
ら
行
く
道
を
、
探
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

［
２
０
１
８
年
８
月
］
500882Ȃ7◆

872

水
口
博
也

世
界
の
海
へ
、
シ
ャ
チ
を
追
え
！

ʪ
カ
ラ
ー
口
絵
16
頁
〉
１
０
３
４
円

海
の
王
者
・
シ
ャ
チ
。
深
い
家
族
愛
で
結
ば
れ
た
意
外
な
素
顔
や
、
親
か
ら
子
へ
と
受

け
継
が
れ
る
狩
り
、
そ
し
て
彼
ら
を
と
り
ま
く
雄
大
な
自
然
と
人
が
引
き
起
こ
す
環
境

問
題
…
…
。
知
床
、
カ
ナ
ダ
、
ア
ラ
ス
カ
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
な
ど
、
彼

ら
を
追
っ
て
世
界
を
旅
す
る
著
者
が
、
映
像
が
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
な
臨
場
感
あ
ふ
れ
る

文
章
で
つ
づ
り
ま
す
。

［
２
０
１
８
年
５
月
］
500872Ȃ8◆

869

杉
本
正
信

生
物
学
の
基
礎
は
こ
と
わ
ざ
に
あ
り

ʕ
カ
エ
ル
の
子
は
カ
エ
ル
？
ト
ン
ビ
が
タ
カ
を
生
む
？
ʕ

９
０
２
円

「
犬
も
歩
け
ば
棒
に
当
た
る
」
か
ら
イ
ヌ
の
五
感
を
解
説
し
、「
ニ
ワ
ト
リ
が
先
か
タ
マ

ゴ
が
先
か
」
か
ら
生
命
の
誕
生
と
進
化
を
ひ
も
と
き
、「
病
は
気
か
ら
」
は
本
当
か
を
考

え
る

。
よ
く
知
ら
れ
た
こ
と
わ
ざ
や
成
句
を
入
り
口
に
し
て
、
生
き
物
た
ち
の
生

態
、
人
の
健
康
や
体
の
し
く
み
、
遺
伝
と
進
化
、
そ
し
て
生
物
多
様
性
ま
で
、
生
物
学

の
基
礎
を
楽
し
く
学
び
ま
し
ょ
う
！

［
２
０
１
８
年
３
月
］
500869Ȃ8◆

861

生
源
寺
眞
一
・
太
田
寛
行
・
安
田
弘
法
編
著

農
学
が
世
界
を
救
う
！

ʕ
食
料
・
生
命
・
環
境
を
め
ぐ
る
科
学
の
挑
戦
ʕ９

０
２
円

研
究
対
象
は
、
地
球
全
体
か
ら
顕
微
鏡
で
見
る
世
界
ま
で
！

人
び
と
の
暮
ら
し
を
豊

か
に
し
、
自
然
環
境
を
保
全
し
、
生
物
た
ち
の
役
に
立
つ
。
そ
ん
な
可
能
性
を
秘
め
た

夢
の
あ
る
学
問

そ
れ
が
「
農
学
」
で
す
。
本
書
で
は
、
農
業
経
済
学
、
生
命
科
学
、

食
料
や
環
境
科
学
な
ど
、
農
学
に
含
ま
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
第
一
人
者
が
、
そ
の

研
究
成
果
や
未
来
を
語
り
ま
す
。

［
２
０
１
７
年
10
月
］
500861Ȃ2◆
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澤
井
悦
郎

マ
ン
ボ
ウ
の
ひ
み
つ

ʪ
カ
ラ
ー
頁
多
数
〉
１
２
１
０
円

夜
光
る
、
す
ぐ
死
ぬ
、
お
ぼ
れ
る
人
を
助
け
た
、
三
億
個
産
卵
し
て
生
き
残
る
の
は
二

匹
…
…
数
々
の
ᷚ
は
本
当
な
の
か
？

最
新
研
究
で
わ
か
っ
た
、
ま
さ
か
の
ペ
ン
ギ
ン

と
の
共
通
点
と
は
！？

こ
れ
を
読
ま
ず
し
て
、
マ
ン
ボ
ウ
を
語
る
こ
と
な
か
れ

。

マ
ン
ボ
ウ
に
人
生
を
か
け
た
若
き
研
究
者
に
よ
る
、
江
戸
時
代
以
来
初
の
マ
ン
ボ
ウ
・

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
！

［
２
０
１
７
年
８
月
］
500859Ȃ9◆

841

伊
藤
由
佳
理
編
著

研
究
す
る
っ
て
面
白
い
！

ʕ
科
学
者
に
な
っ
た
11
人
の
物
語
ʕ

９
０
２
円

数
学
、
医
学
、
化
学
、
薬
学
、
生
物
学
な
ど
理
系
の
専
門
分
野
で
活
躍
す
る
女
性
科
学

者
11
人
に
よ
る
研
究
案
内
。
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
内
容
や
そ
の
魅
力
を
余
す
と
こ
ろ
な
く

伝
え
る
と
と
も
に
、
ど
の
よ
う
に
し
て
進
路
を
決
め
、
今
が
あ
る
の
か
に
つ
い
て
も
語

り
ま
す
。
時
に
悩
み
、
回
り
道
を
し
な
が
ら
も
ま
い
進
し
て
い
く
㗡
に
、
元
気
や
生
き

る
ヒ
ン
ト
も
も
ら
え
ま
す
。

［
２
０
１
６
年
10
月
］
500841Ȃ4◆

839

小
山
慶
太

ノ
ー
ベ
ル
賞
で
つ
か
む
現
代
科
学

９
６
８
円

ノ
ー
ベ
ル
賞
一
一
五
年
の
歴
史
に
沿
い
、
素
粒
子
、
物
質
、
生
命
、
宇
宙
と
い
う
知
的

好
奇
心
を
刺
激
し
て
や
ま
な
い
四
つ
の
テ
ー
マ
に
お
い
て
、
現
代
科
学
が
ど
う
発
展
し

て
き
た
か
を
た
ど
る
。
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
の
質
量
、
ヒ
ッ
グ
ス
粒
子
の
創
成
、
高
温
超
伝

導
、
ク
ロ
ー
ン
技
術
、
ｉ
ｐ
ｓ
細
胞
、
宇
宙
の
加
速
な
ど
最
新
の
話
題
も
織
り
込
む
。

そ
の
展
開
は
、
賞
の
歩
み
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
。

［
２
０
１
６
年
９
月
］
500839Ȃ1

837

小
西
雅
子

地
球
温
暖
化
は
解
決
で
き
る
の
か

ʕ
パ
リ
協
定
か
ら
未
来
へ
！
ʕ

９
４
６
円

深
刻
化
す
る
温
暖
化
の
な
か
地
球
環
境
を
守
る
た
め
に
私
た
ち
は
何
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
国
際
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
温
暖
化
問
題
に

長
く
携
わ
っ
て
き
た
著
者
が
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
会
議
に
お
け
る
国
際
交
渉
の
過
程
や
パ
リ
協
定

の
意
義
、
そ
し
て
世
界
と
日
本
の
こ
れ
ま
で
の
温
暖
化
対
策
と
今
後
の
課
題
を
わ
か
り

や
す
く
解
説
し
ま
す
。

［
２
０
１
６
年
７
月
］
500837Ȃ7◆

833

沼
田
英
治

ク
マ
ゼ
ミ
か
ら
温
暖
化
を
考
え
る

９
０
２
円

大
阪
な
ど
西
日
本
の
都
市
で
は
ク
マ
ゼ
ミ
が
著
し
く
増
え
て
お
り
、
同
時
に
分
布
域
も

東
へ
北
へ
と
拡
大
し
て
い
る
。
ク
マ
ゼ
ミ
増
加
の
原
因
は
、
温
暖
化
に
と
も
な
い
冬
の

寒
さ
が
緩
和
さ
れ
た
せ
い
な
の
か
？

は
た
ま
た
乾
燥
が
進
ん
だ
こ
と
が
原
因
な
の

か
？

地
道
な
調
査
・
実
験
か
ら
温
暖
化
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
。
科
学
的
真
理

を
探
究
す
る
過
程
の
奥
深
さ
と
楽
し
さ
を
味
わ
え
る
一
冊
。

［
２
０
１
６
年
６
月
］
500833Ȃ9
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小
川
（
西
秋
）
葉
子
・
太
田
邦
史
編
著

生
命
デ
ザ
イ
ン
学
入
門

９
２
４
円

生
物
の
か
た
ち
を
生
み
出
す
エ
ピ
ゲ
ノ
ム
、
超
生
命
体
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
微
生
物
─
最

新
科
学
が
新
し
い
生
命
像
を
描
き
出
し
て
い
る
。
多
様
な
環
境
を
生
き
ぬ
く
力
を
も
つ

生
命
の
デ
ザ
イ
ン
を
社
会
に
適
用
す
る
新
し
い
学
問
が
、
生
命
デ
ザ
イ
ン
学
だ
。
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
空
間
、
空
気
と
雰
囲
気
、
予
測
手
法
な
ど
の
デ
ザ
イ
ン
分
野
で
の
展

開
が
い
ま
お
も
し
ろ
い
。

［
２
０
１
６
年
３
月
］
500826Ȃ1

824

小
林
武
彦

寿
命
は
な
ぜ
決
ま
っ
て
い
る
の
か

ʕ
長
生
き
遺
伝
子
の
ヒ
ミ
ツ
ʕ

９
２
４
円

い
つ
ま
で
も
若
く
健
康
で
！

ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
（
老
化
防
止
）
が
関
心
を
集

め
て
い
ま
す
が
、
人
は
み
な
、
い
つ
か
は
死
に
ま
す
。
で
は
、
人
は
な
ぜ
老
い
る
の
で

し
ょ
う
？

も
し
も
老
化
が
な
か
っ
た
ら
？

寿
命
を
延
ば
す
こ
と
は
で
き
る
の
か
？

「
長
生
き
遺
伝
子
」
と
は
？

老
化
と
ガ
ン
の
関
係
は
？

細
胞
老
化
を
第
一
線
で
研

究
す
る
著
者
が
、
科
学
的
な
観
点
か
ら
解
説
し
ま
す
。

［
２
０
１
６
年
２
月
］
500824Ȃ7◆

811

山
本

文
一
郎

Ａ
Ｂ
Ｏ
血
液
型
が
わ
か
る
科
学

９
２
４
円

血
液
型
と
性
格
っ
て
、
本
当
に
関
係
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
も
そ
も
、
血
液
型
の

違
い
は
、
ど
う
し
て
生
ま
れ
る
の
で
し
ょ
う
。
考
え
て
み
る
と
、
よ
く
話
題
に
す
る
わ

り
に
私
た
ち
は
血
液
型
の
し
く
み
を
よ
く
知
り
ま
せ
ん
。
遺
伝
の
し
か
た
、
分
子
の
構

造
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
違
い
、
め
ず
ら
し
い
血
液
型
、
病
気
と
の
関
係
…
…
。
い
ち
ど
し
っ
か

り
、
科
学
的
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

［
２
０
１
５
年
７
月
］
500811Ȃ7◆

780

㛞

太

一

理
系
ア
ナ
㛞
太
一
の
生
物
部
な
毎
日

９
４
６
円

筋
ト
レ
と
登
山
合
宿
が
必
須
の
「
体
育
会
系
」
生
物
部
の
過
酷
な
日
々
。
デ
ー
ト
と
ム

シ
取
り
の
究
極
の
選
択
。
ア
ナ
ゴ
採
集
で
船
酔
い
と
戦
い
、
ア
サ
リ
掘
り
で
砂
に
ま
み

れ
た
大
学
で
の
研
究
生
活
。
そ
し
て
、
未
知
の
テ
レ
ビ
業
界
へ

。
生
き
物
と
と
も

に
成
長
し
、
理
系
魂
で
困
難
に
立
ち
向
か
っ
て
き
た
日
々
を
語
る
、
人
気
No.
１
生
物
オ

タ
ク
ア
ナ
の
「
ム
シ
熱
い
」
青
春
記
。

［
２
０
１
４
年
７
月
］
500780Ȃ6◆

759

工
藤
律
子

生
物
と
コ
ラ
ボ
す
る

ʕ
バ
イ
オ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
未
来
ʕ

１
０
１
２
円

植
物
で
自
動
車
を
つ
く
る
、
ク
モ
の
糸
を
人
工
的
に
つ
く
る
、
ミ
ド
リ
ム
シ
か
ら
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
を
つ
く
る
。
そ
ん
な
夢
の
実
現
に
向
け
て
研
究
を
つ
づ
け
る
科
学
者
た
ち
。

大
学
や
企
業
な
ど
で
開
発
が
進
む
地
球
環
境
に
や
さ
し
い
技
術
は
、
け
っ
し
て
未
来
の

技
術
で
は
な
く
、
す
で
に
実
用
化
さ
れ
て
い
る
も
の
も
多
い
。
生
物
と
人
間
が
切
り
ひ

ら
く
新
し
い
材
料
の
、
現
在
と
未
来
を
紹
介
す
る
。

［
２
０
１
３
年
11
月
］
500759Ȃ2
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755

高
槻
成
紀

動
物
を
守
り
た
い
君
へ

９
６
８
円

動
物
が
好
き
、
動
物
の
た
め
に
な
る
こ
と
が
し
た
い
、
と
思
う
人
は
多
い
で
し
ょ
う
。

で
も
、「
動
物
の
た
め
」
と
思
っ
て
い
る
こ
と
は
、
本
当
に
正
し
い
の
で
し
ょ
う
か
。
ペ

ッ
ト
に
人
間
の
価
値
観
を
押
し
つ
け
て
い
ま
せ
ん
か
。
絶
滅
し
そ
う
な
野
生
動
物
を
救

う
に
は
、
た
だ
保
護
し
て
あ
げ
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
動
物
た
ち
と
と
も
に
生
き

る
た
め
の
、
大
き
な
視
野
を
与
え
て
く
れ
る
一
冊
で
す
。

［
２
０
１
３
年
10
月
］
500755Ȃ4◆

744

川
手
新
一
・
平
田
大
二

自
然
災
害
か
ら
い
の
ち
を
守
る
科
学

９
２
４
円

地
震
、
津
波
、
火
山
噴
火
、
集
中
豪
雨
、
豪
雪
、
台
風
、
竜
巻
、
雷
…
…
。
こ
れ
ら
自

然
現
象
が
ひ
と
の
い
の
ち
を
脅
か
す
。
日
本
に
は
、
な
ぜ
自
然
災
害
が
多
い
の
か
？

そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
知
り
、
自
分
た
ち
の
住
む
地
域
の
地
盤
や
地
形
を
調
べ
、
防
災
・

減
災
を
考
え
よ
う
。
中
学
・
高
校
の
副
読
本
や
課
題
図
書
に
最
適
。
自
分
の
判
断
で
、

自
分
や
家
族
の
い
の
ち
を
守
れ
る
よ
う
に
な
ろ
う
！

［
２
０
１
３
年
５
月
］
500744Ȃ8◆

735

小
谷
正
博
・
小
林
秀
明
・
山
岸
悦
子
・
渡
辺
範
夫

原
子
力
災
害
か
ら
い
の
ち
を
守
る
科
学

９
２
４
円

放
射
線
は
、
私
た
ち
の
か
ら
だ
に
ど
う
影
響
す
る
の
だ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
「
原
子
力
」

と
は
ど
う
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
。
放
射
性
物
質
の
性
質
、
半
減
期
や
除
染
の
本
当
の
意

味
な
ど
を
、
中
学
ま
で
の
理
科
の
知
識
を
も
と
に
、
原
子
の
構
造
や
周
期
表
、
Ｄ
Ｎ
Ａ

の
基
礎
か
ら
や
さ
し
く
解
説
。
中
学
・
高
校
の
副
読
本
や
課
題
図
書
に
最
適
。
こ
れ
か

ら
ど
う
す
る
か
、
未
来
を
考
え
よ
う
！

［
２
０
１
３
年
２
月
］
500735Ȃ6◆

728

明
和
政
子

ま
ね
が
育
む
ヒ
ト
の
心

品
切（
電
子
版
あ
り
）

心
は
い
つ
生
ま
れ
、
ど
の
よ
う
に
育
つ
の
で
し
ょ
う
か
。
サ
ル
や
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
と
ヒ

ト
の
赤
ち
ゃ
ん
の
発
達
を
く
ら
べ
る
と
、
ヒ
ト
ら
し
い
心
が
成
り
立
っ
て
き
た
道
す
じ

が
み
え
て
き
ま
す
。相
手
の
気
持
ち
を
く
み
と
っ
た
り
、「
お
せ
っ
か
い
」
に
関
わ
ろ
う

と
す
る
の
は
ヒ
ト
だ
け
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
が
み
せ
る
「
ま
ね
」
と
「
共
感
」
を
キ
ー
ワ

ー
ド
に
、
ヒ
ト
ら
し
い
心
の
誕
生
の
Ṗ
に
せ
ま
り
ま
す
。

［
２
０
１
２
年
11
月
］
500728Ȃ8◆

727

山
口
幸
夫

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
原
発
事
故
と
放
射
能

品
切（
電
子
版
あ
り
）

福
島
第
一
原
発
の
原
子
炉
は
「
格
納
容
器
の
小
さ
さ
が
重
大
な
欠
陥
に
な
る
」
と
技
術

者
が
警
告
し
て
い
た
マ
ー
ク
Ｉ
型
だ
っ
た
。
日
本
の
原
発
に
は
同
じ
タ
イ
プ
が
多
い
。

今
回
の
事
故
の
実
態
、
構
造
の
欠
陥
、
制
御
の
困
難
さ
を
述
べ
、
放
射
能
と
被
曝
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識
を
解
説
す
る
。
事
故
か
ら
こ
れ
だ
け
は
し
っ
か
り
と

学
ん
で
お
き
た
い
！

［
２
０
１
２
年
11
月
］
500727Ȃ1◆
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小
原
嘉
明

進
化
を
飛
躍
さ
せ
る
新
し
い
主
役

ʕ
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
の
世
界
か
ら
ʕ

ʪ
カ
ラ
ー
８
頁
〉
１
０
１
２
円

モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
の
雄
が
し
ば
し
ば
別
種
の
雌
に
交
尾
を
し
か
け
る

こ
の
現
実
を

ど
う
考
え
る
か
？

四
〇
年
以
上
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
の
配
偶
行
動
を
研
究
し
て
き
た
著

者
に
、
新
し
い
課
題
が
つ
き
つ
け
ら
れ
た
。
雄
は
雌
を
翅
の
紫
外
色
で
見
分
け
る
こ
と

を
つ
き
と
め
て
以
来
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と
課
題
を
ク
リ
ア
ー
し
て
き
た
。
そ
し
て
今
、
新
種

形
成
を
一
気
に
進
め
る
主
役
に
た
ど
り
つ
い
た
？

［
２
０
１
２
年
９
月
］
500724Ȃ0◆

720

佐
藤

洋
一
郎

知
ろ
う
食
べ
よ
う
世
界
の
米

９
０
２
円

お
こ
わ
に
チ
ャ
ー
ハ
ン
、
な
れ
ず
し
、
酒
や
ṷ
…
…
米
に
は
数
多
く
の
種
類
が
あ
り
、

世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
で
、
そ
の
土
地
や
気
候
に
あ
っ
た
調
理
法
や
食
文
化
を
発
展

さ
せ
て
き
ま
し
た
。
イ
ネ
の
研
究
者
で
あ
り
、
米
料
理
の
名
人
で
も
あ
る
著
者
が
、
世

界
の
い
ろ
い
ろ
な
米
や
、
米
料
理
を
紹
介
し
ま
す
。
米
は
日
本
的
な
モ
ノ
、
と
い
う
考

え
が
ガ
ラ
ッ
と
変
わ
る
、
お
い
し
い
話
。

［
２
０
１
２
年
７
月
］
500720Ȃ2◆

716

小
林
快
㗨

恐

竜

時

代

I

ʕ
起
源
か
ら
巨
大
化
へ
ʕ

ʪ
カ
ラ
ー
16
頁
〉
１
０
３
４
円

二
億
三
千
万
年
前
、
地
球
上
に
あ
ら
わ
れ
た
小
型
の
恐
竜
た
ち
は
大
型
の
爬
虫
類
ク
ル

ロ
タ
ル
シ
類
に
圧
倒
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
ク
ル
ロ
タ
ル
シ
類
が
大
量
絶
滅
し
た
の

を
き
っ
か
け
に
、
恐
竜
が
大
繁
栄
を
は
じ
め
る
。
そ
し
て
、
巨
大
恐
竜
の
出
現
、
始
祖

鳥
の
空
へ
の
進
出
と
、
多
様
化
が
進
む
。
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
南
極
、
中
国
な
ど
の
発
掘

経
験
も
ま
じ
え
、
恐
竜
時
代
前
半
を
え
が
く
。

［
２
０
１
２
年
６
月
］
500716Ȃ5◆

707

谷
本
雄
治

ご
近
所
の
ム
シ
が
お
も
し
ろ
い
！

ʪ
カ
ラ
ー
16
頁
〉
９
６
８
円

庭
や
田
畑
で
、
川
や
雑
木
林
で
、
身
近
に
す
む
ム
シ
た
ち
を
よ
～
く
見
て
み
よ
う
。
祈

る
虫
カ
マ
キ
リ
、
土
の
管
理
人
ミ
ミ
ズ
…
…
か
れ
ら
の
ユ
ニ
ー
ク
な
習
性
に
あ
っ
と
驚

き
、
生
態
系
で
の
役
割
を
知
れ
ば
感
心
し
て
し
ま
う
。
昆
虫
か
ら
「
虫
へ
ん
」
の
つ
く

小
動
物
ま
で
、
多
く
の
ム
シ
と
ご
近
所
づ
き
あ
い
を
楽
し
む
〈
プ
チ
生
物
研
究
家
〉
が
、

ゆ
か
い
な
ム
シ
の
世
界
に
ご
案
内
。

［
２
０
１
２
年
２
月
］
500707Ȃ3◆

705

藤

嶋

昭

光
触
媒
が
未
来
を
つ
く
る
〈
知
の
航
海
〉
シ
リ
ー
ズ

ʕ
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ク
リ
ー
ン
に
ʕ

９
０
２
円

毎
日
、
地
球
に
届
く
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
て
、
空
気
清
浄
に
は
じ
ま
り
、
防
汚
・

防
曇
、
水
の
浄
化
、
抗
菌
・
殺
菌
な
ど
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
活
躍

す
る
最
新
技
術
、
光
触
媒
。
そ
の
発
見
ま
で
の
歩
み
か
ら
、
し
く
み
、
応
用
技
術
を
第

一
人
者
で
あ
る
著
者
が
、
数
々
の
実
験
や
豊
富
な
デ
ー
タ
を
も
と
に
わ
か
り
や
す
く
解

説
す
る
。

［
２
０
１
２
年
１
月
］
500705Ȃ9
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篠
原
功
治

カ
ン
タ
ン
実
験
で
環
境
を
考
え
よ
う

ʪ
カ
ラ
ー
16
頁
〉
１
０
３
４
円

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
プ
ラ
カ
ッ
プ
を
使
っ
て
、簡
易
浄
水
器
や
エ
コ
充
電
器
を
つ
く
ろ
う
。

で
き
た
浄
水
器
に
牛
乳
、
コ
ー
ラ
、
水
道
水
を
通
し
て
み
た
ら
、
出
て
く
る
液
体
は
ど

う
な
る
だ
ろ
う
か
。
ち
り
め
ん
じ
ゃ
こ
に
入
っ
て
い
る
「
チ
リ
モ
ン
」
た
ち
を
探
し
て

み
よ
う
。
タ
コ
や
タ
ツ
ノ
オ
ト
シ
ゴ
が
入
っ
て
い
た
り
す
る
ぞ
。
楽
し
く
実
験
や
観
察

を
し
な
が
ら
、
環
境
へ
の
興
味
が
広
が
る
よ
。

［
２
０
１
１
年
７
月
］
500689Ȃ2◆

686

鷲
谷

い
づ
み

さ
と
や
ま
〈
知
の
航
海
〉
シ
リ
ー
ズ

ʕ
生
物
多
様
性
と
生
態
系
模
様
ʕ

ʪ
カ
ラ
ー
口
絵
８
頁
〉
９
２
４
円

か
つ
て
身
近
だ
っ
た
草
花
や
昆
虫
が
、
い
ま
絶
滅
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
さ
と
や
ま

は
、
ヒ
ト
が
節
度
あ
る
自
然
の
利
用
や
管
理
に
よ
っ
て
つ
く
り
出
し
た
半
自
然
。
水
田

や
た
め
池
、
茅
場
や
雑
木
林
な
ど
が
描
く
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
模
様
が
、
生
き
も
の
た
ち
に

多
様
な
す
み
か
を
与
え
て
き
ま
し
た
。
衰
退
の
危
機
に
あ
る
さ
と
や
ま
の
歴
史
や
価
値

を
再
考
し
、
再
生
の
道
を
考
え
ま
す
。

［
２
０
１
１
年
６
月
］
500686Ȃ1◆

682

香

坂

玲

生
物
多
様
性
と
私
た
ち

ʕ
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
か
ら
未
来
へ
ʕ

品
切（
電
子
版
あ
り
）

二
〇
一
〇
年
一
〇
月
、
名
古
屋
で
開
か
れ
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
で
議
題
と
な
っ
た
生
物
多
様
性

を
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
通
し
て
考
え
て
み
よ
う
。
す
る
と
、
危
機
に
あ
る
生
物
と
暮

ら
し
と
の
関
連
、
多
様
性
が
な
ぜ
大
切
な
の
か
が
、
は
っ
き
り
わ
か
っ
て
く
る
よ
。
同

時
に
お
こ
な
わ
れ
た
子
ど
も
会
議
や
ユ
ー
ス
会
議
で
議
論
さ
れ
た
こ
と
、
十
年
後
に
向

け
て
若
者
た
ち
が
は
じ
め
た
活
動
も
興
味
深
い
も
の
だ
。

［
２
０
１
１
年
５
月
］
500682Ȃ3◆

680

理
化
学
研
究
所
脳
科
学
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
編

脳
科
学
の
教
科
書
神
経
編

１
０
７
８
円

脳
で
人
間
の
す
べ
て
が
わ
か
る
!?

テ
レ
ビ
を
観
て
い
る
と
そ
ん
な
気
が
し
て
き
ま
す

が
、
本
当
の
と
こ
ろ
、
ど
こ
ま
で
が
解
明
さ
れ
、
な
に
が
Ṗ
の
ま
ま
な
の
で
し
ょ
う
か
。

た
し
か
な
入
門
書
を
読
ん
で
、
正
し
い
知
識
を
得
、
自
分
で
考
え
る
力
を
身
に
つ
け
ま

せ
ん
か
。
ち
ま
た
の
情
報
の
ウ
ソ
・
ホ
ン
ト
や
、
最
近
の
研
究
成
果
を
解
説
す
る
コ
ラ

ム
も
つ
い
て
、
読
み
応
え
満
点
で
す
。

［
２
０
１
１
年
４
月
］
500680Ȃ9

677

石
井
誠
治

樹
木
ハ
カ
セ
に
な
ろ
う

ʪ
カ
ラ
ー
16
頁
〉
１
０
３
４
円

サ
ル
ス
ベ
リ
の
幹
が
冷
や
っ
と
す
る
の
は
？

落
葉
す
る
ハ
ン
ノ
キ
が
紅
葉
し
な
い
の

は
？

銀
座
に
ヤ
ナ
ギ
な
の
は
？

葉
や
枝
、
幹
や
根
の
構
造
や
は
た
ら
き
な
ど
の
基

本
を
学
び
、
い
ろ
い
ろ
な
木
を
見
、
触
れ
な
が
ら
、
種
類
に
よ
る
個
性
に
注
目
す
る
と
、

動
か
な
い
木
た
ち
が
い
き
い
き
と
見
え
て
き
ま
す
。
Ｑ
＆
Ａ
を
楽
し
み
、
木
の
見
方
と

う
ん
ち
く
を
学
べ
る
本
。

［
２
０
１
１
年
３
月
］
500677Ȃ9◆
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662

宇

根

豊

農
は
過
去
と
未
来
を
つ
な
ぐ

ʕ
田
ん
ぼ
か
ら
考
え
た
こ
と
ʕ

９
２
４
円

イ
ネ
を
植
え
る
の
に
、
な
ぜ
田
植
え
っ
て
言
う
ん
だ
ろ
う
？

田
ん
ぼ
の
生
き
も
の
を

数
え
て
み
た
ら
、
五
七
〇
〇
種
も
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
田
ん
ぼ
は
イ
ネ
を
育
て
る

だ
け
で
な
く
、
多
く
の
生
き
も
の
を
育
て
て
い
る
の
だ
。
環
境
稲
作
を
提
唱
し
て
き
た

著
者
が
、
生
産
者
減
少
や
食
料
自
給
な
ど
の
問
題
を
考
え
な
が
ら
、「
農
」
が
本
来
も
っ

て
い
る
価
値
を
一
つ
一
つ
拾
い
あ
げ
て
い
く
。

［
２
０
１
０
年
８
月
］
500662Ȃ5◆

654

根
本
正
之

日
本
ら
し
い
自
然
と
多
様
性

ʕ
身
近
な
環
境
か
ら
考
え
る
ʕ

８
５
８
円

山
や
川
の
土
手
に
は
多
く
の
草
花
が
生
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
は
日
本
に
古
く
か
ら
あ

る
植
物
、
そ
れ
と
も
近
年
外
国
か
ら
入
っ
て
き
た
も
の
？

人
の
手
が
加
わ
る
と
在
来

植
物
に
、
ほ
っ
た
ら
か
し
に
す
る
と
外
来
植
物
に
な
り
、
多
様
性
が
失
わ
れ
て
い
き
ま

す
。
そ
れ
は
な
ぜ
？

多
様
性
を
保
つ
に
は
何
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。
各
地
の
実

践
例
も
紹
介
し
な
が
ら
考
え
ま
す
。

［
２
０
１
０
年
５
月
］
500654Ȃ0

634

川
田

伸
一
郎

モ
グ
ラ
博
士
の
モ
グ
ラ
の
話

９
４
６
円

そ
う
い
え
ば
あ
ま
り
見
た
こ
と
が
な
い
生
き
物
、
モ
グ
ラ
。
彼
ら
は
ど
ん
な
生
活
を
い

と
な
ん
で
い
る
の
か
。
世
界
に
は
ど
ん
な
モ
グ
ラ
が
生
息
し
て
い
る
の
か
。
身
近
な
の

に
Ṗ
だ
ら
け
の
地
中
生
物
に
魅
せ
ら
れ
た
若
き
モ
グ
ラ
博
士
が
、
形
態
分
析
か
ら
進
化

ま
で
、
モ
グ
ラ
と
生
物
研
究
の
世
界
へ
と
誘
い
ま
す
。
モ
グ
ラ
だ
け
で
な
く
、
生
物
学

者
の
実
態
に
関
心
が
あ
る
中
高
生
に
も
オ
ス
ス
メ
で
す
。

［
２
０
０
９
年
８
月
］
500634Ȃ2◆

594

嘉
田
由
紀
子
語
り

古
谷
桂
信
構
成

生
活
環
境
主
義
で
い
こ
う
！

ʕ
琵
琶
湖
に
恋
し
た
知
事
ʕ

９
４
６
円

滋
賀
県
知
事
と
し
て
活
躍
す
る
嘉
田
氏
が
、
長
く
環
境
社
会
学
者
と
し
て
た
ず
さ
わ
っ

て
き
た
琵
琶
湖
の
研
究
を
も
と
に
語
る
環
境
社
会
論
。
近
代
技
術
主
義
に
と
ら
わ
れ

ず
、
昔
な
が
ら
の
水
利
用
の
知
恵
に
学
ぶ
自
然
と
の
関
わ
り
方
と
は
？

人
々
の
暮
ら

し
の
視
点
に
立
ち
自
然
環
境
と
社
会
生
活
と
の
共
存
を
目
指
す
新
た
な
地
域
づ
く
り
の

あ
り
方
を
提
案
す
る
。

［
２
０
０
８
年
５
月
］
500594Ȃ9◆

589

齋
藤
勝
裕

分
子
の
は
た
ら
き
が
わ
か
る
10
話

８
５
８
円

本
も
鉛
筆
も
ケ
ー
タ
イ
も
テ
レ
ビ
も
、
私
た
ち
の
体
も
す
べ
て
分
子
で
で
き
て
い
る
。

色
が
つ
い
た
り
、
光
っ
た
り
、
動
い
た
り
す
る
の
も
、
す
べ
て
分
子
の
は
た
ら
き
だ
。

で
は
、
バ
ラ
の
花
と
ネ
オ
ン
サ
イ
ン
の
赤
は
同
じ
な
の
だ
ろ
う
か
？

デ
ィ
ス
プ
レ
イ

の
液
晶
と
有
機
Ｅ
Ｌ
と
は
ど
う
違
う
の
か
？

身
の
ま
わ
り
の
物
と
そ
の
変
化
が
、
分

子
の
眼
を
通
す
と
よ
く
わ
か
っ
て
く
る
よ
。

［
２
０
０
８
年
３
月
］
500589Ȃ5
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585

浜
口
哲
一

生
き
も
の
地
図
を
つ
く
ろ
う

８
１
４
円

地
球
環
境
問
題
に
関
心
が
あ
っ
て
自
分
で
も
何
か
し
て
み
た
い
。
そ
ん
な
人
に
ぴ
っ
た

り
な
の
が
生
き
も
の
地
図
作
り
で
す
。
誰
で
も
気
軽
に
取
り
組
め
て
、春
は
タ
ン
ポ
ポ
、

梅
雨
時
は
カ
エ
ル
、
夏
は
セ
ミ
、
秋
は
虫
、
冬
は
野
鳥
と
、
一
年
中
で
き
る
の
も
魅
力
。

何
よ
り
自
分
の
街
の
自
然
に
親
し
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
身
近
な
生
き
も
の
の
様
子

か
ら
、
環
境
の
変
化
を
読
み
取
る
方
法
を
身
に
つ
け
よ
う
。

［
２
０
０
８
年
１
月
］
500585Ȃ7◆

536

高
槻
成
紀

野
生
動
物
と
共
存
で
き
る
か

ʕ
保
全
生
態
学
入
門
ʕ

９
０
２
円

ラ
ッ
コ
が
駆
除
さ
れ
た
。
漁
業
に
被
害
を
与
え
る
と
い
う
理
由
だ
っ
た
が
、
そ
れ
で
増

え
る
と
思
っ
た
漁
獲
量
が
減
っ
た
。
な
ぜ
だ
ろ
う
？

怖
い
ク
マ
や
爆
発
的
に
増
え
る

シ
カ
と
、
ほ
ん
と
う
に
共
存
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
い
ま
、
新
し
い
学
問
・
保
全
生
態

学
が
さ
ま
ざ
ま
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
試
み
て
い
る
。
私
た
ち
が
野
生
動
物
と
ど
う
関
わ
れ

ば
い
い
か
を
考
え
る
手
引
き
と
な
る
一
冊
。

［
２
０
０
６
年
６
月
］
500536Ȃ9◆

521

川
原
一
之

ア
ジ
ア
に
共
に
歩
む
人
が
い
る

ʕ
ヒ
素
汚
染
に
い
ど
む
ʕ

品
切（
電
子
版
あ
り
）

一
九
七
〇
年
代
は
じ
め
、
宮
崎
県
土
呂
久
の
慢
性
ヒ
素
中
毒
症
の
責
任
追
及
と
患
者
救

済
運
動
の
た
め
に
新
聞
記
者
を
や
め
た
著
者
は
、
ヒ
素
汚
染
に
苦
し
む
ア
ジ
ア
各
地
か

ら
の
要
請
に
応
え
て
海
を
渡
る
。
そ
し
て
、
タ
イ
、
イ
ン
ド
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
等
で

の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
は
、
研
究
者
、
技
術
者
を
ま
き
こ
み
、
現
地
の
人
び
と
と
手
を
携
え
て
、

貧
困
と
環
境
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

［
２
０
０
５
年
11
月
］
500521Ȃ5◆

491

岡
田
晴
恵

人

類

VS.

感

染

症
９
０
２
円

紀
元
前
か
ら
わ
た
し
た
ち
の
生
命
を
脅
か
し
て
き
た
天
然
痘
、
ペ
ス
ト
、
ハ
ン
セ
ン
病

…
…
。
こ
れ
ら
の
感
染
症
に
、
人
類
は
翻
弄
さ
れ
た
だ
け
で
は
な
い
。
病
原
体
を
つ
き

と
め
、
治
療
法
や
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
に
奔
走
し
た
人
び
と
が
い
た
。
今
度
は
、
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
エ
イ
ズ
な
ど
の
新
た
な
脅
威
に
、
免
疫
や
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
知

識
を
身
に
つ
け
立
ち
向
か
お
う
。

［
２
０
０
４
年
12
月
］
500491Ȃ1◆

485

真
鍋
真
・
小
林
快
㗨
編
著

日
本
恐
竜
探
検
隊

９
０
２
円

こ
こ
数
年
で
日
本
の
恐
竜
研
究
は
め
ざ
ま
し
く
進
ん
だ
。
発
掘
さ
れ
る
化
石
も
従
来
の

歯
一
本
・
骨
一
個
か
ら
、
頭
骨
や
体
全
体
が
見
え
て
く
る
ほ
ど
急
増
。
ア
ジ
ア
で
独
自

の
進
化
を
と
げ
た
フ
ク
イ
サ
ウ
ル
ス
、
日
本
唯
一
の
鎧
竜
ノ
ド
サ
ウ
ル
ス
科
な
ど
、
最

新
の
発
見
・
研
究
を
各
現
場
か
ら
報
告
す
る
。
進
化
の
定
説
を
く
つ
が
え
す
勢
い
の
日

本
の
恐
竜
は
要
チ
ェ
ッ
ク
だ
！

［
２
０
０
４
年
11
月
］
500485Ȃ0
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442

盛

口

襄

実
験
大
好
き
！

化
学
は
お
も
し
ろ
い

品
切（
電
子
版
あ
り
）

原
子
・
分
子
が
苦
手
な
人
い
ら
っ
し
ゃ
い
！

わ
か
ら
な
い
ま
ま
で
も
い
い
じ
ゃ
な
い
、

思
い
っ
き
り
化
学
を
楽
し
ん
じ
ゃ
い
ま
し
ょ
う
。
七
〇
歳
を
過
ぎ
て
も
お
も
し
ろ
実
験

を
考
え
て
る
、
元
高
校
化
学
教
師
の
お
じ
さ
ん
に
、
高
校
一
年
生
の
あ
か
り
さ
ん
と
昭

平
君
の
コ
ン
ビ
が
質
問
攻
め
、
鋭
く
突
っ
込
み
ま
す
。
嫌
わ
れ
も
の
の
モ
ル
だ
っ
て
、

ら
く
ら
く
克
服
で
き
ま
す
よ
。

［
２
０
０
３
年
７
月
］
500442Ȃ3◆

424

千
石
正
一

カ
ラ
ー
版

千
石
先
生
の
動
物
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

ʕ
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
と
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
ʕ品

切（
電
子
版
あ
り
）

ぼ
く
の
専
門
は
爬
虫
両
生
類
な
の
だ
が
、
哺
乳
類
の
す
べ
て
の
「
目
」
の
写
真
を
撮
っ

た
し
、
他
の
動
物
た
ち
の
写
真
も
い
っ
ぱ
い
。
そ
の
一
部
を
み
な
さ
ん
に
お
目
に
か
け

よ
う
。
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
の
愛
す
べ
き
ゾ
ウ
ガ
メ
や
イ
グ
ア
ナ
た
ち
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
の
か

わ
い
い
カ
メ
レ
オ
ン
、
ア
イ
ア
イ
、
…
…
。
動
物
嫌
い
の
人
も
、
動
物
た
ち
へ
の
愛
着

が
わ
く
は
ず
だ
。
進
化
や
適
応
の
り
く
つ
も
よ
く
わ
か
る
よ
。

［
２
０
０
３
年
２
月
］
500424Ȃ9◆

323

長
谷
川
眞
理
子

進
化
と
は
な
ん
だ
ろ
う
か

９
９
０
円

私
た
ち
の
住
む
地
球
に
は
、
な
ぜ
こ
ん
な
に
も
多
種
多
様
な
生
き
物
が
い
る
の
か
？

そ
れ
ら
は
ど
う
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
今
日
の
よ
う
な
形
に
な
っ
た
の
か
？

適
応
、

変
異
、
遺
伝
子
組
み
換
え
、
淘
汰
の
し
く
み
や
、
オ
ス
・
メ
ス
の
性
差
の
意
味
、
配
偶

を
め
ぐ
る
競
争
な
ど
に
つ
い
て
、
豊
富
な
具
体
例
と
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
つ
つ
、「
進

化
」
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
Ṗ
に
せ
ま
る
。

［
１
９
９
９
年
６
月
］
500323Ȃ5◆

179

Ṁ
田
劭
編
著

地
球
を
こ
わ
さ
な
い
生
き
方
の
本

９
０
２
円

地
球
が
危
い
。
私
た
ち
の
毎
日
の
暮
ら
し
方
を
変
え
な
い
か
ぎ
り
。
誰
も
が
そ
れ
を
知

っ
て
い
て
、
ど
う
し
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い
。
今
は
そ
う
い
う
時
代
で
す
。
地
球
を
こ

わ
す
浪
費
的
な
暮
ら
し
に
別
れ
を
告
げ
、
循
環
的
で
、
や
さ
し
い
生
き
方
を
見
つ
け
る

こ
と
は
で
き
る
の
か
。
肩
ひ
じ
張
ら
ず
、
で
き
れ
ば
楽
し
く
、「
共
生
へ
の
道
」
を
探
り

ま
す
。

［
１
９
９
０
年
８
月
］
500179Ȃ8
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歴

史

956

西
田
友
広

16
テ
ー
マ
で
知
る
鎌
倉
武
士
の
生
活

９
６
８
円

「
鎌
倉
殿
」
の
御
家
人
は
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
人
々
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

ど

の
よ
う
な
生
活
を
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
烏
帽
子
を
か
ぶ
る
の
が
礼
儀
だ
っ
た
こ
と

や
山
盛
り
の
ご
飯
を
食
べ
て
い
た
こ
と
、
恩
賞
を
求
め
て
鎌
倉
に
直
訴
し
た
武
士
が
い

た
こ
と
な
ど
、
食
生
活
や
服
装
、
住
居
、
社
会
的
役
割
、
武
芸
、
恋
愛
事
情
…
…
、
様
々

な
視
点
か
ら
鎌
倉
武
士
の
㗡
を
生
き
生
き
と
描
き
ま
す
。

［
２
０
２
２
年
８
月
］
500956Ȃ5◆

946

池
上
俊
一

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
入
門
市
民
革
命
か
ら
現
代
へ

９
９
０
円

一
八
世
紀
に
な
る
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
ま
と
め
て
き
た
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
力
が
弱
ま

り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
形
成
す
る
国
々
は
さ
ら
な
る
合
体
や
分
裂
を
く
り
返
す
こ
と
に
な

っ
た
。
近
代
国
家
成
立
を
決
定
づ
け
た
革
命
や
新
し
い
思
想
の
誕
生
、
二
度
に
わ
た
る

大
戦
、
ア
メ
リ
カ
や
中
国
の
台
頭
を
経
て
、「
古
い
大
陸
」
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
ど
こ
へ
向
か

う
の
か
?
近
代
か
ら
現
代
ま
で
の
歴
史
を
俯
瞰
す
る
。

［
２
０
２
２
年
１
月
］
500946Ȃ6◆

945

池
上
俊
一

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
入
門
原
形
か
ら
近
代
へ
の
胎
動

９
６
８
円

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
誕
生
以
前
の
古
代
ギ
リ
シ
ャ
・
古
代
ロ
ー
マ
か
ら
、
文
化
的
統
合
体
と

し
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
成
立
し
た
中
世
半
ば
、
そ
し
て
大
航
海
時
代
、
ル
ネ
サ
ン
ス
や

宗
教
改
革
を
経
て
、
絶
対
王
政
の
全
盛
期
で
あ
る
一
七
世
紀
末
ま
で
を
俯
瞰
。
ま
と
ま

り
で
あ
り
な
が
ら
常
に
多
様
性
を
内
包
し
、
個
性
的
な
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
ぶ
つ
か
り
合
い

な
が
ら
推
進
さ
れ
て
き
た
、
そ
の
歴
史
と
は
？

［
２
０
２
１
年
12
月
］
500945Ȃ9◆

39― 歴史
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平

賀

緑

食
べ
も
の
か
ら
学
ぶ
世
界
史

ʕ
人
も
自
然
も
壊
さ
な
い
経
済
と
は
？
ʕ

９
０
２
円

小
麦
粉
、
砂
糖
、
油
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
豚
肉
…
…
身
近
な
食
べ
も
の
か
ら
「
㗦
本
主

義
」
を
解
き
明
か
す
！

産
業
革
命
、
世
界
恐
慌
、
戦
争
、
そ
し
て
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
と
「
金
融
化
」
ま
で
、
食
べ
も
の
を
「
商
品
」
に
変
え
た
経
済
の
歴
史
を
紹
介

し
ま
す
。
気
候
危
機
と
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
生
き
延
び
る
「
経
世
済
民
」
を
考
え
直
す
た

め
に
。

［
２
０
２
１
年
７
月
］
500937Ȃ4◆

909

徳
丸
吉
彦

も
の
が
た
り
日
本
音
楽
史

１
０
３
４
円

は
る
か
縄
文
の
昔
か
ら
、
日
本
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
音
楽
が
培
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
素
朴

な
鈴
や
石
の
笛
に
始
ま
り
、
仏
教
音
楽
の
伝
来
、
雅
楽
・
能
楽
・
歌
舞
伎
・
文
楽
の
誕

生
と
変
化
、
文
明
開
化
に
よ
る
西
洋
音
楽
の
導
入
、
そ
し
て
現
代
邦
楽

。
政
治
や

宗
教
と
も
深
く
結
び
つ
い
た
音
楽
の
歴
史
を
た
ど
れ
ば
、
日
本
の
歴
史
の
流
れ
も
見
え

て
き
ま
す
。
コ
ン
パ
ク
ト
で
濃
厚
な
決
定
版
！

［
２
０
１
９
年
12
月
］
500909Ȃ1◆

892

近

藤

譲

も
の
が
た
り
西
洋
音
楽
史

１
１
０
０
円

神
へ
の
祈
り
の
言
葉
か
ら
始
ま
っ
た
、
中
世
の
教
会
音
楽
。
多
声
音
楽
が
花
開
い
た
、

ル
ネ
サ
ン
ス
期
。
オ
ペ
ラ
が
誕
生
し
、
器
楽
が
興
隆
し
た
、
バ
ロ
ッ
ク
時
代
。
そ
し
て

「
芸
術
と
し
て
の
音
楽
」
が
追
究
さ
れ
た
、
古
典
派
、
ロ
マ
ン
派
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
。
時
代

を
代
表
す
る
作
曲
家
と
作
品
、
演
奏
法
や
作
曲
法
、
音
楽
に
つ
い
て
の
考
え
方
の
変
遷

を
た
ど
り
、
西
洋
音
楽
史
を
俯
瞰
し
ま
す
。

［
２
０
１
９
年
３
月
］
500892Ȃ6◆

890

池
上
俊
一

情
熱
で
た
ど
る
ス
ペ
イ
ン
史

ʪ
カ
ラ
ー
口
絵
８
頁
〉
１
０
５
６
円

フ
ラ
メ
ン
コ
や
闘
牛
に
表
出
す
る
情
熱
的
な
国
民
性
、
異
文
化
が
融
合
す
る
㑹
出
し
た

建
築
、
パ
プ
リ
カ
や
ト
マ
ト
で
彩
ら
れ
た
真
っ
赤
な
食
べ
物

。
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

諸
国
と
は
ピ
レ
ネ
ー
山
脈
に
さ
え
ぎ
ら
れ
、
長
い
年
月
を
イ
ス
ラ
ー
ム
と
キ
リ
ス
ト
教

が
影
響
し
あ
い
、
特
異
な
文
化
が
育
ま
れ
た
ス
ペ
イ
ン
。
衝
突
と
融
和
の
歴
史
を
、
情

熱
的
な
国
民
性
か
ら
ひ
も
と
き
ま
す
。

［
２
０
１
９
年
１
月
］
500890Ȃ2◆

885

渡
辺
昌
宏

香
り
と
歴
史

７
つ
の
物
語

９
４
６
円

い
つ
の
時
代
も
「
香
り
」
は
多
く
の
人
々
を
魅
了
し
て
き
ま
し
た
。
本
書
で
は
、
ア
レ

ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
を
虜
に
し
た
乳
香
や
、
玄
宗
皇
帝
と
楊
貴
妃
の
間
に
秘
め
ら
れ
た

香
り
の
秘
話
、
織
田
信
長
が
切
望
し
た
蘭
奢
待
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
皇
妃
が
愛
し
た
バ
ラ
な

ど
香
り
に
ま
つ
わ
る
物
語
を
紹
介
し
ま
す
。
歴
史
の
裏
に
香
り
あ
り
…
…
、
香
り
で
た

ど
る
魅
惑
の
歴
史
物
語
で
す
。

［
２
０
１
８
年
10
月
］
500885Ȃ8

歴史 ―40
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松
沢
裕
作

生
き
づ
ら
い
明
治
社
会

ʕ
不
安
と
競
争
の
時
代
ʕ

８
８
０
円

日
本
が
近
代
化
に
向
け
て
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
明
治
時
代
は
、
実
は
と
て
も
厳

し
い
社
会
で
し
た
。
社
会
が
大
き
く
変
化
す
る
中
、
人
々
は
必
死
に
働
き
、
㑴
張
り
ま

し
た
。
厳
し
い
競
争
の
な
か
で
結
果
を
出
せ
ず
敗
れ
た
人
々
…
、
そ
ん
な
人
々
に
と
っ

て
明
治
と
は
ど
ん
な
社
会
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

不
安
と
競
争
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

明
治
社
会
を
読
み
解
き
ま
す
。

［
２
０
１
８
年
９
月
］
500883Ȃ4◆

878

後
藤
謙
㗨

10
代
に
語
る
平
成
史

９
９
０
円

消
費
税
の
導
入
、
冷
戦
構
造
の
崩
壊
、
バ
ブ
ル
経
済
の
終
焉
、
テ
ロ
と
の
戦
い
、
自
然

災
害
…
…
、
政
治
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
歴
史
的
な
場
面
を
数
多
く
取
材
し
て
き
た

著
者
が
、
波
乱
に
満
ち
た
平
成
の
歴
史
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。
果
た
し
て
、

平
成
の
三
〇
年
は
ど
の
よ
う
な
時
代
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

新
し
時
代
を
生
き
る

た
め
に
必
読
の
現
代
史
入
門
で
す
。

［
２
０
１
８
年
７
月
］
500878Ȃ0

850

東
野
治
之

聖

徳

太

子

ʕ
ほ
ん
と
う
の
㗡
を
求
め
て
ʕ

９
６
８
円

誰
も
が
知
っ
て
い
る
の
に
、
Ṗ
だ
ら
け
の
存
在
、
聖
徳
太
子
。
偉
人
か
、
た
だ
の
皇
子

か
、「
聖
徳
太
子
」
か
「
㑤
戸
王
」
か
…
…
、
彼
を
め
ぐ
る
議
論
は
絶
え
ま
せ
ん
。
い
っ

た
い
な
ぜ
そ
ん
な
議
論
に
な
る
の
で
し
ょ
う
。
問
題
の
根
っ
こ
を
知
る
に
は
、
歴
史
㗦

料
に
触
れ
て
み
る
の
が
一
番
。
仏
像
、
繡
帳
、
お
経
、
遺
跡
な
ど
を
め
ぐ
り
、
ほ
ん
と

う
の
太
子
を
探
す
旅
に
出
か
け
ま
し
ょ
う
。

［
２
０
１
７
年
４
月
］
500850Ȃ6

847

池
上
俊
一

王
様
で
た
ど
る
イ
ギ
リ
ス
史

９
９
０
円

征
服
王
ウ
ィ
リ
ア
ム
１
世
、
海
賊
エ
リ
ザ
ベ
ス
１
世
、
悪
魔
学
者
ジ
ェ
ー
ム
ズ
１
世
、

お
百
姓
王
ジ
ョ
ー
ジ
３
世
…
…
。
個
性
的
な
王
様
た
ち
の
も
と
で
醸
成
さ
れ
た
文
化
と

気
質
を
深
～
く
掘
り
下
げ
、
現
代
に
つ
な
が
る
イ
ギ
リ
ス
の
素
顔
に
迫
り
ま
す
。「
紅

茶
を
飲
む
英
国
紳
士
」
は
な
ぜ
生
ま
れ
た
の
か
？
「
料
理
が
マ
ズ
イ
」
は
戦
略
だ
っ

た
!?

イ
ギ
リ
ス
の
「
な
ぜ
」
が
わ
か
る
本
！

［
２
０
１
７
年
２
月
］
500847Ȃ6◆

832

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
10
min.
ボ
ッ
ク
ス
」
制
作
班
編

10
分
で
読
む

日
本
の
歴
史

９
４
６
円

日
本
の
歴
史
を
各
回
10
分
で
わ
か
り
や
す
く
紹
介
す
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
中
学
・
高
校
生
向
け

番
組
「
10
min.
ボ
ッ
ク
ス
日
本
史
」
全
20
回
分
を
一
冊
に
ま
と
め
ま
し
た
。
縄
文
時
代
か

ら
現
代
ま
で
、
日
本
史
を
学
ぶ
上
で
欠
か
す
こ
と
の
出
来
な
い
主
な
出
来
事
や
主
要
人

物
、
文
化
や
社
会
背
景
な
ど
、
各
時
代
の
重
要
ポ
イ
ン
ト
を
理
解
す
る
の
に
役
立
ち
ま

す
。

［
２
０
１
６
年
７
月
］
500832Ȃ2

41― 歴史
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木
村
秀
雄
・
高
野
潤

イ
ン
カ
の
世
界
を
知
る

１
０
５
６
円

天
空
の
聖
殿
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
や
太
陽
神
殿
、
深
い
森
の
中
に
眠
る
遺
跡
群
、
張
り
巡
ら

さ
れ
た
イ
ン
カ
道
…
…
。
南
米
ア
ン
デ
ス
地
方
を
中
心
に
栄
え
た
イ
ン
カ
と
は
ど
の
よ

う
な
文
明
を
も
ち
、
ど
の
よ
う
な
人
々
が
暮
ら
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
神
秘
と
Ṗ

に
包
ま
れ
た
イ
ン
カ
の
魅
力
を
多
数
の
写
真
と
と
も
に
紹
介
し
ま
す
。（
カ
ラ
ー
16
ペ

ー
ジ
）

［
２
０
１
５
年
11
月
］
500819Ȃ3

817

池
上
俊
一

森
と
山
と
川
で
た
ど
る
ド
イ
ツ
史

１
０
１
２
円

豊
か
な
森
、
そ
び
え
立
つ
ア
ル
プ
ス
、
縦
横
に
流
れ
る
川
─
─
そ
の
自
然
を
抜
き
に
ド

イ
ツ
と
い
う
国
は
語
れ
ま
せ
ん
。
な
ぜ
魔
女
狩
り
や
ユ
ダ
ヤ
人
迫
害
が
起
き
た
の
か
？

工
業
で
栄
え
た
理
由
や
音
楽
が
盛
ん
な
背
景
は
？

ど
う
し
て
名
物
が
ビ
ー
ル
・
ジ
ャ

ガ
イ
モ
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
？

自
然
を
切
り
口
に
歴
史
を
た
ど
れ
ば
、
こ
う
し
た
Ṗ
が
解

け
て
き
ま
す
。
歴
史
や
国
民
性
の
概
観
に
最
適
！

［
２
０
１
５
年
11
月
］
500817Ȃ9◆

790

平
田
昌
弘

人
と
ミ
ル
ク
の
１
万
年

９
９
０
円

氷
河
期
が
終
わ
り
、
約
１
万
年
前
、
家
畜
の
飼
育
が
始
ま
っ
た
。
や
が
て
〈
搾
乳
〉
が

発
明
さ
れ
、
牧
畜
と
い
う
生
活
様
式
が
西
ア
ジ
ア
で
始
ま
っ
た
。
ミ
ル
ク
を
保
存
食
に

す
る
た
め
に
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
や
チ
ー
ズ
、
バ
タ
ー
な
ど
乳
製
品
も
生
ま
れ
た
。
ユ
ー
ラ

シ
ア
大
陸
の
各
地
に
牧
畜
民
を
た
ず
ね
歩
い
た
人
類
学
者
が
、
牧
畜
と
乳
文
化
の
雄
大

な
歴
史
へ
と
案
内
す
る
。

［
２
０
１
４
年
11
月
］
500790Ȃ5◆

761

明
石
和
康

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
わ
か
る

ʕ
起
源
か
ら
統
合
へ
の
道
の
り
ʕ

８
８
０
円

古
代
ギ
リ
シ
ャ
か
ら
ロ
ー
マ
帝
国
、
十
字
軍
、
大
航
海
時
代
、
ル
ネ
サ
ン
ス
、
フ
ラ
ン

ス
革
命
、
二
つ
の
世
界
大
戦
、
東
欧
民
主
化
…
…
、
そ
し
て
現
在
の
Ｅ
Ｕ
へ
と
至
る
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
形
成
の
過
程
を
た
ど
り
ま
す
。
ユ
ー
ロ
危
機
を
は
じ
め
、
文
化
の
違
い
や
経

済
格
差
な
ど
様
々
な
困
難
を
克
服
し
な
が
ら
統
合
へ
の
努
力
を
続
け
る
欧
州
の
歴
史
と

今
を
描
き
ま
す
。

［
２
０
１
３
年
12
月
］
500761Ȃ5◆

757

池
上
俊
一

お
菓
子
で
た
ど
る
フ
ラ
ン
ス
史

１
０
１
２
円

文
化
立
国
フ
ラ
ン
ス
を
彩
る
数
々
の
宝
刀
の
中
で
も
、
ひ
と
き
わ
輝
き
を
放
ち
、
世
界

の
人
々
を
甘
く
魅
了
し
て
き
た
「
お
菓
子
」。
そ
れ
は
教
会
や
修
道
院
で
生
ま
れ
、
や
が

て
王
や
貴
婦
人
た
ち
、
そ
し
て
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
や
文
豪
、
パ
テ
ィ
シ
エ
た
ち
に
よ
っ
て
、

戦
略
的
に
磨
か
れ
て
き
ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
を
そ
の
結
晶
で
あ
る
お
菓
子
に
よ

っ
て
た
ど
り
、
フ
ラ
ン
ス
の
「
精
髄
」
に
迫
り
ま
す
。

［
２
０
１
３
年
11
月
］
500757Ȃ8◆

歴史 ―42
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明
石
和
康

大
統
領
で
た
ど
る
ア
メ
リ
カ
の
歴
史

９
９
０
円

大
国
ア
メ
リ
カ
を
率
い
、
世
界
に
強
い
影
響
力
を
及
ぼ
す
ア
メ
リ
カ
大
統
領
は
ど
の
よ

う
に
指
導
力
を
発
揮
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。「
建
国
の
父
」
と
呼
ば
れ
る
初
代
ワ
シ

ン
ト
ン
か
ら
、
リ
ン
カ
ー
ン
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
、
レ
ー
ガ
ン
、
ブ
ッ
シ
ュ
、
そ
し
て
初

の
黒
人
大
統
領
オ
バ
マ
ま
で
、
歴
代
大
統
領
の
足
跡
を
た
ど
り
な
が
ら
ア
メ
リ
カ
の
歴

史
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

［
２
０
１
２
年
９
月
］
500723Ȃ3◆

717

田
中
優
子

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
中
の
江
戸
〈
知
の
航
海
〉
シ
リ
ー
ズ

９
０
２
円

「
江
戸
時
代
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
？

ち
ょ
ん
ま
げ
？

寺
子
屋
？

鎖
国
？

実
は
、
海

外
の
も
の
を
巧
み
に
取
り
入
れ
な
が
ら
、
世
界
の
波
に
流
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
独
自

の
発
展
を
と
げ
た
時
代
で
し
た
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
絵
画
、
本
な
ど
か
ら
見
え
る
海
外

と
の
関
わ
り
や
、
中
国
、
朝
鮮
、
琉
球
と
の
関
係
を
た
ど
り
、「
本
当
に
グ
ロ
ー
バ
ル
で

あ
る
こ
と
と
は
」
を
考
え
ま
す
。

［
２
０
１
２
年
６
月
］
500717Ȃ2

699

池
上
俊
一

パ
ス
タ
で
た
ど
る
イ
タ
リ
ア
史

ʪ
カ
ラ
ー
16
頁
ʫ
１
１
０
０
円

「
パ
ス
タ
を
食
べ
る
こ
と
で
イ
タ
リ
ア
人
は
イ
タ
リ
ア
人
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
す
る
」

。
地
域
色
の
強
い
イ
タ
リ
ア
で
、
人
々
の
心
を
結
び
つ
け
る
こ
の
国
民
食
は
、
い

つ
、
ど
の
よ
う
に
成
立
し
た
の
か
。
古
代
ロ
ー
マ
の
パ
ス
タ
の
原
型
か
ら
、
大
航
海
時

代
の
舶
来
種
ト
マ
ト
、国
家
統
一
に
一
役
買
っ
た
料
理
書
ま
で
。
パ
ス
タ
を
た
ど
る
と
、

イ
タ
リ
ア
の
歴
史
が
見
え
て
く
る
。

［
２
０
１
１
年
11
月
］
500699Ȃ1◆

665

崔

善

愛

シ

ョ

パ

ン

ʕ
花
束
の
中
に
隠
さ
れ
た
大
砲
ʕ

９
０
２
円

「
僕
は
死
ぬ
た
め
に
こ
の
国
を
離
れ
る
よ
う
な
気
が
す
る
」

。
外
国
へ
旅
立
と
う

と
す
る
シ
ョ
パ
ン
の
不
安
は
、
侵
略
を
受
け
つ
づ
け
る
祖
国
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
苦
悩
と
と

も
に
あ
り
ま
し
た
。
花
束
の
よ
う
な
華
麗
な
音
楽
の
か
げ
に
、
祖
国
独
立
へ
の
情
熱
と

亡
命
者
の
悲
し
み
を
忍
ば
せ
た
シ
ョ
パ
ン
。
か
つ
て
帰
国
の
権
利
を
奪
わ
れ
た
在
日
の

ピ
ア
ニ
ス
ト
が
、
共
感
を
こ
め
て
描
き
ま
す
。

［
２
０
１
０
年
９
月
］
500665Ȃ6

655

津
野
田

興
一

世
界
史
読
書
案
内

９
０
２
円

時
間
と
空
間
を
、
読
書
で
自
由
に
か
け
め
ぐ
っ
て
み
よ
う
！

さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
の

本
か
ら
迫
れ
ば
、
丸
暗
記
す
る
だ
け
の
教
科
で
は
な
く
、
自
分
と
今
を
つ
か
む
た
め
の

本
当
の
〈
世
界
史
〉
が
見
え
て
き
ま
す
。
古
代
か
ら
現
代
ま
で
、
背
伸
び
し
て
読
む
専

門
書
か
ら
マ
ン
ガ
ま
で
、
わ
く
わ
く
す
る
書
目
が
並
ぶ
ブ
ッ
ク
ガ
イ
ド
。
歴
史
が
も
っ

と
楽
し
く
な
り
ま
す
。

［
２
０
１
０
年
５
月
］
500655Ȃ7◆

43― 歴史
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高
橋
幸
春

日
系
人
の
歴
史
を
知
ろ
う

７
８
０
円

い
ま
日
本
で
暮
ら
す
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
数
は
三
一
万
人
を
超
え
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
は
彼
ら
と
ど
の
よ
う
な
社
会
を
つ
く
っ
て
い
け
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

本
書
で
は
、
か
つ
て
日
本
か
ら
南
米
大
陸
に
渡
っ
た
移
民
た
ち
の
足
跡
を
た
ど
り
、
そ

の
歴
史
を
学
ぶ
と
同
時
に
、
異
な
る
文
化
を
も
つ
人
々
と
今
後
、
共
に
生
き
て
い
く
た

め
の
道
を
探
り
ま
す
。

［
２
０
０
８
年
９
月
］
500605Ȃ2◆

558

中
田
一
郎

メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
文
明
入
門

品
切（
電
子
版
あ
り
）

テ
ィ
グ
リ
ス
川
・
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
川
流
域
の
豊
か
な
地
に
生
ま
れ
た
古
代
文
明
の
人
々

の
生
活
と
は
、
ど
ん
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
楔
形
文
字
と
世
界
最
初
の
国
際
共

通
語
シ
ュ
メ
ー
ル
語
、
都
市
と
農
業
と
牧
畜
、
書
記
学
校
の
生
徒
た
ち
、
王
国
で
の
帝

王
学
、
ハ
ン
ム
ラ
ビ
法
典
、
そ
し
て
豊
か
な
神
話
と
文
学
の
世
界
な
ど
、
テ
ー
マ
に
沿

っ
て
四
大
文
明
の
一
つ
を
解
説
。

［
２
０
０
７
年
３
月
］
500558Ȃ1◆

488

青
柳
正
規

ロ

ー

マ

帝

国
８
５
８
円

「
ロ
ー
マ
は
一
日
に
し
て
成
ら
ず
」

史
上
も
っ
と
も
繁
栄
し
た
大
国
・
古
代
ロ
ー
マ

帝
国
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
で
き
、
滅
ん
だ
の
か
。
そ
の
広
大
な
領
域
支
配
を
可
能
に

し
た
シ
ス
テ
ム
と
は
？

ト
ロ
イ
ア
戦
争
に
始
ま
る
建
国
神
話
、
勇
将
ハ
ン
ニ
バ
ル
と

の
戦
い
、
カ
エ
サ
ル
の
ル
ビ
コ
ン
渡
河
、
暴
君
ネ
ロ
の
常
軌
を
逸
し
た
振
舞
い
な
ど
、

エ
ピ
ソ
ー
ド
豊
富
に
そ
の
栄
光
の
歴
史
を
描
き
ま
す
。

［
２
０
０
４
年
11
月
］
500488Ȃ1

478

井
波
律
子

故
事
成
句
で
た
ど
る
楽
し
い
中
国
史

９
２
４
円

中
国
四
千
年
の
歴
史
の
中
に
生
起
す
る
数
々
の
名
場
面
。
そ
こ
に
は
名
君
、
暴
君
、
英

雄
、
詩
人
、
は
た
ま
た
美
女
た
ち
が
入
り
乱
れ
、
多
く
の
含
蓄
あ
る
言
葉
が
生
ま
れ
ま

し
た
。
覆
水
盆
に
返
ら
ず
、
背
水
の
陣
、
井
の
な
か
の
蛙
、
登
㜇
門
…
…
。
そ
れ
ら
珠

玉
の
言
葉
は
古
び
る
こ
と
な
く
今
も
わ
た
し
た
ち
の
生
活
の
中
に
息
づ
い
て
い
ま
す
。

故
事
成
句
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
た
ど
る
、
も
の
が
た
り
中
国
史
。

［
２
０
０
４
年
７
月
］
500478Ȃ2◆

339

鹿
野
政
直

日

本

の

現

代

ʕ
日
本
の
歴
史
9
ʕ

９
４
６
円

太
平
洋
戦
争
で
の
敗
戦
以
来
五
十
有
余
年
、
私
た
ち
日
本
人
は
ア
ジ
ア
の
中
で
、
ま
た

世
界
の
中
で
一
体
ど
の
よ
う
な
道
を
歩
ん
で
き
た
の
か
？

高
度
経
済
成
長
、
安
保
闘

争
、
沖
縄
、「
豊
か
さ
」、
管
理
社
会
、
受
験
競
争
、
女
性
、
人
権
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
側

面
か
ら
こ
の
時
代
の
特
徴
を
え
ぐ
り
出
し
、「
戦
後
」、
ひ
い
て
は
日
本
の
「
近
・
現
代
」

そ
の
も
の
の
意
味
を
根
底
か
ら
問
い
直
す
。

［
２
０
０
０
年
６
月
］
500339Ȃ6
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田

中

彰

明

治

維

新

ʕ
日
本
の
歴
史
7
ʕ

９
６
８
円

ペ
リ
ー
の
浦
賀
来
航
、
開
国
、
倒
幕
、
西
南
戦
争
、
自
由
民
権
を
経
て
、
近
代
的
立
憲

国
家
の
樹
立
へ
と
な
だ
れ
を
打
っ
て
動
い
た
激
動
の
幕
末
・
維
新

こ
の
風
雲
急
を

告
げ
る
時
代
の
立
役
者
と
な
っ
た
Ḉ
長
は
じ
め
幕
末
の
志
士
た
ち
の
胸
の
内
に
は
、
い

っ
た
い
い
か
な
る
「
新
し
い
日
本
国
」
の
青
写
真
が
あ
っ
た
の
か
？

そ
の
Ṗ
に
迫
り

つ
つ
、
こ
の
大
変
革
の
歴
史
的
意
味
を
考
え
る
。

［
２
０
０
０
年
４
月
］
500337Ȃ2

295

遅
塚
忠
躬

フ

ラ

ン

ス

革

命

ʕ
歴
史
に
お
け
る
劇
薬
ʕ

１
０
３
４
円

「
自
由
・
平
等
・
友
愛
」
を
合
言
葉
に
、
近
代
の
世
界
史
上
に
最
大
の
劇
的
転
換
を
も
た

ら
し
た
フ
ラ
ン
ス
革
命

。
こ
の
事
件
は
、
人
間
精
神
の
偉
大
な
達
成
で
あ
る
一
方

で
、
数
知
れ
ぬ
尊
い
命
を
断
頭
台
へ
と
葬
っ
た
暗
い
影
を
も
つ
。
な
ぜ
革
命
は
か
く
も

多
大
な
犠
牲
を
必
要
と
し
た
の
か
。
時
代
を
生
き
た
人
び
と
の
苦
悩
と
悲
惨
の
歩
み
を

た
ど
り
つ
つ
、
そ
の
歴
史
的
な
意
味
を
考
え
る
。

［
１
９
９
７
年
12
月
］
500295Ȃ5

276

川

北

稔

砂

糖

の

世

界

史
９
２
４
円

茶
や
綿
織
物
と
な
ら
ぶ
「
世
界
商
品
」
砂
糖
。
こ
の
、
甘
く
て
白
く
て
誰
も
が
好
む
ひ

と
つ
の
モ
ノ
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、
近
代
以
降
の
世
界
史
の
流
れ
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に

描
く
。
大
航
海
時
代
、
植
民
地
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
奴
隷
制
度
、
三
角
貿
易
、
産

業
革
命

教
科
書
に
出
て
く
る
用
語
が
相
互
に
つ
な
が
っ
て
、
い
き
い
き
と
動
き
出

す
か
の
よ
う
。
世
界
史
Ａ
を
学
ぶ
人
は
必
読
！

［
１
９
９
６
年
７
月
］
500276Ȃ4◆

91

樺
山
紘
一

ロ
ー
マ
は
一
日
に
し
て
な
ら
ず

ʕ
世
界
史
の
こ
と
ば
ʕ

９
２
４
円

「
ブ
ル
ー
タ
ス
よ
、
お
ま
え
も
か
」「
左
手
に
コ
ー
ラ
ン
、
右
手
に
剣
」「
水
に
落
ち
た
犬

は
打
て
」
な
ど
、
世
界
史
の
局
面
で
英
雄
・
哲
人
た
ち
が
吐
い
た
言
葉
に
は
、
い
ま
も

心
を
ゆ
さ
ぶ
る
も
の
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
本
は
、
古
今
東
西
の
名
言
の
数
か

ず
を
と
り
あ
げ
、
時
代
背
景
、
人
物
を
描
き
つ
つ
言
葉
の
意
味
を
浮
き
彫
り
に
し
て
、

歴
史
を
学
ぶ
面
白
さ
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

［
１
９
８
５
年
４
月
］
500091Ȃ3

89

水
野

敬
三
郎

奈
良
・
京
都
の
古
寺
め
ぐ
り

ʕ
仏
像
の
見
か
た
ʕ

９
４
６
円

奈
良
・
京
都
の
古
寺
は
仏
像
の
宝
庫
で
す
。
法
隆
寺
、
薬
師
寺
、
興
福
寺
、
東
大
寺
、

東
寺
、
平
等
院
な
ど
十
数
の
名
刹
を
訪
れ
、
飛
鳥
か
ら
鎌
倉
時
代
に
お
よ
ぶ
代
表
的
な

仏
像
の
前
に
立
っ
て
、
独
自
な
表
情
、
身
ぶ
り
、
意
匠
、
技
法
な
ど
を
豊
富
な
写
真
で

説
明
し
な
が
ら
、
そ
の
魅
力
を
語
り
、
仏
像
の
見
か
た
を
手
ほ
ど
き
し
ま
す
。
古
都
の

旅
に
必
携
の
や
さ
し
い
仏
像
入
門
。

［
１
９
８
５
年
２
月
］
500089Ȃ0
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中
村
善
也
・
中
務
哲
郎

ギ

リ

シ

ア

神

話
１
０
５
６
円

古
代
ギ
リ
シ
ア
人
の
間
に
生
き
て
お
り
、
今
日
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
語
ら
れ
て
き
た

た
く
さ
ん
の
物
語

そ
れ
が
ギ
リ
シ
ア
神
話
で
す
。
そ
の
中
の
代
表
的
な
物
語
を
、

世
界
の
創
造
、
神
々
、
英
雄
、
人
間
の
運
命
と
い
っ
た
順
序
で
、
系
統
立
て
て
わ
か
り

や
す
く
紹
介
し
、
神
話
が
も
っ
て
い
る
話
題
の
豊
か
さ
面
白
さ
を
伝
え
ま
す
。
文
学
・

芸
術
理
解
の
基
礎
教
養
と
し
て
ど
う
ぞ
。

［
１
９
８
１
年
12
月
］
500040Ȃ1

歴史 ―46
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社
会
・
倫
理

964

梅
澤
貴
典

ネ
ッ
ト
情
報
に
お
ぼ
れ
な
い
学
び
方

９
９
０
円

ネ
ッ
ト
で
の
学
び
が
広
が
り
、
膨
大
な
情
報
を
い
か
に
使
い
こ
な
す
か
が
、
今
後
の
カ

ギ
に
な
っ
て
く
る
。「
確
か
な
情
報
っ
て
何
？
」「
図
書
館
の
使
い
方
は
？
」「
情
報
リ
テ

ラ
シ
ー
を
身
に
付
け
る
に
は
？
」
等
の
問
い
や
具
体
例
に
沿
っ
て
新
し
い
時
代
の
学
び

に
即
し
た
情
報
の
探
し
方
や
使
い
方
、
更
に
は
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
仕
方
を
図
書
館
司
書

の
立
場
か
ら
や
さ
し
く
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。

［
２
０
２
３
年
２
月
］
500964Ȃ0

957

真

山

仁

〝
正
し
い
〟
を
疑
え
！

９
４
６
円

「
自
分
の
考
え
が
絶
対
に
正
し
い
！
」
と
他
人
に
意
見
を
押
し
つ
け
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
炎
上
さ

せ
る
人
。
そ
の
一
方
で
、
た
や
す
く
人
の
意
見
に
流
さ
れ
て
し
ま
う
人
々
も
…
。
不
安

と
不
信
が
蔓
延
す
る
社
会
に
お
い
て
、
私
達
は
何
を
拠
り
所
に
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ

う
か
。
自
分
を
信
じ
て
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
人
気
作
家
・
真
山
仁
さ

ん
が
語
り
ま
す
。
特
別
書
下
ろ
し
。

［
２
０
２
２
年
９
月
］
500957Ȃ2◆

942

コ
イ
ケ
ジ
ュ
ン
コ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ブ
リ
ッ
ジ
フ
ォ
ー
ス
マ
イ
ル
協
力

親
を
頼
ら
な
い
で
生
き
る
ヒ
ン
ト

ʕ
家
族
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
る
あ
な
た
へ
ʕ

９
０
２
円

あ
な
た
は
今
、
家
族
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

増
え
続
け
る
虐
待
、
家
事
に

忙
殺
さ
れ
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
…
…
、
外
か
ら
は
見
え
に
く
い
困
難
を
抱
え
た
家
族
の

中
で
子
ど
も
は
ど
の
よ
う
に
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
せ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
本
書
で
は
親
か

ら
離
れ
て
社
会
的
養
護
の
も
と
で
育
っ
た
若
者
た
ち
の
体
験
を
紹
介
し
、
子
ど
も
が
子

ど
も
ら
し
く
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
道
を
考
え
ま
す
。

［
２
０
２
１
年
11
月
］
500942Ȃ8◆
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美
馬

の
ゆ
り

Ａ
Ｉ
の
時
代
を
生
き
る

ʕ
未
来
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
創
造
力
と
共
感
力
ʕ９

４
６
円

Ａ
Ｉ
の
存
在
感
が
増
し
、
便
利
な
暮
ら
し
へ
の
期
待
や
憧
れ
が
高
ま
る
一
方
で
、
仕
事

を
奪
わ
れ
る
不
安
に
揺
れ
る
現
代
人
。
人
と
Ａ
Ｉ
の
未
来
は
ど
う
あ
る
べ
き
な
の
か
。

多
様
な
学
術
的
背
景
を
も
つ
著
者
が
、
Ａ
Ｉ
の
歴
史
、
そ
の
仕
組
み
を
解
説
し
つ
つ
、

両
者
に
と
っ
て
よ
り
よ
い
社
会
の
つ
く
り
方
、さ
ら
に
は
一
人
一
人
が
で
き
る
こ
と
を
、

「
創
造
力
と
共
感
力
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
語
り
ま
す
。

［
２
０
２
１
年
10
月
］
500941Ȃ1◆

935

藤
田
正
勝

は
じ
め
て
の
哲
学

９
０
２
円

な
ん
の
た
め
に
生
き
る
の
か
？

と
考
え
る
自
分
と
は
な
ん
だ
ろ
う
？

哲
学
の
問
い

は
、
い
つ
も
私
た
ち
の
日
常
の
中
か
ら
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。「
自
己
」「
生
と
死
」「
真

理
」「
実
在
」「
言
葉
」
…
…
古
代
か
ら
現
代
ま
で
、
人
間
が
考
え
挑
み
続
け
て
き
た
根

源
的
な
問
い
の
数
々
を
、
や
さ
し
い
言
葉
で
一
か
ら
解
き
ほ
ぐ
し
ま
す
。
予
備
知
識
は

不
要
で
す
。
よ
う
こ
そ
、
哲
学
へ
。

［
２
０
２
１
年
６
月
］
500935Ȃ0◆

932

上
坂
博
亨
・
大
谷
孝
行
・
里
見
安
那

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
高
め
る
プ
レ
ゼ
ン
・
発
表
術

９
６
８
円

こ
れ
か
ら
の
社
会
で
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
」。
そ
し
て

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
グ
ル
ー
プ
学
習
や
チ
ー
ム
作
業
を
行
う
う
え
で
必
要
不
可
欠

な
「
自
己
表
現
」
の
手
段
で
す
。
本
書
で
は
パ
ワ
ポ
ス
ラ
イ
ド
の
効
果
的
な
作
り
方
や

ス
ピ
ー
チ
の
基
本
技
術
、
相
手
を
動
か
す
プ
レ
ゼ
ン
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
解
説
し

ま
す
。

［
２
０
２
１
年
３
月
］
500932Ȃ9◆

927

山
下
祐
介

地
域
学
を
は
じ
め
よ
う

９
９
０
円

「
自
分
の
育
っ
た
地
域
な
ん
て
た
い
し
た
こ
と
な
い
で
す
よ
」
と
言
い
捨
て
て
し
ま
う

若
者
は
多
い
。
本
当
に
そ
う
な
の
だ
ろ
う
か
？

ど
の
地
域
に
も
固
有
の
歴
史
や
文
化

が
あ
り
、
人
々
の
営
み
が
あ
る
。
そ
れ
ら
を
知
っ
て
い
く
こ
と
で
、
自
分
や
社
会
、
そ

し
て
未
来
が
見
え
て
く
る
と
著
者
は
説
く
。
調
査
実
習
の
手
法
や
体
験
を
ふ
ま
え
、
時

間
と
空
間
を
往
来
し
な
が
ら
、
地
域
学
の
魅
力
を
伝
え
る
。

［
２
０
２
０
年
12
月
］
500927Ȃ5◆

926

外
川
浩
子

人
は
見
た
目
！
と
言
う
け
れ
ど

ʕ
私
の
顔
で
、
自
分
ら
し
く
ʕ

９
４
６
円

も
し
自
分
の
顔
に
、
目
立
つ
あ
ざ
や
傷
あ
と
が
あ
っ
た
ら
…
…
？

そ
う
し
た
症
状
を

も
つ
人
た
ち
が
直
面
す
る
、
い
じ
め
や
差
別
な
ど
の
困
難

見
た
目
問
題
。
当
事
者

と
共
に
悩
み
、
失
敗
を
く
り
返
し
な
が
ら
解
決
に
取
り
組
ん
で
き
た
著
者
が
、
脱
毛
症
、

口
唇
口
蓋
裂
、
ア
ル
ビ
ノ
な
ど
様
々
な
症
状
の
人
た
ち
の
体
験
を
伝
え
、
家
族
や
先
生

な
ど
周
り
の
人
は
ど
う
関
係
を
築
け
ば
よ
い
の
か
を
考
え
る
。

［
２
０
２
０
年
11
月
］
500926Ȃ8◆
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藤
井
克
徳
・
星
川
安
之

障
害
者
と
と
も
に
働
く

９
０
２
円

「
働
く
」
っ
て
何
だ
ろ
う
？

「
仕
事
」
を
す
る
の
は
何
の
た
め
？

「
障
害
の
あ
る
人

の
労
働
」
を
テ
ー
マ
に
、
障
害
者
が
働
く
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
や
事
業
所
の
事
例
を
紹
介

し
ま
す
。
テ
レ
ワ
ー
ク
の
広
が
り
や
Ａ
Ｉ
の
導
入
な
ど
人
々
の
働
き
方
が
大
き
く
転
換

す
る
な
か
で
、
誰
も
が
笑
顔
で
働
け
る
社
会
の
あ
り
方
を
考
え
ま
す
。［２

０
２
０
年
10
月
］
500925Ȃ1◆

923

山
口
真
美

こ
こ
ろ
と
身
体
の
心
理
学

９
６
８
円

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
が
普
及
し
、身
体
の
捉
え
方
は
多
用
化
し
て
い
る
。

一
方
で
リ
ア
ル
な
痛
み
は
自
分
の
存
在
を
実
感
さ
せ
、
他
者
の
痛
み
に
も
気
づ
か
せ
て

く
れ
る
。
金
縛
り
、
絶
対
音
感
、
文
字
に
色
や
形
に
味
を
感
じ
る
共
感
覚
、
全
盲
者
が

つ
く
り
あ
げ
る
空
間
世
界

様
々
な
事
例
を
も
と
に
第
一
線
の
科
学
者
が
自
身
の
病

と
も
向
き
合
っ
て
解
説
し
た
、
今
を
生
き
る
た
め
の
身
体
論
。

［
２
０
２
０
年
９
月
］
500923Ȃ7◆

921

追
手
門
学
院
大
学
成
熟
社
会
研
究
所
編

一
人
で
思
う
、
二
人
で
語
る
、
み
ん
な
で
考
え
る

ʕ
実
践
！
ロ
ジ
コ
ミ
・
メ
ソ
ッ
ド
ʕ

９
９
０
円

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
直
面
し
た
時
、
み
ん
な
で
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
い
解
決
策
を
探

っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
自
分
の
思
い
を
き
ち
ん
と
伝
え
、
多
様
な
意
見
の

な
か
か
ら
よ
り
よ
い
結
論
を
導
き
出
す
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
。
情
報
整

理
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
プ
レ
ゼ
ン
の
方
法
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
。
今
す
ぐ
に
役
立

つ
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
教
科
書
で
す
。

［
２
０
２
０
年
７
月
］
500921Ȃ3◆

918

糠
塚
康
江

議
会
制
民
主
主
義
の
活
か
し
方

ʕ
未
来
を
選
ぶ
た
め
に
ʕ

９
６
８
円

議
会
制
民
主
主
義
と
は
、
選
挙
で
有
権
者
が
代
表
者
を
選
び
、
選
ば
れ
た
者
た
ち
が
審

議
・
決
定
し
た
こ
と
を
政
府
が
実
行
す
る
シ
ス
テ
ム
、
つ
ま
り
「
み
ん
な
で
決
め
る
政

治
」
の
こ
と
。
有
効
に
機
能
さ
せ
る
に
は
、
投
票
へ
の
参
加
が
重
要
に
な
る
。
有
権
者

と
し
て
今
、
未
来
を
よ
り
良
い
も
の
に
す
る
に
は
、
ど
の
よ
う
に
使
い
こ
な
せ
ば
い
い

の
か
。
そ
の
成
立
過
程
か
ら
見
直
し
、
提
言
す
る
。

［
２
０
２
０
年
５
月
］
500918Ȃ3

917

藪
野
祐
三

有

権

者

っ

て

誰
？

８
８
０
円

選
挙
権
年
齢
が
一
八
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
中
高
生
に
向
け
た
主
権
者
教
育
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
本
書
は
、
若
い
世
代
が
自
ら
を
選
挙
の
当
事
者
と
し
て
考
え
る
き
っ
か

け
と
な
る
よ
う
に
「
有
権
者
」
を
切
り
口
に
、
選
挙
の
し
く
み
や
意
義
を
わ
か
り
や
す

く
解
説
し
ま
す
。
有
権
者
に
は
何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
、
社
会
に
参
加
す
る
と
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
な
の
か
を
学
ぶ
た
め
の
一
冊
で
す
。

［
２
０
２
０
年
４
月
］
500917Ȃ6◆
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除
本
理
史
・
佐
無
田
光

き
み
の
ま
ち
に
未
来
は
あ
る
か
？

ʕ
「
根
っ
こ
」
か
ら
地
域
を
つ
く
る
ʕ

９
４
６
円

地
域
づ
く
り
に
必
要
な
も
の
は
何
だ
ろ
う
？

今
、
も
と
も
と
あ
る
美
し
い
自
然
や
ま

ち
な
み
、
伝
統
、
文
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
、
住
民
自
身
が
宝
物
＝
「
根
っ
こ
」
と
自

覚
し
、
開
発
や
観
光
地
化
で
は
な
い
方
法
で
活
か
そ
う
と
す
る
動
き
が
増
え
て
い
る
。

金
沢
、
水
俣
な
ど
、「
根
っ
こ
」
を
育
て
、
活
か
し
て
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
事
例
を
も

と
に
、
未
来
へ
続
く
地
域
の
在
り
方
を
提
案
す
る
。

［
２
０
２
０
年
３
月
］
500915Ȃ2◆

910

さ
だ
ま
さ
し
・
風
に
立
つ
ラ
イ
オ
ン
基
金
編

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
や
り
た
い
！

ʕ
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ア
ワ
ー
ド
に
集
ま
れ
ʕ

９
０
２
円

全
国
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
る
高
校
生
達
が
一
堂
に
会
す
る
「
高
校
生
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ア
ワ
ー
ド
」。
環
境
問
題
や
医
療
・
福
祉
、国
際
貢
献
、地
域
の
課
題
…
…
、

活
動
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
て
も
「
少
し
で
も
社
会
を
良
く
し
た
い
」「
誰
か
の
た
め

に
役
立
ち
た
い
」
と
い
う
志
は
み
ん
な
同
じ
。
ア
イ
デ
ィ
ア
に
あ
ふ
れ
、
力
強
く
、
元

気
い
っ
ぱ
い
な
高
校
生
達
の
㗡
を
紹
介
し
ま
す
。

［
２
０
１
９
年
12
月
］
500910Ȃ7◆

896

江
川
紹
子

「
カ
ル
ト
」
は
す
ぐ
㓊
に

ʕ
オ
ウ
ム
に
引
き
寄
せ
ら
れ
た
若
者
た
ち
ʕ

９
９
０
円

家
族
や
友
人
な
ど
の
᷷
が
り
を
す
べ
て
断
ち
切
っ
て
、
オ
ウ
ム
に
入
信
し
、
凶
悪
な
事

件
に
手
を
染
め
て
い
っ
た
若
者
達
。
一
連
の
事
件
が
ど
う
し
て
起
き
た
の
か
、
彼
ら
は

特
別
な
人
達
だ
っ
た
の
か
。
オ
ウ
ム
を
長
年
取
材
し
て
き
た
著
者
が
、
若
い
世
代
に
向

け
て
事
実
を
伝
え
る
と
と
も
に
、カ
ル
ト
集
団
に
人
生
を
奪
わ
れ
な
い
生
き
方
を
示
す
。

巻
末
に
年
表
を
付
し
、
当
時
の
社
会
も
見
え
る
化
し
た
。

［
２
０
１
９
年
６
月
］
500896Ȃ4

875

小
島

毅
編
著

知
の
古
典
は
誘
惑
す
る
〈
知
の
航
海
〉
シ
リ
ー
ズ

８
８
０
円

世
界
中
の
人
々
に
愛
さ
れ
、
長
く
読
み
継
が
れ
て
き
た
古
今
東
西
の
古
典
を
紹
介
し
ま

す
。
い
つ
の
時
代
に
も
人
々
の
生
き
る
た
め
指
針
と
な
っ
て
き
た
古
典
は
、
今
を
生
き

る
私
た
ち
に
何
を
語
り
か
け
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
か
？

あ
な
た
の
心
に
響
く
の
は
ど

ん
な
言
葉
で
し
ょ
う
？

わ
く
わ
く
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
古
典
の
魅
力
に
触
れ
て
み
ま

せ
ん
か
。

［
２
０
１
８
年
６
月
］
500875Ȃ9

874

山
下
泰
子
・
矢
澤
澄
子
監
修

国
際
女
性
の
地
位
協
会
編

男
女
平
等
は
ど
こ
ま
で
進
ん
だ
か

ʕ
女
性
差
別
撤
廃
条
約
か
ら
考
え
る
ʕ

９
９
０
円

日
本
が
女
性
差
別
撤
廃
条
約
を
批
准
し
て
三
〇
年
余
。
こ
の
間
、
批
准
し
た
内
容
に
沿

っ
て
女
性
の
地
位
や
権
利
の
向
上
は
進
ん
だ
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
と
は
言
い
難
い
現
実

を
ふ
ま
え
、
条
約
の
理
念
と
条
文
の
内
容
を
身
近
な
テ
ー
マ
や
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
入
り
口

に
や
さ
し
く
解
説
し
、
家
庭
や
職
場
、
地
域
で
の
課
題
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。
巻
末
に

は
条
約
（
対
訳
）。
選
択
議
定
書
を
収
録
。

［
２
０
１
８
年
６
月
］
500874Ȃ2◆
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芳
沢
光
雄

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
の
学
び

ʕ
理
系
的
思
考
の
す
す
め
ʕ

９
４
６
円

分
野
の
垣
根
を
越
え
て
幅
広
い
知
識
を
身
に
つ
け
、
基
礎
的
な
教
養
を
養
い
、
様
々
な

視
点
か
ら
本
質
に
迫
る
こ
と
を
目
指
す
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
。
科
学
技
術
が
進
歩
し
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
現
代
に
お
い
て
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
の
重
要
性
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
長
く
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
に
た
ず
さ
わ
っ
て
き
た
著
者
が
大
学
で
の
授

業
の
様
子
を
紹
介
し
な
が
ら
そ
の
意
義
を
考
え
ま
す
。

［
２
０
１
８
年
４
月
］
500871Ȃ1

867

遠

藤

薫

ロ
ボ
ッ
ト
が
家
に
や
っ
て
き
た
ら
…
〈
知
の
航
海
〉
シ
リ
ー
ズ

ʕ
人
間
と
Ａ
Ｉ
の
未
来
ʕ

８
８
０
円

お
掃
除
ロ
ボ
ッ
ト
、
ド
ロ
ー
ン
、
Ａ
Ｉ
家
電
、
自
動
運
転
車
…
…
。
ふ
と
気
が
つ
く
と

身
の
回
り
に
は
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ａ
Ｉ
が
あ
ふ
れ
、
日
々
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
も
の
に
な

っ
て
い
る
。
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ａ
Ｉ
の
普
及
に
よ
っ
て
私
た
ち
の
生
活
は
ど
の
よ
う
に
変
わ

る
の
だ
ろ
う
。
ロ
ボ
ッ
ト
は
人
間
を
幸
せ
に
し
て
く
れ
る
の
だ
ろ
う
か
？

こ
れ
か
ら

の
人
と
ロ
ボ
ッ
ト
の
関
係
を
考
え
る
ロ
ボ
ッ
ト
社
会
文
化
論
。

［
２
０
１
８
年
２
月
］
500867Ȃ4

866

塚
田
祐
之

そ
の
情
報
、
本
当
で
す
か
？

ʕ
ネ
ッ
ト
時
代
の
ニ
ュ
ー
ス
の
読
み
解
き
方
ʕ９

９
０
円

ネ
ッ
ト
や
テ
レ
ビ
を
通
し
て
流
さ
れ
る
膨
大
な
量
の
ニ
ュ
ー
ス
や
情
報
…
…
。
あ
ふ
れ

る
情
報
の
中
か
ら
フ
ェ
イ
ク
（
偽
）
ニ
ュ
ー
ス
や
誤
っ
た
情
報
に
惑
わ
さ
れ
ず
に
「
事

実
」
を
読
み
取
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
長
年
に
わ
た
り
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
報
道
番
組

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
だ
っ
た
著
者
が
、
報
道
の
あ
り
方
や
ネ
ッ
ト
情
報
の
し
く
み
な
ど
を
論

じ
な
が
ら
情
報
の
正
し
い
読
み
取
り
方
を
伝
え
る
。

［
２
０
１
８
年
２
月
］
500866Ȃ7

862

ス
ベ
ン
ド
リ
ニ
・
カ
ク
チ

私
、
日
本
に
住
ん
で
い
ま
す

８
８
０
円

町
を
歩
い
て
い
る
時
に
す
れ
違
っ
た
り
、
電
車
や
バ
ス
で
㓊
に
座
っ
て
い
た
り
、
…
…
、

最
近
、
外
国
か
ら
来
た
人
た
ち
に
出
会
う
機
会
が
増
え
て
き
た
と
思
い
ま
せ
ん
か
？

彼
ら
は
ど
こ
か
ら
来
て
、
ど
ん
な
思
い
で
日
本
に
住
ん
で
い
る
の
で
し
ょ
う
？

留

学
生
、
Ｄ
Ｊ
、
芸
人
、
写
真
家
、
研
究
者
な
ど
、
日
本
に
住
む
様
々
な
人
た
ち
の
声
を

紹
介
し
ま
す
。
彼
ら
は
い
っ
た
い
ど
ん
な
生
活
を
し
て
い
る
の
？
［
２
０
１
７
年
10
月
］
500862Ȃ9

854

名
古
谷

隆
彦

質
問
す
る
、
問
い
返
す

ʕ
主
体
的
に
学
ぶ
と
い
う
こ
と
ʕ

１
０
３
４
円

各
地
の
学
校
で
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
が
積
極
的
に
導
入
さ
れ
る
な
ど
、
教
育
現

場
で
は
「
主
体
的
・
対
話
的
な
学
び
」
の
あ
り
方
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
一
方
通

行
の
学
び
で
は
な
く
、自
ら
問
い
を
立
て
能
動
的
に
学
ぶ
た
め
に
は
何
が
必
要
な
の
か
。

そ
も
そ
も
「
考
え
る
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
？

多
く
の
学
校
現
場
を
歩
い
て

き
た
経
験
を
も
と
に
、
主
体
的
に
学
ぶ
こ
と
の
意
味
を
探
る
。

［
２
０
１
７
年
５
月
］
500854Ȃ4◆

51― 社会・倫理
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デ
ィ
オ
ン
・
ン
・
ジ
ェ
・
テ
ィ
ン

東
大
留
学
生
デ
ィ
オ
ン
が
見
た
ニ
ッ
ポ
ン

９
６
８
円

何
度
も
訪
れ
る
ほ
ど
大
好
き
な
国
・
ニ
ッ
ポ
ン
に
夢
か
な
っ
て
留
学
し
た
デ
ィ
オ
ン
の

見
聞
録
。「
英
語
を
も
っ
と
話
そ
う
よ
！
」「
タ
メ
口
と
敬
語
の
使
い
分
け
は
難
し
い
!?
」

「
ど
う
し
て
体
育
会
に
入
る
と
留
学
し
に
く
い
の
？
」等
々
、東
大
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｋ
・
体
育
会
・

コ
ン
パ
で
同
世
代
や
社
会
に
感
じ
た
異
論
・
戸
惑
い
・
共
感
を
率
直
に
語
る
。
日
本
の

グ
ロ
ー
バ
ル
化
社
会
に
む
け
て
も
示
唆
に
富
む
一
冊
。

［
２
０
１
７
年
４
月
］
500852Ȃ0◆

851

品

田

茂

日
本
一
小
さ
な
農
業
高
校
の
学
校
づ
く
り

ʕ
愛
農
高
校
、
校
舎
た
て
か
え
Ṉ
末
記
ʕ

９
６
８
円

緑
に
囲
ま
れ
た
敷
地
に
は
野
菜
畑
、
果
樹
園
、
放
牧
地
が
広
が
り
、
酪
農
牛
舎
、
養
豚

舎
、
養
鶏
舎
が
建
ち
並
ぶ
…
…
。
一
学
年
わ
ず
か
20
人
の
小
さ
な
高
校
で
生
徒
た
ち
は

い
の
ち
を
育
む
農
業
を
学
び
ま
す
。
こ
の
本
で
は
自
主
自
立
、
人
格
教
育
で
知
ら
れ
る

こ
の
学
校
で
行
わ
れ
た
校
舎
づ
く
り
の
Ṉ
末
を
紹
介
し
ま
す
。
魅
力
あ
ふ
れ
る
学
び
の

場
は
ど
の
よ
う
に
つ
く
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

［
２
０
１
７
年
４
月
］
500851Ȃ3◆

849

宮
武
久
佳

正
し
い
コ
ピ
ペ
の
す
す
め

ʕ
模
倣
、
創
造
、
著
作
権
と
私
た
ち
ʕ

９
４
６
円

他
人
が
撮
っ
た
写
真
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
ア
ッ
プ
す
る
、
ｗ
ｅ
ｂ
上
の
文
章
を
自
分
の
レ
ポ
ー

ト
に
貼
り
付
け
る
、ネ
ッ
ト
で
見
つ
け
た
動
画
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
視
聴
す
る
…
…
、

こ
れ
ら
の
大
半
が
著
作
権
に
関
係
し
て
い
ま
す
。「
許
さ
れ
る
コ
ピ
ペ
」
と
「
許
さ
れ
な

い
コ
ピ
ペ
」
の
違
い
は
何
な
の
で
し
ょ
う
か
？

コ
ピ
ペ
時
代
を
生
き
る
た
め
に
必
要

な
著
作
権
ル
ー
ル
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

［
２
０
１
７
年
３
月
］
500849Ȃ0◆

848

井
手
英
策

財
政
か
ら
読
み
と
く
日
本
社
会

ʕ
君
た
ち
の
未
来
の
た
め
に
ʕ

９
６
８
円

日
本
で
は
な
ぜ
教
育
に
お
金
が
か
か
る
の
だ
ろ
う
、
な
ぜ
働
く
人
へ
の
社
会
保
障
は
少

な
い
の
だ
ろ
う
、
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
税
金
が
い
や
な
ん
だ
ろ
う
…
…
、
財
政
の
な
り

た
ち
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
、
新
し
い
社
会
へ
の
選
択
肢
を
考
え
ま
す
。
弱
者
を
生

ま
ず
、
誰
も
が
安
心
し
て
く
ら
せ
る
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
？

い
ま

を
生
き
、
未
来
を
変
え
る
君
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
。

［
２
０
１
７
年
３
月
］
500848Ȃ3◆

829

室
井
舞
花

恋
の
相
手
は
女
の
子

９
４
６
円

初
恋
は
女
の
子
。
で
も
、
教
科
書
に
は
「
思
春
期
に
は
異
性
に
関
心
を
も
つ
」
っ
て
書

い
て
あ
る
。
同
性
を
好
き
に
な
る
わ
た
し
は
ま
ち
が
っ
て
る
？

誰
に
も
悩
み
を
打
ち

明
け
ら
れ
な
か
っ
た
10
代
か
ら
、
彼
女
と
の
「
新
郎
の
い
な
い
」
結
婚
パ
ー
テ
ィ
ま
で
。

自
身
の
体
験
と
、
当
事
者
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
、「
多
様
性
に
寛
容
な
社
会
」
へ
の
思

い
を
語
る
。

［
２
０
１
６
年
４
月
］
500829Ȃ2◆
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村

林

守

地
方
自
治
の
し
く
み
が
わ
か
る
本

９
４
６
円

自
治
体
は
内
閣
や
省
庁
に
従
属
す
る
の
？

市
町
村
長
と
議
会
の
役
割
は
？

現
実
に

自
治
体
は
何
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
？

じ
つ
は
憲
法
は
ひ
じ
ょ
う
に
強
い
自
治
権
を

保
障
し
、
住
民
は
政
策
決
定
に
間
接
・
直
接
に
関
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
暮

ら
し
を
よ
く
す
る
た
め
の
地
方
自
治
の
あ
り
方
と
住
民
の
役
割
を
、
い
っ
し
ょ
に
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

［
２
０
１
６
年
２
月
］
500823Ȃ0◆

822

斎
藤
貴
男

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
い
う
仕
事

９
２
４
円

権
力
と
の
癒
着
な
ど
、
マ
ス
コ
ミ
へ
の
批
判
が
高
ま
っ
て
い
る
い
ま
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
の
役
割
が
改
め
て
問
わ
れ
て
い
る
。
情
報
が
あ
ふ
れ
る
な
か
、「
真
実
」
を
ど
う
つ
か

む
か
。
誰
の
視
点
に
立
っ
て
、
何
を
伝
え
る
か
。
業
界
紙
や
週
刊
誌
の
記
者
を
経
て
、

フ
リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
す
る
著
者
が
、
自
ら
の
体
験
を
振
り
返
り
な
が

ら
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
意
義
や
メ
デ
ィ
ア
の
ゆ
く
え
を
考
え
る
。［
２
０
１
６
年
１
月
］
500822Ȃ3

818

石
原
享
一

戦
後
日
本
の
経
済
と
社
会

ʕ
平
和
共
生
の
ア
ジ
ア
へ
ʕ

９
２
４
円

ア
ジ
ア
の
平
和
と
安
定
の
た
め
に
、
日
本
が
と
る
べ
き
道
は
何
か
？

民
主
化
、
高
度

成
長
、
そ
の
歪
み
と
克
服
、
…
…
自
ら
の
戦
後
の
歩
み
か
ら
、
学
ぶ
べ
き
で
し
ょ
う
。

多
く
の
課
題
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
独
自
の
㗦
本
主
義
や
企
業
文
化
を
つ
く
り
あ
げ
、

さ
ら
に
３
・
11
か
ら
は
新
し
い
課
題
に
も
直
面
し
て
い
ま
す
。
そ
の
歩
み
を
た
ど
り
、

ア
ジ
ア
諸
国
と
の
共
生
の
方
法
を
考
え
ま
す
。

［
２
０
１
５
年
11
月
］
500818Ȃ6

816

石

原

真

Ａ
Ｋ
Ｂ
48
、
被
災
地
へ
行
く

１
１
０
０
円

ア
イ
ド
ル
と
し
て
何
か
で
き
る
こ
と
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
？

そ
ん
な
問
い
か
け
か
ら

始
ま
っ
た
Ａ
Ｋ
Ｂ
48
グ
ル
ー
プ
の
被
災
地
訪
問
。
二
〇
一
一
年
五
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た

こ
の
活
動
は
、
毎
月
一
回
、
一
度
も
欠
か
さ
ず
続
け
ら
れ
て
い
る
。
ス
テ
ー
ジ
ト
ラ
ッ

ク
で
の
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
や
ハ
イ
タ
ッ
チ
会
、
被
災
地
の
人
々
と
の
交
流
…
…
。
人
気
ア
イ

ド
ル
た
ち
の
知
ら
れ
ざ
る
㗡
を
紹
介
し
ま
す
。

［
２
０
１
５
年
10
月
］
500816Ȃ2◆

799

道
信
良
子

い
の
ち
は
ど
う
生
ま
れ
、
育
つ
の
か

ʕ
医
療
、
福
祉
、
文
化
と
子
ど
も
ʕ

８
８
０
円

本
書
に
は
今
を
生
き
る
子
ど
も
た
ち
の
さ
ま
ざ
ま
な
㗡
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
家
族
や

地
域
社
会
に
お
け
る
子
ど
も
の
多
様
性
や
、
医
療
や
福
祉
の
現
場
を
中
心
と
し
た
子
ど

も
を
支
え
る
し
く
み
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。
い
の
ち
の
意
味
に
つ
い
て
考
え
、
す
べ
て

の
子
ど
も
が
尊
厳
あ
る
存
在
と
し
て
生
き
ら
れ
る
社
会
の
あ
り
方
を
考
え
ま
す
。

［
２
０
１
５
年
３
月
］
500799Ȃ8◆
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798

御
子
柴

善
之

自
分
で
考
え
る
勇
気

ʕ
カ
ン
ト
哲
学
入
門
ʕ

９
４
６
円

人
は
誰
し
も
幸
福
に
な
り
た
い
。
で
は
幸
福
に
値
す
る
よ
う
に
「
善
く
生
き
る
」
と
は

ど
の
よ
う
な
生
き
方
だ
ろ
う
か
。
カ
ン
ト
は
こ
う
し
た
問
題
を
考
え
続
け
、
人
間
社
会

に「
最
高
善
」と
い
う
理
想
を
掲
げ
る
可
能
性
を
見
出
そ
う
と
し
た
。『
純
粋
理
性
批
判
』

『
永
遠
平
和
の
た
め
に
』
な
ど
、
彼
の
著
作
を
一
緒
に
読
み
、
自
分
で
考
え
る
勇
気
を
も

っ
た
大
人
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
そ
う
。

［
２
０
１
５
年
３
月
］
500798Ȃ1◆

797

大
塚
敦
子

〈
刑
務
所
〉
で
盲
導
犬
を
育
て
る

９
２
４
円

犬
は
教
え
て
く
れ
た
、
人
は
生
き
直
せ
る
こ
と
を
…
。
日
本
で
初
め
て
、
刑
務
所
で
盲

導
犬
候
補
の
子
犬
を
育
て
る
試
み
が
始
ま
っ
た
。
犬
と
の
日
々
は
、〈
受
刑
者
〉
だ
け
で

な
く
、
ま
わ
り
の
人
々
を
ど
の
よ
う
に
変
え
て
い
っ
た
の
か
。
動
物
と
の
絆
に
秘
め
ら

れ
た
可
能
性
と
は
。
こ
の
試
み
の
立
ち
上
げ
か
ら
７
年
以
上
に
わ
た
っ
て
取
材
を
重
ね

て
き
た
著
者
が
綴
る
、
希
望
の
書
。

［
２
０
１
５
年
２
月
］
500797Ȃ4◆

795

高
橋
真
樹

ご
当
地
電
力
は
じ
め
ま
し
た
！

９
２
４
円

地
域
の
電
力
は
自
分
た
ち
で
つ
く
る
！

「
お
ひ
さ
ま
の
町
」
飯
田
市
、
上
田
市
の
屋

根
借
り
ソ
ー
ラ
ー
、
岐
阜
県
い
と
し
ろ
の
小
水
力
、
福
島
県
会
津
地
方
で
発
電
事
業
を

進
め
る
会
津
電
力
、
東
京
多
摩
市
で
活
動
す
る
多
摩
電
力
、
北
海
道
か
ら
広
が
る
市
民

風
車
。
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
こ
ら
し
て
、
市
民
主
導
の
「
ご
当
地
電
力
」
が
力

強
く
動
き
出
し
て
い
ま
す
。

［
２
０
１
５
年
１
月
］
500795Ȃ0

792

山
我
哲
雄

キ
リ
ス
ト
教
入
門

９
９
０
円

二
千
年
に
及
ぶ
歴
史
を
通
じ
て
、
欧
米
の
文
化
の
精
神
的
支
柱
と
し
て
の
役
割
を
果
た

し
て
き
た
キ
リ
ス
ト
教
。
本
書
を
読
め
ば
、
ユ
ダ
ヤ
教
を
母
体
と
し
て
生
ま
れ
、
独
立

し
た
世
界
宗
教
へ
と
発
展
し
、
諸
教
派
に
分
か
れ
て
い
っ
た
そ
の
歴
史
と
現
在
や
、
欧

米
の
歴
史
、
思
想
、
文
化
と
の
深
い
関
係
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
現
代
の
世
界
を

理
解
す
る
た
め
に
役
立
つ
、
教
養
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
教
入
門
。
［
２
０
１
４
年
12
月
］
500792Ȃ9

788

伊

藤

真

10
代
の
憲
法
な
毎
日

９
６
８
円

校
則
と
個
人
の
自
由
、
10
代
の
結
婚
、
生
徒
会
や
部
活
動
で
の
ト
ラ
ブ
ル
等
。
高
校
生

活
で
起
こ
る
出
来
事
を
憲
法
に
て
ら
し
て
高
校
生
達
が
大
考
察
。“
憲
法
の
伝
道
師
”

伊
藤
先
生
の
指
南
の
も
と
見
え
て
き
た
の
は
、
一
人
一
人
の
自
由
や
権
利
を
守
る
た
め

に
憲
法
が
あ
り
、
そ
の
精
神
を
持
っ
て
あ
ら
ゆ
る
ル
ー
ル
を
運
用
す
る
必
要
性
。
憲
法

を
生
活
に
い
か
す
方
法
を
具
体
的
に
学
べ
る
一
冊
。

［
２
０
１
４
年
11
月
］
500788Ȃ2◆
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池
田
香
代
子
編
著

こ
の
思
い
を
聞
い
て
ほ
し
い
！

ʕ
10
代
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
ʕ

８
８
０
円

私
た
ち
の
声
を
大
人
た
ち
に
伝
え
た
い
！

戦
争
の
な
い
平
和
な
世
界
を
望
ん
で
い
る

こ
と
、
理
不
尽
な
出
来
事
に
怒
り
を
覚
え
て
い
る
こ
と
、
困
難
に
直
面
し
て
思
い
悩
ん

で
い
る
こ
と
、
そ
し
て
…
…
未
来
に
大
き
な
希
望
を
も
っ
て
い
る
こ
と
。
み
ず
か
ら
の

言
葉
で
、
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
と
正
面
か
ら
向
き
合
う
若
者
た
ち
の
切
実
な
思
い

を
伝
え
ま
す
。

［
２
０
１
４
年
９
月
］
500785Ȃ1

783

吉
田
文
和

政
治
の
キ
ホ
ン
100

８
４
０
円

政
党
と
国
会
の
関
係
っ
て
？

選
挙
っ
て
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

そ
も
そ
も
、
政
治

っ
て
な
に
を
す
る
こ
と
？

そ
ん
な
疑
問
を
イ
チ
か
ら
解
説
。
政
治
の
土
台
に
な
る
考

え
方
か
ら
、
政
治
家
や
官
僚
、
国
会
と
政
党
、
内
閣
や
財
政
、
地
方
政
治
に
選
挙
ま
で
。

16
テ
ー
マ
を
見
開
き
１
話
の
読
み
切
り
で
解
説
す
る
全
１
０
０
話
。
制
度
の
歴
史
や
役

割
、
問
題
点
ま
で
気
軽
に
学
べ
ま
す
。

［
２
０
１
４
年
９
月
］
500783Ȃ7◆

776

松
森
果
林

音
の
な
い
世
界
と
音
の
あ
る
世
界
を
つ
な
ぐ

ʕ
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
で
世
界
を
か
え
た
い
！
ʕ

９
６
８
円

10
代
で
失
聴
し
た
著
者
は
、
あ
る
で
き
ご
と
を
き
っ
か
け
に
「
音
の
あ
る
世
界
と
音
の

な
い
世
界
を
つ
な
ぎ
た
い
！
」
と
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
（
Ｕ
Ｄ
）
の
道
を
志
す
。

生
活
用
品
か
ら
公
共
施
設
、
情
報
の
Ｕ
Ｄ
化
ま
で
幅
広
く
手
が
け
る
の
は
、
だ
れ
も
が

暮
ら
し
や
す
い
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
の
こ
と
。
そ
の
仕
事
ぶ
り
か
ら
は
、
Ｕ
Ｄ
の

「
今
」
だ
け
で
な
く
、
著
者
の
熱
い
思
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

［
２
０
１
４
年
６
月
］
500776Ȃ9◆

770

眞

淳

平

21
世
紀
は
ど
ん
な
世
界
に
な
る
の
か

ʕ
国
際
情
勢
、科
学
技
術
、社
会
の「
未
来
」を
予
測
す
る
ʕ

９
６
８
円

未
来
を
予
測
す
る
の
は
難
し
い
作
業
で
す
。
本
書
で
は
、
多
様
な
デ
ー
タ
を
も
と
に
、

今
ま
で
の
傾
向
が
続
き
そ
う
な
分
野
（
出
生
率
の
低
下
な
ど
）
と
、
日
進
月
歩
で
研
究
・

開
発
が
進
ん
で
い
く
分
野
（
宇
宙
探
査
、
㗨
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
医
療
技
術
、
ロ
ボ
ッ

ト
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
、
軍
事
技
術
な
ど
）、
双
方
の
将
来
像
を
予
測
し
、
今
世
紀
の
社
会
の
㗡
を

浮
き
彫
り
に
し
て
い
き
ま
す
。

［
２
０
１
４
年
４
月
］
500770Ȃ7

768

杉
原
泰
雄

憲

法

読

本
第
4
版

１
１
０
０
円

〈
憲
法
が
は
っ
き
り
と
認
め
て
い
る
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
、
憲
法
が
は
っ
き
り
と
認
め

て
い
る
方
法
で
し
か
、
権
力
者
は
政
治
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
〉
と
い
う
立
憲
主
義

の
解
説
か
ら
始
ま
る
、日
本
国
憲
法
の
定
評
あ
る
入
門
書
の
最
新
版
。
現
憲
法
は
、近
現

代
に
お
け
る
人
類
の
苦
し
み
を
克
服
し
よ
う
と
す
る
原
理
・
原
則
を
も
つ
。
人
権
保
障
、

権
力
の
民
主
化
、
平
和
主
義
な
ど
、
そ
の
考
え
方
を
深
く
学
ぼ
う
。
［
２
０
１
４
年
３
月
］
500768Ȃ4◆
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笹
山
尚
人

パ
ワ
ハ
ラ
に
負
け
な
い
！

ʕ
労
働
安
全
衛
生
法
指
南
ʕ

９
２
４
円

職
場
で
の
い
じ
め
や
嫌
が
ら
せ
か
ら
、
自
分
を
守
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
？

誰

も
が
イ
キ
イ
キ
と
働
け
る
社
会
に
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
？

若
者
達
の
労
働

相
談
に
数
多
く
の
っ
て
き
た
著
者
が
、
や
さ
し
く
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。
あ
わ
せ
て
働
く

人
を
守
っ
て
く
れ
る
労
働
安
全
衛
生
法
に
つ
い
て
も
解
説
。『
労
働
法
は
ぼ
く
ら
の
味

方
！
』
に
続
く
、
働
く
人
を
元
気
に
す
る
一
冊
。

［
２
０
１
３
年
11
月
］
500758Ȃ5◆

756

伊
藤
和
子

人
権
は
国
境
を
越
え
て

９
４
６
円

「
世
界
で
最
も
深
刻
な
人
権
侵
害
に
苦
し
ん
で
い
る
人
々
の
た
め
に
」。
そ
ん
な
夢
を
抱

い
た
女
性
弁
護
士
は
、
思
い
切
っ
て
仲
間
と
国
際
人
権
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
立
ち
上
げ
る
。
現
地

で
被
害
の
実
態
を
調
査
し
、
関
係
国
政
府
に
働
き
か
け
、
ま
た
被
害
者
を
励
ま
す
。
東

南
ア
ジ
ア
、
イ
ラ
ク
、
３
・
11
被
災
地
、
福
島
…
…
と
飛
び
回
り
、
人
権
侵
害
を
な
く

す
た
め
に
ね
ば
り
強
く
取
り
組
ん
で
き
た
著
者
の
報
告
。

［
２
０
１
３
年
10
月
］
500756Ȃ1

752

服
部
圭
郎

若
者
の
た
め
の
ま
ち
づ
く
り

８
４
０
円

車
の
た
め
と
か
、
高
齢
者
の
た
め
と
か
、
い
ろ
ん
な
ま
ち
づ
く
り
が
あ
る
け
れ
ど
、
若

者
の
た
め
っ
て
聞
い
た
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
よ
ね
。
で
も
、
欧
米
で
は
そ
ん
な
動
き
が
活

発
に
な
っ
て
い
ま
す
。
生
態
系
の
象
徴
と
し
て
の
妖
怪
を
感
じ
ら
れ
た
り
、
自
転
車
に

安
心
し
て
乗
れ
た
り
、
創
造
性
や
活
動
性
が
存
分
に
発
揮
で
き
た
り
、
そ
ん
な
ま
ち
づ

く
り
を
い
っ
し
ょ
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

［
２
０
１
３
年
８
月
］
500752Ȃ3◆

746

Ṁ
屋
治
紀

こ
れ
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

９
０
２
円

石
油
の
終
わ
り
が
近
づ
き
、
原
子
力
の
危
険
性
が
再
確
認
さ
れ
た
現
在
、
私
た
ち
は
真

剣
に
未
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
世
界
で
つ
ぎ
つ
ぎ
発
表
さ
れ

て
い
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
１
０
０
％
シ
ナ
リ
オ
を
な
が
め
、
い
ま
の
技
術
レ
ベ
ル

と
今
後
の
展
開
予
測
を
あ
わ
せ
て
、
ど
ん
な
形
が
可
能
な
の
か
を
検
討
す
る
。
い
っ
そ

う
必
要
な
省
エ
ネ
に
も
新
し
い
技
術
が
登
場
し
て
い
る
。

［
２
０
１
３
年
６
月
］
500746Ȃ2◆

742

吉
田
良
治

ラ
イ
フ
ス
キ
ル
・
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
自
立
の
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
教
育

９
２
４
円

ラ
イ
フ
ス
キ
ル
・
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
と
は
“
自
立
す
る
た
め
の
適
応
能
力
”
の
こ
と
。
文

武
両
道
を
重
視
し
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
を
育
む
ア
メ
リ
カ
の

大
学
ス
ポ
ー
ツ
教
育
を
紹
介
。
選
手
を
指
導
す
る
コ
ー
チ
の
役
割
や
手
厚
い
学
業
サ
ポ

ー
ト
の
仕
組
み
、
セ
カ
ン
ド
チ
ャ
ン
ス
の
理
念
な
ど
、
自
立
し
た
人
間
を
育
て
る
た
め

の
教
育
、
人
生
の
ゲ
ー
ム
プ
ラ
ン
を
論
じ
ま
す
。

［
２
０
１
３
年
４
月
］
500742Ȃ4
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三
瓶
恵
子

人
を
見
捨
て
な
い
国
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

８
２
０
円

社
会
を
支
え
る
基
盤
は
人
で
あ
る
と
考
え
、
一
人
ひ
と
り
を
大
事
に
す
る
国
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
。
そ
の
社
会
の
実
態
や
手
厚
い
福
祉
制
度
を
、
若
者
た
ち
の
日
々
の
生
活
か
ら
浮

き
彫
り
に
し
て
い
く
。
自
立
心
や
民
主
主
義
を
支
え
る
力
を
、
知
識
や
技
能
と
と
も
に

学
ぶ
学
校
。
多
様
な
家
族
の
あ
り
方
や
生
き
方
を
支
え
る
制
度
や
施
設
等
。
そ
こ
に
は

日
本
の
目
指
す
べ
き
未
来
へ
の
ヒ
ン
ト
が
あ
る
。

［
２
０
１
３
年
２
月
］
500734Ȃ9◆

732

入

江

杏

悲
し
み
を
生
き
る
力
に

ʕ
被
害
者
遺
族
か
ら
あ
な
た
へ
ʕ

９
６
８
円

二
〇
〇
〇
年
一
二
月
、
一
家
四
人
が
殺
害
さ
れ
た
「
世
田
谷
事
件
」。
突
然
、
妹
一
家
を

失
っ
た
著
者
は
、
絶
望
の
ど
ん
底
に
突
き
落
と
さ
れ
る
。
周
囲
の
偏
見
、
心
な
い
報
道
、

愛
す
る
家
族
を
助
け
ら
れ
な
か
っ
た
自
責
の
思
い
…
…
。
深
い
悲
し
み
に
向
き
合
う
な

か
で
、
ど
の
よ
う
に
生
き
る
意
味
を
つ
か
ん
だ
の
か
。
つ
ら
く
、
悲
し
い
思
い
を
抱
え

る
あ
な
た
へ
送
る
希
望
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
。

［
２
０
１
３
年
１
月
］
500732Ȃ5◆

731

鈴
木
直
道

や
ら
な
き
ゃ
ゼ
ロ
！

ʕ
財
政
破
綻
し
た
夕
張
を
元
気
に
す
る
全
国
最
年
少
市
長
の
挑
戦
ʕ

９
０
２
円

夕
張
メ
ロ
ン
で
知
ら
れ
る
北
海
道
夕
張
市
に
全
国
最
年
少
の
市
長
が
誕
生
し
た
。
元
東

京
都
職
員
の
ご
く
普
通
の
若
者
が
、
財
政
破
綻
し
た
ま
ち
の
再
生
に
取
り
組
む
。
厳
し

い
財
政
事
情
、
全
国
一
高
い
高
齢
化
率
、
最
低
水
準
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
…
難
問
山
積
の

な
か
、
持
ち
前
の
行
動
力
を
発
揮
し
、
夢
と
情
熱
を
も
っ
て
地
域
再
生
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
若
き
市
長
の
奮
闘
記
。

［
２
０
１
２
年
12
月
］
500731Ȃ8◆

725

大
脇

三
千
代

社
会
の
今
を
見
つ
め
て

ʕ
Ｔ
Ｖ
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を
つ
く
る
ʕ

９
２
４
円

日
常
に
潜
む
現
代
社
会
の
ひ
ず
み
を
て
い
ね
い
に
す
く
い
取
り
、
Ｔ
Ｖ
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
に
仕
上
げ
問
題
提
起
を
し
て
き
た
著
者
。
報
道
記
者
と
し
て
夜
の
町
、事
故
現
場
、

か
つ
て
の
戦
場
や
産
科
病
棟
等
で
見
た
も
の
、
聞
い
た
こ
と
を
通
し
、
今
社
会
で
何
が

起
き
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
と
ど
う
関
わ
っ
て
い
る
か
を
語
る
。
い
か
に
生
き
る
か
を
考

え
さ
せ
ら
れ
る
一
冊
。

［
２
０
１
２
年
10
月
］
500725Ȃ7◆

713

広
瀬
浩
二
郎
・
嶺
重
慎

さ
わ
っ
て
お
ど
ろ
く
！
点
字
・
点
図
が
ひ
ら
く
世
界

品
切（
電
子
版
あ
り
）

口
絵
の
白
い
ペ
ー
ジ
を
見
て
、「
あ
れ
っ
？
」
と
思
っ
た
ら
、
ぜ
ひ
さ
わ
っ
て
み
て
く
だ

さ
い
。
眼
で
見
る
の
で
は
な
く
触
覚
で
感
じ
取
っ
て
み
る
と
今
ま
で
気
づ
か
な
か
っ
た

新
し
い
世
界
が
広
が
り
ま
す
。「
さ
わ
る
文
化
」
を
提
唱
す
る
文
化
人
類
学
者
と
点
図

教
材
の
普
及
に
た
ず
さ
わ
る
天
文
学
者
の
二
人
が
、
み
な
さ
ん
を
「
さ
わ
る
宇
宙
の
旅
」

に
ご
招
待
し
ま
す
。（
口
絵
一
丁
）

［
２
０
１
２
年
５
月
］
500713Ȃ4◆
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諏
訪
清
二

高
校
生
、
災
害
と
向
き
合
う

ʕ
舞
子
高
等
学
校
環
境
防
災
科
の
10
年
ʕ

品
切（
電
子
版
あ
り
）

全
国
で
唯
一
「
環
境
防
災
科
」
を
も
つ
舞
子
高
等
学
校
の
生
徒
た
ち
が
被
災
地
で
活
動

を
続
け
て
い
る
。
瓦
礫
の
運
び
出
し
、
床
下
に
も
ぐ
っ
て
の
泥
か
き
、
写
真
の
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
、
仮
設
住
宅
で
の
茶
話
会
…
…
。
被
災
者
と
心
を
通
わ
せ
、
災
害
と
向
き
合
う

若
者
た
ち
の
㗡
を
通
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
防
災
教
育
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
あ
り
方
を
考

え
る
。

［
２
０
１
１
年
11
月
］
500700Ȃ4◆

688

蓼
沼
宏
一

幸
せ
の
た
め
の
経
済
学
〈
知
の
航
海
〉
シ
リ
ー
ズ

ʕ
効
率
と
衡
平
の
考
え
方
ʕ

９
０
２
円

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
人
口
の
高
齢
化
、
地
球
環
境
問
題
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

を
抱
え
る
現
代
社
会
…
…
。
私
た
ち
は
今
後
、
ど
う
生
き
て
い
く
べ
き
な
の
で
し
ょ
う

か
。「
効
率
」
と
「
衡
平
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
ひ
と
の
福
祉
と
は
何
か
、
人
々
の
福
祉

を
高
め
る
た
め
に
望
ま
し
い
社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
を
考

え
ま
す
。

［
２
０
１
１
年
６
月
］
500688Ȃ5◆

675

戸
田
剛
文

世

界

に

つ

い

て
９
０
２
円

世
界
と
は
何
か
と
い
う
壮
大
な
テ
ー
マ
に
気
鋭
の
哲
学
者
が
せ
ま
る
知
的
刺
激
あ
ふ
れ

る
一
冊
。
事
実
と
は
何
な
の
か
？

い
ま
自
分
が
見
て
い
る
も
の
と
㓊
人
が
見
て
い
る

も
の
は
同
じ
も
の
な
の
か
？

人
と
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
ど
の
よ
う
に
し

て
成
り
立
つ
の
か
？
…
…
新
た
な
も
の
の
見
方
や
考
え
方
を
模
索
し
、
社
会
で
直
面

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
解
く
カ
ギ
を
探
り
ま
す
。

［
２
０
１
１
年
２
月
］
500675Ȃ5

673

堤

未

果

社
会
の
真
実
の
見
つ
け
か
た

９
６
８
円

メ
デ
ィ
ア
が
流
す
情
報
を
鵜
㚌
み
に
し
て
い
て
は
、
社
会
の
真
実
は
見
え
て
こ
な
い
。

９
・
11
以
後
の
ア
メ
リ
カ
で
、
人
々
の
恐
怖
心
と
競
争
を
ἤ
っ
て
き
た
メ
デ
ィ
ア
の
実

態
を
実
際
に
体
験
し
、
取
材
し
て
き
た
著
者
が
、「
情
報
を
読
み
解
く
力
」
を
身
に
つ
け

る
大
切
さ
を
若
い
世
代
に
向
け
て
解
説
す
る
。
同
時
に
そ
こ
に
こ
そ
“
未
来
を
選
ぶ
自

由
”
が
あ
る
と
説
く
。

［
２
０
１
１
年
２
月
］
500673Ȃ1◆

664

眞

淳

平

世
界
の
国

１
位
と
最
下
位

ʕ
国
際
情
勢
の
基
礎
を
知
ろ
う
ʕ

９
９
０
円

世
界
で
最
も
人
口
が
少
な
い
国
は
ど
こ
？

最
も
食
料
自
給
率
が
高
い
国
は
ど
こ
だ
ろ

う
？

面
積
、
軍
事
力
、
貧
困
率
、
進
学
率
な
ど
様
々
な
分
野
に
お
け
る
世
界
の
上
位

と
下
位
の
国
々
を
紹
介
。
日
本
の
状
況
を
交
え
な
が
ら
、
そ
の
歴
史
的
背
景
や
社
会
情

勢
、
課
題
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。
世
界
の
大
国
と
小
国
と
を
対
比
さ
せ
な
が

ら
学
ぶ
、
ユ
ニ
ー
ク
な
国
際
政
治
・
経
済
入
門
。

［
２
０
１
０
年
９
月
］
500664Ȃ9◆

社会・倫理 ―58
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石
田
英
敬

自
分
と
未
来
の
つ
く
り
方

ʕ
情
報
産
業
社
会
を
生
き
る
ʕ

９
０
２
円

情
報
産
業
社
会
を
生
き
る
人
間
を
考
え
る
た
め
の
、
や
さ
し
い
レ
ッ
ス
ン
。
人
間
は
昔

と
ど
う
変
わ
り
、
こ
れ
か
ら
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
。
話
は
エ
ン
デ
の
『
モ
モ
』
か
ら

は
じ
ま
り
、
ヴ
ェ
ー
バ
ー
や
ケ
イ
ン
ズ
、
プ
ラ
ト
ン
や
デ
カ
ル
ト
、
フ
ッ
サ
ー
ル
に
ま

で
広
が
り
ま
す
。
人
類
の
知
の
蓄
積
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
君
は
メ
デ
ィ
ア
社
会
に
ど

ん
な
未
来
を
描
き
ま
す
か
。

［
２
０
１
０
年
６
月
］
500656Ȃ4◆

649

坂
井
修
一

知
っ
て
お
き
た
い
情
報
社
会
の
安
全
知
識

８
５
８
円

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
発
展
は
、
高
度
な
情
報
社
会
を
つ
く
り
あ
げ
る

一
方
で
、
か
つ
て
な
い
事
件
や
事
故
を
引
き
起
こ
す
存
在
に
も
な
っ
て
い
る
。
Ｉ
Ｔ
を

基
盤
と
し
た
情
報
社
会
を
、
ど
う
し
た
ら
安
心
・
安
全
に
で
き
る
の
か
。
ま
た
私
た
ち

の
対
策
は
何
か
。
そ
の
た
め
に
必
要
な
知
識
を
、
現
実
に
起
き
て
い
る
事
例
を
と
り
あ

げ
て
、
て
い
ね
い
に
解
説
す
る
。

［
２
０
１
０
年
３
月
］
500649Ȃ6

641

ケ
ン
・
ベ
ラ
ー
、
ヘ
ザ
ー
・
チ
ェ
イ
ス

作
間
和
子
・
淺
川
和
也
・
岩
政
伸
治
・
平
塚
博
子
訳

平
和
を
つ
く
っ
た
世
界
の
20
人

９
２
４
円

「
森
の
博
士
」
の
ソ
ロ
ー
、『
沈
黙
の
春
』
の
カ
ー
ソ
ン
、
M
O
T
T
A
IN
A
Iの
マ
ー
タ
イ
、

非
暴
力
の
ガ
ン
デ
ィ
ー
、
子
ど
も
と
動
物
を
守
っ
た
リ
ン
ド
グ
レ
ー
ン
を
は
じ
め
、
キ

ン
グ
牧
師
、
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
、
マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ
な
ど
、
世
界
各
地
で
独
自
な
方
法
に

よ
り
平
和
を
築
い
た
二
〇
人
を
紹
介
。
そ
れ
ぞ
れ
が
残
し
た
言
葉
を
通
し
て
そ
の
生
き

方
を
た
ど
り
ま
す
。

［
２
０
０
９
年
11
月
］
500641Ȃ0◆

638

生
田
武
志

貧
困
を
考
え
よ
う

９
２
４
円

大
阪
市
の
あ
る
区
で
は
、
就
学
援
助
支
給
率
が
五
〇
％
に
も
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
い

ま
、
経
済
的
理
由
で
進
学
で
き
な
か
っ
た
り
、
中
退
す
る
生
徒
も
各
地
で
急
増
し
て
い

る
。
子
ど
も
や
若
者
、ま
た
女
性
や
高
齢
者
の
生
活
に
重
大
な
影
響
を
お
よ
ぼ
す
貧
困
。

そ
の
実
態
を
見
つ
め
、
問
題
解
決
の
方
法
を
考
え
て
み
よ
う
。
当
事
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
多
数
。

［
２
０
０
９
年
10
月
］
500638Ȃ0◆

632

山
口
二
郎

政
治
の
し
く
み
が
わ
か
る
本

８
５
８
円

日
本
の
政
治
は
ど
ん
な
し
く
み
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
政
治
家
と
は
ど
ん
な

人
た
ち
で
、
国
会
や
内
閣
で
何
を
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
政
治
は
私
た
ち
の
生
き
方

を
大
き
く
左
右
し
ま
す
が
、
ど
こ
に
注
意
を
し
て
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
接
し
た
ら
よ
い

の
で
し
ょ
う
か
。
政
治
を
見
た
り
考
え
た
り
す
る
と
き
の
ヒ
ン
ト
が
た
っ
ぷ
り
な
一
冊

で
す
。

［
２
０
０
９
年
７
月
］
500632Ȃ8◆

59― 社会・倫理
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亀
井
伸
孝

手
話
の
世
界
を
訪
ね
よ
う

９
０
２
円

手
話
は
世
界
共
通
？

手
話
は
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
？

実
は
、
手
話
は
文
法
を
も
ち
、
国

に
よ
っ
て
異
な
る
複
数
の
言
語
で
す
。
聴
者
も
、
ろ
う
者
も
、
身
体
の
違
い
で
そ
れ
ぞ

れ
適
し
た
言
語
を
持
っ
て
い
ま
す
。
手
話
を
言
語
の
ひ
と
つ
と
と
ら
え
て
、
ろ
う
者
た

ち
の
豊
か
な
文
化
世
界
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
へ
出
か
け
ま
し
ょ
う
。
文
化
人
類
学
者

が
異
文
化
へ
の
旅
に
案
内
し
ま
す
。

［
２
０
０
９
年
６
月
］
500630Ȃ4◆

615

笹
山
尚
人

労
働
法
は
ぼ
く
ら
の
味
方
！

品
切（
電
子
版
あ
り
）

ア
ル
バ
イ
ト
で
も
有
給
休
暇
は
と
れ
る
の
か
？

派
遣
で
も
残
業
代
は
も
ら
え
る
の

か
？

多
く
の
若
者
た
ち
の
労
働
相
談
に
の
っ
て
き
た
著
者
が
、
労
働
現
場
で
出
会
う

さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
や
問
題
点
に
つ
い
て
て
い
ね
い
に
解
説
。
働
く
権
利
を
守
る
た
め
に

ど
ん
な
方
法
が
あ
る
の
か
、
具
体
例
を
あ
げ
て
ア
ド
バ
イ
ス
。
巻
末
に
は
相
談
窓
口
を

付
す
。

［
２
０
０
９
年
２
月
］
500615Ȃ1◆

612

伊

藤

真

中
高
生
の
た
め
の
憲
法
教
室

９
４
６
円

改
憲
論
議
の
高
ま
り
の
な
か
、
教
育
基
本
法
が
改
正
さ
れ
国
民
投
票
法
も
成
立
。
そ
の

流
れ
に
危
機
感
を
お
ぼ
え
た
著
者
が
、
明
日
の
主
権
者
と
し
て
未
来
を
生
き
る
若
者
た

ち
に
、
日
本
国
憲
法
の
も
つ
力
と
価
値
を
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く
伝
え
る
と
と
も
に
、
自

立
し
た
市
民
と
し
て
い
か
に
生
き
る
か
を
説
く
。
雑
誌
『
世
界
』
連
載
中
か
ら
大
好
評

だ
っ
た
コ
ラ
ム
を
ま
と
め
た
一
冊
。

［
２
０
０
９
年
１
月
］
500612Ȃ0◆

610

大
村
敦
志

ル
ー
ル
は
な
ぜ
あ
る
の
だ
ろ
う

ʕ
ス
ポ
ー
ツ
か
ら
法
を
考
え
る
ʕ

品
切（
電
子
版
あ
り
）

サ
ッ
カ
ー
の
オ
フ
サ
イ
ド
や
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
の
採
点
基
準
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
に

つ
き
も
の
の
ル
ー
ル
は
競
技
を
お
も
し
ろ
く
す
る
た
め
に
あ
る
の
だ
、
と
い
っ
た
ら
あ

な
た
は
驚
く
か
も
し
れ
な
い
。
ル
ー
ル
を
通
し
て
ス
ポ
ー
ツ
が
求
め
る
も
の
を
探
り
、

さ
ら
に
私
た
ち
の
生
き
方
と
法
の
関
係
を
考
え
て
い
く
。
著
者
の
説
明
に
ス
ポ
ー
ツ
マ

ン
の
息
子
が
鋭
く
つ
っ
こ
む
親
子
対
談
形
式
。

［
２
０
０
８
年
12
月
］
500610Ȃ6◆

609

吉
本
哲
郎

地
元
学
を
は
じ
め
よ
う

９
２
４
円

い
き
い
き
し
た
地
域
を
つ
く
る
た
め
に
必
要
な
も
の
は
？

人
と
自
然
の
力
、
文
化
や

産
業
の
力
に
気
づ
き
、
引
き
出
し
て
い
く
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
を
実
行
す
る
た
め
の
手

法
が
地
元
学
だ
。
一
九
九
〇
年
に
水
俣
市
で
は
じ
ま
っ
た
地
元
学
は
、
い
ま
全
国
へ
広

が
っ
て
い
る
。
調
べ
方
か
ら
活
か
し
方
ま
で
、
若
い
人
が
自
ら
行
動
し
て
地
域
の
こ
と

を
深
く
知
る
の
に
役
立
つ
実
践
型
学
問
だ
。

［
２
０
０
８
年
11
月
］
500609Ȃ0◆

社会・倫理 ―60
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山
脇
直
司

社
会
と
ど
う
か
か
わ
る
か

ʕ
公
共
哲
学
か
ら
の
ヒ
ン
ト
ʕ

９
０
２
円

他
の
人
や
社
会
の
こ
と
、
ど
う
考
え
た
ら
い
い
の
だ
ろ
う
？

そ
の
答
え
は
、
自
分
を

殺
す
「
滅
私
奉
公
」
で
も
、
自
分
の
こ
と
し
か
考
え
な
い
「
滅
公
奉
私
」
で
も
な
い
。

公
共
哲
学
か
ら
の
ヒ
ン
ト
は
「
活
私
開
公
（
か
っ
し
か
い
こ
う
）」。
学
校
生
活
か
ら
仕

事
、
そ
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
世
界
ま
で
、
一
人
ひ
と
り
を
活
か
し
つ
つ
、
公
共
的
な
価

値
が
実
現
す
る
社
会
を
示
す
。

［
２
０
０
８
年
11
月
］
500608Ȃ3

603

河
田
惠
昭

こ
れ
か
ら
の
防
災
・
減
災
が
わ
か
る
本

９
２
４
円

家
で
、
学
校
で
、
外
出
先
で
、
も
し
災
害
に
遭
っ
た
ら
？

年
々
、
大
災
害
が
増
加
し
、

被
害
も
拡
大
し
て
い
ま
す
。
い
つ
ど
こ
で
災
害
に
遭
っ
て
も
命
と
財
産
を
守
れ
る
「
減

災
」
社
会
に
変
え
て
い
く
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。
災
害
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
知
り
、

適
切
な
危
機
管
理
能
力
を
身
に
つ
け
、
み
な
さ
ん
が
自
分
で
考
え
て
行
動
で
き
る
よ
う

に
な
る
た
め
の
一
冊
。

［
２
０
０
８
年
８
月
］
500603Ȃ8◆

602

田
中
敬
三

粘
土
で
に
ゃ
に
ゅ
に
ょ

ʕ
土
が
命
の
か
た
ま
り
に
な
っ
た
！
ʕ

８
５
８
円

楽
し
い
こ
と
も
、悲
し
い
こ
と
も
、苦
し
い
こ
と
も
、粘
土
は
黙
っ
て
聞
い
て
い
る

。

自
由
自
在
な
ど
ろ
ん
こ
粘
土
は
、
心
身
に
重
い
障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
の
心
も
開
い
て

い
き
ま
し
た
。
た
だ
の
土
が
「
命
の
か
た
ま
り
」
と
し
て
光
を
放
つ
ま
で
に
、
ど
ん
な

ド
ラ
マ
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
滋
賀
県
「
第
二
び
わ
こ
学
園
」
を
舞
台
と
す
る
「
に

ゃ
に
ゅ
に
ょ
」
の
世
界
へ
よ
う
こ
そ
！

［
２
０
０
８
年
７
月
］
500602Ȃ1

583

古
川
孝
順

福
祉
っ
て
な
ん
だ

９
６
８
円

高
齢
化
が
進
み
社
会
格
差
の
問
題
な
ど
が
深
刻
化
す
る
現
代
に
お
い
て
、
社
会
福
祉
に

対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
い
ま
必
要
と
さ
れ
る
福
祉
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

な
の
で
し
ょ
う
か
、
そ
し
て
現
場
で
は
ど
の
よ
う
な
援
助
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。
本
書
は
社
会
福
祉
の
意
義
や
し
く
み
を
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
ま
す
。
社
会
福

祉
を
学
ぶ
若
い
世
代
の
必
読
入
門
書
で
す
。

［
２
０
０
８
年
１
月
］
500583Ȃ3

574

伊
波
敏
男

ハ
ン
セ
ン
病
を
生
き
て

ʕ
き
み
た
ち
に
伝
え
た
い
こ
と
ʕ

９
４
６
円

「
差
別
や
偏
見
は
、
真
実
を
知
ら
な
い
こ
と
か
ら
生
ま
れ
る
」
ハ
ン
セ
ン
病
回
復
者
と
し

て
若
者
た
ち
と
交
流
を
重
ね
る
中
で
、
著
者
は
真
実
を
知
る
こ
と
の
大
切
さ
を
語
り
ま

す
。
一
四
歳
で
発
病
、
学
び
た
い
一
心
で
療
養
所
を
逃
走
、
根
強
く
残
る
偏
見
や
差
別

に
揺
さ
ぶ
ら
れ
た
日
々
。
自
ら
の
体
験
を
通
し
て
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
と
は
何
か
、
ど
う

生
き
る
か
を
と
も
に
考
え
る
一
冊
で
す
。

［
２
０
０
７
年
８
月
］
500574Ȃ1

61― 社会・倫理
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神
野
直
彦

財
政
の
し
く
み
が
わ
か
る
本

９
０
２
円

自
治
体
の
財
政
赤
字
が
ふ
く
ら
み
、
国
の
借
金
も
世
界
最
高
に
な
っ
て
い
る
。
な
ぜ
、

赤
字
に
な
っ
た
り
、
借
金
が
増
え
る
の
だ
ろ
う
？

国
や
自
治
体
の
予
算
は
ど
の
よ
う

に
決
ま
る
の
だ
ろ
う
？

税
金
の
体
系
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
？

そ
れ
ら
の

疑
問
に
答
え
な
が
ら
、
財
政
の
し
く
み
と
今
か
か
え
て
い
る
問
題
を
解
説
し
、
地
域
の

ニ
ー
ズ
を
実
現
す
る
財
政
の
あ
り
方
を
考
え
る
。

［
２
０
０
７
年
６
月
］
500566Ȃ6◆

557

左
近
司

祥
子

哲

学

の

こ

と

ば
９
０
２
円

人
間
と
動
物
の
違
い
、
恋
す
る
気
持
ち
、
本
当
の
友
だ
ち
、
死
と
自
殺
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
っ
て
何
？

私
っ
て
だ
れ
？

人
間
の
も
つ
不
滅
の
テ
ー
マ
に
つ
い

て
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
か
ら
近
現
代
ま
で
の
哲
学
者
・
歴
史
家
に
よ
る
こ
と
ば
を
読
み
な

が
ら
考
え
る
人
生
指
南
書
。
古
い
は
ず
な
の
に
新
し
い
、
先
人
た
ち
の
こ
と
ば
を
楽
し

も
う
。

［
２
０
０
７
年
２
月
］
500557Ȃ4◆

547

後

藤

昭

新
版

わ
た
し
た
ち
と
裁
判

９
０
２
円

あ
と
三
年
以
内
に
裁
判
員
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。
裁
判
を
よ
り
身
近
で
使
い
や
す
い
も

の
に
す
る
、
司
法
改
革
の
一
環
で
す
。
い
ま
中
高
生
の
み
な
さ
ん
も
、
裁
判
員
に
選
ば

れ
る
日
が
来
る
で
し
ょ
う
。
裁
判
は
、
争
い
事
を
解
決
し
、
世
の
中
を
良
く
す
る
た
め

の
大
事
な
手
段
で
す
。
法
の
精
神
を
わ
か
り
や
す
く
説
い
て
好
評
だ
っ
た
旧
版
を
、
こ

の
時
期
に
合
わ
せ
、
最
新
の
情
報
に
改
訂
。

［
２
０
０
６
年
10
月
］
500547Ȃ5

542

首
藤
信
彦

政
治
参
加
で
未
来
を
ま
も
ろ
う

８
５
８
円

ア
メ
リ
カ
で
誕
生
し
た
一
八
歳
の
市
長
、
フ
ラ
ン
ス
の
全
国
高
校
生
連
合
、
㕾
国
の
高

校
生
向
け
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
新
聞
な
ど
、
各
国
の
若
者
た
ち
の
社
会
活
動
の
事
例
を
紹

介
。
民
主
主
義
の
意
義
、
よ
り
よ
い
社
会
を
つ
く
る
た
め
の
政
治
の
役
割
、
若
者
が
政

治
に
関
心
を
も
つ
こ
と
の
重
要
性
を
熱
く
語
る
。
市
民
が
政
治
に
参
加
す
る
た
め
の
具

体
的
な
方
法
を
ア
ド
バ
イ
ス
。

［
２
０
０
６
年
８
月
］
500542Ȃ0◆

519

大
村
敦
志

父
と
娘
の
法

入

門

品
切（
電
子
版
あ
り
）

わ
た
し
た
ち
の
社
会
生
活
は
た
く
さ
ん
の
法
律
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

「
法
」
の
仕
組
み
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
、
法
律
学
者
の
お
父
さ
ん
が
高
校
生
の
娘
と
対

話
を
し
な
が
ら
探
っ
て
い
き
ま
す
。
身
近
な
動
物
の
話
題
を
き
っ
か
け
に
、
名
前
が
あ

る
の
は
な
ぜ
？

親
子
関
係
、
契
約
と
は
何
だ
ろ
う
？

な
ど
楽
し
み
な
が
ら
法
の
考

え
方
を
学
び
、
理
解
を
深
め
ら
れ
る
入
門
書
。

［
２
０
０
５
年
10
月
］
500519Ȃ2◆
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新
井
明
・
柳
川
範
之
・
新
井
紀
子
・
ｅ
-教
室
編
著

経
済
の
考
え
方
が
わ
か
る
本

９
４
６
円

一
個
の
ケ
ー
キ
を
二
人
で
分
け
る
方
法
は
？

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
手
芸
店
を
開
く
に

は
？

ゴ
ミ
に
は
値
段
が
つ
く
の
？
「
こ
づ
か
い
の
使
い
方
こ
そ
経
済
の
原
点
」
と

の
立
場
か
ら
、
身
近
な
こ
と
が
ら
を
題
材
に
、
子
ど
も
た
ち
が
参
加
す
る
経
済
教
室
が

ネ
ッ
ト
上
で
開
か
れ
た
。
そ
こ
に
出
て
き
た
情
報
や
意
見
を
紹
介
し
な
が
ら
、
経
済
と

は
ど
ん
な
も
の
か
を
考
え
、
身
に
つ
け
て
い
け
る
一
冊
。

［
２
０
０
５
年
６
月
］
500511Ȃ6

466

大
野
和
興

日
本
の
農
業
を
考
え
る

９
０
２
円

ス
ー
パ
ー
や
八
百
屋
に
な
ら
ぶ
大
量
の
農
畜
産
物
。
そ
れ
ら
は
ど
の
よ
う
に
し
て
つ
く

り
だ
さ
れ
て
い
る
の
か
。
残
留
農
薬
や
Ｂ
Ｓ
Ｅ（
狂
牛
病
）、鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
、

食
べ
物
の
安
全
を
お
び
や
か
す
こ
れ
ら
の
問
題
は
な
ぜ
お
こ
る
の
か
。
食
へ
の
不
安
が

高
ま
る
い
ま
、
食
料
供
給
の
根
幹
を
さ
さ
え
る
日
本
農
業
の
現
状
と
課
題
を
考
察
し
、

風
土
に
根
ざ
し
た
農
業
の
再
生
を
展
望
し
ま
す
。

［
２
０
０
４
年
４
月
］
500466Ȃ9

441

岩
田
靖
夫

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
思
想
入
門

９
９
０
円

デ
カ
ル
ト
、
カ
ン
ト
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
ら
が
説
く
多
彩
な
哲
学
は
す
べ
て
二
つ
の
土
台
に

上
に
立
つ
。
そ
れ
は
ギ
リ
シ
ア
の
思
想
と
ヘ
ブ
ラ
イ
の
信
仰
で
あ
る
。
本
書
は
、
二
つ

の
源
泉
の
本
質
は
何
か
を
、
文
学
や
美
術
、「
聖
書
」
な
ど
か
ら
探
り
、
さ
ら
に
近
現
代

の
哲
学
の
深
部
に
ど
う
入
り
こ
ん
で
い
る
か
を
分
析
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
思
想
の
核
心
が
ク

リ
ア
ー
に
見
え
て
く
る
。

［
２
０
０
３
年
７
月
］
500441Ȃ6

415

竹
田
青
嗣

哲
学
っ
て
な
ん
だ

ʕ
自
分
と
社
会
を
知
る
ʕ

８
４
０
円

哲
学
と
い
う
と
な
ん
だ
か
む
ず
か
し
そ
う
。
け
れ
ど
、
偉
い
人
の
立
派
な
考
え
を
学
ぶ

の
が
哲
学
で
は
な
い
。
何
か
困
難
に
ぶ
つ
か
っ
た
と
き
、
も
の
ご
と
を
根
本
か
ら
考
え

て
み
た
い
と
き
、
そ
こ
に
は
た
く
さ
ん
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
つ
ま
っ
て
い
る
。
哲
学
者
た
ち

は
自
由
や
社
会
、
そ
し
て
自
己
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
き
た
の
か
。
自
分
を
よ
り
よ
く

知
る
た
め
の
役
に
立
つ
哲
学
入
門
。

［
２
０
０
２
年
11
月
］
500415Ȃ7◆

386

鎌
田
᷵
編
著

人

権

読

本
９
２
４
円

ひ
と
が
人
間
ら
し
く
生
き
て
い
く
う
え
で
、
も
っ
と
も
大
事
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
人
権
。
自
分
の
た
め
に
も
他
者
の
人
権
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
を
知
る
こ
と
が
大
切

だ
。
こ
の
本
で
は
、
子
ど
も
の
い
じ
め
や
虐
待
を
は
じ
め
、
高
齢
者
、
過
労
死
、
ハ
ン

セ
ン
病
、
外
国
人
差
別
、
沖
縄
の
基
地
問
題
な
ど
、
現
場
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト
を
と
お
し

て
、
現
代
社
会
の
人
権
問
題
を
考
え
る
。

［
２
０
０
１
年
11
月
］
500386Ȃ0

63― 社会・倫理
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松
尾
剛
㗨

仏

教

入

門
９
４
６
円

仏
陀
の
誕
生
と
基
本
思
想
、
大
乗
仏
教
の
成
立
、
ア
ジ
ア
各
地
へ
の
展
開
を
わ
か
り
や

す
く
述
べ
る
と
と
も
に
、
日
本
の
仏
教
受
容
、
鎌
倉
新
仏
教
と
近
代
以
降
の
展
開
な
ど
、

日
本
仏
教
の
解
説
に
も
力
点
を
お
く
。
日
本
人
の
生
活
や
価
値
観
に
大
き
な
影
響
を
与

え
て
い
る
仏
教
の
本
質
を
知
り
、
現
代
を
生
き
る
私
た
ち
に
と
っ
て
の
仏
教
の
意
味
を

考
え
る
た
め
の
本
格
的
で
平
明
な
入
門
書
。

［
１
９
９
９
年
６
月
］
500322Ȃ8

285

森

英

樹

新
版

主
権
者
は
き
み
だ

ʕ
憲
法
の
わ
か
る
50
話
ʕ

９
０
２
円

生
活
や
政
治
の
主
人
公
は
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
、
そ
し
て
そ
の
よ
り
ど
こ
ろ
は
日
本
国

憲
法
で
す
。
暮
ら
し
の
中
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
か
ら
社
会
や
外
交
に
お
よ
ぶ
五
〇
の
話

題
を
と
り
あ
げ
、
混
迷
の
時
代
に
人
権
・
平
和
・
民
主
主
義
の
理
念
を
根
づ
か
せ
る
方

向
性
を
探
り
ま
す
。
主
権
者
教
育
の
画
期
的
テ
キ
ス
ト
と
高
評
を
得
た
旧
版
か
ら
六

年
、
日
本
国
憲
法
施
行
五
〇
年
の
年
に
待
望
の
新
版
！

［
１
９
９
７
年
３
月
］
500285Ȃ6

270

中
野
光
・
小
笠
毅
編
著

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
子
ど
も
の
権
利
条
約

９
９
０
円

「
全
世
界
の
子
ど
も
の
た
め
の
大
憲
章
」
と
も
い
う
べ
き
こ
の
条
約
が
日
本
で
発
効
し

て
か
ら
二
年
。
史
上
最
も
多
く
の
国
が
批
准
し
、
画
期
的
意
義
を
も
つ
こ
の
国
際
条
約

を
、
日
本
の
現
状
の
中
で
ど
う
読
み
、
権
利
の
確
立
に
向
け
て
ど
う
生
か
し
て
い
く
べ

き
か
。
条
約
の
内
容
と
精
神
を
条
文
ご
と
に
や
さ
し
く
解
説
、
一
冊
で
ま
る
ご
と
わ
か

る
便
利
な
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
。
正
文
と
そ
の
対
訳
付
。

［
１
９
９
６
年
５
月
］
500270Ȃ2◆

252

小

田

実

「
殺
す
な
」
と
「
共
生
」

ʕ
大
震
災
と
と
も
に
考
え
る
ʕ

８
１
４
円

九
五
年
一
月
の
阪
神
大
震
災
は
、
今
ま
で
築
い
て
き
た
「
経
済
大
国
」
日
本
の
現
実
を

も
一
気
に
露
呈
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
反
省
に
た
っ
て
、「
殺
し
、
殺
さ
れ
」
る
こ
と

な
く
本
当
に
「
共
に
生
き
る
」
市
民
社
会
を
こ
れ
か
ら
ど
う
つ
く
っ
て
い
く
べ
き
か
。

大
空
襲
の
体
験
を
思
索
の
出
発
点
と
し
、
今
ま
た
大
震
災
を
体
験
し
た
著
者
が
、
戦
後

五
〇
年
に
力
強
く
訴
え
る
。

［
１
９
９
５
年
４
月
］
500252Ȃ8◆

221

⁋
内
鏡
人
・
中
條
献

キ

ン

グ

牧

師

ʕ
人
種
の
平
等
と
人
間
愛
を
求
め
て
ʕ

９
４
６
円

ア
メ
リ
カ
公
民
権
運
動
の
指
導
者
と
し
て
、
つ
ね
に
非
暴
力
抵
抗
運
動
の
先
頭
に
立
っ

て
闘
い
、
志
半
ば
で
凶
弾
に
た
お
れ
た
キ
ン
グ
牧
師
。「
わ
た
し
に
は
夢
が
あ
る
。
そ

れ
は
、
い
つ
の
日
か
、
か
つ
て
の
奴
隷
の
息
子
と
、
奴
隷
所
有
者
の
息
子
が
、
兄
弟
と

し
て
同
じ
テ
ー
ブ
ル
に
腰
を
お
ろ
す
こ
と
だ
。」
人
間
愛
に
満
ち
た
社
会
の
実
現
を
め

ざ
し
、
三
九
年
の
生
涯
を
燃
焼
し
た
、
そ
の
足
跡
を
た
ど
る
。

［
１
９
９
３
年
６
月
］
500221Ȃ4

社会・倫理 ―64
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岸
本
重
陳

新
聞
の
読
み
か
た

９
０
２
円

「
新
聞
な
ん
て
読
む
気
に
な
ら
な
い
」「
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
用
が
た
り
る
よ
」
と
思

っ
て
い
る
若
い
人
た
ち
の
た
め
に
、
情
報
を
知
ら
な
い
と
い
か
に
損
を
す
る
か
、
お
も

し
ろ
い
新
聞
記
事
、
感
想
文
の
ま
と
め
方
な
ど
を
や
さ
し
く
手
ほ
ど
き
し
ま
す
。
ど
こ

か
ら
で
も
気
軽
に
読
め
て
、
社
会
科
そ
の
他
の
勉
強
や
宿
題
に
も
役
立
つ
、
た
い
へ
ん

便
利
な
一
冊
。

［
１
９
９
２
年
１
月
］
500200Ȃ9◆

194

Ṥ
口
健
二

こ

れ

が

原

発

だ

ʕ
カ
メ
ラ
が
と
ら
え
た
被
曝
者
ʕ

８
５
８
円

事
故
が
起
こ
ら
な
く
て
も
、
原
発
労
働
は
危
険
に
満
ち
て
い
る
。
原
子
炉
の
定
期
検
査

作
業
で
多
量
の
放
射
線
を
あ
び
、
が
ん
な
ど
に
か
か
る
労
働
者
は
多
い
。
寝
た
き
り
生

活
を
送
る
被
曝
労
働
者
、深
夜
の
ハ
イ
ウ
ェ
イ
を
つ
っ
走
る
核
燃
料
満
載
の
ト
ラ
ッ
ク
、

一
度
だ
け
入
れ
た
原
発
の
内
側
。
カ
メ
ラ
は
“
ク
リ
ー
ン
な
”
原
発
の
裏
の
顔
を
ク
ロ

ー
ズ
ア
ッ
プ
し
て
い
く
。

［
１
９
９
１
年
７
月
］
500194Ȃ1

171

中
村
元
・
田
辺
和
子

ブ

ッ

ダ

物

語
９
０
２
円

ブ
ッ
ダ
は
「
お
釈
ᷟ
さ
ま
」
の
名
で
知
ら
れ
る
仏
教
の
開
祖
で
す
。
シ
ャ
カ
族
の
王
子

に
生
ま
れ
、
生
き
る
苦
し
み
か
ら
悟
り
を
開
き
教
え
を
説
く
に
い
た
っ
た
そ
の
生
涯
を

た
ど
り
、
仏
教
の
教
義
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。
四
苦
八
苦
、
因
縁
、
縁
起
、

業
な
ど
よ
く
使
わ
れ
る
言
葉
の
本
来
の
意
味
を
解
説
し
、
悟
り
と
は
何
か
を
明
ら
か
に

す
る
や
さ
し
い
仏
教
入
門
。

［
１
９
９
０
年
４
月
］
500171Ȃ2◆

163

斎
藤
㗨
郎

手
Ṃ
治
虫
が
ね
が
っ
た
こ
と

９
０
２
円

漫
画
と
い
う
自
由
な
場
を
通
じ
て
、
手
塚
治
虫
が
投
げ
か
け
た
こ
と
を
た
し
か
め
る
。

科
学
技
術
と
人
間
、
戦
争
と
平
和
、
善
と
悪
…
…
。
そ
れ
ら
は
も
ち
ろ
ん
今
も
問
題
で

あ
り
つ
づ
け
、
こ
れ
か
ら
を
生
き
る
子
ど
も
た
ち
の
前
に
横
た
わ
る
。『
ジ
ャ
ン
グ
ル

大
帝
』『
鉄
腕
ア
ト
ム
』
か
ら
『
ア
ド
ル
フ
に
告
ぐ
』
に
い
た
る
ま
で
、
手
Ṃ
漫
画
と
共

に
育
っ
た
著
者
が
、
思
い
を
こ
め
て
語
る
一
冊
。

［
１
９
８
９
年
８
月
］
500163Ȃ7

99

山
下
正
男

論
理
的
に
考
え
る
こ
と

９
４
６
円

も
の
ご
と
の
本
質
を
と
ら
え
る
た
め
に
は
、
感
性
や
想
像
力
と
と
も
に
、
論
理
的
に
考

え
る
力
が
な
に
よ
り
も
必
要
で
す
。
こ
の
本
は
、
論
理
学
の
初
歩
を
、
豊
富
な
事
例
で

わ
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。
論
理
的
な
考
え
方
を
身
に
つ
け
る
と
、
自
分
の
考
え
を

す
じ
道
だ
て
て
展
開
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
複
雑
な
現
象
の
背
後
に
ひ
そ
む
論
理
を
と

ら
え
、
世
界
を
見
る
目
が
開
け
て
き
ま
す
。

［
１
９
８
５
年
８
月
］
500099Ȃ9

65― 社会・倫理
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小
山
内
美
江
子

21
世
紀
を
生
き
る
君
た
ち
へ

ʕ
日
本
の
明
日
を
考
え
る
ʕ

８
１
４
円

十
年
余
り
後
に
迎
え
る
二
一
世
紀
に
は
、
若
い
み
な
さ
ん
は
社
会
の
中
心
的
な
に
な
い

手
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
本
で
は
、ᴜ
３
年
Ｂ
組
金
八
先
生
ᶹ
の
シ
ナ

リ
オ
作
家
で
あ
る
著
者
が
、
東
南
ア
ジ
ア
で
見
聞
き
し
た
こ
と
、
考
え
た
こ
と
か
ら
、

君
た
ち
の
学
校
、
勉
強
、
生
き
方
に
つ
い
て
問
い
か
け
、
日
本
の
進
む
べ
き
道
を
探
り

ま
す
。
明
日
を
生
き
る
若
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
。

［
１
９
８
４
年
10
月
］
500084Ȃ5

65

武
田
清
子

わ
た
し
た
ち
と
世
界

ʕ
人
を
知
り

国
を
知
る
ʕ

９
０
２
円

世
界
の
人
び
と
と
仲
良
く
手
を
た
ず
さ
え
あ
っ
て
暮
ら
し
て
い
く
に
は
ど
う
し
た
ら
よ

い
の
だ
ろ
う
。
世
界
各
地
を
訪
れ
た
著
者
は
、
ど
こ
の
国
・
ど
こ
の
人
び
と
か
ら
も
、

差
別
の
な
い
、
自
由
で
平
和
な
つ
き
合
い
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
心
う
つ

エ
ピ
ソ
ー
ド
で
そ
れ
を
語
り
ま
す
。
私
た
ち
日
本
人
が
こ
れ
か
ら
生
き
て
い
く
う
え
で

大
事
な
こ
と
を
気
づ
か
せ
て
く
れ
る
本
で
す
。

［
１
９
８
３
年
８
月
］
500065Ȃ4

56

山
形
孝
夫

聖

書

物

語
９
４
６
円

聖
書
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
典
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
を
理
解
す

る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
書
物
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
こ
の
本
は
、
天
地
創
造
に
は
じ
ま
る

『
旧
約
聖
書
』
と
キ
リ
ス
ト
の
言
行
・
生
涯
を
綴
っ
た
『
新
約
聖
書
』
の
な
か
か
ら
有
名

な
お
話
を
と
り
あ
げ
、
名
言
を
ち
り
ば
め
な
が
ら
物
語
風
に
ま
と
め
て
あ
り
ま
す
。
人

類
の
古
典
で
あ
る
聖
書
に
親
し
む
手
引
き
。

［
１
９
８
２
年
12
月
］
500056Ȃ2◆

14

村
上
重
良

世

界

の

宗

教

品
切（
電
子
版
あ
り
）

今
日
、
宗
教
は
世
界
中
の
ど
の
地
域
に
も
あ
り
、
宗
教
が
社
会
全
体
を
動
か
し
て
い
る

国
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
宗
教
は
歴
史
の
中
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

本
書
で
は
、
仏
教
、
キ
リ
ス
ト
教
、
儒
教
、
イ
ス
ラ
ム
教
な
ど
世
界
の
主
要
な
宗
教
と

そ
の
日
本
へ
の
影
響
に
つ
い
て
ま
と
ま
っ
た
知
識
が
得
ら
れ
ま
す
。
歴
史
や
倫
社
の
勉

強
に
も
役
立
ち
、
社
会
を
見
る
眼
を
ひ
ろ
げ
ま
す
。

［
１
９
８
０
年
３
月
］
500014Ȃ2◆

社会・倫理 ―66
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国
際
社
会
・
地
理

931

西
村
幹
子
・
小
野
道
子
・
井
上
儀
子

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
時
代
の
国
際
協
力

ʕ
ア
ジ
ア
で
共
に
学
校
を
つ
く
る
ʕ

８
８
０
円

子
ど
も
た
ち
の
「
学
校
に
行
き
た
い
！
」
を
支
え
て

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
長
く
学

校
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
動
を
、
日
本
か
ら
の
参
加
者
・
現
地
の
生

徒
た
ち
の
生
の
声
と
と
も
に
紹
介
。
支
援
す
る
側
・
さ
れ
る
側
で
は
な
く
、
た
が
い
に

当
事
者
と
し
て
「
協
働
」
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
あ
り
方
を
考
え
る
。
共
に
歩
む

未
来
を
つ
く
る
、
こ
れ
か
ら
の
国
際
協
力
と
は
？

［
２
０
２
１
年
２
月
］
500931Ȃ2◆

886

菊

池

聡

〈
超
・
多
国
籍
学
校
〉
は
今
日
も
に
ぎ
や
か
！

ʕ
多
文
化
共
生
っ
て
何
だ
ろ
う
ʕ

９
０
２
円

外
国
籍
の
児
童
な
ど
様
々
な
文
化
的
背
景
を
も
つ
子
ど
も
た
ち
が
多
く
通
う
公
立
小
学

校
。
こ
こ
で
は
国
際
教
室
を
中
心
に
多
様
性
を
尊
重
し
た
学
校
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い

る
。
習
熟
度
別
の
小
人
数
ク
ラ
ス
、さ
ま
ざ
ま
な
国
の
言
葉
が
貼
り
出
さ
れ
た
昇
降
口
、

多
文
化
を
意
識
し
た
華
や
か
な
運
動
会
…
…
。
長
年
に
わ
た
り
国
際
教
室
を
担
当
し
て

き
た
著
者
が
こ
れ
か
ら
の
多
文
化
共
生
の
あ
り
方
を
語
る
。

［
２
０
１
８
年
11
月
］
500886Ȃ5◆

873

水
野
俊
平

台
湾
の
若
者
を
知
り
た
い

９
４
６
円

東
日
本
大
震
災
の
直
後
に
二
〇
〇
億
円
も
の
義
援
金
を
送
っ
て
く
れ
た
台
湾
の
人
々
。

そ
の
影
響
で
、台
湾
へ
旅
行
を
す
る
日
本
人
の
数
は
年
々
増
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、

私
た
ち
は
台
湾
人
の
普
通
の
若
者
に
つ
い
て
、
ほ
と
ん
ど
何
も
知
り
ま
せ
ん
。
台
湾
の

若
者
の
学
校
生
活
、
受
験
戦
争
、
兵
役
、
就
活
…
…
、
三
年
以
上
に
渡
る
現
地
取
材
を

重
ね
て
知
っ
た
、
台
湾
人
の
意
外
な
日
常
生
活
。

［
２
０
１
８
年
５
月
］
500873Ȃ5◆

67― 国際社会・地理
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横
手
尚
子
・
横
山
カ
ズ

世
界
に
通
じ
る
マ
ナ
ー
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ʕ
つ
な
が
る
心
、
英
語
は
翼
ʕ

９
４
６
円

だ
れ
も
が
身
に
つ
け
て
お
く
べ
き
マ
ナ
ー
や
国
際
化
す
る
社
会
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
異
文
化
理
解
の
マ
ナ
ー
、
外
国
人
と
接
す
る
際
の
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

極
意
を
伝
授
し
ま
す
。
マ
ナ
ー
の
基
本
５
原
則
、
敬
語
の
使
い
方
、
相
手
に
伝
わ
り
や

す
い
お
も
て
な
し
英
語
な
ど
、
マ
ナ
ー
講
師
、
同
時
通
訳
者
と
し
て
活
躍
す
る
著
者
た

ち
が
実
践
で
役
立
つ
マ
ナ
ー
の
基
本
を
紹
介
し
ま
す
。

［
２
０
１
７
年
７
月
］
500857Ȃ5◆

846

三
瓶
恵
子

女
も
男
も
生
き
や
す
い
国
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

９
６
８
円

女
性
の
議
員
や
大
臣
も
多
く
、
父
親
の
育
休
取
得
も
当
た
り
前
の
国
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
。

男
女
平
等
政
策
の
推
進
は
、
こ
こ
三
〇
年
で
大
き
く
進
み
、
今
も
日
々
更
新
中
だ
。
保

育
園
や
学
校
、
企
業
や
社
会
で
の
取
り
組
み
を
く
わ
し
く
報
告
す
る
。
一
〇
代
や
子
育

て
世
代
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
も
そ
の
成
果
が
見
え
て
く
る
。
目
指
す
べ
き
未
来
へ

の
示
唆
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。

［
２
０
１
７
年
１
月
］
500846Ȃ9◆

825

明
石
和
康

国
際
情
勢
に
強
く
な
る
英
語
キ
ー
ワ
ー
ド

８
８
０
円

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
ま
す
ま
す
進
む
な
か
、
海
外
の
ニ
ュ
ー
ス
を
読
ん
だ
り
、
英
語
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
は
か
る
う
え
で
ニ
ュ
ー
ス
英
語
の
基
礎
知
識
は
不
可
欠
で
す
。

米
大
統
領
選
挙
、
金
融
危
機
、
対
テ
ロ
戦
争
、
地
球
温
暖
化
、
Ｉ
Ｓ
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
Ｃ
Ｏ

Ｐ
な
ど
の
重
要
キ
ー
ワ
ー
ド
を
、
国
際
情
勢
の
文
脈
の
な
か
で
わ
か
り
や
す
く
解
説
し

ま
す
。

［
２
０
１
６
年
３
月
］
500825Ȃ4◆

774

ア
グ
ネ
ス
・
チ
ャ
ン

わ
た
し
も
ぼ
く
も
地
球
人

ʕ
み
ん
な
地
球
に
生
き
る
ひ
と

Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
4
ʕ９

２
４
円

３
・
11
の
被
災
地
に
何
度
も
入
り
、
子
ど
も
や
お
年
寄
り
と
触
れ
あ
う
。
世
界
の
国
々

で
貧
困
や
砂
漠
化
に
苦
し
む
人
た
ち
の
現
実
を
見
、
手
を
さ
し
の
べ
る
。
自
身
の
体
験

を
通
し
て
、
近
㓊
諸
国
と
の
摩
擦
を
は
じ
め
大
問
題
に
直
面
す
る
今
の
日
本
を
ど
う
見

る
か
、
ど
う
あ
っ
て
ほ
し
い
か
を
語
る
。
さ
ら
に
、
若
い
世
代
に
存
分
に
学
び
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
る
。

［
２
０
１
４
年
７
月
］
500774Ȃ5

767

酒
井
啓
子

中
東
か
ら
世
界
が
見
え
る
〈
知
の
航
海
〉
シ
リ
ー
ズ

ʕ
イ
ラ
ク
戦
争
か
ら
「
ア
ラ
ブ
の
春
」
へ
ʕ

９
６
８
円

デ
モ
に
よ
っ
て
独
裁
政
権
を
倒
し
た
「
ア
ラ
ブ
の
春
」
か
ら
数
年
。
中
東
地
域
は
、
ま

す
ま
す
混
乱
し
、
テ
ロ
や
内
戦
が
続
い
て
い
る
。
な
ぜ
そ
ん
な
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
ろ

う
。
国
際
社
会
や
宗
教
は
、
ど
う
関
係
し
た
の
か
。
ま
た
、
中
東
政
治
の
カ
ギ
を
握
る

若
者
た
ち
は
、
デ
モ
や
戦
場
で
、
何
を
求
め
て
動
い
て
い
る
の
か
。
中
東
問
題
を
「
ち

ゃ
ん
と
」
知
り
た
い
人
の
た
め
の
は
じ
め
の
一
冊
で
す
。

［
２
０
１
４
年
３
月
］
500767Ȃ7
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高
橋
和
志
・
山
形
辰
史
編
著

国
際
協
力
っ
て
な
ん
だ
ろ
う

ʕ
現
場
に
生
き
る
開
発
経
済
学
ʕ

９
９
０
円

貧
困
削
減
や
開
発
援
助
、
感
染
症
対
策
、
平
和
構
築
、
紛
争
予
防
、
環
境
保
全
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
な
ど
、
国
際
協
力
に
関
わ
る
二
四
の
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
て
解
説
。
現
場
の
研

究
者
の
目
に
映
っ
た
開
発
途
上
国
の
厳
し
い
現
状
や
課
題
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
開
発

経
済
学
の
視
点
か
ら
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
変
化
し
て
い
る
開
発
途
上
国
の
㗡
や
国
際
開

発
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

［
２
０
１
０
年
11
月
］
500668Ȃ7

635

久
留
宮

隆

国
境
な
き
医
師
が
行
く

８
８
０
円

「
医
者
と
し
て
の
原
点
に
立
ち
返
り
た
い
」。
勤
務
先
の
病
院
を
辞
し
て
「
国
境
な
き
医

師
団
」
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
参
加
し
た
著
者
が
自
ら
の
体
験
を
語
る
。
赴
任
し
た
ア
フ
リ

カ
で
見
た
も
の
は
、
紛
争
や
貧
困
の
中
で
充
分
な
医
療
を
受
け
ら
れ
ず
に
命
を
落
と
し

て
い
く
患
者
た
ち
の
㗡
だ
っ
た
。
国
際
ス
タ
ッ
フ
と
と
も
に
数
々
の
困
難
に
立
ち
向
か

っ
た
壮
絶
な
救
命
救
急
医
療
の
現
場
報
告
。

［
２
０
０
９
年
９
月
］
500635Ȃ9

622

足
立
力
也

平
和
っ
て
な
ん
だ
ろ
う

ʕ
「
軍
隊
を
す
て
た
国
」
コ
ス
タ
リ
カ
か
ら
考
え
る
ʕ

品
切（
電
子
版
あ
り
）

「
軍
隊
を
す
て
た
国
」
と
し
て
注
目
を
浴
び
る
国
、
中
米
コ
ス
タ
リ
カ
。
コ
ス
タ
リ
カ
の

人
び
と
が
考
え
る
平
和
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
だ
ろ
う
？

民
主
的
な
選
挙
シ
ス

テ
ム
や
憲
法
小
法
廷
、
窓
口
負
担
無
料
の
医
療
制
度
、
環
境
を
守
る
活
動
な
ど
を
紹
介
。

自
由
と
民
主
主
義
を
重
ん
じ
る
社
会
の
中
で
育
ま
れ
る
人
々
の
意
識
を
探
り
な
が
ら
、

あ
ら
た
め
て
平
和
と
は
な
に
か
を
考
え
る
。

［
２
０
０
９
年
５
月
］
500622Ȃ9◆

554

ア
グ
ネ
ス
・
チ
ャ
ン

み
ん
な
地
球
に
生
き
る
ひ
と
Part３

ʕ
愛
、
平
和
、
そ
し
て
自
由
ʕ

９
２
４
円

ア
フ
リ
カ
の
少
年
兵
、
戦
乱
の
イ
ラ
ク
で
生
き
る
少
女
、
エ
イ
ズ
に
感
染
し
た
若
い
母

親
、
ア
ジ
ア
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
売
ら
れ
る
子
ど
も
…
…
世
界
を
少
し
で
も
よ
く
し
た
い

と
願
う
ア
グ
ネ
ス
の
ふ
れ
あ
い
旅
は
続
き
ま
す
。
ユ
ニ
ー
ク
な
親
子
の
つ
き
あ
い
方

や
、
日
本
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
き
び
し
く
も
あ
た
た
か
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
う
れ
し
い
、

大
好
評
の
前
二
著
に
続
く
感
動
体
験
満
載
の
第
三
弾
。

［
２
０
０
７
年
１
月
］
500554Ȃ3

551

あ
し
な
が
育
英
会
編
著

世
界
の
遺
児
100
人
の
夢

ʪ
カ
ラ
ー
口
絵
16
頁
ʫ
９
２
４
円

地
震
や
津
波
、
テ
ロ
、
病
気
な
ど
で
親
を
亡
く
し
た
世
界
一
六
カ
国
の
子
ど
も
た
ち
が

日
本
に
や
っ
て
来
ま
し
た
。
癒
え
な
い
悲
し
み
、
日
々
の
暮
ら
し
、
将
来
の
夢
、
平
和

へ
の
思
い
を
遺
児
み
ず
か
ら
が
率
直
に
語
り
ま
す
。
序
文
は
野
田
正
彰
氏
。
女
優
で
国

連
開
発
計
画
親
善
大
使
の
紺
野
美
沙
子
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
掲
載
。［２

０
０
６
年
12
月
］
500551Ȃ2

69― 国際社会・地理
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518

岸
谷
美
穂

イ
ラ
ク
の
戦
場
で
学
ん
だ
こ
と

８
１
４
円

イ
ラ
ク
北
部
ク
ル
ド
人
自
治
区
で
、
三
年
間
に
わ
た
り
た
っ
た
一
人
の
日
本
人
現
場
責

任
者
と
し
て
人
道
支
援
活
動
に
た
ず
さ
わ
っ
た
若
き
女
性
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ス
タ
ッ
フ
の
体
験
。

紛
争
地
の
厳
し
い
現
実
の
な
か
で
生
き
る
ク
ル
ド
の
人
々
と
出
会
い
、
怒
り
、
悩
み
、

戸
惑
い
な
が
ら
難
民
救
援
や
医
療
援
助
活
動
に
奔
走
す
る
日
々
。
彼
女
が
戦
場
で
感
じ

た
こ
と
は
何
だ
っ
た
の
か
？

［
２
０
０
５
年
９
月
］
500518Ȃ5

460

森

英

樹

国
際
協
力
と
平
和
を
考
え
る
50
話

８
５
８
円

自
衛
隊
の
イ
ラ
ク
派
遣
問
題
、
北
朝
鮮
の
核
開
発
、
日
本
を
標
的
と
し
た
テ
ロ
の
警
告

な
ど
、
遠
い
地
の
紛
争
へ
の
関
わ
り
だ
け
で
な
く
、
日
本
を
と
り
ま
く
平
和
へ
の
不
安

要
素
も
増
し
て
い
ま
す
。
い
ま
日
本
の
国
際
協
力
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。
ま
た
日
本
と

世
界
の
平
和
と
安
全
を
ど
の
よ
う
に
保
障
す
れ
ば
い
い
の
か
。
二
一
世
紀
の
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
を
身
近
な
五
〇
の
話
題
で
解
説
し
ま
す
。

［
２
０
０
４
年
２
月
］
500460Ȃ7

433

水
野
俊
平

㕾
国
の
若
者
を
知
り
た
い

品
切（
電
子
版
あ
り
）

焼
肉
や
キ
ム
チ
、
映
画
や
歌
手
は
知
っ
て
い
て
も
、
ふ
つ
う
の
若
者
が
ど
ん
な
暮
ら
し

を
し
、
ど
ん
な
マ
イ
ン
ド
を
も
っ
て
い
る
か
、
知
っ
て
い
ま
す
か
。
過
酷
な
受
験
競
争
、

厳
し
い
校
則
、
二
年
以
上
の
兵
役
、
濃
密
な
友
だ
ち
づ
き
あ
い
。
さ
ら
に
、
歴
史
認
識

と
日
本
人
を
ど
う
見
て
い
る
か
。
㓊
人
と
し
て
つ
き
あ
っ
て
い
く
た
め
に
、
こ
れ
だ
け

は
知
っ
て
お
き
た
い
。

［
２
０
０
３
年
５
月
］
500433Ȃ1◆

329

原

康

国
際
関
係
が
わ
か
る
本

９
０
２
円

「
国
」
と
は
何
か
か
ら
、
外
交
の
作
法
や
国
際
社
会
の
ル
ー
ル
、
冷
戦
後
の
国
際
秩
序
づ

く
り
、
平
和
・
人
権
・
環
境
な
ど
国
境
を
越
え
た
人
類
共
通
の
理
念
づ
く
り
ま
で
、
国

際
関
係
の
諸
問
題
を
コ
ソ
ボ
、
ユ
ー
ロ
な
ど
時
事
的
な
例
に
そ
っ
て
具
体
的
に
語
り
、

「
国
際
関
係
っ
て
ど
ん
な
関
係
？
」
と
い
う
質
問
に
わ
か
り
や
す
く
答
え
ま
す
。
世
界

に
向
か
っ
て
活
躍
し
た
い
若
い
世
代
は
必
読
。

［
１
９
９
９
年
８
月
］
500329Ȃ7

264

渡

部

淳

国
際
感
覚
っ
て
な
ん
だ
ろ
う

９
０
２
円

英
会
話
が
で
き
、
外
国
人
と
そ
つ
な
く
つ
き
あ
え
れ
ば
い
い
？

二
一
世
紀
を
生
き
る

若
者
に
求
め
ら
れ
る
国
際
感
覚
は
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
人
の
人
間
と
し
て
異
文

化
と
む
き
あ
い
、
平
和
・
人
権
・
環
境
な
ど
人
類
共
通
の
問
題
解
決
に
参
加
で
き
る
、

そ
ん
な
「
地
球
市
民
」
と
し
て
の
㗦
質
を
身
に
つ
け
た
い
。
自
己
表
現
や
討
論
の
能
力
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
具
体
例
豊
富
に
探
り
ま
す
。

［
１
９
９
５
年
11
月
］
500264Ȃ1◆

国際社会・地理 ―70
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129

ア
グ
ネ
ス
・
チ
ャ
ン

み
ん
な
地
球
に
生
き
る
ひ
と

ʕ
出
会
い
・
わ
か
れ
・
再
見
ʕ

８
５
８
円

幸
せ
と
は
何
か
を
気
づ
か
せ
て
く
れ
た
桂
林
の
お
じ
い
さ
ん
、
中
学
生
の
と
き
歌
手
と

し
て
の
眼
を
開
か
せ
て
く
れ
た
シ
ス
タ
ー
、
飢
餓
の
ア
フ
リ
カ
を
た
ず
ね
て
学
ん
だ
人

間
の
や
さ
し
さ
、
こ
わ
か
っ
た
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
の
取
材
、
中
国
の
子
ど
も
た
ち
と
の
歌
で
の

出
会
い
と
わ
か
れ
、
赤
ち
ゃ
ん
を
産
ん
で
知
っ
た
母
と
し
て
の
思
い
。
ア
グ
ネ
ス
・
チ

ャ
ン
の
、
こ
こ
ろ
あ
た
た
ま
る
ふ
れ
あ
い
体
験
。

［
１
９
８
７
年
６
月
］
500129Ȃ3

71― 国際社会・地理
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戦
争
・
平
和

963

岩
波
ジ
ュ
ニ
ア
新
書
編
集
部
編

10
代
が
考
え
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争

９
９
０
円

二
一
世
紀
に
起
き
た
大
国
に
よ
る
軍
事
侵
攻
を
若
い
世
代
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
衝
撃
、
不
安
、
怒
り
、
苛
立
ち
、
不
信
、
そ
し
て
自
分
に
何
が

出
来
る
の
か
を
模
索
す
る
若
者
た
ち
…
‥
。
各
地
の
高
校
生
に
率
直
な
思
い
を
聞
き
ま

し
た
。
若
い
世
代
が
戦
争
と
平
和
に
つ
い
て
共
に
考
え
る
た
め
の
一
冊
で
す
。

［
２
０
２
３
年
２
月
］
500963Ȃ3

894

橋

本

昇

内
戦
の
地
に
生
き
る

ʕ
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
が
見
た
「
い
の
ち
」
ʕ９

９
０
円

母
親
の
胸
に
顔
を
埋
め
無
心
に
唇
を
吸
い
続
け
る
㙅
せ
こ
け
た
赤
ん
坊
、
ス
ナ
イ
パ
ー

の
銃
撃
に
お
び
え
な
が
ら
も
熱
い
抱
擁
を
し
て
愛
を
確
か
め
合
う
若
い
恋
人
た
ち
、
自

爆
攻
撃
を
し
た
「
英
雄
」
の
息
子
の
遺
影
を
複
雑
な
表
情
で
抱
え
る
父
親
。
貧
困
、
飢

餓
、
民
族
対
立
の
な
か
で
「
死
」
と
㓊
り
合
わ
せ
に
暮
ら
す
人
々
の
「
生
」
を
長
年
に

わ
た
っ
て
撮
り
続
け
た
写
真
家
が
生
き
る
意
味
を
問
い
か
け
る
。
［
２
０
１
９
年
４
月
］
500894Ȃ0

880

川

崎

哲

核
兵
器
は
な
く
せ
る

９
０
２
円

二
〇
一
七
年
七
月
、
国
連
で
核
兵
器
の
全
面
禁
止
を
掲
げ
た
「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
が

成
立
し
、
条
約
の
成
立
に
大
き
く
貢
献
し
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
は
、
同
年
一
〇
月
に

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
ま
す
。
そ
の
中
心
で
、
今
も
核
兵
器
廃
絶
の
た
め
に
奔
走

す
る
著
者
が
、
条
約
が
で
き
て
い
く
様
子
や
日
々
の
活
動
、
そ
し
て
世
界
の
こ
れ
か
ら

に
つ
い
て
、
核
の
現
状
を
ふ
ま
え
な
が
ら
熱
く
語
り
ま
す
。

［
２
０
１
８
年
７
月
］
500880Ȃ3◆

戦争・平和 ―72
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879

谷
口
長
世

ア
ン
ネ
・
フ
ラ
ン
ク
に
会
い
に
行
く

９
９
０
円

ナ
チ
収
容
所
で
一
五
年
の
短
い
生
涯
を
終
え
た
ア
ン
ネ
・
フ
ラ
ン
ク
。
第
二
㗨
世
界
大

戦
が
終
わ
っ
て
七
〇
年
以
上
が
経
過
し
た
今
も
な
お
、
世
界
各
地
で
戦
乱
の
犠
牲
者
は

あ
と
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
な
ぜ
、
ア
ン
ネ
や
世
界
中
の
何
の
罪
も
な
い
普
通
の
人
々
が
殺

さ
れ
、
傷
つ
け
ら
れ
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
ア
ン
ネ
の
生
き
抜
い

た
時
代
を
巡
る
旅
を
通
し
て
平
和
の
意
味
を
考
え
ま
す
。

［
２
０
１
８
年
７
月
］
500879Ȃ7◆

840

徳
川
宗
英

徳
川
家
が
見
た
戦
争

９
６
８
円

戦
国
の
世
に
終
止
符
を
打
ち
、二
六
〇
年
に
お
よ
ぶ
泰
平
の
世
を
謳
歌
し
た
江
戸
時
代
。

幕
府
を
支
え
た
田
安
徳
川
家
の
第
十
一
代
当
主
が
、
戦
争
へ
の
道
を
歩
ん
だ
明
治
以
降

の
日
本
社
会
の
軌
跡
を
考
察
す
る
。
日
本
は
な
ぜ
戦
争
を
始
め
た
の
か
、
二
度
と
戦
争

を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
は
何
が
必
要
な
の
か
。
自
身
の
海
軍
兵
学
校
時
代
の
体
験
を
ま

じ
え
て
語
る
若
い
世
代
の
た
め
の
平
和
論
。

［
２
０
１
６
年
９
月
］
500840Ȃ7

835

Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
『
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
23
』
取
材
班
編

綾
瀬
は
る
か

「
戦
争
」
を
聞
く
II

ʪ
カ
ラ
ー
口
絵
〉
１
０
１
２
円

広
島
出
身
の
女
優
・
綾
瀬
は
る
か
が
被
爆
者
の
も
と
を
訪
ね
ま
す
。
爆
心
直
下
で
被
爆

し
な
が
ら
奇
跡
的
に
命
を
つ
な
い
だ
人
々
、
被
爆
直
後
の
惨
状
の
中
で
生
ま
れ
た
命
、

原
爆
症
の
父
を
支
え
続
け
た
娘
…
。
戦
争
体
験
者
の
言
葉
を
通
し
て
平
和
の
意
味
を
考

え
ま
す
。
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
23
「
綾
瀬
は
る
か
『
戦
争
』

を
聞
く
」
シ
リ
ー
ズ
の
書
籍
化
第
２
弾
。

［
２
０
１
６
年
７
月
］
500835Ȃ3

760

石
川
逸
子

日
本
軍
「
慰
安
婦
」
に
さ
れ
た
少
女
た
ち

９
２
４
円

約
七
〇
年
前
、
ア
ジ
ア
の
少
女
た
ち
の
青
春
が
奪
わ
れ
た
。
日
本
軍
は
侵
略
す
る
先
々

に
、
国
内
に
少
女
を
連
行
し
、
将
兵
の
た
め
の
「
慰
安
婦
」
と
し
た
。
㕾
国
で
の
直
接

取
材
に
も
と
づ
き
、
強
制
連
行
、「
慰
安
所
」
の
暮
ら
し
、
戦
後
の
生
活
、
と
彼
女
た
ち

の
想
像
を
絶
す
る
苦
難
を
描
く
。
旧
版
『「
従
軍
慰
安
婦
」
に
さ
れ
た
少
女
た
ち
』
に
こ

の
二
〇
年
の
動
き
を
加
え
、
書
名
を
変
え
て
刊
行
。

［
２
０
１
３
年
11
月
］
500760Ȃ8

741

Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
『
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
23
』
取
材
班
編

綾
瀬
は
る
か

「
戦
争
」
を
聞
く

９
９
０
円

爆
心
地
で
奇
跡
的
に
一
命
を
取
り
留
め
67
年
ぶ
り
に
再
会
を
果
た
し
た
幼
な
じ
み
、
惨

状
を
目
の
当
た
り
に
し
て
呆
然
と
す
る
女
性
、
救
え
な
か
っ
た
命
の
重
み
を
思
い
続
け

る
男
性
…
…
。
広
島
出
身
の
女
優
・
綾
瀬
は
る
か
が
被
爆
者
や
沖
縄
戦
の
関
係
者
の
も

と
を
訪
ね
ま
す
。
今
ま
で
語
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
辛
い
戦
争
の
記
憶
。
今
、
語
り

継
い
で
い
き
た
い
大
切
な
記
録
で
す
。

［
２
０
１
３
年
４
月
］
500741Ȃ7

73― 戦争・平和
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740

広
岩
近
広

被
爆
ア
オ
ギ
リ
と
生
き
る
語
り
部
・
沼
田
鈴
子
の
伝
言

９
４
６
円

22
歳
の
夏
、
広
島
で
被
爆
し
た
沼
田
さ
ん
は
左
足
を
失
う
。
焼
け
焦
げ
た
ア
オ
ギ
リ
が

新
芽
を
出
す
㗡
に
励
ま
さ
れ
、
自
殺
を
思
い
と
ど
ま
る
。
や
が
て
原
爆
記
録
映
画
へ
の

登
場
を
き
っ
か
け
に
、
証
言
活
動
を
は
じ
め
る
。
欧
米
や
ア
ジ
ア
で
は
、
被
爆
者
と
加

害
者
の
両
方
の
立
場
で
語
り
、
平
和
の
尊
さ
を
訴
え
続
け
た
。
戦
争
や
平
和
、
今
後
の

社
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
の
一
冊
。

［
２
０
１
３
年
４
月
］
500740Ȃ0

652

安
島
太
佳
由

吉
田
裕
監
修

歩
い
て
見
た
太
平
洋
戦
争
の
島
々

ʪ
カ
ラ
ー
16
頁
〉
１
０
７
８
円

太
平
洋
戦
争
で
激
戦
地
と
な
っ
た
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
・
硫
黄
島
な
ど
で
は
、
数
十
万
の
兵

士
が
命
を
落
と
し
た
。
島
々
に
今
も
残
る
戦
車
・
戦
闘
機
の
残
骸
や
兵
士
た
ち
の
遺
品

は
、
戦
争
の
過
酷
さ
を
見
る
者
に
生
々
し
く
伝
え
て
く
れ
る
。
現
地
を
歩
き
な
が
ら
撮

影
し
た
戦
跡
を
多
く
の
写
真
で
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
ど
ん
な
作
戦
の
も
と
に
戦
闘
が

展
開
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
を
詳
し
く
解
説
す
る
。

［
２
０
１
０
年
４
月
］
500652Ȃ6

260

長
崎
総
合
科
学
大
学
長
崎
平
和
文
化
研
究
所
編

新
版

ナ

ガ

サ

キ
１
９
４
５
年

８
月
９
日

９
０
２
円

キ
リ
シ
タ
ン
殉
教
と
西
洋
文
明
受
け
入
れ
の
歴
史
で
知
ら
れ
る
長
崎
は
、
一
九
四
五
年

八
月
九
日
、
原
爆
に
よ
り
一
㒒
の
う
ち
に
死
の
街
と
化
し
た
。
長
崎
の
生
存
者
の
証
言

や
追
悼
碑
の
案
内
、
平
和
へ
の
歩
み
を
つ
づ
っ
た
旧
版
を
、
被
爆
五
〇
年
を
機
に
全
面

改
訂
。
原
爆
投
下
に
関
す
る
新
事
実
を
加
え
、
核
を
め
ぐ
る
新
し
い
状
況
の
中
で
の
平

和
運
動
の
展
開
を
伝
え
る
。

［
１
９
９
５
年
７
月
］
500260Ȃ3

256

近
藤
康
子

コ
ル
チ
ャ
ッ
ク
先
生

９
４
６
円

「
私
は
子
ど
も
た
ち
の
父
親
な
の
で
す
。
私
だ
け
が
ど
う
し
て
」。
自
分
だ
け
に
さ
し
の

べ
ら
れ
た
救
い
の
手
を
拒
絶
し
、
教
え
子
た
ち
と
と
も
に
死
の
収
容
所
ト
レ
ブ
リ
ン
カ

行
き
の
貨
車
へ
…
…
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ユ
ダ
ヤ
人
で
「
子
ど
も
の
権
利
条
約
の
精
神
的

な
父
」
と
言
わ
れ
る
教
育
家
コ
ル
チ
ャ
ッ
ク
（
一
八
七
九
ʕ
一
九
四
二
）
の
壮
絶
な
生

涯
と
、
そ
の
先
駆
的
な
人
権
思
想
を
ḷ
る
。

［
１
９
９
５
年
６
月
］
500256Ȃ6◆

207

伊
波
園
子

ひ
め
ゆ
り
の
沖
縄
戦

ʕ
一
少
女
は
嵐
の
な
か
を
生
き
た
ʕ

９
４
６
円

半
世
紀
前
、
一
〇
代
の
少
女
た
ち
が
戦
争
の
中
を
生
き
た
。「
飯
上
げ
」、
壕
掘
り
、
傷

病
兵
の
看
護
。
危
険
な
激
務
は
彼
女
た
ち
を
、
死
の
危
険
に
さ
ら
し
た
。
壕
で
の
生
活

に
は
じ
ま
り
、
南
部
へ
の
逃
避
行
を
経
て
、
つ
い
に
最
南
端
ま
で
追
い
つ
め
ら
れ
て
い

く
。
ひ
め
ゆ
り
学
徒
隊
の
一
少
女
の
目
を
通
し
て
、
沖
縄
戦
の
実
相
が
浮
き
上
が
る
。

戦
跡
ガ
イ
ド
つ
き
。

［
１
９
９
２
年
６
月
］
500207Ȃ8◆

戦争・平和 ―74
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伊

東

壮

新
版

１
９
４
５
年
８
月
６
日

ʕ
ヒ
ロ
シ
マ
は
語
り
つ
づ
け
る
ʕ

９
２
４
円

広
島
へ
の
原
爆
投
下
か
ら
ほ
ぼ
半
世
紀
、
人
類
は
核
の
な
い
世
界
め
ざ
し
て
大
き
く
一

歩
を
ふ
み
だ
し
ま
し
た
。
侵
略
戦
争
に
か
り
た
て
ら
れ
た
日
本
人
が
原
爆
被
害
を
浴
び

る
ま
で
の
歴
史
と
惨
状
を
中
学
生
の
目
で
再
現
、
そ
し
て
絶
滅
の
危
機
を
感
じ
た
世
界

の
人
び
と
が
「
ノ
ー
モ
ア
・
ヒ
ロ
シ
マ
」
の
訴
え
を
受
け
と
め
て
核
廃
絶
に
立
ち
上
が

る
う
ね
り
を
克
明
に
語
り
ま
す
。

［
１
９
８
９
年
５
月
］
500156Ȃ9

19

池
宮
城

秀
意

戦

争

と

沖

縄
９
４
６
円

四
五
年
前
、
沖
縄
は
悲
惨
な
戦
場
と
な
り
、
日
本
軍
は
圧
倒
的
な
力
を
も
つ
ア
メ
リ
カ

軍
に
よ
っ
て
、
激
戦
の
末
に
壊
滅
し
ま
し
た
。
そ
の
闘
い
で
は
、
男
女
中
学
生
も
直
接

戦
闘
に
か
り
出
さ
れ
、
何
十
万
も
の
住
民
が
家
を
失
う
な
ど
の
苦
し
み
を
味
わ
い
ま
し

た
。
こ
の
本
は
、
そ
の
と
き
の
状
況
を
つ
ぶ
さ
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
沖
縄
の
歴
史
と

祖
国
復
帰
ま
で
の
戦
後
の
歩
み
を
語
り
ま
す
。

［
１
９
８
０
年
７
月
］
500019Ȃ7

5

早
乙
女

勝
元

東
京
が
燃
え
た
日

ʕ
戦
争
と
中
学
生
ʕ

９
４
６
円

四
十
余
年
前
、
東
京
は
ア
メ
リ
カ
軍
の
爆
撃
で
全
市
街
の
半
分
以
上
が
焼
け
、
十
何
万

人
も
の
人
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
他
の
主
だ
っ
た
都
市
も
同
様
に
爆
撃
を
受
け
ま
し

た
。
当
時
、
中
学
生
だ
っ
た
早
乙
女
さ
ん
は
、
恐
ろ
し
か
っ
た
空
襲
の
夜
を
想
い
起
こ

し
、
克
明
に
㗦
料
を
集
め
、
生
き
残
っ
た
人
々
の
話
を
聴
く
な
ど
し
て
、
東
京
が
燃
え

た
日
々
を
く
わ
し
く
再
現
し
ま
し
た
。

［
１
９
７
９
年
６
月
］
500005Ȃ0

75― 戦争・平和
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生
活
・
生
き
方

958

髙
橋
裕
子

津

田

梅

子

ʕ
女
子
教
育
を
拓
く
ʕ

９
６
８
円

一
八
七
一
年
、
使
節
団
と
と
も
に
、
女
子
留
学
生
の
一
員
と
し
て
渡
米
し
た
津
田
梅
子

は
、
十
一
年
間
か
の
地
で
教
育
を
受
け
帰
国
。
そ
の
成
果
を
日
本
の
女
性
の
た
め
に
役

立
て
た
い
と
願
う
が
…
…
。
日
本
の
女
子
教
育
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ
り
、
シ
ス
タ
ー
フ

ッ
ド
を
体
現
し
た
津
田
梅
子
の
足
跡
を
、
そ
の
内
面
や
思
索
に
も
迫
り
つ
つ
、
最
新
の

研
究
成
果
・
豊
富
な
㗦
料
を
も
と
に
解
説
す
る
。

［
２
０
２
２
年
９
月
］
500958Ȃ9◆

944

宮
武
久
佳

自
分
を
変
え
た
い

ʕ
殻
を
破
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
ʕ

９
４
６
円

い
つ
も
同
じ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
い
つ
も
の
メ
ン
バ
ー
と
い
つ
も
の
場
所
で
い
つ
も
の
話

題
で
盛
り
上
が
る
…
…
。
親
や
教
師
に
言
わ
れ
る
ま
ま
に
進
路
を
選
び
、
大
学
は
「
人

生
の
夏
休
み
」
だ
か
ら
適
度
に
遊
ん
で
楽
勝
科
目
で
単
位
を
稼
ぎ
、
安
定
し
た
企
業
を

目
指
し
て
就
活
中
…
…
。
今
ま
で
そ
れ
な
り
に
う
ま
く
や
っ
て
き
た
け
れ
ど
、
こ
れ
か

ら
も
ず
っ
と
こ
の
ま
ま
で
い
い
の
か
な
あ
？

［
２
０
２
１
年
12
月
］
500944Ȃ2◆

929

上
野

千
鶴
子

女
の
子
は
ど
う
生
き
る
か

ʕ
教
え
て
、
上
野
先
生
！
ʕ

９
６
８
円

「
生
徒
会
長
は
な
ぜ
男
子
が
多
い
の
？
」「
女
の
子
が
黒
い
ラ
ン
ド
セ
ル
っ
て
ダ
メ
？
」

「
理
系
に
進
み
た
い
の
に
親
が
ダ
メ
っ
て
い
う
」
等
々
。
女
の
子
た
ち
が
日
常
的
に
抱

く
モ
ヤ
モ
ヤ
や
疑
問
に
上
野
先
生
が
全
力
で
答
え
ま
す
。
社
会
に
潜
む
差
別
や
刷
り
こ

ま
れ
た
価
値
観
を
洗
い
出
し
、
一
人
一
人
が
自
分
ら
し
い
選
択
を
す
る
力
、
知
恵
や
感

性
を
磨
く
た
め
の
一
冊
。

［
２
０
２
１
年
１
月
］
500929Ȃ9◆

生活・生き方 ―76
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920

竹
信

三
恵
子

10
代
か
ら
考
え
る
生
き
方
選
び

９
０
２
円

「
バ
リ
バ
リ
働
き
た
い
」「
家
族
も
仕
事
も
大
事
に
し
た
い
」「
専
業
主
婦
に
な
り
た
い
」

等
々
、10
代
は
具
体
的
な
職
業
だ
け
で
な
く
理
想
の
生
き
方
を
あ
れ
こ
れ
思
い
描
く
時
。

ど
の
生
き
方
な
ら
納
得
し
て
選
べ
る
の
か
、
幸
せ
に
な
れ
る
の
か
。
社
会
や
家
族
の
変

容
を
直
視
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
選
択
が
孕
む
メ
リ
ッ
ト
や
リ
ス
ク
を
俯
瞰
し
な
が
ら
、
生

き
延
び
る
方
法
を
具
体
的
に
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。

［
２
０
２
０
年
６
月
］
500920Ȃ6◆

919

串
崎
真
志

繊
細
す
ぎ
て
し
ん
ど
い
あ
な
た
へ
Ｈ
Ｓ
Ｐ

相
談
室

８
８
０
円

「
友
だ
ち
の
顔
色
が
す
っ
ご
く
気
に
な
る
」「
匂
い
や
音
が
気
に
な
る
」
等
々
…
…
。
こ

れ
ら
の
背
景
に
あ
る
の
は
、
繊
細
す
ぎ
る
性
格
で
す
。
本
書
で
は
、
こ
う
し
た
生
き
づ

ら
さ
を
６
つ
の
タ
イ
プ
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
を
紹
介
し
、
あ
わ
せ
て
長
所
と
し
て
い
か

に
活
か
し
て
い
く
か
を
具
体
的
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。「
繊
細
で
よ
か
っ
た
！
」
読

後
に
そ
う
思
え
て
く
る
一
冊
で
す
。

［
２
０
２
０
年
５
月
］
500919Ȃ0◆

911

後
藤
光
将
編
著

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
学
ぶ

９
０
２
円

な
ぜ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
「
平
和
の
祭
典
」
と
言
わ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
は
ど
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
、
発
展
し
て
き
た
の
で
し
ょ
う
。
オ
リ
ン
ピ
ズ
ム

や
パ
ラ
リ
ン
ピ
ズ
ム
と
言
わ
れ
る
理
念
と
は
？

「
四
年
に
一
度
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
」「
メ
ダ
ル
を
競
い
合
う
競
技
大
会
」
だ
け
で
は
な
い
、
本
来
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
意
義
を
学
ぶ
た
め
の
基
礎
知
識
。

［
２
０
２
０
年
１
月
］
500911Ȃ4◆

908

平
岩
幹
男

発
達
障
害
思
春
期
か
ら
の
ラ
イ
フ
ス
キ
ル

８
８
０
円

「
今
の
う
ま
く
い
か
な
い
状
況
」
を
ど
う
す
れ
ば
「
何
と
か
な
る
状
況
」
に
変
え
る
こ
と

が
で
き
る
の
か
、
そ
の
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
方
法
が
あ
る
の
か
。
発
達
障
害
の
診
断

を
受
け
た
り
、
も
し
か
し
た
ら
自
分
が
発
達
障
害
を
抱
え
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
思

っ
た
ら
…
…
。
臨
床
経
験
の
豊
か
な
医
師
が
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
法
や
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
を
ア

ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

［
２
０
１
９
年
11
月
］
500908Ȃ4◆

906

元
永
知
宏

レ
ギ
ュ
ラ
ー
に
な
れ
な
い
き
み
へ

８
８
０
円

華
や
か
な
プ
レ
ー
で
脚
光
を
浴
び
る
花
形
選
手
の
陰
に
は
レ
ギ
ュ
ラ
ー
に
な
れ
な
か
っ

た
控
え
選
手
が
数
多
く
い
ま
す
。
試
合
に
出
ら
れ
な
い
「
補
欠
」
選
手
た
ち
は
ど
の
よ

う
な
思
い
を
抱
い
て
部
活
動
に
参
加
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
高
校
時
代
に
レ
ギ
ュ

ラ
ー
に
な
れ
な
か
っ
た
現
役
プ
ロ
野
球
選
手
、
控
え
の
キ
ャ
プ
テ
ン
な
ど
様
々
な
人
の

㗡
を
通
し
て
「
補
欠
」
の
力
を
探
り
ま
す
。

［
２
０
１
９
年
10
月
］
500906Ȃ0◆

77― 生活・生き方
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高
原
史
朗

15
歳
、
ま
だ
道
の
途
中

９
６
８
円

新
し
い
ク
ラ
ス
へ
の
不
安
。
学
級
通
信
や
ト
ラ
ブ
ル
を
通
し
て
知
る
級
友
た
ち
の
ᷤ
藤

や
悩
み
、
そ
し
て
本
音
。
無
関
心
を
装
う
こ
と
へ
の
懐
疑
。
中
学
三
年
の
一
年
間
で
起

こ
る
出
来
事
や
人
と
の
か
か
わ
り
、
そ
し
て
そ
こ
に
流
れ
る
様
々
な
感
情
を
、
15
歳
の

僕
の
目
を
通
し
て
描
く
。
平
凡
な
毎
日
の
中
に
も
さ
ざ
波
は
立
ち
、
ど
う
生
き
る
か
を

問
わ
れ
る
僕
の
内
な
る
旅
路
は
、
い
ま
始
ま
っ
た
ば
か
り
。

［
２
０
１
９
年
10
月
］
500905Ȃ3◆

903

中
澤
篤
史
・
内
田
良

「
ハ
ッ
ピ
ー
な
部
活
」
の
つ
く
り
方

９
４
６
円

自
分
が
し
た
い
運
動
や
文
化
活
動
を
思
う
存
分
楽
し
め
る
の
が
、
本
来
の
部
活
の
あ
り

方
。
し
か
し
実
際
に
は
長
時
間
練
習
、
勝
利
至
上
主
義
、
理
不
尽
な
指
導
が
幅
を
利
か

せ
、
生
徒
も
先
生
も
追
い
込
ん
で
い
る
。
そ
ん
な
生
徒
た
ち
の
日
常
か
ら
問
題
点
を
あ

ぶ
り
出
し
、
今
の
時
代
に
フ
ィ
ッ
ト
す
る
、
未
来
に
も
続
く
あ
り
方
を
様
々
な
改
革
例

と
と
も
に
提
案
す
る
。「
部
活
の
参
考
書
」
と
な
る
一
冊
。

［
２
０
１
９
年
８
月
］
500903Ȃ9◆

900

田
中
俊
之

男
子
が
10
代
の
う
ち
に
考
え
て
お
き
た
い
こ
と

８
８
０
円

「
男
ら
し
く
あ
れ
」
と
い
う
見
え
な
い
圧
力
に
窮
屈
な
思
い
を
し
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

進
路
や
将
来
の
選
択
に
「
自
分
ら
し
さ
」
が
ど
れ
だ
け
反
映
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

性
別
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
る
役
割
や
期
待
の
さ
れ
方
が
違
う
こ
と
に
気
が
付
か
ぬ
ま
ま

大
人
に
な
る
若
者
が
多
い
日
本
で
、
男
性
学
の
視
点
か
ら
進
路
・
生
き
方
を
と
ら
え
な

お
す
と
と
も
に
、
新
し
い
生
き
方
を
提
言
す
る
。

［
２
０
１
９
年
７
月
］
500900Ȃ8◆

897

岩
波
ジ
ュ
ニ
ア
新
書
編
集
部
編

答
え
は
本
の
中
に
隠
れ
て
い
る

９
４
６
円

「
毎
日
、
楽
し
く
生
き
た
い
！
」「
好
き
な
こ
と
だ
け
し
た
い
！
」
の
に
、
友
達
や
恋
愛
、

部
活
の
こ
と
、
進
路
や
将
来
の
こ
と
等
々
、
悩
み
や
迷
い
が
尽
き
な
い
中
学
・
高
校
時

代
。
そ
ん
な
人
た
ち
に
、「
人
生
の
回
答
書
」
を
授
け
ま
す
。
学
校
現
場
や
、
相
談
窓
口

で
一
〇
代
に
寄
り
添
う
一
二
人
が
紹
介
す
る
本
に
は
、
答
え
だ
け
で
な
く
希
望
や
生
き

る
上
で
の
ヒ
ン
ト
も
い
っ
ぱ
い
で
す
！

［
２
０
１
９
年
６
月
］
500897Ȃ1◆

895

小
島
俊
明

ひ
と
り
で
、
考
え
る

ʕ
哲
学
す
る
習
慣
を
ʕ

９
０
２
円

二
〇
二
〇
年
の
教
育
改
革
を
目
前
に
ひ
か
え
、
今
、
教
育
現
場
で
は
大
き
な
変
化
が
起

き
て
い
ま
す
。「
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
」「
主
体
的
な
学
び
」「
探
究
的
な
学
習
」
な

ど
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
自
分
で
「
考
え
る
」
こ
と
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
で
は
、「
考
え
る
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
？

フ
ラ
ン
ス
の
事
例

な
ど
を
紹
介
し
な
が
ら
、「
考
え
る
」
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

［
２
０
１
９
年
５
月
］
500895Ȃ7◆
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鴻
上
尚
史

「
空
気
」
を
読
ん
で
も
従
わ
な
い

ʕ
生
き
苦
し
さ
か
ら
ラ
ク
に
な
る
ʕ

９
０
２
円

「
個
性
」
が
大
事
と
い
う
け
れ
ど
、
集
団
の
中
で
あ
ま
り
目
立
つ
と
浮
い
て
し
ま
う
、
他

人
の
視
線
を
気
に
し
な
が
ら
、
本
当
の
自
分
は
抑
え
つ
け
て
い
か
な
い
と
…
…
。
こ
の

社
会
は
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
息
苦
し
い
の
だ
ろ
う
。
も
っ
と
自
分
ら
し
く
、
伸
び
伸
び

と
生
き
て
い
き
た
い
！

そ
ん
な
悩
み
を
か
か
え
る
ア
ナ
タ
に
と
っ
て
お
き
の
ア
ド
バ

イ
ス
。「
空
気
」
を
読
ん
で
も
従
わ
な
い
生
き
方
の
す
す
め
。

［
２
０
１
９
年
４
月
］
500893Ȃ3◆

891

川
上
浩
司

不
便
益
の
ス
ス
メ

ʕ
新
し
い
デ
ザ
イ
ン
を
求
め
て
ʕ

８
８
０
円

同
じ
場
所
を
三
回
通
る
と
か
す
れ
て
い
く
ナ
ビ
、
目
盛
り
が
素
数
の
位
置
に
し
か
な
い

素
数
も
の
さ
し
、
足
で
こ
ぐ
車
椅
子
は
、
効
率
化
や
自
動
化
の
逆
に
あ
る
「
不
便
益
」

の
発
想
か
ら
生
ま
れ
た
デ
ザ
イ
ン
で
す
。
便
利
追
及
が
見
逃
し
て
き
た
、
け
れ
ど
本
当

は
大
切
な
視
点
を
内
包
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
新
し
い
思
想
・
指
針
を
、
具
体
的
な
デ

ザ
イ
ン
・
モ
ノ
を
通
し
て
紹
介
し
ま
す
。

［
２
０
１
９
年
２
月
］
500891Ȃ9

884

浅
見
直
輝

居
場
所
が
ほ
し
い

ʕ
不
登
校
生
だ
っ
た
ボ
ク
の
今
ʕ

９
０
２
円

中
学
時
代
に
二
年
近
く
に
わ
た
る
不
登
校
・
引
き
こ
も
り
を
経
験
。
昼
夜
逆
転
の
生
活

の
中
で
ゲ
ー
ム
に
没
頭
す
る
も
、
一
念
発
起
し
て
高
校
、
大
学
へ
進
学
。
そ
の
体
験
か

ら
、
現
在
は
、
生
き
難
さ
を
抱
え
る
当
事
者
と
親
た
ち
に
寄
り
添
う
活
動
や
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
展
開
中
。
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
語
ら
れ
が
ち
な
「
不
登
校
」
を
、
人
生
の
チ
ャ
ン
ス

と
考
え
生
き
る
著
者
が
語
る
過
去
、
今
、
そ
し
て
夢
。

［
２
０
１
８
年
９
月
］
500884Ȃ1◆

881

末

富

晶

不
登
校
で
も
大
丈
夫

８
８
０
円

二
〇
一
七
年
一
二
月
現
在
、
小
中
学
生
の
不
登
校
者
数
は
一
三
万
人
を
超
え
た
。
小
学

校
三
年
生
か
ら
学
校
に
行
か
な
く
な
り
、
そ
の
ま
ま
大
人
に
な
っ
た
著
者
が
来
し
方
を

振
り
返
り
な
が
ら
、
生
き
難
さ
を
抱
え
る
子
ど
も
達
に
温
か
く
語
り
か
け
る
。「
不
登

校
児
だ
っ
た
過
去
は
、
幸
福
な
人
生
に
つ
な
が
る
必
要
な
時
間
だ
っ
た
」
と
。
当
事
者

の
み
な
ら
ず
、
不
登
校
に
か
か
わ
る
す
べ
て
の
人
へ
贈
る
一
冊
。
［
２
０
１
８
年
８
月
］
500881Ȃ0◆

860

安
部
博
枝

自
分
の
こ
と
が
わ
か
る
本

ʕ
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
で
描
く
未
来
ʕ８

８
０
円

人
材
育
成
・
キ
ャ
リ
ア
開
発
に
長
く
携
わ
っ
て
き
た
著
者
が
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
プ
ロ

ー
チ
の
手
法
を
活
用
し
、
若
い
世
代
が
自
ら
の
長
所
を
生
か
し
、
前
向
き
に
キ
ャ
リ
ア

を
形
成
し
て
い
く
た
め
の
技
法
を
語
る
。「
自
分
の
強
み
」を
見
つ
け
る
自
分
発
見
シ
ー

ト
や
「
な
り
た
い
自
分
」
に
近
づ
く
プ
ラ
ン
シ
ー
ト
な
ど
実
践
的
な
ワ
ー
ク
を
通
し
て

未
来
の
自
分
を
描
き
出
す
自
己
発
見
マ
ニ
ュ
ア
ル
。

［
２
０
１
７
年
９
月
］
500860Ȃ5◆
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元
永
知
宏

敗
北
を
力
に
！
甲
子
園
の
敗
者
た
ち

９
６
８
円

高
校
野
球
甲
子
園
大
会
。
全
力
を
振
り
絞
る
球
児
の
ひ
た
む
き
な
プ
レ
イ
に
、
ど
れ
だ

け
多
く
の
人
が
魅
了
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
の
甲
子
園
で
は
栄
冠
を
手
に
す

る
優
勝
校
を
除
い
て
、
球
児
た
ち
は
皆
、
敗
北
に
涙
し
ま
す
。
敗
北
の
経
験
は
そ
の
後

の
人
生
に
ど
ん
な
影
響
を
与
え
た
の
で
し
ょ
う
か
？

夏
の
甲
子
園
で
激
闘
を
演
じ
、

最
後
に
敗
れ
た
甲
子
園
球
児
の
「
そ
の
後
」
を
追
い
ま
す
。

［
２
０
１
７
年
７
月
］
500856Ȃ8◆

853

宮

下

聡

中
学
生
に
な
っ
た
ら

９
９
０
円

心
身
の
成
長
著
し
い
中
学
時
代
は
、
大
人
に
な
る
た
め
の
土
台
づ
く
り
の
時
期
で
あ
る

と
同
時
に
、
勉
強
や
進
路
、
部
活
動
や
友
達
と
の
関
係
に
悩
む
日
々
で
も
あ
る
。
そ
ん

な
彼
ら
の
日
常
に
寄
り
添
い
、
時
に
励
ま
し
な
が
ら
、
充
実
し
た
三
年
間
を
送
る
方
法

を
具
体
的
に
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。
自
ら
考
え
、
判
断
し
、
行
動
す
る
力
を
身
に
つ
け
た

い
中
学
生
に
最
適
。「
悩
み
相
談
」
を
付
す
。

［
２
０
１
７
年
５
月
］
500853Ȃ7◆

844

岩

田

誠

上
手
な
脳
の
使
い
か
た

９
０
２
円

勉
強
が
で
き
て
も
、仕
事
も
で
き
る
と
は
限
ら
な
い
。
自
分
で
考
え
る
力
が
身
に
つ
く
、

本
当
の
「
学
び
」
と
は
何
か
？

脳
の
基
本
的
な
構
造
や
記
憶
の
し
く
み
、
経
験
を
積

む
こ
と
や
体
で
覚
え
る
こ
と
の
重
要
性
、
上
手
な
休
み
方
な
ど
を
通
し
て
、
脳
の
研
究

の
歴
史
を
ひ
も
と
き
な
が
ら
、
記
憶
障
害
や
失
語
症
の
治
療
に
長
年
携
わ
っ
て
き
た
著

者
が
、
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

［
２
０
１
６
年
11
月
］
500844Ȃ5◆

843

元
永
知
宏

期
待
は
ず
れ
の
ド
ラ
フ
ト
１
位

ʕ
逆
境
か
ら
の
そ
れ
ぞ
れ
の
リ
ベ
ン
ジ
ʕ

９
４
６
円

高
校
や
大
学
、社
会
人
野
球
で
華
々
し
く
活
躍
し
期
待
さ
れ
て
プ
ロ
の
道
に
進
ん
で
も
、

誰
も
が
思
い
通
り
の
成
績
を
残
せ
る
わ
け
で
は
な
い
。
ケ
ガ
に
苦
し
み
、
伸
び
悩
み
、

や
が
て
ひ
っ
そ
り
と
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
脱
ぐ
…
…
。
し
か
し
そ
れ
は
人
生
の
ゲ
ー
ム
セ

ッ
ト
で
は
な
い
。
真
価
を
問
わ
れ
る
の
は
そ
の
後
だ
。
新
た
な
道
を
歩
む
元
ド
ラ
フ
ト

１
位
選
手
た
ち
の
そ
れ
ぞ
れ
の
生
き
方
を
た
ど
る
。

［
２
０
１
６
年
10
月
］
500843Ȃ8◆

831

山
口
真
美

自
分
の
顔
が
好
き
で
す
か
？

ʕ
「
顔
」
の
心
理
学
ʕ

９
４
６
円

顔
は
心
の
窓
で
す
。
魅
力
的
な
顔
を
し
て
い
る
と
、よ
り
よ
い
人
間
関
係
が
築
け
ま
す
。

で
も
「
魅
力
」
と
は
目
鼻
立
ち
の
美
し
さ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
は
「
い
い
顔
」
と
は

何
で
し
ょ
う
？

な
ぜ
私
た
ち
は
「
顔
」
が
気
に
な
る
の
で
し
ょ
う
？

顔
を
覚
え
る

コ
ツ
、
第
一
印
象
は
大
切
か
、
修
正
写
真
も
「
私
の
顔
」
と
言
え
る
の
か
。「
顔
」
に
ま

つ
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
を
、
心
理
学
で
解
き
明
か
し
ま
す
。

［
２
０
１
６
年
５
月
］
500831Ȃ5◆
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828

堀
内
か
お
る
・
南
野
忠
晴

和
田
フ
ミ
江
画

人
生
の
答
え
は
家
庭
科
に
聞
け
！

９
６
８
円

「
私
に
向
い
て
い
る
仕
事
っ
て
？
」「
結
婚
っ
て
何
？
」「
同
性
を
好
き
に
な
っ
た
ら
ダ
メ

な
の
？
」「
衝
動
買
い
で
大
失
敗
！
」
…
…
。
人
生
の
様
々
な
場
面
で
高
校
生
や
そ
の
家

族
た
ち
が
抱
え
る
悩
み
や
問
題
を
漫
画
で
表
し
、
そ
れ
ら
を
受
け
て
家
庭
科
の
プ
ロ
が

生
き
る
ヒ
ン
ト
や
多
様
な
視
点
を
ア
ド
バ
イ
ス
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
高
校
講
座
「
家
庭
総
合
」
か

ら
生
ま
れ
た
、
人
生
の
決
断
を
豊
か
に
し
て
く
れ
る
一
冊
。

［
２
０
１
６
年
４
月
］
500828Ȃ5◆

827

金
子

由
美
子

保
健
室
の
恋
バ
ナ
＋
α

９
２
４
円

「
カ
レ
シ
が
で
き
た
！
」「
彼
女
に
ふ
ら
れ
た
！
」「
エ
ッ
チ
は
Ｏ
Ｋ
？
」。
思
春
期
の
恋

は
ウ
キ
ウ
キ
以
上
に
、
と
ま
ど
い
も
多
い
。
10
代
の
「
性
と
愛
」、
そ
し
て
「
コ
コ
ロ
と

カ
ラ
ダ
」
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。
い
い
関
係
を
保
つ
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
。
保

健
室
で
長
年
、
中
学
生
と
向
き
合
っ
て
き
た
著
者
が
十
人
十
色
の
恋
バ
ナ
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
ふ
ま
え
て
あ
な
た
の
悩
み
に
答
え
ま
す
。

［
２
０
１
６
年
３
月
］
500827Ȃ8◆

815

岩
波
邦
明
・
押
田
あ
ゆ
み

岩
波
メ
ソ
ッ
ド
学
校
に
は
な
い
教
科
書

ʕ
い
ま
、
必
要
な
5
×
5
（
Ｇ
ｏ
Ｇ
ｏ
）
の
学
習
法
ʕ

９
２
４
円

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
直
面
し
た
と
き
に
自
分
の
頭
で
考
え
、
解
決
で
き
る
力
を
養
お

う
！

ユ
ニ
ー
ク
な
学
習
メ
ソ
ッ
ド
の
開
発
者
と
し
て
知
ら
れ
る
著
者
が
、「
一
人
の

深
い
友
」
力
、「
深
い
思
考
」
力
、「
If
」
力
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
必
要
な
二
五

の
力
を
身
に
つ
け
る
方
法
を
ア
ド
バ
イ
ス
。
学
校
の
授
業
だ
け
で
は
学
べ
な
い
〈
学
校

外
力
〉
を
伸
ば
す
方
法
を
伝
授
し
ま
す
。

［
２
０
１
５
年
10
月
］
500815Ȃ5

814

打
越

さ
く
良

レ
ン
ア
イ
、
基
本
の
キ

ʕ
好
き
に
な
っ
た
ら
な
ん
で
も
Ｏ
Ｋ
？
ʕ

９
２
４
円

つ
き
合
っ
た
途
端
「
オ
レ
の
言
う
こ
と
を
き
け
」
と
言
う
彼
。「
好
き
な
ら
相
手
に
あ
わ

せ
る
の
が
当
た
り
前
」
と
思
う
私
。「
恋
愛
っ
て
相
手
を
束
縛
す
る
こ
と
な
の
？
」「
一

方
だ
け
が
我
慢
す
る
の
っ
て
お
か
し
く
な
い
？
」。
様
々
な
ケ
ー
ス
か
ら
不
幸
せ
に
な

ら
な
い
二
人
の
関
係
の
あ
り
方
を
考
え
て
い
く
。
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
に
陥
ら
な
い
恋
愛
の
形

と
は
？

巻
末
に
は
相
談
窓
口
を
付
す
。

［
２
０
１
５
年
10
月
］
500814Ȃ8◆

813

小
島
慶
子

屈

折

万

歳
！

８
８
０
円

人
と
の
距
離
が
つ
か
め
ず
、
家
族
と
の
関
係
も
う
ま
く
い
か
ず
、
学
校
で
も
家
で
も
、

就
職
し
た
テ
レ
ビ
局
で
も
空
回
り
し
て
は
落
ち
込
む
日
々
を
送
っ
て
い
た
著
者
。
そ
ん

な
自
ら
の
屈
折
体
験
を
ふ
ま
え
、「
い
ろ
い
ろ
あ
る
け
ど
人
生
は
そ
う
捨
て
た
も
ん
じ
ゃ

な
い
よ
」
と
悩
め
る
十
代
に
エ
ー
ル
を
送
る
。「
ど
こ
に
も
居
場
所
が
な
い
」「
自
分
を

好
き
に
な
れ
な
い
」
と
感
じ
て
い
る
あ
な
た
へ
。

［
２
０
１
５
年
９
月
］
500813Ȃ1◆
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809

佐
藤
剛
史

大
学
で
大
人
気
の
先
生
が
語
る

〈
恋
愛
〉
と
〈
結
婚
〉
の
人
間
学

９
２
４
円

結
婚
す
る
っ
て
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
、
あ
な
た
は
考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

自
分
の
思
い
描
く
人
生
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
進
学
や
就
職
と
同
じ
よ
う
に
、
恋
愛

や
結
婚
に
つ
い
て
も
自
ら
学
び
、
考
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
。
で
は
、
い
ま
何
を
学
び
、

考
え
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
。
大
学
で
人
気
の
著
者
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
ア
ド

バ
イ
ス
し
ま
す
。

［
２
０
１
５
年
６
月
］
500809Ȃ4◆

805

豊
島
ミ
ホ

大
き
ら
い
な
や
つ
が
い
る
君
の
た
め
の
リ
ベ
ン
ジ
マ
ニ
ュ
ア
ル

品
切（
電
子
版
あ
り
）

他
人
か
ら
理
不
尽
な
仕
打
ち
を
受
け
、
相
手
を
憎
い
と
感
じ
て
い
る
あ
な
た
、
そ
し
て
、

ス
ク
ー
ル
カ
ー
ス
ト
が
は
び
こ
る
教
室
や
空
気
を
読
み
合
う
狭
い
人
間
関
係
に
息
苦
し

さ
を
感
じ
て
い
る
あ
な
た
へ
。
高
校
時
代
に
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
に
傷
つ
け
ら
れ
、
そ
の
精

神
的
ダ
メ
ー
ジ
に
長
く
苦
し
め
ら
れ
て
き
た
著
者
が
語
る
「
憎
し
み
」「
恨
み
」「
傷
」

と
の
向
き
合
い
方
。

［
２
０
１
５
年
５
月
］
500805Ȃ6◆

802

高
村
是
州

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
ラ
イ
フ
の
楽
し
み
方

９
４
６
円

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
オ
ン
と
オ
フ
の
２
つ
の
ス
イ
ッ
チ
が
あ
り
ま
す
。
オ
ン
に
挑
戦
す

る
と
学
校
生
活
が
前
向
き
に
な
る
。
オ
フ
を
充
実
さ
せ
る
と
放
課
後
の
楽
し
み
が
増
え

る
。
時
と
場
所
に
応
じ
て
ス
イ
ッ
チ
を
切
り
替
え
、
ち
ょ
っ
と
大
人
な
自
分
に
な
っ
て

み
よ
う
。
部
屋
着
か
ら
ス
ー
ツ
ま
で
。
高
校
生
か
ら
の
メ
ン
ズ
ス
タ
イ
ル
。『
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
・
ラ
イ
フ
の
は
じ
め
方
』
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
編
。

［
２
０
１
５
年
４
月
］
500802Ȃ5◆

801

清
水

真
砂
子

大
人
に
な
る
っ
て
お
も
し
ろ
い
？

９
６
８
円

自
分
を
信
じ
き
れ
ず
、
個
性
や
“
ら
し
さ
”
を
探
し
な
が
ら
も
一
方
で
人
と
違
わ
な
い

こ
と
に
心
を
砕
く
若
者
た
ち
。
大
人
に
な
る
直
前
の
と
ま
ど
い
や
悩
み
は
尽
き
ず
、
未

来
に
希
望
を
思
い
描
く
の
も
難
し
い
。
そ
ん
な
10
代
に
魂
を
ゆ
さ
ぶ
る
数
々
の
物
語
を

通
し
て
悩
む
こ
と
、傷
つ
く
こ
と
を
恐
れ
ず
、も
っ
と
伸
び
や
か
に
自
由
に
生
き
よ
う
！

と
呼
び
か
け
る
青
春
の
羅
針
盤
と
な
る
一
冊
。

［
２
０
１
５
年
４
月
］
500801Ȃ8◆

800

村
林
新
吾
・
相
可
高
校
調
理
ク
ラ
ブ

高
校
生
レ
ス
ト
ラ
ン
ま
ご
の
店
お
い
し
い
和
食
の
キ
ホ
ン

ʪ
カ
ラ
ー
96
頁
〉
１
１
０
０
円

相
可
高
校
調
理
ク
ラ
ブ
員
が
運
営
す
る
「
高
校
生
レ
ス
ト
ラ
ン
・
ま
ご
の
店
」
の
料
理

は
驚
く
ほ
ど
お
い
し
い
。
そ
の
秘
密
は
？

だ
し
の
と
り
方
、
ご
は
ん
の
炊
き
方
、
味

ḩ
汁
の
つ
く
り
方
、
野
菜
や
魚
・
肉
の
下
ご
し
ら
え
か
ら
は
じ
め
、
だ
し
巻
き
卵
、
肉

じ
ゃ
が
、
て
ん
ぷ
ら
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
な
ど
の
つ
く
り
方
を
、
彼
ら
の
実
践
と
解
説
で

し
め
す
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
料
理
・
弁
当
も
紹
介
。

［
２
０
１
５
年
３
月
］
500800Ȃ1
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南
野
忠
晴

シ
ア
ワ
セ
な
お
金
の
使
い
方

ʕ
新
し
い
家
庭
科
勉
強
法
2
ʕ

９
２
４
円

お
金
を
使
う
の
に
免
許
や
㗦
格
は
い
ら
な
い
。
ど
ん
な
使
い
方
を
す
る
の
も
個
人
の
自

由
だ
。
同
じ
使
う
な
ら
自
分
自
身
も
暮
ら
し
も
、
で
き
れ
ば
社
会
も
シ
ア
ワ
セ
に
な
る

使
い
方
を
身
に
つ
け
た
い
。
家
庭
科
に
軸
足
を
お
き
な
が
ら
、
南
野
流
「
シ
ア
ワ
セ
な

お
金
の
使
い
方
」
を
10
代
の
日
常
に
そ
っ
て
講
義
す
る
。
賢
い
消
費
者
に
な
る
智
恵
、

経
済
的
自
立
に
必
要
な
力
も
身
に
つ
く
一
冊
。

［
２
０
１
５
年
２
月
］
500796Ȃ7

793

渡
邊
杉
菜

ス
ギ
ナ
の
島
留
学
日
記

８
８
０
円

島
根
県
沖
60
㎞
に
あ
る
隠
岐
諸
島
に
、
い
ま
熱
い
視
線
が
注
が
れ
て
い
る
。
一
㗨
産
業

に
よ
る
島
お
こ
し
、
Ｉ
タ
ー
ン
し
た
若
者
の
活
動
、
島
外
か
ら
留
学
生
を
迎
え
て
の
活

発
な
高
校
教
育
。
本
土
か
ら
海
士
町
に
あ
る
県
立
隠
岐
島
前
高
校
に
留
学
し
た
ス
ギ
ナ

が
、
２
年
半
に
わ
た
っ
て
体
験
し
て
き
た
こ
と
は
？

曇
り
の
な
い
目
で
語
る
、
島
の

人
々
や
自
然
、
充
実
し
た
学
び
の
日
々
。

［
２
０
１
４
年
12
月
］
500793Ȃ6

791

石
田
由
香
理
・
西
村
幹
子

〈
で
き
る
こ
と
〉
の
見
つ
け
方

ʕ
全
盲
女
子
大
生
が
手
に
入
れ
た
大
切
な
も
の
ʕ８

８
０
円

視
覚
障
害
を
理
由
に
将
来
の
可
能
性
を
否
定
さ
れ
、
傷
つ
き
悩
ん
だ
10
代
の
頃
。
果
た

し
て
ど
の
よ
う
に
壁
を
乗
り
越
え
た
の
で
し
ょ
う
か
。
盲
学
校
で
の
生
活
、受
験
勉
強
、

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
、
海
外
留
学
…
…
、
様
々
な
経
験
を
通
し
て
自
ら
の
可
能
性
を
広

げ
、
自
分
が
必
要
と
さ
れ
る
存
在
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
く
㗡
を
ḷ
り
ま
す
。
誰

も
が
生
き
や
す
い
社
会
の
あ
り
か
た
を
考
え
ま
す
。

［
２
０
１
４
年
11
月
］
500791Ȃ2◆

787

蒔
田
直
子
編
著

大
学
生
活
の
迷
い
方

ʕ
女
子
寮
ド
タ
バ
タ
日
記
ʕ

９
２
４
円

勉
強
に
バ
イ
ト
に
サ
ー
ク
ル
に
、
も
ち
ろ
ん
彼
氏
だ
っ
て
…
…
。
そ
ん
な
明
る
く
楽
し

い
毎
日
な
ら
い
い
け
れ
ど
、
現
実
は
、
悩
ん
で
、
転
ん
で
、
落
ち
込
ん
で
…
…
、
思
い

通
り
に
い
か
な
い
こ
と
ば
か
り
。
京
都
の
ど
真
ん
中
、
同
志
社
大
学
松
蔭
寮
で
寮
生
た

ち
の
ド
タ
バ
タ
に
長
く
寄
り
添
っ
て
き
た
名
物
「
寮
母
さ
ん
」
に
よ
る
、
不
器
用
な
生

き
方
の
道
案
内
。

［
２
０
１
４
年
10
月
］
500787Ȃ5

786

渡
井

さ
ゆ
り

「
育
ち
」
を
ふ
り
か
え
る

ʕ「
生
き
て
て
い
い
」、そ
う
思
え
る
日
は
き
っ
と
く
る
ʕ

９
２
４
円

児
童
養
護
施
設
で
長
く
暮
ら
し
た
著
者
が
自
ら
の
生
い
立
ち
を
ふ
り
か
え
る
。
親
に
愛

さ
れ
た
記
憶
を
持
た
ず
、
孤
独
と
疎
外
感
、
深
い
絶
望
の
な
か
、
自
分
は
何
の
た
め
に

生
き
て
い
る
の
か
と
問
い
続
け
た
日
々
…
…
。
困
難
と
向
き
合
い
な
が
ら
生
き
る
意
味

を
探
し
、
や
が
て
「
生
き
て
て
も
い
い
ん
だ
」
と
い
う
思
い
に
ḷ
り
つ
く
ま
で
の
歩
み

を
綴
る
。

［
２
０
１
４
年
10
月
］
500786Ȃ8◆
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水
柿
大
地

21
歳
男
子
、
過
疎
の
山
村
に
住
む
こ
と
に
し
ま
し
た

品
切（
電
子
版
あ
り
）

「
見
と
れ
！
」、
七
四
歳
の
み
っ
ち
ゃ
ん
は
僕
か
ら
ク
ワ
を
と
り
あ
げ
る
と
、
田
ん
ぼ
の

畦
を
泥
で
き
れ
い
に
塗
っ
て
い
く
。
さ
す
が
！

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と
し
て

村
に
入
っ
た
大
地
は
、
お
年
寄
り
の
元
気
と
技
に
驚
く
毎
日
だ
。
都
会
か
ら
若
者
た
ち

が
入
り
込
み
、
地
元
の
人
に
学
び
な
が
ら
、
棚
田
再
生
、
米
作
り
や
炭
焼
き
に
取
り
組

む
。
八
三
〇
〇
枚
の
棚
田
の
里
に
輝
き
が
よ
み
が
え
っ
て
き
た
。
［
２
０
１
４
年
５
月
］
500773Ȃ8◆

771

杉
田
明
子
・
佐
藤
剛
史

中
高
生
の
た
め
の
「
か
た
づ
け
」
の
本

９
４
６
円

何
が
ど
こ
に
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
、
い
つ
も
モ
ノ
探
し
か
ら
始
ま
る
…
…
そ
ん
な
毎
日

を
何
と
か
し
た
い
あ
な
た
へ
贈
る
、
か
た
づ
け
力
ア
ッ
プ
の
た
め
の
一
冊
。
す
べ
て
出

す
→
分
け
る
→
選
ぶ
→
収
め
る
、
の
順
に
や
っ
て
み
よ
う
！

四
つ
の
ス
テ
ッ
プ
を
や

り
き
っ
た
あ
る
日
、
か
た
づ
け
力
だ
け
で
な
く
、
よ
り
よ
く
生
き
る
知
恵
と
力
を
身
に

付
け
た
自
分
に
も
気
付
く
は
ず
！

［
２
０
１
４
年
４
月
］
500771Ȃ4◆

762

串
崎
真
志

心
は
前
を
向
い
て
い
る

８
２
０
円

３
カ
月
児
か
ら
大
人
ま
で
を
対
象
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
心
理
学
実
験
は
、
人
の
心
の
基

本
設
計
を
ど
う
浮
き
上
が
ら
せ
て
い
る
の
か
？

信
頼
、
想
像
、
錯
覚
、
が
ま
ん
、
疲

労
、
悲
し
み
な
ど
の
キ
ー
ワ
ー
ド
ご
と
に
、
興
味
深
い
実
験
を
通
し
て
心
の
向
き
方
を

解
説
し
ま
す
。
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
感
情
に
も
役
立
つ
機
能
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
前
を
向
く

た
め
の
秘
訣
も
見
え
て
き
ま
す
。

［
２
０
１
３
年
12
月
］
500762Ȃ2◆

749

堀
尾

真
紀
子

女
性
画
家

10
の
叫
び

９
０
２
円

小
倉
遊
亀
、三
岸
節
子
、い
わ
さ
き
ち
ひ
ろ
、メ
ア
リ
・
カ
サ
ッ
ト
、マ
リ
ー
・
ロ
ー
ラ
ン

サ
ン
、
フ
リ
ー
ダ
・
カ
ー
ロ
ら
画
家
と
し
て
生
き
る
道
を
選
ん
だ
女
性
た
ち
10
人
の
軌

跡
を
描
く
。
社
会
の
無
理
解
や
軋
轢
を
乗
り
越
え
な
が
ら
、
自
ら
の
表
現
を
獲
得
す
べ

く
真
摯
に
生
き
る
㗡
は
激
し
く
も
、美
し
い
。
残
さ
れ
た
作
品
と
と
も
に
、そ
の
生
き
方

に
も
魅
了
さ
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
巻
末
に
は
美
術
館
案
内
を
付
す
。
［
２
０
１
３
年
７
月
］
500749Ȃ3

747

佐
藤
剛
史

大
学
で
大
人
気
の
先
生
が
語
る

〈
失
敗
〉〈
挑
戦
〉〈
成
長
〉
の
自
立
学

９
６
８
円

「
自
信
が
な
い
」「
傷
つ
き
た
く
な
い
」「
人
に
ど
う
思
わ
れ
て
い
る
か
気
に
な
る
」「
進

路
が
決
め
ら
れ
な
い
」「
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
が
あ
る
」「
学
歴
は
必
要
な
の
？
」「
楽
に
お

金
を
稼
ぐ
方
法
は
？
」
…
…
。
ユ
ニ
ー
ク
な
授
業
で
大
人
気
の
著
者
が
渾
身
の
力
で
書

き
上
げ
た
、
学
校
で
は
教
え
て
く
れ
な
い
け
ど
、
大
人
に
な
る
前
に
読
ん
で
お
き
た
い

自
立
の
た
め
の
本
。

［
２
０
１
３
年
６
月
］
500747Ȃ9◆
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中
西
弘
樹

日
本
人
は
植
物
を
ど
う
利
用
し
て
き
た
か

９
０
２
円

和
紙
に
使
う
コ
ウ
ゾ
や
ミ
ツ
マ
タ
、
藍
染
め
に
使
う
ア
イ
、
畳
に
す
る
イ
、
ど
れ
も
植

物
だ
。
食
材
や
家
屋
に
は
も
ち
ろ
ん
、
日
常
の
道
具
や
年
中
行
事
に
も
、
植
物
は
用
い

ら
れ
て
き
た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
材
料
両
面
で
の
石
油
依
存
や
原
子
力
か
ら
の
脱
却
を
考

え
る
た
め
に
も
、
自
然
を
暮
ら
し
の
な
か
に
取
り
込
ん
で
き
た
先
人
の
知
恵
を
学
び
た

い
。

［
２
０
１
２
年
６
月
］
500718Ȃ9◆

710

た
く
き
よ
し
み
つ

３
・
11
後
を
生
き
る
き
み
た
ち
へ

ʕ
福
島
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
ʕ

品
切（
電
子
版
あ
り
）

地
震
列
島
・
原
発
列
島
に
住
む
私
た
ち
は
、
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
生
き
方
を
し
て
い
け
ば

い
い
の
か
？

ど
ん
な
社
会
を
つ
く
っ
て
い
け
ば
い
い
の
か
？

福
島
第
一
原
発
南
西

の
川
内
村
で
、
３
・
11
の
大
地
震
と
つ
づ
く
原
発
事
故
を
体
験
し
た
著
者
は
、
東
電
・

政
府
・
自
治
体
や
住
民
の
動
き
を
目
を
凝
ら
し
て
見
て
き
た
。
そ
の
見
た
も
の
・
聞
い

た
こ
と
・
考
え
た
こ
と
。

［
２
０
１
２
年
４
月
］
500710Ȃ3◆

690

大
野
竜
三

タ
バ
コ
と
わ
た
し
た
ち
〈
知
の
航
海
〉
シ
リ
ー
ズ

８
５
８
円

タ
バ
コ
は
か
ら
だ
に
悪
い
と
言
わ
れ
る
け
ど
、
ほ
ん
と
う
は
ど
う
な
の
？

若
い
と
き

の
喫
煙
は
、
何
が
問
題
な
ん
だ
ろ
う
？

世
界
で
は
タ
バ
コ
の
規
制
が
進
ん
で
い
る
の

に
、
日
本
で
は
ど
う
か
？

が
ん
研
究
を
つ
づ
け
て
き
た
著
者
が
、
こ
れ
ま
で
の
研
究

成
果
と
デ
ー
タ
を
駆
使
し
て
、
か
ら
だ
と
社
会
へ
の
影
響
を
語
り
、
個
人
で
す
べ
き
こ

と
・
社
会
で
す
べ
き
こ
と
を
提
案
す
る
。

［
２
０
１
１
年
７
月
］
500690Ȃ8

674

南
野
忠
晴

正
し
い
パ
ン
ツ
の
た
た
み
方

ʕ
新
し
い
家
庭
科
勉
強
法
ʕ

１
０
３
４
円

家
庭
科
は
、
自
分
の
暮
ら
し
を
自
分
で
整
え
る
力
だ
け
で
な
く
、
こ
の
社
会
の
中
で
他

者
と
と
も
に
生
き
て
い
く
力
を
育
て
て
く
れ
る
教
科
だ
と
実
感
し
た
著
者
は
、
自
ら
専

任
教
員
と
な
る
。
ご
飯
の
作
り
方
、
お
金
と
の
つ
き
あ
い
方
、
時
間
の
使
い
方
な
ど
自

立
に
あ
た
っ
て
ど
ん
な
知
識
が
必
要
か
、
一
〇
代
の
暮
ら
し
に
沿
っ
て
具
体
的
に
ア
ド

バ
イ
ス
す
る
。

［
２
０
１
１
年
２
月
］
500674Ȃ8◆

639

江
川
紹
子

勇
気
っ
て
な
ん
だ
ろ
う

９
４
６
円

勇
気
っ
て
、
な
ん
だ
か
大
げ
さ
で
、
自
分
に
は
ち
ょ
っ
と
…
…
と
思
う
も
の
。
で
も
一

方
で
、
あ
の
と
き
も
っ
と
勇
気
が
あ
れ
ば
、
と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
厳
し

い
状
況
に
置
か
れ
な
が
ら
自
分
と
向
き
合
い
、
信
念
を
貫
い
た
人
た
ち
が
話
し
て
く
れ

た
、
悩
み
や
後
悔
、
ᷤ
藤
を
聞
け
ば
、
き
っ
と
少
し
だ
け
勇
気
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
ま

す
。

［
２
０
０
９
年
11
月
］
500639Ȃ7◆

85― 生活・生き方
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ピ
ー
タ
ー
・
フ
ラ
ン
ク
ル

ピ
ー
タ
ー
流
生
き
方
の
す
す
め

８
４
０
円

テ
レ
ビ
や
ケ
ー
タ
イ
に
縛
ら
れ
る
の
は
ダ
メ
だ
っ
て
、
わ
か
っ
て
る
け
ど
や
め
ら
れ
な

い
…
…
。
大
道
芸
人
兼
数
学
者
、
世
界
中
を
渡
り
歩
い
て
き
た
ピ
ー
タ
ー
も
、
誘
惑
に

弱
い
し
失
敗
や
後
悔
も
た
く
さ
ん
。
で
も
、
楽
し
く
生
き
る
秘
訣
は
「
自
分
の
人
生
の

主
人
公
に
な
る
こ
と
」
だ
と
ピ
ー
タ
ー
は
思
う
。
ふ
つ
う
の
オ
ト
ナ
の
お
説
教
と
は
一

味
違
う
、
実
践
的
で
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
満
載
。

［
２
０
０
９
年
６
月
］
500625Ȃ0◆

617

尾
木
直
樹

「
ケ
ー
タ
イ
時
代
」
を
生
き
る
き
み
へ

９
２
４
円

ケ
ー
タ
イ
を
た
だ
禁
止
す
れ
ば
い
い
の
？

思
春
期
真
っ
た
だ
中
の
中
・
高
生
時
代
は
、

親
や
先
生
に
反
発
し
た
り
、
友
達
と
つ
る
ん
だ
り
し
て
自
立
へ
の
模
索
を
重
ね
る
時
。

だ
か
ら
こ
そ
、
ケ
ー
タ
イ
に
は
、
特
別
な
魅
力
を
感
じ
る
の
で
す
。
こ
の
便
利
で
危
険

な
メ
デ
ィ
ア
と
ど
う
付
き
合
う
か
。
三
千
人
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
も
と
に
、
き
み
た

ち
と
一
緒
に
考
え
ま
す
。
付
録
「
ト
ラ
ブ
ル
撃
退
法
」。

［
２
０
０
９
年
３
月
］
500617Ȃ5

614

東
海
林

明

高
校
生
活
100
の
ア
ド
バ
イ
ス

９
２
４
円

大
人
へ
の
入
り
口
に
さ
し
か
か
り
、
多
く
の
教
科
を
学
び
、
勉
強
に
部
活
に
忙
し
い
。

迷
い
悩
む
こ
と
も
多
く
、
い
ろ
い
ろ
な
局
面
で
適
切
な
助
言
が
ほ
し
い
。
そ
ん
な
き
み

に
一
〇
〇
個
の
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
贈
ろ
う
。
小
テ
ス
ト
へ
の
取
り
組
み
方
、
苦

手
教
科
が
好
き
に
な
る
方
法
、
部
活
を
つ
づ
け
る
意
味
、
休
み
時
間
の
使
い
方
な
ど
、

高
校
時
代
を
し
っ
か
り
と
過
ご
す
キ
ホ
ン
は
こ
れ
だ
！

［
２
０
０
９
年
２
月
］
500614Ȃ4◆

604

佐
藤
真
海

夢

を

跳

ぶ

ʕ
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ア
ス
リ
ー
ト
の
挑
戦
ʕ８

８
０
円

一
九
歳
の
と
き
に
骨
肉
腫
を
発
症
し
右
足
膝
下
を
失
っ
た
著
者
が
、
北
京
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
陸
上
競
技
・
走
り
幅
跳
び
日
本
代
表
に
選
ば
れ
る
ま
で
の
道
の
り
を
語
る
。
辛
い

闘
病
生
活
、
生
き
る
意
味
を
問
い
続
け
た
日
々
、
競
技
者
と
し
て
の
苦
悩
…
…
。
さ
ま

ざ
ま
な
困
難
を
乗
り
越
え
、
新
た
に
挑
戦
を
続
け
る
若
き
女
性
ア
ス
リ
ー
ト
の
涙
と
夢

と
希
望
の
手
記
。

［
２
０
０
８
年
８
月
］
500604Ȃ5◆

597

金
子

由
美
子

思
春
期
っ
て
な
ん
だ
ろ
う

８
５
８
円

養
護
教
諭
と
し
て
、
保
健
室
で
、
思
春
期
を
生
き
る
生
徒
た
ち
の
悩
み
と
長
年
向
き
合

っ
て
き
た
著
者
は
、
教
室
で
は
「
か
ら
だ
・
こ
こ
ろ
・
性
の
学
習
」
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
成
長
に
よ
る
変
化
を
自
ら
知
り
、
心
身
の
成
熟
を
喜
べ
る
感
性
を
つ

ち
か
う
こ
と
が
生
き
る
力
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
か
ら
で
す
。
思
春
期
を
よ
り
豊
か
に

生
き
る
知
恵
や
考
え
方
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

［
２
０
０
８
年
６
月
］
500597Ȃ0◆

生活・生き方 ―86
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592

落
合
恵
子

崖
っ
ぷ
ち
に
立
つ
あ
な
た
へ

９
０
２
円

い
じ
め
に
よ
る
子
ど
も
の
自
殺
が
あ
と
を
絶
た
な
い
。
生
い
立
ち
ゆ
え
に
い
じ
め
や
無

視
と
た
た
か
う
日
々
の
な
か
で
、
著
者
を
支
え
た
の
は
母
の
温
か
な
眼
差
し
だ
っ
た
。

「
今
度
は
、
私
が
だ
れ
か
を
支
え
る
番
」
と
、
自
身
の
体
験
を
ふ
ま
え
な
が
ら
崖
っ
ぷ
ち

の
今
を
必
死
に
生
き
る
若
者
た
ち
に
「
生
き
い
そ
が
な
い
で
」
と
熱
く
語
り
か
け
る
一

冊
。

［
２
０
０
８
年
４
月
］
500592Ȃ5◆

577

中
村
邦
生

い
ま
、
き
み
を
励
ま
す
こ
と
ば

ʕ
感
情
の
レ
ッ
ス
ン
ʕ

８
１
４
円

だ
れ
か
を
好
き
に
な
っ
て
ド
キ
ド
キ
し
た
り
、
友
だ
ち
と
ケ
ン
カ
し
て
悲
し
く
な
っ
た

り
、
人
生
の
さ
ま
ざ
ま
な
局
面
で
経
験
す
る
感
情
の
起
伏
や
気
持
ち
の
変
転
。
古
今
東

西
の
文
学
作
品
の
こ
と
ば
の
中
か
ら
、
多
様
な
人
間
模
様
や
感
情
の
あ
り
よ
う
を
紹
介

し
な
が
ら
、
解
説
し
ま
す
。
生
き
る
こ
と
を
深
く
見
つ
め
直
す
き
っ
か
け
と
な
る
だ
け

で
な
く
、
読
書
案
内
と
し
て
も
最
適
の
一
冊
で
す
。

［
２
０
０
７
年
11
月
］
500577Ȃ2◆

573

広

岡

勲

道
は
自
分
で
切
り
ひ
ら
く
大
リ
ー
ガ
ー
た
ち
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

８
５
８
円

ぼ
く
は
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
捨
て
た

大
リ
ー
グ
一
年
目
の
春
、
松
井
秀
喜
は
語
っ
た
。

そ
こ
か
ら
Ṝ
い
上
が
り
、
大
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
打
つ
ま
で
に
復
活
し
た
。
黒
人
初
の
大
リ

ー
ガ
ー
、
ジ
ャ
ッ
キ
ー
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
は
、
侮
㚽
の
ヤ
ジ
に
け
っ
し
て
怒
ら
な
い
と
誓

い
、
黒
人
参
加
へ
の
道
を
ひ
ら
い
た
。
逆
境
に
負
け
ず
、
道
を
切
り
ひ
ら
い
た
大
選
手

た
ち
の
生
き
方
は
、
生
き
る
勇
気
を
与
え
て
く
れ
る
。

［
２
０
０
７
年
８
月
］
500573Ȃ4◆

567

平
田
オ
リ
ザ
編
著

16
歳

親
と
子
の
あ
い
だ
に
は

８
５
８
円

世
界
一
周
の
旅
に
出
た
僕
を
、
親
は
旅
先
に
本
や
手
紙
を
せ
っ
せ
と
送
っ
て
き
て
は
応

援
し
て
く
れ
た
…
…
。
見
守
る
親
の
視
線
を
感
じ
な
が
ら
も
自
ら
未
来
を
切
り
拓
こ
う

と
も
が
く
。
さ
ま
ざ
ま
に
揺
れ
る
一
六
歳
の
こ
ろ
の
心
模
様
や
親
子
関
係
を
、
一
二
人

の
個
性
豊
か
な
大
人
た
ち
が
熱
く
語
り
ま
す
。
生
き
る
勇
気
と
元
気
が
も
ら
え
る
十
人

十
色
の
青
春
記
で
す
。

［
２
０
０
７
年
６
月
］
500567Ȃ3◆

507

椎

名

誠

冒

険

に

で

よ

う
８
５
８
円

冒
険
も
本
も
、
心
を
か
き
た
て
て
く
れ
る
。
千
葉
の
海
や
野
を
か
け
め
ぐ
り
、
本
の
中

の
見
知
ら
ぬ
西
域
や
パ
タ
ゴ
ニ
ア
に
あ
こ
が
れ
た
少
年
時
代
。
少
年
の
頃
に
い
だ
い
た

夢
を
追
い
か
け
て
、
辺
境
の
地
を
訪
ね
め
ぐ
る
現
在
。
作
家
・
椎
名
誠
の
背
骨
と
し
て
、

人
生
を
し
っ
か
り
と
支
え
る
冒
険
と
本
。
そ
の
大
い
な
る
魅
力
を
、
オ
モ
シ
ロ
・
ハ
ラ

ハ
ラ
の
体
験
と
と
も
に
語
る
。

［
２
０
０
５
年
６
月
］
500507Ȃ9
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505

香
山
リ
カ

10
代
の
う
ち
に
考
え
て
お
く
こ
と

９
０
２
円

ど
う
す
れ
ば
親
や
友
だ
ち
と
う
ま
く
つ
き
あ
っ
て
い
け
る
ん
だ
ろ
う
？

将
来
ど
ん
な

進
路
に
進
も
う
か
な
？

自
分
に
自
信
が
持
て
な
い
…
…
。
精
神
科
医
の
カ
ヤ
マ
さ
ん

が
自
ら
の
体
験
を
も
と
に
、
中
学
生
や
高
校
生
の
だ
れ
も
が
直
面
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
コ

コ
ロ
の
悩
み
や
疑
問
に
答
え
、
や
さ
し
く
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。
悩
み
多
き
一
〇
代

の
た
め
の
生
き
方
案
内
で
す
。

［
２
０
０
５
年
５
月
］
500505Ȃ5◆

389

村

瀬

学

10
代
の
真
ん
中
で

８
５
８
円

中
学
生
に
な
る
こ
ろ
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
く
る
。
た
と
え
ば

国
語
は
何
を
勉
強
す
る
も
の
な
の
か
、
歴
史
っ
て
な
ん
な
の
か
。
と
も
だ
ち
と
か
親
に

つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
感
じ
に
な
る
。
一
人
の
中
学
生
が
先
生
と
メ
ー
ル

で
や
り
と
り
し
な
が
ら
、
な
ぜ
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
き
た
の
か
、
ど
こ
が
わ
か
ら
な
い

の
か
、
大
人
に
な
る
っ
て
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
、
考
え
て
い
く
。［
２
０
０
２
年
１
月
］
500389Ȃ1◆

350

市
川
伸
一

勉
強
法
が
変
わ
る
本

ʕ
心
理
学
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
ʕ

９
４
６
円

「
い
く
ら
勉
強
し
て
も
わ
か
る
よ
う
に
な
ら
な
い
」「
ち
ょ
っ
と
し
た
問
題
で
も
間
違
え

て
し
ま
う
」
だ
と
し
た
ら
、
自
分
の
勉
強
法
に
問
題
が
な
い
か
な
？

心
理
学
の
成
果

を
も
と
に
、
数
学
、
英
語
、
国
語
な
ど
の
問
題
に
そ
っ
て
、
な
ぜ
つ
ま
ず
い
て
し
ま
う

の
か
、
も
っ
と
よ
い
や
り
方
は
な
い
か
、
具
体
的
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。
効
率
的
で
、

し
か
も
自
分
に
あ
っ
た
勉
強
法
を
み
つ
け
よ
う
。

［
２
０
０
０
年
６
月
］
500350Ȃ1◆

287

今
井
雅
之

若
い
ぼ
く
ら
に
で
き
る
こ
と

ʕ
体
験
的
青
春
論
ʕ

８
１
４
円

こ
ん
な
に
面
白
い
青
春
を
送
っ
た
奴
が
ほ
か
に
い
た
だ
ろ
う
か
！
「
役
者
に
な
り
た

い
」

自
衛
隊
で
の
苛
酷
な
訓
練
生
活
、
マ
ラ
ソ
ン
や
サ
バ
イ
バ
ル
、
売
れ
な
い
修

行
時
代

泣
い
た
り
、
笑
っ
た
り
、
怒
っ
た
り
、
そ
の
夢
だ
け
を
追
い
か
け
て
、
が

む
し
ゃ
ら
に
駆
け
抜
け
て
い
く
。
読
む
と
元
気
が
わ
い
て
く
る
、
俳
優
・
今
井
雅
之
の

破
天
荒
な
青
春
記
。

［
１
９
９
７
年
５
月
］
500287Ȃ0◆

271

な
だ

い
な
だ

い
じ
め
を
考
え
る

品
切（
電
子
版
あ
り
）

ま
す
ま
す
深
刻
化
す
る
い
じ
め
。
私
た
ち
は
ど
う
考
え
、
行
動
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ

う
か
。
日
本
で
は
昔
か
ら
あ
っ
た
い
じ
め
が
、
人
権
意
識
の
高
ま
り
と
と
も
に
大
人
の

社
会
で
は
少
し
ず
つ
減
る
ほ
う
に
む
か
っ
た
が
、
学
校
と
い
う
場
に
は
残
っ
て
し
ま
っ

た

精
神
科
医
の
立
場
か
ら
こ
う
考
え
る
著
者
が
、
あ
る
高
校
生
と
の
対
話
を
通
し

て
問
題
の
深
層
を
み
つ
め
、
解
決
へ
の
糸
口
を
さ
ぐ
り
ま
す
。

［
１
９
９
６
年
６
月
］
500271Ȃ9◆
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林

友
三
郎

中

学

生

時

代

ʕ
勉
強
・
生
活
・
進
路
ʕ

８
１
４
円

中
学
校
生
活
で
だ
れ
も
が
つ
き
あ
た
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
、
た
と
え
ば
勉
強
、
友
だ
ち
、

ク
ラ
ス
、
部
活
動
、
生
徒
会
、
学
園
祭
、
塾
、
高
校
進
学
な
ど
を
と
り
あ
げ
、
悩
み
や

疑
問
に
答
え
な
が
ら
、
ど
う
考
え
た
ら
よ
い
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。
充
実
し
た

中
学
生
時
代
を
送
る
た
め
に
大
い
に
役
立
つ
で
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
中
学
生
に
な
る
人

に
も
ど
う
ぞ
。

［
１
９
８
３
年
２
月
］
500058Ȃ6

10

田
代
三
良

高
校
生
に
な
っ
た
ら

ʕ
学
力
・
体
力
・
生
活
力
ʕ

９
２
４
円

こ
の
本
は
、
高
校
生
に
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
か
ら
進
学
す
る
中
学
生
に
と
っ
て
も
必
読

の
書
で
す
。
教
師
と
し
て
三
〇
年
間
高
校
生
と
つ
き
あ
っ
て
き
た
著
者
が
、
勉
強
、
友

人
、
ク
ラ
ブ
、
生
徒
会
、
読
書
や
大
学
受
験
な
ど
、
高
校
生
が
日
常
つ
き
あ
た
る
多
く

の
問
題
を
と
り
あ
げ
て
、
高
校
生
活
の
中
で
い
ち
ば
ん
重
要
な
目
標
を
明
ら
か
に
し
、

そ
の
た
め
の
学
び
方
、
過
ご
し
方
を
語
り
ま
す
。

［
１
９
７
９
年
11
月
］
500010Ȃ4

89― 生活・生き方
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進
路
・
仕
事

962

竹
内

早
希
子

巨
大
お
け
を
絶
や
す
な
！
日
本
の
食
文
化
を

未
来
へ
つ
な
ぐ

９
４
６
円

し
ょ
う
ゆ
、
み
そ
、
酒
な
ど
、
日
本
の
伝
統
調
味
料
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
巨
大
な
木

お
け
。
日
本
固
有
の
こ
の
巨
大
お
け
を
、
つ
く
れ
る
職
人
が
い
な
く
な
る
！
「
し
ょ
う

ゆ
屋
が
、
お
け
つ
く
っ
た
ら
、
お
も
ろ
い
や
ん
！
」

立
ち
上
が
っ
た
の
は
小
豆
島

の
し
ょ
う
ゆ
蔵
。
最
後
の
職
人
に
弟
子
入
り
し
、
㗨
々
に
降
り
か
か
る
困
難
を
乗
り
越

え
て
、
お
け
づ
く
り
の
輪
を
全
国
に
広
げ
た
奇
跡
の
奮
闘
記
。

［
２
０
２
３
年
１
月
］
500962Ȃ6

959

林

直

亨

学
び
合
い
、
発
信
す
る
技
術

ʕ
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ス
キ
ル
の
基
礎
ʕ

９
０
２
円

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ス
キ
ル
は
す
べ
て
の
知
的
活
動
の
基
盤
。
こ
れ
か
ら
の
社
会
で
は
、
い

か
に
し
て
情
報
を
集
め
、
共
有
し
、
発
信
し
て
い
く
か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
本
書
で

は
、
対
話
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
、
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
等
に
つ
い
て

わ
か
り
や
す
く
解
説
。
大
学
や
研
究
だ
け
で
な
く
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
場
な
ど
広
く
社
会
で

必
要
と
さ
れ
る
知
的
活
動
の
た
め
の
入
門
書
で
す
。

［
２
０
２
２
年
10
月
］
500959Ȃ6◆

924

川

人

博

過
労
死
し
な
い
働
き
方

ʕ
働
く
リ
ア
ル
を
考
え
る
ʕ

８
８
０
円

Ｉ
Ｔ
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
少
子
化
等
に
よ
っ
て
労
働
強
化
が
進
む
中
、
中
高
年
だ
け

で
な
く
若
い
世
代
に
も
過
労
死
や
過
労
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
人
が
増
え
て
い
る
。
ど

う
し
た
ら
こ
の
現
状
を
変
え
て
い
け
る
の
か
。
多
く
の
裁
判
を
闘
い
、
各
地
の
高
校
で

過
労
死
防
止
の
講
演
や
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
の
普
及
に
努
め
る
著
者
が
、
過
労
死
し
な
い
働

き
方
や
職
場
の
あ
り
方
を
実
例
を
も
と
に
提
案
す
る
。

［
２
０
２
０
年
９
月
］
500924Ȃ4◆
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富
士
晴
英
と
ゆ
か
い
な
仲
間
た
ち

で
き
ち
ゃ
い
ま
し
た
！

フ
ツ
ー
の
学
校

９
４
６
円

一
人
一
人
が
主
体
的
に
学
び
、
多
様
性
を
認
め
合
う
場
は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
作
れ
る

の
か
？

生
徒
の
自
己
肯
定
感
を
高
め
、「
正
解
の
な
い
学
び
」
に
取
り
組
む
東
京
の
私

立
中
高
一
貫
校
の
実
践
を
紹
介
。
名
物
校
長
か
ら
み
ん
な
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
「
偏
差

値
よ
り
学
習
歴
！
」「
自
己
ベ
ス
ト
の
更
新
を
目
指
そ
う
！
」「
し
く
じ
り
Ｏ
Ｋ
！

さ

あ
や
っ
て
み
よ
う
よ
！
」

［
２
０
２
０
年
７
月
］
500922Ȃ0◆

912

上
田
紀
行
編
著

新
・
大
学
で
な
に
を
学
ぶ
か

１
０
３
４
円

大
学
で
は
何
を
ど
の
よ
う
に
学
ぶ
の
か
？

高
校
ま
で
の〈
勉
強
〉と
何
が
違
う
の
か
？

大
学
で
身
に
つ
け
る
べ
き
教
養
と
は
？
…
…
。
池
上
彰
、
磯
崎
憲
一
郎
、
國
分
功
一
郎
、

中
島
岳
志
、
中
野
民
夫
、
伊
藤
亜
紗
、
西
田
亮
介
…
…
東
工
大
で
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教

育
に
携
わ
る
気
鋭
の
大
学
教
員
た
ち
が
〈学
び
〉の
意
味
を
論
じ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
大
学

を
目
指
す
人
、
い
ま
大
学
で
学
ん
で
い
る
人
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
。
［
２
０
２
０
年
２
月
］
500912Ȃ1◆

868

打
越
さ
く
良
・
佐
藤
倫
子
編

司
法
の
現
場
で
働
き
た
い
！

ʕ
弁
護
士
・
裁
判
官
・
検
察
官
ʕ

９
４
６
円

「
人
の
役
に
立
つ
仕
事
が
し
た
い
！
」「
困
っ
て
い
る
人
を
助
け
た
い
！
」
と
考
え
る
人

は
多
い
だ
ろ
う
。
法
律
家
（
弁
護
士
・
裁
判
官
・
検
察
官
）
の
仕
事
は
、
ま
さ
に
そ
の

一
つ
。
13
人
の
法
律
家
た
ち
が
、
今
の
職
業
を
目
指
し
た
理
由
、
仕
事
の
面
白
さ
や
難

し
さ
、
意
義
を
率
直
に
語
る
。
と
き
に
法
律
家
以
外
の
顔
も
垣
間
見
え
、
進
路
や
生
き

方
に
悩
む
人
に
と
っ
て
も
役
に
立
つ
一
冊
。

［
２
０
１
８
年
３
月
］
500868Ȃ1

830

松
下
佳
世

通
訳
に
な
り
た
い
！

ʕ
ゼ
ロ
か
ら
め
ざ
せ
る
10
の
道
ʕ

９
０
２
円

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
控
え
、
注
目
を
集
め
る
通
訳
。
通
訳
っ
て
ど
ん
な

仕
事
？

ス
ポ
ー
ツ
通
訳
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
通
訳
と
い
っ
た
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
も
活

躍
が
予
想
さ
れ
る
分
野
か
ら
、
会
議
通
訳
、
ビ
ジ
ネ
ス
通
訳
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン

ト
通
訳
に
至
る
ま
で
、
現
役
の
第
一
線
で
活
躍
し
て
い
る
通
訳
者
た
ち
の
声
を
通
し
て

通
訳
の
仕
事
の
魅
力
を
探
り
ま
す
。

［
２
０
１
６
年
４
月
］
500830Ȃ8◆

794

川
井
㜇
介

伝
え
る
た
め
の
教
科
書

９
２
４
円

大
学
生
や
社
会
人
に
な
る
と
、
レ
ポ
ー
ト
や
報
告
書
、
メ
ー
ル
や
手
紙
な
ど
、
実
用
的

な
文
書
を
書
く
機
会
が
増
え
ま
す
。
実
用
的
な
文
書
で
大
切
な
の
は
、
な
に
よ
り
相
手

に
伝
わ
る
こ
と
。
こ
の
本
で
は
、
学
校
で
は
教
え
て
く
れ
な
い
「
伝
わ
る
」
文
書
の
書

き
方
を
、
シ
ン
プ
ル
な
６
つ
の
心
得
と
、
身
近
な
９
つ
の
場
面
で
、
や
さ
し
く
学
び
ま

す
。
受
験
や
就
職
活
動
で
も
き
っ
と
役
に
立
ち
ま
す
よ
。

［
２
０
１
５
年
１
月
］
500794Ȃ3

91― 進路・仕事
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美
馬

の
ゆ
り

理リ

系ケ

女ジ

子ョ

的
生
き
方
の
ス
ス
メ
〈
知
の
航
海
〉
シ
リ
ー
ズ

９
２
４
円

現
在
、
注
目
の
的
で
あ
る
理
系
女
子
（
リ
ケ
ジ
ョ
）
の
一
人
で
あ
る
著
者
が
、
自
身
の

こ
れ
ま
で
や
研
究
生
活
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
リ
ケ
ジ
ョ
人
生
の
面
白
さ
、
奥
深
さ
を
熱

く
語
り
ま
す
。
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
見
つ
け
て
、
周
囲
を
巻
き
込
み
な
が
ら
楽
し

く
お
し
ゃ
れ
に
生
き
る
そ
の
㗡
に
、
進
路
や
生
き
方
に
悩
む
女
子
に
限
ら
ず
、
多
く
の

若
者
が
生
き
る
ヒ
ン
ト
や
元
気
を
も
ら
え
る
一
冊
で
す
。

［
２
０
１
２
年
12
月
］
500730Ȃ1

715

竹
信

三
恵
子

し
あ
わ
せ
に
働
け
る
社
会
へ

品
切（
電
子
版
あ
り
）

長
引
く
不
況
の
影
響
を
受
け
、
若
者
た
ち
の
就
職
が
厳
し
さ
を
増
す
一
方
、
働
き
口
が

あ
っ
て
も
苛
酷
な
労
働
に
心
身
の
健
康
を
損
ね
て
退
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
者
も
い

る
。
誰
も
が
し
あ
わ
せ
に
働
け
る
社
会
に
す
る
た
め
に
必
要
な
労
働
政
策
と
は
何
か
？

働
く
者
に
必
要
な
知
識
と
は
？

多
く
の
労
働
現
場
を
丹
念
に
取
材
し
て
き
た
著
者

が
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
例
を
も
と
に
提
言
す
る
。

［
２
０
１
２
年
６
月
］
500715Ȃ8◆

685

今
北
純
一

自
分
力
を
高
め
る

８
８
０
円

成
績
や
肩
書
に
縛
ら
れ
な
い
、
リ
ス
ク
を
恐
れ
ず
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る
、
ワ
ク
ワ
ク
感
を
大
切
に
し
て
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
ビ
ジ
ョ
ン
、

パ
ッ
シ
ョ
ン
を
持
つ
…
…
。
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
の
最
前
線
で
活
躍
す
る
著
者
か
ら
若
い
世

代
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
。
自
分
の
道
を
見
つ
け
、
夢
と
希
望
に
向
か
っ
て
生
き
る
た

め
の
実
践
的
ア
ド
バ
イ
ス
。

［
２
０
１
１
年
６
月
］
500685Ȃ4◆

683

汐
見
稔
幸
編

子
ど
も
に
か
か
わ
る
仕
事

１
０
３
４
円

保
育
園
、
学
校
、
診
察
室
、
学
童
ク
ラ
ブ
や
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど
の
現
場
で
子
ど
も

た
ち
の
い
の
ち
、
育
ち
、
心
、
そ
し
て
生
き
づ
ら
さ
に
ひ
た
む
き
に
寄
り
そ
い
、
支
え

る
一
三
人
が
自
ら
の
仕
事
を
語
る
。
仕
事
の
喜
び
や
意
義
だ
け
で
な
く
、
迷
い
や
難
し

さ
を
率
直
に
伝
え
る
こ
と
で
、
進
路
や
生
き
方
に
悩
む
若
者
に
と
っ
て
大
き
な
励
ま
し

と
な
る
一
冊
。

［
２
０
１
１
年
５
月
］
500683Ȃ0◆

666

石
井
幹
子

光
が
照
ら
す
未
来

ʕ
照
明
デ
ザ
イ
ン
の
仕
事
ʕʪ

カ
ラ
ー
16
頁
〉
１
０
５
６
円

東
京
タ
ワ
ー
や
明
石
海
峡
大
橋
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
で
知
ら
れ
る
世
界
的
照
明
デ
ザ
イ
ナ

ー
か
ら
若
い
世
代
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
。
進
路
に
悩
ん
だ
学
生
時
代
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

留
学
の
体
験
、
照
明
デ
ザ
イ
ン
と
の
出
会
い
、
各
地
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
な
ど
、
新
し
い
世
界
を
切
り
拓
い
て
き
た
道
の
り
を
た
ど
り
、
照
明
デ
ザ
イ
ン
の
魅

力
と
そ
の
可
能
性
を
語
る
。

［
２
０
１
０
年
10
月
］
500666Ȃ3
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鮫

島

敦

職

人

を

生

き

る
８
５
８
円

も
の
づ
く
り
に
生
き
る
職
人
の
世
界
と
は
ど
ん
な
世
界
な
の
だ
ろ
う
。
押
絵
羽
子
板
、

手
描
き
提
灯
、
江
戸
切
子
、
藍
染
な
ど
伝
統
的
な
工
芸
品
に
た
ず
さ
わ
る
職
人
た
ち
を

紹
介
し
ま
す
。
弟
子
入
り
の
き
っ
か
け
や
厳
し
い
修
業
の
様
子
、日
々
の
暮
ら
し
ぶ
り
、

技
へ
の
こ
だ
わ
り
な
ど
、
そ
の
知
ら
れ
ざ
る
素
顔
に
迫
り
ま
す
。
手
に
職
を
つ
け
自
分

ら
し
く
生
き
る
た
め
の
仕
事
案
内
。

［
２
０
０
８
年
12
月
］
500611Ȃ3

569

岸

川

真

フ
リ
ー
と
い
う
生
き
方

７
４
０
円

「
フ
リ
ー
で
働
く
っ
て
か
っ
こ
よ
さ
そ
う
」「
フ
リ
ー
で
生
き
た
い
」
と
考
え
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

で
も
本
当
の
フ
リ
ー
の
生
活
っ
て
ど
ん
な
も
の
な
の
で
し
ょ
う

か
。
会
社
に
就
職
す
る
こ
と
を
選
ば
ず
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
と
し
て
山
あ
り
谷
あ
り
の
仕

事
を
し
て
き
た
著
者
が
、
人
と
の
関
わ
り
方
、
苦
境
の
乗
り
越
え
方
、
仕
事
の
見
つ
け

方
な
ど
を
元
気
に
語
り
ま
す
。

［
２
０
０
７
年
６
月
］
500569Ȃ7◆

541

陳

建

一

父
の
仕
事
を
継
ぐ

自
分
の
味
を
つ
く
る

８
５
８
円

「
中
華
の
神
様
」
と
呼
ば
れ
た
父
、
陳
建
民
。
父
と
同
じ
味
を
出
し
た
い
、
偉
大
な
父
に

少
し
で
も
近
づ
き
た
い
と
悩
む
建
一
を
救
っ
た
の
は「
お
父
さ
ん
の
真
似
で
は
な
く
て
、

自
分
の
料
理
を
作
れ
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
」
と
い
う
言
葉
だ
っ
た
…
…
。
中
華
の
鉄
人
と

し
て
活
躍
す
る
著
者
が
父
と
の
ᷤ
藤
を
克
服
し
、
自
分
な
り
の
生
き
方
を
見
つ
け
る
ま

で
の
道
の
り
を
語
る
。

［
２
０
０
６
年
７
月
］
500541Ȃ3◆

533

森

清

働
く
っ
て
何
だ
30
の
ア
ド
バ
イ
ス

９
２
４
円

長
年
に
わ
た
っ
て
「
働
く
こ
と
」
に
つ
い
て
研
究
し
て
き
た
著
者
に
よ
る
仕
事
案
内
。

働
く
こ
と
の
意
味
を
考
え
な
が
ら
、
職
業
体
験
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
実
践
法
、
職

業
㗦
格
の
生
か
し
方
、
正
社
員
と
非
正
社
員
の
違
い
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
意
義
な
ど
、
働

く
た
め
の
基
本
的
な
知
識
を
解
説
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
社
会
に
出
て
い
く
若
者
の
た
め

の
働
き
方
入
門
で
す
。

［
２
０
０
６
年
４
月
］
500533Ȃ8◆

318

小
関
智
弘

も
の
づ
く
り
に
生
き
る

８
５
８
円

屋
上
か
ら
設
計
図
で
紙
飛
行
機
を
折
っ
て
飛
ば
す
と
、
三
日
後
に
は
製
品
と
な
っ
て
も

ど
っ
て
く
る

東
京
大
田
区
に
ひ
し
め
く
町
工
場
街
に
は
、
ネ
ジ
一
つ
か
ら
、
宇
宙

衛
星
の
最
先
端
の
ハ
イ
テ
ク
の
部
品
ま
で
を
造
る
技
術
を
も
っ
た
人
び
と
が
た
く
さ
ん

働
い
て
い
る
。
も
の
を
創
る
工
夫
と
よ
ろ
こ
び
、
こ
の
時
代
に
働
く
こ
と
の
意
味
を
、

旋
盤
工
五
〇
年
の
作
家
が
心
を
こ
め
て
描
く
。

［
１
９
９
９
年
４
月
］
500318Ȃ1
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隅
谷

三
喜
男

大
学
で
な
に
を
学
ぶ
か

８
８
０
円

多
く
の
若
も
の
が
大
学
に
進
む
な
か
で
、
ど
の
大
学
を
選
ぶ
か
、
大
学
で
な
に
を
学
ぶ

か
、
学
問
を
人
生
に
ど
う
生
か
す
か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
い
ま
学
長
を
つ
と
め
る
著

者
が
、
大
学
の
現
状
を
正
確
に
と
ら
え
た
う
え
で
、
こ
れ
ら
の
切
実
な
疑
問
に
具
体
的

に
答
え
ま
す
。
大
学
を
め
ざ
す
高
校
生
、
受
験
生
を
も
つ
父
母
、
先
生
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
大
学
生
に
も
役
立
つ
現
代
の
大
学
案
内
。

［
１
９
８
１
年
11
月
］
500038Ȃ8
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趣
味
・
旅
行

965

ト
ミ
ヤ
マ
ユ
キ
コ

10
代
の
悩
み
に
効
く
マ
ン
ガ
、
あ
り
ま
す
！

１
０
５
６
円

10
代
は
楽
し
い
こ
と
も
多
い
一
方
で
、
友
達
や
親
と
の
関
係
に
モ
ヤ
モ
ヤ
し
た
り
、
進

路
や
将
来
を
あ
れ
こ
れ
考
え
た
り
、
見
た
目
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
神
経
を
使
っ
た
り
と
け
っ
こ

う
大
変
！

そ
ん
な
悩
み
多
き
10
代
を
、
多
種
多
様
な
マ
ン
ガ
を
通
し
て
お
助
け
し
ま

す
。
読
め
ば
す
べ
て
解
決
！
と
ま
で
は
い
か
な
く
て
も
、
委
縮
し
た
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ

が
ふ
わ
っ
と
軽
く
な
る
こ
と
間
違
い
な
し
の
一
冊
。

［
２
０
２
３
年
３
月
］
500965Ȃ7

904

松
原
良
香

ス
ト
ラ
イ
カ
ー
を
科
学
す
る

ʕ
サ
ッ
カ
ー
は
南
米
に
学
べ
！
ʕ

８
８
０
円

決
定
力
不
足

。
日
本
サ
ッ
カ
ー
の
永
遠
の
課
題
を
正
面
か
ら
論
じ
た
待
望
の
一

冊
。
南
米
サ
ッ
カ
ー
に
精
通
し
た
著
者
が
、
現
役
ウ
ル
グ
ア
イ
代
表
な
ど
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
南
米
選
手
や
代
表
監
督
へ
の
取
材
を
も
と
に
ス
キ
ル
や
メ
ン
タ
ル
、
コ
ン
デ
ィ
シ

ョ
ニ
ン
グ
な
ど
、
ス
ト
ラ
イ
カ
ー
の
条
件
や
育
成
方
法
を
科
学
的
に
分
析
。
世
界
に
勝

つ
た
め
の
日
本
サ
ッ
カ
ー
強
化
の
方
策
を
提
言
す
る
。

［
２
０
１
９
年
９
月
］
500904Ȃ6◆

803

浦
井
正
明

上
野
公
園
へ
行
こ
う

ʕ
歴
史
＆
ア
ー
ト
探
検
ʕ

ʪ
カ
ラ
ー
16
頁
〉
１
０
５
６
円

上
野
公
園
＝
西
郷
像
＋
パ
ン
ダ
は
模
範
解
答
。
合
格
大
仏
＋
ハ
シ
ビ
ロ
コ
ウ
は
一
歩
デ

ィ
ー
プ
な
解
答
で
す
。
動
物
園
の
人
気
者
は
ゾ
ウ
に
ゴ
リ
ラ
に
ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ
マ
に
ア

イ
ア
イ
た
ち
。
日
本
で
は
じ
め
て
の
公
園
に
は
、
歴
史
も
建
物
も
ア
ー
ト
も
動
物
も
植

物
も
ふ
ん
だ
ん
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
本
を
持
っ
て
、
一
歩
も
二
歩
も
デ
ィ
ー
プ
な
上
野

公
園
探
検
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

［
２
０
１
５
年
７
月
］
500803Ȃ2
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782

萩
原

さ
ち
こ

お

城

へ

行

こ

う
！

９
９
０
円

城
を
支
え
守
る
石
垣
も
、
敵
を
阻
む
堀
も
時
代
や
武
将
の
こ
だ
わ
り
、
地
域
に
よ
っ
て

つ
く
ら
れ
方
は
千
差
万
別
。
歴
史
を
た
ど
り
な
が
ら
、
そ
ん
な
お
城
の
特
徴
や
魅
力
を

天
守
・
櫓
か
ら
、
窓
・
破
風
に
い
た
る
小
さ
な
パ
ー
ツ
ま
で
、
城
メ
グ
リ
ス
ト
の
著
者

が
丁
寧
に
解
説
す
る
。
お
城
め
ぐ
り
に
欠
か
せ
な
い
一
冊
。
冒
頭
で
は
全
国
各
地
に
残

る
個
性
的
な
お
城
八
城
を
カ
ラ
ー
で
紹
介
す
る
。

［
２
０
１
４
年
８
月
］
500782Ȃ0◆

769

伊
藤
遊
・
谷
川
竜
一
・
村
田
麻
里
子
・
山
中
千
恵

マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
へ
行
こ
う

９
４
６
円

マ
ン
ガ
の
世
界
に
入
る
、
貴
重
な
原
画
を
見
る
、
マ
ン
ガ
家
の
素
顔
を
知
る
、
マ
ン
ガ

の
仕
組
み
を
知
る
、
一
日
中
寝
転
が
っ
て
読
む
、
大
好
き
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
グ
ッ
ズ

を
買
う
…
…
、
楽
し
み
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
。
普
段
マ
ン
ガ
本
を
読
ん
で
い
る
だ
け
で
は

気
づ
か
な
か
っ
た
新
た
な
マ
ン
ガ
の
魅
力
に
出
会
え
る
全
国
各
地
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を

紹
介
し
ま
す
。

［
２
０
１
４
年
３
月
］
500769Ȃ1

737

草
薙

奈
津
子

美
術
館
へ
行
こ
う

９
０
２
円

個
性
的
な
展
覧
会
や
多
彩
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
ど
の
よ
う
に
つ
く
ら
れ
て
い
る

の
？

学
芸
員
は
何
を
す
る
の
？

美
術
館
の
表
の
仕
事
か
ら
舞
台
裏
、
さ
ら
に
は
そ

の
楽
し
み
方
ま
で
を
、
現
役
の
学
芸
員
で
も
あ
る
著
者
が
、
豊
富
な
写
真
を
交
え
て
い

ね
い
に
解
説
。
芸
術
と
人
の
出
会
い
を
橋
渡
し
す
る
美
術
館
の
魅
力
を
堪
能
で
き
る
一

冊
。

［
２
０
１
３
年
３
月
］
500737Ȃ0

704

栗
原
堅
三

う
ま
味
っ
て
何
だ
ろ
う

９
０
２
円

甘
・
苦
・
酸
・
塩
に
つ
づ
く
五
番
目
の
味
が
う
ま
味
だ
。
コ
ン
ブ
の
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
、

カ
ツ
オ
ブ
シ
の
イ
ノ
シ
ン
酸
、
シ
イ
タ
ケ
の
グ
ア
ニ
ル
酸
は
ど
れ
も
日
本
人
が
発
見
し

た
。
赤
ち
ゃ
ん
が
母
乳
を
好
き
な
わ
け
も
、
完
熟
ト
マ
ト
が
お
い
し
い
わ
け
も
、
合
わ

せ
だ
し
が
お
い
し
い
わ
け
も
、
う
ま
味
の
は
た
ら
き
な
の
だ
。
ほ
か
に
は
、
ど
ん
な
食

べ
も
の
に
多
く
含
ま
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？

［
２
０
１
２
年
１
月
］
500704Ȃ2◆

702

谷
本
道
哉
編
著

石
井
直
方
監
修

ス
ポ
ー
ツ
科
学
の
教
科
書

ʕ
強
く
な
る
・
う
ま
く
な
る
近
道
ʕ

９
２
４
円

ス
ポ
ー
ツ
競
技
で
、
よ
り
強
く
・
う
ま
く
な
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
の
で
し
ょ

う
か
？

運
動
生
理
学
、
機
能
解
剖
学
、
ス
ポ
ー
ツ
バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス
、
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
科
学
、
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
学
、
健
康
科
学
の
観
点
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
の
現
場
で
生
じ

る
疑
問
に
一
問
一
答
式
で
答
え
、
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。
コ
ン
パ
ク
ト
で
読
み

や
す
い
ス
ポ
ー
ツ
科
学
入
門
で
す
。

［
２
０
１
１
年
12
月
］
500702Ȃ8
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694

村
上
晃
一

仲

間

を

信

じ

て

ʕ
ラ
グ
ビ
ー
が
教
え
て
く
れ
た
も
の
ʕ

８
５
８
円

身
体
を
激
し
く
ぶ
つ
け
合
う
熱
き
ス
ポ
ー
ツ
・
ラ
グ
ビ
ー
。
仲
間
を
信
じ
、
協
力
し
な

け
れ
ば
ト
ラ
イ
は
生
ま
れ
な
い
。
真
剣
勝
負
の
中
で
得
る
の
は
、
勇
気
と
フ
ェ
ア
な
精

神
、
そ
し
て
生
涯
の
友
だ
。
中
学
高
校
時
代
に
ラ
グ
ビ
ー
に
出
会
い
、
そ
の
後
の
人
生

を
豊
か
に
し
て
い
っ
た
人
び
と
が
い
る
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
。
六
人
の
ラ
ガ
ー
マ
ン
の
成

長
す
る
㗡
を
追
う
。

［
２
０
１
１
年
９
月
］
500694Ȃ6◆

681

東
田
大
志

パ

ズ

ル

学

入

門

ʕ
パ
ズ
ル
で
愛
を
伝
え
よ
う
ʕ

８
５
８
円

「
ビ
ラ
が
パ
ズ
ル
の
人
」
と
し
て
注
目
を
集
め
る
気
鋭
の
パ
ズ
ル
研
究
者
に
よ
る
画
期

的
な
一
冊
。
パ
ズ
ル
と
は
何
か
？

世
界
で
最
も
古
い
パ
ズ
ル
は
？

パ
ズ
ル
に
は
ど

ん
な
種
類
が
あ
る
の
？

時
代
の
最
先
端
を
い
く
最
新
パ
ズ
ル
と
は
？

な
ど
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
パ
ズ
ル
の
魅
力
に
迫
り
ま
す
。
パ
ズ
ル
の
作
り
方
も
伝
授
、
著

者
作
成
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
パ
ズ
ル
も
満
載
で
す
！

［
２
０
１
１
年
４
月
］
500681Ȃ6◆

679

新
田
穂
高

自
転
車
で
行
こ
う

品
切（
電
子
版
あ
り
）

環
境
に
優
し
く
健
康
に
も
い
い
乗
り
物
と
し
て
注
目
を
集
め
る
自
転
車
。
安
全
に
乗
る

た
め
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
、
マ
ナ
ー
、
自
分
の
自
転
車
を
乗
り
や
す
く
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
す
る

方
法
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
プ
ラ
ン
作
り
、
持
ち
物
や
服
装
の
解
説
な
ど
、
ビ
ギ
ナ
ー
か

ら
愛
好
者
ま
で
幅
広
く
役
立
つ
情
報
を
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
ま
す
。
自
転
車
に
乗
る

の
が
楽
し
く
な
る
一
冊
で
す
。

［
２
０
１
１
年
３
月
］
500679Ȃ3◆

653

近
藤
雄
生

旅

に

出

よ

う

ʕ
世
界
に
は
い
ろ
ん
な
生
き
方
が
あ
ふ
れ
て
る
ʕ９

０
２
円

も
っ
と
自
分
ら
し
く
自
由
に
生
き
て
み
た
い
！

生
き
方
は
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
い
い
は

ず
だ
と
海
外
に
旅
立
っ
た
著
者
は
、
五
年
以
上
に
お
よ
ぶ
旅
で
何
を
感
じ
た
の
か
？

夢
を
追
い
続
け
る
人
、
自
分
の
道
を
切
り
開
こ
う
と
す
る
人
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
大

き
な
力
に
よ
っ
て
人
生
を
動
か
さ
れ
て
い
る
人
…
…
、
各
地
で
出
会
っ
た
様
々
な
人
の

㗡
を
通
し
て
、
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
の
道
を
探
る
。

［
２
０
１
０
年
４
月
］
500653Ȃ3◆

650

松
島

駿
二
郎

探
険
と
冒
険
の
物
語

８
５
８
円

未
知
の
土
地
、
人
間
、
動
植
物
を
見
て
み
た
い
！

そ
ん
な
好
奇
心
や
欲
望
が
人

を
探
険
や
冒
険
に
駆
り
た
て
た
。
熱
帯
の
観
察
か
ら
進
化
概
念
を
見
つ
け
た
ダ
ー
ウ
ィ

ン
や
ウ
ォ
レ
ス
、
新
大
陸
や
太
平
洋
の
島
々
を
世
界
史
の
舞
台
に
登
場
さ
せ
た
マ
ゼ
ラ

ン
や
ク
ッ
ク
、
極
限
の
自
然
に
挑
ん
だ
ア
ム
ン
ゼ
ン
や
ス
コ
ッ
ト
。
彼
ら
の
物
語
は
、

私
た
ち
の
心
を
熱
く
か
き
た
て
て
く
れ
る
。

［
２
０
１
０
年
３
月
］
500650Ȃ2◆
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645

山
下
柚
実

年
中
行
事
を
五
感
で
味
わ
う

品
切（
電
子
版
あ
り
）

大
ᷢ
日
に
出
現
す
る
妖
し
い
狐
の
大
行
列
、
節
分
に
暴
れ
回
る
鬼
の
雄
叫
び
、
無
病
息

災
を
願
う
七
草
粥
の
味
…
…
。
季
節
の
変
化
を
感
じ
、
風
土
と
結
び
あ
い
な
が
ら
人
々

の
生
活
の
な
か
で
伝
え
ら
れ
て
き
た
年
中
行
事
。
独
特
な
祈
り
の
声
、
鐘
の
響
き
、
衣

装
の
色
彩
、
炎
や
お
香
の
匂
い
な
ど
五
感
を
揺
さ
ぶ
る
年
中
行
事
の
神
髄
と
魅
力
を
紹

介
し
ま
す
。

［
２
０
０
９
年
12
月
］
500645Ȃ8◆

629

辛
島
昇

大
村
㗨
郷
写
真

カ
ラ
ー
版
イ
ン
ド
・
カ
レ
ー
紀
行

１
０
７
８
円

カ
レ
ー
と
い
え
ば
イ
ン
ド
。
で
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
う
し
て
で
き
た
か
、
知
っ
て

い
ま
す
か
。
イ
ン
ド
で
は
、
ど
ん
な
カ
レ
ー
を
食
べ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
イ
ン
ド
史
研

究
の
第
一
人
者
が
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
の
起
源
を
探
り
な
が
ら
、
各
地
の
特
色
あ
ふ
れ
る

料
理
を
味
わ
い
、
歴
史
と
文
化
を
語
り
ま
す
。
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
と
む
料
理
の
美
し
い
写

真
に
、
本
場
カ
レ
ー
が
食
べ
た
く
な
り
ま
す
。

［
２
０
０
９
年
６
月
］
500629Ȃ8◆

600

今
森
光
彦

カ
ラ
ー
版
里
山
を
歩
こ
う
Part２

ʕ
わ
き
水
の
里
か
ら
琵
琶
湖
へ
ʕ

１
０
７
８
円

地
下
水
が
湧
き
、
水
路
を
豊
か
な
水
が
流
れ
る
里
。
こ
こ
で
は
魚
や
鳥
た
ち
だ
け
で
な

く
、
人
々
も
い
き
い
き
と
活
動
し
て
い
る
。
川
に
入
っ
て
遊
ぶ
子
ど
も
、「
か
ば
た
」
と

よ
ぶ
水
場
や
水
路
を
守
っ
て
い
こ
う
と
す
る
人
、
川
舟
で
魚
を
と
る
老
漁
師
、
一
昔
前

の
生
命
あ
ふ
れ
る
琵
琶
湖
を
と
り
も
ど
そ
う
と
す
る
人
た
ち
。
琵
琶
湖
水
系
の
自
然
と

暮
ら
し
を
、
美
し
い
写
真
と
と
も
に
案
内
す
る
。

［
２
０
０
８
年
６
月
］
500600Ȃ7

596

小
泉
武
夫

い
の
ち
を
は
ぐ
く
む
農
と
食

８
８
０
円

一
年
間
に
農
業
に
就
く
後
継
者
が
五
千
人
を
割
り
、食
料
自
給
率
も
四
〇
％
を
割
っ
た
。

し
か
も
、
食
品
の
安
心
・
安
全
に
も
不
安
が
大
き
い
。
そ
ん
な
日
本
の
農
と
食
に
未
来

は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
各
地
で
活
性
化
策
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
き
た
小
泉
先
生
が
、
再

生
へ
の
カ
ギ
を
に
ぎ
る
取
り
組
み
を
紹
介
し
て
く
れ
る
。
小
学
生
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
、
し
っ
か
り
と
道
を
切
り
開
い
て
い
る
よ
。

［
２
０
０
８
年
７
月
］
500596Ȃ3◆

591

鈴
木
伸
一

ア
ニ
メ
が
世
界
を
つ
な
ぐ

８
５
８
円

満
州
で
の
少
年
時
代
、〈
ト
キ
ワ
荘
〉
の
漫
画
家
た
ち
と
の
出
会
い
、
ア
ニ
メ
ー
タ
ー
と

し
て
さ
さ
え
た
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
の
黄
金
時
代
。
今
や
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
館
長
と
し
て
世

界
中
の
日
本
ア
ニ
メ
フ
ァ
ン
を
迎
え
、
ユ
ネ
ス
コ
の
ア
ジ
ア
諸
国
向
け
教
育
ビ
デ
オ
を

作
る

〈
ラ
ー
メ
ン
の
小
池
さ
ん
〉
の
モ
デ
ル
に
も
な
っ
た
著
者
の
、
さ
ら
な
る
世

界
へ
の
挑
戦
は
続
き
ま
す
。

［
２
０
０
８
年
３
月
］
500591Ȃ8
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581

小
関
智
弘

道
具
に
ヒ
ミ
ツ
あ
り

９
０
２
円

ボ
ー
ル
ペ
ン
に
消
し
ゴ
ム
、
メ
ガ
ネ
に
フ
ァ
ス
ナ
ー
、
ケ
ー
タ
イ
に
自
転
車
。
な
じ
み

の
道
具
た
ち
が
安
心
し
て
使
え
る
の
は
、
つ
く
る
人
た
ち
の
工
夫
が
こ
め
ら
れ
て
い
る

か
ら
だ
。
旋
盤
工
だ
っ
た
小
関
さ
ん
が
、
つ
く
っ
た
人
か
ら
ポ
イ
ン
ト
を
聞
い
た
り
、

調
べ
た
り
し
て
、ヒ
ミ
ツ
を
教
え
て
く
れ
る
。
道
具
と
つ
く
る
人
た
ち
の
素
顔
が
見
え
、

「
こ
ん
な
に
工
夫
が
あ
っ
た
ん
だ
！
」
と
感
心
さ
せ
ら
れ
る
ぞ
。

［
２
０
０
７
年
12
月
］
500581Ȃ9

561

古
市
徹
雄

カ
ラ
ー
版
世
界
遺
産
の
建
築
を
見
よ
う

１
０
７
８
円

建
築
の
基
礎
的
な
知
識
が
あ
る
と
、
建
物
を
見
る
楽
し
み
が
広
が
り
ま
す
。
世
界
遺
産

の
建
築
を
時
代
を
追
っ
て
見
て
い
く
こ
と
で
、
そ
の
土
地
の
歴
史
や
風
土
と
も
か
か
わ

り
の
深
い
建
築
の
魅
力
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。
西
洋
建
築
と
最
近
注
目
度
の
高
い
イ

ス
ラ
ム
建
築
を
、
わ
か
り
や
す
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
画
像
や
美
し
い
写
真
と
と
も
に
紹
介
し

ま
す
。
付
録
に
日
本
の
世
界
遺
産
も
あ
り
ま
す
。

［
２
０
０
７
年
３
月
］
500561Ȃ1

553

松
尾
哲
矢
・
羽
鳥
操

身
体
感
覚
を
ひ
ら
く

ʕ
野
口
体
操
に
学
ぶ
ʕ

品
切（
電
子
版
あ
り
）

競
技
力
向
上
を
目
指
す
ス
ポ
ー
ツ
選
手
も
、
演
劇
や
音
楽
の
道
を
志
す
人
も
、
か
ら
だ

を
動
か
す
の
は
苦
手
だ
と
い
う
人
も
、「
よ
り
速
く
、
よ
り
高
く
、
よ
り
強
く
」
を
目
指

す
従
来
型
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
は
全
く
異
な
る
運
動
で
、
身
体
の
感
覚
を
ひ
ら
い
て
み

ま
せ
ん
か
。
四
股
、
や
す
ら
ぎ
の
動
き
、
上
体
の
ぶ
ら
さ
げ
…
…
、
野
口
体
操
の
さ
ま

ざ
ま
な
動
き
を
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
ま
す
。

［
２
０
０
７
年
１
月
］
500553Ȃ6◆

440

岩
波
書
店
編
集
部
編

カ
ラ
ー
版
本
が
で
き
る
ま
で

１
１
８
８
円

本
を
読
ま
な
い
と
バ
カ
に
な
る
と
か
、
必
読
の
Ｘ
冊
と
か
、
耳
に
タ
コ
が
出
来
る
ほ
ど

で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
な
ん
で
本
は
こ
ん
な
形
を
し
て
い
る
か
考
え
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
。
一
五
世
紀
中
頃
に
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
が
発
明
し
た
印
刷
術
か
ら
現
在

ま
で
の
書
物
の
発
達
を
興
味
深
く
た
ど
り
、
人
間
の
知
恵
が
注
ぎ
込
ま
れ
た
本
と
い
う

器
の
す
べ
て
を
解
説
し
ま
す
。

［
２
０
０
３
年
６
月
］
500440Ȃ9

429

石
川
憲
弘
編
著

は
じ
め
て
の
和
楽
器

１
０
３
４
円

中
学
校
の
音
楽
授
業
に
和
楽
器
が
登
場
。
リ
コ
ー
ダ
ー
や
ピ
ア
ノ
に
比
べ
る
と
、
ま
だ

ま
だ
な
じ
み
は
な
い
け
れ
ど
、
と
に
か
く
さ
わ
っ
て
音
を
楽
し
ん
で
み
よ
う
！

第
一

線
で
活
躍
中
の
、
箏
・
尺
八
・
三
味
線
・
打
楽
器
の
演
奏
家
た
ち
が
、
そ
の
魅
力
と
奏

法
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。
和
楽
器
に
よ
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
名
曲
な
ど
を
お
さ

め
た
８
ᶲ
Ｃ
Ｄ
付
。

［
２
０
０
３
年
３
月
］
500429Ȃ4

99― 趣味・旅行
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松島駿二郎 97

松 原 良 香 95

松 森 果 林 55

真 鍋 真 Ǻ編著ǻ37

真 山 仁 47

み

右 田 邦 雄 15

御子柴善之 54

水 柿 大 地 84

水野敬三郎 45

水 野 俊 平 67ó70

道 信 良 子 53

水 口 博 也 30

南 悟 9

南 野 忠 晴 81ó83ó85

嶺 重 慎 57óǺ編著ǻ25

美馬のゆり 48ó92

宮 川 健 郎 7

宮 下 聡 80

宮 武 久 佳 52ó76

明 和 政 子 33

む

村 岡 克 紀 Ǻ訳ǻ21

村 上 晃 一 97

村 上 重 良 66

村 上 慎 一 3ó12

村 瀬 学 88

村田麻里子 96

村 林 新 吾 82

村 林 守 53

室 井 舞 花 52

も

元 永 知 宏 77ó80

元村有希子 21

森 治 24

森 清 93

森 さやか 28

森 英 樹 64ó70

盛 口 襄 38

盛 口 満 29ó30

森 山 卓 郎 7

や

矢 澤 澄 子 Ǻ監修ǻ50

安島太佳由 74

安 田 弘 法 Ǻ編著ǻ29ó30

柳 川 範 之 Ǻ編著ǻ63

藪 野 祐 三 49

山 形 孝 夫 66

山 形 辰 史 Ǻ編著ǻ69

山 我 哲 雄 54

山 岸 悦 子 33

山 口 二 郎 59

山 口 真 美 49ó80

山 口 幸 夫 26ó33

山圭㗨郎 27

山 下 正 男 65

山 下 泰 子 50

山 下 祐 介 48

山 下 柚 実 98

山田ふしぎ 25

山 中 千 恵 96

山本文一郎 32

山 脇 直 司 61

よ

除 本 理 史 50

横 手 尚 子 68

横 山 カ ズ 17ó68

芳 沢 光 雄 51

吉 田 文 和 55

吉 田 裕 Ǻ監修ǻ74

吉 田 良 治 56

吉 本 哲 郎 60

米川千嘉子 12

り

理化学研究所脳科学
総合研究センター

Ǻ編ǻ35

わ

脇 司 Ǻ編著ǻ28

和 合 亮 一 5

鷲谷いづみ 35

渡井さゆり 83

和 田 武 司 13

渡 部 淳 70

渡 邊 杉 菜 83

渡 辺 範 夫 33

渡 辺 昌 宏 40

渡 部 泰 明 3ó6

和田フミ江 Ǻ画ǻ81

17
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徳 川 宗 英 73

徳 田 雄 洋 22

徳 丸 吉 彦 40

豊 島 ミ ホ 82

戸 田 剛 文 58

トミヤマユキコ 95

ドリアン助川 5

な

長崎総合科学大学長
崎平和文化研究所

Ǻ編ǻ74

中 澤 篤 史 78

中 澤 高 師 20

仲島ひとみ 3

中 田 一 郎 44

中 務 哲 郎 46

永 積 安 明 13

中 西 弘 樹 85

中 野 光 Ǻ編著ǻ64

中野美代子 7

中 村 明 6

中 村 邦 生 5ó6ó87

中 村 善 也 46

中 村 元 65

名古谷隆彦 51

なだいなだ 88

行 方 昭 夫 15ó17ó18ó19

成 田 康 子 8

に

西 田 友 広 39

西 村 幹 子 67ó83

新 田 穂 高 97

ぬ

糠 塚 康 江 49

沼 崎 一 郎 4

沼 田 英 治 31

ね

根 本 正 之 36

は

萩原さちこ 96

橋 本 武 7ó8

橋 本 昇 72

長谷川眞理子 38

初 田 哲 男 Ǻ編著ǻ20

服 部 圭 郎 56

羽 鳥 操 99

馬場あき子 12

馬 場 雄 二 5ó9

浜 口 哲 一 37

林 友三郎 89

林 直 亨 90

林 望 11

原 康 70

春 木 良 且 25

ひ

東 田 大 志 97

Ṥ 口 健 二 65

平 岩 幹 男 77

平 賀 緑 40

平田オリザ Ǻ編著ǻ87

平 田 大 二 33

平 田 昌 弘 42

平 塚 博 子 Ǻ訳ǻ59

平 野 多 恵 3

広 岩 近 広 74

広 岡 勲 87

広瀬浩二郎 57

広 瀬 茂 男 24

ふ

福 田 昇 八 17

藤 井 克 徳 49

藤 井 貞 和 13

藤 嶋 昭 34

藤 田 真 一 3

藤 田 正 勝 48

富士晴英とゆかいな
仲間たち 91

フランクル，ピーター
22ó86

古 市 徹 雄 99

古 川 孝 順 61

古 谷 桂 信 Ǻ構成ǻ36

へ

ベラー，ケン 59

ヘルマンス，ジョー
21

ほ

星 川 安 之 49

堀内かおる 81

堀尾真紀子 84

ま

蒔 田 直 子 Ǻ編著ǻ83

㛞 太 一 32

益 川 敏 英 23

松 井 孝 典 Ǻ監修ǻ24

松 尾 剛 㗨 64

松 尾 哲 矢 99

マッケラー，ダニカ
21ó22

松 沢 裕 作 41

松 下 佳 世 91

16
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佐 藤 和 哉 16

佐 藤 剛 史 82ó84

佐 藤 誠 司 16ó18

佐 藤 文 隆 7ó27

佐 藤 真 海 86

佐 藤 倫 子 Ǻ編ǻ91

佐藤洋一郎 34

里 見 安 那 48

佐無田 光 50

鮫 島 敦 93

澤 井 悦 郎 31

三 瓶 恵 子 57ó68

し

椎 名 誠 87

汐 見 稔 幸 Ǻ編ǻ92

品 田 茂 52

篠 原 功 治 35

柴 藤 亮 介 Ǻ編著ǻ20

島 野 智 之 Ǻ編著ǻ28

島 村 英 紀 26

清水真砂子 82

寿 楽 浩 太 20

生源寺眞一 Ǻ編著ǻ30

東海林 明 86

眞 淳 平 24ó55ó58

神 野 直 彦 62

す

末 富 晶 79

杉 田 明 子 84

杉 原 泰 雄 55

杉 本 正 信 30

鈴 木 忠 29

鈴 木 伸 一 98

鈴 木 直 道 57

鈴 木 紀 之 Ǻ編著ǻ29

鈴木日出男 11

首 藤 信 彦 62

隅谷三喜男 94

諏 訪 清 二 58

せ

瀬 戸 賢 一 11

千 石 正 一 38

た

高 槻 成 紀 33ó37

高 野 潤 42

高 野 義 郎 23

高 橋 和 志 Ǻ編著ǻ69

高 橋 真 樹 54

高 橋 瑞 樹 28

髙 橋 裕 子 76

高 橋 幸 春 44

高 橋 義 人 7

高 原 史 朗 78

高 村 是 州 82

たくきよしみつ 85

竹内早希子 90

武 田 清 子 66

竹 田 青 嗣 63

竹信三恵子 77ó92

田地野 彰 18

田 代 三 良 89

蓼 沼 宏 一 58

田 中 彰 45

田 中 共 子 9ó10

田 中 敬 三 61

田 中 貴 子 10

田 中 俊 之 78

田 中 洋 美 3

田 中 優 子 43

田 辺 和 子 65

谷 川 竜 一 96

谷 口 長 世 73

谷 本 道 哉 Ǻ編著ǻ96

谷 本 雄 治 34

田 村 宏 治 29

ち

チェイス，ヘザー 59

崔 善 愛 43

遅 塚 忠 躬 45

千 葉 聡 4

千 葉 俊 二 2

チャン，アグネス
68ó69ó71

中 條 献 64

陳 建 一 93

つ

塚 田 祐 之 51

⁋ 内 鏡 人 64

Ṁ 田 劭 Ǻ編著ǻ38

土 屋 愛 寿 24

Ṁ 屋 治 紀 56

堤 未 果 58

津野田興一 43

て

TBSテレビ
『NEWS23』取材班

Ǻ編ǻ73

ティン，ディオン・
ン・ジェ 52

出 口 智 之 2ó3

と

東 野 治 之 41

外 川 浩 子 48

15
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岡 田 晴 恵 37

小川（西秋）葉子
Ǻ編著ǻ32

沖 田 瑞 穂 15ó16

尾 木 直 樹 86

奥 平 卓 12ó13

小山内美江子 66

押田あゆみ 81

小田島雄志 19

小 田 実 64

落 合 恵 子 87

小 野 道 子 67

小 原 嘉 明 34

か

カクチ，スベンドリ
ニ 51

風に立つライオン基
金 Ǻ編ǻ50

片 山 孝 㗨 26

嘉田由紀子 Ǻ語りǻ36

角 野 栄 子 10

金 子 修 治 Ǻ編著ǻ29

金子由美子 81ó86

鹿 野 政 直 44

樺 山 紘 一 45

鎌 田 ᷵ Ǻ編著ǻ63

鎌 田 浩 毅 25

亀 井 伸 孝 60

香 山 リ カ 88

辛 島 昇 98

川 合 康 三 5

川 井 㜇 介 91

川 上 浩 司 79

川 北 稔 45

川 崎 哲 72

川 崎 洋 13

河 島 弘 美 17

川田伸一郎 36

河 田 惠 昭 61

川 手 新 一 33

川 原 一 之 37

川 人 博 90

川 村 裕 子 3ó6

姜 尚 中 4

菅 野 仁 子 Ǻ訳ǻ21ó22

き

菊 池 聡 67

岸 川 真 93

岸 谷 美 穂 70

岸 本 重 陳 65

貴 戸 理 恵 6

木 下 通 子 4

木 村 秀 雄 42

木 村 㜇 治 23ó25

く

草薙奈津子 96

串 崎 真 志 77ó84

工 藤 尚 悟 29

工 藤 律 子 32

窪 薗 晴 夫 8

栗 木 京 子 9ó12

栗 原 堅 三 96

久留宮 隆 69

こ

コイケジュンコ 47

小 池 直 己 16ó18

小 泉 武 夫 98

鴻 上 尚 史 79

香 坂 玲 35

国際女性の地位協会
Ǻ編ǻ50

小久保英一郎 Ǻ編著ǻ25

小 柴 昌 俊 24

小 島 慶 子 81

小 島 毅 Ǻ編著ǻ50

小 島 俊 明 78

小 関 智 弘 93ó99

小 谷 正 博 33

後 藤 昭 62

後 藤 謙 㗨 41

後 藤 光 将 Ǻ編著ǻ77

小 西 雅 子 31

小 林 武 彦 32

小 林 秀 明 33

小 林 快 㗨 34óǺ編著ǻ37

小 山 慶 太 4ó31

近 藤 譲 40

近 藤 康 子 74

近 藤 雄 生 97

さ

齋 藤 勝 裕 36

斎 藤 㗨 郎 65

斎 藤 貴 男 53

佐 江 衆 一 26

早乙女勝元 75

酒 井 啓 子 68

坂 井 修 一 59

阪 下 圭 八 10

坂 間 千 秋 20

作 間 和 子 Ǻ訳ǻ59

左近司祥子 62

笹 原 宏 之 2

笹 山 尚 人 56ó60

さだまさし Ǻ編ǻ50

佐 藤 郁 良 3

14
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「岩波ジュニア新書」著訳編者名索引

あ

青 柳 正 規 44

明 石 和 康 42ó43ó68

淺 川 和 也 Ǻ訳ǻ59

あさのあつこ Ǻ編著ǻ8

浅 見 直 輝 79

あしなが育英会
Ǻ編著ǻ69

足 立 恒 雄 23

足 立 力 也 69

阿 ⁋ 哲 㗨 10

阿刀田 高 9

安 部 博 枝 79

新 井 明 Ǻ編著ǻ63

新 井 紀 子 Ǻ編著ǻ63

い

ｅ 㽎 教 室 Ǻ編著ǻ63

家 正 則 22

生 田 武 志 59

池 内 了 26

池 上 俊 一
39ó40ó41ó42ó43

池田香代子 Ǻ編著ǻ55

池宮城秀意 75

石 井 誠 治 35

石 井 直 方 Ǻ監修ǻ96

石 井 幹 子 92

石 川 逸 子 73

石 川 憲 弘 Ǻ編著ǻ99

石黒真木夫 21

石 田 英 敬 59

石田由香理 83

石 原 享 一 53

石 原 真 53

市 川 伸 一 88

一 海 知 義 12ó13

井 手 英 策 52

伊 東 壮 75

伊 藤 明 夫 30

伊 藤 和 明 23

伊 藤 和 子 56

伊 藤 真 54ó60

伊 藤 遊 96

伊藤由佳理 Ǻ編著ǻ31

井 波 律 子 44

井 上 儀 子 67

伊 波 園 子 74

伊 波 敏 男 61

Ἒ木のり子 14

今 井 聖 8

今 井 雅 之 88

今 北 純 一 92

今 田 高 俊 20

今 森 光 彦 98

入 江 杏 57

岩 田 誠 80

岩 田 靖 夫 63

岩 波 邦 明 81

岩波ジュニア新書編
集部 Ǻ編ǻ72ó78

岩波書店編集部 Ǻ編ǻ99

岩 政 伸 治 Ǻ訳ǻ59

う

上 坂 博 亨 48

上 田 紀 行 Ǻ編著ǻ91

上野千鶴子 76

ウェルズ恵子 17

魚 住 和 晃 11

打越さく良 81óǺ編ǻ91

内 田 良 78

宇 根 豊 36

梅 澤 貴 典 47

浦 井 正 明 95

え

江 川 紹 子 50ó85

NHK「10min.ボック
ス」制作班 Ǻ編ǻ41

NPO法人ブリッジフ
ォースマイル Ǻ協力ǻ47

遠 藤 薫 51

お

相可高校調理クラブ
82

追手門学院大学成熟
社会研究所 Ǻ編ǻ49

太 田 邦 史 Ǻ編著ǻ32

太 田 寛 行 Ǻ編著ǻ30

大 谷 孝 行 48

大 塚 敦 子 54

大 津 幸 一 19

大 野 和 興 63

大 野 竜 三 85

大 村 敦 志 60ó62

大 村 㗨 郷 Ǻ写真ǻ98

大脇三千代 57

小 笠 毅 Ǻ編著ǻ64

岡 田 寿 彦 11
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和歌の読みかた (馬場あき子，米川千

嘉子) 12

若者のためのまちづくり (服部圭

郎) 56

新版 わたしたちと裁判 (後藤昭) 62

わたしたちと世界 (武田清子) 66

私たちのサステイナビリティ (工

藤尚悟) 29

私、日本に住んでいます (スベンド

リニ・カクチ) 51

わたしもぼくも地球人 (アグネス・

チャン) 68

12
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ものがたり日本音楽史 (徳丸吉彦)40

物語もっと深読み教室 (宮川健郎) 7

ものづくりに生きる (小関智弘) 93

森ᷞ外、自分を探す (出口智之) 2

森と山と川でたどるドイツ史 (池

上俊一) 42

や

世界の神話 躍動する女神たち (沖田

瑞穂) 15

野生動物と共存できるか (高槻成

紀) 37

やらなきゃゼロ！ (鈴木直道) 57

ゆ

勇気ってなんだろう (江川紹子) 85

有権者って誰？ (藪野祐三) 49

夢を跳ぶ (佐藤真海) 86

よ

ヨーロッパがわかる (明石和康) 42

ヨーロッパ思想入門 (岩田靖夫) 63

ヨーロッパ史入門 原形から近代への

胎動 (池上俊一) 39

ヨーロッパ史入門 市民革命から現代

へ (池上俊一) 39

四字熟語集 (奥平卓，和田武司) 13

読みたい心に火をつけろ！ (木下

通子) 4

〈読む〉という冒険 (佐藤和哉) 16

40億年、いのちの旅 (伊藤明夫) 30

ら

ライフスキル・フィットネス (吉

田良治) 56

り

理科がおもしろくなる12話 (山口

幸夫) 26

力学の発見 (高野義郎) 23

理系アナ㛞太一の 生物部な毎日 (㛞太

一) 32

理系女子的生き方のススメ (美馬

のゆり) 92

リベラルアーツの学び (芳沢光雄)51

る

ルールはなぜあるのだろう (大村

敦志) 60

れ

レギュラーになれないきみへ (元

永知宏) 77

レンアイ、基本のキ (打越さく良) 81

ろ

労働法はぼくらの味方！ (笹山尚

人) 60

ローマ帝国 (青柳正規) 44

ローマは一日にしてならず (樺山

紘一) 45

ロボットが家にやってきたら…
(遠藤薫) 51

ロボット創造学入門 (広瀬茂男) 24

論理的に考えること (山下正男) 65

論理的に解く力をつけよう (徳田

雄洋) 22

わ

若いぼくらにできること (今井雅

之) 88

11
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ふ

ファッション・ライフの楽しみ方
(高村是州) 82

ファンタジーが生まれるとき (角

野栄子) 10

部活で俳句 (今井聖) 8

深掘り！中学数学 (坂間千秋) 20

福祉ってなんだ (古川孝順) 61

プチ革命 言葉の森を育てよう
(ドリアン助川) 5

仏教入門 (松尾剛㗨) 64

ブッダ物語 (中村元，田辺和子) 65

不登校でも大丈夫 (末富晶) 79

不便益のススメ (川上浩司) 79

フランス革命 (遅塚忠躬) 45

フリーという生き方 (岸川真) 93

分子のはたらきがわかる10話 (齋

藤勝裕) 36

へ

平安女子の楽しい！生活 (川村裕

子) 6

平安男子の元気な！生活 (川村裕

子) 3

平家物語を読む (永積安明) 13

平和ってなんだろう (足立力也) 69

平和をつくった世界の20人 (ケン・

ベラー，ヘザー・チェイス 作間和子，淺

川和也，岩政伸治，平塚博子訳) 59

勉強法が変わる本 (市川伸一) 88

ほ

冒険にでよう (椎名誠) 87

父と娘の 法入門 (大村敦志) 62

保健室の恋バナ＋α (金子由美子) 81

ポジティブになれる英語名言101
(小池直己，佐藤誠司) 16

ボランティアをやりたい！ (さだ

まさし，風に立つライオン基金編) 50

カラー版 本ができるまで (岩波書店編

集部編) 99

ま

学び合い、発信する技術 (林直亨)

90

まねが育むヒトの心 (明和政子) 33

マンガミュージアムへ行こう (伊

藤遊，谷川竜一，村田麻里子，山中千恵)

96

マンボウのひみつ (澤井悦郎) 31

万葉集入門 (鈴木日出男) 11

み

道は自分で切りひらく (広岡勲) 87

身につく英語のためのAtoZ (行方
昭夫) 17

みんな地球に生きるひと (アグネ

ス・チャン) 71

みんな地球に生きるひとPart３
(アグネス・チャン) 69

みんなでつくろう学校図書館 (成

田康子) 8

め

明治維新 (田中彰) 45

メソポタミア文明入門 (中田一郎)44

めんそーれ！化学 (盛口満) 30

も

モグラ博士のモグラの話 (川田伸一

郎) 36

ものがたり西洋音楽史 (近藤譲) 40

10
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日本らしい自然と多様性 (根本正

之) 36

ニュートリノの夢 (小柴昌俊) 24

ね

ネット情報におぼれない学び方
(梅澤貴典) 47

年中行事を五感で味わう (山下柚

実) 98

粘土でにゃにゅにょ (田中敬三) 61

の

脳科学の教科書 (理化学研究所脳科学

総合研究センター編) 35

農学が世界を救う！ (生源寺眞一，太

田寛行，安田弘法編著) 30

農は過去と未来をつなぐ (宇根豊)

36

ノーベル賞でつかむ現代科学 (小

山慶太) 31

は

俳句のきた道 (藤田真一) 3

俳句を楽しむ (佐藤郁良) 3

敗北を力に！ (元永知宏) 80

博士の愛したジミな昆虫 (金子修

治，鈴木紀之，安田弘法編著) 29

はじめての研究レポート作成術
(沼崎一郎) 4

はじめての哲学 (藤田正勝) 48

はじめての文学講義 (中村邦生) 5

はじめての和楽器 (石川憲弘編著) 99

橋本式国語勉強法 (橋本武) 7

パスタでたどるイタリア史 (池上

俊一) 43

パズル学入門 (東田大志) 97

働くって何だ (森 清) 93

発達障害 (平岩幹男) 77

「ハッピーな部活」のつくり方 (中

澤篤史，内田良) 78

ハッブル (家正則) 22

話してみよう 旅行の英語 (大津

幸一) 19

話すための英文法 (小池直己) 18

パワハラに負けない！ (笹山尚人)56

ハンセン病を生きて (伊波敏男) 61

ハンドブック 原発事故と放射能 (山

口幸夫) 33

ハンドブック 子どもの権利条約 (中

野光，小笠毅編著) 64

ひ

ピーター流生き方のすすめ (ピー

ター・フランクル) 86

光が照らす未来 (石井幹子) 92

光触媒が未来をつくる (藤嶋昭) 34

美術館へ行こう (草薙奈津子) 96

人とミルクの１万年 (平田昌弘) 42

人は見た目！と言うけれど (外川

浩子) 48

一人で思う、二人で語る、みんな
で考える (追手門学院大学成熟社会研

究所編) 49

ひとりで、考える (小島俊明) 78

人を見捨てない国、スウェーデン
(三瓶恵子) 57

被爆アオギリと生きる (広岩近広)74

ひめゆりの沖縄戦 (伊波園子) 74

ひらめき！英語迷言教室 (右田邦

雄) 15

貧困を考えよう (生田武志) 59
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つ

通訳になりたい！ (松下佳世) 91

津田梅子 (髙橋裕子) 76

伝えるための教科書 (川井㜇介) 91

て

できちゃいました！ フツーの学
校 (富士晴英とゆかいな仲間たち) 91

〈できること〉の見つけ方 (石田由

香理，西村幹子) 83

手Ṃ治虫がねがったこと (斎藤㗨

郎) 65

哲学ってなんだ (竹田青嗣) 63

哲学のことば (左近司祥子) 62

天気ハカセになろう (木村㜇治) 23

と

ことばあそび 同音漢字問題集 (岡田寿

彦) 11

東京が燃えた日 (早乙女勝元) 75

道具にヒミツあり (小関智弘) 99

統計学をめぐる散歩道 (石黒真木夫)

21

東大留学生ディオンが見たニッポ
ン (ディオン・ン・ジェ・ティン) 52

動物で読むアメリカ文学案内 (河

島弘美) 17

動物を守りたい君へ (高槻成紀) 33

徳川家が見た戦争 (徳川宗英) 73

図書館で出会える100冊 (田中共子)

9

図書館へ行こう (田中共子) 10

読解力をきたえる英語名文30 (行
方昭夫) 15

読解力を身につける (村上慎一) 3

な

内戦の地に生きる (橋本昇) 72

新版 ナガサキ (長崎総合科学大学長崎平

和文化研究所編) 74

仲間を信じて (村上晃一) 97

なぜ国語を学ぶのか (村上慎一) 12

なぜ孫悟空のあたまには輪っかが
あるのか？ (中野美代子) 7

奈良・京都の古寺めぐり (水野敬三

郎) 45

に

21歳男子、過疎の山村に住むこと
にしました (水柿大地) 84

21世紀はどんな世界になるのか
(眞淳平) 55

21世紀を生きる君たちへ (小山内美

江子) 66

日系人の歴史を知ろう (高橋幸春)44

日本一小さな農業高校の学校づく
り (品田茂) 52

日本恐竜探検隊 (真鍋真，小林快㗨編

著) 37

日本軍「慰安婦」にされた少女た
ち (石川逸子) 73

日本語の〈書き〉方 (森山卓郎) 7

日本語のニュアンス練習帳 (中村

明) 6

日本語のレトリック (瀬戸賢一) 11

日本人は植物をどう利用してきた
か (中西弘樹) 85

日本神話入門 (阪下圭八) 10

日本の現代 (鹿野政直) 44

日本の津波災害 (伊藤和明) 23

日本の農業を考える (大野和興) 63

8
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そ

漱石先生の手紙が教えてくれたこ
と (小山慶太) 4

「育ち」をふりかえる (渡井さゆり)

83

その情報、本当ですか？ (塚田祐之)

51

素粒子はおもしろい (益川敏英) 23

た

大学生活の迷い方 (蒔田直子編著) 83

大学で大人気の先生が語る〈失敗〉
〈挑戦〉〈成長〉の自立学 (佐藤剛

史) 84

大学で大人気の先生が語る〈恋愛〉
と〈結婚〉の人間学 (佐藤剛史)82

大学でなにを学ぶか (隅谷三喜男) 94

大きらいなやつがいる君のための
リベンジマニュアル (豊島ミホ)82

大絶滅は、また起きるのか？ (高

橋瑞樹) 28

大統領でたどるアメリカの歴史
(明石和康) 43

台湾の若者を知りたい (水野俊平)67

確かめてナットク！ 物理の法則
(ジョー・ヘルマンス 村岡克紀訳) 21

正しいコピペのすすめ (宮武久佳)52

正しいパンツのたたみ方 (南野忠

晴) 85

〝正しい〟を疑え！ (真山仁) 47

田中正造 (佐江衆一) 26

新版 楽しむ数学10話 (足立恒雄) 23

タバコとわたしたち (大野竜三) 85

旅に出よう (近藤雄生) 97

食べものから学ぶ世界史 (平賀緑)

40

魂をゆさぶる歌に出会う (ウェルズ

恵子) 17

短歌は最強アイテム (千葉聡) 4

短歌を楽しむ (栗木京子) 12

短歌をつくろう (栗木京子) 9

探険と冒険の物語 (松島駿二郎) 97

男子が10代のうちに考えておきた
いこと (田中俊之) 78

男女平等はどこまで進んだか (山

下泰子，矢澤澄子監修 国際女性の地位協

会編) 50

短編小説を読もう (阿刀田高) 9

ち

地域学をはじめよう (山下祐介) 48

地球温暖化は解決できるのか (小

西雅子) 31

地球は火山がつくった (鎌田浩毅)25

地球をこわさない生き方の本 (Ṁ

田劭編著) 38

父と娘の 法入門 (大村敦志) 62

父の仕事を継ぐ 自分の味をつく
る (陳建一) 93

知の古典は誘惑する (小島毅編著) 50

地方自治のしくみがわかる本 (村

林守) 53

中学生時代 (林友三郎) 89

中学生になったら (宮下聡) 80

中高生のための「かたづけ」の本
(杉田明子，佐藤剛史) 84

中高生のための憲法教室 (伊藤真)

60

中東から世界が見える (酒井啓子)68

〈超・多国籍学校〉は今日もにぎや
か！ (菊池聡) 67

7
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新聞の読みかた (岸本重陳) 65

人類が生まれるための12の偶然
(眞淳平 松井孝典監修) 24

人類VS.感染症 (岡田晴恵) 37

す

数学がおもしろくなる12話 (片山

孝㗨) 26

数学と恋に落ちて 方程式を極めるἫ

(ダニカ・マッケラー 菅野仁子訳) 21

数学と恋に落ちて 未知数に親しむἫ

(ダニカ・マッケラー 菅野仁子訳) 21

数学を嫌いにならないで 基本のお

さらいἫ (ダニカ・マッケラー 菅野仁

子訳) 22

数学を嫌いにならないで 文章題に

いどむἫ (ダニカ・マッケラー 菅野仁

子訳) 22

数字とことばの不思議な話 (窪薗

晴夫) 8

数に強くなろう (ピーター・フランク

ル) 22

数理の窓から世界を読みとく (初

田哲男，柴藤亮介編著) 20

数を考える (山圭㗨郎) 27

スギナの島留学日記 (渡邊杉菜) 83

ストライカーを科学する (松原良

香) 95

スポーツ科学の教科書 (谷本道哉編

著 石井直方監修) 96

せ

生活環境主義でいこう！ (嘉田由紀

子語り 古谷桂信構成) 36

政治参加で未来をまもろう (首藤

信彦) 62

政治のキホン100 (吉田文和) 55

政治のしくみがわかる本 (山口二

郎) 59

聖書物語 (山形孝夫) 66

生物学の基礎はことわざにあり
(杉本正信) 30

生物多様性と私たち (香坂玲) 35

生物とコラボする (工藤律子) 32

理系アナ㛞太一の 生物部な毎日 (㛞太

一) 32

生命デザイン学入門 (小川（西秋）葉

子，太田邦史編著) 32

カラー版 世界遺産の建築を見よう
(古市徹雄) 99

世界史読書案内 (津野田興一) 43

世界について (戸田剛文) 58

世界に通じるマナーとコミュニケ
ーション (横手尚子，横山カズ) 68

世界の遺児100人の夢 (あしなが育英

会編著) 69

世界の海へ、シャチを追え！ (水

口博也) 30

世界の国 １位と最下位 (眞淳平)

58

世界の宗教 (村上重良) 66

世界の神話 (沖田瑞穂) 16

世界の神話 躍動する女神たち (沖田

瑞穂) 15

新版 1945年８月６日 (伊東壮) 75

カラー版 千石先生の動物ウォッチ
ング (千石正一) 38

戦後日本の経済と社会 (石原享一)53

繊細すぎてしんどいあなたへ (串

崎真志) 77

戦争と沖縄 (池宮城秀意) 75

6



0031-001-011_S03_ジュニア新書_書名索引_2刷_再校_初校.smd  Page 523/06/01 10:06  v3.60

自分を変えたい (宮武久佳) 76

自分を励ます英語名言101 (小池直
己，佐藤誠司) 16

司法の現場で働きたい！ (打越さく

良，佐藤倫子編) 91

地元学をはじめよう (吉本哲郎) 60

ジャーナリストという仕事 (斎藤

貴男) 53

社会とどうかかわるか (山脇直司)61

社会の今を見つめて (大脇三千代) 57

社会の真実の見つけかた (堤未果)

58

15歳、まだ道の途中 (高原史朗) 78

10代が考えるウクライナ戦争 (岩

波ジュニア新書編集部編) 72

10代から考える生き方選び (竹信

三恵子) 77

10代に語る平成史 (後藤謙㗨) 41

10代のうちに考えておくこと (香

山リカ) 88

10代の憲法な毎日 (伊藤真) 54

10代のための古典名句名言 (佐藤

文隆，高橋義人) 7

10代の悩みに効くマンガ、ありま
す！ (トミヤマユキコ) 95

10代の本棚 (あさのあつこ編著) 8

10代の真ん中で (村瀬学) 88

16歳 親と子のあいだには (平田

オリザ編著) 87

16テーマで知る 鎌倉武士の生活 (西田

友広) 39

新版 主権者はきみだ (森英樹) 64

10分で読む 日本の歴史 (NHK

「10min.ボックス」制作班編) 41

寿命はなぜ決まっているのか (小

林武彦) 32

樹木ハカセになろう (石井誠治) 35

手話の世界を訪ねよう (亀井伸孝)60

障害者とともに働く (藤井克徳，星川

安之) 49

上手な脳の使いかた (岩田誠) 80

聖徳太子 (東野治之) 41

情熱でたどるスペイン史 (池上俊

一) 40

知っておきたい 情報社会の安全知識
(坂井修一) 59

情報って何だろう (春木良且) 25

職人を生きる (鮫島敦) 93

女子読みのススメ (貴戸理恵) 6

女性画家 10の叫び (堀尾真紀子) 84

ショパン (崔善愛) 43

書を楽しもう (魚住和晃) 11

知ろう食べよう世界の米 (佐藤洋一

郎) 34

進化とはなんだろうか (長谷川眞理

子) 38

進化のṖをとく発生学 (田村宏治)29

進化を飛躍させる新しい主役 (小

原嘉明) 34

人権読本 (鎌田᷵編著) 63

人権は国境を越えて (伊藤和子) 56

新種発見物語 (島野智之，脇司編著) 28

人生の答えは家庭科に聞け！ (堀

内かおる，南野忠晴 和田フミ江画) 81

新・大学でなにを学ぶか (上田紀行

編著) 91

身体感覚をひらく (松尾哲矢，羽鳥操)

99

新版 主権者はきみだ (森英樹) 64

新版 1945年８月６日 (伊東壮) 75

新版 楽しむ数学10話 (足立恒雄) 23

新版 ナガサキ (長崎総合科学大学長崎平

和文化研究所編) 74

新版 わたしたちと裁判 (後藤昭) 62

5
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心は前を向いている (串崎真志) 84

故事成句でたどる楽しい中国史
(井波律子) 44

答えは本の中に隠れている (岩波

ジュニア新書編集部編) 78

国境なき医師が行く (久留宮隆) 69

古典がもっと好きになる (田中貴

子) 10

古典和歌入門 (渡部泰明) 6

ご当地電力はじめました！ (高橋

真樹) 54

ことばあそび 同音漢字問題集 (岡田寿

彦) 11

ことばの力 (川崎洋) 13

子どもにかかわる仕事 (汐見稔幸編)

92

ハンドブック 子どもの権利条約 (中

野光，小笠毅編著) 64

この思いを聞いてほしい！ (池田

香代子編著) 55

古文の読みかた (藤井貞和) 13

コミュニケーション力を高めるプ
レゼン・発表術 (上坂博亨，大谷孝

行，里見安那) 48

コルチャック先生 (近藤康子) 74

これが原発だ (Ṥ口健二) 65

これからのエネルギー (Ṁ屋治紀)56

これからの防災・減災がわかる本
(河田惠昭) 61

「殺すな」と「共生」 (小田実) 64

さ

財政から読みとく日本社会 (井手

英策) 52

財政のしくみがわかる本 (神野直

彦) 62

作家たちの17歳 (千葉俊二) 2

砂糖の世界史 (川北稔) 45

さとやま (鷲谷いづみ) 35

カラー版 里山を歩こうPart２ (今森

光彦) 98

さわっておどろく！ (広瀬浩二郎，嶺

重慎) 57

３・11後を生きるきみたちへ (た

くきよしみつ) 85

し

シアワセなお金の使い方 (南野忠

晴) 83

しあわせに働ける社会へ (竹信三恵

子) 92

幸せのための経済学 (蓼沼宏一) 58

シェイクスピア名言集 (小田島雄志)

19

思春期ってなんだろう (金子由美子)

86

地震と火山の島国 (島村英紀) 26

自然災害からいのちを守る科学
(川手新一，平田大二) 33

自然をつかむ７話 (木村㜇治) 25

実験大好き！ 化学はおもしろい
(盛口襄) 38

知っておきたい 情報社会の安全知識
(坂井修一) 59

質問する、問い返す (名古谷隆彦) 51

自転車で行こう (新田穂高) 97

詩のこころを読む (Ἒ木のり子) 14

詩の寺子屋 (和合亮一) 5

自分で考える勇気 (御子柴善之) 54

自分と未来のつくり方 (石田英敬)59

自分の顔が好きですか？ (山口真

美) 80

自分のことがわかる本 (安部博枝)79

自分力を高める (今北純一) 92

4
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漢文の読みかた (奥平卓) 12

き

議会制民主主義の活かし方 (糠塚

康江) 49

期待はずれのドラフト１位 (元永

知宏) 80

覚えておきたい 基本英会話フレーズ
130 (小池直己) 16

きみのまちに未来はあるか？ (除

本理史，佐無田光) 50

恐竜時代I (小林快㗨) 34

巨大おけを絶やすな！ (竹内早希子)

90

ギリシア神話 (中村善也，中務哲郎) 46

キリスト教入門 (山我哲雄) 54

キング牧師 (⁋内鏡人，中條献) 64

〈銀の匙〉の国語授業 (橋本武) 8

く

「空気」を読んでも従わない (鴻上

尚史) 79

屈折万歳！ (小島慶子) 81

クマゼミから温暖化を考える (沼

田英治) 31

クマムシ調査隊、南極を行く！
(鈴木忠) 29

グローバリゼーションの中の江戸
(田中優子) 43

け

経済の考え方がわかる本 (新井明，

柳川範之，新井紀子，e-教室編著) 63

〈刑務所〉で盲導犬を育てる (大塚

敦子) 54

「ケータイ時代」を生きるきみへ
(尾木直樹) 86

ゲッチョ先生と行く 沖縄自然探検 (盛

口満) 29

研究するって面白い！ (伊藤由佳理

編著) 31

原子力災害からいのちを守る科学
(小谷正博，小林秀明，山岸悦子，渡辺範

夫) 33

ハンドブック 原発事故と放射能 (山

口幸夫) 33

憲法読本 (杉原泰雄) 55

こ

恋の相手は女の子 (室井舞花) 52

恋の歌、恋の物語 (林 望) 11

高校生活100のアドバイス (東海林

明) 86

高校生、災害と向き合う (諏訪清二)

58

高校生になったら (田代三良) 89

高校生レストランまごの店 おいしい和
食のキホン (村林新吾，相可高校調理

クラブ) 82

ご近所のムシがおもしろい！ (谷

本雄治) 34

国語をめぐる冒険 (渡部泰明，平野多

恵，出口智之，田中洋美，仲島ひとみ) 3

国際感覚ってなんだろう (渡部淳)

70

国際関係がわかる本 (原 康) 70

国際協力ってなんだろう (高橋和

志，山形辰史編著) 69

国際協力と平和を考える50話 (森

英樹) 70

国際情勢に強くなる英語キーワー
ド (明石和康) 68

語源でふやそう英単語 (小池直己)18

こころと身体の心理学 (山口真美)49

3
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お

高校生レストランまごの店 おいしい和
食のキホン (村林新吾，相可高校調理

クラブ) 82

王様でたどるイギリス史 (池上俊

一) 41

お菓子でたどるフランス史 (池上

俊一) 42

ゲッチョ先生と行く 沖縄自然探検 (盛

口満) 29

お城へ行こう！ (萩原さちこ) 96

大人になるっておもしろい？ (清

水真砂子) 82

音のない世界と音のある世界をつ
なぐ (松森果林) 55

覚えておきたい 基本英会話フレーズ
130 (小池直己) 16

親を頼らないで生きるヒント (コ

イケジュンコ NPO法人ブリッジフォー

スマイル協力) 47

オリンピック・パラリンピックを
学ぶ (後藤光将編著) 77

女の子はどう生きるか (上野千鶴子)

76

女も男も生きやすい国、スウェー
デン (三瓶恵子) 68

か

解釈につよくなるための英文50
(行方昭夫) 18

香りと歴史 ７つの物語 (渡辺昌

宏) 40

科学の考え方・学び方 (池内了) 26

カガク力を強くする！ (元村有希子)

21

書き出しは誘惑する (中村邦生) 6

核のごみをどうするか (今田高俊，

寿楽浩太，中澤高師) 20

核兵器はなくせる (川崎哲) 72

崖っぷちに立つあなたへ (落合恵

子) 87

岩波メソッド 学校にはない教科書
(岩波邦明，押田あゆみ) 81

悲しみを生きる力に (入江杏) 57

16テーマで知る 鎌倉武士の生活 (西田

友広) 39

カラー版 インド・カレー紀行 (辛島

昇 大村㗨郷写真) 98

カラー版 宇宙に行くニャ！ (山田ふ

しぎ) 25

カラー版 里山を歩こうPart２ (今森

光彦) 98

カラー版 世界遺産の建築を見よう
(古市徹雄) 99

カラー版 千石先生の動物ウォッチ
ング (千石正一) 38

カラー版 本ができるまで (岩波書店編

集部編) 99

「カルト」はすぐ㓊に (江川紹子) 50

過労死しない働き方 (川人博) 90

㕾国の若者を知りたい (水野俊平)70

漢語の知識 (一海知義) 13

姜尚中と読む 夏目漱石 (姜尚中) 4

漢詩入門 (一海知義) 12

漢字のサーカス (馬場雄二) 9

漢字のはなし (阿⁋哲㗨) 10

漢詩のレッスン (川合康三) 5

漢字ハカセ、研究者になる (笹原宏

之) 2

漢字力が身につく熟語練習帳 (馬

場雄二) 5

カンタン実験で環境を考えよう
(篠原功治) 35
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「岩波ジュニア新書」書名索引

あ

アインシュタインが考えたこと
(佐藤文隆) 27

アジアに共に歩む人がいる (川原

一之) 37

アニメが世界をつなぐ (鈴木伸一)98

綾瀬はるか 「戦争」を聞く (TBS

テレビ『NEWS23』取材班編) 73

綾瀬はるか 「戦争」を聞くⅡ
(TBSテレビ『NEWS23』取材班編) 73

歩いて見た太平洋戦争の島々 (安

島太佳由 吉田裕監修) 74

アンネ・フランクに会いに行く
(谷口長世) 73

い

生きた地球をめぐる (土屋愛寿) 24

生きづらい明治社会 (松沢裕作) 41

生きていくための短歌 (南 悟) 9

生きもの地図をつくろう (浜口哲

一) 37

いじめを考える (なだいなだ) 88

いのちはどう生まれ、育つのか
(道信良子) 53

いのちをはぐくむ農と食 (小泉武

夫) 98

居場所がほしい (浅見直輝) 79

いま、きみを励ますことば (中村邦

生) 87

いま、この惑星で起きていること
(森さやか) 28

〈意味順〉英作文のすすめ (田地野

彰) 18

イラクの戦場で学んだこと (岸谷

美穂) 70

岩波メソッド 学校にはない教科書
(岩波邦明，押田あゆみ) 81

インカの世界を知る (木村秀雄，高野

潤) 42

カラー版 インド・カレー紀行 (辛島

昇 大村㗨郷写真) 98

う

上野公園へ行こう (浦井正明) 95

宇宙と生命の起源 (嶺重慎，小久保英

一郎編著) 25

カラー版 宇宙に行くニャ！ (山田ふ

しぎ) 25

宇宙ヨットで太陽系を旅しよう
(森 治) 24

うま味って何だろう (栗原堅三) 96

え

英語に好かれるとっておきの方法
(横山カズ) 17

英語の発想がよくわかる表現50
(行方昭夫) 19

英作文のためのやさしい英文法
(佐藤誠司) 18

英詩のこころ (福田昇八) 17

AIの時代を生きる (美馬のゆり) 48

AKB48、被災地へ行く (石原真) 53

SDGs時代の国際協力 (西村幹子，小

野道子，井上儀子) 67

ABO血液型がわかる科学 (山本文一

郎) 32

1
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